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製品に関する一般的注意事項 
 

1. NC端子の処理 

【注意】NC端子には、何も接続しないようにしてください。 

NC(Non-Connection)端子は、内部回路に接続しない場合の他、テスト用端子やノイズ軽減などの

目的で使用します。このため、NC端子には、何も接続しないようにしてください。 

接続された場合については保証できません。 

2. 未使用入力端子の処理 

【注意】未使用の入力端子は、ハイまたはローレベルに固定してください。 

CMOS製品の入力端子は、一般にハイインピーダンス入力となっています。未使用端子を開放状

態で動作させると、周辺ノイズの誘導により中間レベルが発生し、内部で貫通電流が流れて誤動

作を起こす恐れがあります。 

未使用の入力端子は、ハイまたはローレベルに固定してください。 

3. 初期化前の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

すべての電源に電圧が印加され、リセット端子にローレベルが入力されるまでの間、内部回路は

不確定であり、レジスタの設定や各端子の出力状態は不定となります。この不定状態によってシ

ステムが誤動作を起こさないようにシステム設計を行ってください。 

リセット機能を持つ製品は、電源投入後は、まずリセット動作を実行してください。 

4. 未定義・リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】未定義・リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

未定義・リザーブアドレスは、将来の機能拡張用の他、テスト用レジスタなどが割り付けられて

いる場合があります。 

これらのレジスタをアクセスしたときの動作および継続する動作については、保証できませんの

で、アクセスしないようにしてください。 

5. 各レジスタリザーブビットの読み出し／書き込み 

各モジュールで使用されるレジスタのリザーブビットは、その説明記述中に読み出し／書き込み

値の指定が特にない限り以下のように取り扱ってください。 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む場合は、0を書き込むか、直前に読み出した値を書

き込むかいずれかにしてください。 

直前に読み出した値を書き込むようにしておくと、将来このビットに拡張機能を割り当てること

がある場合、その拡張機能に影響を与えない利点があります。 

 



 

本書の構成 

 
 

本書は、以下の構成で制作しています。 
 

1. 製品に関する一般的注意事項 

2. 本書の構成 

3. はじめに 

4. 目次 

5. 概要 

6. 各機能モジュールの説明 

・CPUおよびシステム制御系 

・内蔵周辺モジュール 

   各モジュールの機能説明の構成は、モジュール毎に異なりますが、一般的には、 

   ①特長、②入出力端子、③レジスタの説明、④動作説明、⑤使用上の注意事項、 

   等の節で構成されています。 

 

本 LSIを用いた応用システムを設計する際、注意事項を十分確認の上設計してください。 

各章の本文中には説明に対する注意事項と、各章の最後には使用上の注意事項があります。 

必ずお読みください。（使用上の注意事項は必要により記載されます。） 

 

   7. 電気的特性 

   8. 付録 

   9. 本版で修正または追加された箇所 

   10. 索引 
 



 

はじめに 

本 LSIは、ルネサスオリジナルの RISC方式の CPUをコアにして、システム構成に必要な周辺機能を集積した

RISCマイコンです。 
 

対象者  本マニュアルは、本 LSIを用いた応用システムを設計するユーザを対象としています。 

本マニュアルを使用される読者には、電気回路、論理回路、およびマイクロコンピュータに関する

基本的な知識を必要とします。 
 

目的   本マニュアルは、本 LSIのハードウェア機能と電気的特性をユーザに理解していただくことを目的

としています。 
 

読み方  

• 機能全体を理解しようとするとき。 

→ 目次にしたがって読んでください。 

  本書は、大きく分類すると、CPU、システム制御機能、周辺機能の順に構成されています。 

• FPUの機能および各命令の詳細を理解したいとき。 

→ 別冊の「SH-4A ソフトウェアマニュアル」を参照してください。 
 

凡例 ビット表記  ：左側が上位ビット、右側が下位ビットの順に表記します。 

   数字の表記  ：2進数は B'XXXX、16進数は H'XXXX、10進数は XXXXで表します。 

   記号の表記  ：ローアクティブの信号にはオーババー（XXXX）を付けます。 



 

略語の説明 
 

ALU Arithmetic Logic Unit 

 演算論理回路 

ASID Address Space Identifier 

 アドレス空間識別子 

BGA Ball Grid Array 

 ボールグリットアレイ 

CMT Compare Match Timer (Timer/Counter) 

 コンペアマッチタイマ（タイマカウンタ） 

CPG Clock Pulse Generator 

 クロック発振器 

CPU Central Processing Unit 

 中央制御装置 

DDR Double Data Rate 

 ダブルデータレート 

DDRIF DDR-SDRAM Interface 

 DDR-SDRAMインタフェース 

DMA Direct Memory Access 

 ダイレクトメモリアクセス 

DMAC Direct Memory Access Controller 

 ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAコントローラ） 

FIFO First-In First-Out 

 先入れ先出し 

FPU Floating Point Unit 

 浮動小数点演算装置 

HAC Audio Codec 

 オーディオコーデック 

H-UDI User Debugging Interface 

 ユーザデバッグインタフェース 

INTC Interrupt Controller 

 割り込みコントローラ 

JTAG Joint Test Action Group 

 バウンダリスキャン規格化グループ 

LBSC Local Bus State Controller 

 ローカルバスステートコントローラ 

LRAM L Memory 

 Lメモリ（内蔵 RAM） 



 

LRU Least Recently Used 

 （仮想記憶ページ置き換えアルゴリズムの名前） 

LSB Least Significant Bit 

 最下位ビット 

MMCIF Multimedia Card Interface 

 マルチメディアカードインタフェース 

MMU Memory Management Unit 

 メモリマネジメントユニット 

MSB Most Significant Bit 

 最上位ビット 

PC Program Counter 

 プログラムカウンタ 

PCI Peripheral Components Interconnect 

 ペリフェラルコンポーネントインタコネクト 

PCIC PCI Controller 

 PCI（ローカルバス）コントローラ 

PFC Pin Function Controller 

 ピンファンクションコントローラ 

RISC Reduced Instruction Set Computer 

 縮小命令セットコンピュータ 

RTC Realtime Clock 

 リアルタイムクロック 

SCIF Serial Communication Interface with FIFO 

 FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース 

SIOF Serial Interface with FIFO 

 シリアル I/O FIFO付き 

SSI Serial Sound Interface 

 シリアルサウンドインタフェース 

TAP Test Access Port 

 テスト端子 

TLB Translation Lookaside Buffer 

 変換ルックアサイドバッファ 

TMU Timer Unit 

 タイマユニット 

UART Universal Asynchronous Receiver/Transmitter 

 調歩同期インタフェース 

UBC User Break Controller 

 ユーザブレークコントローラ 



 

WDT Watchdog Timer 

 ウォッチドッグタイマ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。 
 

• MultiMediaCardは、MultiMediaCard Association（MMCA）の登録商標です。 

• Magic Packet は、Advanced Micro Devices Inc.の登録商標です。 

• SuperHTMは、ルネサス エレクトロニクス株式会社の商標です。 
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1. 概要 

1.1 SH7763の特長 

本 LSIは、ルネサスオリジナルの RISC（Reduced Instruction Set Computer）方式の CPUをコアにして、高速イー

サネットシステム、表示機器システム、ディジタル AV機器システム等のさまざまなシステムに必要な周辺機能

を集積した CMOSシングルチップ・多機能マイコンです。 

本 LSIは、SH-1、SH-2、SH-3、SH-3E、SH-４マイクロコンピュータとのオブジェクトコードレベルでの上位互

換性を特長とする 32ビット RISCマイコンです。また、キャッシュメモリ、MMUなどを内蔵しています。 

本 LSIの CPUは、RISC方式の命令セットを持っており、基本的に 1命令 1サイクルで動作するので、命令実

行速度が飛躍的に向上しています。また内部 32ビット構成となっており、データ処理能力を強化しています。本

LSIの CPUによって、従来のマイコンでは実現不可能だった、高速性が要求されるアプリケーションでも、より

低コストでかつ高性能／高機能なシステムを組むことができるようになります。 

本 LSIでは、内蔵 DMAC（Direct Memory Access Controller）による高速データ転送や、外部メモリアクセスサ

ポート機能による各種メモリへの直結が可能です。さらに、LCDコントローラ、USB Full Speedホストコントロ

ーラ、ファンクションコントローラ、PCIコントローラ、高速非同期シリアルインタフェース回路、音声／オーデ

ィオ CODEC用シリアルインタフェース回路、AD変換器、DA変換器などのシステムコンフィギュレーションに

最適で強力な周辺機能を内蔵しています。 

本 LSIはまた、IEEE802.3z規格に準拠したメディアアクセスコントローラ（MAC）とギガビット・メディア・

インディペンデント・インタフェース（GMII）標準ユニットを含むギガビットイーサネットコントローラを 2チ

ャネル搭載しており、10/100/1000Mbpsでの LAN接続を実現することができます。さらに、SECURITYアクセラ

レータを内蔵することにより、ネットワーク上のデータのセキュリティ管理を効率よく行うことができます。 

さらに、本 LSIでは外部メモリアクセスサポート機能により、通常メモリ、DDR-SDRAM、PCMCIAと直接接

続が行えます。 

さまざまな分野に対応可能な多様な機能を集積した本製品により、お客様の開発システムの大幅なコスト低減

のみならず、小型化および低消費電力化を実現することが可能となります。 



 

1. 概要 

1-2  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

表 1.1 SH7763の特長 

項  目 特   長 

最大動作周波数 • 266MHz 

性能 • 478MIPS（266MHz時）、1862MFLOPS（266MHz時） 

CPU • ルネサスオリジナルアーキテクチャ 

• 32ビット内部データバス 

• 汎用レジスタファイル 

- 16本の 32ビット汎用レジスタ（および 8本の 32ビットシャドウレジスタ） 

- 7本の 32ビット制御レジスタ 

- 4本の 32ビットシステムレジスタ 

• RISCタイプ命令セット（SHシリーズと上位互換性あり） 

- 命令長：コード効率改善のための 16ビット固定長 

- ロードストアアーキテクチャ 

- 遅延分岐命令 

- 条件付き実行 

- C言語に基づく命令セット 

• FPUを含む 2命令同時実行型スーパスカラ 

• 命令実行時間：最大 2命令／サイクル 

• 仮想アドレス空間：4Gバイト 

• 空間識別子 ASID：8ビット、256仮想アドレス空間 

• 乗算器内蔵 

• 7段パイプライン 
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項  目 特   長 

FPU • 浮動小数点コプロセッサ内蔵 

• 単精度（32ビット）および倍精度（64ビット）をサポート 

• IEEE754に準拠したデータタイプおよび例外をサポート 

• 丸めモード：近傍および 0方向への丸め 

• 非正規化数の扱い：0への切捨て、または IEEE754に準拠のための割り込み発生 

• 浮動小数点レジスタ：32ビット×16ワード×2バンク 

（単精度×16ワードまたは倍精度×8ワード）×2バンク 

• 32ビット CPU-FPU浮動小数点通信レジスタ（FPUL） 

• FMAC（乗算およびアキュムレート）命令をサポート 

• FDIV（除算）／FSQRT（平方根）命令をサポート 

• FLDI0／FLDI1（ロード定数 0/1）命令をサポート 

• 命令実行時間 

- レイテンシ（FADD/FSUB）：3サイクル（単精度）、5サイクル（倍精度） 

- レイテンシ（FMAC/FMUL）：5サイクル（単精度）、7サイクル（倍精度） 

- ピッチ（FADD/FSUB）：1サイクル（単精度／倍精度） 

- ピッチ（FMAC/FMUL）：1サイクル（単精度）、3サイクル（倍精度） 

【注】FMACは単精度に対してのみサポートしています。 

• 3Dグラフィック命令（単精度のみ） 

- 4次元ベクトル変換および行列演算（FTRV） 

- 4サイクル（ピッチ）、8サイクル（レイテンシ） 

- 4次元ベクトル（FIPR）の内積、1サイクル（ピッチ） 

- 5サイクル（レイテンシ） 

• 10段パイプライン 

メモリ管理ユニット（MMU） • 4Gバイトのアドレス空間、256のアドレス空間（ASID8ビット） 

• 単一仮想記憶モードと多重仮想記憶モード 

• 複数のページサイズをサポート：1K、4K、64K、1Mバイト 

• 命令に対する 4エントリのフルアソシアティブ TLB 

• 命令およびオペランドに対する 64エントリのフルアソシアティブ TLB 

• ソフトウェアによる入換方法およびランダムカウンタ方式入換アルゴリズムをサポート 

• TLBの内容はアドレスマッピングにより直接アクセス可能 

 



 

1. 概要 

1-4  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

項  目 特   長 

キャッシュメモリ • 命令キャッシュ： 

- 32Kバイト、4ウェイセットアソシアティブ 

- 32バイトブロック長 

• オペランドキャッシュ： 

- 32Kバイト、4ウェイセットアソシアティブ 

- 32バイトブロック長 

- 選択可能な書き込み方式（コピーバック／ライトスルー） 

• ストアキュー：32バイト×2エントリ 

LRAM • 2本の独立した読み出し／書き込みポート 

- CPU/FPUからの 8/16/32/64ビットアクセス 

- DMACからの 8/16/32/64ビットアクセス 

• 容量 16Kバイト 

• CPUアクセスでの記憶保護機構をサポート 

ユーザブレークコントローラ

（UBC） 

• ユーザブレーク割り込みによるデバッグをサポート 

• 2本のブレークチャネル 

• アドレス、データ値、アクセスのタイプ、データサイズはすべてブレーク条件として設定可

能 

• シーケンシャルブレーク機能をサポート 

クロック発振器（CPG） • CPUクロック選択可能：EXTALの 8倍 

• クロックモード： 

- CPU周波数：266MHz（最大） 

- ローカルバス周波数：CPUクロックの 1/4倍、66MHz（最大） 

- DDR-SDRAM I/F周波数：CPUクロックの 1/2倍、133MHz（最大） 

- 周辺バス 0周波数：CPUクロックの 1/4倍、66MHz（最大） 

- 周辺バス 1周波数：CPUクロックの 1/8倍、33MHz（最大） 

• 低消費電力モードのサポート 

- スリープモード 

- ソフトウェアスタンバイモード 

- モジュールスタンバイモード 

- RTC電源バックアップモード 

- DDR-SDRAM電源バックアップモード 

• 1チャネルのウォッチドッグタイマ 

割り込みコントローラ（INTC） • ダイレクトジャンプ方式（SH4互換） 

• 外部割り込み端子（NMI、IRL7～IRL0、IRQ7～IRQ0、PINT15～PINT0） 

• 内蔵周辺割り込み：モジュールごとに優先順位を設定 
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項  目 特   長 

ローカルバスステート 

コントローラ（LBSC） 

• 物理アドレス空間を最大 64MBの 7つの領域（エリア 0～6）に分割 

- 各エリア毎に、I/F設定、バス幅設定、ウェイトステート挿入が可能 

• SRAMインタフェース 

- ウェイトステート挿入をレジスタ設定で可能 

- RDY端子によるウェイトステート挿入 

- 接続可能バス幅 32ビット、16ビット、8ビット 

- サポート空間：エリア 0～2、4～6 

• バースト ROMインタフェース 

- ウェイトステート挿入をレジスタ設定で可能 

- バースト回数をレジスタ設定により可能 

- 接続可能バス幅 32ビット、16ビット、8ビット 

- サポート空間：エリア 0～2、4～6 

• バイト選択付き SRAMインタフェース 

- バイト選択付き SRAMとの直結が可能なインタフェースをサポート 

- サポート空間：エリア 1、4 

• MPXインタフェース 

- アドレスデータマルチプレクス 

- 接続可能バス幅 32ビット 

- サポート空間：エリア 0～2、4～6 

• PCMCIAインタフェース（リトルエンディアンモード時のみ） 

- ウェイトステート挿入をレジスタ設定で可能 

- ATAPIインタフェースサポート（マルチワード DMAサポート） 

- I/Oバス幅のバスサイジング機能をサポート 

- サポート空間：エリア 5、6 

DDR-SDRAMコントローラ

（DDRIF） 

• DDR-SDRAMインタフェース：データバス幅 32ビット 

• DDR266、DDR200対応 

• DDR-SDRAMリフレッシュ機能 

- プログラマブルなリフレッシュ間隔をサポート（オートリフレッシュモード） 

- セルフリフレッシュモード 

• SDRAMバースト長は 2 

• パワーオンリセット時に外部メモリアクセスのビッグ／リトルエンディアン切り替え可能 

• 対応可能なメモリ品の容量とビット幅は下記のとおり 

- 128Mビット DDR-SDRAM（×16）2個並列接続 

- 256Mビット DDR-SDRAM（×16）2個並列接続 

- 512Mビット DDR-SDRAM（×16）2個並列接続 

- 1Gビット DDR-SDRAM（×16）2個並列接続 
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項  目 特   長 

PCIコントローラ（PCIC） • PCIコントローラ（Rev.2.2準拠） 

- 32ビットバス 

- 33MHz/66MHz 

• PCIマスタ／ターゲット機能サポート 

• PCIホスト機能サポート 

- バスアービタ内蔵 

• 外部 PCI専用クロック用入力端子 

• CPUへの割り込み要求が可能 

ダイレクトメモリアクセス 

コントローラ（DMAC） 

• チャネル数：6チャネル（うち 4チャネルは外部リクエスト受け付け可能） 

• 転送データサイズ：バイト、ワード（2バイト）、ロングワード（4バイト）、16バイト、

32バイト 

• 最大転送回数：16,777,216回 

• アドレスモード：デュアルアドレスモード 

• バスモード：サイクルスチールモードとバーストモードから選択可能 

• 転送要求：外部リクエスト（CH0～3のみ）、内蔵周辺モジュールリクエスト、オートリク

エストモードから選択可能 

• 優先順位：チャネル優先順位固定モードと,ラウンドロビンモードから選択可能 

タイマ（TMU） • 6チャネルオートリロード型 32ビットタイマ 

• チャネル 2のみ、インプットキャプチャ機能を搭載 

• チャネル 3～5は、6種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

- 5種類の周辺クロック（Pck0/4、Pck0/16、Pck0/64、Pck0/256、Pck0/1024）、RTCクロ

ック 

• チャネル 0～2は上記に外部クロック（TMU-TCLK）を加えた計 7種類のカウンタ入力クロ

ックを選択可能 

コンペアマッチタイマ（CMT） • 32ビットカウンタ 5チャネル内蔵（16ビット／32ビット切り替え可能） 

• コンペアマッチあるいはオーバフロー発生時、割り込みあるいは DMA転送要求が可能 

リアルタイムクロック（RTC） • 内蔵クロック・カレンダー機能・アラーム機能 

• 1/256秒の最大分解能（割り込みサイクル）の内蔵 32kHz水晶発振器回路 

• アラーム割り込み／周期割り込み／桁上げ割り込み要求が可能 

シリアルコミュニケーション

インタフェース（SCIF） 

• 送受信用 FIFO各々64バイト内蔵（チャネル 2は 16バイト） 

• 3チャネル内蔵（SCIF0、SCIF1、SCIF2） 

• 全二重通信可能 

• 調歩同期モードにおいて、モデムコントロール機能（RTS/CTS）を内蔵（チャネル 0/1） 

• 送受信クロックソースを、ボーレートジェネレータからの内部クロック、または SCK端子

からの外部クロックから選択可能 

• SCIF2は IrDA 1.0準拠のインタフェースを内蔵 
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項  目 特   長 

FIFO付シリアル 

インタフェース（SIOF） 

• 送受信 FIFO各々64バイト内蔵 

• 3チャネル内蔵（SIOF0、SIOF1、SIOF2） 

• 8ビット／16ビット／16ビットステレオ音声入出力対応 

• Pck0および外部端子からのサンプリングレートクロックを入力選択可 

• プリスケーラ内蔵 

マルチメディアカード 

インタフェース（MMCIF） 

• MMCモードに対応 

• カードインタフェースは最大 16.7Mbps（周辺クロック 1 33MHz時） 

• CLK出力（転送クロック出力）端子、CMD入出力（コマンド出力／レスポンス入力）端子、

DAT入出力（データ入出力）端子によるインタフェース 

• 4種類の割り込み要因 

シリアルサウンド 

インタフェース（SSI） 

• 4チャネル内蔵（SSI0、SSI1、SSI2、SSI3） 

• 多様なシリアルオーディオフォーマットをサポート 

• マスタ／スレーブ機能をサポート 

• プログラマブルワードクロック、ビットクロック生成機能 

• マルチチャネルフォーマット機能 

• 8/16/18/20/22/24/32ビットデータフォーマットサポート 

デバッグインタフェース • H-UDI（User Debug Interface）サポート 

• AUD（Advanced User Debugger）サポート 

USBホストインタフェース

（OHCIUSBH） 

• 1.5Mbits/sと 12Mbits/sデータ転送速度をサポート 

• OHCIバージョン 1.0をサポート 

USBファンクション 

インタフェース Ver1.1

（USBF） 

• USB1.1サポートの UDC（USBデバイスコントローラ）を内蔵 

- USB標準コマンドを自動処理（一部除く）Get Descriptor/Class/Vendorコマンドはマイ

コンファームウェア上で処理 

• 転送速度：フルスピード（12Mビット／s専用） 

オーディオコーデック 

インタフェース（HAC） 

• オーディオコーデック用ディジタルインタフェース 1チャネル 

• スロット 1～4の送受信に対応 

• 送受信 DMA転送は 16または 20ビットを選択可能 

• スロットデータの調整により各種サンプリングレートをサポート 

• データレディ、データリクエスト、オーバフロー、アンダフローの割り込みを生成 

I2Cバスインタフェース（IIC） • I2Cバスインタフェース方式サポート 

• 2チャネル内蔵（IIC0、IIC1） 

• マスタ／スレーブ機能 

• マルチマスタ機能 

• 400Kbpsまでの転送速度をサポート 

• システムクロックからプログラマブルにクロックを生成 
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項  目 特   長 

A/D変換器（ADC） • 10ビット±4LSB、4チャネル 

• 変換時間：8.5μs 

• 3種類の変換モード：シングルモード、マルチモード、スキャンモード 

• 4本のデータレジスタ 

• サンプル＆ホールド機能 

• A/D変換終了割り込み発生 

• 入力範囲：0～AVcc（最大 3.6V） 

D/A変換器（DAC） • 8ビット±4LSB、2チャネル 

• 変換時間：10μs 

• 2本のデータレジスタ 

• 出力範囲：0～AVcc（最大 3.6V） 

LCDコントローラ(LCDC) • 16×1ピクセルから 1024×1024ピクセルまでの表示サイズをサポート 

• 4/8/15/16bpp（ビット／ピクセル）のカラー表示をサポート 

• 1/2/4/6bpp（ビット／ピクセル）のグレースケール表示をサポート 

• 8ビットフレームレートコントローラ 

• TFT/DSTN/STNの各種液晶パネルをサポート 

• 信号極性設定機能 

• ハードウェパネルローテーション機能 

• 電力制御機能 

• クロックソース選択可能（周辺クロックまたは外部クロックから選択可能） 

PCカードコントローラ（PCC） • 1スロット分の制御信号をサポート 

• 未使用時の SH7709互換（2スロット） 

SIMカードインタフェース

（SIM） 

• 1チャネル。ISO7816-3データプロトコルに対応（T＝0、T＝1） 

• 調歩同期式半二重キャラクタ伝送プロトコル 

• データ長 8ビット 

• パリティビットの生成およびチェック 

• 1etu当たりの出力クロック数を選択可能 

• ダイレクトコンベンション／インバースコンベンションの選択可能 

• Pck0でのプリスケーラ内蔵 

• アイドル時のクロック極性変更可（ローまたはハイなど） 

• 割り込み要求あり、DMAC要求あり 

16ビットタイマパルス 

ユニット（TPU） 

• 最大 4本のパルス出力が可能 

• 最大 4相の PWM出力が可能 

I/Oポート（GPIO） • 入出力兼用ポートはビットごとに入出力切り替え可能 
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項  目 特   長 

ストリームインタフェース

（STIF） 

• MPEG2 TSストリーム入力時、パラレル接続可能 

- パラレルストリーム接続 

- ストリーム入力 

クロックバリッド動作マスタモードをサポート 

ストローブ動作バイト転送モードをサポート 

- ストリーム出力 

クロックバリッド動作マスタモードをサポート 

ストローブ動作バイト転送モードをサポート 

• 2チャネル内蔵（STIF0、STIF1） 

ギガビットイーサネット 

コントローラ（GETHER） 

• E-DMAC（イーサネット専用 DMAC）機能 

- 4チャネル内蔵 

- GETHERと外部／内部メモリ間の転送可能 

- 32バイトバースト転送可能 

- 1フレーム／1ディスクリプタ、1フレーム／複数ディスクリプタ（マルチバッファ）方式

対応が可能 

- 転送データ幅：32ビット 

- FIFO搭載（送信用：2Kバイト、受信用：8Kバイト） 

• MAC（Media Access Control）機能 

- 2チャネル内蔵（GETHER0、GETHER1） 

- データフレームの組立／分解（IEEE802.3,2000Editioin準拠フレーム形式） 

- 転送レート可変：10/100/1000Mbpsの各転送速度に対応 

- 全二重／半二重送受信に対応 

- IEEE802.3x準拠のフロー制御が可能。フロー制御用として自動／手動で PAUSEフレーム

を送信可能 

- IEEE802.1Q（VLAN）対応 

- IEEE802.3準拠 PHYインタフェース GMII（Gigabit Media Independent interface）、MII

（Media Independent Interface）および RMII（Reduced Media Independent interface）サ

ポート 

- 上位プロトコルサポート（サムチェック）機能 

- チャネル間転送用スイッチングユニット搭載（転送用 FIFO：6Kバイト） 

SECURITYアクセラレータ*1

（SECURITY） 

• AES（Advanced Encryption Standard）に準じた暗号／復号化（鍵長 128、192および 256

ビット） 

• DES（Data Encryption Standard）に準じた、DES/Triple-DESの暗号／復号化 

• MD5（Message-Digest Algorithm）に準じた、Hash関数の生成 

• Source Hash Standardの sha-1に準じた、Hash関数の生成 

• データ転送用の専用 DMAC内蔵 

• CPUへの割り込み要求が可能 

パッケージ • P-FBGA2121-449（BGA – 449pin（21mm×21mm）） 

電源電圧 • 電源電圧：3.3V±0.3V、1.25V±0.1V、2.5V±0.2V（DDR-SDRAM周り） 
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項  目 特   長 

温度範囲 • -20～+75℃*2 

プロセス • 0.13μm CMOS／メタル 5層 

製品ラインアップ 
 

略称 電源 動作周波数 製品型名 パッケージ 

R5S77630A R5S77630AY266BGV 

R5S77631A 

3.3V±0.3V 

1.25V±0.1V 

2.5V±0.2V 

266MHz 

R5S77631AY266BGV 

BGA-449 

ピン 

 

【注】 *1 R5S77630Aのみ、R5S77631Aには内蔵していません。 

 *2 Taが 60℃を超える場合は放熱処置が必要です。 
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1.2 ブロック図 
図 1.1に SH7763の構成を示します。 

AUD ：アドバンストユーザデバッガ
CMT ：コンペアマッチタイマ
CPG ：クロック発振器
CPU ：中央演算処理装置
DDRIF  ：DDR-SDRAM インタフェース
DMAC  ：ダイレクトメモリアクセスコントローラ
FPU  ：浮動小数点ユニット
GPIO  ：汎用I/O
SBR  ：SuperHywayバスブリッジ
HPB ：周辺バスブリッジ
I-Cache  ：命令キャッシュ
INTC ：割り込みコントローラ
LBSC  ：ローカルバスステートコントローラ
PCC ：PCカードコントローラ
LRAM  ：Lメモリ
MMCIF  ：マルチメディアカードインタフェース
MMU ：メモリマネジメントユニット
O-Cache ：オペランド（データ）キャッシュ
PCIC  ：PCIコントローラ
EXCPU  ：外部CPUインタフェース
RTC  ：リアルタイムクロック
UBC  ：ユーザブレイクコントローラ
H-UDI  ：ユーザデバッグインタフェース
GETHER  ：ギガビットイーサネットコントローラ
SECURITY  ：セキュリティアクセラレータ
USBH  ：USBホストコントローラ

CPU I-cache

LBSC

(External bus) 

【記号説明】
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LRAM
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USBF ：USBファンクションコントローラ
SCIF  ：FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース
SIOF ：シリアルI/O FIFO 付き
SSI  ：シリアルサウンドインタフェース
STIF  ：ストリームインタフェース
HAC  ：オーディオコーデックインタフェース
AD/DA  ：A/D変換器、D/A変換器
TMU  ：タイマユニット
IIC ：I2Cバスインタフェース
WDT  ：ウォッチドッグタイマ 
SIM ：SIMカードモジュール 
TPU ：16ビットパルスユニット 
LCDC ：LCDコントローラ

EXCPU
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図 1.1 本 LSIの構成 
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1.3 ピン配置 

図 1.2に本 LSIのピン配置図を、表 1.2に本 LSIのピン配置表を示します。 



 

1. 概要 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  1-13 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S

V
S

S
Q

-D
D

R

J L

V
C

C
Q

-D
D

R

M
_D

0

M
_D

1

M
_D

2

M
_D

3

M
_D

4

M
_D

5

M
_D

7

M
_D

Q
M

0

M
_D

Q
S

1

M
_D

8

M
_D

9

M
_D

10

M
_D

11

M
_D

13

M
_D

15

P
TF

1/
R

E
Q

0/
R

E
Q

O
U

T
/ 

S
IM

_C
LK

/E
T1

_M
D

C
/ 

D
A

C
K

3

P
T

E
5/

A
D

29
/ 

S
C

IF
2_

T
X

D
/ 

G
E

T
1_

G
T

X
-C

LK
/ 

S
S

I0
_S

C
K

P
T

H
6/

A
D

27
/ 

T
P

U
_T

O
2/

 
E

T
1_

C
R

S
/ 

R
M

II1
M

_T
X

D
_E

N

P
T

F
3/

C
B

E
3/

 
E

T
1_

T
X

-C
LK

V
S

S
Q

P
TM

6/
D

30
/ 

E
X

_A
D

30
/S

T0
_D

6/
 

E
T0

_R
X

-C
LK

/ 
R

M
II0

_T
X

D
1/

P
IN

T6

P
TM

7/
D

31
/ 

E
X

_A
D

31
/S

T0
_D

7/
 

E
T0

_R
X

-D
V

/ 
R

M
II0

_T
X

D
0/

P
IN

T7

V
C

C
Q

V
S

S
Q

V
C

C
Q

P
TK

1/
S

T1
_D

1/
 

G
E

T0
_E

TX
D

5/
 

S
IO

F1
_T

X
D

/ 
LC

D
_D

3

V
D

D

V
C

C
Q

V
S

S

V
D

D

V
C

C
Q

V
S

S

V
D

D

V
S

S
Q

V
C

C
Q

V
S

S

V
D

D

V
S

S

V
D

D

V
C

C
Q

V
S

S
Q

V
S

S
Q

 

T
M

S

V
S

S
-P

LL
2

V
D

D
-P

LL
2

P
TM

5/
D

29
/E

X
_A

D
29

/ 
S

T0
_D

5/
 

E
T0

_R
X

-E
R

/ 
R

M
II0

_T
X

D
_E

N
/P

IN
T5

V
S

S
Q

V
C

C
Q

P
TK

0/
S

T1
_D

0/
 

G
E

T0
_E

TX
D

4/
 

S
IO

F1
_S

Y
N

C
/ 

LC
D

_D
2

P
TL

3/
D

19
/E

X
_A

D
19

/ 
IR

Q
7/

IR
L7

/ 
E

T0
_M

D
IO

/IN
T

C
/ 

LC
D

_D
11

P
TL

0/
D

16
/E

X
_A

D
16

/ 
IR

Q
4/

IR
L4

/ 
E

T0
_C

O
L/

D
R

E
Q

0/
 

LC
D

_D
8

D
7/

E
X

_A
D

7

D
5/

E
X

_A
D

5

D
3/

E
X

_A
D

3

D
1/

E
X

_A
D

1

R
D

/F
R

A
M

E
/ 

E
X

_
F

R
A

M
E

A
9

A
11

A
17

A
19

A
21

A
25

/E
X

_S
IZ

E
2

C
E

2
A

V
S

S
Q

V
S

S
Q

B
A

C
K

B
R

E
Q

X
TA

L

V
S

S
Q

B
S

/E
X

_
B

S

R
D

W
R

/E
X

_R
D

W
R

P
TK

3/
S

T1
_D

3/
 

G
E

T0
_E

TX
D

7/
 

S
IO

F2
_S

Y
N

C
/ 

LC
D

_D
5

P
TL

4/
D

20
/E

X
_A

D
20

/ 
S

T0
_R

E
Q

/ 
E

T0
_E

TX
D

0/
IN

T
D

/ 
LC

D
_D

12
P

TL
2/

D
18

/E
X

_A
D

18
/ 

IR
Q

6/
IR

L6
/ 

E
T0

_E
TX

D
3/

T
E

N
D

0/
 

LC
D

_D
10

P
TL

1/
D

17
/E

X
_A

D
17

/ 
IR

Q
5/

IR
L5

/ 
E

T0
_M

D
C

/D
A

C
K

0/
 

LC
D

_D
9

D
6/

E
X

_A
D

6

D
4/

E
X

_A
D

4

D
2/

E
X

_A
D

2

D
0/

E
X

_A
D

0

W
E

0
/P

C
C

_
R

E
G

A
8

A
10

A
16

A
18

A
20

A
24

/E
X

_S
IZ

E
1

C
E

2
B

IO
IS

1
6

/T
M

U
_T

C
LK

V
C

C
Q

A
V

S
S

V
C

C
Q

E
X

TA
L

P
TM

3/
D

27
/E

X
_A

D
27

/ 
S

T0
_D

3/
 

E
T0

_L
IN

K
S

TA
/ 

R
M

II0
_R

X
D

1/
P

IN
T3

P
TM

2/
D

26
/E

X
_A

D
26

/ 
S

T0
_D

2/
E

T0
_W

O
L/

 
R

M
II0

_C
R

S
_D

V
/P

IN
T2

P
TM

0/
D

24
/E

X
_A

D
24

/ 
S

T0
_D

0/
E

T0
_T

X
-E

R
/ 

P
IN

T0
/R

M
II0

M
0_

M
D

IO

P
TK

2/
S

T1
_D

2/
 

G
E

T0
_E

TX
D

6/
 

S
IO

F1
_S

C
K

/ 
LC

D
_D

4

P
TJ

0/
S

T0
M

_R
E

Q
O

/ 
G

E
T0

_G
TX

-C
LK

/ 
R

E
F5

0C
K

W
E

3
/IO

W
R

D
15

/E
X

_A
D

15

D
13

/E
X

_A
D

13

D
11

/E
X

_A
D

11

D
9/

E
X

_A
D

9

W
E

1
/W

E

A
1

A
3

A
5

A
7

A
13

A
15

A
23

/E
X

_S
IZ

E
0

D
A

1

A
V

C
C

A
N

3

A
N

1

V
S

S
-P

LL
1

V
D

D
-P

LL
1

V
S

S
Q

C
S

0
V

S
S

Q

R
E

F
12

5C
K

/ 
S

S
I_

C
LK

/ 
H

A
C

_B
IT

C
LK

P
TM

1/
D

25
/ 

E
X

_A
D

25
/S

T0
_D

1/
 

E
T0

_T
X

-C
LK

/ 
R

M
II0

_R
X

_E
R

/P
IN

T1

P
TL

7/
D

23
/ 

E
X

_A
D

23
/S

T0
_V

A
LI

D
/ 

E
T0

_T
X

-E
N

/T
E

N
D

1/
 

LC
D

_D
15

P
TL

5/
D

21
/ 

E
X

_A
D

21
/S

T0
_C

LK
/ 

E
T0

_E
TX

D
1/

D
R

E
Q

1/
 

LC
D

_D
13

P
TL

6/
D

22
/E

X
_A

D
22

/ 
S

T0
_S

TA
R

T/
 

E
T0

_E
TX

D
2/

D
A

C
K

1/
 

LC
D

_D
14

W
E

2
/IO

R
D

D
14

/E
X

_A
D

14

D
12

/E
X

_A
D

12

D
10

/E
X

_A
D

10

D
8/

E
X

_A
D

8

C
LK

O
U

T

A
0

A
2

A
4

A
6

A
12

A
14

A
22

D
A

0

A
V

C
C

A
N

2

A
N

0

A
V

C
C

V
S

S
Q

M
_

W
E

M
_

C
A

S

M
_A

11

V
S

S
Q

-D
D

R

V
S

S
Q

-D
D

R

V
C

C
Q

P
T

E
4/

A
D

22
/ 

S
C

IF
2_

R
X

D
/ 

G
E

T
1_

E
R

X
D

4/
 

S
S

I0
_S

D
AT

A

P
TE

3/
A

D
20

/ 
S

C
IF

2_
S

C
K

/ 
G

E
T1

_E
R

X
D

5/
 

S
S

I0
_W

S

P
T

H
7/

A
D

17
/ 

T
P

U
_T

O
3/

 
E

T
1_

R
X

-D
V

P
TD

1/
C

B
E

2/
P

C
C

_V
S

2/
 

S
IO

F0
_T

X
D

/ 
H

AC
_S

D
_O

U
T/

 
LC

D
M

_D
15

M
_
R

A
S

M
_
C

S

M
_A

9

V
C

C
Q

-D
D

R

V
C

C
Q

-D
D

R

V
S

S
Q

P
TD

5/
A

D
18

/P
C

C
_C

D
2/

 
G

E
T1

_E
R

X
D

6/
 

S
S

I1
_S

D
AT

A
/ 

LC
D

M
_D

14

P
TE

2/
A

D
16

/ 
P

C
C

_I
O

IS
16

/ 
G

E
T1

_E
R

X
D

7/
 

T
E

N
D

2

P
TD

0/
IR

D
Y

/P
C

C
_V

S
1/

 
S

IO
F0

_S
Y

N
C

/ 
H

AC
_S

D
_I

N
/ 

LC
D

M
_D

13

P
TA

1/
D

E
V

S
E

L
/ 

S
C

IF
1_

R
X

D

M
_B

A
0

M
_B

A
1

M
_A

8

V
C

C
Q

-D
D

R

V
D

D

V
C

C
Q

P
TD

3/
P

C
IF

R
A

M
E

/ 
P

C
C

_B
V

D
2/

 
S

IO
F0

_S
C

K
/H

A
C

_R
E

S
/ 

LC
D

M
_D

12

P
TD

2/
T

R
D

Y
/P

C
C

_R
DY

/ 
S

IO
F0

_R
X

D
/ 

H
AC

_S
Y

N
C

/ 
LC

D
M

_D
11

P
TA

2/
L
O

C
K

/ 
S

C
IF

1_
T

X
D

P
TB

0/
P

E
R

R
/ 

P
IN

T8
/L

C
D

M
_D

10

M
_A

10

M
_A

0

M
_A

7

V
S

S
Q

-D
D

R

V
S

S

V
D

D

P
TD

4/
S

T
O

P
/ 

P
C

C
_C

D
1/

 
S

IO
F0

_M
C

LK
/ 

S
S

I1
_W

S
/L

C
D

M
_D

O
N

P
TA

0/
PA

R
/ 

S
C

IF
1_

S
C

K

P
TB

1/
S

E
R

R
/ 

P
IN

T9
/L

C
D

M
_D

9

P
TB

4/
C

B
E

1/
 

P
IN

T1
2/

LC
D

M
_D

8

M
_A

1

M
_A

2

M
_A

6

V
S

S
Q

-D
D

R

V
S

S
Q

-D
D

R

V
D

D

P
TA

3/
A

D
15

/ 
S

C
IF

1
_
C

T
S

P
TA

4/
A

D
13

/ 
S

C
IF

1
_
R

T
S

P
TB

5/
A

D
14

/ 
P

IN
T1

3/
 

LC
D

M
_M

_D
IS

P

P
TA

5/
A

D
12

M
_A

3

M
_A

4

M
_A

5

V
C

C
Q

-D
D

R

V
C

C
Q

-D
D

R

V
D

D

P
TB

2/
A

D
11

/ 
P

IN
T1

0/
LC

D
M

_D
7

P
TB

3/
A

D
9/

P
IN

T1
1/

 
LC

D
M

_D
6

P
T

C
0/

A
D

10
/ 

M
M

C
_D

AT
/ 

LC
D

M
_D

5

P
T

C
3/

A
D

8/
 

M
M

C
_
O

D
M

O
D

/ 
LC

D
M

_D
4

X
TA

L2

E
X

TA
L2

X
R

T
C

S
T

B
I

V
D

D
-R

T
C

V
S

S
-R

T
C

V
C

C
Q

P
TB

6/
C

B
E

0/
 

P
IN

T1
4/

LC
D

M
_D

3

P
TB

7/
A

D
6/

P
IN

T1
5/

 
LC

D
M

_D
2

P
T

C
4/

A
D

7/
 

M
M

C
_C

M
D

/
LC

D
M

_C
L2

P
T

C
6/

A
D

5/
 

LC
D

M
_C

L1

U
S

B
P

U
S

B
M

V
C

C
Q

V
S

S
Q

V
S

S

V
S

S
Q

V
C

C
Q

P
TC

1/
A

D
4/

 
LC

D
M

_D
1

P
T

C
2/

A
D

2/
 

LC
D

M
_D

0

P
T

C
7/

A
D

3/
 

M
M

C
_C

LK

P
TA

6/
A

D
1/

 
M

M
C

_V
D

D
O

N

P
TI

2/
S

T0
M

_S
TA

R
TI

/ 
IIC

0_
S

C
L/

 
S

IO
F1

_R
X

D
/ 

U
S

B
_O

V
R

C
R

T
/ 

U
S

B
F_

V
B

U
S

P
T

I1
/S

TA
T

U
S

1/
 

S
T

1_
R

E
Q

/ 
R

M
II0

_M
D

IO

P
T

K
5/

S
T

1_
D

5/
 

G
E

T
0_

E
R

X
D

5/
 

S
IO

F
2_

R
X

D
/ 

LC
D

_D
7

V
C

C
Q

V
S

S
Q

V
S

S
Q

P
T

C
5/

A
D

0/
 

M
M

C
_C

D
/ 

LC
D

M
_F

LM

P
T

N
0/

 
S

C
IF

0_
S

C
K

/M
D

0

P
T

N
1/

 
S

C
IF

0_
R

X
D

/M
D

3

P
TI

0/
S

TA
TU

S
0/

 
S

T1
_C

LK
/ 

R
M

II0
_M

D
C

P
TK

4/
S

T1
_D

4/
 

G
E

T0
_E

R
X

D
4/

 
S

IO
F2

_T
X

D
/ 

LC
D

_D
6

P
TM

4/
D

28
/E

X
_A

D
28

/ 
S

T0
_D

4/
 

E
T0

_P
H

Y-
IN

T/
 

R
M

II0
_R

X
D

0/
P

IN
T4

P
TJ

5/
S

T0
M

_D
3I

/ 
E

T0
_E

R
X

D
3/

 
R

M
II1

_R
X

D
0/

 
LC

D
_D

O
N

P
TJ

1/
S

T0
M

_C
LK

IO
/ 

R
M

II1
_R

X
_E

R
/ 

LC
D

_C
LK

P
TI

3/
S

T0
M

_V
A

LI
D

I/ 
IIC

0_
S

D
A

/ 
S

IO
F1

_M
C

LK
/ 

U
S

B
_C

LK

P
TK

7/
S

T1
_D

7/
 

G
E

T0
_E

R
X

D
7/

 
S

IO
F2

_M
C

LK
/ 

LC
D

_V
C

P
W

C
P

TK
6/

S
T1

_D
6/

 
G

E
T0

_E
R

X
D

6/
 

S
IO

F2
_S

C
K

/ 
LC

D
_V

E
P

W
C

V
C

C
Q

V
S

S
Q

V
C

C
Q

V
C

C
Q

P
TN

2/
S

C
IF

0_
TX

D
/ 

M
D

1

P
T

N
3/

 
S

C
IF

0
_
C

T
S

/M
D

4

P
T

N
4/

 
S

C
IF

0
_
R

T
S

/M
D

2

P
TI

5/
M

D
10

/ 
S

T1
_V

A
LI

D
/L

C
D

_D
1

P
TI

4/
M

D
8/

S
T1

_S
TA

R
T/

 
E

T1
_P

H
Y-

IN
T/

 
R

M
II0

M
0_

M
D

C
/ 

U
S

B
_P

W
R

E
N

/U
S

B
F_

U
P

LU
P

V
D

D

 V
S

S
Q

M
P

M
D

M
R

E
S

E
T

P
T

N
5/

N
M

I

P
R

E
S

E
T

P
T

J2
/S

T
0M

_D
0I

/ 
E

T
0_

E
R

X
D

0/
 

R
M

II1
_T

X
D

1/
 

LC
D

_M
_D

IS
P

P
T

I7
/IR

Q
3/

IR
L
3
/ 

S
T

0M
_D

7I
/ 

IIC
1_

S
D

A

P
TJ

6/
S

T0
M

_D
4I

/ 
E

T0
_C

R
S

/ 
R

M
II1

_T
X

D
_E

N
/ 

LC
D

_F
LM

P
TI

6/
IR

Q
2/

IR
L2

/ 
S

T0
M

_D
6I

/ 
IIC

1_
S

C
L

P
TJ

7/
IN

T
B

/ 
S

T0
M

_D
5I

/IR
Q

O
U

T
/ 

R
M

II1
_T

X
D

0/
 

LC
D

_D
0

V
S

S

V
S

S
Q

P
TO

6/
IR

Q
0/

IR
L0

/ 
D

A
C

K
1M

/M
D

5

P
TO

7/
IR

Q
1/

IR
L
1
/ 

T
E

N
D

1
M

/ 
S

S
I3

_S
C

K
/M

D
6

P
TO

0/
A

U
D

S
Y

N
C

/ 
R

M
II1

_M
D

C
/ 

S
S

I2
_W

S

P
TO

1/
A

U
D

AT
A

0/
 

R
M

II1
_M

D
IO

/ 
S

S
I2

_S
D

AT
A

P
TJ

4/
S

T0
M

_D
2I

/ 
E

T0
_E

R
X

D
2/

 
R

M
II1

_R
X

D
1/

 
LC

D
_C

L2

P
TJ

3/
S

T0
M

_D
1I

/ 
E

T0
_E

R
X

D
1/

 
R

M
II1

_C
R

S
_D

V
/ 

LC
D

_C
L1

C
S

4

V
C

C
Q

V
C

C
Q

P
TO

2/
A

U
D

AT
A

1/
 

R
M

II0
M

1_
M

D
C

P
TO

3/
A

U
D

AT
A

2/
 

R
M

II0
M

1_
M

D
IO

/ 
S

S
I2

_S
C

K

P
TO

4/
AU

D
AT

A
3/

 
E

X
_I

N
T

/S
S

I3
_W

S

P
TO

5/
A

U
D

C
K

/ 
D

R
E

Q
1
M

/ 
S

S
I3

_S
D

AT
A

R
D

Y
/E

X
_
R

D
Y

/ 
P

C
C

_
W

A
IT

C
S

6
/C

E
1

B

V
S

S
Q

V
S

S
Q

V
S

S
Q

T
R

S
T

A
S

E
B

R
K

/ 
B

R
K

A
C

K

T
C

K

A
V

S
S

C
S

2
/E

X
_
C

S
1

C
S

1
/E

X
_
C

S
0

V
D

D

V
S

S

V
S

S

V
C

C
Q

T
D

O
 

T
D

I

V
D

D

P
T

G
1/

G
N

T
2

/ 
E

T
1_

E
T

X
D

0

P
T

E
1/

P
C

IC
LK

/ 
G

E
T

1_
E

T
X

D
4/

 
D

A
C

K
2

V
C

C
Q

-D
D

R

V
S

S
Q

-D
D

R

V
C

C
Q

-D
D

R

M
_D

16

M
_D

17

M
_D

19

M
_D

21

M
_D

23

M
_D

6

M
_D

Q
S

0

M
_D

Q
M

1

M
_D

24

M
_D

26

M
_D

28

M
_D

30

M
_D

12

M
_D

14

P
TF

2/
A

D
31

/S
IM

_R
S

T/
 

E
T1

_M
D

IO
/T

E
N

D
3

P
T

G
7/

A
D

28
/ 

E
T

1_
T

X
-E

N

P
T

H
0/

A
D

25
/ 

T
P

U
_T

I3
A

/ 
E

T
1_

C
O

L/
 

R
M

II1
M

_R
X

_E
R

V
S

S
Q

V
C

C
Q

V
D

D

P
T

G
2/

R
E

Q
1
/ 

E
T

1_
E

T
X

D
1

P
T

D
6/

R
E

Q
2/

 
P

C
C

_B
V

D
1/

 
G

E
T

1_
E

T
X

D
5/

 
S

S
I1

_S
C

K
/ 

LC
D

M
_V

C
P

W
C

M
_V

R
E

F

M
_
B

K
P

R
S

T

V
S

S
Q

-D
D

R

V
C

C
Q

-D
D

R

M
_D

18

M
_D

20

M
_D

22

M
_D

Q
S

2

M
_D

Q
M

2

M
_D

Q
S

3

M
_D

Q
M

3

M
_D

25

M
_D

27

M
_D

29

M
_D

31

V
S

S
Q

-D
D

R

V
S

S
Q

-D
D

R

P
T

G
0/

G
N

T
1

/ 
E

T
1_

W
O

L

P
T

G
6/

A
D

26
/ 

E
T

1_
T

X
-E

R

V
S

S
Q

V
C

C
Q

P
T

G
5/

G
N

T
3

/ 
E

T
1_

R
X

-C
LK

V
D

D

P
T

G
3/

R
E

Q
3
/ 

E
T

1_
E

T
X

D
2

P
T

E
0/

IN
T

A
/ 

P
C

C
_
D

R
V

/ 
G

E
T

1_
E

T
X

D
6/

 
D

R
E

Q
2

V
D

D

M
_C

LK
0

M
_C

K
E

V
C

C
Q

-D
D

R

V
S

S
Q

-D
D

R

V
C

C
Q

-D
D

R

V
S

S
Q

-D
D

R

V
C

C
Q

-D
D

R

V
S

S
Q

-D
D

R

V
S

S
Q

-D
D

R

V
C

C
Q

-D
D

R

V
S

S
-D

LL
1

V
D

D
-D

LL
1

V
C

C
Q

-D
D

R

V
S

S
Q

-D
D

R

V
C

C
Q

-D
D

R

V
C

C
Q

-D
D

R

V
S

S
Q

-D
D

R

P
TG

4/
A

D
30

/ 
E

T1
_L

IN
K

S
TA

V
S

S
Q

V
C

C
Q

P
T

H
2/

A
D

24
/ 

T
P

U
_T

I2
A

/ 
E

T
1_

E
R

X
D

0/
 

R
M

II1
M

_T
X

D
1

P
T

H
5/

A
D

23
/ 

T
P

U
_T

O
1/

 
E

T
1_

E
R

X
D

1/
 

R
M

II1
M

_T
X

D
0

P
TF

0/
G

N
T

0/
 

G
N

T
IN

/S
IM

_D
/ 

E
T1

_E
TX

D
3/

D
R

E
Q

3

P
TD

7/
P

C
IR

E
S

E
T

/ 
P

C
C

_R
E

S
E

T/
 

G
E

T1
_E

TX
D

7/
 

LC
D

M
_V

E
P

W
C

M
_

C
L

K
1

M
_A

13

M
_A

12

V
S

S
Q

-D
D

R

V
C

C
Q

-D
D

R

V
S

S
Q

-D
D

R

V
C

C
Q

-D
D

R

V
S

S
Q

-D
D

R

V
S

S
Q

-D
D

R

V
C

C
Q

-D
D

R

V
S

S
-D

LL
2

V
D

D
-D

LL
2

V
C

C
Q

-D
D

R

V
S

S
Q

-D
D

R

V
C

C
Q

-D
D

R

V
C

C
Q

-D
D

R

V
S

S
Q

-D
D

R

V
S

S
Q

V
C

C
Q

P
TH

1/
ID

S
E

L/
 

TP
U

_T
I3

B
/ 

E
T1

_R
X

-E
R

/ 
R

M
II1

M
_C

R
S

_D
V

P
TH

3/
A

D
21

/ 
TP

U
_T

I2
B

/ 
E

T1
_E

R
X

D
2/

 
R

M
II1

M
_R

X
D

1

P
TH

4/
A

D
19

/ 
TP

U
_T

O
0/

 
E

T1
_E

R
X

D
3/

 
R

M
II1

M
_R

X
D

0

V
D

D

V
D

D

V
S

S

V
S

S
-P

LL
3

V
D

D
-P

LL
3

C
S

5
/C

E
1

A

1

A B C D E F G H K M N P R T U V W Y

A
A

A
B

A
C

A
D

A
E

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

12
13

14
15

16
17

18
19

20
21

22
23

24
25

 

図 1.2 ピン配置図



 

1. 概要 

1-14  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

表 1.2 ピン配置表 

端子番号 端子名 入出力 説   明 電源 

A1 VSSQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/Oグランド － 

A2 VCCQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/O電源 － 

A3 M_VREF I DDR-SDRAMリファレンス電圧入力 VCCQ_DDR 

A4 M_CLK0 O DDR-SDRAMクロック VCCQ_DDR 

A5 M_CLK1 O DDR-SDRAMクロック VCCQ_DDR 

A6 M_WE O DDR-SDRAMライトイネーブル VCCQ_DDR 

A7 M_RAS O DDR-SDRAM RAS VCCQ_DDR 

A8 M_BA0 O DDR-SDRAMバンクアクティブ VCCQ_DDR 

A9 M_A10 O DDR-SDRAMアドレスバス VCCQ_DDR 

A10 M_A1 O DDR-SDRAMアドレスバス VCCQ_DDR 

A11 M_A3 O DDR-SDRAMアドレスバス VCCQ_DDR 

A12 XTAL2 O RTC用水晶発振子 VDD_RTC 

A13 USBM IO D- VCCQ 

A14 PTI2/ST0M_STARTI/IIC0_SCL/

SIOF1_RXD/USB_OVRCRT/ 

USBF_VBUS 

I/I/IO/I/I/I ポート／STデータ同期／IICシリアルク

ロック／SIOF受信データ／USBオーバ

カレント検出／USBケーブル接続モニタ 

VCCQ 

A15 PTI0/STATUS0/ST1_CLK/ 

RMII0_MDC 

IO/O/IO/O ポート／ステータス 0／STデータクロッ

ク／RMII管理用データクロック 

VCCQ 

A16 PTK4/ST1_D4/GET0_ERXD4/ 

SIOF2_TXD/LCD_D6 

IO/IO/I/O/O ポート／STデータ／ETHER受信データ

／SIOF送信データ／LCDデータ 

VCCQ 

A17 PTI6/IRQ2/IRL2/ST0M_D6I/ 

IIC1_SCL 

I/I/I/I/IO ポート／外部割り込み入力／STデータ

（ミラー端子）／IICシリアルクロック 

VCCQ 

A18 PTJ5/ST0M_D3I/ET0_ERXD3/ 

RMII1_RXD0/LCD_DON 

IO/I/I/I/O ポート／STデータ（ミラー端子）／

ETHER受信データ／RMII受信データ／

LCD表示開始 

VCCQ 

A19 PTJ1/ST0M_CLKIO/ 

RMII1_RX_ER/LCD_CLK 

IO/IO/I/I ポート／STデータクロック／RMII受信

エラー／LCDクロックソース 

VCCQ 

A20 CS5/CE1A O/O チップセレクト／カードセレクト VCCQ 

A21 PTM6/D30/EX_AD30/ST0_D6/ 

ET0_RX-CLK/RMII0_TXD1/ 

PINT6 

IO/IO/IO/IO/I/O/I ポート／データバス／アドレス・データバ

ス／STデータ／ETHER受信クロック／

RMII送信データ／ポート割り込み入力 

VCCQ 

A22 PTM4/D28/EX_AD28/ST0_D4/ 

ET0_PHY-INT/RMII0_RXD0/ 

PINT4 

IO/IO/IO/IO/I/I/I ポート／データバス／アドレス・データバ

ス／STデータ／PHY割り込み／RMII受

信データ／ポート割り込み入力 

VCCQ 

A23 CS0 O チップセレクト VCCQ 

A24 VSSQ － I/Oグランド － 

A25 VSSQ － I/Oグランド － 
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端子番号 端子名 入出力 説   明 電源 

B1 VCCQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/O電源 － 

B2 VSSQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/Oグランド － 

B3 M_BKPRST I DDR-SDRAM電源バックアップリセット VCCQ_DDR 

B4 M_CKE O DDR-SDRAMクロックイネーブル VCCQ_DDR 

B5 M_A13 O DDR-SDRAMアドレスバス VCCQ_DDR 

B6 M_CAS O DDR-SDRAM CAS VCCQ_DDR 

B7 M_CS O DDR-SDRAMチップセレクト VCCQ_DDR 

B8 M_BA1 O DDR-SDRAMバンクアクティブ VCCQ_DDR 

B9 M_A0 O DDR-SDRAMアドレスバス VCCQ_DDR 

B10 M_A2 O DDR-SDRAMアドレスバス VCCQ_DDR 

B11 M_A4 O DDR-SDRAMアドレスバス VCCQ_DDR 

B12 EXTAL2 I RTC用水晶発振子 VDD_RTC 

B13 USBP IO D+ VCCQ 

B14 PTI3/ST0M_VALIDI/IIC0_SDA/

SIOF1_MCLK/USB_CLK 

I/I/IO/I/I ポート／STデータバリッド（ミラー端子）

／IICシリアルデータ／SIOFマスタクロッ

ク／USBクロック入力 

VCCQ 

B15 PTK7/ST1_D7/GET0_ERXD7/ 

SIOF2_MCLK/LCD_VCPWC 

IO/IO/I/I/O ポート／STデータ／ETHER受信データ／

SIOFマスタクロック／LCD電源制御 

VCCQ 

B16 PTI5/MD10/ST1_VALID/ 

LCD_D1 

IO/I /IO/O ポート／モード制御（外部 CPU接続選択）

／STデータバリッド／LCDデータ 

VCCQ 

B17 PTI7/IRQ3/IRL3/ST0M_D7I/ 

IIC1_SDA 

I/I/I/I/IO ポート／外部割り込み入力／STデータ（ミ

ラー端子）／IICシリアルデータ 

VCCQ 

B18 PTJ4/ST0M_D2I/ET0_ERXD2/ 

RMII1_RXD1/LCD_CL2 

IO/I/I/I/O ポート／STデータ（ミラー端子）／ETHER

受信データ／RMII受信データ／LCDシフ

トクロック 

VCCQ 

B19 RDY/EX_RDY/PCC_WAIT I/O/I レディ／外部 CPUレディ／PCMCIAハー

ドウェアウェイト要求 

VCCQ 

B20 CS2/EX_CS1 O/I チップセレクト VCCQ 

B21 PTM7/D31/EX_AD31/ST0_D7/ 

ET0_RX-DV/RMII0_TXD0/ 

PINT7 

IO/IO/IO/IO/I/O/I ポート／データバス／アドレス・データバ

ス／STデータ／ETHER受信データ有効／

RMII送信データ／ポート割り込み入力 

VCCQ 

B22 PTM5/D29/EX_AD29/ST0_D5/ 

ET0_RX-ER/RMII0_TXD_EN/ 

PINT5 

IO/IO/IO/IO/I/O/I ポート／データバス／アドレス・データバ

ス／STデータ／ETHER受信エラー／RMII

送信イネーブル／ポート割り込み入力 

VCCQ 

B23 VSSQ － I/Oグランド － 

B24 PTM3/D27/EX_AD27/ST0_D3/ 

ET0_LINKSTA/RMII0_RXD1/ 

PINT3 

IO/IO/IO/IO/I/I/I ポート／データバス／アドレス・データバ

ス／STデータ／ETHERリンクステータス

／RMII受信データ／ポート割り込み入力 

VCCQ 
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端子番号 端子名 入出力 説   明 電源 

B25 REF125CK/ 

SSI_CLK/HAC_BITCLK 

I/I/I 125MHz基準クロック／SSI分周器入力ク

ロック／HACクロック 

VCCQ 

C1 M_D0 IO DDR-SDRAMデータバス VCCQ_DDR 

C2 VCCQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/O電源 － 

C3 VSSQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/Oグランド － 

C4 VCCQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/O電源 － 

C5 M_A12 O DDR-SDRAMアドレスバス VCCQ_DDR 

C6 M_A11 O DDR-SDRAMアドレスバス VCCQ_DDR 

C7 M_A9 O DDR-SDRAMアドレスバス VCCQ_DDR 

C8 M_A8 O DDR-SDRAMアドレスバス VCCQ_DDR 

C9 M_A7 O DDR-SDRAMアドレスバス VCCQ_DDR 

C10 M_A6 O DDR-SDRAMアドレスバス VCCQ_DDR 

C11 M_A5 O DDR-SDRAMアドレスバス VCCQ_DDR 

C12 XRTCSTBI I RTCスタンバイ VDD_RTC 

C13 VCCQ － I/O電源 － 

C14 PTI1/STATUS1/ST1_REQ/ 

RMII0_MDIO 

IO/O/IO/IO ポート／ステータス 1／STデータ受信準

備要求／RMII管理用データ入出力 

VCCQ 

C15 PTK6/ST1_D6/GET0_ERXD6/ 

SIOF2_SCK/LCD_VEPWC 

IO/IO/I/IO/O ポート／STデータ／ETHER受信データ／

SIOFシリアルクロック／LCD電源制御 

VCCQ 

C16 PTI4/MD8/ST1_START/ 

ET1_PHY-INT/RMII0M0_MDC/

USB_PWREN/USBF_UPLUP 

IO/I/IO/I/O/O/O ポート／モード制御（クロック入力モード）

／STデータ同期／PHY割り込み／RMII管

理用データクロック／USB電源イネーブ

ル／プルアップ制御出力端子 

VCCQ 

C17 PTJ7/INTB/ST0M_D5I/ 

IRQOUT/RMII1_TXD0/LCD_D0

IO/I/I/O/O/O ポート／PCI割り込み／STデータ（ミラー

端子）／割り込み要求出力／RMII送信デー

タ／LCDデータ 

VCCQ 

C18 PTJ3/ST0M_D1I/ET0_ERXD1/ 

RMII1_CRS_DV/LCD_CL1 

IO/I/I/I/O ポート／STデータ（ミラー端子）／ETHER

受信データ／RMIIキャリア検出／LCDシ

フトクロック 

VCCQ 

C19 CS6/CE1B O/O チップセレクト／カードセレクト VCCQ 

C20 CS1/EX_CS0 O/I チップセレクト VCCQ 

C21 VCCQ － I/O電源 － 

C22 VSSQ － I/Oグランド － 

C23 BS/EX_BS O/I バスサイクル開始 VCCQ 

C24 PTM2/D26/EX_AD26/ST0_D2/ 

ET0_WOL/RMII0_CRS_DV/ 

PINT2 

IO/IO/IO/IO/O/I/I ポート／データバス／アドレス・データバ

ス／STデータ／ETHERウェイクオンラン

／RMIIキャリア検出／ポート割り込み入

力 

VCCQ 
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端子番号 端子名 入出力 説   明 電源 

C25 PTM1/D25/EX_AD25/ST0_D1/ 

ET0_TX-CLK/RMII0_RX_ER/ 

PINT1 

IO/IO/IO/IO/I/I/I ポート／データバス／アドレス・データバ

ス／STデータ／ETHER送信クロック／

RMII受信エラー／ポート割り込み入力 

VCCQ 

D1 M_D1 IO DDR-SDRAMデータバス VCCQ_DDR 

D2 M_D16 IO DDR-SDRAMデータバス VCCQ_DDR 

D3 VCCQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/O電源 － 

D4 VSSQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/Oグランド － 

D5 VSSQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/Oグランド － 

D6 VSSQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/Oグランド － 

D7 VCCQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/O電源 － 

D8 VCCQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/O電源 － 

D9 VSSQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/Oグランド － 

D10 VSSQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/Oグランド － 

D11 VCCQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/O電源 － 

D12 VDD-RTC － RTC用電源 － 

D13 VSSQ － I/Oグランド － 

D14 VSSQ － I/Oグランド － 

D15 PTK5/ST1_D5/GET0_ERXD5/ 

SIOF2_RXD/LCD_D7 

IO/IO/I/I/O ポート／STデータ／ETHER受信データ／

SIOF受信データ／LCDデータ 

VCCQ 

D16 VCCQ － I/O電源 － 

D17 PTJ6/ST0M_D4I/ET0_CRS/ 

RMII1_TXD_EN/LCD_FLM 

IO/I/I/O/O ポート／STデータ（ミラー端子）／ETHER

キャリア検出／RMII送信イネーブル／

LCDラインマーカ 

VCCQ 

D18 PTJ2/ST0M_D0I/ 

ET0_ERXD0/RMII1_TXD1/ 

LCD_M_DISP 

IO/I/I/O/O ポート／STデータ（ミラー端子）／ETHER

受信データ／RMII送信データ／LCD液晶

交流化信号 

VCCQ 

D19 CS4 O チップセレクト VCCQ 

D20 VDD － 内部電源 － 

D21 VSSQ － I/Oグランド － 

D22 VCCQ － I/O電源 － 

D23 RDWR/EX_RDWR O/I リード／ライト VCCQ 

D24 PTM0/D24/EX_AD24/ST0_D0/ 

ET0_TX-ER/PINT0/ 

RMII0M0_MDIO 

IO/IO/IO/IO/O/I/I

O 

ポート／データバス／アドレス・データバ

ス／STデータ／ETHER送信エラー／ポー

ト割り込み入力／RMII管理用データ入出

力 

VCCQ 

D25 PTL7/D23/EX_AD23/ 

ST0_VALID/ET0_TX-EN/ 

TEND1/LCD_D15 

IO/IO/IO/IO/O/O/

O 

ポート／データバス／アドレス・データバ

ス／STデータバリッド／ETHER送信イネ

ーブル／DMA転送終了／LCDデータ 

VCCQ 
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E1 M_D2 IO DDR-SDRAMデータバス VCCQ_DDR 

E2 M_D17 IO DDR-SDRAMデータバス VCCQ_DDR 

E3 M_D18 IO DDR-SDRAMデータバス VCCQ_DDR 

E4 VCCQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/O電源 － 

E5 VCCQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/O電源 － 

E6 VSSQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/Oグランド － 

E7 VCCQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/O電源 － 

E8 VDD － 内部電源 － 

E9 VSS － 内部グランド － 

E10 VSSQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/Oグランド － 

E11 VCCQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/O電源 － 

E12 VSS-RTC － RTC用グランド － 

E13 VSS － 内部グランド － 

E14 VCCQ － I/O電源 － 

E15 VSSQ － I/Oグランド － 

E16 VDD － 内部電源 － 

E17 VSS － 内部グランド － 

E18 VCCQ － I/O電源 － 

E19 VSSQ － I/Oグランド － 

E20 VSS － 内部グランド － 

E21 VCCQ － I/O電源 － 

E22 PTK3/ST1_D3/GET0_ETXD7/ 

SIOF2_SYNC/LCD_D5 

IO/IO/O/IO/O ポート／STデータ／ETHER送信データ／

SIOFフレーム同期／LCDデータ 

VCCQ 

E23 PTK2/ST1_D2/GET0_ETXD6/ 

SIOF1_SCK/LCD_D4 

IO/IO/O/IO/O ポート／STデータ／ETHER送信データ／

SIOFシリアルクロック／LCDデータ 

VCCQ 

E24 PTL6/D22/EX_AD22/ 

ST0_START/ET0_ETXD2/ 

DACK1/LCD_D14 

IO/IO/IO/IO/O/O/

O 

ポート／データバス／アドレス・データバ

ス／STデータ同期／ETHER送信データ／

DMA転送要求受け付け／LCDデータ 

VCCQ 

E25 PTL5/D21/EX_AD21/ST0_CLK/

ET0_ETXD1/DREQ1/LCD_D13

IO/IO/IO/IO/O/I/

O 

ポート／データバス／アドレス・データバ

ス／STデータクロック／ETHER送信デー

タ／DMA転送要求／LCDデータ 

VCCQ 

F1 M_D3 IO DDR-SDRAMデータバス VCCQ_DDR 

F2 M_D19 IO DDR-SDRAMデータバス VCCQ_DDR 

F3 M_D20 IO DDR-SDRAMデータバス VCCQ_DDR 

F4 VSSQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/Oグランド － 

F5 VSSQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/Oグランド － 

F21 VSS － 内部グランド － 
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F22 PTK1/ST1_D1/GET0_ETXD5/ 

SIOF1_TXD/LCD_D3 

IO/IO/O/O/O ポート／STデータ／ETHER送信データ／

SIOF送信データ／LCDデータ 

VCCQ 

F23 PTK0/ST1_D0/GET0_ETXD4/ 

SIOF1_SYNC/LCD_D2 

IO/IO/O/IO/O ポート／STデータ／ETHER送信データ／

SIOFフレーム同期／LCDデータ 

VCCQ 

F24 PTL4/D20/EX_AD20/ 

ST0_REQ/ET0_ETXD0/INTD/ 

LCD_D12 

IO/IO/IO/IO/O/I/

O 

ポート／データバス／アドレス・データバ

ス／STデータ受信準備要求／ETHER送信

データ／PCI割り込み／LCDデータ 

VCCQ 

F25 PTJ0/ST0M_REQO/ 

GET0_GTX-CLK/REF50CK 

IO/O/O/I ポート／STデータ受信準備要求（ミラー端

子）／GMII送信クロック／50MHz基準ク

ロック 

VCCQ 

G1 M_D4 IO DDR-SDRAMデータバス VCCQ_DDR 

G2 M_D21 IO DDR-SDRAMデータバス VCCQ_DDR 

G3 M_D22 IO DDR-SDRAMデータバス VCCQ_DDR 

G4 VCCQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/O電源 － 

G5 VCCQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/O電源 － 

G21 VDD － 内部電源 － 

G22 PTL3/D19/EX_AD19/IRQ7/ 

IRL7/ET0_MDIO/INTC/ 

LCD_D11 

IO/IO/IO/I/I/IO/I/

O 

ポート／データバス／アドレス・データバ

ス／外部割り込み入力／ETHER管理用デ

ータ入出力／PCI割り込み／LCDデータ 

VCCQ 

G23 PTL2/D18/EX_AD18/IRQ6/ 

IRL6/ET0_ETXD3/TEND0/ 

LCD_D10 

IO/IO/IO/I/I/O/O/

O 

ポート／データバス／アドレス・データバ

ス／外部割り込み入力／ETHER送信デー

タ／DMA転送終了／LCDデータ 

VCCQ 

G24 WE3/IOWR O/O データイネーブル／PCMCIA IOWR VCCQ 

G25 WE2/IORD O/O データイネーブル／PCMCIA IORD VCCQ 

H1 M_D5 IO DDR-SDRAMデータバス VCCQ_DDR 

H2 M_D23 IO DDR-SDRAMデータバス VCCQ_DDR 

H3 M_DQS2 IO DDR-SDRAMデータストローブ VCCQ_DDR 

H4 VSSQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/Oグランド － 

H5 VSSQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/Oグランド － 

H21 VCCQ － I/O電源 － 

H22 PTL0/D16/EX_AD16/IRQ4/ 

IRL4/ET0_COL/DREQ0/ 

LCD_D8 

IO/IO/IO/I/I/I/I/O ポート／データバス／アドレス・データバ

ス／外部割り込み入力／ETHER衝突検出

／DMA転送要求／LCDデータ 

VCCQ 

H23 PTL1/D17/EX_AD17/IRQ5/ 

IRL5/ET0_MDC/DACK0/ 

LCD_D9 

IO/IO/IO/I/I/O/O/

O 

ポート／データバス／アドレス・データバ

ス／外部割り込み入力／ETHER管理用デ

ータクロック／DMA転送要求受け付け／

LCDデータ 

VCCQ 

H24 D15/EX_AD15 IO/IO データバス／アドレス・データバス VCCQ 

H25 D14/EX_AD14 IO/IO データバス／アドレス・データバス VCCQ 
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J1 M_D7 IO DDR-SDRAMデータバス VCCQ_DDR 

J2 M_D6 IO DDR-SDRAMデータバス VCCQ_DDR 

J3 M_DQM2 O DDR-SDRAMデータマスク VCCQ_DDR 

J4 VSSQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/Oグランド － 

J5 VSSQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/Oグランド － 

J21 VSS － 内部グランド － 

J22 D7/EX_AD7 IO/IO データバス／アドレス・データバス VCCQ 

J23 D6/EX_AD6 IO/IO データバス／アドレス・データバス VCCQ 

J24 D13/EX_AD13 IO/IO データバス／アドレス・データバス VCCQ 

J25 D12/EX_AD12 IO/IO データバス／アドレス・データバス VCCQ 

K1 M_DQM0 O DDR-SDRAMデータマスク VCCQ_DDR 

K2 M_DQS0 IO DDR-SDRAMデータストローブ VCCQ_DDR 

K3 M_DQS3 IO DDR-SDRAMデータストローブ VCCQ_DDR 

K4 VCCQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/O電源 － 

K5 VCCQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/O電源 － 

K10 VSS － 内部グランド － 

K11 VSS － 内部グランド － 

K12 VSS － 内部グランド － 

K13 VSS － 内部グランド － 

K14 VSS － 内部グランド － 

K15 VSS － 内部グランド － 

K16 VSS － 内部グランド － 

K21 VDD － 内部電源 － 

K22 D5/EX_AD5 IO/IO データバス／アドレス・データバス VCCQ 

K23 D4/EX_AD4 IO/IO データバス／アドレス・データバス VCCQ 

K24 D11/EX_AD11 IO/IO データバス／アドレス・データバス VCCQ 

K25 D10/EX_AD10 IO/IO データバス／アドレス・データバス VCCQ 

L1 M_DQS1 IO DDR-SDRAMデータストローブ VCCQ_DDR 

L2 M_DQM1 O DDR-SDRAMデータマスク VCCQ_DDR 

L3 M_DQM3 O DDR-SDRAMデータマスク VCCQ_DDR 

L4 VSS-DLL1 － DLL1用グランド － 

L5 VSS-DLL2 － DLL2用グランド － 

L10 VSS － 内部グランド － 

L11 VSS － 内部グランド － 

L12 VSS － 内部グランド － 

L13 VSS － 内部グランド － 
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L14 VSS － 内部グランド － 

L15 VSS － 内部グランド － 

L16 VSS － 内部グランド － 

L21 VCCQ － I/O電源 － 

L22 D3/EX_AD3 IO/IO データバス／アドレス・データバス VCCQ 

L23 D2/EX_AD2 IO/IO データバス／アドレス・データバス VCCQ 

L24 D9/EX_AD9 IO/IO データバス／アドレス・データバス VCCQ 

L25 D8/EX_AD8 IO/IO データバス／アドレス・データバス VCCQ 

M1 M_D8 IO DDR-SDRAMデータバス VCCQ_DDR 

M2 M_D24 IO DDR-SDRAMデータバス VCCQ_DDR 

M3 M_D25 IO DDR-SDRAMデータバス VCCQ_DDR 

M4 VDD-DLL1 － DDL1用電源 － 

M5 VDD-DLL2 － DDL2用電源 － 

M10 VSS － 内部グランド － 

M11 VSS － 内部グランド － 

M12 VSS － 内部グランド － 

M13 VSS － 内部グランド － 

M14 VSS － 内部グランド － 

M15 VSS － 内部グランド － 

M16 VSS － 内部グランド － 

M21 VSS － 内部グランド － 

M22 D1/EX_AD1 IO/IO データバス／アドレス・データバス VCCQ 

M23 D0/EX_AD0 IO/IO データバス／アドレス・データバス VCCQ 

M24 WE1/WE O/O データイネーブル／PCMCIA WE VCCQ 

M25 CLKOUT O システムクロック出力 VCCQ 

N1 M_D9 IO DDR-SDRAMデータバス VCCQ_DDR 

N2 M_D26 IO DDR-SDRAMデータバス VCCQ_DDR 

N3 M_D27 IO DDR-SDRAMデータバス VCCQ_DDR 

N4 VCCQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/O電源 － 

N5 VCCQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/O電源 － 

N10 VSS － 内部グランド － 

N11 VSS － 内部グランド － 

N12 VSS － 内部グランド － 

N13 VSS － 内部グランド － 

N14 VSS － 内部グランド － 

N15 VSS － 内部グランド － 
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N16 VSS － 内部グランド － 

N21 VDD － 内部電源 － 

N22 RD/FRAME/EX_FRAME O/O/I アクセスサイクル VCCQ 

N23 WE0/PCC_REG O/O データイネーブル／PCMCIA REG VCCQ 

N24 A1 O アドレスバス VCCQ 

N25 A0 O アドレスバス VCCQ 

P1 M_D10 IO DDR-SDRAMデータバス VCCQ_DDR 

P2 M_D28 IO DDR-SDRAMデータバス VCCQ_DDR 

P3 M_D29 IO DDR-SDRAMデータバス VCCQ_DDR 

P4 VSSQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/Oグランド － 

P5 VSSQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/Oグランド － 

P10 VSS － 内部グランド － 

P11 VSS － 内部グランド － 

P12 VSS － 内部グランド － 

P13 VSS － 内部グランド － 

P14 VSS － 内部グランド － 

P15 VSS － 内部グランド － 

P16 VSS － 内部グランド － 

P21 VSSQ － I/Oグランド － 

P22 A9 O アドレスバス VCCQ 

P23 A8 O アドレスバス VCCQ 

P24 A3 O アドレスバス VCCQ 

P25 A2 O アドレスバス VCCQ 

R1 M_D11 IO DDR-SDRAMデータバス VCCQ_DDR 

R2 M_D30 IO DDR-SDRAMデータバス VCCQ_DDR 

R3 M_D31 IO DDR-SDRAMデータバス VCCQ_DDR 

R4 VCCQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/O電源 － 

R5 VCCQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/O電源 － 

R10 VSS － 内部グランド － 

R11 VSS － 内部グランド － 

R12 VSS － 内部グランド － 

R13 VSS － 内部グランド － 

R14 VSS － 内部グランド － 

R15 VSS － 内部グランド － 

R16 VSS － 内部グランド － 

R21 VCCQ － I/O電源 － 
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R22 A11 O アドレスバス VCCQ 

R23 A10 O アドレスバス VCCQ 

R24 A5 O アドレスバス VCCQ 

R25 A4 O アドレスバス VCCQ 

T1 M_D13 IO DDR-SDRAMデータバス VCCQ_DDR 

T2 M_D12 IO DDR-SDRAMデータバス VCCQ_DDR 

T3 VSSQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/Oグランド － 

T4 VCCQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/O電源 － 

T5 VCCQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/O電源 － 

T10 VSS － 内部グランド － 

T11 VSS － 内部グランド － 

T12 VSS － 内部グランド － 

T13 VSS － 内部グランド － 

T14 VSS － 内部グランド － 

T15 VSS － 内部グランド － 

T16 AVSS － アナロググランド － 

T21 VSS － 内部グランド － 

T22 A17 O アドレスバス VCCQ 

T23 A16 O アドレスバス VCCQ 

T24 A7 O アドレスバス VCCQ 

T25 A6 O アドレスバス VCCQ 

U1 M_D15 IO DDR-SDRAMデータバス VCCQ_DDR 

U2 M_D14 IO DDR-SDRAMデータバス VCCQ_DDR 

U3 VSSQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/Oグランド － 

U4 VSSQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/Oグランド － 

U5 VSSQ-DDR － DDR-SDRAM用 I/Oグランド － 

U21 VDD － 内部電源 － 

U22 A19 O アドレスバス VCCQ 

U23 A18 O アドレスバス VCCQ 

U24 A13 O アドレスバス VCCQ 

U25 A12 O アドレスバス VCCQ 

V1 VDD － 内部電源 － 

V2 VDD － 内部電源 － 

V3 VDD － 内部電源 － 

V4 VDD － 内部電源 － 

V5 VDD － 内部電源 － 
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V21 VSS － 内部グランド － 

V22 A21 O アドレスバス VCCQ 

V23 A20 O アドレスバス VCCQ 

V24 A15 O アドレスバス VCCQ 

V25 A14 O アドレスバス VCCQ 

W1 PTG1/GNT2/ET1_ETXD0 IO/O/O ポート／PCIバスグラント／ETHER送信

データ 

VCCQ 

W2 PTG2/REQ1/ET1_ETXD1 IO/I/O ポート／PCIバスリクエスト／ETHER送

信データ 

VCCQ 

W3 PTG3/REQ3/ET1_ETXD2 IO/I/O ポート／PCIバスリクエスト／ETHER送

信データ 

VCCQ 

W4 PTF0/GNT0/GNTIN/SIM_D/ 

ET1_ETXD3/DREQ3 

IO/IO/I/IO/O/I ポート／PCIバスグラント／SIMデータ／

ETHER送信データ／DMA転送要求 

VCCQ 

W5 VDD － 内部電源 － 

W21 VDD － 内部電源 － 

W22 A25/EX_SIZE2 O/I アドレスバス／アクセスサイズ VCCQ 

W23 A24/EX_SIZE1 O/I アドレスバス／アクセスサイズ VCCQ 

W24 A23/EX_SIZE0 O/I アドレスバス／アクセスサイズ VCCQ 

W25 A22 O アドレスバス VCCQ 

Y1 PTE1/PCICLK/GET1_ETXD4/ 

DACK2 

IO/I/O/O ポート／PCI入力クロック／GMII送信デ

ータ／DMA転送要求受け付け 

VCCQ 

Y2 PTD6/REQ2/PCC_BVD1/ 

GET1_ETXD5/SSI1_SCK/ 

LCDM_VCPWC 

IO/I/I/O/IO/O ポート／PCIバス権要求（ホスト）／

PCMCIA BVD1／GMII送信データ／SSIシ

リアルビットクロック／LCD電源制御（ミ

ラー端子） 

VCCQ 

Y3 PTE0/INTA/PCC_DRV/ 

GET1_ETXD6/DREQ2 

IO/IO/O/O/I ポート／PCI割り込み／PCMCIAバッファ

制御／GMII送信データ／DMA転送要求 

VCCQ 

Y4 PTD7/PCIRESET/ 

PCC_RESET/GET1_ETXD7/ 

LCDM_VEPWC 

O/O/O/O/O ポート／PCIリセット／PCMCIAリセット

／GMII送信データ／LCD電源制御（ミラ

ー端子） 

VCCQ 

Y5 VSS － 内部グランド － 

Y21 VCCQ － I/O電源 － 

Y22 CE2A O PCMCIAセレクト VCCQ 

Y23 CE2B O PCMCIAセレクト VCCQ 

Y24 DA1 O アナログ出力 AVCC 

Y25 DA0 O アナログ出力 AVCC 
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AA1 PTF1/REQ0/REQOUT/ 

SIM_CLK/ET1_MDC/DACK3 

IO/IO/O/O/O/O ポート／PCIバス権要求（ホスト）／ 

PCIバス権要求出力／SIMクロック出力／

ETHER管理用データクロック／DMA転送

要求受け付け 

VCCQ 

AA2 PTF2/AD31/SIM_RST/ 

ET1_MDIO/TEND3 

IO/IO/O/IO/O ポート／PCIアドレス・データバス／SIM

リセット／ETHER管理用データ入出力／

DMA転送終了 

VCCQ 

AA3 PTG0/GNT1/ET1_WOL IO/O/O ポート／PCIバスグラント／ETHERウェ

イクオンラン 

VCCQ 

AA4 PTG4/AD30/ET1_LINKSTA IO/IO/I ポート／PCIアドレス・データバス／

ETHERリンクステータス 

VCCQ 

AA5 VSSQ － I/Oグランド － 

AA6 VCCQ － I/O電源 － 

AA7 VSSQ － I/Oグランド － 

AA8 VCCQ － I/O電源 － 

AA9 VDD － 内部電源 － 

AA10 VDD － 内部電源 － 

AA11 VDD － 内部電源 － 

AA12 VCCQ － I/O電源 － 

AA13 VCCQ － I/O電源 － 

AA14 VSSQ － I/Oグランド － 

AA15 VCCQ － I/O電源 － 

AA16 VSSQ － I/Oグランド － 

AA17 VSSQ － I/Oグランド － 

AA18 VCCQ － I/O電源 － 

AA19 VSSQ － I/Oグランド － 

AA20 VCCQ － I/O電源 － 

AA21 VSSQ － I/Oグランド － 

AA22 VSSQ － I/Oグランド － 

AA23 IOIS16/TMU_TCLK I/I PCMCIA16ビット入出力／TMUクロック

入力 

VCCQ 

AA24 AVCC － アナログ電源 － 

AA25 AVCC － アナログ電源 － 

AB1 PTE5/AD29/SCIF2_TXD/ 

GET1_GTX-CLK/SSI0_SCK 

IO/IO/O/O/IO ポート／PCIアドレス・データバス／SCIF

送信データ／GMII送信クロック／SSIシ

リアルビットクロック 

VCCQ 

AB2 PTG7/AD28/ET1_TX-EN IO/IO/O ポート／PCIアドレス・データバス／

ETHER送信イネーブル 

VCCQ 
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端子番号 端子名 入出力 説   明 電源 

AB3 PTG6/AD26/ET1_TX-ER IO/IO/O ポート／PCIアドレス・データバス／

ETHER送信エラー 

VCCQ 

AB4 VSSQ － I/Oグランド － 

AB5 VCCQ － I/O電源 － 

AB6 PTE4/AD22/SCIF2_RXD/ 

GET1_ERXD4/SSI0_SDATA 

IO/IO/I/I/IO ポート／PCIアドレス・データバス／SCIF

受信データ／GMII受信データ／SSIシリア

ルデータ入出力 

VCCQ 

AB7 PTD5/AD18/PCC_CD2/ 

GET1_ERXD6/SSI1_SDATA/ 

LCDM_D14 

IO/IO/I/I/IO/O ポート／PCIアドレス・データバス／

PCMCIA CD2／GMII受信データ／SSIシ

リアルデータ入出力／LCDデータ（ミラー

端子） 

VCCQ 

AB8 PTD3/PCIFRAME/PCC_BVD2/

SIOF0_SCK/HAC_RES/ 

LCDM_D12 

IO/IO/I/IO/O/O ポート／PCIサイクルフレーム／PCMCIA 

BVD2／SIOFシリアルクロック／HACリ

セット／LCDデータ（ミラー端子） 

VCCQ 

AB9 PTD4/STOP/PCC_CD1/ 

SIOF0_MCLK/SSI1_WS/ 

LCDM_DON 

IO/IO/I/I/IO/O ポート／PCIストップ／PCMCIA CD1／

SIOFマスタクロック／SSIワード選択／

LCD表示開始（ミラー端子） 

VCCQ 

AB10 PTA3/AD15/SCIF1_CTS IO/IO/IO ポート／PCIアドレス・データバス／SCIF

モデム制御（CTS） 

VCCQ 

AB11 PTB2/AD11/PINT10/LCDM_D7 IO/IO/I/O ポート／PCIアドレス・データバス／ポー

ト割り込み入力／LCDデータ（ミラー端

子） 

VCCQ 

AB12 PTB6/CBE0/PINT14/ 

LCDM_D3 

IO/IO/I/O ポート／PCIコマンドおよびバイトイネー

ブル／ポート割り込み入力／LCDデータ

（ミラー端子） 

VCCQ 

AB13 PTC1/AD4/LCDM_D1 IO/IO/O ポート／PCIアドレス・データバス／LCD

データ（ミラー端子） 

VCCQ 

AB14 VSSQ － I/Oグランド － 

AB15 VCCQ － I/O電源 － 

AB16 MPMD I チップモード指定 VCCQ 

AB17 PTO6/IRQ0/IRL0/ 

DACK1M/MD5 

IO/I/I/O/I  ポート／外部割り込み入力／DMA転送要

求受け付け（ミラー端子）／モード制御（エ

ンディアン切り替え） 

VCCQ 

AB18 PTO2/AUDATA1/ 

RMII0M1_MDC 

IO/O/O ポート／AUDデータ／RMII管理用データ

クロック 

VCCQ 

AB19 VSSQ － I/Oグランド － 

AB20 TDO O H-UDIデータ出力 VCCQ 

AB21 VSSQ － I/Oグランド － 
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端子番号 端子名 入出力 説   明 電源 

AB22 VSSQ － I/Oグランド － 

AB23 VCCQ － I/O電源 － 

AB24 AN3 I アナログ入力 AVCC 

AB25 AN2 I アナログ入力 AVCC 

AC1 PTH6/AD27/TPU_TO2/ 

ET1_CRS/RMII1M_TXD_EN 

IO/IO/O/I/O ポート／PCIアドレス・データバス／TPU

クロック出力／ETHERキャリア検出／

RMII送信イネーブル（ミラー端子） 

VCCQ 

AC2 PTH0/AD25/TPU_TI3A/ 

ET1_COL/RMII1M_RX_ER 

IO/IO/I/I/I ポート／PCIアドレス・データバス／TPU

クロック入力／ETHER衝突検出／RMII受

信エラー（ミラー端子） 

VCCQ 

AC3 VSSQ － I/Oグランド － 

AC4 VCCQ － I/O電源 － 

AC5 PTH1/IDSEL/TPU_TI3B/ 

ET1_RX-ER/RMII1M_CRS_DV

IO/I/I/I/I ポート／PCIコンフィグデバイス選択／

TPUクロック入力／ETHER受信エラー／

RMIIキャリア検出（ミラー端子） 

VCCQ 

AC6 PTE3/AD20/SCIF2_SCK/ 

GET1_ERXD5/SSI0_WS 

IO/IO/IO/I/IO ポート／PCIアドレス・データバス／IrDA

シリアルクロック／GMII受信データ／SSI

ワード選択 

VCCQ 

AC7 PTE2/AD16/PCC_IOIS16/ 

GET1_ERXD7/TEND2 

IO/IO/I/I/O ポート／PCIアドレス・データバス／

PCMCIA16ビット入出力／GMII受信デー

タ／DMA転送終了 

VCCQ 

AC8 PTD2/TRDY/PCC_RDY/ 

SIOF0_RXD/HAC_SYNC/ 

LCDM_D11 

IO/IO/I/I/O/O ポート／PCIターゲットレディ／PCMCIA

レディ／SIOF受信データ／HACフレーム

同期／LCDデータ（ミラー端子） 

VCCQ 

AC9 PTA0/PAR/SCIF1_SCK IO/IO/IO ポート／PCIパリティ信号／SCIFシリア

ルクロック 

VCCQ 

AC10 PTA4/AD13/SCIF1_RTS IO/IO/IO ポート／PCIアドレス・データバス／SCIF

モデム制御（RTS） 

VCCQ 

AC11 PTB3/AD9/PINT11/LCDM_D6 IO/IO/I/O ポート／PCIアドレス・データバス／ポー

ト割り込み入力／LCDデータ（ミラー端

子） 

VCCQ 

AC12 PTB7/AD6/PINT15/LCDM_D2 IO/IO/I/O ポート／PCIアドレス・データバス／ポー

ト割り込み入力／LCDデータ（ミラー端

子） 

VCCQ 

AC13 PTC2/AD2/LCDM_D0 IO/IO/O ポート／PCIアドレス・データバス／LCD

データ（ミラー端子） 

VCCQ 

AC14 PTC5/AD0/MMC_CD/ 

LCDM_FLM 

IO/IO/I/O ポート／PCIアドレス・データバス／MMC

カード検出／LCDラインマーカ（ミラー端

子） 

VCCQ 
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端子番号 端子名 入出力 説   明 電源 

AC15 PTN2/SCIF0_TXD/MD1 IO/O/I ポート／SCIF送信データ／モード制御（ク

ロック動作モード） 

VCCQ 

AC16 MRESET I マニュアルリセット入力 VCCQ 

AC17 PTO7/IRQ1/IRL1/TEND1M/ 

SSI3_SCK/MD6 

IO/I/I/O/IO/I ポート／外部割り込み入力／DMA転送終

了（ミラー端子）／SSIシリアルビットク

ロック／モード制御（PCI動作モード選択） 

VCCQ 

AC18 PTO3/AUDATA2/ 

RMII0M1_MDIO/SSI2_SCK 

IO/O/IO/IO ポート／AUDデータ／RMII管理用データ

入出力／SSIシリアルビットクロック 

VCCQ 

AC19 TRST I H-UDIリセット入力 VCCQ 

AC20 TDI I H-UDIデータ入力 VCCQ 

AC21 TMS I H-UDIモード入力 VCCQ 

AC22 BACK O バス使用許可 VCCQ 

AC23 AVSS － アナロググランド － 

AC24 AN1 I アナログ入力 AVCC 

AC25 AN0 I アナログ入力 AVCC 

AD1 PTF3/CBE3/ET1_TX-CLK IO/IO/I ポート／PCIコマンドおよびバイトイネー

ブル／ETHER送信クロック 

VCCQ 

AD2 VSSQ － I/Oグランド － 

AD3 VCCQ － I/O電源 － 

AD4 PTH2/AD24/TPU_TI2A/ 

ET1_ERXD0/RMII1M_TXD1 

IO/IO/I/I/O ポート／PCIアドレス・データバス／TPU

クロック入力／ETHER受信データ／RMII

送信データ（ミラー端子） 

VCCQ 

AD5 PTH3/AD21/TPU_TI2B/ 

ET1_ERXD2/RMII1M_RXD1 

IO/IO/I/I/I ポート／PCIアドレス・データバス／TPU

クロック入力／ETHER受信データ／RMII

受信データ（ミラー端子） 

VCCQ 

AD6 PTH7/AD17/TPU_TO3/ 

ET1_RX-DV 

IO/IO/O/I ポート／PCIアドレス・データバス／TPU

クロック出力／ETHER受信データ有効 

VCCQ 

AD7 PTD0/IRDY/PCC_VS1/ 

SIOF0_SYNC/HAC_SD_IN/ 

LCDM_D13 

IO/IO/I/IO/I/O ポート／PCIイニシエータレディ／

PCMCIA VS1／SIOFフレーム同期／HAC

シリアルデータ入力／LCDデータ（ミラー

端子） 

VCCQ 

AD8 PTA2/LOCK/SCIF1_TXD IO/IO/O ポート／PCIロック／SCIF送信データ VCCQ 

AD9 PTB1/SERR/PINT9/ 

LCDM_D9 

IO/IO/I/O ポート／PCIシステムエラー／ポート割り

込み入力／LCDデータ（ミラー端子） 

VCCQ 

AD10 PTB5/AD14/PINT13/ 

LCDM_M_DISP 

IO/IO/I/O ポート／PCIアドレス・データバス／ポー

ト割り込み入力／LCD液晶交流化信号（ミ

ラー端子） 

VCCQ 

AD11 PTC0/AD10/MMC_DAT/ 

LCDM_D5 

IO/IO/IO/O ポート／PCIアドレス・データバス／MMC 

DAT／LCDデータ（ミラー端子） 

VCCQ 
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端子番号 端子名 入出力 説   明 電源 

AD12 PTC4/AD7/MMC_CMD/ 

LCDM_CL2 

IO/IO/IO/O ポート／PCIアドレス・データバス／MMC 

CMD／LCDシフトクロック（ミラー端子） 

VCCQ 

AD13 PTC7/AD3/MMC_CLK IO/IO/O ポート／PCIアドレス・データバス／MMC

クロック出力 

VCCQ 

AD14 PTN0/SCIF0_SCK/MD0 IO/IO/I ポート／SCIFシリアルクロック／モード

制御（クロック動作モード） 

VCCQ 

AD15 PTN3/SCIF0_CTS/MD4 IO/IO/I ポート／SCIFモデム制御（CTS）／モード

制御（エリア 0バス幅） 

VCCQ 

AD16 PTN5/NMI IO/I ポート／ノンマスカブル割り込み入力 VCCQ 

AD17 PTO0/AUDSYNC/ 

RMII1_MDC/SSI2_WS 

IO/O/O/IO ポート／AUD同期信号／RMII管理用デー

タクロック／SSIワード選択 

VCCQ 

AD18 PTO4/AUDATA3/EX_INT/ 

SSI3_WS 

IO/O/O/IO ポート／AUDデータ／外部 CPU割り込み

／SSIワード選択 

VCCQ 

AD19 ASEBRK/BRKACK IO ブレークモードアクノリッジ VCCQ 

AD20 VSS-PLL3 － PLL3用グランド － 

AD21 VSS-PLL2 － PLL2用グランド － 

AD22 BREQ I バス解放要求 VCCQ 

AD23 VCCQ － I/O電源 － 

AD24 VSS-PLL1 － PLL1用グランド － 

AD25 AVCC － アナログ電源 － 

AE1 VSSQ － I/Oグランド － 

AE2 VCCQ － I/O電源 － 

AE3 PTG5/GNT3/ET1_RX-CLK IO/O/I ポート／PCIバスグラント／ETHER受信

クロック 

VCCQ 

AE4 PTH5/AD23/TPU_TO1/ 

ET1_ERXD1/RMII1M_TXD0 

IO/IO/O/I/O ポート／PCIアドレス・データバス／TPU

クロック出力／ETHER受信データ／RMII

送信データ（ミラー端子） 

VCCQ 

AE5 PTH4/AD19/TPU_TO0/ 

ET1_ERXD3/RMII1M_RXD0 

IO/IO/O/I/I ポート／PCIアドレス・データバス／TPU

クロック出力／ETHER受信データ／RMII

受信データ（ミラー端子） 

VCCQ 

AE6 PTD1/CBE2/PCC_VS2/ 

SIOF0_TXD/HAC_SD_OUT/ 

LCDM_D15 

IO/IO/I/O/O/O ポート／PCIコマンドおよびバイトイネー

ブル／PCMCIA VS2／SIOF送信データ／

HACシリアルデータ出力／LCDデータ（ミ

ラー端子） 

VCCQ 

AE7 PTA1/DEVSEL/SCIF1_RXD IO/IO/I ポート／PCIデバイス選択／SCIF受信デ

ータ 

VCCQ 

AE8 PTB0/PERR/PINT8/ 

LCDM_D10 

IO/IO/I/O ポート／PCIパリティエラー／ポート割り

込み入力／LCDデータ（ミラー端子） 

VCCQ 
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端子番号 端子名 入出力 説   明 電源 

AE9 PTB4/CBE1/PINT12/ 

LCDM_D8 

IO/IO/I/O ポート／PCIコマンドおよびバイトイネー

ブル／ポート割り込み入力／LCDデータ

（ミラー端子） 

VCCQ 

AE10 PTA5/AD12 IO/IO ポート／PCIアドレス・データバス VCCQ 

AE11 PTC3/AD8/MMC_ODMOD/ 

LCDM_D4 

IO/IO/O/O ポート／PCIアドレス・データバス／MMC

オープンドレイン制御／LCDデータ（ミラ

ー端子） 

VCCQ 

AE12 PTC6/AD5/LCDM_CL1 IO/IO/O ポート／PCIアドレス・データバス／LCD

シフトクロック（ミラー端子） 

VCCQ 

AE13 PTA6/AD1/MMC_VDDON IO/IO/O ポート／PCIアドレス・データバス/MMC

カード電源制御 

VCCQ 

AE14 PTN1/SCIF0_RXD/MD3 IO/I/I ポート／SCIF受信データ／モード制御（エ

リア 0バス幅） 

VCCQ 

AE15 PTN4/SCIF0_RTS/MD2 IO/IO/I ポート／SCIFモデム制御（RTS）／モード

制御（クロック動作モード） 

VCCQ 

AE16 PRESET I パワーオンリセット VCCQ 

AE17 PTO1/AUDATA0/ 

RMII1_MDIO/SSI2_SDATA 

IO/O/IO/IO ポート／AUDデータ／RMII管理用データ

入出力／SSIシリアルデータ入出力 

VCCQ 

AE18 PTO5/AUDCK/DREQ1M/ 

SSI3_SDATA 

IO/O/I/IO ポート／AUDクロック／DMA転送要求

（ミラー端子）／SSIシリアルデータ入出

力 

VCCQ 

AE19 TCK I H-UDIクロック VCCQ 

AE20 VDD-PLL3 － PLL3用電源 － 

AE21 VDD-PLL2 － PLL2用電源 － 

AE22 EXTAL I 外部クロック入力／水晶発振子 VCCQ 

AE23 XTAL O 水晶発振子 VCCQ 

AE24 VDD-PLL1 － PLL1用電源 － 

AE25 VSSQ － I/Oグランド － 
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2. プログラミングモデル 

本章では、本 LSIのプログラミングモデルについて記述します。本 LSIでは以下に示すレジスタとデータ形式

を持っています。 

2.1 データフォーマット 

本 LSIでサポートしているデータフォーマットを図 2.1に示します。 

バイト（8ビット）

ワード（16ビット）

ロングワード（32ビット）

単精度浮動小数点（32ビット）

倍精度浮動小数点（64ビット）

07

015

031

031 30 22

s e f

063 62 51

s e f

【記号説明】
s
e
f

：符号ビット
：指数フィールド
：小数フィールド

 

図 2.1 データフォーマット 



 

2. プログラミングモデル 

2-2  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

2.2 レジスタの構成 

2.2.1 特権モードとバンク 

（1） 処理モード 

処理モードにはユーザモードと特権モードの 2つがあります。通常はユーザモードで動作し、例外が発生また

は割り込みを受け付けると特権モードになります。レジスタには、汎用レジスタ、システムレジスタ、コントロ

ールレジスタ、および浮動小数点レジスタがあり、アクセスできるレジスタはそれぞれの処理モードで異なりま

す。 
 

（2） 汎用レジスタ 

汎用レジスタには R0から R15までの 16本のレジスタがあります。汎用レジスタ R0から R7は、バンクレジス

タで、処理モードで切り替えることができます。 

• 特権モードの場合 

ステータスレジスタ（SR）のレジスタバンクビット（RB）により、汎用レジスタとしてアクセスできるレ

ジスタとできないレジスタが決められます。汎用レジスタとしてアクセスできないレジスタは、コントロー

ルレジスタのロード命令（LDC）とストア命令（STC）でアクセスします。 

RBビットが1のとき、つまりバンク1が選ばれているときは、バンク1の汎用レジスタR0_BANK1から

R7_BANK1とバンクに関係ないR8からR15との合計16本のレジスタが汎用レジスタR0からR15としてアクセ

スすることができ、バンク0の汎用レジスタR0_BANK0からR7_BANK0の8本のレジスタはLDC/STC命令でア

クセスできます。 

RBビットが0のとき、つまりバンク0が選ばれているときは、バンク0の汎用レジスタR0_BANK0から

R7_BANK0とバンクに関係ないR8からR15との合計16本のレジスタが汎用レジスタR0からR15としてアクセ

スすることができ、バンク1の汎用レジスタR0_BANK1からR7_BANK1の8本のレジスタはLDC/STC命令でア

クセスできます。 

• ユーザモードの場合 

バンク0の汎用レジスタR0_BANK0からR7_BANK0とバンクに関係ないR8からR15との合計16本のレジスタ

が汎用レジスタR0からR15としてアクセスすることができ、バンク1の汎用レジスタR0_BANK1から

R7_BANK1の8本のレジスタはアクセスできません。 

 

（3） コントロールレジスタ 

コントロールレジスタには、処理モードで共通のグローバルベースレジスタ（GBR）とステータスレジスタ（SR）

があり、特権モードでのみアクセスできる退避ステータスレジスタ（SSR）、退避プログラムカウンタ（SPC）、

ベクタベースレジスタ（VBR）、退避ジェネラルレジスタ 15（SGR）、デバッグベースレジスタ（DBR）があり

ます。ステータスレジスタには、特権モードでのみアクセスできるビット（例えば RBビット）があります。 
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（4） システムレジスタ 

システムレジスタには、積和レジスタ（MACH/MACL）、プロシージャレジスタ（PR）、プログラムカウンタ

（PC）があり、処理モードに関係しません。 
 

（5） 浮動小数点レジスタと FPUに関するシステムレジスタ 

浮動小数点レジスタには、FR0～FR15、XF0～XF15の 32本のレジスタがあります。FR0～FR15、XF0～XF15

をおのおの FPR0_BANK0～FPR15_BANK0、FPR0_BANK1～FPR15_BANK1のいずれのバンクに割り付けるか選

択できます。 

また、FR0～FR15は、DR0/2/4/6/8/10/12/14（倍精度浮動小数点レジスタ、またはレジスタペア）の 8本、FV0/4/8/12

（レジスタベクタ）の 4本として使用でき、XF0～XF15は、XD0/2/4/6/8/10/12/14（レジスタペア）の 8本、XMTRX

（レジスタ行列）の 1本として使用できます。 

FPUに関するシステムレジスタには、浮動小数点コミュニケーションレジスタ（FPUL）と浮動小数点ステータ

ス／コントロールレジスタ（FPSCR）があり、FPU-CPU間の通信や例外処理の設定を行います。 
 

リセット後のレジスタの値を表 2.1に示します。 
 

表 2.1 レジスタの初期値 

区分 レジスタ 初期値* 

汎用レジスタ R0_BANK0～R7_BANK0、 

R0_BANK1～R7_BANK1、 

R8～R15 

不定 

SR MDビットは 1、RBビットは 1、BLビットは 1、

FDビットは 0、IMASKは B'1111、リザーブビッ

トは 0、その他は不定 

GBR、SSR、SPC、SGR、DBR 不定 

コントロールレジスタ 

VBR H'00000000 

MACH、MACL、PR 不定 システムレジスタ 

PC H'A0000000 

FR0～FR15、XF0～XF15、FPUL 不定 浮動小数点レジスタ 

FPSCR H'00040001 

【注】 * パワーオンリセット、マニュアルリセットで初期化されます。 

 

処理モード別の CPUレジスタ構成を図 2.2に示します。 

ユーザモードと特権モードは、ステータスレジスタの処理モードビット（MD）で切り替えます。 
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31 0
R0_BANK0*1, *2

R1_BANK0*2

R2_BANK0*2

R3_BANK0*2

R4_BANK0*2

R5_BANK0*2

R6_BANK0*2

R7_BANK0*2

R8
R9
R10
R11
R12
R13
R14
R15

SR

GBR
MACH
MACL

PR

PC

（a）ユーザモードのレジスタ構成

31 0
R0_BANK1*1, *3

R1_BANK1*3

R2_BANK1*3

R3_BANK1*3

R4_BANK1*3

R5_BANK1*3

R6_BANK1*3

R7_BANK1*3

R8
R9

R10
R11
R12
R13
R14
R15

R0_BANK0*1, *4

R1_BANK0*4

R2_BANK0*4

R3_BANK0*4

R4_BANK0*4

R5_BANK0*4

R6_BANK0*4

R7_BANK0*4

（b）特権モードのレジスタ構成
（RB＝１）

GBR
MACH
MACL

VBR
PR

SR
SSR

PC
SPC

【注】　*1　R0レジスタは、インデックス付きレジスタ間接アドレッシングモードと、
　　　　　　インデックス付きGBR間接アドレッシングモードのインデックスレジスタ
　　　　　　として使われます。
　　　　*2　バンクレジスタ
　　　　*3　バンクレジスタ
　　　　　　SRレジスタのRBビットが１のとき、汎用レジスタとしてアクセスされます。
　　　　　　RBビットが０のとき、LDC/STC命令でのみアクセスされます。
　　　　*4　バンクレジスタ
　　　　　　SRレジスタのRBビットが０のとき、汎用レジスタとしてアクセスされます。
　　　　　　RBビットが１のとき、LDC/STC 命令でのみアクセスされます。

31 0

R0_BANK1*1, *3

R1_BANK1*3

R2_BANK1*3

R3_BANK1*3

R4_BANK1*3

R5_BANK1*3

R6_BANK1*3

R7_BANK1*3

R8
R9
R10
R11
R12
R13
R14
R15

R0_BANK0*1, *4

R1_BANK0*4

R2_BANK0*4

R3_BANK0*4

R4_BANK0*4

R5_BANK0*4

R6_BANK0*4

R7_BANK0*4

（c）特権モードのレジスタ構成
（RB＝０）

GBR
MACH
MACL

VBR
PR

SR
SSR

PC
SPC

SGR

DBR

SGR

DBR

 

図 2.2 処理モード別の CPUレジスタ構成 
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2.2.2 汎用レジスタ 

図 2.3に処理モードと汎用レジスタの関係を示します。本 LSIには 24本の 32ビット汎用レジスタ（R0_BANK0

～R7_BANK0、R0_BANK1～R7_BANK1、R8～R15）があります。ただし、これらのうち 16本のレジスタのみ 1

つの処理モードで汎用レジスタ R0～R15としてアクセスできます。本 LSIには特権モードとユーザモードの 2つ

の処理モードがあります。R0～R7はその 2つのモードにより次のように割り当てられます。 

• R0_BANK0～R7_BANK0 

ユーザモード（SR.MD＝0）では、常にR0～R7に割り当てられます。 

特権モード（SR.MD＝1）では、（SR.RB＝0）の場合に限りR0～R7に割り当てられます。 

•  R0_BANK1～R7_BANK1 

ユーザモードでは、アクセスできません。 

特権モードでは、（SR.RB＝1）の場合に限り、R0～R7に割り当てられます。 

SR.MD=0　または
(SR.MD=1, SR.RB=0）

R0_BANK0

R1_BANK0

R2_BANK0

R3_BANK0

R4_BANK0

R5_BANK0

R6_BANK0

R7_BANK0

R0_BANK0

R1_BANK0

R2_BANK0

R3_BANK0

R4_BANK0

R5_BANK0

R6_BANK0

R7_BANK0

R0_BANK1

R1_BANK1

R2_BANK1

R3_BANK1

R4_BANK1

R5_BANK1

R6_BANK1

R7_BANK1

R0_BANK1

R1_BANK1

R2_BANK1

R3_BANK1

R4_BANK1

R5_BANK1

R6_BANK1

R7_BANK1

R0

R1

R2

R3

R4

R5

R6

R7

R0

R1

R2

R3

R4

R5

R6

R7

R8

R9

R10

R11

R12

R13

R14

R15

R8

R9

R10

R11

R12

R13

R14

R15

R8

R9

R10

R11

R12

R13

R14

R15

(SR.MD=1, SR.RB=1)

 

図 2.3 汎用レジスタ 
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【プログラミング上の注意】 

 ユーザモードの R0～R7は R0_BANK0～R7_BANK0に、例外・割り込み後の R0～R7は R0_BANK1～R7_BANK1に

割り当てられるので、割り込みハンドラはユーザモードの R0～R7（R0_BANK0～R7_BANK0）を退避または復帰する

必要はありません。 

 

2.2.3 浮動小数点レジスタ 

図 2.4に浮動小数点レジスタを示します。32本の 32ビット浮動小数点レジスタがあります。これらは、2つの

バンクで構成され、FPR0_BANK0～FPR15_BANK0、FPR0_BANK1～FPR15_BANK1があります。また、この 32

本レジスタは FR0～FR15、DR0/2/4/6/8/l0/12/14、FV0/4/8/12、XF0～XF15、XD0/2/4/6/8/l0/12/14、XMTRXとして

参照されます。FPRn_BANKiと参照名の対応は FPSCRの FRビットによって決まります。図 2.4を参照してくだ

さい。 

（1） 浮動小数点レジスタ FPRn_BANKi（32レジスタ） 

FPR0_BANK0、FPR l_BANK0、FPR2_BANK0、FPR3_BANK0、 

FPR4_BANK0、FPR5_BANK0、FPR6_BANK0、FPR7_BANK0、 

FPR8_BANK0、FPR9_BANK0、FPR10_BANK0、FPR11_BANK0、 

FPR12_BANK0、FPR13_BANK0、FPR14_BANK0、FPR15_BANK0 

FPR0_BANK1、FPR1_BANK1、FPR2_BANK1、FPR3_BANK1、 

FPR4_BANK1、FPR5_BANK1、FPR6_BANK1、FPR7_BANK1、 

FPR8_BANK1、FPR9_BANK1、FPR10_BANK1、FPR11_BANK1、 

FPR12_BANK1、FPR13_BANK1、FPR14_BANK1、FPR15_BANK1 
 

（2） 単精度浮動小数点レジスタ FRi（16レジスタ） 

FPSCR.FR＝0のとき、FR0～FR15は FPR0_BANK0～FPR15_BANK0に割り当てられます。 

FPSCR.FR＝1のとき、FR0～FR15は FPR0_BANK1～FPR15_BANK1に割り当てられます。 
 

（3） 倍精度浮動小数点レジスタ、または単精度浮動小数点レジスタのペア DRi（8レジスタ） 

DRレジスタは、2つの FRレジスタから構成されます。 

DR0＝{FR0、FR1}、DR2＝{FR2、FR3}、 

DR4＝{FR4、FR5}、DR6＝{FR6、FR7}、 

DR8＝{FR8、FR9}、DR10＝{FR10、FR11}、 

DR12＝{FR12、FR13}、DR14＝{FR14、FR15} 
 

（4） 単精度浮動小数点ベクトルレジスタ FVi（4レジスタ） 

FVレジスタは 4つの FRレジスタから構成されます。 

FV0＝{FR0、FR1、FR2、FR3},  

FV4＝{FR4、FR5、FR6、FR7},  

FV8＝{FR8、FR9、FR10、FR11},  

FVl2＝{FR12、FR13、FR14、FR15} 
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（5） 単精度浮動小数点拡張レジスタ XFi（16レジスタ） 

FPSCR.FR＝0のとき、XF0～XF15は FPR0_BANK1～FPR15_BANK1に割り当てられます。  

FPSCR.FR＝1のとき、XF0～XF15は FPR0_BANK0～FPR15_BANK0に割り当てられます。 
 

（6） 単精度浮動小数点拡張レジスタのペア XDi（8レジスタ） 

XDレジスタは 2つの XFレジスタから構成されます。 

XD0＝{XF0、XF1}、XD2＝{XF2、XF3}、 

XD4＝{XF4、XF5}、XD6＝{XF6、XF7}、 

XD8＝{XF8、XF9}、XD10＝{XF10、XF11}、 

XD12＝{XF12、XF13}、XD14＝{XF14、XF15} 
 

（7） 単精度浮動小数点拡張レジスタ行列 XMTRX 

XMTRXは 16本の XFレジスタから構成されます。 

XMTRX＝ XF0   XF4   XF8   XF12  

 XF1   XF5   XF9   XF13  

 XF2   XF6   XF10  XF14  

 XF3   XF7   XF11  XF15 
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FPR0_BANK0

FPR1_BANK0

FPR2_BANK0

FPR3_BANK0

FPR4_BANK0

FPR5_BANK0

FPR6_BANK0

FPR7_BANK0

FPR8_BANK0

FPR9_BANK0

FPR10_BANK0

FPR11_BANK0

FPR12_BANK0

FPR13_BANK0

FPR14_BANK0

FPR15_BANK0

XF0

XF1

XF2 

XF3

XF4

XF5

XF6

XF7 

XF8 

XF9 

XF10 

XF11

XF12

XF13

XF14

XF15

FR0

FR1

FR2 

FR3

FR4

FR5

FR6

FR7 

FR8 

FR9 

FR10 

FR11

FR12

FR13

FR14

FR15

DR0

DR2 

DR4

DR6

DR8 

DR10 

DR12

DR14

FV0

FV4

FV8 

FV12

XD0 XMTRX

XD2 

XD4

XD6

XD8 

XD10 

XD12

XD14

FPR0_BANK1

FPR1_BANK1

FPR2_BANK1

FPR3_BANK1

FPR4_BANK1

FPR5_BANK1

FPR6_BANK1

FPR7_BANK1

FPR8_BANK1

FPR9_BANK1

FPR10_BANK1

FPR11_BANK1

FPR12_BANK1

FPR13_BANK1

FPR14_BANK1

FPR15_BANK1

XF0

XF1

XF2 

XF3

XF4

XF5

XF6

XF7 

XF8 

XF9 

XF10 

XF11

XF12

XF13

XF14

XF15

FR0

FR1

FR2 

FR3

FR4

FR5

FR6

FR7 

FR8 

FR9 

FR10 

FR11

FR12

FR13

FR14

FR15

DR0

DR2 

DR4

DR6

DR8 

DR10 

DR12

DR14

FV0

FV4

FV8 

FV12

XD0XMTRX

XD2 

XD4

XD6

XD8 

XD10 

XD12

XD14

FPSCR.FR=0 FPSCR.FR=1

 

図 2.4 浮動小数点レジスタ 
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2.2.4 コントロールレジスタ 

（1） ステータスレジスタ（SR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― MD RB BL ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

FD ― ― ― ― ― M Q IMASK ― ― S T

初期値：
R R/W R/W R/W R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0初期値：
R/W R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 － 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

30 MD 1 R/W 処理モード 

処理モードを選択します。 

0：ユーザモード 

（命令の中には実行できない命令があります。また、リソースの中に

はアクセスできないリソースがあります。） 

1：特権モード 

例外または割り込みにより 1にセットされます。 

29 RB 1 R/W 特権モードでの汎用レジスタバンク指定ビット 

0：R0_BANK0～R7_BANK0は汎用レジスタ R0～R7としてアクセスで

き、R0_BANK1～R7_BANK1は LDC/STC命令でアクセスできます。 

1：R0_BANK1～R7_BANK1は汎用レジスタ R0～R7としてアクセスで

き、R0_BANK0～R7_BANK0は LDC/STC命令でアクセスできます。 

例外または割り込みにより 1にセットされます。 

28 BL 1 R/W 例外／割り込みブロックビット 

このビットが 1のとき、割り込み要求はマスクされ、ユーザブレーク以外

の一般例外が発生すると、プロセッサはリセット状態に遷移します。 

例外または割り込みにより 1にセットされます。 

27～16 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

15 FD 0 R/W FPUディスエーブルビット 

このビットが 1のとき、FPU命令は一般 FPU抑止例外を発生させ、FPU

命令が遅延スロットにある場合、スロット FPU抑止例外が発生します（FPU

命令：H'F***命令、FPUL/FPSCRに対する LDS(.L)/STS(.L)命令）。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

14～10 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

9 M 0 R/W Mビット 

DIV0S、DIV0U、DIV1命令で使用します。 

8 Q 0 R/W Qビット 

DIV0S、DIV0U、DIV1命令で使用します。 

7～4 IMASK すべて 1 R/W 割り込みマスクレベル 

IMASK以下のレベルの割り込みはマスクされます。また、割り込みが発生

した場合に、IMASKが割り込み受け付けレベルに変化する動作と変化しな

い動作を CPU動作モードレジスタ（CPUOPM）を用いて切り替えること

ができます。CPUOPMの動作は、「付録 A. CPU動作モードレジスタ

（CPUOPM）」を参照してください。 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

1 S 0 R/W Sビット 

MAC命令の飽和動作を指定します。 

0 T 0 R/W Tビット 

真／偽条件、キャリ、ボロー、オーバフローまたはアンダフローなどを表

します。 

詳細は、「第 3章 命令セット」を参照してください。 

 

（2） 退避ステータスレジスタ（SSR）（32ビット、特権保護、初期値＝不定） 

SRの内容は例外または割り込みの発生時、SSRに退避されます。 
 

（3） 退避プログラムカウンタ（SPC）（32ビット、特権保護、初期値＝不定） 

例外または割り込みの発生した命令のアドレスは SPCに退避されます。 
 

（4） グローバルベースレジスタ（GBR）（32ビット、初期値＝不定） 

GBRは@(disp,GBR)、@(R0,GBR)アドレッシングのベースアドレスとして参照されます。 
 

（5） ベクタベースレジスタ（VBR）（32ビット、特権保護、初期値＝H'0000 0000） 

VBRは例外および割り込み発生時、分岐先のベースアドレスとして参照されます。詳細については「第 5章 例

外処理」を参照してください。 
 

（6） 退避ジェネラルレジスタ 15（SGR）（32ビット、特権保護、初期値＝不定） 

R15の内容は例外または割り込みの発生時 SGRに退避されます。 
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（7） デバッグベースレジスタ（DBR）（32ビット、特権保護、初期値＝不定） 

ユーザブレークデバッグ機能を有効にする場合（CBCR.UBDE＝1）、DBRは VBRの代わりにユーザブレーク

ハンドラへの分岐先アドレスとして参照されます。 
 

2.2.5 システムレジスタ 

（1） 積和上位レジスタ（MACH）（32ビット、初期値＝不定）、 

積和下位レジスタ（MACL）（32ビット、初期値＝不定） 

MACH／MACLは、MAC命令の加算値として用いられます。またMAC命令、MUL命令の演算結果を格納す

るためにも用いられます。 
 

（2） プロシージャレジスタ（PR）（32ビット、初期値＝不定） 

BSR、BSRF、JSR命令を用いたサブルーチンコールの戻りアドレスは PRに格納されます。PRは、サブルーチ

ンからの復帰命令（RTS）によって参照されます。 
 

（3） プログラムカウンタ（PC）（32ビット、初期値＝H'A000 0000） 

PCは実行中の命令アドレスを示します。 
 

（4） 浮動小数点ステータス／コントロールレジスタ（FPSCR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

初期値：
R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

Enable（EN）

FR SZ PR DN

Flag RMCause

Cause

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～22 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

21 FR 0 R/W 浮動小数点レジスタバンク 

0：FPR0_BANK0～FPR15_BANK0は FR0～FR15に、FPR0_BANK1～

FPR15_BANK1は XF0～XF15に割り当てられます。 

1：FPR0_BANK0～FPR15_BANK0は XF0～XF15に、FPR0_BANK1～

FPR15～BANK1は FR0～FR15に割り当てられます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

20 SZ 0 R/W 転送サイズモード 

0：FMOV命令のデータサイズは 32ビットです。 

1：FMOV命令のデータサイズは 32ビットペア、または 64ビットです。 

SZビットおよび PRビットとエンディアンとの関係については、図 2.5を

参照してください。 

19 PR 0 R/W 精度モード 

0：浮動小数点命令を単精度演算として実行します。 

1：浮動小数点命令を倍精度演算として実行します（グラフィックサポー

ト命令は未定義です）。 

PRビットおよび SZビットとエンディアンとの関係については、図 2.5を

参照してください。 

18 DN 1 R/W 非正規化モード 

0：非正規化数を非正規化数として扱います。 

1：非正規化数を 0として扱います。 

17～12 Cause すべて 0 R/W 

11～7 Enable（EN） すべて 0 R/W 

6～2 Flag すべて 0 R/W 

FPU例外要因フィールド 

FPU例外イネーブルフィールド 

FPU例外フラグフィールド 

FPU演算命令を実行すると、FPU例外要因フィールドは最初に 0に設定さ

れます。次に FPU例外が発生すると、FPU例外要因フィールドと FPU例

外フラグフィールドの該当ビットが 1にセットされます。 

FPU例外フラグフィールドは、FPU例外フラグフィールドが最後にクリア

されたそれ以降に発生した例外のステータスを保持します。 

各フィールドのビットの割り付けについては表 2.2を参照してください。 

1、0 RM 01 R/W 丸めモード 

丸めの方法を選択します。 

00：近傍への丸め 

01：0方向への丸め 

10：リザーブ（設定禁止） 

11：リザーブ（設定禁止） 
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・ビッグエンディアンの場合

・リトルエンディアンの場合

DR（2i）

FR（2i） FR（2i＋1）

8n＋4 8n＋78n 8n＋3

63

63　　　  32 31　 　　 0

浮動小数点レジスタ

浮動小数点レジスタ

メモリ上の位置

メモリ上の位置

DR（2i）

FR（2i） FR（2i＋1）

4n 4m4n＋3 4n＋3

63　　　 32 31　 　　  0

DR（2i）

FR（2i＋1）FR（2i）

8n＋48n＋78n＋3 8n

63　　　  32 31　 　　 0

（1）SZ＝0の場合 （2）SZ＝1、PR＝0の場合

【注】 *1.　SZ＝0、PR＝0では、DRレジスタを使用できません。
*2.　DRレジスタのビット位置（63～0）は、PR=1のときの（PR＝0ではその後にPR＝1に
　　 切り替えた際の）倍精度小数点フォーマットとの対応において意味を持ちます。

63 0

0

63 0

63 0

63 0

63 0

DR（2i）

FR（2i＋1）FR（2i）

8n8n＋38n＋7 8n＋4

63　　　  32 31　 　　 0

（2）SZ＝1、PR＝1の場合

63 0

63 0

*1、*2 *2

 

図 2.5 SZビットとエンディアンの関係 

 

表 2.2 FPU例外処理に関連するビットの割り付け 

  FPUエラー

（E） 

無効演算 

（V） 

0除算 

（Z） 

オーバ 

フロー（O）

アンダ 

フロー（U） 

不正確 

（I） 

Cause FPU例外要因 

フィールド 

ビット 17 ビット 16 ビット 15 ビット 14 ビット 13 ビット 12 

Enable FPU例外イネーブル

フィールド 

なし ビット 11 ビット 10 ビット 9 ビット 8 ビット 7 

Flag FPU例外フラグ 

フィールド 

なし ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 

 

（5） 浮動小数点通信レジスタ（FPUL）（32ビット、初期値＝不定） 

FPUレジスタと CPUレジスタ間のデータ転送は、FPULを介して行われます。 
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2.3 メモリ割り付けレジスタ 
制御レジスタのうち、以下のメモリ領域にマッピングされているものがあります。これらのメモリ領域に割り

付けられたレジスタには、2つのアドレスがあります。 

H'1C00 0000～H'1FFF FFFF 

H'FC00 0000～H'FFFF FFFF 

以上 2つの領域は次のように使用します。 
 

• H'1C00 0000～H'1FFF FFFF 

この領域はMMUのアドレス変換機能を用いてアクセスしなければなりません。この領域のページ番号をTLB

の該当フィールドに設定することでメモリ割り付けレジスタへアクセスできます。この領域に対して、MMU

のアドレス変換機能を用いずにアクセスした場合の動作は保証されません。 

• H'FC00 0000～H'FFFF FFFF 

ユーザモードで領域H'FC00 0000～H'FFFF FFFFにアクセスすると、アドレスエラーが発生します。ユーザモ

ードではメモリ割り付けレジスタはアドレス変換によるアクセスで参照することができます。 

 

【注】 2つの領域のレジスタが割り付けられていないアドレスにはアクセスしないでください。レジスタが割り付けられてい

ないアドレスに対するアクセスの動作は不定になります。また、メモリ割り付けレジスタは一定のデータサイズでアク

セスしなければなりません。不正なサイズでアクセスした場合も動作は不定になります。 

2.4 レジスタのデータ形式 

レジスタオペランドのデータサイズは常にロングワード（32ビット）です。メモリ上のデータをレジスタへロ

ードするとき、メモリオペランドのデータサイズがバイト（8ビット）、もしくはワード（16ビット）の場合は、

ロングワードに符号拡張し、レジスタに格納します。 

31
S S

S

067

67 0

31
S S

S

01415

1415 0

 

図 2.6 バイトデータ、ワードデータのレジスタ中のデータ形式 
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2.5 メモリ上でのデータ形式 

バイト、ワード、ロングワードのデータ形式があります。メモリは 8ビットのバイト、16ビットのワード、32

ビットのロングワードいずれの形でもアクセスすることができます。32ビットに満たないメモリオペランドは符

号拡張されてレジスタに格納されます。 

ワードオペランドはワード境界（2バイト刻みの偶数番地：2n番地）から、ロングワードオペランドはロング

ワード境界（4バイト刻みの偶数番地：4n番地）からアクセスしてください。これを守らない場合は、アドレス

エラーになります。バイトオペランドはどの番地からでもアクセスできます。 

データフォーマットは、ビッグエンディアンかリトルエンディアンのどちらかのバイト順を選択できます。エ

ンディアンはパワーオンリセット時に外部ピンで設定してください。エンディアンは動的には変更できません。

ただしビット位置は常に最上位（most-significant）から最下位（least-significant）へ左から右へ減少するように番

号が付けられています。すなわち 32ビットのロングワードでは、一番左のビット、ビット 31が最上位ビットで、

一番右のビット、ビット 0が最下位ビットです。 

メモリ上のデータ形式を図 2.7に示します。 

A 番地

A

7 0 7 0 7 0 7 0
31

15 0 15 0

31 0

15 0

31 0

23 15 7 0

A + 1 A + 2 A + 3

バイト 0

ワード 0

ロングワード

ワード 1

バイト 1 バイト 2 バイト 3

A + 11

7 0 7 0 7 0 7 0
31

15 0

23 15 7 0

A + 10 A + 9 A + 8

バイト 3

ワード 1

ロングワード

ワード 0

バイト 2 バイト 1 バイト 0

A + 4 番地

A + 8 番地

A + 8 番地

A + 4 番地

A 番地

ビッグエンディアン リトルエンディアン  

図 2.7 メモリ上のデータ形式 

64ビットのデータ形式については図 2.5を参照してください。 
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2.6 処理状態 
処理状態には、大きく分けてリセット状態、命令実行状態、低消費電力状態の 3種類があります。 

（1） リセット状態 

CPUがリセットされている状態です。リセット状態は、パワーオンリセット状態とマニュアルリセット状態に

分類されます。 

パワーオンリセット状態では、CPUの内部状態と内蔵周辺モジュールのレジスタが初期化されます。マニュア

ルリセット状態では、一部の内蔵周辺モジュールのレジスタと CPUの内部状態とが初期化されます。詳細は、各

章のレジスタ構成を参照してください。 
 

（2） 命令実行状態 

CPUが順次プログラムを実行している状態です。命令実行状態には、一般のプログラム実行状態と例外処理状

態があります。 
 

（3） 低消費電力状態 

CPUの動作が停止し消費電力が低い状態です。スリープ命令で低消費電力状態になります。スリープモード、

およびスタンバイモードの 2つのモードがあります。 

すべての状態から

リセット／マニュアル

リセット入力時

リセット状態

命令実行状態
スリープ命令実行時

低消費電力状態
割り込み発生時

リセット／マニュアル

リセット解除時

リセット／マニュアル

リセット入力時

リセット／マニュアル

リセット入力時

 

図 2.8 処理状態遷移図 
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2.7 使用上の注意事項 

2.7.1 自己書き換えコード*に対する注意事項 

本 LSIは、処理を高速に行うために命令の先読みを従来の SH-4に比べ大幅に強化しています。このため、メモ

リ上の命令列の書き換えを行った直後に、当該命令を実行しようとすると、既に先読みされた更新前の命令が実

行される可能性が高くなります。確実に更新された命令を実行するためには、書き換えを行う命令と書き換えら

れた命令の実行の間に下記の命令列を実行するようにしてください。 
 

（1） 書き換える命令列がキャッシング不可領域にある場合 

SYNCO 

ICBI @Rn 

ICBI命令の Rnで指定するアドレスは、アドレスエラーにならない範囲で任意のアドレスでかまいません。 
 

（2） 書き換える命令列がキャッシング可能領域にある場合（ライトスルーモード時） 

SYNCO 

ICBI @Rn 

書き換えた命令列に対応する命令キャッシュの領域すべてを ICBI命令で無効化してください。ICBIはライン単

位で行います。1ラインは 32バイトです。 
 

（3） 書き換える命令列がキャッシング可能領域にある場合（コピーバックモード時） 

OCBP @Rmまたは OCBWB @Rm 

SYNCO 

ICBI @Rn 

書き換えた命令列に対応するオペランドキャッシュの領域全てを OCBP命令または OCBWB命令で主記憶に書

き戻しを行い、その後 ICBI命令で対応する命令キャッシュ領域の無効化を行ってください。ICBI/OCBP/OCBWB

はライン単位で行います。1ラインは 32バイトです。 
 

【注】 * 動的にメモリ上の命令列を書き換えながら実行する処理 
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3. 命令セット 

本 LSIの命令セットは固定長 16ビット命令で実現されます。本 LSIはバイト（8ビット）、ワード（16ビット）、

ロングワード（32ビット）、クワッドワード（64ビット）のデータサイズでメモリにアクセスします。単精度浮

動小数点データ（32ビット）は、ロングワードまたはクワッドワードサイズでメモリとのやりとりが可能です。

倍精度浮動小数点データ（64ビット）は、クワッドワードサイズでメモリとのやりとりが可能です。本 LSIがバ

イトサイズおよびワードサイズのデータをメモリからレジスタに移動するとデータは符号拡張されます。 

3.1 実行環境 

（1） PC 

PCはその命令自身の命令アドレスを示します。 
 

（2） ロード／ストアアーキテクチャ 

本 LSIは基本的演算をレジスタで実行するロード／ストアアーキテクチャを特長としています。メモリで直接

実行する論理 AND演算のようなビット操作演算を除き、メモリアクセスを必要とする演算はレジスタにロードし

た後、レジスタで実行されます。 
 

（3） 遅延分岐 

本 LSIの分岐命令および RTEは、BF、BTの 2つの分岐命令を除き遅延分岐です。遅延分岐では分岐命令の次

の命令は分岐先命令の前に実行されます。 

（4） 遅延スロット 

遅延分岐後のこの実行スロットは「遅延スロット」と呼ばれます。たとえば、BRA実行シーケンスは次のとお

りです。 
 

表 3.1 遅延分岐命令の実行順序 

命令列 実行順序 

 BRA TARGET （遅延分岐命令） BRA 

 ADD  （遅延スロット） ↓ 

  ：   ADD 

  ：   ↓ 

TARGET target-inst  （分岐先命令） target-inst 

 

命令によっては遅延スロットで実行するとスロット不当命令例外を発生します。「第 5章 例外処理」を参照

してください。分岐が成立しなかった BF/S、BT/Sの次の命令も遅延スロット命令です。 



 

3. 命令セット  

3-2  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

（5） Tビット 

ステータスレジスタ（SR）の Tビットは、比較演算の結果などを示すために使用し、条件付き分岐命令で参照

します。たとえば、以下に条件付き分岐命令例を示します。 
 

ADD #1, R0 ; Tビットは ADD演算で変更されません。 

CMP/EQ R1, R0 ; R0=R1のとき Tビットは 1にセットされる。 

BT TARGET ; Tビット=1（R0=R1）のとき TARGETに分岐する。 
 

RTEの遅延スロットで、ステータスレジスタ（SR）ビットは次のように参照されます。命令アクセスは変更の

前にMDビットを使用し、データアクセスは変更後のMDビットにアクセスします。変更後の他の S、T、M、Q、

FD、BL、RBビットを遅延スロットの命令実行のために使用します。STC、STC.L SR命令は、変更後すべての SR

ビットにアクセスします。 
 

（6） 定数値 

8ビットの定数値は命令コード、イミディエイト値で指定できます。また 16ビット、32ビットの定数値はメモ

リで定義することができ、PC相対ロード命令で参照できます。 
 

MOV.W @(disp, PC), Rn 

MOV.L @(disp, PC), Rn 
 

浮動小数点に対する PC相対ロード命令はありません。ただし、単精度浮動小数点レジスタに対して FLDI0、

FLDI1命令を使用することによって、0.0または 1.0にセットすることができます。 
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3.2 アドレッシングモード 

表 3.2にアドレッシングモードと実効アドレスの計算を示します。仮想アドレス空間のある位置をアクセスす

ると（MMUCR.AT＝1）、実効アドレスは物理アドレスに変換されます。複数の仮想メモリ空間システムを選択

した場合（MMUCR.SV＝0）、PTEHの最下位ビットもアクセスの ASIDとして参照されます。「第 6章 メモリ

マネジメントユニット（MMU）」を参照してください。 
 

表 3.2 アドレッシングモードと実効アドレス 

アドレッシング 

モード 

命令 

フォーマット 

実効アドレスの計算方法 計算式 

レジスタ直接 Rn 実効アドレスはレジスタ Rnです。 

（オペランドはレジスタ Rnの内容です。） 

－ 

レジスタ間接 @Rn 実効アドレスはレジスタ Rnの内容です。 

Rn Rn
 

Rn→EA（EA：実効アドレス） 

ポストインクリメント 

レジスタ間接 

@Rn＋ 実効アドレスはレジスタ R n の内容です。命令実行後 R n に

定数を加算します。定数はオペランドサイズがバイトのとき

1、ワードのとき 2、ロングワードのとき 4、クワッドワード

のとき 8です。 

Rn Rn

1/2/4/8

＋
Rn＋1/2/4/8

 

Rn→EA 

命令実行後 

バイト：Rn＋1→Rn 

ワード：Rn＋2→Rn 

ロングワード：Rn＋4→Rn 

クワッドワード：Rn＋8→Rn 

プリデクリメント 

レジスタ間接 

@－Rn 実効アドレスは、あらかじめ定数を減算したレジスタ Rnの

内容です。定数はバイトのとき 1、ワードのとき 2、ロング

ワードのとき 4、クワッドワードのとき 8です。 

Rn

Rn－1/2/4/8

1/2/4/8

－
Rn－1/2/4/8

 

バイト：Rn－1→Rn 

ワード：Rn－2→Rn 

ロングワード：Rn－4→Rn 

クワッドワード：Rn－8→Rn 

Rn→EA 

（計算後の Rn で命令実行） 

ディスプレースメント 

付きレジスタ間接 

@(disp:4,Rn) 実効アドレスはレジスタ Rnに 4ビットディスプレースメン

ト dispを加算した内容です。dispはゼロ拡張後、オペラン

ドサイズによってバイトで 1倍、ワードで 2倍、ロングワー

ドで 4倍します。 

Rn

Rn

＋disp×1/2/4

1/2/4

＋disp(ゼロ拡張)

×

 

バイト：Rn＋disp→EA 

ワード：Rn＋disp×2→EA 

ロングワード：Rn＋disp×4→EA 
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アドレッシング 

モード 

命令 

フォーマット 

実効アドレスの計算方法 計算式 

インデックス付き 

レジスタ間接 

@(R0,Rn) 実効アドレスはレジスタ Rnに R0を加算した内容です。 

＋

Rn

R0

Rn＋R0

 

Rn＋R0→EA 

ディスプレースメント 

付き GBR間接 

@(disp:8,GBR) 実効アドレスはレジスタ GBRに 8ビットディスプレースメ

ント dispを加算した内容です。dispはゼロ拡張後、オペラ

ンドサイズによってバイトで 1倍、ワードで 2倍、ロングワ

ードで 4倍します。 

GBR

GBR

＋disp×1/2/4

1/2/4

＋disp(ゼロ拡張)

×

 

バイト：GBR＋disp→EA 

ワード：GBR＋disp×2→EA 

ロングワード：GBR＋disp×4→EA 

インデックス付き 

GBR間接 

@(R0,GBR) 実効アドレスはレジスタ GBRに R0を加算した内容です。 

GBR

GBR＋R0

R0

＋

 

GBR＋R0→EA 

ディスプレースメント 

付き PC相対 

@(disp:8,PC) 実効アドレスは PC＋4に 8ビットディスプレースメント

dispを加算した内容です。dispはゼロ拡張後、オペランドサ

イズによってワードで 2倍、ロングワードで 4倍します。さ

らにロングワードのときは PCの下位 2ビットをマスクしま

す。 

PC＋4＋disp×2
または
PC＆

H'FFFFFFFC＋4
＋disp×4

＋

×

2/4

disp(ゼロ拡張)

PC

H'FFFFFFFC ＋

＆

4

＊ロングワードのとき

ワード：PC＋4＋disp×2→EA 

ロングワード： 

PC & H'FFFFFFFC＋4＋disp×→EA 

 



 

3. 命令セット 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  3-5 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

アドレッシング 

モード 

命令 

フォーマット 

実効アドレスの計算方法 計算式 

PC相対 disp:8 実効アドレスはPC＋4に 8ビットディスプレースメント disp

を符号拡張後 2倍し、加算した内容です。 

×

2

disp(符号拡張)
＋ PC＋4＋disp×2

PC

＋

4

 

PC＋4＋disp×2→Branch-Target 

 disp:12 実効アドレスは PC＋4に 12ビットディスプレースメント

dispを符号拡張後 2倍し、加算した内容です。 

×

2

disp(符号拡張)
＋ PC＋4＋disp×2

PC

＋

4

 

PC＋4＋disp×2→Branch-Target 

PC相対 Rn 実効アドレスは PC＋4に Rnを加算した内容です。 

PC＋4＋Rn

Rn

＋

PC

＋

4

 

PC＋4＋Rn→Branch-Target 

イミディエイト 

 

#imm:8 TST, AND, OR, XOR命令の 8ビットイミディエイト immは 

ゼロ拡張します。 

－ 

 #imm:8 MOV, ADD, CMP/EQ命令の 8ビットイミディエイト immは 

符号拡張します。 

－ 

 #imm:8 TRAPA命令の 8ビットイミディエイト immはゼロ拡張後、

4倍します。 

－ 

【注】 下記のディスプレースメント（disp）を伴うアドレッシングモードにおいて、本マニュアルのアセンブラ記述は、オペラ

ンドサイズに応じたスケーリング（×1、×2、×4）を行う前の値を書いています。これは、LSIの動作を明確にするた

めで、実際のアセンブラの記述は、各アセンブラの表記ルールを参照してください。 

  ＠（disp:4,Rn）  ;ディスプレースメント付きレジスタ間接 

  ＠（disp:8,GBR）  ;ディスプレースメント付き GBR間接 

  ＠（disp:8,PC）  ;ディスプレースメント付き PC相対 

  disp: 8,disp: 12 ;PC相対 
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3.3 命令セット 

表 3.4～表 3.13に示す SuperH命令の説明に使用する表記を表 3.3に示します。 
 

表 3.3 命令リストの表記 

項  目 フォーマット 説   明 

命令ニーモニック OP.Sz SRC,DEST OP：オペレーションコード 

Sz：サイズ  

SRC：ソースオペランド 

DEST：ソースおよび／またはデスティネーションオペランド 

Rm：ソースレジスタ 

Rn：デスティネーションレジスタ 

imm：イミディエイトデータ 

disp：ディスプレースメント 

演算の要約  →、←：転送方向 

(xx)：メモリオペランド 

M/Q/T：SRのフラグビット 

&：各ビットの論理積 

|：各ビットの論理和 

^：各ビット排他的論理和 

~：各ビットの論理否定 

<<n,>>n：nビットシフト 

命令コード MSB←→LSB mmmm：レジスタ番号（Rm、FRm） 

nnnn：レジスタ番号（Rn、FRn） 

0000：R0,FR0 

0001：R1,FR1 

 ： 

1111：R15,FR15 

mmm：レジスタ番号（DRm、XDm、Rm_BANK） 

nnn：レジスタ番号（DRn、XDn、Rn_BANK） 

000：DR0、XD0、R0_BANK 

001：DR2、XD2、R1_BANK 

 ： 

111：DR14、XD14、R7_BANK 

mm：レジスタ番号(FVm) 

nn：レジスタ番号(FVn) 
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項  目 フォーマット 説   明 

命令コード MSB←→LSB 00：FV0 

01：FV4 

10：FV8 

11：FV12 

iiii：イミディエイト値 

dddd：ディスプレースメント 

特権モード － 「特権」と記載してある場合、特権モードでのみ実行可能です。 

Tビット 命令実行後の Tビットの値 －：変更なし 

新規 － 「新規」と記載してある場合は、本 LSIで新規に追加された命令です。 

【注】 スケーリング（x1、x2、x4、x8）は命令オペランドのサイズに応じて実行されます。 
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表 3.4 固定小数点転送命令 

命   令 動   作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

MOV #imm,Rn imm→符号拡張→Rn 1110nnnniiiiiiii － － － 

MOV.W @(disp*,PC),Rn (disp×2+PC+4)→符号拡張→Rn 1001nnnndddddddd － － － 

MOV.L @(disp*,PC),Rn (disp×4+PC&H'FFFFFFFC+4)→Rn 1101nnnndddddddd － － － 

MOV Rm,Rn Rm→Rn 0110nnnnmmmm0011 － － － 

MOV.B Rm,@Rn Rm→(Rn) 0010nnnnmmmm0000 － － － 

MOV.W Rm,@Rn Rm→(Rn) 0010nnnnmmmm0001 － － － 

MOV.L Rm,@Rn Rm→(Rn) 0010nnnnmmmm0010 － － － 

MOV.B @Rm,Rn (Rm)→符号拡張→Rn 0110nnnnmmmm0000 － － － 

MOV.W @Rm,Rn (Rm)→符号拡張→Rn 0110nnnnmmmm0001 － － － 

MOV.L @Rm,Rn (Rm)→Rn 0110nnnnmmmm0010 － － － 

MOV.B Rm,@-Rn Rn-1→Rn,Rm→(Rn) 0010nnnnmmmm0100 － － － 

MOV.W Rm,@-Rn Rn-2→Rn,Rm→(Rn) 0010nnnnmmmm0101 － － － 

MOV.L Rm,@-Rn Rn-4→Rn,Rm→(Rn) 0010nnnnmmmm0110 － － － 

MOV.B @Rm+,Rn (Rm)→符号拡張→Rn,Rm+1→Rm 0110nnnnmmmm0100 － － － 

MOV.W @Rm+,Rn (Rm)→符号拡張→Rn,Rm+2→Rm 0110nnnnmmmm0101 － － － 

MOV.L @Rm+,Rn (Rm)→Rn,Rm+4→Rm 0110nnnnmmmm0110 － － － 

MOV.B R0,@(disp*,Rn) R0→(disp+Rn) 10000000nnnndddd － － － 

MOV.W R0,@(disp*,Rn) R0→(disp×2+Rn) 10000001nnnndddd － － － 

MOV.L Rm,@(disp*,Rn) Rm→(disp×4+Rn) 0001nnnnmmmmdddd － － － 

MOV.B @(disp*,Rm),R0 (disp+Rm)→符号拡張→R0 10000100mmmmdddd － － － 

MOV.W @(disp*,Rm),R0 (disp×2+Rm)→符号拡張→R0 10000101mmmmdddd － － － 

MOV.L @(disp*,Rm),Rn (disp×4+Rm)→Rn 0101nnnnmmmmdddd － － － 

MOV.B Rm,@(R0,Rn) Rm→(R0+Rn) 0000nnnnmmmm0100 － － － 

MOV.W Rm,@(R0,Rn) Rm→(R0+Rn) 0000nnnnmmmm0101 － － － 

MOV.L Rm,@(R0,Rn) Rm→(R0+Rn) 0000nnnnmmmm0110 － － － 

MOV.B @(R0,Rm),Rn (R0+Rm)→符号拡張→Rn 0000nnnnmmmm1100 － － － 

MOV.W @(R0,Rm),Rn (R0+Rm)→符号拡張→Rn 0000nnnnmmmm1101 － － － 

MOV.L @(R0,Rm),Rn (R0+Rm)→Rn 0000nnnnmmmm1110 － － － 

MOV.B R0,@(disp*,GBR) R0→(disp+GBR) 11000000dddddddd － － － 

MOV.W R0,@(disp*,GBR) R0→(disp×2+GBR) 11000001dddddddd － － － 

MOV.L R0,@(disp*,GBR) R0→(disp×4+GBR) 11000010dddddddd － － － 

MOV.B @(disp*,GBR),R0 (disp+GBR)→符号拡張→R0 11000100dddddddd － － － 

MOV.W @(disp*,GBR),R0 (disp×2+GBR)→符号拡張→R0 11000101dddddddd － － － 

MOV.L @(disp*,GBR),R0 (disp×4+GBR)→R0 11000110dddddddd － － － 

MOVA @(disp*,PC),R0 disp×4+PC&H'FFFFFFFC+4→R0 11000111dddddddd － － － 
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命   令 動   作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

MOVCO.L R0,@Rn LDST→T 

if(T==1)R0→(Rn) 

0→LDST 

0000nnnn01110011 － LDST 新規 

MOVLI.L @Rm,R0 1→LDST 

(Rm)→R0 

ただし、割り込み／例外発生時 0→

LDST 

0000mmmm01100011 － － 新規 

MOVUA.L @Rm,R0 (Rm)→R0 

非境界調整データのロード 

0100mmmm10101001 － － 新規 

MOVUA.L @Rm+,R0 (Rm)→R0,Rm+4→Rm 

非境界調整データのロード 

0100mmmm11101001 － － 新規 

MOVT Rn T→Rn 0000nnnn00101001 － － － 

SWAP.B Rm,Rn Rm→下位 2バイトの 

上下バイト交換→Rn 

0110nnnnmmmm1000 － － － 

SWAP.W Rm,Rn Rm→上下ワード交換→Rn 0110nnnnmmmm1001 － － － 

XTRCT Rm,Rn Rm:Rnの中央 32ビット→Rn 0010nnnnmmmm1101 － － － 

【注】 * ルネサスのアセンブラでは、dispにスケーリング後（×1、×2、×4）の値を設定します。 

 

表 3.5 算術演算命令 

命   令 動   作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

ADD Rm,Rn Rn+Rm→Rn 0011nnnnmmmm1100 － － － 

ADD #imm,Rn Rn+imm→Rn 0111nnnniiiiiiii － － － 

ADDC Rm,Rn Rn+Rm+T→Rn,キャリ→T 0011nnnnmmmm1110 － キャリ － 

ADDV Rm,Rn Rn+Rm→Rn,オーバフロー→T 0011nnnnmmmm1111 － オーバ 

フロー 

－ 

CMP/EQ #imm,R0 R0 = immのとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

10001000iiiiiiii － 比較 

結果 

－ 

CMP/EQ Rm,Rn Rn = Rmのとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0011nnnnmmmm0000 － 比較 

結果 

－ 

CMP/HS Rm,Rn 無符号で Rn≧Rm のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0011nnnnmmmm0010 － 比較 

結果 

－ 

CMP/GE Rm,Rn 有符号で Rn≧Rm のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0011nnnnmmmm0011 － 比較 

結果 

－ 

CMP/HI Rm,Rn 無符号で Rn>Rm のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0011nnnnmmmm0110 － 比較 

結果 

－ 

CMP/GT Rm,Rn 有符号で Rn>Rm のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0011nnnnmmmm0111 － 比較 

結果 

－ 

CMP/PZ Rn Rn≧0のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0100nnnn00010001 － 比較 

結果 

－ 
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命   令 動   作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

CMP/PL Rn Rn>0のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0100nnnn00010101 － 比較 

結果 

－ 

CMP/STR Rm,Rn いずれかのバイトが等しいとき 1→T

それ以外のとき 0→T 

0010nnnnmmmm1100 － 比較 

結果 

－ 

DIV1 Rm,Rn 1ステップ除算 (Rn÷Rm) 0011nnnnmmmm0100 － 計算 

結果 

－ 

DIV0S Rm,Rn Rn のMSB→Q,Rm のMSB→M, 

M ^ Q→T 

0010nnnnmmmm0111 － 計算 

結果 

－ 

DIV0U  0→M/Q/T 0000000000011001 － 0 － 

DMULS.L Rm,Rn 符号付きで Rn×Rm→MAC, 

32×32→64ビット 

0011nnnnmmmm1101 － － － 

DMULU.L Rm,Rn 符号なしで Rn×Rm→MAC, 

32×32→64ビット 

0011nnnnmmmm0101 － － － 

DT Rn Rn-1→Rn,Rn が 0のとき 1→T 

Rn が 0以外のとき 0→T 

0100nnnn00010000 － 比較 

結果 

－ 

EXTS.B Rm,Rn Rm をバイトから符号拡張→Rn 0110nnnnmmmm1110 － － － 

EXTS.W Rm,Rn Rm をワードから符号拡張→Rn 0110nnnnmmmm1111 － － － 

EXTU.B Rm,Rn Rm をバイトからゼロ拡張→Rn 0110nnnnmmmm1100 － － － 

EXTU.W Rm,Rn Rm をワードからゼロ拡張→Rn 0110nnnnmmmm1101 － － － 

MAC.L @Rm+,@Rn+ 符号付きで 

(Rn)×(Rm)+MAC→MAC 

Rn+4→Rn,Rm+4→Rm 

32×32＋64→64ビット 

0000nnnnmmmm1111 － － 

 

－ 

MAC.W @Rm+,@Rn+ 符号付きで 

(Rn)×(Rm)+MAC→MAC 

Rn+2→Rn,Rm+2→Rm 

16×16+64→64ビット 

0100nnnnmmmm1111 － － － 

MUL.L Rm,Rn Rn×Rm→MACL 

32×32→32ビット 

0000nnnnmmmm0111 － － － 

MULS.W Rm,Rn 符号付きで Rn×Rm→MACL 

16×16→32ビット 

0010nnnnmmmm1111 － － － 

MULU.W Rm,Rn 符号なしで Rn×Rm→MACL 

16×16→32ビット 

0010nnnnmmmm1110 － － － 

NEG Rm,Rn 0-Rm→Rn 0110nnnnmmmm1011 － － － 

NEGC Rm,Rn 0-Rm-T→Rn,ボロー→T 0110nnnnmmmm1010 － ボロー － 

SUB Rm,Rn Rn-Rm→Rn 0011nnnnmmmm1000 － － － 

SUBC Rm,Rn Rn-Rm-T→Rn,ボロー→T 0011nnnnmmmm1010 － ボロー － 

SUBV Rm,Rn Rn-Rm→Rn,アンダフロー→T 0011nnnnmmmm1011 － アンダ 

フロー 

－ 
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表 3.6 論理演算命令 

命   令 動   作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

AND Rm,Rn Rn & Rm→Rn 0010nnnnmmmm1001 － － － 

AND #imm,R0 R0 & imm→R0 11001001iiiiiiii － － － 

AND.B #imm,@(R0,GBR) (R0+GBR) & imm→(R0+GBR) 11001101iiiiiiii － － － 

NOT Rm,Rn ~Rm→Rn 0110nnnnmmmm0111 － － － 

OR Rm,Rn Rn｜Rm→Rn 0010nnnnmmmm1011 － － － 

OR #imm,R0 R0｜imm→R0 11001011iiiiiiii － － － 

OR.B #imm,@(R0,GBR) (R0+GBR) | imm→(R0+GBR) 11001111iiiiiiii － － － 

TAS.B @Rn (Rn)が 0のとき 1→T 

それ以外とき 0→T 

両方に対して 1→(Rn)のMSB 

0100nnnn00011011 － テスト 

結果 

－ 

TST Rm,Rn Rn & Rm,結果が 0のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0010nnnnmmmm1000 － テスト 

結果 

－ 

TST #imm,R0 R0 & imm,結果が 0のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

11001000iiiiiiii － テスト 

結果 

－ 

TST.B #imm,@(R0,GBR) (R0+GBR)&imm, 

結果が 0のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

11001100iiiiiiii － テスト 

結果 

－ 

XOR Rm,Rn Rn ^ Rm→Rn 0010nnnnmmmm1010 － － － 

XOR #imm,R0 R0 ^ imm→R0 11001010iiiiiiii － － － 

XOR.B #imm,@(R0,GBR) (R0+GBR) ^ imm→(R0+GBR) 11001110iiiiiiii － － － 
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表 3.7 シフト命令 

命   令 動   作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

ROTL Rn T←Rn←MSB 0100nnnn00000100 － MSB － 

ROTR Rn LSB→Rn→T 0100nnnn00000101 － LSB － 

ROTCL Rn T←Rn←T 0100nnnn00100100 － MSB － 

ROTCR Rn T→Rn→T 0100nnnn00100101 － LSB － 

SHAD Rm,Rn Rm≧0のとき Rn<<Rm→Rn, 

Rm<0のとき Rn>>Rm→[MSB→Rn] 

0100nnnnmmmm1100 － － － 

SHAL Rn T←Rn←0 0100nnnn00100000 － MSB － 

SHAR Rn MSB→Rn→T 0100nnnn00100001 － LSB － 

SHLD Rm,Rn Rm≧0のとき Rn<<Rm→Rn, 

Rm<0のとき Rn>>Rm→[0→Rn] 

0100nnnnmmmm1101 － － － 

SHLL Rn T←Rn←0 0100nnnn00000000 － MSB － 

SHLR Rn 0→Rn→T 0100nnnn00000001 － LSB － 

SHLL2 Rn Rn<<2→Rn 0100nnnn00001000 － － － 

SHLR2 Rn Rn>>2→Rn 0100nnnn00001001 － － － 

SHLL8 Rn Rn<<8→Rn 0100nnnn00011000 － － － 

SHLR8 Rn Rn>>8→Rn 0100nnnn00011001 － － － 

SHLL16 Rn Rn<<16→Rn 0100nnnn00101000 － － － 

SHLR16 Rn Rn>>16→Rn 0100nnnn00101001 － － － 
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表 3.8 分岐命令 

命  令 動   作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

BF label T=0のとき disp×2+PC+4→PC, 

T=1のとき nop 

10001011dddddddd － － － 

BF/S label 遅延分岐,T=0のとき disp×2+PC+4→

PC,T=1のとき nop 

10001111dddddddd － － － 

BT label T=1のとき disp×2+PC+4→PC, 

T=0のとき nop 

10001001dddddddd － － － 

BT/S label 遅延分岐,T=1のとき disp×2+PC+4→

PC,T=0のとき nop 

10001101dddddddd － － － 

BRA label 遅延分岐,disp×2+PC+4→PC 1010dddddddddddd － － － 

BRAF Rn 遅延分岐,Rn+PC+4→PC 0000nnnn00100011 － － － 

BSR label 遅延分岐,PC+4→PR, 

disp×2+PC+4→PC 

1011dddddddddddd － － － 

BSRF Rn 遅延分岐,PC+4→PR, 

Rn+PC+4→PC 

0000nnnn00000011 － － － 

JMP @Rn 遅延分岐,Rn→PC 0100nnnn00101011 － － － 

JSR @Rn 遅延分岐,PC+4→PR,Rn→PC 0100nnnn00001011 － － － 

RTS  遅延分岐,PR→PC 0000000000001011 － － － 
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表 3.9 システム制御命令 

命   令 動   作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

CLRMAC  0→MACH,MACL 0000000000101000 － － － 

CLRS  0→S 0000000001001000 － － － 

CLRT  0→T 0000000000001000 － 0 － 

ICBI @Rn 論理アドレス Rn で示される命令

キャッシュを無効化  

0000nnnn11100011 － － 新規 

LDC Rm,SR Rm→SR 0100mmmm00001110 特権 LSB － 

LDC Rm,GBR Rm→GBR 0100mmmm00011110 － － － 

LDC Rm,VBR Rm→VBR 0100mmmm00101110 特権 － － 

LDC Rm,SGR Rm→SGR 0100mmmm00111010 特権 － 新規 

LDC Rm,SSR Rm→SSR 0100mmmm00111110 特権 － － 

LDC Rm,SPC Rm→SPC 0100mmmm01001110 特権 － － 

LDC Rm,DBR Rm→DBR 0100mmmm11111010 特権 － － 

LDC Rm,Rn_BANK Rm→Rn_BANK(n=0～7) 0100mmmm1nnn1110 特権 － － 

LDC.L @Rm+,SR (Rm)→SR,Rm+4→Rm 0100mmmm00000111 特権 LSB － 

LDC.L @Rm+,GBR (Rm)→GBR,Rm+4→Rm 0100mmmm00010111 － － － 

LDC.L @Rm+,VBR (Rm)→VBR,Rm+4→Rm 0100mmmm00100111 特権 － － 

LDC.L @Rm+,SGR (Rm)→SGR,Rm+4→Rm 0100mmmm00110110 特権 － 新規 

LDC.L @Rm+,SSR (Rm)→SSR,Rm+4→Rm 0100mmmm00110111 特権 － － 

LDC.L @Rm+,SPC (Rm)→SPC,Rm+4→Rm 0100mmmm01000111 特権 － － 

LDC.L @Rm+,DBR (Rm)→DBR,Rm+4→Rm 0100mmmm11110110 特権 － － 

LDC.L @Rm+,Rn_BANK (Rm)→Rn_BANK,Rm+4→Rm 0100mmmm1nnn0111 特権 － － 

LDS Rm,MACH Rm→MACH 0100mmmm00001010 － － － 

LDS Rm,MACL Rm→MACL 0100mmmm00011010 － － － 

LDS Rm,PR Rm→PR 0100mmmm00101010 － － － 

LDS.L @Rm+,MACH (Rm)→MACH,Rm+4→Rm 0100mmmm00000110 － － － 

LDS.L @Rm+,MACL (Rm)→MACL,Rm+4→Rm 0100mmmm00010110 － － － 

LDS.L @Rm+,PR (Rm)→PR,Rm+4→Rm 0100mmmm00100110 － － － 

LDTLB  PTEH/PTEL→TLB 0000000000111000 特権 － － 

MOVCA.L R0,@Rn （キャッシュブロックをフェッチせ

ずに）R0→(Rn) 

0000nnnn11000011 － － － 

NOP  無操作 0000000000001001 － － － 

OCBI @Rn オペランドキャッシュブロックを無

効にする 

0000nnnn10010011 － － － 

OCBP @Rn オペランドキャッシュブロックをラ

イトバックし無効にする 

0000nnnn10100011 － － － 
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命   令 動   作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

OCBWB @Rn オペランドキャッシュブロックをラ

イトバックする 

0000nnnn10110011 － － － 

PREF @Rn (Rn)→オペランドキャッシュ 0000nnnn10000011 － － － 

PREFI @Rn 32バイトの命令ブロックを命令キャ

ッシュに読み込む 

0000nnnn11010011 － － 新規 

RTE  遅延分岐,SSR/SPC→SR/PC 0000000000101011 特権 － － 

SETS  1→S 0000000001011000 － － － 

SETT  1→T 0000000000011000 － 1 － 

SLEEP  スリープもしくはスタンバイ 0000000000011011 特権 － － 

STC SR,Rn SR→Rn 0000nnnn00000010 特権 － － 

STC GBR,Rn GBR→Rn 0000nnnn00010010 － － － 

STC VBR,Rn VBR→Rn 0000nnnn00100010 特権 － － 

STC SSR,Rn SSR→Rn 0000nnnn00110010 特権 － － 

STC SPC,Rn SPC→Rn 0000nnnn01000010 特権 － － 

STC SGR,Rn SGR→Rn 0000nnnn00111010 特権 － － 

STC DBR,Rn DBR→Rn 0000nnnn11111010 特権 － － 

STC Rm_BANK,Rn Rm_BANK→Rn (m=0～7) 0000nnnn1mmm0010 特権 － － 

STC.L SR,@-Rn Rn-4→Rn,SR→(Rn) 0100nnnn00000011 特権 － － 

STC.L GBR,@-Rn Rn-4→Rn,GBR→(Rn) 0100nnnn00010011 － － － 

STC.L VBR,@-Rn Rn-4→Rn,VBR→(Rn) 0100nnnn00100011 特権 － － 

STC.L SSR,@-Rn Rn-4→Rn,SSR→(Rn) 0100nnnn00110011 特権 － － 

STC.L SPC,@-Rn Rn-4→Rn,SPC→(Rn) 0100nnnn01000011 特権 － － 

STC.L SGR,@-Rn Rn-4→Rn,SGR→(Rn) 0100nnnn00110010 特権 － － 

STC.L DBR,@-Rn Rn-4→Rn,DBR→(Rn) 0100nnnn11110010 特権 － － 

STC.L Rm_BANK,@-Rn Rn-4→Rn,Rm_BANK→(Rn) 

(m=0～7) 

0100nnnn1mmm0011 特権 － － 

STS MACH,Rn MACH→Rn 0000nnnn00001010 － － － 

STS MACL,Rn MACL→Rn 0000nnnn00011010 － － － 

STS PR,Rn PR→Rn 0000nnnn00101010 － － － 

STS.L MACH,@-Rn Rn-4→Rn,MACH→(Rn) 0100nnnn00000010 － － － 

STS.L MACL,@-Rn Rn-4→Rn,MACL→(Rn) 0100nnnn00010010 － － － 

STS.L PR,@-Rn Rn-4→Rn,PR→(Rn) 0100nnnn00100010 － － － 

SYNCO  本命令以前のデータ操作を完了する

まで、本命令以降の命令を開始しない

0000000010101011 － － 新規 

TRAPA #imm imm <<2→TRA,PC+2→SPC, 

SR→SSR,R15→SGR, 

1→SR.MD/BL/RB,H'160→EXPEVT, 

VBR+H'0100→PC 

11000011iiiiiiii － － － 
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表 3.10 浮動小数点単精度命令 

命   令 動   作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

FLDI0 FRn H'00000000→FRn 1111nnnn10001101 － － － 

FLDI1 FRn H'3F800000→FRn 1111nnnn10011101 － － － 

FMOV FRm,FRn FRm→FRn 1111nnnnmmmm1100 － － － 

FMOV.S @Rm,FRn (Rm)→FRn 1111nnnnmmmm1000 － － － 

FMOV.S @(R0,Rm),FRn (R0+Rm)→FRn 1111nnnnmmmm0110 － － － 

FMOV.S @Rm+,FRn (Rm)→FRn,Rm+4→Rm 1111nnnnmmmm1001 － － － 

FMOV.S FRm,@Rn FRm → (Rn) 1111nnnnmmmm1010 － － － 

FMOV.S FRm,@-Rn Rn-4→Rn,FRm→(Rn) 1111nnnnmmmm1011 － － － 

FMOV.S FRm,@(R0,Rn) FRm→(R0+Rn) 1111nnnnmmmm0111 － － － 

FMOV DRm,DRn DRm→DRn 1111nnn0mmm01100 － － － 

FMOV @Rm,DRn (Rm)→DRn 1111nnn0mmmm1000 － － － 

FMOV @(R0,Rm),DRn (R0+Rm)→DRn 1111nnn0mmmm0110 － － － 

FMOV @Rm+,DRn (Rm)→DRn,Rm+8→Rm 1111nnn0mmmm1001 － － － 

FMOV DRm,@Rn DRm→(Rn) 1111nnnnmmm01010 － － － 

FMOV DRm,@-Rn Rn-8→Rn,DRm→(Rn) 1111nnnnmmm01011 － － － 

FMOV DRm,@(R0,Rn) DRm→(R0+Rn) 1111nnnnmmm00111 － － － 

FLDS FRm,FPUL FRm→FPUL 1111mmmm00011101 － － － 

FSTS FPUL,FRn FPUL→FRn 1111nnnn00001101 － － － 

FABS FRn FRn & H'7FFF FFFF→FRn 1111nnnn01011101 － － － 

FADD FRm,FRn FRn+FRm→FRn 1111nnnnmmmm0000 － － － 

FCMP/EQ FRm,FRn FRn=FRmのとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

1111nnnnmmmm0100 － 比較 

結果 

－ 

FCMP/GT FRm,FRn FRn>FRmのとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

1111nnnnmmmm0101 － 比較 

結果 

－ 

FDIV FRm,FRn FRn/FRm→FRn 1111nnnnmmmm0011 － － － 

FLOAT FPUL,FRn (float)FPUL→FRn 1111nnnn00101101 － － － 

FMAC FR0,FRm,FRn FR0×FRm+FRn→FRn 1111nnnnmmmm1110 － － － 

FMUL FRm,FRn FRn×FRm→FRn 1111nnnnmmmm0010 － － － 

FNEG FRn FRn ^ H'80000000→FRn 1111nnnn01001101 － － － 

FSQRT FRn sqrt(FRn)→FRn* 1111nnnn01101101 － － － 

FSUB FRm,FRn FRn - FRm→FRn 1111nnnnmmmm0001 － － － 

FTRC FRm,FPUL (long)FRm→FPUL 1111mmmm00111101 － － － 

【注】 * sqrt(FRn)は FRnの平方根を表します。 
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表 3.11 浮動小数点倍精度命令 

命  令 動   作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

FABS DRn DRn&H'7FFF FFFF FFFF FFFF→DRn 1111nnn001011101 － － － 

FADD DRm,DRn DRn+DRm→DRn 1111nnn0mmm00000 － － － 

FCMP/EQ DRm,DRn DRn=DRmのとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

1111nnn0mmm00100 － 比較 

結果 

－ 

FCMP/GT DRm,DRn DRn > DRmのとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

1111nnn0mmm00101 － 比較 

結果 

－ 

FDIV DRm,DRn DRn/DRm→DRn 1111nnn0mmm00011 － － － 

FCNVDS DRm,FPUL double_to_float(DRm)→FPUL 1111mmm010111101 － － － 

FCNVSD FPUL,DRn float_to_double(FPUL)→DRn 1111nnn010101101 － － － 

FLOAT FPUL,DRn (float)FPUL→DRn 1111nnn000101101 － － － 

FMUL DRm,DRn DRn×DRm→DRn 1111nnn0mmm00010 － － － 

FNEG DRn DRn ^ H'8000 0000 0000 0000→DRn 1111nnn001001101 － － － 

FSQRT DRn sqrt(DRn)→DRn* 1111nnn001101101 － － － 

FSUB DRm,DRn DRn - DRm→DRn 1111nnn0mmm00001 － － － 

FTRC DRm,FPUL (long)DRm→FPUL 1111mmm000111101 － － － 

【注】 * sqrt(DRn)は DRnの平方根を表します。 

 

表 3.12 浮動小数点制御命令 

命  令 動   作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

LDS Rm,FPSCR Rm→FPSCR 0100mmmm01101010 － － － 

LDS Rm,FPUL Rm→FPUL 0100mmmm01011010 － － － 

LDS.L @Rm+,FPSCR (Rm)→FPSCR,Rm+4→Rm 0100mmmm01100110 － － － 

LDS.L @Rm+,FPUL (Rm)→FPUL,Rm+4→Rm 0100mmmm01010110 － － － 

STS FPSCR,Rn FPSCR→Rn 0000nnnn01101010 － － － 

STS FPUL,Rn FPUL→Rn 0000nnnn01011010 － － － 

STS.L FPSCR,@-Rn Rn-4→Rn,FPSCR→(Rn) 0100nnnn01100010 － － － 

STS.L FPUL,@-Rn Rn-4→Rn,FPUL→(Rn) 0100nnnn01010010 － － － 
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表 3.13 浮動小数点グラフィック強化命令 

命  令 動   作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

FMOV DRm,XDn DRm→XDn 1111nnn1mmm01100 － － － 

FMOV XDm,DRn XDm→DRn 1111nnn0mmm11100 － － － 

FMOV XDm,XDn XDm→XDn 1111nnn1mmm11100 － － － 

FMOV @Rm,XDn (Rm)→XDn 1111nnn1mmmm1000 － － － 

FMOV @Rm+,XDn (Rm)→XDn,Rm+8→Rm 1111nnn1mmmm1001 － － － 

FMOV @(R0,Rm),XDn (R0+Rm)→XDn 1111nnn1mmmm0110 － － － 

FMOV XDm,@Rn XDm→(Rn) 1111nnnnmmm11010 － － － 

FMOV XDm,@-Rn Rn-8→Rn,XDm→(Rn) 1111nnnnmmm11011 － － － 

FMOV XDm,@(R0,Rn) XDm→(R0+Rn) 1111nnnnmmm10111 － － － 

FIPR FVm,FVn inner_product(FVm,FVn) 

→FR[n+3] 

1111nnmm11101101 － － － 

FTRV XMTRX,FVn transform_vector(XMTRX,FVn) 

→FVn 

1111nn0111111101 － － － 

FRCHG  ～FRSCR.FR→FRSCR.FR 1111101111111101 － － － 

FSCHG  ～FPSCR.SZ→FPSCR.SZ 1111001111111101 － － － 

FPCHG  ～FPSCR.PR→FPSCR.PR 1111011111111101 － － 新規 

FSRRA FRn 1/sqrt(FRn)→FRn* 1111nnnn01111101 － － 新規 

FSCA FPUL,DRn sin(FPUL)→FRn 

cos(FPUL)→FR[n+1] 

1111nnn011111101 － － 新規 

【注】 * sqrt(FRn)は FRnの平方根を表します。 
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4. パイプライン動作 

本 LSIは 2命令並列型（2-ILP, Instruction-Level-Parallelism）のスーパスカラパイプライン処理マイクロプロセッ

サです。命令実行はパイプライン化され、2つの命令を並行して実行できます。 

4.1 パイプライン 

図 4.1に基本パイプラインを示します。通常、パイプラインは命令フェッチ（I1、I2）、デコード・レジスタリ

ード（ID）、実行（E1、E2、E3）、ライトバック（WB）の 7ステージから構成されます。1つの命令は基本パイ

プラインの組み合わせとして実行されます。 

（1）一般パイプライン

-命令フェッチ -命令デコード
-発行
-レジスタリード

-ライトバック-演算-フォワーディング

-アドレス計算

I1 I2 ID E1 E2 E3 WB

（2）一般ロード／ストアパイプライン

（3）特殊パイプライン

（4）特殊ロード／ストアパイプライン

（5）浮動小数点パイプライン

（6）浮動小数点拡張パイプライン

-命令フェッチ -命令デコード
-発行

-演算
-ライトバック

-演算 -演算-レジスタリード
-フォワーディング

I1 I2 ID FS1 FS2 FS4FS3 FS

-演算

-命令フェッチ -命令デコード
-発行

-レジスタリード
-フォワーディング

-演算 -演算 -演算 -演算 -演算 -演算
-ライトバック

I1 I2 ID FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

-命令フェッチ -命令デコード
-発行
-レジスタリード

-ライトバック-メモリデータアクセス

I1 I2 ID E1 E2 E3 WB

-フォワーディング-命令フェッチ -命令デコード
-発行
-レジスタリード

-ライトバック-演算

I1 I2 ID E1 E2 E3 WB

-命令フェッチ -命令デコード
-発行
-レジスタリード

I1 I2 ID E1 E2 E3 WB

 

図 4.1 基本パイプライン 
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図 4.2に命令実行パターンを示します。図 4.2で使用する表記とその意味を以下に示します。 
 

表 4.1 命令実行パターン表記説明 

表   記 意   味 

E1 E2 E3 WB  
CPU EXパイプ占有 

S1 S2 S3 WB  
CPU LSパイプ占有 

（メモリアクセスを伴う場合） 

s1 s2 s3 WB  
CPU LSパイプ占有 

（メモリアクセスを伴わない場合） 

E1/S1 
CPU EXか LSの 

いずれか一方を占有 

E1S1 E1s1、  
CPU EXと LSの 

両方を占有 

M2 M3 MS  
CPU MULT演算器占有 

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS  
FPU-EXパイプ占有 

FS1 FS2 FS3 FS4 FS  
FPU-LSパイプ占有 

ID  
IDステージをロック 

 
CPUと FPU両方のパイプを占有 
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（1-1）BF、BF/S、BT、BT/S、BRA、BSR；1発行サイクル＋0～2分岐サイクル

I1 I2

（I1） （ID）

ID E1/S1 E2/s2 E3/s3 WB

（I2）

（1-2）JSR、JMP、BRAF、BSRF；1発行サイクル＋3分岐サイクル

I1 I2 ID E1/S1 E2/S2 E3/S3 WB

（分岐先命令）

（1-3）RTS；1発行サイクル＋0～3分岐サイクル

I1 I2 ID E1/S1 E2/S2 E3/S3 WB

（1-4）RTE；4発行サイクル＋1分岐サイクル

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB
E2s2ID E3s3

ID
WB

ID

【注】例外ハンドラの先頭命令のIDステージまで14サイクルです。

（1-5）TRAPA；8発行サイクル＋5サイクル＋1分岐サイクル

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
E1s1 E3s3E2s2

E1s1
E1s1

E1s1
E1s1

E2s2
E2s2

E2s2
E2s2

E3s3
E3s3

E3s3
E3s3

WB
WB

WB
WB

E2s2 E3s3 WB
E2s2 E3s3 WB

E1s1
E1s1

【注】クロック停止期間は状態により変化します。

（1-6）SLEEP；2発行サイクル

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
E1s1

（I1） （ID）（I2） （分岐先命令）

（I1） （ID）（I2） （分岐先命令）

（I1） （ID）（I2）

（I1） （ID）（I2） （分岐先命令）

【注】分岐命令のうち（1-1）に類するものは、
命令の先読みにより分岐サイクルが軽減
される場合があります。

E2s2 E3s3 WB

【注】 RTS命令については、命令の先読みにより
分岐サイクルが0となる場合があります。

E1s1

ID

ID
ID

ID
ID

ID
ID

WB

ID  

図 4.2 命令実行パターン（1） 
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（2-1）1ステップ演算（EXタイプ）；1発行サイクル

I1 I2 ID E1 E2 E3 WB

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

I1 I2 ID WB

I1 I2 ID E1/S1 E2/s2 E3/s3

E1/s1 E2/s2 E3/S3

WB

（2-2）1ステップ演算（LSタイプ）；1発行サイクル

（2-3）1ステップ演算（MTタイプ）；1発行サイクル

（2-4）MOV（MTタイプ）；1発行サイクル

EXT[SU].[BW]、MOVT、SWAP、XTRCT、ADD*、CMP*、DIV*、DT、NEG*、SUB*、AND、AND#、NOT、
OR、OR#、TST、TST#、XOR、XOR#、ROT*、SHA*、SHL*、CLRS、CLRT、SETS、SETT

MOV#、NOP

MOVA

MOV

*AND#、OR#、TST#、XOR#はGBR相対命令を除く

 

図 4.2 命令実行パターン（2） 
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（3-1）ロード／ストア；1発行サイクル

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

（3-2）AND.B、OR.B、XOR.B、TST.B；3発行サイクル

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

（3-3）TAS.B；4発行サイクル

（3-4）PREF、OCBI、OCBP、OCBWB、MOVCA.L、SYNCO；1発行サイクル

E2S2 E3S3 WB

MOV.[BWL]、MOV.[BWL]@(d,GBR)

E1S1

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

E2S2 E3S3 WBE1S1

E2S2 E3S3 WBE1S1

E2s2 E3s3E1s1

（3-5）LDTLB；1発行サイクル

I1 I2 ID WB

（3-6）ICBI；8発行サイクル＋5サイクル＋3分岐サイクル

（3-7）PREFI；5発行サイクル＋5サイクル＋3分岐サイクル

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

（3-8）MOVLI.L；1発行サイクル

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

（3-9）MOVCO.L；1発行サイクル

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

（3-10）MOVUA.L；2発行サイクル

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
S1 S2 S3 WB

ID
ID

ID
ID

ID

E1s1 E2s2 E3s3 WBID

E1s1
E1s1

E1s1

E2s2
E2s2

E2s2

E3s3
E3s3

E3s3

WB
WB

WB

（I1） （ID）（I2）

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

E1s1
E1s1

E1s1

E2s2
E2s2

E2s2

E3s3
E3s3

E3s3

WB
WB

WB

（I1） （ID）（I2）

ID

ID
ID

ID

ID
ID

ID

ID
ID

ID

（PREFIの次の命令に分岐します。）

（ICBIの次の命令に分岐します。）

最低５サイクル

最低５サイクル

 

図 4.2 命令実行パターン（3） 
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（4-1）Rp_BANK/SSR/SPC/VBRへのLDC；1発行サイクル

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

（4-2）DBR/SGRへのLDC；4発行サイクル

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

（4-3）GBRへのLDC；1発行サイクル

（4-4）SRへのLDC；4発行サイクル＋3分岐サイクル

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

（4-5）Rp_BANK/SSR/SPC/VBRへのLDC.L；1発行サイクル

I1 I2 ID E1s1 E2s2 E3s3 WB

（4-6）DBR/SGRへのLDC.L；4発行サイクル

（4-7）GBRへのLDC.L；1発行サイクル

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
ID

ID
ID

I1 I2 ID E1S1 E2S2 E3S3 WB
ID

ID
ID

ID
ID

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

（4-8）SRへのLDC.L；6発行サイクル＋3分岐サイクル

（I1） （ID）（I2）

（次の命令へ分岐します）

（I1） （ID）（I2）

（次の命令へ分岐します）

ID

ID
ID

ID

ID
ID

 

図 4.2 命令実行パターン（4） 
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（4-9）DBR/GBR/Rp_BANK/SSR/SPC/VBR/SGRからのSTC；1発行サイクル

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

（4-10）SRからのSTC；1発行サイクル

（4-11）DBR/GBR/Rp_BANK/SSR/SPC/VBR/SGRからのSTC.L；1発行サイクル

I1 I2 ID WB

I1 I2 ID S1 S2 S3

E1s1 E2s2 E3s3

WB

（4-12）SRからのSTC.L；1発行サイクル

（4-13）PRへのLDS；1発行サイクル

I1 I2 ID WB

I1 I2 ID S1 S2 S3

E1S1 E2S2 E3S3

WB

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

（4-14）PRへのLDS.L；1発行サイクル

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

（4-15）PRからのSTS；1発行サイクル

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

（4-16）PRからのSTS.L；1発行サイクル

（I1） （I2） （ID）（??1）（??2）（??3）（WB）

（4-17）BSRF、BSR、JSRの遅延スロット命令（PRセット）；0発行サイクル

遅延スロット命令のE3ステージでPRの値が更新されます。
遅延スロットにPRからのSTS、STS.L命令が使用されている場合、更新されたPRの値が使用されます。

*

 

図 4.2 命令実行パターン（5） 
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（5-1）MACH/LへのLDS；1発行サイクル

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB
MS

（5-2）MACH/LへのLDS.L；1発行サイクル

（5-3）MACH/LからのSTS；1発行サイクル

（5-4）MACH/LからのSTS.L；1発行サイクル

I1 I2 ID E1 M2 M3

E1 M2 M3

MS

E1 M2 M3 MS

M2 M3 MS

（5-5）MULS.W、MULU.W；1発行サイクル

（5-6）DMULS.L、DMULU.L、MUL.L；1発行サイクル

（5-7）CLRMAC；1発行サイクル

I1 I2 ID

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
S1 S2 S3 WB

I1 I2 ID

（5-8）MAC.W；2発行サイクル

（5-9）MAC.L；2発行サイクル

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB
MS

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
MS

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
MS

M2 M3 MS

M2 M3 MS
M2 M3

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
S1 S2 S3 WBID

ID

 

図 4.2 命令実行パターン（6） 
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（6-1）FPULへのLDS；1発行サイクル

I1 I2 ID s1 s2 s3

s1 s2 s3 WB

s1 s2 s3 WB

FS1 FS2 FS3 FS4

FS1 FS2 FS3 FS4

FS

FS1 FS2 FS3 FS4

FS1 FS2 FS3 FS4

FS1 FS2 FS3 FS4

FS

FS1 FS2 FS3 FS4 FS

FS1 FS2 FS3 FS4

FS1 FS2 FS3 FS4

FS

FS1 FS2 FS3 FS4 FS

（6-2）FPULからのSTS；1発行サイクル

（6-3）FPULへのLDS.L；1発行サイクル

（6-4）FPULからのSTS.L；1発行サイクル

（6-5）FPSCRへのLDS；1発行サイクル

（6-6）FPSCRからのSTS；1発行サイクル

（6-7）FPSCRへのLDS.L；1発行サイクル

（6-8）FPSCRからのSTS.L；1発行サイクル

（6-9）FPUロードストア命令FMOV；1発行サイクル

I1 I2 ID

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

S1 S2 S3

S1 S2 S3

WB

I1 I2 ID s1 s2 s3

I1 I2 ID WB

S1 S2 S3 WB

FS1 FS2 FS3 FS4

S1 S2 S3 WB

FS1 FS2 FS3 FS4 FS
s1 s2 s3 WB

I1 I2 ID

（6-10）FLDS；1発行サイクル

I1 I2 ID

I1 I2 ID

I1 I2 ID

（6-11）FSTS；1発行サイクル

I1 I2 ID

I1 I2 ID

s1 s2 s3
FS  

図 4.2 命令実行パターン（7） 
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（6-12）単精度FABS、FNEG／倍精度FABS、FNEG；1発行サイクル

I1 I2 ID s1 s2 s3
FS1 FS2 FS3 FS4 FS

（6-13）FLDI0、FLDI1；1発行サイクル

（6-14）単精度浮動小数点演算；1発行サイクル

（6-15）単精度FDIV/FSQRT；1発行サイクル

（6-16）倍精度浮動小数点演算；1発行サイクル

（6-17）倍精度浮動小数点演算；1発行サイクル

（6-18）倍精度FDIV/FSQRT；1発行サイクル

I1 I2 ID

I1 I2 ID s1 s2 s3
FS1 FS2 FS3 FS4

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

I1 I2 ID FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

FS
FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE3 FE4 FE5 FE6 FS
FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

I1 I2 ID

I1 I2 ID FE1 FE2 FE3 FE4
FEDS（除算器占有サイクル）

FE5 FE6 FS

FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FS

FCMP/EQ、FCMP/GT、FADD、FLOAT、FMAC、FMUL、FSUB、FTRC、FRCHG、FSCHG、FPCHG

FCMP/EQ、FCMP/GT、FADD、FLOAT、FSUB、FTRC、FCNVSD、FCNVDS

FMUL

I1 I2 ID
FEDS（除算器占有サイクル）

FS

 

図 4.2 命令実行パターン（8） 
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（6-19）FIPR；1発行サイクル

（6-20）FTRV；1発行サイクル

（6-21）FSRRA；1発行サイクル

（6-22）FSCA；1発行サイクル

関数演算器占有サイクル

I1 I2 ID FE1 FE2 FE3
FEPL

FEPL

FE4 FE5 FE6 FS

I1 I2 ID FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

I1 I2 ID FE1 FE2
FE1 FE2

FE3 FE4 FE5 FE6 FS
FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS
FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

I1 I2 ID FE1 FE2
FE1 FE2

FE3 FE4 FE5 FE6 FS
FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

関数演算器占有サイクル

FS

FS

 

図 4.2 命令実行パターン（9） 
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4.2 並列実行性 
命令は利用する内部機能ブロックにより、表 4.2に示すようなグループに分類されます。表 4.3に並列実行可能

な 2つの命令の組み合わせをグループごとに示します。たとえば、EXグループに分類された ADDと BRグルー

プの BRAは並列実行できます。 
 

表 4.2 命令グループ 

命令 

グループ 

命   令 

EX ADD 

ADDC 

ADDV 

AND #imm,R0 

AND Rm,Rn 

CLRMAC 

CLRS 

CLRT 

CMP 

DIV0S 

DIV0U 

DIV1 

DMUS.L 

DMULU.L 

DT 

EXTS 

EXTU 

MOVT 

MUL.L 

MULS.W 

MULU.W 

NEG 

NEGC 

NOT 

OR #imm,R0 

OR Rm,Rn 

ROTCL 

ROTCR 

ROTL 

ROTR 

SETS 

SETT 

SHAD 

SHAL 

SHAR 

SHLD 

SHLL 

SHLL2 

SHLL8 

SHLL16 

SHLR 

SHLR2 

SHLR8 

SHLR16 

SUB 

SUBC 

SUBV 

SWAP 

TST #imm,R0 

TST Rm,Rn 

XOR #imm,R0 

XOR Rm,Rn 

XTRCT 

 

MT MOV #imm,Rn MOV Rm,Rn  NOP  

BR BF 

BF/S 

BRA 

BRAF 

BSR 

BSRF 

BT 

BT/S 

JMP 

JSR 

RTS 

LS FABS 

FNEG 

FLDI0 

FLDI1 

FLDS 

FMOV @adr,FR 

FMOV FR,@adr 

FMOV FR,FR 

FMOV.S @adr,FR 

FMOV.S FR,@adr 

FSTS 

LDC Rm,CR1 

LDC.L @Rm+,CR1 

LDS Rm,SR1 

LDS Rm,SR2 

LDS.L @adr,SR2 

LDS.L @Rm+,SR1  

LDS.L @Rm+,SR2 

MOV.[BWL] @adr,R 

MOV.[BWL] R,@adr 

MOVA 

MOVCA.L 

MOVUA 

OCBI 

OCBP 

OCBWB 

PREF 

STC CR2,Rn 

STC.L CR2,@-Rn 

STS SR2,Rn 

STS.L SR2,@-Rn 

STS SR1,Rn 

STS.L SR1,@-Rn 
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命令 

グループ 

命   令 

FE FADD 

FSUB 

FCMP（S/D） 

FCNVDS 

FCNVSD 

FDIV 

FIPR 

FLOAT 

FMAC 

FMUL 

FRCHG 

FSCHG 

FSQRT 

FTRC 

FTRV 

FSCA 

FSRRA 

FPCHG 

CO AND.B #imm,@(R0,GBR)

ICBI 

LDC Rm,DBR 

LDC Rm,SGR 

LDC Rm,SR 

LDC.L @Rm+,DBR 

LDC.L @Rm+,SGR 

LDC.L @Rm+,SR 

LDTLB 

MAC.L 

MAC.W 

MOVCO 

MOVLI 

OR.B #imm,@(R0,GBR) 

PREFI 

RTE 

SLEEP 

STC SR,Rn 

STC.L SR,@-Rn 

SYNCO 

TAS.B 

TRAPA 

TST.B #imm,@(R0,GBR) 

XOR.B #imm,@(R0,GBR) 

 

【記号説明】 R ：Rm/Rn 

  @adr ：アドレス 

  SR1 ：MACH/MACL/PR 

  SR2 ：FPUL/FPSCR 

  CR1 ：GBR/Rp_BANK/SPC/SSR/VBR 

  CR2 ：CR1/DBR/SGR 

  FR ：FRm/FRn/DRm/DRn/XDm/XDn 

 

2命令の同時実行は次の場合に限ります。 

1. addr（先行）とaddr+2（後行）の2命令で1Kバイト（最小のページサイズ）をまたがないこと 

2. 表4.3（先行・後行掛け合わせ表）で同時実行可能である（○となっている）こと 

3. addrにある命令がそれ以前の命令とデータコンフリクトがないこと 

4. addr+2にある命令がそれ以前の命令とデータコンフリクトがないこと 

5. 2命令とも有効であること 
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表 4.3 先行・後行掛け合わせ表 

先行命令（addr）  

EX MT BR LS FE CO 

EX × ○ ○ ○ ○ 

MT ○ ○ ○ ○ ○ 

BR ○ ○ × ○ ○ 

LS ○ ○ ○ × ○ 

FE ○ ○ ○ ○ × 

 後行命令 

（addr+2） 

CO  × 

【注】 本製品では並列実行可能な 2つの命令の組み合わせは表 4.3とは異なり、以下のようになります。 

 

先行命令（addr）  

EX MT BR LS FLSR FLSM FE CO 

EX × ○ ○ ○ ○ ○ ○  

MT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

BR ○ ○ × ○ ○ ○ ○  

LS ○ ○ ○ × ○ × ○  

FLSR ○ ○ ○ ○ × ×* ×  

FLSM ○ ○ ○ × ×* × ○  

FE ○ ○ ○ ○ × ○ ×  

後行命令 

（addr+2） 

CO        × 

【記号説明】 

 FLSR ：FABS、FNEG、FLDI0、FLDI1、FLDS、FSTS、FMOV FR,FR 

 FLSM ：FMOV[.S]@adr,FR、FMOV[.S]FR,@adr、LDS Rm,SR2、LDS.L @Rm+,SR2、STS SR2,Rn、 

STS.L SR2,@-Rn 

 LS ：従来の LSから上記の FLSRと FLSMを除いた命令 

【注】 * CPUは IDステージに同時発行しますが、FPUにてストールするため同時実行にはなりません。 
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4.3 発行レートと実行ステート 
命令の発行レートと実行ステートを表 4.4に示します。表 4.4中の命令グループは表 4.2における分類に対応し

ます。また、本節に示す発行レートと実行ステートでは、パイプラインストールによるペナルティサイクルは考

慮していません。 
 
（1）発行レート

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

発行レート：3

E2S2 E3S3 WB

発行レートは、命令の発行と次の命令の発行の間隔を示します。

　（例）AND.B命令

E1S1

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

MS
S2 S3 WBS1

ID
ID

ID

（I1） （ID）（I2）次命令

M3M2
発行レート：2

（I1） （ID）（I2）次命令

　（例）MAC.W命令

実行ステートは、命令がパイプラインを占有するサイクル数を次の基準で示します。

・CPU命令
　（例）AND.B命令

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

実行ステート：3

E2S2 E3S3 WBE1S1ID
ID

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

MS
S2 S3 WBS1ID

M3M2

　（例）MAC.W命令 実行ステート：4

・FPU命令
　（例）FMUL命令

実行ステート：14　（例）FDIV命令

（2）実行ステート

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

FS
FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

I1 I2 ID

I1 I2 ID
除算器占有サイクル

FS

実行ステート：3

FE3 FE4 FE5 FE6 FS
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表 4.4 発行レートと実行ステート 

機能 

分類 

No. 命   令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

1 EXTS.B Rm,Rn EX 1 1 2-1 

2 EXTS.W Rm,Rn EX 1 1 2-1 

3 EXTU.B Rm,Rn EX 1 1 2-1 

4 EXTU.W Rm,Rn EX 1 1 2-1 

5 MOV Rm,Rn MT 1 1 2-4 

6 MOV #imm,Rn MT 1 1 2-3 

7 MOVA @(disp,PC),R0 LS 1 1 2-2 

8 MOV.W @(disp,PC),Rn LS 1 1 3-1 

9 MOV.L @(disp,PC),Rn LS 1 1 3-1 

10 MOV.B @Rm,Rn LS 1 1 3-1 

11 MOV.W @Rm,Rn LS 1 1 3-1 

12 MOV.L @Rm,Rn LS 1 1 3-1 

13 MOV.B @Rm+,Rn LS 1 1 3-1 

14 MOV.W @Rm+,Rn LS 1 1 3-1 

15 MOV.L @Rm+,Rn LS 1 1 3-1 

16 MOV.B @(disp,Rm),R0 LS 1 1 3-1 

17 MOV.W @(disp,Rm),R0 LS 1 1 3-1 

18 MOV.L @(disp,Rm),Rn LS 1 1 3-1 

19 MOV.B @(R0,Rm),Rn LS 1 1 3-1 

20 MOV.W @(R0,Rm),Rn LS 1 1 3-1 

21 MOV.L @(R0,Rm),Rn LS 1 1 3-1 

22 MOV.B @(disp,GBR),R0 LS 1 1 3-1 

23 MOV.W @(disp, GBR),R0 LS 1 1 3-1 

24 MOV.L @(disp, GBR),R0 LS 1 1 3-1 

25 MOV.B Rm,@Rn LS 1 1 3-1 

26 MOV.W Rm,@Rn LS 1 1 3-1 

27 MOV.L Rm,@Rn LS 1 1 3-1 

28 MOV.B Rm,@-Rn LS 1 1 3-1 

29 MOV.W Rm,@-Rn LS 1 1 3-1 

30 MOV.L Rm,@-Rn LS 1 1 3-1 

31 MOV.B R0,@(disp,Rn) LS 1 1 3-1 

32 MOV.W R0,@(disp,Rn) LS 1 1 3-1 

33 MOV.L Rm,@(disp,Rn) LS 1 1 3-1 

34 MOV.B Rm,@(R0,Rn) LS 1 1 3-1 

データ 

転送命令 

35 MOV.W Rm,@(R0,Rn) LS 1 1 3-1 
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機能 

分類 

No. 命   令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

36 MOV.L Rm,@(R0,Rn) LS 1 1 3-1 

37 MOV.B R0,@(disp,GBR) LS 1 1 3-1 

38 MOV.W R0,@(disp,GBR) LS 1 1 3-1 

39 MOV.L R0,@(disp,GBR) LS 1 1 3-1 

40 MOVCA.L R0,@Rn LS 1 1 3-4 

41 MOVCO.L R0,@Rn CO 1 1 3-9 

42 MOVLI.L @Rm,R0 CO 1 1 3-8 

43 MOVUA.L @Rm,R0 LS 2 2 3-10 

44 MOVUA.L @Rm+,R0 LS 2 2 3-10 

45 MOVT Rn EX 1 1 2-1 

46 OCBI @Rn LS 1 1 3-4 

47 OCBP @Rn LS 1 1 3-4 

48 OCBWB @Rn LS 1 1 3-4 

49 PREF @Rn LS 1 1 3-4 

50 SWAP.B Rm,Rn EX 1 1 2-1 

51 SWAP.W Rm,Rn EX 1 1 2-1 

データ 

転送命令 

52 XTRCT Rm,Rn EX 1 1 2-1 

53 ADD Rm,Rn EX 1 1 2-1 

54 ADD #imm,Rn EX 1 1 2-1 

55 ADDC Rm,Rn EX 1 1 2-1 

56 ADDV Rm,Rn EX 1 1 2-1 

57 CMP/EQ #imm,R0 EX 1 1 2-1 

58 CMP/EQ Rm,Rn EX 1 1 2-1 

59 CMP/GE Rm,Rn EX 1 1 2-1 

60 CMP/GT Rm,Rn EX 1 1 2-1 

61 CMP/HI Rm,Rn EX 1 1 2-1 

62 CMP/HS Rm,Rn EX 1 1 2-1 

63 CMP/PL Rn EX 1 1 2-1 

64 CMP/PZ Rn EX 1 1 2-1 

65 CMP/STR Rm,Rn EX 1 1 2-1 

66 DIV0S Rm,Rn EX 1 1 2-1 

67 DIV0U  EX 1 1 2-1 

68 DIV1 Rm,Rn EX 1 1 2-1 

69 DMULS.L Rm,Rn EX 1 2 5-6 

70 DMULU.L Rm,Rn EX 1 2 5-6 

固定小数点 

算術命令 

71 DT Rn EX 1 1 2-1 
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機能 

分類 

No. 命   令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

72 MAC.L @Rm+,@Rn+ CO 2 5 5-9 

73 MAC.W @Rm+,@Rn+ CO 2 4 5-8 

74 MUL.L Rm,Rn EX 1 2 5-6 

75 MULS.W Rm,Rn EX 1 1 5-5 

76 MULU.W Rm,Rn EX 1 1 5-5 

77 NEG Rm,Rn EX 1 1 2-1 

78 NEGC Rm,Rn EX 1 1 2-1 

79 SUB Rm,Rn EX 1 1 2-1 

80 SUBC Rm,Rn EX 1 1 2-1 

固定小数点 

算術命令 

81 SUBV Rm,Rn EX 1 1 2-1 

82 AND Rm,Rn EX 1 1 2-1 

83 AND #imm,R0 EX 1 1 2-1 

84 AND.B #imm,@(R0,GBR) CO 3 3 3-2 

85 NOT Rm,Rn EX 1 1 2-1 

86 OR Rm,Rn EX 1 1 2-1 

87 OR #imm,R0 EX 1 1 2-1 

88 OR.B #imm,@(R0,GBR) CO 3 3 3-2 

89 TAS.B @Rn CO 4 4 3-3 

90 TST Rm,Rn EX 1 1 2-1 

91 TST #imm,R0 EX 1 1 2-1 

92 TST.B #imm,@(R0,GBR) CO 3 3 3-2 

93 XOR Rm,Rn EX 1 1 2-1 

94 XOR #imm,R0 EX 1 1 2-1 

論理命令 

95 XOR.B #imm,@(R0,GBR) CO 3 3 3-2 

96 ROTL Rn EX 1 1 2-1 

97 ROTR Rn EX 1 1 2-1 

98 ROTCL Rn EX 1 1 2-1 

99 ROTCR Rn EX 1 1 2-1 

100 SHAD Rm,Rn EX 1 1 2-1 

101 SHAL Rn EX 1 1 2-1 

102 SHAR Rn EX 1 1 2-1 

103 SHLD Rm,Rn EX 1 1 2-1 

104 SHLL Rn EX 1 1 2-1 

105 SHLL2 Rn EX 1 1 2-1 

106 SHLL8 Rn EX 1 1 2-1 

シフト命令 

107 SHLL16 Rn EX 1 1 2-1 
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機能 

分類 

No. 命   令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

108 SHLR Rn EX 1 1 2-1 

109 SHLR2 Rn EX 1 1 2-1 

110 SHLR8 Rn EX 1 1 2-1 

シフト命令 

111 SHLR16 Rn EX 1 1 2-1 

112 BF disp BR 1+0～2 1 1-1 

113 BF/S disp BR 1+0～2 1 1-1 

114 BT disp BR 1+0～2 1 1-1 

115 BT/S disp BR 1+0～2 1 1-1 

116 BRA disp BR 1+0～2 1 1-1 

117 BRAF Rm BR 1+3 1 1-2 

118 BSR disp BR 1+0～2 1 1-1 

119 BSRF Rm BR 1+3 1 1-2 

120 JMP @Rn BR 1+3 1 1-2 

121 JSR @Rn BR 1+3 1 1-2 

分岐命令 

122 RTS  BR 1+0～3 1 1-3 

123 NOP  MT 1 1 2-3 

124 CLRMAC  EX 1 1 5-7 

125 CLRS  EX 1 1 2-1 

126 CLRT  EX 1 1 2-1 

127 ICBI @Rn CO 8+5+3 13 3-6 

128 SETS  EX 1 1 2-1 

129 SETT  EX 1 1 2-1 

130 PREFI  CO 5+5+3 10 3-7 

131 SYNCO @Rn CO 不定 不定 3-4 

132 TRAPA #imm CO 8+5+1 13 1-5 

133 RTE  CO 4+1 4 1-4 

134 SLEEP  CO 不定 不定 1-6 

135 LDTLB  CO 1 1 3-5 

136 LDC Rm,DBR CO 4 4 4-2 

137 LDC Rm,SGR CO 4 4 4-2 

138 LDC Rm,GBR LS 1 1 4-3 

139 LDC Rm,Rp_BANK LS 1 1 4-1 

140 LDC Rm,SR CO 4+3 4 4-4 

141 LDC Rm,SSR LS 1 1 4-1 

システム制御 

命令 

142 LDC Rm,SPC LS 1 1 4-1 
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機能 

分類 

No. 命   令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

143 LDC Rm,VBR LS 1 1 4-1 

144 LDC.L @Rm+,DBR CO 4 4 4-6 

145 LDC.L @Rm+,SGR CO 4 4 4-6 

146 LDC.L @Rm+,GBR LS 1 1 4-7 

147 LDC.L @Rm+,Rp_BANK LS 1 1 4-5 

148 LDC.L @Rm+,SR CO 6+3 4 4-8 

149 LDC.L @Rm+,SSR LS 1 1 4-5 

150 LDC.L @Rm+,SPC LS 1 1 4-5 

151 LDC.L @Rm+,VBR LS 1 1 4-5 

152 LDS Rm,MACH LS 1 1 5-1 

153 LDS Rm,MACL LS 1 1 5-1 

154 LDS Rm,PR LS 1 1 4-13 

155 LDS.L @Rm+,MACH LS 1 1 5-2 

156 LDS.L @Rm+,MACL LS 1 1 5-2 

157 LDS.L @Rm+,PR LS 1 1 4-14 

158 STC DBR,Rn LS 1 1 4-9 

159 STC SGR,Rn LS 1 1 4-9 

160 STC GBR,Rn LS 1 1 4-9 

161 STC Rp_BANK,Rn LS 1 1 4-9 

162 STC SR,Rn CO 1 1 4-10 

163 STC SSR,Rn LS 1 1 4-9 

164 STC SPC,Rn LS 1 1 4-9 

165 STC VBR,Rn LS 1 1 4-9 

166 STC.L DBR,@-Rn LS 1 1 4-11 

167 STC.L SGR,@-Rn LS 1 1 4-11 

168 STC.L GBR,@-Rn LS 1 1 4-11 

169 STC.L Rp_BANK,@-Rn LS 1 1 4-11 

170 STC.L SR,@-Rn CO 1 1 4-12 

171 STC.L SSR,@-Rn LS 1 1 4-11 

172 STC.L SPC,@-Rn LS 1 1 4-11 

173 STC.L VBR,@-Rn LS 1 1 4-11 

174 STS MACH,Rn LS 1 1 5-3 

175 STS MACL,Rn LS 1 1 5-3 

176 STS PR,Rn LS 1 1 4-15 

177 STS.L MACH,@-Rn LS 1 1 5-4 

システム制御 

命令 

178 STS.L MACL,@-Rn LS 1 1 5-4 
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機能 

分類 

No. 命   令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

179 STS.L PR,@-Rn LS 1 1 4-16 

180 FLDI0 FRn LS 1 1 6-13 

181 FLDI1 FRn LS 1 1 6-13 

182 FMOV FRm,FRn LS 1 1 6-9 

183 FMOV.S @Rm,FRn LS 1 1 6-9 

184 FMOV.S @Rm+,FRn LS 1 1 6-9 

185 FMOV.S @(R0,Rm),FRn LS 1 1 6-9 

186 FMOV.S FRm,@Rn LS 1 1 6-9 

187 FMOV.S FRm,@-Rn LS 1 1 6-9 

188 FMOV.S FRm,@(R0,Rn) LS 1 1 6-9 

189 FLDS FRm,FPUL LS 1 1 6-10 

190 FSTS FPUL,FRn LS 1 1 6-11 

191 FABS FRn LS 1 1 6-12 

192 FADD FRm,FRn FE 1 1 6-14 

193 FCMP/EQ FRm,FRn FE 1 1 6-14 

194 FCMP/GT FRm,FRn FE 1 1 6-14 

195 FDIV FRm,FRn FE 1 14 6-15 

196 FLOAT FPUL,FRn FE 1 1 6-14 

197 FMAC FR0,FRm,FRn FE 1 1 6-14 

198 FMUL FRm,FRn FE 1 1 6-14 

199 FNEG FRn LS 1 1 6-12 

200 FSQRT FRn FE 1 30 6-15 

201 FSUB FRm,FRn FE 1 1 6-14 

202 FTRC FRm,FPUL FE 1 1 6-14 

203 FMOV DRm,DRn LS 1 1 6-9 

204 FMOV @Rm,DRn LS 1 1 6-9 

205 FMOV @Rm+,DRn LS 1 1 6-9 

206 FMOV @(R0,Rm),DRn LS 1 1 6-9 

207 FMOV DRm,@Rn LS 1 1 6-9 

208 FMOV DRm,@-Rn LS 1 1 6-9 

単精度 

浮動小数点 

命令 

209 FMOV DRm,@(R0,Rn) LS 1 1 6-9 

210 FABS DRn LS 1 1 6-12 

211 FADD DRm,DRn FE 1 1 6-16 

212 FCMP/EQ DRm,DRn FE 1 1 6-16 

213 FCMP/GT DRm,DRn FE 1 1 6-16 

倍精度 

浮動小数点 

命令 

214 FCNVDS DRm,FPUL FE 1 1 6-16 
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機能 

分類 

No. 命   令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

215 FCNVSD FPUL,DRn FE 1 1 6-16 

216 FDIV DRm,DRn FE 1 14 6-18 

217 FLOAT FPUL,DRn FE 1 1 6-16 

218 FMUL DRm,DRn FE 1 3 6-17 

219 FNEG DRn LS 1 1 6-12 

220 FSQRT DRn FE 1 30 6-18 

221 FSUB DRm,DRn FE 1 1 6-16 

倍精度 

浮動小数点 

命令 

222 FTRC DRm,FPUL FE 1 1 6-16 

FPU 223 LDS Rm,FPUL LS 1 1 6-1 

システム制御 224 LDS Rm,FPSCR LS 1 1 6-5 

225 LDS.L @Rm+,FPUL LS 1 1 6-3 

226 LDS.L @Rm+,FPSCR LS 1 1 6-7 

227 STS FPUL,Rn LS 1 1 6-2 

228 STS FPSCR,Rn LS 1 1 6-6 

229 STS.L FPUL,@-Rn LS 1 1 6-4 

命令 

230 STS.L FPSCR,@-Rn LS 1 1 6-8 

231 FMOV DRm,XDn LS 1 1 6-9 

232 FMOV XDm,DRn LS 1 1 6-9 

233 FMOV XDm,XDn LS 1 1 6-9 

234 FMOV @Rm,XDn LS 1 1 6-9 

235 FMOV @Rm+,XDn LS 1 1 6-9 

236 FMOV @(R0,Rm),XDn LS 1 1 6-9 

237 FMOV XDm,@Rn LS 1 1 6-9 

238 FMOV XDm,@-Rn LS 1 1 6-9 

239 FMOV XDm,@(R0,Rn) LS 1 1 6-9 

240 FIPR FVm,FVn FE 1 1 6-19 

241 FRCHG  FE 1 1 6-14 

242 FSCHG  FE 1 1 6-14 

243 FPCHG  FE 1 1 6-14 

244 FSRRA FRn FE 1 1 6-21 

245 FSCA FPUL,DRn FE 1 3 6-22 

グラフィクス 

強化命令 

246 FTRV XMTRX,FVn FE 1 4 6-20 
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5. 例外処理 

5.1 概要 

例外処理とは、リセット、一般例外、割り込みが検出されたときに、通常とは異なるプログラムで必要な処理

を行うことをいいます。たとえば、実行中の命令の異常終了が発生した場合、適切な処置をすることで、元のプ

ログラムに復帰したり、異常を報告して終了するといった制御が必要になります。このような機能をサポートす

るために、異常終了に対して、例外処理要求を発生させ、ユーザが作成した例外処理ルーチンに制御の流れが渡

ることなどを総称して例外処理と呼びます。 

本 LSIの例外処理は、リセット、一般例外、割り込みの 3つに分類されます。 

5.2 レジスタ説明 

例外処理に関するレジスタ構成を表 5.1に示します。 
 

表 5.1 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

アクセス 

サイズ 

TRAPA例外レジスタ TRA R/W H'FF00 0020 H'1F00 0020 32 

例外事象レジスタ EXPEVT R/W H'FF00 0024 H'1F00 0024 32 

割り込み事象レジスタ INTEVT R/W H'FF00 0028 H'1F00 0028 32 

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて物

理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 

表 5.2 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

TRAPA例外レジスタ TRA 不定 不定 保持 保持 

例外事象レジスタ EXPEVT H'0000 0000 H'0000 0020 保持 保持 

割り込み事象レジスタ INTEVT 不定 不定 保持 保持 
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5.2.1 TRAPA例外レジスタ（TRA） 

TRAPA例外レジスタ（TRA）は、TRAPA命令の 8ビットイミディエイトデータ（imm）が設定されるレジス

タです。TRAは TRAPA命令実行時にハードウェアにより自動的に設定されます。TRAはソフトウェアからも変

更が可能です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― TRACODE

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 ― ― ― ― ― ― ― ― 0 0初期値：
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R RR/W：

― ―

 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

9～2 TRACODE 不定 R/W TRAPAコード 

TRAPA命令の 8ビットイミディエイトデータが設定されます。 

1、0 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

 

5.2.2 例外事象レジスタ（EXPEVT） 

例外事象レジスタ（EXPEVT）には、12ビットのリセットと一般例外事象による例外コードが設定されます。

例外コードは例外受付け時にハードウェアにより自動的に設定されます。EXPEVTはソフトウェアからも変更が

可能です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― EXPCODE

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0/1 0 0 0 0 0初期値：
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

11～0 EXPCODE H'000 

または 

H'020 

R/W 例外コード 

リセット、一般例外の例外コードが設定されます。詳細は表 5.3を参照し

てください。 

 

5.2.3 割り込み事象レジスタ（INTEVT） 
 

割り込み事象レジスタ（INTEVT）には、14ビットの割り込み要求による例外コードが設定されます。例外コ

ードは例外受付け時にハードウェアにより自動的に設定されます。INTEVTはソフトウェアからも変更が可能で

す。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― INTCODE

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―初期値：
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～14 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

13～0 INTCODE 不定 R/W 例外コード 

割り込みの例外コードが設定されます。詳細は表 5.3を参照してください。 
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5.3 例外処理の機能 

5.3.1 例外処理の流れ 

例外処理では、プログラムカウンタ（PC）、ステータスレジスタ（SR）、R15の内容がそれぞれ退避プログラ

ムカウンタ（SPC）、退避ステータスレジスタ（SSR）、退避ジェネラルレジスタ（SGR）に退避され、ベクタア

ドレスに従って対応する例外処理ルーチンの実行を開始します。例外処理ルーチンとは、ユーザによって、個々

の例外の内容に応じて作成されたプログラムです。例外処理ルーチンを終了させ、元のプログラムに戻るために

は、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行します。本命令によって、PCと SRの内容が復帰し、例外などが発

生した時点での通常処理ルーチンに戻ることができます。なお、SGRの内容は RTE命令では R15に書き戻されま

せん。 

基本的な例外処理の流れは次のようになります。SRのビットの意味の詳細は、「第 2章 プログラミングモデ

ル」を参照してください。 

1. PC、SRおよびR15の内容がそれぞれSPC、SSRおよびSGRに退避されます。 

2. SRのブロックビット（BL）が1に設定されます。 

3. SRのモードビット（MD）が1に設定されます。 

4. SRのレジスタバンクビット（RB）が1に設定されます。 

5. リセット時、SRのFPUディスエーブルビット（FD）が0に設定されます。 

6. 例外コードは、例外要因の例外事象レジスタ（EXPEVT）、または割り込み事象レジスタ（INTEVT）のビッ

ト13～0に書き込まれます。 

7. 決められた例外処理のベクタアドレスに分岐して、例外処理ルーチンを開始します。 

 

5.3.2 例外処理ベクタアドレス 

リセットベクタアドレスは H'A000 0000に固定されています。例外、割り込みのベクタアドレスはベクタベー

スアドレスに各事象のオフセット値を加えたアドレスです。ベクタベースアドレスはベクタベースレジスタ

（VBR）にソフトウェアで設定します。例えば、TLBミス例外のオフセットは H'0000 0400ですから、VBRに H'9C08 

0000を設定しておくと、例外処理ベクタアドレスは H'9C08 0400になります。例外処理ベクタアドレスでさらに

例外が発生すると、二重例外となり、回復が困難になりますので、ベクタアドレスはアドレス変換の対象となら

ない P1、P2領域のアドレスを指定してください。 
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5.4 例外の種類と優先順位 

表 5.3に、例外の種類、優先順位、ベクタアドレス、および例外／割り込みコードを示します。 
 

表 5.3 例外一覧 

例外遷移先 例外 

区分 

実行 

形態 

例   外 優先 

レベル

優先

順位 ベクタベース オフセット 

例外 

コード 

パワーオンリセット 1 1 H'A000 0000 － H'000 

マニュアルリセット 1 2 H'A000 0000 － H'020 

H-UDIリセット 1 1 H'A000 0000 － H'000 

命令 TLB多重ヒット例外 1 3 H'A000 0000 － H'140 

リセット 中断型 

データ TLB多重ヒット例外 1 4 H'A000 0000 － H'140 

命令実行前ユーザブレーク* 2 0 （VBR/DBR） H'100/－ H'1E0 

命令アドレスエラー 2 1 （VBR） H'100 H'0E0 

命令 TLBミス例外 2 2 （VBR） H'400 H'040 

命令 TLB保護違反例外 2 3 （VBR） H'100 H'0A0 

一般不当命令例外 2 4 （VBR） H'100 H'180 

スロット不当命令例外 2 4 （VBR） H'100 H'1A0 

一般 FPU抑止例外 2 4 （VBR） H'100 H'800 

スロット FPU抑止例外 2 4 （VBR） H'100 H'820 

データアドレスエラー（読み出し） 2 5 （VBR） H'100 H'0E0 

データアドレスエラー（書き込み） 2 5 （VBR） H'100 H'100 

データ TLBミス例外（読み出し） 2 6 （VBR） H'400 H'040 

データ TLBミス例外（書き込み） 2 6 （VBR） H'400 H'060 

データ TLB保護違反例外（読み出し） 2 7 （VBR） H'100 H'0A0 

データ TLB保護違反例外（書き込み） 2 7 （VBR） H'100 H'0C0 

FPU例外 2 8 （VBR） H'100 H'120 

再実行型 

初期ページ書き込み例外 2 9 （VBR） H'100 H'080 

無条件トラップ（TRAPA） 2 4 （VBR） H'100 H'160 

一般例外 

完了型 

命令実行後ユーザブレーク* 2 10 （VBR/DBR） H'100/－ H'1E0 

ノンマスカブル割り込み 3 － （VBR） H'600 H'1C0 割り込み 完了型 

一般割り込み要求 4 － （VBR） H'600 － 

優先度 ：まず優先レベルで順位付けし、同一レベル内を優先順位で順位付けします（より小さい数値が優先度が高くなりま

す）。 

例外遷移先 ：リセットでは H'A000 0000、その他では（VBR＋オフセット）へ制御が移ります。 

例外コード ：リセット、一般例外では EXPEVT、割込みでは INTEVTに格納されます。 

 

【注】 * CBCR.UBDE=1のとき PC=DBR。その他は PC=VBR+H'100 
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5.5 例外フロー 

5.5.1 例外フロー 

図 5.1に、命令実行と例外処理の基本動作を概念的に示します。ここでは説明の都合上、命令を 1命令ずつ逐

次的に実行することを基本として説明しています。図 5.1には、例外種別（リセット、一般例外、割り込み）間

の優先順位が表されています。なお図 5.1では、例外成立時のレジスタ設定を SSR、SPC、SGR、EXPEVT/INTEVT、

SR、および PCに限っていますが、例外によってはこの他にもハードウェアによって自動的に設定されるレジス

タがあります。詳細は、「5.6 各例外の説明」を参照してください。また、遅延分岐命令と遅延スロット命令を

実行中の例外処理や、2回データアクセスが発生する命令については「5.6.4 複数回の例外が発生する場合の優

先順位」を参照してください。 

リセットが
要求されている

次の命令を実行

一般例外が
要求されている

最優先の
例外は再実行型

割り込みが
要求されている

命令実行結果を取り消す

No

Yes

Yes

Yes

Yes

No

No

No

SSR←SR
SPC←PC
SGR←R15
EXPEVT/INTEVT←例外コード
SR.{MD,RB,BL}←111
SR.IMASK←受理した割り込みレベル*
PC←(CBCR.UBDE=1&&User_Break?
　　　DBR:(VBR+Offset))

EXPEVT←例外コード
SR.{MD,RB,BL,FD,IMASK}←11101111
PC←H'A000 0000

【注】* 最優先の例外が割り込みのとき。なおIMASKを更新するかしないかをソフトウェアで設定可能です。
 

図 5.1 命令実行と例外処理 
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5.5.2 例外要因の受け付け 

2つ以上の例外が同時に発生したときに受け付ける例外を決定するため、すべての例外には優先順位が決められ

ています。一般例外の中の一般不当命令例外、スロット不当命令例外、一般 FPU抑止例外、スロット FPU抑止例

外、無条件トラップ例外の 5つは、それぞれの命令解析の過程で検出され、命令パイプラインの中では同時に発

生しない例外です。このため優先順位は同じ値になっています。一般例外は命令実行に従った順序で検出されま

す。しかし、例外処理は命令の流れの順序（プログラム順）に従って処理されます。つまり、先の命令の例外が、

後続の命令の例外よりも優先されて受け付けられます。一般例外の受け付け順序の例を図 5.2に示します。 

TLBミス（データアクセス）パイプラインの流れ：

検出の順序：

命令n

命令n+1

一般不当命令例外（命令n+1)およびTLBミス（命令n+2）を同時に検出

TLBミス（命令n）

例外処理の順序：

TLBミス（命令n）

命令nの再実行

一般不当命令例外（命令n+1）

命令n+1の再実行

TLBミス（命令n+2）

命令n+2の再実行

命令n+3の実行

プログラムの順序

1

命令n+2

命令n+3

一般不当命令例外

I2I1 ID E1 E2 E3 WB

I2I1 ID E1 E2 E3 WB

I2I1 ID E1 E2 E3 WB

I2I1 ID E1 E2 E3 WB

TLBミス（命令アクセス）

2

3

4

I1、I2
ID
E1、E2、E3
（E2、E3
WB

：命令フェッチ
：命令デコード
：命令実行
：メモリアクセス）
：結果の格納

【記号説明】

 

図 5.2 一般例外の受け付け順序の例 
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5.5.3 例外要求と BLビット 

SRの BLビットが 0のとき、例外、割り込みを受け付けます。 

SRの BLビットが 1のときに、ユーザブレークを除く例外が発生した場合には、CPUの内部レジスタ、他のモ

ジュールのレジスタは、マニュアルリセット後の状態になり、リセットと同アドレス（H'A000 0000）に分岐しま

す。ユーザブレークが発生した場合の動作については「第 41章 ユーザブレークコントローラ（UBC）」を参照

してください。また、通常の割り込みが発生した場合には、割り込み要求は保留され、ソフトウェアで BLビット

が 0にクリアされてから受け付けられます。ノンマスカブル割り込み（NMI）が発生した場合は、保留するか、

受け付けるかをソフトウェアによって設定可能です。 

このように、通常は例外状態を多重に受け付け可能にするためには、SPCと SSRを退避させ、その後 SRの BL

ビットを 0クリアします。 

5.5.4 例外処理からの復帰 

例外処理からの復帰は、RTE命令を使用します。RTE命令により、SPCが PCに、SSRが SRに回復され、SPC

のアドレスに分岐して、例外処理ルーチンから復帰します。もし、メモリに SPC、SSRを退避していた場合には、

SRの BLビットを 1にセットしてから、SPCと SSRを回復し、RTE命令を発行してください。 
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5.6 各例外の説明 
個別の例外処理動作について、発生要因、発生時の遷移先アドレス、遷移時のプロセッサの動作を説明します。 

5.6.1 リセット 

（1） パワーオンリセット 

• 条件： 

パワーオンリセット要求 

• 動作： 

EXPEVTにH'000を設定し、CPUおよび内蔵周辺モジュールの初期化を行った後リセットベクタ（H'A0000000）

に分岐します。詳細は、各章のレジスタの説明を参照してください。電源投入時には必ずパワーオンリセッ

トを行ってください。 
 

（2） マニュアルリセット 

• 条件： 

マニュアルリセット要求 

• 動作： 

EXPEVTにH'020を設定し、CPUおよび内蔵周辺モジュールの初期化を行った後リセットベクタ（H'A0000000）

に分岐します。パワーオンリセットとマニュアルリセットでは初期化されるレジスタが異なります。詳細は、

各章のレジスタの説明を参照してください。 
 

（3） H-UDIリセット 

• 要因：SDIR. TI[7:4]がB'0110（ネゲート）、またはB'0111（アサート） 

• 遷移先アドレス：H'A000 0000 

• 遷移時動作： 

 例外コードH'000をEXPEVTにセットします。VBR、SRの初期化を行い、PC＝H'A000 0000に分岐します。 

 CPUおよび内蔵周辺モジュールの初期化を行います。詳細は、各章のレジスタの説明を参照してください。 
 

（4） 命令 TLB多重ヒット例外 

• 要因：ITLBのアドレスが多重に一致 

• 遷移先アドレス：H'A000 0000 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

 例外コードH'140をEXPEVTにセットします。VBR、SRの初期化を行い、PC＝H'A000 0000に分岐します。 

CPUおよび内蔵周辺モジュールの初期化をマニュアルリセットの場合と同様に行います。詳細は、各章のレ

ジスタの説明を参照してください。 
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（5） データ TLB多重ヒット例外 

• 要因：UTLBのアドレスが多重に一致 

• 遷移先アドレス：H'A000 0000 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

 例外コードH'140をEXPEVTにセットします。VBR、 SRの初期化を行い、PC＝H'A000 0000に分岐します。 

CPUおよび内蔵周辺モジュールの初期化をマニュアルリセットの場合と同様に行います。詳細は、各章のレ

ジスタの説明を参照してください。 

 

5.6.2 一般例外 

（1） データ TLBミス例外 

• 要因：UTLBのアドレス比較の結果、アドレスが不一致 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0400 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

読み出しの場合は例外コードH'040を、書き込みの場合は例外コードH'060をEXPEVTにセットします。SRの

BLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝VBR＋H'0400に分岐します。 

TLBミス処理高速化のために、他の例外とオフセットを分けています。 

 
Data_TLB_miss_exception() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = read_access ? H'00000040 : H'00000060; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000400; 

} 
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（2） 命令 TLBミス例外 

• 要因：ITLBのアドレス比較の結果、アドレスが不一致 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0400 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

 例外コードH'040をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0400に分岐します。 

 TLBミス処理高速化のために、他の例外とオフセットを分けています。 

 
ITLB_miss_exception() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'00000040; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000400; 

} 

 

（3） 初期ページ書き込み例外 

• 要因：ストアアクセスでTLBにヒットしたが、ダーティビットD = 0 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

例外コードH'080をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。 
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Initial_write_exception() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'00000080; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

 

（4） データ TLB保護違反例外 

• 要因：アクセスが以下に示すUTLBのプロテクション情報（PRビット）に反する。 

 

PR 特権モード ユーザモード 

00 読み出しのみ可 アクセス不可 

01 読み出し／書き込み可 アクセス不可 

10 読み出しのみ可 読み出しのみ可 

11 読み出し／書き込み可 読み出し／書き込み可 

 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

読み出しの場合には例外コードH'0A0を、書き込みの場合には例外コードH'0C0をEXPEVTにセットします。

SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝VBR＋H'0100に分岐します。 

 
Data_TLB_protection_violation_exception() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 
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 EXPEVT = read_access ? H'000000A0 : H'000000C0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

 

（5） 命令 TLB保護違反例外 

• 要因：アクセスが以下に示すITLBのプロテクション情報（PRビット）に反する。 

 

PR 特権モード ユーザモード 

0 アクセス可 アクセス不可 

1 アクセス可 アクセス可 

 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

例外コードH'0A0をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。 

 
ITLB_protection_violation_exception() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'000000A0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 
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（6） データアドレスエラー 

• 要因： 

- ワードデータをワード境界以外（2n＋1）からアクセス 

- ロングワードデータをロングワードデータ境界以外（4n＋1、4n＋2、4n＋3）からアクセス 

- クワッドワードをクワッドワードデータ境界以外（8n＋1、8n＋2、8n＋3、8n＋4、8n＋5、8n＋6、8n＋7）

からアクセス 

- ユーザモードでの領域H'8000 0000～H'FFFF FFFFへのアクセス 

ただし、H'E000 0000～H'E3FF FFFFおよびH'E500 0000～H'E5FF FFFFは、それぞれユーザモードからアク

セスする設定が可能です。詳しくは「第6章 メモリマネジメントユニット（MMU）」および「第8章 L

メモリ」を参照してください。 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号(22ビット)をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

読み出しの場合は例外コードH'0E0を、書き込みの場合は例外コードH'100をEXPEVTにセットします。SRの

BLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝VBR＋H'0100に分岐します。詳細は「第6章 メモリ

マネジメントユニット（MMU）」を参照してください。 

 
Data_address_error() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = read_access? H'000000E0: H'00000100; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 
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（7） 命令アドレスエラー 

• 要因： 

- ワード境界以外（2n＋1）から命令フェッチ 

 - ユーザモードでの領域H'8000 0000～H'FFFF FFFFから命令フェッチ 

ただし、H'E500 0000～H'E5FF FFFFはユーザモードからアクセスする設定が可能です。詳しくは「第8章 L

メモリ」を参照してください。 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

例外コードH'0E0をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。詳細は「第6章 メモリマネジメントユニット（MMU）」を参照してください。 

 
Instruction_address_error() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'000000E0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

 

（8） 無条件トラップ 

• 要因：TRAPA命令の実行 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

処理完了型の例外のため、TRAPA命令の次の命令のPCをSPCに退避します。TRAPA命令実行時のSR、R15

をSSR、SGRに退避します。TRAPA命令中の8ビットのイミディエイトを4倍して、TRA[9:0]にセットします。

例外コードH'160をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。 
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TRAPA_exception() 

{ 

 SPC = PC + 2; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 TRA = imm << 2; 

 EXPEVT = H'00000160; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

（9） 一般不当命令例外 

• 要因：  

- 遅延スロット以外にある未定義命令をデコード 

遅延分岐命令：JMP、JSR、BRA、BRAF、BSR、BSRF、RTS、RTE、BT/S、BF/S 

未定義命令：H'FFFD 

- 遅延スロット以外にある特権命令をユーザモードでデコード 

特権命令：LDC、STC、RTE、LDTLB、SLEEP、 

ただし、LDC、STCでGBRをアクセスする命令を除く 

• 遷移先アドレス： VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

 本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

 例外コードH'180をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。なお、H'FFFD以外の未定義コードをデコードした場合には動作を保証しません。 

 
General_illegal_instruction_exception() 

{ 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'00000180; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 
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（10）スロット不当命令例外 

• 要因： 

- 遅延スロットにある未定義命令をデコード 

 遅延分岐命令：JMP、JSR、BRA、BRAF、BSR、BSRF、RTS、RTE、BT/S、BF/S 

 未定義命令：H'FFFD 

- 遅延スロット内のPCを書き換える命令をデコード 

 PCを書き換える命令：JMP、JSR、BRA、BRAF、BSR、BSRF、RTS、RTE、BT、BF、BT/S、BF/S、TRAPA、 

 LDC Rm,SR、LDC.L @Rm＋,SR、ICBI、PREFI 

- 遅延スロット内の特権命令をユーザモードでデコード 

 特権命令：LDC、STC、RTE、LDTLB、SLEEP 

 ただし、LDC、STCでGBRをアクセスする命令を除く 

- 遅延スロット内のPC相対MOV命令、MOVA命令をデコード 

• 遷移先アドレス： VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

直前の遅延分岐命令のPCをSPCに退避します。本例外発生時のSR、R15をSSR、SGRに退避します。 

 例外コードH'1A0をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。なお、H'FFFD以外の未定義命令をデコードした場合には動作を保証しません。 

 
Slot_illegal_instruction_exception() 

{ 

 SPC = PC - 2; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'000001A0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

 

（11）一般 FPU抑止例外 

• 要因：遅延スロット以外にあるFPU命令*をSR.FD=1でデコード 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 
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例外コードH'800をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。 

 
General_fpu_disable_exception() 

{ 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'00000800; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

【注】 * FPU命令とは命令コードの最初の 4ビットが Fである命令（ただし、未定義命令 H'FFFDを除く）と、FPUL、FPSCR

に対する LDS、STS、LDS.L、STS.L命令です。 

 

（12）スロット FPU抑止例外 

• 要因：遅延スロットにあるFPU命令をSR.FD=1でデコード 

• 遷移先アドレス： VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

直前の遅延分岐命令のPCをSPCに退避します。本例外発生時のSR、R15をSSR、SGRに退避します。 

例外コードH'820をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。 

 
Slot_fpu_disable_exception() 

{ 

 SPC = PC - 2; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'00000820; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 
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（13）命令実行前ユーザブレーク／命令実行後ユーザブレーク 

• 要因：ユーザブレークポイントコントローラに設定したブレーク条件が成立 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100、またはDBR 

• 遷移時動作： 

命令実行後ブレークの場合、ブレークポイントを設定した命令の直後の命令のPCをSPCに退避します。命令

実行前ブレークの場合、ブレークポイントを設定した命令のPCをSPCに退避します。 

ブレーク発生時のSR、R15をSSR、SGRに退避します。例外コードH'1E0をEXPEVTにセットします。 

 SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝VBR＋H'0100に分岐します。ただし、PC=DBR

に分岐することも可能です。 

 データブレークを設定した場合のPCについてなど、詳細は、「第41章 ユーザブレークコントローラ（UBC）」

を参照してください。 

 
User_break_exception() 

{ 

 SPC = (pre_execution break? PC : PC + 2); 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'000001E0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = (CBCR.UBDE==1 ? DBR : VBR + H'00000100); 

} 

 

（14）FPU例外 

• 要因：浮動小数点演算実行による例外 

• 遷移先アドレス： VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。例

外コードH'120をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、

PC=VBR+H'0100に分岐します。 

 
FPU_exception() 

{ 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 
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 EXPEVT = H'00000120; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

 

5.6.3 割り込み 

（1） NMI（ノンマスカブル割り込み） 

• 要因：NMI端子のエッジ検出 

• 遷移先アドレス：VBR＋H'0000 0600 

• 遷移時動作： 

本割り込みを受け付けた命令の直後のPC、SRを、それぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退

避します。 

 例外コードH'1C0をINTEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0600に分岐します。本割り込みは、SRのBLビットが0のときはSRの割り込みマスクビットによって

マスクされず、最優先で受け付けられます。SRのBLビットが1のとき本割り込みがマスクされるか、受け付

けるかをソフトウェアによって設定可能です。 

 
NMI() 

{ 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 INTEVT = H'000001C0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 If(cond)SR.IMASK = B'1111; 

 PC = VBR + H'00000600; 

} 

（2） 一般割り込み要求 

• 要因： 

 SRの割り込みマスクビットが割り込み要求の割り込みレベルより小さく、かつSRのBLが0（命令の切れ目で

受け付けます。） 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0600 
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• 遷移時動作： 

受け付けた命令の直後のPCをSPCにセットします。受け付けた時点のSR、R15をSSR、SGRにセットします。 

各割り込み要因に対応したコードをINTEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1に

セットし、VBR＋H'0600に分岐します。 

 
Module_interruption() 

{ 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 INTEVT = H'00000400 ~ H'00003FE0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 if(cond)SR.IMASK = level_of_accepted_interrupt(); 

 PC = VBR + H'00000600; 

} 

 

5.6.4 複数回の例外が発生する場合の優先順位 

メモリを 2回アクセスする命令や、不可分である遅延付き分岐命令と遅延スロット命令などでは、複数回例外

が発生します。この場合、通常の例外優先順位と異なるので、注意が必要です。 

（1） メモリを 2回アクセスする命令 

MAC命令やメモリ－メモリ間論理演算命令、TAS命令、MOVUA命令は 1つの命令でデータ転送が 2回あるた

め、それぞれのデータ転送時に例外の発生を検出します。そのため、以下の順位で判定します。 

1. 1回目のデータ転送のデータアドレスエラー 

2. 1回目のデータ転送のTLBミス 

3. 1回目のデータ転送のTLB保護違反 

4. 1回目のデータ転送の初期ページ書き込み例外 

5. 2回目のデータ転送のデータアドレスエラー 

6. 2回目のデータ転送のTLBミス 

7. 2回目のデータ転送のTLB保護違反 

8. 2回目のデータ転送の初期ページ書き込み例外 
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（2） 不可分である遅延付き分岐命令と遅延スロット命令 

遅延付き分岐命令と遅延スロット命令は不可分であるため、1つの命令として扱われます。そのため、それぞれ

の命令における例外についても、優先順位が通常と異なります。遅延スロット命令が 1回のデータ転送しか持た

ない場合の順位を示します。 

1. 遅延付き分岐命令における優先レベル1、2の中断型および再実行型例外をチェックします。 

2. 遅延スロット命令における優先レベル1、2の中断型および再実行型例外をチェックします。 

3. 遅延付き分岐命令における優先レベル2の完了型例外をチェックします。 

4. 遅延スロット命令における優先レベル2の完了型例外をチェックします。 

5. 遅延付き分岐命令における優先レベル3と遅延スロット命令における優先レベル3をチェックします（この2

つの間の優先順位はありません）。 

6. 遅延付き分岐命令における優先レベル4と遅延スロット命令における優先レベル4をチェックします（この2

つの間の優先順位はありません）。 

 

遅延スロット命令が 2回目のデータ転送を持つ場合、2.において、（1）のように 2回チェックを行います。 

なお、受け付けた例外（最も優先度が高い例外）が遅延スロット命令の再実行型例外である場合、分岐命令の

PRレジスタ書き込み動作（BSR、BSRF、JSRの PC→PR動作）は抑止されません。ただし、その場合の PRレジ

スタの内容は保証されません。 
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5.7 注意事項 

（1） 例外処理からの復帰 

1. SRのBLビットをソフトウェアでチェックしてください。メモリにSPC、SSRを退避していた場合には、SRの

BLビットを1にしてからそれらを回復してください。 

2. RTE命令を発行してください。RTE命令により、SPCがPCに、SSRがSRにセットされ、SPCのアドレスに分

岐して、例外処理から復帰します。 

 

（2） SR.BL＝1のときに例外または割り込みが発生した場合 

1. 例外 

ユーザブレークを除く例外が発生した場合には、マニュアルリセットが発生します。このときEXPEVTは、

H'0000 0020となり、SPC、SSRの各レジスタは不定値となります。 

2. 割り込み 

通常の割り込みが発生した場合には、割り込み要求は保留され、ソフトウェアでSRのBLビットが0にクリア

されてから受け付けられます。ノンマスカブル割り込み（NMI）が発生した場合は、保留するか、受け付け

るかをソフトウェアによって設定可能です。 

ただし、スリープまたはスタンバイ状態では、SRのBLビットが1であっても、割り込みを受け付けます。 

（3） 例外発生時の SPC 

1. 再実行型の例外 

例外が発生した命令のPCがSPCにセットされ、例外処理から復帰後に再実行されます。ただし、遅延スロッ

ト命令で発生した場合、直前の遅延分岐命令の条件が成立する、しないに関係なく遅延分岐命令のPCがSPC

にセットされます。 

2. 完了型の例外、割り込み 

例外が発生した命令の次の命令のPCがSPCにセットされます。ただし、遅延スロット付き分岐命令で発生し

た場合、分岐先のPCがSPCにセットされます。 

 

（4） RTE命令の遅延スロット 

1. RTE命令の遅延スロットに配置された命令は、SSRに退避されていた値がSRに復帰されたのち実行されます。

命令アクセスに関する例外の受け付け判定は復帰前のSRの値に応じて決定され、その他の例外の受け付け判

定は復帰後とのSRによる処理モードやBLビットに依存して決定されます。完了型の例外に関してはRTEの分

岐先の実行前に受け付けられますが、再実行型の例外が発生すると動作が保証されません。 

 

2. RTE命令の遅延スロットに配置された命令では、ユーザブレークの受け付けは行われません。 
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（5） SRレジスタ値変更と例外の受け付け 

1. LDC命令によりSRレジスタのMDやBLビットを操作した場合は、その次命令から新しいSRレジスタの値で例

外の受け付けを再判定します*。完了型例外では次命令の実行後に例外が受け付けられますが、完了型例外の

うち、割り込みに関しては次命令の実行前に受け付けを行います。 

【注】 * SRに対する LDC命令が実行されると、後続命令への命令フェッチが再び行われ、新しい SRの値で命令フェッチ

例外の再評価が行われます。 
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6. メモリマネジメントユニット（MMU） 

本 LSIは、8ビットのアドレス空間識別子と 32ビットの仮想アドレス空間から 29ビットの物理アドレス空間を

扱うことができます。仮想アドレスから物理アドレスへのアドレス変換は、本 LSIに内蔵されたメモリマネジメ

ントユニット（MMU:Memory Management Unit）を用いて行います。MMUは変換ルックアサイドバッファ

（TLB:Translation Lookaside Buffer）にユーザ作成のアドレス変換テーブルの情報をキャッシングすることにより、

高速にアドレス変換を行います。 

本 LSIは命令 TLB（ITLB）を 4エントリ、共用 TLB（UTLB）を 64エントリ内蔵しており ITLBには UTLBの

コピーがハードウェアにより格納されます。アドレス変換方式はページング方式で、4種類（1K/4K/64K/1Mバイ

ト）のページサイズをサポートしています。また特権モード、ユーザモードのそれぞれにおいて、仮想アドレス

空間へのアクセス権を設定し、記憶保護を行うことができます。 

6.1 MMUの概要 

MMUとは物理メモリを有効に利用するために考え出された機能です。図 6.1（0）に示すように、プロセスの

サイズが物理メモリより少ない場合、プロセスのすべてを物理メモリへマッピングすることが可能です。しかし

プロセスのサイズが増大し、物理メモリに収まらない場合、プロセスを分割して実行に必要な部分を随時物理メ

モリへマッピングする必要が生じます（図 6.1（1））。この物理メモリへのマッピングをプロセス自身が考えな

がら実行していては、プロセスにかかる負担が増大します。この負担を軽減するために物理メモリへのマッピン

グを一括して行おうとして生まれた考え方が仮想記憶方式です（図 6.1（2））。仮想記憶方式では物理メモリに

比べて十分に大きな仮想メモリを用意します。プロセスはこの仮想メモリにマッピングされます。このためプロ

セスは仮想メモリ上での動作だけを考えていればよくなります。仮想メモリから物理メモリへのマッピングには、

MMUが用いられます。通常、OSがMMUを管理しており、プロセスが必要とする仮想メモリを円滑に物理メモ

リへマッピングできるように物理メモリの入れ換えを行います。物理メモリの入れ換えは 2次記憶などとの間で

行われます。 

こうして生まれた仮想記憶方式は、複数のプロセスが同時に走行するタイムシェアリングシステム（TSS）の上

で威力を発揮します（図 6.1（3））。TSS上で走行する複数のプロセスが、おのおの物理メモリへのマッピング

を意識しながら動作していたのでは効率が上がりません。この効率を上げ、各プロセスの負担を減らすために仮

想記憶方式は使われます（図 6.1（4））。この仮想記憶方式ではプロセスごとに仮想メモリが割り当てられます。

MMUは複数の仮想メモリを効率よく物理メモリへマッピングする働きをします。さらに、あるプロセスが別のプ

ロセスの物理メモリに誤ってアクセスしないように、MMUには記憶保護の機能も備わっています。 

MMUを用いて仮想メモリから物理メモリへアドレス変換を行うとき、その変換情報がMMUに登録されていな

かったり、別のプロセスの仮想メモリへ誤ってアクセスしたりすることがあります。そのときMMUは例外を発

生させて、物理メモリのマッピングを変更し、新たなアドレス変換情報を登録します。 
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MMUの機能はソフトウェアのみでも実現可能ですが、プロセスが物理メモリへアクセスするたびにソフトウェ

アで変換を行っていたのでは効率が悪くなります。そのためハードウェア上にアドレス変換のためのバッファ

（TLB）を用意し、頻繁に使用されるアドレス変換情報は TLBに置いておきます。TLBはアドレス変換情報のた

めのキャッシュといえます。しかしキャッシュと違いアドレス変換に失敗したとき、つまり例外が発生したとき

のアドレス変換情報の入れ換えは通常ソフトウェアで行います。このためソフトウェアで柔軟にメモリ管理を行

うことが可能となります。 

MMUが仮想メモリから物理メモリへのマッピングをする方式として、固定長のアドレス変換を用いる方式（ペ

ージング方式）と可変長のアドレス変換を用いる方式（セグメント方式）があります。ページング方式では固定

サイズのページと呼ばれるアドレス空間が変換の単位となります。 

以下、本 LSIでは仮想メモリ上のアドレス空間のことを仮想アドレス空間、物理メモリ上のアドレス空間のこ

とを物理アドレス空間と呼ぶことにします。 

（2）

プロセス1

プロセス1 物理メモリ
物理メモリ

物理メモリプロセス1

プロセス2

プロセス3

仮想メモリ

仮想メモリ

物理
メモリプロセス1

プロセス1

プロセス2

プロセス3

物理
メモリ

MMU

MMU

（4）（3）

（1）

（0）

 

図 6.1 MMUの役割 
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6.1.1 アドレス空間 

（1） 仮想アドレス空間 

本 LSIは 32ビットの仮想アドレス空間をサポートし、4Gバイトのアドレス空間をアクセスできます。仮想ア

ドレス空間は図 6.2、図 6.3に示すとおり、いくつかの領域に分かれています。特権モードでは P0領域から P4領

域の 4Gバイトの空間をアクセスすることが可能です。ユーザモードでは U0領域の 2Gバイトの空間をアクセス

可能です。またMMU制御レジスタ（MMUCR）の SQMDビットが 0の場合、ストアキュー領域の 64Mバイトの

空間もアクセス可能になり、内蔵メモリ制御レジスタ（RAMCR）の RMDビットが 1の場合、内蔵メモリ領域の

16Mバイトの空間もアクセス可能になります。ユーザモードで U0領域、ストアキュー領域、内蔵メモリ領域以

外をアクセスした場合、アドレスエラーとなります。 

MMUCRの ATビットを 1にし、MMUをイネーブルにしたとき、これらの領域のうち、P0、P3、U0領域は、

任意の物理アドレス空間へ 1K/4K/64K/1Mバイトページ単位でマッピングすることができます。また 8ビットの

アドレス空間識別子を用いることにより、P0、P3、U0領域を 256個まで増やすことが可能です。仮想アドレス空

間から 29ビットの物理アドレス空間へのマッピングには TLBを用います。 

エリア0
エリア1
エリア2
エリア3
エリア4
エリア5
エリア6
エリア7

物理アドレス空間

アドレスエラー

アドレスエラー

アドレスエラー

ストアキュー領域

内蔵メモリ領域

ユーザモード特権モード

P1領域
キャッシング可能

P0領域
キャッシング可能

P2領域
キャッシング不可

P3領域
キャッシング可能

P4領域
キャッシング不可

U0領域
キャッシング可能

H'0000 0000

H'8000 0000

H'E000 0000

H'E400 0000

H'E500 0000

H'E600 0000
H'FFFF FFFF

H'0000 0000

H'8000 0000

H'FFFF FFFF

H'A000 0000

H'C000 0000

H'E000 0000

 

図 6.2 仮想アドレス空間（MMUCR.AT＝0） 
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エリア0
エリア1
エリア2
エリア3
エリア4
エリア5
エリア6
エリア7

物理アドレス空間
256256

U0領域
キャッシング可能
アドレス変換可能

アドレスエラー

アドレスエラー

アドレスエラー
ストアキュー領域

P0領域
キャッシング可能
アドレス変換可能

ユーザモード特権モード

P1領域
キャッシング可能
アドレス変換不可

P2領域
キャッシング不可
アドレス変換不可

P3領域
キャッシング可能
アドレス変換可能

P4領域
キャッシング不可
アドレス変換不可

内蔵メモリ領域

H'FFFF FFFF

H'E000 0000
H'E500 0000
H'E400 0000
H'E000 0000

H'E600 0000

H'C000 0000

H'A000 0000

H'8000 0000

H'0000 0000

H'FFFF FFFF

H'8000 0000

H'0000 0000

 

図 6.3 仮想アドレス空間（MMUCR.AT＝1） 

（a） P0、P3、U0領域 

P0、P3、U0領域は TLBを用いたアドレス変換とキャッシュを用いたアクセスが可能な領域です。 

MMUがディスエーブルの場合、アドレスの上位 3ビットを 0にしたものが対応する物理アドレス空間のアドレ

スとなります。キャッシュを用いるか否かはキャッシュコントロールレジスタ（CCR）に従います。キャッシュ

を用いた場合、ライトアクセスにおけるコピーバック方式とライトスルー方式の切り替えは、CCRのWTビット

に従います。 

MMUがイネーブルの場合、これらの領域は TLBを用いて 1K/4K/64K/1Mバイトページ単位に任意の物理アド

レス空間へマッピングできます。CCRがキャッシュイネーブル状態であり、かつ TLBエントリの当該ページのキ

ャッシング可能ビット（Cビット）が 1のとき、キャッシュを用いたアクセスが行えます。キャッシュを用いた

場合、ライトアクセスにおけるコピーバック方式とライトスルー方式の切り替えは、TLBのWTビットに従いま

す。 

これらの領域を、TLBにより物理アドレス空間のエリア7に存在する制御レジスタ領域にマッピングする場合、

当該ページの Cビットは 0にしてください。 
 

（b） P1領域 

P1領域は TLBを用いたアドレス変換が行えませんが、キャッシュを用いたアクセスは可能な領域です。 

MMUがイネーブルか否かにかかわらず、アドレスの上位 3ビットを 0にしたものが対応する物理アドレス空間

のアドレスとなります。キャッシュを用いるか否かは CCRに従います。キャッシュを用いた場合、ライトアクセ

スにおけるコピーバック方式とライトスルー方式の切り替えは、CCRの CBビットに従います。 
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（c） P2領域 

P2領域は TLBを用いたアドレス変換とキャッシュを用いたアクセスが行えない領域です。 

MMUがイネーブルか否かにかかわらず、アドレスの上位 3ビットを 0にしたものが対応する物理アドレス空間

のアドレスとなります。 
 

（d） P4領域 

P4領域は本 LSIの内部リソースにマッピングされる領域です。この領域は、ストアキューと内蔵メモリ領域を

除いて TLBを用いたアドレス変換ができません。また、この領域はキャッシュを用いたアクセスが行えません。

P4領域の詳細を図 6.4に示します。 

H'E000 0000

H'E400 0000

H'F000 0000

H'F100 0000

H'F200 0000

H'F300 0000

H'F400 0000

H'F500 0000

H'F600 0000

H'F700 0000

H'F800 0000

H'FC00 0000

ストアキュー

リザーブ領域

内蔵メモリ領域

命令キャッシュアドレスアレイ

命令キャッシュデータアレイ

命令TLBアドレスアレイ

命令TLBデータアレイ

オペランドキャッシュアドレスアレイ

オペランドキャッシュデータアレイ

共用TLB/PMBアドレスアレイ

共用TLB/PMBデータアレイ

リザーブ領域

制御レジスタ領域

H'FFFF FFFF

H'E500 0000
H'E600 0000

 

図 6.4 P4領域 

H'E000 0000～H'E3FF FFFFまでは、ストアキュー（SQ）にアクセスするための領域です。ユーザモードでのア

クセス権はMMUCRの SQMDビットで指定します。詳細は「7.7 ストアキュー」を参照してください。 

H'E500 0000～H'E5FF FFFFまでは、内蔵メモリをアクセスするための領域です。ユーザモードでのアクセス権

は RAMCRレジスタの RMDビットで指定します。詳細は「第 8章 Lメモリ」を参照してください。 

H'F000 0000～H'F0FF FFFFまでは、命令キャッシュのアドレスアレイを直接アクセスするための領域です。詳

細は「7.6.1 ICアドレスアレイ」を参照してください。 

H'F100 0000～H'F1FF FFFFまでは、命令キャッシュのデータアレイを直接アクセスするための領域 です。詳細

は「7.6.2 ICデータアレイ」を参照してください。 

H'F200 0000～H'F2FF FFFFまでは、命令 TLBのアドレスアレイを直接アクセスするための領域です。詳細は

「6.6.1 ITLBアドレスアレイ」を参照してください。 

H'F300 0000～H'F37F FFFFまでは、命令 TLBのデータアレイを直接アクセスするための領域です。詳細は「6.6.2 

ITLBデータアレイ」を参照してください。 
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H'F400 0000～H'F4FF FFFFまでは、オペランドキャッシュのアドレスアレイを直接アクセスするための領域で

す。詳細は「7.6.3 OCアドレスアレイ」を参照してください。 

H'F500 0000～H'F5FF FFFFまでは、オペランドキャッシュのデータアレイを直接アクセスするための領域です。

詳細は「7.6.4 OCデータアレイ」を参照してください。 

H'F600 0000～H'F60F FFFFまでは、共用 TLBのアドレスアレイを直接アクセスするための領域です。詳細は

「6.6.3 UTLBアドレスアレイ」を参照してください。 

H'F700 0000～H'F70F FFFFまでは、共用TLBのデータアレイを直接アクセスするための領域です。詳細は、「6.6.4 

UTLBデータアレイ」を参照してください。 

H'F610 0000～H'F61F FFFFまでは、PMBのアドレスアレイを直接アクセスするための領域です。詳細は「6.7.5 

メモリ割り付け PMBの構成」を参照してください。 

H'F710 0000～H'F71F FFFFまでは、PMBのデータアレイを直接アクセスするための領域です。詳細は「6.7.5 メ

モリ割り付け PMBの構成」を参照してください。 

H'FC00 0000～H'FFFF FFFFまでは内蔵周辺モジュールの制御レジスタの領域です。詳細は各章のレジスタ説明

の項を参照してください。 
 

（2） 物理アドレス空間 

本 LSIは 29ビットの物理アドレス空間をサポートします。物理アドレス空間は図 6.5に示すとおり 8つの領域

に分かれています。エリア 7はリザーブ領域です。 

TLBを用いて物理アドレス空間のエリア 7をアクセスする場合のみ、エリア 7の H'1C00 0000～H'1FFF FFFFま

での領域がリザーブ領域ではなくなり、仮想アドレス空間の P4領域に含まれる制御レジスタ領域と等価になりま

す。 

H'0000 0000

H'0400 0000

H'0800 0000

H'0C00 0000

H'1000 0000

H'1400 0000

H'1800 0000

H'1C00 0000
H'1FFF FFFF

エリア0

エリア1

エリア2

エリア3

エリア4

エリア5

エリア6

エリア7（リザーブ領域）
 

図 6.5 物理アドレス空間 
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（3） アドレス変換 

MMUを使用するとき、仮想アドレス空間はページという単位に分割され、そのページ単位で物理アドレスに変

換されます。外部メモリ上のアドレス変換テーブルには、仮想アドレスに対応する物理アドレスや、記憶保護コ

ードなどの付加情報が格納され、TLBにはアドレス変換の高速化のために、外部メモリ上のアドレス変換テーブ

ルの内容がキャッシングされます。本 LSIでは命令のアクセスには ITLBを、データのアクセスには UTLBを用

います。P4領域以外へのアクセスが発生するとそのアクセスされた仮想アドレスが物理アドレスへ変換されます。

その仮想アドレスが P1、P2領域に属する場合、TLBをアクセスせずに物理アドレスが一意に決定されます。その

仮想アドレスが P0、U0、P3領域に属する場合には、仮想アドレスで TLBが検索され、その仮想アドレスが TLB

に登録されている場合には、TLBヒットとなり、TLBから対応する物理アドレスが読み出されます。またアクセ

スされた仮想アドレスが TLBに登録されていない場合には、TLBミス例外が発生し、処理が TLBミス例外処理

ルーチンへ移ります。TLBミス例外処理ルーチンでは、外部メモリ上のアドレス変換テーブルを検索し、対応す

る物理アドレス、ページ管理情報を TLBに登録します。そして例外処理ルーチンから復帰後、TLBミス例外を発

生させた命令を再実行します。 
 

（4） 単一仮想記憶モードと多重仮想記憶モード 

仮想記憶方式には、単一仮想記憶方式と多重仮想記憶方式があり、MMUCRの SVビットにより選択が可能で

す。単一仮想記憶方式では、複数のプロセスが仮想アドレス空間を排他的に使用しながら同時に走行し、ある仮

想アドレスに対応する物理アドレスは一意に定まります。多重仮想記憶方式では、複数のプロセスが仮想アドレ

ス空間を共有して使用しながら走行するため、ある仮想アドレスはプロセスにより異なった物理アドレスに変換

され得ます。単一仮想記憶方式と多重仮想記憶方式との動作上の違いは、TLBのアドレス比較の方式（「6.3.3 ア

ドレス変換方式」参照）のみです。 
 

（5） アドレス空間識別子（ASID） 

多重仮想記憶モードの場合、8ビットのアドレス空間識別子（ASID）は仮想アドレス空間を共有しながら同時

に走行する複数のプロセスを区別するために用いられます。ASIDは 8ビットで、ソフトウェアがMMU内の PTEH

に現在走行中のプロセスの ASIDをセットすることで設定可能です。また ASIDによってプロセスを切り替えの際

に TLBをパージしないで済みます。 

単一仮想記憶モードの場合、ASID は仮想アドレス空間を排他的に使用しながら同時に走行する複数のプロセ

スの記憶保護のために用いられます。 
 

【注】 単一仮想記憶モードの設定で、ASIDが異なる同一の仮想ページ番号（VPN）を持つエントリを複数同時に TLBに設定

してはいけません。 
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6.2 レジスタの説明 
MMU処理に関するレジスタを以下に示します。 

 

表 6.1 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

サイズ 

ページテーブルエントリ上位レジスタ PTEH R/W H'FF00 0000 H'1F00 0000 32 

ページテーブルエントリ下位レジスタ PTEL R/W H'FF00 0004 H'1F00 0004 32 

変換テーブルベースレジスタ TTB R/W H'FF00 0008 H'1F00 0008 32 

TLB例外アドレスレジスタ TEA R/W H'FF00 000C H'1F00 000C 32 

MMU制御レジスタ MMUCR R/W H'FF00 0010 H'1F00 0010 32 

物理アドレス空間制御レジスタ PASCR R/W H'FF00 0070 H'1F00 0070 32 

命令再フェッチ抑止制御レジスタ IRMCR R/W H'FF00 0078 H'1F00 0078 32 

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて物

理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 

表 6.2 各処理状態におけるレジスタの状態 

名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

ページテーブルエントリ上位レジスタ PTEH 不定 不定 保持 保持 

ページテーブルエントリ下位レジスタ PTEL 不定 不定 保持 保持 

変換テーブルベースレジスタ TTB 不定 不定 保持 保持 

TLB例外アドレスレジスタ TEA 不定 保持 保持 保持 

MMU制御レジスタ MMUCR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

物理アドレス空間制御レジスタ PASCR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

命令再フェッチ抑止制御レジスタ IRMCR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 
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6.2.1 ページテーブルエントリ上位レジスタ（PTEH） 

PTEHは仮想ページ番号（VPN）とアドレス空間識別子（ASID）から構成されています。VPNはMMU例外ま

たはアドレスエラー例外が発生した際に、ハードウェアにより例外を発生させた仮想アドレスの VPNが設定され

ます。VPNはページサイズによって異なりますが、例外発生時にハードウェアにより設定される VPNは例外を発

生させた仮想アドレスの上位 22ビットとなります。VPNの設定はソフトウェアにより行うことも可能です。ASID

には現在実行中のプロセスの番号をソフトウェアにより設定します。ASIDがハードウェアにより更新されること

はありません。この VPNと ASIDは、LDTLB命令により UTLBに登録されます。 

PTEHレジスタの ASIDフィールドを更新後、更新後の ASID値を使用する P0、P3、U0領域へのアクセス（命

令フェッチを含む）を行う前に、以下の 1～3のいずれかを実行してください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はP0、P3、U0領域でかまいません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

3. PTEH更新の前にあらかじめIRMCR.R2＝0（初期値）と設定されていた場合には、特定の命令の実行は不要

です。しかしこの方法では、PTEH更新命令の次命令を命令フェッチからやり直すため、CPUの処理性能が低

下しますのでご注意ください。 

ただし、方法 3は今後の SuperHシリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperHシリーズでの互

換性を保証するためには、1または 2を用いることを推奨します。 
 

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31

VPN

VPN ASID

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

－ －

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 VPN － R/W 仮想ページ番号 

9、8 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

7～0 ASID － R/W アドレス空間識別子 
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6.2.2 ページテーブルエントリ下位レジスタ（PTEL） 

PTELは LDTLB命令により UTLBへ登録する物理ページ番号とページ管理情報を格納するために使用されます。

本レジスタはソフトウェアの指示がない限り内容が変更されることはありません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ―

― V SZ1 PR1 PR0 SZ0 C D SH WT

PPN

PPN

初期値：
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

― ― ― ― ― ― 0 ― ― ― ― ― ― ― ― ―初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

28～10 PPN － R/W 物理ページ番号 

9 － 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

8 V － R/W 

7 SZ1 － R/W 

6 PR1 － R/W 

5 PR0 － R/W 

4 SZ0 － R/W 

3 C － R/W 

2 D － R/W 

1 SH － R/W 

0 WT － R/W 

ページ管理情報 

各ビットの意味は、共用 TLB（UTLB）の対応するビットと同じです。 

詳細は「6.3 TLBの機能」を参照してください。 
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6.2.3 変換テーブルベースレジスタ（TTB） 

TTBは、現在使用しているページテーブルのベースアドレスの格納用などの用途に使用します。TTBはソフト

ウェアの指示がない限り内容が変更されることはありません。本レジスタはソフトウェアで自由に使用可能です。 
 

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

－ －

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31

TTB

TTB

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － －

 
 

6.2.4 TLB例外アドレスレジスタ（TEA） 

TEAは、MMU例外またはアドレスエラー例外発生後に、例外を発生させた仮想アドレスが格納されます。こ

のレジスタはソフトウェアにより変更することは可能です。 
 

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

－ －

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31

MMU例外／アドレスエラーを発生させた仮想アドレス

MMU例外／アドレスエラーを発生させた仮想アドレス

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － －

TEA

TEA

 
 

6.2.5 MMU制御レジスタ（MMUCR） 

MMUCRの各ビットは以下に示すようにMMUの設定を行います。このためMMUCRの書き換えは P1、P2領

域のプログラムで行うようにしてください。 

MMUCRレジスタを更新後、P0、P3、U0、ストアキュー領域へのアクセス（命令フェッチを含む）を行う前に、

以下の 1～3のどれかを実行してください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はP0、P3、U0領域でかまいません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

3. MMUCR更新の前にあらかじめIRMCR.R2＝0（初期値）と設定されていた場合には、特定の命令シーケンス

は不要です。しかしこの方法では、MMUCR更新命令の次命令を命令フェッチからやり直すため、CPUの処

理性能が低下しますのでご注意ください。 

ただし、方法 3は今後の SuperHシリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperHシリーズでの互

換性を保証するためには、1または 2を用いることを推奨します。 

MMUCRはソフトウェアにより変更可能です。ただし LRUIビットと URCビットはハードウェアにより更新さ

れることもあります。 
 



 

6. メモリマネジメントユニット（MMU）  

6-12  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

ビット：

初期値：
R/W：�R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R R/W R R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0�
�

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット：

初期値：
R/W：�R/W

LRUI

URC SQMD TI ATSV

URB

R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0�
�

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－� －� －� －�

－� －� －� －� －� －�

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 LRUI すべて 0 R/W 入れ換えを行う ITLBエントリを示す LRUビット 

ITLBミス発生時に入れ換える ITLBのエントリを決めるため、LRU方式

（Least Recently Used）を用います。LRUIビットを用いて ITLBの追い出

すエントリを確定できます。 

LRUIは、以下のアルゴリズムで更新が行われます。 

なお、以下の「x」は更新を行わないことを意味します。 

000xxx：ITLBのエントリ 0を用いたとき 

1xx00x：ITLBのエントリ 1を用いたとき 

x1x1x0：ITLBのエントリ 2を用いたとき 

xx1x11：ITLBのエントリ 3を用いたとき 

xxxxxx：上記以外 

また LRUIが以下の状態のとき、対応する ITLBのエントリが ITLBミスに

より更新されます。なお、下表で設定禁止の値にはソフトウェアの責任で

設定しないようにしてください。またパワーオンリセット、マニュアルリ

セット後に LRUIは 0に初期化されるので、ハードウェアの更新によって

LRUIが設定禁止の値になることはありません。 

なお、以下の「x」は Don't careを意味します。 

111xxx：ITLBのエントリ 0が更新される 

0xx11x：ITLBのエントリ 1が更新される 

x0x0x1：ITLBのエントリ 2が更新される 

xx0x00：ITLBのエントリ 3が更新される 

上記以外：設定禁止 

25、24 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

23～18 URB すべて 0 R/W 入れ換えを行う UTLBエントリの境界を示すビット 

URB≠0のときに有効となります。 

17、16 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 URC すべて 0 R/W LDTLB命令により入れ換えを行う UTLBエントリを示すためのランダム

カウンタ 

UTLBへのアクセスが発生するたびにインクリメントされます。ただし

URB＞0の場合、URC＝URBの条件が成立すると URCは 0にクリアされ

ます。またソフトウェアにより URC＞URBとなる値が URCに書き込まれ

た場合、最初は URC＝H'3Fになるまで URBを超えてインクリメントされ

ますので注意してください。なお URCは、LDTLB命令によってカウント

アップされません。 

9 SQMD 0 R/W ストアキューモードビット 

ストアキューへのアクセス権を指定します。 

0：ユーザ／特権アクセスが可能 

1：特権アクセスが可能（ユーザアクセスの場合はアドレスエラー例外） 

8 SV 0 R/W 単一仮想記憶モード／多重仮想記憶モード切り替えビット 

このビットを変更するときは、必ずTIビットにも1を書き込んでください。 

0：多重仮想記憶モード 

1：単一仮想記憶モード 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事

項」を参照してください。 

2 TI 0 R/W TLB無効化ビット 

このビットに 1を書き込むと、UTLB/ITLBの有効ビットをすべて 0にクリ

アします。読み出すと常に 0が読み出されます。 

1 － 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事

項」を参照してください。 

0 AT 0 R/W アドレス変換有効ビット 

MMUのイネーブル（有効）とディスエーブル（無効）を指定します。 

0：MMUディスエーブルにする 

1：MMUイネーブルにする 

ATビットが 0の状態ではMMU例外は発生しません。このためMMUを使

用しないソフトウェアでは ATビットを 0の状態で使用してください。 
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6.2.6 物理アドレス空間制御レジスタ（PASCR） 

PASCRは物理アドレス空間の動作を制御します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

UB

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0初期値：
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

7～0 UB すべて 0 R/W エリア（64Mバイト）ごとのバッファドライト制御 

キャッシュを使わない書き込みのバスアクセスが完了するまで次の CPU

からのバスアクセスを待たせるかをエリアごとに指定します。 

0：CPUは書き込みのバスアクセスの完了を待たずに次のバスアクセス

を行います。 

1：CPUは書き込みのバスアクセスの完了を待ってから次のバスアクセ

スを行います。 

UB [7]：制御レジスタ領域に対応 

UB [6]：エリア 6に対応 

UB [5]：エリア 5に対応 

UB [4]：エリア 4に対応 

UB [3]：エリア 3に対応 

UB [2]：エリア 2に対応 

UB [1]：エリア 1に対応 

UB [0]：エリア 0に対応 
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6.2.7 命令再フェッチ抑止制御レジスタ（IRMCR） 

IRMCRは特定のリソースが変更された場合に、次の命令を命令フェッチからやり直すかどうかを制御します。

特定のリソースとは、制御レジスタの一部、TLB、キャッシュを示します。 

初期状態ではリソース変更後、次の命令の命令フェッチをやり直すように設定されています。しかしこの状態

では、リソースの変更を一回行うごとに命令フェッチのやり直しが起こり、CPUの処理性能が低下します。その

ため IRMCRの各ビットを 1に設定し、必要なリソースの変更をまとめて行ったうえで、特定の命令を実行し、変

更後のリソースを使用するプログラムの実行へ移るようにすることを推奨します。 

特定のシーケンスに関しては、各リソースの説明を参照してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― R2 R1 LT MT MC

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0初期値：
R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事

項」を参照してください。 

4 R2 0 R/W レジスタ変更後再フェッチ抑止 2 

MMUCR、PASCR、CCR、RAMCR、PTEHの各レジスタが変更された場

合に、次命令の再フェッチを行うかどうかを制御します。 

0：再フェッチを行います 

1：再フェッチを行いません 

3 R1 0 R/W レジスタ変更後再フェッチ抑止 1 

アドレス H'FF200000～H'FF2FFFFFに存在するレジスタが変更された場

合に、次命令の再フェッチを行うかどうかを制御します。 

0：再フェッチを行います 

1：再フェッチを行いません 

2 LT 0 R/W LDTLB実行後再フェッチ抑止 

LDTLB命令を実行後に、次命令の再フェッチを行うかどうかを制御しま

す。 

0：再フェッチを行います 

1：再フェッチを行いません 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 MT 0 R/W メモリ割り付け TLBライト後再フェッチ抑止 

MMUCR.AT＝1の状態で、メモリ割り付け ITLB/UTLBライトを行った後

に、次命令の再フェッチを行うかどうかを制御します。 

0：再フェッチを行います 

1：再フェッチを行いません 

0 MC 0 R/W メモリ割り付け ICライト後再フェッチ抑止 

CCN.ICE＝1の状態で、メモリ割り付け ICライトを行った後に、次命令の

再フェッチを行うかどうかを制御します。 

0：再フェッチを行います 

1：再フェッチを行いません 

 

6.3 TLBの機能 

6.3.1 共用 TLB（UTLB）の構成 

UTLBは次の 2つの目的のために使用されます。 

1. データアクセスのとき、仮想アドレスを物理アドレスへ変換する。 

2. 命令TLBミスのとき、ITLBへ登録するアドレス変換情報のテーブル。 

 

このため共用 TLBと呼ばれます。UTLBには外部メモリ上に置かれるアドレス変換テーブルの情報がキャッシ

ングされます。アドレス変換テーブルには仮想ページ番号とアドレス空間識別子、それに対応する物理ページ番

号とページ管理情報が格納されています。図 6.6に UTLBの構成を示します。UTLBはフルアソシアティブ方式

の 64エントリで構成されています。図 6.7にページサイズとアドレスの関係を示します。 

PPN［28：10］

PPN［28：10］

PPN［28：10］

SZ［1：0］

SZ［1：0］

SZ［1：0］

SH

SH

SH

C

C

C

PR［1：0］

PR［1：0］

PR［1：0］

ASID［7：0］

ASID［7：0］

ASID［7：0］

VPN［31：10］

VPN［31：10］

VPN［31：10］

V

V

V

エントリ0

エントリ1

エントリ2

D

D

D

WT

WT

WT

PPN［28：10］ SZ［1：0］SH C PR［1：0］ASID［7：0］ VPN［31：10］Vエントリ63 D WT
 

図 6.6 UTLBの構成 
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【記号説明】 

VPN：仮想ページ番号 1Kバイトページのとき、仮想アドレスの上位 22ビット 

  4Kバイトページのとき、仮想アドレスの上位 20ビット 

  64Kバイトページのとき、仮想アドレスの上位 16ビット 

  1Mバイトページのとき、仮想アドレスの上位 12ビット 
 

ASID：アドレス空間識別子 仮想ページをアクセスできるプロセスを示します。 

 単一仮想記憶モードかつユーザモードか、多重仮想記憶モードのときで、SHビ 

 ットが 0ならアドレス比較の際に PTEH中の ASIDと比較されます。 
 

SH：共有状態ビット 0：複数のプロセスでページを共有しません。 

  1：複数のプロセスでページを共有します。 
 

SZ[1:0]：ページサイズビット ページサイズを指定します。 

 00：1Kバイトページ 

 01：4Kバイトページ 

 10： 64Kバイトページ 

 11：1Mバイトページ 

V：有効ビット エントリが有効かどうかを示します。 

 0：無効 

 1：有効 

 パワーオンリセット時に 0にクリアされます。 

 マニュアルリセット時には変化しません。 
 

PPN：物理ページ番号 物理アドレスの上位 22ビット 

 1Kバイトページのときは PPN[28:10]が有効です。 

 4Kバイトページのときは PPN[28:12]が有効です。 

 64Kバイトページのときは PPN[28:16]が有効です。 

 1Mバイトページのときは PPN[28:20]が有効です。 

 また PPNの設定においてはシノニム問題に注意してください 

 （「6.4.5 シノニム問題の回避」参照）。 
 

PR[1:0]：保護キーデータ ページのアクセス権をコードで表した 2ビットデータ 

 00：特権モードで読み出しのみ可能 

 01：特権モードで読み出し／書き込み可能 

 10：特権／ユーザモードで読み出しのみ可能 

 11：特権／ユーザモードで読み出し／書き込み可能 
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C：キャッシング可能ビット ページがキャッシング可能かどうか示します。 

 0：キャッシング不可能。 

 1：キャッシング可能。 

 制御レジスタ空間のマッピングを行う場合、このビットは 0にしてください。 
 

D：ダーティビット ページに書き込みが行われたかどうかを示します。 

 0：書き込みが行われていない。 

 1：書き込みが行われた。 
 

WT：ライトスルービット キャッシュへの書き込みモードを指定します。 

 0：コピーバックモード 

 1：ライトスルーモード 

31

・1Kバイトページ

10 9 0
仮想アドレス

31

・4Kバイトページ

12 11 0
仮想アドレス

31

・64Kバイトページ

16 15 0
仮想アドレス

31

・1Mバイトページ

20 19 0
仮想アドレス

VPN オフセット

VPN オフセット

VPN オフセット

VPN オフセット

28 10 9 0
物理アドレス

28 12 11 0
物理アドレス

28 16 15 0
物理アドレス

28 20 19 0
物理アドレス

PPN オフセット

PPN オフセット

PPN オフセット

PPN オフセット
 

図 6.7 ページサイズとアドレスの関係 
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6.3.2 命令 TLB（ITLB）の構成 

ITLBは命令アクセスのとき、仮想アドレスを物理アドレスへ変換するために用いられます。ITLBには UTLB

上に置かれるアドレス変換テーブルの情報がキャッシングされます。図 6.8に ITLBの構成を示します。ITLBは

フルアソシアティブの 4エントリで構成されています。 

PPN［28：10］

PPN［28：10］

PPN［28：10］

PPN［28：10］

SZ［1：0］

SZ［1：0］

SZ［1：0］

SZ［1：0］

SH

SH

SH

SH

C

C

C

C

PR

PR

PR

PR

ASID［7：0］

ASID［7：0］

ASID［7：0］

ASID［7：0］

VPN［31：10］

VPN［31：10］

VPN［31：10］

VPN［31：10］

V

V

V

V

エントリ0

エントリ1

エントリ2

エントリ3

【注】　1.　D、WTビットをサポートしません。
　　　　2.　PRビットが1ビットになり、UTLBのPRビットの上位1ビットに対応します。  

図 6.8 ITLBの構成 
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6.3.3 アドレス変換方式 

図 6.9に、UTLBを用いたメモリアクセスのフローを示します。 

SH＝0かつ
（MMUCR.SV＝0または

SR.MD＝0）

VPNs一致かつ
ASIDs一致かつ

V＝1

1エントリのみ一致

SR.MD?

ライトスルーモードで
キャッシュアクセス

データTLB
保護違反例外

初期ページ
書き込み例外

データTLB
保護違反例外

コピーバックモードで
キャッシュアクセス

R/W?R/W?

仮想アドレス（VA）に対するデータアクセス

VAが
P4領域

VA が 
P2領域

VA が 
P1領域

VAが
P0、U0、P3領域

Yes

Yes

No

No

No

Yes

Yes

Yes

No

1（特権）

PR? PR?

0（ユーザ）

D?

R/W?
WWW

RRR R

W
R/W?

WT?

C＝1かつ
CCR.OCE＝1

1

1

0

0

00 or 
01

10 11 01 or 11 00 or 10

MMUCR.AT＝1

Yes
No

データTLB
多重ヒット例外

データTLB
ミス例外

メモリアクセス
（キャッシング不可）内部リソースアクセス

1
0

CCR.OCE?

1
0

CCR.CB?

0

1

CCR.WT?

VPNs一致かつ
V＝1

1
0

CCR.OCE?

No

 

図 6.9 UTLBを用いたメモリアクセスフロー 
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図 6.10に ITLBを用いたメモリアクセスのフローを示します。 

SH＝0かつ
（MMUCR.SV＝0または

SR.MD＝0）

VPNs一致かつ
ASIDs一致かつ

V＝1

1エントリのみ一致

SR.MD?

命令TLB
保護違反例外

命令TLB
多重ヒット例外

キャッシュアクセス

仮想アドレス（VA）に対する命令アクセス

VAが
P4領域

VA が 
P2領域

VA が 
P1領域

VAが
P0、U0、P3領域

Yes

Yes

No

No

No

Yes

Yes

1（特権）

UTLBを検索

0（ユーザ）

ハードウェアITLB
ミスハンドリング

一致?

MMUCR.AT＝1

Yes
No

命令TLB
ミス例外

メモリアクセス
（キャッシング不可）内部リソースアクセス

1

0

VPNs一致かつ
V＝1

1
0

CCR.ICE?

Yes

No C＝1かつ
CCR.ICE＝1

No

PR?

ITLBへ登録
Yes

No

 

図 6.10 ITLBを用いたメモリアクセスフロー 
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6.4 MMUの機能 

6.4.1 MMUのハードウェア管理 

本 LSIがサポートするMMUの機能として次のものがあります。 

1. ソフトウェアがアクセスする仮想アドレスをデコードし、MMUCRの設定に従ってUTLB、ITLBを制御して

アドレス変換を行います。 

2. アドレス変換の際に読み出されたページ管理情報をもとに、キャッシュへのアクセス状態を判定します（C、

WTビット）。 

3. データアクセス、命令アクセスにおいて正常にアドレス変換が行われなかった場合、MMU例外の発生により

ソフトウェアに通知します。 

4. 命令アクセスでITLBにアドレス変換情報が登録されていないとき、UTLBを検索します。必要なアドレス変

換情報がUTLBに登録されていた場合、MMUCRのLRUIビットに従い、ITLBにそのアドレス変換情報をコピ

ーします。 

 

6.4.2 MMUのソフトウェア管理 

MMUに対するソフトウェアの処理として次のものがあります。 

1. MMU関連レジスタの設定。一部ハードウェアにより自動的に更新されるものもあります。 

2. TLBエントリの登録、削除、読み出し。UTLBエントリの登録にはLDTLB命令を用いる方法と、メモリ割り

付けUTLBに直接書き込む方法があります。ITLBエントリの登録はメモリ割り付けITLBに直接書き込む方法

しかありません。UTLB、ITLBエントリの削除と読み出しは、メモリ割り付けUTLB、ITLBをアクセスする

ことで可能です。 

3. MMU例外処理。MMU例外が発生したときにハードウェア側から設定された情報を元に処理を行います。 

 

6.4.3 MMUの命令（LDTLB） 

UTLBエントリを登録する命令として TLBロード命令（LDTLB）があります。LDTLB命令が発行されると、

本 LSIは PTEHと PTELの内容をURCビットが指し示すUTLBエントリにコピーします。LDTLB命令により ITLB

エントリの更新は行われませんので、UTLBエントリから追い出されたアドレス変換情報が ITLBエントリに残る

可能性があります。LDTLB命令はアドレス変換情報を変更する命令のため、必ず P1、P2領域のプログラムで発

行するようにしてください。LDTLB命令実行後、TLBが有効な領域へのアクセス（命令フェッチを含む）を行う

前に、以下の 1.～3.のどれかを実行してください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はTLBが有効な領域で構いません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 
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3. LDTLB命令実行前にあらかじめIRMCR.LT=0（初期値）と設定されていた場合には、特定の命令シーケンス

は不要です。しかしこの方法では、LDTLB命令の次命令を命令フェッチからやり直すため、CPUの処理性能

が低下しますのでご注意ください。 

ただし、方法 3.は今後の SuperHシリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperHシリーズでの互

換性を保証するためには、1.または 2.を用いることを推奨します。 

図 6.11に LDTLB命令の動作を示します。 

PPN [28：10]

PPN [28：10]

PPN [28：10]

SZ [1：0]

SZ [1：0]

SZ [1：0]

SH

SH

SH

C

C

C

PR [1：0]

PR [1：0]

PR [1：0]

ASID [7：0]

ASID [7：0]

ASID [7：0]

VPN [31：10]

VPN [31：10]

VPN [31：10]

V

V

V

エントリ0

エントリ1

エントリ2

D

D

D

WT

WT

WT

PPN [28：10] SZ [1：0］SH C PR [1：0］ASID [7：0] VPN [31：10] Vエントリ63 D WT

31 29 28 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

― ― V SZ1 PR[1:0] SZ0 C D SH WT

PTEL

書き込み

UTLB

31 10 9 8 7 0

― ASID

PTEH

31 26 25 24 23 18 17 16 15 10 9 8 7 3 2 1 0

LRUI ― URB ― ―URC SV

SQMD

― TI AT

MMUCR

VPN

10

PPN

エントリ指定

 

図 6.11 LDTLB命令の動作 

6.4.4 ハードウェア ITLBミスハンドリング 

本 LSIは命令アクセスの際、ITLBを検索して必要なアドレス変換情報を見つけられなかった（ITLBミス）場

合、ハードウェアにより UTLBを検索し、必要なアドレス変換情報があれば ITLBへの登録を行います。これを

ハードウェア ITLBミスハンドリングと呼びます。UTLBを検索しても必要なアドレス変換情報が見つからない場

合、命令 TLBミス例外を発生し、処理をソフトウェアへ移します。 
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6.4.5 シノニム問題の回避 

TLBエントリに 1K、4Kバイトページを登録するときにシノニム問題が発生する可能性があります。シノニム

問題とは、複数の仮想アドレスが 1つの物理アドレスにマッピングされる場合に、キャッシュの複数のエントリ

に同一の物理アドレスのデータが登録されてしまい、データの一致性を保証できなくなるという問題です。この

問題は命令 TLBや命令キャッシュではデータの読み出ししか行わないため発生しません。本 LSIではオペランド

キャッシュの高速動作のために仮想アドレスの[12:5]を用いて、エントリの指定を行います。しかし 1Kバイトペ

ージでは仮想アドレスの[12:10]が、4Kバイトページでは仮想アドレスの[12]がアドレス変換の対象になります。

このため変換後の物理アドレスの[12:10]と仮想アドレスの[12:10]が異なる可能性があります。 

このため UTLBエントリへのアドレス変換情報の登録には以下の制限が生じます。 

1. 複数の1KバイトページのUTLBエントリが同一の物理アドレスに変換されるアドレス変換情報をUTLBに登

録するとき、VPN[12:10]は必ず等しくなるようにしてください。 

2. 複数の4KバイトページのUTLBエントリが同一の物理アドレスに変換されるアドレス変換情報をUTLBに登

録するとき、VPN[12]は必ず等しくなるようにしてください。 

3. 1KバイトページのUTLBエントリの物理アドレスを、異なるページサイズのUTLBエントリで使用しないでく

ださい。 

4. 4KバイトページのUTLBエントリの物理アドレスを、異なるページサイズのUTLBエントリで使用しないでく

ださい。 

 

上記の制限はキャッシュを用いたアクセスを行う場合に限定されます。 
 

【注】 将来の SuperH RISC engineファミリ拡張に備えて、複数のアドレス変換情報が同一の物理メモリを使用する場合、

VPN[20:10]を等しくなるようにしてください。また異なるページサイズのアドレス変換情報で同一の物理アドレスを使

用しないでください。 
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6.5 MMU例外 
MMU例外には、命令 TLB多重ヒット例外、命令 TLBミス例外、命令 TLB保護違反例外、データ TLB多重ヒ

ット例外、データ TLBミス例外、データ TLB保護違反例外、初期ページ書き込み例外の 7つの例外があります。

各例外の発生条件については図 6.9と図 6.10を参照してください。 
 

6.5.1 命令 TLB多重ヒット例外 

命令 TLB多重ヒット例外は、命令アクセスした仮想アドレスに一致する ITLBエントリが複数存在した場合に

発生します。ハードウェア ITLBミスハンドリングにより UTLBを検索する際に UTLBで多重ヒットが発生した

場合も、命令 TLB多重ヒット例外となります。 

命令 TLB多重ヒット例外が発生するとリセットになり、キャッシュのコヒーレンシは保証しません。 

• ハードウェア処理 

命令TLB多重ヒット例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。 

2. 例外コードH'140をEXPEVTに設定します。 

3. リセット処理ルーチン（H'A000 0000）に分岐します。 

 

• ソフトウェア処理（リセットルーチン） 

リセット処理ルーチンで多重ヒットを発生させたITLBエントリを確認します。この例外はプログラムのデバ

ッグ時に用いるためのもので、通常はこの例外を発生させないでください。 
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6.5.2 命令 TLBミス例外 

命令 TLBミス例外は、ハードウェア ITLBミスハンドリングにより UTLBエントリに命令アクセスした仮想ア

ドレスに対応するアドレス変換情報が見つからなかったときに発生します。命令 TLBミス例外のハードウェアで

行われる処理と、ソフトウェアで行う処理は次のとおりです。これはデータ TLBミス例外時の処理と同じです。 

• ハードウェア処理 

命令TLBミス例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外が発生した仮想アドレスのVPNをPTEHに設定します。 

2. 例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。 

3. 例外コードH'040を、EXPEVTに設定します。 

4. 例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。もし例外が遅延スロットで発生した場合

は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。 

5. 例外が発生したときのSRの内容をSSRに設定します。そのときのR15をSGRに設定します。 

6. SRのMDビットを1に設定し、特権モードに切り替えます。 

7. SRのBLビットを1に設定し、これ以降の例外要求をマスクします。 

8. SRのRBビットを1に設定します。 

9. VBRの内容にオフセットH'0000 0400を加えたアドレスに分岐し、命令TLBミス例外処理ルーチンを開始しま

す。 

 

• ソフトウェア処理（命令TLBミス例外処理ルーチン） 

外部メモリのページテーブルを検索し、必要なページテーブルエントリを割り当てるのはソフトウェアの責

任です。必要なページテーブルエントリを探して割り当てるために、ソフトウェアでは次のように処理して

ください。 

1. 外部メモリのアドレス変換テーブルに記録されているページテーブルエントリのPPN、PR、SZ、C、D、SH、

V、WTの各ビットの値を、PTELに書き込みます。 

2. エントリ置き換えで置き換えられるエントリをソフトウェアで指定する場合、その値をMMUCRのURCに書

き込みます。このときURCがURBを超えるような場合、LDTLB命令発行後に適切な値に変更してください。 

3. LDTLB命令を実行させ、PTEH、PTELの内容をTLBに書き込みます。 

4. 最後に、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行させ、例外処理ルーチンを終わらせ、制御を通常の流れに

戻してください。ただし、LDTLB命令の次の命令以降にRTE命令を発行してください。 
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6.5.3 命令 TLB保護違反例外 

命令 TLB保護違反例外は、命令アクセスした仮想アドレスに一致するアドレス変換情報が ITLBエントリに存

在するにもかかわらず、実際のアクセスタイプが PRビットで指定されるアクセス権で許されていない場合に発生

します。命令 TLB保護違反例外のハードウェアで行われる処理と、ソフトウェアで行う処理は次のとおりです。 

• ハードウェア処理 

命令TLB保護違反例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外が発生した仮想アドレスのVPNをPTEHに設定します。 

2. 例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。 

3. 例外コードH'0A0をEXPEVTに設定します。 

4. 例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。もし例外が遅延スロットで発生した場合

は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。 

5. 例外が発生したときのSRの内容をSSRに設定します。そのときのR15をSGRに設定します。 

6. SRのMDビットを1に設定し、特権モードに切り替えます。 

7. SRのBLビットを1に設定し、これ以降の例外要求をマスクします。 

8. SRのRBビットを1に設定します。 

9. VBRの内容にオフセットH'0000 0100を加えたアドレスに分岐し、命令TLB保護違反例外処理ルーチンを開始

します。 

 

• ソフトウェア処理（命令TLB保護違反例外処理ルーチン） 

命令TLB保護違反を解決し、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行させ、例外処理ルーチンを終わらせ、

制御を通常の流れに戻してください。ただしLDTLB命令の次の命令以降にRTE命令を発行してください。 
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6.5.4 データ TLB多重ヒット例外 

データ TLB多重ヒット例外は、データアクセスした仮想アドレスに一致する UTLBエントリが複数存在した場

合に発生します。 

データ TLB多重ヒット例外が発生するとリセットになり、キャッシュのコヒーレンシは保証しません。また例

外発生以前の UTLB内の PPNの内容は壊れることがあります。 

• ハードウェア処理 

データTLB多重ヒット例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。 

2. 例外コードH'140をEXPEVTに設定します。 

3. リセット処理ルーチン（H'A000 0000）に分岐します。 

 

• ソフトウェア処理（リセットルーチン） 

リセット処理ルーチンで多重ヒットを発生させたUTLBエントリを確認します。この例外はプログラムのデ

バッグ時に用いるためのもので、通常はこの例外を発生させないでください。 

 

6.5.5 データ TLBミス例外 

データ TLBミス例外は、データアクセスした仮想アドレスに対応するアドレス変換情報が UTLB内に見つから

なかったときに発生します。データ TLBミス例外のハードウェアで行われる処理と、ソフトウェアで行う処理は

次のとおりです。 

• ハードウェア処理 

データTLBミス例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外が発生した仮想アドレスのVPNをPTEHに設定します。 

2. 例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。 

3. 読み出しのとき例外コードH'040を、書き込みのとき例外コードH'060を、EXPEVTに設定します（OCBP、

OCBWB：読み出し； OCBI、MOVCA.L：書き込み）。 

4. 例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。もし例外が遅延スロットで発生した場合

は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。 

5. 例外が発生したときのSRの内容をSSRに設定します。そのときのR15をSGRに設定します。 

6. SRのMDビットを1に設定し、特権モードに切り替えます。 

7. SRのBLビットを1に設定し、これ以降の例外要求をマスクします。 

8. SRのRBビットを1に設定します。 

9. VBRの内容にオフセットH'0000 0400を加えたアドレスに分岐し、データTLBミス例外処理ルーチンを開始し

ます。 
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• ソフトウェア処理（データTLBミス例外処理ルーチン） 

外部メモリのページテーブルを検索し、必要なページテーブルエントリを割り当てるのはソフトウェアの責

任です。必要なページテーブルエントリを探して割り当てるために、ソフトウェアでは次のように処理して

ください。 

1. 外部メモリのアドレス変換テーブルに記録されているページテーブルエントリのPPN、PR、SZ、C、D、SH、

V、WTの各ビットの値を、PTELに書き込みます。 

2. エントリ置き換えで置き換えられるエントリをソフトウェアで指定する場合、その値をMMUCRのURCに書

き込みます。このときURCがURBを超えるような場合、LDTLB命令発行後に適切な値に変更してください。 

3. LDTLB命令を実行させ、PTEH、PTELの内容をUTLBに書き込みます。 

4. 最後に、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行させ、例外処理ルーチンを終わらせ、制御を通常の流れに

戻してください。ただし、LDTLB命令の次の命令以降にRTE命令を発行してください。 
 

6.5.6 データ TLB保護違反例外 

データ TLB保護違反例外は、データアクセスした仮想アドレスに一致するアドレス変換情報が UTLBエントリ

に存在するにもかかわらず、実際のアクセスタイプが PRビットで指定されるアクセス権で許されていない場合に

発生します。データ TLB保護違反例外のハードウェアで行われる処理と、ソフトウェアで行う処理は次のとおり

です。 

• ハードウェア処理 

データTLB保護違反例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外が発生した仮想アドレスのVPNをPTEHに設定します。 

2. 例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。 

3. 読み出しのとき例外コードH'0A0を、書き込みのとき例外コードH'0C0を、EXPEVTに設定します（OCBP、

OCBWB：読み出し； OCBI、MOVCA.L：書き込み）。 

4. 例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。もし例外が遅延スロットで発生した場合

は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。 

5. 例外が発生したときのSRの内容をSSRに設定します。そのときのR15をSGRに設定します。 

6. SRのMDビットを1に設定し、特権モードに切り替えます。 

7. SRのBLビットを1に設定し、これ以降の例外要求をマスクします。 

8. SRのRBビットを1に設定します。 

9. VBRの内容にオフセットH'0000 0100を加えたアドレスに分岐し、データTLB保護違反例外処理ルーチンを開

始します。 
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• ソフトウェア処理（データTLB保護違反例外処理ルーチン） 

データTLB保護違反を解決し、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行させ、例外処理ルーチンを終わらせ、

制御を通常の流れに戻してください。ただしLDTLB命令の次の命令以降にRTE命令を発行してください。 

 

6.5.7 初期ページ書き込み例外 

初期ページ書き込み例外は、データアクセス（書き込み）した仮想アドレスに一致するアドレス変換情報がUTLB

エントリに存在し、アクセス権も許されているにもかかわらず、Dビットが 0であった場合に発生します。初期

ページ書き込み例外のハードウェアで行われる処理と、ソフトウェアで行う処理は次のとおりです。 

• ハードウェア処理 

初期ページ書き込み例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外が発生した仮想アドレスのVPNをPTEHに設定します。 

2. 例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。 

3. 例外コードH'080をEXPEVTに設定します。 

4. 例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。もし例外が遅延スロットで発生した場合

は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。 

5. 例外が発生したときのSRの内容をSSRに設定します。そのときのR15をSGRに設定します。 

6. SRのMDビットを1に設定し、特権モードに切り替えます。 

7. SRのBLビットを1に設定し、これ以降の例外要求をマスクします。 

8. SRのRBビットを1に設定します。 

9. VBRの内容にオフセットH'0000 0100を加えたアドレスに分岐し、初期ページ書き込み例外処理ルーチンを開

始します。 

 

• ソフトウェア処理（初期ページ書き込み例外処理ルーチン） 

ソフトウェアの責任で、次のように処理してください。 

1. 外部メモリから必要なページテーブルエントリを探し出します。 

2. 外部メモリのページテーブルエントリのDビットに1を書き込んでください。 

3. 外部メモリに記憶されているページテーブルエントリのPPN、PR、SZ、C、D、WT、SH、Vのビットの値を

PTELに書き込みます。 

4. エントリ置き換えで置き換えられるエントリをソフトウェアで指定する場合、その値をMMUCRのURCに書

き込みます。このときURCがURBを超えるような場合、LDTLB命令発行後に適切な値に変更してください。 

5. LDTLB命令を実行させ、PTEH、PTELの内容をUTLBに書き込みます。 

6. 最後に、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行させ、例外処理ルーチンを終わらせ、制御を通常の流れに

戻してください。ただし、LDTLB命令の次の命令以降にRTE命令を発行してください。 
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6.6 メモリ割り付け TLBの構成 

ITLBおよび UTLBをソフトウェアで管理するために、特権モードのとき、P2領域のプログラムからMOV命令

によって ITLBおよび UTLBの内容の読み出し、書き込みが可能です。別の領域のプログラムからアクセスする

場合、動作の保証はありません。 

メモリ割り付け TLBアクセス後、P2領域以外へのアクセス（命令フェッチを含む）を行う前に、以下の 1～3

のどれかを実行してください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はP2領域以外でかまいません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

3. メモリ割り付けTLBアクセスの前にあらかじめIRMCR.MT＝0（初期値）と設定されていた場合には、特定の

命令シーケンスは不要です。しかしこの方法では、MMUCR更新命令の次命令を命令フェッチからやり直す

ため、CPUの処理性能が低下しますのでご注意ください。 

ただし、方法 3は今後の SuperHシリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperHシリーズでの互

換性を保証するためには、1または 2を用いることを推奨します。 

ITLBおよび UTLBは仮想アドレス空間の P4領域に割り付けられています。ITLBでは VPN、V、ASIDをアド

レスアレイとして、PPN、V、SZ、PR、C、SHをデータアレイとしてアクセス可能です。 

UTLBでは VPN、D、V、ASIDをアドレスアレイとして、PPN、V、SZ、PR、C、D、WT、SHをデータアレイ

としてアクセス可能です。Vと Dはアドレスアレイ側からとデータアレイ側からの両方からアクセスできるよう

になっています。アクセスサイズはロングワードサイズのみ可能です。この領域に対して命令フェッチは行えま

せん。リザーブビットに対しては、書き込み値として 0を指定してください。読み出し値は保証しません。 

6.6.1 ITLBアドレスアレイ 

ITLBのアドレスアレイは P4領域の H'F200 0000～H'F2FF FFFFに割り付けられています。アドレスアレイのア

クセスには、32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定（書き込み時）

が必要です。アドレス部はアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部にはアドレスアレイ

に書き込む VPN、V、ASIDを指定します。 

アドレス部は、[31:24]が ITLBアドレスアレイを示す H'F2になっており、[9:8]でエントリを選択するようにな

っています。アドレス部[1:0]はロングワードアクセスのため 0を指定してください。 

データ部は、[31:10]が VPNを、[8]が Vを、[7:0]が ASIDを示します。 

ITLBアドレスアレイに対しては以下の 2種類の操作が可能です。 

1. ITLBアドレスアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたエントリに対応するITLBエントリから、データ部へVPN、V、ASIDを読み出します。 

2. ITLBアドレスアレイ 書き込み 

アドレス部に設定されたエントリに対応するITLBエントリに対して、データ部で指定されたVPN、V、ASID

を書き込みます。 
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アドレス部

31 23 0

1 1 1 1 0 0 1 0 00E

データ部

31 10 9 0

VVPN

VPN：
V：
 E：
*：

24

仮想ページ番号
有効ビット
エントリ
Don't care

10 9 8 7 2 1

9 8 7

ASID

ASID：
：
アドレス空間識別子
リザーブビット
（書き込むときは0を書き込んでください。
　読み出すと不定値が読み出されます。）

* * * * * * * * * * * * *

 

図 6.12 メモリ割り付け ITLBアドレスアレイ 

6.6.2 ITLBデータアレイ 

ITLBのデータアレイは P4領域の H'F300 0000～H'F37F FFFFに割り付けられています。データアレイのアクセ

スには、32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定（書き込み時）が

必要です。アドレス部はアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部にはデータアレイ 1に

書き込む PPN、V、SZ、PR、C、SHを指定します。 

アドレス部は、[31:23]が ITLBデータアレイを示す H'F30になっており、[9:8]でエントリを選択するようになっ

ています。 

データ部は、[28:10]が PPNを、[8]が Vを、[7]、[4]が SZを、[6]が PRを、[3]が Cを、[1]が SHを示します。 

ITLBデータアレイに対しては以下の 2種類の操作が可能です。 

1. ITLBデータアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたエントリに対応するITLBエントリから、データ部へPPN、V、SZ、PR、C、SHを読

み出します。 

2. ITLBデータアレイ 書き込み 

アドレス部に設定されたエントリに対応するITLBエントリに対して、データ部で指定されたPPN、V、SZ、

PR、C、SHを書き込みます。 

アドレス部
31 23 0

1 1 1 1 0 0 01 1 00E

データ部

PPN：
V：
E：

SZ：
*：

24

物理ページ番号
有効ビット
エントリ
ページサイズビット
Don't care

10 9 8 7 2 1

PR：
C：

SH：
：

保護キーデータ
キャッシング可能ビット
共有状態ビット
リザーブビット
（書き込むときは0を書き込んでください。
　読み出すと不定値が読み出されます。）

31 2 1 0

V

10 9 8 730 2928 4 36 5

SZ SHPR

CPPN

* * * * * * * * * * * * * * * * * * *

 

図 6.13 メモリ割り付け ITLBデータアレイ 
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6.6.3 UTLBアドレスアレイ 

UTLBのアドレスアレイは P4領域の H'F600 0000～H'F60F FFFFに割り付けられています。アドレスアレイのア

クセスには、32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定（書き込み時）

が必要です。アドレス部はアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部にはアドレスアレイ

に書き込む VPN、D、V、ASIDを指定します。 

アドレス部は、[31:20]が UTLBアドレスアレイを示す H'F60になっており、[13:8]でエントリを選択するように

なっています。アドレス部[7]の連想ビット（Aビット）は、UTLBアドレスアレイへの書き込みのときのアドレ

ス比較の有無を指定します。 

データ部は、[31:10]が VPNを、[9]が Dを、[8]が Vを、[7:0]が ASIDを示します。 

UTLBアドレスアレイに対しては以下の 3種類の操作が可能です。 

1. UTLBアドレスアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたエントリに対応するUTLBエントリから、データ部へVPN、D、V、ASIDを読み出し

ます。読み出す場合、アドレス部に指定される連想ビットは1でも0でも連想動作は行いません。 

2. UTLBアドレスアレイ 書き込み（連想なし） 

アドレス部に設定されたエントリに対応するUTLBエントリに対して、データ部で指定されたVPN、D、V、

ASIDを書き込みます。アドレス部のAビットは0にしてください。 

3. UTLBアドレスアレイ 書き込み（連想あり） 

アドレス部のAビットが1で書き込みのとき、データ部で指定されたVPNとPTEH.ASIDを用い、UTLBの全エ

ントリとの間で比較が行われます。比較は通常のアドレス比較の規則に従いますが、UTLBにミスした場合

は例外は発生せずノーオペレーションとなります。比較によりデータ部で指定したVPNに対応するUTLBエ

ントリが存在した場合、そのエントリに対してデータ部で指定したDとVを書き込みます。この連想動作は

ITLBに対しても同時に行われ、ITLB内に一致するエントリが存在した場合はそのエントリに対してVを書き

込みます。UTLBでの比較でノーオペレーションとなってもITLBで一致していればITLB側にのみ書き込みは

行います。またUTLBとITLBの両方で一致した場合、UTLBの情報がITLBへも書き込まれます。 

アドレス部

データ部

VPN：
V：
E：
D：
*：

仮想ページ番号
有効ビット
エントリ
ダーティビット
Don't care

ASID：
A：
：

アドレス空間識別子
連想ビット
リザーブビット
（書き込むときは0を書き込んでください。
　読み出すと不定値が読み出されます。）

31 0

VD

10 9 8 7

A

8 7 2 1

ASIDVPN

31 23 20 0

1 1 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0E

24 14 13

* * * * * * * * * **

 

図 6.14 メモリ割り付け UTLBアドレスアレイ 
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6.6.4 UTLBデータアレイ 

UTLBのデータアレイは P4領域の H'F700 0000～H'F70F FFFFに割り付けられています。データアレイのアクセ

スには、32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定（書き込み時）が

必要です。アドレス部はアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部にはデータアレイに書

き込む PPN、V、SZ、PR、C、D、SH、WTを指定します。 

アドレス部は、[31:20]が UTLBデータアレイを示す H'F70になっており、[13:8]でエントリを選択するようにな

っています。 

データ部は、[28:10]が PPNを、[8]が Vを、[7]、[4]が SZを、[6:5]が PRを、[3]が Cを、[2]が Dを、[1]が SH

を、[0]がWTを示します。 

UTLBデータアレイに対しては以下の 2種類の操作が可能です。 

1. UTLBデータアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたエントリに対応するUTLBエントリから、データ部へPPN、V、SZ、PR、C、D、SH、

WTを読み出します。 

2. UTLBデータアレイ 書き込み 

アドレス部に設定されたエントリに対応するUTLBエントリに対して、データ部で指定されたPPN、V、SZ、

PR、C、D、SH、WTを書き込みます。 

アドレス部

データ部

PPN：
V：
E：

SZ：
D：
*：

物理ページ番号
有効ビット
エントリ
ページサイズビット
ダーティビット
Don't care

PR：
C：

SH：
WT：
：

保護キーデータ
キャッシング可能ビット
共有状態ビット
ライトスルービット
リザーブビット
（書き込むときは常に0を書き込んでください。
　読み出すと不定値が読み出されます。）

31 2 1 0

V

10 9 8 72928 4 36 5

PR CPPN

31 0

1 1 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 E

1920 8 714 13

D

SZ SH WT

* ** * * * * *** * * * *

 

図 6.15 メモリ割り付け UTLBデータアレイ 
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6.7 32ビットアドレス拡張モード 
本 LSIは PASCRレジスタの SEビットを 1に設定することで、29ビットの物理アドレス空間を扱う 29ビット

アドレスモードから、32ビットの物理アドレス空間を扱う 32ビットアドレス拡張モードに変更することができま

す。 

P1(0.5GB) P1/P2
(1GB)

0.5GB

4GB

U0/P0
(2GB)

U0/P0
(2GB)

P2(0.5GB)

P3(0.5GB) P3(0.5GB)

P4(0.5GB) P4(0.5GB)

仮想アドレス空間 29ビット
アドレス空間

仮想アドレス空間 32ビット
アドレス空間

29ビット物理アドレス空間（通常モード） 32ビット物理アドレス空間（拡張モード） 

図 6.16 物理アドレス空間（32ビットアドレス拡張モード） 

6.7.1 32ビットアドレス拡張モード概要 

32ビットアドレス拡張モードでは、29ビットアドレスモードではアドレス変換対象外である P1/P2領域の仮想

アドレスを、32ビットの物理アドレス空間にマッピングする特権空間マッピングバッファ（PMB）を導入します。

また、既存の TLB（UTLB/ITLB）のアドレス変換対象領域についても、UTLB/ITLBの PPNフィールドの上位 3

ビットを拡張して、TLB変換後のアドレスが 32ビットの物理アドレスを扱えるようになります。 

また、キャッシュの動作は、29ビットアドレスモードでは固定的に P1領域はキャッシング可能、P2領域はキ

ャッシング不可ですが、32ビットアドレス拡張モードでは P1、P2領域とも PMBの CビットおよびWTビットに

従うようになります。 
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6.7.2 32ビットアドレス拡張モードへの切り替え 

本 LSIはパワーオンリセット後は 29ビットアドレスモードです。PASCRレジスタの SEビットに 1を書き込む

ことで、32ビットアドレス拡張モードへと遷移します。32ビットアドレス拡張モードではMMUの動作は次の様

になります。 

1. MMUCR.AT＝0のとき、U0/P0/P3領域の仮想アドレスはそのまま32ビット物理アドレスとなります。P1/P2領

域のアドレスはPMBマッピング情報に従いアドレス変換されます。 

PMBの仮想ページ番号の上位2ビット（VPN[31:30]）には、P1/P2領域を指し示すように必ずB'10を設定して

ください。B'10以外の値を設定した場合の動作は保証しません。 

2. MMUCR.AT＝1のとき、U0/P0/P3領域の仮想アドレスはTLB変換情報に従い32ビット物理アドレスに変換さ

れます。P1/P2領域のアドレスはPMBマッピングの情報に従いアドレス変換されます。 

PMBの仮想ページ番号の上位2ビット（VPN[31:30]）には、P1/P2領域を指し示すように必ずB'10を設定して

ください。B'10以外の値を設定した場合の動作は保証しません。 

3. 制御レジスタ領域（H'FC00 0000～H'FFFF FFFF）は、MMUCR.ATにかかわらず、物理アドレスの[31:29]がB'111

となります。制御レジスタ領域をUTLBに登録してアクセスする場合には、PPN[31:29]にはB'111を設定して

ください。 
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6.7.3 特権空間マッピングバッファ（PMB）構成 

32ビットアドレス拡張モードでは、P1/P2領域の仮想アドレスは PMBマッピング情報に従いアドレス変換され

ます。PMBは 16エントリで各エントリは以下の構成です。 

PPN［31：24］

PPN［31：24］

PPN［31：24］

SZ［1：0］

SZ［1：0］

SZ［1：0］

C

C

C

UB

UB

UB

VPN［31：24］

VPN［31：24］

VPN［31：24］

V

V

V

エントリ0

エントリ1

エントリ2

WT

WT

WT

PPN［31：24］ SZ［1：0］ C UBVPN［31：24］Vエントリ15 WT
 

図 6.17 PMBの構成 

【記号説明】 

VPN：仮想ページ番号 

 16Mバイトページのとき、仮想アドレスの上位 8ビット 

 64Mバイトページのとき、仮想アドレスの上位 6ビット 

 128Mバイトページのとき、仮想アドレスの上位 5ビット 

 512Mバイトページのとき、仮想アドレスの上位 3ビット 

【注】 VPNの上位２ビットは、P1/P2領域を指し示すように必ず B'10を設定してください。 

SZ ：ページサイズビット 

 ページサイズを指定します。 

 00：16Mバイトページ 

 01：64Mバイトページ 

 10：128Mバイトページ 

 11：512Mバイトページ 

V ：有効ビット 

 エントリが有効かどうかを示します。 

 0：無効 

 1：有効 

 パワーオンリセット時に 0にクリアされます。 

 マニュアルリセット時に変化しません。 
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PPN：物理ページ番号 

 物理アドレスの上位 8ビット 

 16Mバイトページのとき、PPN[31:24]が有効 

 64Mバイトページのとき、PPN[31:26]が有効 

 128Mバイトページのとき、PPN[31:27]が有効 

 512Mバイトページのとき、PPN[31:29]が有効 

C ：キャッシング可能ビット 

 ページがキャッシング可能かどうかを示します。 

 0：キャッシング不可能 

 1：キャッシング可能 

WT ：ライトスルービット 

 キャッシュへの書き込みモードを指定します。 

 0：コピーバックモード 

 1：ライトスルーモード 

UB ：バッファドライトビット 

 バッファドライトするかどうかを指定します。 

 0：バッファドライト（ライト完了を待たずに後続命令のデータアクセスを開始する） 

 1：アンバッファドライト（ライト完了を待ち後続命令のデータアクセスを開始する） 
 

6.7.4 PMBの機能 

本 LSIがサポートする PMBの機能を以下に示します。 

1. PMBへの書き込みはメモリ割り付けライトでのみ行えます。LDTLBでの登録はできません。 

2. PMBマッピング対象であるP1/P2領域のアクセスするアドレスは必ずPMB登録されていることをソフトウェ

アで保証してください。PMBに変換情報がないP1/P2領域のアドレスにアクセスがあった場合、本LSIはTLB

リセットとなります。このとき、TEAにはTLBリセットの原因となったP1/P2領域へのアクセスアドレスが、

EXPEVTにはコードH'140が格納されます。 

3. 本LSIはPMBが多重ヒットを起こした場合の動作を保証しません。ソフトウェアは十分注意してPMBマッピ

ング情報を登録してください。 

4. PMBには連想ライトの機能はありません。 

5. PMBにはPRフィールドは存在せず、リード／ライトのプロテクションを施すことはできません。PMBのアド

レス変換対象はP1/P2アドレスなので、ユーザモードでのアクセスではアドレスエラー例外が発生します。 

6. ITLBにはハードウェアITLBミスハンドリングによりUTLBとPMBの両方のエントリが混在して登録されま

す。ただしVPN[31:30]が10か否かで、UTLBから登録されたものかPMBから登録されたものか識別できます。

PMBのエントリがITLBに登録される際に、PMBに存在しないフィールドであるASIDにはH'00、PRには01、

SHには1が登録されます。 
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6.7.5 メモリ割り付け PMBの構成 

PMBをソフトウェアで管理するために、特権モードのとき、P1/P2領域のプログラムからMOV.L命令によって

PMBの内容の読み出し、書き込みが可能です。PMBのアドレスアレイは P4領域の H'F610 0000～H'F61F FFFFに、

PMBのデータアレイは P4領域の H'F710 0000～H'F71F FFFFに割り付けられています。PMBでは VPN、Vをアド

レスアレイとして、PPN、V、SZ、C、WT、UBをデータアレイとしてアクセス可能です。Vはアドレスアレイ側

からとデータアレイ側からの両方からアクセスできるようになっています。PMBメモリ割り付けアクセスを実行

するプログラムは、PMB.C＝0に設定したページの領域に配置してください。 

1. PMBアドレスアレイリード 

アドレスとして[31:20]にPMBアドレスアレイを示すH'F61、[11:8]にエントリを指定してメモリ読み出しを行

うと、[31:24]にVPN、[8]にVが読み出されます。 

2. PMBアドレスアレイライト 

アドレスとして[31:20]にPMBアドレスアレイを示すH'F61、[11:8]にエントリを指定し、データとして[31:24]

にVPN、[8]にVを指定しててメモリ書き込みを行うと、指定したエントリに書き込まれます。 

3. PMBデータアレイリード 

アドレスとして[31:20]にPMBデータアレイを示すH'F71、[11:8]にエントリを指定してメモリ読み出しを行う

と、[31:24]にPPN、[9]にUB、[8]にV、[7][4]にSZ、[3]にC、[0]にWTが読み出されます。 

4. PMBデータアレイライト 

アドレスとして[31:20]にPMBデータアレイを示すH'F71、[11:8]にエントリを指定し、データとして[31:24]に

PPN、[9]にUB、[8]にV、[7][4]にSZ、[3]にC、[0]にWTを指定してメモリ書き込みを行うと、指定したエント

リに書き込まれます。 

アドレス部

データ部

VPN：
V：
E：

仮想ページ番号
有効ビット
エントリ

：リザーブビット
（書き込むときは0を書き込んでください。
　読み出すと不定値が読み出されます。）

31 0

V

89 7

8 7

VPN

31 1920 0

1 1 1 1 0 0 0 0 0 01 1 0 1 E

2324

12 11

 

図 6.18 メモリ割り付け PMBアドレスアレイ 
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アドレス部

データ部

PPN：
V：
E：

SZ：

物理ページ番号
有効ビット
エントリ
ページサイズビット

UB：
C：

WT：
：

バッファドライトビット
キャッシング可能ビット
ライトスルービット
リザーブビット
（書き込むときは常に0を書き込んでください。
　読み出すと不定値が読み出されます。）

31 2 1 0

VUB

10 9 8 7 4 36 5

CPPN

31 0

1 1 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 01 E

2324

1920 8 712 11

SZ WT

 

図 6.19 メモリ割り付け PMBデータアレイ 

6.7.6 32ビットアドレス拡張モード使用時の注意事項 

32ビットアドレス拡張モードを使用する場合、本章ですでに述べた事項が以下のように拡張または変更されま

すので、注意してください。 
 

（1） PASCR.SE 

制御レジスタ PASCR[31]に SEビットが追加になります。また、UB[6:0]は無効になります（UB[7]は 32ビット

アドレス拡張モードでも有効です）。 

バッファドライトになるか否かは、P1/P2領域に対するライトでは PMBの UBビットにより制御されます。

P0/P3/U0領域に対するライトでは、MMUがイネーブルの場合 TLBの UBビットにより制御され、MMUがディ

スエーブルの場合、常にバッファドライトになります。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 SE 0 R/W アドレスモード 

0：29ビットアドレスモード 

1：32ビットアドレス拡張モード 

30～8 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

7～0 UB すべて 0 R/W エリア（64Mバイト）ごとのバッファドライト制御 

キャッシュを使わない書き込み時に CPUが書き込みの完了を待つかどう

かをエリアごとに指定します。 

0：CPUは書き込みの完了を待ちません 

1：CPUは書き込みが完了するまでストールして待ちます。 

UB [7]：制御レジスタ領域のバッファドライト制御 

UB [6:0]：エリア（64Mバイト）ごとのバッファドライト制御（32ビッ

トアドレス拡張モードでは無効） 
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（2） ITLB 

ITLBの PPNフィールドが[31:10]へ拡張されます。 
 

（3） UTLB 

UTLBの各エントリに PMBの UBビットと同じ意味の UBビットが追加になります。 

UB ：バッファドライトビット 

 バッファドライトするかどうかを指定します。 

 0：バッファドライト（ライト完了を待たずに後続処理を開始する） 

 1：アンバッファドライト（ライト完了を待ち後続処理を開始する） 

UBビットはメモリ割り付け TLBアクセスではデータアレイのビット[9]でリード／ライトが行えます。 
 

（4） PTEL 

UTLBと同様に PTELレジスタのビット[9]に PMBの UBビットと同じ意味の UBビットが追加になります。 

この UBビットは LDTLB命令によって UTLBの UBビットへ書き込まれます。また PPNフィールドが[31:10]

に拡張されます。 
 

（5） CCR.CB 

CCRレジスタの CBビットは無効になります。P1領域に対するキャッシャブルライトがコピーバックモードに

なるか、ライトスルーモードになるかは、PMBのWTビットに従います。 
 

（6） IRMCR.MT 

IRMCRのMTビットが、メモリ割り付け PMBライトに対しても有効になります。 
 

（7） QACR0、QACR1 

QACR0、QACR1レジスタの AREA0[4:2]、AREA[4:2]がそれぞれ AREA0[7:2]、AREA1[7:2]に拡張され、物理ア

ドレス 31～26に対応します。 
 

（8） LSA0、LSA1、LDA0、LDA1 

L0SADR、L1SADR、L0DADR、L1DADRがそれぞれ[31:0]に拡張されます。 
 

また、32ビットアドレスモード使用時にはソフトウェアは以下の点に注意してください。 

1. SEビットの切り替えは、パワーオンリセットまたはマニュアルリセット後のキャッシュとTLBがオフのブー

トルーチンで0から1への切り替えのみサポートされています。 

2. SEビット切り替え後、そのプログラムの配置されている領域自体がPMBアドレス変換対象となりますので、

SEビットの切り替えに先立ってPMBへの登録が必要です。例外ハンドラなど、P1/P2領域へアクセスされる

可能性のあるアドレスについても必ずPMBへの登録を行ってください。 

3. SEビットを切り替えるMOV.L命令の前にあるオペランドメモリアクセスが外部メモリアクセスを起こす場

合、両アドレスモードでアクセスされる外部メモリ空間アドレスが異ならないようにしてください。 
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4. PMBの登録時にVビットがアドレスアレイとデータアレイの両方にマッピングされていることに注意してく

ださい。すなわち、1回目の一方への書き込みではV＝0を、2回目の他方への書き込みではV＝1を書き込んで

ください。 

 

6.8 使用上の注意事項 

MMUCR.URCにソフトウェアで書き込まずに、LDTLB命令を実行する場合は、下記の(1)または(2)のどちらか

を行ってください。 

（1） 29ビットアドレスモードの時は、次の(a)および(d)の両方を行ってください。32ビットアドレスモードの

時は、(a)から(d)をすべて行ってください。 

（a） TLBミス例外処理ルーチン*1は P1あるいは P2領域のみに配置して、TLBミス例外処理ルーチンでの命令

アクセス*3は P1あるいは P2領域のみになるようにしてください。 

（b） TLBミス例外処理ルーチン*1での命令アクセス*3は、PMBの１ページのみを使用してください。かつ、PMB

のページの最後 64バイトに置かないでください。（32ビットアドレスの場合のみ） 

（c） MMU関係例外*2処理ルーチンで UTLBに登録する際は、次の 1.と 2.の両方の条件に従ってください。（32

ビットアドレスの場合のみ） 

1. TLBミス例外が発生した時、次の２回の動作で例外が発生したページをUTLBに登録する方法は行わないでく

ださい。 

• TLBミス例外を発生させた命令を再実行するときに保護違反例外が起こるような保護キーデータを指定し

て、TLBミス例外が発生したページをUTLBに登録する。 

• 保護違反例外の例外処理ルーチンで保護違反例外が起こらない保護キーデータを指定してUTLBに登録し、

保護違反例外を発生させた命令を再実行する。 

2. 初期書き込み例外が発生し、一度ダーティビットに1を設定したソフトウェアが意図的にTLBから抹消したり

ダーティビットを0にしたページは除きます。 

 

（d） MMU関係例外処理ルーチンでは FDIV命令または FSQRT命令をしようしないでください。 
 

（2） TLBミス例外が発生した際は、MMUCR.URCに１を加算してから LDTLB命令を実行してください。 
 

【注】 *1 例外処理ルーチン：例外発生時の VBR＋オフセットの番地から、元のプログラムに復帰する RTEおよび RTEの

遅延スロットに至るまでに実行されるすべての命令を意味します。 

 *2 MMU関係例外：命令 TLBミス例外、命令 TLBミス保護違反例外、データ TLBミス例外、データ TLB保護違反例

外、初期ページ書き込み例外を意味します。 

 *3 命令アクセス：PREFI命令と ICBI命令によるアクセスを含みます。 
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7. キャッシュ 

本 LSIは命令用に 32Kバイトの命令キャッシュ（IC）を、データ用に 32Kバイトのオペランドキャッシュ（OC）

を内蔵しています。 

7.1 特長 

キャッシュの特長を表 7.1に示します。 

本 LSIでは、外部メモリへの高速な書き込みを行うために 32バイト×2のストアキュー（SQ）をサポートしま

す。SQの特長を表 7.2に示します。 
 

表 7.1 キャッシュの特長 

項目 命令キャッシュ オペランドキャッシュ 

容量 32Kバイトキャッシュ 32Kバイトキャッシュ 

方式 4ウェイセットアソシアティブ、 

仮想アドレスインデックス／物理アドレスタグ 

4ウェイセットアソシアティブ、 

仮想アドレスインデックス／物理アドレスタグ 

ラインサイズ 32バイト 32バイト 

エントリ数 256エントリ／ウェイ 256エントリ／ウェイ 

書き込み方式 － コピーバック／ライトスルー選択可能 

置換方式 LRU（Least Recently Used）アルゴリズム LRU（Least Recently Used）アルゴリズム 

 

表 7.2 ストアキューの特長 

項目 ストアキュー 

容量 2×32バイト 

アドレス H'E000 0000～H'E3FF FFFF 

ライト ストア命令（1サイクルライト） 

ライトバック プリフェッチ命令（PREF命令） 

アクセス権 MMUディスエーブル時：MMU制御レジスタ（MMUCR）の SQMDビットによる 

MMUイネーブル時：個々のページ PRによる 

 

本 LSIのオペランドキャッシュは 4ウェイセットアソシアティブ方式で、おのおののウェイは 256本のキャッ

シュラインから構成されます。図 7.1にオペランドキャッシュの構成を示します。 

命令キャッシュは 4ウェイセットアソシアティブ方式で、おのおののウェイは 256本のキャッシュラインから

構成されます。図 7.2に命令キャッシュの構成を示します。 
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図 7.2 命令キャッシュの構成 

（1） タグ 

キャッシュされるデータラインの物理アドレス29ビットの上位19ビットを格納します。タグはパワーオンリ

セット、マニュアルリセットで初期化されません。 

 

（2） Vビット（有効ビット） 

キャッシュラインに有効なデータが格納されているか否かを示します。このビットが1のとき、そのキャッシ

ュラインのデータは有効となります。Vビットはパワーオンリセットで0に初期化されますが、マニュアルリ

セットでは値を保持します。 

 

（3） Uビット（ダーティビット） 

コピーバックモードでキャッシュを使用中に、キャッシュラインへデータを書き込んだとき、Uビットが1に

なります。つまりUビットはキャッシュライン中のデータと外部メモリ中のデータとの不一致を示します。

メモリ割り付けキャッシュ（「7.6 メモリ割り付けキャッシュの構成」参照）をアクセスすることにより

Uビットを書き換えない限り、ライトスルーモードでキャッシュを使用中はUビットが1になることはありま

せん。Uビットはパワーオンリセットで0に初期化されますが、マニュアルリセットでは値を保持します。 
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（4） データ部 

データ部には1キャッシュラインあたり32バイト（256ビット）のデータが格納されます。データアレイはパ

ワーオンリセット、マニュアルリセットで初期化されません。 

 

（5） LRU部 

4ウェイセットアソシアティブ方式では、エントリアドレスが同じデータを4つまでキャッシュに登録できま

す。エントリを登録するとき、4つのウェイのうち、どのウェイに登録するかをLRUビットが示します。LRU

ビットは各エントリ6ビットからなり、ハードウェアで制御します。ウェイ選択のアルゴリズムとして、最も

以前にアクセスされたウェイを選ぶLRU（Least Recently Used）アルゴリズムを使用しています。LRUビット

は、パワーオンリセットで0に初期化されますが、マニュアルリセットでは初期化されません。LRUビットは、

ソフトウェアでは読み書きできません。 

 

7.2 レジスタの説明 

キャッシュに関連するレジスタを以下に示します。 
 

表 7.3 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

サイズ 

キャッシュ制御レジスタ CCR R/W H'FF00 001C H'1F00 001C 32 

キューアドレス制御レジスタ 0 QACR0 R/W H'FF00 0038 H'1F00 0038 32 

キューアドレス制御レジスタ 1 QACR1 R/W H'FF00 003C H'1F00 003C 32 

内蔵メモリ制御レジスタ RAMCR R/W H'FF00 0074 H'1F00 0074 32 

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて物

理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 

表 7.4 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

キャッシュ制御レジスタ CCR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

キューアドレス制御レジスタ 0 QACR0 不定 不定 保持 保持 

キューアドレス制御レジスタ 1 QACR1 不定 不定 保持 保持 

内蔵メモリ制御レジスタ RAMCR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 
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7.2.1 キャッシュ制御レジスタ（CCR） 

CCRは、キャッシュの動作モードの選択、キャッシュの全エントリの無効化、キャッシュへの書き込みモード

の選択を行います。 

CCRの書き換えは、キャッシング不可の P2領域のプログラムのみで行わなければなりません。CCR更新後、

キャッシング可能領域へのアクセス（命令フェッチを含む）を行う前に、以下の 1～3のどれかを実行してくださ

い。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はキャッシング可能領域でかまいません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

3. CCR更新の前にあらかじめIRMCR.R2＝0（初期値）と設定されていた場合には、特定の命令シーケンスは不

要です。しかしこの方法では、CCR更新命令の次命令を命令フェッチからやり直すため、CPUの処理性能が

低下しますのでご注意ください。 

ただし、方法 3は今後の SuperHシリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperHシリーズでの互

換性を保証するためには、1または 2を用いることを推奨します。 

 

ビット：

初期値：
R/W： R R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ICEICI－ WTCBOCI－ OCE

ビット：

初期値：
R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － －

R R R

－ － －

R

－

R

－

R

－

R

－

－ － － － － － － － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

11 ICI 0 R/W IC無効化ビット 

このビットに 1を書き込むと ICの全エントリの Vビットを 0にします。

読み出すと常に 0が読み出されます。 

10、9 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

8 ICE 0 R/W IC有効ビット 

ICの使用を選択します。ただしアドレス変換が行われる場合は、ページ管

理情報の Cビットも 1でなければ ICを使用できません。 

0：ICを使用しない 

1：ICを使用する 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

3 OCI 0 R/W OC無効化ビット 

このビットに 1を書き込むと OCの全エントリの V、Uビットを 0にしま

す。読み出すと常に 0が読み出されます。 

2 CB 0 R/W コピーバックビット 

P1領域のキャッシュへの書き込みモードを示します。 

0：ライトスルーモード 

1：コピーバックモード 

1 WT 0 R/W ライトスルーモード 

P0、U0、P3領域のキャッシュへの書き込みモードを示します。ただし、

アドレス変換が行われる場合は、ページ管理情報のWTビットの値を優先

します。 

0：コピーバックモード 

1：ライトスルーモード 

0 OCE 0 R/W OC有効ビット 

OCの使用を選択します。ただしアドレス変換が行われる場合は、ページ

管理情報の Cビットも 1でなければ OCを使用できません。 

0：OCを使用しない 

1：OCを使用する 

 

7.2.2 キューアドレス制御レジスタ 0（QACR0） 

QACR0は、MMUがディスエーブルのとき、ストアキュー0（SQ0）がマップされているエリアを設定します。 
 

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

AREA0

ビット：

初期値：
R/W： R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

－

R

－ － －

R R R

－

R

－

R

－

R

－

R

－

R

－

R

－

R

－－ －

R

－

R

－

R

－

R/W

－ － － － － － － － － － － －

00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 － － － 0 0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

4～2 AREA0 不定 R/W MMUがディスエーブルのとき、SQ0に対する物理アドレス 28～26を生成

します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1、0 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

 

7.2.3 キューアドレス制御レジスタ 1（QACR1） 

QACR1は、MMUがディスエーブルのとき、ストアキュー1（SQ1）がマップされているエリアを設定します。 
 

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

AREA1

ビット：

初期値：
R/W： R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

－

R

－ － －

R R R

－

R

－

R

－

R

－

R

－

R

－

R

－

R

－－ －

R

－

R

－

R

－

R/W

－ － － － － － － － － － － －

00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 － － － 0 0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

4～2 AREA1 不定 R/W MMUがディスエーブルのとき、SQ1に対する物理アドレス 28～26を生成

します。 

1、0 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

 

7.2.4 内蔵メモリ制御レジスタ（RAMCR） 

RAMCRは ICおよび OCのウェイ数の制御を行います。 

RAMCRへの書き換えは、キャッシング不可の P2領域のプログラムで行われなければなりません。RAMCR更

新後、キャッシング可能領域または Lメモリ領域へのアクセス（命令フェッチを含む）を行う前に、以下の 1～3

のどれかを実行してください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はキャッシング不可領域またはLメモリ領域でか

まいません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

3. RAMCR更新の前にあらかじめIRMCR.R2＝0（初期値）と設定されていた場合には、特定の命令シーケンス

は不要です。しかしこの方法では、RAMCR更新命令の次命令を命令フェッチからやり直すため、CPUの処

理性能が低下しますのでご注意ください。 

ただし、方法 3は今後の SuperHシリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperHシリーズでの互

換性を保証するためには、1または 2を用いることを推奨します。 
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ビット：

初期値：
R/W： R R R/W R/W R R R R R

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

IC2WRP－－ －－－－ －

ビット：

初期値：
R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － －

R R R

－ － －

R

－

R/W

RMD

R/W

OC2W

R

－

－ － － － － － － － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

9 RMD 0 R/W 内蔵メモリアクセスモードビット 

詳細は「8.4 Lメモリの保護機能」を参照してください。 

8 RP 0 R/W 内蔵メモリ保護有効ビット 

詳細は「8.4 Lメモリの保護機能」を参照してください。 

7 IC2W 0 R/W IC 2ウェイモードビット 

0：ICは 4ウェイ動作 

1：ICは 2ウェイ動作 

詳細は「7.4.3 IC 2ウェイモード」を参照してください。 

6 OC2W 0 R/W OC 2ウェイモードビット 

0：OCは 4ウェイ動作 

1：OCは 2ウェイ動作 

詳細は「7.3.6 OC 2ウェイモード」を参照してください。 

5～0 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 
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7.3 オペランドキャッシュの動作説明 

7.3.1 読み出し動作 

オペランドキャッシュ（OC）が有効（CCR.OCE=1）かつキャッシング可能な領域からデータを読み出す場合、

OCは以下のように動作します。 
 

1. 仮想アドレスのビット[12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビット、Uビ

ットおよびLRUビットを読み出します。 

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット[28:10]と、各ウェイから読み出したタグを比較

し、 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在する場合 → 3. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのUビットが0

の場合 → 4. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのUビットが1

の場合 → 5. 

3. キャッシュヒット 

ヒットしたウェイのデータ部から、仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータをアクセスサイ

ズに応じて読み出します。またヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

4. キャッシュミス（書き戻しなし） 

仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読み込みま

す。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウ

ンド方式で行い、該当するデータがキャッシュへ到着した時点で、CPUへ読み出しデータを返します。残り

のキャッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することができます。キャッ

シュに1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、Vビットに1を、

Uビットに0を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

5. キャッシュミス（書き戻しあり） 

置換対象ウェイのキャッシュラインのタグとデータ部をライトバックバッファへ退避します。その後、仮想

アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読み込みます。

データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウンド

方式で行い、該当するデータがキャッシュへ到着した時点で、CPUへ読み出しデータを返します。残りのキ

ャッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することができます。キャッシュ

に1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、Vビットに1を、U

ビットに0を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。その後、ライ

トバックバッファのデータを外部メモリへ書き戻します。 
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7.3.2 プリフェッチ動作 

オペランドキャッシュ（OC）が有効（CCR.OCE=1）かつキャッシング可能な領域からデータを OCにプリフェ

ッチする場合、OCは以下のように動作します。 
 

1. 仮想アドレスのビット[12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビット、Uビ

ットおよびLRUビットを読み出します。 

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット[28:10]と、各ウェイから読み出したタグを比較

し、 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在する場合 → 3. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのUビットが0

の場合 → 4. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのUビットが1

の場合 → 5. 

3. キャッシュヒット 

ヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

4. キャッシュミス（書き戻しなし） 

仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読み込みま

す。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウ

ンド方式で行います。プリフェッチ動作ではCPUがデータの到着を待つことはなく、キャッシュ1ライン分の

データが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することができます。キャッシュに1ライン分のデータ

の読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、Vビットに1を、Uビットに0を書き込みま

す。また置換したウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

5. キャッシュミス（書き戻しあり） 

置換対象ウェイのキャッシュラインのタグとデータ部をライトバックバッファへ退避します。その後、仮想

アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読み込みます。

データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウンド

方式で行います。プリフェッチ動作ではCPUがデータの到着を待つことはなく、キャッシュ1ライン分のデー

タが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することができます。キャッシュに1ライン分のデータの読

み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、Vビットに1を、Uビットに0を書き込みます。

また置換したウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。その後、ライトバックバッファのデータ

を外部メモリへ書き戻します。 
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7.3.3 書き込み動作 

オペランドキャッシュ（OC）が有効（CCR.OCE=1）かつキャッシング可能な領域に対してデータが書き込まれ

る場合、OCは以下のように動作します。 

1. 仮想アドレスのビット[12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビット、Uビ

ットおよびLRUビットを読み出します。 

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット[28:10]と、各ウェイから読み出したタグの比較、

および対象となる領域の属性から、 

 コピーバック ライトスルー 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在する場合 → 3. → 4. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのUビットが0

の場合 → 5. → 7. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのUビットが1

の場合 → 6. → 7. 

3. キャッシュヒット（コピーバック） 

ヒットしたウェイのデータ部の、仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータ位置に対し、アク

セスサイズに応じて書き込みます。またUビットに1を書き込み、ヒットしたウェイが最新となるようにLRU

ビットを更新します。 

4. キャッシュヒット（ライトスルー） 

ヒットしたウェイのデータ部の、仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータ位置に対し、アク

セスサイズに応じて書き込むとともに、仮想アドレスに対応する外部メモリに対しても書き込みを行います。

またヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。この場合、Uビットは更新されません。 

5. キャッシュミス(コピーバック、書き戻しなし) 

置換対象ウェイのデータ部の、仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータ位置に対し、アクセ

スサイズに応じて書き込みます。また仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキ

ャッシュラインへデータを読み込みます（ただし、すでに書き込み済みのキャッシュミスしたデータを除く）。

データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード(8バイト)から順にラップアラウンド

方式で行います。キャッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することがで

きます。キャッシュに1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、

Vビットに1を、Uビットに1を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUビットを更新しま

す。 

6. キャッシュミス（コピーバック、書き戻しあり） 

置換対象ウェイのキャッシュラインのタグとデータ部をライトバックバッファへ退避します。その後、置換

対象ウェイのデータ部の、仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータ位置に対し、アクセスサ

イズに応じて書き込みます。また仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッ

シュラインへデータを読み込みます（ただし、すでに書き込み済みのキャッシュミスしたデータを除く）。
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データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウンド

方式で行います。キャッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することがで

きます。キャッシュに1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、

Vビットに1を、Uビットに1を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUビットを更新しま

す。その後、ライトバックバッファのデータを外部メモリへ書き戻します。 

7. キャッシュミス（ライトスルー） 

仮想アドレスに対応した外部メモリへ、指定されたアクセスサイズで書き込みを行います。この場合、キャ

ッシュへの書き込みは行われません。タグ、Vビット、Uビット、LRUビットも更新されません。 

 

7.3.4 ライトバックバッファ 

本LSIは、キャッシュミスによりダーティなキャッシュのエントリを外部メモリに追い出す必要が生じた場合、

キャッシュへのデータの読み込みを優先させ性能を向上させるために、追い出すキャッシュラインのデータを格

納するためのライトバックバッファを内蔵しています。ライトバックバッファはキャッシュ 1ライン分のデータ

と追い出す先の物理アドレスで構成されます。 

LW7物理アドレス［28：5］ LW6LW5LW4LW3LW2LW1LW0
 

図 7.3 ライトバックバッファの構成 

7.3.5 ライトスルーバッファ 

本 LSIは、ライトスルーモード時のデータの書き込みや、キャッシング不可能な領域に対する書き込み動作に

おいて、書き込みデータを保持するための 64ビットのバッファを内蔵しています。これにより CPUはライトス

ルーバッファへの書き込みが完了すると、外部メモリへの書き込みの完了を待たずに次の動作へ移ります。 

物理アドレス［28：0］ LW1LW0
 

図 7.4 ライトスルーバッファの構成 

7.3.6 OC 2ウェイモード 

RAMCRレジスタの OC2Wビットを 1にセットすると、OCのウェイ 0とウェイ 1のみを使用する OC 2ウェイ

モードとなり、消費電力を低減できます。本モードではメモリ割り付け OCアクセスも含め、ウェイ 0とウェイ 1

のみが使用されます。 

OC2Wビットの書き換えは P2領域のプログラムで行ってください。また、書き換える時点ですでに OCに有効

なラインが登録されている場合には、OC2Wビットを書き換える前に、必要に応じてソフトウェアにより書き戻

しを行った後、CCRレジスタの OCIビットに 1を書き込み、OCの全エントリを無効にしてください。 
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7.4 命令キャッシュの動作説明 

7.4.1 読み出し動作 

命令キャッシュ（IC）が有効（CCR.ICE=1）かつキャッシング可能な領域から命令フェッチを行う場合、ICは

以下のように動作します。 
 

1. 仮想アドレスのビット[12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビットおよび

LRUビットを読み出します。 

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット[28:10]と、各ウェイから読み出したタグを比較

し、 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在する場合 → 3. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在しない場合 → 4. 

3. キャッシュヒット 

ヒットしたウェイのデータ部から、仮想アドレスのビット[4:3]でインデックスされるデータを命令として読

み出します。またヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

4. キャッシュミス 

仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのキャッシュ

ラインへデータを読み込みます。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8

バイト）から順にラップアラウンド方式で行い、該当するデータがキャッシュへ到着した時点で、CPUへ読

み出しデータを命令として返します。残りのキャッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次

の処理を実行することができます。キャッシュに1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アド

レスによるタグを登録し、Vビットに1を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUビット

を更新します。 

7.4.2 プリフェッチ動作 

命令キャッシュ（IC）が有効（CCR.ICE=1）かつキャッシング可能な領域から、命令を ICにプリフェッチする

場合、ICは以下のように動作します。 
 

1. 仮想アドレスのビット[12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビットおよび

LRUビットを読み出します。 

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット[28:10]と、各ウェイから読み出したタグを比較

し、 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在する場合 → 3. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在しない場合 → 4. 

3. キャッシュヒット 

ヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 
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4. キャッシュミス 

仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読み込みま

す。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウ

ンド方式で行います。プリフェッチ動作ではCPUがデータの到着を待つことはなく、キャッシュ1ライン分の

データが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することができます。キャッシュに1ライン分のデータ

の読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、Vビットに1を書き込みます。また置換し

たウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

 

7.4.3 IC 2ウェイモード 

RAMCRレジスタの IC 2Wビットを 1にセットすると、ICのウェイ 0とウェイ 1のみを使用する IC 2ウェイモ

ードとなり、消費電力を低減できます。本モードではメモリ割り付け ICアクセスも含め、ウェイ 0とウェイ 1の

みが使用されます。 

IC2Wビットの書き換えは P2領域のプログラムで行うようにしてください。また、書き換える時点ですでに IC

に有効なラインが登録されている場合には、IC2Wビットを書き換える前に、CCRレジスタの ICIビットに 1を書

き込み、ICの全エントリを無効化してください。 

7.5 キャッシュ操作命令 

7.5.1 キャッシュと外部メモリとのコヒーレンシ 

キャッシュと外部メモリとのコヒーレンシはソフトウェアで保証してください。本 LSIではキャッシュを操作

する命令として次の 6命令をサポートしています。各命令の詳細はプログラミングマニュアルを参照してくださ

い。 

• オペランドキャッシュインバリデイト命令 ：OCBI @Rn 

オペランドキャッシュの無効化（書き戻しなし） 

• オペランドキャッシュパージ命令 ：OCBP @Rn 

オペランドキャッシュの無効化（書き戻しあり） 

• オペランドキャッシュライトバック命令 ：OCBWB @Rn 

オペランドキャッシュの書き戻し 

• オペランドキャッシュアロケート命令 ：MOVCA.L R0,@Rn 

オペランドキャッシュの確保 

• 命令キャッシュインバリデイト命令 ：ICBI @Rn 

命令キャッシュの無効化 

• オペランドアクセス同期命令 ：SYNCO 

データ転送の完了待ち 
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またオペランドキャッシュのコヒーレンシ制御のために、SuperHywayバスからの PURGEおよび FLUSHトラ

ンザクションを受け付けることが可能です。PURGE/FLUSHトランザクションで与えられるアドレスは物理アド

レスです。そのためMMUがイネーブルの場合、キャッシュシノニム問題を回避するため、以下の制限事項が生

じます。 

 

• 1Kバイトのページサイズを使用しないでください。 

 

（1） PURGEトランザクション 

オペランドキャッシュがイネーブルのとき、オペランドキャッシュを検索し、ヒットしたエントリを無効化し

ます。無効化されるラインがダーティであれば外部メモリへ書き戻しを行います。ミスした場合にはノーオペレ

ーションです。 
 

（2） FLUSHトランザクション 

オペランドキャッシュがイネーブルのとき、オペランドキャッシュを検索し、ヒットしたエントリがあり、か

つダーティであれば外部メモリへ書き戻しを行います。ヒットしたエントリの無効化は行いません。ミスした場

合またはヒットしたエントリがダーティでなかった場合にはノーオペレーションです。 

7.5.2 プリフェッチ動作 

キャッシュミスにより発生するキャッシュフィルのペナルティを削減するために、本 LSIではプリフェッチ命

令をサポートしています。読み出し動作、書き込み動作によりキャッシュミスの発生することがわかっていた場

合、プリフェッチ命令によりあらかじめキャッシュへデータをフィルしておき、読み出し動作、書き込み動作に

おいてキャッシュミスを発生させないようにできます。これによりソフトウェアの性能が向上します。すでにキ

ャッシュに格納されているデータに対して、プリフェッチ命令を実行したり、プリフェッチしようとしたアドレ

スが UTLBにミスした場合やプロテクションに違反した場合は、ノーオペレーションとなり例外を発生させませ

ん。プリフェッチ命令の詳細はプログラミングマニュアルを参照してください。 

• プリフェッチ命令（OC） ：PREF @Rn 

• プリフェッチ命令（IC） ：PREFI @Rn 
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7.6 メモリ割り付けキャッシュの構成 
IC、OCをソフトウェアで管理するために、特権モードのとき、P2領域のプログラムからMOV命令によって

ICの内容の読み出し／書き込みが可能です。他の領域のプログラムからのアクセスは保証しません。この場合、

P0、U0、P1、P3領域への分岐は、以下の 1～3のどれかの方法で行ってください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行した後、P0、U0、P1、P3領域

への分岐を行ってください。 

3. メモリ割り付けICへのアクセスの前に、あらかじめIRMCR.MC＝0（初期値）と設定されていた場合には、

特定の命令シーケンスは不要です。しかしこの方法では、メモリ割り付けICアクセス命令の次命令を命令フ

ェッチからやり直すため、CPUの処理性能が低下しますのでご注意ください。 

ただし、方法 3は今後の SuperHシリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperHシリーズでの互

換性を保証するためには、1または 2を用いることを推奨します。 

また、特権モードのとき、P1、P2領域のプログラムからMOV命令によって OCの内容の読み出し／書き込み

が可能です。他の領域のプログラムからのアクセスは保証しません。IC、OCは仮想アドレス空間の P4領域に割

り付けられています。ICのアドレスアレイ／データアレイ、OCのアドレスアレイ／データアレイともにデータ

アクセスのみ可能でアクセスサイズはロングワード固定です。この領域に対して命令フェッチは行えません。予

約ビットには 0を設定するようにしてください。予約ビットの読み出し値は不定です。 
 

7.6.1 ICアドレスアレイ 

ICのアドレスアレイは P4領域の H'F000 0000～H'F0FF FFFFに割り付けられています。アドレスアレイのアク

セスには 32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定が必要です。ア

ドレス部ではアクセスするウェイとエントリを指定し、データ部には書き込みタグと Vビットを指定します。 

アドレス部は[31:24]が ICアドレスアレイを示す H'F0になっており、[14:13]でウェイ、[12:5]でエントリを指定

するようになっています。アドレス部[3]の連想ビット（Aビット）は ICアドレスアレイへの書き込みのときに連

想を行うかどうかを指定します。アクセスはロングワードサイズ固定なのでアドレス部[1:0]は 0を指定してくだ

さい。 

データ部は[31:10]がタグを、[0]が Vビットを示します。ICアドレスアレイのタグは 19ビットのためデータ部

[31:29]は連想を行わない書き込みのときには使用されません。データ部[31:29]は連想を行う書き込みのときのみ

仮想アドレスの指定のため用います。 

ICアドレスアレイに対しては次の 3種類の操作が可能です。 
 

（1） ICアドレスアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するICエントリから、データ部へタグとVビットを読み出

します。読み出す場合アドレス部に指定される連想ビットは1でも0でも連想動作は行いません。 
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（2） ICアドレスアレイ 書き込み（連想なし） 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するICエントリに対して、データ部で指定されたタグとV

ビットを書き込みます。アドレス部のAビットは0にしてください。 

 

（3） ICアドレスアレイ 書き込み（連想あり） 

アドレス部のAビットが1で書き込みのとき、アドレス部で指定されたエントリに格納されている各ウェイのタ

グとデータ部で指定されたタグとの間で一致判定が行われます。アドレス部[14:13]のウェイ番号は使用されま

せん。このときMMUがイネーブルなら、データ部[31:10]で指定した仮想アドレスをITLBを用い物理アドレスに

変換してから一致判定を行います。アドレスが一致しそのウェイのVビットが1であったなら、データ部で指定

したVビットをICのエントリに書き込みます。それ以外の場合はノーオペレーションとなります。本動作はIC

の特定のエントリの無効化に用いられます。アドレス変換の際にITLBにミスした場合や、一致判定で不一致に

なった場合、例外は発生せずノーオペレーションとなり書き込みは行われません。 

 

【注】 本機能は今後の SuperHシリーズではサポートされない可能性があります。ITLBミスハンドリングや命令 TLBミス例

外の通知を行い、確実に ICの操作が可能な ICBI命令の使用を推奨します。 

アドレス部
31 23 12 5 4 3 2 1 0

1 1 1 1 0 0 0 0 00 0 0エントリ A

データ部
31 10 9 1 0

Vタグ

ウェイ

V
A

24 131415

：有効ビット
：連想ビット
：リザーブビット（書き込むときは常に0を書き込んでください。読み出したときの値は不定です）
：Don't care*

* * * * * * * * *

 

図 7.5 メモリ割り付け ICアドレスアレイ 

7.6.2 ICデータアレイ 

ICのデータアレイは P4領域の H'F100 0000～H'F1FF FFFFに割り付けられています。データアレイのアクセス

には 32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定が必要です。アドレ

ス部ではアクセスするウェイとエントリを指定し、データ部には書き込むロングワードデータを指定します。 

アドレス部は[31:24]が ICデータアレイを示す H'F1になっており、[14:13]でウェイ、[12:5]でエントリを指定す

るようになっています。アドレス部[4:2]はエントリ内のロングワードデータの指定に用います。アクセスはロン

グワードサイズ固定なのでアドレス部[1:0]は 0を指定してください。 

データ部はロングワードデータの指定に用います。 

ICデータアレイに対しては次の 2種類の操作が可能です。 
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（1） ICデータアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するICエントリのうち、アドレス部のロングワード指定ビ

ットで指定されたデータから、データ部へロングワードデータを読み出します。 

 

（2） ICデータアレイ 書き込み 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するICエントリのうち、アドレス部のロングワード指定ビ

ットで指定されたデータに対して、データ部で指定されたロングワードデータを書き込みます。 

アドレス部
31 23 12 5 4 2 1 0

1 1 1 1 0 0 0 1 エントリ L

データ部
31 0

ロングワードデータ

L
*

24 131415

：ロングワード指定ビット
：Don't care

ウェイ

0 0* * * * * * * * *

 

図 7.6 メモリ割り付け ICデータアレイ 

7.6.3 OCアドレスアレイ 

OCのアドレスアレイは P4領域の H'F400 0000～H'F4FF FFFFに割り付けられています。アドレスアレイのアク

セスには 32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定が必要です。ア

ドレス部ではアクセスするウェイとエントリを指定し、データ部には書き込みタグと Uビットと Vビットを指定

します。 

アドレス部は[31:24]が OCアドレスアレイを示す H'F4になっており、[14:13]でウェイ、[12:5]でエントリを指定

するようになっています。アドレス部[3]の連想ビット（Aビット）は OCアドレスアレイへの書き込みのときに

連想を行うかどうかを指定します。アクセスはロングワードサイズ固定ですのでアドレス部[1:0]は 0を指定して

ください。 

データ部は[31:10]がタグを、[1]が Uビットを、[0]が Vビットを示します。OCアドレスアレイのタグは 19ビ

ットのため、データ部[31:29]は連想を行わない書き込みのときには使用されません。データ部[31:29]は連想を行

う書き込みのときのみ仮想アドレスの指定のため用います。 

OCアドレスアレイに対しては次の 3種類の操作が可能です。 
 

（1） OCアドレスアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するOCエントリから、データ部へタグとUビットとVビッ

トを読み出します。読み出す場合、アドレス部に指定される連想ビットは1でも0でも連想動作は行いません。 
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（2） OCアドレスアレイ 書き込み（連想なし） 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するOCエントリに対して、データ部で指定されたタグとU

ビットとVビットを書き込みます。アドレス部のAビットは0にしてください。 

書き込みをUビットが1、Vビットが1のキャッシュラインに対して行った場合、そのキャッシュラインの書き

戻しを行った後、データ部で指定されたタグとUビットとVビットを書き込みます。 

 

（3） OCアドレスアレイ 書き込み（連想あり） 

アドレス部のAビットが1で書き込みのとき、アドレス部で指定されたエントリに格納されている各ウェイの

タグとデータ部で指定されたタグとの間で一致判定が行われます。ビット[14:13]のウェイ番号は使用されま

せん。このときMMUがイネーブルなら、データ部[31:10]で指定した仮想アドレスをUTLBを用い物理アドレ

スに変換してから一致判定を行います。アドレスが一致しそのウェイのVビットが1であったなら、データ部

で指定したUビットとVビットをOCのエントリに書き込みます。それ以外の場合はノーオペレーションとな

ります。本動作はOCの特定のエントリの無効化に用いられます。このときOCのエントリのUビットが1で、

Vビットに0もしくはUビットに0を書き込んだ場合、書き戻しが発生します。アドレス変換の際にUTLBにミ

スした場合や、一致判定で不一致になった場合、例外は発生せずノーオペレーションとなり書き込みは行わ

れません。 

 

【注】 本機能は今後の SuperHシリーズではサポートされない可能性があります。データ TLBミス例外の通知を行い、確実

に OCの操作が可能な OCBI/OCBP/OCBWB命令の使用を推奨します。 

アドレス部
31 23 5 4 3 2 1 0

1 1 1 1 0 1 0 0 エントリ A

データ部
31 10 9 1 0

Vタグ

24 13121415

2

U

V
U
A

：有効ビット
：ダーティビット
：連想ビット
：リザーブビット（書き込むときは常に0を書き込んでください。読み出したときの値は不定です）
：Don't care

ウェイ

00 0 0* * * * * * * * *

*
 

図 7.7 メモリ割り付け OCアドレスアレイ 
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7.6.4 OCデータアレイ 

OCのデータアレイは P4領域の H'F500 0000～H'F5FF FFFFに割り付けられています。データアレイのアクセス

には 32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定が必要です。アドレ

ス部ではアクセスするウェイとエントリを指定し、データ部には書き込むロングワードデータを指定します。 

アドレス部は[31:24]が OCデータアレイを示す H'F5になっており、[14:13]でウェイ、[12:5]でエントリを指定す

るようになっています。アドレス部[4:2]はエントリ内のロングワードデータの指定に用います。アクセスはロン

グワードサイズ固定なのでアドレス部[1:0]は 0を指定してください。 

データ部はロングワードデータの指定に用います。 

OCデータアレイに対しては次の 2種類の操作が可能です。 
 

（1） OCデータアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するOCエントリのうち、アドレス部のロングワード指定ビ

ットで指定されたデータから、データ部へロングワードデータを読み出します。 

 

（2） OCデータアレイ 書き込み 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するOCエントリのうち、アドレス部のロングワード指定ビ

ットで指定されたデータに対して、データ部で指定されたロングワードデータを書き込みます。この書き込

みによりアドレスアレイ側のUビットは1になりません。 

アドレス部
31 23 5 4 3 2 1 0

1 1 1 1 0 1 0 1 エントリ

データ部
31 0

ロングワードデータ

24 13121415

L
*
：ロングワード指定ビット
：Don't care

ウェイ

0L 0* * * * * * * * *

 

図 7.8 メモリ割り付け OCデータアレイ 
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7.7 ストアキュー 
本 LSIでは、外部メモリへの高速な書き込みを行うために 32バイト×2のストアキュー（SQ）をサポートしま

す。 

7.7.1 SQの構成 

SQは図 7.9に示すとおり、32バイトの SQ0と 32バイトの SQ1から成り立っています。SQ0、SQ1はそれぞれ

独立に設定することが可能です。 

SQ0 SQ0[0] SQ0[1] SQ0[2] SQ0[3] SQ0[4] SQ0[5] SQ0[6] SQ0[7]

SQ1 SQ1[0] SQ1[1] SQ1[2] SQ1[3] SQ1[4] SQ1[5] SQ1[6] SQ1[7]

4B 4B 4B 4B 4B 4B 4B 4B  

図 7.9 ストアキューの構成 

7.7.2 SQへの書き込み 

SQへの書き込みは P4領域の H'E000 0000～H'E3FF FFFCに対するストア命令で行うことができます。アクセス

サイズはロングワード、もしくはクワッドワードが可能です。このアドレスは以下の意味を持ちます。 

[31:26] ：111000 ：ストアキュー指定 

[25:6] ：Don't care ：外部メモリへの転送・アクセス権で使用 

[5] ：0/1 ：0:SQ0指定 1:SQ1指定 

[4:2] ：LW指定 ：SQ0、SQ1内のロングワード位置を指定 

[1:0] ：00 ：0固定 
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7.7.3 外部メモリへの転送 

SQから外部メモリへの転送は、プリフェッチ命令（PREF）により行えます。PREF命令を P4領域の H'E000 0000

～H'E3FF FFFCに対して発行することにより、SQから外部メモリへの転送が開始します。転送は 32バイト固定

で、開始アドレスは必ず 32バイト境界となります。一方の SQを外部メモリへ転送中に、もう一方の SQへの書

き込みはペナルティサイクルなしに行えますが、外部メモリへ転送中の SQへの書き込みは外部メモリへの転送が

完了するまで待たされます。 

SQの転送先の物理アドレス[28:0]はMMUイネーブル／ディスエーブルにより次のように指定します。 
 

（1） MMUイネーブル（MMUCR.AT＝1）の場合 

UTLBのVPNにSQ領域（H'E000 0000～H'E3FF FFFF）を、PPNに転送先の物理アドレスを設定します。ASID、

V、SZ、SH、PR、Dビットは通常のアドレス変換と同様の意味を持ちますが、C、WTビットはこのページに

関しては意味を持ちません。 

SQ領域へのプリフェッチ命令が発行されると、アドレス変換を行い、SZビットの指定に従い物理アドレス

[28:10]を生成します。物理アドレスの[9:5]についてはMMUディスエーブルと同様にアドレス変換前のアドレ

スから生成します。物理アドレスの[4:0]は0固定です。SQから外部メモリへの転送はこのアドレスに対して

行われます。 

 

（2） MMUディスエーブル（MMUCR.AT＝0）の場合 

PREF命令を発行するアドレスにSQ領域（H'E000 0000～H'E3FF FFFF）を指定します。このアドレス[31:0]は

次の意味を持ちます。 

[31:26] ：111000 ：ストアキュー指定 

[25:6] ：アドレス ：転送先物理アドレス[25:6] 

[5] ：0/1 ：0:SQ0指定 1:SQ1指定 かつ 転送先物理アドレス[5] 

[4:2] ：Don't care ：プリフェッチのときは意味を持たない。 

[1:0] ：00 ：0固定 

 

上記のアドレスから生成できない物理アドレス[28:26]は、QACR0、QACR1から生成します。 

QACR0[4:2] ：SQ0に対する物理アドレス[28:26] 

QACR1[4:2] ：SQ1に対する物理アドレス[28:26] 

 

物理アドレスの[4:0]は、バースト転送の開始が32バイト境界のため常に0固定となります。 
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7.7.4 SQアクセスの例外判定 

SQへの書き込みおよび外部メモリへの転送（PREF命令）の例外判定はMMUイネーブル／ディスエーブルに

より次のように行われます。なお、SQへの書き込みで例外が発生した場合、SQの内容は元の値が保証されます。

SQから外部メモリへの転送で例外が発生した場合、外部メモリへの転送は抑止されます。 
 

（1） MMUイネーブル（MMUCR.AT＝1）の場合 

UTLBに登録されたアドレス変換情報とSQMDビットに従います。SQへの書き込みはライトタイプ、SQから

外部メモリへの転送（PREF命令）はリードタイプとして例外判定が行われ、TLBミス例外、保護違反例外が

発生します。ただし、SQMDビットによりSQへのアクセスを特権モードのみ許可している場合、ユーザモー

ドでアドレス変換に成功してもアドレスエラーとなります。 

 

（2） MMUディスエーブル（MMUCR.AT＝0）の場合 

SQMDビットに従います。 

0：特権／ユーザアクセス可能 

1：特権アクセス可能 

SQMDビットが1のときに、ユーザモードでSQ領域をアクセスするとアドレスエラーが発生します。 

 

7.7.5 SQからの読み出し 

本 LSIでは、特権モードのとき、SQからの読み出しを P4領域の H'FF00 1000～H'FF00 103Cに対するロード命

令で行うことができます。アクセスサイズはロングワードでのみアクセス可能です。 

[31:6] ：H'FF00 1000 ：ストアキュー指定 

[5] ：0/1 ：0：SQ0指定、1：SQ1指定 

[4:2] ：LW指定 ：SQ0、SQ1内のロングワード位置を指定 

[1:0] ：00 ：0固定 
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7.8 32ビットアドレス拡張モード使用時の注意事項 
32ビットアドレス拡張モードでは、本章ですでに述べた事項が以下のように拡張されます。 

1. ICおよびOCのタグが[28:10]の19ビットから、[31:10]の22ビットに拡張されます。 

2. ICを操作する命令（メモリ割り付けICアクセスおよびCCR.ICI書き込み）を配置する領域は、P1またはP2領

域とし、PMBの当該エントリのキャッシング可能ビット（Cビット）を0にしてください。 

3. QACR0レジスタのAREA0ビットおよびQACR1レジスタのAREA1ビットがそれぞれ[4:2]の3ビットから[7:2]

の6ビットに拡張されます。 
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8. Lメモリ 

本 LSIは Lメモリモジュールを内蔵しており、命令やデータを格納することができます。 

8.1 特長 

• 容量： 

Lメモリ合計で16Kバイトです。 

• ページ： 

Lメモリは2ページ（ページ0および1）に分かれています。 

• メモリマップ： 

本メモリは、仮想アドレス空間、物理アドレス空間とも、表8.1に示されるアドレスに配置されています。 

 

表 8.1 Lメモリアドレス 

メモリサイズ（2ページ合計） ページ 

16Kバイト 

Lメモリ ページ 0 H'E500E000～H'E500FFFF 

Lメモリ ページ 1 H'E5010000～H'E5011FFF 

 

• ポート： 

各ページは3本の独立した読み出し／書き込みポートを持ち、各バスと接続されています。命令フェッチには

命令バスが、オペランドアクセスにはオペランドバスが、SuperHywayバスマスタモジュールからのアクセス

にはSuperHywayバスがそれぞれ使用されます。 

• 優先順位： 

同じページに対して異なるバスから同時にアクセス要求があった場合には、優先順位に従ってアクセスが処

理されます。優先順位は高い順にSuperHywayバス、オペランドバス、命令バスとなります。 
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8.2 レジスタの説明 
Lメモリに関するレジスタは以下のとおりです。 

表 8.2 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

サイズ 

内蔵メモリ制御レジスタ RAMCR R/W H'FF00 0074 H'1F00 0074 32 

Lメモリ転送元アドレスレジスタ 0 LSA0 R/W H'FF00 0050 H'1F00 0050 32 

Lメモリ転送元アドレスレジスタ 1 LSA1 R/W H'FF00 0054 H'1F00 0054 32 

Lメモリ転送先アドレスレジスタ 0 LDA0 R/W H'FF00 0058 H'1F00 0058 32 

Lメモリ転送先アドレスレジスタ 1 LDA1 R/W H'FF00 005C H'1F00 005C 32 

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて物

理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 

表 8.3 各処理状態におけるレジスタの状態 

名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

内蔵メモリ制御レジスタ RAMCR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

Lメモリ転送元アドレスレジスタ 0 LSA0 不定 不定 保持 保持 

Lメモリ転送元アドレスレジスタ 1 LSA1 不定 不定 保持 保持 

Lメモリ転送先アドレスレジスタ 0 LDA0 不定 不定 保持 保持 

Lメモリ転送先アドレスレジスタ 1 LDA1 不定 不定 保持 保持 
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8.2.1 内蔵メモリ制御レジスタ（RAMCR） 

RAMCRは Lメモリの保護機能の制御を行います。 

 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

RMD RP IC2W OC2W

R R R R R R R R R R R R R R R R

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R R R R R R

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

9 RMD 0 R/W 内蔵メモリアクセスモードビット 

仮想アドレス空間からの Lメモリへのアクセス権を指定します。 

0：特権アクセスが可能(ユーザアクセスの場合はアドレスエラー例外) 

1：ユーザ／特権アクセスが可能 

8 RP 0 R/W 内蔵メモリ保護有効ビット 

仮想アドレス空間からの Lメモリへのアクセスに対して、ITLB、UTLBを

用いた保護機能の使用を選択します。 

0：保護機能を使用しない 

1：保護機能を使用する 

詳細は「8.4 Lメモリの保護機能」を参照してください。 

7 IC2W 0 R/W IC 2ウェイモードビット 

詳細は「7.4.3 IC 2ウェイモード」を参照してください。 

6 OC2W 0 R/W OC 2ウェイモードビット 

詳細は「7.3.6 OC 2ウェイモード」を参照してください。 

5～0 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 
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8.2.2 Lメモリ転送元アドレスレジスタ 0（LSA0） 

LSA0は、MMUCR.AT＝0または RAMCR.RP＝0のときに、Lメモリページ 0へのブロック転送において、転送

元の物理アドレスを指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

L0SADR

L0SADR L0SSZ

R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

28～10 L0SADR 不定 R/W Lメモリページ 0ブロック転送元アドレス 

MMUCR.AT＝0または RAMCR.RP＝0のとき、Lメモリページ 0に対する

ブロック転送の転送元となる物理アドレスを指定します。 

9～6 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

5～0 L0SSZ 不定 R/W Lメモリページ 0ブロック転送元アドレス選択ビット 

MMUCR.AT＝0または RAMCR.RP＝0のとき、Lメモリページ 0に対する

ブロック転送の転送元となる物理アドレスのうちビット 15～10に関して、

オペランドアドレスを使用するか、L0SADRの値を使用するかを選択しま

す。L0SSZ[5:0]が転送元物理アドレスの[15:10]に対応します。 

0：転送元物理アドレスにオペランドアドレスを使用します。 

1：転送元物理アドレスに L0SADRの値を使用します。 

• 設定可能な値 

111111  転送元の物理アドレスを 1Kバイト単位で設定する場合 

111110  転送元の物理アドレスを 2Kバイト単位で設定する場合 

111100  転送元の物理アドレスを 4Kバイト単位で設定する場合 

111000  転送元の物理アドレスを 8Kバイト単位で設定する場合 

110000  転送元の物理アドレスを 16Kバイト単位で設定する場合 

100000  転送元の物理アドレスを 32Kバイト単位で設定する場合 

000000  転送元の物理アドレスを 64Kバイト単位で設定する場合 

上記以外は設定禁止です。 
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8.2.3 Lメモリ転送元アドレスレジスタ 1（LSA1） 

LSA1は、MMUCR.AT＝0または RAMCR.RP＝0のときに、Lメモリページ 1へのブロック転送において、転送

元の物理アドレスを指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

L1SADR

L1SADR L1SSZ

R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

28～10 L1SADR 不定 R/W Lメモリページ 1ブロック転送元アドレス 

MMUCR.AT＝0または RAMCR.RP＝0のとき、Lメモリページ 1に対する

ブロック転送の転送元となる物理アドレスを指定します。 

9～6 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

5～0 L1SSZ 不定 R/W Lメモリページ 1ブロック転送元アドレス選択ビット 

MMUCR.AT＝0または RAMCR.RP＝0のとき、Lメモリページ 1に対する

ブロック転送の転送元となる物理アドレスのうちビット 15～10に関して、

オペランドアドレスを使用するか、L1SADRの値を使用するかを選択しま

す。L1SSZ[5:0]が転送元物理アドレスの[15:10]に対応します。 

0：転送元物理アドレスにオペランドアドレスを使用します。 

1：転送元物理アドレスに L1SADRの値を使用します。 

• 設定可能な値 

111111  転送元の物理アドレスを 1Kバイト単位で設定する場合 

111110  転送元の物理アドレスを 2Kバイト単位で設定する場合 

111100  転送元の物理アドレスを 4Kバイト単位で設定する場合 

111000  転送元の物理アドレスを 8Kバイト単位で設定する場合 

110000  転送元の物理アドレスを 16Kバイト単位で設定する場合 

100000  転送元の物理アドレスを 32Kバイト単位で設定する場合 

000000  転送元の物理アドレスを 64Kバイト単位で設定する場合 

上記以外は設定禁止です。 
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8.2.4 Lメモリ転送先アドレスレジスタ 0（LDA0） 

LDA0は、MMUCR.AT＝0または RAMCR.RP＝0のときに、Lメモリページ 0へのブロック転送において、転

送先の物理アドレスを指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

L0DADR

L0DADR L0DSZ

R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

28～10 L0DADR 不定 R/W Lメモリページ 0ブロック転送先アドレス 

MMUCR.AT＝0または RAMCR.RP＝0のとき、Lメモリページ 0に対する

ブロック転送の転送先となる物理アドレスを指定します。 

9～6 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

5～0 L0DSZ 不定 R/W Lメモリページ 0ブロック転送先アドレス選択ビット 

MMUCR.AT＝0または RAMCR.RP＝0のとき、Lメモリページ 0に対する

ブロック転送の転送先となる物理アドレスのうちビット 15～10に関して、

オペランドアドレスを使用するか、L0DADRの値を使用するかを選択しま

す。L0DSZ[5:0]が転送先物理アドレスの[15:10]に対応します。 

0：転送先物理アドレスにオペランドアドレスを使用します。 

1：転送先物理アドレスに L0DADRの値を使用します。 

• 設定可能な値 

111111  転送先の物理アドレスを 1Kバイト単位で設定する場合 

111110  転送先の物理アドレスを 2Kバイト単位で設定する場合 

111100  転送先の物理アドレスを 4Kバイト単位で設定する場合 

111000  転送先の物理アドレスを 8Kバイト単位で設定する場合 

110000  転送先の物理アドレスを 16Kバイト単位で設定する場合 

100000  転送先の物理アドレスを 32Kバイト単位で設定する場合 

000000  転送先の物理アドレスを 64Kバイト単位で設定する場合 

上記以外は設定禁止です。 
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8.2.5 Lメモリ転送先アドレスレジスタ 1（LDA1） 

LDA1は、MMUCR.AT＝0または RAMCR.RP＝0のときに、Lメモリページ 1へのブロック転送において、転

送先の物理アドレスを指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

L1DADR

L1DADR L1DSZ

R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

28～10 L1DADR 不定 R/W Lメモリページ 1ブロック転送先アドレス 

MMUCR.AT＝0または RAMCR.RP＝0のとき、Lメモリページ 1に対する

ブロック転送の転送先となる物理アドレスを指定します。 

9～6 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

5～0 L1DSZ 不定 R/W Lメモリページ 1ブロック転送先アドレス選択ビット 

MMUCR.AT＝0または RAMCR.RP＝0のとき、Lメモリページ 1に対する

ブロック転送の転送先となる物理アドレスのうちビット 15～10に関して、

オペランドアドレスを使用するか、L1DADRの値を使用するかを選択しま

す。L1DSZ[5:0]が転送先物理アドレスの[15:10]に対応します。 

0：転送先物理アドレスにオペランドアドレスを使用します。 

1：転送先物理アドレスに L1DADRの値を使用します。 

• 設定可能な値 

111111  転送先の物理アドレスを 1Kバイト単位で設定する場合 

111110  転送先の物理アドレスを 2Kバイト単位で設定する場合 

111100  転送先の物理アドレスを 4Kバイト単位で設定する場合 

111000  転送先の物理アドレスを 8Kバイト単位で設定する場合 

110000  転送先の物理アドレスを 16Kバイト単位で設定する場合 

100000  転送先の物理アドレスを 32Kバイト単位で設定する場合 

000000  転送先の物理アドレスを 64Kバイト単位で設定する場合 

上記以外は設定禁止です。 
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8.3 動作説明 

8.3.1 CPUおよび FPUからのアクセス 

CPUおよび FPUからのアクセスは仮想アドレスにより、命令バスまたはオペランドバスから行います。ページ

競合が発生しない限り 1サイクルアクセスになります。 
 

8.3.2 SuperHywayバスマスタモジュールからのアクセス 

DMACなどの SuperHywayバスマスタモジュールからの本メモリへのアクセスは、物理アドレスバスである

SuperHywayバスからのアクセスとなりますが、仮想アドレスと同じアドレスを使用してください。 
 

8.3.3 ブロック転送 

Lメモリと外部メモリの間で、キャッシュを介さずに、ブロック転送により高速にデータ転送を行うことがで

きます。 

外部メモリから Lメモリへの転送は、プリフェッチ命令（PREF）により行えます。PREF命令を仮想アドレス

空間の Lメモリ領域のアドレスに対して発行することにより、外部メモリから Lメモリへのブロック転送が開始

されます。 

Lメモリから外部メモリへの転送は、ライトバック命令（OCBWB）により行えます。OCBWB命令を仮想アド

レス空間の Lメモリ領域のアドレスに対して発行することにより、Lメモリから外部メモリへのブロック転送が

開始されます。 

いずれの転送も転送サイズは 32バイト固定で、開始アドレスは必ず 32バイト境界となるため、レジスタ Rnに

より指示されるアドレスの下位 5ビットは無視され、常にすべて 0として扱われます。またいずれの場合もブロ

ック転送中に他のページやキャッシュに対するアクセスが可能ですが、転送中のページにアクセスした場合、転

送が終了するまで CPUはストールします。 

Lメモリと転送を行う外部メモリの物理アドレス[28:0]はMMUイネーブル／ディスエーブルにより次のように

指定します。 
 

（1） MMUイネーブル（MMUCR.AT＝1）かつ RAMCR.RP＝1の場合 

UTLBの VPNフィールドに Lメモリ領域のアドレスを、PPNフィールドに転送元（PREF命令の場合）または

転送先（OCBWB命令の場合）の物理アドレスを設定します。ASID、V、SZ、SH、PR、Dビットは通常のアドレ

ス変換と同様の意味を持ちますが、C、WTビットはこのページに関しては意味を持ちません。 

Lメモリ領域への PREF命令が発行されると、アドレス変換を行い、SZビットの指定に従い物理アドレス[28:10]

を生成します。物理アドレスの[9:5]についてはアドレス変換前の仮想アドレスから生成します。物理アドレスの

[4:0]は 0固定です。この物理アドレスで指定される外部メモリから Lメモリへブロック転送が行われます。 

Lメモリ領域への OCBWB命令が発行されると、アドレス変換を行い、SZビットの指定に従い物理アドレス

[28:10]を生成します。物理アドレスの[9:5]についてはアドレス変換前の仮想アドレスから生成します。物理アド

レスの[4:0]は 0固定です。Lメモリからこの物理アドレスで指定される外部メモリへブロック転送が行われます。 
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PREF命令、OCBWB命令はリードタイプとしてMMU例外の判定が行われ、必要に応じて TLBミス例外、保

護違反例外が発生します。例外が発生した場合、ブロック転送は抑止されます。 
 

（2） MMUディスエーブル（MMUCR.AT＝0）または RAMCR.RP＝0の場合 

LSA0レジスタのL0SADRビットにLメモリページ 0へのブロック転送の転送元となる物理アドレスを設定し、

L0SSZビットに、転送元の物理アドレスのビット 15～10として PREF命令で指定された仮想アドレスを使用する

か、L0SADRの値を使用するかをソフトウェアにより設定します。すなわち転送元の領域を 1Kバイト～64Kバイ

ト単位で設定可能です。 

LDA0レジスタの L0DADRビットに Lメモリページ 0からのブロック転送の転送先となる物理アドレスを設定

し、L0DSZビットに、転送先の物理アドレスのビット 15～10として OCBWB命令で指定された仮想アドレスを

使用するか、L0DADRの値を使用するかをソフトウェアにより設定します。すなわち転送先の領域を 1Kバイト

～64Kバイト単位で設定可能です。 

Lメモリページ 1に対するブロック転送の設定も、ページ 0と同様に LSA1および LDA1に対して行います。 

Lメモリ領域への PREF命令が発行されると、LSA0レジスタまたは LSA1レジスタの指定に従い物理アドレス

[28:10]を生成します。物理アドレスの[9:5]については仮想アドレスから生成します。物理アドレスの[4:0]は 0固

定です。この物理アドレスで指定される外部メモリから Lメモリへブロック転送が行われます。 

Lメモリ領域への OCBWB命令が発行されると、LDA0レジスタまたは LDA1レジスタの指定に従い物理アド

レス[28:10]を生成します。物理アドレスの[9:5]については仮想アドレスから生成します。物理アドレスの[4:0]は 0

固定です。Lメモリからこの物理アドレスで指定される外部メモリへブロック転送が行われます。 
 

8.4 Lメモリの保護機能 

本 LSIでは、Lメモリに対して、内蔵メモリ制御レジスタ RAMCRの内蔵メモリアクセスモードビット（RMD）

と内蔵メモリ保護有効ビット（RP）を使用して以下の保護機能を実現します。 

• CPUおよびFPUからのアクセスに対する保護機能 

RAMCR.RMD＝0のとき、ユーザモードでのアクセスをアドレスエラー例外と判定します。 

またMMUCR.AT＝1かつRAMCR.RP＝1のときは、アドレスエラー例外の判定に加えて、P4領域の一部であ

るLメモリ領域もP0/P3/U0領域と同じようにMMU例外の判定を行います。 

以上を表8.4にまとめます。 
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表 8.4 Lメモリへのアクセスに対する保護機能による例外 

MMUCR.AT RAMCR.RP SR.MD  RAMCR.RMD 必ず発生する例外 起こり得る例外 

0 アドレスエラー例外 － 0 

1 － － 

0 * 

1 * － － 

0 アドレスエラー例外 － 0 

1 － － 

0 

1 * － － 

0 アドレスエラー例外 － 0 

1 － MMU例外 

1 

1 

1 * － MMU例外 

【記号説明】 * ：Don't care 

 

8.5 使用上の注意 

8.5.1 ページ競合 

同じページに対して異なるバスから同時にアクセス要求が発生した場合は、ページ競合となります。各アクセ

スは正しく完了しますが、このような競合はメモリアクセスの性能低下を招きます。したがって、できるだけ競

合が起こらないようにソフトウェアでの対策を推奨いたします。たとえば各バスごとに異なるページをアクセス

すると競合は発生しません。 
 

8.5.2 Lメモリのコヒーレンシ 

Lメモリに命令を配置する場合、Lメモリに命令を書き込んだ後、以下のシーケンスを実行してから書き換え後

の命令への分岐を行ってください。 

• SYNCO 

• ICBI @Rn 

 

この場合、ICBI命令の対象はアドレスエラー例外にならない範囲で任意のアドレスでよく（Lメモリのアドレ

スでもよい）、キャッシュヒット／ミスどちらでもかまいません。 
 

8.5.3 スリープモード 

スリープモード中は、DMACなどの SuperHywayバスマスタモジュールから本メモリへのアクセスは行えませ

ん。 
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8.6 32ビットアドレス拡張モード使用時の注意事項 
32ビットアドレス拡張モードでは、LSA0レジスタの L0SADRビット、LSA1レジスタの L1SADRビット、LDA0

レジスタの L0DADRビット、LDA1レジスタの L1DADRビットがそれぞれ[28:10]の 19ビットから[31:10]の 22ビ

ットに拡張されます。 
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9. 割り込みコントローラ（INTC） 

割り込みコントローラ（INTC）は、割り込み要因の優先順位を判定し、CPU（SH-4A）への割り込み要求を制

御します。INTCには、各割り込みの優先順位を設定するためのレジスタがあり、ユーザがこのレジスタに設定し

た優先順位に従って割り込み要求を処理します。 
 

9.1 特長 

（1） SH-4互換仕様 

INTCには次のような特長があります。 

• 外部割り込みの割り込み優先順位を15レベル設定可能 

割り込み優先レベル設定レジスタにより、外部割り込みの優先順位を端子別に15レベルまで設定することが

できます。 

• NMI/IRLノイズキャンセル 

NMI端子の状態を示すNMI入力レベルビットを持っています。割り込み例外処理ルーチンでこのビットを読

み出すことにより端子状態を確認でき、ノイズキャンセラとして使用できます。 

• SR.BLビットが1にセットされたときのNMI要求のマスク 

SR.BLビットが1にセットされたとき、NMI要求をマスクするかどうかを選択できます。 

 

（2） SH-4Aで拡張される機能 

• SR.IMASKビットを受け付けた割り込みレベルに自動更新可能 

• 内蔵モジュール割り込みの優先順位は30レベル設定可能 

13本の割り込み優先レベル設定レジスタにより、内蔵モジュール割り込みの優先順位を要求別に30レベルま

で設定することができます。 

• ユーザモード割り込み禁止機能 

ユーザモードで動作中、ユーザ割り込みマスクレベル設定レジスタ（USERIMASK）に割り込みマスクレベ

ルを設定することにより、設定値以下のレベルの割り込みを禁止することができます。 
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図 9.1に INTCのブロック図を示します。 

8
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（割り込み要求）

（割り込み要求）

（割り込み要求）

（割り込み要求）

（割り込み要求）

バス
インタフェース

外部割り込み
優先順位判定
レベル1～15
の15 レベル

内蔵モジュール
割り込み
優先順位判定
レベル2～31
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SR.IMASK

CPU 
例外処理

NMI

IRL

IRQ

INTPRI

USERIMASK.UIMASK

ICR0、ICR1

周辺
モジュール

【注】周辺モジュールとして割り込み要求を出力できるモジュールは、RTC、TMU 、SCIF、IIC、STIF、SECURITY
 TPU、SIM、CMT、HAC、SIOF、MMCIF、SSI 、ADC、PCC、USBH、USBF、GETHER、LCDCです。
 ただし、SECURITYは、R5S77630Aのみ内蔵されており、R5S77631Aには内蔵されていません。

【記号説明】
DMAC  ：ダイレクトメモリアクセスコントローラ
H-UDI  ：ユーザデバッグインタフェース
ICR0、ICR1  ：割り込みコントロールレジスタ0、1
INTPRI  ：優先順位設定レジスタ
INT2PRI0～INT2PRI13 ：優先順位設定レジスタ0～13
INT2GPIC  ：GPIO 割り込み設定レジスタ 
PCIC  ：PCI コントローラ
SR.IMASK  ：ステータスレジスタのIMASK ビット 
USERIMASK.UIMASK  ：ユーザ割り込みマスクレベル設定レジスタのUIMASK ビット
WDT  ：ウォッチドッグタイマ

内蔵モジュール

PCIC

DMAC

H-UDI

WDT

バス
インタフェース

INT2PRI0～
INT2PRI13

INT2GPIC
INTC

周
辺
バ
ス

比較器

 

図 9.1 INTCのブロック図 
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9.1.1 割り込み方式 

割り込み発生時の基本的な例外処理の流れは次のようになります。 

例外処理では、プログラムカウンタ（PC）、ステータスレジスタ（SR）、汎用レジスタ 15（R15）の内容がそ

れぞれ退避プログラムカウンタ（SPC、退避ステータスレジスタ（SSR）、退避ジェネラルレジスタ 15（SGR）に

退避され、ベクタアドレスに従って対応する例外処理ルーチンの実行を開始します。例外処理ルーチンとは、ユ

ーザによって、個々の例外の内容に応じて作成されたプログラムです。例外処理ルーチンを終了させ、元のプロ

グラムに戻るためには、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行します。本命令によって、PCと SRの内容が復

帰し、例外などが発生した時点での通常処理ルーチンに戻ることができます。なお、SGRの内容は RTE命令では

R15に書き戻されません。 

1. PC、SRおよびR15の内容がそれぞれSPC、SSRおよびSGRに退避されます。 

2. SRのブロックビット（BL）が1に設定されます。 

3. SRのモードビット（MD）が1に設定されます。 

4. SRのレジスタバンクビット（RB）が1に設定されます。 

5. リセット時、SRのFPUディスエーブルビット（FD）が0に設定されます。 

6. 例外コードは割り込み事象レジスタ（INTEVT）のビット13～0に書き込まれます。 

割り込み例外処理ルーチンの先頭番地ベクタベースレジスタ（VBR）＋H'600にジャンプします。 

7. 決められた例外処理のベクタアドレスに分岐して、例外処理ルーチンを開始します。 

 

9.1.2 INTCで想定する割り込み 

想定する割り込み種別の例を表 9.1に示します。INTCでは外部割り込み要因と内蔵モジュール割り込み要因を

サポートします。 

外部割り込み要因とは、外部端子からの入力による NMI、IRL、IRQ割り込みのことです。また、本 LSIでは

IRQ、IRL割り込み入力は、同一端子に割り付けられているのでシステム形態により使用方法を選択設定します。 

IRQ割り込みでは検出方法としてレベルのほか、立ち上がりエッジ、立ち下がりエッジも選択可能です。 
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表 9.1 想定する割り込み 

要  因 要因数 

（最大）

優先順位 INTEVT 

（例外コード）

備  考 

NMI 1 － H'1C0  

IRL[7:4]＝LLLL（H'0） 高 H'200 

IRL[3:0]＝LLLL（H'0）  

IRL[7:4]＝LLLH（H'1）  H'220 

IRL[3:0]＝LLLH（H'1）  

IRL[7:4]＝LLHL（H'2）  H'240 

IRL[3:0]＝LLHL（H'2）  

IRL[7:4]＝LLHH（H'3）  H'260 

IRL[3:0]＝LLHH（H'3）  

IRL[7:4]＝LHLL（H'4）  H'280 

IRL[3:0]＝LHLL（H'4）  

IRL[7:4]＝LHLH（H'5）  H'2A0 

IRL[3:0]＝LHLH（H'5）  

IRL[7:4]＝LHHL（H'6）  H'2C0 

IRL[3:0]＝LHHL（H'6）  

IRL[7:4]＝LHHH（H'7）  H'2E0 

IRL[3:0]＝LHHH（H'7）  

IRL[7:4]＝HLLL（H'8）  H'300 

IRL[3:0]＝HLLL（H'8）  

IRL[7:4]＝HLLH（H'9）  H'320 

IRL[3:0]＝HLLH（H'9）  

IRL[7:4]＝HLHL（H'A）  H'340 

IRL[3:0]＝HLHL（H'A）  

IRL[7:4]＝HLHH（H'B）  H'360 

IRL[3:0]＝HLHH（H'B）  

IRL[7:4]＝HHLL（H'C）  H'380 

IRL[3:0]＝HHLL（H'C）  

IRL[7:4]＝HHLH（H'D）  H'3A0 

IRL[3:0]＝HHLH（H'D）  

IRL[7:4]＝HHHL（H'E）  

外部割り込み 

IRL*1 2 端子入力値の反転値

（負極性端子のため）

 

入力レベル＝ 

L：ローレベル 

H：ハイレベル 

（表 9.6参照） 

H'3C0 

IRL[3:0]＝HHHL（H'E） 低 
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要  因 要因数 

（最大）

優先順位 INTEVT 

（例外コード）

備  考 

H'240 IRQ[0] 高 

H'280 IRQ[1]  

H'2C0 IRQ[2]  

H'300 IRQ[3]  

H'340 IRQ[4]  

H'380 IRQ[5]  

H'3C0 IRQ[6]  

外部割り込み IRQ 8 INTPRI 

レジスタ設定値 

H'200 IRQ[7] 低 

H'480 ATI 

H'4A0 PRI 

RTC 3 

H'4C0 CUI 

SECURITY*3 1 H'4E0* SECI 

WDT 1 H'560 ITI 

TMU0 1 H'580 TUNI0 

TMU1 1 H'5A0 TUNI1 

H'5C0 TUNI2 TMU2 2 

H'5E0 TICPI2 

H-UDI 1 H'600 H-UDI 

LCDC 1 H'620 LCDCI 

H'640 DMTE0 

H'660 DMTE1 

H'680 DMTE2 

H'6A0 DMTE3 

DMAC 7（5/7） 

H'6C0 DMAE 

（ch0～ch5共通） 

H'700 ERI0 

H'720 RXI0 

H'740 BRI0 

SCIF0 4 

H'760 TXI0 

H'780 DMTE4 DMAC 7（2/7） 

H'7A0 DMTE5 

IIC0 1 H'8A0 IICI0 

IIC1 1 H'8C0 IICI1 

内蔵 

モジュール 

割り込み 

CMT 1 

INT2PRI0～

INT2PRI13 

レジスタ設定値 

H'900 CMTI 
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要  因 要因数 

（最大）

優先順位 INTEVT 

（例外コード）

備  考 

H'920 GEINT0 

H'940 GEINT1 

GETHER 3 

H'960 GEINT2 

HAC 1 H'980 HACI 

PCIC0 1 H'A00 SERR 

PCIC1 1 H'A20 INTA 

PCIC2 1 H'A40 INTB 

PCIC3 1 H'A60 INTC 

PCIC4 1 H'A80 INTD 

H'AA0 ERR 

H'AC0 PWD3 

H'AE0 PWD2 

H'B00 PWD1 

PCIC5 5 

H'B20 PWD0 

STIF0 1 H'B40 STIFI0 

STIF1 1 H'B60 STIFI1 

H'B80 ERI1 

H'BA0 RXI1 

H'BC0 BRI1 

SCIF1 4 

H'BE0 TXI1 

SIOF0 1 H'C00 SIOFI0 

SIOF1 1 H'C20 SIOFI1 

SIOF2 1 H'C40 SIOFI2 

USBH 1 H'C60 USBHI 

H'C80 USBFI0 USBF 2 

H'CA0 USBFI1 

TPU 1 H'CC0 TPI 

PCC 1 H'CE0 PCCI 

H'D00 FSTAT 

H'D20 TRAN 

H'D40 ERR 

MMCIF 4 

H'D60 FRDY 

H'D80 ERI 

H'DA0 RXI 

H'DC0 TXI 

内蔵 

モジュール 

割り込み 

SIM 4 

INT2PRI0～

INT2PRI13 

レジスタ設定値 

H'DE0 TEND 
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要  因 要因数 

（最大）

優先順位 INTEVT 

（例外コード）

備  考 

TMU3 1 H'E00 TUNI3 

TMU4 1 H'E20 TUNI4 

TMU5 1 H'E40 TUNI5 

ADC 1 H'E60 ADI 

SSI0 1 H'E80 SSII0 

SSI1 1 H'EA0 SSII1 

SSI2 1 H'EC0 SSII2 

SSI3 1 H'EE0 SSII3 

H'F00 ERI2 

H'F20 RXI2 

H'F40 BRI2 

SCIF2 4 

H'F60 TXI2 

H'F80 CH0 

H'FA0 CH1 

H'FC0 CH2 

内蔵 

モジュール 

割り込み 

GPIO 4 

INT2PRI0～

INT2PRI13 

レジスタ設定値 

H'FE0 CH3 

【注】 *1 IRL[3:0]（IRQ3/IRL3～IRQ0/IRL0端子）による IRL割り込みと IRL[7:4]（IRQ7/IRL7～IRQ4/IRL4端子）による IRL

割り込みには同じ INTEVTコードが割り当てられているため、IRL[3:0]による IRL割り込みか IRL[7:4]による IRL

割り込みかを判別することはできません。 

（本 LSIには IRL[3:0]による IRL割り込みと IRL[7:4]による IRL割り込みとを区別するフラグはありません。） 

 *2 内蔵モジュール割り込みの要因で使用している略称 

 ITI  ：WDTインターバルタイマ割り込み 

 TUNI0～TUNI5 ：TMUチャネル 0～5アンダフロー割り込み 

 TICPI2 ：TMUチャネル 2インプットキャプチャ割り込み 

 DMINT0～DMINT11 ：DMAC チャネル 0～5転送終了割り込み 

 DMAE ：DMACアドレスエラー割り込み（チャネル 0～11共通） 

 ERI0、ERI1 ：SCIFチャネル 0、1受信エラー割り込み 

 RXI0、RXI1 ：SCIFチャネル 0、1受信データフル割り込み 

 BRI0、BRI1 ：SCIFチャネル 0、1ブレーク割り込み要求 

 TXI0、TXI1 ：SCIFチャネル 0、1送信データエンプティ割り込み 

 *3 SECURITYは R5S77631Aには内蔵されていません。R5S77631Aの場合は、リザーブコードになります。 
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9.2 入出力端子 
表 9.2に端子構成を以下に示します。 

 

表 9.2 INTCの端子構成 

端子名 機  能 入出力 説   明 

NMI ノンマスカブル割り込み

入力端子 

入力 マスク不可能な割り込み要求信号入力 

IRQ7/IRL7 

～IRQ0/IRL0 

外部割り込み入力端子 入力 IRQ7～IRQ0または IRL[7:4]、IRL[3:0]割り込み要求信号の入力 

ICR0.IRLM0が 0のとき、IRL[3:0]割り込み要求信号を入力 

ICR0.IRLM0が 1のとき、IRQ3～IRQ0割り込み要求信号を入力 

ICR0.IRLM1が 0のとき、IRL[7:4]割り込み要求信号を入力 

ICR0.IRLM1が 1のとき、IRQ7～IRQ4割り込み要求信号を入力 

IRQOUT 割り込み要求出力端子 出力 割り込み要求が発生したことを外部デバイスに通知する信号の出力 

PINT15～0 ポート割り込み入力端子 入力 ポート割り込み要求信号入力 
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9.3 レジスタの説明 
表 9.3に INTCのレジスタ構成を示します。また、表 9.4に各処理モードにおけるレジスタの状態を示します。 

 

表 9.3 INTCのレジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

割り込みコントロールレジスタ 0 ICR0 R/W H'FFD0 0000 H'1FD0 0000 32 

割り込みコントロールレジスタ 1 ICR1 R/W H'FFD0 001C H'1FD0 001C 32 

割り込み優先順位設定レジスタ INTPRI R/W H'FFD0 0010 H'1FD0 0010 32 

割り込み要因レジスタ INTREQ R/W H'FFD0 0024 H'1FD0 0024 32 

割り込みマスクレジスタ 0 INTMSK0 R/W H'FFD0 0044 H'1FD0 0044 32 

割り込みマスクレジスタ 1 INTMSK1 R/W H'FFD0 0048 H'1FD0 0048 32 

割り込みマスクレジスタ 2 INTMSK2 R/W H'FFD4 0080 H'1FD4 0080 32 

割り込みマスククリアレジスタ 0 INTMSKCLR0 R/W H'FFD0 0064 H'1FD0 0064 32 

割り込みマスククリアレジスタ 1 INTMSKCLR1 R/W H'FFD0 0068 H'1FD0 0068 32 

割り込みマスククリアレジスタ 2 INTMSKCLR2 R/W H'FFD4 0084 H'1FD4 0084 32 

NMIフラグコントロールレジスタ NMIFCR R/W H'FFD0 00C0 H'1FD0 00C0 32 

ユーザ割り込みマスクレベル設定レジスタ USERIMASK R/W H'FFD3 0000 H'1FD3 0000 32 

割り込み優先順位設定レジスタ 0 INT2PRI0 R/W H'FFD4 0000 H'1FD4 0000 32 

割り込み優先順位設定レジスタ 1 INT2PRI1 R/W H'FFD4 0004 H'1FD4 0004 32 

割り込み優先順位設定レジスタ 2 INT2PRI2 R/W H'FFD4 0008 H'1FD4 0008 32 

割り込み優先順位設定レジスタ 3 INT2PRI3 R/W H'FFD4 000C H'1FD4 000C 32 

割り込み優先順位設定レジスタ 4 INT2PRI4 R/W H'FFD4 0010 H'1FD4 0010 32 

割り込み優先順位設定レジスタ 5 INT2PRI5 R/W H'FFD4 0014 H'1FD4 0014 32 

割り込み優先順位設定レジスタ 6 INT2PRI6 R/W H'FFD4 0018 H'1FD4 0018 32 

割り込み優先順位設定レジスタ 7 INT2PRI7 R/W H'FFD4 001C H'1FD4 001C 32 

割り込み優先順位設定レジスタ 8 INT2PRI8 R/W H'FFD4 00A0 H'1FD4 00A0 32 

割り込み優先順位設定レジスタ 9 INT2PRI9 R/W H'FFD4 00A4 H'1FD4 00A4 32 

割り込み優先順位設定レジスタ 10 INT2PRI10 R/W H'FFD4 00A8 H'1FD4 00A8 32 

割り込み優先順位設定レジスタ 11 INT2PRI11 R/W H'FFD4 00AC H'1FD4 00AC 32 

割り込み優先順位設定レジスタ 12 INT2PRI12 R/W H'FFD4 00B0 H'1FD4 00B0 32 

割り込み優先順位設定レジスタ 13 INT2PRI13 R/W H'FFD4 00B4 H'1FD4 00B4 32 

割り込み要因レジスタ 0 

（マスク状態の影響なし） 

INT2A0 R H'FFD4 0030 H'1FD4 0030 32 

割り込み要因レジスタ 01 

（マスク状態の影響なし） 

INT2A01 R H'FFD4 00C0 H'1FD4 00C0 32 
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名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

割り込み要因レジスタ 1 

（マスク状態の影響あり） 

INT2A1 R H'FFD4 0034 H'1FD4 0034 32 

割り込み要因レジスタ 11 

（マスク状態の影響あり） 

INT2A11 R H'FFD4 00C4 H'1FD4 00C4 32 

割り込みマスクレジスタ INT2MSKR R/W H'FFD4 0038 H'1FD4 0038 32 

割り込みマスクレジスタ 1 INT2MSKR1 R/W H'FFD4 00D0 H'1FD4 00D0 32 

割り込みマスククリアレジスタ INT2MSKCR W H'FFD4 003C H'1FD4 003C 32 

割り込みマスククリアレジスタ 1 INT2MSKCR1 W H'FFD4 00D4 H'1FD4 00D4 32 

モジュール別割り込み要因レジスタ 0 INT2B0 R H'FFD4 0040 H'1FD4 0040 32 

モジュール別割り込み要因レジスタ 1 INT2B1 R H'FFD4 0044 H'1FD4 0044 32 

モジュール別割り込み要因レジスタ 2 INT2B2 R H'FFD4 0048 H'1FD4 0048 32 

モジュール別割り込み要因レジスタ 3 INT2B3 R H'FFD4 004C H'1FD4 004C 32 

モジュール別割り込み要因レジスタ 4 INT2B4 R H'FFD4 0050 H'1FD4 0050 32 

モジュール別割り込み要因レジスタ 5 INT2B5 R H'FFD4 0054 H'1FD4 0054 32 

モジュール別割り込み要因レジスタ 6 INT2B6 R H'FFD4 0058 H'1FD4 0058 32 

モジュール別割り込み要因レジスタ 7 INT2B7 R H'FFD4 005C H'1FD4 005C 32 

モジュール別割り込み要因レジスタ 9 INT2B9 R H'FFD4 0064 H'1FD4 0064 32 

モジュール別割り込み要因レジスタ 10 INT2B10 R H'FFD4 0068 H'1FD4 0068 32 

モジュール別割り込み要因レジスタ 11 INT2B11 R H'FFD4 006C H'1FD4 006C 32 

GPIO割り込み設定レジスタ INT2GPIC R/W H'FFD4 0090 H'1FD4 0090 32 
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表 9.4 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

割り込みコントロールレジスタ 0 ICR0 H'x000 0000 H'x000 0000 保持 保持 

割り込みコントロールレジスタ 1 ICR1 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

割り込み優先順位設定レジスタ INTPRI H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

割り込み要因レジスタ INTREQ H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

割り込みマスクレジスタ 0 INTMSK0 H'FF00 0000 H'FF00 0000 保持 保持 

割り込みマスクレジスタ 1 INTMSK1 H'FF00 0000 H'FF00 0000 保持 保持 

割り込みマスクレジスタ 2 INTMSK2 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

割り込みマスククリアレジスタ 0 INTMSKCLR0 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

割り込みマスククリアレジスタ 1 INTMSKCLR1 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

割り込みマスククリアレジスタ 2 INTMSKCLR2 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

NMIフラグコントロールレジスタ NMIFCR H'x000 0000 H'x000 0000 保持 保持 

ユーザ割り込みマスクレベル設定レジスタ USERIMASK H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

割り込み優先順位設定レジスタ 0 INT2PRI0 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

割り込み優先順位設定レジスタ 1 INT2PRI1 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

割り込み優先順位設定レジスタ 2 INT2PRI2 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

割り込み優先順位設定レジスタ 3 INT2PRI3 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

割り込み優先順位設定レジスタ 4 INT2PRI4 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

割り込み優先順位設定レジスタ 5 INT2PRI5 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

割り込み優先順位設定レジスタ 6 INT2PRI6 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

割り込み優先順位設定レジスタ 7 INT2PRI7 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

割り込み優先順位設定レジスタ 8 INT2PRI8 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

割り込み優先順位設定レジスタ 9 INT2PRI9 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

割り込み優先順位設定レジスタ 10 INT2PRI10 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

割り込み優先順位設定レジスタ 11 INT2PRI11 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

割り込み優先順位設定レジスタ 12 INT2PRI12 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

割り込み優先順位設定レジスタ 13 INT2PRI13 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

割り込み要因レジスタ 

（マスク状態の影響なし） 

INT2A0 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

割り込み要因レジスタ 01 

（マスク状態の影響なし） 

INT2A01 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

割り込み要因レジスタ 

（マスク状態の影響あり） 

INT2A1 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

割り込み要因レジスタ 11 

（マスク状態の影響あり） 

INT2A11 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

 



 

9. 割り込みコントローラ（INTC）  

9-12  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

割り込みマスクレジスタ INT2MSKR H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF 保持 保持 

割り込みマスクレジスタ 1 INT2MSKR1 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF 保持 保持 

割り込みマスククリアレジスタ INT2MSKCR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

割り込みマスククリアレジスタ 1 INT2MSKCR1 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

モジュール別割り込み要因レジスタ 0 INT2B0 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

モジュール別割り込み要因レジスタ 1 INT2B1 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

モジュール別割り込み要因レジスタ 2 INT2B2 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

モジュール別割り込み要因レジスタ 3 INT2B3 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

モジュール別割り込み要因レジスタ 4 INT2B4 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

モジュール別割り込み要因レジスタ 5 INT2B5 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

モジュール別割り込み要因レジスタ 6 INT2B6 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

モジュール別割り込み要因レジスタ 7 INT2B7 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

モジュール別割り込み要因レジスタ 9 INT2B9 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

モジュール別割り込み要因レジスタ 10 INT2B10 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

モジュール別割り込み要因レジスタ 11 INT2B11 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

GPIO割り込み設定レジスタ INT2GPIC H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 
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9.3.1 割り込みコントロールレジスタ 0（ICR0） 

ICR0は、一部書き込み可能な 32ビットのレジスタで、外部割り込み入力端子や NMI端子の入力信号検出モー

ドを設定し、NMI端子に入力されているレベルを示します。 
 

161718192021222324252627282931 30

00000000000000－ 0

－－－－－－IRLM1IRLM0NMIENMIB－－－－NMIL MAI

RRRRRRR/WR/WR/WR/WRRRRR R/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 NMIL 不定 R NMI入力レベル 

NMI端子に入力されている信号のレベルが設定されます。 

このビットを読むことによって、NMI端子のレベルを知ることができます。 

0：NMI端子にローレベルが入力されている 

1：NMI端子にハイレベルが入力されている 

30 MAI 0 R/W MAI割り込みマスク 

CPUの SR.BLビットにかかわらず、NMI端子の入力レベルが Lowレベル

の期間すべての割り込みをマスクするかどうかを指定します。 

0：NMIがローレベルでも割り込み許可 

1：NMIがローレベルの期間、割り込み禁止 

29～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

25 NMIB 0 R/W NMIブロックモード 

CPUの SR.BLビットが 1のときにNMI割り込みを SR.BLビットが 0にな

るまで保留するか、即時に検出するか選択します。 

0：SR.BL＝1のとき NMI割り込み要求を保留する（初期値） 

1：SR.BL＝1のとき NMI割り込みを保留しない 

【注】SR.BL＝1のままで割り込みを受け付けると、以前の例外情報（SSR、

SPC、SGR、INTEVT）は失われます。 

24 NMIE 0 R/W NMIエッジセレクト 

NMI端子への割り込み要求信号を、立ち下がりエッジで検出するか、立ち

上がりエッジで検出するかを選択します。 

0：NMI入力の立ち下がりエッジで割り込み要求を検出（初期値） 

1：NMI入力の立ち上がりエッジで割り込み要求を検出 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23 IRLM0 0 R/W IRL端子モード 0 

IRQ3/IRL3～IRQ0/IRL0端子をエンコードされた割り込み（IRL[3:0]割り込

み）要求として使用するか、独立した割り込み（IRQ3～IRQ0割り込み）

要求として使用するかどうかを設定します。 

0：IRQ3/IRL3～IRQ0/IRL0端子はエンコードされた割り込み要求として

使用（初期値） 

1：IRQ3/IRL3～IRQ0/IRL0端子は独立した割り込み要求として使用 

22 IRLM1  0 R/W IRL端子モード 1 

IRQ7/IRL7～IRQ4/IRL4をエンコードされた割り込み（IRL[7:3]割り込み）

要求として使用するか、独立した割り込み（IRQ7～IRQ4割り込み）要求

として使用するかどうかを設定します。 

0：IRQ7/IRL7～IRQ4/IRL4端子はエンコードされた割り込み要求として

使用（初期値） 

1：IRQ7/IRL7～IRQ4/IRL4端子は独立した割り込み要求として使用 

21～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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9.3.2 割り込みコントロールレジスタ 1（ICR1） 

ICR1は、外部割り込み入力端子 IRQ7/IRL7～IRQ0/IRL0に対して、立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジ、ロ

ーレベル、ハイレベルの検出モードを端子ごとに指定する読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタです。

ICR0の IRLM0、IRLM1に 1を書き込んで、IRQ3/IRL3～IRQ0/IRL0、IRQ7/IRL7～IRQ4/IRL4端子を独立した割り

込み（IRQ7～IRQ0割り込み）入力として使用する場合に有効になります。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

IRQ7SIRQ6SIRQ5SIRQ4SIRQ3SIRQ2SIRQ1SIRQ0S

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31、30 IRQ0S 00 R/W 

29、28 IRQ1S 00 R/W 

27、26 IRQ2S 00 R/W 

25、24 IRQ3S 00 R/W 

23、22 IRQ4S 00 R/W 

21、20 IRQ5S 00 R/W 

19、18 IRQ6S 00 R/W 

17、16 IRQ7S 00 R/W 

IRQnセンスセレクト 

IRQ7/IRL7～IRQ0/IRL0端子に対する割り込み信号を立ち下がりエッジ、

立ち上がりエッジ、ローレベル、ハイレベルのどれで検出するか選択しま

す。 

IRQnS IRQn割り込み要求検出方法 

00 割り込み要求を IRQn入力の立ち下がりエッジで検出 

01 割り込み要求を IRQn入力の立ち上がりエッジで検出 

10 割り込み要求を IRQn入力のローレベルで検出 

11 割り込み要求を IRQn入力のハイレベルで検出 

【注】n＝0～7 

15～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 IRQがレベル入力に設定されている場合（IRQnS1＝1）、CPUが何らかの割り込みを受け付けるまで要因を保持します

（IRQであるとは限りません）。これにより、SLEEPからの復帰時に、復帰前に割り込み要因が取り下げられた場合で

も割り込みハンドラに分岐することが保証されます。保持された割り込みは、該当する割り込みのマスクビット（割り

込みマスクレジスタの IMビット）を 1にすることでクリアできます。 
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9.3.3 割り込み優先順位設定レジスタ（INTPRI） 

INTPRIは、IRQ7～IRQ0割り込みの優先順位（レベル 15～0）を設定する読み出し／書き込み可能な 32ビット

のレジスタです。ICR0の IRLM0、IRLM1に 1を書き込んで、IRQ3/IRL3～IRQ0/IRL0、IRQ7/IRL7～IRQ4/IRL4端

子を独立した割り込み（IRQ7～IRQ0割り込み）入力として使用する場合に有効になります。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

IP3IP2IP1IP0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

IP7IP6IP5IP4

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 IP0 H'0 R/W IRQ0の独立した割り込み要求の優先順位 

27～24 IP1 H'0 R/W IRQ1の独立した割り込み要求の優先順位 

23～20 IP2 H'0 R/W IRQ2の独立した割り込み要求の優先順位 

19～16 IP3 H'0 R/W IRQ3の独立した割り込み要求の優先順位 

15～12 IP4 H'0 R/W IRQ4の独立した割り込み要求の優先順位 

11～8 IP5 H'0 R/W IRQ5の独立した割り込み要求の優先順位 

7～4 IP6 H'0 R/W IRQ6の独立した割り込み要求の優先順位 

3～0 IP7 H'0 R/W IRQ7の独立した割り込み要求の優先順位 

 

各 4ビットのフィールドに H'F～H'1の値を設定して割り込み優先順位を定めてください。値が大きいほど優先

レベルが高くなります。 

また、H'0を設定した場合は割り込みがマスクされます。（初期値） 
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9.3.4 割り込み要因レジスタ（INTREQ） 

INTREQは、INTCにどの IRQn（n＝0～7）割り込みが要求されているかを示す読み出し、条件付き書き込み可

能な 32ビットのレジスタです。 

INTPRI、INTMSK0によって割り込みがマスクされても本レジスタのビットは影響を受けません。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－－－－－－－IR7IR6IR5IR4IR3IR2IR0 IR1

RRRRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

説   明 ビット ビット名 初期値 R/W 

エッジ検出時 

（ICR0.IRQnS＝00または 01） 

レベル検出時 

（ICR0.IRQnS＝10または 11） 

31 IR0 0 R/W 

30 IR1 0 R/W 

29 IR2 0 R/W 

28 IR3 0 R/W 

27 IR4 0 R/W 

26 IR5 0 R/W 

25 IR6 0 R/W 

24 IR7 0 R/W 

読み込み時 

0：対応する割り込み要求を検出

していません 

1：対応する割り込みを要求検出

しました 

書き込み時 

0：1を読み出したビットに限り 0

にクリアされます 

1：検出した割り込み要求を保持

します。 

【注】0を読み出したビットには、1

を書き込むようにしてくださ

い。 

読み込み時 

0：対応する割り込み端子がアサ

ートされていません 

1：対応する割り込み端子がアサ

ートされ、まだ CPUが受け付

けていません。 

書き込みは無効です 

23～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】n＝0～7 
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9.3.5 割り込みマスクレジスタ 0（INTMSK0） 

INTMSK0は、IRQn（n＝0～7）割り込み要求ごとにマスクするかどうかを設定する読み出し、条件付き書き込

み可能な 32ビットのレジスタです。割り込みマスクを解除するには、INTMSKCLR0レジスタの対応するビット

に 1を書き込みます。本レジスタの各ビットに 0を書き込んでも、値は変化しません。 

IRQ3/IRL3～IRQ0/IRL0または IRQ7/IRL7～IRQ4/IRL4端子をエンコードされた IRL割り込み入力の場合は、そ

れぞれ IM00～IM03、IM04～IM07には 1を書き込んでください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000001111111 1

－－－－－－－－IM07IM06IM05IM04IM03IM02IM00 IM01

RRRRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 IM00 1 R/W IRQ0の独立した割り込み要因のマスク

30 IM01 1 R/W IRQ1の独立した割り込み要因のマスク

29 IM02 1 R/W IRQ2の独立した割り込み要因のマスク

28 IM03 1 R/W IRQ3の独立した割り込み要因のマスク

27 IM04 1 R/W IRQ4の独立した割り込み要因のマスク

26 IM05 1 R/W IRQ5の独立した割り込み要因のマスク

25 IM06 1 R/W IRQ6の独立した割り込み要因のマスク

24 IM07 1 R/W IRQ7の独立した割り込み要因のマスク

読み出し時 

0：割り込みを受け付ける 

1：割り込みをマスクする 

書き込み時 

0：無効 

1：割り込みをマスクする 

23～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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9.3.6 割り込みマスクレジスタ 1（INTMSK1） 

INTMSK1は、IRL割り込み要求をマスクするかどうかを設定する読み出し、条件付き書き込み可能な 32ビッ

トのレジスタです。割り込みマスクを解除するには、INTMSKCLR1レジスタの対応するビットに 1を書き込みま

す。本レジスタの各ビットに 0を書き込んでも、値は変化しません。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000001111111 1

－－－－－－－－－－－－－－IM10 IM11

RRRRRRRRRRRRRRR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 IM10 1 R/W IRQ3/IRL3～IRQ0/IRL0がエンコードさ

れた割り込み入力の場合における 

IRL[3:0]の割り込み要因のマスク 

30 IM11 1 R/W IRQ7/IRL7～IRQ4/IRL4がエンコードさ

れた割り込み入力の場合における 

IRL[7:4]の割り込み要因のマスク 

読み出し時 

0：割り込みを受け付ける 

1：割り込みをマスクする 

書き込み時 

0：無効 

1：割り込みをマスクする 

29～24 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

23～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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9.3.7 割り込みマスクレジスタ 2（INTMSK2） 

INTMSK2は、IRL割り込み要求をレベルごとにマスクするかどうかを設定する読み出し、条件付き書き込み可

能な 32ビットのレジスタです。割り込みマスクを解除するには、INTMSKCLR2レジスタの対応するビットに 1

を書き込みます。本レジスタの各ビットに 0を書き込んでも、値は変化しません。 

IRQ3/IRL3～IRQ0/IRL0または IRQ7/IRL7～IRQ4/IRL4端子がエンコードされた IRL割り込み入力の場合かつ、

INTMSK1で IRL割り込みをマスクしていない場合に有効となります。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－IM001IM002IM003IM004IM005IM006IM007IM008IM009IM010IM011IM012IM013IM015 IM014

RR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

－IM101IM102IM103IM104IM105IM106IM107IM108IM109IM110IM111IM112IM113IM115 IM114

RR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 IM015 0 R/W IRL[3:0]が LLLL（H'0）入力の場合の割り

込み要因のマスク 

30 IM014 0 R/W IRL[3:0]が LLLH（H'1）入力の場合の割

り込み要因のマスク 

29 IM013 0 R/W IRL[3:0]が LLHL（H'2）入力の場合の割

り込み要因のマスク 

28 IM012 0 R/W IRL[3:0]が LLHH（H'3）入力の場合の割

り込み要因のマスク 

27 IM011 0 R/W IRL[3:0]が LHLL（H'4）入力の場合の割

り込み要因のマスク 

26 IM010 0 R/W IRL[3:0]が LHLH（H'5）入力の場合の割

り込み要因のマスク 

25 IM009 0 R/W IRL[3:0]が LHHL（H'6）入力の場合の割

り込み要因のマスク 

24 IM008 0 R/W IRL[3:0]が LHHH（H'7）入力の場合の割

り込み要因のマスク 

23 IM007 0 R/W IRL[3:0]が HLLL（H'8）入力の場合の割

り込み要因のマスク 

22 IM006 0 R/W IRL[3:0]が HLLH（H'9）入力の場合の割

り込み要因のマスク 

21 IM005 0 R/W IRL[3:0]が HLHL（H'A）入力の場合の割

り込み要因のマスク 

20 IM004 0 R/W IRL[3:0]が HLHH（H'B）入力の場合の割

り込み要因のマスク 

読み出し時 

0：割り込みを受け付ける 

1：割り込みをマスクする 

書き込み時 

0：無効 

1：割り込みをマスクする 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

19 IM003 0 R/W IRL[3:0]が HHLL（H'C）入力の場合の割

り込み要因のマスク 

18 IM002 0 R/W IRL[3:0]が HHLH（H'D）入力の場合の割

り込み要因のマスク 

17 IM001 0 R/W IRL[3:0]が HHHL（H'E）入力の場合の割

り込み要因のマスク 

読み出し時 

0：割り込みを受け付ける 

1：割り込みをマスクする 

書き込み時 

0：無効 

1：割り込みをマスクする 

16 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

15 IM115 0 R/W IRL[7:4]が LLLL（H'0）入力の場合の割り

込み要因のマスク 

14 IM114 0 R/W IRL[7:4]が LLLH（H'1）入力の場合の割

り込み要因のマスク 

13 IM113 0 R/W IRL[7:4]が LLHL（H'2）入力の場合の割

り込み要因のマスク 

12 IM112 0 R/W IRL[7:4]が LLHH（H'3）入力の場合の割

り込み要因のマスク 

11 IM111 0 R/W IRL[7:4]が LHLL（H'4）入力の場合の割

り込み要因のマスク 

10 IM110 0 R/W IRL[7:4]が LHLH（H'5）入力の場合の割

り込み要因のマスク 

9 IM109 0 R/W IRL[7:4]が LHHL（H'6）入力の場合の割

り込み要因のマスク 

8 IM108 0 R/W IRL[7:4]が LHHH（H'7）入力の場合の割

り込み要因のマスク 

7 IM107 0 R/W IRL[7:4]が HLLL（H'8）入力の場合の割

り込み要因のマスク 

6 IM106 0 R/W IRL[7:4]が HLLH（H'9）入力の場合の割

り込み要因のマスク 

5 IM105 0 R/W IRL[7:4]が HLHL（H'A）入力の場合の割

り込み要因のマスク 

4 IM104 0 R/W IRL[7:4]が HLHH（H'B）入力の場合の割

り込み要因のマスク 

3 IM103 0 R/W IRL[7:4]が HHLL（H'C）入力の場合の割

り込み要因のマスク 

2 IM102 0 R/W IRL[7:4]が HHLH（H'D）入力の場合の割

り込み要因のマスク 

1 IM101 0 R/W IRL[7:4]が HHHL（H'E）入力の場合の割

り込み要因のマスク 

読み出し時 

0：割り込みを受け付ける 

1：割り込みをマスクする 

書き込み時 

0：無効 

1：割り込みをマスクする 

0 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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9.3.8 割り込みマスククリアレジスタ 0（INTMSKCLR0） 

INTMSKCLR0は、IRQn（n＝0～7）割り込み要求ごとのマスクをクリアするための書き込み専用の 32ビットレ

ジスタです。読み出した値は保証しません。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－－－－－－－IC07IC06IC05IC04IC03IC02IC00 IC01

RRRRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 IC00 0 R/W IRQ0の独立した割り込み要因のマスク

クリア 

30 IC01 0 R/W IRQ1の独立した割り込み要因のマスク

クリア 

29 IC02 0 R/W IRQ2の独立した割り込み要因のマスク

クリア 

28 IC03 0 R/W IRQ3の独立した割り込み要因のマスク

クリア 

27 IC04 0 R/W IRQ4の独立した割り込み要因のマスク

クリア 

26 IC05 0 R/W IRQ5の独立した割り込み要因のマスク

クリア 

25 IC06 0 R/W IRQ6の独立した割り込み要因のマスク

クリア 

24 IC07 0 R/W IRQ7の独立した割り込み要因のマスク

クリア 

読み出し時 

不定値を返します。 

書き込み時 

0：無効 

1：割り込みマスククリア 

（割り込みを許可する） 

23～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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9.3.9 割り込みマスククリアレジスタ 1（INTMSKCLR1） 

INTMSKCLR1は、IRL割り込み要求のマスクをクリアするための書き込み専用の 32ビットレジスタです。読

み出した値は保証しません。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－IC10 IC11

RRRRRRRRRRRRRRR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 IC10 0 R/W IRQ3/IRL3～IRQ0/IRL0がエンコードさ

れた割り込み入力の場合における

IRL[3:0]の割り込み要因のマスククリア

30 IC11 0 R/W IRQ7/IRL7～IRQ4/IRL4がエンコードさ

れた割り込み入力の場合における

IRL[7:4]の割り込み要因のマスククリア

読み出し時 

不定値を返します。 

書き込み時 

0：無効 

1：割り込みマスククリア 

（割り込みを許可する） 

29～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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9.3.10 割り込みマスククリアレジスタ 2（INTMSKCLR2） 

INTMSKCLR2は、IRL割り込み要求のレベルごとのマスクをクリアするための書き込み専用の 32ビットレジ

スタです。読み出した値は保証しません。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－IC001IC002IC003IC004IC005IC006IC007IC008IC009IC010IC011IC012IC013IC015 IC014

RR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

－IC101IC102IC103IC104IC105IC106IC107IC108IC109IC110IC111IC112IC113IC115 IC114

RR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 IC015 0 R/W IRL[3:0]が LLLL（H'0）入力の場合の割り込

み要因のマスククリア 

30 IC014 0 R/W IRL[3:0]が LLLH（H'1）入力の場合の割り込

み要因のマスククリア 

29 IC013 0 R/W IRL[3:0]が LLHL（H'2）入力の場合の割り込

み要因のマスククリア 

28 IC012 0 R/W IRL[3:0]が LLHH（H'3）入力の場合の割り

込み要因のマスククリア 

27 IC011 0 R/W IRL[3:0]が LHLL（H'4）入力の場合の割り込

み要因のマスククリア 

26 IC010 0 R/W IRL[3:0]が LHLH（H'5）入力の場合の割り

込み要因のマスククリア 

25 IC009 0 R/W IRL[3:0]が LHHL（H'6）入力の場合の割り

込み要因のマスククリア 

24 IC008 0 R/W IRL[3:0]が LHHH（H'7）入力の場合の割り

込み要因のマスククリア 

23 IC007 0 R/W IRL[3:0]が HLLL（H'8）入力の場合の割り込

み要因のマスククリア 

22 IC006 0 R/W IRL[3:0]が HLLH（H'9）入力の場合の割り

込み要因のマスククリア 

21 IC005 0 R/W IRL[3:0]が HLHL（H'A）入力の場合の割り

込み要因のマスククリア 

20 IC004 0 R/W IRL[3:0]が HLHH（H'B）入力の場合の割り

込み要因のマスククリア 

19 IC003 0 R/W IRL[3:0]が HHLL（H'C）入力の場合の割り

込み要因のマスククリア 

18 IC002 0 R/W IRL[3:0]が HHLH（H'D）入力の場合の割り

込み要因のマスククリア 

17 IC001 0 R/W IRL[3:0]が HHHL（H'E）入力の場合の割り

込み要因のマスククリア 

読み出し時 

不定値を返します。 

書き込み時 

0：無効 

1：割り込みマスククリア 

（割り込みを許可する） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

16 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

15 IC115 0 R/W IRL[7:4]が LLLL（H'0）入力の場合の割り込

み要因のマスククリア 

14 IC114 0 R/W IRL[7:4]が LLLH（H'1）入力の場合の割り込

み要因のマスククリア 

13 IC113 0 R/W IRL[7:4]が LLHL（H'2）入力の場合の割り込

み要因のマスククリア 

12 IC112 0 R/W IRL[7:4]が LLHH（H'3）入力の場合の割り

込み要因のマスククリア 

11 IC111 0 R/W IRL[7:4]が LHLL（H'4）入力の場合の割り込

み要因のマスククリア 

10 IC110 0 R/W IRL[7:4]が LHLH（H'5）入力の場合の割り

込み要因のマスククリア 

9 IC109 0 R/W IRL[7:4]が LHHL（H'6）入力の場合の割り

込み要因のマスククリア 

8 IC108 0 R/W IRL[7:4]が LHHH（H'7）入力の場合の割り

込み要因のマスククリア 

7 IC107 0 R/W IRL[7:4]が HLLL（H'8）入力の場合の割り込

み要因のマスククリア 

6 IC106 0 R/W IRL[7:4]が HLLH（H'9）入力の場合の割り

込み要因のマスククリア 

5 IC105 0 R/W IRL[7:4]が HLHL（H'A）入力の場合の割り

込み要因のマスククリア 

4 IC104 0 R/W IRL[7:4]が HLHH（H'B）入力の場合の割り

込み要因のマスククリア 

3 IC103 0 R/W IRL[7:4]が HHLL（H'C）入力の場合の割り

込み要因のマスククリア 

2 IC102 0 R/W IRL[7:4]が HHLH（H'D）入力の場合の割り

込み要因のマスククリア 

1 IC101 0 R/W IRL[7:4]が HHHL（H'E）入力の場合の割り

込み要因のマスククリア 

読み出し時 

不定値を返します。 

書き込み時 

0：無効 

1：割り込みマスククリア 

（割り込みを許可す

る） 

0 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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9.3.11 NMIフラグコントロールレジスタ（NMIFCR） 

NMIFCRは、読み出し、一部条件付き書き込み可能な NMIフラグ（NMIFLビット）を持つ 32ビットレジスタ

です。NMIFLビットは、INTCにより NMIが検出されると自動的に 1にセットされます。NMIFLビットは 0を書

き込むことでクリアされます。 

NMIFLビットの値は CPUの NMI受理には影響を与えません。つまり、INTCにより検出された NMI要求は、

CPUに受け付けられることによりクリアされますが、NMIFLビットは自動的にクリアされません。また、NMI

要求がCPUに受け付けられるより前にNMIFLビットに 0を書き込んだ場合でも、NMI要求は取り消されません。 
 

161718192021222324252627282931 30

00000000000000－ 0

NMIFL－－－－－－－－－－－－－NMIL －

R/WRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 NMIL 不定 R NMI入力レベル 

0：NMI端子にローレベルが入力されている 

1：NMI端子にハイレベルが入力されている 

30～17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

16 NMIFL 0 R/W NMIフラグ（NMI割り込み要求信号検出） 

読み出し時 

1：NMIが検出された 

0：NMIが検出されていない 

書き込み時 

0：NMIフラグをクリア 

1：無効（1書き込みは無視されます） 

15～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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9.3.12 ユーザ割り込みマスクレベル設定レジスタ（USERIMASK） 

USERIMASKは、受け付け可能な割り込みレベルを設定するための読み出し、一部条件付き書き込み可能な 32

ビットレジスタです。エリア 7アドレスにMMUのアドレス変換を使用してアクセスすることにより、本レジス

タはユーザモードでアクセス可能です。INTCのその他のレジスタとは異なる 64Kバイトページに配置されますの

で、本レジスタのみユーザモードでアクセス可能に設定できます。 

UIMASK設定値以下の割り込みレベルに設定された割り込みはマスクされます。H'Fを設定すると NMI以外の

全割り込みがマスクされます。 

UIMASK設定値より高い割り込みレベルに設定された割り込みは受け付けられますが、割り込みマスクレジス

タの対応する割り込みの割り込みマスクビットが 0（割り込み許可）であること、また SR.IMASKビットがその

割り込みレベルより低く設定されている場合のみ受け付けられます。 

また、割り込みが受け付けられても UIMASKの値は変化しません。 

パワーオンリセット、マニュアルリセット時に H'0000 0000（全割り込み許可）に初期化されます。 

誤書き込みを防止するため、本レジスタへの書き込みは、ビット 31～24が H'A5のときのみ有効です。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－－－－－－－

RRRRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

－－－－－－－－

01234567891011121315 14

000000000000000 0

－－－－UIMASK－－－－－－－ －

RRRRR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 － H'00 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

UIMASKビットに値を書き込むときは、本ビットは H'A5に設定してくだ

さい（書き込んでください）。 

23～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7～4 UIMASK H'0 R/W ユーザ割り込みマスクレベル 

UIMASK設定値以下のレベルの割り込みはマスクされます。 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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• ユーザ割り込みマスクレベル設定レジスタの使用手順 

USERIMASKに割り込みマスクレベルを設定することにより、設定値以下のレベルの割り込みを禁止するこ

とができます。本機能を用いることにより、ユーザモードで動作するデバイスドライバ等のタスク中で緊急

度の高い処理を行う際に、より緊急度の低い割り込みを禁止することで完了までの時間を短縮できます。 

USERIMASKは、INTCその他のレジスタとは異なる64KB空間に配置されています。ユーザモードで本レジス

タをアクセスする場合は、MMUによるアドレス変換によりアクセスします。マルチタスクOSの場合、

USERIMASKにアクセスできるプロセスはMMUの記憶保護により管理してください。また、そのタスクを終

了する場合や他のタスクに切り替える場合は、必ずUIMASKビットを0にクリアしてください。誤って

UIMASKビットに0以外の値を設定したままタスクを終了すると、その割り込みレベル以下の割り込みが禁止

されたままとなり、OSのタスク切り替えが行われなくなるなどの不具合を起こすことがあります。 

以下に使用手順の例を示します。 

1. 準備として、割り込みを以下（A）と（B）に分類し、（B）より（A）の割り込みレベルを高く設定する。 

（A）デバイスドライバ中で割り込み受付けされるべき割り込み 

（OSで使用する割り込み;タイマ割り込み等） 

（B）デバイスドライバ中で割り込み禁止されるべき割り込み 

2. 割り込みを禁止したいデバイスドライバにのみUSERIMASKが存在するアドレス空間へのアクセスを許可す

るようにMMUを設定します。 

3. デバイスドライバに分岐する。 

4. ユーザモードで動作するデバイスドライバ中で、（B）の割り込みがマスクされるようにUIMASKビットを

設定する。 

5. デバイスドライバ中で緊急度の高い処理を行う。 

6. UIMASKビットを0にクリアし、デバイスドライバの処理から復帰する。 
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9.3.13 割り込み優先順位設定レジスタ（INT2PRI0～INT2PRI13） 

割り込み優先順位設定レジスタ（INT2PRI0～INT2PRI13）は、内蔵モジュール割り込みの優先順位（レベル 31

～0）を設定します。 

INT2PRI0～INT2PRI13は、それぞれ読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタです。リセット時は 0に初

期化されます。 

本レジスタでは、個々の割り込み要因を 5ビットで 32通り、30レベル（H'00と H'01は割り込み要求をマスク）

の優先レベルに割り付け設定することが可能です。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－－－－ －

R/WR/WR/WR/WR/WRRRR/WR/WR/WR/WR/WRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

－－－－－ －

R/WR/WR/WR/WR/WRRRR/WR/WR/WR/WR/WRR R

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

割り込み要求元と INT2PRI0～INT2PRI13レジスタの各ビットの対応を表 9.5に示します。 
 

表 9.5 割り込み要求元と INT2PRI0～INT2PRI13レジスタ 

ビット レジスタ 

28～24 20～16 12～8 4～0 

INT2PRI0 TMU0(TUNI0) TMU0(TUNI1) TMU0(TUNI2) TMU0(TICPI2) 

INT2PRI1 TMU1(TUNI3) TMU1(TUNI4) TMU1(TUNI5) RTC 

INT2PRI2 SCIF0 SCIF1 WDT リザーブ 

INT2PRI3 H-UDI DMAC ADC リザーブ 

INT2PRI4 CMT HAC PCIC0 PCIC1 

INT2PRI5 PCIC2 PCIC3 PCIC4 PCIC5 

INT2PRI6 SIOF0 USBF MMCIF SSI0 

INT2PRI7 SCIF2 GPIO リザーブ リザーブ 

INT2PRI8 SSI3 SSI2 SSI1 SECURITY* 

INT2PRI9 LCDC リザーブ IIC1 IIC0 

INT2PRI10 TPU SIM SIOF2 SIOF1 

INT2PRI11 PCC リザーブ リザーブ リザーブ 

INT2PRI12 リザーブ リザーブ USBH GETHER 

INT2PRI13 リザーブ リザーブ STIF1 STIF0 

【注】 大きい値ほど優先度が高くなります。なお、設定値 H'00と H'01は要求がマスクされていることと同じ状態です。 

 * R5S77631Aではリザーブになります。 

 



 

9. 割り込みコントローラ（INTC）  

9-30  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

9.3.14 割り込み要因レジスタ 0（マスク状態の影響なし）（INT2A0） 

INT2A0は、内蔵モジュールからの割り込み要因を表示する読み出し専用の 32ビットのレジスタです。割り込

みマスクレジスタに割り込みマスクが設定されている場合でも、本レジスタは、該当ビットの要因表示を行いま

す（該当ビットの割り込みは行いません）。割り込みマスクレジスタの状態に応じて要因を非表示としたい場合

は、INT2A1、INT2A11レジスタを使用ください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－ － －－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

－－ －－

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

GPIO SSIO MMCIF SIOF0 PCIC5PCIC4 PCIC3PCIC2

PCIC1PCIC0 HAC CMT DMAC H-UDI WDT SCIF1 SCIF0 RTC TMU1 TMU0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 内  容 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

書き込みは無効です。 

25 GPIO 0 R GPIO割り込み要因表示 

24 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

書き込みは無効です。 

23 SSI0 0 R SSI0割り込み要因表示 

22 MMCIF 0 R MMCIF割り込み要因表示 

21 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

書き込みは無効です。 

20 SIOF0 0 R SIOF0割り込み要因表示 

19 PCIC5 0 R PCIC5割り込み要因表示 

18 PCIC4 0 R PCIC4割り込み要因表示 

17 PCIC3 0 R PCIC3割り込み要因表示 

16 PCIC2 0 R PCIC2割り込み要因表示 

15 PCIC1 0 R PCIC1割り込み要因表示 

14 PCIC0 0 R PCIC0割り込み要因表示 

13 HAC 0 R HAC割り込み要因表示 

12 CMT 0 R CMT割り込み要因表示 

11～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

書き込みは無効です。 

内蔵モジュール種別ごとに割り

込み要因を表示します（割り込み

マスクレジスタの状態の影響は

受けないレジスタです）。 

0：割り込み無し 

1：割り込み発生 

【注】CPUに通知された INTEVT

（例外コード）を直接読

むことで、割り込み要因

を特定することも可能で

す。その場合、本レジス

タ読み出しは不要となり

ます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 内  容 

8 DMAC 0 R DMAC割り込み要因表示 

7 H-UDI 0 R H-UDI割り込み要因表示 

6 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

書き込みは無効です。 

5 WDT 0 R WDT割り込み要因表示 

4 SCIF1 0 R SCIF1割り込み要因表示 

3 SCIF0 0 R SCIF0割り込み要因表示 

2 RTC 0 R RTC割り込み要因表示 

1 TMU1 0 R TMU1割り込み要因表示 

0 TMU0 0 R TMU0割り込み要因表示 

 

 

9.3.15 割り込み要因レジスタ 01（マスク状態の影響なし）（INT2A01） 

INT2A01は、内蔵モジュールからの割り込み要因を表示する読み出し専用の 32ビットのレジスタです。割り込

みマスクレジスタに割り込みマスクが設定されている場合でも、本レジスタは、該当ビットの要因表示を行いま

す（該当ビットの割り込みは行いません）。割り込みマスクレジスタの状態に応じて要因を非表示としたい場合

は、INT2A1、INT2A11レジスタを使用ください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－ －－ －－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

SCIF2 USBF STIF1 STIF0 USBH GETH 
ER

PCC ADC TPU SIM SIOF2 SIOF1 LCDC IIC1 IIC0 SSI2SSI3 SSI1 SECU 
RITY*

【注】 * R5S77631Aではリザーブビットになります。  
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 内  容 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。

書き込みは無効です。 

25 SCIF2 0 R SCIF2割り込み要因表示 

24 USBF 0 R USBF割り込み要因表示 

23、22 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。

書き込みは無効です。 

21 STIF1 0 R STIF1割り込み要因表示 

20 STIF0 0 R STIF0割り込み要因表示 

19、18 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出し時は不定値を返します。 

書き込みは無効です。 

17 USBH 0 R USBH割り込み要因表示 

16 GETHER 0 R GETHER割り込み要因表示 

15 PCC 0 R PCC割り込み要因表示 

14、13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。

書き込みは無効です。 

12 ADC 0 R ADC割り込み要因表示 

11 TPU 0 R TPU割り込み要因表示 

10 SIM 0 R SIM割り込み要因表示 

9 SIOF2 0 R SIOF2割り込み要因表示 

8 SIOF1 0 R SIOF1割り込み要因表示 

7 LCDC 0 R LCDC割り込み要因表示 

6 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。

書き込みは無効です。 

5 IIC1 0 R IIC1割り込み要因表示 

4 IIC0 0 R IIC0割り込み要因表示 

3 SSI3 0 R SSI3割り込み要因表示 

2 SSI2 0 R SSI2割り込み要因表示 

1 SSI1 0 R SSI1割り込み要因表示 

0 SECURITY* 0 R SECURITY割り込み要因表示 

内蔵モジュール種別ごとに割り

込み要因を表示します（割り込

みマスクレジスタの状態の影響

は受けないレジスタです）。 

0：割り込み無し 

1：割り込み発生 

【注】 CPU に通知された

INTEVT（例外コード）

を直接読むことで、割り

込み要因を特定するこ

とも可能です。その場

合、本レジスタ読み出し

は不要となります。 

【注】 * R5S77631Aではリザーブビットになります。 
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9.3.16 割り込み要因レジスタ 1（マスク状態の影響あり）（INT2A1） 

INT2A1は、内蔵モジュールからの割り込み要因を表示する読み出し専用の 32ビットのレジスタです。ただし、

割り込みマスクレジスタに割り込みマスクが設定されている場合は、該当ビットは表示されません（1にセットさ

れません）。割り込みマスクレジスタの状態に関わらず割り込みヘ発生の有無を確認する場合は、INT2A0レジス

タを使用ください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－ － －－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

－－ －－

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

GPIO SSI0 MMCIF SIOF0 PCIC5PCIC4 PCIC3PCIC2

PCIC1 PCIC0 HAC CMT DMAC H-UDI WDT SCIF1 SCIF0 RTC TMU1 TMU0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 内  容 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

書き込みは無効です。 

25 GPIO 0 R GPIO割り込み要因表示 

24 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

書き込みは無効です。 

23 SSI0 0 R SSI0割り込み要因表示 

22 MMCIF 0 R MMCIF割り込み要因表示 

21 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

書き込みは無効です。 

20 SIOF0 0 R SIOF0割り込み要因表示 

19 PCIC5 0 R PCIC5割り込み要因表示 

18 PCIC4 0 R PCIC4割り込み要因表示 

17 PCIC3 0 R PCIC3割り込み要因表示 

16 PCIC2 0 R PCIC2割り込み要因表示 

15 PCIC1 0 R PCIC1割り込み要因表示 

14 PCIC0 0 R PCIC0割り込み要因表示 

13 HAC 0 R HAC割り込み要因表示 

12 CMT 0 R CMT割り込み要因表示 

11～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

書き込みは無効です。 

内蔵モジュール種別ごとに割

り込み要因を表示します（割

り込みマスクレジスタの影響

を受けるレジスタです）。 

0：割り込み無し 

1：割り込み発生 

【注】CPUに通知された

INTEVT（例外コード）

を直接読むことで、割

り込み要因を特定す

ることも可能です。そ

の場合、本レジスタ読

み出しは不要となり

ます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 内  容 

8 DMAC 0 R DMAC割り込み要因表示 

7 H-UDI 0 R H-UDI割り込み要因表示 

6 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

書き込みは無効です。 

5 WDT 0 R WDT割り込み要因表示 

4 SCIF1 0 R SCIF1割り込み要因表示 

3 SCIF0 0 R SCIF0割り込み要因表示 

2 RTC 0 R RTC割り込み要因表示 

1 TMU1 0 R TMU1割り込み要因表示 

0 TMU0 0 R TMU0割り込み要因表示 

 

 

9.3.17 割り込み要因レジスタ 11（マスク状態の影響あり）（INT2A11） 

INT2A11は、内蔵モジュールからの割り込み要因を表示する読み出し専用の32ビットのレジスタです。ただし、

割り込みマスクレジスタに割り込みマスクが設定されている場合は、該当ビットは表示されません（1にセットさ

れません）。割り込みマスクレジスタの状態に関わらず割り込みヘ発生の有無を確認する場合は、INT2A0、INT2A01

レジスタを使用ください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－ －－ －－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

SCIF2 USBF USBHSTIF1 STIF0 GETH 
ER

PCC ADC TPU SIM SIOF2 SIOF1 LCDC IIC1 IIC0 SSI3 SSI2 SSI1 SECU 
RITY*

【注】 * R5S77631Aではリザーブビットになります。  
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 内  容 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。

書き込みは無効です。 

25 SCIF2 0 R SCIF2割り込み要因表示 

24 USBF 0 R USBF割り込み要因表示 

23、22 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。

書き込みは無効です。 

21 STIF1 0 R STIF1割り込み要因表示 

20 STIF0 0 R STIF0割り込み要因表示 

19、18 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。

書き込みは無効です。 

17 USBH 0 R USBH割り込み要因表示 

16 GETHER 0 R GETHER割り込み要因表示 

15 PCC 0 R PCC割り込み要因表示 

14、13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。

書き込みは無効です。 

12 ADC 0 R ADC割り込み要因表示 

11 TPU 0 R TPU割り込み要因表示 

10 SIM 0 R SIM割り込み要因表示 

9 SIOF2 0 R SIOF2割り込み要因表示 

8 SIOF1 0 R SIOF1割り込み要因表示 

7 LCDC 0 R LCDC割り込み要因表示 

6 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。

書き込みは無効です。 

5 IIC1 0 R IIC1割り込み要因表示 

4 IIC0 0 R IIC0割り込み要因表示 

3 SSI3 0 R SSI3割り込み要因表示 

2 SSI2 0 R SSI2割り込み要因表示 

1 SSI1 0 R SSI1割り込み要因表示 

0 SECURITY* 0 R SECURITY割り込み要因表示 

内蔵モジュール種別ごとに割

り込み要因を表示します（割り

込みマスクレジスタの影響を

受けるレジスタです）。 

0：割り込み無し 

1：割り込み発生 

【注】CPUに通知された

INTEVT（例外コード）

を直接読むことで、割

り込み要因を特定する

ことも可能です。その

場合、本レジスタ読み

出しは不要となりま

す。 

【注】 * R5S77631Aではリザーブビットになります。 
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9.3.18 割り込みマスクレジスタ（INT2MSKR） 

INT2MSKRは、割り込み要因レジスタに表示される要因に対して、個別に割り込みマスクを設定することがで

きる読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタです。本レジスタに 1が設定された該当要因の割り込みは割

り込み通知されません。リセット時は H'FFFF FFFF（＝すべてマスク）に初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

111111111111111 1

－ －－－－－－ －

R/WR/WR/WR/WR/WRR/WR/WRR/WRRRRR R

01234567891011121315 14

111111111111111 1

－－ －－

R/WR/WR/WR/WR/WR/WRR/WR/WRRRR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

GPIO SSI0 MMCIF SIOF0 PCIC5PCIC4PCIC3PCIC2

PCIC1 PCIC0 HAC CMT DMAC H-UDI SCIF1 SCIF0WDT RTC TMU1 TMU0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 内  容 

31～26 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。 

書き込む値も常に 1にしてください。 

25 GPIO 1 R/W GPIO割り込みマスク設定 

24 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。 

書き込む値も常に 1にしてください。 

23 SSI0 1 R/W SSI0割り込みマスク設定 

22 MMCIF 1 R/W MMCIF割り込みマスク設定 

21 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。 

書き込む値も常に 1にしてください。 

20 SIOF0 1 R/W SIOF0割り込みマスク設定 

19 PCIC5 1 R/W PCIC5割り込みマスク設定 

18 PCIC4 1 R/W PCIC4割り込みマスク設定 

17 PCIC3 1 R/W PCIC3割り込みマスク設定 

16 PCIC2 1 R/W PCIC2割り込みマスク設定 

15 PCIC1 1 R/W PCIC1割り込みマスク設定 

14 PCIC0 1 R/W PCIC0割り込みマスク設定 

13 HAC 1 R/W HAC割り込みマスク設定 

12 CMT 1 R/W CMT割り込みマスク設定 

11～9 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。 

書き込む値も常に 1にしてください。 

8 DMAC 1 R/W DMAC割り込みマスク設定 

内蔵モジュール別に割り込み

マスクを設定します。 

書き込み時 

0：無効 

1：割り込みマスク設定 

読み出し時 

0：マスク設定なし 

1：マスク設定有り 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 内  容 

7 H-UDI 1 R/W H-UDI割り込みマスク設定 

6 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。 

書き込む値も常に 1にしてください。 

5 WDT 1 R/W WDT割り込みマスク設定 

4 SCIF1 1 R/W SCIF1割り込みマスク設定 

3 SCIF0 1 R/W SCIF0割り込みマスク設定 

2 RTC 1 R/W RTC割り込みマスク設定 

1 TMU1 1 R/W TMU1割り込みマスク設定 

0 TMU0 1 R/W TMU0割り込みマスク設定 

 

 

9.3.19 割り込みマスクレジスタ 1（INT2MSKR1） 

INT2MSKR1は、割り込み要因レジスタに表示される要因に対して、個別に割り込みマスクを設定することがで

きる読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタです。本レジスタに 1が設定された該当要因の割り込みは割

り込み通知されません。リセット時は H'FFFF FFFF（＝すべてマスク）に初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

111111111111111 1

－ －－ －－－－－－ －

R/WR/WRRR/WR/WRRR/WR/WRRRRR R

01234567891011121315 14

111111111111111 1

－－ －

R/WR/WR/WR/WR/WR/WRR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR/W R

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

SCIF2 USBF STIF1 STIF0 USBH GETH 
ER

PCC ADC TPU SIM SIOF2 SIOF1 LCDC IIC1 IIC0 SSI3 SSI2 SSI1 SECU 
RITY*

【注】 * R5S77631Aではリザーブビットになります。  
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 内  容 

31～26 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。

書き込む値も常に 1にしてください。

25 SCIF2 1 R/W SCIF2割り込みマスク設定 

24 USBF 1 R/W USBF割り込みマスク設定 

23、22 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。

書き込む値も常に 1にしてください。

21 STIF1 1 R/W STIF1割り込みマスク設定 

20 STIF0 1 R/W STIF0割り込みマスク設定 

19、18 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。

書き込む値も常に 1にしてください。

17 USBH 1 R/W USBH割り込みマスク設定 

16 GETHER 1 R/W GETHER割り込みマスク設定 

15 PCC 1 R/W PCC割り込みマスク設定 

14、13 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。

書き込む値も常に 1にしてください。

12 ADC 1 R/W ADC割り込みマスク設定 

11 TPU 1 R/W TPU割り込みマスク設定 

10 SIM 1 R/W SIM割り込みマスク設定 

9 SIOF2 1 R/W SIOF2割り込みマスク設定 

8 SIOF1 1 R/W SIOF1割り込みマスク設定 

7 LCDC 1 R/W LCDC割り込みマスク設定 

6 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。

書き込む値も常に 1にしてください。

5 IIC1 1 R/W IIC1割り込みマスク設定 

4 IIC0 1 R/W IIC0割り込みマスク設定 

3 SSI3 1 R/W SSI3割り込みマスク設定 

2 SSI2 1 R/W SSI2割り込みマスク設定 

1 SSI1 1 R/W SSI1割り込みマスク設定 

0 SECURITY* 1 R/W SECURITY割り込みマスク設定 

内蔵モジュール別に割り込み

マスクを設定します。 

書き込み時 

0：無効 

1：割り込みマスク設定 

読み出し時 

0：マスク設定なし 

1：マスク設定有り 

【注】 * R5S77631Aではリザーブビットになります。 
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9.3.20 割り込みマスククリアレジスタ（INT2MSKCR） 

INT2MSKCRは、割り込みマスクレジスタに設定されたマスクをクリアするための書き込み専用の 32ビットの

レジスタです。本レジスタの該当ビットに 1を設定するとその割り込み要因のマスクがクリアされます。読み出

しは常に 0です。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－－－ －－－ －

R/WR/WR/WR/WR/WRR/WR/WRR/WRRRRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

－－ －－

R/WR/WR/WR/WR/WR/WRR/WR/WRRRR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

GPIO SSI0 MMC SIOF0 PCIC5 PCIC4PCIC3PCIC2

PCIC1 PCIC0 HAC CMT DMAC H-UDI WDT SCIF1 SCIF0 RTC TMU1 TMU0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 内  容 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。

書き込む値は常に 0にしてください 

25 GPIO 0 R/W GPIO割り込みマスククリア設定 

24 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。

書き込む値は常に 0にしてください 

23 SSI0 0 R/W SSI0割り込みマスククリア設定 

22 MMC 0 R/W MMC割り込みマスククリア設定 

21 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。

書き込む値は常に 0にしてください 

20 SIOF0 0 R/W SIOF0割り込みマスククリア設定 

19 PCIC5 0 R/W PCIC5割り込みマスククリア設定 

18 PCIC4 0 R/W PCIC4割り込みマスククリア設定 

17 PCIC3 0 R/W PCIC3割り込みマスククリア設定 

16 PCIC2 0 R/W PCIC2割り込みマスククリア設定 

15 PCIC1 0 R/W PCIC1割り込みマスククリア設定 

14 PCIC0 0 R/W PCIC0割り込みマスククリア設定 

13 HAC 0 R/W HAC割り込みマスククリア設定 

12 CMT 0 R/W CMT割り込みマスククリア設定 

内蔵モジュール別の割り込み 

マスクをクリア設定します。 

書き込み時 

0：無効 

1：割り込みマスククリア 

（割り込みを許可する） 

読み出し時 

常に 0です 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 内  容 

11～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。

書き込む値は常に 0にしてください 

8 DMAC 0 R/W DMAC割り込みマスククリア設定 

7 H-UDI 0 R/W H-UDI割り込みマスククリア設定 

6 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。

書き込む値は常に 0にしてください 

5 WDT 0 R/W WDT割り込みマスククリア設定 

4 SCIF1 0 R/W SCIF1割り込みマスククリア設定 

3 SCIF0 0 R/W SCIF0割り込みマスククリア設定 

2 RTC 0 R/W RTC割り込みマスククリア設定 

1 TMU1 0 R/W TMU1割り込みマスククリア設定 

0 TMU0 0 R/W TMU0割り込みマスククリア設定 

 

 

9.3.21 割り込みマスククリアレジスタ 1（INT2MSKCR1） 

INT2MSKCR1は、割り込みマスクレジスタに設定されたマスクをクリアするための書き込み専用の 32ビット

のレジスタです。本レジスタの該当ビットに 1を設定するとその割り込み要因のマスクがクリアされます。読み

出しは常に 0です。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－ －－ －－－－－ －

R/WR/WRRR/WR/WRRR/WR/WRRRRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

－－ －

R/WR/WR/WR/WR/WR/WRR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR/W R

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

SCIF2 USBF STIF1 STIF0 USBH GETH 
ER

PCC ADC TPU SIM SIOF2 SIOF1 LCDC IIC1 IIC0 SSI3 SSI2 SSI1 SECU 
RITY*

【注】 * R5S77631Aではリザーブビットになります。  
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 内  容 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

書き込む値は常に 0にしてください 

25 SCIF2 0 R/W SCIF2割り込みマスククリア設定 

24 USBF 0 R/W USBF割り込みマスククリア設定 

23、22 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

書き込む値は常に 0にしてください 

21 STIF1 0 R/W STIF1割り込みマスククリア設定 

20 STIF0 0 R/W STIF0割り込みマスククリア設定 

19、18 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

書き込む値は常に 0にしてください 

17 USBH 0 R/W USBH割り込みマスククリア設定 

16 GETHER 0 R/W GETHER割り込みマスククリア設定 

15 PCC 0 R/W PCC割り込みマスククリア設定 

14、13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

書き込む値は常に 0にしてください 

12 ADC 0 R/W ADC割り込みマスククリア設定 

11 TPU 0 R/W TPU割り込みマスククリア設定 

10 SIM 0 R/W SIM割り込みマスククリア設定 

9 SIOF2 0 R/W SIOF2割り込みマスククリア設定 

8 SIOF1 0 R/W SIOF1割り込みマスククリア設定 

7 LCDC 0 R/W LCDC割り込みマスククリア設定 

6 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

書き込む値は常に 0にしてください 

5 IIC1 0 R/W IIC1割り込みマスククリア設定 

4 IIC0 0 R/W IIC0割り込みマスククリア設定 

3 SSI3 0 R/W SSI3割り込みマスククリア設定 

2 SSI2 0 R/W SSI2割り込みマスククリア設定 

1 SSI1 0 R/W SSI1割り込みマスククリア設定 

0 SECURITY* 0 R/W SECURITY割り込みマスククリア設定

内蔵モジュール別の割り込み 

マスクをクリア設定します。 

書き込み時 

0：無効 

1：割り込みマスククリア 

（割り込みを許可する） 

読み出し時 

常に 0です 

【注】 * R5S77631Aではリザーブビットになります。 
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9.3.22 内蔵モジュール別割り込み要因レジスタ（INT2B0～INT2B7、INT2B9～INT2B11） 

INT2B0～INT2B7、INT2B9～INT2B11は、割り込み要因レジスタで表示されているモジュール種別の要因に対

して、更に詳細の個別要因を表示するレジスタで、これらのレジスタは、割り込みマスク設定レジスタのマスク

状態に影響を受けない、何れも読み出し専用の 32ビットのレジスタです。これら個々の詳細要因に対して個別に

マスク設定を行う場合は、該当モジュールの割り込みマスクレジスタ、または割り込みイネーブルレジスタを設

定する必要があります。INT2B0～INT2B7、INT2B9～INT2B11はすべて読み出し専用の 32ビットのレジスタです。 

 
161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

（1） INT2B0レジスタ：TMUモジュールの割り込み詳細要因 
 

モジュール ビット 要   因 説  明 

31～7 － リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み

は無効です。 

6 TUNI5 TMUチャネル 5アンダフロー割り込み 

5 TUNI4 TMUチャネル 4アンダフロー割り込み 

4 TUNI3 TMUチャネル 3アンダフロー割り込み 

3 TICPI2 TMUチャネル 2インプットキャプチャ割り込み

2 TUNI2 TMUチャネル 2アンダフロー割り込み 

1 TUNI1 TMUチャネル 1アンダフロー割り込み 

TMU 

モジュール 

0 TUNI0 TMUチャネル 0アンダフロー割り込み 

TMUの割り込み要因が表示さ

れます。本レジスタの表示は、

割り込みマスクレジスタにて

TMUをマスク設定しても表示

は消えません。 
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（2） INT2B1レジスタ：RTCモジュールの割り込み詳細要因 
 

モジュール ビット 要   因 説  明 

31～3 － リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込み

は無効です。 

2 CUI RTC桁上げ割り込み 

1 PRI RTC周期割り込み 

RTC 

モジュール 

0 ATI RTCアラーム割り込み 

RTC の割り込み要因が表示さ

れます。本レジスタの表示は、

割り込みマスクレジスタにて

RTC をマスク設定しても表示

は消えません。 

 

（3） INT2B2レジスタ：SCIFモジュールの割り込み詳細要因 
 

モジュール ビット 要   因 説  明 

31～8 － リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み

は無効です。 

7 TXI1 SCIFチャネル 1送信 FIFOデータエンプティに

よる割り込み 

6 BRI1 SCIFチャネル 1ブレークまたはオーバラン 

エラーによる割り込み 

5 RXI1 SCIFチャネル 1受信 FIFOデータフルまたは 

受信データレディによる割り込み 

SCIF1 

モジュール 

4 ERI1 SCIFチャネル 1受信エラー割り込み 

3 TXI0 SCIFチャネル 0送信 FIFOデータエンプティに

よる割り込み 

2 BRI0 SCIFチャネル 0ブレークまたはオーバラン 

エラーによる割り込み 

1 RXI0 SCIFチャネル 0受信 FIFOデータフルまたは 

受信データレディによる割り込み 

SCIF0 

モジュール 

0 ERI0 SCIFチャネル 0受信エラー割り込み 

SCIFの割り込み要因が表示さ

れます。本レジスタの表示は、

割り込みマスクレジスタにて

SCIFをマスク設定しても表示

は消えません。 
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（4） INT2B3レジスタ：DMACモジュールの割り込み詳細要因 
 

モジュール ビット 要   因 説  明 

31～13 － リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み

は無効です。 

12 DMAE チャネル 0～5 DMAアドレスエラー割り込み 

11～6 － リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み

は無効です。 

5 DMTE5 チャネル 5 DMA転送終了割り込み 

4 DMTE4 チャネル 4 DMA転送終了割り込み 

3 DMTE3 チャネル 3 DMA転送終了割り込み 

2 DMTE2 チャネル 2 DMA転送終了割り込み 

1 DMTE1 チャネル 1 DMA転送終了割り込み 

DMAC 

モジュール 

0 DMTE0 チャネル 0 DMA転送終了割り込み 

DMACの割り込み要因が表示

されます。本レジスタの表示

は、割り込みマスクレジスタに

て DMACをマスク設定しても

表示は消えません。 

 

（5） INT2B4レジスタ：PCICモジュールの割り込み詳細要因 
 

モジュール ビット 要   因 説  明 

31～10 – リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み

は無効です。 

9 PWD0 パワーステート D0ステート割り込み 

8 PWD1 パワーステート D1ステート割り込み 

7 PWD2 パワーステート D2ステート割り込み 

6 PWD3 パワーステート D3ステート割り込み 

5 ERR エラー割り込み 

4 INTD INTD割り込み 

3 INTC INTC割り込み 

2 INTB INTB割り込み 

1 INTA INTA割り込み 

PCIC 

モジュール 

0 SERR SERR割り込み 

PCIC の割り込み要因が表示さ

れます。本レジスタの表示は、

割り込みマスクレジスタにて

PCIC をマスク設定しても表示

は消えません。 
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（6） INT2B5レジスタ：MMCIFモジュールの割り込み詳細要因 
 

モジュール ビット 要   因 説  明 

31～4 – リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み

は無効です。 

3 FRDY FIFO準備完了による割り込み 

2 ERR CRCエラー、データタイムアウトエラー、 

コマンドタイムアウトエラーのいずれかの割り

込み 

1 TRAN データレスポンス、データ転送終了、コマンド

レスポンス受信終了、コマンド送信終了、 

データビジー終了のいずれかの割り込み 

MMCIF 

モジュール 

0 FSTAT FIFOエンプティまたは FIFOフル割り込み 

MMCIF の割り込み要因が表示

されます。本レジスタの表示

は、割り込みマスクレジスタに

て MMCIF をマスク設定しても

表示は消えません。 

 

（7） INT2B6レジスタ：SCIF2モジュールの割り込み詳細要因 
 

モジュール ビット 要   因 説  明 

31～4 － リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み

は無効です。 

3 TXI2 チャネル 2送信 FIFOデータエンプティ割り込

み 

2 BRI2 チャネル 2ブレークまたは 

オーバランエラー割り込み 

1 RXI2 チャネル 2受信 FIFOデータフルまたは 

受信データレディ割り込み 

SCIF2 

モジュール 

0 ERI2 チャネル 2受信エラー割り込み 

SCIF2の割り込み要因が表示さ

れます。 

本レジスタの表示は、割り込み

マスクレジスタにて SCIF2 を

マスク設定しても表示は消えま

せん。 
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（8） INT2B7レジスタ：GPIOモジュールの割り込み詳細要因 
 

モジュール ビット 要   因 説  明 

31～28 － リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み

は無効です。 

27 PINT15I PINT15端子からの GPIO割り込み 

26 PINT14I PINT14端子からの GPIO割り込み 

25 PINT13I PINT13端子からの GPIO割り込み 

24 PINT12I PINT12端子からの GPIO割り込み 

23～20 － リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み

は無効です。 

19 PINT11I PINT11端子からの GPIO割り込み 

18 PINT10I PINT10端子からの GPIO割り込み 

17 PINT9I PINT9端子からの GPIO割り込み 

16 PINT8I PINT8端子からの GPIO割り込み 

15～12 － リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み

は無効です。 

11 PINT7I PINT7端子からの GPIO割り込み 

10 PINT6I PINT6端子からの GPIO割り込み 

9 PINT5I PINT5端子からの GPIO割り込み 

8 PINT4I PINT4端子からの GPIO割り込み 

7～4 － リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み

は無効です。 

3 PINT3I PINT3端子からの GPIO割り込み 

2 PINT2I PINT2端子からの GPIO割り込み 

1 PINT1I PINT1端子からの GPIO割り込み 

GPIO 

モジュール 

0 PINT0I PINT0端子からの GPIO割り込み 

GPIO の割り込み要因が表示さ

れます。 

本レジスタの表示は、割り込み

マスクレジスタにてGPIOをマ

スク設定しても表示は消えま

せん。 
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（9） INT2B9レジスタ：GETHERモジュールの割り込み詳細要因 
 

モジュール ビット 要   因 説  明 

31～3 － リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込み

は無効です。 

2 GEINT2 GEINT2割り込み 

1 GEINT1 GEINT1割り込み 

GETHER 

モジュール 

0 GEINT0 GEINT0割り込み 

GETHER の割り込み要因が表

示されます。 

本レジスタの表示は、割り込み

マスクレジスタにて GETHER

をマスク設定しても表示は消

えません。 

 

（10）INT2B10レジスタ：USBFモジュールの割り込み詳細要因 
 

モジュール ビット 要   因 説  明 

31～2 － リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み

は無効です。 

1 USBFI1 USBFI1割り込み 

USBF 

モジュール 

0 USBFI0 USBFI0割り込み 

USBFの割り込み要因が表示さ

れます。 

本レジスタの表示は、割り込み

マスクレジスタにてUSBFをマ

スク設定しても表示は消えま

せん。 

 

（11）INT2B11レジスタ：SIMモジュールの割り込み詳細要因 
 

モジュール ビット 要   因 説  明 

31～4 － リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み

は無効です。 

3 TEND 送信完了割り込み 

2 TXI 送信データエンプティ割り込み 

1 RXI 受信データフル割り込み 

SIM 

モジュール 

0 ERI 送受信エラー割り込み 

SIMの割り込み要因が表示され

ます。 

本レジスタの表示は、割り込み

マスクレジスタにて SIM をマ

スク設定しても表示は消えま

せん。 
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9.3.23 GPIO割り込み設定レジスタ（INT2GPIC） 

INT2GPICは、GPIO割り込みとしてポート B0～7、M0～7からの割り込み要求入力を許可します。 

GPIO割り込みは、ローアクティブなレベル割り込みです。GPIO割り込みとして使用する各ポートコントロー

ルレジスタ（B、M）で該当する端子をポート入力に設定した後、割り込み要求の許可を行ってください。ポート

コントロールレジスタについては、「第 40章 汎用入出力ポート（GPIO）」を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－－－－－－ －

R/WR/WR/WR/WRRRRR/WR/WR/WR/WRRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

－－－－－－－ －

R/WR/WR/WR/WRRRRR/WR/WR/WR/WRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

PINT 
15E

PINT 
14E

PINT 
13E

PINT 
12E

PINT 
11E

PINT 
10E

PINT 
9E

PINT 
8E

PINT 
7E

PINT 
6E

PINT 
5E

PINT 
4E

PINT 
3E

PINT 
2E

PINT 
1E

PINT 
0E

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 内  容 

31～28 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書

き込む値も常に 0にしてください。 

27 PINT15E 0 R/W PINT15端子からの GPIO割り込み要求

を許可 

26 PINT14E 0 R/W PINT14端子からの GPIO割り込み要求

を許可 

25 PINT13E 0 R/W PINT13端子からの GPIO割り込み要求

を許可 

24 PINT12E 0 R/W PINT12端子からの GPIO割り込み要求

を許可 

23～20 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書

き込む値も常に 0にしてください。 

19 PINT11E 0 R/W PINT11端子からの GPIO割り込み要求

を許可 

18 PINT10E 0 R/W PINT10端子からの GPIO割り込み要求

を許可 

17 PINT9E 0 R/W PINT9端子からのGPIO割り込み要求を

許可 

16 PINT8E 0 R/W PINT8端子からのGPIO割り込み要求を

許可 

GPIO割り込み入力端子別に割

り込み要求を許可します。 

0：割り込み要求を禁止 

1：割り込み要求を許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 内  容 

15～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書

き込む値も常に 0にしてください。 

11 PINT7E 0 R/W PINT7端子からのGPIO割り込み要求を

許可 

10 PINT6E 0 R/W PINT6端子からのGPIO割り込み要求を

許可 

9 PINT5E 0 R/W PINT5端子からのGPIO割り込み要求を

許可 

8 PINT4E 0 R/W PINT4端子からのGPIO割り込み要求を

許可 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書

き込む値も常に 0にしてください。 

3 PINT3E 0 R/W PINT3端子からのGPIO割り込み要求を

許可 

2 PINT2E 0 R/W PINT2端子からのGPIO割り込み要求を

許可 

1 PINT1E 0 R/W PINT1端子からのGPIO割り込み要求を

許可 

0 PINT0E 0 R/W PINT0端子からのGPIO割り込み要求を

許可 

GPIO割り込み入力端子別に割

り込み要求を許可します。 

0：割り込み要求を禁止 

1：割り込み要求を許可 

 

GPIOのポートを割り込み入力端子として使用した場合、GPIOが割り込みを検出すると、GPIOから INTCへ割

り込みが通知されますが、INTCとしては割り込み要因レジスタ INT2A0または INT2A1に 1ビットの要因として

表示します。この場合、モジュール別割り込み要因レジスタ INT2B7を参照することでどのポートの何番の端子

から割り込みが発生しているかを特定することが可能です。ポートの特定は CPUの INTEVT（例外コード）を参

照することでも可能です。 



 

9. 割り込みコントローラ（INTC）  

9-50  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

9.4 割り込み要因 
割り込み要因は、NMI、IRQ、IRL、内蔵周辺モジュールの 4つに分類されます。各割り込みの優先順位は割り

込み優先レベル値（16～0）で表され、レベル 16が最高で、レベル 1が最低です。レベル 0に設定すると、その

割り込みはマスクされ、割り込み要求は無視されます。 

9.4.1 NMI割り込み 

NMI割り込みは、レベル 16の最優先の割り込みです。CPU内の SRの BLビットが 1にセットされていないか 

ぎりいつでも受け付けられます。ただし、スリープモード中は BLビットが 1でも受け付けられます。 

また、設定により BLビットが 1でも NMIを受け付けることができます。 

NMI端子からの入力はエッジで検出されます。検出エッジは ICR0の NMIエッジセレクトビット（NMIE）の

設定によって、立ち上がりエッジまたは立ち下がりエッジを選択できます。ICR0の NMIEビットを書き換えた場

合、書き換えてから最大 6バスクロック期間、NMI割り込みを検出しません。 

CPUOPM.INTMUビットが 1に設定されている場合は、SRの割り込みマスクレベル（SR.IMASK）は、NMI割

り込み受理によってレベル 15に自動的に設定されます。CPUOPM.INTMUビットが 0に設定されている場合は、

NMI割り込み例外処理によって、SRの割り込みマスクレベル（IMASK）が影響されることはありません。 

9.4.2 IRQ割り込み 

IRQ割り込みは、ICR0の IRLM0、IRLM1ビットに 1を書き込んで、IRQ/IRL3～IRQ/IRL0、IRQ/IRL7～IRQ/IRL4

端子を独立した割り込み要求として使用する場合に有効になります。ICR1の IRQnS1、IRQnS0（n＝7～0）ビット

の設定により、立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジ、ローレベル、ハイレベルの検出が可能です。また、割り

込み優先レベルは、割り込み優先順位設定レジスタ（INTPRI）により設定できます。 

IRQ割り込み要求をローレベル、ハイレベルで検出する場合、IRQ割り込みの端子状態は割り込みを受け付け

て割り込み処理を開始するまで、その端子状態を保持してください。 

また、IRQ割り込み要求をレベル (ローまたはハイレベル)で検出する場合、割り込み受け付け後、検出回路で

保持された割り込み要求をクリアする必要があります。具体的な処理方法は、「9.7.3 IRL割り込み要求および

IRQ割り込み要求のクリア方法」を参照してください。 

【注】 IRQ割り込み要求をレベルで検出する場合、IRQ割り込み要求の検出後、CPUが受け付ける前に IRQ割り込みの端子

状態を変更して要求を取り下げても、INTREQで要因として保持しています。CPUが何らかの割り込み（IRQ割り込

みとはかぎりません）を受け付けるか、該当する割り込みマスクビットに 1をセットするまで INTREQで要因を保持

します。詳細は「9.7 使用上の注意事項」を参照してください。 

CPUOPM.INTMUビットが 1に設定されている場合は、SRの割り込みマスクレベル（SR.IMASK）は、受け付

けられた割り込みレベルに自動的に設定されます。CPUOPM.INTMUビットが 0に設定されている場合は、割り

込み受理によって SR.IMASKが影響されることはありません。 
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9.4.3 IRL割り込み 

IRL割り込みは、IRQ3/IRL3～IRQ0/IRL0端子または IRQ7/IRL7～IRQ4/IRL4端子でレベルとして入力される割

り込みです。 

優先レベルは IRQ3/IRL3～IRQ0/IRL0端子または IRQ7/IRL7～IRQ4/IRL4端子で示されるレベルです。IRQ3/IRL3

～IRQ0/IRL0または IRQ7/IRL7～IRQ4/IRL4がすべて Low（ローレベル）のとき、最も高い割り込み要求（割り込

み優先レベル 15）を示します。すべて High（ハイレベル）のとき、割り込み要求なし（割り込み優先レベル 0）

を示します。図 9.2に IRL割り込みの接続例を、表 9.6に IRL端子と割り込みレベルの対応を示します。 

割り込み要求
IRL[3:0]

IRQ3/IRL3～
IRQ0/IRL0

プライオリティ
エンコーダ

割り込み要求
IRL[7:4]

IRQ7/IRL7～
IRQ4/IRL4

プライオリティ
エンコーダ

SH7763

 

図 9.2 IRL割り込みの接続例 



 

9. 割り込みコントローラ（INTC）  

9-52  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

表 9.6 IRL割り込み端子（IRL3～IRL0または IRL7～IRL4）と割り込みレベル 

IRL3または 

IRL7 

IRL2または

IRL6 

IRL1または

IRL5 

IRL0または

IRL4 

割り込み優先レベル 割り込み要求 

Low Low Low Low 15 レベル 15割り込み要求 

Low Low Low High 14 レベル 14割り込み要求 

Low Low High Low 13 レベル 13割り込み要求 

Low Low High High 12 レベル 12割り込み要求 

Low High Low Low 11 レベル 11割り込み要求 

Low High Low High 10 レベル 10割り込み要求 

Low High High Low 9 レベル 9割り込み要求 

Low High High High 8 レベル 8割り込み要求 

High Low Low Low 7 レベル 7割り込み要求 

High Low Low High 6 レベル 6割り込み要求 

High Low High Low 5 レベル 5割り込み要求 

High Low High High 4 レベル 4割り込み要求 

High High Low Low 3 レベル 3割り込み要求 

High High Low High 2 レベル 2割り込み要求 

High High High Low 1 レベル 1割り込み要求 

High High High High 0 割り込み要求なし 

 

IRL割り込みの検出は、ノイズキャンセル機構が内蔵されており、毎バスクロックでサンプリングしたレベル

が 4サイクル続けて同一の値になったとき、初めて行います。これにより、IRL割り込み端子の変化時の誤ったレ

ベルを取り込むことを防止できます。 

IRL割り込みの優先レベルは、割り込みを受け付けて割り込み処理を開始するまで、それレベルを保持してく

ださい。ただし、より高い優先レベルに変化させることはかまいません。 

また、割り込み受け付け後、検出回路で保持された割り込み要求をクリアする必要があります。具体的なクリ

ア方法は、「9.7.3 IRL割り込み要求および IRQ割り込み要求のクリア方法」を参照してください。 

【注】 IRL割り込みには要因レジスタはありませんが、IRL割り込み要求の検出後、CPUが受け付ける前に IRL割り込みの端

子状態を変更して要求を取り下げても、CPUが何らかの割り込み（IRL割り込みとはかぎりません）を受け付けるか、

該当する割り込みマスクビットに1をセットするまで最も優先レベルの高い IRL割り込み要求を検出回路で保持します。

この場合、保持された IRL割り込み要求を割り込み処理ルーチンでクリアしてください。詳細は「9.7 使用上の注意

事項」を参照してください。 

CPUOPM.INTMUビットが 1に設定されている場合は、SRの割り込みマスクレベル（SR.IMASK）は、受け付

けられた割り込みレベルに自動的に設定されます。CPUOPM.INTMUビットが 0に設定されている場合は、割り

込み受理によって、SR.IMASKが影響されることはありません。 
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9.4.4 内蔵周辺モジュール割り込み 

内蔵モジュール割り込みは、内蔵周辺モジュールで発生する割り込みです。 

要因ごとに異なる割り込みベクタは割り当てられてはいませんが、要因は割り込み事象レジスタ（INTEVT）に

反映されますので、例外処理ルーチン中で INTEVTの値をオフセットとして分岐することによって、容易に要因

が判定できます。 

優先順位は、INT2PRI0～INT2PRI13によって、モジュールごとに優先レベル 31～0の範囲で設定できます。た

だし、CPUに通知する時には、最下位 1ビットを切り捨てた 4ビットに変換します。詳細は、「9.4.5 内蔵周辺

モジュール割り込み優先順位」を参照してください。 

内蔵周辺モジュール割り込み処理によって、SRの割り込みマスクビット（IMASK）が影響されることはありま

せん。 

内蔵周辺モジュールの割り込み要因フラグおよび割り込み許可フラグの更新は、SRの BLビットが 1のときに

行ってください。なお、更新したはずの割り込み要因による誤った割り込みの受け付けを避けるために、いった

ん該当フラグを含む内蔵周辺モジュールのレジスタを読み出してからその後、表 9.8で示される優先順位判定時

間を待ってから BLビットを 0にしてください。これにより、内部的に必要なタイミングが確保されます。複数の

フラグを更新する場合は、最後のフラグを更新した後で、そのフラグを含むレジスタを読み出すだけで問題あり

ません。 

BLビットが 0のときにフラグの更新を行うと INTEVTの値が 0で割り込み処理ルーチンにジャンプすることが

あります。これはフラグの更新と本 LSI内部での割り込み要求を認識するタイミングとの関係で割り込み処理が

起動したためです。この場合は、RTE命令を実行することにより、問題なく処理を続けることができます。 
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9.4.5 内蔵周辺モジュール割り込み優先順位 

内蔵周辺モジュール割り込みは、割り込み時に、要因固有の識別として割り込み例外コードを CPUへ出力しま

す。CPUは割り込みを受け付けると INTEVTレジスタに該当する例外コードを表示します。割り込みハンドラは、

CPUの INTEVTレジスタを読むことにより、INTCの要因表示レジスタを読み込まなくても要因を知ることが可

能です。内蔵周辺モジュールの割り込み要因と例外コードの対応は、表 9.1を参照してください。 

また、内蔵周辺モジュール割り込みでは図 9.3に示すように、個々の割り込み要因を 5ビットで 30レベル（大

きい値ほど優先順位が高い。H'00と H'01は割り込み要求をマスク）に設定することが可能です。CPUの割り込み

レベル受信インタフェースは 4ビットで 15レベル（H'0は割り込み要求をマスク）ですが、内蔵周辺モジュール

割り込みの優先順位は 1ビット拡張した 5ビットで各割り込み要因を優先選択し、選択後に最下位 1ビットを切

り捨てた 4ビットに変換して通知を行います。例えば、優先レベル H'1Aと優先レベル H'1Bに設定した 2つの要

因はどちらの割り込みであっても出力する 4ビットの優先レベルはH'Dとなります。これは同じ値となりますが、

両者の割り込みが競合した場合に通知する例外コードは、5ビットで考えた場合に優先順位が高い H'1Bの割り込

みに該当する例外コードが優先されます。両者の優先レベルを同一値に設定した割り込みが競合した場合は、表

9.1に示す優先順位で例外コードが通知されます。 

0000

優先レベルH'01は、
要求マスクと同じです

CPUにとってH'Dレベルの内蔵周辺モジュール割り込みを、INTC内部では
優先レベルH'1A とH'1Bの割り込み要求に分けることができます

優先レベルH'01は、最下位1ビットを
切り捨てるとH'0になるので、割り込み
要求が発生してもCPUに通知されません。
割り込み優先順位設定レジスタにはH'02
～H'1Fまでの値（30レベル）を設定して
ください。

内蔵周辺モジュール割り込み要求が、同時に発生した場合は優先レベルが
H'1B の割り込み要求を優先します。しかし外部割り込み要求と同時に
発生した場合、外部割り込み要求が優先されるケースがあります。
・NMI 割り込み要求が発生
・優先レベルが同じかそれ以上のIRQ、IRL割り込み要求が発生
（図の例ではH'D以上）

0000

1 1011

INTC での優先順位 高い

CPU での優先順位

1011

1 1011

低い

同じ

1011

0

 

図 9.3 内蔵周辺モジュール割り込みの優先レベルについて 
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9.4.6 割り込み例外処理と優先順位 

割り込み要因と割り込み事象レジスタ（INTEVT）のコード、割り込み優先順位を表 9.7に示します。 

各割り込み要因は、それぞれ異なる INTEVTのコードが割り当てられます。例外処理ルーチンの先頭アドレス

は、各割り込み要因で共通です。このため、割り込み要因を識別するために、例外処理ルーチンの先頭で、INTEVT

の値を使って分岐させます。たとえば INTEVTの値をオフセットにして分岐させます。 

内蔵モジュールの優先順位は、INT2PRI0～INT2PRI14によって、優先レベル 31～0の範囲で任意に設定できま

す。リセットによって、内蔵モジュールの優先順位は優先レベル 0に設定されます。 

複数の割り込み要因の優先順位を同じレベルに設定した場合、それらの割り込みが同時に発生したときは、表

9.7に示すデフォルト優先順位に従って処理されます。 

INTPRI、INT2PRI0～INT2PRI14の更新は、SRの BLビットが 1のときに行ってください。なお、誤った割り込

みの受け付けを避けるために、いったんいずれかの割り込み優先レベル設定レジスタを読み出してから BLビット

を 0にしてください。これにより内部的に必要なタイミングが確保されます。 
 

表 9.7 割り込み例外処理要因と優先順位 

割り込み要因 INTEVT 

(例外コード) 

割り込み 

優先順位 

INTCでのマスク／

クリアレジスタ 

要因表示 

レジスタ 

詳細表示 

レジスタ 

要因内での 

優先順位 

デフォルト 

優先順位 

NMI － H'1C0 16 － － － － 高 

IRL[7:4]＝LLLL（H'0） INTMSK2[15] 

INTMSKCLR2[15] 

－ －  

 

IRL[3:0]＝LLLL（H'0） 

H'200 15 

INTMSK2[31] 

INTMSKCLR2[31] 

－ － 

 

 

 

IRL[7:4]＝ LLLH（H'1） INTMSK2[14] 

INTMSKCLR2[14] 

－ －  

 

IRL[3:0]＝ LLLH（H'1） 

H'220 14 

INTMSK2[30] 

INTMSKCLR2[30] 

－ － 

 

 

IRL[7:4]＝LLHL（H'2） INTMSK2[13] 

INTMSKCLR2[13] 

－ －  

IRL[3:0]＝LLHL（H'2） 

H'240 13 

INTMSK2[29] 

INTMSKCLR2[29] 

－ － 

 

 

IRL[7:4]＝LLHH（H'3） INTMSK2[12] 

INTMSKCLR2[12] 

－ －  

IRL[3:0]＝LLHH（H'3） 

H'260 12 

INTMSK2[28] 

INTMSKCLR2[28] 

－ － 

 

 

IRL[7:4]＝LHLL（H'4） INTMSK2[11] 

INTMSKCLR2[11] 

－ －  

IRL 

入力レベル＝ 

L：ローレベル 

H：ハイレベル 

（表 9.6参照） 

IRL[3:0]＝LHLL（H'4） 

H'280 11 

INTMSK2[27] 

INTMSKCLR2[27] 

－ － 

 

低 
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割り込み要因 INTEVT 

(例外コード) 

割り込み 

優先順位 

INTCでのマスク／

クリアレジスタ 

要因表示 

レジスタ 

詳細表示 

レジスタ 

要因内での 

優先順位 

デフォルト 

優先順位 

IRL[7:4]＝LHLH（H'5） INTMSK2[10] 

INTMSKCLR2[10] 

－ － 高 

IRL[3:0]＝LHLH（H'5） 

H'2A0 10 

INTMSK2[26] 

INTMSKCLR2[26] 

－ － 

 

 

IRL[7:4]＝LHHL（H'6） INTMSK2[9] 

INTMSKCLR2[9] 

－ －  

IRL[3:0]＝LHHL（H'6） 

H'2C0 9 

INTMSK2[25] 

INTMSKCLR2[25] 

－ － 

 

 

IRL[7:4]＝LHHH（H'7） INTMSK2[8] 

INTMSKCLR2[8] 

－ －  

IRL[3:0]＝LHHH（H'7） 

H'2E0 8 

INTMSK2[24] 

INTMSKCLR2[24] 

－ － 

 

 

IRL[7:4]＝HLLL（H'8） INTMSK2[7] 

INTMSKCLR2[7] 

－ －  

IRL[3:0]＝HLLL（H'8） 

H'300 7 

INTMSK2[23] 

INTMSKCLR2[23] 

－ － 

 

 

IRL[7:4]＝HLLH（H'9） INTMSK2[6] 

INTMSKCLR2[6] 

－ －  

IRL[3:0]＝HLLH（H'9） 

H'320 6 

INTMSK2[22] 

INTMSKCLR2[22] 

－ － 

 

 

IRL[7:4]＝HLHL（H'A） INTMSK2[5] 

INTMSKCLR2[5] 

－ －  

IRL[3:0]＝HLHL（H'A） 

H'340 5 

INTMSK2[21] 

INTMSKCLR2[21] 

－ － 

 

 

IRL[7:4]＝HLHH（H'B） INTMSK2[4] 

INTMSKCLR2[4] 

－ －  

IRL[3:0]＝HLHH（H'B） 

H'360 4 

INTMSK2[20] 

INTMSKCLR2[20] 

－ － 

 

 

IRL[7:4]＝HHLL（H'C） INTMSK2[3] 

INTMSKCLR2[3] 

－ －  

IRL[3:0]＝HHLL（H'C） 

H'380 3 

INTMSK2[19] 

INTMSKCLR2[19] 

－ － 

 

 

IRL[7:4]＝HHLH（H'D） INTMSK2[2] 

INTMSKCLR2[2] 

－ －  

IRL[3:0]＝HHLH（H'D） 

H'3A0 2 

INTMSK2[18] 

INTMSKCLR2[18] 

－ － 

 

 

IRL[7:4]＝HHHL（H'E） INTMSK2[1] 

INTMSKCLR2[1] 

－ －  

 

IRL 

入力レベル＝ 

L：ローレベル 

H：ハイレベル 

（表 9.6参照） 

IRL[3:0]＝HHHL（H'E） 

H'3C0 1 

INTMSK2[17] 

INTMSKCLR2[17] 

－ － 

 

低 
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割り込み要因 INTEVT 

(例外コード) 

割り込み 

優先順位 

INTCでのマスク／

クリアレジスタ 

要因表示 

レジスタ 

詳細表示 

レジスタ 

要因内での 

優先順位 

デフォルト 

優先順位 

高 IRQ[0] H'240 INTPRI 

[31:28] 

INTMSK0[31] 

INTMSKCLR0[31] 

INTREQ[31] － 

 

IRQ[1] H'280 INTPRI 

[27:24] 

INTMSK0[30] 

INTMSKCLR0[30] 

INTREQ[30] －  

IRQ[2] H'2C0 INTPRI 

[23:20] 

INTMSK0[29] 

INTMSKCLR0[29] 

INTREQ[29] －  

IRQ[3] H'300 INTPRI 

[19:16] 

INTMSK0[28] 

INTMSKCLR0[28] 

INTREQ[28] －  

IRQ[4] H'340 INTPRI 

[15:12] 

INTMSK0[27] 

INTMSKCLR0[27] 

INTREQ[27] －  

IRQ[5] H'380 INTPRI 

[11:8] 

INTMSK0[26] 

INTMSKCLR0[26] 

INTREQ[26] －  

IRQ[6] H'3C0 INTPRI 

[7:4] 

INTMSK0[25] 

INTMSKCLR0[25] 

INTREQ[25] －  

IRQ 

IRQ[7] H'200 INTPRI 

[3:0] 

INTMSK0[24] 

INTMSKCLR0[24] 

INTREQ[24] － 

高 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低 
 

ATI H'480 INT2B1[0]  

PRI H'4A0 INT2B1[1] 

高 

 

RTC 

CUI H'4C0 

INT2PRI1 

[4:0] 

INT2MSKR[2] 

INT2MSKCR[2] 

INT2A0[2] 

INT2A1[2] 

INT2B1[2] 低  

SECURITY*2 SECI H’4E0 INT2PRI8 

[4:0] 

INT2MSKR1[0] 

INT2MSKCR1[0] 

INT2A01[0] 

INT2A11[0] 

－   

WDT ITI* H'560 INT2PRI2 

[12:8] 

INT2MSKR[5] 

INT2MSKCR[5] 

INT2A0[5] 

INT2A1[5] 

－   

TMU0 TUNI0*1 H'580 INT2PRI0 

[28:24] 

INT2B0[0]   

TMU1 TUNI1*1 H'5A0 INT2PRI0 

[20:16] 

INT2B0[1]   

TUNI2*1 H'5C0 INT2PRI0 

[12:8] 

INT2B0[2]   TMU2 

TICPI2*1 H'5E0 INT2PRI0 

[4:0] 

INT2MSKR[0] 

INT2MSKCR[0] 

INT2A0[0] 

INT2A1[0] 

INT2B0[3]   

H-UDI H-UDI H'600 INT2PRI3 

[28:24] 

INT2MSKR[7] 

INT2MSKCR[7] 

INT2A0[7] 

INT2A1[7] 

－   

LCDC LCDCI H’620 INT2PRI9 

[28:24] 

INT2MSKR1[7] 

INT2MSKCR1[7] 

INT2A01[7] 

INT2A11[7] 

－   

DMINT0*1 H'640 INT2B3[0]  

DMINT1*1 H'660 INT2B3[1]  

DMINT2*1 H'680 INT2B3[2]  

DMINT3*1 H'6A0 INT2B3[3]  

INT2B3[12] 

高 

 

 

 

 

DMAC（0） 

DMAE（ch0～5）*1 H'6C0 

INT2PRI3 

[20:16] 

INT2MSKR[8] 

INT2MSKCR[8] 

INT2A0[8] 

INT2A1[8] 

INT2B3[13] 低 低 
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割り込み要因 INTEVT 

(例外コード) 

割り込み 

優先順位 

INTCでのマスク／

クリアレジスタ 

要因表示 

レジスタ 

詳細表示 

レジスタ 

要因内での 

優先順位 

デフォルト 

優先順位 

ERI0*1 H'700 INT2B2[0] 高 

RXI0*1 H'720 INT2B2[1]  

BRI0*1 H'740 INT2B2[2]  

SCIF0 

TXI0*1 H'760 

INT2PRI2 

[28:24] 

INT2MSKR[3] 

INT2MSKCR[3] 

INT2A0[3] 

INT2A1[3] 

INT2B2[3] 

高 

 

 

 

低  

DMINT4*1 H'780 INT2B3[4] 高  DMAC（0） 

DMINT5*1 H'7A0 

INT2PRI3 

[20:16] 

INT2MSKR[8] 

INT2MSKCR[8] 

INT2A0[8] 

INT2A1[8] INT2B3[5] 低  

IIC0 IICI0 H'8A0 INT2PRI9 

[4:0] 

INT2MSKR1[4] 

INT2MSKCR1[4] 

INT2A01[4] 

INT2A11[4] 

－   

IIC1 IICI1 H'8C0 INT2PRI9 

[12:8] 

INT2MSKR1[5] 

INT2MSKCR1[5] 

INT2A01[5] 

INT2A11[5] 

－   

CMT CMTI H'900 INT2PRI4 

[28:24] 

INT2MSKR[12] 

INT2MSKCR[12] 

INT2A0[12] 

INT2A1[12] 

－   

GEINT0 H'920 INT2B9[0]   

GEINT1 H'940 INT2B9[1]   

GETHER 

GEINT2 H'960 

INT2PRI12 

[4:0] 

INT2MSKR1[16] 

INT2MSKCR1[16] 

INT2A01[16] 

INT2A11[16] 

INT2B9[2]   

HAC HACI H'980 INT2PRI4 

[20:16] 

INT2MSKR[13] 

INT2MSKCR[13] 

INT2A0[13] 

INT2A1[13] 

－   

PCIC0 PCISERR H'A00 INT2PRI4 

[12:8] 

INT2MSKR[14] 

INT2MSKCR[14] 

INT2A0[14] 

INT2A1[14] 

INT2B4[0]   

PCIC1 PCIINTA H'A20 INT2PRI4 

[4:0] 

INT2MSKR[15] 

INT2MSKCR[15] 

INT2A0[15] 

INT2A1[15] 

INT2B4[1]   

PCIC2 PCIINTB H'A40 INT2PRI5 

[28:24] 

INT2MSKR[16] 

INT2MSKCR[16] 

INT2A0[16] 

INT2A1[16] 

INT2B4[2]   

PCIC3 PCIINTC H'A60 INT2PRI5 

[20:16] 

INT2MSKR[17] 

INT2MSKCR[17] 

INT2A0[17] 

INT2A1[17] 

INT2B4[3]   

PCIC4 PCIINTD H'A80 INT2PRI5 

[12:8] 

INT2MSKR[18] 

INT2MSKCR[18] 

INT2A0[18] 

INT2A1[18] 

INT2B4[4]   

PCIERR H'AA0 INT2B4[5]  

PCIPWD3 H'AC0 INT2B4[6]  

PCIPWD2 H'AE0 INT2B4[7]  

PCIPWD1 H'B00 INT2B4[8] 

高 

 

 

 
 

PCIC5 

PCIPWD0 H'B20 

INT2PRI5 

[4:0] 

INT2MSKR[19] 

INT2MSKCR[19] 

INT2A0[19] 

INT2A1[19] 

INT2B4[9] 低  

STIF0 STIFI0 H'B40 INT2PRI13 

[4:0] 

INT2MSKR1[20] 

INT2MSKCR1[20] 

INT2A01[20] 

INT2A11[20] 

－   

STIF1 STIFI1 H'B60 INT2PRI13 

[12:8] 

INT2MSKR1[21] 

INT2MSKCR1[21] 

INT2A01[21] 

INT2A11[21] 

－   

低 
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割り込み要因 INTEVT 

(例外コード) 

割り込み 

優先順位 

INTCでのマスク／

クリアレジスタ 

要因表示 

レジスタ 

詳細表示 

レジスタ 

要因内での 

優先順位 

デフォルト 

優先順位 

ERI1*1 H'B80 INT2B2[4] 高 

RXI1*1 H'BA0 INT2B2[5]  

BRI1*1 H'BC0 INT2B2[6]  

SCIF1 

TXI1*1 H'BE0 

INT2PRI2 

[20:16] 

INT2MSKR[4] 

INT2MSKCR[4] 

INT2A0[4] 

INT2A1[4] 

INT2B2[7] 

高 

 

 

 

低 

 

SIOF0 SIOFI0 H'C00 INT2PRI6 

[28:24] 

INT2MSKR[14] 

INT2MSKCR[14] 

INT2A0[14] 

INT2A1[14] 

－   

SIOF1 SIOFI1 H'C20 INT2PRI10 

[4:0] 

INT2MSKR1[8] 

INT2MSKCR1[8] 

INT2A01[8] 

INT2A11[8] 

－   

SIOF2 SIOFI2 H'C40 INT2PRI10 

[12:8] 

INT2MSKR1[9] 

INT2MSKCR1[9] 

INT2A01[9] 

INT2A11[9] 

－   

USBH USBHI H'C60 INT2PRI12 

[12:8] 

INT2MSKR1[17] 

INT2MSKCR1[17] 

INT2A01[17] 

INT2A11[17] 

－   

USBFI0 H'C80 INT2B10[0]   USBF 

USBFI1 H'CA0 

INT2PRI6 

[20:16] 

INT2MSKR1[24] 

INT2MSKCR1[24] 

INT2A01[24] 

INT2A11[24] INT2B10[1]   

TPU TPI H'CC0 INT2PRI10 

[28:24] 

INT2MSKR1[11] 

INT2MSKCR1[11] 

INT2A01[11] 

INT2A11[11] 

－   

PCC PCCI H'CE0 INT2PRI11 

[28:24] 

INT2MSKR1[15] 

INT2MSKCR1[15] 

INT2A01[15] 

INT2A11[15] 

－   

FSTAT H'D00 INT2B5[0]  

TRAN H'D20 INT2B5[1]  

ERR H'D40 INT2B5[2]  

MMCIF 

FRDY H'D60 

INT2PRI6 

[12:8] 

INT2MSKR[22] 

INT2MSKCR[22] 

INT2A0[22] 

INT2A1[22] 

INT2B5[3] 

高 

 

 

 

低 
 

ERI H'D80 INT2B11[0]   

RXI H'DA0 INT2B11[1]   

TXI H'DC0 INT2B11[2]   

SIM 

TEND H'DE0 

INT2PRI10 

[20:16] 

INT2MSKR1[10] 

INT2MSKCR1[10] 

INT2A01[10] 

INT2A11[10] 

INT2B11[3]   

TMU3 TUNI3*1 H'E00 INT2PRI1 

[28:24] 

INT2B0[4]   

TMU4 TUNI4*1 H'E20 INT2PRI1 

[20:16] 

INT2B0[5]   

TMU5 TUNI5*1 H'E40 INT2PRI1 

[12:8] 

INT2MSKR[1] 

INT2MSKCR[1] 

INT2A0[1] 

INT2A1[1] 

INT2B0[6]   

ADC ADI H'E60 INT2PRI3 

[12:8] 

INT2MSKR1[12] 

INT2MSKCR1[12] 

INT2A01[12] 

INT2A11[12] 

－   

SSI0 SSII0 H'E80 INT2PRI6 

[4:0] 

INT2MSKR[23] 

INT2MSKCR[23] 

INT2A0[23] 

INT2A1[23] 

－   

SSI1 SSII1 H'EA0 INT2PRI8 

[12:8] 

INT2MSKR1[1] 

INT2MSKCR1[1] 

INT2A01[1] 

INT2A11[1] 

－   

低 
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割り込み要因 INTEVT 

(例外コード) 

割り込み 

優先順位 

INTCでのマスク／

クリアレジスタ 

要因表示 

レジスタ 

詳細表示 

レジスタ 

要因内での 

優先順位 

デフォルト 

優先順位 

SSI2 SSII2 H'EC0 INT2PRI8 

[20:16] 

INT2MSKR1[2] 

INT2MSKCR1[2] 

INT2A01[2] 

INT2A11[2] 

－  高 

SSI3 SSII3 H'EE0 INT2PRI8 

[28:24] 

INT2MSKR1[3] 

INT2MSKCR1[3] 

INT2A01[3] 

INT2A11[3] 

－   

ERI2 H'F00 INT2B6[0]  

RXI2 H'F20 INT2B6[1]  

BRI2 H'F40 INT2B6[2]  

SCIF2 

TXI2 H'F60 

INT2PRI7 

[28:24] 

INT2MSKR1[25] 

INT2MSKCR1[25] 

INT2A01[25] 

INT2A11[25] 

INT2B6[3] 

高 

 

 

 

低  

CH0 H'F80 INT2B7[3:0]  

CH1 H'FA0 INT2B7[11:8]  

CH2 H'FC0 INT2B7[19:16]

高 

 

 
 

GPIO 

CH3 H'FE0 

INT2PRI7 

[20:16] 

INT2MSKR[25] 

INT2MSKCR[25] 

INT2A0[25] 

INT2A1[25] 

INT2B7[27:24] 低 低 

【注】 *1 内蔵モジュール割り込みの要因で使用している略称 

 ITI  ：WDTインターバルタイマ割り込み 

 TUNI0～TUNI5 ：TMUチャネル 0～5アンダフロー割り込み 

 TICPI2 ：TMUチャネル 2インプットキャプチャ割り込み 

 DMINT0～DMINT11 ：DMACチャネル 0～11転送終了割り込み 

 DMAE ：DMACアドレスエラー割り込み（チャネル 0～11共通） 

 ERI0、ERI1 ：SCIFチャネル 0、1受信エラー割り込み 

 RXI0、RXI1 ：SCIFチャネル 0、1受信データフル割り込み 

 BRI0、BRI1 ：SCIFチャネル 0、1ブレーク割り込み要求 

 TXI0、TXI1 ：SCIFチャネル 0、1送信データエンプティ割り込み 

 *2 R5S77631Aではリザーブになります。 
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9.5 動作説明 

9.5.1 割り込み動作の流れ 

割り込み発生時の動作の流れを以下に説明します。また、図 9.4に割り込み動作フローを示します。 
 

1. 割り込みコントローラに対して、各割り込み要求元から割り込み要求信号が送られます。 

2. 割り込みコントローラでは、送られた割り込み要求の中からINTPRI、INT2PRI0～INT2PRI14に従って、最も

優先順位の高い割り込みが選択され、それより優先順位の低い割り込みは保留されます。このとき、同一優

先順位に設定された割り込み、または同一モジュール内の割り込みが複数発生した場合は、表9.7に従って最

も優先順位の高い割り込みが選択されます。 

3. 割り込みコントローラで選択された割り込みの優先レベルとCPUのSRの割り込みマスクレベル（IMASK）と

が比較されます。IMASKビットのレベルより高い優先順位の割り込みだけが受け付けられ、CPUへ割り込み

要求信号が送られます。 

4. CPUは、命令の切れ目で割り込みを受け付けます。 

5. 割り込み事象レジスタ（INTEVT）に例外コード（割り込み要因コード）がセットされます。 

6. ステータスレジスタ（SR）とプログラムカウンタ（PC）が、それぞれSSRとSPCに退避されます。そのとき

のR15をSGRに退避します。 

7. SRのブロックビット（BL）、モードビット（MD）、レジスタバンクビット（RB）が1にセットされます。 

8. 割り込み関連の例外処理ルーチンの先頭番地（ベクタベースレジスタ（VBR）に設定された値とH'0000 0600

の和）にジャンプします。 

 

例外処理ルーチンでは、割り込み要因を識別するために、たとえば INTEVTレジスタの値をオフセットとして

分岐します。これにより、容易に割り込み要因別の処理ルーチンへ分岐できます。 
 

【注】 1. CPU動作モードレジスタの INTMUビット（CPU0PM.INTMU）が 1に設定されている場合は、SRの割り込みマ

スクレベル（SR.IMASK）は、受け付けられた割り込みレベルに自動的に設定されます。CPU0PM.INTMUビット

が 0に設定されている場合は、割り込み受理によって SR.IMASKが影響されることはありません。 

 2. 割り込み要因フラグは、割り込みハンドラ中でクリアしてください。クリアしたはずの割り込み要因を誤って再度

受け付けないようにするために、クリア後、要因フラグを読み出し、その後、表 9.8で示される時間待ってから、

BLビットをクリアするか、RTE命令を実行します。 

 3. IRQ割り込み、IRL割り込み、および内蔵モジュール割り込みは、パワーオンリセットで割り込みマスク状態に初

期化されます。INTMSKCLR0、INTMSK1、INT2MSKCRを使用して、要因ごとの割り込みマスク（INTMSK0、

INTMSK1、INT2MSKR）をクリアする必要があります。 
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プログラム実行状態

SR.IMASKを受付けた
割り込みレベルに設定

例外処理ルーチンに分岐

例外コードを
INTEVT にセット
SRをSSRに退避
PCをSPCに退避
R15をSGRに退避

ICR0.MAI=1?
Yes

No

割り込み発生?

Yes

No

SR.BL=0または
スリープモード

Yes

No

CPUOPM.INTMU = 1?
No

Yes

NMI端子は
ローレベル？

Yes

No

ICR0.NMIB=1?

Yes

No

NMI?

Yes

No
NMI?

Yes

No

15
?

Yes

No

14
?

Yes

No

1
?

Yes

Yes

No

SR.IMASK 
0 ?

No

Yes SR.IMASK 
13 ?

No

Yes SR.IMASK 
14 ?

No

 

図 9.4 割り込み動作フロー 
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9.5.2 多重割り込み 

多重割り込みを行う場合は、割り込み処理ルーチンの構造を以下のようにします。 

1. 割り込み要因を判定するために、INTEVTの値をオフセットとして、各割り込み要因の割り込み処理ルーチ

ンに分岐します。 

2. 各割り込み処理ルーチン中で、該当割り込み要因をクリアします。 

3. SPC、SSRをスタックに退避します。 

4. SRのBLビットをクリアします。CPUOPM.INTMU＝1のときは、SRレジスタの割り込みマスクレベル

（IMASK）は受け付けた割り込みレベルに自動的に設定されます。CPUOPM.INTMU＝0のときは、SRの割

り込みマスクレベル（IMASK）を、ソフトウェアにより受け付けた割り込みレベルに設定します。 

5. この後、実際に行いたい処理を書きます。 

6. SRのBLビットを1にセットします。 

7. SSRとSPCをメモリから復帰します。 

8. RTE命令を実行します。 

 

割り込み処理ルーチンを上記の構造にすることにより、4.の直後のとき点で多重割り込みがあった場合、より優

先レベルの高いものは受け付けられます。これにより、緊急度の高い処理については、割り込み応答時間を短縮

できます。 
 

9.5.3 MAIビットによる割り込みマスク 

ICR0のMAIビットを 1に設定することにより、NMI端子がローレベルの間、SRレジスタの BL、IMASKビッ

トに関係なく割り込みをマスクすることができます。 

• 通常動作時およびスリープモード時 

NMI端子がローレベルの間、すべての割り込みをマスクします。ただし、NMI端子の変化によるNMI割り込

みだけは発生します。 
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9.6 割り込み応答時間 
割り込み要求が発生してから、割り込み例外処理が行われ、例外処理ルーチンの先頭命令のフェッチが開始さ

れるまでの時間（割り込み応答時間）を表 9.8に示します。 
 

表 9.8 割り込み応答時間 

項  目 ステート数 備  考 

 NMI IRL IRQ 周辺モジュール  

    GPIO/PCIC/ 

RTC以外 

GPIO/PCIC/ 

RTC 

 

優先順位判定時間 5Bcyc+2Pcyc 8Bcyc+2Pcyc 4Bcyc+2Pcyc 5Pcyc 7Pcyc  

CPUが実行中のシーケンス 

終了までの待ち時間 

S-1（≥0）×Icyc  

割り込み例外処理（SR、PCの退避）

から、例外処理ルーチンの先頭命令 

フェッチの SHwyバスリクエストを 

発行するまでの時間 

11Icyc+1Scyc  

合計 （S+10）Icyc

+1Scyc 

+5Bcyc 

+2Pcyc 

（S+10）Icyc 

+1Scyc 

+8Bcyc 

+2Pcyc 

（S+10）Icyc 

+1Scyc 

+4Bcyc 

+2Pcyc 

（S+10）Icyc

+1Scyc 

+5Pcyc 

（S+10）Icyc 

+1Scyc 

+7Pcyc 

 応答時間 

最小時 40Icyc 

+S×Icyc 

52Icyc 

+S×Icyc 

36Icyc 

+S×Icyc 

32Icyc 

+S×Icyc* 

40Icyc 

+S×Icyc* 

Icyc:Scyc: 

Bcyc:Pcyc 

＝4:2:1:1のとき 

【記号説明】 

 Icyc ：CPUクロック（Ick）の 1サイクル期間 

 Scyc ：SHwyクロック（SHck）の 1サイクル期間 

 Bcyc ：バスクロック（Bck）出力 CLKOUTの 1サイクル期間 

 Pcyc ：周辺クロック（Pck0）の 1サイクル期間 

 S ：命令実行ステート数 

【注】 * Pcyc = Pckの場合 
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9.7 使用上の注意事項 

9.7.1 IRL割り込み／IRQレベル割り込みの処理ルーチン例 

レベルセンスの IRQモード（IRQレベル割り込み）または IRLレベルエンコード割り込みが選択されている場

合、割り込み受け付け後、割り込み処理ルーチン内で保持された割り込み要求をクリアする必要があります。図

9.5に検出回路で保持された割り込み要求をクリアする例を示します。 

割り込み処理

IRL割り込み/IRQレベル割り込みの要求元をクリア
GPIO端子出力、またはローカルバス空間を使用して
外部デバイスに割り込みを受け付けたことを通知し
てください。

1. GPIOレジスタまたはローカル
  バス空間に書き込み

2. 書き込みを行ったアドレスを読み出す

1. INTMSK0/1の該当ビットに1をセット

2. INTMSKCLR0/1の該当ビットに1をセット

3. INTMSK0/1を読み出す 

IRL割り込み/IRQレベル割り込みの要求クリアの
待ちIRL割り込み/IRQ端子に入力している割り込み
要求を取り下げるまでの時間と、取り下げたことを
INTCが検出するまでの時間（バスクロックで8サイ
クル）が必要です。

検出回路で保持している割り込み要求をクリア 
割り込みマスクビットに1をセットして検出回路で 
保持している割り込み要求をクリアしてください。

IRL割り込み/IRQレベル割り込み処理終了

IRL割り込み/IRQレベル割り込み処理開始

 

図 9.5 割り込み処理ルーチンの例 

CPUが割り込み要求を受け付けると、割り込み受け付けを外部デバイスに通知し、その割り込み要求を取り下

げる必要があります。通知の例としては、GPIO（汎用 I/Oポート）を使用し受け付けレベルや端子情報を出力す

る方法や、ローカルバス空間の特別なアドレスに書き込む方法があります。このとき、GPIOレジスタやローカル

バス空間への書き込みおよび読み出しは連続して実行する必要があります。 

検出回路で保持された割り込み要求をクリアするためには、割り込み要求がクリアされたことを CPUが検出す

る時間を確保する必要があります。この時間の確保には、INTMSK0/1および INTMSKCLR0/1への書き込み、

INTMSK0/1の読み出しは連続して実行する必要があります。 
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9.7.2 IRQ7/IRL7～IRQ0/IRL0端子機能設定時の注意事項 

IRQ7/IRL7～IRQ0/IRL0端子機能切り替え時に、割り込み要求を誤検出して INTC内部で保持する可能性があり

ます。したがって、IRL割り込み要求および IRQ割り込み要求をマスク状態に設定してから、IRQ7/IRL7～

IRQ0/IRL0端子機能切り替えを行ってください。 
 

表 9.9  IRQ7/IRL7～IRQ0/IRL0端子機能切り替え手順 

手順 項  目 内   容 

1 IRL割り込み要求、IRQ割り込み要求をマスク INTMSK0、INTMSK1の全ビットに 1を書き込む 

2 IRQ7/IRL7～IRQ4/IRL4端子を IRL7～4に設定 GPIOの PSEL3の PSEL3[14:12]ビットに 010、PTSEL3[2:0]ビッ

トに 010、PLCRの PL3MD[1:0]、PL2MD[1:0]、PL1MD[1:0]、

PL0MD[1:0]、ビットにおのおの 00を書き込む 

3 IRQ7/IRL7～IRQ0/IRL0端子を IRLまたは IRQ

に設定 

ICR0の IRLM0ビット IRLM1ビットを設定する 

4 IRL割り込み要求、IRQ割り込み要求の検出を

開始 

INTMSKCLR0、INTMSKCLR1の該当するビットに 1を書き込む 
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9.7.3 IRL割り込み要求および IRQ割り込み要求のクリア方法 

INTCで保持している割り込み要求をクリアする場合、以下の手順で行ってください。 

（1） IRL割り込み要求のクリア方法 

IRQ3/IRL3～IRQ0/IRL0端子の IRL割り込み要求をクリアする場合は、INTMSK1の IM10ビットに 1を、

IRQ7/IRL7～IRQ4/IRL4端子の IRL割り込み要求をクリアする場合は、INTMSK1の IM11ビットに 1を書き込ん

でください。INTMSK2でレベルごとのマスクをしても、検出している IRL割り込み要求をクリアすることはでき

ません。 
 

（2） レベル検出設定時の IRQ割り込み要求のクリア方法 

レベル検出設定をしている IRQ7～IRQ0割り込み要求のクリアは、INTMSK0の該当するビット IM07～IM00に

1を書き込んでください。INTPRIで該当するビットに 0を書き込んでも、検出している IRQ割り込み要求をクリ

アすることはできません。検出している IRQ割り込み要求（CPUが割り込みを受け付けるとクリアします）は

INTREQを読み出すことで確認できます。 
 

（3） エッジ検出設定時の IRQ割り込み要求のクリア方法 

エッジ検出設定をしている IRQ7～IRQ0割り込み要求のクリアは、INTREQの該当するビット IR7～IR0から 1

を読み出した後、0を書き込んでください。INTMSK0で該当するビットに 1を書き込んでも、検出している IRQ

割り込み要求をクリアすることはできません。 
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10. SuperHywayバスブリッジ（SBR） 

SuperHywayバスブリッジ（SBR）は、SuperHyway（SHwy）バスと SuperHywayブリッジバス間のアクセスプ

ロトコル変換を行います。同時に、SuperHywayブリッジバス上にある SECURITY、GETHER、USBHの 3つの周

辺モジュールから SuperHywayバスへのアクセスのアービトレーションを行います。 

10.1 特長 

• SuperHywayバスインタフェース： 

SuperHywayバスとSuperHywayブリッジバス間のアクセスプロトコル変換を行います。 

• アービトレーション： 

SuperHywayブリッジバス上のSECURITY、GETHER、USBHから、SuperHywayバスに対するアクセスのアー

ビトレーションを行います。また、その優先レベルを個々のモジュール／ポート単位に設定できます。 

 

図10.1に、SBRのブロック図を示します。 

SHwyバスインタフェース制御部

GETHER0

SuperHyway（SHwy）バス

GETHER1 USBHSECURITY

アービタ SHwyバスブリッジ
（SBR）

SuperHywayブリッジバス

 

図 10.1 SBRブロック 
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10.2 レジスタの説明 
SBRのレジスタ構成を表 10.1に示します。また各処理状態におけるレジスタの状態を表 10.2に示します。 

 

表 10.1 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

アクセス 

サイズ 

バス調停優先レベル設定レジスタ SBRIVCLV R/W H'FF40 0010 H'1F40 0010 32 

SuperHywayプライオリティコントロ

ールレジスタ 

PRPRICR R/W H'FE60 0018 H'1E60 0018 32 

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて物

理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 

表 10.2 各処理状態におけるレジスタの状態 

名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

バス調停優先レベル設定レジスタ SBRIVCLV H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

SuperHywayプライオリティコントロ

ールレジスタ 

PRPRICR H'0000 0001 H'0000 0001 保持 保持 
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10.2.1 バス調停優先レベル設定レジスタ（SBRIVCLV） 

SBRIVCLVは、SECURITY、GETHER、USBHから同時に SuperHywayバスへのアクセス要求があった際のアク

セス優先レベルを設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R/W R/W R/W R R R R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － －

－ － － － －

－ － － USBH
LV

GEC1
LV

GEC0
LV

SEC
LV

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6 SECLV 0 R/W SECURITYアクセス優先レベル 

0：レベル 3 

1：レベル 2 

5 GEC0LV 0 R/W GETHER0アクセス優先レベル 

0：レベル 3 

1：レベル 2 

4 GEC1LV 0 R/W GETHER1アクセス優先レベル 

0：レベル 3 

1：レベル 2 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 USBHLV 0 R/W USBHアクセス優先レベル 

0：レベル 3 

1：レベル 2 
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10.2.2 SuperHywayバスプライオリティコントロールレジスタ（PRPRICR） 

PRPRICRは、CPUあるいは他の機能モジュールから SuperHywayバスへのアクセス権の優先度を設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － －

－ － － － －

－ － － SBAPR－－－

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 SBAPR 1 R/W SuperHywayバスアクセス優先度 

CPUから SuperHywayバスへのアクセス権が優先されるか、他の機能モジ

ュールから SuperHywayバスへのアクセス権と同じ優先度になるかを設定

します。 

0：CPUからの優先度は、他の機能モジュールと同じ 

1：CPUからの優先度は、他の機能モジュールより高い 

【注】 本ビットを 1に設定した場合、CPUがアクセスするデータ領域と他

の機能モジュールがアクセスするデータ領域をともにアクセス速度

の遅いエリアに配置した場合、CPUからのアクセスが優先され、他

の機能モジュールからのアクセスができなくなる場合があります。

これを避けるため、CPUあるいは他の機能モジュールからアクセス

するデータ領域を DDR-SDRAMエリアに配置するか、本ビットを 0

にして使用してください。 
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10.3 動作説明 

10.3.1 SuperHywayバスインタフェース 

SuperHywayバスブリッジ（SBR）は、SuperHywayバスと SuperHywayブリッジバス間のアクセスプロトコル変

換を行います。 

10.3.2 バスアービトレーション 

SBRでは、SuperHywayブリッジバス上にある SECURITY、GETHER、USBHの 3モジュール、4ポートからの

アクセス要求に対してアービトレーションを行います。SBRにおけるアービトレーション概念図を図 10.2に示し

ます。 

SECURITYGETHER0

GETHER1 USBH

SECURITY

GETHER0

GETHER1

USBH

3

レベル3（4ラウンドロビン）

レベル2（5ラウンドロビン）

レベル1

2

USBH
 Write

USBH
 Read

USBH
 Write

USBH
 Read

 

図 10.2 SBRにおけるバスアービトレーション概念図 

SBRでは、レベル 1、レベル 2、レベル 3の 3つのグループに分けアービトレーションを行います。レベル 3で

は、3モジュール 4ポートのラウンドロビン、レベル 2では、レベル 3の結果も含め 3モジュール 4ポートのラウ

ンドロビンでアービトレーションを行います。レベル 1では、競合するモジュールがありませんのでレベル 2の

結果のモジュールがただちに実行されます。 

SECURITY、GETHER1、GETHER0、USBHからのアクセス要求を、レベル 2にするかレベル 3にするかは

SBRIVCLVレジスタで設定することができます。USBHについては、まず、USBHモジュール内でリードとライト

要求間のアービトレーションをラウンドロビン方式により行い、その結果を用いてモジュール間のアービトレー

ションを行います。 
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11. ローカルバスステートコントローラ（LBSC） 

ローカルバスステートコントローラ（LBSC）は、外部メモリ空間の分割、各種のメモリおよびバスインタフェ

ース仕様に応じた制御信号の出力などを行います。LBSCの機能によって、SRAM、ROMなどを本 LSIに接続す

ることができ、PCMCIAインタフェースのプロトコルもサポートしていますので、システム設計が容易になると

同時に、コンパクトなシステムで高速なデータ転送を行うことができます。 

11.1 特長 

LBSCには、次のような特長があります。 

• 7つに分割した外部メモリ空間のうちエリア0～2、4～6を管理 

エリア0～2、4～6の各エリアは、最大64Mバイト 

各エリアのバス幅をレジスタにより設定可能（エリア0のみ、外部端子により設定） 

RDY端子によりウェイトステート挿入可能 

ウェイトステート挿入をプログラムで制御可能 

エリアごとに接続できるメモリの種類を設定可能 

各エリアに接続するメモリの制御信号を出力 

連続したメモリアクセス時におけるデータバスの衝突回避のためのウェイトサイクル自動挿入機能 

低速メモリとの接続用に書き込みサイクル時のライトストローブのセットアップタイムとホールドタイム期

間を挿入可能 

• SRAMインタフェース 

ウェイトステート挿入をプログラムで制御可能 

RDY端子によるウェイトステート挿入 

接続可能エリア：エリア0～2、4～6 

設定可能バス幅：32、16、8ビット 

• バーストROMインタフェース 

ウェイトステート挿入をプログラムで制御可能 

レジスタで設定した回数のバースト転送動作 

接続可能エリア：エリア0～2、4～6 

設定可能バス幅：32、16、8ビット 
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• MPXインタフェース 

アドレス・データマルチプレクス 

接続可能エリア：エリア0～2、4～6 

設定可能バス幅：32ビット 

• バイト制御SRAMインタフェース 

バイト制御可能なSRAMインタフェース 

接続可能エリア：エリア1、4 

設定可能バス幅：32、16ビット 

• PCMCIAインタフェース 

ウェイトステート挿入をプログラムで制御可能 

I/Oバス幅のバスサイジング機能 

リトルエンディアンのみサポート 

接続可能エリア：エリア5、6 

設定可能バス幅：16、8ビット 

ATAデバイスアクセスのための機能 

 

LBSCのブロック図を図 11.1に示します。 
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LBSC

ウェイト
制御部

バスインタ
フェース

RDY

IOIS16  
BREQ
MD3～MD5

CS0～CS2 
CS4 
CS5/CE1A 
CS6/CE1B 
CE2A、CE2B 

A0～A25
BS 
RD/FRAME  
RDWR
WE3/IOWR
WE2/IORD
WE1/WE
WE0/PCC_REG
BACK

エリア
制御部

【記号説明】
BCR
CSnBCR
CSnPCR
CSnWCR

：バスコントロールレジスタ
：CSn バスコントロールレジスタ（n＝0～2、4～6）
：CSn PCMCIA コントロールレジスタ（n＝5、6） 
：CSn ウェイトコントロールレジスタ（n＝0～2、4～6）

メモリ
制御部

CSnWCR

CSnBCR

BCR

CSnPCR

S
up

er
H

yw
ay
バ
ス

モ
ジ
ュ
ー
ル
バ
ス

D0～D31

 

図 11.1 LBSCのブロック図 
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11.2 入出力端子 
LBSCの端子構成を表 11.1に示します。 

 

表 11.1 端子構成 

端子名 機  能 入出力 説   明 

A25～A0 アドレスバス 出力 アドレス出力 

D31～D0 データバス 入出力 データ入出力 

BS バスサイクル開始 出力 バスサイクルの開始を示す信号 

MPXインタフェース設定時、1回のバースト転送につき 1回アサート 

その他のバースト転送時、データサイクルごとにアサート 

CS6～CS4 

CS2～CS0 

チップセレクト 

6～4、2～0 

出力 アクセス中のエリアを示すチップセレクト信号 

CS5、CS6は、PCMCIAの CE1A、CE1Bとしても使用 

RDWR リード／ライト 出力 データバスの入出力方向指示信号 

PCMCIAインタフェースの書き込み指示信号としても使用 

RD/FRAME リード／サイクル 

フレーム 

出力 リードサイクルを示すストローブ信号 

MPXバス使用時、FRAME信号 

WE0/ 

PCC_REG 

データイネーブル 0 出力 SRAMインタフェース設定時、D7～D0対応のライトストローブ信号 

PCMCIAインタフェース設定時、REG信号 

WE1/WE データイネーブル 1 出力 SRAMインタフェース設定時、D15～D8対応のライトストローブ信号 

PCMCIAインタフェース設定時、ライトストローブ信号 

WE2/IORD データイネーブル 2 出力 SRAMインタフェース設定時、D23～D16対応のライトストローブ信号 

PCMCIAインタフェース設定時、IORD信号 

WE3/IOWR データイネーブル 3 出力 SRAMインタフェース設定時、D31～D24対応のライトストローブ信号 

PCMCIAインタフェース設定時、IOWR信号 

RDY レディ 入力 ウェイトステート要求信号 

IOIS16 16ビット I/O 入力 PCMCIAインタフェース設定時、16ビット I/O指示信号。リトルエンデ

ィアンモード時のみ有効。 

BREQ バス解放要求 入力 バス解放の要求信号 

BACK バス使用許可 出力 バス使用の許可信号 

CE2A*1 

CE2B*1 

PCMCIAカード 

セレクト 

出力 PCMCIA使用時、PCMCIAカードセレクト信号 D15～D8に対応。 

リトルエンディアンモード時のみ有効。 

CE1A*1 

CE1B*1 

PCMCIAカード 

セレクト 

出力 PCMCIA使用時、PCMCIAカードセレクト信号 D7～D0に対応。 

リトルエンディアンモード時のみ有効。 

MD3 

MD4 

エリア 0バス幅 入力 パワーオンリセット時、エリア 0のバス幅、MPXインタフェース設定信

号 

MD5 エンディアン 

切り替え 

入力 パワーオンリセット時、エンディアン設定 
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端子名 機  能 入出力 説   明 

DACK0*2 DMAC0 

アクノリッジ信号 

出力 DMACチャネル 0のデータアクノリッジ 

DACK1*2 DMAC1 

アクノリッジ信号 

出力 DMACチャネル 1のデータアクノリッジ 

DACK2*2 DMAC2 

アクノリッジ信号 

出力 DMACチャネル 2のデータアクノリッジ 

DACK3*2 DMAC3 

アクノリッジ信号 

出力 DMACチャネル 3のデータアクノリッジ 

TEND0*2 DMAC0 

トランスファエンド

信号 

出力 DMACチャネル 0のトランスファエンド 

TEND1*2 DMAC1 

トランスファエンド

信号 

出力 DMACチャネル 1のトランスファエンド 

TEND2*2 DMAC2 

トランスファエンド

信号 

出力 DMACチャネル 2のトランスファエンド 

TEND3*2 DMAC3 

トランスファエンド

信号 

出力 DMACチャネル 3のトランスファエンド 

【注】 *1 CE1A、CE2Aは CS5バスコントロールレジスタ（CS5BCR）の TYPEビットを B'100としたとき、CE1B、CE2B

は CS6バスコントロールレジスタ（CS6BCR）の TYPEビットを B'100とした時に出力となります。 

 *2 DACK0～DACK3、TEND0～TEND3端子は DMACの CHCR0～CHCR3の ALビットで極性選択可能（初期値はロ

ーアクティブ）。 

詳細は、「第 14章 ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC）」を参照してください。 
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11.3 エリアの概要 

11.3.1 空間分割 

本 LSIは、アーキテクチャとして 32ビットの仮想アドレス空間を有しています。仮想アドレスは、上位側アド

レスの値によって 5領域に分割されています。また、外部メモリ空間は 29ビットのアドレス空間を有しており 8

エリアに分割されています。 

仮想アドレスは、アドレス変換機構（MMU）により任意の外部アドレスに割り付けることができます。詳細は

「第 6章 メモリマネジメントユニット（MMU）」を参照してください。この章では、外部アドレスのエリア分

割について記述します。 

本 LSIは、表 11.2に示すように外部アドレスの 7つのエリアにおのおの各種メモリ／PCカードを接続でき、

おのおのに対応してチップセレクト信号（CS0～CS2、CS4、CS5/CE1A、CS6/CE1B、CE2A､CE2B）を出力します。

なお、エリア 3は DDR-SDRAM専用のエリアとなります。エリア 0～2のアクセス時に CS0～CS2が、エリア 4

～6のアクセス時に CS4～CS6がアサートされます。また、エリア 5と 6において、PCMCIAインタフェースを選

択した場合、アクセスするバイトに対応して、CS5/CE1A、CS6/CE1Bに加えて、CE2A、CE2Bをアサートします。 

H'0000 0000

H'8000 0000

H'A000 0000

H'C000 0000

H'E000 0000

H'FFFF FFFF
H'E400 0000

H'0000 0000

H'0400 0000

H'0800 0000

H'0C00 0000

H'1000 0000

H'1400 0000

H'1800 0000

H'1FFF FFFF
H'1C00 0000

エリア0 （CS0）

エリア1（CS1）

エリア2（CS2）

エリア3

エリア4（CS4）

エリア5（CS5）

エリア6（CS6）

エリア7（リザーブ領域）

P0、U0領域

P1領域

P2領域

P3領域

ストアキュー領域

P4領域

P0、U0領域

256

P1領域

P2領域

P3領域

ストアキュー領域

P4領域

【注】1.

2.

3.

MMUオフ時（MMUCR.AT＝0）には、32ビットアドレス中の上位3ビットを無視して、固定的に29ビット
外部アドレスにマッピングされます。
MMUオン時（MMUCR.AT＝1）には、P0、U0、P3、ストアキューの各領域はTLBを用いて任意の外部
アドレスにマッピングが可能です。
詳細は、「第6章　メモリマネジメントユニット（MMU）」を参照してください。
エリア3はDDR-SDRAM専用です。
詳細は、「第12章　DDR-SDRAMインタフェース（DDRIF）」を参照してください。  

図 11.2 仮想アドレス空間と外部メモリ空間の対応 
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表 11.2 LBSC外部メモリ空間マップ 

エリア 外部アドレス 容量 接続可能メモリ 設定可能 

バス幅（ビット）

アクセス 

サイズ*7 

SRAM 8、16、32*1 

バースト ROM 8、16、32*1 

0 H'0000 0000～

H'03FF FFFF 

64Mバイト 

MPX 32*1 

8、16、32ビット、 

32バイト 

SRAM 8、16、32*2 

バースト ROM 8、16、32*2 

MPX 32*2 

1 H'0400 0000～

H'07FF FFFF 

64Mバイト 

バイト制御 SRAM 16、32*2 

8、16、32ビット、 

32バイト 

SRAM 8、16、32*2 

バースト ROM 8、16、32*2 

MPX 32*2 

8、16、32ビット、 

32バイト 

2 H'0800 0000～

H'0BFF FFFF 

64Mバイト 

（DDR-SDRAM）*3 32 8、16、32ビット、 

32バイト 

3 H'0C00 0000～

H'0FFF FFFF 

64Mバイト （DDR-SDRAM）*3 32 8、16、32ビット、 

32バイト 

SRAM 8、16、32*2 

バースト ROM 8、16、32*2 

MPX 32*2 

バイト制御 SRAM 16、32*2 

8、16、32ビット、 

32バイト 

（DDR-SDRAM）*3 32 8、16、32ビット、 

32バイト 

4 H'1000 0000～

H'13FF FFFF 

64Mバイト 

（PCI）*4 32 8、16、32ビット、 

32バイト 

SRAM 8、16、32*2 

MPX 32*2 

バースト ROM 8、16、32*2 

PCMCIA 8、16*2*5 

8、16、32ビット、 

32バイト 

5 H'1400 0000～

H'17FF FFFF 

64Mバイト 

（DDR-SDRAM）*3 32 8、16、32ビット、 

32バイト 

SRAM 8、16、32*2 

MPX 32*2 

バースト ROM 8、16、32*2 

6 H'1800 0000～

H'1BFF FFFF 

64Mバイト 

PCMCIA 8、16*2*5 

8、16、32ビット、 

32バイト 

7*6 H'1C00 0000～

H'1FFF FFFF 

64Mバイト – – – 

【注】 *1 外部端子でメモリバス幅を指定します。 

 *2 レジスタでメモリバス幅を指定します。 
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 *3 該当エリアを、MMSELRの設定により、DDRIFに割り当てることができます。詳細は「第 12章 DDR-SDRAMイン

タフェース（DDRIF）」を参照してください。該当エリアをDDRIFに割り当てた場合、該当エリアのCSn信号は使え

なくなります。また、エリア 3はDDRIF専用エリアです。 

 *4 該当エリアを、MMSELRの設定により、PCICに割り当てることができます。詳細は「第 13章 PCIコントローラ

（PCIC）」を参照してください。 

 *5 PCMCIAインタフェース使用時は、バス幅は 8、16ビットのいずれかのみです。 

 *6 エリア 7はリザーブ領域です。リザーブ領域にはアクセスしないでください。アクセスした場合、動作の保証はできま

せん。 

 *7 LBSCが 8、16バイトのアクセスをバスマスタから要求された場合、アクセスサイズ 32ビットとして、それぞれ 2回、

4回のアクセスを行います。 

 

エリア0：  H'0000 0000

エリア1：  H'0400 0000

エリア2：  H'0800 0000

エリア3：  H'0C00 0000

エリア4：  H'1000 0000

エリア5： （前半） H'1400 0000

 （後半） H'1600 0000

エリア6： （前半） H'1800 0000

 （後半） H'1A00 0000

SRAM／バーストROM／MPX

SRAM／バーストROM／MPX／
バイト制御SRAM

SRAM／バーストROM／MPX／
DDR-SDRAM

DDR-SDRAM

SRAM／バーストROM／MPX／
バイト制御SRAM／DDR-SDRAM／PCI

SRAM／バーストROM／MPX／
PCMCIA（前半、後半）／DDR-SDRAM

SRAM／バーストROM／MPX／
PCMCIA（前半、後半）

PCMCIA インタフェースは、
メモリ、I/O カード兼用

 

図 11.3 外部メモリ空間割り付け 

11.3.2 メモリバス幅 

LBSCのメモリバス幅は、空間ごとに設定できます。エリア 0では、PRESET端子によるパワーオンリセット時

に外部端子を用いてバスサイズを 8ビット、16ビット、32ビットから選べます。パワーオンリセット時に外部端

子（MD4、MD3）とバス幅の関係を表 11.3に示します。 
 

表 11.3 エリア 0メモリバス幅の設定 

MD4 MD3 バス幅 

Low Low MPXインタフェース（32ビット） 

Low High 8ビット 

High Low 16ビット 

High High 32ビット 
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エリア 1～2、4～6で SRAMインタフェース、ROMのいずれかを使用する場合は、CSnバスコントロールレジ

スタ（CSnBCR）によってバス幅を 8ビット、16ビット、32ビットから選べます。バースト ROMを使用する場

合、バス幅を 8ビット、16ビット、32ビットから選べます。バイト制御 SRAMインタフェースを使用する場合、

バス幅を 16ビット、32ビットから選べます。MPXインタフェースを使用する場合、バス幅を 32ビットに設定し

てください。 

PCMCIAインタフェースを使用する場合は、バス幅は 8ビットまたは 16ビットに設定してください。詳細は、

｢11.5.5 PCMCIAインタフェース｣を参照してください。 

詳しくは、「11.4.3 CSnバスコントロールレジスタ（CSnBCR）」を参照してください。 

DDR-SDRAMおよび PCIのバス幅は 32ビットです。詳細は、「第 12章 DDR-SDRAMインタフェース（DDRIF）」

および「第 13章 PCIコントローラ（PCIC）」の章を参照してください。 

エリア 7のアドレス範囲 H'1C00 0000～H'1FFF FFFFはリザーブエリアですので、使用しないでください。 
 

11.3.3 データアライメント 

本 LSIでは、データアライメントとしてビッグエンディアンとリトルエンディアンをサポートします。データ

アライメントは、パワーオンリセット時の外部端子（MD5）の設定で決まります。 
 

表 11.4 外部端子（MD5）とエンディアンの対応 

MODE5 データアライメント 

Low ビッグエンディアン 

High リトルエンディアン 

 

11.3.4 PCMCIAサポート 

本 LSIでは、外部メモリ空間のエリア 5と 6で PCMCIAのインタフェース仕様をサポートします。 

サポートするインタフェースは、JEIDA仕様 Ver4.2（PCMCIA2.1）で定められた"ICメモリカードインタフェー

ス"と"I/Oカードインタフェース"です。 

外部メモリ空間のエリア 5と 6では、"ICメモリカードインタフェース"と"I/Oカードインタフェース"の両方を

サポートします。 

PCMCIAインタフェースは、リトルエンディアンモードでのみサポートされます。 
 

表 11.5 PCMCIAインタフェースの特長 

項目 特   長 

アクセス ランダムアクセス 

データバス 8／16ビット 

メモリタイプ マスク ROM、OTPROM、EPROM、EEPROM、フラッシュメモリ、SRAM、ATAデバイス 

コモンメモリ容量 最大 64Mバイト 

アトリビュート部容量 最大 64Mバイト 

その他 I/Oバス幅のダイナミックバスサイジング、ATAデバイスコントロールレジスタへのアクセス 
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表 11.6 PCMCIAサポートインタフェース 

ICメモリカードインタフェース I/Oカードインタフェース 本 LSI 端子 

信号名*1 I/O*1 機能 信号名*1 I/O*1 機能 対応端子 

1 GND  グランド GND  グランド － 

2 D3 I/O データ D3 I/O データ D3 

3 D4 I/O データ D4 I/O データ D4 

4 D5 I/O データ D5 I/O データ D5 

5 D6 I/O データ D6 I/O データ D6 

6 D7 I/O データ D7 I/O データ D7 

7 CE1 I カードイネーブル CE1 I カードイネーブル CS5または CS6 

8 A10 I アドレス A10 I アドレス A10 

9 OE I 出力イネーブル OE I 出力イネーブル RD 

10 A11 I アドレス A11 I アドレス A11 

11 A9 I アドレス A9 I アドレス A9 

12 A8 I アドレス A8 I アドレス A8 

13 A13 I アドレス A13 I アドレス A13 

14 A14 I アドレス A14 I アドレス A14 

15 WE I ライトイネーブル WE I ライトイネーブル WE1 

16 READY O レディ IREQ O 割り込み要求 ポートでセンス 

17 VCC  動作電源 VCC  動作電源 － 

18 VPP1（VPP）  プログラム電源 VPP1（VPP）  プログラム／ 

ペリフェラル用電源 

－ 

19 A16 I アドレス A16 I アドレス A16 

20 A15 I アドレス A15 I アドレス A15 

21 A12 I アドレス A12 I アドレス A12 

22 A7 I アドレス A7 I アドレス A7 

23 A6 I アドレス A6 I アドレス A6 

24 A5 I アドレス A5 I アドレス A5 

25 A4 I アドレス A4 I アドレス A4 

26 A3 I アドレス A3 I アドレス A3 

27 A2 I アドレス A2 I アドレス A2 

28 A1 I アドレス A1 I アドレス A1 

29 A0 I アドレス A0 I アドレス A0 

30 D0 I/O データ D0 I/O データ D0 

31 D1 I/O データ D1 I/O データ D1 

32 D2 I/O データ D2 I/O データ D2 

33 WP O ライトプロテクト IOIS16 O 16ビット I/Oポート IOIS16 

34 GND  グランド GND  グランド － 

35 GND  グランド GND  グランド － 

36 CD1 O カード検出 CD1 O カード検出 ポートでセンス 

37 D11 I/O データ D11 I/O データ D11 
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ICメモリカードインタフェース I/Oカードインタフェース 本 LSI 端子 

信号名*1 I/O*1 機能 信号名*1 I/O*1 機能 対応端子 

38 D12 I/O データ D12 I/O データ D12 

39 D13 I/O データ D13 I/O データ D13 

40 D14 I/O データ D14 I/O データ D14 

41 D15 I/O データ D15 I/O データ D15 

42 CE2 I カードイネーブル CE2 I カードイネーブル CE2Aまたは CE2B 

43 RFSH（VS1） I リフレッシュ要求 RFSH（VS1） I リフレッシュ要求 ポートから出力 

44 RSRVD  リザーブ IORD I I/Oリード IORD 

45 RSRVD  リザーブ IOWR I I/Oライト IOWR 

46 A17 I アドレス A17 I アドレス A17 

47 A18 I アドレス A18 I アドレス A18 

48 A19 I アドレス A19 I アドレス A19 

49 A20 I アドレス A20 I アドレス A20 

50 A21 I アドレス A21 I アドレス A21 

51 VCC  電源 VCC  電源 － 

52 VPP2（VPP）  プログラム電源 VPP2（VPP）  プログラム／ 

ペリフェラル用電源 

－ 

53 A22 I アドレス A22 I アドレス A22 

54 A23 I アドレス A23 I アドレス A23 

55 A24 I アドレス A24 I アドレス A24 

56 A25 I アドレス A25 I アドレス A25 

57 RSRVD  リザーブ RSRVD  リザーブ － 

58 RESET I リセット RESET I リセット ポートから出力 

59 WAIT O ウェイト要求 WAIT O ウェイト要求 RDY*2 

60 RSRVD  リザーブ INPACK O 入力応答 － 

61 REG I アトリビュート 

メモリ空間セレクト 

REG I アトリビュート 

メモリ空間セレクト 

PCC_REG 

62 BVD2 O 電池電圧検出 SPKR O デジタル音声信号 ポートでセンス 

63 BVD1 O 電池電圧検出 STSCHG O カード状態変化 ポートでセンス 

64 D8 I/O データ D8 I/O データ D8 

65 D9 I/O データ D9 I/O データ D9 

66 D10 I/O データ D10 I/O データ D10 

67 CD2 O カード検出 CD2 O カード検出 ポートでセンス 

68 GND  グランド GND  グランド － 

【注】 *1 「I/O」は PCMCIAカードにおける入出力。 

  極性は、PCMCIAカードインタフェースはカード側、本 LSI対応端子は本 LSI側での極性を示します。 

 *2 極性に注意してください。 
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11.4 レジスタの説明 
LBSCのレジスタ構成を表 11.7に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 11.8に示します。 

LBSCには表 11.7に示すように、16本のレジスタがあります。これらのレジスタにより、各種メモリとのイン

タフェース、ウェイトステートなどの制御を行います。 
 

表 11.7 レジスタ構成 

名  称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ* 

メモリアドレスマップ選択レジスタ MMSELR R/W H'FE60 0020 H'1E60 0020 32 

バスコントロールレジスタ BCR R/W H'FF80 1000 H'1F80 1000 32 

CS0バスコントロールレジスタ CS0BCR R/W H'FF80 2000 H'1F80 2000 32 

CS1バスコントロールレジスタ CS1BCR R/W H'FF80 2010 H'1F80 2010 32 

CS2バスコントロールレジスタ CS2BCR R/W H'FF80 2020 H'1F80 2020 32 

CS4バスコントロールレジスタ CS4BCR R/W H'FF80 2040 H'1F80 2040 32 

CS5バスコントロールレジスタ CS5BCR R/W H'FF80 2050 H'1F80 2050 32 

CS6バスコントロールレジスタ CS6BCR R/W H'FF80 2060 H'1F80 2060 32 

CS0ウェイトコントロールレジスタ CS0WCR R/W H'FF80 2008 H'1F80 2008 32 

CS1ウェイトコントロールレジスタ CS1WCR R/W H'FF80 2018 H'1F80 2018 32 

CS2ウェイトコントロールレジスタ CS2WCR R/W H'FF80 2028 H'1F80 2028 32 

CS4ウェイトコントロールレジスタ CS4WCR R/W H'FF80 2048 H'1F80 2048 32 

CS5ウェイトコントロールレジスタ CS5WCR R/W H'FF80 2058 H'1F80 2058 32 

CS6ウェイトコントロールレジスタ CS6WCR R/W H'FF80 2068 H'1F80 2068 32 

CS5PCMCIAコントロールレジスタ CS5PCR R/W H'FF80 2070 H'1F80 2070 32 

CS6PCMCIAコントロールレジスタ CS6PCR R/W H'FF80 2080 H'1F80 2080 32 

【注】 * 指定アクセスサイズ以外でのアクセスは行わないでください。 
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表 11.8 各処理状態におけるレジスタの状態 

名  称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

メモリアドレスマップ選択レジスタ MMSELR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

バスコントロールレジスタ BCR H'x000 0000 H'x000 0000 保持 保持 

CS0バスコントロールレジスタ CS0BCR H'7777 7770 H'7777 7770 保持 保持 

CS1バスコントロールレジスタ CS1BCR H'7777 7770 H'7777 7770 保持 保持 

CS2バスコントロールレジスタ CS2BCR H'7777 7770 H'7777 7770 保持 保持 

CS4バスコントロールレジスタ CS4BCR H'7777 7770 H'7777 7770 保持 保持 

CS5バスコントロールレジスタ CS5BCR H'7777 7770 H'7777 7770 保持 保持 

CS6バスコントロールレジスタ CS6BCR H'7777 7770 H'7777 7770 保持 保持 

CS0ウェイトコントロールレジスタ CS0WCR H'7777 770F H'7777 770F 保持 保持 

CS1ウェイトコントロールレジスタ CS1WCR H'7777 770F H'7777 770F 保持 保持 

CS2ウェイトコントロールレジスタ CS2WCR H'7777 770F H'7777 770F 保持 保持 

CS4ウェイトコントロールレジスタ CS4WCR H'7777 770F H'7777 770F 保持 保持 

CS5ウェイトコントロールレジスタ CS5WCR H'7777 770F H'7777 770F 保持 保持 

CS6ウェイトコントロールレジスタ CS6WCR H'7777 770F H'7777 770F 保持 保持 

CS5PCMCIAコントロールレジスタ CS5PCR H'7700 0000 H'7700 0000 保持 保持 

CS6PCMCIAコントロールレジスタ CS6PCR H'7700 0000 H'7700 0000 保持 保持 
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11.4.1 メモリアドレスマップ選択レジスタ（MMSELR） 

メモリアドレスマップ選択レジスタ（MMSELR）は 32ビット幅のレジスタで、エリア 2からエリア 5の空間に

ついて、メモリアドレスマップの選択を行います。本レジスタへのアクセスは、アドレス H'FE60 0020に対して

行ってください。また、書き込み、読み出しとも、ロングワードで行ってください。書き込みは、誤書き込みを

防ぐため、上位ワードが H'A5A5の場合のみ受け付けられます。読み出しする場合、上位 29ビットは 0が読み出

されます。本レジスタは、パワーオンリセットおよびマニュアルリセットで H'0000 0000に初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

AREASEL－－－－－－－－－－－－ －

R/WR/WR/WRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R/W リザーブビット 

本レジスタの AREASEL（ビット 2～0）に書き込む時のみ H'A5A5に設定

してください（書き込んでください）。 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

15～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 AREASEL 000 R/W DDRIF/PCICメモリ空間選択 

000：エリア 3（H'0C00 0000～H'0FFF FFFF）を DDRIF空間とし、他

エリアを LBSC空間とする。 

001：エリア 3（H'0C00 0000～H'0FFF FFFF）を DDRIF空間、エリア 4

（H'1000 0000～H'13FF FFFF）を PCIメモリ空間とし、他エリア

を LBSC空間とする。 

010：エリア 2、3（H'0800 0000～H'0FFF FFFF）を DDRIF空間とし、

他エリアを LBSC空間とする。 

011：エリア 2、3（H'0800 0000～H'0FFF FFFF）を DDRIF空間、エリ

ア 4（H'1000 0000～H'13FF FFFF）を PCIメモリ空間とし、他エ

リアを LBSC空間とする。 

100：エリア 2～5（H'0800 0000～H'17FF FFFF）を DDRIFメモリ空間

とする。 

101～111：設定禁止 
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本レジスタへの書き込みは必ず CPUにより行ってください。本レジスタに書き込みを行うときには、DMAC、

および PCICからのアクセスが発生しないように設定した上で、本レジスタへの書き込みを行うMOV命令の直前

に SYNCO命令を置くなどし、未処理のアクセスがないようにしてから書き込みを行ってください。 

また、本レジスタへの書き込みを行うMOV命令の直後に、 

1. 本レジスタを読み出すMOV命令 

2. 本レジスタを読み出すMOV命令 

3. SYNCO命令 

を置いてください。 

 

例） 

………………… 

MOV.L   #H'FE600020, R0 

MOV.L   #MMSELR_DATA, R1  ; MMSELR_DATA = 本レジスタへの書き込み値（上位ワード = H'A5A5） 

SYNCO 

MOV.L   R1,@R0               ；本レジスタへの書き込み 

MOV.L   @R0, R2 

MOV.L   @R0, R2 

SYNCO 

………………… 

 

本レジスタに書き込みを行う命令は、キャッシング不可の P2領域で、かつ本レジスタ書き換えによる影響のな

い領域に配置してください。 

また、本レジスタへの書き込みは、命令キャッシュ、オペランドキャッシュ、およびMMUによるアドレス変

換を有効にする前に行い、それ以降はパワーオンリセット、またはマニュアルリセットを行うまで書き換えない

でください。 
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11.4.2 バスコントロールレジスタ（BCR） 

バスコントロールレジスタ（BCR）は、各エリアの機能、バスサイクルの状態等を指定します。読み出し／書

き込み可能な 32ビットのレジスタです。 

BCRレジスタは、パワーオンリセットおよびマニュアルリセットで、ビッグエンディアン時には H'0000 0000、

リトルエンディアン時には H'8000 0000に初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000/1* 0

DMA
BST

BREQ
EN－－DACKBST[3:0]OPUP－DPUP－－－END

IAN －

R/WR/WRRR/WR/WR/WR/WR/WRR/WRRRR/W R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ASYNC[6:0]－－－－－－－－ HIZ
CNT

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRRR R/W

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

【注】 *  ビット31（ENDIAN ビット）の初期値は外部端子（MD5）の設定によります。

R/W：

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 ENDIAN 0/1 R エンディアンフラグ 

PRESET端子によるパワーオンリセット時に、エンディアン指定の外部端
子（MD5）の値をサンプリングします。全空間のエンディアンはこのビッ

トで決定されます。 

0：パワーオンリセット時に、エンディアン設定外部端子（MD5）がロ

ーレベルであり、本 LSIがビッグエンディアンとして設定されたこ

とを示します。 

1：パワーオンリセット時に、エンディアン設定外部端子（MD5）がハ

イレベルであり、本 LSIがリトルエンディアンとして設定されたこ

とを示します。 

30～27 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

26 DPUP 0 R/W データ端子プルアップ抵抗制御 

データ端子（D31～D0）のプルアップ抵抗の状態を指定します。このビッ

トは、パワーオンリセット時に初期化されます。オンの設定でもアクセス

時およびバス権解放時はプルアップされません。また、スタンバイ時、D31

～D16は設定に関係なくプルアップされません。 

0：データ端子（D31～D0）のプルアップ抵抗は、メモリアクセス前後

にオンになるサイクルがあります。* 

1：データ端子（D31～D0）のプルアップ抵抗は、オフ。 

【注】 * データ端子のプルアップが必要な場合、プルアップ抵抗を外付け

することを推奨します。 

25 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

24 OPUP 0 R/W コントロール出力端子プルアップ抵抗制御 

コントロール出力端子（A[25:0]、BS、CS0～CS2、CS4、CS5/CE1A、
CS6/CE1B、RD、WE、RDWR、CE2A、CE2B）のハイインピーダンス時
のプルアップ抵抗の状態を指定します。このビットは、パワーオンリセッ

ト時に初期化されます。 

0：コントロール出力端子（A[25:0]、BS、CS0～CS2、CS4、CS5/CE1A、
CS6/CE1B、RD、WE、RDWR、CE1A、CE1B、CE2A、CE2B）の
プルアップ抵抗は、オン。 

1：コントロール出力端子（A[25:0]、BS、CS0～CS2、CS4、CS5/CE1A、
CS6/CE1B、RD、WE、RDWR、CE2A、CE2B）のプルアップ抵抗
は、オフ。 

【注】スタンバイ時は、本ビットの設定にかかわらずプルアップされませ

ん。 

23～20 DACKBST 

[3:0] 

0000 R/W DACKBST3～DACKBST0 

0：DACKn端子をバスサイクルに同期してアサートします（n＝0～3）。 

1：DMA転送がバーストモードのとき、転送開始から終了まで、対応す

る DACKn端子をアサートし続けます。 

対応するDMA転送チャネルのDACK出力エリアのメモリ種が PCMCIAイ

ンタフェースに設定時のみ 1にセット可能です。それ以外の場合は 0にク

リアしてください。 

各ビットに対応する端子は以下の通りです。 

DACKBST[3]：DACK3 

DACKBST[2]：DACK2 

DACKBST[1]：DACK1 

DACKBST[0]：DACK0 

19、18 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

17 BREQEN 0 R/W BREQイネーブル 

外部リクエストを受け付け可能とするかを設定します。パワーオンリセッ

ト時には、外部リクエストを受け付けない状態に初期化されます。 

0：外部リクエストを受け付けません。 

1：外部リクエストを受け付けます。 

16 DMABST 0 R/W DMACバーストモード転送優先指定 

DMACチャネル 0～5によるバーストモード転送の優先度を指定します。

オフの設定の場合、優先度はバス権解放、DMAC、CPUとなり、オンの設

定の場合、DMACチャネル 0～5のバースト転送が終了するまでバス権の

解放は実行されなくなります。このビットは、パワーオンリセット時に初

期化されます。 

0：DMACバーストモード転送優先指定オフ 

1：DMACバーストモード転送優先指定オン 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

14 HIZCNT 0 R/W ハイインピーダンス（High-Z）コントロール 

WE、RD/FRAME信号のバス権解放時の状態を指定します。 

0：WE、RD/FRAME信号はバス権解放時、ハイインピーダンス。 

1：WE、RD/FRAME信号をバス権解放時ドライブ。 

13～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6～0 ASYNC 

[6:0] 

000 0000 R/W 非同期入力 

対応する端子の非同期入力を可能にします。 

0：対応する端子は CLKOUTに対する同期入力。 

1：対応する端子は CLKOUTに対して非同期入力 

ASYNC[6]：DREQ3 

ASYNC[5]：DREQ2 

ASYNC[4]：DREQ1 

ASYNC[3]：DREQ0 

ASYNC[2]：IOIS16 

ASYNC[1]：BREQ 

ASYNC[0]：RDY 

 

11.4.3 CSnバスコントロールレジスタ（CSnBCR） 

CSnバスコントロールレジスタ（CSnBCR、n＝0～2、4～6）は、エリア 0～2、4～6のバス幅、サイクル間アイ

ドル、バースト ROMの設定、メモリタイプを指定します。読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタです。 

メモリによっては、外部からの読み出し信号がオフになってもデータバスのドライブがすぐにはオフにならな

いものもあります。このため、連続したメモリアクセスが異なるエリアのメモリに対して行われる場合や、メモ

リ読み出し直後に書き込みが行われる場合、データバスが衝突する可能性があります。本 LSIでは、このような

データバスが衝突する可能性がある場合に、CSnBCRレジスタで設定したサイクル数だけ自動的にアイドルサイ

クルを挿入します。サイクル間アイドル中は該当する CS0～CS2、CS4、CS5/CE1A、CS6/CE1B、RD、WE、CE2A、

CE2B、BSは非アサート状態、RDWRはハイレベル状態、データは非ドライブ状態になります。 

CSnBCRレジスタは、パワーオンリセットおよびマニュアルリセットで H'7777 7770に初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

111011101110110 1

IWRRD－IWRWS－IWRWD－IWW－

R/WR/WR/WRR/WR/WR/WRR/WR/WR/WRR/WR/WR R/W

01234567891011121315 14

000011101110110 1

TYPEMPXBWRDSPLSZBSTIWRRS－

R/WR/WR/WR/W*R/WR/WR/WR/WR/W*R/W*R/WR/WR/WR/WR

【注】  *   CS0BCRのSZ、MPXはリードのみ可能です。

R/W

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

30～28 IWW 111 R/W ライト-リード／ライト-ライトサイクル間アイドル 

空間に接続されたメモリをアクセスした後に挿入するアイドルサイクル数

を指定します。対象となるサイクルは、ライト-リードサイクルとライト-

ライトサイクルの場合です。詳細については、｢11.5.8 アクセスサイクル

間ウェイト｣の項を参照してください。 

000：アイドルサイクルなし 

001：1アイドルサイクル挿入 

010：2アイドルサイクル挿入 

011：3アイドルサイクル挿入 

100：4アイドルサイクル挿入 

101：5アイドルサイクル挿入 

110：6アイドルサイクル挿入 

111：7アイドルサイクル挿入 

27 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

26～24 IWRWD 111 R/W 別空間リード-ライトサイクル間アイドル 

空間に接続されたメモリをアクセスした後に挿入するアイドルサイクル数

を指定します。対象となるサイクルは、連続するアクセスが別空間でかつ

リード-ライトサイクルの場合です。詳細については、｢11.5.8 アクセスサ

イクル間ウェイト｣の項を参照してください。 

000：アイドルサイクルなし 

001：1アイドルサイクル挿入 

010：2アイドルサイクル挿入 

011：3アイドルサイクル挿入 

100：4アイドルサイクル挿入 

101：5アイドルサイクル挿入 

110：6アイドルサイクル挿入 

111：7アイドルサイクル挿入 

23 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

22～20 IWRWS 111 R/W 同一空間リード-ライトサイクル間アイドル 

空間に接続されたメモリをアクセスした後に挿入するアイドルサイクル数

を指定します。対象となるサイクルは、連続するアクセスが同一空間でか

つリード-ライトサイクルの場合です。詳細については、｢11.5.8 アクセス

サイクル間ウェイト｣の項を参照してください。 

000：アイドルサイクルなし 

001：1アイドルサイクル挿入 

010：2アイドルサイクル挿入 

011：3アイドルサイクル挿入 

100：4アイドルサイクル挿入 

101：5アイドルサイクル挿入 

110：6アイドルサイクル挿入 

111：7アイドルサイクル挿入 

19 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

18～16 IWRRD 111 R/W 別空間リード-リードサイクル間アイドル 

空間に接続されたメモリをアクセスした後に挿入するアイドルサイクル数

を指定します。対象となるサイクルは、連続するアクセスが別空間でかつ

リード-リードサイクルの場合です。詳細については、｢11.5.8 アクセスサ

イクル間ウェイト｣の項を参照してください。 

000：アイドルサイクルなし 

001：1アイドルサイクル挿入 

010：2アイドルサイクル挿入 

011：3アイドルサイクル挿入 

100：4アイドルサイクル挿入 

101：5アイドルサイクル挿入 

110：6アイドルサイクル挿入 

111：7アイドルサイクル挿入 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

14～12 IWRRS 111 R/W 同一空間リード-リードサイクル間アイドル 

空間に接続されたメモリをアクセスした後に挿入するアイドルサイクル数

を指定します。対象となるサイクルは、連続するアクセスが同一空間でか

つリード-リードサイクルの場合です。詳細については、｢11.5.8 アクセス

サイクル間ウェイト｣の項を参照してください。 

000：アイドルサイクルなし 

001：1アイドルサイクル挿入 

010：2アイドルサイクル挿入 

011：3アイドルサイクル挿入 

100：4アイドルサイクル挿入 

101：5アイドルサイクル挿入 

110：6アイドルサイクル挿入 

111：7アイドルサイクル挿入 

11、10 BST 01 R/W バースト回数 

バースト ROMインタフェースを使用する場合の、バースト回数を指定し

ます。MPXインタフェースには影響しません。 

00：4連続アクセス（バス幅 8、16、32ビット時、いずれでも使用可） 

01：8連続アクセス（バス幅 8、16、32ビット時、いずれでも使用可） 

10：16連続アクセス（バス幅 8、16ビット時のみ使用可） 

11：32連続アクセス（バス幅 8ビット時のみ使用可） 

9、8 SZ 11 R/W* バス幅 

CS0BCRではパワーオンリセット時に、バスサイズを指定する外部端子

（MD3、MD4）をサンプリングします。MPXインタフェース使用時は 32

ビットに設定してください。バイト制御 SRAMインタフェース使用時は

16ビットまたは 32ビットに設定してください。 

00：リザーブ（設定禁止） 

01：8ビット 

10：16ビット 

11：32ビット 

【注】* CS0BCRの SZビットはリードのみ可能です。また、MD3、MD4

端子でエリア 0をMPXインタフェースに設定しだ場合、CS0BCR

の SZビットは 11になります。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 RDSPL 0 R/W RDホールドサイクル 

RDのリードデータサンプルタイミングに対するホールド時間に挿入され

るサイクル数を指定します。このビットを 1に設定するときは、CSnWCR

の RDHビットで設定する RDネゲート－CSnネゲート遅延サイクルを 1

以上に設定してください。またこのビットを 1に設定することにより、RD

ネゲート－CSnネゲート遅延サイクルは 1サイクル減ります（SRAMイン

タフェース／バイト制御 SRAMインタフェース設定時のみ有効）。 

0：なし 

1：1サイクル挿入 

6～4 BW 111 R/W バーストピッチ 

バースト ROMインタフェースを使用時のバースト転送における、第 2デ

ータアクセス以降に挿入される挿入ウェイト数を指定します。 

000：挿入ウェイトステートなし、RDY端子無視 

001：1ウェイトステート挿入、RDY端子イネーブル 

010：2ウェイトステート挿入、RDY端子イネーブル 

011：3ウェイトステート挿入、RDY端子イネーブル 

100：4ウェイトステート挿入、RDY端子イネーブル 

101：5ウェイトステート挿入、RDY端子イネーブル 

110：6ウェイトステート挿入、RDY端子イネーブル 

111：7ウェイトステート挿入、RDY端子イネーブル 

3 MPX 0 R/W* MPXインタフェース指定 

MPXインタフェースタイプを指定します。 

0：TYPE[2:0]ビットで指定するメモリタイプが選択されます 

1：MPXインタフェースが指定されます 

【注】* CS0BCRのMPXはリードのみ可能です。 

2～0 TYPE 000 R/W メモリタイプ指定 

空間に接続するメモリのタイプを指定します。 

000：SRAM（初期値） 

001：バイト制御 SRAM*1 

010：バースト ROM（リード時バースト、ライト時 SRAM） 

011：リザーブ（設定禁止） 

100：PCMCIA*2 

101：リザーブ（設定禁止） 

110：リザーブ（設定禁止） 

111：リザーブ（設定禁止） 

【注】 *1 CS1BCR、CS4BCRのみ設定可能。 

 *2 CS5BCR、CS6BCRのみ設定可能。 
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11.4.4 CSnウェイトコントロールレジスタ（CSnWCR） 

CSnウェイトコントロールレジスタ（CSnWCR、n＝0～2、4～6）は、読み出し／書き込み可能な 32ビットの

レジスタで、エリア 0～2、4～6の挿入ウェイトステート数、バーストメモリアクセスを行う場合のデータアクセ

スのピッチ数、アドレスから読み出し／書き込みストローブのアサートまでのセットアップ時間、書き込みスト

ローブのネゲートからのデータホールド時間の挿入サイクルを指定します。 

CSnWCRレジスタは、パワーオンリセットおよびマニュアルリセットで H'7777 770Fに初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

111011101110110 1

RDH－RDS－ADH－ADS－

R/WR/WR/WRR/WR/WR/WRR/WR/WR/WRR/WR/WR R/W

－ －

01234567891011121315 14

111100001110110 1

IW[3:0]BSHWTHWTS－

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR R/W

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

30～28 ADS 111 R/W アドレスセットアップサイクル 

アドレスの CSnアサートに対するセットアップ時間に挿入されるサイク

ル数を指定します。PCMCIAインタフェース使用時は 0に設定してくださ

い（SRAMインタフェース／バイト制御 SRAMインタフェースおよびバー

スト ROMインタフェース設定時のみ有効）。 

000：サイクル挿入なし 

001：1サイクル挿入 

010：2サイクル挿入 

011：3サイクル挿入 

100：4サイクル挿入 

101：5サイクル挿入 

110：6サイクル挿入 

111：7サイクル挿入 

27 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

26～24 ADH 111 R/W アドレスホールドサイクル 

アドレスの CSnネゲートに対するホールド時間に挿入されるサイクル数

を指定します（SRAMインタフェース／バイト制御 SRAMインタフェース

およびバースト ROMインタフェース設定時のみ有効）。 

000：サイクル挿入なし 

001：1サイクル挿入 

010：2サイクル挿入 

011：3サイクル挿入 

100：4サイクル挿入 

101：5サイクル挿入 

110：6サイクル挿入 

111：7サイクル挿入 

23 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

22～20 RDS 111 R/W CSnアサート–RDアサート遅延サイクル 

CSnアサートから RDアサートに挿入されるサイクル数を指定します

（SRAMインタフェース／バイト制御SRAMインタフェースおよびバース

ト ROMインタフェース設定時のみ有効）。 

000：サイクル挿入なし 

001：1サイクル挿入 

010：2サイクル挿入 

011：3サイクル挿入 

100：4サイクル挿入 

101：5サイクル挿入 

110：6サイクル挿入 

111：7サイクル挿入 

19 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

18～16 RDH 111 R/W RDネゲート–CSnネゲート遅延サイクル 

RDネゲートから CSnネゲートに挿入されるサイクル数を指定します

（SRAMインタフェース／バイト制御SRAMインタフェースおよびバース

ト ROMインタフェース設定時のみ有効）。 

000：サイクル挿入なし 

001：1サイクル挿入 

010：2サイクル挿入 

011：3サイクル挿入 

100：4サイクル挿入 

101：5サイクル挿入 

110：6サイクル挿入 

111：7サイクル挿入 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14～12 WTS 111 R/W CSnアサート–WEアサート遅延サイクル 

CSnアサートからWEアサートに挿入されるサイクル数を指定します

（SRAMインタフェース／バイト制御SRAMインタフェースおよびバース

ト ROMインタフェース設定時のみ有効）。 

000：サイクル挿入なし 

001：1サイクル挿入 

010：2サイクル挿入 

011：3サイクル挿入 

100：4サイクル挿入 

101：5サイクル挿入 

110：6サイクル挿入 

111：7サイクル挿入 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10～8 WTH 111 R/W WEネゲート–CSnネゲート遅延サイクル 

WEネゲートから CSnネゲートに挿入されるサイクル数を指定します

（SRAMインタフェース／バイト制御SRAMインタフェースおよびバース

ト ROMインタフェース設定時のみ有効）。 

000：サイクル挿入なし 

001：1サイクル挿入 

010：2サイクル挿入 

011：3サイクル挿入 

100：4サイクル挿入 

101：5サイクル挿入 

110：6サイクル挿入 

111：7サイクル挿入 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6～4 BSH 000 R/W BSホールドサイクル 

BSのアサート時間を延長するために挿入されるサイクル数を指定します。

延長はCSnアサート–RD／WEアサート遅延サイクルが 1以上に設定され

ているとき有効です。また、このビットの設定により、アクセスの総サイ

クル数は変わりません。 

000：BSアサートは 1サイクル 

001：BSアサートは 2サイクル 

010：設定禁止 

011：設定禁止 

100：設定禁止 

101：設定禁止 

110：設定禁止 

111：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

挿入ウェイトサイクル 

挿入ウェイトサイクル数を指定します。SRAMインタフェース／バイト制

御 SRAMインタフェース／バースト ROMインタフェース（第 1データの

み）および PCMCIAインタフェースのときは以下の挿入ウェイトサイクル

になります。RDY端子による外部ウェイト挿入はサイクル挿入なしのとき

にはできません。 

0000：サイクル挿入なし 

0001：1サイクル挿入 

0010：2サイクル挿入 

0011：3サイクル挿入 

0100：4サイクル挿入 

0101：5サイクル挿入 

0110：6サイクル挿入 

0111：7サイクル挿入 

1000：8サイクル挿入 

1001：9サイクル挿入 

1010：11サイクル挿入 

1011：13サイクル挿入 

1100：15サイクル挿入 

1101：17サイクル挿入 

1110：21サイクル挿入 

1111：25サイクル挿入 

3～0 IW[3:0] 1111 R/W 

MPXインタフェース設定時には IW[2:0]の設定により、以下の挿入ウェイ

トサイクルになります。このとき、IW[3]の設定は無効になります。また、

どの設定においても RDY端子による外部ウェイト挿入が可能です。 

IW[2]による第 2データ以降の挿入ウェイトサイクル 

0：0サイクル挿入 

1：1サイクル挿入 

IW[1:0]による第 1データの挿入ウェイトサイクル 

00：リード時 1サイクル、ライト時 0サイクル挿入 

01：リード時 1サイクル、ライト時 1サイクル挿入 

10：リード時 2サイクル、ライト時 2サイクル挿入 

11：リード時 3サイクル、ライト時 3サイクル挿入 
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11.4.5 CSnPCMCIAコントロールレジスタ（CSnPCR） 

CSn PCMCIAコントロールレジスタ（CSnPCR、n＝5、6）は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタ

で、CS5PCRはエリア 5、CS6PCRはエリア 6に接続する PCMCIAインタフェースに対するタイミングコントロー

ル、空間属性、OE（RD）、WE信号のアサート／ネゲートタイミングを指定します。また、CSnPCRはエリア 5、

6の前半と後半で別々に設定できます。エリア 5の前半は外部アドレスで H'1400 0000~H'15FF FFFF、エリア 5の

後半は、H'1600 0000～H'17FF FFFF、エリア 6の前半は H'1800 0000～H'19FF FFFF、エリア 6の後半は、H'1A00 0000

～H'1BFF FFFFを示します。なお、エリア 5、6の前半の OE、WE信号のアサート幅は、CSnWCRの IWビット

で設定します。 

CSnPCRレジスタは、パワーオンリセットおよびマニュアルリセットで H'7700 0000に初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000001110110 1

PCIWPCWA PCWBSAB－SAA－

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR/WR/WR R/W

－ － －

01234567891011121315 14

000000000000000 0

TEHBTEHATEDBTEDA－

R/WR/WR/WRR/WR/WR/WRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR R/W

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 – 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

30～28 SAA 111 R/W 空間属性 A 

エリアの前半に接続する PCMCIAの空間属性を設定します。 

000：ATA補完モード 

001：ダイナミック I/Oバスサイジング 

010：8ビット I/O空間 

011：16ビット I/O空間 

100：8ビット共有メモリ 

101：16ビット共有メモリ 

110：8ビットアトリビュートメモリ 

111：16ビットアトリビュートメモリ 

27 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

26～24 SAB 111 R/W 空間属性 B 

エリアの後半に接続する PCMCIAの空間属性を設定します。 

000：ATA補完モード 

001：ダイナミック I/Oバスサイジング 

010：8ビット I/O空間 

011：16ビット I/O空間 

100：8ビット共有メモリ 

101：16ビット共有メモリ 

110：8ビットアトリビュートメモリ 

111：16ビットアトリビュートメモリ 

23、22 PCWA 00 R/W PCMCIAウェイト A 

低速な PCMCIA用ウェイトサイクルで、CSnWCRの IWビットで指定し

たウェイト数に加算されます。 

PCMCIAインタフェースへのアクセスがエリアの前半のとき、このビット

の設定が選択されます。 

00：ウェイトサイクル挿入なし 

01：15ウェイトサイクル挿入 

10：30ウェイトサイクル挿入 

11：50ウェイトサイクル挿入 

21、20 PCWB 00 R/W PCMCIAウェイト B 

低速な PCMCIA用ウェイトサイクルで、PCIWビットで指定したウェイト

数に加算されます。 

PCMCIAインタフェースへのアクセスがエリアの後半のとき、このビット

の設定が選択されます。 

00：ウェイトサイクル挿入なし 

01：15ウェイトサイクル挿入 

10：30ウェイトサイクル挿入 

11：50ウェイトサイクル挿入 

PCMCIA挿入ウェイトサイクル B 

挿入ウェイトサイクル数を指定します。PCMCIAインタフェースへのアク

セスがエリアの後半のとき、このビットの設定が選択されます。エリアの

前半のときは CSnWCRの IWビットの設定が適用されます。 

19～16 PCIW 0000 R/W 

0000：サイクル挿入なし

0001：1サイクル挿入 

0010：2サイクル挿入 

0011：3サイクル挿入 

0100：4サイクル挿入 

0101：5サイクル挿入 

0110：6サイクル挿入 

0111：7サイクル挿入 

1000：8サイクル挿入 

1001：9サイクル挿入 

1010：11サイクル挿入 

1011：13サイクル挿入 

1100：15サイクル挿入 

1101：17サイクル挿入 

1110：21サイクル挿入 

1111：25サイクル挿入 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

14～12 TEDA 000 R/W OE/WEアサート遅延 A 

接続されたPCMCIAインタフェースにおけるアクセスがエリアの前半のと

き、アドレス出力から、OE/WEアサートまでの遅延時間を設定します。 

PCMCIAインタフェースへのアクセスがエリアの前半のとき、このビット

の設定が選択されます。 

000：ウェイトサイクル挿入なし 

001：1ウェイトサイクル挿入 

010：2ウェイトサイクル挿入 

011：3ウェイトサイクル挿入 

100：6ウェイトサイクル挿入 

101：9ウェイトサイクル挿入 

110：12ウェイトサイクル挿入 

111：15ウェイトサイクル挿入 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～8 TEDB 000 R/W OE/WEアサート遅延 B 

接続されたPCMCIAインタフェースにおけるアクセスがエリアの後半のと

き、アドレス出力から、OE/WEアサートまでの遅延時間を設定します。 

PCMCIAインタフェースへのアクセスがエリアの後半のとき、このビット

の設定が選択されます。 

000：ウェイトサイクル挿入なし 

001：1ウェイトサイクル挿入 

010：2ウェイトサイクル挿入 

011：3ウェイトサイクル挿入 

100：6ウェイトサイクル挿入 

101：9ウェイトサイクル挿入 

110：12ウェイトサイクル挿入 

111：15ウェイトサイクル挿入 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6～4 TEHA 000 R/W OE/WEネゲート―アドレス遅延 A 

接続されたPCMCIAインタフェースにおけるアクセスがエリアの前半のと

き、OE/WEネゲートからのアドレスホールド遅延時間を設定します。 

PCMCIAインタフェースへのアクセスがエリアの前半のとき、このビット

の設定が選択されます。 

000：ウェイトサイクル挿入なし 

001：1ウェイトサイクル挿入 

010：2ウェイトサイクル挿入 

011：3ウェイトサイクル挿入 

100：6ウェイトサイクル挿入 

101：9ウェイトサイクル挿入 

110：12ウェイトサイクル挿入 

111：15ウェイトサイクル挿入 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 TEHB 000 R/W OE/WEネゲート―アドレス遅延 B 

接続されたPCMCIAインタフェースにおけるアクセスがエリアの後半のと

き、OE/WEネゲートからのアドレスホールド遅延時間を設定します。 

PCMCIAインタフェースへのアクセスがエリアの後半のとき、このビット

の設定が選択されます。 

000：サイクル挿入なし 

001：1サイクル挿入 

010：2サイクル挿入 

011：3サイクル挿入 

100：6サイクル挿入 

101：9サイクル挿入 

110：12サイクル挿入 

111：15サイクル挿入 
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11.5 動作説明 

11.5.1 エンディアン／アクセスサイズとデータアライメント 

本 LSIでは、バイトデータの並び方を上位バイト（MSByte）が 0番地側になるビッグエンディアン、下位バイ

ト（LSByte）が 0番地側になるリトルエンディアンのいずれもサポートしています。この切り替えは、外部端子

（MD5端子）で PRESET端子によるパワーオンリセット時に設定します。PRESET端子によるパワーオンリセッ

ト時、MD5端子がローレベルのときビッグエンディアンになり、MD5端子がハイレベルのときリトルエンディア

ンになります。 

また、データバス幅は、通常メモリとしては 8ビット、16ビット、32ビット幅の 3種類から選べます。また、

PCMCIAインタフェースの場合は 8ビット、16ビット幅の 2種類から選べます。データのアライメントは、各デ

バイスのデータバス幅およびエンディアンに合わせて行われます。したがって、データバス幅がアクセスサイズ

より小さい場合、アクセスサイズになるまで複数回のバスサイクルを自動的に発生させます。この場合、バス幅

分のアドレスを自動的にインクリメントしてアクセスを行います。例えば SRAMインタフェースで 8ビットバス

幅のエリアにロングワードアクセスを行う場合、自動的にアドレスを 1ずつインクリメントして、4回アクセスを

行います。また、32バイト転送時は、設定したバス幅に従い合計 32バイトのデータを連続して転送します。先頭

のアクセスはアクセス要求があったデータに対して行われ、残りのアクセスは 32バイト境界のデータに対してラ

ップアラウンドで行われます。これらの転送の間、バス権の解放は行いません。本 LSIでは、それぞれのインタ

フェース間で、データのアライメントおよびデータ長の変換を自動的に行います。 

8、16バイト転送時は、それぞれ 4バイト 2回、4バイト 4回としてアクセスを行います。 

エンディアンとデバイスのデータ幅とアクセスの単位との関係を表 11.9～表 11.14に示します。 
 

データ7～0

MSB

バイト

LSB

データ15～8

MSB

ワード データ7～0

LSB

データ31～24

MSB

ロングワード データ23～16 データ15～8 データ7～0

LSB

データ
63～56

MSB

クワッドワード データ
47～40

データ
31～24

データ
15～8

データ
55～48

データ
39～32

データ
23～16

データ
7～0

LSB
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表 11.9 32ビット外部デバイス／ビッグエンディアンのアクセスとデータアライメント 

動作 データバス ストローブ信号 

アクセス

サイズ 

アドレス 

No.

D31～D24 D23～D16 D15～D8 D7～D0 WE3 WE2 WE1 WE0 

4n 1 データ 

7～0 

－ － － アサート    

4n+1 1 － データ 

7～0 

－ －  アサート   

4n+2 1 － － データ 

7～0 

－   アサート  

バイト 

4n+3 1 － － － データ 

7～0 

   アサート 

4n 1 データ 

15～8 

データ 

7～0 

－ － アサート アサート   ワード 

4n+2 1 － － データ 

15～8 

データ 

7～0 

  アサート アサート 

ロング 

ワード 

4n 1 データ 

31～24 

データ 

23～16 

データ 

15～8 

データ 

7～0 

アサート アサート アサート アサート 

 

表 11.10 16ビット外部デバイス／ビッグエンディアンのアクセスとデータアライメント 

動作 データバス ストローブ信号 

アクセス

サイズ 

アドレス 

No.

D31～D24 D23～D16 D15～D8 D7～D0 WE3 WE2 WE1 WE0 

2n 1 － － データ 

7～0 

－   アサート  バイト 

2n+1 1 － － － データ 

7～0 

   アサート 

ワード 2n 1 － － データ 

15～8 

データ 

7～0 

  アサート アサート 

4n 1 － － データ 

31～24 

データ 

23～16 

  アサート アサート ロング 

ワード 

4n+2 2 － － データ 

15～8 

データ 

7～0 

  アサート アサート 
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表 11.11 8ビット外部デバイス／ビッグエンディアンのアクセスとデータアライメント 

動作 データバス ストローブ信号 

アクセス

サイズ 

アドレス 

No.

D31～D24 D23～D16 D15～D8 D7～D0 WE3 WE2 WE1 WE0 

バイト n 1 － － － データ 

7～0 

   アサート 

2n 1 － － － データ 

15～8 

   アサート ワード 

2n+1 2 － － － データ 

7～0 

   アサート 

4n 1 － － － データ 

31～24 

   アサート 

4n+1 2 － － － データ 

23～16 

   アサート 

4n+2 3 － － － データ 

15～8 

   アサート 

ロング 

ワード 

4n+3 4 － － － データ 

7～0 

   アサート 

 

表 11.12 32ビット外部デバイス／リトルエンディアンのアクセスとデータアライメント 

動作 データバス ストローブ信号 

アクセス

サイズ 

アドレス 

No.

D31～D24 D23～D16 D15～D8 D7～D0 WE3 WE2 WE1 WE0 

4n 1 － － － データ 

7～0 

   アサート 

4n+1 1 － － データ 

7～0 

－   アサート  

4n+2 1 － データ 

7～0 

－ －  アサート   

バイト 

4n+3 1 データ 

7～0 

－ － － アサート    

4n 1 － － データ 

15～8 

データ 

7～0 

  アサート アサート ワード 

4n+2 1 データ 

15～8 

データ 

7～0 

－ － アサート アサート   

ロング 

ワード 

4n 1 データ 

31～24 

データ 

23～16 

データ 

15～8 

データ 

7～0 

アサート アサート アサート アサート 
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表 11.13 16ビット外部デバイス／リトルエンディアンのアクセスとデータアライメント 

動作 データバス ストローブ信号 

アクセス

サイズ 

アドレス 

No.

D31～D24 D23～D16 D15～D8 D7～D0 WE3 WE2 WE1 WE0 

2n 1 － － － データ 

7～0 

   アサート バイト 

2n+1 1 － － データ 

7～0 

－   アサート  

ワード 2n 1 － － データ 

15～8 

データ 

7～0 

  アサート アサート 

4n 1 － － データ 

15～8 

データ 

7～0 

  アサート アサート ロング 

ワード 

4n+2 2 － － データ 

31～24 

データ 

23～16 

  アサート アサート 

 

表 11.14 8ビット外部デバイス／リトルエンディアンのアクセスとデータアライメント 

動作 データバス ストローブ信号 

アクセス

サイズ 

アドレス 

No.

D31～D24 D23～D16 D15～D8 D7～D0 WE3 WE2 WE1 WE0 

バイト n 1 － － － データ 

7～0 

   アサート 

2n 1 － － － データ 

7～0 

   アサート ワード 

2n+1 2 － － － データ 

15～8 

   アサート 

4n 1 － － － データ 

7～0 

   アサート 

4n+1 2 － － － データ 

15～8 

   アサート 

4n+2 3 － － － データ 

23～16 

   アサート 

ロング 

ワード 

4n+3 4 － － － データ 

31～24 

   アサート 
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11.5.2 エリアの説明 

（1） エリア 0 

エリア 0は、外部アドレスの A28～A26が 000のエリアです。 

このエリアに設定できるインタフェースは、SRAM、MPX、バースト ROMです。 

バス幅は、外部端子のMD4、MD3によりパワーオンリセット時に、8ビット、16ビット、32ビットから選べ

ます。詳細は「11.3.2 メモリバス幅」を参照してください。 

エリア 0をアクセスすると CS0信号がアサートされます。また、OEとして使用できる RD信号や書き込み制御

のWE0～WE3がアサートされます。 

バスサイクル数は、CS0WCRレジスタにより挿入ウェイトサイクル数を 0～25から選択することができます。 

バースト ROMインタフェースを使用する場合、CS0BCRの BWビットによりバーストピッチを 0～7から選ぶこ

とができます。 

また、外部ウェイト端子（RDY）により、バスサイクルごとに任意のウェイトを挿入することができます（挿

入サイクル数が 0のときは、RDY信号は無視されます）。 

バースト ROMインタフェースを使用する場合、ウェイト数に対応してバーストサイクルの転送ステート数が 2

～9の範囲で決まります。 

アドレス信号のセットアップ／ホールドサイクル、リード／ライトストローブ信号アサート／ネゲートの CS0

アサート／ネゲートに対する遅延サイクルは、CS0WCRレジスタより、0～7サイクルに設定することができます。

また、リード／ライトストローブセットアップウェイトが 1以上のときには BSホールドサイクルを 0～1サイク

ルの範囲で設定できます。 
 

（2） エリア 1 

エリア 1は、外部アドレスの A28～A26が 001のエリアです。 

このエリアに設定できるインタフェースは、SRAM、MPX、バースト ROMおよびバイト制御 SRAMです。 

バス幅は、CS1BCRレジスタの SZビットにより 8ビット、16ビット、32ビットから選べます。MPXインタフ

ェースを設定する場合は、CS1BCRレジスタの SZビットにより、バス幅を 32ビットに設定してください。バイ

ト制御 SRAMインタフェースを設定する場合は、バス幅を 16ビット、32ビットにしてください。 

エリア 1をアクセスすると CS1信号がアサートされます。また、OEとして使用できる RD信号や書き込み制御

のWE0～WE3がアサートされます。 

バスサイクル数は、CS1BCRレジスタにより挿入ウェイトサイクル数を 0～25から選択することができます。 

バースト ROMインタフェースを使用する場合、CS1BCRの BWビットによりバーストピッチを 0～7から選ぶ

ことができます。 

また、外部ウェイト端子（RDY）により、バスサイクルごとに任意のウェイトを挿入することができます（挿

入サイクル数が 0のときは、RDY信号は無視されます）。 

アドレス信号のセットアップ／ホールドサイクル、リード／ライトストローブ信号アサート／ネゲートの CS1

アサート／ネゲートに対する遅延サイクルは、CS1WCRレジスタより、0～7サイクルに設定することができます。 
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また、リード／ライトストローブセットアップウェイトが 1以上のときには BSホールドサイクルを 0～1の範

囲で設定できます。 
 

（3） エリア 2 

エリア 2は、外部アドレスの A28～A26が 010のエリアです。また、A31～A29の値によっては、DDR-SDRAM

の空間になることがあります。 

このエリアに設定できるインタフェースは、SRAM、MPX、バースト ROMおよび DDR-SDRAMです。 

バス幅は、SRAMインタフェースを設定する場合、CS2BCRレジスタの SZビットにより 8ビット、16ビット、

32ビットから選べます。MPXインタフェースを設定する場合は、CS2BCRレジスタの SZビットにより、32ビッ

トに設定してください。 

エリア 2をアクセスすると CS2信号がアサートされます（DDR-SDRAMの場合を除く）。 

SRAMインタフェースを設定している場合、OEとして使用できる RD信号や書き込み制御のWE0～WE3がア

サートされます。 

バスサイクル数は、CS2WCRレジスタにより挿入ウェイトサイクル数を 0～25から選択することができます。 

バースト ROMインタフェースを使用する場合、CS2BCRの BWビットによりバーストピッチを 0～7から選ぶ

ことができます。 

また、外部ウェイト端子（RDY）により、バスサイクルごとに任意のウェイトを挿入することができます（挿

入サイクル数が 0のときは、RDY信号は無視されます）。 

アドレス信号のセットアップ／ホールドサイクル、リード／ライトストローブ信号アサート／ネゲートの CS2

アサート／ネゲートに対する遅延サイクルは、CS2WCRレジスタより、0～7サイクルに設定することができます。

また、リード／ライトストローブセットアップウェイトが 1以上のときには BSホールドサイクルを 0～1の範囲

で設定できます。 

DDR-SDRAMの場合は、「第 12章 DDR-SDRAMインタフェース（DDRIF）」を参照してください。 
 

（4） エリア 3 

エリア 3は、外部アドレスの A28～A26が 011のエリアです。 

このエリアは DDR-SDRAM専用のエリアです。 

詳細は、「第 12章 DDR-SDRAMインタフェース（DDRIF）」を参照してください。 
 

（5） エリア 4 

エリア 4は、外部アドレスの A28～A26が 100のエリアです。また、A31～A29の値によっては、DDR-SDRAM

または PCIの空間になることがあります。 

このエリアに設定できるインタフェースは、SRAM、MPX、バイト制御 SRAM、バースト ROM、DDR-SDRAM

および PCIです。 

バス幅は、CS4BCRレジスタの SZビットにより 8ビット、16ビット、32ビットから選べます。MPXインタフ

ェースを設定する場合は、CS4BCRレジスタの SZビットにより、バス幅を 32ビットに設定してください。バイ

ト制御SRAMインタフェースを設定する場合はバス幅を 16ビット、32ビットに設定してください。詳細は、「11.3.2

メモリバス幅」を参照してください。 
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エリア 4をアクセスすると CS4信号がアサートされます（DDR-SDRAM、PCIの場合を除く）。また、SRAM

インタフェースを設定している場合、OEとして使用できる RD信号や書き込み制御のWE0～WE3がアサートさ

れます。 

バスサイクル数は、CS4WCRレジスタにより挿入ウェイトサイクル数を 0～25から選択することができます。 

詳細は、｢11.5.8 アクセスサイクル間ウェイト｣を参照してください。 

バースト ROMインタフェースを使用する場合、CS4BCRの BWビットによりバーストピッチを 0～7から選ぶ

ことができます。 

また、外部ウェイト端子（RDY）により、バスサイクルごとに任意のウェイトを挿入することができます（挿

入サイクル数が 0のときは、RDY信号は無視されます）。 

アドレス信号のセットアップ／ホールドサイクル、リード／ライトストローブ信号アサート／ネゲートの CS4

アサート／ネゲートに対する遅延サイクルは、CS4WCRレジスタより、0～7サイクルに設定することができます。

また、リード／ライトストローブセットアップウェイトが 1以上のときには BSホールドサイクルを 0～1の範囲

で設定できます。 

DDR-SDRAMまたは PCIの場合は、「第 12章 DDR-SDRAMインタフェース（DDRIF）」または「第 13章 

PCIコントローラ（PCIC）」を参照してください。 
 

（6） エリア 5 

エリア 5は、外部アドレスの A28～A26が 101のエリアです。また、A31～A29の値によっては、DDR-SDRAM

の空間になることがあります。 

このエリアに設定できるインタフェースは、SRAM、MPX、バースト ROM、PCMCIAインタフェースおよび

DDR-SDRAMです。 

バス幅は、SRAMインタフェース、バースト ROMインタフェースを設定する場合、CS5BCRレジスタの SZビ

ットにより 8ビット、16ビット、32ビットから選べます。MPXインタフェースを設定する場合は、CS5BCRレ

ジスタの SZビットにより、バス幅を 32ビットに設定してください。また、PCMCIAインタフェースを設定する

場合、CS5BCRレジスタの SZビットにより 8ビット、16ビットのいずれかを選んでください。詳細は「11.3.2

メモリバス幅」を参照してください。 

SRAMインタフェースを設定している場合、エリア 5をアクセスすると CS5信号がアサートされます。また、

OEとして使用できる RD信号や書き込み制御のWE0～WE3がアサートされます。PCMCIAインタフェースを接

続する場合には、CE1A/CS5、CE2A信号や、OEとして使用できる RD信号、また、それぞれWE、IORD、IOWR、

PCC_REGとして使用できるWE1、WE2、WE3、WE0信号がアサートされます。 

バスサイクル数は、CS5WCRレジスタにより挿入ウェイトサイクル数を 0～25から選択することができます。 

バースト ROMインタフェースを使用する場合、CS5BCRの BWビットによりバーストピッチを 0～7から選ぶ

ことができます。 

また外部ウェイト端子（RDY）により、バスサイクルごとに任意のウェイトを挿入することができます（挿入

サイクル数が 0のときは、RDY信号は無視されます）。 

アドレス信号のセットアップ／ホールドサイクル、リード／ライトストローブ信号アサート／ネゲートの CS5

アサート／ネゲートに対する遅延サイクルは、CS5WCRレジスタより、0～7サイクルに設定することができます。 



 

11. ローカルバスステートコントローラ（LBSC） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  11-39 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

また、リード／ライトストローブセットアップウェイトが 1以上のときには BSホールドサイクルを 0～1の範

囲で設定できます。 

また、PCMCIAインタフェースの場合、リード／ライトストローブ信号に対してアドレス CE1A/CS5、CE2Aの

セットアップ、ホールド時間を CS5PCRレジスタの TEDA/Bビット、TEHA/Bビットによって、0～15サイクル

の範囲で設定できます。さらに、PCWA/Bビットによりウェイトサイクルを 0～50の範囲で設定できます。CS5PCR

で設定したウェイトは、CS5WCRの IW、CS5PCRの PCIWで設定したウェイト数に加算されます。 

DDR-SDRAMの場合は、「第 12章 DDR-SDRAMインタフェース（DDRIF）」を参照してください。 
 

（7） エリア 6 

エリア 6は、外部アドレスの A28～A26が 110のエリアです。 

このエリアに設定できるインタフェースは、SRAM、MPX、バースト ROMおよび PCMCIAインタフェースで

す。 

バス幅は、SRAMインタフェースを設定する場合、CS6BCRレジスタの SZビットにより 8ビット、16ビット、

32ビットから選べます。バーストROMインタフェースを設定する場合は、CS6BCRレジスタの SZビットにより、

バス幅を 8ビット、16ビット、32ビットから選べます。MPXインタフェースを設定する場合は、CS6BCRレジ

スタの SZビットにより、バス幅を 32ビットに設定してください。また、PCMCIAインタフェースを設定する場

合、CS6BCRレジスタの SZビットにより 8ビット、16ビットのいずれかを選んでください。詳細は「11.3.2 メ

モリバス幅」を参照してください。 

SRAMインタフェースを設定している場合、エリア 6をアクセスすると CS6信号がアサートされます。また、

OEとして使用できる RD信号や書き込み制御のWE0～WE3がアサートされます。PCMCIAインタフェースを設

定する場合には、CE1B/CS6、CE2B信号や、OEとして使用できる RD信号、また、それぞれWE、IORD、IOWR、

PCC_REGとして使用できるWE1、WE2、WE3、WE0信号がアサートされます。 

バスサイクル数は、CS6BCRレジスタにより挿入ウェイトサイクル数を 0～25から選択することができます。 

バースト ROMインタフェースを使用する場合、CS5BCRの BWビットによりバーストピッチを 0～7から選ぶ

ことができます。 

また、外部ウェイト端子（RDY）により、バスサイクルごとに任意のウェイトを挿入することができます（挿

入サイクル数が 0のときは、RDY信号は無視されます）。 

アドレス信号のセットアップ／ホールドサイクル、リード／ライトストローブ信号アサート／ネゲートの CS6

アサート／ネゲートに対する遅延サイクルは、CS6WCRレジスタより、0～7サイクルに設定することができます。

また、リード／ライトストローブセットアップウェイトが 1以上のときには BSホールドサイクルを 0～1の範囲

で設定できます。 

また、PCMCIAインタフェースの場合、リード／ライトストローブ信号に対してアドレス CE1B/CS6、CE2Bの

セットアップ、ホールド時間を CS6PCRレジスタの TEDA/Bビット、TEHA/Bビットによって、0～15サイクル

の範囲で設定できます。さらに、PCWA/Bビットによりウェイトサイクルを 0～50の範囲で設定できます。CS6PCR

で設定したウェイトは、CS6WCRの IW、CS5PCRの PCIWで設定したウェイト数に加算されます。 
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11.5.3 SRAMインタフェース 

（1） 基本タイミング 

本LSIのSRAMインタフェースは、主にSRAMの接続を考慮してストローブ信号を出力します。図11.4にSRAM

インタフェースの基本タイミングを示します。ウェイトのない通常アクセスは 2サイクルで終了します。BS信号

はバスサイクルの開始を表すため、1サイクルまたは 2サイクルアサートされます。CSn信号は、T1の立ち上が

りでアサートされ T2のクロックの次の立ち上がりでネゲートされます。したがって最小ピッチでアクセスする場

合は、ネゲート期間は生まれません。 

アクセスサイズは、読み出し時は指定がありません。アドレス端子（A[25:0]）に正しいアクセスアドレスが出

力されていますが、アクセスサイズの指定がないので、32ビットデバイスでは 32ビット、16ビットデバイスで

は 16ビットを常に読み出すことになります。書き込み時には書き込みを行うバイトのWE信号のみがアサートさ

れます。詳細は「11.5.1 エンディアン／アクセスサイズとデータアライメント」を参照してください。 

32バイト転送時は、設定したバス幅に従い、合計 32バイトを連続して行います。先頭のアクセスはアクセス要

求があったデータに対して行われ、残りのアクセスは 32バイト境界のデータに対してラップアラウンドで行われ

ます。この途中ではバス権を解放しません。 

T1

CLKOUT

A25～A0

CSn

RDWR

RD

D31～D0
（リード時）

WE

D31～D0 
（ライト時）

BS

T2

RDY

DACK
(DA)

DA：デュアルアドレスDMA  

図 11.4 SRAMインタフェースの基本タイミング 
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図 11.5に 32ビットデータ幅の SRAMとの接続例を、図 11.6に 16ビットデータ幅の SRAMとの接続例を、 

図 11.7に 8ビットデータ幅の SRAMとの接続例を示します。 
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A0
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I/O7

I/O0
WE

......
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A16

A0
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OE

I/O7

I/O0
WE

...
...

...
...

A16

A0
CS

OE

I/O7

I/O0
WE

......
... ...
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図 11.5 32ビットデータ幅 SRAM接続例 
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A16
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I/O0
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A17
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D15

D8
WE1

D7

D0
WE0

A16

A0
CS

OE

I/O7

I/O0
WE

......
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図 11.6 16ビットデータ幅 SRAM接続例 

A16

A0
CSn

RD

D7
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WE0

A16
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OE

I/O7

I/O0
WE

......
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......

......

本LSI
128K ×  8ビット
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図 11.7 8ビットデータ幅 SRAM接続例 
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（2） ウェイトステート制御 

CSnWCRの設定により、SRAMインタフェースのウェイトステートの挿入を制御できます。CSnWCRの IWビ

ットが 0以外のときは、このウェイト指定に従ったソフトウェイトが挿入されます。詳細は「11.4.4 CSnウェ

イトコントロールレジスタ（CSnWCR）」の項を参照してください。 

CSnWCRによって、図 11.8に示す SRAMインタフェースのウェイトタイミングで、Twのサイクルがウェイト

サイクルとして指定サイクル数だけ挿入されます。 

T1

CLKOUT

A25～A0

CSn

RDWR

RD

D31～D0
（リード時）

WE

D31～D0
（ライト時）

BS

Tw T2

RDY

DACK
(DA)

DA：デュアルアドレスDMA  

図 11.8 SRAMインタフェースのウェイトタイミング（ソフトウェアウェイトのみ） 
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CSnWCRによってソフトウェアによるウェイトを指定したときに、外部からのウェイト入力 RDY信号もサン

プリングされます。RDY信号のサンプリングを図 11.9に示します。ソフトウェアウェイトとして 1サイクルのウ

ェイトを指定しています。サンプリングは Twステートから T2ステートに移行する際に行われるので、T1のサイ

クルおよび 1回目の Twサイクルで RDY信号をアサートしても何も影響を与えません。RDY信号はクロックの立

ち上がりでサンプリングされます。 

T1

CLKOUT

A25～A0

CSn

RDWR

RD
（リード時）

D31～D0
（リード時）

WE
（ライト時）

D31～D0
（ライト時）

BS

Tw Twe T2

RDY

DACK
(DA)

DA：デュアルアドレスDMA  

図 11.9 SRAMインタフェースのウェイトステートタイミング 

（RDY信号によるウェイトステート挿入、RDY信号は同期入力） 

（3） リードストローブネゲートタイミング 

SRAMインタフェース時、CSnBCRの RDSPL （ビット 7）の設定により、リード時のストローブのネゲートタ

イミングを設定することができます。設定については「11.4.3 CSnバスコントロールレジスタ（CSnBCR）」

のレジスタの項を参照してください。バイト制御 SRAM設定時は RDSPLに 0を設定してください。 
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CLKOUT

TAS1 T1 TS1 TW TW TW TW T2 TH1 TH2 TAH1

*1

【注】 *1 CSnBCR.RDSPL＝1設定時。
 *2  CSnWCR.BSH＝1設定時。

A25～A0

CSn

RDWR

RD
（リード時）

D31～D0
（リード時）

WE
（ライト時）

D31～D0

（ライト時）
（ADS＝0）

BS
*2

TS1：CSnアサート－RDアサート
遅延サイクル

CSnWCR RDS（0～7）

TH1、TH2：RDネゲート－CSnネゲート
遅延サイクル

CSnWCR RDH（0～7）

TAS1: アドレスセットアップ
ウェイト

CSnWCR ADS（0～7）

Tw: アクセスウェイト
CSnWCR IW（0～25）

TAH1: アドレスホールドウェイト
CSnWCR AHS（0～7）

TS1：CSnアサート－WEアサート
遅延サイクル

CSnWCR WTS（0～7）

TH1、TH2：WEネゲート－CSnネゲート
遅延サイクル

CSnWCR WTH（0～7）

TAS1：アドレスセットアップ
ウェイト

CSnWCR ADS（0～7）

Tw: アクセスウェイト
CSnWCR IW（0～25）

TAH1：アドレスホールドウェイト
CSnWCR ADH（0～7）

CLKOUT CLKOUT

D31～D0

（ライト時）
（ADS＝1～7）

 

図 11.10 SRAMインタフェースのウェイトステートタイミング 

（リードストローブネゲートタイミングの設定） 
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11.5.4 バースト ROMインタフェース 

CSnBCRの TYPEビットを 010に設定することにより、エリア 0、エリア 1、エリア 2、エリア 4、エリア 5、エ

リア 6にバースト ROMの接続が可能となります。バースト ROMインタフェースは、バーストアクセス機能を有

する ROMに高速にアクセスするためのものです。バースト ROMに対するバーストアクセスのタイミングを図

11.11に示します。ウェイトサイクルは 0サイクルの設定です。基本的には SRAMインタフェースと同じような

アクセスを行いますが、最初のサイクルを終了する際、アドレスのみを切り替えて、次のアクセスを行います。8

ビット幅の ROMを接続する場合には CS0BCR、CS5BCR、CS6BCRの BSTビットによって連続アクセスの回数を

4回、8回、16回、32回に設定できます。16ビット幅の ROMを接続する場合には同じく 4回、8回、16回に設

定でき、32ビット幅の ROMを接続する場合は 4回、8回に設定できます。 

ウェイトステートを 1以上に設定した場合、常に RDY端子のサンプリングを行います。 

バースト ROMの設定を行い、ウェイト指定を 0にした場合も 2回目以降のアクセスサイクルは 2サイクルとな

ります。この場合のタイミングを図 11.12に示します。 

バースト ROMインタフェースに対するライト動作は、SRAMインタフェースとして行われます。 

32バイト転送時は設定したバス幅に従い、合計 32バイトを連続して行います。先頭のアクセスはアクセス要求

があったデータに対して行われ、残りのアクセスは 32バイト境界のデータに対して行われます。また、バス幅と

バースト回数を掛けたバイト境界で、バーストを一旦中止し、その後再開します。この途中ではバス権を解放し

ません。 

バースト ROMの設定を行い、CSnWCRでセットアップ／ホールドを指定した場合のタイミングを図 11.13に

示します。 

T1 TB1 TB2 TB1 TB2 TB1TB2 T2

CLKOUT

A25～A5

A4～A0

CSn

RDWR

RD

D31～D0
（リード時）

BS

RDY

 

図 11.11 バースト ROM基本アクセスタイミング 
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T1 Twe TB2 TB1 Tw TB2 TwTw TB1 TB2 Tw T2TB1

CLKOUT

A25～A5

A4～A0

CSn

RDWR

RD

D31～D0
（リード時）

BS

RDY

 

図 11.12 バースト ROMウェイトアクセスタイミング 

TAS1 T1 TS1 TB1 TB2TB2 TB1 TB2 TB1 T2 TH1 TAH1

CLKOUT

A25～A5

A4～A0

CSn

RDWR

RD

D31～D0

DACK

*

（リード時）

BS

RDY

【注】 * CSnBCR.RDSPL＝1設定時。  

図 11.13 バースト ROMウェイトアクセスタイミング 
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11.5.5 PCMCIAインタフェース 

本 LSIでは CS5BCR、CS6BCRの TYPEビットを設定することにより、外部メモリ空間のエリア 5、6のバスイ

ンタフェースが、JEIDA仕様 Ver4.2（PCMCIA2.1以下略）で定める"ICメモリカードインタフェース"または"I/O

カードインタフェース"になります。 

図 11.14に本 LSIと PCMCIAカードの接続例を示します。PCMCIAカードは活性挿入（システムの電源を供給

中にカードの抜き差しを行うこと）を行えるようにするために、本 LSIのバスインタフェースと PCMCIAカード

の間にスリーステートバッファを接続する必要があります。 

JEIDA/PCMCIAの規格では、ビッグエンディアンモードでの動作が明確に規定されていないため、本 LSIは、

リトルエンディアンモードの設定でのみ、リトルエンディアンモードの PCMCIAインタフェースをサポートして

います。 

PCMCIAインタフェースのメモリ空間は CSnPCRの SAAおよび SABビットの設定により、8ビット共有メモ

リ、16ビット共有メモリ、8ビットアトリビュートメモリ、16ビットアトリビュートメモリ、8ビット I/O空間、

16ビット I/O空間、ダイナミックバスサイジング、ATA補完モードが選択できます。 

アクセス先がエリアの前半のときは、CSnウェイトコントロールレジスタ（CS5WCR）の IW、および CSnPCMCIA

コントロールレジスタ（CSnPCR）の PCWA、TEDA、TEHAビットが選択されます。アクセス先がエリアの後半

のときは、CSnウェイトコントロールレジスタ（CSnWCR）の IW、および CSnPCMCIAコントロールレジスタ

（CSnPCR）の PCWB、TEDB、TEHBビットが選択されます。 

低速バスサイクルに挿入するウェイトステート数は、PCWA/Bビットにより、0、15、30、または 50に設定で

きます。この値は、CSnWCRの IWまたは CSnPCRの PCIWで指定された挿入ウェイトステート数に加算されま

す。RDおよびWE1信号のアドレス、CSn、CE1x、CE2x、PCC_REGセットアップ時間は、TEDA/Bビット（0～

15に設定可能）により、設定することができます。また、RDおよびWE1信号のアドレス、CSn、CE1x、CE2x、

PCC_REGデータホールド時間は、TEHA/Bビット（0～15に設定可能）により、設定することができます。 

また、サイクル間アイドルサイクルは、CS5バスコントロールレジスタ（CS5BCR）、または CS6バスコント

ロールレジスタ（CS6BCR）のサイクル間アイドルビットにより設定します。選択されるサイクル間ウェイトサイ

クルは、アクセスされるエリア（エリア 5またはエリア 6）のみに依存し、エリア 5のアクセス時には、CS5WCR

のサイクル間アイドルビットが、エリア 6のアクセス時には、CS6WCRのサイクル間アイドルビットが、それぞ

れ選択されます。 

32バイト転送時は設定したバス幅に従い、合計 32バイトを連続して行います。先頭のアクセスはアクセス要求

があったデータに対して行われ、残りのアクセスは 32バイト境界のデータに対してラップアラウンドで行われま

す。この途中ではバス権を解放しません。 



 

11. ローカルバスステートコントローラ（LBSC） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  11-49 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

ATA補完モードは、本 LSIに接続する ATAデバイス内部の特定のレジスタにアクセスするときに使用します。

DMACを使用しないバイトアクセスのときには CE1xがネゲートされ、CS2xがアサートされます。DMACを使用

しないワードアクセスのときには CE1xがアサートされ、CE2xがネゲートされます。DMAによるアクセスのと

きには CE1x、および CE2xはネゲートされます。対象となるレジスタは Device Control Register、Alternate Status 

Register、Data Register、Data Portです。Device Control Register、Alternate Status Registerには DMACを使用しない

バイトアクセス、Data Registerには DMACを使用しないワードアクセスを行ってください。Data Portへのアクセ

スは DMA転送を使用します。このとき DMACの CHCRの設定例は、外部リクエスト、バーストモード、レベル

検出、オーバラン 0、および PCMCIA接続エリアに対する DACK出力です。さらに、DMAチャネルに対応する

BCRの DACKBSTビットを 1にセットすると、該当チャネルの DACKは DMA転送の初回から最終回までアサー

トされつづけます。このとき、転送途中で対応する DREQをネゲートしても、DACKはネゲートされません。ま

た、ATA補完モードを設定している空間に対する DMA転送の DACK出力するアクセス時、CE1xおよび CE2x

はアサートされません。DACKBSTが有効な DMA転送の転送サイズを 16バイトに設定するときは、DACKを出

力する空間の同空間に対するアクセスサイクル間ウェイトを 0に設定してください。DACKBSTを有効にした

DMAバースト転送を行った後は、他の DMA転送を始める前に、DACKBSTビットを再設定してください。 

CExx

DACK

CExx

DACK

（a）IOカードインタフェースDACKBST無効の場合

（b）ATA補完モードDACKBST有効の場合

【注】DMA転送回数： 4、転送サイズ： ワード  

図 11.14 ATA補完モード DMA転送時の CExx信号と DACKn信号の出力 
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表 11.15 PCMCIAインタフェース使用時のアドレスと CEの関係 

バス 

（ビット） 

リード／ 

ライト 

アクセス 

サイズ*1 

（ビット） 

奇数／ 

偶数 

IOIS16 アクセス CE2 CE1 A0 D15～D8 D7～D0 

偶数 * － H L L 無効 リードデータ 8 

奇数 * － H L H 無効 リードデータ 

偶数 * 1回目 H L L 無効 下位リードデータ 

偶数 * 2回目 H L H 無効 上位リードデータ 

リード 

16 

奇数 * － － － － － － 

偶数 * － H L L 無効 ライトデータ 8 

奇数 * － H L H 無効 ライトデータ 

偶数 * 1回目 H L L 無効 下位ライトデータ 

偶数 * 2回目 H L H 無効 上位ライトデータ 

8 

ライト 

16 

奇数 * － － － － － － 

偶数 * － H L L 無効 リードデータ 8 

奇数 * － L H H リードデータ 無効 

偶数 * － L L L 上位リードデータ 下位リードデータ 

リード 

16 

奇数 * － － － － － － 

偶数 * － H L L 無効 ライトデータ 8 

奇数 * － L H H ライトデータ 無効 

偶数 * － L L L 上位ライトデータ 下位ライトデータ 

16 

ライト 

16 

奇数 * － － － － － － 

偶数 L － H L L 無効 リードデータ 8 

奇数 L － L H H リードデータ 無効 

偶数 L － L L L 上位リードデータ 下位リードデータ 

リード 

16 

奇数 L － － － － － － 

偶数 L － H L L 無効 ライトデータ 8 

奇数 L － L H H ライトデータ 無効 

偶数 L － L L L 上位ライトデータ 下位ライトデータ 

ライト 

16 

奇数 L － － － － － － 

偶数 H － H L L 無効 リードデータ 

奇数 H 1回目 L H H 無視 無効 

8 

奇数 H 2回目 H L H 無効 リードデータ 

偶数 H 1回目 L L L 無効 下位リードデータ 

偶数 H 2回目 H L H 無効 上位リードデータ 

ダイナミック 

バスサイジング

*2 

リード 

16 

奇数 H － － － － － － 
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バス 

（ビット） 

リード／ 

ライト 

アクセス 

サイズ*1 

（ビット） 

奇数／ 

偶数 

IOIS16 アクセス CE2 CE1 A0 D15～D8 D7～D0 

偶数 H － H L L 無効 ライトデータ 

奇数 H 1回目 L H H 無効 ライトデータ 

8 

奇数 H 2回目 H L H 無効 ライトデータ 

偶数 H 1回目 L L L 上位ライトデータ 下位ライトデータ 

偶数 H 2回目 H L H 無効 上位ライトデータ 

ダイナミック 

バスサイジング

*2 

ライト 

16 

奇数 H － － － － － － 

偶数 * － L H L 無効 リードデータ 8 

奇数 * － － － － － － 

偶数 * － H L L 上位リードデータ 下位リードデータ 

DACKを出力 

しないリード 

16 

奇数 * － － － － － － 

偶数 * － L H L 無効 ライトデータ 8 

奇数 * － － － － － － 

偶数 * － H L L 上位ライトデータ 下位ライトデータ 

DACKを出力 

しないライト 

16 

奇数 * － － － － － － 

偶数 * － H H L 無効 リードデータ 8 

奇数 * － H H L リードデータ 無効 

偶数 * － H H H 上位ライトデータ 下位ライトデータ 

DACKを出力 

するリード 

16 

奇数 * － － － － － － 

偶数 * － H H L 無効 リードデータ 8 

奇数 * － H H L リードデータ 無効 

偶数 * － H H H 上位ライトデータ 下位ライトデータ 

ATA補完 

モード 

DACKを出力 

するライト 

16 

奇数 * － － － － － － 

【注】 * Don't care 

 L Low level 

 H High level 

 *1 32ビット／64ビット／16バイト／32バイト転送の場合、各転送における転送データサイズに達するまで、自動

的にバス幅分のアドレスをインクリメントして上記アクセスを繰り返す。 

 *2 PCMCIA I/Oカードインタフェース時のみ 
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G

A25～A0

D15～D0

CD1、CD2

CE1

G

CE2

OE

WE/PGM

IORD)
IOWR)

(IOIS16)

WAIT

A25～A0

D15～D0

CD1、CD2

CE1

CE2
OE
WE/PGM

WAIT

A25～A0

D15～D0

RDWR

CE2B

CE2A

RD

WE1

CE1B/(CS6)

CE1A/(CS5)

IORD

IOWR

RDY

IOIS16

G
DIR

D7～D0

D15～D8

D7～D0

D15～D8

G
DIR

G

G

G
DIR

G
DIR

PCC_REG REG

REG

PCカード
（メモリ/IO）

PCカード
（メモリ/IO）

カード
検出回路

カード
検出回路

本LSI

 

図 11.15 PCMCIAインタフェース例 
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（1） メモリカードインタフェース基本タイミング 

図 11.16に PCMCIAの"ICメモリカードインタフェース"の基本タイミングを、図 11.17に PCMCIAメモリカー

ドインタフェースウェイトタイミングを、それぞれ示します。 

CLKOUT

Tpcm1 Tpcm2

A25～A0

CExx

RDWR

D15～D0
（リード時）

D15～D0
（ライト時）

RD
（リード時）

WE1
（ライト時）

BS

DACK
(DA)

PCC_REG 

DA：デュアルアドレスDMA  

図 11.16 PCMCIAメモリカードインタフェース基本タイミング 
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CLKOUT

Tpcm0

A25～A0

RDWR

CExx

RD

WE1

BS

RDY

PCC_REG

（リード時）

D15～D0
（リード時）

D15～D0
（ライト時）

（ライト時）

DACK
(DA)

Tpcm0w Tpcm1 Tpcm1w Tpcm1w Tpcm2 Tpcm2w

DA：デュアルアドレスDMA  

図 11.17 PCMCIAメモリカードインタフェースウェイトタイミング 
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（2） I/Oカードインタフェースタイミング 

図 11.18、図 11.19に PCMCIAの"I/Oカードインタフェース"のタイミングを示します。 

PCMCIAカードを I/Oカードインタフェースとしてアクセスする場合、IOIS16端子を使って、I/Oバス幅のダイ

ナミックバスサイジングが行えます。バス幅を 16ビットに設定している場合に、ワードサイズの I/Oバスサイク

ル中に IOIS16信号が"H"の場合、その I/Oポートは 8ビット幅であると認識され、実行中の I/Oバスサイクル中で

は 8ビット分しかデータアクセスを行わず、自動的に続けて残りの 8ビット分のデータアクセスを行います。ま

た、アドレス 2n＋1に対するバイトサイズアクセスでもダイナミックバスサイジングが行われます。 

ダイナミックバスサイジングの基本タイミングを図 11.20に示します。 

CLKOUT

Tpci1 Tpci2

A25～A0

RDWR

CExx

IORD
（リード時）

D15～D0
（リード時）

IOWR
（ライト時）

D15～D0
（ライト時）

BS

DACK
(DA)

PCC_REG

DA：デュアルアドレスDMA  

図 11.18 PCMCIA I/Oカードインタフェース基本タイミング 
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CLKOUT

A25～A0

RDWR

CExx

IORD
（リード時）

IOWR
（ライト時）

DACK
(DA)

D15～D0
（リード時）

D15～D0
（ライト時）

BS

RDY

IOIS16

Tpci0 Tpci0w Tpci1 Tpci1wTpci1w Tpci2 Tpci2w

PCC_REG 

DA：デュアルアドレスDMA  

図 11.19 PCMCIA I/Oカードインタフェースウェイトタイミング 
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TpciTpci0 Tpci1w Tpci2 Tpci2w Tpci0 Tpci Tpci2Tpci1w Tpci2w

CLKOUT

A25～A1

A0

RDWR

IORD (WE2)
（リード時）

IOWR (WE3)
（ライト時）

D15～D0
（ライト時）

D15～D0
（リード時）

BS

IOIS16

CExx

PCC_REG

RDY

DACK
(DA)

DA：デュアルアドレスDMA  

図 11.20 PCMCIA I/Oカードインタフェースダイナミックバスサイジングタイミング 
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11.5.6 MPXインタフェース 

PRESET端子によるパワーオンリセット時、MD4、MD3端子をともに 0に設定すると、エリア 0はMPXイン

タフェースが選択されます。CS1BCR～CS2BCR、CS4BCR～CS6BCRのMPXビットにより、エリア 1、2、4～6

に対して、MPXインタフェースが選択されます。MPXインタフェースは、アドレス／データマルチプレクス形

式のバスプロトコルを提供し、アドレス／データマルチプレクス形式の 32ビットシングルバスを使用した外部メ

モリコントローラチップとの接続を容易に行えます。バスサイクルはアドレスフェーズとデータフェーズからな

り、アドレスフェーズにおいてアドレス情報は D25～D0に、アクセスサイズは D31～D29に出力されます。BS

信号はアドレスフェーズを示すため、1サイクルアサートされます。CSn信号は Tm1の立ち上がりでアサートさ

れ、データフェーズで最後のデータ転送終了後ネゲートされます。したがって最小ピッチでアクセスする場合、

ネゲート期間は生まれません。FRAME信号は、Tm1の立ち上がりでアサートされ、データフェーズで最後のデ

ータ転送のサイクルが開始した時にネゲートされます。そのため、MPXインタフェースに対応する外部デバイス

は、アドレスフェーズに出力されたアドレス情報およびアクセスサイズを外部デバイス内に保持し、データフェ

ーズに対応したデータの入出力を行う必要があります。アクセスサイズとデーアライメントについては｢11.5.1 

エンディアン／アクセスサイズとデータアライメント｣を参照してください。 

アドレス端子 A25～A0に出力される値は保証されません。 

32バイト転送は設定したバス幅に従い、合計 32バイトを連続して行います。先頭のアクセスはアクセス要求が

あったデータに対して行われ、残りのアクセスは 32バイト境界のデータに対して行われます。この場合のように

アクセスサイズがバス幅よりも大きい場合、アドレスを 1回出力した後、複数のデータサイクルが続くバースト

アクセスが発生します。この途中ではバス権を解放しません。 
 

D31 D30 D29 アクセスサイズ 

0 バイト 0 

1 ワード 

0 ロングワード 

0 

1 

1 使用しません 

1 x x 32バイトバースト 

【記号説明】X：Don't care 
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図 11.21 32ビットデータ幅MPXの接続例 



 

11. ローカルバスステートコントローラ（LBSC） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  11-59 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

図 11.22～図 11.33にMPXインタフェースタイミングを示します。 

エリア 1、2、4～6でMPXインタフェースを使用する場合、CSnBCRによるバスサイズ指定は 32ビットとして

ください。 

なお、ウェイト制御は CSnWCRによるウェイトと RDY端子によるウェイト挿入が可能です。 

リード時は CSnWCRを 0に設定していても、アドレス出力の次に自動的に 1サイクルのウェイトが挿入されま

す。 

Tm1

CLKOUT

A

RD/FRAME

CSn

RDWR

D31～D0

BS

Tmd1w Tmd1

RDY

DACK
(DA)

D0

DA：デュアルアドレスDMA  

図 11.22 MPXインタフェースタイミング 1（シングルリードサイクル、IW=0、外部ウェイトなし） 
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Tmd1w Tmd1w Tmd1

RDY

DACK
(DA)

D0

DA：デュアルアドレスDMA  

図 11.23 MPXインタフェースタイミング 2（シングルリード、IW=0、外部ウェイト 1挿入） 
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DA：デュアルアドレスDMA  

図 11.24 MPXインタフェースタイミング 3（シングルライトサイクル、IW=0、外部ウェイトなし） 
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Tm1
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A
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RDWR

D31～D0
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DACK
(DA)

D0

DA：デュアルアドレスDMA  

図 11.25 MPXインタフェースタイミング 4（シングルライト、IW=1、外部ウェイト 1挿入） 
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図 11.26 MPXインタフェースタイミング 5（バーストリードサイクル、IW=0、外部ウェイトなし） 
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図 11.27 MPXインタフェースタイミング 6（バーストリードサイクル、IW=0、外部ウェイト制御） 
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図 11.28 MPXインタフェースタイミング 7（バーストライトサイクル、IW=0、外部ウェイトなし） 
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図 11.29 MPXインタフェースタイミング 8（バーストライトサイクル、IW=1、外部ウェイト制御） 
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図 11.30 MPXインタフェースタイミング 9（バーストリードサイクル、IW=0、 

外部ウェイトなし、バス幅 32ビット、転送データサイズ 32バイト） 
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図 11.31 MPXインタフェースタイミング 10（バーストリードサイクル、IW=0、 

外部ウェイト制御、バス幅 32ビット、転送データサイズ 32バイト） 
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図 11.32 MPXインタフェースタイミング 11（バーストライトサイクル、IW=0、 

外部ウェイトなし、バス幅 32ビット、転送データサイズ 32バイト） 
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図 11.33 MPXインタフェースタイミング 12（バーストライトサイクル、IW=1、 

外部ウェイト制御、バス幅 32ビット、転送データサイズ 32バイト） 
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11.5.7 バイト制御 SRAMインタフェース 

バイト制御 SRAMインタフェースは、リード／ライトいずれのバスサイクルでもバイトセレクトストローブ

（WEn）を出力するメモリインタフェースです。このインタフェースは 16ビットのデータ端子をもち、UBある

いは LBのような上位バイトセレクトストローブ、下位バイトセレクトストローブ機能のある SRAMに接続する

ことができます。 

エリア 1および 4が、バイト制御 SRAMインタフェースに指定できます。 

バイト制御 SRAMインタフェースのライトタイミングは、通常の SRAMインタフェースと同じです。 

一方、リード動作では、WEn端子のタイミングが異なります。リードアクセス時、読み込むバイトのWEn信

号だけがアサートされます。アサートはWEn信号と同じく、CLKOUTクロックの立ち下がりに同期して行われ

ますが、ネゲートは、CLKOUTの立ち上がりに同期して行われ、これは、RD信号と同じタイミングになります。 

32バイト転送は設定したバス幅に従い、合計 32バイトを連続して行います。先頭のアクセスはアクセス要求が

あったデータに対して行われ、残りのアクセスは 32バイト境界のデータに対してラップアラウンドに行われます。

この途中ではバス権を解放しません。 

図 11.34にバイト制御 SRAMの接続例を、図 11.35～図 11.36にバイト制御 SRAMのリードサイクル例をそれ

ぞれ示します。 

A18～A2
CSn

RD

RDWR

本LSI
64K × 16ビット

SRAM

D15～D0
WE1

WE0

A15～A0
CS
OE
WE
I/O15～I/O0
UB
LB

A15～A0
CS
OE
WE
I/O15～I/O0
UB
LB

D31～D16
WE3

WE2

 

図 11.34 32ビットデータ幅バイト制御 SRAMの例 



 

11. ローカルバスステートコントローラ（LBSC） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  11-71 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

T1 T2

CLKOUT

A25～A0

CSn

RDWR

RD

D31～D0
（リード時）

BS

DACK
(DA)

RDY

WE

DA：デュアルアドレスDMA  

図 11.35 バイト制御 SRAM基本リードサイクル（ウェイトなし） 

T1 Tw T2
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CSn

RDWR

RD

D31～D0
（リード時）

BS

DACK
(DA)

RDY

WE

DA：デュアルアドレスDMA  

図 11.36 バイト制御 SRAM基本リードサイクル（内部ウェイト 1サイクル） 
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WE

DA：デュアルアドレスDMA  

図 11.37 バイト制御 SRAM基本リードサイクル（内部 1ウェイト＋外部 1ウェイト） 
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11.5.8 アクセスサイクル間ウェイト 

外部メモリバスの動作周波数が高くなってきたため、低速なデバイスからの読み出しが完了した際のデータバ

ッファのターンオフが間に合わず、次のアクセスのデータと衝突してデバイスの信頼度を低下させたり、誤動作

を引き起こしたりする事象が起こる場合があります。これを防止するため、直前のアクセスのエリアと読み出し

／書き込みの種類を記憶しておき、次のアクセスを起動する際にバスが衝突する可能性があるケースではアクセ

スサイクルの前にウェイトサイクルを挿入して、データの衝突を回避する機能を設けました。ウェイトサイクル

挿入のケースとしては、「11.4.3 CSnバスコントロールレジスタ（CSnBCR）」に示されるように、アクセス

サイクル間にアイドルサイクルが挿入されます。CSnBCRのアイドルサイクル設定ビット（n=0～2、4～6）によ

って、少なくとも指定されたサイクルを、アイドルサイクルとして挿入します。 

バスアービトレーションを行う場合には、アクセスサイクル間ウェイト後、バスが解放されます。 

デュアルアドレスモードでの DMA転送の場合にも、CSnBCRアイドルサイクル指定ビットによって指定され

た通常のサイクル間ウェイトが挿入されます。 

リードアクセス終了後、連続してMPXインタフェースに設定したエリアへのアクセスが起こる場合、アクセス

サイクル間ウェイトを 0に設定していても、1サイクル挿入します。 

また、アクセスサイズが 8バイトおよび 16バイトのときは、4バイトアクセスごとにアクセスサイクル間ウェ

イトが挿入されます。 

T1

CLKOUT

CSm

CSn

A25～A0

BS

RDWR

RD

D31～D0

T2 Twait T1 T2 Twait T1 T2

エリアmリード
エリアm-n

アクセスサイクル間
ウェイト指定 
（IWRRD）

エリアn-n
アクセスサイクル間
ウェイト指定
（IWRWS）

エリアnリード エリアnライト

 

図 11.38 アクセスサイクル間ウェイト 
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11.5.9 バスアービトレーション 

本 LSIには、外部デバイスからバス権の要求があると、そのデバイスにバス権を与えるバスアービトレーショ

ン機能が備わっています。 

バスアービトレーションはには、マスタモードがあります。マスタモードは定常状態でバス権を有し、他のデ

バイスからのバス権使用要求を受けてバスの解放を行い、バスの使用許諾を行います。 

バス権を所有していないときにはバスをハイインピーダンス状態とします。以下の説明ではバス権要求を行う

外部デバイスをスレーブと呼びます。 

本 LSIの内部には CPU、DMAC、PCICの 3つのバスマスタがあります。また、これらに加え、外部デバイスか

らのバス権要求が加わります。同時に要求が発生した場合のバス権要求に関しての優先順位は、高い方から順に、

外部デバイスによるバス権要求、PCIC、DMAC、CPUの順となります。 

マスタとスレーブとの間でバスを受け渡す際、接続されているデバイスの誤動作を防ぐため、バス解放に先立

ってすべてのバス制御信号はネゲート状態とします。バス権を受け取る場合にも、バス制御信号はネゲート状態

からバスのドライブを開始します。バス権を受け渡すマスタとスレーブで同じ値に信号をドライブするので、出

力バッファの衝突は回避できます。 

バス権の委譲はバスサイクルの切れ目で行われます。 

バス解放要求信号（BREQ）がアサートされると、本 LSIは実行中のバスサイクルが終わり次第バスの解放を行

い、バス使用許可（BACK）を出力します。ただし、データバス幅がアクセスサイズより小さいことによって生じ

る複数のバスサイクル、例えば 8ビットバス幅のメモリにロングワードアクセスを行う場合やキャッシュフィル

やライトバックなどの 32バイト転送の途中でバス権の解放を行いません｡また、TAS命令実行中のリードサイク

ルとライトサイクルの間や DMA転送実行時バスロックしているときのリードサイクルとライトサイクルの間に

もバス権の解放を行いません｡BREQがネゲートされると BACKをネゲートし、バスの使用を再開します。 

本 LSI内部の CPUは、キャッシュメモリとの間を専用の内部バスで接続されているため、LSI内部または外部

の他のバスマスタがバスを使用していても、キャッシュメモリからの読み出しを行うことができます。CPUから

の書き込みの場合、本 LSIのキャッシュでライトスルー方式を設定した場合または、キャッシュオフエリアへの

アクセスを行った場合、外部に対する書き込みサイクルが生じます。このためバス権が返還されるまで待たされ

ます。 
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図 11.39 アービトレーションシーケンス 
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11.5.10 マスタモード 

マスタモードのプロセッサは、バス権要求を受けない限り自分でバスを保有しています。 

外部からのバス権要求（BREQ）のアサート（Lレベル）を受け、実行中のバスサイクルが終わり次第バスの解

放を行い、バス使用許可（BACK）をアサート（Lレベル）にします。スレーブがバスを解放したことを示す BREQ

のネゲート（Hレベル）を受けて BACKをネゲート（Hレベル）し、バスの使用を再開します。 

バス解放時はバスアービトレーションの BACK、および DMA転送を制御する DACK0、DACK1、DACK2、DACK3、

TEND0、TEND1、TEND2、TEND3を除き、バスインタフェースに関連するすべてのバス制御出力信号および入

出力信号をハイインピーダンスとします。 

具体的なバス解放シーケンスは次のとおりです。まず、バス使用許可信号をクロックの立ち上がりに同期して

アサートします。この BACKアサートの次のクロックの立ち上がりに同期してアドレスバスおよびデータバスを

ハイインピーダンスにします。同時に、バス制御信号（BS、CSn、WEn、RD、RDWR、CE1x、CE2x）をハイイ

ンピーダンスにします。これらのバス制御信号は遅くともハイインピーダンスにする 1サイクル前にはネゲート

されています。バス権要求信号のサンプリングはクロックの立ち上がりで行います。 

スレーブからバス権を再獲得するときのシーケンスは次のとおりです。 

BREQのネゲートをクロックの立ち上がりで検出すると、直ちに BACKをネゲートするとともにバス制御信号

のドライブを開始します。アドレスバスおよびデータバスのドライブを開始するのも、同相のクロックの立ち上

がりです。バス制御信号をアサートしてバスサイクルを実際に開始するのは、最も早い場合にはバス制御信号の

ドライブを開始した次のクロックの立ち上がりからです。 

バス権を再獲得してバスアクセスの実行を開始するためには、2サイクル以上の BREQ信号のネゲートが必要

です。 

また、DMACの CHCRレジスタの LCKNビットにより DMA転送のリードアクセスとライトアクセスの間バス

解放を抑止することが出来ます。 

DMA転送のソースアドレスおよび、デスティネーションアドレスが、ともに LBSCの空間のとき DMACの

CHCRレジスタの LCKNビットを 0に設定し DMA転送を行うとリードアクセスとライトアクセスの間はバス解

放が要求されてもバス解放はされません。 

DMA転送のソースアドレスが LBSCの空間、デスティネーションアドレスが LBSC以外の空間のとき DMAC

の CHCRレジスタの LCKNビットを 0に設定し DMA転送を行うと、DMA転送のライトアクセスが終了した後、

バス解放が要求されても、バス解放されません。この場合、CPUから LBSCの任意のメモリ空間へリードまたは

ライトアクセスを行うことで、そのアクセスの後、バス解放することが出来るようになります。LCKNが 1に設

定されているときには、この CPUからのアクセスを行う必要はありません。 

DMA転送のソースアドレスが LBSC以外の空間、デスティネーションアドレスが LBSCの空間のとき DMAC

の CHCRレジスタの LCKNビットを 0に設定し DMA転送を行っても、DMA転送のリードアクセスとライトア

クセスの間、バス解放は許可されます。 
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・DMAC CHCR.LCKN=0、ソースアドレスおよびデスティネーションアドレス：LBSC の空間の場合。

CSn

BREQ

BACK

LBSC の空間への
DMA 転送のリードアクセス

LBSC の空間への
DMA 転送のライトアクセス

・DMAC CHCR.LCKN=0、ソースアドレス：LBSC の空間、
 デスティネーションアドレス ：LBSC 以外の空間の場合。

CSn

BREQ

BACK

LBSC の空間への
DMA 転送のリードアクセス

LBSC の空間への
DMA 転送のライトアクセス

LBSC の空間への
CPU からのアクセス

・DMAC CHCR.LCKN=0、ソースアドレス：LBSC 以外の空間、
 デスティネーションアドレス ：LBSC の空間の場合。

CSn

BREQ

BACK

LBSC 以外の空間への
DMA 転送のリードアクセス

LBSC の空間への
DMA 転送のライトアクセス

 

図 11.40 DMAC CHCR.LCKNビットによるバス解放抑止の例 
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11.5.11 マスタとスレーブの協調 

マスタとスレーブで矛盾なくシステムリソースを制御するために、役割分担をきちんとする必要があります。

また、低消費電力を実現するためのスタンバイ動作を行う場合にも分担を行わないといけません。 

本 LSIの設計にあたっては初期化、スタンバイ制御などのすべての制御をマスタモードのデバイスが行うよう

に考えてあります。 

本 LSIは、パワーオンリセット時に、マスタ指定された場合、BREQイネーブルビット（BCR.BREQEN）を 1

に設定するまで、スレーブからのバス権要求を受け付けません。 

スレーブ側のプロセッサが使用に先立って初期化が必要なメモリを初期化が完了する前にアクセスしないよう

に、初期化終了後に、BREQイネーブルビットに 1を書き込んでください。 
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12. DDR-SDRAMインタフェース（DDRIF） 

メモリコントローラは CPUや各種モジュールからのアクセスを調停し、DDR-SDRAMに対して制御信号を出力

するモジュールです。本モジュールにより DDR-SDRAMを直接接続することができます。本モジュールは 2つの

インタフェースモジュール（SHIF：SuperHywayバスインタフェース、LCDIF：LCDインタフェース）と 1つの

DDR-SDRAMコントローラ（DDRC）、およびインタフェースモジュールから DDRCへのアクセスを調停するア

ービタ（ARBT）を備えています。 

12.1 特長 

• DDR-SDRAMインタフェースのデータバス幅は32ビットです。 

• DDR-SDRAMセルフリフレッシュをサポートします。 

• DDR266（133MHz）およびDDR200（100MHz）をサポートします。 

• 内部バスであるSuperHywayバスにより効率的なデータ転送が可能です。 

• 4バンクDDR-SDRAMに対応します。 

• バースト長は2をサポート。 

• 接続可能メモリ容量：256Mビット、512Mビット、1Gビット、2Gビット 

対応可能なメモリ品のアドレス×ビット幅（ビット）は下記の通りです。 

DDR-SDRAMデータバス幅：32ビット 

－128Mビット（8M×16ビット）2個並列接続（合計容量256Mビット） 

－256Mビット（16M×16ビット）2個並列接続（合計容量512Mビット） 

－512Mビット（32M×16ビット）2個並列接続（合計容量1Gビット） 

－1Gビット（64M×16ビット）2個並列接続（合計容量2Gビット） 

• パワーオンリセット時に外部データバスのビッグエンディアン／リトルエンディアン切り替え可能｡ 
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図 12.1に DDRIFのブロック図を示します。 

LCDC

SuperHywayバス
インタフェース

(SHIF)

DDR-SDRAM
コントローラ

(DDRC)

DDR
I/O

M_CLK0 
CPGから DLL

S
up

er
H

yw
ay
（

S
H

w
y）
バ
ス

M_CLK1

M_BKPRST

M_CKE

M_CS

M_RAS

M_CAS

M_WE

M_BA1、M_BA0 

M_A13～
M_A 0

M_DQM3～
M_DQM0

M_DQS3～
M_DQS0

M_D31～
M_D0

M_VREF

ア－ビタ
(ARBT)

LCDC
インタフェース

(LCDIF)

DDRIF

 

図 12.1 DDRIFブロック図 

• SuperHywayバスインタフェース（SHIF）：CPU-SDRAM間のインタフェースです。SuperHywayバスプロトコ

ルでインタフェースします。バス幅は64ビット、動作周波数は最大133MHzです。 

• LCDCインタフェース（LCDIF）：LCDCとのインタフェースです。バス幅は32ビット、動作周波数は最大66MHz

です。 

• アービタ（ARBT）：上記のインタフェースからのリクエストのうち、DDR-SDRAMへアクセスするSHIF、

LCDIFのリクエストの調停を行います。 

• DDR-SDRAMコントローラ（DDRC）：DDR-SDRAMへのリード／ライトアクセスを制御します。DDR-SDRAM

のタイミング規定に従ってコマンド発行やリードデータ受信を実行します。また、別途定める優先順位判定

を行い、上記の各インタフェース間の調停を行います。DDR-SDRAMインタフェース信号をドライブするI/O

ブロック、DDR-SDRAM制御に関連するレジスタブロックを含みます。 
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12.2 入出力端子 
表 12.1に DDRIFの端子構成を示します。 

 

表 12.1 DDRIF端子構成 

端子名 機  能 入出力 説   明 

M_CLK0 DDR-SDRAMクロック 出力 DDR-SDRAM用クロック出力 

M_CLK1 DDR-SDRAMクロック 出力 DDR-SDRAM用クロック出力 

M_CLK0の反転クロック出力 

M_CKE クロックイネーブル 出力 本端子がハイレベルのときにはクロック信号をアクティブ

にし、ローレベルのときにはインアクティブにします 

M_CS チップセレクト 出力 チップセレクト出力 

M_WE ライトイネーブル 出力 ライトイネーブル出力 

M_A13～M_A0 アドレス 出力 ロウ／カラムアドレス 

M_BA1、M_BA0 バンクアクティブ 出力 バンクアドレス出力 

M_D31～M_D0 データ 入出力 データ入出力 

M_DQS3～M_DQS0 入力／出力 

データストローブ 

入出力 入出力データストローブ 

M_DQM3～M_DQM0 データマスク 出力 入出力データマスク信号 

M_RAS ロウアドレスストローブ 出力 ロウアドレスストローブ信号 

M_CAS カラムアドレスストローブ 出力 カラムアドレスストローブ信号 

M_BKPRST 電源パックアップリセット 入力 本端子がローレベルのとき、M_CKEをローレベルにします 

M_VREF リファレンス電圧入力 入力 入力基準電圧 
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12.3 データアライメント 

12.3.1 DDR-SDRAMでのデータアライメント 

DDRIFは、バイトデータの並び方を上位バイトが 0番地側になるビッグエンディアン、下位バイトが 0番地側

になるリトルエンディアンのいずれもサポートしています。この切り替えは、外部端子でパワーオンリセット時

に設定します。 
 

表 12.2 リトルエンディアンのアクセスとデータアライメント 

 M_D31～24 M_D23～16 M_D15～8 M_D7～0 

0番地バイトアクセス    データ 7～0 

1番地バイトアクセス   データ 7～0  

2番地バイトアクセス  データ 7～0   

3番地バイトアクセス データ 7～0    

4番地バイトアクセス    データ 7～0 

5番地バイトアクセス   データ 7～0  

6番地バイトアクセス  データ 7～0   

7番地バイトアクセス データ 7～0    

0番地ワードアクセス   データ 15～8 データ 7～0 

2番地ワードアクセス データ 15～8 データ 7～0   

4番地ワードアクセス   データ 15～8 データ 7～0 

6番地ワードアクセス データ 15～8 データ 7～0   

0番地ロングワードアクセス データ 31～24 データ 23～16 データ 15～8 データ 7～0 

4番地ロングワードアクセス データ 31～24 データ 23～16 データ 15～8 データ 7～0 

0番地クワッドワードアクセス 

（1回目：0番地） 

データ 31～24 データ 23～16 データ 15～8 データ 7～0 

0番地クワッドワードアクセス 

（2回目：4番地） 

データ 63～56 データ 55～48 データ 47～40 データ 39～32 
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表 12.3 ビッグエンディアンのアクセスとデータアライメント 

 M_D31～24 M_D23～16 M_D15～8 M_D7～0 

0番地バイトアクセス データ 7～0    

1番地バイトアクセス  データ 7～0   

2番地バイトアクセス   データ 7～0  

3番地バイトアクセス    データ 7～0 

4番地バイトアクセス データ 7～0    

5番地バイトアクセス  データ 7～0   

6番地バイトアクセス   データ 7～0  

7番地バイトアクセス    データ 7～0 

0番地ワードアクセス データ 15～8 データ 7～0   

2番地ワードアクセス   データ 15～8 データ 7～0 

4番地ワードアクセス データ 15～8 データ 7～0   

6番地ワードアクセス   データ 15～8 データ 7～0 

0番地ロングワードアクセス データ 31～24 データ 23～16 データ 15～8 データ 7～0 

4番地ロングワードアクセス データ 31～24 データ 23～16 データ 15～8 データ 7～0 

0番地クワッドワードアクセス 

（1回目：0番地） 

データ 63～56 データ 55～48 データ 47～40 データ 39～32 

0番地クワッドワードアクセス 

（2回目：4番地） 

データ 31～24 データ 23～16 データ 15～8 データ 7～0 
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12.3.2 各モジュールのデータアライメント 

DDRIF内部のエンディアンは、CPUのエンディアンに一致しビッグエンディアン／リトルエンディアンのどち

らにもなり得ます。 

ビット31

時間

ただし、左記はメモリアドレスA[3:0] = （0,0,0,0）の例 。
それ以外の場合は、DDRCはコマンド境界でラップアラウンドする。

リード

（アドレスA + 0）

（アドレスA + 4）

（アドレスA + 8）

（アドレスA + 12）

ビット0

リトルエンディアン ビッグエンディアン

63
（アドレスA + 4）

32 31
（アドレスA + 0）

0

（アドレスA + 12）（アドレスA + 8）

ライト

64ビット幅

DDR-SDRAM
32ビット

時間
63
（アドレスA + 0）

32 31
（アドレスA + 4）

0

（アドレスA + 8）（アドレスA + 12）

時間

 

図 12.2 DDR-SDRAMと DDRIFのデータアライメント 
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12.4 レジスタの説明 

DDRIFのレジスタ構成を表 12.4に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 12.5に示しま

す。これらのレジスタは各モジュールからのDDR-SDRAMアクセスがない状態で設定してください。DDR-SDRAM

アクセスが無い状態でメモリインタフェースモードレジスタの、DCEビット（DDR-SDRAM制御イネーブル）=0

または SELFS（セルフリフレッシュステータス）=1として、その他のレジスタを設定してください。 

レジスタのビット幅は 64ビットですがロングワード（32ビット）でアクセスしてください。ライトはロングワ

ード単位に状態へ反映されます。リードはアクセスを行った時点でのロングワードの値が参照されます。ビッグ

エンディアン、リトルエンディアンとも、ビット 63～32をアクセスする際には 8n＋0番地を、ビット 31～0をア

クセスする際には 8n+4番地を指定してください。 
 

表 12.4 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

メモリインタフェースモードレジスタ MIM R/W H'FE80 0008 H'1E80 0008 32 

DDR-SDRAMコントロールレジスタ SCR R/W H'FE80 0010 H'1E80 0010 32 

DDR-SDRAMタイミングレジスタ STR R/W H'FE80 0018 H'1E80 0018 32 

DDR-SDRAMロウアトリビュート 

レジスタ 

SDR R/W H'FE80 0030 H'1E80 0030 32 

DDR-SDRAMモードレジスタ SDMR (W) H'FE9x xxxx* H'1E9x xxxx* 32 

DDR-SDRAMバックアップレジスタ DBK R H'FE80 0400 H'1E80 0400 32 

【注】 * 詳細は「12.4.5 DDR-SDRAMモードレジスタ（SDMR）」を参照してください。 

 

表 12.5 各処理状態におけるレジスタの状態 

名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

メモリインタフェースモードレジスタ MIM H'0000 0000 

0C34 xx00*1 

H'0000 0000 

0C34 xx00*1 

保持 保持 

DDR-SDRAMコントロールレジスタ SCR H'0000 0000 

0000 0000 

H'0000 0000 

0000 0000 

保持 保持 

DDR-SDRAMタイミングレジスタ STR H'0000 0000 

0000 0000 

H'0000 0000 

0000 0000 

保持 保持 

DDR-SDRAMロウアトリビュート 

レジスタ 

SDR H'0000 0000 

0000 0100 

H'0000 0000 

0000 0100 

保持 保持 

DDR-SDRAMモードレジスタ SDMR （ライトのみ） （ライトのみ） （ライトのみ） （ライトのみ） 

DDR-SDRAMバックアップレジスタ DBK H'0000 0000 

0000 000x*2 

H'0000 0000 

0000 000x*2 

保持 保持 

【注】 *1 ビット 8（ENDIANビット）の初期値は外部端子（MD5）の設定によります。 

 *2 ビット 0（SDBUPビット）の初期値は外部端子（M_BKPRST）の設定によります。 

 



 

12. DDR-SDRAMインタフェース（DDRIF） 

12-8  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

12.4.1 メモリインタフェースモードレジスタ（MIM） 
 

495051525354555657585960616263

333435363738394041424344454647

161718192021222324252627282931 30

001011000011000 0

DRI[12:0]－－ －

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR R

01234567891011121315 14

00000000－000－－－ －

DCE－－DLLEN－－－－END
IANDRE－－LOCK

R/WRRR/WRRRRRR/WRRRRR R

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

32

48

000000000000000 0

BOMODE －－－－－－－－－－PC
KE

SEL
FS

R
MODE－

RR/WRRRRRRRRRRR/WRR/W R/W

【注】   *   初期値は外部端子MD5の設定によります。

*

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

63～48 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

47、46 BOMODE 00 R/W アクセスモード切り替えビット 

本ビットにより DDR-SDRAMのアクセスモード切り替えを行います。

DDRIFは 2種類の DDR-SDRAMアクセスモードをサポートします。各モ

ード時の動作説明は「12.5.4 DDR-SDRAMアクセスモードの説明」を参

照ください。 

00：BANKオープンモード 

01：BANKクローズモード 

上記以外：設定禁止 

45 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

44 PCKE 0 R/W パワーダウン 

本ビットにより DDR-SDRAMアクセス以外の時（アイドルおよびバンク

アクティブ状態時）M_CKEをローレベルにしてパワーダウンモードにし

ます。本ビットを 1にすると本機能が有効になります。本機能により

DDR-SDRAMの消費電力を抑えることができます。詳細は「12.5.5（2） 

 パワーダウンモード（CKEローによる）」を参照ください。なお、

SCR.SMSによるM_CKEイネーブル設定は DDR-DRAMの初期化に使用

します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

43～35 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

34 SELFS 0 R セルフリフレッシュ判定ビット 

本ビットにより DDR-SDRAMがセルフリフレッシュ状態にあるのかどう

かを判定できます。1のとき、セルフリフレッシュ中であり、0のとき、

非セルフリフレッシュ状態です。 

33 RMODE 0 R/W リフレッシュモード選択ビット 

本ビットにより DDR-SDRAMに対してオートリフレッシュを行うのか、 

セルフリフレッシュを行うのかを指定します。本ビットによる指定が有効

になるのは本レジスタの DREビットが 1の時のみです。 

リードライト可能です。 

0：オートリフレッシュ 

1：セルフリフレッシュ 

32～29 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

28～16 DRI[12:0] H'0C34 R/W DRAMリフレッシュインターバルビット 

リフレッシュが有効な場合（本レジスタの DREビットが 1）、本ビット

にて最大リフレッシュ間隔（オートリフレッシュ）を指定できます。1カ

ウントはメモリクロックの周期と同じです。133MHzの場合は 7.5nsに相

当します。本レジスタによる設定可能な最小値は H'0020カウント分です。

それ以下に設定した場合にはカウント値に H'0020分加算されます。 

DDRIFは、内部に 13ビットのカウンタを持っています。このカウンタは

DCEビットが 0の時、または、DREビットが 0の時、または、RMODE

ビットが 1の時 0にクリアされ、それ以外の時、外部メモリクロックでカ

ウントアップします。このカウンタは DRIビットと比較され一致するとオ

ートリフレッシュ要求をコントローラ内部で発生させ、オートリフレッシ

ュを行います。なおカウンタは一致した時点で 0クリアされ、再度カウン

トアップされます。内部で発生したオートリフレッシュ要求は最大 1回分

記録されており、DCEビットが 1、かつ、DREビットが 1、かつ、RMODE

ビットが 0であれば、オートリフレッシュが行われるまではオートリフレ

ッシュ要求がクリアされることはありません。本ビットを設定する際には

DREビットを 0にして書き込みを行った後、DREの 1書き込みを行って

ください。このとき、DRIビットは前回の書き込み値と同じ値を与えてく

ださい。 

15～12 LOCK 不定 R DLLロックステータスビット 

本ビットは、DDR-SDRAMのリードタイミング生成用 DLLのロックステ

ータスを示します。本ビットがすべて 1になるとメモリへのアクセスが可

能になります。 

11、10 － 00 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 DRE 0 R/W DRAMリフレッシュイネーブルビット 

本ビットによりリフレッシュ機能の有効または無効を指定します。 

1：有効 

0：無効 

8 ENDIAN 不定 R エンディアン識別ビット 

本ビットは外部データバスのエンディアンを示します。 

1：ビッグエンディアン 

0：リトルエンディアン 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 DLLEN 0 R/W DLLイネーブルビット 

本ビットにより、DDR-SDRAMリードタイミング生成用 DLLの有効／無

効の設定を行います。本ビットが 1の場合、DLLがイネーブルとなりメモ

リのリードアクセスが可能になります。 

2、1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 DCE 0 R/W DDRコントローライネーブルビット 

DDRIFによる DDR-SDRAM制御の許可を行います。 

1：イネーブル 

0：ディスエーブル 
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12.4.2 DDR-SDRAMコントロールレジスタ（SCR） 
 

495051525354555657585960616263

333435363738394041424344454647

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

SMS－－－－－－－－－－－－ －

R/WR/WR/WRRRRRRRRRRRR R

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

32

47

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

63～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 SMS 000 R/W DDR-SDRAMモード選択ビット 

本ビットにより電源投入時およびリセット解除後の DDR-SDRAMの初期

化を行います。本ビットをソフトウェアで設定することで下記コマンドが

発行されます。初期化手順は「12.5.2 DDR-SDRAM初期化シーケンス」

を参照してください。（000）の通常動作は DDR-SDRAMの初期化終了後

に指定します。 

000：通常動作を行います。 

001：NOPコマンドを発行します（MIM.DCE=1の時のみ有効） 

010：PREALLコマンドを発行します（MIM.DCE=1の時のみ有効） 

011：M_CKEをイネーブルします。 

その際に DESELECT（DESL）コマンドを発行します。 

（MIM.DCE=1の時のみ有効） 

100：REFA（オート）リフレッシュコマンドを発行します。 

（MIM.DCE=1の時のみ有効） 

上記以外：設定禁止 

上記以外の値に設定した場合の動作は保証できません。尚、MIM.PCKEに

よるM_CKEロー設定は DDR-SDRAMのパワーダウンのために使用しま

す。 
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12.4.3 DDR-SDRAMタイミングレジスタ（STR） 

本レジスタにより DDR-SDRAMのタイミング規定を指定します。 
 

495051525354555657585960616263

333435363738394041424344454647

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RWWR－－－－－－－－－－－ －

R/WR/WR/WR/WRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

SRPSRCDSCLSRCSRASSRRDSWRSRFC

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

32

47

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

63～20 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

19、18 WR 00 R/W ライト-リードコマンド間最低サイクル数 

DDR-SDRAMに対するWRITEコマンド発行後の READコマンド発行ま

での最低サイクル数を指定します。 

00：3サイクル 

01：4サイクル 

10：5サイクル 

11：6サイクル 

17、16 RW 00 R/W リード-ライトコマンド間最低サイクル数 

DDR-SDRAMに対する READコマンド発行後のWRITEコマンド発行ま

での最低サイクル数を指定します。 

00：3サイクル 

01：4サイクル 

10：5サイクル 

11：6サイクル 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～13 SRFC 000 R/W 同一バンク間サイクル数指定 

同一バンク間の下記アクセス時間（tRFC）をサイクル数で指定します。 

（1）オートリフレッシュから ACTコマンド発行 

（2）オートリフレッシュからオートリフレッシュ 

000：11サイクル 

001：12サイクル 

010：13サイクル 

011：14 サイクル 

100：15 サイクル 

上記以外：設定禁止。 

12 SWR 0 R/W PRE/PREALLコマンド発行サイクル 

ライト時の最終のポストアンプルから PRE/PREALLコマンド発行までの

時間（tWR）をサイクル数で指定します。 

0：2サイクル 

1：3サイクル 

11 SRRD 0 R/W バンク間 ACTコマンド発行サイクル 

異なるバンク間の ACTコマンド発行から ACTコマンド発行までの時間

（tRRD）の最低サイクル数を指定します。 

0：2サイクル 

1：3サイクル 

10～8 SRAS 000 R/W ACT-PREコマンド発行最低サイクル数 

同一バンク間の ACTコマンド発行から PREコマンド発行までの時間

（tRAS）の最低サイクル数を指定します。 

000：6サイクル 

001：7サイクル 

010：8サイクル 

011：9サイクル 

上記以外：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～5 SRC 000 R/W オートリフレッシュ／ACTコマンド発行サイクル 

同一バンク間の下記のアクセス時間（tRC）をサイクル数で指定します。 

（1）ACTコマンド発行からオートリフレッシュ 

（2）ACTコマンド発行から ACTコマンド発行 

000：6サイクル 

001：7サイクル 

010：8サイクル 

011：9サイクル 

100：10サイクル 

101：11サイクル 

110：12サイクル 

111：13サイクル 

4～2 SCL 000 R/W CASレイテンシ 

データリード時の CASレイテンシ（CL）を指定します。 

000：2.5サイクル 

書き込む値は常に 000にしてください。 

1 SRCD 0 R/W RAS-CASコマンド発行サイクル数 

RAS（ACTコマンド）から CAS（READ/READA、WRITE/WRITEAコマ

ンド）発行までの時間（tRCD）をサイクル数で指定します。 

0：3サイクル 

1：4サイクル 

0 SRP 0 R/W PRE-ACTコマンド発行サイクル数 

PREコマンド発行から ACTコマンド発行までの時間（tRP）をサイクル数 

で指定します。 

0：3サイクル 

1：4サイクル 

 



 

12. DDR-SDRAMインタフェース（DDRIF） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  12-15 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

12.4.4 DDR-SDRAMロウアトリビュートレジスタ（SDR） 
 

495051525354555657585960616263

333435363738394041424344454647

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

000000001000000 0

－－－－－－－－SPLIT－－－ －

RRRRRRRRR/WR/WR/WR/WRRR R

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

32

47

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

63～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11～8 SPLIT 0001 R/W DDR-SDRAMメモリ構成指定ビット 

本ビットにより接続した DDR-SDRAMの row/column構成を 

指定します。 

0001：12×9（= 8M×16ビット品） 

0011：13×9（= 16M×16ビット品） 

0100：13×10（= 32M×16ビット品） 

0110：14×10（= 64M×16ビット品） 

上記以外：設定禁止 

｢12.5.12 アドレスマルチプレクス｣にて SPLITビットと row/columnの 

関係を示します。 

7～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 



 

12. DDR-SDRAMインタフェース（DDRIF） 

12-16  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

12.4.5 DDR-SDRAMモードレジスタ（SDMR） 

本レジスタは、DDR-SDRAMのモードレジスタ、および拡張モードレジスタの設定を行うために使用します。

DDRIF内に実体はないため、リードは無効です。DDR-SDRAMに対してははライトアドレスのみが意味を持ち、

ライトデータは無視されます。 

本レジスタに書き込みを行うと DDR-SDRAMに接続している端子に下表の対応で信号が出力されます。 

本レジスタのアドレス 12～3ビット目は外部端子M_A9～M_A0に、アドレス 14、13ビット目は外部端子M_BA1、

M_BA0に、アドレス 18～15ビット目は外部端子M_A13～M_A10に対応しています。 
 

M_CKE アドレスビットの対応 

n-1 n 

M_CS M_RAS M_CAS M_WE 

M_BA[1:0] M_A[13:10] M_A[9:0] 

H H L L L L ビット 14、13 ビット 18～15 ビット 12～3 

 

図 12.3に DDR-SDRAMモードレジスタ（SDMR）のライト値とメモリ端子への出力信号の関係を示します。 

31
SDRAM
アドレス

L:  Lowレベル
H: Highレベル

DDR-SDRAM

1

30

1

29

1

28

1

27

1

26

1

25

1

24

0

23

1

22

0

21

0

20

1

19

0

18

0

17

0

16

0

15

0

14

0

13

0

12

0

11

0

10

0

9

1

8

1

7

0

6

0

5

0

4

0

3

1

2

0

1

0

0

0

MA0 
MA1 
MA2 
MA3 
MA4 
MA5 
MA6 
MA7 
MA8 
MA9 
MA10 
MA11 
MA12 
MA13 
 
BA0 
BA1 
 
CS 

RAS 

CAS 

WE 

H
L
L
L
L
H
H
L
L
L
L
L
L
L

L
L

L
L
L
L

M_CS

M_RAS

M_CAS

M_WE
 

図 12.3 SDMRのライト値とメモリ端子への出力信号の関係 
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たとえば、DDR-SDRAM内部にあるモードレジスタへ、DLLリセット解除、CASレイテンシ 2.5、シーケンシ

ャルバーストシーケンス、バースト長を 2に設定する場合は、DDR-SDRAMの端子に以下の信号を与える必要が

あります。 

• CS=Low、RAS=Low、CAS=Low、WE=Low 

• BA[0:1]=Low、MA[13:9]=Low、MA[8:7]=Low、MA[6:5]=High、MA[4:1]=Low、MA[0]=High 

上記制御信号を出力するため、SDMRのアドレス H'FE90 0308へロングワードライトアクセスを行います。こ

のとき、DDR-SDRAMの端子には図 12.4のように制御信号が出力されます。SDMRへのライトデータは Don't care

です。 
 

12.4.6 DDR-SDRAMバックアップレジスタ（DBK） 

本レジスタでバッテリバックアップ状態かどうかを判定します。詳細は「第 18章 低消費電力モード」を参照

ください。 
 

495051525354555657585960616263

333435363738394041424344454647

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－—－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

—*00000000000000 0

SDBUP－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

32

47

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

63～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 SDBUP 不定* R DDR-SDRAMバックアップ 

バッテリバックアップ状態かどうかを判定します。 

0：バッテリバックアップ状態 

1：バッテリバックアップ状態ではありません 

【注】 * 初期値は外部端子M_BKPRSTの設定によります。 
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12.5 動作説明 

12.5.1 DDR-SDRAMアクセス 

DDR-SDRAMアクセスは、バースト長 2で行います。ページにヒットするリードまたはライトのコマンドは、

コマンドを連続して発行してデータを連続して読み出します。 

ACT WR

ライトコマンド

ライトデータ

WR WR WR

D D D D D D D D

ACT RD

リードコマンド

リードデータ

RD RD RD

D D D D D D D D
 

図 12.4 DDR-SDRAMアクセス 

12.5.2 DDR-SDRAM初期化シーケンス 

電源投入直後は、DDR-SDRAMの内部状態が不確定になっており、シーケンスを守って初期化する必要があり

ます。シーケンスを守らないとデバイスの破壊などを招く可能性があります。 

DDR-SDRAMの場合の初期化シーケンス例を示します。詳細は各メモリベンダのデータシートを参照して決定

してください。 

1. DDR-SDRAMに供給されている4つの電源を、VDD、VDDQ、VREF、VTT（終端電圧）の順で投入します。 

2. 電源や参照電圧やクロックが安定した後、200μs以上現状を維持します。 

3. DDR-SDRAMのダミーリードを実行してください。 

4. MIMレジスタの設定を行い、DDR-SDRAMコントローラのイネーブル、内蔵DLLのイネーブル（MIM.DLLEN

＝1に設定してください）やエンディアンなどを設定してください。 

5. SDR、STRレジスタの設定を行います。 

6. SCRレジスタのSMSフィールドを使用してM_CKEをイネーブルにします。 

7. SCRレジスタのSMSフィールドを使用してPREALLコマンドを発行します。 

8. SDMRレジスタを使用してEMRSコマンドを発行し、DLLをイネーブルにします。 

9. SDMRレジスタを使用してMRSコマンドを発行し、DLLのリセットを行います。バースト長やCASレイテン

シなどの設定も行います。 

10. 全バンクのプリチャージ（PREALL）コマンドを発行した後、SCRレジスタのSMSフィールドを使用してREFA

コマンドを2回発行します。 
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11. SDMRレジスタを使用してMRSコマンドを発行し、DLLリセットを解除（MA8＝Low）し動作モードを決定

いたします。このとき、バースト長などの設定は8.で指定した値をそのまま使用します。 

12. DLLリセット後メモリクロック200サイクル待ったのち、通常のメモリアクセス動作が可能になります。 

 

上記の DDR-SDRAMの SDMRレジスタなどの設定と DDRIF内部のレジスタ設定の内容は一致するようにして

ください。 
 

12.5.3 サポートする DDR-SDRAMコマンド 

DDRIFがサポートする DDR-SDRAMコマンドを表 12.6に示します。 
 

表 12.6 DDRIFが発行する DDR-SDRAMコマンド 

M_CKE 機能 Z シンボル 

n-1 n 

M_CS M_RAS M_CAS M_WE M_A 

[13:11]

M_A 

10/AP 

M_BA 

[1:0] 

M_A 

[9:0] 

Device deselect DESL H X H X X X X X X X 

No Operation NOP H X L H H H X X X X 

Read READ H X L H L H V L V V 

Read with auto  

precharge 

READA H X L H L H V H V V 

Write WRITE H X L H L L V L V V 

Write with auto  

precharge 

WRITEA H X L H L L V H V V 

Bank Activate ACT H X L L H H V V V V 

Precharge select 

bank 

PRE H X L L H L X L V X 

Precharge all banks PREALL H X L L H L X H X X 

Auto refresh REFA H H L L L H X X X X 

Self refresh entry  

from IDLE 

REFS H L L L L H X X X X 

Self refresh exit REFSX L H H X X X X X X X 

Power Down entry PWRDN H L H X X X X X X X 

Power Down exit PWRDNX L H H X X X X X X X 

Mode register set MRS/ 

EMRS 

H X L L L L V V V V 

【記号説明】 

 H：ハイレベル 

 L：ローレベル 

 X：ハイレベルまたはローレベル （don't care） 

 V：有効データ 
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上記の DESLコマンドは、各モジュールが DDR-SDRAMに対しアクセスを行わない時に発行しますので、ユー

ザが明示的に発行することはできません。 
 

12.5.4 DDR-SDRAMアクセスモードの説明 

DDRIFは下記の 2種類の DDR-SDRAMアクセスモードをサポートします。各モードはMIMレジスタの

BOMODEビットの指定により設定可能です。 

（1） BANKオープンモード 

メモリリードまたはライト直後に PREコマンドを与えずに BANKを常に開いておく方針でアクセスします。本

方式は、連続したメモリアクセス時に BANKがヒットしつづけるアプリケーション時に有効です。BANKがミス

した場合には自動的に PREコマンドを発行します。 
 

（2） BANKクローズモード 

メモリリードまたはライト直後に、PREコマンドを与え、BANKを閉じます。本方式は連続したメモリアクセ

ス時に、BANKがヒットしない場合に有効です。 
 

12.5.5 低消費電力モード 

（1） セルフリフレッシュモード 

セルフリフレッシュモードは、DDR-SDRAM内部でリフレッシュタイミングとリフレッシュアドレスを生成す

る一種のスタンバイモードです。MIM.DRE＝1、かつ、MIM.RMODE＝1としてセルフリフレッシュに設定した後、

CPUをスタンバイ状態にした場合でもセルフリフレッシュ状態は継続され、割り込みによるスタンバイ状態の復

帰後もセルフリフレッシュ状態が保持されます。 

DDRIFのレジスタ設定によりセルフリフレッシュ状態になりますが、下記のシーケンスを守る必要があります。 
 

• セルフリフレッシュ状態への遷移 

1. メモリコントローラへのトランザクションが完了していることを確認してください。 

2. ソフトウェアによりSCRレジスタのSMSビットを使用してPREALLコマンドを発行してください。開かれて

いたDDR-SDRAMのバンクが閉じられます。その後、SCRレジスタのSMSビットを使用してREFA（オートリ

フレッシュ）コマンドを発行し、メモリのすべての行に対して集中リフレッシュ（（REFA）（REFA）（REFA））

を行ってください。SCRレジスタを使用してのPREALLおよびREFAコマンドは、STRレジスタのタイミング

制御とは無関係に発行されます。ソフトウェアにて対応メモリに適切な間隔のウェイトを挿入してください。

この際、集中リフレッシュが必要であればREFAを行ってください。 

3. セルフリフレッシュ状態へDDR-SDRAMを遷移させるためにMIM.DRE＝1、RMODE＝1に設定してください

（このときDCEは1のままとしてください）。 

4. メモリコントローラはセルフリフレッシュコマンドを自動的に発行し、M_CKEをローレベルにします。その

後DDR-SDRAMは自動的にパワーダウンモードになります。 
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5. DDR-SDRAMがセルフリフレッシュモードに遷移したかどうかはレジスタMIMのリードを行い、ステータス

ビットSELFSを確認することで判定できます。 

 

• セルフリフレッシュ状態からの復帰 

1. MIMレジスタのRMODEビットを0、DREビットを0に設定し、セルフリフレッシュ状態を解除します。 

2. DDR-SDRAMがセルフリフレッシュモードから解除されたかどうかは、レジスタMIMのステータスビット

SELFSを確認することで判定できます。 

3. 解除後、DDR-SDRAMが要求する時間（リード以外のコマンド発行まで130ns、リードコマンド発行まで200

サイクル）まで、アクセスを待ちます。 

4. アクセス可能になった時点で、SCRレジスタのSMSビットを使用してREFAコマンドを発行し、メモリのすべ

ての行に対して集中リフレッシュ（REFA）を行ってください。 

5. 任意のアドレスに対してダミーのバイトリードを行います。 

6. SCRレジスタのSMSビットを用いてPREALLコマンドを発行します。 

7. SCRレジスタのSMSビットを用いてREFAコマンドを発行します。この動作は、メモリコントローラの遅延調

整機構を動作させるために必ず必要です。 

8. MIMレジスタ設定によりカウンタによるオートリフレッシュ機構を動作させて、オートリフレッシュが周期

的に行われるように設定してください。その後、通常アクセスが可能になります。 

 

（2） パワーダウンモード（CKEローによる） 

MIMレジスタの PCKEビット設定により、自動的にM_CKE端子を変化させパワーダウンモードへの遷移およ

び解除を行わせることができます。本機能により DDR-SDRAMの消費電力を抑えることができます。 

なお、メモリアクセス後にパワーダウンモードへの遷移を行わせ、アクセス前にパワーダウンモードからの解

除を行いますので、それぞれ前後に外部メモリクロックで 1サイクルのオーバヘッドが生じます。 
 

12.5.6 DDR-SDRAMのタイミング制約を設定するレジスタについて 

従来の SH7751R等、DDR-SDRAM以外の他のメモリ種との接続にも対応した設定レジスタと、DDRIFの

DDR-SDRAMのタイミング制約を設定するレジスタは、メモリのタイミング制約の設定方法が異なっています。

DDRIFのレジスタは DDR-SDRAMのタイミング規定に特化して設定しております。詳細は「12.4 レジスタの説

明」をご覧ください。 
 

12.5.7 動作周波数について 

DDRIFは SHwyクロックと外部メモリクロックのクロック比が 1:1（DDR266 / DDR200時）のみについてサポ

ートしています。SHwyクロック最高動作周波数は 133MHzです。最低動作周波数は使用する DDR-SDRAMのク

ロック周波数にも依存しますので、DDR-SDRAMのデータシートをご覧ください。 
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12.5.8 クロック停止時の注意点 

DDRIFに供給されるクロックが停止するのは下記の 3つの場合があります。 

• DDR-SDRAM電源バックアップモード時 

• ソフトウェアスタンバイモード時 

• RTC電源バックアップモード時 

 

上記の場合クロックが供給されないため、オートリフレッシュは実行されません。その結果、リフレッシュレ

ートが守られず DDR-SDRAMのデータは破壊されます。これを防ぐためクロック供給停止前にソフトウェアにて

DDR-SDRAMをセルフリフレッシュ状態にしておく必要があります。セルフリフレッシュモードへの遷移および

復帰方法は「12.5.5（1）セルフリフレッシュモード」をご参照ください。 
 

12.5.9 初期化シーケンス時以外に SCRレジスタで REFAコマンドを発行する場合 

メモリアクセス（リード、ライト）を行うことにより、本メモリコントローラは DDR-SDRAMのバンクを自動

的に開きます。SCRレジスタの SMSビットを使用して REFAコマンドを発行する必要は、必ず SCRレジスタの

SMSビットを使用して PREALLコマンドを発行し、バンクを閉じてください。セルフリフレッシュ前に SCRレ

ジスタにより、メモリのすべての行に対して集中リフレッシュ（REFA）を行う場合も上記操作が必要です。 
 

12.5.10 接続する DDR-SDRAMに関するタイミング上のご注意 

本メモリコントローラは、ACTからオートプリチャージ付きリードライトコマンド発行までの制約サイクル数

（tRAP）と ACTからリードライトコマンド発行制約サイクル数（tRCD）が等しいメモリのみサポートします。

異なる場合にはバンクオープンモードで使用してください。 
 

12.5.11 オートリフレッシュ間隔設定上のご注意 

MIMレジスタの DRIビットの設定によりオートリフレッシュ間隔を規定しますが、DRIビットの設定と DRE

ビットの 1設定を同時に行うと初回のオートリフレッシュまでの間隔は、DRIに設定する前のレジスタ値になり、

2回目以降は DRIで設定した値となります。これを避けるため、DRIビットの設定時、DREビットを 0設定しま

す。その後、DREビットを 1に設定することにより初回から指定した間隔でオートリフレッシュが行われます。

なお、DREビットを 1に設定する際には、DRIには前回設定したサイクル数と同じ値を与えてください。 
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12.5.12 アドレスマルチプレクス 

MIMレジスタの BWビット、SDRAレジスタの SPLITビットの指定に従って、外付けのアドレスマルチプレク

ス回路なしに DDR-SDRAMを接続できるようにアドレスマルチプレクスを行います。表 12.7に DDR-SDRAMア

ドレスマルチプレクスの関係を示します。数字は SDRの SPLITビットの設定によりアドレス端子に出力されるメ

モリアクセス時のアドレス（ビット）を示します。なお、この表以外の設定を行った場合の動作は保証できませ

ん。 
 

表 12.7 DDR-SDRAMアドレスマルチプレクスの関係 

メモリ構成 SPLIT ROW x COL 
M_

BA1 

M_

BA0 

M_

A13 

M_

A12 

M_

A11 

M_

A10 

M_

A9 

M_

A8 

M_

A7 

M_

A6 

M_

A5 

M_

A4 

M_

A3 

M_

A2 

M_

A1 

M_

A0 

ROW 13 12 – – 11 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 128Mビット x2 

（8M x 16 ビット

x2） 

0001 12 x 9 

COL 13 12 – – – AP* –- 10 9 8 7 6 5 4 3 2 

ROW 13 12 – 11 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 256Mビット x2 

（16M x 16ビット

x2） 

0011 13 x 9 

COL 13 12 – – – AP* – 10 9 8 7 6 5 4 3 2 

ROW 13 12 – 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 512Mビット x2 

（32M x 16ビット

x2） 

0100 13 x 10

COL 13 12 – – – AP* 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 

ROW 13 12 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 1Gビット x2 

（64M x 16ビット

x2） 

0110 14 x 10

COL 13 12 – – – AP* 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 

【注】 * ：オートプリチャージ 
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12.5.13 DDR-SDRAMアクセス調停 

（1） アクセス調停の優先順位 

DDRIFは、CPUと LCDC間で DDR-SDRAMへのアクセスを調停するアクセス調停機能を備えています。調停

時の優先順位は以下のように 2つのレベルに分かれます。 

レベル 0では、DDR-SDRAMのリフレッシュ、ページ管理などの DDR-SDRAM制御が最優先で実行されます。

メモリのリフレッシュは別途設定するメモリリフレッシュ間隔に従って実施します。 

レベル 1では、SHwyバスからのアクセスと LCDCからのアクセスが交互に（ラウンドロビン方式で）実行さ

れます。ただし、リセット直後は、SHwyバスからアクセスが LCDCからのアクセスより優先されます。 

アクセス調停は、先着優先ではなく、各トランザクションの切れ目でアサートされているリクエスト信号によ

り行います。また、同じデバイスにおいて同時にリードとライトのリクエストがある場合にはリード優先で調停

を行います。調停は各トランザクションの切れ目で行われます。 
 

（2） バースト転送／非バースト転送混在時のアクセス調停 

アービタブロックには、133MHz*1のインタフェースを持つ SHwyバスからのリクエストと、66MHz*2のインタ

フェースを持つ LCDCからのリクエストが入力します。このため、バースト転送時と非バースト転送時では調停

動作が異なります。 

• バースト転送時、調停を受けたモジュールは連続して転送を行うことができます。 

このため、SHwyバス、LCDCに対して、調停を受けるために同じチャンスが与えられます。 

• 非バースト転送時、133MHz*1単位で調停を行います。これによって、連続してリクエストをDDRCへ出力し

ます。 

ただし、実際には、バースト転送と非バースト転送が混在します。転送がバーストで行われることを期待して

いるかどうかは、各インタフェースが出力する信号で判断します。非バースト転送からバースト転送への調停は、

調停したトランザクションがバースト転送であれば、続けて転送を行うことができます。  

【注】 *1. DDR266-SDRAMが使用されている場合の周波数を示します。DDR200-SDRAMが使用されている場合は、 

100MHzになります。 

 *2. DDR266-SDRAMが使用されている場合の周波数を示します。DDR200-SDRAMが使用されている場合は、 

50MHzになります。 

 

12.5.14 DDR-SDRAMアクセス時のコヒーレンシについて 

プログラムからの SHwyバスを経由した DDR-SDRAMへの書き込み実行が、何らかの都合で待たされ、後から

起動を掛けた LCDCからの DDR-SDRAMへの読み込みが先に実行されるようなことがあります。つまり、

DDR-SDRAMへのアクセスのコヒーレンスが保証されないことになり誤動作を起こす可能性があります。 

このような場合、プログラムで DDR-SDRAMへの書き込み命令と LCDCの起動命令の間に、SYNCO命令を実

行してください。SYNCO命令を実行すると、現在実行しているデータアクセス処理が終了するまで次の命令が起

動されません。 
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12.6 DDRIF基本タイミング 

図 12.5～図 12.14に DDRIFの基本タイミング（例）を示します。 

各タイミングにおいて、T0では DDR-SDRAMがアイドル状態であることを示しています。 

STRに設定する各タイミングは、使用する DDR-SDRAMにより規定されている範囲内としてください。 

なお、DDRIFがサポートする CLは 2.5のみとなります。 

T0 T1 T2 T3 T4 T5 T6 T7 T8 T9 T10

tRCD (SRCD = 1)

CL = 2.5

ACT

(MCLK)

MCS

MRAS

MCAS

MWE

MCLK

CKE

Command

MA13-11

MA9-0

MA10

BA1-0

MDQS

MDQM

MDA

READ PRE

Row

Bank Bank

D0 D1

Hi-Z

Hi-Z

Row

Bank

Col 0

 

図 12.5 DDRIF基本タイミング 

（１バーストリード：1バイト/2バイト/4バイト/8バイトオートプリチャージなし） 
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T0 T1 T2 T3 T4 T5 T6 T7 T8 T9 T10

ACT

(MCLK)

MCS

MRAS

MCAS

MWE

MCLK

CKE

Command

MA13-11

MA9-0

MA10

BA1-0

MDQS

MDQM

MDA

Row

WRITE

Col 0

PRE

Row

Bank Bank Bank

D0 D1

Hi-Z

Hi-Z

tRCD (SRCD = 1)

 

図 12.6 DDRIF基本タイミング 

（1バーストライト：1バイト/2バイト/4バイト/8バイト オートプリチャージなし） 
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T0 T1 T2 T3 T4 T5 T6 T7 T8 T9 T10

CL = 2.5

ACT

(MCLK)

MCS

MRAS

MCAS

MWE

MCLK

CKE

Command

MA13-11

MA9-0

MA10

BA1-0

MDQS

MDQM

MDA

READA ACT

Row

Bank Bank Bank

Row Col 0 Row

Row

D0 D1

Hi-Z

Hi-Z

tRC (SRC = 011)

tRCD (SRCD = 1) tRP (SRP = 0)

tRAS (SRAS = 000)

 

図 12.7 DDRIF 基本タイミング 

（１バーストリード：1バイト/2バイト/4バイト/8バイトオートプリチャージあり） 
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T0 T1 T2 T3 T4 T5 T6 T7 T8 T9 T10

ACT

(MCLK)

MCS

MRAS

MCAS

MWE

MCLK

CKE

Command

MA13-11

MA9-0

MA10

BA1-0

MDQS

MDQM

MDA

Row

WRITEA

Col 0

ACT

Row

Bank

Row

Row

BankBank

D0 D1

Hi-Z

Hi-Z

tRC (SRC = 101)

tRCD (SRCD = 1) tWR (SWR = 0) tRP (SRP = 0)

tRAS (SRAS = 010)

 

図 12.8 DDRIF基本タイミング 

（1バーストライト：1バイト/2バイト/4バイト/8バイト オートプリチャージあり） 
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T0 T1 T2 T3 T4 T5 T6 T7 T8 T9 T10

tRCD (SRCD = 1)

CL = 2.5

ACT

(MCLK)

MCS

MRAS

MCAS

MWE

MCLK

CKE

Command

MA13-11

MA9-0

MA10

BA1-0

MDQS

MDQM

MDA

Row

READ READ READ READ PRE

Col 2Col 0 Col 4 Col 6

Row

Bank Bank Bank Bank Bank Bank
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図 12.9 DDRIF基本タイミング 

（4バーストリード：32バイト オートプリチャージなし） 
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図 12.10 DDRIF基本タイミング（4バーストライト：32バイト オートプリチャージなし） 
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図 12.11 DDRIF基本タイミング（プリチャージオールバンク～バンクアクティブ） 
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図 12.12 DDRIF基本タイミング（モードレジスタ設定） 
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図 12.13 DDRIF基本タイミング（オートリフレッシュ Enter/Exit～バンクアクティブ） 
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図 12.14 DDRIF基本タイミング（セルフリフレッシュ Enter/Exit～コマンド入力） 
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13. PCIコントローラ（PCIC） 

PCIコントローラ（PCIC）は、PCIバスの制御を行い、本 LSI外部バスに接続されるメモリと PCIバスに接続

される PCIデバイス間のデータ転送を行うことができ、PCIバスを用いたシステム設計が容易になると同時に、

コンパクトで高速なデータ転送が可能になります。 

PCICはPCIバスとSuperHywayバス（本LSI内部バス）との間を結ぶバスブリッジとして動作し、PCIバス上のPCI

デバイスから、本LSI外部バスに接続されるメモリなどへの転送チャネルを提供します。 

PCICは、ホストモード、ノーマルモード（非ホストモード）の 2つのモードを持ちます。ホストモードでは PCI

バス上のアービトレーションを行うことができます。ノーマルモードでは PCIバスアービトレーションは外部 PCI

バスアービタによって行われます。 
 

13.1 特長 

PCICには以下の特長があります。 

• PCIのレビジョン2.2のサブセットをサポート 

• 33MHzまたは66MHz動作 

• 32ビットデータバス 

• PCIマスタおよびターゲット機能 

• PCIパワーマネジメントレビジョン1.1をサポート 

• ホストモードおよびノーマルモードをサポート（外部端子MD6で設定） 

• PCIアービタ（ホストモード） 

• 4種類の外部マスタをサポート 

• 擬似ラウンドロビンまたは固定優先順位アービトレーション 

• 外部バスアービタモードをサポート 

• コンフィグレーションメカニズム#1をサポート（ホストモード）。 

• バースト転送をサポート 

• パリティチェックおよびエラーレポート 

• 排多的アクセス（ターゲット時のみ） 

ロックされると、LOCKをアサートしたPCIデバイスからのみアクセス可能。 

【注】ロック転送中においてもSuperHywayバスはロックされません。 

本LSI内部モジュールと外部PCIマスタ間の排他的アクセスは、サポートしていません。 

• PCICがターゲットのとき、PCIバス上のメモリと本LSI外部バス上のメモリ間のスヌープ機能をサポート。 

（キャッシュコヒーレンシは性能を犠牲にすることでサポートできます） 
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• ホストモードでは、4種類の外部割り込み入力（INTA、INTB、INTCおよびINTD）をサポート。 

• ノーマルモードでは、1種類の外部割り込み出力（INTA）をサポート。 

• 本LSIのエンディアンは、ビッグエンディアンおよびリトルエンディアン両方をサポート。 

（ただし、PCIバスはリトルエンディアンで動作） 

• 接続可能なデバイス数 

―33MHz時：4以下 

―66MHz時：1 

 

【注】 1. 以下の PCIの機能はサポートされていません。 

• キャッシュサポート（SBO、SDONE端子なし） 

• アドレスラップアラウンドメカニズム 

• PCI JTAG（本LSIとしてはJTAGをサポートしています） 

• デュアルアドレスサイクル 

• インタラプトアクノリッジサイクル 

• 高速バックトゥバック転送開始（ターゲットデバイスとして動作するときにサポートします） 

• 初期化、システムブート用拡張ROM 

 

 2. PCICは、SHwyクロックと PCICLKクロックのクロック比（SHwyクロック：PCICLKクロック）が（2.1：1）

から（3.3：1）の範囲では使用できません。 
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図 13.1に PCICのブロック図を示します。 

PCIバス

PCI規格信号

SuperHyway

PCICLK入力

PCIRESET

MD6PCIバスインタフェース
（PCIバスアクセス制御）

ターゲット制御
データFIFO

32バイト×2段
（2面）

データFIFO
32バイト×2段
（2面）

SuperHywayバス
インタフェース

割り込み制御

PCIECR

PCIECR ：PCICイネーブル制御レジスタ
【記号説明】

PCIC

割り込み

SuperHywayクロック入力
マスタ制御

コンフィグ／
ローカルレジスタ

レジスタ制御

 

図13.1 PCICブロック図 

PCICは PCIバスインタフェースブロックと SuperHywayバスインタフェースブロックの 2つのブロックからな

ります。 

PCIバスインタフェースブロックは PCIコンフィグレーションレジスタ、ローカルレジスタ、PCIマスタ／ター

ゲット制御からなります。 

SuperHywayバスインタフェースブロックは、PCIバスインタフェースからのアクセスを SuperHywayバスへの

アクセスに変換し、また SuperHywayバスからのアクセス（CPUまたは DMAC）を PCIバスインタフェースブロ

ックへのアクセスに変換する機能を持っています。SuperHywayバスインタフェースブロックにはコントロールレ

ジスタ（PCIECR）、SuperHywayバス→PCIバスアクセス制御ブロック、PCIバス→SuperHywayバスアクセス制

御ブロックからなります。 

割り込み制御は、本 LSIの INTCへの割り込みの発行を制御する機能を持っています。 
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13.2 入出力端子 
表 13.1に PCICの端子構成を示します。 

 

表13.1 端子構成 

端子名 PCI規格信号 入出力 説   明 

AD31～AD0 AD[31:0] 入出力 

（TRI）

アドレスバスとデータバスをマルチプレスクした PCIアドレス／データバス

各バス処理はアドレスフェーズの後に 1つ以上のデータフェーズが続きます。 

CBE3～CBE0 C/BE[3:0] 入出力 

（TRI）

PCIコマンド／バイトイネーブル 

マルチプレクスされたコマンドおよびバイトイネーブル。アドレスフェーズ中

はコマンドタイプを示し、データフェーズ中はバイトイネーブルを示します。 

PAR PAR 入出力 

（TRI）

PCIパリティ信号 

AD[31:0]と C/BE[3:0]間の偶数パリティを生成/検出します。 

PCICLK CLK 入力 PCIクロック 

PCIバスでのすべての処理のタイミングを与えます。 

PCIFRAME FRAME 入出力 

（STRI）

PCIフレーム 

現在のイニシエータによってドライブされ、処理の開始、継続または終了を示

します。 

TRDY TRDY 入出力 

（STRI）

PCIターゲットレディ 

選択されたターゲットによってドライブされます。データ転送可能な状態であ

ることを示します。書き込み中は、ターゲットがデータを受け入れる用意があ

ることを示します。読出し中は、有効なデータが AD[31:0]ライン上に存在す

ることを示します。 

IRDY IRDY 入出力 

（STRI）

PCIイニシエータレディ 

現在のバスマスタによってドライブします。書き込み中は、有効なデータが

AD[31:0]ライン上に存在することを示します。読出し中は、マスタがデータを

受け入れる用意があることを示します。 

STOP STOP 入出力 

（STRI）

PCIストップ 

現在の処理を停止するために選択されたターゲットによってドライブします。 

LOCK LOCK 入出力 

（STRI）

PCIロック 

IDSEL IDSEL 入力 PCIコンフィグレーションデバイス選択 

コンフィグレーションサイクルで PCICを選択するときに入力します 

（ノーマルモードのみ）。 

DEVSEL DEVSEL 入出力 

（STRI）

PCIデバイス選択 

PCICがターゲットとしてそのPCIデバイスのアドレスをデコードしたことを

示します。入力としては、PCICが選択されたことを示します。 
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端子名 PCI規格信号 入出力 説   明 

INTD、 

INTC、 

INTB 

INT[D:B] 入力 割り込み D、C、B 

PCIデバイスが PCI割り込みを要求していることを示します。ホストモード

のみ。 

INTA INTA 入出力 

（出力：

O/D） 

割り込み A 

ホストモードで PCIデバイスが割り込みを要求していることを示します。 

ノーマルモードで PCICが割り込みを要求するために出力します。 

REQ3～REQ1 REQ[3:1] 入力 PCIバスリクエスト（ホストモードのみ） 

GNT3～GNT1 GNT[3:1] 出力 

（TRI）

PCIバスグラント（ホストモードのみ） 

REQ0/REQOUT REQ0 入出力 

（TRI）

PCIバスリクエスト（ホストモードで入力/出力、ノーマルモードで出力） 

GNT0/GNTIN GNT0 入出力 

（TRI）

PCIバスグラント（ホストモードで出力/入力、ノーマルモードで入力） 

SERR SERR 入出力 

（出力：

O/D） 

PCIシステムエラー 

PERR PERR 入出力 

（TRI）

PCIパリティエラー 

PCIRESET ― 出力 PCIリセット出力（ホストモードのみ） 

MD6 ― 入力 PCI動作モード選択 

Low：ノーマルモード（PCICLKによる PCIブリッジ動作） 

High：ホストモード（PCICLKによる PCIブリッジ動作） 

【記号説明】 

 TRI ：トライステート 

 STRI ：サステインドトライステート 

 O/D ：オープンドレイン 

【注】 PCIC関連全端子の機能を選択した後に PCIC関連の割り込みマスクを解除してください。 
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13.3 レジスタの説明 
PCICのレジスタ構成を表 13.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 13.3に示します。

PCIコンフィグレーションレジスタのアドレスおよびオフセットは、リトルエンディアンの場合の値です。 
 

表13.2 レジスタ構成 

レジスタ名称 略 称 

SH*1 

R/W 

PCI*1 

R/W 

P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ*2
 

コントロールレジスタ空間 

PCICイネーブル制御レジスタ PCIECR R/W – H'FE00 0008 H'1E00 0008 32 

PCIコンフィグレーションレジスタ空間 

PCIベンダ IDレジスタ PCIVID R R H'FE04 0000 H'1E04 0000 16 

PCIデバイス IDレジスタ PCIDID R R H'FE04 0002 H'1E04 0002 16 

PCIコマンドレジスタ PCICMD R/W R/W H'FE04 0004 H'1E04 0004 16 

PCIステータスレジスタ PCISTATUS R/WC R/WC H'FE04 0006 H'1E04 0006 16 

PCIレビジョン IDレジスタ PCIRID R R H'FE04 0008 H'1E04 0008 8 

PCIプログラムインタフェースレジスタ PCIPIF R/W R H'FE04 0009 H'1E04 0009 8 

PCIサブクラスコードレジスタ PCISUB R/W R H'FE04 000A H'1E04 000A 8 

PCIベースクラスコードレジスタ PCIBCC R/W R H'FE04 000B H'1E04 000B 8 

PCIキャッシュラインサイズレジスタ PCICLS R R H'FE04 000C H'1E04 000C 8 

PCIレイテンシタイマレジスタ PCILTM R/W R/W H'FE04 000D H'1E04 000D 8 

PCIヘッダタイプレジスタ PCIHDR R R H'FE04 000E H'1E04 000E 8 

PCI BISTレジスタ PCIBIST R R H'FE04 000F H'1E04 000F 8 

PCI I/Oベースアドレスレジスタ PCIIBAR R/W R/W H'FE04 0010 H'1E04 0010 32 

PCIメモリベースアドレスレジスタ 0 PCIMBAR0 R/W R/W H'FE04 0014 H'1E04 0014 32 

PCIメモリベースアドレスレジスタ 1 PCIMBAR1 R/W R/W H'FE04 0018 H'1E04 0018 32 

PCIサブシステムベンダ IDレジスタ PCISVID R/W R H'FE04 002C H'1E04 002C 16 

PCIサブシステム IDレジスタ PCISID R/W R H'FE04 002E H'1E04 002E 16 

PCI拡張機能ポインタレジスタ PCICP R R H'FE04 0034 H'1E04 0034 8 

PCI割り込みラインレジスタ PCIINTLINE R/W R/W H'FE04 003C H'1E04 003C 8 

PCI割り込み端子指定レジスタ PCIINTPIN R/W R H'FE04 003D H'1E04 003D 8 

PCI最小グラント指定レジスタ PCIMINGNT R R H'FE04 003E H'1E04 003E 8 

PCI最大レイテンシ指定レジスタ PCIMAXLAT R R H'FE04 003F H'1E04 003F 8 

PCI拡張機能 IDレジスタ PCICID R R H'FE04 0040 H'1E04 0040 8 

PCI次項目ポインタレジスタ PCINIP R R H'FE04 0041 H'1E04 0041 8 

PCIパワーマネジメントレジスタ PCIPMC R/W R/W H'FE04 0042 H'1E04 0042 16 

PCIパワーマネジメントコントロール／ 

ステータスレジスタ 

PCIPMCSR R/W R/W H'FE04 0044 H'1E04 0044 16 

PCIPMCSRブリッジサポート拡張レジスタ PCIPMCSRBSE R R H'FE04 0046 H'1E04 0046 8 

PCIパワー消費／放散データレジスタ PCIPCDD R/W R H'FE04 0047 H'1E04 0047 8 
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レジスタ名称 略 称 

SH*1 

R/W 

PCI*1 

R/W 

P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ*2
 

PCIローカルレジスタ空間 

PCIコントロールレジスタ PCICR R/W R H'FE04 0100 H'1E04 0100 32 

PCIローカルスペースレジスタ 0 PCILSR0 R/W R H'FE04 0104 H'1E04 0104 32 

PCIローカルスペースレジスタ 1 PCILSR1 R/W R H'FE04 0108 H'1E04 0108 32 

PCIローカルアドレスレジスタ 0 PCILAR0 R/W R H'FE04 010C H'1E04 010C 32 

PCIローカルアドレスレジスタ 1 PCILAR1 R/W R H'FE04 0110 H'1E04 0110 32 

PCI割り込みレジスタ PCIIR R/WC R H'FE04 0114 H'1E04 0114 32 

PCI割り込みマスクレジスタ PCIIMR R/W R H'FE04 0118 H'1E04 0118 32 

PCIエラーアドレス情報レジスタ PCIAIR R R H'FE04 011C H'1E04 011C 32 

PCIエラーコマンド情報レジスタ PCICIR R R H'FE04 0120 H'1E04 0120 32 

PCIアービタ割り込みレジスタ PCIAINT R/WC R H'FE04 0130 H'1E04 0130 32 

PCIアービタ割り込みマスクレジスタ PCIAINTM R/WC R H'FE04 0134 H'1E04 0134 32 

PCIバスマスタエラー情報レジスタ PCIBMIR R R H'FE04 0138 H'1E04 0138 32 

PCI PIOアドレスレジスタ*2 PCIPAR R/W – H'FE04 01C0 H'1E04 01C0 32 

PCIパワーマネジメント割り込みレジスタ PCIPINT R/WC – H'FE04 01CC H'1E04 01CC 32 

PCIパワーマネジメント割り込みマスク 

レジスタ 

PCIPINTM R/W – H'FE04 01D0 H'1E04 01D0 32 

PCIメモリバンクレジスタ 0 PCIMBR0 R/W – H'FE04 01E0 H'1E04 01E0 32 

PCIメモリバンクマスクレジスタ 0 PCIMBMR0 R/W – H'FE04 01E4 H'1E04 01E4 32 

PCIメモリバンクレジスタ 1 PCIMBR1 R/W – H'FE04 01E8 H'1E04 01E8 32 

PCIメモリバンクマスクレジスタ 1 PCIMBMR1 R/W – H'FE04 01EC H'1E04 01EC 32 

PCIメモリバンクレジスタ 2 PCIMBR2 R/W – H'FE04 01F0 H'1E04 01F0 32 

PCIメモリバンクマスクレジスタ 2 PCIMBMR2 R/W – H'FE04 01F4 H'1E04 01F4 32 

PCI I/Oバンクレジスタ PCIIOBR R/W – H'FE04 01F8 H'1E04 01F8 32 

PCI I/Oバンクマスクレジスタ PCIIOBMR R/W – H'FE04 01FC H'1E04 01FC 32 

PCIキャッシュスヌープコントロール 

レジスタ 0 

PCICSCR0 R/W – H'FE04 0210 H'1E04 0210 32 

PCIキャッシュスヌープコントロール 

レジスタ 1 

PCICSCR1 R/W – H'FE04 0214 H'1E04 0214 32 

PCIキャッシュスヌープアドレスレジスタ 0 PCICSAR0 R/W – H'FE04 0218 H'1E04 0218 32 

PCIキャッシュスヌープアドレスレジスタ 1 PCICSAR1 R/W – H'FE04 021C H'1E04 021C 32 

PCI PIO*3データレジスタ PCIPDR R/W – H'FE04 0220 H'1E04 0220 32 

【注】 *1 SH：SuperHywayバス（内部バス）、PCI：PCIローカルバス。R/W欄の「WC」はライトクリア（1の書き込み

でクリア）、「–」はアクセス禁止です。 

 *2 アクセスサイズ以下ではアクセスしないでください。 

 *3 PIO：Programmed I/O 
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表13.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名  称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

コントロールレジスタ空間 

PCICイネーブル制御レジスタ PCIECR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

PCIコンフィグレーションレジスタ空間 

PCIベンダ IDレジスタ PCIVID H'1912 H'1912 保持 保持 

PCIデバイス IDレジスタ PCIDID H'0004 H'0004 保持 保持 

PCIコマンドレジスタ PCICMD H'0080 H'0080 保持 保持 

PCIステータスレジスタ PCISTATUS H'0290 H'0290 保持 保持 

PCIレビジョン IDレジスタ PCIRID H'00 H'00 保持 保持 

PCIプログラムインタフェースレジスタ PCIPIF H'00 H'00 保持 保持 

PCIサブクラスコードレジスタ PCISUB H'00 H'00 保持 保持 

PCIベースクラスコードレジスタ PCIBCC H'00 H'00 保持 保持 

PCIキャッシュラインサイズレジスタ PCICLS H'20 H'20 保持 保持 

PCIレイテンシタイマレジスタ PCILTM H'00 H'00 保持 保持 

PCIヘッダタイプレジスタ PCIHDR H'00 H'00 保持 保持 

PCI BISTレジスタ PCIBIST H'00 H'00 保持 保持 

PCI I/Oベースアドレスレジスタ PCIIBAR H'0000 0001 H'0000 0001 保持 保持 

PCIメモリベースアドレスレジスタ 0 PCIMBAR0 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

PCIメモリベースアドレスレジスタ 1 PCIMBAR1 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

PCIサブシステムベンダ IDレジスタ PCISVID H'0000 H'0000 保持 保持 

PCIサブシステム IDレジスタ PCISID H'0000 H'0000 保持 保持 

PCI拡張機能ポインタレジスタ PCICP H'40 H'40 保持 保持 

PCI割り込みラインレジスタ PCIINTLINE H'00 H'00 保持 保持 

PCI割り込み端子指定レジスタ PCIINTPIN H'01 H'01 保持 保持 

PCI最小グラント指定レジスタ PCIMINGNT H'00 H'00 保持 保持 

PCI最大レイテンシ指定レジスタ PCIMAXLAT H'00 H'00 保持 保持 

PCI拡張機能 IDレジスタ PCICID H'01 H'01 保持 保持 

PCI次項目ポインタレジスタ PCINIP H'00 H'00 保持 保持 

PCIパワーマネジメントレジスタ PCIPMC H'000A H'000A 保持 保持 

PCIパワーマネジメントコントロール／ 

ステータスレジスタ 

PCIPMCSR H'0000 H'0000 保持 保持 

PCIPMCSRブリッジサポート拡張レジスタ PCIPMCSRBSE H'00 H'00 保持 保持 

PCIパワー消費／放散データレジスタ PCIPCDD H'00 H'00 保持 保持 

 



 

13. PCIコントローラ（PCIC） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  13-9 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

名  称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

PCIローカル空間 

PCIコントロールレジスタ PCICR H'0000 00xx H'0000 00xx 保持 保持 

PCIローカルスペースレジスタ 0 PCILSR0 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

PCIローカルスペースレジスタ 1 PCILSR1 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

PCIローカルアドレスレジスタ 0 PCILAR0 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

PCIローカルアドレスレジスタ 1 PCILAR1 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

PCI割り込みレジスタ PCIIR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

PCI割り込みマスクレジスタ PCIIMR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

PCIエラーアドレス情報レジスタ PCIAIR H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 保持 

PCIエラーコマンド情報レジスタ PCICIR H'xx00 000x H'xx00 000x 保持 保持 

PCIアービタ割り込みレジスタ PCIAINT H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

PCIアービタ割り込みマスクレジスタ PCIAINTM H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

PCIバスマスタエラー情報レジスタ PCIBMIR H'0000 00xx H'0000 00xx 保持 保持 

PCI PIOアドレスレジスタ PCIPAR H'80xx xxxx H'80xx xxxx 保持 保持 

PCIパワーマネジメント割り込みレジスタ PCIPINT H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

PCIパワーマネジメント割り込みマスク 

レジスタ 

PCIPINTM H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

PCIメモリバンクレジスタ 0 PCIMBR0 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

PCIメモリバンクマスクレジスタ 0 PCIMBMR0 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

PCIメモリバンクレジスタ 1 PCIMBR1 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

PCIメモリバンクマスクレジスタ 1 PCIMBMR1 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

PCIメモリバンクレジスタ 2 PCIMBR2 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

PCIメモリバンクマスクレジスタ 2 PCIMBMR2 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

PCI I/Oバンクレジスタ PCIIOBR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

PCI I/Oバンクマスクレジスタ PCIIOBMR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

PCIキャッシュスヌープコントロール 

レジスタ 0 

PCICSCR0 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

PCIキャッシュスヌープコントロール 

レジスタ 1 

PCICSCR1 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

PCIキャッシュスヌープアドレスレジスタ0 PCICSAR0 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

PCIキャッシュスヌープアドレスレジスタ1 PCICSAR1 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

PCI PIOデータレジスタ PCIPDR H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 保持 

【記号説明】 x：不定 
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13.3.1 コントロールレジスタ 

（1） PCICイネーブル制御レジスタ（PCIECR） 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

－－－－－－－－－－－－－－－ －

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ENBL－－－－－－－－－－－－－－ －

R/WRRRRRRRRRRRRRR R

PCI R/W：

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 ― すべて 0 SH：R 

PCI：－ 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 ENBL 0 SH：R/W

PCI：－ 

PCICイネーブルビット 

PCICをイネーブルにするためのビットです。本ビットが 0のとき、PCIC

はディスエーブルとなり、CPUおよび外部 PCIデバイスから PCICへのア

クセスは無効となります（PCIECRはアクセス可能）。 

0：PCICディスエーブル 

1：PCICイネーブル 
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13.3.2 PCIコンフィグレーションレジスタ 

コンフィグレーションレジスタは、PCIコンプライアントデバイス中でのコンフィグレーションレジスタ空間

のプログラミングモデルおよび使用ルールを定義します。詳細は、「PCI Local Bus Specification Revision 2.2 

Chapter 6 Configuration Space」を参照してください。 
 

（1） PCIベンダ IDレジスタ（PCIVID） 

このレジスタは、PCIベンダ IDを定義します。 
 

01234567891011121315 14

010010001001100 0

VID

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 VID H'1912 SH：R 

PCI：R 

PCIベンダ ID 

PCI－SIGによって割り当てられた PCIデバイスのベンダ IDを示します。 

ルネサス エレクトロニクスのベンダ IDは H'1912です。 

 

（2） PCIデバイス IDレジスタ（PCIDID） 

このレジスタでは、PCIデバイス IDを定義します。 
 

01234567891011121315 14

001000000000000 0

DID

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 DID H'0004 SH：R 

PCI：R 

PCIデバイス ID 

PCIデバイスのベンダによって割り当てられた SH7763のデバイス IDを示

します。 

SH7763のデバイス IDは H'0004です。 
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（3） PCIコマンドレジスタ（PCICMD） 

PCIコマンドレジスタは、PCIサイクルを発生し応答するために、PCICの基本機能を制御します。0がこのレ

ジスタにライトされると、コンフィグレーションアクセスを除くすべてのアクセスに対しデバイス PCIバスから

論理的に切断されます。 
 

01234567891011121315 14

IOSMSBMSCMWIEVGAPSPERWCCSERREFBBE－－－－－ －

000000010000000 0

R/WR/WR/WRRRR/WR/WR/WRRRRRR R

R/WR/WR/WRRRR/WR/WR/WRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 － すべて 0 SH：R 

PCI：R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 FBBE 0 SH：R 

PCI：R 

高速バックトゥバック制御 

マスタ時に異なるターゲットに対する高速バックトゥバックを発行するか

どうかを設定します。 

0：高速バックトゥバック制御は同じターゲットのみ許す 

1：異なるターゲットに対する高速バックトゥバック制御を許す（未サポ

ート） 

8 SERRE 0 SH：R/W

PCI：R/W

SERR出力制御 

SERRの出力を制御します。 

0：SERR出力ディスエーブル 

1：SERR出力イネーブル 

7 WCC 1 SH：R/W

PCI：R/W

ウェイトサイクル制御 

アドレス／データステッピングを制御します。 

WCC＝1のとき、マスタライト時はアドレスとデータ、マスタリード時は

アドレスのみ、ターゲットリード時はデータのみを 2クロック間出力しま

す。 

0：アドレス／データステッピング制御を禁止する 

1：アドレス／データステッピング制御を許可する 

6 PER 0 SH：R/W

PCI：R/W

パリティエラー応答 

パリティエラーを検出、もしくはパリティエラー報告を受信した場合のデ

バイスの応答を制御します。PER＝1のときのみ、PERRをアサートします。 

0：検出したパリティエラーを無視する 

1：検出したパリティエラーに応答する 

5 VGAPS 0 SH：R 

PCI：R 

VGAパレットスヌープ制御 

0：VGA互換デバイスである 

1：パレットレジスタライトに対応しない（未サポート） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 MWIE 0 SH：R 

PCI：R 

メモリライトアンドインバリデード制御 

マスタのとき、メモリアンドインバリデートコマンドの発行を制御します。 

0：メモリライトを使用する 

1：メモリライトアンドインバリデードコマンドを実行可能（未サポート） 

3 SC 0 SH：R 

PCI：R 

スペシャルサイクル制御 

ターゲット時、スペシャルサイクルをサポートしているかを示します。 

0：スペシャルサイクルを無視する 

1：スペシャルサイクルを監視する（未サポート） 

2 BM 0 SH：R/W

PCI：R/W

PCIバスマスタ制御 

バスマスタ動作を制御します。 

0：バスマスタ動作不可 

1：バスマスタとして動作可能 

1 MS 0 SH：R/W

PCI：R/W

メモリ空間制御 

ターゲット時、メモリ空間へのアクセスを制御します。本ビットが 0のと

き、PCICに対するメモリ転送はすべてマスタアボートで終了します。 

0：メモリ空間へのアクセスに応答しない 

1：メモリ空間へのアクセスに応答する 

0 IOS 0 SH：R/W

PCI：R/W

I/O空間制御 

ターゲット時、I/O空間へのアクセスを制御します。本ビットが 0のとき、

PCICに対する I/O転送はすべてマスタアボートで終了します。 

0：I/O空間へのアクセスに応答しない 

1：I/O空間へのアクセスに応答する 

 

（4） PCIステータスレジスタ（PCISTATUS） 

PCIステータスレジスタは、PCIバス関連のイベントのステータス情報を記録するために使用します。リザーブ

ビットは、読み出されるとゼロを返す読出し専用となります。 

このレジスタからの読出しは、通常通り行われます。書き込みの場合、ライトクリア（WC）ビットはリセット

できますが設定はできません。クリアするビットには 1を書き込んでください。たとえば、ビット 14をクリアし

他のビットに影響を与えないようにするには、本レジスタに B'0100 0000 0000 0000の値を書き込む必要がありま

す。 
 

01234567891011121315 14

－－－－CL66C－FBBCMDPEDEVSELSTARTARMADPE SSE

000010010100000 0

RRRRRR/WRRR/WCRRR/WCR/WCR/WCR/WC R/WC

RRRRRRRRR/WCRRR/WCR/WCR/WCR/WC R/WC

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 DPE 0 SH：R/WC

PCI：R/WC

パリティエラー検出ステータス 

PCICがマスタ時のリードデータ、またはターゲット時のライトデータにパ

リティエラーが検出されたことを示します。パリティエラー応答ビットの

値に関係なく、本ビットは設定されます。 

0：パリティエラーを検出していない 

1：パリティエラーを検出した 

14 SSE 0 SH：R/WC

PCI：R/WC

システムエラー出力ステータス 

PCICが SERRをアサートしたことを示します。 

0：SERRをアサートしていない 

1：SERRをアサートした（クリアされるまで値を保持） 

13 RMA 0 SH：R/WC

PCI：R/WC

マスタアボート受信ステータス 

PCICがマスタ時にマスタアボートでトランザクションが終了したことを

示します。 

0：マスタアボートを使用したトランザクションの終了はない 

1：バスマスタが、マスタアボートによるトランザクションの終了を検

出した。ただし、スペシャルサイクルでのマスタアボートでは、設定

されない 

12 RTA 0 SH：R/WC

PCI：R/WC

ターゲットアボート受信ステータス 

PCICがマスタ時に、ターゲットアボートでトランザクションを終了したこ

とを示します。 

0：ターゲットアボートを使用したトランザクションの終了はない 

1：バスマスタが、ターゲットアボートによるトランザクションの終了を

検出した 

11 STA 0 SH：R/WC

PCI：R/WC

ターゲットアボート実行ステータス 

PCICがターゲット時に、ターゲットアボートでトランザクションを終了さ

せたことを示します。 

0：ターゲットアボートを使用したトランザクションの終了を行っていな

い 

1：ターゲットアボートによるトランザクションの終了を行った 

10、9 DEVSEL 01 SH：R 

PCI：R 

DEVSELタイミングステータス 

PCICがターゲット時の DEVSEL応答タイミングを示します。 

00：高速（未サポート） 

01：中速 

10：低速（未サポート） 

11：予約 

8 MDPE 0 SH：R/WC

PCI：R/WC

データパリティステータス 

PCICがマスタ時、PERRをアサート、または PERRを検出したことを示し

ます。パリティエラー応答ビットが 1のときのみ本ビットが設定されます。 

0：データパリティエラーが発生していない 

1：データパリティエラーが発生した 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 FBBC 1 SH：R 

PCI：R 

高速バックトゥバックステータス 

PCICがターゲット時に異なるターゲットに対する高速バックトゥバック

転送が受けられるかを示します。 

0：ターゲットは、異なるターゲットに対する高速バックトゥバックトラ

ンザクションに対応していない 

1：ターゲットは、異なるターゲットに対する高速バックトゥバックトラ

ンザクションに対応している 

6 － 0 SH：R 

PCI：R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5 66C 0 SH：R/W 

PCI：R 

66MHz動作可能ステータス 

PCICが 66MHzで動作可能であるかを示します。 

0：33MHz動作可能 

1：66MHz動作可能 

4 CL 1 SH：R 

PCI：R 

PCIパワーマネジメント：拡張機能 

PCIパワーマネジメントをサポートしているかを示します。 

0：パワーマネジメント未サポート 

1：パワーマネジメントサポート 

3～0 － すべて 0 SH：R 

PCI：R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

（5） PCIレビジョン IDレジスタ（PCIRID） 

PCIレビジョン IDレジスタは、PCIデバイスに固有なレビジョンの識別子を示します。 

 
01234567

00000000

RID

RRRRRRRR

RRRRRRRR

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 RID H'00 SH：R 

PCI：R 

レビジョン ID 

PCICのレビジョンレベルを示します。初期値は H'00です。 

RIDの値は PCICの論理バージョンにより異なり、今後変更される場合があ

ります。 
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（6） PCIプログラムインタフェースレジスタ（PCIPIF） 

このレジスタは、IDEコントローラクラスコードのプログラミングインタフェ－スです。コード値の詳細につ

いては、「PCI Local Bus Specification Revision 2.2 Appendix D」を参照してください。 
 

RRRRRRRR

01234567

00000000

OMPPIPOMSPIS－－－MIDED

R/WR/WR/WR/WRRRR/W

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 MIDED 0 SH：R/W

PCI：R 

PCIマスタ IDEデバイス 

PCIマスタ IDEデバイスを指定します。 

0：PCIスレーブ IDEデバイス 

1：PCIマスタ IDEデバイス 

PCIC内部レジスタ初期化中（PCICR.CFINIT＝0）に本ビットに書き込むと

本ビットの値を更新しますが、初期化終了（PCICR.CFINIT＝1）以降に書

き込んでも値は更新されません。 

6～4 － すべて 0 SH：R 

PCI：R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 PIS 0 SH：R/W

PCI：R 

PCIプログラマブルインジケータ（セカンダリ） 

PCIC内部レジスタ初期化中（PCICR.CFINIT＝0）に本ビットに書き込むと

本ビットの値を更新しますが、初期化終了（PCICR.CFINIT＝1）以降に書

き込んでも値は更新されません。 

2 OMS 0 SH：R/W

PCI：R 

PCIオペレーティングモード（セカンダリ） 

PCIC内部レジスタ初期化中（PCICR.CFINIT＝0）に本ビットに書き込むと

本ビットの値を更新しますが、初期化終了（PCICR.CFINIT＝1）以降に書

き込んでも値は更新されません。 

1 PIP 0 SH：R/W

PCI：R 

PCIプログラマブルインジケータ（プライマリ） 

PCIC内部レジスタ初期化中（PCICR.CFINIT＝0）に本ビットに書き込むと

本ビットの値を更新しますが、初期化終了（PCICR.CFINIT＝1）以降に書

き込んでも値は更新されません。 

0 OMP 0 SH：R/W

PCI：R 

PCIオペレーティングモード（プライマリ） 

PCIC内部レジスタ初期化中（PCICR.CFINIT＝0）に本ビットに書き込むと

本ビットの値を更新しますが、初期化終了（PCICR.CFINIT＝1）以降に書

き込んでも値は更新されません。 
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（7） PCIサブクラスコードレジスタ（PCISUB） 

このレジスタは、サブクラスコードを定義します。コード値の詳細については、「PCI Local Bus Specification 

Revision 2.2 Appendix D」を参照してください。 
 

01234567

00000000

SUB

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

RRRRRRRR

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 SUB H'00 SH：R/W

PCI：R 

サブクラスコード 

サブクラスコードを示します。初期値は H'00です。 

 

（8） PCIベースクラスコードレジスタ（PCIBCC） 

このレジスタは、ベースクラスコードを定義します。コード値の詳細については、「PCI Local Bus Specification 

Revision 2.2 Appendix D」を参照してください。 
 

01234567

00000000

BCC

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

RRRRRRRR

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 BCC H'00 SH：R/W

PCI：R 

ベースクラスコード 

ベースクラスコードを示します。初期値は H'00です。 

 

（9） PCIキャッシュラインサイズレジスタ（PCICLS） 
 

01234567

00000100

CLS

RRRRRRRR

RRRRRRRR

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 CLS H'20 SH：R 

PCI：R 

キャッシュラインサイズ 

メモリターゲットはキャッシュ未サポートのため、SBO、SDONを無視し

ます。 
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（10）PCIレイテンシタイマレジスタ（PCILTM） 
 

01234567

00000000

LTM

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 LTM H'00 SH：R/W

PCI：R/W

レイテンシタイマレジスタ 

PCICがマスタ時、PCIバスの最大占有時間をクロック数で指定します。 

 

（11）PCIヘッダタイプレジスタ（PCIHDR） 
 

RRRRRRRR

01234567

00000000

HDRMFE

RRRRRRRR

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 MFE 0 SH：R 

PCI：R 

多機能ステータス 

デバイスが多機能か単機能かを示します。 

0：単機能デバイス 

1：デバイスは 2から 8までの多機能デバイスを持っている（未サポート） 

6～0 HDR H'00 SH：R 

PCI：R 

コンフィグレーションレイアウトタイプ 

コンフィグレーションレジスタのレイアウトタイプを示します。 

H'00：タイプ 00hのレイアウトをサポート 

H'01：タイプ 01hのレイアウトをサポートする（未サポート） 
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（12）PCI BISTレジスタ（PCIBIST） 
 

RRRRRRRR

01234567

00000000

－－－－－－－BISTC

RRRRRRRR

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 BISTC 0 SH：R 

PCI：R 

BIST機能の制御とステータスに使用します。 

0：機能なし 

1：機能あり（未サポート） 

6～0 – すべて 0 SH：R 

PCI：R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

（13）PCI I/Oベースアドレスレジスタ（PCIIBAR） 

このレジスタは、PCIローカルバス仕様で定義されている PCIコンフィグレーション空間ヘッダの I/Oベースア

ドレスレジスタです。PCIIBARでは PCICの I/O空間（PCIC制御レジスタ領域）のベースアドレスを指定します。 

「13.4.4（2） PCIC I/O空間へのアクセス」を参照してください。 
 

01234567891011121315 14

ASI－IOB (lower)IOB (upper)

100000000000000 0

RRRRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

RRRRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

161718192021222324252627282931 30

IOB (upper)

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 IOB 

(upper) 

H'0000 00 SH：R/W

PCI：R/W

I/O空間ベースアドレス（上位 24ビット） 

PCIC内の I/O空間（PCIC制御レジスタ領域）に対するベースアドレス上

位 24ビットを指定します。 

7～2 IOB 

(lower) 

0000 00 SH：R 

PCI：R 

I/O空間ベースアドレス（下位 6ビット） 

ハードウェアで 0000 00に固定されています。 

1 – 0 SH：R 

PCI：R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 ASI 1 SH：R 

PCI：R 

アドレス空間インジケータ 

このレジスタが示すベースアドレスが、I/O空間かメモリ空間かを示します。 

0：メモリ空間 

1：I/O空間 
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（14）PCIメモリベースアドレスレジスタ 0（PCIMBAR0） 

このレジスタは、PCIローカルバス仕様で定義されている PCIコンフィグレーション空間ヘッダのメモリベー

スアドレスレジスタです。PCIMBAR0では SuperHywayバス（本 LSI内部バス）のメモリ空間 0（ローカルアドレ

ス空間 0）のベースアドレスを指定します。 

「13.4.4（1） 本 LSIメモリ空間へのアクセス」を参照してください。 
 

01234567891011121315 14

ASILAT—MBA (lower)

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR R

161718192021222324252627282931 30

MBA (upper) MBA (lower)

000000000000000 0

RRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

RRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～20 MBA 

(upper) 

H'000 SH：R/W

PCI：R/W

メモリ空間 0ベースアドレス（上位 12ビット） 

ローカルアドレス空間 0（本 LSIの SuperHywayバスアドレス空間）に対す

るベースアドレス上位 12ビットを指定します。 

PCILSR0.LSRで指定したローカルアドレス空間の容量によって、MBA

（upper）の有効ビットは下記のようになります。 

ローカルアドレス MBA（upper） 

LSR（[28:20]） 空間 0の容量          の有効ビット 

0 0000 0000             1Mバイト             [31:20] 

0 0000 0001             2Mバイト             [31:21] 

0 0000 0011             4Mバイト             [31:22] 

      :                      :                    : 

0 1111 1111             256Mバイト           [31:28] 

1 1111 1111             512Mバイト           [31:29] 

19～4 MBA 

(lower) 

H'0000 SH：R 

PCI：R 

メモリ空間 0ベースアドレス（下位 16ビット） 

ハードウェアで H'0000に固定されています。 

3 － 0 SH：R 

PCI：R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 



 

13. PCIコントローラ（PCIC） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  13-21 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2、1 LAT 00 SH：R 

PCI：R 

メモリタイプ 

ローカルアドレス空間 0のメモリタイプを示します。 

00：ベースアドレスは 32ビット幅、32ビット空間に設定可能 

01：リザーブ 

10：ベースアドレスは 64ビット幅（未サポート） 

11：リザーブ 

0 ASI 0 SH：R 

PCI：R 

アドレス空間インジケータ 

このレジスタが示すベースアドレスが、I/O空間かメモリ空間かを示します。 

0：メモリ空間 

1：I/O空間 

 

（15）PCIメモリベースアドレスレジスタ 1（PCIMBAR1） 

このレジスタは、PCIローカルバス仕様で定義されている PCIコンフィグレーション空間ヘッダのメモリベー

スアドレスレジスタです。PCIMBAR1では SuperHywayバス（本 LSI内部バス）のメモリ空間 1（ローカルアドレ

ス空間 1）のベースアドレスを指定します。 

「13.4.4（1） 本 LSIメモリ空間へのアクセス」を参照してください。 

 

01234567891011121315 14

ASILAT—MBA (lower)

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR R

161718192021222324252627282931 30

MBA (upper) MBA (lower)

000000000000000 0

RRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

RRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～20 MBA 

(upper) 

H'000 SH：R/W

PCI：R/W

メモリ空間 1ベースアドレス（上位 12ビット） 

ローカルアドレス空間 1（本 LSIの SuperHywayバスアドレス空間）に対

するベースアドレス上位 12ビットを指定します。 

PCILSR1.LSRで指定したローカルアドレス空間の容量によって、MBA

（upper）の有効ビットは下記のようになります。 

 ローカルアドレス  MBA（upper） 

LSR（[28:20]） 空間 1の容量 の有効ビット 

0 0000 0000              1Mバイト                [31:20] 

0 0000 0001              2Mバイト                [31:21] 

0 0000 0011              4Mバイト                [31:22] 

      :                       :                       : 

0 1111 1111              256Mバイト              [31:28] 

1 1111 1111              512Mバイト              [31:29] 

19～4 MBA 

(lower) 

H'0000 SH：R 

PCI：R 

メモリ空間 1ベースアドレス（下位 16ビット） 

ハードウェアで H'0000に固定されています。 

3 － 0 SH：R 

PCI：R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2、1 LAT 00 SH：R 

PCI：R 

メモリタイプ 

ローカルアドレス空間 1のメモリタイプを示します。 

00：ベースアドレスは 32ビット幅、32ビット空間に設定可能 

01：リザーブ 

10：ベースアドレスは 64ビット幅（未サポート） 

11：リザーブ 

0 ASI 0 SH：R 

PCI：R 

アドレス空間インジケータ 

このレジスタが示すベースアドレスが、I/O空間かメモリ空間かを示します。 

0：メモリ空間 

1：I/O空間 
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（16）PCIサブシステムベンダ IDレジスタ（PCISVID） 

「PCI Local Bus Specification Rev.2.2」の各種レジスタについての説明を参照してください。 

 
01234567891011121315 14

SVID

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 SVID H'0000 SH：R/W 

PCI：R 

サブシステムベンダ ID 

PCICのサブシステムベンダ IDを指定します。初期値は H'0000です。 

PCIC内部レジスタ初期化中（PCICR.CFINIT＝0）に本ビットに書き込むと

本ビットの値を更新しますが、初期化終了（PCICR.CFINIT＝1）以降に書

き込んでも値は更新されません。 

 

（17）PCIサブシステム IDレジスタ（PCISID） 

「PCI Local Bus Specification Rev.2.2」の各種レジスタについての説明を参照してください。 

 
01234567891011121315 14

SID

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 SID H'0000 SH：R/W 

PCI：R 

サブシステム ID 

PCICのサブシステム IDを指定します。初期値は H'0000です。 

PCIC内部レジスタ初期化中（PCICR.CFINIT＝0）に本ビットに書き込むと

本ビットの値を更新しますが、初期化終了（PCICR.CFINIT＝1）以降に書

き込んでも値は更新されません。 

 



 

13. PCIコントローラ（PCIC） 

13-24  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

（18）PCI拡張機能ポインタレジスタ（PCICP） 

このレジスタは、PCI Power Management Specificationで定義された PCIコンフィグレーションレジスタの拡張機

能ポインタレジスタです。 

 
ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：

01234567

00000010

CP

RRRRRRRR

RRRRRRRR  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 CP H'40 SH：R 

PCI：R 

拡張機能ポインタ 

拡張機能（パワーマネジメント）IDレジスタのアドレスオフセットを示し

ます。 

 

（19）PCI割り込みラインレジスタ（PCIINTLINE） 
 

01234567

00000000

INTLINE

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 INTLINE H'00 SH：R/W 

PCI：R/W

PCI割り込みライン 

本 LSIからの PCI割り込み経路の情報を設定します。初期化時にシステム

ソフトウェアにより設定します。初期値は H'00です。 

なお、INTLINEの設定値は、本 LSIの動作には影響を与えません。 
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（20）PCI割り込み端子指定レジスタ（PCIINTPIN） 
 

01234567

10000000

INTPIN

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

RRRRRRRR

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 INTPIN H'01 SH：R/W 

PCI：R 

割り込み端子指定 

PCICから PCI割り込み出力する場合、接続先としてどの割り込み端子を使

用するかを指定します。初期値は H'01です。 

H'00：PCI割り込み端子を使用しない 

H'01：INTAを使用する 

H'02：INTBを使用する 

H'03：INTCを使用する 

H'04：INTDを使用する 

H'05～H'FF：リザーブ 

 

（21）最小グラント指定レジスタ（PCIMINGNT） 

このレジスタは設定できません。 
 

01234567

00000000

MINGNT

RRRRRRRR

RRRRRRRR

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 MINGNT H'00 SH：R 

PCI：R 

最小グラント指定 

PCIマスタデバイスが必要とするバースト期間を指定します。（未サポー

ト） 
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（22）最大レイテンシ指定レジスタ（PCIMAXLAT） 

このレジスタは設定できません。 
 

01234567

00000000

MAXLAT

RRRRRRRR

RRRRRRRR

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 MAXLAT H'00 SH：R 

PCI：R 

最大レイテンシ指定（MILAT7～0） 

PCIマスタデバイスがバス権を要求してから獲得するまでの最大時間を指

定します。（未サポート） 

 

（23）PCI拡張機能 IDレジスタ（PCICID） 

PCIの拡張機能の IDを示します。 
 

01234567

10000000

CID

RRRRRRRR

RRRRRRRR

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 CID H'01 SH：R 

PCI：R 

拡張機能 ID 

拡張機能の IDを示します。 

H'01：拡張機能はパワーマネジメント機能であることを示します。 

 

（24）PCI次項目ポインタレジスタ（PCINIP） 

次項目ポインタレジスタは、機能の拡張機能リスト内の位置を示します。 
 

01234567

00000000

NIP

RRRRRRRR

RRRRRRRR

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 NIP H'00 SH：R 

PCI：R 

次項目ポインタ 

H'00：パワーマネジメント機能はリスト内の最終項目であることを示し

ます。 
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（25）PCIパワーマネジメントレジスタ（PCIPMC） 

PCIパワーマネジメントレジスタは、パワーマネジメントに関連する機能情報を提供するレジスタです。詳細

は、「PCI Bus Power Management Interface Specification Revision 1.1 Chapter 3 PCI Power Management 

Interface」を参照してください。PCIC内部レジスタ初期化中（PCICR.CFINIT＝0のとき）に設定する必要があり

ます。 
 

01234567891011121315 14

PMVPMEC－DSI－－－D1SD2SPMCS

010100000000000 0

R/WR/WR/WR/WRRRRRR/WR/WRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～11 PMCS 00000 SH：R 

PCI：R 

PMEサポート 

この 5ビットフィールドは、機能により PMEをアサートするパワーの状態

を示します。すべてのビットに関して 0は、パワーがその状態のとき機能

が PME信号をアサートできないことを示します。（未サポート） 

（ビット 11）xxxx1：PMEは D0からアサートできる 

（ビット 12）xxx1x：PMEは D1からアサートできる 

（ビット 13）xx1xx：PMEは D2からアサートできる 

（ビット 14）x1xxx：PMEは D3 hotからアサートできる 

（ビット 15）1xxxx：PMEは D3 coldからアサートできる 

【注】 本 LSI PCICには PME端子はありません。 

10 D2S 0 SH：R/W 

PCI：R 

D2サポート 

このビットが 1ならば、この機能は D2パワーマネジメント状態をサポート

します。D2をサポートしない機能は、本ビットに常に 0を返す必要があり

ます。 

9 D1S 0 SH：R/W 

PCI：R 

D1サポート 

このビットが 1ならば、この機能は D1パワーマネジメント状態をサポート

します。D1をサポートしない機能は、本ビットに常に 0を返す必要があり

ます。 

8～6 – すべて 0 SH：R 

PCI：R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5 DSI 0 SH：R 

PCI：R 

DSI 

PCIC固有の初期化を必要とするかどうかを示します。 

0：固有の初期化は不要であることを示します。 

4 – 0 SH：R 

PCI：R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 PMEC 1 SH：R/W 

PCI：R 

PCI PMEクロック 

PMEをサポートするのにクロックが必要か否かを指定します。 

0：PMEサポートのためのクロックは不要であることを示します。 

【注】 本 LSIの PCICには PME端子はありません。 

2～0 PMV 010 SH：R/W 

PCI：R 

バージョン 

パワーマネジメント仕様のバージョンを示します。 

010：パワーマネジメント仕様がレビジョン 1.1であることを示します。 

 

（26）PCIパワーマネジメントコントロール／ステータスレジスタ（PCIPMCSR） 

このレジスタは、PCI機能の PME（パワーマネジメントイベント）を管理します。詳細は、「PCI Bus Power 

Management Interface Specification Revision 1.1 Chapter 3 PCI Power Management Interface」を参照してくださ

い。 
 

01234567891011121315 14

PS－ －－－－－PME
ENDSLDSCPMES

000000000000000 0

R/WR/WRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 PMES 0 SH：R 

PCI：R 

PMEステータス 

PME端子の状態を表示するビットです（未サポート）。 

【注】 本 LSI PCICには PME端子はありません。 

14、13 DSC 00 SH：R 

PCI：R 

データスケール 

データフィールドの値のスケーリング値を指定します（未サポート）。 

12～9 DSL 0000 SH：R 

PCI：R 

データセレクト 

データフィールドに出力する値の選択をします（未サポート）。 

8 PMEEN 0 SH：R 

PCI：R 

PMEイネーブル 

PME信号出力制御を行います（未サポート）。 

【注】 本 LSIの PCICには PME端子はありません。 

7～2 – すべて 0 SH：R 

PCI：R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 PS 00 SH：R/W 

PCI：R/W

パワーステート 

パワーステートを指定します。 

未サポートステートを指定しても、ステート遷移はしませんが、レジスタ

への書き込みは正常終了し、エラー表示も行いません。 

00：D0ステート 

01：D1ステート 

10：D2ステート 

11：D3 hotステート（電源オフ状態） 
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（27）PCIPMCSRブリッジサポート拡張レジスタ（PCIPMCSRBSE） 

このレジスタは、PCIブリッジに特有な機能をサポートし、すべての PCI-to-PCIブリッジに必要となります。 
 

01234567

00000000

－－－－－－B2B3NBPC
CEN

RRRRRRRR

RRRRRRRR

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 BPCCEN 0 SH：R 

PCI：R 

バスパワー／クロックコントロールメカニズムを禁止するとシステムソフ

トは、ブリッジの PCI PMCSRパワーステートフィールドを、ブリッジの 

2次バスのパワーまたはクロックを制御には使用しません。 

6 B2B3N 0 SH：R 

PCI：R 

このビットの状態は、機能を D3 hotにするプログラミングの結果として、

発生する動作を決定します。 

0：ブリッジ機能が D3 hotにプログラムされた場合、2次バスへの電源供給

が停止する（B3）ことを示します。 

1：ブリッジ機能が D3 hotにプログラムされた場合、2次バスの PCIクロ

ックが停止する（B2）ことを示します。 

このビットは、ビット 7（BPCCEN）が 1の場合のみ有効です。 

5～0 – すべて 0 SH：R 

PCI：R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

（28）PCIパワー消費／放散データ（PCIPCDD） 

データレジスタは、8ビットのレジスタで、状態に依存した消費パワーや熱放散などの動作データを通知する機

能を持ちます。詳細は、「PCI Bus Power Management Interface Specification Revision 1.1 Chapter 3 PCI Power 

Management Interface」を参照してください。 
 

01234567

00000000

PCDD

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

RRRRRRRR

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 PCDD H'00 SH：R/W 

PCI：R 

このレジスタは PMCSR.DSLフィールドから要求された状態依存データを

通知するのに使用します。 

このレジスタの値は、PCIPMCSR.DSCフィールドから通知された値によっ

てスケールされます。 
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13.3.3 PCIローカルレジスタ 

（1） PCIコントロールレジスタ（PCICR） 

PCICRは、PCICの動作を設定する 32ビットのレジスタです。 

このレジスタへの書き込みは、ビット 31～24の値が H'A5の時のみ有効となります。 
 

R/WR/WR/WRRRR/WRR/WR/WR/WR/WRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

RRRRRRRRRRRRRRR R

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

01234567891011121315 14

0000－－000000000 0

RST
CTL

CFI 
NITIOCS－－－BMAM－TBSPFEFTOPFCS－－－ －

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 – H'00 SH：R/W

PCI：R 

リザーブビット 

本レジスタのビット 11～8、6、3～0に書き込むときのみ H'A5に設定してく

ださい（書き込んでください）。読み出すと常に 0が読み出されます。 

23～12 – すべて 0 SH：R 

PCI：R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11 PFCS 0 SH：R/W

PCI：R 

PCIプリフェッチコマンドセッティング 

ターゲットメモリアクセス時のプリフェッチサイズを指定します。本ビット

は PFEビットが 1の時のみ有効です。 

0：常に 8バイトプリフェッチを行います。 

1：常に 32バイトプリフェッチを行います。 

10 FTO 0 SH：R/W

PCI：R 

TRDYコントロールイネーブル 

ターゲットアクセス時のディスコネクト発生の 5PCICLKクロック前に、

TRDYをネゲートする機能を設定します。 

0：ディスエーブル 

1：イネーブル 

9 PFE 0 SH：R/W

PCI：R 

PCIプリフェッチイネーブル 

ターゲットメモリアクセス時にプリフェッチを行うかどうかを指定します。 

0：ディスエーブル 

1：イネーブル 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

8 TBS 0 SH：R/W

PCI：R 

バイトスワップ 

データのバイトを入れ替えるかを指定します。 

0：データをそのまま転送 

1：データのバイトを入れ替え転送 

【注】詳細は、｢13.4.3（5） エンディアン｣および｢13.4.4（6） エンディ

アン｣を参照してください。 

7 － 0 SH：R 

PCI：R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6 BMAM 0 SH：R/W

PCI：R 

バスマスタアービトレーション 

PCICがホスト動作時に、PCICの PCIバスアービトレーションモードを制御

します。PCICがノーマル動作時には本ビットの値は無視されます。 

0：優先順位固定（PCIC＞デバイス 0＞デバイス 1＞デバイス 2＞ 

デバイス 3） 

1：擬似ラウンドロビン（バス権を持つデバイスの優先度を次のアクセスで

は一番低く設定します） 

5、4 － 不定 SH：R 

PCI：R 

リザーブビット 

読み出すと不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

3 － 0 SH：R 

PCI：R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 IOCS 0 SH：R/W

PCI：R 

INTA出力 

INTA出力のソフト制御を行います。PCICがノーマル動作時のみ有効です。 

0：INTA端子はハイインピーダンス 

（外部プルアップ抵抗でハイにドライブされる） 

1：INTAサート（ロー出力） 

1 RSTCTL 0 SH：R/W

PCI：R 

PCIRESET出力 

PCIRESET出力のソフト制御を行います。パワーオンリセット中もアサート

されます。PCICがホスト時のみ有効です。 

0：PCIRESETをネゲート（ハイ出力） 

1：PCIRESETアサート（ロー出力） 

0 CFINIT 0 SH：R/W

PCI：R 

PCIC内部レジスタ初期化制御 

PCIC内部レジスタの初期化終了後、このビットを 1に設定してください。

このビットをセットすることにより、PCIバスからのアクセスが可能となり

ます。初期化中は、ホスト動作時には PCIバス上の他のデバイスにバス権を

与えません。ノーマル動作時には PCIバスからのアクセスを受け付けず、リ

トライを返します。 

0：初期化中 

1：初期化終了 
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（2） PCIローカルスペースレジスタ 0（PCILSR0） 

｢13.4.4（1） 本 LSIメモリ空間へのアクセス｣を参照してください。 
 

RRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR R

RRRRRRRRRRRRRRR R

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－－－LSR－－ －

R/WRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR R

000000000000000 0

MBA
RE－－－－－－－－－－－－－－ －

01234567891011121315 14

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 SH：R 

PCI：R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

28～20 LSR 0 0000 0000 SH：R/W

PCI：R 

ローカルアドレス空間 0の容量（9ビット） 

ローカルアドレス空間 0（本 LSIの SuperHywayバスアドレス空間）の容

量をバイト数で指定します。 

指定する値は、（容量－1）Mバイトを指定してください。すべて 0を指定

すると、1Mバイトの空間が確保されます（初期値）。 

0 0000 0000：1Mバイト 

0 0000 0001：2Mバイト 

0 0000 0011：4Mバイト 

0 0000 0111：8Mバイト 

0 0000 1111：16Mバイト 

0 0001 1111：32Mバイト 

0 0011 1111：64Mバイト 

0 0111 1111：128Mバイト 

0 1111 1111：256Mバイト 

1 1111 1111：512Mバイト 

上記以外：設定禁止 

19～1 － すべて 0 SH：R 

PCI：R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 MBARE 0 SH：R/W

PCI：R 

PCIメモリベースアドレスレジスタ 0イネーブル 

本ビットを 1にすることでローカルアドレス空間 0へのアクセスが可能と

なります。 

0：PCIMBAR0ディスエーブル 

1：PCIMBAR0イネーブル 
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（3） PCIローカルスペースレジスタ 1（PCILSR1） 

｢13.4.4（1） 本 LSIメモリ空間へのアクセス｣を参照してください。 
 

RRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR R

RRRRRRRRRRRRRRR R

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－－－LSR－－ －

R/WRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR R

000000000000000 0

MBA
RE－－－－－－－－－－－－－－ －

01234567891011121315 14

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 SH：R 

PCI：R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

28～20 LSR 0 0000 0000 SH：R/W

PCI：R 

ローカルアドレス空間 1の容量（9ビット） 

ローカルアドレス空間 1（本 LSIの SuperHywayバスアドレス空間）の容

量をバイト数で指定します。 

指定する値は、（容量－1）Mバイトを指定してください。すべてゼロを指

定すると、1Mバイトの空間が確保されます（初期値）。 

0 0000 0000：1Mバイト 

0 0000 0001：2Mバイト 

0 0000 0011：4Mバイト 

0 0000 0111：8Mバイト 

0 0000 1111：16Mバイト 

0 0001 1111：32Mバイト 

0 0011 1111：64Mバイト 

0 0111 1111：128Mバイト 

0 1111 1111：256Mバイト 

1 1111 1111：512Mバイト 

上記以外：設定禁止 

19～1 － すべて 0 SH：R 

PCI：R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 MBARE 0 SH：R/W

PCI：R 

PCIメモリベースアドレスレジスタ 1イネーブル 

本ビットを 1にすることでローカルアドレス空間 1へのアクセスが可能と

なります。 

0：PCIMBAR1ディスエーブル 

1：PCIMBAR1イネーブル 
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（4） PCIローカルアドレスレジスタ 0（PCILAR0） 

｢13.4.4（1） 本 LSIメモリ空間へのアクセス｣を参照してください。 
 

RRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

RRRRRRRRRRRRRRR R

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－－－LAR

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR R

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

01234567891011121315 14

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～20 LAR H'000 SH：R/W

PCI：R 

ローカルアドレス 0（12ビット） 

ローカルアドレス空間 0（本 LSIの SuperHywayバスアドレス空間）の先

頭アドレスのビット 31～20を指定します。 

PCILSR0.LSRで指定したローカルアドレス空間の容量によって、LARの有

効ビットは下記のようになります。 

PCILSR0.LSR （[28:20]）＝0 0000 0000：LARの有効ビットは[31:20] 

PCILSR0.LSR （[28:20]）＝0 0000 0001：LARの有効ビットは[31:21] 

PCILSR0.LSR （[28:20]）＝0 0000 0011：LARの有効ビットは[31:22] 

                  :               ：       : 

PCILSR0.LSR （[28:20]）＝0 1111 1111：LARの有効ビットは[31:28] 

PCILSR0.LSR （[28:20]）＝1 1111 1111：LARの有効ビットは[31:29] 

19～0 － すべて 0 SH：R 

PCI：R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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（5） PCIローカルアドレスレジスタ 1（PCILAR1） 

｢13.4.4（1） 本 LSIメモリ空間へのアクセス｣を参照してください。 
 

RRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

RRRRRRRRRRRRRRR R

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－－－LAR

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR R

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

01234567891011121315 14

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～20 LAR H'000 SH：R/W

PCI：R 

ローカルアドレス 1（12ビット） 

ローカルアドレス空間 1（本 LSIの SuperHywayバスアドレス空間）の先

頭アドレスのビット 31～20を指定します。 

PCILSR1.LSRで指定したローカルアドレス空間の容量によって、LARの有

効ビットは下記のようになります。 

PCILSR1.LSR＝0 0000 0000：LARの有効ビットは[31:20] 

PCILSR1.LSR＝0 0000 0001：LARの有効ビットは[31:21] 

PCILSR1.LSR＝0 0000 0011：LARの有効ビットは[31:22] 

                  :               :        : 

PCILSR1.LSR＝0 1111 1111：LARの有効ビットは[31:28] 

PCILSR1.LSR＝1 1111 1111：LARの有効ビットは[31:29] 

19～0 － すべて 0 SH：R 

PCI：R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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（6） PCI割り込みレジスタ（PCIIR） 

このレジスタには、割り込み要因を記録します。割り込みが発生すると該当ビットが 1にセットされます。 

多重割り込みが発生した場合、最初の要因のみが記録されます。割り込みが無効な場合、割り込み要因は対応

するビットに書き込まれ、割り込みは発生しません。 
 

161718192021222324252627282931 30

R/WCR/WCR/WCR/WCR/WCR/WCR/WCR/WCR/WCR/WCRRRRR R/WC

RRRRRRRRRRRRRRR R

000000000000000 0

MR
DPEI

MW
PDI

MA
DIM

TA
DIM

PEDI
TR

DPEI
TWSDIAPE

DIMDEITMT
OI－－－－－ TTA

DI

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR R

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

01234567891011121315 14

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～15 － すべて 0 SH：R 

PCI：R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14 TTADI 0 SH：R/WC

PCI：R 

ターゲット時のターゲットアボート検出割り込み 

PCICがターゲット時、ターゲットアボートによりトランザクションを終了

させたことを示します。 

ターゲットアボートは、I/O転送中にアドレスの下位 2ビット（ビット 1、

0）とバイトイネーブルの組み合わせが不正（イリーガルバイトイネーブル）

であったときに発生させます。 

0：ターゲットアボート割り込みは発生していない 

[クリア条件] 

本ビットへの 1の書き込み(ライトクリア) 

1：ターゲットアボート割り込み発生 

[セット条件] 

ターゲットアボート割り込み発生 

13～10 － すべて 0 SH：R 

PCI：R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 TMTOI 0 SH：R/WC

PCI：R 

ターゲットメモリリードリトライタイムアウト割り込み 

PCICがターゲット時、PCICLKの 215クロック以内にマスタがリトライ処

理を行わなかったことを示します。メモリリード転送に対してのみ検出さ

れます。 

0：ターゲットメモリリードリトライタイムアウト割り込みは発生してい

ない 

[クリア条件] 

本ビットへの 1の書き込み(ライトクリア) 

1：ターゲットメモリリードリトライタイムアウト割り込み発生 

[セット条件] 

ターゲットメモリリードリトライタイムアウト割り込み発生 

8 MDEI 0 SH：R/WC

PCI：R 

マスタ機能ディスエーブルエラー割り込み 

PCIコマンドレジスタのビット 2（BM）が 0に設定され、バスマスタとし

ての動作が禁止されているのにマスタ動作を行おうとしたことを示しま

す。 

0：マスタ機能ディスエーブルエラー割り込みは発生していない 

[クリア条件] 

本ビットへの 1の書き込み（ライトクリア） 

1：マスタ機能ディスエーブルエラー割り込み発生 

[セット条件] 

マスタ機能ディスエーブルエラー割り込み発生 

7 APEDI 0 SH：R/WC

PCI：R 

アドレスパリティエラー検出割り込み 

アドレスパリティエラーを検出したことを示します。 

PCIコマンドレジスタのビット 8（SERRE）とビット 6（PER）がともに 1

のときのみ検出します。 

0：アドレスパリティエラー割り込みは発生していない 

[クリア条件] 

本ビットへの 1の書き込み（ライトクリア） 

1：アドレスパリティエラー割り込み発生 

[セット条件] 

アドレスパリティエラー割り込み発生 

6 SDI 0 SH：R/WC

PCI：R 

SERR検出割り込み 

PCICがホスト時、SERR信号がアサートされているのを検出したことを示

します。 

0：SERR検出割り込みは発生していない 

[クリア条件] 

本ビットへの 1の書き込み（ライトクリア） 

1：SERR検出割り込み発生 

[セット条件] 

SERR検出割り込み発生 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 DPEITW 0 SH：R/WC

PCI：R 

ターゲットライト時のデータパリティエラー割り込み 

PCICがターゲット時、ターゲットライト中にデータパリティエラーを検出

したことを示します。PCIコマンドレジスタのビット 6（PER）が 1のとき

のみ検出します。 

0：データパリティエラー検出割り込みは発生していない 

[クリア条件] 

本ビットへの 1の書き込み（ライトクリア） 

1：データパリティエラー検出割り込み発生 

[セット条件] 

データパリティエラー検出割り込み発生 

4 PEDITR 0 SH：R/WC

PCI：R 

ターゲットリード時の PERR検出割り込み 

PCICがターゲット時、ターゲットリード中に PERRを受信したことを示し

ます。 

PCIコマンドレジスタのビット 6（PER）が 1のときのみ検出します。 

0：PERR検出割り込みは発生していない 

[クリア条件] 

本ビットへの 1の書き込み（ライトクリア） 

1：PERR検出割り込み発生 

[セット条件] 

PERR検出割り込み発生 

3 TADIM 0 SH：R/WC

PCI：R 

マスタ時のターゲットアボート割り込み 

PCICがマスタ時に、ターゲットアボートでトランザクションが終了したこ

とを示します。 

0：ターゲットアボート割り込みは発生していない 

[クリア条件] 

本ビットへの 1の書き込み（ライトクリア） 

1：ターゲットアボート割り込み発生 

[セット条件] 

ターゲットアボート割り込み発生 

2 MADIM 0 SH：R/WC

PCI：R 

マスタ時のマスタアボード割り込み 

PCICがマスタ時に、マスタアボートでトランザクションが終了したことを

示します。 

0：マスタアボート割り込みは発生していない 

[クリア条件] 

本ビットへの 1の書き込み（ライトクリア） 

1：マスタアボート割り込み発生 

[セット条件] 

マスタアボート割り込み発生 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 MWPDI 0 SH：R/WC

PCI：R 

マスタライト PERR検出割り込み 

PCICがマスタ時に、ターゲットへのデータライト中に、ターゲットからの

PERRを受信したことを示します。PCIコマンドレジスタのビット 6（PER）

が 1のときのみ検出します。 

0：PERR検出割り込みは発生していない 

[クリア条件] 

本ビットへの 1の書き込み（ライトクリア） 

1：PERR検出割り込み発生 

[セット条件] 

PERR検出割り込み発生 

0 MRDPEI 0 SH：R/WC

PCI：R 

マスタリードデータパリティエラー割り込み 

PCICがマスタ時に、ターゲットからのデータリード中に、パリティエラー

を検出したことを示します。PCIコマンドレジスタのビット 6（PER）が 1

のときのみ検出します。 

0：データパリティエラー検出割り込みは発生していない 

[クリア条件] 

本ビットへの 1の書き込み（ライトクリア） 

1：データパリティエラー検出割り込み発生 

[セット条件] 

データパリティエラー検出割り込み発生 

 

（7） PCI割り込みマスクレジスタ（PCIIMR） 

このレジスタは PCIIRのマスクレジスタです。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～15 － すべて 0 SH：R 

PCI：R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14 TTADIM 0 SH：R/W

PCI：R 

ターゲット時のターゲットアボート割り込みマスク 

0：TTADIを禁止（マスク） 

1：TTADIMを許可（受け付け） 

13～10 － すべて 0 SH：R 

PCI：R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 TMTOIM 0 SH：R/W

PCI：R 

ターゲットリトライタイムアウト割り込みマスク 

0：TMTOIを禁止（マスク） 

1：TMTOIを許可（受け付け） 

8 MDEIM 0 SH：R/W

PCI：R 

マスタ機能ディスエーブルエラー割り込みマスク 

0：MDEIを禁止（マスク） 

1：MDEIを許可（受け付け） 

7 APEDIM 0 SH：R/W

PCI：R 

アドレスパリティエラー検出割り込みマスク 

0：APEDIを禁止（マスク） 

1：APEDIを許可（受け付け） 

6 SDIM 0 SH：R/W

PCI：R 

SERR検出割り込みマスク 

0：SDIを禁止（マスク） 

1：SDIを許可（受け付け） 

5 DPEITWM 0 SH：R/W

PCI：R 

ターゲットライト時のデータパリティエラー割り込みマスク 

0：DPEITWを禁止（マスク） 

1：DPEITWを許可（受け付け） 

4 PEDITRM 0 SH：R/W

PCI：R 

ターゲットリード時の PERR検出割り込みマスク 

0：PEDITRを禁止（マスク） 

1：PEDITRを許可（受け付け） 

3 TADIMM 0 SH：R/W

PCI：R 

マスク時のターゲットアボート割り込みマスク 

0：TADIMを禁止（マスク） 

1：TADIMを許可（受け付け） 

2 MADIMM 0 SH：R/W

PCI：R 

マスタ時のマスタアボート割り込みマスク 

0：MADIMを禁止（マスク） 

1：MADIMを許可（受け付け） 

1 MWPDIM 0 SH：R/W

PCI：R 

マスタライトデータバリティエラー割り込みマスク 

0：MWPDIを禁止（マスク） 

1：MWPDIを許可（受け付け） 

0 MRDPEIM 0 SH：R/W

PCI：R 

マスタリードデータパリティエラー割り込みマスク 

0：MRDPEIを禁止（マスク） 

1：MRDPEIを許可（受け付け） 
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（8） PCIエラーアドレス情報レジスタ（PCIAIR） 

このレジスタには、割り込みが検出された場合の PCIアクセスアドレス情報を記録します。 
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ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 AIＬ 不定 SH：R 

PCI：R

アドレスログ 

エラー発生時の PCIアドレス情報（AD[31:0]信号の値）を保持します。 

 

（9） PCIエラーコマンド情報レジスタ（PCICIR） 

このレジスタには、割り込みが検出された場合の PCIコマンド情報を記録します。 
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ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 MTEM 不定 SH：R 

PCI：R 

マスタエラー 

マスタリード、マスタライト時にエラーが発生したことを示します。 

0：マスタエラーは発生していない 

1：マスタエラー発生 

30～27 － すべて 0 SH：R 

PCI：R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

26 RWTET 不定 SH：R 

PCI：R 

ターゲットエラー 

ターゲットリード、ターゲットライト時にエラーが発生したことを示しま

す。 

0：ターゲットエラーは発生していない 

1：ターゲットエラー発生 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

25～4 － すべて 0 SH：R 

PCI：R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3～0 ECL 不定 SH：R 

PCI：R 

コマンドログ 

エラー発生時の PCIコマンド情報（CBE信号の値）を保持します。 

 

（10）PCIアービタ割り込みレジスタ（PCIAINT） 

ホストモードで、このレジスタには、割り込み要因を記録します。 

もし多重割り込みが発生した場合、最初の要因が記録されます。もし割り込みが禁止された場合、その要因が

対応するビットに 1が書き込まれ、割り込みは発生しません。 
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ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～14 － すべて 0 SH：R 

PCI：R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13 MBI 0 SH：R/WC

PCI：R 

マスタブロークン割り込み 

バス権を与えられたマスタが、16クロック以内にトランザクションを開始

しない（PCIFRAMEをアサートしない）ときに検出されます。 

0：マスタブロークン割り込みは発生していない 

1：マスタブロークン割り込み発生 

12 TBTOI 0 SH：R/WC

PCI：R 

ターゲットバスタイムアウト割り込み 

最初のデータ転送で TRDYまたは STOPが 16クロック以内、二つ目以降

のデータ転送で TRDYまたは STOPが 8クロック以内にアサートされない

ときに検出されます。 

0：ターゲットバスタイムアウト割り込みは発生していない 

1：ターゲットバスタイムアウト割り込み発生 

11 MBTOI 0 SH：R/WC

PCI：R 

マスタバスタイムアウト割り込み 

データ転送で IRDYが8クロック以内にアサートされないときに検出されま

す。 

0：マスタバスタイムアウト割り込みは発生していない 

1：マスタバスタイムアウト割り込み発生 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10～4 － すべて 0 SH：R 

PCI：R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 TAI 0 SH：R/WC

PCI：R 

ターゲットアボート割り込み 

PCIC以外のデバイスがバスマスタとして動作しているときに、トランザク

ションがターゲットアボートで終了したことを示します。 

0：ターゲットアボート割り込みは発生していない 

1：ターゲットアボート割り込み発生 

2 MAI 0 SH：R/WC

PCI：R 

マスタアボート割り込み 

PCIC以外のデバイスがバスマスタとして動作しているときに、トランザク

ションがマスタアボートで終了したことを示します。 

0：マスタアボート割り込みは発生していない 

1：マスタアボート割り込み発生 

1 RDPEI 0 SH：R/WC

PCI：R 

リードパリティエラー割り込み 

PCIC以外のデバイスがバスマスタとして動作しているときに、データリー

ド時の PERRアサートを検出したことを示します。 

0：リードパリティエラー割り込みは発生していない 

1：リードパリティエラー割り込み発生 

0 WDPEI 0 SH：R/WC

PCI：R 

ライトデータパリティエラー割り込み 

PCIC以外のデバイスがバスマスタとして動作しているときに、データライ

ト時の PERRアサートを検出したことを示します。 

0：ライトデータパリティ割り込みは発生していない 

1：ライトデータパリティ割り込み発生 
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（11）PCIアービタ割り込みマスクレジスタ（PCIAINTM） 

このレジスタは PCIAINTのマスクレジスタです。 
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初期値：
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～14 － すべて 0 SH：R 

PCI：R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13 MBIM 0 SH：R/W

PCI：R 

マスタブロークン割り込みマスク 

0：MBIを禁止（マスク） 

1：MBIを許可（受け付け） 

12 TBTOIM 0 SH：R/W

PCI：R 

ターゲットバスタイムアウト割り込みマスク 

0：TBTOIを禁止（マスク） 

1：TBTOIを許可（受け付け） 

11 MBTOIM 0 SH：R/W

PCI：R 

マスタバスタイムアウト割り込みマスク 

0：MBTOIを禁止（マスク） 

1：MBTOIを許可（受け付け） 

10～4 － すべて 0 SH：R 

PCI：R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 TAIM 0 SH：R/W

PCI：R 

ターゲットアボート割り込みマスク 

0：TAIを禁止（マスク） 

1：TAIを許可（受け付け） 

2 MAIN 0 SH：R/W

PCI：R 

マスタアボート割り込みマスク 

0：MAIを禁止（マスク） 

1：MAIを許可（受け付け） 

1 RDPEIM 0 SH：R/W

PCI：R 

リードデータパリティエラー割り込みマスク 

0：RDPEIを禁止（マスク） 

1：RDPEIを許可（受け付け） 

0 WDPEIM 0 SH：R/W

PCI：R 

ライトデータパリティエラー割り込みマスク 

0：WDPEIを禁止（マスク） 

1：WDPEIを許可（受け付け） 
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（12）PCIバスマスタエラー情報レジスタ（PCIBMIR） 

ホストモードでは、このレジスタには、割り込みが PCIAINTによって発生した場合のバスマスタを記録します。 

多重割り込みが発生した場合、最初の要因のみが記録されます。 

割り込みが禁止された場合、その要因が対応するビットに 1が書き込まれ、割り込みは発生しません。 
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初期値：
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 SH：R 

PCI：R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 REQ3BME 不定 SH：R 

PCI：R 

REQ3エラー 

デバイス 3（REQ3）がバスマスタ時にエラーが発生したことを示します。 

3 REQ2BME 不定 SH：R 

PCI：R 

REQ2エラー 

デバイス 2（REQ2）がバスマスタ時にエラーが発生したことを示します。 

2 REQ1BME 不定 SH：R 

PCI：R 

REQ1エラー 

デバイス 1（REQ1）がバスマスタ時にエラーが発生したことを示します。 

1 REQ0BME 不定 SH：R 

PCI：R 

REQ0エラー 

デバイス 0（REQ0）がバスマスタ時にエラーが発生したことを示します。 

0 PCICBME 不定 SH：R 

PCI：R 

PCICエラー 

PCICがバスマスタ時にエラーが発生したことを示します。 
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（13）PCI PIOアドレスレジスタ（PCIPAR） 

PCI PIOアドレスレジスタ（PCIPAR）は、PCICがホストモードのときに、PCIバス上でコンフィグレーション

サイクルを発行する際に使用するレジスタです。詳細については「13.4.5（2） コンフィグレーションアクセス」

を参照してください。 

また、本レジスタに H'8000FF00を設定し、PCIPDRに書き込みを行うことで、スペシャルサイクルを発行しま

す。 
 

161718192021222324252627282931 30

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

－－－－－－－－0000001 0

BN－－－－－－CCIE －

RRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

00－－－－－－－－－－－－－ －

——CRAFNDN

01234567891011121315 14

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：

－－－－－－－－－－－－－－－ －

－－－－－－－－－－－－－－－ －  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 CCIE 1 SH：R 

PCI：－ 

コンフィグレーションサイクル発行イネーブル 

1：コンフィグレーションサイクル発行イネーブルであることを示しま

す。 

30～24 － すべて 0 SH：R 

PCI：－ 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

23～16 BN 不定 SH：R/W

PCI：－ 

PCIバス番号 

コンフィグレーションアクセスの対象となるPCIバスの番号を指定します。

バス番号 0は PCICが接続されているバスを示します。バス番号は 8ビッ

トで表わされ最大値は 255です。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～11 DN 不定 SH：R/W

PCI：－ 

デバイス番号 

コンフィグレーションアクセスの対象となるデバイスの番号を指定しま

す。デバイス番号は 5ビットで表わされ、0から 31の中の値を取ります。 

本フィールドに設定されたデバイス番号に対応して、IDSELの代わりに

AD[31:16]線の AD[n] （n＝16～31）1本だけをハイにドライブします（他

はすべてロー）。デバイス番号と IDSELの関係は以下の通りです。デバイ

ス番号が H'10以上の場合は、AD[31:16]はすべてローにドライブします。 

  デバイス番号  IDSEL        デバイス番号  IDSEL  

  H'0        AD[16]＝High     H'8        AD[24]＝High 

  H'1        AD[17]＝High     H'9        AD[25]＝High 

  H'2        AD[18]＝High     H'A        AD[26]＝High 

  H'3        AD[19]＝High     H'B        AD[27]＝High 

  H'4        AD[20]＝High     H'C        AD[28]＝High 

  H'5        AD[21]＝High     H'D        AD[29]＝High 

  H'6        AD[22]＝High     H'E        AD[30]＝High 

  H'7        AD[23]＝High     H'F        AD[31]＝High 

10～8 FN 不定 SH：R/W

PCI：－ 

機能番号 

コンフィグレーションアクセスの対象となる機能の番号を指定します。機

能番号は 3ビットで表わされ、0から 7までの値を取ります。 

7～2 CRA 不定 SH：R/W

PCI：－ 

コンフィグレーションレジスタアドレス 

コンフィグレーションアクセスの対象となるレジスタをロングワード境界

で設定します。 

1、0 － すべて 0 SH：R 

PCI：－ 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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（14）PCIパワーマネジメント割り込みレジスタ（PCIPINT） 

このレジスタはパワーマネジメント割り込みを制御します。 
 

161718192021222324252627282931 30

RRRRRRRRRRRRRRR R

000000000000000 0

R/WCR/WCR/WCR/WCRRRRRRRRRRR R

000000000000000 0

PMD
0

PMD
1

PMD
2

PMD
3H－－－－－－－－－－－ －

01234567891011121315 14

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W： －－－－－－－－－－－－－－－ －

－－－－－－－－－－－－－－－ －

－－－－－－－－－－－－－－－ －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 － すべて 0 SH：R 

PCI：－ 

リザーブビット  

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

3 PMD3H 0 SH：R/WC

PCI：－ 

PCIパワーマネジメント D3H（D3 hot）ステータス遷移割り込み 

PCIバスの低消費電力モードへの遷移要求割り込みが発生したことを示

します。 

0：D3Hステータス遷移割り込みなし 

1：D3Hステータス遷移割り込み発生 

2 PMD2 0 SH：R/WC

PCI：－ 

PCIパワーマネジメント D2ステータス遷移割り込み 

PCIバスの低消費電力モードへの遷移要求割り込みが発生したことを示

します。 

0：D2ステータス遷移割り込みなし 

1：D2ステータス遷移割り込み発生 

1 PMD1 0 SH：R/WC

PCI：－ 

PCIパワーマネジメント D1ステータス遷移割り込み 

PCIバスの低消費電力モードへの遷移要求割り込みが発生したことを示

します。 

0：D1ステータス遷移割り込みなし 

1：D1ステータス遷移割り込み発生 

0 PMD0 0 SH：R/WC

PCI：－ 

PCIパワーマネジメント D0ステータス遷移割り込み 

PCIバスの低消費電力モードへの遷移要求割り込みが発生したことを示

します。 

0：D0ステータス遷移割り込みなし 

1：D0ステータス遷移割り込み発生 
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（15）PCIパワーマネジメント割り込みマスクレジスタ（PCIPINTM） 

このレジスタは PCIPINTのマスクレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

RRRRRRRRRRRRRRR R

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WRRRRRRRRRRR R

000000000000000 0

PMD
0M

PMD
1M

PMD
2M

PMD
3HM－－－－－－－－－－－ －

01234567891011121315 14

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W： －－－－－－－－－－－－－－－ －

－－－－－－－－－－－－－－－ －

－－－－－－－－－－－－－－－ －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 － すべて 0 SH：R 

PCI：－ 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 PMD3HM 0 SH：R/W

PCI：－ 

PCIパワーマネジメント D3H（D3 hot）ステータス遷移割り込みマスク 

0：PMD3Hは禁止（マスク） 

1：PMD3Hは許可（受け付け） 

2 PMD2M 0 SH：R/W

PCI：－ 

PCIパワーマネジメント D2ステータス遷移割り込みマスク 

0：PMD2は禁止（マスク） 

1：PMD2は許可（受け付け） 

1 PMD1M 0 SH：R/W

PCI：－ 

PCIパワーマネジメント D1ステータス遷移割り込みマスク 

0：PMD1は禁止（マスク） 

1：PMD1は許可（受け付け） 

0 PMD0M 0 SH：R/W

PCI：－ 

PCIパワーマネジメント D0ステータス遷移割り込みマスク 

0：PMD0は禁止（マスク） 

1：PMD0は許可（受け付け） 
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（16）PCIメモリバンクレジスタ 0（PCIMBR0） 

PCIメモリ空間 0のアドレス[31:18]ビットを設定します。 

｢13.4.3（2） PCIメモリ空間へのアクセス｣を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

RRR/WR/W

RRRR

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

000000000000000 0

－－PMSBA0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

－－－－－－－－－－－－－－－ －

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRR R

000000000000000 0

01234567891011121315 14

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～18 PMSBA0 H'0000 SH：R/W

PCI：－ 

PCIメモリ空間 0バンクアドレス（14ビット） 

マスタ時 PCIのメモリ空間 0に対するバンクアドレス設定を行います。 

17～0 － すべて 0 SH：R 

PCI：－ 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

（17）PCIメモリバンクマスクレジスタ 0（PCIMBMR0） 

PCIメモリ空間 0の容量を設定します。 

｢13.4.3（2） PCIメモリ空間へのアクセス｣を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

RRR/WR/W

RRRR

R/WR/WR/WR/W

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

－－－－－－－－－－－－－－－ －

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRR R

RRRRRRR R

000000000000000 0

－－MSBAM0－－－－－－－ －

01234567891011121315 14

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 － すべて 0 SH：R 

PCI：－ 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

23～18 MSBAM0 0000 00 SH：R/W

PCI：－ 

PCIメモリ空間 0バンクアドレスマスク（6ビット） 

0000 00：256Kバイト 

0000 01：512Kバイト 

0000 11：1Mバイト 

0001 11：2Mバイト 

0011 11：4Mバイト 

0111 11：8Mバイト 

1111 11：16Mバイト 

上記以外：設定禁止 

17～0 － すべて 0 SH：R 

PCI：－ 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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（18）PCIメモリバンクレジスタ 1（PCIMBR1） 

PCIメモリ空間 1のアドレス[31:18]ビットを設定します。 

｢13.4.3（2） PCIメモリ空間へのアクセス｣を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

RRR/WR/W

RRRR

R/WR/WR/WR/W

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

－－－－

－－－－

－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRR R

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－ －

－－PMSBA1

01234567891011121315 14

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～18 PMSBA1 H'0000 SH：R/W

PCI：－ 

PCIメモリ空間 1バンクアドレス（14ビット） 

マスタ時 PCIのメモリ空間 1に対するバンクアドレス設定を行います。 

17～0 － すべて 0 SH：R 

PCI：－ 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

（19）PCIメモリバンクマスクレジスタ 1（PCIMBMR1） 

PCIメモリ空間 1の容量を設定します。 

｢13.4.3（2） PCIメモリ空間へのアクセス｣を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

RRRRRRRRRRRRRRR R

000000000000000 0

RRR/WR/W

－－－－

－－

－－－－－－－－－－－ －

－－－－－－－－－－－－－－－ －

－－－－－－－－－－－－－－－ －

R/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRR R

000000000000000 0

MSBAM1－－－－－ －

01234567891011121315 14

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 0 SH：R 

PCI：－ 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

25～18 MSBAM1 H'00 SH：R/W

PCI：－ 

PCIメモリ空間 1バンクアドレスマスク（8ビット） 

00 0000 00：256Kバイト 

00 0000 01：512Kバイト 

00 0000 11：1Mバイト 

00 0001 11：2Mバイト 

00 0011 11：4Mバイト 

00 0111 11：8Mバイト 

00 1111 11：16Mバイト 

01 1111 11：32Mバイト 

11 1111 11：64Mバイト 

上記以外：設定禁止 

17～0 － すべて 0 SH：R 

PCI：－ 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

（20）PCIメモリバンクレジスタ 2（PCIMBR2） 

PCIメモリ空間 2のアドレス[31:18]ビットを設定します。 

｢13.4.3（2） PCIメモリ空間へのアクセス｣を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

RRR/WR/W

RRRR

R/WR/WR/WR/W

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

－－－－－－－－－－－－－－－ －

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRR R

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

000000000000000 0

－－PMSBA2

01234567891011121315 14

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～18 PMSBA2 すべて 0 SH：R/W

PCI：－ 

PCIメモリ空間 2バンクアドレス（14ビット） 

マスタ時 PCIのメモリ空間 2に対するバンクアドレス設定を行います。 

17～0 － すべて 0 SH：R 

PCI：－ 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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（21）PCIメモリバンクマスクレジスタ 2（PCIMBMR2） 

PCIメモリ空間 2の容量を設定します。 

｢13.4.3（2） PCIメモリ空間へのアクセス｣を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

RRR/WR/W

RRRR

R/WR/WR/WR/W

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

－－－－－－－－－－－－－－－ －

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRR R

R/WR/WR/WR/WR/WRR R

000000000000000 0

－－ － －－MSBAM2

01234567891011121315 14

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 SH：R 

PCI：－ 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

28～18 MSBAM2 H'000 SH：R/W

PCI：－ 

PCIメモリ空間 2バンクアドレスマスク（11ビット） 

0 0000 0000 00：256Kバイト 

0 0000 0000 01：512Kバイト 

0 0000 0000 11：1Mバイト 

0 0000 0001 11：2Mバイト 

0 0000 0011 11：4Mバイト 

0 0000 0111 11：8Mバイト 

0 0000 1111 11：16Mバイト 

0 0001 1111 11：32Mバイト 

0 0011 1111 11：64Mバイト 

0 0111 1111 11：128Mバイト 

0 1111 1111 11：256Mバイト 

1 1111 1111 11：512Mバイト 

上記以外：設定禁止 

17～0 － すべて 0 SH：R 

PCI：－ 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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（22）PCI I/Oバンクレジスタ（PCIIOBR） 

PCI I/O空間のアドレス[31:18]ビットを設定します。 

｢13.4.3（3） PCI I/O空間へのアクセス｣を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

RRR/WR/W

RRRR

R/WR/WR/WR/W

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

－－－－－－－－－－－－－－－ －

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRR R

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

000000000000000 0

－－PIOSBA

01234567891011121315 14

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～18 PIOSBA H'0000 SH：R/W

PCI：－ 

PCI I/O空間バンクアドレス（14ビット） 

マスタ時 PCIの I/O空間に対するバンクレジスタ設定を行います。 

17～0 － すべて 0 SH：R 

PCI：－ 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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（23）PCI I/Oバンクマスクレジスタ（PCIIOBMR） 

PCI I/O空間の容量を設定します。 

｢13.4.3（3） PCI I/O空間へのアクセス｣を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

RRRR

000000000000000 0

RRRRRRRRRRR R

RRR/WR/WR/WRRRRRRRRRR R

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

－－－－－－－－－－－－－－－ －

－－－－－－－－－－－－－－－ －

－－－－－－－－－－ － －－IOBAM

01234567891011121315 14

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～21 － すべて 0 SH：R 

PCI：－ 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

20～18 IOBAM 000 SH：R/W

PCI：－ 

PCI I/O空間バンクアドレスマスク（3ビット） 

000：256Kバイト 

001：512Kバイト 

011：1Mバイト 

111：2Mバイト 

上記以外：設定禁止 

17～0 － すべて 0 SH：R 

PCI：－ 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 



 

13. PCIコントローラ（PCIC） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  13-57 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

（24）PCIキャッシュスヌープコントロールレジスタ 0（PCICSCR0） 

外部 PCIデバイスは、PCICを経由して本 LSIのローカルメモリをアクセスできます。PCIデバイスがキャッシ

ュ可能な領域をアクセスした場合、PCICは内蔵キャッシュに対しキャッシュスヌープ機能を有効にすることがで

きます。本レジスタにより、キャッシュスヌープアドレスレジスタ 0を使用することを指定できます。 

 
161718192021222324252627282931 30

R/WR/WR/WR/W

000000000000000 0

SNPMDRANGE

R/WRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR R

000000000000000 0

－－－－－－－－－－ －

－－－－－－－－－－－－－ － －－

－－－－－－－－－－－－－ － —－

－－－－－－－－－－－－－ － －－

01234567891011121315 14

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 SH：R 

PCI：－ 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4～2 RANGE 000 SH：R/W

PCI：－ 

比較アドレス範囲 

比較対象となる PCICSAR0のアドレス範囲を指定します。 

000：PCICSAR0.CADR[31:12]を比較（4Kバイト） 

001：PCICSAR0.CADR[31:16]を比較（64Kバイト） 

010：PCICSAR0.CADR[31:20]を比較（1Mバイト） 

011：PCICSAR0.CADR[31:24]を比較（16Mバイト） 

100：PCICSAR0.CADR[31:25]を比較（32Mバイト） 

101：PCICSAR0.CADR[31:26]を比較（64Mバイト） 

110：PCICSAR0.CADR[31:27]を比較（128Mバイト） 

111：PCICSAR0.CADR[31:28]を比較（256Mバイト） 

PCICSCR0.SNPMDが10または11の場合のみ本ビットは有効となります。 

1、0 SNPMD 00 SH：R/W

PCI：－ 

PCICSAR0のスヌープモード 

外部デバイスから要求されたアドレスと PCICSAR0を比較するかどうか指

定します。また、PCICSAR0を比較する場合、どのようにスヌープ機能を

実行するかを指定します。 

00：PCICSAR0は比較しません。 

01：リザーブ（設定禁止） 

10：PCICSAR0を比較します。その範囲でヒットした場合、スヌープ機

能は実行されません。ヒットしなかった場合は実行されます。 

11：PCICSAR0を比較します。その範囲でヒットした場合、スヌープ機

能は実行されます。ヒットしなかった場合は実行されません。 
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（25）PCIキャッシュスヌープコントロールレジスタ 1（PCICSCR1） 

外部 PCIデバイスは、PCICを経由して本 LSIのローカルメモリをアクセスできます。PCIデバイスがキャッシ

ュ可能な領域をアクセスした場合、PCICは内蔵キャッシュに対しキャッシュスヌープ機能を有効にすることがで

きます。本レジスタにより、キャッシュスヌープアドレスレジスタ 1を使用することを指定できます。 
 

161718192021222324252627282931 30

R/WR/WR/WR/W

000000000000000 0

SNPMDRANGE

R/WRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR R

000000000000000 0

－－－－－－－－－－ －

－－－－－－－－－－－－－ － －－

－－－－－－－－－－－－－ － —－

－－－－－－－－－－－－－ － －－

01234567891011121315 14

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 SH：R 

PCI：－ 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4～2 RANGE 000 SH：R/W

PCI：－ 

比較アドレス範囲 

比較対象となる PCICSAR1のアドレス範囲を指定します。 

000：PCICSAR1.CADR[31:12]を比較（4Kバイト） 

001：PCICSAR1.CADR[31:16]を比較（64Kバイト） 

010：PCICSAR1.CADR[31:20]を比較（1Mバイト） 

011：PCICSAR1.CADR[31:24]を比較（16Mバイト） 

100：PCICSAR1.CADR[31:25]を比較（32Mバイト） 

101：PCICSAR1.CADR[31:26]を比較（64Mバイト） 

110：PCICSAR1.CADR[31:27]を比較（128Mバイト） 

111：PCICSAR1.CADR[31:28]を比較（256Mバイト） 

PCICSCR1.SNPMDが 10または 11の場合のみ本ビットは有効となります。 

1、0 SNPMD 00 SH：R/W

PCI：－ 

PCICSAR1のスヌープモード 

外部デバイスから要求されたアドレスと PCICSAR1を比較するかどうか指定

します。また、PCICSAR1を比較する場合、どのようにスヌープ機能を実行

するかを指定します。 

00：PCICSAR1は比較しません。 

01：リザーブ（設定禁止） 

10：PCICSAR1を比較します。その範囲でヒットした場合、スヌープ機能

は実行されません。ヒットしなかった場合は実行されます。 

11：PCICSAR1を比較します。その範囲でヒットした場合、スヌープ機能

は実行されます。ヒットしなかった場合は実行されません。 
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（26）PCIキャッシュスヌープアドレスレジスタ 0（PCICSAR0） 

本レジスタにより、外部 PCIデバイスから PCICに要求されたアドレスと比較するアドレスを指定します。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

CADR

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

CADR

01234567891011121315 14

－－－－－－－－－－－－－ － －－

－－－－－－－－－－－－－ － －－

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CADR H'0000 

0000 

SH：R/W

PCI：－ 

比較対象アドレス 

外部デバイスから PCICに要求されたアドレスと比較するアドレスを指定

します。 

 

（27）PCIキャッシュスヌープアドレスレジスタ 1（PCICSAR1） 

本レジスタにより、外部 PCIデバイスから PCICに要求されたアドレスと比較するアドレスを指定します。 

 
161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

CADR

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

CADR

01234567891011121315 14

－－－－－－－－－－－－－ － －－

－－－－－－－－－－－－－ － －－

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CADR H'0000 

0000 

SH：R/W

PCI：－ 

比較対象アドレス 

外部デバイスから PCICに要求されたアドレスと比較するアドレスを指定

します。 
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（28）PCI PIOデータレジスタ（PCIPDR） 

本レジスタのリード／ライトを実行する事により、PCIバス上にコンフィグレーションサイクルを発生させま

す。 
 

161718192021222324252627282931 30

PDR

PDR

01234567891011121315 14

－－－－－－－－－－－－－－－ －

－－－－－－－－－－－－－－－ －

－－－－－－－－－－－－－－－ －

－－－－－－－－－－－－－－－ －

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：

ビット：

初期値：

SH R/W：

PCI R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 PDR 不定 SH：R/W

PCI：－ 

PCI PIOデータレジスタ 

このレジスタで、リード／ライトを実行する事により、PCIバス上にコンフ

ィグレーションサイクルを発生させます。 
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13.4 動作説明 

13.4.1 サポートされる PCIコマンド 
 

表13.4 サポートされる PCIバスコマンド 

CBE[3:0] コマンド PCIマスタ PCIターゲット 

0000 インタラプトアクノリッジサイクル × ― 

0001 スペシャルサイクル ○*1 ― 

0010 I/Oリード ○ ○*2 

0011 I/Oライト ○ ○*2 

0100 予約 ― ― 

0101 予約 ― ― 

0110 メモリリード ○ ○ 

0111 メモリライト ○ ○ 

1000 予約 ― ― 

1001 予約 ― ― 

1010 コンフィグレーションリード ○*1 ○*2 

1011 コンフィグレーションライト ○*1 ○*2 

1100 メモリリードマルチプル × △*3 

1101 デュアルアドレスサイクル × × 

1110 メモリリードライン × △*3 

1111 メモリライトアンドインバリデート × △*4 

【記号説明】 

0： Low level 

1： High level 

○ サポート 

 △ 制限付きでサポート 

 × サポートしない 

 ― 応答しない 

【注】 *1 ホストモードのみサポート 

 *2 シングル転送のみ 

 *3 メモリリードとして動作 

 *4 メモリライトとして動作 

 



 

13. PCIコントローラ（PCIC） 

13-62  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

13.4.2 PCICの初期化 

PCICではパワーオンリセット後に、PCICイネーブル制御レジスタ（PCIECR）のイネーブルビット（ENBL）

と PCIコントロールレジスタ（PCICR）の内部レジスタ初期化制御ビット（CFINIT）がクリアされます。このと

き、PCICが PCIバスのホストとして動作する場合（ホストモード）には PCIバス上のデバイスのアービトレーシ

ョンは行われず、PCIバス上のバス権は常に PCICに与えられています。ホストとして動作しない場合（ノーマル

モード）には、PCIバスに接続されている外部 PCIデバイスからのアクセスを受け付けず、必ず PCIバスに対し

リトライを返します。CPUから PCICへのアクセスはコントロールレジスタ空間（PCIECR）へのアクセスを除き、

すべて無効となり（ライトは無効、リードはすべて 0がリードされます）、各レジスタ、PCIバスへのリード／ラ

イトアクセスは実行されません。 

PCICの初期化を行うには、以下の手順で行ってください。 

• PCIECRのENBLビットに1をセット 

• PCICRのCFINITビットがクリアされている期間に、PCIC内のPCIコンフィグレーションレジスタおよびPCI

ローカルレジスタを初期化 

• PCICRのCFINITに1をセット 

 

すべてのレジスタの初期化終了後、CFINITビットを 1にセットしてください。その後、ホストモード時にはア

ービトレーションが有効になり、ノーマルモード時には PCIバスからのアクセスを受け付けるようになります。 

ホストモード／ノーマルモードのいずれの場合も、CFINITビットがクリアされている期間内の PCICから外部

PCIデバイスへのアクセスは禁止です。CFINITビットを 1にセットしてから行ってください。 

特に、PCIコマンド（PCICMD）、PCIステータス（PCISTATUS）、PCIサブシステムベンダ ID（PCISVID）、

PCIサブシステム ID（PCISID）、PCIローカルスペースレジスタ 0/1（PCILSR0/1）、PCIローカルアドレスレジ

スタ 0/1（PCILAR0/1）については、CFINITビットがクリアされている期間（1にセットする前）に必ず設定して

ください。 
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13.4.3 マスタアクセス 

ここでは、PCICが、PCIバスのマスタとなったとき、どのようにソフトウェアから制御されるかについて示し

ます。ホストモードおよびノーマルモードのそれぞれのモードにおいて、PCICを使用する場合について説明しま

す。 
 

（1） PCICのアドレス空間 

表 13.5に PCICのアドレス空間を示します。 
 

表13.5 PCICのアドレス空間 

物理アドレス メモリ空間 

29ビットアドレス 

モード時 

32ビットアドレス 

拡張モード時 

物理アドレスサイズ 

PCIメモリ空間 1 

（エリア 4：PCI選択時） 

H'1000 0000 

～H'13FF FFFF 

H'1000 0000 

～H'13FF FFFF 

64Mバイト 

PCIメモリ空間 2 

（32ビットアドレス拡張モード時のみ） 

－ H'C000 0000 

～H'DFFF FFFF 

512Mバイト 

PCIメモリ空間 0 H'FD00 0000 

～H'FDFF FFFF 

H'FD00 0000 

～H'FDFF FFFF 

16Mバイト 

コントロールレジスタ空間 H'FE00 0000 

～H'FE03 FFFF 

H'FE00 0000 

～H'FE03 FFFF 

256Kバイト 

PCIC内部レジスタ（コンフィグレーシ

ョン、ローカルレジスタ） 

H'FE04 0000 

～H'FE07 FFFF 

H'FE04 0000 

～H'FE07 FFFF 

256Kバイト 

リザーブ 

 

H'FE08 0000 

～H'FE1F FFFF  

H'FE08 0000 

～H'FE1F FFFF 

1.5Mバイト 

PCI I/O空間 H'FE20 0000 

～H'FE3F FFFF 

H'FE20 0000 

～H'FE3F FFFF 

2Mバイト 

 

PCICには、4種類（物理的には 6種類）のアドレス空間があります。PCIメモリ（3種類）、コントロールレジ

スタ空間、PCIC内部レジスタ（PCIコンフィグレーションレジスタおよび PCIローカルレジスタ）空間、および

I/O空間です。 
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（2） PCIメモリ空間へのアクセス 

図 13.2に SuperHywayバスから PCIバスへのメモリマップを示します。 

H'0000 0000
H'1000 0000

H'C000 0000

H'FD00 0000

H'FE00 0000

H'FE20 0000

SuperHywayバスアドレス空間
（4Gバイト）

16Mバイト

64Mバイト

512Mバイト
PCIメモリ空間1

64Mバイト

PCIメモリ空間2
512Mバイト

PCIメモリ空間0
16Mバイト

レジスタ空間2Mバイト

PCI I/O空間 2Mバイト

 PCIローカルバス空間
（4Gバイト）

 

図13.2 SuperHywayバスから PCIローカルバスへのメモリマップ 

PCIメモリ空間にアクセスするためには、PCIメモリバンクレジスタ（PCIMBR）および PCIメモリバンクマス

クレジスタ（PCIMBMR）を使用してください。このレジスタは、16M～512Mバイトのアドレス空間を割り当て

ることができます。PCIアドレスの割り当ては、ソフトウェアによってプログラム可能です。 

メモリ転送ではバースト転送をサポートします。 

CPUまたは DMACから 32バイトバーストのアクセスを連続して実行すると、PCIバス上で 32バイト以上（す

なわち、64バイト、96バイト等）のバースト転送を行います。 

PCIメモリ空間は、PCIメモリ空間 0が H'FD00 0000～H'FDFF FFFF（16Mバイト）、PCIメモリ空間 1が H'1000 

0000～H'13FF FFFF（エリア 4、64Mバイト、LBSC、DDRIF空間との選択）、PCIメモリ空間 2が H'C000 0000～

H'DFFF FFFF（512Mバイト、32ビットアドレス拡張モード時のみ）に割り付けられています。 

SuperHywayバスから PCIローカルバスへのアドレス変換方法を以下に示します。 

SuperHywayバスアドレスの下位 15ビット（[17:3]）は、そのままに PCIバスに送られます。 
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PCIメモリ空間 0の場合、中間の 6ビット（[23:18]）は、PCIメモリバンクマスクレジスタ 0（PCIMBMR0）に

よって制御されます。 

以下の説明、図では、SuperHywayバスを SH、PCIローカルバスを PCIと表記しています。 

•  PCIMBMR0[23:18] B'1111 11：PCIアドレス[23:18]＝SHアドレス[23:18] 

• PCIMBMR0[23:18] B'0111 11：PCIアドレス[23:18]＝PCIMBR0[23]、SHアドレス[22:18] 
. . . . 

• PCIMBMR0[23:18] B'0000 01：PCIアドレス[23:18]＝PCIMBR0[23:19]、SHアドレス[18] 

•  PCIMBMR0[23:18] B'0000 00：PCIアドレス[23:18]＝PCIMBR0[23:18] 

SuperHywayバスアドレスの上位 8ビット[31:24]は、PCIメモリバンクレジスタ PCIMBR0[31:24]に置き換えられ

ます。 
 

31

31

24 23 18 17 0

0

SHアドレス

24 23 18 17

PCIMBMR0 MSBAM0

31 24 23 18 17 0

PCIアドレス

31 24 23 18 17 0

PCIMBR0

マスク

PMSBA0

 

図13.3 SuperHywayバスから PCIローカルバスへのアクセス（PCIメモリ空間 0の場合） 

PCIメモリ空間 1の場合、中間の 8ビット（[25:18]）は、PCIメモリバンクマスクレジスタ 1（PCIMBMR1）に

よって制御されます。 

•  PCIMBMR1[25:18] B'11 1111 11：PCIアドレス[25:18]＝SHアドレス[25:18] 

• PCIMBMR1[25:18] B'01 1111 11：PCIアドレス[25:18]＝PCIMBR1[25]、SHアドレス[24:18] 
. . . . 

• PCIMBMR1[25:18] B'00 0000 01：PCIアドレス[25:18]＝PCIMBR1[25:19]、SHアドレス[18] 

•  PCIMBMR1[25:18] B'00 0000 00：PCIアドレス[25:18]＝PCIMBR1[25:18] 

SuperHywayバスアドレスの上位 6ビット[31:26]は、PCIメモリバンクレジスタ PCIMBR1[31:26]に置き換えられ

ます。 



 

13. PCIコントローラ（PCIC） 

13-66  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

31

31

26 25 18 17 0

026 25 18 17

PCIMBMR1

31 26 25 18 17 0

PCIアドレス

31 26 25 18 17 0

PCIMBR1

マスク

SHアドレス

MSBAM1 PMSBA1

 

図13.4 SuperHywayバスから PCIローカルバスへのアクセス（PCIメモリ空間 1の場合） 

PCIメモリ空間 2の場合、中間の 11ビット（[28:18]）は、PCIメモリバンクマスクレジスタ 2（PCIMBMR2）

によって制御されます。 

•  PCIMBMR2[28:18] B'1 1111 1111 11：PCIアドレス[28:18]＝SHアドレス[28:18] 

• PCIMBMR2[23:18] B'0 1111 1111 11：PCIアドレス[28:18]＝PCIMBR2[28]、SHアドレス[27:18] 
. . . . 

• PCIMBMR2[23:18] B'0 1111 1111 11：PCIアドレス[28:18]＝PCIMBR2[28:19]、SHアドレス[18] 

•  PCIMBMR2[28:18] B'0 0000 0000 00：PCIアドレス[28:18]＝PCIMBR2[28:18] 

SuperHywayバスアドレスの上位 3ビット[31:29]は、PCIメモリバンクレジスタ PCIMBR2[31:29]に置き換えられ

ます。 

31

31

29 28 18 17 0

029 28 18 17

PCIMBMR2

31 29 28 18 17 0

PCIアドレス

31 29 28 18 17 0

PCIMBR2

SHアドレス

MSBAM2

マスク

PMSBA2

 

図13.5 SuperHywayバスから PCIローカルバスへのアクセス（PCIメモリ空間 2の場合） 



 

13. PCIコントローラ（PCIC） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  13-67 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

（3） PCI I/O空間へのアクセス 

I/O転送ではバースト転送をサポートしません。必ず 4バイト以下のサイズでアクセスしてください。 

PCI I/O空間は、H'FE20 0000～H'FE3F FFFF（2Mバイト）に割り付けられます。 

SuperHywayバスから PCIローカルバスへアドレスの変換方法を以下に示します。 

SuperHywayバスアドレスの下位 15ビット（[17:3]）は、そのまま PCIに送られます。 

中間の 3ビット（[20:18]）は、PCI I/Oバンクマスクレジスタによって制御されます。 

• PCIIOBMR[20:18] B'111：PCIアドレス[20:18]＝SHアドレス[20:18] 

• PCIIOBMR[20:18] B'011：PCIアドレス[20:18]＝PCIIOBR[20]、SHアドレス[19:18] 

• PCIIOBMR[20:18] B'001：PCIアドレス[20:18]＝PCIIOBR[20:19]、SHアドレス[18] 

• PCIIOBMR[20:18] B'000：PCIアドレス[20:18]＝PCIIOBR[20:18] 

上位 11ビット[31:21]は、PCI I/Oバンクレジスタ PCIIOBR[31:21]に置き換えられます。 

31

31

21 20 18 17 0

021 20 18 17

PCIIOBMR

31 21 20 18 17 0

PCIアドレス

31 21 20 18 17 0

PCIIOBR

SHアドレス

IOBAM

マスク

PIOSBA

 

図13.6 SuperHywayバスから PCIローカルバスへのアクセス（PCI I/O空間） 
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（4） PCIC内部レジスタへのアクセス 

すべての PCIC内部レジスタ、すなわち、PCICコントロールレジスタ、PCIコンフィグレーションレジスタお

よび PCIローカルレジスタは、CPUからアクセス可能です。アクセスサイズとしては 4バイト、2バイトおよび 1

バイトサイズの転送をサポートします。 
 

（5） エンディアン 

本 LSIの PCICは、ビッグおよびリトルエンディアンをサポートします。PCIバスはリトルエンディアンですの

で、PCICデータスワップおよびデータ非スワップの両方をサポートします。 

これらのエンディアンの設定は、PCIコントロールレジスタ（PCICR）の TBSビットによって決定します。 

MSByte

31 0

LSByte

SHデータ

PCIデータ

1. リトルエンディアン

A' B' C' D' A B C D

バッファデータ A' B' C' D' A B C D

A B C D

PCI Address[2] = 1

PCI Address[2] = 0

MSByte

31 0

LSByte

SHバスデータ

PCIデータ

【注】PCI Address[2]：PCIバス AD[2]

 2. ビッグエンディアン

A B C D A' B' C' D'

バッファデータ A B C D A' B' C' D'

A B C D

PCI Address[2] = 0

PCI Address[2] = 1

 

図13.7 SuperHywayバスから PCIローカルバスへのエンディアン変換（非スワップ：TBS＝0） 
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MSByte

31 0

LSByte

A' B' C' D' A B C D

A' B' C' D' A B C D

A B C D

PCI Address[2] = 1

PCI Address[2] = 0

MSByte

31 0

LSByte

D C B A D' C' B' A'

A B C DA' B' C' D'

A B C D

PCI Address[2] = 1

PCI Address[2] = 0

SHデータ

PCIデータ

1. リトルエンディアン

バッファデータ

SHデータ

PCIデータ

【注】PCI Address[2]：PCIバス AD[2]

 2. ビッグエンディアン

バッファデータ

 

図13.8 SuperHywayバスから PCIローカルバスへのエンディアン変換（スワップ：TBS＝1） 
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13.4.4 ターゲットアクセス 

ここでは、PCICが外部 PCIバスマスタによってどのようにアクセスされるかの概要を示します。ホストモード

およびノーマルモードの両方について説明します。 
 

（1） 本 LSIメモリ空間へのアクセス 

ここでは、外部 PCIバスマスタから本 LSIの PCICへのアクセスについて説明します。 

SuperHywayバスアドレス空間 
（4Gバイト）

PCIローカルバスアドレス空間 
（4Gバイト）

H'0000 0000

メモリベース0

メモリベース1

ローカル
アドレス空間0
（ベース0）

ローカル
アドレス空間1
（ベース1）

PCI I/O空間

H'FFFF FFFF

H'0000 0000

H'FFFF FFFF

H'FE00 0000

H'FE3F FFFF

I/Oベース

I/O空間 (4Mバイト)

 

図13.9 PCIローカルバスから SuperHywayバスへのメモリマップ 

本 LSIの内部アドレス空間をアクセスするためには、PCIメモリベースアドレスレジスタ（PCIMBAR0/1）、PCI

ローカルスペースレジスタ（PCILSR0/1）、および PCIローカルアドレスレジスタ（PCILAR0/1）を使用してくだ

さい。PCIアドレスの割り当てはソフトウェアによってプログラムします。PCICには、ローカルアドレス空間 0

（ベース 0）とローカルアドレス空間 1（ベース 1）の 2種類のメモリマッピングのためのレジスタがあります。 

これらのレジスタにより、2種類の空間（ベース）を割り当てることができます。 

これらの空間の容量は、PCILSR0/1（1M～512Mバイト）により設定することができます。 

PCIターゲットメモリ転送のために、PCIバス上のシングルロングワード（32ビット）およびバースト転送を

サポートしています。 
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PCIC内部レジスタ（PCIコンフィグレーションレジスタ、PCIローカルレジスタ）へのアクセスは後述のコン

フィグレーションアクセスおよび I/O空間へのアクセスを参照ください。 

PCIバス上のアドレス空間の一定の範囲が SuperHywayバスアドレス空間上のローカルアドレス空間に対応しま

す。本 LSI内部のローカルアドレス空間 0の制御を行うのが、PCIMBAR0、PCILSR0、PCILAR0です。ローカル

アドレス空間 1の制御を行うのが、PCIMBAR1、PCILSR1、PCILAR1です。図 13.10に PCIバスから本 LSIの

SuperHywayバスへのアドレス変換を示します。 

PCIMBARは外部 PCIデバイスが使用する PCIバス上のメモリ空間の先頭アドレスを示します。PCILARは本

LSIのローカルアドレス空間の先頭アドレスを示します。PCILSRは外部 PCIデバイスが使用できるアドレス空間

の容量を示します。 

PCIMBARと PCILARは PCILSRに設定されたサイズ分より上位のアドレスビットが有効になります。PCIMBAR

の上位ビットと外部 PCIデバイスが出力する PCIアドレスとが比較され、PCICに対するアクセスかどうかの判定

が行われます。アドレスが一致した場合には PCICへのアクセスと判断され、PCILARの上位ビットと、外部 PCI

デバイスが出力する PCIアドレスの下位ビットによって、SuperHywayバスのローカルアドレスが生成されます。

このアドレスに対し、PCIコマンド（メモリリード／ライト）が実行されます。外部 PCIデバイスが出力するア

ドレスの上位ビットが、PCIMBARの上位ビットと一致しない場合には、PCICは PCIコマンドに対し、応答しま

せん。 

以下の図では、SuperHywayバスを SH、PCIローカルバスを PCIと表記しています。 

SHアドレス

PCILAR0/1

PCIアドレス

compare

31 20192928 0

PCIMBAR0/1

31 201929 28 0

0 0 0 0 0 1 1 0 0 0
PCILSR0/1

31 20192928 01

31 20192928 0

31 20192928 0

MBA (upper)

0/1

LAR

 

図13.10 PCIローカルバスから SuperHywayバスへのアドレス変換 

すべての PCILSR0/1.MBAREが 0の場合には、PCIバスアドレスは、SuperHywayバスまで変更されずに転送さ

れます。 

PCICではメモリリードコマンドのためのデータのプリフェッチングをサポートしています。PCIバスからバー

ストリードを行うと、8バイトまたは 32バイト単位のブロック単位にプリフェッチされます（PCICR.PFCSおよ

び PCICR.PFEの設定によります）。 
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（2） PCIC I/O空間へのアクセス 

I/Oアドレス空間は、256バイトを割り当てる必要があります。 

下位 8ビット（[7:0]）が、SuperHywayバスに変更されずに送られます。 

PCIアドレス[31:8]と PCI I/Oベースアドレスレジスタ[31:8]（PCIIBAR）が一致すると、上位 24ビットがH'FE0401

に置換され、PCIローカルレジスタに対してアクセスを実行します。 

31 8 7 0

PCIアドレス

31 8 7 0

PCIIBAR

31 8 7 0

SHアドレス H'FE0401

比較

IOB (upper)
 

図13.11 PCIローカルバスから SuperHywayバスへの I/Oアクセス 

（3） PCIC各レジスタへのアクセス 

• コンフィグレーションレジスタ 

コンフィグレーションレジスタのリードまたはライトは、コンフィグレーションアクセスにてPCIアドレス+

オフセットでアクセスしてください。シングルロングワードアクセスのみとなります。バースト転送は切断

され終了します。 

• ローカルレジスタ 

I/Oリードまたはライトコマンドを使用して、PCIアドレス+オフセットでアクセスしてください。 

シングルロングワードアクセスのみとなります。バースト転送は切断され終了します。 

• コントロールレジスタ（PCIECR） 

PCIバスからメモリリードまたはメモリライトコマンドを使用して、コントロールレジスタ空間へのリード

／ライトは行わないでください。 
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（4） 本 LSIへのアクセス 

• メモリ空間 

「13.4.4（1） 本LSIメモリ空間へのアクセス」を参照ください。アクセス可能な空間は本LSIメモリマップ

上でエリア0～2、4～6、DDR–SDRAM空間およびSuperHywayメモリ空間です。 

ただし、エリア0～2、4～6に対しては以下の(a)～(c)のいずれかの方法で回避が可能です。 

(a) シングルアクセス転送を行う場合には、C/BE[3:0]（テータ転送中のバイトイネーブル）の組み合わせが、

以下の組み合わせとする。 

C/BE[3:0] = LLLL / LLHH / HHLL / LHHH / HLHH / HHLH / HHHL（H：ハイレベル、L：ローレベル） 

(b) バーストアクセス転送を行う場合には、開始アドレスと終了アドレスを16バイト境界に設定し、かつC/BE

（テータ転送中のバイトイネーブル）の組み合わせは以下とする。 

C/BE[3:0] = LLLL（H：ハイレベル、L：ローレベル） 

(c) バーストリードアクセス転送を行う場合には、PCIコントロールレジスタのPFEビットもしくはPFCSビッ

トを0に設定する。 

• 内蔵I/O空間 

PCIローカルバスからメモリリードまたはメモリライトコマンドを使用して、内蔵IO空間のリード／ライト

は行わないでください。リードライト時の動作は保証しません。 

 

（5） 排他的アクセス 

PCIバス上のロックアクセスをサポートしています。 

一度ロックされると、LOCKをアサートした PCIデバイスからのみアクセスできます。 

SuperHywayバス上のリソースロックは行いません（ロック転送中に他の内蔵モジュールによってアクセスは可

能）。 
 

（6） エンディアン 

本 LSIの PCICは、ビッグおよびリトルエンディアンをサポートします。PCIバスはリトルエンディアンですの

で、PCICはデータスワップおよびデータ非スワップをサポートします。 

これらのエンディアンの設定は、PCIコントロールレジスタ（PCICR）の TBSビットの設定によって行われま

す。 

以下の図では、最上位バイトをMSByte（Most Significant Byte）、最下位バイトを LSByte（Least Significant Byte）

と表記しています。 
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31

MSByte LSByte

MSByte LSByte

0
PCIデータ

SHデータ

1. リトルエンディアン

A' B' C' D' A B C D

バッファデータ A' B' C' D' A B C D

A B C D

PCI Address[2] = 1

PCI Address[2] = 0

31 0
PCIデータ

SHデータ

【注】PCI Address[2]：PCIバス AD[2]

A B C D A' B' C' D'

バッファデータ A B C D A' B' C' D'

A B C D

PCI Address[2] = 0

PCI Address[2] = 1

 2. ビッグエンディアン

 

図13.12 PCIローカルバスから SuperHywayバスへのエンディアン変換（非スワップ：TBS＝0） 
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31

MSByte LSByte

0

A' B' C' D' A B C D

A' B' C' D' D B C D

A B C D

PCI Address[2] = 1

PCI Address[2] = 0

31

MSByte LSByte

0

D C B A D' C' B' A'

D C B A D' C' B' A'

A B C D

PCI Address[2] = 0

PCI Address[2] = 1

PCIデータ

SHデータ

1. リトルエンディアン

バッファデータ

PCIデータ

SHデータ

【注】PCI Address[2]：PCIバス AD[2]

バッファデータ

 2. ビッグエンディアン

 

図13.13 PCIローカルバスから SuperHywayバスへのエンディアン変換（スワップ：TBS＝1） 



 

13. PCIコントローラ（PCIC） 

13-76  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

（7） キャッシュコヒーレンシ 

PCICは、キャッシュスヌープ機能をサポートします。 

PCICが、ターゲットデバイスとして動作したときに、PCIバス上でマスタデバイスからのアクセスに対しキャ

ッシュコヒーレンシを保証します（ホストモードおよびノーマルモード）。本 LSIのキャッシュ可能な領域をア

クセスするときは、PCIキャッシュスヌープコントロールレジスタ 0/1（PCICSCR0/1）、PCIキャッシュスヌープ

アドレスレジスタ 0/1（PCICSAR0/1）を設定してください。 

本機能を使用した場合の注意点を以下に示します。 

• スヌープアドレスの設定は最大2条件設定できます。アドレスの比較は設定された2条件の論理和をとります。 

• 本機能を使用した場合、アドレスヒットした場合のアクセス時に、CPUへキャッシュのフラッシュ／パージ

リクエストを実行後、メモリへのリード／ライトを実行します。そのためPCIバス上での転送性能およびCPU

の処理性能を大幅に下げることになります。 

• 本機能使用時にプリフェッチ機能を使用しないでください（PCICRのPFEビットを1にしないでください）。 

• CPUがスリープ時には本機能を使用しないでください。CPUがスリープ状態のときにキャッシュヒットが発

生した場合にはSuperHywayバス上でエラーアクセスとなり、メモリへのリード／ライトが実行されません。

CPUをスリープする前には、PCICSCRのSNPMDビット（スヌープモード）に00（スヌープ機能オフ）を設定

してください。また、CPUのスリープ前後でのコヒーレンシを保証する場合には、スリープ命令実行前にキ

ャッシュのパージを行ってください。 

• 本機能と同時に以下の機能は使用しないでください。 

エミュレータによるデバッグ機能（エミュレータ使用時は本機能をOFFにしてください） 

DMACによるLRAM／メモリ割り付けキャッシュアレイへのアクセス 

PCIローカルバスアドレス

SuperHywayバスアドレス キャッシュスヌープアドレスレジスタ

キャッシュスヌープコントロールレジスタ
設定

キャッシュフラッシュ／パージ

リード／ライト実行リード／ライト実行

比較

キャッシュヒット

キャッシュヒットなし

 

図13.14 PCIローカルバスから SuperHywayバスへのキャッシュフラッシュ／パージ実行フロー 
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13.4.5 ホストモード 

（1） ホストモード時の動作 

本 LSIの PCIインタフェースは PCIバージョン 2.2のサブセットをサポートしており、PCIバスインタフェース

を持つデバイスと接続できます。 

PCICがホストモードに設定されているときとノーマルモードに設定されているときでは、バスパーキングを

PCICが無条件に行うか否か、PCIバスのアービトレーション機能が有効か無効かの 2点において動作が異なりま

す。 

またホストモードでは、PCIバス上の転送が行われていないときには、AD、CBE、PARの各信号線は PCICが

ドライブします。その後 PCICがマスタとして転送を開始するときには、最低でもアドレスフェーズが終了するま

で、これらの信号をドライブし続けます。PCIC内のアービタと PCIC間の REQおよび GNT信号は内部で接続さ

れます。このとき REQ0/REQOUT、REQ1、REQ2、REQ3の各端子はそれぞれ外部のマスタ 0～マスタ 3からの

REQ入力として、GNT0/GNTIN、GNT1、GNT2、GNT3の各端子はそれぞれ外部のマスタ 0～マスタ 3への GNT

出力として動作します。PCICを含め最大 5マスタのアービトレーションが可能です。 
 

（2） コンフィグレーションアクセス 

コンフィグレーションメカニズム#1は、それぞれコンフィグレーションアドレスレジスタおよびコンフィグレ

ーションデータレジスタに対応する PCI PIO（Programmed I/O）アドレスレジスタ（PCIPAR）および PCI PIOデ

ータレジスタ（PCIPDR）をサポートします。 

PCIPARをセットし、PCIPDRをリードまたはライトすると、PCIバス上でコンフィグレーションサイクルが発

行されます。タイプ 0の転送では、ビット[10:2]は変化せずに PCIバスに送られます。しかし、AD[31:11]は IDSEL

信号として使用されるように変更されます。 

デバイス番号を 0にセットすると、AD16は 1になり、他は 0になります。 

デバイス番号を 1にセットすると、AD17は 1になり、他は 0になります。以降、同じようにデバイス番号を 2

にセットすると、AD18は 1になり、3にセットすると AD19が 1に対応しており、デバイス番号を 16にセット

すると、AD31は 1になり、他は 0になります。 

31 30 24 23 16 15 11 10 8 7 2 1 0

31 11 1016 15 8 7 2 1 0

コンフィグレーション
アドレスレジスタ

イネーブルビット

リザーブ バス番号
デバイス
番号

機能
番号

レジスタ
番号

00

1は1つのみ 0000000PCIバスアドレス

0：イネーブル 
1：ディスエーブル

 

図13.15 タイプ 0コンフィグレーションのアドレス発生 

コンフィグレーションアクセスでは、PCIマスタアボート（デバイス未接続）は、割り込みを発生させません。 

コンフィグレーション書き込みは、正常に終了します。コンフィグレーション読み出しは、0を返します。 
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（3） スペシャルサイクルアクセス 

PCICがホストデバイスとして動作する場合には、PCIPARに H'8000 FF00を設定し、PCIPDRへの書き込みを行

うことでスペシャルサイクルを発行することができます。 
 

（4） アービトレーション 

ホストモードでは、PCIC内の PCIバスアービタが作動します。 

4種類の外部マスタをサポートします（REQnと GNTnペア 4つ。n＝0～3）。 

2つ以上のデバイスから同時にバスの使用が要求されている場合には、優先順位が高いデバイスのバス要求を許

可します。 

デバイスの優先順位を決定するために、PCIバスアービタは、固定優先順位と擬似ラウンドロビンの 2モード

をサポートします。2つのモードはレジスタフィールド PCICR.BMAMによって選択します。 

以下デバイス nは REQnを使用する PCIデバイスを示します。 
 

（a） 固定優先順位 

PCICR.BMAMを 0に設定してください。 

デバイスの優先順位を以下のデフォルト値で固定します。 

• PCIC＞デバイス0＞デバイス1＞デバイス2＞デバイス3 

PCICは、他のデバイス以上にバスを優先的に使用することができます。 
 

（b） 擬似ラウンドロビン 

PCICR.BMAMを 1に設定してください。 

最後に許可されたデバイスが最下位の優先順位を割り当てます。 

最初の優先順位は、固定優先順位モードと同じです。 

デバイス 1がバスおよび転送データを要求し許可した後に、優先順位は次のようになります。 

• PCIC >デバイス0 >デバイス2 >デバイス3 >デバイス1 

そして、PCICがバスおよび転送データを要求し許可した後に、優先順位は次のように変わります。 

• デバイス0＞デバイス2＞デバイス3＞デバイス1＞PCIC 

そして、デバイス 3がバスおよび転送データを要求し許可した後に、優先順位は次のように変わります。 

• デバイス0＞デバイス2＞デバイス1＞PCIC＞デバイス3 

ホストモードでは、バスパーキングは常に PCICによって行われます。 
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（5） 割り込み 

• PCICには、10種類の割り込みがあります（これらの信号は本LSIのINTCに接続しています）。 

• 本LSI INTCにより、これらの割り込みの優先順位を許可／禁止および設定できます。 

• PCICがノーマルモードで動作する場合に、PCIバス上のホストデバイスに対する割り込みとして、INTA出力

が用意されています。INTAは、PCIコントロールレジスタ（PCICR）のINTA出力ビット（IOCS）でアサート

／ネゲートの制御を行うことができます。 

 

表13.6 割り込み優先順位 

名  称 割り込み要因 優先順位 

PCISERR ホストモードでの SERRアサート検出 

PCIINTA ホストモードでの INTA（PCI割り込み A）アサート検出 

PCIINTB ホストモードでの INTB（PCI割り込み B）アサート検出 

PCIINTC ホストモードでの INTC（PCI割り込み C）アサート検出 

PCIINTD ホストモードでの INTD（PCI割り込み D）アサート検出 

PCIERR PCICがエラー時、PCIIR（SDIを除く）と PCIAINTによる（マスク可能） 

PCIPWD3 D3へのパワーステート、PCIPINTによる（マスク可能） 

PCIPWD2 D2へのパワーステート、PCIPINTによる（マスク可能） 

PCIPWD1 D1へのパワーステート、PCIPINTによる（マスク可能） 

PCIPWD0 D0へのパワーステート、PCIPINTによる（マスク可能） 

高 

 

 

 

 

 

 

 

 

低 

【注】 SERRの割り込み処理は、PCISERRにより処理してください。 

 

PCICでは PCIバス上で発生したエラー情報を保持しておく事ができます。PCIエラーアドレス情報レジスタ

（PCIAIR）にエラー発生時のアドレスを、PCIエラーコマンド情報レジスタ（PCICIR）にエラー発生時の転送の

種類およびコマンドの値が保持されます。また。PCICがホストモードのときには PCIバスマスタエラー情報レジ

スタ（PCIBMIR）にエラー発生時のバスマスタ情報が保持されます。 

各エラー情報の保持は、1つのエラー情報しか行われません。このためエラーが複数回発生した場合、最初のエ

ラー情報のみ保持され、2つめ以降のエラー情報に関しては保持されません。エラー情報はパワーオンリセットに

よりクリアされます。 
 



 

13. PCIコントローラ（PCIC） 

13-80  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

13.4.6 ノーマルモード（非ホストモード） 

ノーマルモードでは、本 LSIの PCICのバスアービタは動作しません。PCIバスアービトレーションは、外部

PCIバスアービタによって行われます。 

ノーマルモードでは、バスパーキングを行うマスタは、外部のアービタによって出力される GNT信号によって

決められます。パーキングを行うマスタと、次に転送を始めるマスタが異なる場合、アドレスフェーズの前に最

低 1クロック期間のハイインピーダンス状態が生じます。 

また、ノーマルモード時には、GNT0/GNTIN端子は PCICの GNT入力として、REQ0/REQOUT端子は PCICの

REQ出力として動作します。 
 

13.4.7 パワーマネジメント 

PCICでは、PCIのパワーマネジメント（レビジョン 1.1のサブセットをサポート）に対応したコンフィグレー

ションレジスタをサポートします。サポートされている特長は以下の通りです。 
 

• PCIのパワーマネジメント制御用コンフィグレーションレジスタをサポート 

• PCIバス上のホストデバイスからのパワーダウン/復帰要求に応じた割り込みをサポート 

 

PCIのパワーマネジメント制御用コンフィグレーションレジスタとして、以下の7つのレジスタがあります。PCI

拡張機能ポインタレジスタ（PCICP）はパワーマネジメント用コンフィグレーションレジスタに対するアドレスオ

フセットを示します。PCICではPCICPはH'40（固定）です。PCI拡張機能IDレジスタ（PCICID）、PCI次項目ポイ

ンタレジスタ（PCINIP）、PCIパワーマネジメントレジスタ（PCIPMC）、PCIパワーマネジメントコントロール

／ステータスレジスタ（PCIPMCSR）、PCIPMCSRブリッジサポート拡張レジスタ（PCIPMCSRBSE）、PCIパワ

ー消費／拡散データ（PCIPCDD）がパワーマネジメントレジスタで、パワーステートD0（通常状態）、パワース

テートD1（バスアイドル）、パワーステートD2（クロック停止）、パワーステートD3（パワーダウンモード）の

4つのステートをサポートします。 

PCIバス上のパワーダウンステートの遷移図を図13.16に示します。 

D0
（通常状態）

D2
（クロック停止）

D1
（バスアイドル）

D3
（パワーダウン）

 

図13.16 PCIバスパワーダウンステート遷移図 
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PCICはPCIパワーマネジメントコントロール／ステータスレジスタのパワーステート（PS）ビットが変化した

こと（外部PCIデバイスからのライト）を検出して、パワーマネジメント割り込みを発生します。パワーマネジメ

ント割り込みを制御するために、PCIパワーマネジメント割り込みレジスタ（PCIPINT）、PCIパワーマネジメン

ト割り込みマスクレジスタ（PCIPINTM）が用意されています。パワーマネジメント割り込みとしては、パワース

テートD1/D2/D3からD0への遷移を検出するパワーステートD0（PCIPWD0）割り込み、パワーステートD0からD1

への遷移を検出するパワーステートD1（PCIPWD1）割り込み、パワーステートD0/D1からD2への遷移を検出する

パワーステートD2（PCIPWD2）割り込み、パワーステートD0/D1/D2からD3への遷移を検出するパワーステート

D3（PCIPWD3）割り込みが用意されています。各パワーステート割り込みごとに割り込みマスクを設定できます。 

パワーオンリセット時は、パワーステートD0割り込みは発生しません。 

PCICがノーマルモードで動作し、外部のホストデバイスからパワーダウン割り込みを受け付ける場合には、以

下の点に注意してください。 

PCIのパワーマネジメントでは、ホストデバイスはパワーステートD3への遷移を指示してから、最速16クロッ

クでPCIバスクロックを停止します。そのため、パワーステートD3割り込みの検出後は、CPUとPCIバスの両方か

らアクセス可能なPCIC内のローカルレジスタ、コンフィグレーションレジスタおよびPCIバスへのアクセス（I/O

およびメモリ空間）に対してリード／ライトを実行しないでください。これらのアクセス制御はPCIバスクロック

で動作しているため、アクセスの途中でこのクロックが停止した場合、リード／ライトサイクルが終了せず、

SuperHywayバス上でハングアップしてしまいます。 
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13.4.8 PCIバス基本インタフェース 

本 LSIの PCICは PCIバージョン 2.2のサブセットをサポートしており、PCIバスインタフェースを持つデバイ

スと接続できます。以下、各動作モードでの動作タイミングを示します。 
 

（1） マスタリード／ライトサイクルのタイミング 

図 13.17にホストモードでのシングルライトサイクル例を、図 13.18にホストモードでのシングルリードサイ

クル例を、図 13.19にノーマルモード時のバーストライトサイクル例を、図 13.20にノーマルモード時のバース

トリードサイクル例を示します。ただし DEVSEL、TRDYの応答速度は接続されたターゲットデバイスにより異

なります。ホストモード時のマスタアクセスは、必ずシングルリード／ライトサイクルになります。コンフィグ

レーション転送の発行はホストモードでのみ可能です。 

PCICLK

AD[31:0]

PAR

CBE[3:0] 
(C/BE[3:0])

PCIFRAME

IRDY

DEVSEL

TRDY

LOCK

IDSEL

【記号説明】

Addr
AP
Com

：PCI空間のアドレス
：アドレスパリティ
：コマンド

Dn
DPn
BEn

：n番目のデータ
：n番目のデータパリティ
：n番目のデータバイトイネーブル

REQ

GNT

D0Addr

DP0AP

BE0Com

 

図13.17 ホスト時マスタライトサイクル（シングル） 
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PCICLK

AD[31:0]

PAR

PCIFRAME

IRDY

DEVSEL

TRDY

LOCK

IDSEL

【記号説明】

Addr
AP
Com

：PCI空間のアドレス
：アドレスパリティ
：コマンド

Dn
DPn
BEn

：n番目のデータ
：n番目のデータパリティ
：n番目のデータバイトイネーブル

REQ

GNT

D0

DP0

Addr

AP

BE0Com
CBE[3:0] 
(C/BE[3:0])

 

図13.18 ホスト時マスタリードサイクル（シングル） 
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PCICLK

AD[31:0]

PAR

PCIFRAME

IRDY

DEVSEL

TRDY

LOCK

IDSEL

【記号説明】

Addr
AP
Com

：PCI空間のアドレス
：アドレスパリティ
：コマンド

Dn
DPn
BEn

：n番目のデータ
：n番目のデータパリティ
：n番目のデータバイトイネーブル

REQ

GNT

AP

Com

Addr D0 D1 Dn

BE0 BE1 BEn

DP0 DPnDPn-1

CBE[3:0] 
(C/BE[3:0])

 

図13.19 ノーマル時マスタライトサイクル（バースト） 
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PCICLK

AD[31:0]

PAR

PCIFRAME

IRDY

DEVSEL

TRDY

LOCK

IDSEL

【記号説明】

Addr
AP
Com

：PCI空間のアドレス
：アドレスパリティ
：コマンド

Dn
DPn
BEn

：n番目のデータ
：n番目のデータパリティ
：n番目のデータバイトイネーブル

REQ

GNT

AP

Com

Addr D0 D1 Dn

BE0 BE1 BEn

DP0 DPnDPn-1

CBE[3:0] 
(C/BE[3:0])

 

図13.20 ノーマル時マスタリードサイクル（バースト） 

（2） ターゲットリード／ライトサイクルのタイミング 

PCICは、外部マスタからのターゲットメモリバーストリードアクセスに対して、PCIC内部の FIFOに 8ロング

ワードのデータが準備できるまでリトライで応答します。つまり初めてのターゲットメモリバーストリードアク

セスには必ずリトライで応答します。シングルメモリリードアクセスに対しては、データが準備でき次第応答し

ます。 

また、PCICに対するターゲットメモリライトアクセスがあった場合、ライトされたデータがローカルメモリに

完全に書き込まれるまでは、ターゲットメモリライトしたデータを直後にターゲットリードする場合、そのデー

タの内容は保証されます。 

コンフィグレーション空間および I/O空間に対するターゲットアクセスはシングル転送のみです。バーストア

クセス要求があった場合には、1つ目の転送が終了した時点でディスコネクトします。なお、PCICに対するター

ゲットアクセスでは、DEVSELの応答速度は 2クロック（中速）に固定されています。 
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図 13.21にノーマルモードでのターゲットシングルリードサイクル例を、図 13.22にノーマルモードでのター

ゲットシングルライトサイクル例を、図 13.23にホストモードでのターゲットバーストリードサイクル例を、図

13.24にホストモードでのターゲットバーストライトサイクル例を示します。 

PCICLK

AD[31:0]

PAR

PCIFRAME

IRDY

DEVSEL

TRDY

STOP

LOCK

IDSEL

【記号説明】

Addr
AP
Com

：PCI空間のアドレス
：アドレスパリティ
：コマンド

Dn
DPn
BEn

：n番目のデータ
：n番目のデータパリティ
：n番目のデータバイトイネーブル

REQOUT

GNTIN

Addr

AP

D0

DP0

ディスコネクト時

ロック時

コンフィグレーションアクセス時

Com BE0
CBE[3:0] 
(C/BE[3:0])

 

図13.21 ノーマル時ターゲットリードサイクル（シングル） 
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PCICLK

AD[31:0]

PAR

PCIFRAME

IRDY

DEVSEL

TRDY

STOP

LOCK

IDSEL

【記号説明】

Addr
AP
Com

：PCI空間のアドレス
：アドレスパリティ
：コマンド

Dn
DPn
BEn

：n番目のデータ
：n番目のデータパリティ
：n番目のデータバイトイネーブル

REQOUT

GNTIN

Addr

AP

D0

DP0

ディスコネクト時

ロック時

コンフィグレーションアクセス時

Com BE0
CBE[3:0] 
(C/BE[3:0])

 

図13.22 ノーマル時ターゲットライトサイクル（シングル） 
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PCICLK

AD[31:0]

PAR

PCIFRAME

IRDY

DEVSEL

TRDY

STOP

LOCK

IDSEL

【記号説明】

Addr
AP
Com

：PCI空間のアドレス
：アドレスパリティ
：コマンド

Dn
DPn
BEn

：n番目のデータ
：n番目のデータパリティ
：n番目のデータバイトイネーブル

REQ

GNT

Addr

AP

D0

DP0

Com BE0

D1 Dn

BEn

DPnDPn-1

BE1

ディスコネクト時

ロック時

CBE[3:0] 
(C/BE[3:0])

 

図13.23 ホスト時ターゲットメモリリードサイクル（バースト） 
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PCICLK

AD[31:0]

PAR

PCIFRAME

IRDY

DEVSEL

TRDY

STOP

LOCK

IDSEL

【記号説明】

Addr
AP
Com

：PCI空間のアドレス
：アドレスパリティ
：コマンド

Dn
DPn
BEn

：n番目のデータ
：n番目のデータパリティ
：n番目のデータバイトイネーブル

REQ

GNT

Addr

AP

D0

DP0

Com BE0

D1 Dn

BEn

DPnDPn-1

BE1

ディスコネクト時

ロック時

CBE[3:0] 
(C/BE[3:0])

 

図13.24 ホスト時ターゲットメモリライトサイクル（バースト） 

（3） アドレス／データステッピングのタイミング 

PCICは、PCICMDレジスタのWCCビットを 1にすることにより、PCICが ADバスをドライブする際、1クロ

ックのウェイト（ステッピング）を挿入することができます。これにより、PCICは 2クロックかけて ADバスを

ドライブすることになります。PCIバスの負荷が重く、1クロックで ADバスが規定の論理レベルに達しない環境

で使用します。また、PCICがホストモード時、コンフィグレーション転送を発行する際にも、使用することを推

奨します。 

図 13.25にアドレスステッピングありの場合のバーストメモリライトサイクル例を、図 13.26にアドレスステ

ッピングありの場合のターゲットバーストリードサイクル例を示します。 
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PCICLK

AD[31:0]

PAR

PCIFRAME

IRDY

DEVSEL

TRDY

【記号説明】

Addr
AP
Com

：PCI空間のアドレス
：アドレスパリティ
：コマンド

Dn
DPn
BEn

：n番目のデータ
：n番目のデータパリティ
：n番目のデータバイトイネーブル

Addr D0 Dn

Com BE0 BEn

AP DP0 DPnDPn-1

D1

BE1CBE[3:0] 
(C/BE[3:0])

 

図13.25 ホスト時マスタライトサイクル（バースト、ステッピングあり） 

PCICLK

AD[31:0]

PAR

PCIFRAME

IRDY

DEVSEL

TRDY

【記号説明】

Addr
AP
Com

：PCI空間のアドレス
：アドレスパリティ
：コマンド

Dn
DPn
BEn

：n番目のデータ
：n番目のデータパリティ
：n番目のデータバイトイネーブル

Addr D1D0

Com BE0 BEn

AP

Dn

DPnDP0 DPn-1

BE1
CBE[3:0] 
(C/BE[3:0])

 

図13.26 ホスト時ターゲットメモリリードサイクル（バースト、ステッピングあり） 
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13.5 使用上の注意事項 

13.5.1 PCICターゲットリード使用時の注意事項 
 

本 PCICを、ターゲットモードで、下記 1.～3.の条件をすべて満たして使用している場合、PCICターゲットリ

ード時のデータが欠落することがあります。 
 

1. PCICR.PFCS=1（32バイトプリフェッチイネーブル） 

2. PCICR.FTO=1（TRDYコントロールイネーブル） 

3. PCICR.PFE=1（プリフェッチイネーブル） 

 

ターゲットモードで、ターゲットリードを使用する場合は、上記 3条件の内 1つ以上を除いた状態で使用して

ください。 
 

13.5.2 ホストモード使用時の注意事項 

本 LSIの PCICを、下記条件 1.～5.をすべて満たして使用している場合、もっとも優先順位の低い REQn（n＝3

～1）がマスクされ、PCIバスでの転送が正しく行われなくなり、その結果、PCIバスシステムの動作が不安定に

なります。 
 

1. ホストモード（MD6＝ハイレベル） 

2. PCIバスアービトレーションを優先順位固定に設定（PCICR.BMAN＝0）。 

3. PCIバスに本LSI（PCICはホストモード）以外に2つ以上のマスタとなりえる外部PCIデバイスを接続。 

4. 上記外部デバイスのうち、シングルトランザクション要求時（シングルおよびバースト転送）、REQのネゲ

ートとFRAMEのアサートを同時に行わないデバイス（REQm）が少なくとも1つ存在する。 

5. 4.の条件を満たす外部デバイス（REQm）より優先順位が低いマスタとなりえる外部デバイス（REQn、n＞m）

がある。 

 

PCICLK

REQm

GNTm

FRAME
 

図 13.27 REQのネゲートと FRAMEのアサートを同時に行わないデバイス（REQm）のタイミング例 
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REQのネゲートと FRAMEのアサートが同時でないデバイスがバスマスタとなりえる場合（図 13.27）、下記

の 1.または 2.のいずれか一方の回避策を行ってください。 
 

1. 擬似ラウンドロビンモードを使用 

PCIバスアービトレーションの優先順位は、擬似ラウンドロビン（PCICR.BMAM＝1）に設定してください。 

2. 該当するタイミングのデバイスの優先順位を一番低くする。 

REQのネゲートとFRAMEのアサートが同時でないデバイスが一つのみの場合、そのデバイスの優先順位を一

番低いREQn、GNTnに接続してください。 

 

なお、PCIバスに接続される外部デバイスすべてが該当するタイミングでない場合や、該当するタイミングの

デバイスがバスマスタとなることがない場合には、本回避策は不要です。 
 

13.5.3 PCICマスタアクセス時のパリティエラー検出について 

PCICがマスタリードアクセス時に TRDYアサート中のデータパリティエラー検出ができない場合があります。 
 

【条件】 

下記条件すべてを満たすとき、データパリティエラー検出ができません。 

PERRをアサートせず、検出ビットも立たないため、未検出と同じ動作となります。 

• PCIC（マスタ）動作条件 

1. PCIコマンドレジスタのPERビットに1を設定（検出したパリティエラーに応答する） 

2. マスタメモリリードサイクル 

• 外部PCIデバイス（ターゲット）動作条件 

1. ターゲット・イニシエーテッド・ディスコネクト（データあり）：STOPアサート 

 

【システムでの影響】 

ターゲット・イニシエーテッド・ディスコネクト（データあり）において、ディスコネクトされたデータフェ

ーズのパリティエラーが検出されず PERRがアサートされません。上記条件のうち 1つでも満たさない場合は正

常にパリティエラーを判定いたします。 

マスタリードアクセス時において本現象が問題になる場合があります（ターゲット・データ・パリティエラー）。 
 

【回避策】 

本不具合に対する PCICによる回避策はありません。 
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13.5.4 PCICターゲットアクセス時のアクセス制限について 

PCICに関して、ターゲットアクセス時に、以下の制限事項があります。 
 

【内容】 

PCICを用いて、PCIバスと SHローカルバス（LBSC）の間でデータを転送するために、外部 PCIデバイスがバ

スマスタになり、メモリリード／メモリライトコマンドにより、ターゲットライト転送もしくはターゲットリー

ド転送を行った場合、SHローカルバス（LBSC）へ正しくデータが転送できない場合あります。また、正しくデ

ータ転送できないだけでなく、ターゲットアボートで終了する場合もあります。 

ターゲット I/Oアクセスやコンフィグレーションアクセスの場合は、PCIバスと SHローカルバス（LBSC）の

間でのデータ転送はできませんので、本不具合は発生しません。 
 

【発生条件】 

下記条件 1、2または 3において、PCIバスと SHローカルバス（LBSC）の間で正しくデータを転送できません。 

• 条件1：下記 (1-a)～(1-c) のすべてを満たす場合 

(1-a) PCICに対するターゲットメモリライトアクセスもしくはターゲットメモリリードアクセス 

(1-b) PCIバス上の転送がシングルアクセス 

(1-c) C/BE（テータ転送中のバイトイネーブル）の組み合わせが、以下の組み合わせ以外の場合 

C/BE[3:0] = LLLL / LLHH / HHLL / LHHH / HLHH / HHLH / HHHL（H：ハイレベル、L：ローレベル） 

• 条件2：下記 (2-a)～(2-c) のすべてを満たす場合 

(2-a) PCICに対するターゲットメモリライトアクセス 

(2-b) PCIバス上の転送がバーストアクセス 

(2-c) 以下の項目 i) ～ iii)のうち、1つ以上の項目に該当する場合 

i) 開始アドレス 16バイト境界以外のとき 

ii) 終了アドレス 16バイト境界以外のとき 

iii) C/BE（テータ転送中のバイトイネーブル）の組み合わせが、以下の組み合わせ以外の場合 

C/BE[3:0] = LLLL（H：ハイレベル、L：ローレベル） 

• 条件3：下記 (3-a)～(3-d) のすべてを満たす場合 

(3-a) PCICに対するターゲットメモリリードアクセス 

(3-b) PCIバス上の転送がバーストアクセス 

(3-c) PCIコントロールレジスタの PFEビットが 1かつ PFCSビットが 1のとき 

(3-d) 以下の項目 i) ～ iii)のうち、1つ以上の項目に該当する場合 

i) 開始アドレス 16バイト境界以外のとき 

ii) 終了アドレス 16バイト境界以外のとき 

iii) C/BE（テータ転送中のバイトイネーブル）の組み合わせが、以下の組み合わせ以外の場合 

C/BE[3:0] = LLLL（H：ハイレベル、L：ローレベル） 
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【回避方法】 

以下の(1)～(4)のいずれかの方法で回避が可能です。 

ターゲットリードアクセスでバーストアクセスを行う場合は、以下の(5)の方法でも回避が可能です。 

(1) 内蔵 DMACによるマスタ転送の場合、本不具合は発生しないため、内蔵 DMACを用いて、PCIバスと SH ロ

ーカルバス（LBSC）の間の転送を行う。 

(2) PCICに対するターゲット転送時にはバーストアクセス転送を行わずシングルアクセス転送のみ実行する。 

ただし、C/BE[3:0]（テータ転送中のバイトイネーブル）の組み合わせとしては、LLLL/LLHH/HHLL/ 

LHHH/HLHH/HHLH/HHHLのみ使用可能（H：ハイレベル、L：ローレベル）。 

(3) PCICに対するターゲット転送時にバーストアクセス転送を行う場合には、開始アドレスと終了アドレスを

16バイト境界に設定し、かつ C/BE（テータ転送中のバイトイネーブル）の組み合わせは LLLL（すべてロ

ーレベル）とする。 

(4) PCIバスから DDR–SDRAM空間もしくは SuperHywayメモリ空間へデータ転送を行う場合には、本不具合は

発生しないので、PCIバスと SHローカルバス（LBSC）の間のデータ転送を行う場合、DDR-SDRAM空間

もしくは SuperHywayメモリ空間を経由して、データを転送する。 

(5) ターゲットリードアクセスでバーストアクセスを行う場合は、PCIコントロールレジスタの PFEビットもし

くは PFCSビットを 0に設定する。 
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14. ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC） 

本 LSIは、ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC）を内蔵しています。DMACは、DACK（DMA転

送終了通知）付き外部デバイス、外部メモリ、内蔵メモリ、メモリマップト外部デバイス、内蔵周辺モジュール

間のデータ転送を、CPUに代わって高速に行うことができます。 

14.1 特長 

• チャネル数：6チャネル（うちチャネル0～3は外部リクエスト受け付け可能） 

• アドレス空間：アーキテクチャ上は4Gバイト 

• 転送データ長：バイト、ワード（2バイト）、ロングワード（4バイト）、16バイト、32バイト 

• 最大転送回数：16,777,216回 

• アドレスモード：デュアルアドレスモード 

• 転送要求： 

外部リクエスト（チャネル0～3）、内蔵周辺モジュールリクエスト（チャネル0～5）、オートリクエストの3

種類から選択可能。 

内蔵周辺モジュールリクエストを発行できるものは以下のモジュールです。 

   CMT、SCIF0～SCIF2、HAC、USBF、SSI0～SSI3、MMCIF、SIM、SIOF0～SIOF2、STIF0、STIF1 

• バスモード： 

サイクルスチールモード（通常モードとインタミッテントモード）とバーストモードから選択可能 

• 優先順位：チャネル優先順位固定モードとラウンドロビンモードから選択可能 

• 割り込み要求：データ転送ハーフエンド時およびデータ転送終了時、また、アドレスエラー発生時にCPUへ

割り込み要求を発生可能 

• 外部リクエスト検出：DREQ入力のロー／ハイレベル検出、立ち上がり／立ち下がりエッジ検出から選択可

能 

• DMA転送要求受け付け信号（DACK）およびDMA転送終了信号（TEND）はアクティブレベルを設定可能 
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DMACのブロック図を図 14.1に示します。 

回数制御

チャネル0～5
SARm

DARm

TCRm

CHCRm

DMAOR

DMARS0～2

SARBn

DARBn

TCRBn

レジスタ制御

S
H

w
y 
バ
ス

起動制御

要求優先制御

バス
インタフェース

内蔵メモリ

内蔵周辺
モジュール

割り込み
コントローラ

周辺バス
コントローラ

DMA転送要求信号

DMINT0～DMINT5

【記号説明】

m ：0～5
n ：0～3
【注】 * ハーフエンド割り込み要求は、チャネル0～3のみ有効。

CHCRm 
DARm 
DARBn 
DMAOR
DMARS0～2 
DMINTm

：DMAチャネルコントロールレジスタm
：DMA デスティネーションアドレスレジスタm
：DMA デスティネーションアドレスレジスタBn 
：DMAオペレーションレジスタ
：DMA拡張リソースセレクタ0～2  
：DMA転送終了通知／ハーフエンド 
　割り込み要求* 

：チャネル0～5アドレスエラー割り込み要求
：DMAソースアドレスレジスタm
：DMAソースアドレスレジスタ Bn
：SuperHywayバス（内部バス）
：DMA トランスファカウントレジスタm
：DMA トランスファカウントレジスタBn

DMAE
SARm
SARBn 
SHwy バス 
TCRm 
TCRBn

DMAE

DREQ0～DREQ3

DACK0～DACK3

TEND0～TEND3

DMA転送終了通知

外部ROM

外部RAM

外部入出力

LBSC

DDRIF

PCIC

DMAC

 

図 14.1 DMACブロック図 
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14.2 入出力端子 
DMAC関係の外部端子を以下に示します。 

外部バスに接続する端子の構成を表 14.1に示します。DMACとしては、外部バス用に 4チャネル分の端子（チ

ャネル 0～3）を持ちます。 

チャネル 1の入出力端子は、通常入出力グループとミラー入出力グループの 2つの端子グループがあります。

どちらの端子グループも常に同じ入出力動作をします。チャネル 1の端子の選択は、GPIOのピンセレクトレジス

タで行います。 
 

表 14.1 外部バスに対する端子構成 

チャネル 名称 略称 入出力 機   能 

DMA転送要求 DREQ0*1 入力 外部デバイスからチャネル 0への DMA転送要求入力 

DMA転送要求受け付け DACK0*2 出力 チャネル 0から外部デバイスへの DMA転送要求に対す

るストローブを出力 

0 

DMA転送終了通知 TEND0*2 出力 チャネル 0から外部デバイスへの DMA転送終了出力 

DMA転送要求 DREQ1*1 入力 外部デバイスからチャネル 1への DMA転送要求入力 

DMA転送要求受け付け DACK1*2 出力 チャネル 1から外部デバイスへの DMA転送要求に対す

るストローブを出力 

通常 

入出力 

端子 

DMA転送終了通知 TEND1*2 出力 チャネル 1から外部デバイスへの DMA転送終了出力 

DMA転送要求 DREQ1M*1 入力 外部デバイスからチャネル 1への DMA転送要求入力 

DMA転送要求受け付け DACK1M*2 出力 チャネル 1から外部デバイスへの DMA転送要求に対す

るストローブを出力 

1 

ミラー

入出力

端子 

DMA転送終了通知 TEND1M*2 出力 チャネル 1から外部デバイスへの DMA転送終了出力 

DMA転送要求 DREQ2*1 入力 外部デバイスからチャネル 2への DMA転送要求入力 

DMA転送要求受け付け DACK2*2 出力 チャネル 2から外部デバイスへの DMA転送要求に対す

るストローブを出力 

2 

DMA転送終了通知 TEND2*2 出力 チャネル 2から外部デバイスへの DMA転送終了出力 

DMA転送要求 DREQ3*1 入力 外部デバイスからチャネル 3への DMA転送要求入力 

DMA転送要求受け付け DACK3*2 出力 チャネル 3から外部デバイスへの DMA転送要求に対す

るストローブを出力 

3 

DMA転送終了通知 TEND3*2 出力 チャネル 3から外部デバイスへの DMA転送終了出力 

【注】 *1 初期値はローレベル検出です。 

 *2 初期値はローアクティブです。 
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14.3 レジスタの説明 
DMACのレジスタ構成を表 14.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 14.3に示しま

す。 
 

表 14.2 レジスタ構成 

チャネル 名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ*3 

DMAソースアドレスレジスタ 0 SAR0 R/W H'FF60 8020 H'1F60 8020 32 

DMAデスティネーションアドレスレジスタ 0 DAR0 R/W H'FF60 8024 H'1F60 8024 32 

DMAトランスファカウントレジスタ 0 TCR0 R/W H'FF60 8028 H'1F60 8028 32 

0 

DMA チャネルコントロールレジスタ 0 CHCR0 R/W*1 H'FF60 802C H'1F60 802C 32 

DMAソースアドレスレジスタ 1 SAR1 R/W H'FF60 8030 H'1F60 8030 32 

DMAデスティネーションアドレスレジスタ 1 DAR1 R/W H'FF60 8034 H'1F60 8034 32 

DMAトランスファカウントレジスタ 1 TCR1 R/W H'FF60 8038 H'1F60 8038 32 

1 

DMA チャネルコントロールレジスタ 1 CHCR1 R/W*1 H'FF60 803C H'1F60 803C 32 

DMAソースアドレスレジスタ 2 SAR2 R/W H'FF60 8040 H'1F60 8040 32 

DMAデスティネーションアドレスレジスタ 2 DAR2 R/W H'FF60 8044 H'1F60 8044 32 

DMAトランスファカウントレジスタ 2 TCR2 R/W H'FF60 8048 H'1F60 8048 32 

2 

DMA チャネルコントロールレジスタ 2 CHCR2 R/W*1 H'FF60 804C H'1F60 804C 32 

DMAソースアドレスレジスタ 3 SAR3 R/W H'FF60 8050 H'1F60 8050 32 

DMAデスティネーションアドレスレジスタ 3 DAR3 R/W H'FF60 8054 H'1F60 8054 32 

DMAトランスファカウントレジスタ 3 TCR3 R/W H'FF60 8058 H'1F60 8058 32 

3 

DMA チャネルコントロールレジスタ 3 CHCR3 R/W*1 H'FF60 805C H'1F60 805C 32 

0～5共通 DMAオペレーションレジスタ DMAOR R/W*2 H'FF60 8060 H'1F60 8060 16 

DMAソースアドレスレジスタ 4 SAR4 R/W H'FF60 8070 H'1F60 8070 32 

DMAデスティネーションアドレスレジスタ 4 DAR4 R/W H'FF60 8074 H'1F60 8074 32 

DMAトランスファカウントレジスタ 4 TCR4 R/W H'FF60 8078 H'1F60 8078 32 

4 

DMA チャネルコントロールレジスタ 4 CHCR4 R/W*1 H'FF60 807C H'1F60 807C 32 

DMAソースアドレスレジスタ 5 SAR5 R/W H'FF60 8080 H'1F60 8080 32 

DMAデスティネーションアドレスレジスタ 5 DAR5 R/W H'FF60 8084 H'1F60 8084 32 

DMAトランスファカウントレジスタ 5 TCR5 R/W H'FF60 8088 H'1F60 8088 32 

5 

DMAチャネルコントロールレジスタ 5 CHCR5 R/W*1 H'FF60 808C H'1F60 808C 32 

DMAソースアドレスレジスタ B0 SARB0 R/W H'FF60 8120 H'1F60 8120 32 

DMAデスティネーションアドレスレジスタ B0 DARB0 R/W H'FF60 8124 H'1F60 8124 32 

0 

DMAトランスファカウントレジスタ B0 TCRB0 R/W H'FF60 8128 H'1F60 8128 32 
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チャネル 名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ*3 

DMAソースアドレスレジスタ B1 SARB1 R/W H'FF60 8130 H'1F60 8130 32 

DMAデスティネーションアドレスレジスタ B1 DARB1 R/W H'FF60 8134 H'1F60 8134 32 

1 

DMAトランスファカウントレジスタ B1 TCRB1 R/W H'FF60 8138 H'1F60 8138 32 

DMAソースアドレスレジスタ B2 SARB2 R/W H'FF60 8140 H'1F60 8140 32 

DMAデスティネーションアドレスレジスタ B2 DARB2 R/W H'FF60 8144 H'1F60 8144 32 

2 

DMAトランスファカウントレジスタ B2 TCRB2 R/W H'FF60 8148 H'1F60 8148 32 

DMAソースアドレスレジスタ B3 SARB3 R/W H'FF60 8150 H'1F60 8150 32 

DMAデスティネーションアドレスレジスタ B3 DARB3 R/W H'FF60 8154 H'1F60 8154 32 

3 

DMAトランスファカウントレジスタ B3 TCRB3 R/W H'FF60 8158 H'1F60 8158 32 

0/1 DMA拡張リソースセレクタ 0 DMARS0 R/W H'FF60 9000 H'1F60 9000 16 

2/3 DMA拡張リソースセレクタ 1 DMARS1 R/W H'FF60 9004 H'1F60 9004 16 

4/5 DMA拡張リソースセレクタ 2 DMARS2 R/W H'FF60 9008 H'1F60 9008 16 

【注】 *1 CHCRの HE、TEビットは、フラグをクリアするために、1リード後の 0ライトのみ可能です。フラグをクリア

しない場合、常に 1を書き込んでください。 

 *2 DMAORの AE、NMIFビットは、フラグをクリアするために、1リード後の 0ライトのみ可能です。フラグをクリ

アしない場合、常に 1を書き込んでください。 

 *3 指定アクセスサイズ以外のアクセスは行わないでください。 

 

表 14.3 各処理状態におけるレジスタの状態 

チャネル 名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

DMAソースアドレスレジスタ 0 SAR0 不定 不定 保持 保持 

DMAデスティネーションアドレスレジスタ 0 DAR0 不定 不定 保持 保持 

DMAトランスファカウントレジスタ 0 TCR0 不定 不定 保持 保持 

0 

DMA チャネルコントロールレジスタ 0 CHCR0 H'4000 0000 H'4000 0000 保持 保持 

DMAソースアドレスレジスタ 1 SAR1 不定 不定 保持 保持 

DMAデスティネーションアドレスレジスタ 1 DAR1 不定 不定 保持 保持 

DMAトランスファカウントレジスタ 1 TCR1 不定 不定 保持 保持 

1 

DMA チャネルコントロールレジスタ 1 CHCR1 H'4000 0000 H'4000 0000 保持 保持 

DMAソースアドレスレジスタ 2 SAR2 不定 不定 保持 保持 

DMAデスティネーションアドレスレジスタ 2 DAR2 不定 不定 保持 保持 

DMAトランスファカウントレジスタ 2 TCR2 不定 不定 保持 保持 

2 

DMA チャネルコントロールレジスタ 2 CHCR2 H'4000 0000 H'4000 0000 保持 保持 

DMAソースアドレスレジスタ 3 SAR3 不定 不定 保持 保持 

DMAデスティネーションアドレスレジスタ 3 DAR3 不定 不定 保持 保持 

DMAトランスファカウントレジスタ 3 TCR3 不定 不定 保持 保持 

3 

DMAチャネルコントロールレジスタ 3 CHCR3 H'4000 0000 H'4000 0000 保持 保持 



 

14. ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC） 

14-6  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

チャネル 名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

0～5共通 DMAオペレーションレジスタ DMAOR H'0000 H'0000 保持 保持 

DMAソースアドレスレジスタ 4 SAR4 不定 不定 保持 保持 

DMAデスティネーションアドレスレジスタ 4 DAR4 不定 不定 保持 保持 

DMAトランスファカウントレジスタ 4 TCR4 不定 不定 保持 保持 

4 

DMA チャネルコントロールレジスタ 4 CHCR4 H'4000 0000 H'4000 0000 保持 保持 

DMAソースアドレスレジスタ 5 SAR5 不定 不定 保持 保持 

DMAデスティネーションアドレスレジスタ 5 DAR5 不定 不定 保持 保持 

DMAトランスファカウントレジスタ 5 TCR5 不定 不定 保持 保持 

5 

DMA チャネルコントロールレジスタ 5 CHCR5 H'4000 0000 H'4000 0000 保持 保持 

DMAソースアドレスレジスタ B0 SARB0 不定 不定 保持 保持 

DMAデスティネーションアドレスレジスタ B0 DARB0 不定 不定 保持 保持 

0 

DMAトランスファカウントレジスタ B0 TCRB0 不定 不定 保持 保持 

DMAソースアドレスレジスタ B1 SARB1 不定 不定 保持 保持 

DMAデスティネーションアドレスレジスタ B1 DARB1 不定 不定 保持 保持 

1 

DMAトランスファカウントレジスタ B1 TCRB1 不定 不定 保持 保持 

DMAソースアドレスレジスタ B2 SARB2 不定 不定 保持 保持 

DMAデスティネーションアドレスレジスタ B2 DARB2 不定 不定 保持 保持 

2 

DMAトランスファカウントレジスタ B2 TCRB2 不定 不定 保持 保持 

DMAソースアドレスレジスタ B3 SARB3 不定 不定 保持 保持 

DMAデスティネーションアドレスレジスタ B3 DARB3 不定 不定 保持 保持 

3 

DMAトランスファカウントレジスタ B3 TCRB3 不定 不定 保持 保持 

0/1 DMA拡張リソースセレクタ 0 DMARS0 H'0000 H'0000 保持 保持 

2/3 DMA拡張リソースセレクタ 1 DMARS1 H'0000 H'0000 保持 保持 

4/5 DMA拡張リソースセレクタ 2 DMARS2 H'0000 H'0000 保持 保持 

 



 

14. ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  14-7 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

14.3.1 DMAソースアドレスレジスタ 0～5（SAR0～SAR5） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

SAR

SAR

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — — — — — —

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

SARは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、DMA転送元のアドレスを指定します。DMA転

送中は、次の転送元アドレスを示しています。ワード、ロングワード幅のデータ転送を行う場合は、それぞれ、

ワード、ロングワード境界のアドレスを指定してください。16バイト、32バイトで転送を行う場合は、16バイト、

32バイト境界に値を設定してください。 

SARの初期値は不定です。 
 

14.3.2 DMAソースアドレスレジスタ B0～3（SARB0～3） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

SARB

SARB

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — — — — — —

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

SARBは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、リピート／リロードモードで SARに再設定す

る DMA転送元のアドレスを指定します。CPUからの SARへの書き込みデータが SARBにも書き込まれます。SAR

と異なるアドレスを設定したい場合は、SAR書き込み後に SARBへの書き込みを行ってください。 

ワード、ロングワード幅のデータ転送を行う場合は、それぞれ、ワード、ロングワード境界のアドレスを指定

してください。16バイト、32バイトで転送を行う場合は、16バイト、32バイト境界に値を設定してください。 

SARBの初期値は不定です。 
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14.3.3 DMAデスティネーションアドレスレジスタ 0～5（DAR0～DAR5） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

DAR

DAR

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — — — — — —

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

DARは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、DMA転送先のアドレスを指定します。DMA転

送中は、次の転送先アドレスを示しています。 

ワード、ロングワード幅のデータ転送を行う場合は、それぞれ、ワード、ロングワード境界のアドレスを指定

してください。16バイト、32バイトで転送を行う場合は、16バイト、32バイト境界に値を設定してください。 

DARの初期値は不定です。 
 

14.3.4 DMAデスティネーションアドレスレジスタ B0～3（DARB0～DARB3） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

DARB

DARB

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — — — — — —

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

DARBは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、リピート／リロードモードで DARに再設定す

る DMA転送先のアドレスを指定します。CPUからの DARへの書き込みデータが DARBにも書き込まれます。

DARと異なるアドレスを設定したい場合は、DAR書き込み後に DARBへの書き込みを行ってください。 

ワード、ロングワード幅のデータ転送を行う場合は、それぞれ、ワード、ロングワード境界のアドレスを指定

してください。16バイト、32バイトで転送を行う場合は、16バイト、32バイト境界に値を設定してください。 

DARBの初期値は不定です。 
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14.3.5 DMAトランスファカウントレジスタ 0～5（TCR0～TCR5） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TCR

TCR

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — — — — — —

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

TCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、DMA転送回数を指定します。転送回数は、設定

値が H'0000 0001のときは 1回、H'00FF FFFFのときは 16,777,215回で、H'0000 0000のときは 16,777,216回（最大

転送回数）になります。DMA転送中は、残りの転送回数を示しています。 

TCRのビット 31～24は、読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

TCRの初期値は不定です。 
 

14.3.6 DMAトランスファカウントレジスタ B0～3（TCRB0～TCRB3） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TCRB

TCRB

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — — — — — —

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

TCRBは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、CPUからの TCRへの書き込みデータが TCRB

にも書き込まれます。ハーフエンド機能使用時はハーフエンド検出に使用する初期値保持レジスタとして用いら

れます。また本レジスタは、リピートモードで TCRに再設定する DMA転送回数を指定します。リロードモード

では DMA転送回数の設定および転送回数カウンタとして用いられます。 

リロードモードにおいて、ビット 7～0は転送回数カウンタとして動作し、値が 0になると SAR／DARが更新

され、TCRBのビット 23～16がビット 7～0にロードされます。ビット 23～16はリロードするまでの転送回数を

設定してください。リロードモード使用時、ビット 23～16とビット 7～0は同じ値を設定し、ビット 15～8は 0

を設定してください。また、リロードモード使用時は、CHCRの HIEビットを 0とし、ハーフエンド機能を使用

しないでください。 

TCRBのビット 31～24は、読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

TCRBの初期値は不定です。 
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14.3.7 DMAチャネルコントロールレジスタ 0～5（CHCR0～CHCR5） 

CHCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、DMA転送モードを制御します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 1 0 0 0 0 0

RPT[2:0]

0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R R R/W R/W R/W R R/W R R/W R/W R/(W)* R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

DM[1:0] SM[1:0] RS[3:0] TS[1:0]

0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/(W)* R/W

LCKN DO TS[2] HE HIE AM AL

DL DS TB IE TE DE

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

【注】  *   フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

DVMD

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 – 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

30 LCKN 1 R/W バスロック信号抑止ビット 

SHwyバス読み出し命令時に SHwyバスロック信号の出力／抑止を設定し

ます。本ビットはサイクルスチールモード実行時に有効となります。バース

トモード実行時には 0を設定してください。 

SHwyバスロック信号を抑止することにより、DMAC以外のバスマスタのバ

ス要求が受け付けられます。これにより、システム全体のバス使用効率をあ

げることが可能です。 

0：バスロック信号出力許可 

1：バスロック信号出力抑止 

29、28 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

27～25 RPT[2:0] すべて 0 R/W DMA設定更新指定ビット 

本ビットは CHCR0～CHCR3でのみ有効となります。 

000：通常モード 

001：リピートモード：SAR/DAR/TCRをリピートします  

010：リピートモード：DAR/TCRをリピートします 

011：リピートモード：SAR/TCRをリピートします 

100：リザーブ（設定禁止） 

101：リロードモード：SAR/DAR/TCRをリロードします 

110：リロードモード：DAR/TCRをリロードします 

111：リロードモード：SAR/TCRをリロードします 

24 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23 DO 0 R/W DMAオーバラン 

DREQをオーバラン 0で検出するか、オーバラン 1で検出するかを選択し

ます。本ビットは CHCR0～CHCR3でのみ有効です。 

0：DREQをオーバラン 0で検出 

1：DREQをオーバラン 1で検出 

22 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

21 DVMD 0 R/W 分割転送モード指定 

STIF内蔵周辺モジュールとの間で、16バイト単位の DMA転送を実行する

ことを指定します。 

STIFを使用する場合は、必ず 1に設定してください。STIFを使用しない場

合は、必ず 0に設定してください。 

20 TS[2] 0 R/W DMA転送サイズ指定ビット 

TS[1:0]と合わせて DMA転送サイズの設定を行います。転送元または転送先

が、転送サイズが指定された内蔵周辺モジュールのレジスタの場合には、必

ずその転送サイズとアクセスサイズを合わせてください。転送元または転送

先として SARまたは DARに設定するアドレスは、転送サイズとアドレス

境界を必ず一致させてください。 

TS[2:0] 

000：バイト単位 

001：ワード（2バイト）単位 

010：ロングワード（4バイト）単位 

011：16バイト単位 

100：32バイト単位 

上記以外：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

19 HE 0 R/(W)* ハーフエンドフラグビット 

HIE（ビット 18）に 1を設定し、転送回数が転送開始前に設定した TCRの

値の 1/2（右に 1ビットシフトした値）になると、HEは 1になります。 

• 偶数回のときは、（転送前にセットした TCR）÷2で HEは 1にセット 

• 奇数回のときは、（転送前にセットした TCR -1）÷2で HEは 1にセット 

• 最大転送回数のときは、8,388608回（H'0080 0000）で HEは 1にセット 

転送回数が転送開始前に設定した値の 1/2になる前に、NMI割り込み、アド

レスエラーによって転送が終了した場合および DEビット（ビット 0）、

DMAORの DMEビット（ビット 0）をクリアして転送を終了させた場合に

は、HEビットはセットされません。また、HEビットに 1がセットされて

から NMI割り込み、アドレスエラーによって転送が終了した場合および DE

ビット（ビット 0）、DMAORの DMEビット（ビット 0）をクリアして転

送を終了させた場合、HEビットはセットされたままとなります。HEビッ

トのクリアは、HEビットの 1を読み出してから 0を書き込む必要がありま

す。ただし、HEビットをクリアしない場合、常に 1を書き込んでください。

本ビットは CHCR0～CHCR3でのみ有効となります。 

0：DMA転送中または DMA転送中断で、 

TCR＞（転送前にセットした TCR）÷2 

［クリア条件］HEビットの 1読み出し後、0書き込み 

1：TCR＝（転送前にセットした TCR）÷2 

18 HIE 0 R/W ハーフエンドイネーブルビット 

転送回数が、転送開始前にセットした TCRの値が 1/2になった時点で、CPU

に割り込み要求するかどうかを指定します。HIEビットを 1にセットした場

合、HEビットがセットされると CPUに対し割り込みを要求します。リロ

ードモード設定時は本ビットを 0に設定してください。本ビットは CHCR0

～CHCR3でのみ有効となります。 

0：ハーフエンド割り込みを禁止 

1：ハーフエンド割り込みを許可 

17 AM 0 R/W アクノリッジモード 

デュアルアドレスモードで、DACKをデータ読み出しサイクルで出力する

か、書き込みサイクルで出力するかを選択します。本ビットは CHCR0～

CHCR3でのみ有効です。 

0：読み出しサイクルで DACKを出力 

1：書き込みサイクルで DACKを出力 

16 AL 0 R/W アクノリッジレベル 

DACKおよび TEND信号をハイアクティブにするかローアクティブにする

かを指定します。本ビットは CHCR0～CHCR3でのみ有効です。 

0：DACKおよび TENDをローアクティブ出力 

1：DACKおよび TENDをハイアクティブ出力 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 DM[1:0] すべて 0 R/W デスティネーションアドレスモード 

DMA転送先のアドレスの増減を指定します。 

00：デスティネーションアドレスは固定 

01：デスティネーションアドレスは増加 

バイト単位転送時は＋1 

ワード単位転送時は＋2 

ロングワード単位転送時は＋4 

16バイト単位転送時は＋16 

32バイト単位転送時は＋32 

10：デスティネーションアドレスは減少 

バイト単位転送時は－1 

ワード単位転送時は－2 

ロングワード単位転送時は－4 

16／32バイト単位転送時は設定禁止 

11：設定禁止 

13、12 SM[1:0] すべて 0 R/W ソースアドレスモード 

DMA転送元のアドレスの増減を指定します。 

00：ソースアドレスは固定 

01：ソースアドレスは増加 

バイト単位転送時は＋1 

ワード単位転送時は＋2 

ロングワード単位転送時は＋4 

16バイト単位転送時は＋16 

32バイト単位転送時は＋32 

10：ソースアドレスは減少 

バイト単位転送時は－1 

ワード単位転送時は－2 

ロングワード単位転送時は－4 

16／32バイト単位転送時は設定禁止 

11：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11～8 RS[3:0] すべて 0 R/W リソースセレクト 

転送要求元を指定します。転送要求元の変更は、必ず DMAイネーブルビッ

ト（DE）が 0の状態で行ってください。 

0000：外部リクエスト、デュアルアドレスモード 

0100：オートリクエスト 

1000：内蔵周辺モジュールリクエスト 

DMA拡張リソースセレクタ（DMARS0～2）で選択 

上記以外：設定禁止 

【注】 外部リクエストの指定は CHCR0～CHCR3でのみ有効です。

CHCR4、CHCR5では外部リクエスト指定は設定禁止です。 

7 

6 

DL 

DS 

0 

0 

R/W 

R/W 

DREQレベル、DREQエッジセレクト 

DREQ入力の検出方法と、検出レベルを選択します。 

本ビットは CHCR0～CHCR3でのみ有効です。またチャネル 0～3でも転送

要求元を内蔵周辺モジュール、またはオートリクエストに指定した場合、本

ビットは無効です。 

00：ローレベル検出 

01：立ち下がりエッジ検出 

10：ハイレベル検出 

11：立ち上がりエッジ検出 

5 TB 0 R/W トランスファバスモード 

DMA転送のバスモードを選択します。 

0：サイクルスチールモード 

1：バーストモード 

内蔵周辺モジュールリクエストを設定したときはサイクルスチールモード

としてください。 

4、3 TS[1:0] すべて 0 R/W DMA転送サイズ指定ビット 

TS[2]（ビット 20）の説明を御参照ください。 

2 IE 0 R/W インタラプトイネーブル 

DMA最終転送時に CPUに割り込み要求するかどうかを指定します。IEビ

ットを 1にセットした場合、TEビットがセットされ DMA最終転送の読み

出しサイクルが終わった時に、CPUに対し割り込み（DMINT）を要求しま

す。 

0：割り込み要求を禁止 

1：割り込み要求を許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 TE 0 R/(W)* トランスファエンドフラグ 

DMAトランスファカウントレジスタ（TCR）の値が 0になり（DMA最終転

送の実行を開始するとき）、TEビットは 1にセットされます。TCRが 0に

ならないときに、NMI割り込み、DMAアドレスエラーによって転送が終了

した場合、および DEビット、DMAオペレーションレジスタ（DMAOR）の

DMEビットをクリアして転送を終了させた場合には、TEビットはセットさ

れません。TEビットをクリアするには、TEビットの 1を読み出してから 0

を書き込みます。ただし、TEビットをクリアしない場合、常に 1を書き込

んでください。 

TEビットがセットされていると、DEビットを 1にしていても転送は許可

されません。 

0：DMA転送中または DMA転送の転送中断 

［クリア条件］TEビットの 1読み出し後、0書き込み 

1：TCR＝0（DMA最終転送中または DMA転送終了） 

0 DE 0 R/W DMAイネーブル 

DMA転送を許可または禁止します。オートリクエストモードでは、DEビ

ットおよび DMAORの DMEビットを 1にセットすると転送を開始します。

ただし、TEビット、DMAORの NMIFビット、AEビットのすべてが 0であ

ることが必要です。外部リクエスト、周辺モジュールリクエストでは、DE

ビットと DMEビットを 1にセットした後で、さらに該当デバイスまたは該

当周辺モジュールから DMA転送要求があると転送を開始します。ただし、

この場合にもオートリクエストモードと同じく、TEビット、NMIFビット、

AEビットのすべてが 0であることが必要です。DEビットを 0にクリアす

ると、転送を中断することができます。 

0：DMA転送を禁止 

1：DMA転送を許可 

【注】 内蔵周辺モジュールリクエスト設定時にDEビットを0クリアし転

送を中断するときは、該当周辺モジュールからの DMA転送要求が

クリアされているときに行ってください。 

【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
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14.3.8 DMAオペレーションレジスタ（DMAOR） 

DMAORは、読み出し／書き込み可能な 16ビットレジスタで、DMA転送時のチャネルの優先順位を指定しま

す。また、DMAの転送状態（ステータス）も示します。 

DMAORはチャネル 0～5の共通レジスタです。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0

CMS[1:0] PR[1:0]

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R R R/W R/W R R R R R R/(W)*R/(W)* R/W

AE NMIF DME

ビット：

初期値：

R/W：

【注】  *   フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13、12 CMS[1:0] すべて 0 R/W サイクルスチールモードセレクト 

サイクルスチールモード時に通常モードとインタミッテントモードを選択

します。 

インタミッテントモードを有効にするためには、全チャネル（チャネル 0

～5）のバスモードがサイクルスチールモードであることが必要です。 

00：通常モード 

01：設定禁止 

10：インタミッテントモード 16 

 外部バスクロック 16クロックに 1回 DMA転送を実行 

11：インタミッテントモード 64 

 外部バスクロック 64クロックに 1回 DMA転送を実行 

11、10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9、8 PR[1:0] すべて 0 R/W プライオリティーモード 

同時に複数のチャネルに転送要求があった場合に、実行するチャネルの優先

順位を決定するビットです。 

00：CH0＞CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5 

01：CH0＞CH2＞CH3＞CH1＞CH4＞CH5 

10：設定禁止 

11：CH0～CH5のラウンドロビンモード 

【注】 ラウンドロビンモードを指定した場合、DMAOR0に対応する全チ

ャネル（チャネル 0～5）でサイクルスチールモードとバーストモ

ードの混在はできません。 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 AE 0 R/(W)* アドレスエラーフラグ 

DMA転送中にアドレスエラーが発生したことを示すフラグです。 

本ビットは、以下の条件でセットされます。 

• SARまたは DARに設定された値が転送サイズ境界と不一致の場合 

• 転送元または転送先が無効空間の場合 

• 転送元または転送先がモジュールストップ中の場合 

DMAORの AEビットがセットされると、DMAORに対応するチャネル（チ

ャネル 0～5）の CHCR0～5の DEビットと DMAORの DMEビットを 1に

セットしても、チャネル 0～5の DMA転送は許可されません。 

0：DMACによるアドレスエラーなし 

［クリア条件］AEビットの 1読み出し後、0書き込み。ただし、AEビ

ットをクリアしない場合、常に 1を書き込んでください。 

1：DMA転送中にアドレスエラー発生 

1 NMIF 0 R/(W)* NMIフラグ 

NMI割り込みが発生したことを示すフラグです。NMIFビットがセットされ

ると、CHCRの DEビットと DMAORの DMEビットを 1にセットしても、

DMA転送は許可されません。 

NMIが入力されたとき、少なくとも実行中の DMA転送の 1転送単位までは

行われます。DMACが動作していないときに NMI割り込みが入力されても、

NMIFビットは 1にセットされます。 

0：NMI割り込みなし 

［クリア条件］NMIFビットの 1読み出し後、0書き込み。ただし、NMIF

ビットをクリアしない場合、常に 1を書き込んでくださ

い。 

1：NMI割り込み発生 

【注】 NMIが入力されたとき、DMA転送は停止します。NMI割り込み

復帰後は全チャネルの再設定をした後、転送を開始してください。 

0 DME 0 R/W DMAマスタイネーブル 

DMAORに対応する全チャネルの DMA転送を許可または禁止します。DME

ビットおよび CHCRの DEビットを 1にセットすると、DMA転送が許可さ

れます。ただし転送を行うチャネルの CHCRにある TEビットとチャネル

に対応する DMAORの NMIFビット、AEビットのすべてが 0であることが

必要です。DMEビットを 0にクリアすると DMAORに対応する全チャネル

の DMA転送が中断されます。 

0：チャネル 0～5の DMA転送を禁止 

1：チャネル 0～5の DMA転送を許可 

【注】 DMAORに対応するチャネルのいずれかで内蔵周辺モジュールリ

クエストを設定しているときに、DMEビットを 0クリアし DMA

転送を中断する場合は、該当周辺モジュールからの DMA転送要

求がクリアされているときに行ってください。 

【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
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14.3.9 DMA拡張リソースセレクタ 0～2（DMARS0～DMARS2） 

DMARSは、読み出し／書き込み可能な 16ビットレジスタです。DMARS0はチャネル 0および 1、DMARS1は

チャネル 2および 3、DMARS2はチャネル 4および 5の周辺モジュールからの DMA転送要求元を設定します。

本レジスタで、CMT、SCIF0～SCIF2、HAC、USBF、SSI0～SSI3、MMCIF、SIM、SIOF0～SIOF2、STIF0、STIF1

の転送要求を設定できます。 

表 14.4以外のMID／RIDを設定したときの動作は保証できません。DMARSレジスタからの転送要求は、CHCR0

～5レジスタのリソースセレクトビット（RS[3:0]）＝B'1000に設定したときのみ有効です。B'1000以外の場合は、

DMARSを設定しても転送要求元として受け付けられません。 
 

• DMARS0 

 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

C1MID[5:0] C1RID[1:0] C0MID[5:0] C0RID[1:0]

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 C1MID[5:0] すべて 0 R/W DMAチャネル 1転送要求元モジュール ID（MID） 

表 14.4参照 

9、8 C1RID[1:0] すべて 0 R/W DMAチャネル 1転送要求元レジスタ ID（RID） 

表 14.4参照 

7～2 C0MID[5:0] すべて 0 R/W DMAチャネル 0転送要求元モジュール ID5（MID） 

表 14.4参照 

1、0 C0RID[1:0] すべて 0 R/W DMAチャネル 0転送要求元レジスタ ID（RID） 

表 14.4参照 
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• DMARS1 

 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

C3MID[5:0] C3RID[1:0] C2MID[5:0] C2RID[1:0]

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 C3MID[5:0] すべて 0 R/W DMAチャネル 3転送要求元モジュール ID（MID） 

表 14.4参照 

9、8 C3RID[1:0] すべて 0 R/W DMAチャネル 3転送要求元レジスタ ID（RID） 

表 14.4参照 

7～2 C2MID[5:0] すべて 0 R/W DMAチャネル 2転送要求元モジュール ID（MID） 

表 14.4参照 

1、0 C2RID[1:0] すべて 0 R/W DMAチャネル 2転送要求元レジスタ ID（RID） 

表 14.4参照 

 

• DMARS2 

 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

C5MID[5:0] C5RID[1:0] C4MID[5:0] C4RID[1:0]

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 C5MID[5:0] すべて 0 R/W DMAチャネル 5転送要求元モジュール ID（MID） 

表 14.4参照 

9、8 C5RID[1:0] すべて 0 R/W DMAチャネル 5転送要求元レジスタ ID（RID） 

表 14.4参照 

7～2 C4MID[5:0] すべて 0 R/W DMAチャネル 4転送要求元モジュール ID（MID） 

表 14.4参照 

1、0 C4RID[1:0] すべて 0 R/W DMAチャネル 4転送要求元レジスタ ID（RID） 

表 14.4参照 
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表 14.4 転送要求元一覧 

周辺モジュール 1チャネル分の設定値（MID＋RID） MID RID 機能 

CMTチャネル 0 H'03 B'0000 00 B'11 － 

CMTチャネル 1 H'07 B'0000 01 B'11 － 

CMTチャネル 2 H'0B B'0000 10 B'11 － 

CMTチャネル 3 H'0F B'0000 11 B'11 － 

CMTチャネル 4 H'13 B'0001 00 B'11 － 

H'21 B'0010 00 B'01 送信 SCIF0 

H'22 B'0010 00 B'10 受信 

H'29 B'0010 10 B'01 送信 SCIF1 

H'2A B'0010 10 B'10 受信 

H'41 B'0100 00 B'01 送信 SCIF2 

H'42 B'0100 00 B'10 受信 

H'45 B'0100 01 B'01 送信 HAC 

H'46 B'0100 01 B'10 受信 

H'51 B'0101 00 B'01 送信 USBF 

H'52 B'0101 00 B'10 受信 

SSI0 H'73 B'0111 00 B'11 送受信 

SSI1 H'77 B'0111 01 B'11 送受信 

SSI2 H'83 B'1000 00 B'11 送受信 

SSI3 H'87 B'1000 01 B'11 送受信 

MMCIF H'93 B'10 01 00 B'11 送受信 

H'A1 B'1010 00 B'01 送信 SIM 

H'A2 B'1010 00 B'10 受信 

H'B1 B'1011 00 B'01 送信 SIOF0 

H'B2 B'1011 00 B'10 受信 

H'B5 B'1011 01 B'01 送信 SIOF1 

H'B6 B'1011 01 B'10 受信 

H'C1 B'1100 00 B'01 送信 SIOF2 

H'C2 B'1100 00 B'10 受信 

STIF0 H'D3 B'1101 00 B'11 送受信 

STIF1 H'D7 B'1101 01 B'11 送受信 
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14.4 動作説明 
DMACは DMA転送要求があると決められたチャネルの優先順位に従って転送を開始し、転送終了条件が満た

されると転送を終了します。転送要求にはオートリクエスト、外部リクエスト、内蔵周辺モジュールリクエスト

の 3種類のモードがあります。バスモードは、バーストモードとサイクルスチールモードを選択することができ

ます。 
 

14.4.1 DMA転送要求 

DMA転送要求はデータの転送元または転送先に発生させるのが基本的な使い方ですが、転送元でも転送先でも

ない外部デバイスや内蔵周辺モジュールに発生させる使い方もできます。 

転送要求にはオートリクエスト、外部リクエスト、内蔵周辺モジュールリクエストの 3種類があります。転送

要求の選択は DMAチャネルごとに CHCRの RS[3:0]ビットおよび DMARS0、DMARS1、DMARS2レジスタによ

って行います。 
 

（1） オートリクエストモード 

オートリクエストモードはメモリ同士の転送や、転送要求を発生できない内蔵周辺モジュールとメモリ転送の

ように、転送要求信号が外部から来ない場合に、DMAC内部で自動的に転送要求信号を発生するモードです。DMA

チャネルごとに CHCRの DEビットおよび DMAORの DMEビットを 1にセットすると転送が開始されます。た

だし DMAORの AEビット、NMIFビットがすべて 0である必要があります。 
 

（2） 外部リクエストモード 

外部リクエストモードは、LSIの外部デバイスからの転送要求信号（DREQ0～DREQ3）によって転送を開始さ

せるモードです。DMAチャネル 0～3のみ有効です。表 14.5に外部リクエストモードの設定を示します。DMA

転送が許可されているとき（DE＝1、DME＝1、TE＝0、AE＝0、NMIF＝0）に DREQが入力されると DMA転送

が開始されます。 
 

表 14.5 RSビットによる外部リクエストモードの設定 

CHCR 

RS[3] RS[2] RS[1] RS[0] 

アドレスモード 転送元 転送先 

0 0 0 0 デュアルアドレスモード 任意 任意 
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DREQをエッジで検出するかレベルで検出するかは、表 14.6に示す CHCR0～CHCR3の DREQレベル（DL）

ビットと DREQエッジセレクト（DS）ビットで選択します。転送要求元は必ずしもデータの転送元か転送先であ

る必要はありません。 
 

表 14.6 DL、DSビットによる外部リクエスト検出の選択 

CHCR 

DL DS 

外部リクエスト検出方法 

0 ローレベル検出 （初期値 DREQ） 0 

1 立ち下がり検出 

0 ハイレベル検出 1 

1 立ち上がり検出 

 

DREQが受け付けられると DREQ端子は要求受け付け不可能状態となります。受け付けた DREQに対するアク

ノリッジ DACKを出力した後、再び DREQ端子は要求を受け付けることが可能になります。 

DREQをレベル検出で使う場合、DACKを出力して次の DREQを検出するタイミングによって、リクエストと

同じ回数の転送を実行して中断する場合（オーバラン 0）と、リクエストより 1つ多い回数の転送を実行して中断

する場合（オーバラン 1）があります。オーバランを 0にするか 1にするかは、CHCRの DOビットで選択します。 
 

表 14.7 DOビットによる外部リクエスト検出の選択 

CHCR 外部リクエスト 

DO  

0 オーバラン 0 （初期値） 

1 オーバラン 1 

 

（3） 内蔵周辺モジュールリクエストモード 

内蔵周辺モジュールリクエストモードでは、内蔵周辺モジュールからの DMA転送要求信号によって転送が実

行されます。DMA転送要求信号は、DMARS0/1/2にて設定する SCIF0～SCIF2、HAC、USBF、SSI0～SSI3、MMCIF、

SIM、SIOF0～SIOF2、STIF0、STIF1からの送信データエンプティ転送要求と受信データフル転送要求、CMTか

らの転送要求があります。 

内蔵周辺モジュールリクエストモード選択時に、DMA転送許可状態（DE＝1、DME＝1、TE＝0、AE＝0、NMIF

＝0）であると、転送要求信号によって転送が実行されます。 

転送要求を SCIF0の送信データエンプティ転送要求に設定した場合、転送先を当該 SCIF0のトランスミットデ

ータレジスタとする必要があります。同様に転送要求を SCIF0の受信データフル転送要求に設定した場合、転送

元を当該 SCIF0のレシーブデータレジスタとする必要があります。これらは SCIF1～SCIF2、HAC、USBF、SIOF0

～SIOF2、STIF0、STIF1、SSI0～SSI3、MMCIF、SIM、STIF0、STIF1も同様です。 
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表 14.8 RS3～RS0ビットによる内蔵周辺モジュールリクエストモードの選択 

CHCR DMARS 

RS[3:0] MID RID

DMA転送 

要求元 

DMA転送要求信号 転送元 転送先 バス 

モード 

000000 11 CMTチャネル 0 コンペアマッチ転送要求 任意 任意 サイクル 

スチール 

000001 11 CMTチャネル 1 コンペアマッチ転送要求 任意 任意 サイクル 

スチール 

000010 11 CMTチャネル 2 コンペアマッチ転送要求 任意 任意 サイクル 

スチール 

000011 11 CMTチャネル 3 コンペアマッチ転送要求 任意 任意 サイクル 

スチール 

000100 11 CMTチャネル 4 コンペアマッチ転送要求 任意 任意 サイクル 

スチール 

01 SCIF0送信部 TXI（送信 FIFOデータ 

エンプティ） 

任意 SCFTDR0 サイクル 

スチール 

001000 

10 SCIF0受信部 RXI（受信 FIFOデータ 

フル） 

SCFRDR0 任意 サイクル 

スチール 

01 SCIF1送信部 TXI（送信 FIFOデータ 

エンプティ） 

任意 SCFTDR1 サイクル 

スチール 

001010 

10 SCIF1受信部 RXI（受信 FIFOデータ 

フル） 

SCFRDR1 任意 サイクル 

スチール 

01 SCIF2送信部 TXI（送信 FIFOデータ 

エンプティ） 

任意 SCFTDR2 サイクル 

スチール 

010000 

10 SCIF2受信部 RXI（受信 FIFOデータ 

フル） 

SCFRDR2 任意 サイクル 

スチール 

01 HAC送信部 送信データエンプティ要求 任意 HACPCML 

HACPCMR 

サイクル 

スチール 

010001 

10 HAC受信部 未読受信データあり HACPCML

HACPCMR

任意 サイクル 

スチール 

01 USB送信部 送信データエンプティ要求 任意 EPDR サイクル 

スチール 

010100 

10 USB受信部 受信データフル要求 EPDR 任意 サイクル 

スチール 

11 SSI0送信部 送信モード時 DMRQ＝1 

（送信データエンプティ）

任意 SSITDR サイクル 

スチール 

1000 

011100 

11 SSI0受信部 受信モード時 DMRQ＝1 

（未読データあり） 

SSIRDR 任意 サイクル 

スチール 

 



 

14. ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC） 

14-24  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

CHCR DMARS 

RS[3:0] MID RID

DMA転送 

要求元 

DMA転送要求信号 転送元 転送先 バス 

モード 

11 SSI1送信部 送信モード時 DMRQ＝1 

（送信データエンプティ）

任意 SSITDR サイクル 

スチール 

011101 

11 SSI1受信部 受信モード時 DMRQ＝1 

（未読データあり） 

SSIRDR 任意 サイクル 

スチール 

11 SSI2送信部 送信モード時 DMRQ＝1 

（送信データエンプティ）

任意 SSITDR サイクル 

スチール 

100000 

11 SSI2受信部 受信モード時 DMRQ＝1 

（未読データあり） 

SSIRDR 任意 サイクル 

スチール 

11 SSI3送信部 送信モード時 DMRQ＝1 

（送信データエンプティ）

任意 SSITDR サイクル 

スチール 

100001 

11 SSI3受信部 受信モード時 DMRQ＝1 

（未読データあり） 

SSIRDR 任意 サイクル 

スチール 

11 MMCIF 

データ部送信 

FIFOライト要求 任意 DR サイクル 

スチール 

100100 

11 MMCIF 

データ部受信 

FIFOリード要求 DR 任意 サイクル 

スチール 

01 SIM送信部 TXI（送信データ 

エンプティ） 

任意 SCTDR サイクル 

スチール 

101000 

10 SIM受信部 RXI（受信データフル） SCTDR 任意 サイクル 

スチール 

01 SIOF0送信部 TXI（送信データ 

エンプティ） 

任意 SITDR0 サイクル 

スチール 

101100 

10 SIOF0受信部 RXI（受信データフル） SIRDR0 任意 サイクル 

スチール 

01 SIOF1送信部 TXI（送信データ 

エンプティ） 

任意 SITDR1 サイクル 

スチール 

101101 

10 SIOF1受信部 RXI（受信データフル） SIRDR1 任意 サイクル 

スチール 

01 SIOF2送信部 TXI（送信データ 

エンプティ） 

任意 SITDR2 サイクル 

スチール 

110000 

10 SIOF2受信部 RXI（受信データフル） SIRDR2 任意 サイクル 

スチール 

11 STIF0送信部 FIFOライト要求 任意 STI0FIFO0 サイクル 

スチール 

110100 

11 STIF0受信部 FIFOリード要求 STI0FIFO0 任意 サイクル 

スチール 

11 STIF1送信部 FIFOライト要求 任意 STI0FIFO1 サイクル 

スチール 

1000 

110101 

11 STIF1受信部 FIFOリード要求 STI0FIFO1 任意 サイクル 

スチール 
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14.4.2 チャネルの優先順位 

DMACは、同時に複数のチャネルに対して転送要求があった場合には、決められた優先順位に従って転送を行

います。チャネルの優先順位は固定、ラウンドロビンの 2種類のモードから選択できます。モードの選択はDMAOR

の PR[1:0]ビットにより行います。 
 

（1） 固定モード 

固定モードではチャネルの優先順位は変化しません。 

固定モードには以下に示す 2種類があります。 

CH0＞CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5 

CH0＞CH2＞CH3＞CH1＞CH4＞CH5 

これらの選択は DMAORの PR[1:0]ビットにより行います。 
 

（2） ラウンドロビンモード 

ラウンドロビンモードでは、1つのチャネルで、1転送単位（バイト、ワード、ロングワード、16バイト、また

は 32バイト単位）の転送が終了するごとにそのチャネルの優先順位が一番低くなるように優先順位を変更します。

この動作を図 14.2に示します。なおリセット直後のラウンドロビンモードの優先順位は、CH0＞CH1＞CH2＞CH3

＞CH4＞CH5です。 

ラウンドロビンモードを指定した場合、DMAORに対応する全チャネルでサイクルスチールモードとバースト

モードの混在はできません。 
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CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5＞CH0    

CH0＞CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5  

CH2＞CH3＞CH4＞CH5＞CH0＞CH1 

CH0＞CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5  

CH0＞CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5  

CH0＞CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5  

CH0＞CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5  

CH3＞CH4＞CH5＞CH0＞CH1＞CH2 

CH0＞CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5 

（1）チャネル0を転送した場合

初期優先順位

初期優先順位

初期優先順位

初期優先順位

転送後の優先順位

優先順位の変更なし。

チャネル2の優先順位を一番低くすると同
時に、チャネル2より優先順位の高かった
チャネル0、1の優先順位もシフトする。
その直後にチャネル5にのみ転送要求があっ
た場合、チャネル5の優先順位を一番低く
すると同時に、チャネル5より優先順位の
高かったチャネル3、4の優先順位も低くす
る。

チャネル1の優先順位を一番低くすると同
時に、チャネル1より優先順位の高かった
チャネル0の優先順位もシフトする。

チャネル0の優先順位を一番低くする。

転送後の優先順位

転送後の優先順位

転送後の優先順位

チャネル5にのみ転送
要求があった場合の転
送後の優先順位

（2）チャネル1を転送した場合

（3）チャネル2を転送した場合

（4）チャネル5を転送した場合

 

図 14.2 ラウンドロビンモード（例：チャネル 0～5） 
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図 14.3にチャネル 0とチャネル 3に同時に転送要求が発生し、チャネル 0の転送中にチャネル 1の転送要求が

発生した場合のチャネルの優先順位の変化を示します。この場合の DMACの動作は以下のようになります。 

1. チャネル0とチャネル3に同時に転送要求が発生します。 

2. チャネル0のほうがチャネル3より優先順位が高いので、チャネル0の転送を開始します。（チャネル3は転送

待ち） 

3. チャネル0の転送中にチャネル1に転送要求が発生します（チャネル1とチャネル3は転送待ち）。 

4. チャネル0の転送を終了すると、チャネル0の優先順位を一番低くします。 

5. この時点でチャネル1のほうがチャネル3より優先順位が高いので、チャネル1の転送を開始します（チャネル

3は転送待ち）。 

6. チャネル1の転送を終了すると、チャネル1の優先順位を一番低くします。 

7. チャネル3の転送を開始します。 

8. チャネル3の転送を終了すると、チャネル3の優先順位が一番低くなるように、チャネル3と一緒にチャネル2

の優先順位を低くします。 

転送要求 待ちチャネル DMAC動作 チャネル優先順位

（1）チャネル0、3に発生

（3）チャネル1に発生

0＞1＞2＞3＞4＞5（2）チャネル0転送開始

（4）チャネル0転送終了

（5）チャネル1転送開始

（6）チャネル1転送終了

（7）チャネル3転送開始

（8）チャネル3転送終了

1＞2＞3＞4＞5＞0

2＞3＞4＞5＞0＞1

4＞5＞0＞1＞2＞3

優先順位変更

優先順位変更

優先順位変更なし

3

3

1、3

 

図 14.3 ラウンドロビンモードでのチャネル優先順位 
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14.4.3 DMA転送の種類 

DMA転送としてはデュアルアドレスモードをサポートします。具体的な転送動作タイミングは、バスモードに

よって違います。バスモードは、サイクルスチールモードとバーストモードがあります。 
 

（1） デュアルアドレスモード 

デュアルアドレスモードは、転送元と転送先をともにアドレスによってアクセスする場合に使うモードです。

転送元と転送先は外部でも内部でもかまいません。このモードでは、DMACは、読み出しサイクルで転送元を、

書き込みサイクルで転送先をアクセスし、2つのバスサイクルで転送を行います。このとき、転送データは一時的

に DMACに格納されます。たとえば、図 14.4のような外部メモリ同士の転送では、読み出しサイクルで一方の

外部メモリからデータが DMACに読み出され、続く書き込みサイクルでそのデータがもう一方の外部メモリに書

き込まれます。 

データ
バッファ

ア
ド
レ
ス
バ
ス

デ
ー
タ
バ
ス

ア
ド
レ
ス
バ
ス

デ
ー
タ
バ
ス

メモリ

転送元モジュール

転送先モジュール

メモリ

転送元モジュール

転送先モジュール

SAR

DAR

データ
バッファ

SAR

DAR

SARの値をアドレスとし、転送元モジュールからデータを読み込み、DMAC内部
に一時格納する。

1回目のバスサイクル

2回目のバスサイクル

DARの値をアドレスとし、DMAC内に格納したデータバッファの値を転送先のモ
ジュールに書き込む。

DMAC

DMAC

 

図 14.4 デュアルアドレスモードのデータフロー 



 

14. ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  14-29 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

転送要求は、オートリクエスト、外部リクエスト、内蔵周辺モジュールリクエストのいずれでも可能です。デ

ュアルアドレスモードでは、DACKはリードサイクルあるいはライトサイクルに出力可能です。リードサイクル

とライトサイクルのどちらに出力するかはチャネルコントロールレジスタ（CHCR）によって設定可能です。 

図 14.5にデュアルアドレスモードでの DMA転送タイミング例を示します。 

CLKOUT

A25～A0

【注】 外部メモリ空間→外部メモリ空間、読み出しサイクルにDACK 出力の場合
 DACKは、CSnと同じタイミングで出力されます。

D31～D0

WEn

RD

DACKn
（アクティブロー）

CSn

転送元アドレス 転送先アドレス

データ読み出し
サイクル

データ読み出し
サイクル

（1回目） （2回目）

 

図 14.5 デュアルモードの DMA転送タイミング例（転送元：通常メモリ、転送先：通常メモリ） 
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（2） バスモード 

バスモードにはサイクルスチールモードとバーストモードがあります。モードの選択はチャネルコントロール

レジスタ（CHCR）の TBビットによって行います。 
 

（a） サイクルスチールモード 

• 通常モード1（LCKN＝0、TB＝0） 

サイクルスチールの通常モード1では、DMACは一回の転送単位（バイト、ワード、ロングワード、16バイト、

または32バイト単位）の転送を終了するたびにSHwyバスのバス権を他のバスマスタに渡します。その後転送

要求があれば、次の転送要求を発行し、再び1転送単位の転送を行い、その転送を終了するとまたSHwyバス

のバス権を他のバスマスタに渡します。これを転送終了条件が満たされるまで繰り返します。 

図14.6にサイクルスチール通常モード1でのDMA転送タイミング例を示します。 

CPU CPU CPU DMAC DMAC CPU DMAC DMAC CPU

DREQ

SHwyバスサイクル

バス権をいったんCPUに返す

読み出し／書き込み 読み出し／書き込み  

図 14.6 サイクルスチール通常モード 1の DMA転送例（DREQローレベル検出） 

• 通常モード2（LCKN＝1、TB＝0） 

サイクルスチールの通常モード2では、DMACはSHwyバスのバス権の確保は行わず1転送単位の読み出しサイ

クル、書き込みサイクルごとにSHwyバスのバス権を取りに行く転送です。 

図14.7にサイクルスチールモード2でのDMA転送タイミング例を示します。 

CPU CPU CPU DMAC DMAC CPU DMAC DMAC CPU

DREQ

SHwyバスサイクル

バス権をいったんCPUに返す

読み出し 書き込み 読み出し 書き込み

CPU CPU

 

図 14.7 サイクルスチール通常モード 2の DMA転送例（DREQローレベル検出） 
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• インタミッテントモード16、インタミッテントモード64（LCKN＝0または1、TB＝0） 

サイクルスチールのインタミッテントモードでは、DMACは一回の転送単位（バイト、ワード、ロングワー

ド、16バイト、または32バイト単位）の転送を終了するたびにSHwyバスのバス権を他のバスマスタに渡しま

す。その後転送要求があれば、Bckで16クロックまたは64クロック待った後に、次の転送要求を発行し、再

び1転送単位の転送を行い、その転送を終了するとまたSHwyバスのバス権を他のバスマスタに渡します。こ

れを転送終了条件が満たされるまで繰り返します。このためDMA転送によるバス占有割合をサイクルスチー

ル通常モード1、通常モード2に比べ、低く抑えることが可能です。 

DMACが再び次の転送要求を発行するときに、キャッシュミスによるエントリの更新などが行われていると

きなどは、DMA転送がさらに待たされる場合があります。 

インタミッテントモードは、転送要求元、転送元、転送先にかかわらずすべての転送区間で使えますが、全

チャネルのバスモードがサイクルスチールモードであることが必要です。 

図14.8にサイクルスチールインタミッテントモードでのDMA転送タイミング例を示します。 

CPU CPU CPU DMAC DMAC CPU DMAC DMAC CPU

DREQ

SHwyバスサイクル

読み出し／書き込み 読み出し／書き込み

CPU

16または64Bck以上
（CPUバス使用状態によって変わります）

 

図 14.8 サイクルスチールインタミッテントモードの DMA転送例（DREQローレベル検出） 

（b） バーストモード（LCKN＝0、TB＝1） 

バーストモードでは DMACは一度 SHwyバスのバス権を取ると、転送終了条件が満たされるまで SHwyバスの

バス権を解放せずに転送を続けます。ただし、外部リクエストモードで、DREQをレベルで検出する場合には、

DREQがアクティブなレベルでなくなると、転送終了条件が満たされていなくても、すでに要求を受け付けたDMA

転送要求を終了後に他のバスマスタに SHwyバスのバス権を渡します。 

バーストモードは、内蔵周辺モジュールが転送要求元となっている場合には使用できません。 

図 14.9にバーストモードでの DMA転送タイミングを示します。 

CPU CPU CPU DMAC DMAC DMACDMAC DMAC CPU

DREQ

SHwyバスサイクル

読み出し 書き込み 読み出し 書き込み 読み出し 書き込み

DMAC

 

図 14.9 バーストモードでの DMA転送例（DREQローレベル検出） 
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（3） DMA転送区間 

表 14.9にオートリクエストでの DMA転送区間、表 14.10に外部リクエストでの DMA転送区間、表 14.11に

周辺リクエストでの DMA転送区間を示します。 
 

表 14.9 オートリクエストでの DMA転送区間 

転送先 転送元 

LBSC空間 DDR-SDRAM

空間 

PCIバス空間 内蔵周辺 

モジュール* 

Lメモリ 

LBSC空間 〇 〇 〇 〇 〇 

DDR-SDRAM空間 〇 〇 〇 〇 〇 

PCIバス空間 〇 〇 〇 〇 〇 

内蔵周辺モジュール* 〇 〇 〇 〇 〇 

Lメモリ 〇 〇 〇 〇 〇 

【記号説明】〇：転送可能 

【注】 * 転送元または転送先が周辺モジュールの場合、レジスタで許されるアクセスサイズ 

 

表 14.10 外部リクエストでの DMA転送区間*7 

転送先 転送元 

LBSC空間 DDR-SDRAM

空間 

PCIバス空間 内蔵周辺 

モジュール*6 

Lメモリ 

LBSC空間 〇   〇*2 〇*2 〇 〇 

DDR-SDRAM空間   〇*1 × 〇*3   〇*1   〇*1 

PCIバス空間   〇*1   〇*4 〇*5   〇*1   〇*1 

内蔵周辺モジュール*6 〇   〇*2 〇*2 〇 〇 

Lメモリ 〇   〇*2 〇*2 〇 〇 

【記号説明】〇：転送可能、 ×：転送不可 

【注】 *1 CHCRの AMビットを 1に設定した場合は転送可能です。 

 *2 CHCRの AMビットを 0に設定した場合は転送可能です。 

 *3 CHCRのAMビットを1に設定し、かつ転送先のPCIアドレス空間のアドレスはH'FD00 0000～H'FDFF FFFF（PCI

メモリ空間 0）のみ転送可能です。 

 *4 CHCRのAMビットを0に設定し、かつ転送元のPCIアドレス空間のアドレスはH'FD00 0000～H'FDFF FFFF（PCI

メモリ空間 0）のみ転送可能です。 

 *5 転送元、転送先の両方もしくはどちらか一方の PCIアドレス空間のアドレスは H'FD00 0000～H'FDFF FFFF（PCI

メモリ空間 0）を設定した場合のみ転送可能です。 

転送元に H'FD00 0000～H'FDFF FFFFを設定した場合は、CHCRの AMビットを 0に設定してください。 

転送先に H'FD00 0000～H'FDFF FFFFを設定した場合は、CHCRの AMビットを 1に設定してください。 

 *6 転送元または転送先が周辺モジュールの場合、レジスタで許されるアクセスサイズ 

 *7 外部リクエストはチャネル 0～3のみです。 
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表 14.11 周辺リクエストでの DMA転送区間*2、*3 

転送先 転送元 

LBSC空間 DDR-SDRAM

空間 

PCIバス空間 内蔵周辺 

モジュール*1 

Lメモリ 

LBSC空間 × × × 〇 × 

DDR-SDRAM空間 × × × 〇 × 

PCIバス空間 × × × 〇 × 

内蔵周辺モジュール*1 〇 〇 〇 〇 〇 

Lメモリ × × × 〇 × 

【記号説明】〇：転送可能、 ×：転送不可 

【注】 *1 転送元または転送先が周辺モジュールの場合、レジスタで許されるアクセスサイズ 

 *2 転送元または転送先は周辺リクエストの要求元レジスタである必要があります。 

 *3 サイクルスチールモードのみ設定可能です。 

 

（4） バスモードとチャネルの優先順位 

優先順位固定モード（CH0＞CH1）において、チャネル 1がバーストモード転送中でも、それより優先順位の高

いチャネル 0に転送要求が発生すると、ただちにチャネル 0の転送を開始します。 

このとき、チャネル 0もバーストモードの場合は、優先順位の高いチャネル 0の転送がすべて終了してから、

チャネル 1の転送を継続します。 

また、チャネル 0がサイクルスチールモードの場合、まず優先順位の高いチャネル 0が 1転送単位の転送を行

った後、バス権を解放せずに連続してチャネル 1が転送されます。その後も、チャネル 0→チャネル 1→チャネル

0→チャネル 1というように交互に転送が行われます。 

この例を図 14.10に示します。競合するバーストモードが複数チャネルある場合は、その中で一番優先順位の

高いチャネルが優先実行されます。 

DMA転送を複数チャネルで行う場合は、競合するすべてのバースト転送が終了するまで、バス権はバスマスタ

に解放しません。 

DMA CH1
バーストモード

優先順位：
CH0：
CH1：

CH0＞CH1
サイクルスチールモード
バーストモード

DMA CH1
バーストモード

CH0転送要因

CH1転送要因

CPU DMA CH1 DMA CH1 DMA CH0 DMA CH1 DMA CH0 DMA CH1 DMA CH1 CPU

DMA CH0とCH1の
バーストモード 

 

図 14.10 複数チャネルが動作する場合のバス状態 
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ラウンドロビンモードでは、図 14.3に示した仕様で優先順位が変化します。ただし、バスモードがサイクルス

チールモードのチャネルとバーストモードのチャネルを混在することはできません。 

14.4.4 転送フロー 

DMAソースアドレスレジスタ（SAR）、DMAデスティネーションアドレスレジスタ（DAR）、DMAトラン

スファカウントレジスタ（TCR）、DMAチャネルコントロールレジスタ（CHCR）、DMAオペレーションレジ

スタ（DMAOR）、DMA拡張リソースセレクタ（DMARS）に目的の転送条件設定後、DMACは以下の順序でデ

ータを転送します。 

転送許可状態かどうか（DE＝1、DME＝1、TE＝0、AE＝0、NMIF＝0）をチェックします。 

転送許可状態で転送要求が発生すると 1転送単位のデータ（TS[2:0]の設定により決定）を転送します。オート

リクエストモードの場合は DEビットおよび DMEビットが 1にセットされると自動的に転送を開始します。 

1回の転送を行うごとに TCRの値を 1デクリメントします。具体的な転送フローは、アドレスモード、バスモ

ードにより異なります。 

指定された回数の転送を終える（TCRの値が 0になる）と、転送を正常に終了します。このとき CHCRの IE

ビットに 1がセットしてあれば、CPUに DEI割り込みを発生します。 

DMACによるアドレスエラーか NMI割り込みが発生した場合には、転送を中断します。また CHCRの DEビッ

トか DMAORの DMEビットが 0にされても転送を中断します。 

図 14.11に DMA転送のフローチャートを示します。 
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開始

初期設定
（SAR、DAR、TCR、CHCR、DMAOR、

SARB、DARB、TCRB、DMARS）

DE、DME＝1と
TE、AE、NMIF＝0?

No

No

No No

Yes

Yes

Yes

Yes

転送要求発生？

転送実行（1転送単位） ：
  TCR – 1 → TCR、SAR、およびDARの更新
リロードモード実行時 ：
  TCRB[7:0]－1→TCRB[7:0]

No

Yes

No

No

No

No

No

SARB/DARBロード
TCRB[23:16] → TCRB[7:0]ロード

TE＝1

転送終了正常終了

バスモード
DREQ検出方法
転送要求モード

*4

*3

*2

*1

*5

SARB/DARBロード
TCRB → TCRロード

*5 Yes

Yes

リロードモード?

TCRB[7:0]＝0?

DEI割り込み要求
（IE＝1のとき）

NMIF＝1、
AE＝1、DE＝0、または

DME＝0?

HIE＝0またはHE＝1?

TCR＝TCRB/2?

Yes

Yes

Yes

TCR＝0?

リピートモード?
NMIF＝1、 

AE＝1、DE＝0、または
DME＝0?

HE＝1、DEI割り込み要求
（HIE＝1）

【注】 *1 リピートモード実行時、HIE＝1 かつHE＝0 （ハーフエンド割り込みを許可し、HE＝1になった後、 
　　HE＝0にクリアした場合）であれば、TE＝1 でも転送要求を受け付けます。
*2 オートリクエストの場合、NMIF＝0、AE＝0 かつ、TE＝0 もしくはTE＝1、HE＝0、HIE＝1
 （リピートモード時）で、DE、DME が1 にセットされると転送を開始します。
*3 バーストモードでDREQ がレベル検出（外部リクエスト）か、サイクルスチールモード
*4 バーストモードでDREQ がエッジ検出（外部リクエスト）か、バーストモードでオートリクエスト
*5 SAR およびDAR へのロードは、各モードの動作条件によって異なります。  

図 14.11 DMA転送フローチャート 
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14.4.5 リピートモード転送 

DMACのリピートモード転送を使用すると、DMA転送を再設定することなく繰り返し実行することが可能と

なります。 

本機能をハーフエンド機能とセットで使用することで二重バッファ転送を仮想的に行うことが可能となります。

本機能により以下の処理を効率的に行うことが可能となります。例として、VOICE CODECから音声データを受

け取り、圧縮処理を行う場合の動作を説明します。 

ここでは 40ワードの音声データを受け取りごとに順次圧縮処理を行うことを仮定し、その際の処理を説明しま

す。ここで音声データは SIOFにより受け取ることと仮定します。 
 

1. DMACの設定 

SARにSIOFの受信データレジスタのアドレスを設定します。 

DARに内部メモリのデータ格納領域のアドレスを設定します。 

TCRにH'50（80回）を設定します。 

CHCRに以下の設定をします。 

  RPT（ビット27、26、25）＝B'010 ：リピートモード 

                   （DARをリピート領域として使用） 

  HIE（ビット18）＝B'1 ：TCR/2の割り込み発生 

  DM（ビット15、14）＝B'01 ：DARは増加 

  SM（ビット13、12）＝B'00 ：SARは固定 

  IE（ビット2）＝B'1 ：割り込み許可 

  DE（ビット0）＝B'1 ：DMA転送許可 

  この他、TB、TSなど使用条件に合わせて設定。 

DMAORのCMS、PRを使用条件に合わせて設定し、DMEに1を設定します。 

2. 音声データの受信転送をSIOF/DMACが実行。 

3. TCRが初期設定値の1/2になり割り込み発生。 

割り込み処理にて、CHCRを読み出しHE（ビット19）に1がセットされていることを確認し、HE（ビット19）

を0にクリアし、DARに設定したアドレスから40ワード分のデータを用いた音声圧縮を実行。 

4. TCRが0になり割り込み発生。 

割り込み処理にて、CHCRを読み出しTE（ビット1）に1がセットされていることを確認し、TE（ビット1）

を0にクリアし、DARに設定したアドレスから40を足したアドレスから40ワード分のデータを用いた音声圧

縮を実行。 

この際DMACでは、DARにDARBの値がコピーされ初期化されるとともに、TCRにもTCRBの値がコピーされ、

初期値80に戻ります。 
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5. 以後、2.～4.がDME＝B'0もしくはDE＝B'0が設定されるか、NMI割り込みが発生するまで繰り返し実行され

ます（3.でHEを0クリアしなかった場合、または、4.でTEを0クリアしなかった場合、HE＝1かつTE＝1の条

件で停止します）。 

つまり、本機能を使用することで、順次受け取るデータの格納バッファと信号処理用のデータバッファとを交

互に切り替えながら、逐次音声圧縮が可能となります。 
 

14.4.6 リロードモード転送 

DMACのリロードモード転送を使用すると、CHCRの RPT[2:0]ビットの設定により、TCRB[7:0]に設定した回

数の転送ごとに SARB/DARBに設定された値を SAR/DARに、TCRB[23:16]に設定された値を TCRB[7:0]に再設定

し、TCRが 0になるまで転送を再設定することなく繰り返し実行することが可能となります。本機能は、特定エ

リアを使ったデータ転送を繰り返し行う際に有効です。この動作を図 14.12に示します。 

DMAC
RPT[2:0]ビット

S
H

w
yバ
ス

CHCR

TCR

TCRB

SAR/DAR

SARB/DARB

リロード制御部

リロード信号

リロードカウンタ

転送カウンタ

転送要求

 

図 14.12 リロード機能図 

リロードモード実行時は、TCRBをリロードカウンタとして使用します。「14.3.6 DMAトランスファカウン

トレジスタ B0～3（TCRB0～TCRB3）」を参照し、TCRBを設定してください。 
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14.4.7 DREQ端子のサンプリングタイミング 

各バスモードに対する DREQ入力のサンプリングタイミングを図 14.13、図 14.14、図 14.15、図 14.16に示し

ます。 

CPU CPUDMAC

CLKOUT

DREQ
（立ち上がり）

DACK
（ハイアクティブ）

DRAK
（ハイアクティブ）

バスサイクル

受け付け開始

1回目受け付け 2回目受け付け

：不感帯  

図 14.13 サイクルスチールモード・エッジ検出時の DREQ入力検出タイミング例 

CPU CPUDMAC

CLKOUT

DREQ
（オーバラン0、ハイレベル）

DACK
（ハイアクティブ）

DRAK
（ハイアクティブ）

バスサイクル

受け付け開始

1回目受け付け 2回目受け付け

1回目受け付け 2回目受け付け

CPU CPUDMAC

CLKOUT

DREQ
（オーバラン1、ハイレベル）

DACK
（ハイアクティブ）

DRAK
（ハイアクティブ）

バスサイクル

受け付け開始
：不感帯  

図 14.14 サイクルスチールモード・レベル検出時の DREQ入力検出タイミング例 
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バースト受け付け

CPU DMAC DMAC

CLKOUT

DREQ
（立ち上がり）

DACK
（ハイアクティブ）

DRAK
（ハイアクティブ）

バスサイクル

：不感帯  

図 14.15 バーストモード・エッジ検出時の DREQ入力検出タイミング例 

CPU DMAC

CLKOUT

DREQ
（オーバラン0、ハイレベル）

DACK
（ハイアクティブ）

DRAK
（ハイアクティブ）

バスサイクル

受け付け開始

1回目受け付け 2回目受け付け

1回目受け付け 2回目受け付け 3回目受け付け

CPU DMAC DMAC

CLKOUT

DREQ
（オーバラン1、ハイレベル）

DACK
（ハイアクティブ）

DRAK
（ハイアクティブ）

バスサイクル

受け付け開始 受け付け開始

：不感帯  

図 14.16 バーストモード・レベル検出時の DREQ入力検出タイミング例 
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図 14.17に TEND出力のタイミングを示します。 

DMAC CPU CPU CPUDMAC

CLKOUT

DREQ

DACK
( )

TEND
( )

バスサイクル

最終DMA転送

 

図 14.17 DMA転送終了信号タイミング（サイクルスチール・レベル検出） 

8ビット外部デバイスや 16ビット外部デバイスにロングワードアクセスしたり、8ビット外部デバイスにワー

ドアクセスをする場合、データをアライメントするため DACK出力および TEND出力が分割されるので注意して

ください。この例を図 14.18に示します。 

CLKOUT

CS

WEn

DACKn
（アクティブロー）

WAIT

RD

アドレス

データ

TENDn
（アクティブロー）

T1 T2 Taw T1 T2

TENDはDMA転送の最終転送単位の間、アサートされます。
転送単位が複数のバスサイクルに分割され、かつバスサイクル間でCSが
ネゲートする場合、TENDも分割されます。

【注】

 

図 14.18 BSC通常メモリアクセス例（ノーウェイト、アイドルサイクル 1、 

16ビットデバイスへのロングワードアクセス） 



 

14. ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  14-41 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

14.5 使用上の注意 

本 DMACを使用する際は、以下のことに注意してください。 
 

14.5.1 モジュールストップについて 

本 DMAC動作中に、MSTPCRのレジスタ設定によるモジュールストップを行わないでください。モジュールス

トップさせた場合、動作中の転送内容は保証できません。 
 

14.5.2 アドレスエラーについて 

DMAアドレスエラーが発生した場合、下記手順を行った後、DMAORに対応する全チャネルの再設定してから

転送を開始してください。 

1. 下記モジュールへのダミーリード。 

• LBSC：BCR（バスステートコントロールレジスタ）ダミーリード 

• PCIC：PCIECR（イネーブルコントロールレジスタ）のダミーリード 

• DDRIF：MIM（メモリインタフェースレジスタ）のダミーリード 

• INTC：INTC2B3（モジュール別割り込み要因レジスタ3）のダミーリード 

2. SYNCO命令を発行。 

3. DMAアドレスエラーの発生したDMAORに対応する全チャネルの再設定。 

• DMAOR0のAEビットが1にセットされた場合はチャネル0～5の再設定をしてください。 

 

14.5.3 バーストモード転送時の注意 

バーストモード転送中は、そのチャネルの転送が完了するまで以下のことをしないでください。 

• 周波数を変更しないでください。 

• スリープモードに遷移させないでください。 

 

14.5.4 DACK、TENDの分割出力 

8ビット外部デバイスや 16ビット外部デバイスにロングワードアクセスしたり、8ビット外部デバイスにワー

ドアクセスなど、DMA転送単位が複数のバスサイクルに分割され場合、かつバスサイクル間で CSがネゲートす

る場合、データをアライメントするため CSn同様に DACK、TEND出力も分割されるので注意してください。 
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14.5.5 外部バス幅を超える DMA転送サイズにおける CSn出力の設定 

1回の DMA転送が複数のバスサイクルに分かれる場合*1、それらのバスサイクル間で CSnがネゲートされない

ように設定してください*2。設定の詳細は表 11.9～表 11.14を参照してください。 

CSnがネゲートされる設定をおこなった場合、DREQのサンプリングが正しく行われず、誤動作する可能性が

あります。 

【注】 *1 LBSC外部バス幅にバス幅以上の DMA転送単位で転送を行う場合。 

  例：8、16、32ビットバス幅のエリアに 16、32バイト転送を行った場合、または、8、16ビットバス幅のエリア

 にロングワード（32ビット）転送を行った場合や 8ビットのエリアにワード（16ビット）転送を行った場合。

 なお、MPXインタフェースに対する 32バイト転送は除きます。この場合、バスサイクルは 1（バースト）と

 なります。 

 *2 バスサイクル間で CSnがネゲートされる場合、DACK、TEND出力もネゲートされます（DACK、TENDが分割さ

れます）。 

 

14.5.6 DACK、TENDのアサートと DREQ検出について 

2回以上の DMA転送において、DREQレベル検出オーバラン 1および DREQエッジ検出の場合、それぞれの

DMA転送の間も DACK、TENDがアサートされ続けてしまう場合があります*。この場合、DMA転送が途中で停

止状態となり、正しく行われない可能性がありますので、下記のようにそれぞれの DMA転送の間にアイドルを 1

サイクル以上挿入してください。 

転送元が LBSC空間で読み出しサイクルに DACK、TENDを出力する設定（CHCR.AM＝0）の場合 

（1）IWRRD＝B'001～B'111（別空間リード－リードサイクル間アイドルを 1サイクル以上挿入） 

（2）IWRRS＝B'001～B'111（同一空間リード－リードサイクル間アイドルを 1サイクル以上挿入） 

転送先が LBSC空間で書き込みサイクルに DACK、TENDを出力する設定（CHCR.AM＝1）の場合 

（1）IWW＝B'001～B'111（ライト－リード／ライト－ライトサイクル間アイドルを 1サイクル以上挿入） 

【注】 * 転送元が LBSC空間で読み出しサイクルに DACKを出力する設定の場合、または、転送先が LBSC空間で書き込みサ

イクルに DACKを出力する設定の場合で、アイドルサイクルなしを設定（CSnBCR.IWRRD、IWRRS、IWWに B'000

を設定）した場合。転送元と転送先がともに LBSC空間の場合は該当しません。 

 

表 14.12～表 14.15に 1回の DMA転送におけるバスサイクル発生数と LBSCのレジスタ設定を示します。本設

定により、複数のバスサイクルが発生した場合においても、CSnはネゲートされません。なお、下記設定におい

て、転送元または転送先のどちらか一方のみが LBSC空間の場合、2回以上の DMA転送の間も DACK、TENDが

アサートされ続けてしまうのを避けるため CSnBCR.IWRRD、IWRRSまたは IWWを B'001～B'111に設定してく

ださい。この場合、16バイト転送では、14.5.6により複数のバスサイクルが発生し、かつそれらバスサイクルの

間で CSnがネゲートされるため DREQのサンプリングが正しく行われず、誤動作する可能性がありますので御注

意ください。 
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表 14.12 SRAM、バースト ROM、バイト制御 SRAMインタフェース使用時 

 

表 14.13 PCMCIAインタフェース使用時 

 

CSnがネゲートされない設定 バス幅 

[ビット] 

DMA転送の 

アクセスサイズ 

バスサイクル

発生数 CSnBCR.IWRRD,IWRRS 

または IWW 

CSnWCR.ADSおよび ADH 

バイト 1 任意 任意 

ワード 2 任意 B'000 

ロングワード 4 任意 B'000 

16バイト 16 B'000 B'000 

8 

32バイト 32 任意 B'000 

バイト 1 任意 任意 

ワード 1 任意 任意 

ロングワード 2 任意 B'000 

16バイト 8 B'000 B'000 

16 

32バイト 16 任意 B'000 

バイト 1 任意 任意 

ワード 1 任意 任意 

ロングワード 1 任意 任意 

16バイト 4 B'000 B'000 

32 

32バイト 8 任意 B'000 

CSnがネゲートされない設定 バス幅 

[ビット] 

DMA転送の 

アクセスサイズ 

バスサイクル

発生数 CSnBCR.IWRRD、IWRRSまたは IWW 

バイト 1 任意 

ワード 2 任意 

ロングワード 4 任意 

16バイト 16 B'000 

8 

32バイト 32 任意 

バイト 1 任意 

ワード 1 任意 

ロングワード 2 任意 

16バイト 8 B'000 

16 

32バイト 16 任意 
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表 14.14 MPXインタフェース使用時（リードアクセス時） 

 

表 14.15 MPXインタフェース使用時（ライトアクセス時） 

 

14.5.7 DMACへの DMA転送禁止 

転送元、転送先に DMACレジスタを設定して DMA転送は行わないでください。 
 

14.5.8 NMI割り込みについて 

NMI割り込みが発生した場合、DMA転送は停止します。NMI割り込み復帰後は全チャネルの再設定をした後、

転送を開始してください。 
 

CSnがネゲートされない設定 バス幅 

[ビット] 

DMA転送の 

アクセスサイズ 

バスサイクル

発生数 CSnBCR.IWRRD、または IWRRS 

バイト 1 任意 

ワード 1 任意 

ロングワード 1 任意 

16バイト 4 不可（常にネゲートされます） 

32 

32バイト 1 任意 

CSnがネゲートされない設定 バス幅 

[ビット] 

DMA転送の 

アクセスサイズ 

バスサイクル

発生数 CSnBCR.IWW CSnWCR.IW[1:0] 

バイト 1 任意 任意 

ワード 1 任意 任意 

ロングワード 1 任意 任意 

16バイト 4 B'000 B'11～B'01 

32 

32バイト 1 任意 任意 
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14.5.9 DMACバーストモード使用上の注意事項 

DMACをバーストモード（CHCRn.TB＝1、n＝0～5）で使用する場合、下記の条件でマニュアルリセットが発

生した場合、DMACが停止状態となり、マニュアルリセットに遷移できず停止してしまいます（内部バスである

SuperHywayバスはロック状態となります）。この場合、パワーオンリセット以外では復帰できなくなりますので、

下記の回避策を行うか、またはバーストモードは使用せず、サイクルスチールモードを使用してください。 
 

【条件】 

1. バーストモードでオートリクエストによるDMA転送中、アドレスエラーが発生した場合。 

2. バーストモードで外部リクエストによるDMA転送中の場合。 

 

上記いずれかの条件においてマニュアルリセットが発生し、マニュアルリセットに遷移しようとしている場合。 
 

【回避策】 

バーストモードを使用する場合、下記の方法により回避することができます。 

• 条件1.に対しては、DMAアドレスエラー（DMAOR.AE＝1）が発生しないようにしてください。 

• 条件1.および2.に対しては、マニュアルリセットが発生しないようにしてください。 

 

【補足】 

1. アドレスエラー（DMAOR.AE＝1）が発生する条件（DMA転送開始後、下記（1）～（3）いずれか1つ以上

に該当する場合） 

（1）SARまたはDARに設定された値が転送サイズの境界と不一致になる場合。 

（2）転送元または転送先がモジュールスタンバイ状態の場合。 

（3）転送元または転送先が無効空間（未定義／リザーブ領域）であった場合。 

【注】レジスタ、内蔵メモリのリザーブアドレスについてはアドレスエラーとならない場合があります。 

なお、未定義／リザーブ領域、リザーブアドレスのアクセスは禁止ですのでご注意ください。 

2. マニュアルリセットが発生する条件（下記（1）～（3）いずれか1つ以上に該当する場合） 

（1）MRESET端子からローレベルを入力した場合 

（2）SRのBLビットが1のときユーザブレークを除く一般例外が発生した場合 

（3）WTCSRのWT/ITビットが1かつWTCSRのRSTSビットが1の状態で、WDTCNTがオーバフロー発生した

場合 
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15. 外部 CPUインタフェース（EXCPU） 

本 LSIでは、本 LSI外部に接続されている CPU（以下、外部 CPUと略称します）から、本 LSI内部の DDR-SDRAM

空間や内部レジスタ空間へのアクセスが可能です。外部CPUからのアクセスはMPXプロトコルにて実現します。 

15.1 特長 

• 外部CPUからのアクセス制御 

外部CPUから本LSI内部DDR-SDRAM空間および内部レジスタ空間にアクセス可能 

外部CPUからアクセスプロトコルは、MPXプロトコルを使用 

外部CPUとして、SH7750系、SH7751系のバスと接続可能 
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EXCPUのブロック図を図 15.1に示します。 

レジスタ部

外部CPU
インタフェース
制御部

S
up

er
H

yw
ay
（

S
H

w
y）
バ
ス

外部CPUインタフェース（EXCPU）

EX_INT

EX_RDY

EX_SIZE2～
EX_SIZE0

EX_FRAME

EX_RDWR

EX_CS1

EX_CS0
SuperHywayバス
インタフェース
制御部
(SHIF)

EX_AD31～
EX_AD0

 

図 15.1 EXCPUのブロック図 
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15.2 入出力端子 
EXCPUの端子構成を表 15.1に示します。 

 

表 15.1 端子構成 

名称 端子名 入出力 説   明 

チップセレクト EX_CS0 入力 DDR-SDRAM空間へのアクセスを示します。 

チップセレクト EX_CS1 入力 本 CPU内レジスタへのアクセスを示します。 

バスサイクル開始 EX_BS 入力 アドレスフェーズを示します。 

アクセスサイクル EX_FRAME 入力 アクセスサイクル期間を示します。 

リード／ライト EX_RDWR 入力 データの書き込みであるか読み出しであるかを示します。 

アクセスサイズ EX_SIZE2～ 

EX_SIZE0 

入力 アクセスサイズを示します。 

【注】SH7750系の場合使用します。 

SH7751系では、D31～D29が SIZE信号になります。 

アドレス／データ EX_AD31～ 

EX_AD0 

入出力 アドレスフェーズ時は、EX_AD25～EX_AD0はアドレス入力。 

データフェーズ時は、EX_AD25～EX_AD0はデータ入出力。 

レディ EX_RDY 出力 ウェイトステート要求信号 

外部 CPU割り込み EX_INT 出力 割り込み信号 

モード制御 MD10 入力 外部 CPU接続選択 

1：外部 CPU接続あり 

0：外部 CPU接続なし 
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15.3 レジスタの説明 
EXCPUのレジスタ構成を表 15.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 15.3に示しま

す。 
 

表 15.2 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

外部 CPUコントロールレジスタ EXCCTRL R/W H'FE40 000C H'1E40 000C 32 

外部 CPUメモリ空間選択レジスタ EXCMSETR R/W H'FE40 0010 H'1E40 0010 32 

外部 CPU出力割り込みコントロール 

レジスタ 

EXCINOR R/W H'FE40 0014 H'1E40 0014 32 

 

表 15.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

外部 CPUコントロールレジスタ EXCCTRL H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

外部 CPUメモリ空間選択レジスタ EXCMSETR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

外部 CPU割り込み出力コントロール 

レジスタ 

EXCINOR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

 



 

15. 外部 CPUインタフェース（EXCPU） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  15-5 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

15.3.1 外部 CPUコントロールレジスタ（EXCCTRL） 

EXCMCRは、外部 CPU接続の有無の表示および外部 CPU種別の設定を行うレジスタです。 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 － 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －
EXC
CD

EXC
SEL

－ － － － －

－ －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 EXCMD 不定* R 外部 CPU接続有無表示 

MD10端子の状態を表示します。 

0：外部 CPU接続なし 

1：外部 CPU接続あり 

0 EXCSEL 0 R/W 外部 CPU種別選択 

外部に接続する CPUを選択します。 

0：SH7751系 

1：SH7750系 

【注】 * 初期値はMD10端子の設定によります。 
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15.3.2 外部 CPUメモリ空間選択レジスタ（EXCMSETR） 

EXCMSETRは、外部 CPUからの本 LSIの内部メモリ空間にアクセスする際のベースアドレスを設定するレジ

スタです。 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － EXCMSET[3:0]

－ － － － －

 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3～0 EXCMSET 0000 R/W 内部メモリ空間ベースアドレス 

外部CPUから内部メモリへのアクセス時におけるメモリ空間ベースアドレ

スを設定します。 

アクセスするメモリ空間のアドレスは以下の様に構成されます。 

31,30ビット目：B’01’固定 

29～26ビット目：EXCMSET [3:0]が相当 

25～0ビット目：外部 CPUからのアクセスアドレス 

外部 CPUからアクセスできるメモリ空間のアドレス範囲は、H’4000 0000

～H’7FFF FFFFになります。 
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15.3.3 外部 CPU割り込み出力コントロールレジスタ（EXCINOR） 

EXCINORレジスタは、本 LSIから外部 CPU対する割り込みを発生させるレジスタです。 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －
EXC
INO

－ － － － －

－ － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 EXCSEL 0 R/W 外部 CPUへの割り込み通知 

1：EX_INT端子をアサートし、外部 CPUに対する割り込みを発生させ ま

す。 

0：EX_INT端子をネゲートし、外部 CPUに対する割り込みをクリアし ま

す。 
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15.4 動作説明 
本 LSIでは、本 LSIの外部に接続された CPU（外部 CPU）から、MPXプロトコルを使って本 LSIの DDR-SDRAM

空間あるいは本 LSI内部レジスタ空間にアクセスすることができます。 

外部 CPUからのアクセス要求（BREQ）が、LBSCで受け付けられ、ローカルバスを解放し、アクセス許可（BACK）

を返答した後、外部 CPUから本 LSI内部へのアクセスができるようになります。 

EXCPUは、外部 CPUからの CS信号（EX_CS0、EX_CS1）により、DDR-SDRAM空間へのアクセスか内部レ

ジスタ空間へのアクセスかの判別を行い、それぞれのアクセス処理をします。 

DDR-SDRAM空間へのアクセスの場合、外部 CPUからMPXプロトコルを SuperHywayバスのプロトコルに変

換し、外部 CPUから本 LSI内部 DDR-SDRAM空間へのアクセスを実現します。その際､本 LSIと同一のエンディ

アンの基で外部 CPUからのアクセスサイズによりデータアライメントの変換を行います。 
 

（1） 外部 CPUアクセス許可空間 

外部 CPUから、DDR-SDRAM空間および本 LSI内部レジスタ空間にアクセス可能です。アクセス空間は、以下

のように CS信号で選択します。 

EX_CS0：DDR-SDRAM空間（64Mバイト） 

EX_CS1：本 LSI内部レジスタ空間 
 

ただし DDR-SDRAM空間については、外部 CPUのアクセス可能な空間が 64Mバイトであることに対し、本 LSI

内では 512Mバイト存在することから､外部 CPUからの DDR-SDRAM空間アクセスは、ウィンドウ方式により本

LSI内 DDR-SDRAM全空間をアクセス可能とします。 

アクセス方法としては､EXCPUの EXCMSETRレジスタに 64Mバイト単位のアクセス空間を設定後､

DDR-SDRAM空間にアクセスすることにより本 LSI内の全 DDR-SDRAM空間（512Mバイト）にアクセス可能と

なります。 
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（2） 外部 CPUとのデータアライメント変換 

EXCPUは、外部 CPUに対して、本 LSIと同一のエンディアンの基でデータアライメントの変換を行います。 

バイトデータの並び方を上位バイトが 0番地側になるビッグエンディアン、下位バイトが 0番地側になるリト

ルエンディアンのいずれもサポートしています。この切り替えは、外部端子でパワーオンリセット時に設定しま

す。 
 

表 15.4 リトルエンディアンのアクセスとデータアライメント 

 EX_AD31～24 EX_AD23～16 EX_AD15～8 EX_AD7～0 

0番地バイトアクセス    データ 7～0 

1番地バイトアクセス   データ 7～0  

2番地バイトアクセス  データ 7～0   

3番地バイトアクセス データ 7～0    

4番地バイトアクセス    データ 7～0 

5番地バイトアクセス   データ 7～0  

6番地バイトアクセス  データ 7～0   

7番地バイトアクセス データ 7～0    

0番地ワードアクセス   データ 15～8 データ 7～0 

2番地ワードアクセス データ 15～8 データ 7～0   

4番地ワードアクセス   データ 15～8 データ 7～0 

6番地ワードアクセス データ 15～8 データ 7～0   

0番地ロングワードアクセス データ 31～24 データ 23～16 データ 15～8 データ 7～0 

4番地ロングワードアクセス データ 31～24 データ 23～16 データ 15～8 データ 7～0 
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表 15.5 ビッグエンディアンのアクセスとデータアライメント 

 EX_AD31～24 EX_AD23～16 EX_AD15～8 EX_AD7～0 

0番地バイトアクセス データ 7～0    

1番地バイトアクセス  データ 7～0   

2番地バイトアクセス   データ 7～0  

3番地バイトアクセス    データ 7～0 

4番地バイトアクセス データ 7～0    

5番地バイトアクセス  データ 7～0   

6番地バイトアクセス   データ 7～0  

7番地バイトアクセス    データ 7～0 

0番地ワードアクセス データ 15～8 データ 7～0   

2番地ワードアクセス   データ 15～8 データ 7～0 

4番地ワードアクセス データ 15～8 データ 7～0   

6番地ワードアクセス   データ 15～8 データ 7～0 

0番地ロングワードアクセス データ 31～24 データ 23～16 データ 15～8 データ 7～0 

4番地ロングワードアクセス データ 31～24 データ 23～16 データ 15～8 データ 7～0 
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（3） 外部 CPUアクセスタイムチャート 

EXCPUと外部 CPUとのアクセスは、アクセス要求（BREQ）、アクセス許可（BACK）のハンドシェイクによ

り行われます。 

図 15.2、図 15.3に EXCPUと外部 CPUとのアクセスタイムチャートを示します。 

A0 D0

A0 D0

CLKOUT

BREQ

BACK

EX_CS0

EX_BS

EX_FRAME

EX_RDY

リードアクセス

ライトアクセス

EX_RDWR

EX_AD [31:0]

CLKOUT

BREQ

BACK

EX_CS0

EX_BS

EX_FRAME

EX_RDY

EX_RDWR

EX_AD [31:0]

High

Low

 

図 15.2 外部 CPUアクセス（シングルアクセス） 
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A0 D0 D1 D5 D6 D7

CLKOUT

BREQ

BACK

EX_CS0

EX_BS

EX_FRAME

EX_RDY

リードアクセス

ライトアクセス

EX_RDWR

EX_AD [31:0]

CLKOUT

BREQ

BACK

EX_CS0

EX_BS

EX_FRAME

EX_RDY

EX_RDWR

EX_AD [31:0]

High

A0 D1 D6 D7

Low

D0

 

図 15.3 外部 CPUアクセス（バーストアクセス） 
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（4） 外部 CPU接続構成 

外部 CPUと本 LSIの接続構成を、図 15.4に示します。 

RD/FRAME

DATA31～
DATA0   

DATA31～
DATA29　

RD/WR

BS

CS*

CS*

BSREQ

BSACK

RDY

SH7750/7751

本LSI

BS/EX_BS

CS2/EX_CS1

CS1/EX_CS0

RD/FRAME/EX_FRAME

RDWR/EX_RDWR

D31/EX_AD31～
D0/EX_AD0

BREQ

BACK

A25/EX_SIZE2～
A23/EX_SIZE0

RDY/EX_RDY

MD10

EXCPU

LBSC

EX_INT

 

図 15.4 外部 CPUとの接続構成 
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16. クロック発振器（CPG） 

クロック発振器（CPG）は本 LSIの内蔵周辺モジュールおよび外部バスインタフェースに供給するクロックの

生成と低消費電力の制御を行います。クロック発振器は、水晶発振回路、PLL回路、分周回路および制御部で構

成されます。 

16.1 特長 

• 本LSI内部用のクロックを生成 

CPU、FPU、キャッシュ、TLBで使用するCPUクロック（Ick）と、SuperHywayで使用するSHwyクロック（SHck）、

内蔵周辺モジュールへ供給する周辺クロック（Pck0、Pck1）を生成します。 

• 本LSI外部用のクロックを生成 

外部バスインタフェースで使用するバスクロック（Bck）とDDRインタフェースで使用するメモリクロック

としてDDRクロック（DDRck）を生成します。 

• クロックモード 

CPGへのクロック入力について水晶発振子入力か外部クロック入力かを選択します。 

パワーオンリセット後のCPUクロック、SHwyクロック、バスクロック、周辺クロック、DDRクロックの逓

倍率の組み合わせを2種類のクロック動作モードから選択できます。 

• 低消費電力モードの制御 

スリープモード、ソフトウェアスタンバイモードでのクロック停止、およびモジュールスタンバイモードで

の特定モジュールの停止が可能です。 
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図 16.1に CPGのブロック図を示します。 

PLL回路1 
×16

PLL 回路 2 
×1

クロック周波数
制御回路

FRQCR

クロック制御回路

分周回路1

×1/2 
×1/4
×1/6
×1/8
×1/12
×1/16
×1/24

XTAL

CLKOUT

バスクロック
（Bck）

CPUクロック
（Ick）

SHwyクロック
（SHck）

周辺クロック 
（Pck0、Pck1）

MD2

MD1

MD0

MD8

EXTAL

PLLCR MSTPCR

バスインタフェース

周辺バス

【記号説明】

【注】 * STBCR、MSTPCRについては、「第18章　低消費電力モード」を参照してください。

FRQCR 
STBCR
MSTPCR
PLLCR

：周波数制御レジスタ
：スタンバイコントロールレジスタ*
：モジュールストップレジスタ*
：PLLコントロールレジスタ

PLL 回路 3
×４

（DDRck0）
（DDRck90）
（DDRck180）
（DDRck270）

DDRクロック

分周回路2
   ×1/4

水晶発振器

STBCR

 

図 16.1 CPGブロック図 
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CPGの各ブロックは次のように機能します。 
 

（1） PLL回路 1 

PLL回路 1は、水晶発振回路または EXTAL端子からの入力クロック周波数を、16倍に逓倍する機能を持ちま

す。クロックの逓倍率は、モード端子MD0、MD1、およびMD2の組み合わせで決まります。 
 

（2） PLL回路 2 

PLL回路 2は、バスクロック（Bck）と、外部周辺インタフェースで使用する CLKOUTのクロックの位相を合

わせる機能を持ちます。 
 

（3） 水晶発振回路 

XTAL、EXTAL端子に水晶発振子を接続して使用する場合の発振回路です。 

水晶発振回路はMD8端子の設定により使用可能となります。 
 

（4） 分周回路 1 

分周回路 1は、CPUクロック（Ick）、SHwyクロック（SHck）、周辺クロック（Pck0、Pck1）、バスクロック

（Bck）を生成します。 

クロックの分周率は、モード制御端子MD0、MD1、およびMD2の組み合わせにより決まります。 
 

（5） 周波数制御レジスタ（FRQCR） 

周波数制御レジスタは、モード制御端子MD0、MD1、およびMD2の組み合わせにより決まります。読み出し

専用です。 
 

（6） PLL回路 3 

PLL回路 3は、SHwyクロック（SHck）を 4倍に逓倍する機能を持ちます。 
 

（7） 分周回路 2 

分周回路 2は、DDRクロック（DDRck0、DDRck90、DDRck180、DDRck270）を生成します。 
 

（8） PLL制御レジスタ（PLLCR） 

PLL制御レジスタには、CLKOUT出力の ON/OFF制御ビットが割り当てられています。 
 

（9） モジュールストップレジスタ 0、1（MSTPCR0、1） 

モジュールストップレジスタ 0、1には、各周辺モジュールの動作／停止を制御するビットが割り当てられてい

ます。 
 

（10）スタンバイコントロールレジスタ（STBCR） 

スタンバイコントロールレジスタには、スタンバイビットが割り当てられています。 
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16.2 入出力端子 

CPGの端子構成を表 16.1に示します。 
 

表 16.1 CPGの端子構成と機能 

【注】 CLKOUTの ACタイミング保証は、電気的特性の章を参照してください。なお、水晶発振回路の入力周波数と逓倍率の

関係にご注意ください。 

 

16.3 クロック動作モード 

モード制御端子（MD0、MD1、およびMD3）の組み合わせとパワーオンリセット後のクロック動作モードの関

係を表 16.2に示します。 
 

表 16.2 クロック動作モード 

【注】 *1 上記以外のモード端子MD0、MD1、およびMD2の組み合わせは設定禁止です。 

 *2 水晶発振回路または EXTAL端子からの入力クロック周波数を 1としたときの各クロック周波数比です。 

 

端子名 機能 入出力 説   明 

MD0 

MD1 

MD2 

モード制御端子 

0、1、2 

クロック動作モード 

入力 パワーオンリセット後のクロック動作モードを設定します。 

MD8 モード制御端子 8 

クロック入力モード 

入力 水晶発振子の使用／不使用を設定します。 

MD8＝Lのとき、EXTALから外部クロックを入力します。 

MD8＝Hのとき、EXTAL、XTALに水晶発振子を接続します。 

XTAL 出力 水晶発振子を接続します。 

EXTAL 入力 水晶発振子を接続します。 

または外部クロック入力端子として使用します。 

CLKOUT 

クロック端子 

出力 外部バスクロック出力端子として使用します 

外部端子 

組み合わせ*1 

CPG生成クロック クロック 

動作 

モード MD2 MD1 MD0

PLL

1 

PLL 

2 

PLL

3 

EXTAL 

周波数 

（MHz）

 

Ick SHck Bck Pck0 Pck1 DDRck 

FRQCR 

初期値 

周波数

比*2 

8 4 2 2 1 4 0 0 0 0 オン オン オフ 25～33.3

最大 

周波数

266.6 133.3 66.6 66.6 33.3 133.3 

H'1013 0035 
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16.4 レジスタの説明 
CPGのレジスタ構成を表 16.3に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 16.4に示します。 

 

表 16.3 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

周波数制御レジスタ FRQCR R H'FFC8 0000 H'1FC8 0000 32 

PLLコントロールレジスタ PLLCR R/W H'FFC8 0024 H'1FC8 0024 32 

 

表 16.4 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

周波数制御レジスタ FRQCR H'1013 0035 保持 保持 保持 

PLLコントロールレジスタ PLLCR H'0000 0001 保持 保持 保持 

 



 

16. クロック発振器（CPG） 

16-6  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

16.4.1 周波数制御レジスタ（FRQCR） 

FRQCRは、読み出し専用の 32ビットのレジスタで、CPUクロック（Ick）、SHwyクロック（SHck）、周辺ク

ロック（Pck0、Pck1）、バスクロック（Bck）のパワーオンリセット後の周波数分周率の確認が可能です。周波数

比は、「表 16.2 クロック動作モード」を参照してください。FRQCRはロングワードアクセスのみ可能です。書

き込んだ場合の動作は保証できません。 

本レジスタは PRESET端子によるパワーオンリセット時およびWDTオーバフローによるパワーオンリセット

時のみリセットされます。 
 

161718192021222324252627282931 30

110010000000100 0

－ CFC[2:0]－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

101011000000000 0

P0FC[2:0]－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

－ BFC[2:0]

－ P1FC[2:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 － 0001 R リザーブビット 

読み出すと常に 0001が読み出されます。 

27～23 － 00000 R リザーブビット 

読み出すと常に 00000が読み出されます。 

22～20 CFC[2:0] 001 R CPUクロック（Ick）および SHwyクロック（SHck）周波数の分周率 

 Ick SHck 

001：1/2倍 1/4倍 

19 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

18～16 BFC[2:0] 011 R バスクロック（Bck）周波数の分周率 

011：×1/8倍 

15～7 － 000000000 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

6～4 P0FC[2:0] 011 R 周辺クロック 0（Pck0）周波数の分周率 

011：×1/8倍 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

2～0 P1FC[2:0] 101 R 周辺クロック 1（Pck1）周波数の分周率 

101：×1/16倍 
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16.4.2 PLLコントロールレジスタ（PLLCR） 

PLLCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、CLKOUT端子からのクロック出力の有無の指

定を行います。PLLCRはロングワードアクセスのみ可能です。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

100000000000010 1

CKOENCKOFF－－－－－－－－－－－－－ －

R/WR/WRRRRRRRRRRRRR R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～15 － すべて 0 R リザーブビット 

書き込む値は初期値と同値にしてください。 

14、13 － すべて 1 R リザーブビット 

書き込む値は初期値と同値にしてください。 

12～2 － すべて 0 R リザーブビット 

書き込む値は初期値と同値にしてください。 

1 CKOFF 0 R/W CLKOUT出力停止 

0：CLKOUT端子からのクロックを出力します。 

1：CLKOUT端子からのクロック出力を停止します。端子状態は、ローレ

ベルになります。 

0 CKOEN 1 R/W クロック出力イネーブル 

ソフトウェアスタンバイ中に CLKOUT端子からのクロックを出力するか、

ローレベルに固定するかを設定します。 

0：ローレベルに固定 

1：クロックを出力 

【注】 * MD0～MD2の設定により選択されるクロック動作モードにより設定される初期値となります。 
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16.5 ボード設計上の注意事項 

（1） 水晶発振子使用時の注意 

水晶発振子と容量はできるだけ EXTAL端子および XTAL端子の近くに置いてください。また、これらの端子

の信号線に他の信号線を交差させないでください。誘導のために正しい発振ができなくなることがあります。 

信号線交差禁止

CL1、CL2およびダンピング抵抗値は、使用する水晶発振子メーカと 
評価検討の上、値を決めてください。

推奨値
CL1 = CL2 = 0～33pF
R=0Ω

【注】

水晶発振子

XTAL

R

SH7763

EXTAL

CL2CL1

 

図 16.2 水晶発振子使用時の注意 

（2） 外部クロックを EXTAL端子から入力するときの注意 

XTAL端子には、何も接続しないでください。 

（3） PLL、DLL使用時の注意 

各 VDD-PLL、VSS-PLLは、その他の VDD、VSSとはボードの電源供給元から分離し、端子の近くにノイズフ

ィルタとして抵抗 RCBおよびバイパスコンデンサ CPBを挿入してください。 

また、各 VDD-DLL、VSS-DLLは、各 VDD、VSSと同じ電位にしてください。 
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VDD-PLL1

VSS-PLL1

SH7763

VDD-PLL2

VSS-PLL2

VDD-PLL3

VSS-PLL3

CPB11

0.1μF

CPB12

RCB1

RCB1 = RCB2 = RCB3 = 4.7Ω
CPB11 = CPB21 = CPB31 = 0.1μF
CPB12 = CPB22 = CPB32 = 1μF

推奨値

CD11 = CD21 = 0.1μF

1.25V

1μF

4.7Ω

4.7 Ω

4.7 Ω

CPB21

0.1μF

CPB22

RCB2

1μF

CPB31

0.1μF

CPB32

RCB3

1μF

VDD-DLL1

VSS-DLL1

VDD-DLL2

VSS-DLL2

1.25V

CD11

0.1μF

CD21

0.1μF

 

図 16.3 PLL、DLL発振回路使用時の注意 
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17. リセット、ウォッチドッグタイマ（WDT） 

リセット、ウォッチドッグタイマ（WDT）は、リセット制御部とウォッチドッグタイマ制御部から構成され、

パワーオンリセット時のシーケンス制御と、本 LSI内部および外部周辺デバイスのリセットを制御します。 

WDTは 1チャネルのタイマでありウォッチドッグタイマまたはインターバルタイマとしても使用可能です。 

17.1 特長 

• 一定周期でカウントするタイマを使用して、システムの暴走を監視する機能を実現します。 

• カウンタオーバフローにより内部をリセットするウォッチドッグタイマモードと、割り込みを発生するイン

ターバルタイマモードがあります。 

• ウォッチドッグタイマモード時、カウンタオーバフローにより内部モジュールをリセットします。 

• リセットの種類は、パワーオンリセットとマニュアルリセットを選択できます。 

• インターバルタイマモード時、カウンタオーバフローによりインターバルタイマ割り込みを発生します。 

• WDT関連のレジスタは、容易に書き換えられないように上位8ビットにコード値を設定しています。 

• カウンタがオーバフローするまでの最大時間は、約21秒（周辺クロック0：Pck0＝50MHz時）です。 

 



 

17. リセット、ウォッチドッグタイマ（WDT） 

17-2  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

図 17.1にリセット、ウォッチドッグタイマ（WDT）のブロック図を示します。 

PRESET

STATUS[1:0]

リセット、ウォッチドッグタイマ（WDT）

MRESET

内部リセット要求 

2

WDTCNT

WDTCSR

WDTST

カウントアップ信号

比較器

リセット
制御回路 CPG

割り込み要求
割り込み
制御回路 INTC

Pck0（周辺クロック0）

【記号説明】
WDTBCNT
WDTBST 
WDTCNT 
WDTCSR
WDTST

：ウォッチドッグタイマベースカウンタ
：ウォッチドッグタイマベースストップタイムレジスタ 
：ウォッチドッグタイマカウンタ 
：ウォッチドッグタイマコントロール／ステータスレジスタ
：ウォッチドッグタイマストップタイムレジスタ

WDTBCNT

WDTBST

比較器

 

図 17.1 ブロック図 

17.2 入出力端子 

リセット、WDTの端子構成と機能を表 17.1に示します。 
 

表 17.1 リセット、WDTの端子構成と機能 

端子名 機  能 入出力 説   明 

PRESET パワーオンリセット

入力端子 

入力 端子にローレベルを入力することによりパワーオンリセット状態に遷

移します。 

MRESET マニュアルリセット

入力端子 

入力 端子にローレベルを入力することによりマニュアルリセット状態に遷

移します。 

STATUS[1:0] ステータス出力 出力 プロセッサの動作状態を表します。 

HH：リセット 

HL：スリープモード 

LH：スタンバイモード 

LL：通常動作 

STATUS1、STATUS0端子は、それぞれ他の機能とマルチプレクスされ

ています。 
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17.3 レジスタの説明 
WDTのレジスタ構成を表 17.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 17.3に示します。 

 

表 17.2 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

ウォッチドッグタイマストップ 

タイムレジスタ 

WDTST R/W H'FFCC 0000 H'1FCC 0000 32 

ウォッチドッグタイマコントロール／

ステータスレジスタ 

WDTCSR R/W H'FFCC 0004 H'1FCC 0004 32 

ウォッチドッグタイマベース 

ストップタイムレジスタ 

WDTBST R/W H'FFCC 0008 H'1FCC 0008 32 

ウォッチドッグタイマカウンタ WDTCNT R H'FFCC 0010 H'1FCC 0010 32 

ウォッチドッグタイマベース 

カウンタ 

WDTBCNT R H'FFCC 0018 H'1FCC 0018 32 

 

表 17.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

パワーオン 

リセット 

名   称 略称 

PRESET端子

による 

WDT/H-UDI 

による 

マニュアル

リセット 

スリープ スタンバイ 

ウォッチドッグタイマストップ 

タイムレジスタ 

WDTST H'0000 0000 保持 保持 保持 保持 

ウォッチドッグタイマコントロール／

ステータスレジスタ 

WDTCSR H'0000 0000 保持 保持 保持 保持 

ウォッチドッグタイマベース 

ストップタイムレジスタ 

WDTBST H'0000 0000 保持 保持 保持 保持 

ウォッチドッグタイマカウンタ WDTCNT H'0000 0000 保持 保持 保持 保持 

ウォッチドッグタイマベース 

カウンタ 

WDTBCNT H'0000 0000 保持 保持 保持 保持 
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17.3.1 ウォッチドッグタイマストップタイムレジスタ（WDTST） 

WDTSTは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、WDTCNTのオーバフロー値を設定します。

H'0000 0001を設定したときがオーバフローまでの最小時間で、H'0000 0000を設定したときがオーバフローまでの

最大時間になります。 

WDTSTへの書き込みは上位バイトをコード値（H'5A）にしてロングワードサイズで行ってください。コード

値を読み出すと常に 0が読み出されます。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－－－－－－－コード値（H'5A）

RRRRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

WDTST－－－ －

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRR R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 コード値 すべて 0 R/W コード値（H'5A） 

読み出すと常に 0が読み出されます。本レジスタへの書き込み時は

H'5Aを書き込んでください。 

23～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてく

ださい。 

11～0 WDTST H'000 R/W WDTCNTのオーバフロー値 
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17.3.2 ウォッチドッグタイマコントロール／ステータスレジスタ（WDTCSR） 

WDTCSRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、タイマのモードを選択するビット、オーバ

フローフラグから成ります。 

WDTCSRへの書き込みは上位バイトをコード値（H'A5）にしてロングワードサイズで行ってください。コード

値を読み出すと常に 0が読み出されます。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

コード値（H'A5）

－

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－－－－－－－

RRRRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

－－－IOVFWOVFRSTSWT/ITTME－－－－－－－

RRRR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 コード値 すべて 0 R/W コード値（H'A5） 

読み出すと常に 0が読み出されます。本レジスタへの書き込み時は H'A5を

書き込んでください。 

23～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 TME 0 R/W タイマイネーブル 

タイマ動作の開始または停止を設定します。 

0：カウントアップ停止 

1：カウントアップ開始 

6 WT/IT 0 R/W タイマモードセレクト 

ウォッチドッグタイマとして使用するか、インターバルタイマとして使用す

るかを指定します。なお、WDTの動作中にWT/ITを書き替えるとカウント

アップが正しく行われない場合があります。 

0：インターバルタイマモード 

1：ウォッチドッグタイマモード 

5 RSTS 0 R/W リセットセレクト 

ウォッチドッグタイマモードでWDTCNTがオーバフローしたときのリセッ

トの種類を指定します。インターバルタイマモードの場合、設定値は無視さ

れます。 

0：パワーオンリセット 

1：マニュアルリセット 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 WOVF 0 R/W ウォッチドッグタイマオーバフロー 

ウォッチドッグタイマモードでWDTCNTがオーバフローしたことを示しま

す。インターバルタイマモードではセットされません。 

0：オーバフローなし 

1：ウォッチドッグタイマモードでWDTCNTがオーバフローした 

3 IOVF 0 R/W インターバルタイマオーバフロー 

インターバルタイマモードでWDTCNTがオーバフローしたことを示しま

す。 

ウォッチドッグタイマモードではセットされません。 

0：オーバフローなし 

1：インターバルタイマモードでWDTCNTがオーバフローした 

2～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

 

17.3.3 ウォッチドッグタイマベースストップタイムレジスタ（WDTBST） 

WDTBSTは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、WDTBCNTのクリアを行います。 

WDTBCNTのクリアは、WDTBSTの上位バイトにコード値（H'55）をロングワードサイズで書き込むことで実

行します。WDTBSTを読み出すと常に 0が読み出されます。 
 

コード値（H'55）

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－－－－－－－

RRRRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

－－－－－－－－－－－－－－－－

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R  
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17.3.4 ウォッチドッグタイマカウンタ（WDTCNT） 

WDTCNTは、読み出し可能な 32ビットのレジスタで、WDTBCNTのオーバフローによりカウントアップしま

す。WDTCNTがオーバフローすると、ウォッチドッグタイマモードでは選択したリセットが発生し、インターバ

ルタイマモードでは割り込みが発生します。 

WDTCNTへの書き込みは無効です。 
 

－

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

WDTCNT－－－

RRRRRRRRRRRRRRR R  
 

17.3.5 ウォッチドッグタイマベースカウンタ（WDTBCNT） 

WDTBCNTは、読み出し可能な 32ビットのレジスタで、周辺クロック 0（Pck0）によりカウントアップします。

WDTBCNTがオーバフローすると、WDTCNTのカウントアップを行い、WDTBCNTを H'0000 0000にクリアしま

す。 

WDTBCNTへの書き込みは無効です。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

－

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

WDTBCNT－－－－－－－－－－－

RRRRRRRRRRRRRRR R

－－

01234567891011121315 14

000000000000000 0

WDTBCNT

RRRRRRRRRRRRRRR R  
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17.4 動作説明 

17.4.1 リセット要求 

リセットには、パワーオンリセットとマニュアルリセットがあります。それぞれの発生要因を説明します。 

（1） パワーオンリセット 

1. 要因： 

• PRESET端子からローレベルを入力した場合 

• WDTCSRのWT/ITビットが1かつWDTCSRのRSTSビットが0の状態で、WDTCNTがオーバフロー発生した場

合。 

• H-UDIリセットが発生した場合 

詳細は「第42章 ユーザデバッグインタフェース（H-UDI）」を参照してください。 

 

2. 遷移先アドレス：H'A000 0000 

3. 遷移時動作： 

例外コード H'000を EXPEVTにセットします。VBR、SRの初期化を行い、PC＝H'A000 0000に分岐します。 

初期化により、VBRレジスタは H'0000 0000にセットされます。SRは、MD、RB、BLビットが 1にセットさ

れ、FDビットが 0にクリアされ、割り込みマスクレベル（IMASK3～IMASK0）が B'1111にセットされます。 

CPUおよび周辺モジュールの初期化を行います。詳細は、各章のレジスタの説明を参照してください。 

電源投入時には必ず PRESET端子にローレベルを入力してください。また、H-UDIを初期化するために、TRST

端子にローレベルを入力する必要があります。 

 
Power_on_reset（） 

{ 

 EXPEVT = H'0000 0000; 

 VBR = H'0000 0000; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 SR.（I0-I3） = B'1111; 

 SR.FD = 0; 

 Initialize_CPU（）; 

 Initialize_Module（PowerOn）; 

 PC = H'A000 0000; 

} 
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（2） マニュアルリセット 

1. 要因： 

• MRESET端子からローレベルを入力した場合 

• SRのBLビットが1のときユーザブレークを除く一般例外が発生した場合 

• WTCSRのWT/ITビットが1かつWTCSRのRSTSビットが1の状態で、WDTCNTがオーバフロー発生した場合 

 

2. 遷移先アドレス：H'A000 0000 

3. 遷移時動作： 

例外コードH'020をEXPEVTにセットします。VBR、SRの初期化を行い、PC＝H'A000 0000に分岐します。 

初期化により、VBRレジスタはH'0000 0000にセットされます。SRは、MD、RB、BLビットが1にセットされ、

FDビットが0にクリアされ、割り込みマスクレベル（IMASK3～IMASK0）がB'1111にセットされます。 

CPUおよび周辺モジュールの初期化を行います。詳細は、各章のレジスタの説明を参照してください。 

 
Manual_reset（） 

{ 

 EXPEVT = H'0000 0020; 

 VBR = H'0000 0000; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 SR.（I0-I3） = B'1111; 

 SR.FD = 0; 

 Initialize_CPU（）; 

 Initialize_Module（Manual）; 

 PC = H'A000 0000; 

} 

17.4.2 ウォッチドッグタイマモードの使用法 

1. WDTSTにWDTCNTのオーバフロー時間を設定する。 

2. WDTCSRのWT/ITビットに1、RSTSビットにリセットのタイプを設定する。 

3. WDTCSRのTMEビットに1を設定すると、WDTカウンタのカウントを開始します。 

4. ウォッチドッグタイマモードでは、WDTCNTがオーバフローしないように定期的にWDTCNT、または

WDTBCNTをクリアしてください。クリア方法は「17.4.5 WDTカウンタのクリア方法」を参照してくださ

い。 

5. WDTCNTがオーバフローすると、WDTCSRのWOVFフラグを1にセットし、RSTSビットで指定したリセット

を発生します。リセット解除後、WDTCNT、およびWDTBCNTはカウントを再開します。 
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17.4.3 インターバルタイマモードの使用法 

インターバルタイマモードでは、カウンタがオーバフローするたびにインターバルタイマ割り込みを発生しま

す。したがって、一定時間ごとに割り込みを発生させることができます。 

1. WDTSTにWDTCNTのオーバフロー時間を設定する。 

2. WDTCSRのWT/ITビットに0を設定する。 

3. WDTCSRのTMEビットに1を設定すると、WDTカウンタのカウントを開始します。 

4. WDTCNTがオーバフローすると、WDTCSRのIOVFフラグを1にセットし、インターバルタイマ割り込み要求

を発生します。このとき、WDTCNT、およびWDTBCNTはカウントを続行しています。 

 

17.4.4 WDTオーバフロー発生までの時間 

WDTCNTとWDTBCNTとの関係を図 17.2に示します。 

図はインターバルタイマモードの例で、WDTCNTのオーバフロー後もカウントアップを継続します。 

ウォッチドッグタイマモードでは、リセット解除後にWDTCNT、WDTBCNTを 0にクリアしてカウントアップ

を再開します。 

WDTST

H'0000 0000

WDTCNTの値

時間

オーバフロー時に
0にクリア

カウントアップ周期は
WDTBCNTの
オーバフロー周期

H'0003 FFFF

H'0000 0000

TME

WOVF

IOVF

WDTBCNTの値

時間

カウントアップ周期は
Pck（周辺クロック）

カウントアップ開始 フラグをセット

オーバフロー時に
0にクリア

 

図 17.2 WDTのカウントアップ動作（インターバルタイマモードの例） 
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WDTBCNTは 18ビットのカウンタで、周辺クロック 0（Pck0）でカウントアップします。WDTBSTの全ビッ

トに 0を書き込んだ場合がオーバフローまでの最大時間になります。周辺クロック 0が 66.6MHzの場合、 

2^18[bit] × 1/66.6[MHz] ＝ 約 3.932[ms]  

がオーバフローまでの最大時間です。 

WDTCNTは 12ビットのカウンタで、WDTBCNTでオーバフローが発生するとカウントアップします。WDTST

の全ビットに 0を書き込んだ場合がオーバフローまでの最大時間になります。周辺クロック 0が 66.6MHzの場合、 

2^12[bit] × 3.932 [ms] ＝ 約 16.105[s] 

がオーバフローまでの最大時間です。 

 また最小時間は、WDTST に H'5A000001を書き込んだ場合で、 

  2^1[bit] × 3.932 [ns] ＝ 3.932 [ms] 

となります。 
 

17.4.5 WDTカウンタのクリア方法 

WDTBSTにコード値を書き込むことによりWDTBCNTが、WDTSTにオーバフロー値を設定することにより

WDTCNTが、それぞれ 0にクリアされます。 
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17.5 リセット中の端子タイミング 

17.5.1 PRESET端子によるパワーオンリセット 

パワーオンリセットは、パワーオンリセット状態に遷移した際に PLLをリセットするため、PLL同期安定時間

を確保する必要があります。したがって、PLL同期安定時間中に PRESET端子にハイレベルを入力しないでくだ

さい。PLL同期安定時間は、PLL1同期安定時間と PLL2同期安定時間を合計した時間です。 

PRESET端子入力をローレベルからハイレベルに変化させた後、リセット保持時間を経過するまで LSI内部で

リセット状態を継続しています。リセット保持時間は、EXTAL端子入力の入力周期の 20サイクル、周辺クロッ

ク 0（Pck0）周期の 45サイクル以上になります。 

（1） 電源投入シーケンス 

電源投入時は、必ず PRESET端子にローレベルを入力してください。また、H-UDIを初期化するために、TRST

端子にローレベルを入力する必要があります。 

EXTAL
入力

HH（リセット）

EXTAL入力安定時間 PLL発振安定時間 リセット保持時間

LL（通常）

CLKOUT
出力

VDD

PRESET
入力

TRST
入力

STATUS[1:0]
出力

 

図 17.3 電源投入シーケンス 
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（2） 通常動作中に PRESET端子からパワーオンリセットを発生させた場合 

通常動作中に PRESET端子にローレベルを入力してパワーオンリセットを発生させた場合、PLL発振安定時間

を確保する必要があります。 

HH（リセット）

EXTAL
入力

PLL発振安定時間 リセット保持時間

LL（通常）LL（通常）

CLKOUT
出力

PRESET
入力

STATUS[1:0]
出力

 

図 17.4 通常動作中の PRESET端子によるパワーオンリセット 

（3） スリープ中に PRESET端子からパワーオンリセットを発生させた場合 

スリープ中に PRESET端子にローレベルを入力してパワーオンリセットを発生させた場合、PLL発振安定時間

を確保する必要があります。 

HH（リセット）

EXTAL
入力

PLL発振安定時間 リセット保持時間

LL（通常）HL（スリープ）

CLKOUT
出力

PRESET
入力

STATUS[1:0]
出力

 

図 17.5 スリープ中の PRESET端子によるパワーオンリセット 
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17.5.2 WDTオーバフローによるパワーオンリセット 

WDTオーバフローによるパワーオンリセットの期間（WDTリセット時間）は、EXTAL端子入力の入力周期の

3774サイクル、および周辺クロック 0（Pck0）周期の 45サイクル以上になります。 

また、WDTオーバフローからパワーオンリセット状態に遷移するまでの時間（WDTリセット要求時間）は、

EXTAL端子入力の入力周期の 1サイクル、および周辺クロック 0（Pck0）周期の 5サイクル以上になります。 
 

（1） 通常動作中にWDTオーバフローによりパワーオンリセットを発生させた場合 

HH（リセット）

EXTAL
入力

WDTリセット要求時間 WDTリセット時間

LL（通常）LL（通常）

CLKOUT
出力

WDT
オーバフロー信号

STATUS[1:0]
出力

 

図 17.6 通常動作中のWDTオーバフローによるパワーオンリセット 

（2） スリープ中にWDTオーバフローによりパワーオンリセットを発生させた場合 

HH（リセット）

EXTAL
入力

WDTリセット要求時間 WDTリセット時間

LL（通常）

CLKOUT
出力

WDT
オーバフロー信号

STATUS[1:0]
出力

 

図 17.7 スリープ中のWDTオーバフローによるパワーオンリセット 
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17.5.3 WDTオーバフローによるマニュアルリセット 

WDTオーバフローによるマニュアルリセットの期間（WDTマニュアルリセット時間）は、EXTAL端子入力の

入力周期の 3774サイクル以上になります。 

また、WDTオーバフローからパワーオンリセット状態に遷移するまでの時間（WDTリセット要求時間）は、

EXTAL端子入力の入力周期の 1サイクル、および周辺クロック 0（Pck0）周期の 5サイクル以上になります。 
 

（1） 通常動作中にWDTオーバフローによりマニュアルリセットを発生させた場合 

HH（リセット）

EXTAL
入力

WDTリセット要求時間 マニュアルリセット時間

LL（通常）

CLKOUT
出力

WDT
オーバフロー信号

STATUS[1:0]
出力

 

図 17.8 通常動作中のWDTオーバフローによるマニュアルリセット 
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（2） スリープ中にWDTオーバフローによりマニュアルリセットを発生させた場合 

HH（リセット）HL（スリープ）

EXTAL
入力

WDTリセット要求時間 WDTリセット時間

LL（通常）

CLKOUT
出力

WDT
オーバフロー信号

STATUS[1:0]
出力

 

図 17.9 スリープ中のWDTオーバフローによるマニュアルリセット 
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18. 低消費電力モード 

低消費電力モードでは、内蔵モジュールの一部と CPUが機能を停止します。これによって、消費電力を低減さ

せることができます。 

18.1 特長 

• スリープモード／モジュールスタンバイモードのサポート 

• RTC電源のみを保持し、他の電源をオフするRTC電源バックアップモードのサポート。 

• 2.5V系電源のみを保持し、他の電源をオフするDDR-SDRAM電源バックアップモードのサポート。 

 

18.1.1 低消費電力モードの種類 

低消費電力モードには、次のようなモード、機能があります。 

• スリープモード 

• ソフトウェアスタンバイ 

• モジュールスタンバイ機能 

• RTC電源バックアップ 

• DDR-SDRAM電源バックアップ 
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各モードでの CPUや内蔵モジュールなどの状態を表 18.1に示します。 
 

表 18.1 低消費電力モードの状態 

内蔵周辺モジュール 低消費電力 

モード 

遷移方法 CPG CPU 内蔵 

メモリ RTC その他 

端子 DDR- 

SDRAM 

解除方法 S1

*7 

S0

*7 

スリープ 

モード 

STBCRの

STBY=0で

SLEEP命

令を実行 

動作 停止 

レジスタは

保持 

保持 動作 動作 保持 ARまたは

SR*6
 

（1）割り込み 

（2）パワーオ

ンリセット 

（3）マニュア

ルリセット 

1 0 

ソフトウェア 

スタンバイ 

STBCRの

STBY=1で

SLEEP命

令を実行 

停止

*8 

停止 

レジスタは

保持 

停止 

内容は

保持 

動作 停止 Hi-Z 不定 

リフレッ

シュも行

いません 

（1）NMI、IRQ 

（2）パワーオ

ンリセット 

（3）マニュア

ルリセット 

0 1 

モジュール 

スタンバイ 

機能 

MSTPCR0/

MSTPCR1

の該当ビッ

トを 1にす

る 

動作 動作 動作 動作 指定 

モジュール 

停止 

保持 ARまたは

SR*6
 

MSTPCR0/ 

MSTPCR1の

該当ビットを

0にする 

0 0 

RTC電源 

バックアップ

*2*3
 

XRTCSTBI

端子をロー

レベルにす

る 

停止 停止 停止 動作 停止 Hi-Z

*4

不定 

リフレッ

シュも行

いません 

パワーオンリ

セット 

0 1 

DDR-SDRAM

電源バックア

ップ*1*3
 

「18.7 

DDR-SDR

AM電源バ

ックアッ

プ」参照 

停止 停止 停止 停止 停止 不定

*5

SR*6
 パワーオンリ

セット 

0 0 

パワーオン 

リセット 

PRESET

端子をロー

レベルにす

る 

初期

状態

初期状態 初期 

状態 

カウンタは

保持 

初期状態 初期

状態

初期状態 – 1 1 

マニュアル 

リセット 

MRESET

端子をロー

レベルまた

はソフトウ

ェアリセッ

ト 

保持 初期状態 初期 

状態 

カウンタは

保持 

WDT、GPIO、

デバッグは 

保持 

保持 初期状態 – 1 1 

通常状態  動作 動作 動作 動作 動作 動作 動作 – 0 0 

【注】 *1 DDR-SDRAM電源バックアップ時は、2.5V電源以外の電源（1.2V、3.3V電源）は遮断されますので DDRIFのパ

ッド部分以外は DDRIFモジュール含め、すべて停止するとともにレジスタ情報も保持されません。 
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 *2 RTC電源バックアップ時は、RTC電源以外の電源（1.2V、2.5V、3.3V電源）は遮断されますので RTCモジュー

ル以外のモジュールは、すべて停止するとともにレジスタ情報も保持されません。 

 *3 DDR-SDRAM電源バックアップ、RTC電源バックアップ両方を実行する場合は、双方の遷移条件を満たすように

してください。 

 *4 RTCモジュール端子以外は、ハイインピーダンス状態です。 

 *5 DDR-SDRAM以外の端子は、不定です。 

 *6 ARはオートリフレッシュを、SRはセルフリフレッシュを示します。 

 *7 S1は STATUS1端子、S0は STATUS0端子の出力状態を示します。 

 *8 内部回路へのクロック供給は停止しますが、CPGの PLLCR.CKOENビットが１の場合、継続して CLKOUT端子

からクロックが出力されます。 

 

18.2 入出力端子 

低消費電力モードに関連する端子を表 18.2に示します。 
 

表 18.2 端子構成 

端子名 機能 入出力 説   明 

STATUS1 処理状態 1 

STATUS0 処理状態 0 

出力 本 LSIの動作状態を表します。 

STATUS[1:0]  動作状態 

H  H ：パワーオンリセット、マニュアルリセット 

H  L ：スリープモード 

L  L ：通常動作 

L  H ：ソフトウェアスタンバイモード、RTC電源 

バックアップ 

XRTCSTBI RTCスタンバイ端子 入力 ローレベルで RTC電源バックアップモード状態になります。 
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18.3 レジスタの説明 
低消費電力モードのレジスタ構成を表 18.3に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 18.4

に示します。 
 

表 18.3 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

スタンバイコントロールレジスタ STBCR R/W H'FFC8 0020 H'1FC8 0020 32 

モジュールストップレジスタ 0 MSTPCR0 R/W H'FFC8 0030 H'1FC8 0030 32 

モジュールストップレジスタ 1 MSTPCR1 R/W H'FFC8 0038 H'1FC8 0038 32 

 

表 18.4 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

スタンバイコントロールレジスタ STBCR H'0000 0000 保持 保持 保持 

モジュールストップレジスタ 0 MSTPCR0 H'0000 0000 保持 保持 保持 

モジュールストップレジスタ 1 MSTPCR1 H'0000 0000 保持 保持 保持 
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18.3.1 スタンバイコントロールレジスタ（STBCR） 

STBCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、SLEEP命令実行後の低消費電力モード指定が

できます。 

STBCRは、ロングワードアクセスのみ可能です。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

—

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

——————————

RRRRRRRRRRRRRRR R

— ——— — — — — STBY —

—

— — — — ——

————

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RRRRRRRR R/WRRRRRR R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 STBY 0 R/W スタンバイビット 

SLEEP命令実行後、スリープモードに遷移するかソフトウェアスタンバイ

モードに遷移するかを指定します。 

0：スリープモードに遷移 

1：ソフトウェアスタンバイモードに遷移 

6～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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18.3.2 モジュールストップレジスタ 0（MSTPCR0） 

MSTPCR0は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、割り当てられた各モジュールに対し、個別

に動作、停止の指定ができます。 

MSTPCR0は、ロングワードアクセスのみ可能です。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

—

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

——————————

RRRRRRRRRRRRRRR R

LCDC ——— — — — — — —

—

— — — — ——

————

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR/W R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 – すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

15 LCDC 0 R/W LCDCモジュールストップビット 

LCDCビットを 1にセットすると、LCDCへのクロックの供給を停止しま

す。 

0：LCDCは動作 

1：LCDCへのクロックの供給を停止 

14～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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18.3.3 モジュールストップレジスタ 1（MSTPCR1） 

MSTPCR1は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、割り当てられた各モジュールに対し、個別

に動作、停止の指定ができます。 

MSTPCR1は、ロングワードアクセスのみ可能です。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

—

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

SIOF2IIC1 IIC0SSI0SSI1SSI2SSI3STIF0STIF1HACPCC

R/W R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR

SCIF0 ——ADC DAC CMT TMU1 TMU0 TPU — — — —— MMCSIM

SCIF1SCIF2SIOF0SIOF1

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WRR R R RRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

30 PCC 0 R/W PCCモジュールストップビット 

PCCビットを 1にセットすると、PCCへのクロックの供給を停止します。 

0：PCCは動作 

1：PCCへのクロックの供給を停止 

29 HAC 0 R/W HACモジュールストップビット 

HACビットを 1にセットすると、HACへのクロックの供給を停止します。 

0：HACは動作 

1：HACへのクロックの供給を停止 

28 STIF1 0 R/W STIF1モジュールストップビット 

STIF1ビットを 1にセットすると、STIF1へのクロックの供給を停止しま

す。 

0：STIF1は動作 

1：STIF1へのクロックの供給を停止 

27 STIF0 0 R/W STIF0モジュールストップビット 

STIF0ビットを 1にセットすると、STIF0へのクロックの供給を停止しま

す。 

0：STIF0は動作 

1：STIF0へのクロックの供給を停止 

26 SSI3 0 R/W SSI3モジュールストップビット 

SSI3ビットを 1にセットすると、SSI3へのクロックの供給を停止します。 

0：SSI3は動作 

1：SSI3へのクロックの供給を停止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

25 SSI2 0 R/W SSI2モジュールストップビット 

SSI2ビットを 1にセットすると、SSI2へのクロックの供給を停止します。 

0：SSI2は動作 

1：SSI2へのクロックの供給を停止 

24 SSI1 0 R/W SSI1モジュールストップビット 

SSI1ビットを 1にセットすると、SSI1へのクロックの供給を停止します。 

0：SSI1は動作 

1：SSI1へのクロックの供給を停止 

23 SSI0 0 R/W SSI0モジュールストップビット 

SSI0ビットを 1にセットすると、SSI0へのクロックの供給を停止します。 

0：SSI0は動作 

1：SSI0へのクロックの供給を停止 

22 IIC1 0 R/W IIC1モジュールストップビット 

IIC1ビットを 1にセットすると、IIC1へのクロックの供給を停止します。 

0：IIC1は動作 

1：IIC1へのクロックの供給を停止 

21 IIC0 0 R/W IIC0モジュールストップビット 

IIC0ビットを 1にセットすると、IIC0へのクロックの供給を停止します。 

0：IIC0は動作 

1：IIC0へのクロックの供給を停止 

20 SIOF2 0 R/W SIOF2モジュールストップビット 

SIOF2ビットを 1にセットすると、SIOF2へのクロックの供給を停止しま

す。 

0：SIOF2は動作 

1：SIOF2へのクロックの供給を停止 

19 SIOF1 0 R/W SIOF1モジュールストップビット 

SIOF1ビットを 1にセットすると、SIOF1へのクロックの供給を停止しま

す。 

0：SIOF1は動作 

1：SIOF1へのクロックの供給を停止 

18 SIOF0 0 R/W SIOF0モジュールストップビット 

SIOF0ビットを 1にセットすると、SIOF0へのクロックの供給を停止しま

す。 

0：SIOF0は動作 

1：SIOF0へのクロックの供給を停止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

17 SCIF2 0 R/W SCIF2モジュールストップビット 

SCIF2ビットを 1にセットすると、SCIF2へのクロックの供給を停止しま

す。 

0：SCIF2は動作 

1：SCIF2へのクロックの供給を停止 

16 SCIF1 0 R/W SCIF1モジュールストップビット 

SCIF1ビットを 1にセットすると、SCIF1へのクロックの供給を停止しま

す。 

0：SCIF1は動作 

1：SCIF1へのクロックの供給を停止 

15 SCIF0 0 R/W SCIF0モジュールストップビット 

SCIF0ビットを 1にセットすると、SCIF0へのクロックの供給を停止しま

す。 

0：SCIF0は動作 

1：SCIF0へのクロックの供給を停止 

14 SIM 0 R/W SIMモジュールストップビット 

SIMビットを 1にセットすると、SIMへのクロックの供給を停止します。 

0：SIMは動作 

1：SIMへのクロックの供給を停止 

13 ADC 0 R/W ADCモジュールストップビット 

ADCビットを 1にセットすると、ADCへのクロックの供給を停止します。 

0：ADCは動作 

1：ADCへのクロックの供給を停止 

12 DAC 0 R/W DACモジュールストップビット 

DACビットを 1にセットすると、DACへのクロックの供給を停止します。 

0：DACは動作 

1：DACへのクロックの供給を停止 

11 CMT 0 R/W CMTモジュールストップビット 

CMTビットを 1にセットすると、CMTへのクロックの供給を停止します。 

0：CMTは動作 

1：CMTへのクロックの供給を停止 

10 TMU1 0 R/W TMU1モジュールストップビット 

TMU1ビットを 1にセットすると、TMU1へのクロックの供給を停止しま

す。 

0：TMU1は動作 

1：TMU1へのクロックの供給を停止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 TMU0 0 R/W TMU0モジュールストップビット 

TMU0ビットを 1にセットすると、TMU0へのクロックの供給を停止しま

す。 

0：TMU0は動作 

1：TMU0へのクロックの供給を停止 

8 TPU 0 R/W TPUモジュールストップビット 

TPUビットを 1にセットすると、TPUへのクロックの供給を停止します。 

0：TPUは動作 

1：TPUへのクロックの供給を停止 

7～4 – すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 MMC 0 R/W MMCモジュールストップビット 

MMCビットを 1にセットすると、MMCへのクロックの供給を停止します。 

0：MMCは動作 

1：MMCへのクロックの供給を停止 

2～0 – すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 MSTPCR1に書き込む際、特定ビットに対してのみ書き込みを行いたい場合は、MSTPCR1の値を読み出し、特定ビッ

トの値のみ変更した値をMSTPCR1に書き戻してください。 
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18.4 スリープモード 

18.4.1 スリープモードへの遷移 

STBCRレジスタの STBYビットが 0の状態で、SLEEP命令を実行すると、プログラム実行状態からスリープモ

ードに遷移します。CPUは SLEEP命令実行後に停止しますが、CPUのレジスタ内容は保持されます。 

CPU以外の内蔵モジュールは動作を続けます。また、CLKOUT端子にはクロックが出力され続けます。 

スリープモードでは、STATUS1端子にハイレベルが、STATUS0端子にローレベルが出力されます。 
 

18.4.2 スリープモードの解除 

スリープモードは、割り込み（NMI、IRQ/IRL[7:0]、内蔵モジュール）、リセットにより解除されます。 

スリープモード中は、SRレジスタの BLビットが 1でも、割り込みを受け付けます。必要ならば、 

SLEEP命令実行前に SPC、SSR等をスタックに退避してください。 

（1） 割り込みによる解除 

NMI*、IRQ/IRL[7:0]、内蔵モジュールの各割り込みが発生すると、スリープモードが解除され、割り込み例外

処理が実行されます。INTEVTレジスタには、割り込み要因に対応したコードがセットされます。 
 

（2） リセットによる解除 

PRESET端子によるパワーオンリセットおよび、ウォッチドッグタイマオーバフロー時に発生するパワーオン

リセット、マニュアルリセットにより、スリープモードは解除されます。 

 

【注】 * LCD使用時、スリープモードからの解除に NMI割り込みを使用した場合、NMI割り込みにより NMIFCRの NMIFL

ビットが 1にセットされると、LCDから表示データ格納用 VRAM（エリア 3の DDR_SDRAM）アクセスができなく

なります。 

また、LCDCはラインバッファに格納されたデータを LCDパネル用データ端子への出力を継続するため、ラインバ

ッファが空になると LCD表示が停止する場合があります。したがって、ラインバッファが空になる前に NMI割り込

みをインアクティブにし、NMIFLビットを 0にクリアしてください。 

 

18.5 ソフトウェアスタンバイモード 

18.5.1 ソフトウェアスタンバイモードへの遷移 

STBCRの STBYビットが 1の状態で SLEEP命令を実行すると、プログラム実行状態からソフトウェアスタン

バイモードに遷移します。ソフトウェアスタンバイモードでは、CPUだけでなくクロックや内蔵周辺モジュール

も停止します。ただし、CPGの PLLCRレジスタの CKOENビットが 1の場合、継続して CLKOUT端子からクロ

ックが出力されます。CKOENビットが 0の場合、CLKOUT端子はローレベルが出力されます。 

CPU、キャッシュのレジスタ内容は保持されます。周辺モジュールのレジスタに関しては、初期化されるもの

があります。 

ソフトウェアスタンバイモードへ遷移する手順を以下に示します。 
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1. STBCRのSTBYビットを1に設定します。 

2. SLEEP命令を実行させます。 

3. ソフトウェアスタンバイモードに入り、LSI内部のクロックが停止すると、STATUS0端子からハイレベルが

出力されます。 

 

【注】 ソフトウェアスタンバイを実行する前に、すべてのモジュールを停止してください。 

 

18.5.2 ソフトウェアスタンバイモードの解除 

ソフトウェアスタンバイモードは、割り込み（NMI、IRQ/IRL）、リセットにより、解除されます。 
 

（1） 割り込みによる解除 

NMI、IRQが検出されるとソフトウェアスタンバイモードが解除されて、STATUS0端子がローレベルになりま

す。この後、割り込み例外処理が実行され、割り込み要因に対応したコードが INTEVTに設定されます。割り込

み処理ルーチンに分岐後、STBCRレジスタの STBYビットをクリアしてください。また、ソフトウェアスタンバ

イモード中は、SRレジスタの BLビットが 1のときでも割り込みを受け付けますので、必要ならば SLEEP命令実

行前に SPC、SSRをスタックに退避してください。 

割り込み検出直後から、ソフトウェアスタンバイモードが解除されるまでの間には、CLKOUT端子のクロック

出力が不安定になることがあります。 
 

18.6 モジュールスタンバイ機能 

18.6.1 モジュールスタンバイ機能への遷移 

モジュールストップレジスタの各ビットに 1をセットすることで、それぞれ対応した内蔵モジュールへのクロ

ック供給を停止させることができます。 

モジュールスタンバイ状態にある各モジュールは、モジュールスタンバイ状態に遷移する直前の状態が保持さ

れ続けます。レジスタ設定値も停止前の状態を保持します。また、外部端子も停止前の状態を保持します。モジ

ュールスタンバイ状態から復帰すると、停止前の状態から動作を開始します。 
 

18.6.2 モジュールスタンバイ機能の解除 

モジュールスタンバイ機能の解除は、モジュールストップレジスタの各ビットを 0にクリアするかまたはパワ

ーオンリセットにより行います。 
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18.7 DDR-SDRAM電源バックアップ 

18.7.1 セルフリフレッシュ、初期化制御 

システム電源をオフする際に DDR-SDRAMの電源をバッテリでバックアップしてデータを保持するためには、

電源オフの前に DDR-SDRAMをセルフリフレッシュ状態にしておくことが必要です。また、システム電源オン時

にDDR-SDRAMが未初期化状態であるかセルフリフレッシュ状態であるかによって SDRAMの初期化やセルフリ

フレッシュの解除を行う必要があります。DDR-SDRAMではセルフリフレッシュへの移行、解除もコマンド発行

によって行われます。 
 

（1） RMODEビット 

MIMレジスタのビット 33。初期値は 0で、MIMビット 9の DREビットを 1にし、更に本ビットに 1を設定す

ると DDRIFはセルフリフレッシュ移行シーケンスを実行します。詳細は DDRIFの「12.5.5（1） セルフリフレ

ッシュモード」を参照してください。 
 

（2） SMSビット 

SCRレジスタのビット 2～0。SCR.SMS＝B'011によりM_CKEをイネーブル（High）にし、DESLコマンドを発

行してセルフリフレッシュを解除する時に使用します。 
 

（3） M_BKPRST信号 

LSIの電源投入および遮断時にM_CKEが一時的に不定になることを防ぐために、外部端子M_BKPRSTの信号

を LSIの電源投入／遮断に同期して入力する必要があります。なお、M_BKPRST信号は、システム電源遮断時も

Lowレベルを保持する必要があります。 

セルフリフレッシュ
移行完了

システム電源
遮断

システム電源
投入

パワーオン
リセット解除

SCRレジスタSMSビットで
M_CKEイネーブル

LSI内部リセット
遅延時間

PRESET

VDD
（1.2V、3.3V）

M_CKE

M_BKPRST

DDRIF
リセット

 

図 18.1 システム電源遮断・投入時の DDR-SDRAMインタフェース動作 
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18.7.2 システム電源遮断時の DDR-SDRAMバックアップシーケンス 

システム電源を遮断する際のシーケンスを示します。 

セルフリフレッシュに移行し、システム電源を遮断するシーケンスを図 18.2に示します。 

1. 各内蔵モジュールにおけるDDRIFへのアクセスがすべて完了していることを確認してください。 

2. ソフトウェアによりSCRレジスタのSMSビットを使用してPREALL（全バンクプリチャージ）コマンドを発

行してください。開かれていたSDRAMのバンクが閉じられます。その後、SCRレジスタのSMSビットを使用

してREFA（オートリフレッシュ）コマンドを発行し、メモリのすべてのロウアドレスに対して集中リフレ

ッシュ（REFA）を行ってください。 

3. セルフリフレッシュ状態へSDRAMを遷移させるためにDDRIFのMIMレジスタのDRE、RMODE ビットの設

定を行ってください。（この時DCEは1のままとしてください。） 

DDRIFはセルフリフレッシュコマンドを自動的に発行し、M_CKEをローレベルにします。その後

DDR-SDRAM は自動的にパワーダウンモードになります。 

4. MIMレジスタのSELFS ビットが1になります。 

5. M_BKPRST端子をハイからローレベルにしてください。 

システム電源遮断直後は、M_CKE出力が不定となりますので、システム電源遮断前にLSI外部のM_BKPRST

信号を使ってパワーオンリセット解除までDDR-SDRAMのM_CKE入力をローレベルに固定してください（図

18.1）。 

6. システム電源（1.2V、3.3V）を遮断します。 

 

なお、システム電源投入後 LSIの電源が安定してかつクロックが供給されるまでM_CKE出力は不定となりま

すので、LSI外部のM_BKPRST信号を使ってリセット解除まで DDR-SDRAMのM_CKE入力をローレベルに固定

してください（図 18.1）。 
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時間

処理 コマンド M_CKE

各内蔵モジュールのDDRIFへの
トラフィックがすべて完了
していることを確認

オートリフレッシュを
一定間隔で実行

リフレッシュ1回
実行後IDLE状態

セルフリフレッシュ

SCRレジスタ設定

・PREALLコマンド

MIMレジスタ設定

・セルフリフレッシュコマンド

MIMレジスタ設定

システム電源遮断

・SELFS＝1

REFA 
/NOP

High

Low

PREALL
REFA

REFS

M_BKPRST端子

High→Low

・REFAコマンド

 

図 18.2 セルフリフレッシュ移行後、システム電源遮断シーケンス 
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18.8 RTC電源バックアップ 

18.8.1 RTC電源バックアップモードへの遷移 

VDD電源（1.2V）を遮断して RTC電源バックアップモードにする場合は、XRTCSTBIをローレベルに保った

まま、VDD（1.2V）をオフにしてください。VDD（1.2V）をオフにすることにより、VDD（1.2V）動作領域で発

生していた電流を削減することが可能となり低消費電力を実現できます。32.768kHz水晶からクロックが供給され

ていた場合は、VDD（1.2V）が遮断されている間も、RTCは秒～年カウンタのカウントアップは動作し続けます。 
 

18.8.2 RTC電源バックアップモードの解除 

RTC電源バックアップモードはパワーオンリセットにより解除されます。RTC電源バックアップ中に割り込み

条件が成立してもパワーオンリセットにより無効となります。下記の手順により、RTC電源バックアップモード

を解除することが可能です。 

1. PRESETをローレベルに保ったまま、VDD（1.2V）をオンにします。 

2. RTC専用VDD-RTC（3.3V）が供給されているので、貫通電流によるLSI素子破壊防止のために、VDD（1.2V）

電源が安定してから、パワーオン発振安定時間経過後、XRTCSTBIをハイレベルにしてください。 

3. RTCへのパワーオンリセットが投入されるまでPRESETはローレベルを保持してから、パワーオンリセット

を解除してください。 

 

システム電源遮断 システム電源オン

"H"
RTCバッテリーバックアップ状態

RTCスタンバイ状態

パワーオンリセット解除

VDD

XRTCSTBI

PRESET

VDD-RTC

*1 *2
*1
*2
パワーオン発振安定時間
RTCへのリセット伝播時間  

図 18.3 VDD電源（1.2V）遮断／投入シーケンス 
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18.9 STATUS端子の変化タイミング 

18.9.1 リセットの場合 

「17.5 リセット中の端子タイミング」を参照してください。 

18.9.2 スリープ解除の場合 

（1） スリープ→割り込み 

STATUS端子の変化タイミングを図 18.4に示します。 

HL（スリープ）

割り込み要求

LL（通常）LL（通常）

CLKOUT

STATUS[1:0]
出力

IRQOUT
出力

 

図 18.4 スリープ→割り込みの STATUS出力 
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19. タイマユニット（TMU） 

本 LSIは 6チャネル（チャネル 0～5）の 32ビットタイマにより構成される 32ビットタイマユニット（TMU：

Timer Unit）を内蔵しています。 
 

19.1 特長 

TMUには次のような特長があります。 
 

• 各チャネルとも、オートリロード方式の32ビットダウンカウンタを搭載 

• チャネル2は、インプットキャプチャ機能を搭載 

• チャネル0～2は、外部クロック選択時もしくはチャネル2インプットキャプチャ機能使用時には、外部クロッ

クの入力エッジとして立ち上がりエッジ／立ち下がりエッジ選択可能 

• 各チャネルとも、任意の時点で読み出し／書き込み可能なオートリロード用の32ビットタイマコンスタント

レジスタおよび32ビットダウンカウンタを搭載 

• チャネル0～2は、7種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

外部クロック（TMU_TCLK）、内蔵RTCの出力クロック、5種類の周辺クロック（Pck0/4、Pck0/16、Pck0/64、

Pck0/256、Pck0/1024）（ただし、Pck0は周辺クロック0） 

• チャネル3～5は、6種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

内蔵RTCの出力クロック、5種類の周辺クロック0（Pck0/4、Pck0/16、Pck0/64、Pck0/256、Pck0/1024） 

• 2種類の割り込み要因 

アンダフロー×1要因（各チャネル）、インプットキャプチャ×1要因（チャネル2）があります。 
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図 19.1に TMUのブロック図を示します。 

TCR

TSTR0

TCOR

TCR

TCOR

TCOR

TCPR

TSTR1

TOCR

クロック
制御部

クロック
制御部

クロック
制御部

プリスケーラ

各チャネルへ

【記号説明】
TCNT
TCOR 
TCPR 
TCR 
TOCR
TSTR0、TSTR1

：タイマカウンタ
：タイマコンスタントレジスタ 
：インプットキャプチャレジスタ（チャネル2のみ） 
：タイマコントロールレジスタ
：タイマアウトプットコントロールレジスタ
：タイマスタートレジスタ

周辺
バス

バ
ス
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

TCR

TMU_TCLK

RTCCLK

TUNI0
TUNI1

TUNI2
ICPI2

TUNI3
TUNI4
TUNI5

Pck0/4
Pck0/16
Pck0/64
Pck0/256
Pck0/1024

TCNT

TCNT

TCLK
制御部

割り込み
制御部

割り込み
制御部TCNT

割り込み
制御部

チャネル0、1

チャネル2

チャネル3、4、5

 

図 19.1 TMUのブロック図 
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19.2 入出力端子 
表 19.1に TMUの端子構成を示します。 

 

表 19.1 端子構成 

端子名 機   能 入出力 説   明 

TMU_TCLK クロック入力 入力 チャネル 0、1、2外部クロック入力端子／ 

チャネル 2インプットキャプチャ制御入力端子 
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19.3 レジスタの説明 
TMUのレジスタ構成を表 19.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 19.3に示します。 

 

表 19.2 レジスタ構成 

チャネル 名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

012共通 タイマアウトプット 

コントロールレジスタ 

TOCR R/W H'FFD8 0000 H'1FD8 0000 8 

012共通 タイマスタートレジスタ 0 TSTR0 R/W H'FFD8 0004 H'1FD8 0004 8 

タイマコンスタントレジスタ 0 TCOR0 R/W H'FFD8 0008 H'1FD8 0008 32 

タイマカウンタ 0 TCNT0 R/W H'FFD8 000C H'1FD8 000C 32 

0 

タイマコントロールレジスタ 0 TCR0 R/W H'FFD8 0010 H'1FD8 0010 16 

タイマコンスタントレジスタ 1 TCOR1 R/W H'FFD8 0014 H'1FD8 0014 32 

タイマカウンタ 1 TCNT1 R/W H'FFD8 0018 H'1FD8 0018 32 

1 

タイマコントロールレジスタ 1 TCR1 R/W H'FFD8 001C H'1FD8 001C 16 

タイマコンスタントレジスタ 2 TCOR2 R/W H'FFD8 0020 H'1FD8 0020 32 

タイマカウンタ 2 TCNT2 R/W H'FFD8 0024 H'1FD8 0024 32 

タイマコントロールレジスタ 2 TCR2 R/W H'FFD8 0028 H'1FD8 0028 16 

2 

インプットキャプチャレジスタ 2 TCPR2 R H'FFD8 002C H'1FD8 002C 32 

345共通 タイマスタートレジスタ 1 TSTR1 R/W H'FFD8 8004 H'1FD8 8004 8 

タイマコンスタントレジスタ 3 TCOR3 R/W H'FFD8 8008 H'1FD8 8008 32 

タイマカウンタ 3 TCNT3 R/W H'FFD8 800C H'1FD8 800C 32 

3 

タイマコントロールレジスタ 3 TCR3 R/W H'FFD8 8010 H'1FD8 8010 16 

タイマコンスタントレジスタ 4 TCOR4 R/W H'FFD8 8014 H'1FD8 8014 32 

タイマカウンタ 4 TCNT4 R/W H'FFD8 8018 H'1FD8 8018 32 

4 

タイマコントロールレジスタ 4 TCR4 R/W H'FFD8 801C H'1FD8 801C 16 

タイマコンスタントレジスタ 5 TCOR5 R/W H'FFD8 8020 H'1FD8 8020 32 

タイマカウンタ 5 TCNT5 R/W H'FFD8 8024 H'1FD8 8024 32 

5 

タイマコントロールレジスタ 5 TCR5 R/W H'FFD8 8028 H'1FD8 8028 16 
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表 19.3 各処理状態におけるレジスタの状態 

チャネル 名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

012共通 タイマアウトプット 

コントロールレジスタ 

TOCR H'00 H'00 保持 保持 

012共通 タイマスタートレジスタ 0 TSTR0 H'00 H'00 保持 保持 

タイマコンスタントレジスタ 0 TCOR0 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF 保持 保持 

タイマカウンタ 0 TCNT0 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF 保持 保持 

0 

タイマコントロールレジスタ 0 TCR0 H'0000 H'0000 保持 保持 

タイマコンスタントレジスタ 1 TCOR1 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF 保持 保持 

タイマカウンタ 1 TCNT1 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF 保持 保持 

1 

タイマコントロールレジスタ 1 TCR1 H'0000 H'0000 保持 保持 

タイマコンスタントレジスタ 2 TCOR2 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF 保持 保持 

タイマカウンタ 2 TCNT2 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF 保持 保持 

タイマコントロールレジスタ 2 TCR2 H'0000 H'0000 保持 保持 

2 

インプットキャプチャレジスタ 2 TCPR2 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 保持 

345共通 タイマスタートレジスタ 1 TSTR1 H'00 H'00 保持 保持 

タイマコンスタントレジスタ 3 TCOR3 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF 保持 保持 

タイマカウンタ 3 TCNT3 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF 保持 保持 

3 

タイマコントロールレジスタ 3 TCR3 H'0000 H'0000 保持 保持 

タイマコンスタントレジスタ 4 TCOR4 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF 保持 保持 

タイマカウンタ 4 TCNT4 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF 保持 保持 

4 

タイマコントロールレジスタ 4 TCR4 H'0000 H'0000 保持 保持 

タイマコンスタントレジスタ 5 TCOR5 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF 保持 保持 

タイマカウンタ 5 TCNT5 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF 保持 保持 

5 

タイマコントロールレジスタ 5 TCR5 H'0000 H'0000 保持 保持 
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19.3.1 タイマアウトプットコントロールレジスタ（TOCR） 

タイマアウトプットコントロールレジスタ（TOCR）は、読み出し専用の 8ビットのレジスタです。 

外部端子の TMU_TCLKが外部クロックまたはインプットキャプチャ制御用の入力端子であることを示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R

－ － － － － － － TCOE

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 TCOE 0 R タイマクロック端子制御（TCOE） 

タイマクロック端子（TMU_TCLK）が外部クロックまたはインプットキャ

プチャ制御用の入力端子であることを示します。 

0：外部クロックまたはインプットキャプチャ制御用の入力端子である 

1：無効 

 

19.3.2 タイマスタートレジスタ（TSTRn）（n＝0～1） 

TSTRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタです。TCNTを動作させるか、停止させるかを選択し

ます。 
 

• TSTR0 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R/W R/W R/W

－ － － － － STR0STR2 STR1

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 STR2 0 R/W カウンタスタート 2 

TCNT2を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT2のカウント動作は停止 

1：TCNT2はカウント動作する 

1 STR1 0 R/W カウンタスタート 1 

TCNT1を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT1のカウント動作は停止 

1：TCNT1はカウント動作する 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 STR0 0 R/W カウンタスタート 0 

TCNT0を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT0のカウント動作は停止 

1：TCNT0はカウント動作する 

 

• TSTR1 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R/W R/W R/W

－ － － － － STR3STR5 STR4

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 STR5 0 R/W カウンタスタート 5 

TCNT5を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT5のカウント動作は停止 

1：TCNT5はカウント動作する 

1 STR4 0 R/W カウンタスタート 4 

TCNT4を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT4のカウント動作は停止 

1：TCNT4はカウント動作する 

0 STR3 0 R/W カウンタスタート 3 

TCNT3を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT3のカウント動作は停止 

1：TCNT3はカウント動作する 
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19.3.3 タイマコンスタントレジスタ（TCORn）（n＝0～5） 

TCORは、読み出し／書き込み可能な 32ビットレジスタです。TCNTのカウントダウンの結果、アンダフロー

が発生すると、この TCORの値が TCNTにセットされ、TCNTはセットされた値からカウントダウンを続けます。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

161718192021222324252627282931 30

111111111111111 1

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

111111111111111 1

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W  
 

19.3.4 タイマカウンタ（TCNTn）（n＝0～5） 

TCNTは、読み出し／書き込み可能な 32ビットレジスタです。TCNTは、TCRの TPSC[2:0]ビットにより選択

した入力クロックにより、カウントダウン動作を行います。 

TCNTのカウントダウン動作の結果、アンダフローが発生すると、対応するチャネルの TCRの UNFが 1にセ

ットされます。また、同時に TCNTには、TCORの値が設定され、設定された値からカウントダウン動作を続け

ます。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

161718192021222324252627282931 30

111111111111111 1

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

111111111111111 1

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W  
 

19.3.5 タイマコントロールレジスタ（TCRn）（n＝0～5） 

TCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットレジスタです。カウントクロックの選択、外部クロック選択時の

エッジの選択、TCNTのアンダフロー発生を示すフラグが 1にセットされたときの割り込み発生の制御を行いま

す。また、チャネル 2の TCRはインプットキャプチャ機能の制御およびインプットキャプチャ時の割り込み発生

の制御を行います。 
 

• TCR0、TCR1、TCR3、TCR4、TCR5 

 
ビット：

初期値：

R/W：

－ －－UNF UNIE CKEG1 CKEG0 TPSC2 TPSC1 TPSC0－ － － － － －

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WRRR/WRRRRRR R  
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• TCR2 

 
ビット：

初期値：

R/W：

－ UNFICPF ICPE1 ICPE0 UNIE CKEG1 CKEG0 TPSC2 TPSC1 TPSC0－ － － － －

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRR R  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 ICPF*1 0 R/W インプットキャプチャ割り込みフラグ 

チャネル 2のみの機能で、インプットキャプチャの発生を示すステータスフ

ラグです。 

0：インプットキャプチャが発生していないことを示します 

［クリア条件］ICPFに 0を書き込んだとき 

1：インプットキャプチャが発生したことを示します 

［セット条件］インプットキャプチャが発生したとき*2 

8 UNF 0 R/W アンダフローフラグ 

TCNTのアンダフローの発生を示すステータスフラグです。 

0：TCNTがアンダフローを起こしていないことを示します 

［クリア条件］UNFに 0を書き込んだとき 

1：TCNTがアンダフローを起こしたことを示します 

［セット条件］TCNTがアンダフローを起こしたとき*2 

7、6 ICPE[1:0]*1 00 R/W インプットキャプチャ制御 

チャネル 2のみの機能で、インプットキャプチャ機能を使用するかどうかお

よび使用時の割り込み発生を許可するかどうかを制御します。 

TMU_TCLK端子の立ち上がりエッジ／立ち下がりエッジのいずれかを使っ

て TCPR2に TCNT2の値をセットするかは、CKEGビットで設定します。 

TCR2の ICPFビットが 0のときのみ、TCNT2の値が TCPR2にセットされ

ます。ICPFビットが 1のときは、インプットキャプチャが発生しても

TCPR2はセットされません。 

00：インプットキャプチャ機能を使用しないことを示します 

01：リザーブ（設定禁止） 

10：インプットキャプチャ機能を使用するが、インプットキャプチャに

よる割り込み（TICPI2）を許可しないことを示します。 

11：インプットキャプチャ機能を使用し、またインプットキャプチャに

よる割り込み（TICPI2）を許可することを示します。 

5 UNIE 0 R/W アンダフロー割り込み制御 

TCNTのアンダフローの発生を示すステータスフラグ UNFが 1にセットさ

れたときに割り込み発生を許可するかどうかを制御します。 

0：アンダフローによる割り込み（TUNI）を許可しない 

1：アンダフローによる割り込み（TUNI）を許可する 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4、3 CKEG[1:0] 00 R/W クロックエッジ 

外部クロック選択時もしくはインプットキャプチャ機能使用時に、外部クロ

ックの入力エッジを選択します。 

00：立ち上がりエッジでカウント／インプットキャプチャレジスタセッ

ト 

01：立ち下がりエッジでカウント／インプットキャプチャレジスタセッ

ト 

1X：立ち上がり／立ち下がりの両エッジでカウント／インプットキャプ

チャレジスタセット 

2～0 TPSC[2:0] 000 R/W タイマプリスケーラ 

TCNTのカウントクロックを選択します。 

000：Pck0/4でカウント 

001：Pck0/16でカウント 

010：Pck0/64でカウント 

011：Pck0/256でカウント 

100：Pck0/1024でカウント 

101：設定禁止 

110：内蔵 RTCの出力クロック（RTCCLK）でカウント 

111：外部クロック（TMU_TCLK）でカウント*3 

【注】 X：Don't care 

 *1 チャネル 0、1、3、4、5ではリザーブビットです（初期値 0、リードのみ）。 

 *2 1を書き込むと元の値が保持されます。 

 *3 チャネル 3、4、5では設定禁止です。 

 

19.3.6 インプットキャプチャレジスタ 2（TCPR2） 

TCPR2は、チャネル 2のみに内蔵されているインプットキャプチャ機能用の読み出し専用の 32ビットレジスタ

です。TCR2の ICPEビットおよび CKEGビットによって、インプットキャプチャ機能を制御します。インプット

キャプチャが発生すると、TCNT2の値が TCPR2にコピーされます。TCR2の ICPFビットが 0のときのみ TCPR2

にセットします。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

161718192021222324252627282931 30

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R  
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19.4 動作説明 

各チャネルには、32ビットのタイマカウンタ（TCNT）と 32ビットのタイマコンスタントレジスタ（TCOR）

があります。TCNTは、カウントダウン動作を行います。オートリロード機能によって周期カウント動作または

外部イベントカウント動作が可能です。また、チャネル 2には、インプットキャプチャ機能があります。 
 

19.4.1 カウンタの動作 

TSTR[1:0]の STR5～STR0ビットを 1にセットすると、対応するチャネルの TCNTはカウント動作を開始します。

TCNTがアンダフローすると対応する TCRの UNFフラグが 1にセットされます。このとき、TCRの UNIEビッ

トが 1ならば、CPUに割り込みを要求します。また、このとき TCNTには TCORから値がコピーされ、カウント

ダウン動作を継続します（オートリロード機能）。 
 

（1） カウント動作の設定手順例 

図 19.2にカウント動作の設定手順例を示します。 

動作選択

カウント動作開始

カウンタクロックの
選択

アンダフロー割り込みの
発生設定

タイマコンスタント
レジスタの設定

タイマカウンタの
初期値設定

インプットキャプチャ
割り込みの発生設定

＜インプットキャプチャ
機能使用時＞

【注】割り込みが発生した場合、割り込みハンドラ中で要因となったフラグをクリアしてください。
クリアせずに割り込み許可状態にすると、再度割り込みが発生してしまいます。

TCRのTPSC[2:0]ビットでカウンタクロッ
クを選択してください。
外部クロック（TMU_TCLK）を選択する
場合、TCRのCKEG[1:0]ビットで外部ク
ロックのエッジを選択してください。

TCRのUNIEビットでTCNTのアンダフロ
ー時に割り込みを発生させるかどうかを
設定してください。

インプットキャプチャ機能を使用する場
合、割り込み機能を使うかどうかも含め
て、TCRのICPEビットをセットしてくだ
さい。

TCORに値をセットしてください。

TCNTに初期値を設定してください。

TSTRのSTRビットを1にセットしてカウ
ント動作を開始してください。

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（1）

（2）

（4）

（3）

（5）

（6）

 

図 19.2 カウント動作設定手順例 
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（2） オートリロードカウント動作 

図 19.3に TCNTのオートリロード動作を示します。 

TCOR

H'0000 0000

STR0～STF5

UNF

TCNTの値
アンダフロー時にTCORの値を
TCNTにセット

時間

 

図 19.3 TCNTのオートリロード動作 

（3） TCNTのカウントタイミング 

• 内部クロック動作の場合 

TCRのTPSC[2:0]ビットにより、カウントクロックとして周辺クロック0を分周した5種類のクロック（Pck0/4、

Pck0/16、Pck0/64、Pck0/256、Pck0/1024）を選択できます。 

このときのタイミングを図19.4に示します。 

N

Pck0

N-1N+1TCNT

内部
クロック

 

図 19.4 内部クロック動作時のカウントタイミング 
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• 外部クロック動作の場合 

チャネル0、1、2では、TCRのTPSC[2:0]ビットにより、タイマ用クロックとして外部クロック端子

（TMU_TCLK）からの入力を選択できます。また、TCRのCKEG[1:0]ビットにより検出エッジを選択できま

す。外部クロックの検出は、立ち上がり／立ち下がり／両エッジの選択が可能です。 

図19.5に両エッジ検出時のタイミングを示します。 

N

Pck

N-1N+1TCNT

外部クロック
入力端子

 

図 19.5 外部クロック動作時のカウントタイミング 

• 内蔵RTCの出力クロック動作の場合 

TCRのTPSC[2:0]ビットにより、タイマ用クロックとして内蔵RTCの出力クロック（RTCCLK）を選択できま

す。 

このときのタイミングを図19.6に示します。 

N N-1N+1TCNT

RTC出力
クロック

 

図 19.6 内蔵 RTCの出力クロック動作時のカウントタイミング 
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19.4.2 インプットキャプチャ機能 

チャネル 2には、インプットキャプチャ機能があります。 

インプットキャプチャ機能を使用する場合、 

1. TCRのTPSC[2:0]ビットでのタイマの動作クロックを内部クロックに設定します。 

2. TCRのICPE[1:0]ビットでインプットキャプチャ機能の使用および使用の際に割り込みを発生させるかを指

定します。 

3. TCRのCKEG[1:0]ビットでTMU_TCLK端子の立ち上がり／立ち下がりのどのエッジを使用してTCPR2に

TCNTの値をセットするかを指定します。 

 

インプットキャプチャ発生時、TCR2の ICPFビットが 0のときのみ、TCNT2の値を TCPR2にセットします。 

図 19.7にインプットキャプチャ機能使用時の動作タイミングを示します（TMU_TCLKの立ち上がりエッジ使

用）。 

TCOR

H'0000 0000

TMU_TCLK

TCPR2

TCNTの値

TCNTの値をセット

アンダフロー時にTCORの値を
TCNTにセット

時間

TICPI2

 

図 19.7 インプットキャプチャ機能使用時の動作タイミング 
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19.5 割り込み 

TMUの割り込み要因は、アンダフロー割り込みおよびインプットキャプチャ機能使用時のインプットキャプチ

ャ割り込みです。アンダフロー割り込みは各チャネルで、インプットキャプチャ割り込みはチャネル 2のみで発

生します。 
 

UNFビットが 1であり、そのチャネルの割り込み許可ビットが 1のとき、アンダフロー割り込み要求を発生し

ます（チャネルごと）。 
 

インプットキャプチャ機能使用時、インプットキャプチャ要求が発生すると TCR2の ICPFビットが 1で TCR2

のインプットキャプチャ制御ビット（ICPE[1:0]）が 11の場合に割り込み要求が発生します。 

表 19.4に TMUの割り込み要因を示します。 
 

表 19.4 TMUの割り込み要因 

チャネル 割り込み要因 内   容 

0 TUNI0 アンダフロー割り込み 0 

1 TUNI1 アンダフロー割り込み 1 

TUNI2 アンダフロー割り込み 2 2 

TICPI2 インプットキャプチャ割り込み 2 

3 TUNI3 アンダフロー割り込み 3 

4 TUNI4 アンダフロー割り込み 4 

5 TUNI5 アンダフロー割り込み 5 
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19.6 使用上の注意事項 

19.6.1 レジスタの書き込みについて 

TMUのレジスタに書き込むときには、必ず TSTRの該当チャネルのスタートビット（STR5～STR0）をクリア

して、タイマのカウント動作を停止させてください。 

ただし、TSTRの書き込み、TCRの UNF、ICPFビットのクリアは、カウント動作中に行うことができます。カ

ウント動作中にフラグ（UNF、ICPF）をクリアする際は、クリアするビット以外は変更しないようにしてくださ

い。 
 

19.6.2 TCNTレジスタの読み出しについて 

TCNTレジスタの読み出し時に、タイマのカウント動作との同期処理を行っています。タイマカウント動作と

レジスタの読み出し処理が同時に行われた場合は、同期処理により TCNTカウンタのカウントダウン動作前の値

が読み出されます。 
 

19.6.3 RTC分周器のリセットについて 

内蔵 RTCの出力クロックをカウントクロックに選択する際には、RTC分周器をリセットしてください。 
 

19.6.4 外部クロック周波数について 

チャネル 0、1、2への外部クロック（TMU_TCLK）入力周波数は Pck/4を超えないようにしてください。 
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20. 16ビットタイマパルスユニット（TPU） 

本 LSIは、4チャネルの 16ビットタイマにより構成される 16ビットタイマパルスユニット（TPU）を内蔵して

います。 
 

20.1 特長 

TPUには次の特長があります。 

• 最大4本のパルス出力が可能 

チャネルも各4本、合計16本のタイマジェネラルレジスタ（TGRA～TGRD×4ch）を持ち、TGRAはアウトプ

ットコンペアの設定が可能 

各チャネルのTGRB、TGRC、TGRDは、タイマカウンタクリア用レジスタとして、またTGRC、TGRDは、バ

ッファレジスタとして使用可能 

• チャネル0、1は4種類、チャネル2、3は6種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

• 各チャネル毎に次の動作を設定可能 

コンペアマッチによる波形出力：0出力、1出力、トグル出力が選択可能 

カウンタクリア動作 ：コンペアマッチによるカウンタクリアが可能 

PWMモード ： 

任意デューティのPWM出力が可能 

 最大4相のPWM出力が可能 

• 各チャネルはバッファ動作を設定可能 

アウトプットコンペアレジスタの自動書き換えが可能 

• チャネル2、3は独立に位相計数モードを設定可能 

2相エンコーダパルスのアップダウンカウントが可能 

• 各チャネル1本の割り込み要求 

チャネル0、1はコンペアマッチ／オーバフロー割り込み要求の許可・禁止を要因ごとに独立に設定可能 

チャネル2、3はコンペアマッチ／オーバフロー／アンダフロー割り込み要求の許可・禁止を要因ごとに独立

に設定可能 
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表 20.1に TPUの機能一覧を示します。 
 

表 20.1 TPU機能一覧 

項   目 チャネル 0 チャネル 1 チャネル 2 チャネル 3 

カウントクロック Pck0／1 

Pck0／4 

Pck0／16 

Pck0／64 

－ 

－ 

Pck0／1 

Pck0／4 

Pck0／16 

Pck0／64 

－ 

－ 

Pck0／1 

Pck0／4 

Pck0／16 

Pck0／64 

TPU_TI2A 

TPU_TI2B 

Pck0／1 

Pck0／4 

Pck0／16 

Pck0／64 

TPU_TI3A 

TPU_TI3B 

ジェネラルレジスタ TGRA_0 

TGRB_0 

TGRA_1 

TGRB_1 

TGRA_2 

TGRB_2 

TGRA_3 

TGRB_3 

ジェネラルレジスタ／ 

バッファレジスタ 

TGRC_0 

TGRD_0 

TGRC_1 

TGRD_1 

TGRC_2 

TGRD_2 

TGRC_3 

TGRD_3 

出力端子 TPU_TO0 TPU_TO1 TPU_TO2 TPU_TO3 

カウンタクリア機能 TGRの 

コンペアマッチ 

TGRの 

コンペアマッチ 

TGRの 

コンペアマッチ 

TGRの 

コンペアマッチ 

0出力 ◯ ◯ ◯ ◯ 

1出力 ◯ ◯ ◯ ◯ 

コンペア 

マッチ 

出力 
トグル出力 ◯ ◯ ◯ ◯ 

PWMモード ◯ ◯ ◯ ◯ 

位相計数モード － － ◯ ◯ 

バッファ動作 ◯ ◯ ◯ ◯ 

割り込み要因 5要因 

コンペアマッチ 

／オーバフロー 

兼用 

5要因 

コンペアマッチ 

／オーバフロー 

兼用 

6要因 

コンペアマッチ 

／オーバフロー 

／アンダフロー 

兼用 

6要因 

コンペアマッチ 

／オーバフロー 

／アンダフロー 

兼用 

【注】 ◯：可能、－：不可 

 TPU_TI2B, TPU_TI3Bは位相計数モード時のみカウントクロックとして使用します。 
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TPUのブロック図を図 20.1に示します。 
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図 20.1 TPUのブロック図 
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20.2 入出力端子 

TPU関係の外部端子を表 20.2に示します。 
 

表 20.2 TPUの端子構成 

チャネル 名   称 端子名 入出力 機   能 

0 アウトプット 

コンペアマッチ 0 

TPU_TO0 出力 TGR0Aのアウトプットコンペア出力／ 

PWM出力端子 

1 アウトプット 

コンペアマッチ 1 

TPU_TO1 出力 TGR1Aのアウトプットコンペア出力／ 

PWM出力端子 

アウトプット 

コンペアマッチ 2A 

TPU_TO2 出力 TGR2Aのアウトプットコンペア出力／ 

PWM出力端子 

クロック入力 2A TPU_TI2A 入力 外部クロックチャネル 2A入力端子／ 

チャネル 2位相計数モード A相入力 

2 

クロック入力 2B TPU_TI2B 入力 チャネル 2位相計数モード B相入力 

アウトプット 

コンペアマッチ 3A 

TPU_TO3 出力 TGR3Aのアウトプットコンペア出力／ 

PWM出力端子 

クロック入力 3A TPU_TI3A 入力 外部クロックチャネル 3A入力端子／ 

チャネル 3位相計数モード A相入力 

3 

クロック入力 3B TPU_TI3B 入力 チャネル 3位相計数モード B相入力 
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20.3 レジスタの説明 
TPUのレジスタ構成を表 20.3に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 20.4に示します。 

 

表 20.3 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセスサイズ 

（ビット） 

タイマスタートレジスタ TSTR R/W H'FFE2 8000 H'1FE2 8000 16 

タイマコントロールレジスタ_0 TCR_0 R/W H'FFE2 8010 H'1FE2 8010 16 

タイマモードレジスタ_0 TMDR_0 R/W H'FFE2 8014 H'1FE2 8014 16 

タイマ I/Oコントロールレジスタ_0 TIOR_0 R/W H'FFE2 8018 H'1FE2 8018 16 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ

_0 

TIER_0 R/W H'FFE2 801C H'1FE2 801C 16 

タイマステータスレジスタ_0 TSR_0 R/W H'FFE2 8020 H'1FE2 8020 16 

タイマカウンタ_0 TCNT_0 R H'FFE2 8024 H'1FE2 8024 16 

タイマジェネラルレジスタ A_0 TGRA_0 R H'FFE2 8028 H'1FE2 8028 16 

タイマジェネラルレジスタ B_0 TGRB_0 R H'FFE2 802C H'1FE2 802C 16 

タイマジェネラルレジスタ C_0 TGRC_0 R H'FFE2 8030 H'1FE2 8030 16 

タイマジェネラルレジスタ D_0 TGRD_0 R H'FFE2 8034 H'1FE2 8034 16 

タイマコントロールレジスタ_1 TCR_1 R/W H'FFE2 8050 H'1FE2 8050 16 

タイマモードレジスタ_1 TMDR_1 R/W H'FFE2 8054 H'1FE2 8054 16 

タイマ I/Oコントロールレジスタ_1 TIOR_1 R/W H'FFE2 8058 H'1FE2 8058 16 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ

_1 

TIER_1 R/W H'FFE2 805C H'1FE2 805C 16 

タイマステータスレジスタ_1 TSR_1 R/W H'FFE2 8060 H'1FE2 8060 16 

タイマカウンタ_1 TCNT_1 R H'FFE2 8064 H'1FE2 8064 16 

タイマジェネラルレジスタ A_1 TGRA_1 R H'FFE2 8068 H'1FE2 8068 16 

タイマジェネラルレジスタ B_1 TGRB_1 R H'FFE2 806C H'1FE2 806C 16 

タイマジェネラルレジスタ C_1 TGRC_1 R H'FFE2 8070 H'1FE2 8070 16 

タイマジェネラルレジスタ D_1 TGRD_1 R H'FFE2 8074 H'1FE2 8074 16 

タイマコントロールレジスタ_2 TCR_2 R/W H'FFE2 8090 H'1FE2 8090 16 

タイマモードレジスタ_2 TMDR_2 R/W H'FFE2 8094 H'1FE2 8094 16 

タイマ I/Oコントロールレジスタ_2 TIOR_2 R/W H'FFE2 8098 H'1FE2 8098 16 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ

_2 

TIER_2 R/W H'FFE2 809C H'1FE2 809C 16 

タイマステータスレジスタ_2 TSR_2 R/W H'FFE2 80A0 H'1FE2 80A0 16 

タイマカウンタ_2 TCNT_2 R H'FFE2 80A4 H'1FE2 80A4 16 

タイマジェネラルレジスタ A_2 TGRA_2 R H'FFE2 80A8 H'1FE2 80A8 16 
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名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセスサイズ 

（ビット） 

タイマジェネラルレジスタ B_2 TGRB_2 R H'FFE2 80AC H'1FE2 80AC 16 

タイマジェネラルレジスタ C_2 TGRC_2 R H'FFE2 80B0 H'1FE2 80B0 16 

タイマジェネラルレジスタ D_2 TGRD_2 R H'FFE2 80B4 H'1FE2 80B4 16 

タイマコントロールレジスタ_3 TCR_3 R/W H'FFE2 80D0 H'1FE2 80D0 16 

タイマモードレジスタ_3 TMDR_3 R/W H'FFE2 80D4 H'1FE2 80D4 16 

タイマ I/Oコントロールレジスタ_3 TIOR_3 R/W H'FFE2 80D8 H'1FE2 80D8 16 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ

_3 

TIER_3 R/W H'FFE2 80DC H'1FE2 80DC 16 

タイマステータスレジスタ_3 TSR_3 R/W H'FFE2 80E0 H'1FE2 80E0 16 

タイマカウンタ_3 TCNT_3 R H'FFE2 80E4 H'1FE2 80E4 16 

タイマジェネラルレジスタ A_3 TGRA_3 R H'FFE2 80E8 H'1FE2 80E8 16 

タイマジェネラルレジスタ B_3 TGRB_3 R H'FFE2 80EC H'1FE2 80EC 16 

タイマジェネラルレジスタ C_3 TGRC_3 R H'FFE2 80F0 H'1FE2 80F0 16 

タイマジェネラルレジスタ D_3 TGRD_3 R H'FFE2 80F4 H'1FE2 80F4 16 

 

表 20.4 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

タイマスタートレジスタ TSTR H'0000 H'0000 保持 保持 

タイマコントロールレジスタ_0 TCR_0 H'0000 H'0000 保持 保持 

タイマモードレジスタ_0 TMDR_0 H'0000 H'0000 保持 保持 

タイマ I/Oコントロールレジスタ_0 TIOR_0 H'0000 H'0000 保持 保持 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ

_0 

TIER_0 H'0000 H'0000 保持 保持 

タイマステータスレジスタ_0 TSR_0 H'0000 H'0000 保持 保持 

タイマカウンタ_0 TCNT_0 H'0000 H'0000 保持 保持 

タイマジェネラルレジスタ A_0 TGRA_0 H'FFFF H'FFFF 保持 保持 

タイマジェネラルレジスタ B_0 TGRB_0 H'FFFF H'FFFF 保持 保持 

タイマジェネラルレジスタ C_0 TGRC_0 H'FFFF H'FFFF 保持 保持 

タイマジェネラルレジスタ D_0 TGRD_0 H'FFFF H'FFFF 保持 保持 

タイマコントロールレジスタ_1 TCR_1 H'0000 H'0000 保持 保持 

タイマモードレジスタ_1 TMDR_1 H'0000 H'0000 保持 保持 

タイマ I/Oコントロールレジスタ_1 TIOR_1 H'0000 H'0000 保持 保持 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ

_1 

TIER_1 H'0000 H'0000 保持 保持 

タイマステータスレジスタ_1 TSR_1 H'0000 H'0000 保持 保持 

タイマカウンタ_1 TCNT_1 H'0000 H'0000 保持 保持 
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名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

タイマジェネラルレジスタ A_1 TGRA_1 H'FFFF H'FFFF 保持 保持 

タイマジェネラルレジスタ B_1 TGRB_1 H'FFFF H'FFFF 保持 保持 

タイマジェネラルレジスタ C_1 TGRC_1 H'FFFF H'FFFF 保持 保持 

タイマジェネラルレジスタ D_1 TGRD_1 H'FFFF H'FFFF 保持 保持 

タイマコントロールレジスタ_2 TCR_2 H'0000 H'0000 保持 保持 

タイマモードレジスタ_2 TMDR_2 H'0000 H'0000 保持 保持 

タイマ I/Oコントロールレジスタ_2 TIOR_2 H'0000 H'0000 保持 保持 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ_2 TIER_2 H'0000 H'0000 保持 保持 

タイマステータスレジスタ_2 TSR_2 H'0000 H'0000 保持 保持 

タイマカウンタ_2 TCNT_2 H'0000 H'0000 保持 保持 

タイマジェネラルレジスタ A_2 TGRA_2 H'FFFF H'FFFF 保持 保持 

タイマジェネラルレジスタ B_2 TGRB_2 H'FFFF H'FFFF 保持 保持 

タイマジェネラルレジスタ C_2 TGRC_2 H'FFFF H'FFFF 保持 保持 

タイマジェネラルレジスタ D_2 TGRD_2 H'FFFF H'FFFF 保持 保持 

タイマコントロールレジスタ_3 TCR_3 H'0000 H'0000 保持 保持 

タイマモードレジスタ_3 TMDR_3 H'0000 H'0000 保持 保持 

タイマ I/Oコントロールレジスタ_3 TIOR_3 H'0000 H'0000 保持 保持 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ_3 TIER_3 H'0000 H'0000 保持 保持 

タイマステータスレジスタ_3 TSR_3 H'0000 H'0000 保持 保持 

タイマカウンタ_3 TCNT_3 H'0000 H'0000 保持 保持 

タイマジェネラルレジスタ A_3 TGRA_3 H'FFFF H'FFFF 保持 保持 

タイマジェネラルレジスタ B_3 TGRB_3 H'FFFF H'FFFF 保持 保持 

タイマジェネラルレジスタ C_3 TGRC_3 H'FFFF H'FFFF 保持 保持 

タイマジェネラルレジスタ D_3 TGRD_3 H'FFFF H'FFFF 保持 保持 

 



 

20. 16ビットタイマパルスユニット（TPU） 

20-8  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

20.3.1 タイマコントロールレジスタ（TCR） 

TCRは各チャネルの TCNTを制御する 16ビットのレジスタです。TPUには、チャネル 0～3に各 1本、計 4本

の TCRがあります。TCRは、リセット時に H'0000に初期化されます。スタンバイモード、スリープモード、モ

ジュールスタンバイでは初期化されません。 

TCRの設定は、TCNTの動作が停止した状態で行ってください。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － CCLR[2:0] CKEG[1:0] TPSC[2:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効です。 

7～5 CCLR[2:0] すべて 0 R/W カウンタクリア 

TCNTのクリア要因を選択します。 

000：TCNTのクリア禁止 

001：TGRAのコンペアマッチで TCNTクリア 

010：TGRBのコンペアマッチで TCNTクリア 

011：予約（設定しないでください） 

100：TCNTのクリア禁止 

101：TGRCのコンペアマッチで TCNTクリア 

110：TGRDのコンペアマッチで TCNTクリア 

111：予約（設定しないでください） 

4、3 CKEG[1:0] すべて 0 R/W クロックエッジ 

入力クロックのエッジを選択します。内部クロックを両エッジでカウントする

と、入力クロックの周期が 1/2になります。（例：Pck0/4の両エッジ=Pck0/2

の立ち上がりエッジ）。位相係数モードを設定した場合、本設定は機能しませ

ん。 

00：立ち上がりエッジでカウント 

01：立ち下がりエッジでカウント* 

1X：両エッジでカウント* 

【記号説明】 X：Don’t care 

【注】* 入力クロックに Pck0/1を選択した場合、動作しません。 

2～0 TPSC[2:0] すべて 0 R/W タイマプリスケーラ 

TCNTのカウントクロックを選択します。各チャネル独立にクロックソースを

選択することができます。表 20.5に各チャネルごとに設定可能なクロックソ

ース一覧を示します。またカウントクロック選択の詳細は表 20.6を参照して

ください。 
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表 20.5 TPUのクロックソース一覧 

内部クロック 外部クロック チャネル 

Pck0/1 Pck0/4 Pck0/16 Pck0/64 TPU_TI2A TPU_TI3A 

0 ○ ○ ○ ○   

1 ○ ○ ○ ○   

2 ○ ○ ○ ○ ○  

3 ○ ○ ○ ○  ○ 

【注】 ○：設定あり、空欄：設定なし 

 

表 20.6 TPSC[2:0]（1） 

チャネル TPSC[2] TPSC[1] TPSC[0] 説   明 

0 内部クロック：Pck0/1でカウント         （初期値） 0 

1 内部クロック：Pck0/4でカウント 

0 内部クロック：Pck0/16でカウント 

0 

1 

1 内部クロック：Pck0/64でカウント 

0 

1 * * 予約（設定しないでください） 

 

表 20.6 TPSC[2:0]（2） 

チャネル TPSC[2] TPSC[1] TPSC[0] 説   明 

0 内部クロック：Pck0/1でカウント         （初期値） 0 

1 内部クロック：Pck0/4でカウント 

0 内部クロック：Pck0/16でカウント 

0 

1 

1 内部クロック：Pck0/64でカウント 

1 

1 * * 予約（設定しないでください） 

 

表 20.6 TPSC[2:0]（3） 

チャネル TPSC[2] TPSC[1] TPSC[0] 説   明 

0 内部クロック：Pck0/1でカウント         （初期値） 0 

1 内部クロック：Pck0/4でカウント 

0 内部クロック：Pck0/16でカウント 

0 

1 

1 内部クロック：Pck0/64でカウント 

0 外部クロック：TPU_TI2A端子入力でカウント 0 

1 

2 

1 

1 * 

予約（設定しないでください） 
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表 20.6 TPSC[2:0]（4） 

チャネル TPSC[2] TPSC[1] TPSC[0] 説   明 

0 内部クロック：Pck0/1でカウント         （初期値） 0 

1 内部クロック：Pck0/4でカウント 

0 内部クロック：Pck0/16でカウント 

0 

1 

1 内部クロック：Pck0/64でカウント 

0 外部クロック：TPU_TI3A端子入力でカウント 0 

1 

3 

1 

1 * 

予約（設定しないでください） 

【注】 * Don’t care 

 

20.3.2 タイマモードレジスタ（TMDR） 

TMDRは 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、各チャネルの動作モードの設定を行います。TPU

には、各チャネル 1本、計 4本の TMDRがあります。TMDRは、リセット時に H'0000に初期化されます。スタ

ンバイモード、スリープモード、モジュールスタンバイでは初期化されません。 

TMDRの設定は、TCNTの動作が停止した状態で行ってください。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － －BFWT BFB BFA MD[2:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効です。 

6 BFWT 0 R/W バッファライトタイミング 

TGRC、TGRDをコンペアマッチバッファ動作させた場合、TGRA、TGRBの

更新タイミングを設定します。TGRC、TGRDをコンペアマッチバッファレジ

スタとして使わない場合、本ビットは機能しません。 

0：TGRA、TGRBは、各レジスタのコンペアマッチ時に書き換え 

1：TGRA、TGRBはカウンタクリア時に書き換え 

5 BFB 0 R/W バッファ動作 B 

TGRBを通常動作させるか、TGRBと TGRDを組み合わせてバッファ動作さ

せるかを設定します。 

0：TGRB通常動作 

1：TGRBと TGRDはバッファ動作* 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 BFA 0 R/W バッファ動作 A 

TGRAを通常動作させるか、TGRAと TGRCを組み合わせてバッファ動作さ

せるかを設定します 

0：TGRAは通常動作 

1：TGRAと TGRCはバッファ動作 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効です。 

2～0 MD[2:0] すべて 0 R/W モード 

MD[2:0]はタイマの動作モードを設定します。 

000：通常動作 

001：予約（設定しないでください） 

010：PWMモード 

011：予約（設定しないでください） 

100：位相係数モード 1 

101：位相係数モード 2 

110：位相係数モード 3 

111：位相係数モード 4 

【注】 * （BFWT、BFB、BFA）＝（1、1、0）と設定した場合、（BFWT、BFB、BFA）＝（1、0、1）と設定した場合と同

じ動作をします。ただし、BFBビット＝1（TGRBと TGRDはバッファ動作）を設定する場合は、（BFWT、BFB、

BFA）＝（1、1、1）を設定してください。またこの場合、TGRAと TGRCもバッファ動作をするため、TGRCに

は TGRAと同じ値を設定してください。 
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20.3.3 タイマ I/Oコントロールレジスタ（TIOR） 

TIORは TPU_TO端子を制御する 16ビットのレジスタです。TPUには、各チャネルに 1本、計 4本の TIORが

あります。TIORはリセット時に H'0000に初期化されます。スタンバイモード、スリープモード、モジュールス

タンバイでは初期化されません。 

TIORの設定は、TCNTの動作が停止した状態で行ってください。 

TIORは TMDRの設定により影響を受けますので注意してください。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － － IOA[2:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効です。 

2～0 IOA[2:0] すべて 0 R/W I/Oコントロール A 

IOA[2:0]は TPU_TO端子と TGRAの機能を設定します。詳細は表 20.7を参照

してください。 

 

表 20.7 IOA[2:0] 

チャネル IOA[2] IOA[1] IOA[0] 説   明 

0 常に 0出力（初期値） 0 

1 TGRAのコンペアマッチで 0出力* 

0 TGRAのコンペアマッチで 1出力 

0 

1 

1 

TPU_TO端子の 

初期出力は 0出力 

TGRAのコンペアマッチでトグル出力* 

0 常に 1出力 0 

1 TGRAのコンペアマッチで 0出力 

0 TGRAのコンペアマッチで 1出力* 

0～3 

1 

1 

1 

TPU_TO端子の 

初期出力は 1出力 

TGRAのコンペアマッチでトグル出力* 

【注】 * PWMモード時、本設定にしないでください。 

 



 

20. 16ビットタイマパルスユニット（TPU） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  20-13 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

20.3.4 タイマインタラプトイネーブルレジスタ（TIER） 

TIERは 16ビットのレジスタで、各チャネルの割り込み要求の許可、禁止を制御します。TPUには、各チャネ

ル 1本、計 4本の TIERがあります。TIERは、リセット時に H'0000に初期化されます。スタンバイモード、スリ

ープモード、モジュールスタンバイでは初期化されません。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － TC1EU TC1EV TG1ED TG1EC TG1EB TG1EA

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効です。 

5 TC1EU 0 R/W アンダフローインタラプトイネーブル 

チャネル 2、3の位相計数モードで TSRの TCFUフラグが 1にセットされた

とき（TCNTのアンダフロー発生）、TCFUフラグによる割り込み要求を許可

または禁止します。 

チャネル 0、1では予約ビットです。読み出すと常に 0が読み出されます。書

き込みは無効です。 

0：TCFUによる割り込み要求を許可 

1：TCFUによる割り込み要求を禁止 

4 TC1EV 0 R/W オーバフローインタラプトイネーブル 

TSRの TCFVフラグが 1にセットされたとき（TCNTのオーバフロー発生）、

TCFVフラグによる割り込み要求を許可または禁止します。 

0：TCFVによる割り込み要求を禁止 

1：TCFVによる割り込み要求を許可 

3 TG1ED 0 R/W TGRインタラプトイネーブル D 

TSRの TGFDビットが 1にセットされたとき（TCNTと TGRDのコンペアマ

ッチ発生）、TGFDビットによる割り込み要求を許可または禁止します。 

0：TGFDビットによる割り込み要求を禁止 

1：TGFDビットによる割り込み要求を許可 

2 TG1EC 0 R/W TGRインタラプトイネーブル C 

TSRの TGFCビットが 1にセットされたとき（TCNTと TGRCのコンペアマ

ッチ発生）、TGFCビットによる割り込み要求を許可または禁止します。 

0：TGFCビットによる割り込み要求を禁止 

1：TGFCビットによる割り込み要求を許可 

1 TG1EB 0 R/W TGRインタラプトイネーブル B 

TSRの TGFBビットが 1にセットされたとき（TCNTと TGRBのコンペアマ

ッチ発生）、TGFBビットによる割り込み要求を許可または禁止します。 

0：TGFBビットによる割り込み要求を禁止 

1：TGFBビットによる割り込み要求を許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 TG1EA 0 R/W TGRインタラプトイネーブル A 

TSRの TGFAビットが 1にセットされたとき（TCNTと TGRAのコンペアマ

ッチ発生）、TGFAビットによる割り込み要求を許可または禁止します。 

0：TGFAビットによる割り込み要求を禁止 

1：TGFAビットによる割り込み要求を許可 

 

20.3.5 タイマステータスレジスタ（TSR） 

TSRは 16ビットのレジスタで、各チャネルのステータスの表示を行います。TPUには、各チャネル 1本、計 4

本の TSRがあります。TSRは、リセット時に H'0000に初期化されます。スタンバイモード、スリープモード、

モジュールスタンバイでは初期化されません。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R/(W)*R/(W)*R/(W)*R/(W)*R/(W)*R/(W)*

－ － － － － － － － TCFD － TCFU TCFV TGFD TGFC TGFB TGFA

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効です。 

7 TCFD 0 R カウント方向フラグ 

チャネル 2、3が位相計数モードのとき、TCNTのカウント方向を示すステー

タスフラグです。 

チャネル 0、1ではリザーブビットです。読み出すと常に 0が読み出されます。

書き込みは無効です。 

0：TCNTはアップカウント 

1：TCNTはダウンカウント 

6 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効です。 

5 TCFU 0 R/(W)* アンダフローフラグ 

チャネル 2、3が位相計数モードのとき、TCNTのアンダフローの発生を示す

ステータスフラグです。 

チャネル 0、1ではリザーブビットです。読み出すと常に 0が読み出されます。

書き込みは無効です。 

［クリア条件］（初期値） 

TCFU＝1の状態で TCFUを読み出し後、TCFUに 0を書き込んだとき 

［セット条件］ 

TCNTの値がアンダフロー（H'0000→H'FFFF）したとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 TCFV 0 R/(W)* オーバフローフラグ 

TCNTのオーバフローの発生を示すステータスフラグです。 

［クリア条件］ 

TCFV＝1の状態で TCFVを読み出し後、TCFVに 0を書き込んだとき 

［セット条件］ 

TCNTの値がオーバフロー（H'FFFF→H'0000）したとき 

3 TGFD 0 R/(W)* コンペアフラグ D 

TGRDのコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 

［クリア条件］ 

TGFD＝1の状態で TGFDを読み出し後、TGFDに 0を書き込んだとき 

［セット条件］ 

TCNT＝TGRDになったとき 

2 TGFC 0 R/(W)* コンペアフラグ C 

TGRCのコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 

［クリア条件］ 

TGFC＝1の状態で TGFCを読み出し後、TGFCに 0を書き込んだとき 

［セット条件］ 

TCNT＝TGRCになったとき 

1 TGFB 0 R/(W)* コンペアフラグ B 

TGRBのコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 

［クリア条件］ 

TGFB＝1の状態で TGFBを読み出し後、TGFBに 0を書き込んだとき 

［セット条件］ 

TCNT＝TGRBになったとき 

0 TGFA 0 R/(W)* アウトプットコンペアフラグ A 

TGRAのコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 

［クリア条件］ 

TGFA＝1の状態で TGFAを読み出し後、TGFAに 0を書き込んだとき 

［セット条件］ 

TCNT＝TGRAになったとき 

【注】 * フラグをクリアするための 0書き込みのみ可能です。 
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20.3.6 タイマカウンタ（TCNT） 

TCNTは 16ビットのカウンタです。各チャネルに 1本、計 4本の TCNTがあります。 

TCNTは、リセット時に H'0000に初期化されます。スタンバイモード、スリープモード、モジュールスタンバ

イでは初期化されません。 
 

20.3.7 タイマジェネラルレジスタ（TGR） 

TGRは 16ビットのレジスタです。各チャネルに 4本、計 16本のジェネラルレジスタがあります。TGRCと TGRD

は、バッファレジスタとして動作設定することができます*。TGRはリセット時に H'FFFFに初期化されます。ス

タンバイモード、スリープモード、モジュールスタンバイでは初期化されません。 

【注】 * TGRとバッファレジスタの組み合わせは、TGRA－TGRC、TGRB－TGRDになります。 

 

20.3.8 タイマスタートレジスタ（TSTR） 

TSTRは 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、チャネル 0～3の TCNTの動作／停止を選択しま

す。TSTRはリセット時に H'0000に初期化されます。スタンバイモード、スリープモード、モジュールスタンバ

イでは初期化されません。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － CST3 CST2 CST1 CST0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効です。 

3 CST3 0 R/W 

2 CST2 0 R/W 

1 CST1 0 R/W 

0 CST0 0 R/W 

カウンタスタート 

TCNTの動作または停止を選択します。 

0：TCNTnのカウント動作は停止 

1：TCNTnはカウント動作 

【記号説明】n＝3～0 

 



 

20. 16ビットタイマパルスユニット（TPU） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  20-17 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

20.4 動作説明 

20.4.1 概要 

各モードの動作概要を以下に示します。 

（1） 通常動作 

各チャネルには、TCNTと TGRがあります。TCNTはアップカウント動作を行い、フリーランニング動作、周

期カウント動作、または外部イベントカウント動作が可能です。 
 

（2） バッファ動作 

コンペアマッチが発生すると対応するチャネルのバッファレジスタの値が TGRに転送されます。バッファレジ

スタからの更新タイミングは、コンペアマッチ発生時に書き換え、カウンタクリア時に書き換えを選択可能です。 
 

（3） PWMモード 

PWM波形を出力するモードです。出力レベルは TIORにより設定できます。 

TGRA、TGRBの設定により、デューティ 0～100％の PWM波形が出力できます。 
 

（4） 位相計数モード 

チャネル 2、3で外部クロック入力端子（TPU_TI2Aと TPU_TI2Bまたは TPU_TI3Aと TPU_TI3B）から入力さ

れる 2つのクロックの位相を検出して、TCNTをアップ／ダウンさせるモードです。位相計数モードに設定する

と、対応する TI端子はクロック入力となり、また TCNTはアップ／ダウンカウント動作を行います。 

2相エンコーダパルスの入力として使用できます。 
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20.4.2 基本機能 

（1） カウンタの動作 

TSTRの CST0～CST3ビットを 1にセットすると、対応するチャネルの TCNTはカウント動作を開始します。

フリーランニングカウンタ動作、周期カウンタ動作などが可能です。 

（a） カウント動作の設定手順例 

カウント動作の設定手順例を図 20.2に示します。 

カウンタクロックの選択

動作選択

カウンタクリア要因の選択

周期カウンタ

周期設定

アウトプットコンペア
レジスタの選択

カウント動作開始

〈周期カウンタ〉

［1］

［2］

［4］

［3］

［6］

フリーランニングカウンタ

カウント動作開始

〈フリーランニングカウンタ〉

［6］

外部端子機能の設定 ［5］ 外部端子機能の設定 ［5］

［1］TCRのTPSC[2:0]ビットでカウン
トクロックを選択してくださ
い。同時にTCRのCKEG[1:0]
ビットで入力クロックのエッジ
を選択してください。

［2］周期カウント動作の場合TCRの
CCLR[2:0]ビットでTCNTのクリ
ア要因としてTGRAを選択してく
ださい。

［3］TIORにより、アウトプットコン
ペアレジスタの出力を設定して
ください。

［4］ TGRAに周期カウンタの周期を
設定してください。

［5］ピンファンクションコントロー
ラ（PFC）で外部端子の機能を
設定してください。

［6］TSTRのCSTビットを1にセット
してカウント動作を開始してく
ださい。

 

図 20.2 カウンタ動作設定手順例 
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（b） フリーランニングカウント動作と周期カウント動作 

TPUの TCNTは、リセット直後はすべてフリーランニングカウンタの設定となっており、TSTRの対応するビ

ットを 1にセットするとフリーランニングカウンタとしてアップカウント動作を開始します。TCNTがオーバフ

ロー（H'FFFF→H'0000）すると、TSRの TCFVビットが 1にセットされます。TCNTはオーバフロー後、H'0000

からアップカウント動作を継続します。 

フリーランニングカウンタの動作を図 20.3に示します。 
 

TCNTの値

H'FFFF

H'0000

CSTビット

TCFV

時間

 

図 20.3 フリーランニングカウンタの動作 

 

TCNTのクリア要因にコンペアマッチを選択したときは、対応するチャネルの TCNTは周期カウント動作を行

います。周期設定用の TGRをアウトプットコンペアレジスタに設定し、TCRの CCLR[2:0]ビットによりコンペア

マッチによるカウンタクリアを選択します。設定後、TSTRの対応するビットを 1にセットすると、周期カウンタ

としてアップカウント動作を開始します。カウント値が TGRの値と一致すると、TSRの TGFビットが 1にセッ

トされ、TCNTは H'0000にクリアされます。 

TCNTはコンペアマッチ後、H'0000からアップカウント動作を継続します。 

周期カウンタの動作を図 20.4に示します。 

TCNTの値

TGRA

H'0000

CSTビット

TGFA

時間

TGRAのコンペアマッチで
カウンタクリア

ソフトウェアによる
フラグクリア処理

 

図 20.4 周期カウンタの動作 
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（2） コンペアマッチによる波形出力機能 

TPUは、TGRAのコンペアマッチにより出力端子（TPU_TO端子）から 0出力／1出力／トグル出力を行うこ

とができます。 

（a） コンペアマッチによる波形出力動作の設定手順例 

コンペアマッチによる波形出力動作の設定手順例を図 20.5に示します。 

波形出力モードの選択

出力選択

【波形出力】

［1］

出力タイミングの設定 ［2］

外部端子機能の設定 ［3］

カウント動作開始 ［4］

［1］ TIORにより初期値の0出力／1出
力とコンペアマッチ出力値の0出
力／1出力／トグル出力を選択し
てください。最初のコンペア
マッチが発生するまでの期間、
TPU_TO端子には設定した初期
値が出力されます。

［2］ TGRAにコンペアマッチを発生
させるタイミングを決定してく
ださい。

［3］ピンファンクションコントロー
ラ（PFC）で外部端子の機能を
設定してください。

［4］ TSTRのCSTビットを1にセット
してカウント動作を開始してく
ださい。

 

図 20.5 コンペアマッチによる波形出力動作例 
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（b） 波形出力動作例 

0出力／1出力を図 20.6に示します。 

TCNTをフリーランニングカウント動作とし、コンペアマッチ Aにより 1出力となるように設定した場合と、0

出力となるように設定した場合の例です。設定したレベルと端子のレベルが一致した場合には、端子のレベルは

変化しません。 

TCNTの値

H'FFFF

H'0000

TPU_TO端子（1出力）

TPU_TO端子（0出力）

時間

TGRA

変化しません

変化しません

変化しません

変化しません
 

図 20.6 0出力／1出力の動作例 

 

トグル出力の例を図 20.7に示します。 

TCNTを周期カウント動作（コンペアマッチ Bによりカウンタクリア）に、コンペアマッチ Aによりトグル出

力となるように設定した場合の例です。 

TCNTの値

H'FFFF

H'0000

TPU_TO端子

時間

TGRB

TGRA

トグル出力

TGRBのコンペアマッチでカウンタクリア

 

図 20.7 トグル出力の動作例 
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20.4.3 バッファ動作 

バッファ動作は、TGRCと TGRDをバッファレジスタとして使用することができます。 

表 20.8にバッファ動作時のレジスタの組み合わせを示します。 
 

表 20.8 レジスタの組み合わせ 

タイマジェネラルレジスタ バッファレジスタ 

TGRA TGRC 

TGRB TGRD 

 

コンペアマッチが発生すると、対応するチャネルのバッファレジスタの値がタイマジェネラルレジスタに転送

されます。バッファレジスタからの更新タイミングは、コンペアマッチ発生時に書き換え、カウンタクリア時に

書き換えを選択可能です。 

この動作を図 20.8に示します。 

バッファ
レジスタ

タイマジェネラル
レジスタ

TCNT比較器

コンペアマッチ信号
カウンタクリア信号

BFWTビット

 

図 20.8 コンペアマッチバッファ動作 
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（1） バッファ動作の設定手順例 

バッファ動作の設定手順例を図 20.9に示します。 

バッファ動作の設定

バッファ動作

【バッファ動作】

［1］

書き換えタイミングの設定 ［2］

外部端子機能の設定 ［3］

カウント動作開始 ［4］

［1］TMDRのBFA、BFBビットによりTGRをバッ
ファ動作に設定してください。

［2］TMDRのBFWTビットによりバッファレジス
タからの書き換えタイミングを設定してく
ださい。

［3］ピンファンクションコントローラ（PFC）
で外部端子の機能を設定してください。

［4］TSTRのCSTビットを1にセットしてカウン
ト動作を開始してください。

 

図 20.9 バッファ動作の設定手順例 
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（2） バッファ動作例 

チャネル 0を PWMモードに設定し、TGRAと TGRCをバッファ動作に設定した場合の動作例を図 20.10に示

します。TCNTはコンペアマッチ Bによりクリア、出力（TPU_TO端子）はコンペアマッチ Aで 1出力、カウン

タクリアで初期値 0出力、バッファレジスタからの書き換えタイミングはカウンタクリア時に設定した例です。 

コンペアマッチ Aが発生すると出力を変化させます。TGRBによってカウンタクリアが発生すると出力を変化

させると同時に、バッファレジスタ TGRCの値がタイマジェネラルレジスタ TGRAに転送されます。この動作は、

コンペアマッチ Aが発生するたびに繰り返されます。 

PWMモードについては、「20.4.4 PWMモード」を参照してください。 

TCNTの値

TGRB

H'0000

TGRC

時間

TGRA

N（A） N（TGRB＋1）

TPU_TO端子

N（A）

N（B）

N（TGRB＋1）

N（TGRB＋1）

N（B）

TGRA N（B）N（A）

 

図 20.10 バッファ動作例 
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20.4.4 PWMモード 

PWMモードは出力端子よりそれぞれ PWM波形を出力します。TGRAのコンペアマッチによる出力レベルは 0

出力／1出力の中から選択可能です。 

TGRBのコンペアマッチをカウンタクリア要因とすることにより、周期を設定することができます。全チャネ

ル独立に PWMモードに設定できます。 

TGRAをデューティレジスタ、TGRBを周期レジスタに使用して、TPU_TO端子から PWM出力を生成します。

周期レジスタのコンペアマッチによるカウンタクリアで TPU_TO端子の出力値は TIORで設定した初期出力が出

力されます。必ず TIORの設定は、初期出力とコンペアマッチによる出力値が異なった出力となるように設定し

てください。同じレベルやトグル出力を選択した場合、動作しません。 

デューティ 0%と 100%の条件を以下に示します。 

• デューティ  0%：周期レジスタ（TGRB）に対してデューティレジスタ（TGRA）の設定値をTGRB＋1に

した場合 

• デューティ 100%：デューティレジスタ（TGRA）の設定値が0の場合 

PWMモードでは、最大 4相の PWM出力が可能です。 
 

（1） PWMモードの設定手順例 

PWMモードの設定手順例を図 20.11に示します。 

カウンタクロックの選択

PWMモード

カウンタクリア要因の選択

波形出力レベルの選択

【PWMモード】

［1］

［2］

［3］

周期の決定 ［4］

PWMモードの設定 ［5］

カウント動作開始 ［7］

外部端子機能の設定 ［6］

［1］TCRのTPSC[2:0]ビットでカウントクロッ
クを選択してください。同時にTCRの
CKEG[1:0]ビットで入力クロックのエッジ
を選択してください。

［2］TCRのCCLR[2:0]ビットでTCNTのクリア
要因をTGRBに選択してください。

［3］TIORにより初期値と出力値を選択してく
ださい。

［4］ TGRBに周期を決定し、TGRAにデュー
ティを決定してください。

［5］TMDRのMD[3:0]ビットでPWMモードを選
択してください。

［6］ピンファンクションコントローラ(PFC)で
外部端子の機能を設定してください。

［7］TSTRのCSTビットを1にセットしてカウ
ント動作を開始してください。

 

図 20.11 PWMモードの設定手順例 
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（2） PWMモードの動作例 

PWMモードの動作例を図 20.12に示します。 

この図は、TCNTのクリア要因を TGRBのコンペアマッチとし、TGRAの初期出力値を 0、出力値を 1に設定し

た場合の例です。 

TGRBに設定した値が周期となり、TGRAに設定した値がデューティになります。 

TCNTの値

TGRB

H'0000

TPU_TO端子

時間

TGRA

TGRBのコンペアマッチで
カウンタクリア

 

図 20.12 PWMモードの動作例（1） 

PWMモードで、デューティ 0％、デューティ 100％の PWM波形を出力する例を図 20.13に示します。 

TCNT

TGRA=1

TGRA=2

TGRA=3

↑　TGRAの書き換えタイミング

周期:TGRB=2

02 1 2 0

TGRA=0

 

図 20.13 PWMモードの動作例（2） 
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20.4.5 位相計数モード 

位相計数モードは、2本の外部クロック入力の位相差を検出し、TCNTをアップ／ダウンカウントします。この

モードはチャネル 2、3で設定可能です。 

位相計数モードに設定すると、TCRの TPSC[2:0]ビット、CKEG[1:0]ビットの設定にかかわらずカウンタ入力ク

ロックは外部クロックを選択し、TCNTはアップ／ダウンカウンタとして動作します。ただし、TCRの CCLR1、

CCLR0ビット、TIER、TGRの機能は有効ですので、コンペアマッチ機能や割り込み機能は使用することができ

ます。 

ただし、TIORの TPU_TO端子からは、前の設定値（位相計数モードでタイマをスタートさせる以前に設定さ

れていた出力初期値）を出力します。 

TCNTがアップカウント時、オーバフローが発生するとすると TSRの TCFVフラグがセットされます。また、

ダウンカウント時にアンダフローが発生すると、TCFUフラグがセットされます。 

TSRの TCFDビットはカウント方向フラグです。TCFDフラグを読み出すことにより、TCNTがアップカウン

トしているかダウンカウントしているかを確認することができます。 

表 20.9に外部クロック端子とチャネルの対応を示します。 
 

表 20.9 位相計数モードクロック入力端子 

外部クロック端子 チャネル 

A相 B相 

チャネル 2を位相計数モードとするとき TPU_TI2A TPU_TI2B 

チャネル 3を位相計数モードとするとき TPU_TI3A TPU_TI3B 

 

（1） 位相計数モードの設定手順例 

位相計数モードの設定手順例を図 20.14に示します。 

位相計数モード

〈位相計数モード〉

位相計数モードの選択 ［1］

外部端子機能の設定 ［2］

カウント動作開始 ［3］

［1］TMDRのMD[3:0]ビットで位相計数
モードを選択してください。

［2］ピンファンクションコントローラ
（PFC）で外部端子の機能を設定し
てください。

［3］TSTRのCSTビットを1にセットして
カウント動作を開始してください。

 

図 20.14 位相計数モードの設定手順例 
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（2） 位相計数モードの動作例 

位相計数モードでは、2本の外部クロックの位相差で TCNTがアップ／ダウンカウントします。また、カウン

ト条件により 4つのモードがあります。 

（a） 位相計数モード 1  

位相計数モード 1の動作例を図 20.15に、TCNTのアップ／ダウンカウント条件を表 20.10に示します。 

TCNTの値

時間

ダウンカウントアップカウント

TPU_TI2A（チャネル2）
TPU_TI3A（チャネル3）

TPU_TI2B（チャネル2）
TPU_TI3B（チャネル3）

 

図 20.15 位相計数モード 1の動作例 

 

表 20.10 位相計数モード 1のアップ／ダウンカウント条件 

TPU_TI2A（チャネル 2） 

TPU_TI3A（チャネル 3） 

TPU_TI2B（チャネル 2） 

TPU_TI3B（チャネル 3） 

動作内容 

Highレベル  

Lowレベル  

 Lowレベル 

 Highレベル 

アップカウント 

Highレベル  

Lowレベル  

 Highレベル 

 Lowレベル 

ダウンカウント 

【注】  立ち上がりエッジ 

  立ち下がりエッジ 
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（b） 位相計数モード 2 

位相計数モード 2の動作例を図 20.16に、TCNTのアップ／ダウンカウント条件を表 20.11に示します。 

TCNTの値

時間

ダウンカウントアップカウント

TPU_TI2A（チャネル2）
TPU_TI3A（チャネル3）

TPU_TI2B（チャネル2）
TPU_TI3B（チャネル3）

 

図 20.16 位相計数モード 2の動作例 

表 20.11 位相計数モード 2のアップ／ダウンカウント条件 

TPU_TI2A（チャネル 2） 

TPU_TI3A（チャネル 3） 

TPU_TI2B（チャネル 2） 

TPU_TI3B（チャネル 3） 

動作内容 

Highレベル  

Lowレベル  

 Lowレベル 

Don’t care 

 Highレベル アップカウント 

Highレベル  

Lowレベル  

 Highレベル 

Don’t care 

 Lowレベル ダウンカウント 

【注】  立ち上がりエッジ 

  立ち下がりエッジ 
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（c） 位相計数モード 3 

位相計数モード 3の動作例を図 20.17に、TCNTのアップ／ダウンカウント条件を表 20.12に示します。 

TCNTの値

時間

アップカウント

TPU_TI2A（チャネル2）
TPU_TI3A（チャネル3）

TPU_TI2B（チャネル2）
TPU_TI3B（チャネル3）

ダウンカウント

 

図 20.17 位相計数モード 3の動作例 

 

表 20.12 位相計数モード 3のアップ／ダウンカウント条件 

TPU_TI2A（チャネル 2） 

TPU_TI3A（チャネル 3） 

TPU_TI2B（チャネル 2） 

TPU_TI3B（チャネル 3） 

動作内容 

Highレベル  

Lowレベル  

 Lowレベル 

Don’t care 

 Highレベル アップカウント 

Highレベル  ダウンカウント 

Lowレベル  

 Highレベル 

 Lowレベル 

Don’t care 

【注】  立ち上がりエッジ 

  立ち下がりエッジ 
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（d） 位相計数モード 4 

位相計数モード 4の動作例を図 20.18に、TCNTのアップ／ダウンカウント条件を表 20.13に示します。 

TCNTの値

時間

TPU_TI2A（チャネル2）
TPU_TI3A（チャネル3）

TPU_TI2B（チャネル2）
TPU_TI3B（チャネル3）

アップカウント
ダウンカウント

 

図 20.18 位相計数モード 4の動作例 

表 20.13 位相計数モード 4の動作例 

TPU_TI2A（チャネル 2） 

TPU_TI3A（チャネル 3） 

TPU_TI2B（チャネル 2） 

TPU_TI3B（チャネル 3） 

動作内容 

Highレベル  

Lowレベル  

アップカウント 

 Lowレベル 

 Highレベル 

Don’t care 

Highレベル  

Lowレベル  

ダウンカウント 

 Highレベル 

 Lowレベル 

Don’t care 

【注】  立ち上がりエッジ 

  立ち下がりエッジ 
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20.5 使用上の注意事項 
TPUの動作中、次のような動作や競合が起こりますので注意してください。 

（1） 入力クロックの制限事項 

入力クロックのパルス幅は、単エッジの場合は 2ステートクロック以上、両エッジの場合は 3ステートクロッ

ク以上が必要です。これ以下のパルス幅では正しく動作しませんのでご注意ください。 

位相計数モードの場合は、2本以上の入力クロックの位相差およびオーバラップはそれぞれ 2ステート以上、パ

ルス幅は、3ステート以上必要です。位相計数モードの入力クロックの条件を図 20.19に示します。 

位相差 位相差オーバ
ラップ

オーバ
ラップ

TPU_TI2A
（TPU_TI3A）

TPU_TI2B
（TPU_TI3B）

パルス幅 パルス幅

パルス幅 パルス幅

位相差、オーバラップ
パルス幅

：2ステート以上
：3ステート以上

【注】
 

図 20.19 位相計数モード時の位相差、オーバラップ、およびパルス幅 
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21. コンペアマッチタイマ（CMT） 

本 LSIは、5チャネル（チャネル 0～4）の 32ビット構成のコンペアマッチタイマ（CMT）を内蔵しています。 

21.1 特長 

• 16ビット／32ビット切り替え可能なタイマ 

• オートリロード方式のアップカウンタを搭載 

• 任意の時点で書き込み／読み出し可能なオートリロード用32ビットコンスタントレジスタおよび32ビットア

ップカウンタを搭載 

• チャネル0からチャネル4は3種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

周辺クロック0（Pck0）：1/8、1/32、1/128 

• ワンショット動作およびフリーラン動作を選択可能 

• 割り込み要因にコンペアマッチまたはオーバフローを選択可能 

• チャネル0からチャネル4はコンペアマッチまたはオーバフローによりDMA転送要求が可能 

• モジュールスタンバイモードの設定可能 
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図 21.1に CMTのブロック図を示します。 

プリスケーラ

内部割り込み
DMA転送

内部割り込み
DMA転送

内部割り込み
DMA転送

内部割り込み
DMA転送

内部割り込み
DMA転送

CMSTR

Pck0 CH0

CMT

CMCNT_0 CMCOR_0

CMCSR_0 割り込み制御

プリスケーラ
CH1

CMCNT_1 CMCOR_1

CMCSR_1 割り込み制御

プリスケーラ
CH2

CMCNT_2 CMCOR_2

CMCSR_2 割り込み制御

プリスケーラ
CH3

CMCNT_3 CMCOR_3

CMCSR_3 割り込み制御

プリスケーラ
CH4

CMCNT_4 CMCOR_4

CMCSR_4 割り込み制御

周
辺
バ
ス

【記号説明】
　CMSTR：コンペアマッチタイマスタートレジスタ
　CMCSR：コンペアマッチタイマコントロール／ステータスレジスタ
　CMCNT：コンペアマッチタイマカウンタ
　CMCOR：コンペアマッチタイマコンスタントレジスタ  

図 21.1 CMTのブロック図 
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21.2 レジスタの説明 

CMTのレジスタ構成を表 21.1に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 21.2に示します。 
 

表 21.1 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセスサイズ 

（ビット） 

コンペアマッチタイマスタートレジスタ CMSTR R/W H'FFE2 0000 H'1FE2 0000 16 

コンペアマッチタイマコントロール／ 

ステータスレジスタ_0 

CMCSR_0 R/W H'FFE2 0010 H'1FE2 0010 16 

コンペアマッチタイマカウンタ_0 CMCNT_0 R/W H'FF20 0014 H'1F20 0014 32 

コンペアマッチタイマコンスタントレジスタ

_0 

CMCOR_0 R/W H'FF20 0018 H'1F20 0018 32 

コンペアマッチタイマコントロール／ 

ステータスレジスタ_1 

CMCSR_1 R/W H'FFE2 0020 H'1FE2 0020 16 

コンペアマッチタイマカウンタ_1 CMCNT_1 R/W H'FF20 0024 H'1F20 0024 32 

コンペアマッチタイマコンスタントレジスタ

_1 

CMCOR_1 R/W H'FF20 0028 H'1F20 0028 32 

コンペアマッチタイマコントロール／ 

ステータスレジスタ_2 

CMCSR_2 R/W H'FFE2 0030 H'1FE2 0030 16 

コンペアマッチタイマカウンタ_2 CMCNT_2 R/W H'FF20 0034 H'1F20 0034 32 

コンペアマッチタイマコンスタントレジスタ

_2 

CMCOR_2 R/W H'FF20 0038 H'1F20 0038 32 

コンペアマッチタイマコントロール／ 

ステータスレジスタ_3 

CMCSR_3 R/W H'FFE2 0040 H'1FE2 0040 16 

コンペアマッチタイマカウンタ_3 CMCNT_3 R/W H'FF20 0044 H'1F20 0044 32 

コンペアマッチタイマコンスタントレジスタ

_3 

CMCOR_3 R/W H'FF20 0048 H'1F20 0048 32 

コンペアマッチタイマコントロール／ 

ステータスレジスタ_4 

CMCSR_4 R/W H'FFE2 0050 H'1FE2 0050 16 

コンペアマッチタイマカウンタ_4 CMCNT_4 R/W H'FF20 0054 H'1F20 0054 32 

コンペアマッチタイマコンスタントレジスタ

_4 

CMCOR_4 R/W H'FF20 0058 H'1F20 0058 32 
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表 21.2 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

コンペアマッチタイマスタートレジスタ CMSTR H'0000 H'0000 保持 保持 

コンペアマッチタイマコントロール／ 

ステータスレジスタ_0 

CMCSR_0 H'0000 H'0000 保持 保持 

コンペアマッチタイマカウンタ_0 CMCNT_0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

コンペアマッチタイマコンスタントレジスタ

_0 

CMCOR_0 H'FFFFFFFF H'FFFFFFFF 保持 保持 

コンペアマッチタイマコントロール／ 

ステータスレジスタ_1 

CMCSR_1 H'0000 H'0000 保持 保持 

コンペアマッチタイマカウンタ_1 CMCNT_1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

コンペアマッチタイマコンスタントレジスタ

_1 

CMCOR_1 H'FFFFFFFF H'FFFFFFFF 保持 保持 

コンペアマッチタイマコントロール／ 

ステータスレジスタ_2 

CMCSR_2 H'0000 H'0000 保持 保持 

コンペアマッチタイマカウンタ_2 CMCNT_2 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

コンペアマッチタイマコンスタントレジスタ

_2 

CMCOR_2 H'FFFFFFFF H'FFFFFFFF 保持 保持 

コンペアマッチタイマコントロール／ 

ステータスレジスタ_3 

CMCSR_3 H'0000 H'0000 保持 保持 

コンペアマッチタイマカウンタ_3 CMCNT_3 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

コンペアマッチタイマコンスタントレジスタ

_3 

CMCOR_3 H'FFFFFFFF H'FFFFFFFF 保持 保持 

コンペアマッチタイマコントロール／ 

ステータスレジスタ_4 

CMCSR_4 H'0000 H'0000 保持 保持 

コンペアマッチタイマカウンタ_4 CMCNT_4 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

コンペアマッチタイマコンスタントレジスタ

_4 

CMCOR_4 H'FFFFFFFF H'FFFFFFFF 保持 保持 
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21.2.1 コンペアマッチタイマスタートレジスタ（CMSTR） 

CMSTRは 16ビットのレジスタで、各チャネルのコンペアマッチタイマカウンタ（CMCNT）の動作／停止を選

択します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － STR[4:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～5 － すべて 0 すべて R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4～0 STR[4:0] すべて 0 R/W カウントスタート 

各チャネルのコンペアマッチタイマカウンタ（CMCNT_4～0）の動作／停

止を選択します。 

0：CMCNTnはカウントを停止 

1：CMCNTnはカウントを開始 

【注】n：4～0チャネル番号に相当します。 

 

21.2.2 コンペアマッチタイマコントロール／ステータスレジスタ（CMCSR） 

CMCSRは 16ビットのレジスタで、各チャネルごとのコンペアマッチの発生の表示、割り込みと DMA転送要

求の許可、およびカウンタ入力クロックの設定を行います。 

コンペアマッチタイマカウンタ（CMCNT）動作中に CMFビット、OVFビット以外の変更はしないでください。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/(W)* R/(W)* R R R R R/W R/W R R R/W R/W R R/W R/W R/W

CMF OVF － － － － CMS CMM CKS[2:0]－ － CMR[1:0] －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 CMF 0 R/(W)* コンペアマッチフラグ 

コンペアマッチタイマカウンタ（CMCNT）とコンペアマッチタイマコンス

タントレジスタ（CMCOR）の値が一致したか否かを示すフラグです。 

ソフトウェアによる 1書き込みはできません。 

カウンタの動作にワンショット動作を選択した場合、本ビットをクリアする

とカウント動作を再開します。 

0：CMCNTと CMCORの値は不一致 

［クリア条件］ 

CMFに 0を書き込んだとき 

1：CMCNTと CMCORの値が一致 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

14 OVF 0 R/(W)* オーバフローフラグ 

コンペアマッチタイマカウンタ（CMCNT）がオーバフローし 0クリアした

かを示すフラグです。ソフトウェアによる 1書き込みはできません。 

0：CMCNTはオーバフローしていない 

［クリア条件］ 

OVFに 0を書き込んだとき 

1：CMCNTはオーバフロー発生 

13～10 － すべて 0 すべて R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 CMS 0 R/W コンペアマッチタイマカウンタサイズ 

コンペアマッチタイマカウンタ（CMCNT）を 16ビットカウンタか 32ビッ

トカウンタとして使うかを選択します。 

本レジスタの設定がコンペアマッチタイマコンスタントレジスタ

（CMCOR）の有効ビットサイズになります。 

0：32ビットカウンタ動作 

1：16ビットカウンタ動作 

8 CMM 0 R/W コンペアマッチモード 

カウンタのワンショット動作とフリーラン動作を選択します。 

0：ワンショット動作 

1：フリーラン動作 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5、4 CMR[1:0] すべて 0 R/W コンペアマッチリクエスト 

コンペアマッチ時、DMA転送要求または内部割り込み要求の許可／禁止を

選択します。 

00：DMA転送要求および内部割り込み要求の禁止 

01：DMA転送要求を許可 

10：内部割り込み要求を許可 

11：設定禁止 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 



 

21. コンペアマッチタイマ（CMT） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  21-7 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2～0 CKS[2:0] すべて 0 R/W クロックセレクト 

コンペアマッチタイマカウンタ（CMCNT）に入力するクロックを選択しま

す。対応するチャネルのカウントスタート（STRn：n＝4～0）が 1にセッ

トされると、CMCNTは本ビットで選択されたクロックでカウントを開始し

ます。 

000：Pck0/8 

001：Pck0/32 

010：Pck0/128 

011：設定禁止 

100：設定禁止 

101：設定禁止 

110：設定禁止 

111：設定禁止 

【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 

 

21.2.3 コンペアマッチタイマカウンタ（CMCNT） 

CMCNTは 32ビットのレジスタで、各チャネルのアップカウンタとして使用されます。 

コンペアマッチタイマコントロール／ステータスレジスタ（CMCSR）でカウンタ動作を設定します。このため、

コンペアマッチタイマスタートレジスタ（CMSTR）で対応するチャネルの動作を開始する前に、CMCSRの設定

を完了してください。CMSビットで 16ビットカウンタ動作とした場合、本レジスタのビット 15～0ビットが有

効となります。書き込む際には、上位に H'0000を加えた 32ビットで書き込みを行ってください。CMCNTの初期

値は、H'00000000です。 
 

21.2.4 コンペアマッチタイマコンスタントレジスタ（CMCOR） 

CMCORは 32ビットのレジスタで、各チャネルのコンペアマッチタイマカウンタ（CMCNT）とコンペアマッ

チするまでの期間を設定します。 

コンペアマッチタイマコントロール／ステータスレジスタ（CMCSR）の CMSビットで 16ビットカウンタ動作

とした場合、本レジスタのビット 15～0ビットが有効となります。書き込む際には、上位に H'0000を加えた 32

ビットで書き込みを行ってください。オーバフロー検出は本レジスタが H'FFFFFFFFで CMCNTが 0クリアされ

たときに検出されます。CMCORの初期値は、H'FFFFFFFFです。 
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21.3 動作説明 

21.3.1 カウンタ動作 

CMTは、動作対象チャネルの設定後に CMSTRの対象チャネルの STRnビットに 1を書き込むことによってカ

ウンタ動作を開始します。動作開始前にすべての設定を完了してください。フラグビットのクリア以外のレジス

タ変更はしないでください。 

カウンタ動作は 2種類に分類することが可能です。 
 

• ワンショット動作 

CMCSRのCMMビットを0にセットした場合、ワンショット動作となります。CMCNTの値がCMCORの値に

一致すると、CMCNTはH'00000000にクリアされ、CMCSRのCMFビットが1にセットされます。CMCNTはク

リア後、動作を停止します。 

オーバフロー割り込み検出を行いたい場合は、CMCORの値をH'FFFFFFFFとしてください。CMCNTの値が

CMCORの値に一致すると、CMCNTはH'00000000にクリアされ、CMCSRのCMFビットとOVFビットが1にセ

ットされます。 

CMCNT値

CMCOR

CMF＝1
OVF＝1（オーバフロー検出時）

H'00000000

時間

 

図 21.2 カウンタ動作（ワンショット動作時） 
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• フリーラン動作 

CMCSRのCMMビットを1にセットした場合、フリーラン動作となります。CMCNTの値がCMCORの値に一

致すると、CMCNTはH'00000000にクリアされ、CMCSRのCMFビットが1にセットされます。CMCNTはクリ

ア後、カウントアップを再開します。 

オーバフロー割り込み検出を行いたい場合は、CMCORの値をH'FFFFFFFFとしてください。CMCNTの値が

CMCORの値に一致すると、CMCNTはH'00000000にクリアされ、CMCSRのCMFビットとOVFビットが1にセ

ットされます。 

CMCNT値

CMCOR

CMF＝1
OVF＝1（オーバフロー検出時）

H'00000000

時間

 

図 21.3 カウンタ動作（フリーラン動作時） 

 

21.3.2 カウンタサイズ 

本モジュールはカウンタサイズを 16ビットカウンタと 32ビットカウンタで選択可能です。カウンタサイズの

選択は CMCSRの CMSビットで行います。 

16ビットカウンタとして使う場合、CMCORの値は上位に H'0000を加えた 32ビットでセットしてください。

オーバフロー割り込み検出を行うときは、H'0000FFFFとします。 
 

21.3.3 CMCNTカウントタイミング 

本モジュールは CMCNTのカウンタ用クロックに以下を設定することが可能です。 
 

チャネル0～4 周辺クロック0（Pck0） ：1/8、1/32、1/128 

 

カウンタ用クロックは、CMCSRの CKS2～CKS0ビットにより選択します。 

CMCNTは CKS2～CKS0により選択されたクロックの立ち上がりエッジにてインクリメントします。 
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21.3.4 DMA転送要求と CPUへの内部割り込み要求 

CMCSRの CMR1、CMR0ビットにより、コンペアマッチ時に DMA転送要求または CPUへの内部割り込み発

生を選択することができます。 

DMA転送要求は、CMTチャネルによって次の仕様となります。 

1. チャネル0、1は、コンペアマッチ時に1回のDMA転送要求を出します。 

2. チャネル2、3、4は、DMACに設定した転送回数が終了するまで要求を出し続け、転送回数終了後自動的に要

求出力を停止します。 

 

割り込み要求をクリアするためには、CMFビットに 0をセットする必要があります。CMTによる割り込みルー

チン中に CMF＝0とする動作を行ってください。 
 

21.3.5 コンペアマッチフラグのセットタイミング（全チャネル共通） 

CMCORとCMCNTが一致するとコンペアマッチ信号が発生し、CMCSRのCMFビットが 1にセットされます。

コンペアマッチ信号は、一致の最終ステート（CMCNTの値が H'0000に更新されるタイミング）で発生します。

つまり、CMCORと CMCNTの一致後、CMCNTのカウンタ用クロックが入力されないとコンペアマッチ信号は発

生しません。図 21.4に CMFビットのセットタイミングを示します。 

周辺クロック0
（Pck0）

カウンタ用クロック

CMCNT

CMCOR

コンペアマッチ信号
割り込み信号

N＋1
クロック

N 0

N

 

図 21.4 CMFセットタイミング 
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22. リアルタイムクロック（RTC） 

22.1 特長 

本 LSIは、リアルタイムクロック（RTC：Real Time Clock）および RTC用の 32.768kHz水晶発振回路を内蔵し

ています。 
 

• 時計・カレンダ機能（BCD表示）を搭載 

秒、分、時、曜日、日、月、年をカウント 

• 1～64Hzタイマ（バイナリ表示）を搭載 

64HzカウンタレジスタがRTCの分周回路のうち、64Hz～1Hzの状態を示します。 

• スタート／ストップ機能 

• 30秒調整機能 

• アラーム割り込み 

アラーム割り込み条件として、秒、分、時、曜日、日、月、年のいずれと比較するか選択可能 

• 周期割り込み 

割り込み周期として、1/256秒、1/64秒、1/16秒、1/4秒、1/2秒、1秒、2秒周期から選択可能 

• 桁上げ割り込み 

秒カウンタ桁上げ、または64Hzカウンタの読み出し時に64Hzカウンタ桁上げが発生したことを示す桁上げ割

り込み機能 

• うるう年自動補正機能 
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22.1.1 ブロック図 

図 22.1に RTCのブロック図を示します。 

R64CNT

16.384 kHz

32.768 kHz

128 Hz

AT

EXTAL2XTAL2

I
PRI

CUI

RCR1

RCR2

RCR3

RYRCNT

RYRAR

RMONCNTRWKCNTRDAYCNTRHRCNTRMINCNTRSECCNT

RSECAR RMINAR RHRAR RDAYAR RWKAR RMONAR

プリスケーラ

RTC用
水晶発振回路

RTC
動作制御部

カウンタ部
割り込み
制御部

レジスタへ

バスインタフェース

周辺バス

RTCCLK RESET
STBYなど

 

図 22.1 RTCのブロック図 
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22.1.2 端子構成 

表 22.1に RTCの端子構成を示します。 
 

表 22.1 端子構成 

名  称 略称 入出力 機   能 

RTC用水晶発振回路端子 EXTAL2 入力 RTC用発振器に水晶を接続する 

RTC用水晶発振回路端子 XTAL2 出力 RTC用発振器に水晶を接続する 

RTC専用電源端子 VDD-RTC － RTC発振器用電源端子* 

RTC専用 GND端子 Vss-RTC － RTC発振器用 GND端子* 

RTCスタンバイ XRTCSTBI 入力 RTCスタンバイ 

【注】 * RTC用の電源端子は RTCを使用しないときも必ず電源を供給してください。 

 

22.1.3 レジスタ構成 

RTCのレジスタ構成を表 22.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 22.3に示します。 
 

表 22.2 レジスタ構成 

名  称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

64Hzカウンタ R64CNT R H'FFF8 0000 H'1FF8 0000 8 

秒カウンタ RSECCNT R/W H'FFF8 0004 H'1FF8 0004 8 

分カウンタ RMINCNT R/W H'FFF8 0008 H'1FF8 0008 8 

時カウンタ RHRCNT R/W H'FFF8 000C H'1FF8 000C 8 

曜日カウンタ RWKCNT R/W H'FFF8 0010 H'1FF8 0010 8 

日カウンタ RDAYCNT R/W H'FFF8 0014 H'1FF8 0014 8 

月カウンタ RMONCNT R/W H'FFF8 0018 H'1FF8 0018 8 

年カウンタ RYRCNT R/W H'FFF8 001C H'1FF8 001C 16 

秒アラームレジスタ RSECAR R/W H'FFF8 0020 H'1FF8 0020 8 

分アラームレジスタ RMINAR R/W H'FFF8 0024 H'1FF8 0024 8 

時アラームレジスタ RHRAR R/W H'FFF8 0028 H'1FF8 0028 8 

曜日アラームレジスタ RWKAR R/W H'FFF8 002C H'1FF8 002C 8 

日アラームレジスタ RDAYAR R/W H'FFF8 0030 H'1FF8 0030 8 

月アラームレジスタ RMONAR R/W H'FFF8 0034 H'1FF8 0034 8 

RTCコントロールレジスタ 1 RCR1 R/W H'FFF8 0038 H'1FF8 0038 8 

RTCコントロールレジスタ 2 RCR2 R/W H'FFF8 003C H'1FF8 003C 8 

RTCコントロールレジスタ 3 RCR3 R/W H'FFF8 0050 H'1FF8 0050 8 

年アラームレジスタ RYRAR R/W H'FFF8 0054 H'1FF8 0054 16 
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表 22.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名  称 略称 初期値 パワーオン

リセット 

マニュアル

リセット 

スリープ スタンバイ 

64Hzカウンタ R64CNT 不定 カウント カウント カウント カウント 

秒カウンタ RSECCNT 不定 カウント カウント カウント カウント 

分カウンタ RMINCNT 不定 カウント カウント カウント カウント 

時カウンタ RHRCNT 不定 カウント カウント カウント カウント 

曜日カウンタ RWKCNT 不定 カウント カウント カウント カウント 

日カウンタ RDAYCNT 不定 カウント カウント カウント カウント 

月カウンタ RMONCNT 不定 カウント カウント カウント カウント 

年カウンタ RYRCNT 不定 カウント カウント カウント カウント 

秒アラームレジスタ RSECAR 不定*1 初期化*1 保持 保持 保持 

分アラームレジスタ RMINAR 不定*1 初期化*1 保持 保持 保持 

時アラームレジスタ RHRAR 不定*1 初期化*1 保持 保持 保持 

曜日アラームレジスタ RWKAR 不定*1 初期化*1 保持 保持 保持 

日アラームレジスタ RDAYAR 不定*1 初期化*1 保持 保持 保持 

月アラームレジスタ RMONAR 不定*1 初期化*1 保持 保持 保持 

RTCコントロールレジスタ 1 RCR1 H'00*3 初期化 初期化 保持 保持 

RTCコントロールレジスタ 2 RCR2 H'09*4 初期化 初期化*2 保持 保持 

RTCコントロールレジスタ 3 RCR3 H'00 初期化 保持 保持 保持 

年アラームレジスタ RYRAR 不定 保持 保持 保持 保持 

【注】 *1 各レジスタの ENBビットのみが初期化されます。 

 *2 RTCENビットおよび STARTビット以外が初期化されます。 

 *3 CFビット、CRFビット、および AFビットは不定です。 

 *4 PEFビットは不定です。 
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22.2 レジスタの説明 

22.2.1 64Hzカウンタ（R64CNT） 

64Hzカウンタ（R64CNT）は、読み出しのみ可能な 8ビットのレジスタです。RTCの分周回路のうち、64Hz～

1Hzの状態を示します。 

128Hz分周段からの桁上げが発生したときに、このレジスタを読み出すと、RTCコントロールレジスタ 1（RCR1）

のビット 7（CF）が 1にセットされ、桁上げと 64Hzカウンタ読み出しが重なったことを示します。この場合、読

み出した値は有効ではないため、RCR1の CFビットに 0を書き込んでクリアした後、R64CNTを再度読み出す必

要があります。 

RTCコントロールレジスタ 2（RCR2）の RESETビットを 1にセットするか、RCR2の ADJビットを 1にセッ

トすると、RTCの分周回路が初期化され、R64CNTは H'00に初期化されます。 

R64CNTは、パワーオンリセット、マニュアルリセットのいずれでも、初期化されません。 

ビット 7は、読み出しは常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット：

初期値：

R/W：

7 6 5 4 3 0

－ －－－－－－

－

0

RRRRRRR

64Hz32Hz16Hz8Hz4Hz2Hz1Hz

R

2 1

 
 

22.2.2 秒カウンタ（RSECCNT） 

秒カウンタ（RSECCNT）は、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタです。RTCの BCDコード化され

た秒部分の設定・カウント用のカウンタであり、64Hzカウンタの 1秒ごとのキャリ（R64CNT. 1Hzビットの 1→0

への変化）によってカウント動作を行います。 

設定可能範囲は、10進で 00～59です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。また、書き込みの

処理は、RCR2の STARTビットでカウント動作を停止させてから行うか、桁上げフラグを用いて書き込みを行っ

てください。 

RSECCNTは、パワーオンリセット、マニュアルリセットのいずれでも初期化されません。 

ビット 7は、読み出しは常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット：

初期値：

R/W：

7 6 5 4 3 0

－ －－－－－－

－

0

R/WR/WR/WR/WR/WR/W

1秒10秒

R/WR

2 1
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22.2.3 分カウンタ（RMINCNT） 

分カウンタ（RMINCNT）は、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタです。RTCの BCDコード化され

た分部分の設定・カウント用のカウンタであり、秒カウンタの 1分ごとのキャリによってカウント動作を行いま

す。 

設定可能範囲は、10進で 00～59です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。また、書き込みの

処理は、RCR2の STARTビットでカウント動作を停止させてから行うか、桁上げフラグを用いて書き込みを行っ

てください。 

RMINCNTは、パワーオンリセット、マニュアルリセットいずれでも初期化されません。 

ビット 7は、読み出しは常に 0です。書き込みは無効ですが、書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット：

初期値：

R/W：

7 6 5 4 3 0

－ －－－－－－

－

0

R/WR/WR/WR/WR/WR/W

1分10分

R/WR

2 1

 
 

22.2.4 時カウンタ（RHRCNT） 

時カウンタ（RHRCNT）は、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタです。RTCの BCDコード化され

た時部分の設定・カウント用のカウンタであり、分カウンタの 1時間ごとのキャリによってカウント動作を行い

ます。 

設定可能範囲は、10進で 00～23です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。また、書き込みの

処理は、RCR2の STARTビットでカウント動作を停止させてから行うか、桁上げフラグを用いて書き込みを行っ

てください。 

RHRCNTは、パワーオンリセット、マニュアルリセットいずれでも初期化されません。 

ビット 7～6は、読み出しは常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット：

初期値：

R/W：

7 6 5 4 3 0

－ －－－－－0

－

0

R/WR/WR/WR/WR/WR/W

1時間10時間

RR

2 1

－
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22.2.5 曜日カウンタ（RWKCNT） 

曜日カウンタ（RWKCNT）は、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタです。RTCの BCDコード化さ

れた曜日部分の設定・カウント用のカウンタであり、時カウンタの 1日ごとのキャリによってカウント動作を行

います。 

設定可能範囲は、10進で 0～6です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。また、書き込みの処

理は、RCR2の STARTビットでカウント動作を停止させてから行うか、桁上げフラグを用いて書き込みを行って

ください。 

RWKCNTは、パワーオンリセット、マニュアルリセットいずれでも初期化されません。 

ビット 7～3は、読み出しは常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット：

初期値：

R/W：

01234567

－－－00000

曜日のコード－－－－－

R/WR/WR/WRRRRR  
 

曜日のコード 0 1 2 3 4 5 6 

曜日 日 月 火 水 木 金 土 

 

22.2.6 日カウンタ（RDAYCNT） 

日カウンタ（RDAYCNT）は、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタです。RTCの BCDコード化され

た日部分の設定・カウント用のカウンタであり、時カウンタの 1日ごとのキャリによってカウント動作を行いま

す。 

設定可能範囲は、10進で 01～31です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。また、書き込みの

処理は、RCR2の STARTビットでカウント動作を停止させてから行うか、桁上げフラグを用いて書き込みを行っ

てください。 

RDAYCNTは、パワーオンリセット、マニュアルリセットいずれでも初期化されません。 

RDAYCNTの設定可能範囲は、月ごとおよびうるう年によって変化しますので、確認の上、設定してください。

うるう年は年カウンタ（RYRCNT）を西暦として、400、100、4で割り切れるかどうかにより計算されます。 

ビット 7～6は、読み出しは常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

01234567

－－－－－－00

1日10日－－

R/WR/WR/WR/WR/WR/WRR

ビット：

初期値：

R/W：  
 



 

22. リアルタイムクロック（RTC） 

22-8  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

22.2.7 月カウンタ（RMONCNT） 

月カウンタ（RMONCNT）は、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタです。RTCの BCDコード化され

た月部分の設定・カウント用のカウンタであり、日カウンタの月ごとのキャリによってカウント動作を行います。 

設定可能範囲は、10進で 01～12です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。また、書き込みの

処理は、RCR2の STARTビットでカウント動作を停止させてから行うか、桁上げフラグを用いて書き込みを行っ

てください。 

RMONCNTは、パワーオンリセット、マニュアルリセットいずれでも初期化されません。 

ビット 7～5は、読み出しは常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット：

初期値：

R/W：

7 6 5 4 3 0

1月10月－－－

－－－－－000

R/WR/WR/WR/WR/WRRR

2 1

 
 

22.2.8 年カウンタ（RYRCNT） 

年カウンタ（RYRCNT）は、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタです。RTCの BCDコード化され

た年部分の設定・カウント用のカウンタであり、月カウンタの 1年ごとのキャリによって、カウント動作を行い

ます。 

設定可能範囲は、10進で 0000～9999です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。また、書き込

みの処理は、RCR2の STARTビットでカウント動作を停止させてから行うか、桁上げフラグを用いて書き込みを

行ってください。 

RYRCNTは、パワーオンリセット、マニュアルリセットいずれでも初期化されません。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

15 14 13 12 11 810 9 7 6 5 4 3 0

－－－－－－－－－－－－－－

1年10年100年1000年

－－

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

2 1
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22.2.9 秒アラームレジスタ（RSECAR） 

秒アラームレジスタ（RSECAR）は、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタであり、RTCの BCDコー

ド化された秒部分のカウンタ RSECCNTに対応するアラームレジスタです。ENBビットが 1にセットされている

と、RSECCNTの値と比較を行います。アラームレジスタ（RSECAR、RMINAR、RHRAR、RWKAR、RDAYAR、

RMONAR）のうち、ENBビットが 1にセットされているもののみ、カウンタとアラームレジスタの比較を行い、

各々がすべて一致するとき、RCR1のアラームフラグが 1にセットされます。 

設定可能範囲は、10進で 00～59＋ENBビットであり、それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。 

RSECARの ENBビットは、パワーオンリセットで 0に初期化されます。RSECARの残りのフィールドは、パワ

ーオンリセット、マニュアルリセットいずれでも初期化されません。 
 

ビット：

初期値：

R/W：

7 6 5 4 3 0

－ －－－－－－

ENB

0

R/WR/WR/WR/WR/WR/W

1秒10秒

R/WR/W

2 1

 
 

22.2.10 分アラームレジスタ（RMINAR） 

分アラームレジスタ（RMINAR）は、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタであり、RTCの BCDコー

ド化された分部分のカウンタ RMINCNTに対応するアラームレジスタです。ENBビットが 1にセットされている

と、RMINCNTの値と比較を行います。アラームレジスタ（RSECAR、RMINAR、RHRAR、RWKAR、RDAYAR、

RMONAR）のうち、ENBビットが 1にセットされているもののみ、カウンタとアラームレジスタの比較を行い、

各々がすべて一致するとき、RCR1のアラームフラグが 1にセットされます。 

設定可能範囲は、10進で 00～59＋ENBビットであり、それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。 

RMINARの ENBビットは、パワーオンリセットで初期化されます。RMINARの残りのフィールドは、パワー

オンリセット、マニュアルリセットいずれでも初期化されません。 
 

ビット：

初期値：

R/W：

7 6 5 4 3 0

－ －－－－－－

ENB

0

R/WR/WR/WR/WR/WR/W

1分10分

R/WR/W

2 1
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22.2.11 時アラームレジスタ（RHRAR） 

時アラームレジスタ（RHRAR）は、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタであり、RTCの BCDコー

ド化された時部分のカウンタRHRCNTに対応するアラームレジスタです。ENBビットが 1にセットされていると、

RHRCNTの値と比較を行います。アラームレジスタ（RSECAR、RMINAR、RHRAR、RWKAR、RDAYAR、RMONAR）

のうち、ENBビットが 1にセットされているもののみ、カウンタとアラームレジスタの比較を行い、各々がすべ

て一致するとき、RCR1のアラームフラグが 1にセットされます。 

設定可能範囲は、10進で 00～23＋ENBビットであり、それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。 

RHRARの ENBビットは、パワーオンリセットで初期化されます。RHRARの残りのフィールドは、パワーオ

ンリセット、マニュアルリセットいずれでも初期化されません。 

ビット 6は、読み出しは常に 0です。書き込みは無効ですが、書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット：

初期値：

R/W：

7 6 5 4 3 0

－ －－－－－0

ENB

0

R/WR/WR/WR/WR/WR/W

1時間10時間

RR/W

2 1

－

 
 

22.2.12 曜日アラームレジスタ（RWKAR） 

曜日アラームレジスタ（RWKAR）は、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタであり、RTCの BCDコ

ード化された曜日部分のカウンタ RWKCNTに対応するアラームレジスタです。ENBビットが 1にセットされて

いると、RWKCNTの値と比較を行います。アラームレジスタ（RSECAR、RMINAR、RHRAR、RWKAR、RDAYAR、

RMONAR）のうち、ENBビットが 1にセットされているもののみ、カウンタとアラームレジスタの比較を行い、

各々がすべて一致するとき、RCR1のアラームフラグが 1にセットされます。 

設定可能範囲は、10進で 0～6＋ENBビットであり、それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。 

RWKARの ENBビットは、パワーオンリセットで初期化されます。RWKARの残りのフィールドは、パワーオ

ンリセット、マニュアルリセットいずれでも初期化されません。 

ビット 6～3は、読み出しは常に 0です。書き込みは無効ですが、書き込む値も常に 0にしてください。 
 

01234567

－－－00000

曜日のコード－－－ENB

R/WR/WR/WRRRRR/W

－

ビット：

初期値：

R/W：  
 

曜日のコード 0 1 2 3 4 5 6 

曜日 日 月 火 水 木 金 土 
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22.2.13 日アラームレジスタ（RDAYAR） 

日アラームレジスタ（RDAYAR）は、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタであり、RTCの BCDコ

ード化された日部分のカウンタ RDAYCNTに対応するアラームレジスタです。ENBビットが 1にセットされてい

ると、RDAYCNTの値と比較を行います。アラームレジスタ（RSECAR、RMINAR、RHRAR、RWKAR、RDAYAR、

RMONAR）のうち、ENBビットが 1にセットされているもののみ、カウンタとアラームレジスタの比較を行い、

各々がすべて一致するとき、RCR1のアラームフラグが 1にセットされます。 

設定可能範囲は、10進で 01～31＋ENBビットであり、それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。 

RDAYARの ENBビットは、パワーオンリセットで初期化されます。RDAYARの残りのフィールドは、パワー

オンリセット、マニュアルリセットいずれでも初期化されません。 

ビット 6は、読み出しは常に 0です。書き込みは無効ですが、書き込む値も常に 0にしてください。 
 

01234567

－－－－－－00

1日10日－ENB

R/WR/WR/WR/WR/WR/WRR/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 

22.2.14 月アラームレジスタ（RMONAR） 

月アラームレジスタ（RMONAR）は、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタであり、RTCの BCDコ

ード化された月部分のカウンタ RMONCNTに対応するアラームレジスタです。ENBビットが 1にセットされてい

ると、RMONCNTの値と比較を行います。アラームレジスタ（RSECAR、RMINAR、RHRAR、RWKAR、RDAYAR、

RMONAR）のうち、ENBビットが 1にセットされているもののみ、カウンタとアラームレジスタの比較を行い、

各々がすべて一致するとき、RCR1のアラームフラグが 1にセットされます。 

設定可能範囲は、10進で 01～12＋ENBビットであり、それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。 

RMONARの ENBビットは、パワーオンリセットで初期化されます。RMONARの残りのフィールドは、パワー

オンリセット、マニュアルリセットいずれでも初期化されません。 

ビット 6、5は、読み出しは常に 0です。書き込みは無効ですが、書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット：

初期値：

R/W：

7 6 5 4 3 0

1月10月－－ENB

－－－－－000

R/WR/WR/WR/WR/WRRR/W

2 1
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22.2.15 年アラームレジスタ（RYRAR） 

年アラームレジスタ（RYRAR）は、読み出し／書き込み可能なレジスタであり、RTCの BCDコード化された

年部分のカウンタRYRCNTに対応するアラームレジスタです。RCR3のYENBビットが 1にセットされていると、

RYRCNTの値と RYRARの値の比較を行います。アラームレジスタ RSECAR、RMINAR、RHRAR、RWKAR、

RDAYAR、RMONAR）のうち、ENBビットおよび YENBビットが 1にセットされているもののみ、カウンタと

アラームレジスタの比較を行い、各々がすべて一致するとき、RCR1のアラームフラグが 1にセットされます。 

RYRARの設定可能範囲は、10進で 0000～9999であり、それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。 

RYRARはパワーオンリセット、マニュアルリセットいずれでも初期化されません。 

 
ビット：

初期値：

R/W：

15 14 13 12 11 810 9 7 6 5 4 3 0

－－－－－－－－－－－－－－

1年10年100年1000年

－－

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

2 1
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22.2.16 RTCコントロールレジスタ 1（RCR1） 

RTCコントロールレジスタ 1（RCR1）は、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタであり、桁上げおよ

びアラームフラグに関するレジスタです。また、各々のフラグについて、割り込みを発生するかどうか選択でき

ます。 

CIEビットおよび AIEビットはパワーオンリセットおよびマニュアルリセットで 0に初期化されます。CIEビ

ットと AIEビット以外のビットは不定です。 
 

01234567

－－－00－－－

AFCRF－AIECIE－－CF

R/WRRR/WR/WRRR/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 CF 不定 R/W 桁上げフラグ 

このフラグが 1にセットされた場合、秒カウンタの桁上げまたは、64Hz

カウンタ読み出し時に 64Hzカウンタ桁上げが発生したことを示し、この

時点で読み出したカウントレジスタの値は、保証されません。再度の読み

出しが必要です。 

0：秒カウンタ桁上げおよび 64Hzカウンタ読み出し時の 64Hzカウンタ

桁上げなし 

［クリア条件］CFに 0を書き込んだとき 

1：秒カウンタ桁上げまたは 64Hzカウンタ読み出し時の 64Hzカウンタ

桁上げあり 

［セット条件］ 

• 秒カウンタ桁上げ 

• 64Hzカウンタ読み出し時の 64Hzカウンタ桁上げあり 

• CFに 1を書き込んだとき 

6、5 – 不定 R リザーブビット 

読み出すと不定値が読み出されます。書き込みは無効ですが、書き込む値

は常に 0にしてください。 

4 CIE 0 R/W 桁上げ割り込みイネーブルフラグ（CIE） 

桁上げフラグ（CF）が 1にセットされているとき、割り込み発生を許可す

るビットです。 

0：桁上げ割り込みを発生させない  

1：桁上げ割り込みを発生させる 

3 AIE 0 R/W アラーム割り込みイネーブルフラグ（AIE） 

アラームフラグ（AF）が 1にセットされているとき、割り込み発生を許可

するビットです。 

0：アラーム割り込みを発生させない 

1：アラーム割り込みを発生させる 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 － 不定 R リザーブビット 

読み出すと不定値が読み出されます。書き込みは無効ですが、書き込む値

は常に 0にしてください。 

1 CRF 不定 R 桁上げ準備フラグ（CRF）  

64Hzカウンタの 1Hzビットの 1→0への変化から秒カウンタが桁上げされ

るまでの桁上げ準備期間に 1にセットされるフラグです。書き込みは無効

ですが、書き込む値も常に 0にしてください。 

0：桁上げ準備期間でない 

［クリア条件］ 

64Hzカウンタレジスタの 1Hzビットの 1→0への変化からから秒カウ 

ンタが桁上げされるまでの桁上げ準備期間でないとき 

1：桁上げ準備期間中 

［セット条件］ 

64Hzカウンタレジスタの 1Hzビットの 1→0への変化から秒カウンタ 

が桁上げされるまでの桁上げ準備期間中のとき 

0 AF 不定 R/W アラームフラグ（AF） 

アラームレジスタ（RSECAR、RMINAR、RHRAR、RWKAR、RDAYAR、

RMONAR）で設定したアラーム時刻（ENBビットを 1に設定したレジス

タのみ）とカウンタが一致したときに 1にセットされるフラグです。 

0：アラームレジスタとカウンタは不一致 

［クリア条件］ 

AFに 0を書き込んだとき 

1：アラームレジスタとカウンタが一致* 

［セット条件］ 

アラームレジスタ（ENB ビットを 1に設定したレジスタのみ）とカウン

タが一致したとき 

【注】* 1を書き込むと、元の値が保持されます。 
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22.2.17 RTCコントロールレジスタ 2（RCR2） 

RTCコントロールレジスタ 2（RCR2）は、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタであり、周期割り込

み制御、30秒調整、分周回路 RESET、RTCカウント制御に関するレジスタです。 

パワーオンリセットで H'09に初期化されますが、PEFビットは不定です。マニュアルリセット時には、RTCEN

ビットおよび STARTビット以外が初期化され、 PEFビットは不定です。  
 

01234567

1001000

STARTRESETADJRTCENPES[2:0]PEF

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

－

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PEF 不定 R/W 周期割り込みフラグ 

PESビットで設定された周期で割り込み発生を示すフラグです。このフラ

グが 1にセットされた場合、周期割り込みを発生します。 

0：PESビットで設定された周期で割り込み発生なし 

［クリア条件］ 

PEFに 0を書き込んだとき 

1：PESビットで設定された周期で割り込み発生あり 

［セット条件］ 

PESビットで設定された周期で割り込みが発生したとき、または PEF

に 1を書き込んだとき 

6～4 PES すべて 0 R/W 周期割り込みイネーブルフラグ 

周期割り込みの周期を設定します。 

000：周期割り込み発生なし 

001：周期割り込み発生の周期を 1/256秒にする 

010：周期割り込み発生の周期を 1/64秒にする 

011：周期割り込み発生の周期を 1/16秒にする 

100：周期割り込み発生の周期を 1/4秒にする 

101：周期割り込み発生の周期を 1/2秒にする 

110：周期割り込み発生の周期を 1秒にする 

111：周期割り込み発生の周期を 2秒にする 

3 RTCEN 1 R/W 発振器有効 

RTC用水晶発振回路の動作を制御します。 

0：RTC用水晶発振回路を停止させる 

1：RTC用水晶発振回路を動作させる 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 ADJ 0 R/W 30秒調整 

30秒調整用であり、1が書き込まれることによって、29秒以前は 00秒に

切り捨て、30秒以降は 1分に桁上げします。このとき、分周回路（RTC

プリスケーラおよび R64CNT）も同時にリセットされます。なお、このビ

ットからの読み出しは常に 0が読み出されます。 

0：通常の時計動作 

1：30秒の調整を行う 

1 RESET 0 R/W リセット 

1を書き込むことによって、分周回路が初期化されます。なお、1が書き込

まれた場合、分周回路（RTCプリスケーラおよび R64CNT）はリセットさ

れ、自動的にこの RESETビットは 0になりますので、特に 0を書き込む

必要はありません。 

0 START 1 R/W STARTビット 

カウンタ（時計）動作を停止させたり、再起動をかけるビットです。 

0：秒、分、時、日、曜日、月、年カウンタは停止* 

1：秒、分、時、日、曜日、月、年カウンタは通常動作* 

【注】* 64Hzカウンタは RTCENビットで停止させない限り動作します。 

 

22.2.18 RTCコントロールレジスタ 3（RCR3） 

RTCコントロールレジスタ 3（RCR3）は、読み出し／書き込み可能なレジスタであり、RTCの BCDコード化

された年部分のカウンタ RYRCNTに対応するアラームを使用許可/禁止できるレジスタです。RCR3の YENBビッ

トが 1にセットされていると、RYRCNTの値と RYRARの値の比較を行います。 

RCR3はパワーオンリセットで初期化されます。 

RCR3のビット 6～0は、読み出しは常に 0です。書き込みは無効ですが、書き込む値も常に 0にしてください。 
 

01234567

0000000－

－－－－－－－YENB

RRRRRRRR/W

ビット：

初期値：

R/W：  
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22.3 動作説明 

RTCの使用例を示します。 

22.3.1 時刻設定手順 

図 22.2に時刻設定手順例を示します。 

時計停止
分周回路リセット

秒／分／時間／日／曜日／月／
年を設定

時計動作開始

(a)  時計を停止させて時刻を設定する方法

(b)  時計を動作させたまま、時刻を設定する方法

RCR2.RESETを1にセット
RCR2.STARTを0にクリア

順序不問

RCR2.STARTを1にセット

RCR1.CFを0にクリア
（アラームフラグをクリアしない
ようにRCR.AFは1を書き込む）

RYRCNTからRSECCNTの順に
セット

RCR1レジスタを読み出し
CFビットをチェック

桁上げフラグクリア

カウンタレジスタ書き込み

桁上げフラグ＝1

No

Yes

 

図 22.2 時刻設定手順例 

時計を停止させて時刻を設定する方法例を図 22.2（a）に示します。プログラムが容易であり、秒～年カウンタ

の全体を設定する場合に有効です。 

時計を動作させたまま、時刻を設定する方法例を図 22.2（b）に示します。秒～年カウンタの一部（例えば、秒

データや時間データのみ）を書き換える場合に有効です。書き込み中に桁上げがあると、書き込みデータが自動

的に更新され、設定データに誤差が発生するので、桁上げフラグを使って書き込み状態をチェックします。桁上

げフラグ（RCR1.CF）が 1にセットされている場合は、再度書き込みを行います。 

桁上げフラグの判断に割り込み機能を使用することもできます。 
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22.3.2 時刻読み出し手順 

図 22.3に時刻読み出し手順例を示します。 

(a) 割り込みを使用しないで時刻を読み出す方法

(b) 割り込みを使用して時刻を読み出す方法

RCR1.CFを0にクリア
（アラームフラグをクリアしないように
RCR1.AFは1を書き込む）

RCR1.CIEを0にクリア

RCR1.CFを0にクリア
（アラームフラグをクリアしないように
RCR1.AFは1を書き込む）

RCR1.CIEを1にセット

RCR1.CIEを0にクリア

RCR1レジスタを読み出し
CFビットをチェック

RCR1レジスタを読み出し
CRFビットをチェック

RCR1レジスタを読み出し
CRFビットをチェック

RCR1レジスタを読み出し
CFビットをチェック

桁上げフラグクリア

カウンタレジスタ読み出し

桁上げ割り込みディスエーブル

桁上げフラグクリア

桁上げ割り込みイネーブル

割り込み

発生せず

【注】 *

発生

桁上げフラグクリア

桁上げ割り込みディスエーブル

カウンタレジスタ読み出し

桁上げフラグ＝1

桁上げ準備フラグ＝1

No

No

Yes

Yes

読み出した秒カウンタレジスタの
値に1（秒）を加える*

桁上げ準備フラグ＝1

No

Yes

読み出した秒カウンタレジスタの
値に1（秒）を加える*

秒カウンタを読み出した値がH'59の場合、秒カウンタを読み出した値をH'00に変更し、
分カウンタを読み出した値に1を加える桁上げ処理が必要になります。分、時、曜日、日、
月、年カウンタについても桁上げ処理が必要な場合があります。

 

図 22.3 時刻読み出し手順例 
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時刻読み出し中に桁上げが起こると、正しい時刻が得られないため、再度読み出す必要があります。また、桁

上げ準備期間中（RCR1.CRFが 1の時）に時刻を読み出した場合も正しい時刻が得られないため、読み出した時

刻に 1秒を加える処理が必要になります。割り込みを使用しない方法例を図 22.3（a）に、桁上げ割り込みを使用

する方法例を図 22.3（b）に示します。通常、プログラムを容易にするために、割り込みを使用しない方法を利用

します。 
 

22.3.3 アラーム機能 

図 22.4にアラーム機能の使用例を示します。 

アラーム時刻監視
（割り込みを待つ、または
アラームフラグチェック）

時計動作中

アラーム割り込みディスエーブル

アラーム時刻設定

アラームフラグクリア

アラーム割り込みイネーブル

誤割り込みを避けるために、
RCR1.AIEを0にクリア

アラーム時刻設定中にフラグが設定
されたことを考慮して必ずリセットする

RCR1.AIEを1にセット

 

図 22.4 アラーム機能の使用例 

アラームは、秒、分、時、曜日、日、月、年のいずれか、あるいは組み合わせで発生させることができます。

アラームの対象とするアラームレジスタの ENBビットに 1を書き込み、下位ビットにアラーム時刻を設定します。

アラームの対象外のレジスタは ENBビットに 0を書き込みます。 

カウンタとアラーム時刻が一致した場合、RCR1.AFに 1がセットされます。アラームの検出は、このビットを

読み出すことにより確認できますが、通常は割り込みで行います。RCR1.AIEに 1が書き込まれている場合、アラ

ーム時にアラーム割り込みが発生し、アラームを検出することができます。 
 



 

22. リアルタイムクロック（RTC） 

22-20  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

22.4 割り込み 
RTCの割り込み要因は、アラーム割り込み、周期割り込みおよび桁上げ割り込みです。 

RCR1のアラームフラグビット（AF）が 1にセットされ、アラーム割り込みイネーブルビット（AIE）が 1にセ

ットされているとき、アラーム割り込み要求（ATI）を発生します。 

RCR2の周期割り込みイネーブルビット（PES2～PES0）が 000以外にセットされ、かつ周期割り込みフラグ（PEF）

が 1にセットされた場合、周期割り込み要求（PRI）を発生します。 

RCR1の桁上げフラグビット（CF）が 1にセットされ、桁上げ割り込みイネーブルビット（CIE）が 1にセット

されているとき、桁上げ割り込み要求（CUI）を発生します。 
 

22.5 使用上の注意 

22.5.1 レジスタの初期設定について 

電源投入後、RCR1レジスタ設定後、分周回路をリセット（RCR2.RESETに 1をセット）し、全レジスタを初

期設定してください。 

 

22.5.2 水晶発振回路 

水晶発振回路の各定数（推奨値）を表 22.4に、RTC用水晶発振回路を図 22.5に示します。 

 

表 22.4 水晶発振回路の定数（推奨値） 

fosc Cin Cout 

32.768kHz 10～22pF 10～22pF 
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EXTAL2 XTAL2

XTAL

Cin Cout

Rf

RD

ノイズ
フィルタ

【注】 1.

2.
3.

4.

5.

6.

7.

CRTC

RRTC

3.3V

VDD-RTC VSS-RTC

本LSI

周波数調整用の可変コンデンサは、調整範囲、安定度などの要求からCin側かCout側の一方に決め
ます。
内蔵の抵抗値Rf（Typ値）＝10MΩ、RD（Typ値）＝400kΩ
Cin、Cout値は、配線による浮遊容量を含めた値です。ベタアース基板を使用する場合にはご注意
ください。
水晶発振の発振安定時間は、実装回路の定数、浮遊容量等により異なるため、水晶振動子メーカ
と十分ご相談の上、決定してください。
水晶振動子および負荷容量Cin、Coutは、できるだけLSIの近くに配置してください（EXTAL2、
XTAL2端子に外部からのノイズが誘導されると、正しい発振ができなくなる恐れがあります）。
水晶振動子接続端子（EXTAL2、XTAL2）は、GNDを除く他の電源線あるいは信号線からできる
だけ離して配線するようにしてください。
RTC電源にノイズフィルタを挿入してください。

 

図 22.5 水晶発振回路接続例 
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22.5.3 割り込みの発生順について 

アラーム割り込み、周期割り込み、桁上げ割り込みで、複数の割り込み発生条件が重なった時、RTCは図 22.6

に示すようなタイミングで割り込み要求信号を発生します。 

Pck
（50MHz）

n n+1

H'7F H'00

EXTAL2
（32.768kHz）

TCLK
（16.384kHz）

RSECCNT[7:0]
（秒カウンタ
レジスタ）

R64CNT[7:0]
（64Hzカウンタ
レジスタ）

EXTAL2 4クロック 桁上げ準備期間

RCR2.PEF
周期割り込みフラグ
（割り込み要求信号）

RCR1.CF
桁上げフラグ
（割り込み要求信号）

RCR1.AF
アラームフラグ
（割り込み要求信号）

Pck 6～8クロック Pck 4～6クロック

Pck 2クロック

桁上げ、周期、アラーム割り込み条件の発生タイミング

 

図 22.6 3種類（周期、桁上げ、アラーム）の割込み発生条件が重なった場合の 

各種割り込み要求信号の発生タイミング 
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23. ギガビットイーサネットコントローラ（GETHER） 

本 LSIは、イーサネットあるいは IEEE802.3のMAC（Media Access Control）層規格に準拠したギガビットイー

サネットコントローラ（GETHER）を内蔵しています。GETHERは、同規格に合致する物理層 LSI（PHY-LSI）と

接続することにより、イーサネット／IEEE802.3フレームの送受信を行うことができます。本 LSI内蔵のイーサネ

ットコントローラはMAC層インタフェースを 2系統（以後、0系、1系と表記します）内蔵しており、それぞれ

独立に送信および受信動作をさせることができます。 

GETHERは、専用のダイレクトメモリアクセスコントローラ（E-DMAC）を内蔵しており、送受信するイーサ

ネットフレームデータを、メモリ上の送受信バッファとの間で高速に転送することが可能です。 

また、GETHERは、転送処理を制御する TSU（Transfer Switching Unit）を内蔵し、0系および 1系間のMAC層

コントローラ間で相互にデータを転送することができます。 

23.1 特長 

• MAC（Media Access Control）機能 

データフレームの組み立て／分解（IEEE802.3, 2000Edition準拠フレーム形式） 

 10Mbps、100Mbps、および1000Mbps転送に対応 

 全二重モードおよび半二重モード対応 

2チャネル内蔵（GETHER0、GETHER1） 

IEEE802.3x準拠のフロー制御が可能 

 3種のIEEE802.3準拠PHYインタフェースをサポート 

 GMII（Gigabit Media Independent Interface） 

 MII（Media Independent Interface） 

 RMII（Reduced Media Independent interface） 

上位プロトコルサポート（サムチェック）機能 

• チャネル間転送用スイッチングユニット搭載（転送用FIFO：6Kバイト） 

• E-DMAC（イーサネットコントローラダイレクトメモリアクセスコントローラ）機能 

GETHERと外部／内部メモリ間転送可能 

4チャネル内蔵 

32バイトバースト転送可能 

1フレーム／1ディスクリプタ、1フレーム／複数ディスクリプタ方式（マルチバッファ）対応可能 

転送データ幅：32ビット 

送受信FIFO搭載（送信用：2Kバイト、受信用：8Kバイト） 
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図23.1にGETHERの構成を示します。 

E-MAC-0

転送処理

TSU

CAM制御

ディスクリプタアクセス
DMA転送処理

送信処理部受信処理部

E-MAC-1

PHY-1

E-DMAC0 E-DMAC1

PHYインタフェース

（0系） （1系）

GMII/MII
RMII変換

転送FIFO
(1系→0系

転送FIFO
(0系→1系)

送信FIFO
(1系)

送信FIFO
(0系)

受信FIFO
(1系)

受信FIFO
(0系)

CAMエントリ
テーブル

送信処理部受信処理部

PHYインタフェース

GMII/MII
RMII変換

RMII GMII/MII

ディスクリプタアクセス

DMA転送処理

CAM制御
転送処理

RMII GMII/MII

PHY-0

GETHER

SuperHyway（SHwy）ブリッジバス

 

図 23.1 GETHERの構成 
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23.2 入出力端子 
GETHERの端子構成を表 23.1に示します。 

 

表 23.1 端子構成 

名  称 系 記号 入出力 機   能 

送信クロック 0 ET0_TX-CLK 入力 ET0_TX-EN、ET0_ETXD3～ET0_ETXD0、ET0_TX-ER

のタイミング参照信号 

送信イネーブル  ET0_TX-EN 出力 ET0_ETXD3～ET0_ETXD0上に送信データが準備でき

たことを示す信号 

MII/GMII送信データ  ET0_ETXD3～

ET0_ETXD0 

出力 MIIの4ビットあるいはGMIIの下位 4ビットの送信デー

タ 

GMII送信データ  GET0_ETXD7～

GET0_ETXD4 

出力 GMIIの上位 4ビットの送信データ 

衝突検出  ET0_COL 入力 衝突検出信号 

送信エラー  ET0_TX-ER 出力 送信中のエラーを PHY-LSIに通知 

受信クロック  ET0_RX-CLK 入力 ET0_RX-DV、ET0_ERXD3～ET0_ERXD0、ET0_RX-ER

のタイミング参照信号 

受信データ有効  ET0_RX-DV 入力 有効な受信データが ET0_ERXD3～ET0_ERXD0上にあ

ることを示す信号 

MII/GMII受信データ  ET0_ERXD3～

ET0_ERXD0 

入力 MIIおよび GMIIの下位 4ビットの受信データ（MIIおよ

び GMII) 

GMII受信データ  GET0_ERXD7～

GET0_ERXD4 

入力 GMIIの上位 4ビットの受信データ 

受信エラー  ET0_RX-ER 入力 データ受信中に発生したエラー状態を認識 

キャリア検出  ET0_CRS 入力 キャリア検出信号 

管理用データクロック  ET0_MDC 出力 ET0_MDIOによる情報転送用の参照クロック信号 

管理用データ入出力  ET0_MDIO 入出力 STAと PHYとの間で管理情報を交換するための双方向

信号 

RMII管理用データクロック  RMII0_MDC 出力 RMIIモード時、RMII0_MDIOによる情報転送用の参照ク

ロック信号 

RMII管理用データ入出力  RMII0_MDIO 入出力 RMIIモード時、STAと PHYとの間で管理情報を交換す

るための双方向信号 

RMII管理用データクロック

(ミラー0端子) 

 RMII0M0_MDC 出力 RMIIモード時、RMII0M0_MDIOによる情報転送用の参

照クロック信号（ミラー0端子） 

RMII管理用データ入出力

（ミラー0端子） 

 RMII0M0_MDIO 入出力 RMIIモード時、STAと PHYとの間で管理情報を交換す

るための双方向信号（ミラー0端子） 

RMII管理用データクロック

(ミラー1端子) 

 RMII0M1_MDC 出力 RMIIモード時、RMII0M1_MDIOによる情報転送用の参

照クロック信号（ミラー1端子） 

RMII管理用データ入出力

（ミラー1端子） 

 RMII0M1_MDIO 入出力 RMIIモード時、STAと PHYとの間で管理情報を交換す

るための双方向信号（ミラー1端子） 
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名  称 系 記号 入出力 機   能 

リンクステータス 0 ET0_LINKSTA 入力 PHY-LSIからのリンク状態入力 

ウェイク・オン・ラン  ET0_WOL 出力 Magic Packet受信を示す信号 

PHY割り込み  ET0_PHY-INT 入力 PHYからの割り込み信号 

GMII送信クロック  GET0_GTX-CLK 出力 GMIIモード時、送信信号タイミング参照信号 

RMIIキャリア検出  RMII0_CRS_DV 入力 RMIIモード時、キャリア検出信号 

RMII受信エラー  RMII0_RX_ER 入力 RMIIモード時のデータ受信中に発生したエラー状態を

認識 

RMII受信データ  RMII0_RXD0 入力 RMIIモード時、2ビットの受信データ 

RMII受信データ  RMII0_RXD1 入力 RMIIモード時、2ビットの受信データ 

RMII送信イネーブル  RMII0_TXD_EN 出力 RMIIモード時、RMII0_TXD0～1に送信データが準備で

きたことを示す信号 

RMII送信データ  RMII0_TXD0 出力 RMIIモード時、2ビットの送信データ 

RMII送信データ  RMII0_TXD1 出力 RMIIモード時、2ビットの送信データ 

送信クロック 1 ET1_TX-CLK 入力 ET1_TX-EN、ET1_ETXD3～ET1_ETXD0、ET1_TX-ER

のタイミング参照信号 

受信クロック  ET1_RX-CLK 入力 ET1_RX-DV、ET1_ERXD3～ET1_ERXD0、ET1_RX-ER

のタイミング参照信号 

送信イネーブル  ET1_TX-EN 出力 ET1_ETXD3～ET1_ETXD0上に送信データが準備でき

たことを示す信号 

MII/GMII送信データ  ET1_ETXD3～

ET1_ETXD0 

出力 MIIの 4ビットあるいはGMIIの下位 4ビットの送信デー

タ 

GMII送信データ  GET1_ETXD7～

GET1_ETXD4 

出力 GMIIの上位 4ビットの送信データ 

送信エラー  ET1_TX-ER 出力 送信中のエラーを PHY-LSIに通知 

受信データ有効  ET1_RX-DV 入力 有効な受信データが ET1_ERXD3～ET1_ERXD0上にあ

ることを示す信号 

MII/GMII受信データ  ET1_ERXD3～

ET1_ERXD0 

入力 MIIおよび GMIIの下位 4ビットの受信データ（MIIおよ

び GMII） 

GMII受信データ  GET1_ERXD7～

GET1_ERXD4 

入力 GMIIの上位 4ビットの受信データ 

受信エラー  ET1_RX-ER 入力 データ受信中に発生したエラー状態を認識 

キャリア検出  ET1_CRS 入力 キャリア検出信号 

衝突検出  ET1_COL 入力 衝突検出信号 

管理用データクロック  ET1_MDC 出力 ET1_MDIOによる情報転送用の参照クロック信号 

管理用データ入出力  ET1_MDIO 入出力 STAと PHYとの間で管理情報を交換するための双方向

信号 

RMII管理用データクロック  RMII1_MDC 出力 RMIIモード時、RMII1_MDIOによる情報転送用の参照ク

ロック信号 
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名  称 系 記号 入出力 機   能 

RMII管理用データ入出力 RMII1_MDIO 入出力 RMIIモード時、STAと PHYとの間で管理情報を交換する

ための双方向信号 

リンクステータス ET1_LINKSTA 入力 PHY-LSIからのリンク状態入力 

ウェイク・オン・ラン ET1_WOL 出力 Magic Packet受信を示す信号 

PHY割り込み ET1_PHY-INT 入力 PHYからの割り込み信号 

GMII送信クロック GET1_GTX-CLK 出力 GMIIモード時、送信信号タイミング参照信号 

RMIIキャリア検出 RMII1_CRS_DV 入力 RMIIモード時、キャリア検出信号 

RMII受信エラー RMII1_RX_ER 入力 RMIIモード時のデータ受信中に発生したエラー状態を認

識 

RMII受信データ RMII1_RXD0 入力 RMIIモード時、2ビットの受信データ 

RMII受信データ RMII1_RXD1 入力 RMIIモード時、2ビットの受信データ 

RMII送信イネーブル RMII1_TXD_EN 出力 RMIIモード時、TXD0～1に送信データが準備できたこと

を示す信号 

RMII送信データ RMII1_TXD0 出力 RMIIモード時、2ビットの送信データ 

RMII送信データ RMII1_TXD1 出力 RMIIモード時、2ビットの送信データ 

RMIIキャリア検出 

（ミラー端子） 

RMII1M_CRS_DV 入力 RMIIモード時、キャリア検出信号（ミラー端子） 

RMII受信エラー 

（ミラー端子） 

RMII1M_RX_ER 入力 RMIIモード時のデータ受信中に発生したエラー状態を認

識（ミラー端子） 

RMII受信データ 

（ミラー端子） 

RMII1M_RXD0 入力 RMIIモード時、2ビットの受信データ（ミラー端子） 

RMII受信データ 

（ミラー端子） 

RMII1M_RXD1 入力 RMIIモード時、2ビットの受信データ（ミラー端子） 

RMII送信イネーブル 

（ミラー端子） 

RMII1M_TXD_EN 出力 RMIIモード時、TXD0～1に送信データが準備できたこと

を示す信号（ミラー端子） 

RMII送信データ 

（ミラー端子） 

RMII1M_TXD0 出力 RMIIモード時、2ビットの送信データ（ミラー端子） 

RMII送信データ 

（ミラー端子） 

1

RMII1M_TXD1 出力 RMIIモード時、2ビットの送信データ（ミラー端子） 

125MHz基準クロック REF125CK 入力 GMIIモード時送信クロック生成信号 

50MHz基準クロック 

共

通 REF50CK 入力 RMIIモード時の送受信信号タイミング参照信号 

【注】 * EEE802.3u準拠のMII信号 
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23.3 レジスタの説明 
GETHERのレジスタ構成を表 23.2に示します。また各処理状態におけるレジスタの状態を表 23.3に示します。

CANエントリテーブル関連のレジスタを除く各レジスタ略号の末尾の数字は、2つのイーサネットインタフェー

スポートの番号（0系または 1系の別）を表します。本文中では、レジスタ略号中の番号の記載を一部省略してい

ます。 
 

表 23.2 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

ソフトウェアリセットレジスタ ARSTR R/W H'FEE0 1800 H'1EE0 1800 32 

E-MACモードレジスタ ECMR0 R/W H'FEE0 0500 H'1EE0 0500 32 

E-MACステータスレジスタ ECSR0 R/W H'FEE0 0510 H'1EE0 0510 32 

E-MAC割り込み許可レジスタ ECSIPR0 R/W H'FEE0 0518 H'1EE0 0518 32 

PHY部インタフェースレジスタ PIR0 R/W H'FEE0 0520 H'1EE0 0520 32 

PHY部ステータスレジスタ PSR0 R H'FEE0 0528 H'1EE0 0528 32 

PHY_INT極性設定レジスタ PIPR0 R/W H'FEE0 052C H'1EE0 052C 32 

受信フレーム長上限レジスタ RFLR0 R/W H'FEE0 0508 H'1EE0 0508 32 

自動 PAUSEフレーム設定レジスタ APR0 R/W H'FEE0 0554 H'1EE0 0554 32 

手動 PAUSEフレーム設定レジスタ MPR0 R/W H'FEE0 0558 H'1EE0 0558 32 

PAUSEフレーム送信カウンタ PFTCR0 R H'FEE0 055C H'1EE0 055C 32 

PAUSEフレーム受信カウンタ PFRCR0 R H'FEE0 0560 H'1EE0 0560 32 

自動 PAUSEフレーム再送回数設定レジスタ TPAUSER0 R/W H'FEE0 0564 H'1EE0 0564 32 

GETHERモードレジスタ GECMR0 R/W H'FEE0 05B0 H'1EE0 05B0 32 

バーストサイクル回数上限設定レジスタ BCULR0 R/W H'FEE0 05B4 H'1EE0 05B4 32 

MACアドレス上位設定レジスタ MAHR0 R/W H'FEE0 05C0 H'1EE0 05C0 32 

MACアドレス下位設定レジスタ MALR0 R/W H'FEE0 05C8 H'1EE0 05C8 32 

送信リトライオーバカウンタレジスタ TROCR0 R/W H'FEE0 0700 H'1EE0 0700 32 

遅延衝突検出カウンタレジスタ CDCR0 R/W H'FEE0 0708 H'1EE0 0708 32 

キャリア消失カウンタレジスタ LCCR0 R/W H'FEE0 0710 H'1EE0 0710 32 

CRCエラーフレーム受信カウンタレジスタ CEFCR0 R/W H'FEE0 0740 H'1EE0 0740 32 

フレーム受信エラーカウンタレジスタ FRECR0 R/W H'FEE0 0748 H'1EE0 0748 32 

64バイト未満フレーム受信カウンタレジスタ TSFRCR0 R/W H'FEE0 0750 H'1EE0 0750 32 

指定バイト超フレーム受信カウンタレジスタ TLFRCR0 R/W H'FEE0 0758 H'1EE0 0758 32 

端数ビットフレーム受信カウンタレジスタ RFCR0 R/W H'FEE0 0760 H'1EE0 0760 32 

キャリア拡張消失カウンタレジスタ CERCR0 R/W H'FEE0 0768 H'1EE0 0768 32 

キャリア拡張エラーカウンタレジスタ CEECR0 R/W H'FEE0 0770 H'1EE0 0770 32 
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名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

マルチキャストアドレスフレーム受信カウンタ 

レジスタ 

MAFCR0 R/W H'FEE0 0778 H'1EE0 0778 32 

E-MACモードレジスタ ECMR1 R/W H'FEE0 0D00 H'1EE0 0D00 32 

E-MACステータスレジスタ ECSR1 R/W H'FEE0 0D10 H'1EE0 0D10 32 

E-MAC割り込み許可レジスタ ECSIPR1 R/W H'FEE0 0D18 H'1EE0 0D18 32 

PHY部インタフェースレジスタ PIR1 R/W H'FEE0 0D20 H'1EE0 0D20 32 

PHY部ステータスレジスタ PSR1 R H'FEE0 0D28 H'1EE0 0D28 32 

PHY_INT極性設定レジスタ PIPR1 R/W H'FEE0 0D2C H'1EE0 0D2C 32 

受信フレーム長上限レジスタ RFLR1 R/W H'FEE0 0D08 H'1EE0 0D08 32 

自動 PAUSEフレーム設定レジスタ APR1 R/W H'FEE0 0D54 H'1EE0 0D54 32 

手動 PAUSEフレーム設定レジスタ MPR1 R/W H'FEE0 0D58 H'1EE0 0D58 32 

PAUSEフレーム送信カウンタ PFTCR1 R H'FEE0 0D5C H'1EE0 0D5C 32 

PAUSEフレーム受信カウンタ PFRCR1 R H'FEE0 0D60 H'1EE0 0D60 32 

自動 PAUSEフレーム再送回数設定レジスタ TPAUSER1 R/W H'FEE0 0D64 H'1EE0 0D64 32 

GETHERモードレジスタ GECMR1 R/W H'FEE0 0DB0 H'1EE0 0DB0 32 

バーストサイクル回数上限設定レジスタ BCULR1 R/W H'FEE0 0DB4 H'1EE0 0DB4 32 

MACアドレス上位設定レジスタ MAHR1 R/W H'FEE0 0DC0 H'1EE0 0DC0 32 

MACアドレス下位設定レジスタ MALR1 R/W H'FEE0 0DC8 H'1EE0 0DC8 32 

送信リトライオーバカウンタレジスタ TROCR1 R/W H'FEE0 0F00 H'1EE0 0F00 32 

遅延衝突検出カウンタレジスタ CDCR1 R/W H'FEE0 0F08 H'1EE0 0F08 32 

キャリア消失カウンタレジスタ LCCR1 R/W H'FEE0 0F10 H'1EE0 0F10 32 

CRCエラーフレーム受信カウンタレジスタ CEFCR1 R/W H'FEE0 0F40 H'1EE0 0F40 32 

フレーム受信エラーカウンタレジスタ FRECR1 R/W H'FEE0 0F48 H'1EE0 0F48 32 

64バイト未満フレーム受信カウンタレジスタ TSFRCR1 R/W H'FEE0 0F50 H'1EE0 0F50 32 

指定バイト超フレーム受信カウンタレジスタ TLFRCR1 R/W H'FEE0 0F58 H'1EE0 0F58 32 

端数ビットフレーム受信カウンタレジスタ RFCR1 R/W H'FEE0 0F60 H'1EE0 0F60 32 

キャリア拡張消失カウンタ CERCR1 R/W H'FEE0 0F68 H'1EE0 0F68 32 

キャリア拡張エラーカウンタ CEECR1 R/W H'FEE0 0F70 H'1EE0 0F70 32 

マルチキャストアドレスフレーム受信カウンタ 

レジスタ 

MAFCR1 R/W H'FEE0 0F78 H'1EE0 0F78 32 

TSUカウンタリセットレジスタ TSU_CTRST R/W H'FEE0 1804 H'1EE0 1804 32 

転送イネーブルレジスタ（0→1系） TSU_FWEN0 R/W H'FEE0 1810 H'1EE0 1810 32 

転送イネーブルレジスタ（1→0系） TSU_FWEN1 R/W H'FEE0 1814 H'1EE0 1814 32 

転送 FIFO容量選択レジスタ TSU_FCM R/W H'FEE0 1818 H'1EE0 1818 32 

転送 FIFOオーバフロー予告設定レジスタ（0系） TSU_BSYSL0 R/W H'FEE0 1820 H'1EE0 1820 32 

転送 FIFOオーバフロー予告設定レジスタ（1系） TSU_BSYSL1 R/W H'FEE0 1824 H'1EE0 1824 32 
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送信・転送優先制御モードレジスタ（0系） TSU_PRISL0 R/W H'FEE0 1828 H'1EE0 1828 32 

送信・転送優先制御モードレジスタ（1系） TSU_PRISL1 R/W H'FEE0 182C H'1EE0 182C 32 

受信・転送機能設定レジスタ（0→1系） TSU_FWSL0 R/W H'FEE0 1830 H'1EE0 1830 32 

受信・転送機能設定レジスタ（1→0系） TSU_FWSL1 R/W H'FEE0 1834 H'1EE0 1834 32 

転送機能設定レジスタ（共通） TSU_FWSLC R/W H'FEE0 1838 H'1EE0 1838 32 

Qtag追加・削除設定レジスタ（0→1系） TSU_QTAG0 R/W H'FEE0 1840 H'1EE0 1840 32 

Qtag追加・削除設定レジスタ（1→0系） TSU_QTAG1 R/W H'FEE0 1844 H'1EE0 1844 32 

追加 Qtag値設定レジスタ（0→1系） TSU_ADQT0 R/W H'FEE0 1848 H'1EE0 1848 32 

追加 Qtag値設定レジスタ（1→0系） TSU_ADQT1 R/W H'FEE0 184C H'1EE0 184C 32 

転送ステータスレジスタ TSU_FWSR R/W H'FEE0 1850 H'1EE0 1850 32 

転送ステータス割り込みマスクレジスタ TSU_FWINMK R/W H'FEE0 1854 H'1EE0 1854 32 

VLANtag設定レジスタ（0系） TSU_VTAG0 R/W H'FEE0 1858 H'1EE0 1858 32 

VLANtag設定レジスタ（1系） TSU_VTAG1 R/W H'FEE0 185C H'1EE0 185C 32 

CAMエントリテーブル設定ビジーレジスタ TSU_ADSBSY R H'FEE0 1860 H'1EE0 1860 32 

CAMエントリテーブルイネーブル設定レジスタ TSU_TEN R/W H'FEE0 1864 H'1EE0 1864 32 

CAMエントリテーブル POST設定 1レジスタ TSU_POST1 R/W H'FEE0 1870 H'1EE0 1870 32 

CAMエントリテーブル POST設定 2レジスタ TSU_POST2 R/W H'FEE0 1874 H'1EE0 1874 32 

CAMエントリテーブル POST設定 3レジスタ TSU_POST3 R/W H'FEE0 1878 H'1EE0 1878 32 

CAMエントリテーブル POST設定 4レジスタ TSU_POST4 R/W H'FEE0 187C H'1EE0 187C 32 

CAMエントリテーブル 0Hレジスタ TSU_ADRH0 R/W H'FEE0 1900 H'1EE0 1900 32 

CAMエントリテーブル 1Hレジスタ TSU_ADRH1 R/W H'FEE0 1908 H'1EE0 1908 32 

CAMエントリテーブル 2Hレジスタ TSU_ADRH2 R/W H'FEE0 1910 H'1EE0 1910 32 

CAMエントリテーブル 3Hレジスタ TSU_ADRH3 R/W H'FEE0 1918 H'1EE0 1918 32 

CAMエントリテーブル 4Hレジスタ TSU_ADRH4 R/W H'FEE0 1920 H'1EE0 1920 32 

CAMエントリテーブル 5Hレジスタ TSU_ADRH5 R/W H'FEE0 1928 H'1EE0 1928 32 

CAMエントリテーブル 6Hレジスタ TSU_ADRH6 R/W H'FEE0 1930 H'1EE0 1930 32 

CAMエントリテーブル 7Hレジスタ TSU_ADRH7 R/W H'FEE0 1938 H'1EE0 1938 32 

CAMエントリテーブル 8Hレジスタ TSU_ADRH8 R/W H'FEE0 1940 H'1EE0 1940 32 

CAMエントリテーブル 9Hレジスタ TSU_ADRH9 R/W H'FEE0 1948 H'1EE0 1948 32 

CAMエントリテーブル 10Hレジスタ TSU_ADRH10 R/W H'FEE0 1950 H'1EE0 1950 32 

CAMエントリテーブル 11Hレジスタ TSU_ADRH11 R/W H'FEE0 1958 H'1EE0 1958 32 

CAMエントリテーブル 12Hレジスタ TSU_ADRH12 R/W H'FEE0 1960 H'1EE0 1960 32 

CAMエントリテーブル 13Hレジスタ TSU_ADRH13 R/W H'FEE0 1968 H'1EE0 1968 32 

CAMエントリテーブル 14Hレジスタ TSU_ADRH14 R/W H'FEE0 1970 H'1EE0 1970 32 

CAMエントリテーブル 15Hレジスタ TSU_ADRH15 R/W H'FEE0 1978 H'1EE0 1978 32 

CAMエントリテーブル 16Hレジスタ TSU_ADRH16 R/W H'FEE0 1980 H'1EE0 1980 32 
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CAMエントリテーブル 17Hレジスタ TSU_ADRH17 R/W H'FEE0 1988 H'1EE0 1988 32 

CAMエントリテーブル 18Hレジスタ TSU_ADRH18 R/W H'FEE0 1990 H'1EE0 1990 32 

CAMエントリテーブル 19Hレジスタ TSU_ADRH19 R/W H'FEE0 1998 H'1EE0 1998 32 

CAMエントリテーブル 20Hレジスタ TSU_ADRH20 R/W H'FEE0 19A0 H'1EE0 19A0 32 

CAMエントリテーブル 21Hレジスタ TSU_ADRH21 R/W H'FEE0 19A8 H'1EE0 19A8 32 

CAMエントリテーブル 22Hレジスタ TSU_ADRH22 R/W H'FEE0 19B0 H'1EE0 19B0 32 

CAMエントリテーブル 23Hレジスタ TSU_ADRH23 R/W H'FEE0 19B8 H'1EE0 19B8 32 

CAMエントリテーブル 24Hレジスタ TSU_ADRH24 R/W H'FEE0 19C0 H'1EE0 19C0 32 

CAMエントリテーブル 25Hレジスタ TSU_ADRH25 R/W H'FEE0 19C8 H'1EE0 19C8 32 

CAMエントリテーブル 26Hレジスタ TSU_ADRH26 R/W H'FEE0 19D0 H'1EE0 19D0 32 

CAMエントリテーブル 27Hレジスタ TSU_ADRH27 R/W H'FEE0 19D8 H'1EE0 19D8 32 

CAMエントリテーブル 28Hレジスタ TSU_ADRH28 R/W H'FEE0 19E0 H'1EE0 19E0 32 

CAMエントリテーブル 29Hレジスタ TSU_ADRH29 R/W H'FEE0 19E8 H'1EE0 19E8 32 

CAMエントリテーブル 30Hレジスタ TSU_ADRH30 R/W H'FEE0 19F0 H'1EE0 19F0 32 

CAMエントリテーブル 31Hレジスタ TSU_ADRH31 R/W H'FEE0 19F8 H'1EE0 19F8 32 

CAMエントリテーブル 0Lレジスタ TSU_ADRL0 R/W H'FEE0 1904 H'1EE0 1904 32 

CAMエントリテーブル 1Lレジスタ TSU_ADRL1 R/W H'FEE0 190C H'1EE0 190C 32 

CAMエントリテーブル 2Lレジスタ TSU_ADRL2 R/W H'FEE0 1914 H'1EE0 1914 32 

CAMエントリテーブル 3Lレジスタ TSU_ADRL3 R/W H'FEE0 191C H'1EE0 191C 32 

CAMエントリテーブル 4Lレジスタ TSU_ADRL4 R/W H'FEE0 1924 H'1EE0 1924 32 

CAMエントリテーブル 5Lレジスタ TSU_ADRL5 R/W H'FEE0 192C H'1EE0 192C 32 

CAMエントリテーブル 6Lレジスタ TSU_ADRL6 R/W H'FEE0 1934 H'1EE0 1934 32 

CAMエントリテーブル 7Lレジスタ TSU_ADRL7 R/W H'FEE0 193C H'1EE0 193C 32 

CAMエントリテーブル 8Lレジスタ TSU_ADRL8 R/W H'FEE0 1944 H'1EE0 1944 32 

CAMエントリテーブル 9Lレジスタ TSU_ADRL9 R/W H'FEE0 194C H'1EE0 194C 32 

CAMエントリテーブル 10Lレジスタ TSU_ADRL10 R/W H'FEE0 1954 H'1EE0 1954 32 

CAMエントリテーブル 11Lレジスタ TSU_ADRL11 R/W H'FEE0 195C H'1EE0 195C 32 

CAMエントリテーブル 12Lレジスタ TSU_ADRL12 R/W H'FEE0 1964 H'1EE0 1964 32 

CAMエントリテーブル 13Lレジスタ TSU_ADRL13 R/W H'FEE0 196C H'1EE0 196C 32 

CAMエントリテーブル 14Lレジスタ TSU_ADRL14 R/W H'FEE0 1974 H'1EE0 1974 32 

CAMエントリテーブル 15Lレジスタ TSU_ADRL15 R/W H'FEE0 197C H'1EE0 197C 32 

CAMエントリテーブル 16Lレジスタ TSU_ADRL16 R/W H'FEE0 1984 H'1EE0 1984 32 

CAMエントリテーブル 17Lレジスタ TSU_ADRL17 R/W H'FEE0 198C H'1EE0 198C 32 

CAMエントリテーブル 18Lレジスタ TSU_ADRL18 R/W H'FEE0 1994 H'1EE0 1994 32 

CAMエントリテーブル 19Lレジスタ TSU_ADRL19 R/W H'FEE0 199C H'1EE0 199C 32 

CAMエントリテーブル 20Lレジスタ TSU_ADRL20 R/W H'FEE0 19A4 H'1EE0 19A4 32 
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CAMエントリテーブル 21Lレジスタ TSU_ADRL21 R/W H'FEE0 19AC H'1EE0 19AC 32 

CAMエントリテーブル 22Lレジスタ TSU_ADRL22 R/W H'FEE0 19B4 H'1EE0 19B4 32 

CAMエントリテーブル 23Lレジスタ TSU_ADRL23 R/W H'FEE0 19BC H'1EE0 19BC 32 

CAMエントリテーブル 24Lレジスタ TSU_ADRL24 R/W H'FEE0 19C4 H'1EE0 19C4 32 

CAMエントリテーブル 25Lレジスタ TSU_ADRL25 R/W H'FEE0 19CC H'1EE0 19CC 32 

CAMエントリテーブル 26Lレジスタ TSU_ADRL26 R/W H'FEE0 19D4 H'1EE0 19D4 32 

CAMエントリテーブル 27Lレジスタ TSU_ADRL27 R/W H'FEE0 19DC H'1EE0 19DC 32 

CAMエントリテーブル 28Lレジスタ TSU_ADRL28 R/W H'FEE0 19E4 H'1EE0 19E4 32 

CAMエントリテーブル 29Lレジスタ TSU_ADRL29 R/W H'FEE0 19EC H'1EE0 19EC 32 

CAMエントリテーブル 30Lレジスタ TSU_ADRL30 R/W H'FEE0 19F4 H'1EE0 19F4 32 

CAMエントリテーブル 31Lレジスタ TSU_ADRL31 R/W H'FEE0 19FC H'1EE0 19FC 32 

送信フレーム数カウンタレジスタ（0系） 

（正常送信のみ） 

TXNLCR0 R H'FEE0 1880 H'1EE0 1880 32 

送信フレーム数カウンタレジスタ（0系） 

（正常および障害発生を含むすべて） 

TXALCR0 R H'FEE0 1884 H'1EE0 1884 32 

受信フレーム数カウンタレジスタ（0系） 

（正常受信のみ） 

RXNLCR0 R H'FEE0 1888 H'1EE0 1888 32 

受信フレーム数カウンタレジスタ（0系） 

（正常および障害発生を含むすべて） 

RXALCR0 R H'FEE0 188C H'1EE0 188C 32 

転送フレーム数カウンタレジスタ（1→0系） 

（正常転送のみ） 

FWNLCR0 R H'FEE0 1890 H'1EE0 1890 32 

転送フレーム数カウンタレジスタ（1→0系） 

（正常および障害発生を含むすべて） 

FWALCR0 R H'FEE0 1894 H'1EE0 1894 32 

送信フレーム数カウンタレジスタ（1系） 

（正常送信のみ） 

TXNLCR1 R H'FEE0 18A0 H'1EE0 18A0 32 

送信フレーム数カウンタレジスタ（1系） 

（正常および障害発生を含むすべて） 

TXALCR1 R H'FEE0 18A4 H'1EE0 18A4 32 

受信フレーム数カウンタレジスタ（1系） 

（正常受信のみ） 

RXNLCR1 R H'FEE0 18A8 H'1EE0 18A8 32 

受信フレーム数カウンタレジスタ（1系） 

（正常および障害発生を含むすべて） 

RXALCR1 R H'FEE0 18AC H'1EE0 18AC 32 

転送フレーム数カウンタレジスタ（0→1系） 

（正常転送のみ） 

FWNLCR1 R H'FEE0 18B0 H'1EE0 18B0 32 

転送フレーム数カウンタレジスタ（0→1系） 

（正常および障害発生を含むすべて） 

FWALCR1 R H'FEE0 18B4 H'1EE0 18B4 32 

E-DMAC起動レジスタ EDSR0 W H'FEE0 0000 H'1EE0 0000 32 

E-DMACモードレジスタ EDMR0 R/W H'FEE0 0400 H'1EE0 0400 32 
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E-DMAC送信要求レジスタ EDTRR0 R/W H'FEE0 0408 H'1EE0 0408 32 

E-DMAC受信要求レジスタ EDRRR0 R/W H'FEE0 0410 H'1EE0 0410 32 

E-MAC/E-DMACステータスレジスタ EESR0 R/W H'FEE0 0428 H'1EE0 0428 32 

E-MAC/E-DMACステータス割り込み許可 

レジスタ 

EESIPR0 R/W H'FEE0 0430 H'1EE0 0430 32 

送信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ TDLAR0 R/W H'FEE0 0010 H'1EE0 0010 32 

送信ディスクリプタフェッチアドレスレジスタ TDFAR0 R/W H'FEE0 0014 H'1EE0 0014 32 

送信ディスクリプタ処理済アドレスレジスタ TDFXR0 R/W H'FEE0 0018 H'1EE0 0018 32 

送信ディスクリプタ最終フラグレジスタ TDFFR0 R/W H'FEE0 001C H'1EE0 001C 32 

受信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ RDLAR0 R/W H'FEE0 0030 H'1EE0 0030 32 

受信ディスクリプタフェッチアドレスレジスタ RDFAR0 R/W H'FEE0 0034 H'1EE0 0034 32 

受信ディスクリプタ処理済アドレスレジスタ RDFXR0 R/W H'FEE0 0038 H'1EE0 0038 32 

受信ディスクリプタ最終フラグレジスタ RDFFR0 R/W H'FEE0 003C H'1EE0 003C 32 

送受信ステータスコピー指示レジスタ TRSCER0 R/W H'FEE0 0438 H'1EE0 0438 32 

ミスドフレームカウンタレジスタ RMFCR0 R/W H'FEE0 0440 H'1EE0 0440 32 

送信 FIFOしきい値指定レジスタ TFTR0 R/W H'FEE0 0448 H'1EE0 0448 32 

FIFO容量指定レジスタ FDR0 R/W H'FEE0 0450 H'1EE0 0450 32 

受信方式制御レジスタ RMCR0 R/W H'FEE0 0458 H'1EE0 0458 32 

受信データパディング挿入設定レジスタ RPADIR0 R/W H'FEE0 0460 H'1EE0 0460 32 

オーバフロー予告 FIFOしきい値設定レジスタ FCFTR0 R/W H'FEE0 0468 H'1EE0 0468 32 

E-DMAC起動レジスタ EDSR1 W H'FEE0 0800 H'1EE0 0800 32 

E-DMACモードレジスタ EDMR1 R/W H'FEE0 0C00 H'1EE0 0C00 32 

E-DMAC送信要求レジスタ EDTRR1 R/W H'FEE0 0C08 H'1EE0 0C08 32 

E-DMAC受信要求レジスタ EDRRR1 R/W H'FEE0 0C10 H'1EE0 0C10 32 

E-MAC/E-DMACステータスレジスタ EESR1 R/W H'FEE0 0C28 H'1EE0 0C28 32 

E-MAC/E-DMACステータス割り込み許可 

レジスタ 

EESIPR1 R/W H'FEE0 0C30 H'1EE0 0C30 32 

送信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ TDLAR1 R/W H'FEE0 0810 H'1EE0 0810 32 

送信ディスクリプタフェッチアドレスレジスタ TDFAR1 R/W H'FEE0 0814 H'1EE0 0814 32 

送信ディスクリプタ処理済アドレスレジスタ TDFXR1 R/W H'FEE0 0818 H'1EE0 0818 32 

送信ディスクリプタ最終フラグレジスタ TDFFR1 R/W H'FEE0 081C H'1EE0 081C 32 

受信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ RDLAR1 R/W H'FEE0 0830 H'1EE0 0830 32 

受信ディスクリプタフェッチアドレスレジスタ RDFAR1 R/W H'FEE0 0834 H'1EE0 0834 32 

受信ディスクリプタ処理済アドレスレジスタ RDFXR1 R/W H'FEE0 0838 H'1EE0 0838 32 

受信ディスクリプタ最終フラグレジスタ RDFFR1 R/W H'FEE0 083C H'1EE0 083C 32 

送受信ステータスコピー指示レジスタ TRSCER1 R/W H'FEE0 0C38 H'1EE0 0C38 32 

ミスドフレームカウンタレジスタ RMFCR1 R/W H'FEE0 0C40 H'1EE0 0C40 32 
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送信 FIFOしきい値指定レジスタ TFTR1 R/W H'FEE0 0C48 H'1EE0 0C48 32 

FIFO容量指定レジスタ FDR1 R/W H'FEE0 0C50 H'1EE0 0C50 32 

受信方式制御レジスタ RMCR1 R/W H'FEE0 0C58 H'1EE0 0C58 32 

受信データパディング挿入設定レジスタ RPADIR1 R/W H'FEE0 0C60 H'1EE0 0C60 32 

オーバフロー予告 FIFOしきい値設定レジスタ FCFTR1 R/W H'FEE0 0C68 H'1EE0 0C68 32 

 

表 23.3 各処理状態におけるレジスタの状態 

名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

ソフトウェアリセットレジスタ ARSTR H'00000000 H'00000000 保持 保持 

E-MACモードレジスタ ECMR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

E-MACステータスレジスタ ECSR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

E-MAC割り込み許可レジスタ ECSIPR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

PHY部インタフェースレジスタ PIR0 H'0000000x H'0000000x 保持 保持 

PHY部ステータスレジスタ PSR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

PHY_INT極性設定レジスタ PIPR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

受信フレーム長上限レジスタ RFLR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

自動 PAUSEフレーム設定レジスタ APR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

手動 PAUSEフレーム設定レジスタ MPR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

PAUSEフレーム送信カウンタ PFTCR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

PAUSEフレーム受信カウンタ PFRCR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

自動 PAUSEフレーム再送回数設定 

レジスタ 

TPAUSER0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

GETHERモードレジスタ GECMR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

バーストサイクル回数上限設定レジスタ BCULR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

MACアドレス上位設定レジスタ MAHR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

MACアドレス下位設定レジスタ MALR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

送信リトライオーバカウンタレジスタ TROCR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

遅延衝突検出カウンタレジスタ CDCR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

キャリア消失カウンタレジスタ LCCR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CRCエラーフレーム受信カウンタ 

レジスタ 

CEFCR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

フレーム受信エラーカウンタレジスタ FRECR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

64バイト未満フレーム受信カウンタ 

レジスタ 

TSFRCR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

指定バイト超フレーム受信カウンタ 

レジスタ 

TLFRCR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 
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端数ビットフレーム受信カウンタ 

レジスタ 

RFCR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

キャリア拡張消失カウンタレジスタ CERCR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

キャリア拡張エラーカウンタレジスタ CEECR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

マルチキャストアドレスフレーム受信 

カウンタレジスタ 

MAFCR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

E-MACモードレジスタ ECMR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

E-MACステータスレジスタ ECSR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

E-MAC割り込み許可レジスタ ECSIPR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

PHY部インタフェースレジスタ PIR1 H'0000000x H'0000000x 保持 保持 

PHY部ステータスレジスタ PSR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

PHY_INT極性設定レジスタ PIPR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

受信フレーム長上限レジスタ RFLR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

自動 PAUSEフレーム設定レジスタ APR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

手動 PAUSEフレーム設定レジスタ MPR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

PAUSEフレーム送信カウンタ PFTCR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

PAUSEフレーム受信カウンタ PFRCR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

自動 PAUSEフレーム再送回数設定 

レジスタ 

TPAUSER1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

GETHERモードレジスタ GECMR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

バーストサイクル回数上限設定レジスタ BCULR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

MACアドレス上位設定レジスタ MAHR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

MACアドレス下位設定レジスタ MALR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

送信リトライオーバカウンタレジスタ TROCR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

遅延衝突検出カウンタレジスタ CDCR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

キャリア消失カウンタレジスタ LCCR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CRCエラーフレーム受信カウンタ 

レジスタ 

CEFCR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

フレーム受信エラーカウンタレジスタ FRECR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

64バイト未満フレーム受信カウンタ 

レジスタ 

TSFRCR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

指定バイト超フレーム受信カウンタ 

レジスタ 

TLFRCR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

端数ビットフレーム受信カウンタ 

レジスタ 

RFCR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

キャリア拡張消失カウンタ CERCR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 
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名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

キャリア拡張エラーカウンタ CEECR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

マルチキャストアドレスフレーム受信 

カウンタレジスタ 

MAFCR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

TSUカウンタリセットレジスタ TSU_CTRST H'00000000 H'00000000 保持 保持 

転送イネーブルレジスタ（0→1系） TSU_FWEN0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

転送イネーブルレジスタ（1→0系） TSU_FWEN1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

転送 FIFO容量選択レジスタ TSU_FCM H'00000000 H'00000000 保持 保持 

転送 FIFOオーバフロー予告設定 

レジスタ（0系） 

TSU_BSYSL0 H'0000003F H'0000003F 保持 保持 

転送FIFOオーバフロー予告設定レジスタ 

（1系） 

TSU_BSYSL1 H'0000003F H'0000003F 保持 保持 

送信・転送優先制御モードレジスタ（0系） TSU_PRISL0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

送信・転送優先制御モードレジスタ（1系） TSU_PRISL1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

受信・転送機能設定レジスタ（0→1系） TSU_FWSL0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

受信・転送機能設定レジスタ（1→0系） TSU_FWSL1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

転送機能設定レジスタ（共通） TSU_FWSLC H'00000000 H'00000000 保持 保持 

Qtag追加・削除設定レジスタ（0→1系） TSU_QTAG0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

Qtag追加・削除設定レジスタ（1→0系） TSU_QTAG1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

転送ステータスレジスタ  TSU_FWSR H'00000000 H'00000000 保持 保持 

転送ステータス割り込みマスクレジスタ TSU_FWINMK H'00000000 H'00000000 保持 保持 

追加 Qtag値設定レジスタ（0→1系） TSU_ADQT0 H'81000000 H'81000000 保持 保持 

追加 Qtag値設定レジスタ（1→0系） TSU_ADQT1 H'81000000 H'81000000 保持 保持 

VLANtag設定レジスタ（0系） TSU_VTAG0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

VLANtag設定レジスタ（1系） TSU_VTAG1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル設定ビジー 

レジスタ 

TSU_ADSBSY H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブルイネーブル設定 

レジスタ 

TSU_TEN H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル POST設定 1 

レジスタ 

TSU_POST1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル POST設定 2 

レジスタ 

TSU_POST2 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル POST設定 3 

レジスタ 

TSU_POST3 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル POST設定 4 

レジスタ 

TSU_POST4 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 0Hレジスタ TSU_ADRH0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 1Hレジスタ TSU_ADRH1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 
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名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

CAMエントリテーブル 2Hレジスタ TSU_ADRH2 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 3Hレジスタ TSU_ADRH3 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 4Hレジスタ TSU_ADRH4 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 5Hレジスタ TSU_ADRH5 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 6Hレジスタ TSU_ADRH6 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 7Hレジスタ TSU_ADRH7 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 8Hレジスタ TSU_ADRH8 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 9Hレジスタ TSU_ADRH9 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 10Hレジスタ TSU_ADRH10 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 11Hレジスタ TSU_ADRH11 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 12Hレジスタ TSU_ADRH12 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 13Hレジスタ TSU_ADRH13 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 14Hレジスタ TSU_ADRH14 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 15Hレジスタ TSU_ADRH15 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 16Hレジスタ TSU_ADRH16 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 17Hレジスタ TSU_ADRH17 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 18Hレジスタ TSU_ADRH18 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 19Hレジスタ TSU_ADRH19 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 20Hレジスタ TSU_ADRH20 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 21Hレジスタ TSU_ADRH21 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 22Hレジスタ TSU_ADRH22 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 23Hレジスタ TSU_ADRH23 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 24Hレジスタ TSU_ADRH24 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 25Hレジスタ TSU_ADRH25 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 26Hレジスタ TSU_ADRH26 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 27Hレジスタ TSU_ADRH27 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 28Hレジスタ TSU_ADRH28 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 29Hレジスタ TSU_ADRH29 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 30Hレジスタ TSU_ADRH30 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 31Hレジスタ TSU_ADRH31 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 0Lレジスタ TSU_ADRL0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 1Lレジスタ TSU_ADRL1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 2Lレジスタ TSU_ADRL2 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 3Lレジスタ TSU_ADRL3 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 4Lレジスタ TSU_ADRL4 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 5Lレジスタ TSU_ADRL5 H'00000000 H'00000000 保持 保持 
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名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

CAMエントリテーブル 6Lレジスタ TSU_ADRL6 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 7Lレジスタ TSU_ADRL7 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 8Lレジスタ TSU_ADRL8 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 9Lレジスタ TSU_ADRL9 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 10Lレジスタ TSU_ADRL10 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 11Lレジスタ TSU_ADRL11 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 12Lレジスタ TSU_ADRL12 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 13Lレジスタ TSU_ADRL13 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 14Lレジスタ TSU_ADRL14 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 15Lレジスタ TSU_ADRL15 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 16Lレジスタ TSU_ADRL16 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 17Lレジスタ TSU_ADRL17 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 18Lレジスタ TSU_ADRL18 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 19Lレジスタ TSU_ADRL19 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 20Lレジスタ TSU_ADRL20 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 21Lレジスタ TSU_ADRL21 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 22Lレジスタ TSU_ADRL22 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 23Lレジスタ TSU_ADRL23 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 24Lレジスタ TSU_ADRL24 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 25Lレジスタ TSU_ADRL25 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 26Lレジスタ TSU_ADRL26 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 27Lレジスタ TSU_ADRL27 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 28Lレジスタ TSU_ADRL28 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 29Lレジスタ TSU_ADRL29 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 30Lレジスタ TSU_ADRL30 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

CAMエントリテーブル 31Lレジスタ TSU_ADRL31 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

送信フレーム数カウンタレジスタ（0系） 

（正常送信のみ） 

TXNLCR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

送信フレーム数カウンタレジスタ（0系） 

（正常および障害発生を含むすべて） 

TXALCR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

受信フレーム数カウンタレジスタ（0系） 

（正常受信のみ） 

RXNLCR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

受信フレーム数カウンタレジスタ（0系） 

（正常および障害発生を含むすべて） 

RXALCR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

転送フレーム数カウンタレジスタ 

（1→0系）（正常転送のみ） 

FWNLCR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 
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名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

転送フレーム数カウンタレジスタ 

（1→0系） 

（正常および障害発生を含むすべて） 

FWALCR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

送信フレーム数カウンタレジスタ（1系） 

（正常送信のみ） 

TXNLCR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

送信フレーム数カウンタレジスタ（1系） 

（正常および障害発生を含むすべて） 

TXALCR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

受信フレーム数カウンタレジスタ（1系） 

（正常受信のみ） 

RXNLCR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

受信フレーム数カウンタレジスタ（1系） 

（正常および障害発生を含むすべて） 

RXALCR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

転送フレーム数カウンタレジスタ 

（0→1系）（正常転送のみ） 

FWNLCR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

転送フレーム数カウンタレジスタ 

（0→1系） 

（正常および障害発生を含むすべて） 

FWALCR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

E-DMAC起動レジスタ EDSR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

E-DMACモードレジスタ EDMR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

E-DMAC送信要求レジスタ EDTRR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

E-DMAC受信要求レジスタ EDRRR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

E-MAC/E-DMACステータスレジスタ EESR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

E-MAC/E-DMACステータス割り込み 

許可レジスタ 

EESIPR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

送信ディスクリプタリスト先頭アドレス 

レジスタ 

TDLAR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

送信ディスクリプタフェッチアドレス 

レジスタ 

TDFAR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

送信ディスクリプタ処理済アドレス 

レジスタ 

TDFXR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

送信ディスクリプタ最終フラグレジスタ TDFFR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

受信ディスクリプタリスト先頭アドレス 

レジスタ 

RDLAR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

受信ディスクリプタフェッチアドレス 

レジスタ 

RDFAR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

受信ディスクリプタ処理済アドレス 

レジスタ 

RDFXR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

受信ディスクリプタ最終フラグレジスタ RDFFR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

送受信ステータスコピー指示レジスタ TRSCER0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

ミスドフレームカウンタレジスタ RMFCR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 
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名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

送信 FIFOしきい値指定レジスタ TFTR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

FIFO容量指定レジスタ FDR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

受信方式制御レジスタ RMCR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

受信データパディング挿入設定レジスタ RPADIR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

オーバフロー予告 FIFOしきい値設定 

レジスタ 

FCFTR0 H'001F00FF H'001F00FF 保持 保持 

E-DMAC起動レジスタ EDSR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

E-DMACモードレジスタ EDMR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

E-DMAC送信要求レジスタ EDTRR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

E-DMAC受信要求レジスタ EDRRR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

E-MAC/E-DMACステータスレジスタ EESR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

E-MAC/E-DMACステータス割り込み 

許可レジスタ 

EESIPR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

送信ディスクリプタリスト先頭アドレス 

レジスタ 

TDLAR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

送信ディスクリプタフェッチアドレス 

レジスタ 

TDFAR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

送信ディスクリプタ処理済アドレス 

レジスタ 

TDFXR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

送信ディスクリプタ最終フラグレジスタ TDFFR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

受信ディスクリプタリスト先頭アドレス 

レジスタ 

RDLAR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

受信ディスクリプタフェッチアドレス 

レジスタ 

RDFAR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

受信ディスクリプタ処理済アドレス 

レジスタ 

RDFXR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

受信ディスクリプタ最終フラグレジスタ RDFFR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

送受信ステータスコピー指示レジスタ TRSCER1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

ミスドフレームカウンタレジスタ RMFCR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

送信 FIFOしきい値指定レジスタ TFTR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

FIFO容量指定レジスタ FDR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

受信方式制御レジスタ RMCR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

受信データパディング挿入設定レジスタ RPADIR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 

オーバフロー予告 FIFOしきい値設定 

レジスタ 

FCFTR1 H'001F00FF H'001F00FF 保持 保持 
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23.3.1 ソフトウェアリセットレジスタ（ARSTR） 

ARSTRは、GETHERすべてのブロック（E-MAC、TSUおよび E-DMAC）をリセットします。本レジスタの ARST

ビットに 1を書き込むことにより、GETHERのすべてのブロックに対しソフトウェアリセットが発行されます（外

部バスクロック Bckで 256サイクル間）。ARSTビットにリード動作をすると常に 0が読み出されます。ソフト

ウェアリセットの発行期間中は、GETHERのすべてのブロックに対するレジスタアクセスを禁止します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ － － ARST

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

0 ARST 0 R/W ソフトウェアリセット 

本ビットに 1を書き込むと、GETHERのすべてのブロックに対しソフトウェア

リセットが発行されます（外部バスクロック Bckで 256サイクル間）。0を書

き込んでも何も行われません。読み出し時は常に 0が読み出されます。ソフト

ウェアリセットの発行期間中は、GETHERのすべてのブロックに対するレジス

タアクセスを禁止します。また、以下のレジスタは、ソフトウェアリセットで

は初期化されません。 

TSU_ADRH0～TSU_ADRH31、TSU_ADRL0～TSU_ADRL31、TXNLCR0/1、

TXALCR0/1、RXNLCR0/1、RXALCR0/1、FWNLCR0/1、FWALCR0/1 

E-MAC-1→E-MAC-0、E-MAC-0→E-MAC-1転送機能を用いる場合は、必ず、

ARSTを使用してリセットをしてください。EDMRレジスタの SWRTおよび

SWRRビットによるソフトウェアリセットでは、E-MAC-1と E-MAC-0間の転

送機能部（TSU）はリセットされません。 
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23.3.2 E-MACモードレジスタ（ECMR） 

ECMRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、GETHERの動作モードを指定するレジスタ

です。通常、本レジスタの設定は、リセット後の初期設定時に行います。 

動作モードの設定は、送信および受信機能が有効な状態で書き換えることを禁止します。動作モードを切り替

える場合には、EDMR内にある SWRTおよび SWRRビットにより、E-MACおよび E-DMACを初期状態に戻して

から再設定を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R R R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R R R R/W R R R/W R/W R R/W R R/W R/W

－ － － RCSC － DPAD RZPF ZPF PFR RXF TXF

－ － MCT － － － MPDE － － RE TE －

－ － TRCCM － －

ILB － DM PRM

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～27 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

26 TRCCM 0 R/W カウンタクリアモード 

カウンタレジスタのクリア方法を設定します。各レジスタの説明を参照してく

ださい。 

0：当該レジスタに、H'11111111を書き込むことで 0クリアされます。 

1：当該レジスタの読み出し時に 0クリアされます。 

25、24 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

23 RCSC 0 R/W サムチェック計算 

受信フレームデータ部のサムチェックの自動計算（ハードウェア計算）を行う

かどうかを指定します。 

0：サムチェック自動計算を行いません。 

1：サムチェック自動計算を行います。 

ただし、VLANtagを含むフレームに対するサムチェック自動計算はサポートし

ておりません。詳しくは「23.6.1 イーサネットフレームのサムチェック計算」

を参照してください。 

22 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

21 DPAD 0 R/W データパディング 

0：60バイト未満のデータにパディングを行い、60バイトのデータとして送

信します 

1：60バイト未満のデータにパディングを行わず、そのまま送信します 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

20 RZPF 0 R/W 0TIMEPAUSEフレーム受信 

0：TIMEパラメータ値が 0の PAUSEフレームの受信が無効です 

1：TIMEパラメータ値が 1の PAUSEフレームの受信が有効です 

19 ZPF 0 R/W 0TIMEPAUSEフレーム使用許可／キャリア消失エラー検出許可 

• 0TIMEPAUSEフレーム使用許可（全二重モード時） 

0：TIMEパラメータ値が 0の PAUSEフレーム制御を無効にする 

Timer値の示す時間が経過するまで、次のフレーム送信を行いません。

Timer値の示す時間が 0の PAUSEフレームを受信した場合、PAUSEフ

レームを破棄します。 

1：TIMEパラメータ値が 0の PAUSEフレーム制御を有効にする 

Timer値の示す時間が経過していない状態で、受信 FIFOのデータ量が

FCFTRレジスタ設定値未満になると Timer値が 0の自動 PAUSEフレー

ムを送信します。Timer値の示す時間が 0の PAUSEフレームを受信した

場合、送信待ち状態を解除します。 

• キャリア消失エラー検出許可（半二重モード時） 

0：フレーム送信時、キャリア消失エラーのチェックを行います 

1：フレーム送信時、キャリア消失エラーのチェックを行いません 

EX_TX_ENがハイアクティブになってから ET_CRS＝1検出までの時間が、

63BT*以下の場合にのみキャリア消失エラー検出を有効に設定することが可

能です。 

EX_TX_ENがハイアクティブになってから ET_CRS＝1検出までの時間が、

63BT*を超える場合か、ET_CRS信号のタイミングが不明な場合は本ビット

を 0にしないでください。 

【注】 1BT＝1nS（1000Mbps）、1BT＝10nS（100Mbps）、1BT＝100nS

 （10Mbps） 

18 PFR 0 R/W PAUSEフレーム受信モード 

0：PAUSEフレームを E-DMACに転送しません 

1：PAUSEフレームを E-DMACに転送します 

17 RXF 0 R/W 受信系フロー制御動作モード 

0：PAUSEフレームの検出機能が無効になります 

1：受信時系のフロー制御機能が有効になります 

16 TXF 0 R/W 送信系フロー制御動作モード 

0：送信系のフロー制御機能が無効になります 

（自動 PAUSEフレームは送信されません。） 

1：送信系のフロー制御機能が有効になります 

（必要に応じて自動 PAUSEフレームが送信されます。） 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

 



 

23. ギガビットイーサネットコントローラ（GETHER） 

23-22  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

13 MCT 0 R/W マルチキャストアドレスフレーム受信モード 

0：CAMエントリテーブル 0～31（H/L）レジスタで設定したマルチキャスト

アドレス以外のフレームのみ受信します。ただし、内蔵 CAMエントリテ

ーブル参照が無効になっているときは、マルチキャストアドレスフレーム

をすべて受信します。 

1：CAMエントリテーブル 0～31（H/L）レジスタで設定したマルチキャスト

アドレスのみ受信します。 

12～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

9 MPDE 0 R/W Magic Packet検出許可 

イーサネットからの起動を有効にするため、ハードウェアによる Magic Packet

の検出機能を許可するかしないかの選択を行います。 

0：Magic Packetの検出を許可しません 

1：Magic Packetの検出を許可する 

8、7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

6 RE 0 R/W 受信許可 

本ビットを受信機能有効（RE＝1）から無効（RE＝0）としたときに受信中の

フレームがあれば、当該フレームの受信終了まで受信機能は有効となります。 

0：受信機能を無効にする 

1：受信機能を有効にする 

5 TE 0 R/W 送信許可 

本ビットを送信機能有効（TE＝1）から無効（TE＝0）としたときに送信中のフ

レームがあれば、当該フレームの送信終了まで送信機能は有効となります。 

0：送信機能を無効にする 

1：送信機能を有効にする 

4 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

3 ILB 0 R/W 内部ループバックモード 

GETHER内部でのループバックモードを指定します。 

0：通常のデータ送受信を行う  

1：DM＝1のとき、GETHER内の E-MAC内部でのデータの折り返しを行う 

2 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

1 DM 0 R/W デュプレックスモード 

GETHERの転送方式を指示します。 

0：半二重転送方式を指定する 

1：全二重転送方式を指定する 

 



 

23. ギガビットイーサネットコントローラ（GETHER） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  23-23 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 PRM 0 R/W プロミスキャスモード 

本ビットを設定すると、すべてのイーサネットフレームを受信することができ

ます。このときすべてのイーサネットフレームとは、宛先アドレス、ブロード

キャストアドレス、マルチキャストビットなどの相違や有無にかかわらず、受

信可能なすべてのフレームを表します。 

0：GETHERは、通常動作を行う 

1：GETHERは、プロミスキャスモード動作を行う 

【注】 TEおよび REビットを除くすべてのビットは、送信機能が無効（TE＝0）かつ受信機能が無効（RE＝0）の状態で書き

換えてください。 

 

23.3.3 E-MACステータスレジスタ（ECSR） 

ECSRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、E-MAC内のステータスを表示するレジスタ

です。本ステータスは、割り込みによって CPUに通知することが可能です。PFRTO、LCHNG、MPD、ICDに 1

を書き込むと、対応するフラグをクリアできます。0を書き込んだ場合は、フラグに影響を与えません。また割り

込みを発生するビットは、ECSIPRの対応するビットによって割り込みを許可または禁止することができます。

PHYIへの 1あるいは 0の書き込みは無効です。 

本ステータスレジスタが要因で発生する割り込みは、0系では E-DMAC0、1系では E-DMAC1の EESRレジス

タ ECIビットに反映されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R/W R R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － PFROI

－ － － － －

PHYI LCHNG MPD ICD

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

4 PFROI 0 R/W PAUSEフレーム再送リトライオーバ 

フロー制御を用いる際の PAUSEフレームの再送において、再送回数が PAUSE

フレーム再送回数設定レジスタ（TPAUSER）に設定した再送上限値を超えた

ことを表します。 

0：PAUSEフレーム再送信回数が上限値を超えていない 

1：PAUSEフレーム再送信回数が上限値を超えた 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 PHYI 0 R ET_PHY-INT割り込み 

PHY-LSIから入力される ET_PHY-INT端子の状態を示します。 

0：ET_PHY-INT端子はアサートされていません。 

1：ET_PHY-INT端子はアサートされています。 

ET_PHY-INT端子の信号極性は、PIPRレジスタで設定することができます。 

2 LCHNG 0 R/W リンク信号変化 

PHY-LSIから入力される ET_LNKSTA信号が、ハイレベルからローレベルにあ

るいはローレベルからハイレベルに変化したことを表します。ただし、GPIOの

PACRで ET_LNKSTAの機能を選択されたタイミングで、信号の変化を検出す

る場合があります。 

現在の Link状態を確認するには、PHY部ステータスレジスタ（PSR）の LMON

ビットを参照してください。 

0：ET_LNKSTA信号の変化を検出していない 

1：ET_LNKSTA信号の変化（ハイレベル→ローレベルあるいはローレベル→

ハイレベル）を検出した 

1 MPD 0 R/W Magic Packet検出 

回線上からMagic Packetを検出したことを表します。 

0：Magic Packetを検出していない 

1：Magic Packetを検出した 

0 ICD 0 R/W 不正キャリア検出 

回線上で PHY-LSIが不正なキャリアを検出したことを表します。ただし、

PHY-LSIから入力される信号の変化がソフトウェアの認識時間よりも早く変化

するような場合は、正しい情報が得られないことがあります。採用する PHY-LSI

のタイミングを参照してください。 

0：PHY-LSIは、回線上で不正キャリアを検出していない  

1：PHY-LSIは、回線上で不正キャリアを検出した 
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23.3.4 E-MAC割り込み許可レジスタ（ECSIPR） 

ECSIPRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、ECSRによって報告される割り込み要因

の許可を指示します。各ビットは、ECSRのビットに対応する割り込みを許可することができます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － PFRO 
IP

－ － － － －

PHYIP LCHN
GIP MPDIP ICDIP

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

4 PFROIP 0 R/W PAUSEフレーム再送割り込み許可ビット 

0：PFROIの割り込み通知を禁止 

1：PFROIの割り込み通知を許可 

3 PHYIP 0 R/W ET_PHY-INT端子割り込み許可ビット 

0：PHYIの割り込み通知を禁止 

1：PHYIの割り込み通知を許可 

2 LCHNGIP 0 R/W リンク信号変化割り込み許可ビット 

0：LCHNGの割り込み通知を禁止 

1：LCHNGの割り込み通知を許可 

1 MPDIP 0 R/W Magic Packet検出割り込み許可ビット 

0：MPDの割り込み通知を禁止 

1：MPDの割り込み通知を許可 

0 ICDIP 0 R/W 不正キャリア検出割り込み許可ビット 

0：ICDの割り込み通知を禁止 

1：ICDの割り込み通知を許可 
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23.3.5 PHY部インタフェースレジスタ（PIR） 

PIRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、GMII/MII/RMIIを経由して PHY-LSI内部のレ

ジスタにアクセスする手段を提供します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － MDI

－ － － － －

MDO MMD MDC－

－
 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

3 MDI 不定 R GMII/MII/RMIIマネジメントデータイン 

ET_MDIO端子のレベルを表します。 

2 MDO 0 R/W GMII/MII/RMIIマネジメントデータアウト 

MMDビットが 1のとき、本ビットに設定された値を ET_MDIO端子より出力し

ます。 

1 MMD 0 R/W GMII/MII/RMIIマネジメントモード 

GMII/MII/RMIIとのデータのリード／ライト方向を規定します。 

0：リード方向を規定 

1：ライト方向を規定 

0 MDC 0 R/W GMII/MII/RMIIマネジメントデータクロック 

本ビットに設定された値を ET_MDC端子より出力し、GMII/MII/RMIIへのマネ

ジメントデータクロックを供給します。GMII/MII/RMIIレジスタへのアクセス方

法については、「23.5.4 MIIレジスタのアクセス方法」を参照してください。 
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23.3.6 MACアドレス上位設定レジスタ（MAHR） 

MAHRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、48ビットのMACアドレスの上位 32ビッ

トを設定します。通常、本レジスタの設定は、リセット後の初期設定時に行います。MACアドレスの設定は、送

信および受信機能が有効な状態で書き換えることを禁止します。EDMRの SWRTおよび SWRRビットにより

E-MACおよび E-DMACを初期状態に戻してから再設定してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MA[31:16]

MA[47:32]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 MA 

[47:16] 

すべて 0 R/W MACアドレスビット 47～16 

MACアドレスの上位 32ビットを設定します。 

MACアドレスが 01-23-45-67-89-AB（16進数表示）である場合、本レジスタに

は H'01234567を設定します。 
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23.3.7 MACアドレス下位設定レジスタ（MALR） 

MALRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、48ビットのMACアドレスの下位 16ビッ

トを設定します。通常、本レジスタの設定は、リセット後の初期設定時に行います。MACアドレスの設定は、送

信または受信機能が有効な状態で書き換えることを禁止します。EDMRの SWRTおよび SWRRビットにより

E-MACおよび E-DMACを初期状態に戻してから再設定してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

MA[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 MA[15:0] すべて 0 R/W MACアドレスビット 15～0 

MACアドレスの下位 16ビットを設定します。 

MACアドレスが 01-23-45-67-89-AB（16進数表示）である場合、本レジスタに

は H'000089ABを設定します。 
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23.3.8 受信フレーム長上限レジスタ（RFLR） 

RFLRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、本 LSIが受信することのできる最大フレー

ム長をバイト単位で指定します。本レジスタは、受信機能が有効な状態での書き換えを禁止します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － －－ － － － － RFL[17:16]

RFL[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～18 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

17～0 RFL[17:0] すべて 0 R/W 受信フレームデータ長 

ここでのフレームデータは、宛先アドレスから CRCデータまでを含んだ範囲と

なりますが、実際には、宛先アドレスからデータまでがメモリ上に転送されま

す。CRCデータは含まれません。ここで指定された値を超えたデータを受信し

たとき、設定された値を超えた分のデータは破棄されます。 

H'00000～H'005EE：1,518バイト 

H'005EF：1,519バイト 

H'005F0：1,520バイト 

：    ： 

H'007FF：2,047バイト 

H'00800：2,048バイト 

：    ： 

H'01000：4,096バイト 

：    ： 

H'10000：65,536バイト 

：    ： 

H'20000～H'3FFFF：131,072バイト 
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23.3.9 PHY部ステータスレジスタ（PSR） 

PSRは、読み出し専用のレジスタで、PHY-LSIからのインタフェース信号を読み込むことができます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ － － LMON

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

0 LMON 0 R ET_LNKSTA端子状態 

ET_LNKSTA端子に PHY-LSIから出力される Link信号を接続することによっ

て、Link状態を読み込むことができます。極性については、接続する PHY-LSI

の仕様を参照してください。 

 

23.3.10 PHY_INT極性設定レジスタ（PIPR） 

PIPRは、ET_PHY-INT端子の極性を設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ － － PHYIP

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

0 PHYIP 0 R/W ET_PHY-INT入力端子極性 

0：ET_PHY-INT端子はローアクティブとする（ローで割り込み状態） 

1：ET_PHY-INT端子はハイアクティブとする（ハイで割り込み状態） 

極性については、接続する PHY-LSIの仕様を参照してください。 
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23.3.11 送信リトライオーバカウンタレジスタ（TROCR） 

TROCRは、送信時に再送を合わせて 16回の試行で送信できなかったフレーム数を示す 16ビットのカウンタで

す。送信を 16回失敗すると、本レジスタは 1カウントアップします。本レジスタの値が、H'0000FFFFになると

カウントアップを停止します。本レジスタは、ECMR.TRCCM＝1の場合、読み出し時に 0クリアされます。

ECMR.TRCCM＝0の場合、本レジスタへ H'11111111を書き込むことにより 0クリアされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

TROC[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 TROC 

[15:0] 

すべて 0 R/W 送信リトライオーバカウント 

送信時に、再送を合わせて 16回の試行で送信できなかったフレームのカウント

数を表します。 
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23.3.12 遅延衝突検出カウンタレジスタ（CDCR） 

CDCRは、送信開始以降すべての回線上の衝突回数を示す 16ビットのカウンタで、H'0000FFFFになるとカウ

ントアップを停止します。本レジスタは、ECMR.TRCCM＝1の場合、読み出し時に 0クリアされます。

ECMR.TRCCM＝0の場合、本レジスタへ H'11111111を書き込むことにより 0クリアされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

COSDC[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 COSDC 

[15:0] 

すべて 0 R/W 衝突検出カウント 

送信開始からのすべての衝突の回数を表します。 

 

23.3.13 キャリア消失カウンタレジスタ（LCCR） 

LCCRは、データの送信中にキャリアが消失した回数を示す 16ビットのカウンタで、H'0000FFFFになるとカウ

ントアップを停止します。本レジスタは、ECMR.TRCCM＝1の場合、読み出し時に 0クリアされます。

ECMR.TRCCM＝0の場合、本レジスタへ H'11111111を書き込むことにより 0クリアされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

LCC[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 LCC[15:0] すべて 0 R/W キャリア消失カウント 

データ送信中にキャリアが消失した回数を表します。 
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23.3.14 CRCエラーフレーム受信カウンタレジスタ（CEFCR） 

CEFCRは、CRCエラーとなったフレームの受信回数を示す 16ビットのカウンタで、H'0000FFFFになるとカウ

ントアップを停止します。本レジスタは、ECMR.TRCCM＝1の場合、読み出し時に 0クリアされます。

ECMR.TRCCM＝0の場合、本レジスタへ H'11111111を書き込むことにより 0クリアされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

CEFC[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 CEFC 

[15:0] 

すべて 0 R/W CRCエラーフレームカウント 

CRCエラーとなったフレームを受信した回数を表します。 

 

23.3.15 フレーム受信エラーカウンタレジスタ（FRECR） 

FRECRは、PHY-LSIから入力される ET_RX-ER端子により受信エラーとなったフレームの個数を示す 16ビッ

トのカウンタです。ET_RX-ER端子がアクティブになるごとに 1カウントアップします。本レジスタの値が

H'0000FFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタは、ECMR.TRCCM＝1の場合、読み出し時に 0

クリアされます。ECMR.TRCCM＝0の場合、本レジスタへ H'11111111を書き込むことにより 0クリアされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

FREC[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 FREC 

[15:0] 

すべて 0 R/W フレーム受信エラーカウント 

フレームを受信中にエラーとなった回数を表します。 
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23.3.16 64バイト未満フレーム受信カウンタレジスタ（TSFRCR） 

TSFRCRは、64バイト未満のフレームを受信した回数を示す 16ビットのカウンタです。本レジスタの値が

H'0000FFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタは、ECMR.TRCCM＝1の場合、読み出し時に 0

クリアされます。ECMR.TRCCM＝0の場合、本レジスタへ H'11111111を書き込むことにより 0クリアされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

TSFC[15:0]

 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 TSFC 

[15:0] 

すべて 0 R/W 64バイト未満フレーム受信カウント 

64バイト未満のフレームを受信した回数を表します。 

 

23.3.17 指定バイト超フレーム受信カウンタレジスタ（TLFRCR） 

TLFRCRは、受信フレーム長上限レジスタ（RFLR）で指定した値を超えるフレームを受信した回数を示す 16

ビットのカウンタです。本レジスタの値が H'0000FFFFになるとカウントアップを停止します。端数ビットを含む

フレームを受信した場合は、本レジスタはカウントアップしません。この場合は、端数ビットフレーム受信カウ

ンタレジスタ（RFCR）に反映されます。本レジスタは、ECMR.TRCCM＝1の場合、読み出し時に 0クリアされ

ます。ECMR.TRCCM＝0の場合、本レジスタへ H'11111111を書き込むことにより 0クリアされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

TLFC[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 TLFC 

[15:0] 

すべて 0 R/W 指定バイト超フレーム受信カウント 

RFLRの値を超えるフレームを受信した回数を表します。 
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23.3.18 端数ビットフレーム受信カウンタレジスタ（RFCR） 

RFCRは、8ビットに満たない端数ビットデータを含むフレームを受信した回数を示す 16ビットのカウンタで、

H'0000FFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタは、ECMR.TRCCM＝1の場合、読み出し時に 0

クリアされます。ECMR.TRCCM＝0の場合、本レジスタへ H'11111111を書き込むことにより 0クリアされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

RFC[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 RFC[15:0] すべて 0 R/W 端数ビットフレーム受信カウント 

端数ビットデータを含むフレームを受信した回数を表します。 

 

23.3.19 キャリア拡張消失カウンタレジスタ（CERCR） 

CERCRは、キャリア拡張を消失したフレームを受信した回数を示す 16ビットのカウンタで、H'0000FFFFにな

るとカウントアップを停止します。本レジスタは、ECMR.TRCCM＝1の場合、読み出し時に 0クリアされます。

ECMR.TRCCM＝0の場合、本レジスタへ H'11111111を書き込むことにより 0クリアされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

CERC[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 CERC 

[15:0] 

すべて 0 R/W キャリア拡張消失フレーム受信カウント 

キャリア拡張を消失したフレームを受信した回数を表します。 
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23.3.20 キャリア拡張エラーカウンタレジスタ（CEECR） 

CEECRは、キャリア拡張が不正なフレームを受信した回数を示す 16ビットのカウンタで、H'0000FFFFになる

とカウントアップを停止します。本レジスタは、ECMR.TRCCM＝1の場合、読み出し時に 0クリアされます。

ECMR.TRCCM＝0の場合、本レジスタへ H'11111111を書き込むことにより 0クリアされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

CEEC[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 CEEC 

[15:0] 

すべて 0 R/W キャリア拡張エラーカウント 

キャリア拡張が不正なフレームを受信した回数を表します。 

 

23.3.21 マルチキャストアドレスフレーム受信カウンタレジスタ（MAFCR） 

MAFCRは、マルチキャストアドレスを指定するフレームを受信した回数を示す 16ビットのカウンタで、

H'0000FFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタの 0クリア方法は、本レジスタは、ECMR.TRCCM

＝1の場合、読み出し時に 0クリアされます。ECMR.TRCCM＝0の場合、本レジスタへ H'11111111を書き込むこ

とにより 0クリアされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

MAFC[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 MAFC 

[15:0] 

すべて 0 R/W マルチキャストアドレスフレームカウント 

マルチキャストフレームを受信した回数を表します。 
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23.3.22 自動 PAUSEフレーム設定レジスタ（APR） 

APRは、自動 PAUSEフレームの TIMEパラメータ値を設定します。自動 PAUSEフレームを送信するときに、

このレジスタに設定した値を PAUSEフレームの TIMEパラメータとして使用します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

AP[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 AP[15:0] すべて 0 R/W 自動 PAUSE 

自動 PAUSEフレームの TIMEパラメータ値を設定します。このとき 1ビット

は、512ビット時間を表します。 

送信時のフロー制御機能（PAUSEフレーム送信）を有効とした場合

（ECMR.TXF=1）、本ビットには H'0000以外の値を設定してください。 

H'0000：－ 

H'0001：512×1ビット時間 

H'0002：512×2ビット時間 

：    ： 

H'FFFF：512×65535ビット時間 

【注】ビット時間は、転送速度に応じて以下のようになります。 

1000Mbps時：1ビット時間＝1ns 

100Mbps時：1ビット時間＝10ns 

10Mbps時：1ビット時間＝100ns 
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23.3.23 手動 PAUSEフレーム設定レジスタ（MPR） 

MPRは、手動 PAUSEフレームの TIMEパラメータ値を設定します。手動 PAUSEフレームを送信するときに、

このレジスタに設定した値を PAUSEフレームの TIMEパラメータとして使用します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

MP[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 MP[15:0] すべて 0 R/W 手動 PAUSE 

手動 PAUSEフレームの TIMEパラメータ値を設定します。このとき 1ビット

は、512ビット時間を表します。 

H'0000：－ 

H'0001：512×1ビット時間 

H'0002：512×2ビット時間 

：    ： 

H'FFFF：512×65535ビット時間 

【注】ビット時間は、転送速度に応じて以下のようになります。 

1000Mbps時：1ビット時間＝1ns 

100Mbps時：1ビット時間＝10ns 

10Mbps時：1ビット時間＝100ns 
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23.3.24 自動 PAUSEフレーム再送回数設定レジスタ（TPAUSER） 

TPAUSERは、自動 PAUSEフレームの再送回数の上限値を設定します。本レジスタは、送信機能が有効な状態

での書き換えを禁止します。本レジスタは、送信機能が有効な状態で書き換えることを禁止します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

TPAUSE[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 TPAUSE 

[15:0] 

すべて 0 R/W 自動 PAUSEフレーム再送回数上限値 

H'0000：再送回数無制限 

H'0001：再送回数は、1回 

：    ： 

H'FFFF：再送回数は、65535回 

 

23.3.25 PAUSEフレーム送信カウンタレジスタ（PFTCR） 

PFCTRは、PAUSEフレームを送信した回数を示す 16ビットのカウンタです。本レジスタは、読み出し時に 0

クリアされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

PFTXC[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 PFTXC 

[15:0] 

すべて 0 R PAUSEフレーム送信カウント 

自動 PAUSEフレームと手動 PAUSEフレームの送信回数をあわせて表します。 
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23.3.26 PAUSEフレーム受信カウンタレジスタ（PFRCR） 

PFCTRは、PAUSEフレームを受信した回数を示す 16ビットのカウンタです。本レジスタは、読み出し時に 0

クリアされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

PFRXC[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 PFRXC 

[15:0] 

すべて 0 R PAUSEフレーム受信カウント 

受信時のフロー制御機能有効（ECMR.RXF＝1）時、PAUSEフレームを受信し

た回数を表します。 

 

23.3.27 GETHERモードレジスタ（GECMR） 

GECMRは、GETHERの動作モードを設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － －

－
SPEED

[0]
SPEED

[1] BSE

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

2 SPEED[1] 0 R/W 転送速度 

SPEED[0]ビットとの組み合わせで、転送速度を設定します。SPEED[0]ビット

を参照してください。 

 



 

23. ギガビットイーサネットコントローラ（GETHER） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  23-41 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 BSE 0 R/W バースト転送許可 

0：バースト転送を行いません。 

1：転送速度が 1Gbpsで、半二重転送モード（ECMR.DM=0）時、バースト

転送を行います。 

0 SPEED[0] 0 R/W 転送速度 

転送速度を、SPEED[1]と SPEED[0]ビットとの組み合わせで指定します。 

SPEED[1:0] 

00：10Mbps転送 

01：1Gbps転送 

10：100Mbps転送 

11：設定禁止 

 

23.3.28 バーストサイクル回数上限設定レジスタ（BCULR） 

BCULRは、バーストサイクル回数の上限値を設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － －

－ － － － －

BSTLMT[11:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

11～0 BSTLMT 

[11:0] 

すべて 0 R/W バーストサイクル上限値 

バーストサイクルの上限値を設定します。バーストタイマが本レジスタの設定

値を超えるとバースト転送を終了します。フレームの転送中に、バーストタイ

マが本レジスタの設定値を超えたとき、転送中のフレームの転送終了を待って

バースト転送を終了します。 

H'000～H'100：バーストサイクル数は、256サイクル 

H'101：バーストサイクル数は、257サイクル 

：    ： 

H'FFE：バーストサイクル数は、4094サイクル 

H'FFF：バーストサイクル数は、4095サイクル 

【注】 1サイクル＝32nsです。 
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23.3.29 TSUカウンタリセットレジスタ（TSU_CTRST） 

TSU_CTRSTは、送信、受信、および転送フレーム数カウンタを 0にクリアします。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R/W R R R R R R R R

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － CTRST － － － －

－ － － － －

－ － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

8 CTRST 0 R/W TSUカウンタリセット 

本ビットに 1を書き込むと、TXNLCR0/1、TXALCR0/1、RXNLCR0/1、

RXALCR0/1、FWNLCR0/1、FWALCR0/1の各レジスタの値が 0にクリアされ

ます。0書き込みしても何も行われません。読み出すと常に 0が読み出されま

す。 

7～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

 



 

23. ギガビットイーサネットコントローラ（GETHER） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  23-43 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

23.3.30 転送イネーブルレジスタ（0→1系）（TSU_FWEN0） 

TSU_FWEN0は、E-MAC-0から E-MAC-1への転送動作（転送 FIFOへの書き込み）を許可または禁止します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

FWEN0 － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 FWEN0 0 R/W 0→1系転送動作イネーブル 

0：0→1系転送動作を禁止 

1：0→1系転送動作を許可 

転送 FIFO容量選択レジスタ TSU_FCMの FCM[2:0]の値を H'4に設定した場合

は、本ビットを 1にセットすることを禁止します。 

30～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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23.3.31 転送イネーブルレジスタ（1→0系）（TSU_FWEN1） 

TSU_FWEN1は、E-MAC-1から E-MAC-0への転送動作（転送 FIFOへの書き込み）を許可または禁止します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

FWEN1 － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 FWEN1 0 R/W 1→0系転送動作イネーブル 

0：1→0系転送動作を禁止 

1：1→0系転送動作を許可 

転送 FIFO容量選択レジスタ TSU_FCMの FCM[2:0]の値を H'3に設定した場合

は、本ビットを 1にセットすることを禁止します。 

30～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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23.3.32 転送 FIFO容量選択レジスタ（TSU_FCM） 

TSU_FCMは、E-MAC-0、E-MAC-1相互間の転送動作時に用いる、TSU内の転送 FIFOの容量を選択します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ FCM[2:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

2～0 FCM[2:0] すべて 0 R/W 転送 FIFO容量 

H'0：0→1系：3Kバイト、 1→0系：3Kバイト 

H'1：0→1系：4Kバイト、 1→0系：2Kバイト 

H'2：0→1系：5Kバイト、 1→0系：1Kバイト 

H'3：0→1系：6Kバイト、 1→0系：使用しない 

H'4：0→1系：使用しない、 1→0系：6KB 

H'5：0→1系：1Kバイト、  1→0系：5Kバイト 

H'6：0→1系：2Kバイト、  1→0系：4Kバイト 

H'7：      設定禁止 

いったん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0の FWEN0または TSU_FWEN1

の FWEN1を 1にセットした後）の本レジスタへの書き込みは無効です。 

転送 FIFOに「設定した容量－64バイト」以上のデータが格納されると、オー

バフローを検出し転送途中のフレームは破棄されます。 
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23.3.33 転送 FIFOオーバフロー予告設定レジスタ（0系）（TSU_BSYSL0） 

TSUは、転送動作時に転送 FIFO内に書き込まれたデータ量があるしきい値を超えると、E-MAC-0/1に対し転

送 FIFOへの書き込みができなくなることを予告通知する機能を有しています。TSU_BSYSL0は、転送動作時 TSU

から E-MAC-0に対し、転送 FIFOへの書き込みができなくなることを予告通知するときの転送 FIFOのしきい値

を設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1
R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － －

－ － － － －

BSYSL0[5:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

5～0 BSYSL0 

[5:0] 

すべて 1 R/W 転送動作時、TSUから E-MAC-0に対し、転送 FIFOへの書き込みができなくな

ることを予告通知するときの 0→1系転送 FIFO容量のしきい値を、256バイト

単位で設定します。 

H'00：0バイト 

H'01：256バイト 

H'02：512バイト 

：    ： 

H'29：12,032バイト 

H'30：12,288バイト 

H'31～H'3Fは、設定無効です（予告通知は常にしません）。 

転送 FIFOの書き込み容量が、本ビットで設定したしきい値を超えると、TSU

から E-MAC-0に対し転送 FIFOへの書き込みができなくなることを予告通知し

ます。その後、転送 FIFOの書き込み容量が本しきい値を 16バイト下回ると予

告通知を停止します。 

H'00を設定したときは、常に TSUから E-MAC-0に対し転送 FIFOへの書き込

みができなくなることを予告通知します。設定値が TSU_FCMの FCM[2:0]で設

定した 0→1系転送 FIFO容量以上（同じ値を含む）のときは、TSUは E-MAC-0

に対し転送 FIFOへの書き込みができなくなることを予告通知しません。 

いったん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0の FWEN0または TSU_FWEN1

の FWEN1を 1にセットした後）の本レジスタへの書き込み動作を禁止します。 

また、転送動作のイネーブルビット（TSU_FWEN0の FWEN0または

TSU_FWEN1の FWEN1）を 0にクリアしたときは、TSUから E-MAC-0に対

する転送 FIFOへの書き込み不可の予告通知は停止します。 
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23.3.34 転送 FIFOオーバフロー予告制御設定レジスタ（1系）（TSU_BSYSL1） 

TSUは、転送動作時に転送 FIFO内に書き込まれたデータ量があるしきい値を超えると、E-MAC-0/1に対し、

転送 FIFOへの書き込みができなくなることを予告通知する機能を有しています。TSU_BSYSL1は、転送動作時

TSUから E-MAC-1に対し、転送 FIFOへの書き込みができなくなることを予告通知するときの転送 FIFOのしき

い値を設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1
R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － －

－ － － － －

BSYSL1[5:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

5～0 BSYSL1 

[5:0] 

すべて 1 R/W 転送動作時、TSUから E-MAC-1に対し、転送 FIFOへの書き込みができなくな

ることを予告通知するときの 1→0系転送 FIFO容量のしきい値を 256バイト単

位で設定します。 

H'00：0バイト 

H'01：256バイト 

H'02：512バイト 

：   ： 

H'16：5632バイト 

H'17：5888バイト 

H'18～H'3Fは、設定無効です（予告通知は常にしません）。 

転送 FIFOの書き込み容量が、本ビットで設定したしきい値を超えると、TSU

から E-MAC-1に対し転送 FIFOへの書き込みができなくなることを予告通知し

ます。その後、転送 FIFOの書き込み容量が本しきい値を 16バイト下回ると予

告通知を停止します。 

H'00を設定したときは、常に TSUから E-MAC-1に対し転送 FIFOへの書き込

みができなくなることを予告通知します。設定値が TSU_FCMの FCM2～FCM0

で設定した 1→0系転送 FIFO容量以上（同じ値を含む）のときは、TSUは

E-MAC-1に対し転送 FIFOへの書き込みができなくなることを予告通知しませ

ん。 

いったん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0の FWEN0または TSU_FWEN1

の FWEN1を 1にセットした後）の本レジスタへの書き込み動作を禁止します。 

また、転送動作のイネーブルビット（TSU_FWEN0の FWEN0または

TSU_FWEN1の FWEN1）を 0にクリアしたときは、TSUから E-MAC-1に対

する転送 FIFOへの書き込み不可の予告通知は停止します。 
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23.3.35 送信・転送優先制御モードレジスタ（0系）（TSU_PRISL0） 

TSU_PRISL0は、E-MAC-0への E-DMACからの送信要求と 1→0系転送動作が競合したときの、優先制御モー

ドを設定します。いったん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0の FWEN0または TSU_FWEN1の FWEN1を 1

にセットした後）の本レジスタへの書き込みは禁止します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R/W R/W R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ PRIMD0[2:0] － － － －

－ － － － －

PRISL0[7:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～15 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

14～12 PRIMD0 

[2:0] 

すべて 0 R/W E-MAC-0の送信と 1→0系転送動作の優先制御モードを設定します。 

H'0：ラウンドロビン 

H'1：送信優先 

H'2：転送優先 

H'4：ラウンドロビン、ただし転送 FIFO使用量が PRISL0[7:0]の設定値を超

えると転送優先に切り替え 

H'5：送信優先、ただし転送 FIFO使用量が PRISL0[7:0]の設定値を超えると

転送優先に切り替え 

その他：設定禁止 

11～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

7～0 PRISL0[7:0] すべて 0 R/W PRIMD0[2:0]を H'4または H'5に設定したとき、転送優先への切り替えが生じる

際の 1→0系転送 FIFO容量のしきい値を 64バイト単位で設定します。 

H'00：0バイト 

H'01：64バイト 

H'02：128バイト 

：   ： 

H'5E：6016バイト 

H'5F：6080バイト 

H'60～H'FFは、設定禁止です。 

H'00を設定したときは、常に転送優先となります。設定値が TSU_FCMの

FCM[2:0]で設定した 1→0系転送 FIFO容量以上のときは、PRIMD0[2:0]が H'4

の場合は常にラウンドロビンに、PRIMD0[2:0]が H'5の場合は常に送信優先にな

ります。 

 



 

23. ギガビットイーサネットコントローラ（GETHER） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  23-49 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

23.3.36 送信・転送優先制御モードレジスタ（1系）（TSU_PRISL1） 

TSU_PRISL1は、E-MAC-1への E-DMACからの送信要求と 0→1系転送動作が競合したときの、優先制御モー

ドを設定します。いったん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0の FWEN0または TSU_FWEN1の FWEN1を 1

にセットした後）の本レジスタへの書き込みは禁止します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R/W R/W R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ PRIMD1[2:0] － － － －

－ － － － －

PRISL1[7:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～15 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

14～12 PRIMD1 

[2:0] 

すべて 0 R/W E-MAC-1の送信と 0→1系転送動作の優先制御モードを設定します。 

H'0：ラウンドロビン 

H'1：送信優先 

H'2：転送優先 

H'4：ラウンドロビン、ただし転送 FIFO使用量が PRISL1[7:1]の設定値を超

えると転送優先に切り替え 

H'5：送信優先、ただし転送 FIFO使用量が PRISL1[7:0]の設定値を超えると

転送優先に切り替え 

その他：設定禁止 

11～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

7～0 PRISL1[7:0] すべて 0 R/W PRIMD1[2:0]を H'4または H'5に設定したとき、転送優先への切り替えが生じる

際の 0→1系転送 FIFO容量のしきい値を 64バイト単位で設定します。 

H'00：0バイト 

H'01：64バイト 

H'02：128バイト 

：   ： 

H'5E：6016バイト 

H'5F：6080バイト 

H'60～H'FFは、は設定禁止です。 

H'00を設定したときは、常に転送優先となります。設定値が TSU_FCMの

FCM[2:0]で設定した 0→1系転送 FIFO容量以上のときは、PRIMD[2:0]が H'4の

場合は常にラウンドロビンに、PRIMD1[2:0]が H'5の場合は常に送信優先になり

ます。 
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23.3.37 受信・転送機能設定レジスタ（0→1系）（TSU_FWSL0） 

TSU_FWSL0は、0系受信および 0→1系転送動作に際し、フレーム種別ごとの処理方法（転送または転送禁止）

を設定します。転送処理に際し、マルチキャストフレームと宛先が本 LSI以外のフレームについては CAMの判定

を参照して処理方法を決定することができます（詳細は、「23.4.5 CAM機能」を参照してください）。いった

ん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0の FWEN0または TSU_FWEN1の FWEN1を 1にセットした後）の本レ

ジスタへの書き込みは禁止します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R R R R/W R R R R

－ － － － － － － － － － －

－ － － FW50 FW40 FW30 FW20 FW10 － － － RMSA0

－ － － － －

－ － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

12 FW50 0 R/W 0系からのフレームがMACコントロールフレームのときの処理方法を設定しま

す。 

0：フレームを転送しない 

1：フレームを 1系に転送 

11 FW40 0 R/W 0系からのフレームが本 LSI宛のときの処理方法を設定します。 

0：フレームを転送しない 

1：フレームを 1系に転送 

10 FW30 0 R/W 0系からのフレームが Broadcastのときの処理方法を設定します。 

0：フレームを転送しない 

1：フレームを 1系に転送 

9 FW20 0 R/W 0系からのフレームがマルチキャストのときの処理方法を設定します。 

0：CAMヒット：フレームを 1系に転送、CAMミスヒット：フレームを転送

しない 

1：CAMヒット：フレームを転送しない、CAMミスヒット：フレームを 1系

に転送 

8 FW10 0 R/W 0系からのフレームの宛先が本 LSI以外のときの処理方法を設定します。 

0：CAMヒット：フレームを 1系に転送、CAMミスヒット：フレームを転送

しない 

1：CAMヒット：フレームを転送しない、CAMミスヒット：フレームを 1系

に転送 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

4 RMSA0 0 R/W 0系からの受信フレームの SA（ソースアドレス）がエントリテーブルに登録さ

れていない場合の処理方法を設定します。 

0：フレームを受信しない 

1：フレームを受信する。 

ただし、VLANtag判定により破棄となったフレームは受信しません。 

ソースアドレスがエントリテーブルに未登録のフレームを受信した場合は、フ

レームを受信するしないにかかわらずキャリア拡張エラーを発行します。 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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23.3.38 受信・転送機能設定レジスタ（1→0系）（TSU_FWSL1） 

TSU_FWSL1は、1系受信および 1→0系転送動作に際し、フレーム種別ごとの処理方法（転送または転送禁止）

を設定します。転送処理に際し、マルチキャストフレームと宛先が本 LSI以外のフレームについては CAMの判定

を参照して処理方法を決定することができます（詳細は、「23.4.5 CAM機能」を参照してください）。いった

ん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0の FWEN0または TSU_FWEN1の FWEN1を 1にセットした後）の本レ

ジスタへの書き込みは禁止します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R R R R/W R R R R

－ － － － － － － － － － －

－ － － FW51 FW41 FW31 FW21 FW11 － － － RMSA1

－ － － － －

－ － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

12 FW51 0 R/W 1系からのフレームがMACコントロールフレームのときの処理方法を設定しま

す。 

0：フレームを転送しない 

1：フレームを 0系に転送 

11 FW41 0 R/W 1系からのフレームが本 LSI宛のときの処理方法を設定します。 

0：フレームを転送しない 

1：フレームを 0系に転送 

10 FW31 0 R/W 1系からのフレームが Broadcastのときの処理方法を設定します。 

0：フレームを転送しない 

1：フレームを 0系に転送 

9 FW21 0 R/W 1系からのフレームがマルチキャストのときの処理方法を設定します。 

0：CAMヒット：フレームを 0系に転送、CAMミスヒット：フレームを転し

ない 

1：CAMヒット：フレームを転送しない、CAMミスヒット：フレームを 0に

転送 

8 FW11 0 R/W 1系からのフレームの宛先が本 LSI以外のときの処理方法を設定します。 

0：CAMヒット：フレームを 0系に転送、CAMミスヒット：フレームを転し

ない 

1：CAMヒット：フレームを転送しない、CAMミスヒット：フレームを 0に

転送 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

4 RMSA1 0 R/W 1系からの受信フレームの SA（ソースアドレス）がエントリテーブルに登録さ

れていない場合の処理方法を設定します。 

0：フレームを受信しない 

1：フレームを受信する 

ただし、VLANtag判定により破棄となったフレームは受信しません。 

ソースアドレスがエントリテーブルに未登録のフレームを受信した場合は、フ

レームを受信するしないにかかわらずキャリア拡張エラーを発行します。 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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23.3.39 転送機能設定レジスタ（共通）（TSU_FWSLC） 

CAMを使用する場合は、TSU_POST1～TSU_POST4レジスタにより、CAMエントリテーブル中の参照する部

分（一部または全部）を指定することができます。TSU_FWSLCは、TSU_POST1～TSU_POST4レジスタによる

設定のイネーブルを設定します。いったん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0の FWEN0または TSU_FWEN1

の FWEN1を 1にセットした後）の本レジスタへの書き込みは禁止します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R R R R R R R R R R R R

－ － － － － － － － － － －

－ －
POST
ENL － － － － － － － －

－ － － － －

－ － － －
POST
ENU

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

13 POSTENU 0 R/W CAMエントリテーブル 0～15の POSTフィールド設定（TSU_POST1および

TSU_POST2レジスタによる設定）を有効にします。 

0：POSTフィールド設定無効（CAMエントリテーブルは、0系受信時のみ

参照） 

1：POSTフィールド設定有効（CAMエントリテーブル参照条件は、POST

フィールド設定に従う） 

12 POSTENL 0 R/W CAMエントリテーブル 16～31の POSTフィールド設定（TSU_POST3および

TSU_POST4レジスタによる設定）を有効にします。 

0：POSTフィールド設定無効（CAMエントリテーブルは、1系受信時のみ

参照） 

1：POSTフィールド設定有効（CAMエントリテーブル参照条件は、POST

フィールド設定に従う） 

11～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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23.3.40 Qtag追加・削除設定レジスタ（0→1系）（TSU_QTAG0） 

TSU_QTAGM0は、0→1系転送動作の際の通常のイーサネットフレーム（Qtagなし）から IEEE802.1Q対応フ

レーム（Qtag付き）への Qtag追加機能、および IEEE802.1Q対応フレーム（Qtag付き）から通常のイーサネット

フレーム（Qtagなし）への Qtag削除機能を設定します。いったん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0の FWEN0

または TSU_FWEN1の FWEN1を 1にセットした後）の本レジスタへの書き込みは禁止します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ QTAG0[2:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

2～0 QTAG0 

[2:0] 

すべて 0 R/W 0→1系転送動作時の Qtag追加および削除機能を設定します。 

H'0：Qtag追加および削除機能なし 

H'1：Qtag追加および削除機能なし 

H'2：Qtag付きフレームから Qtagを削除 

H'3：Qtagなしフレームに Qtagを追加 

（MACコントロールフレームに追加なし） 

H'4：Qtag追加および削除機能なし 

H'5：設定禁止 

H'6：設定禁止 

H'7：Qtagなしフレームに Qtagを追加 

（MACコントロールフレームに追加あり） 

いったん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0の FWEN0または TSU_FWEN1

の FWEN1を 1にセットした後）の本レジスタへの書き込みは禁止します。 
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23.3.41 Qtag追加・削除設定レジスタ（1→0系）（TSU_QTAG1） 

TSU_QTAG1は、1→0系転送動作の際の通常のイーサネットフレーム（Qtagなし）から IEEE802.1Q対応フレ

ーム（Qtag付き）への Qtag追加機能、および IEEE802.1Q対応フレーム（Qtag付き）から通常のイーサネットフ

レーム（Qtagなし）への Qtag削除機能を設定します。いったん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0の FWEN0

または TSU_FWEN1の FWEN1を 1にセットした後）の本レジスタへの書き込みは禁止します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ QTAG1[2:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

2～0 QTAG1[2:0] すべて 0 R/W 1→0系転送動作時の Qtag追加および削除機能を設定します。 

H'0：Qtag追加および削除機能なし 

H'1：Qtag追加および削除機能なし 

H'2：Qtag付きフレームから Qtagを削除 

H'3：Qtagなしフレームに Qtagを追加 

（MACコントロールフレームに追加なし） 

H'4：Qtag追加および削除機能なし 

H'5：設定禁止 

H'6：設定禁止 

H'7：Qtagなしフレームに Qtagを追加 

（MACコントロールフレームに追加あり） 

いったん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0の FWEN0または TSU_FWEN1

の FWEN1を 1にセットした後）の本レジスタへの書き込みは禁止します。 
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23.3.42 転送ステータスレジスタ（TSU_FWSR） 

TSU_FWSRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、転送動作中のステータスを表示しま

す。本ステータスは、転送ステータス割り込みマスクレジスタ（TSU_FWINMK）を設定することにより、割り込

み要因として CPUに通知することが可能です。1にセットされたステータスビットは、該当ビットに 1を書き込

むことにより、0にクリアされます（ステータスビットは、0クリアされるまで値を保持します）。 

本ステータスレジスタが要因で発生する割り込みは、EINT2となります。割り込みの優先順位については、「9.4.6 

割り込み例外処理と優先順位」を参照ください。 

また、転送動作中に、RBSY1、RBSY0以外のエラーが発生した場合、転送フレームは削除されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － OVF0 RBSY
0

RINT
60

－ － － － － － － －

－ － － － －

RINT
61

RINT
10

RINT
20

RINT
30

RINT
40

RINT
50

RINT
11

RINT
21

RINT
31

RINT
41

RINT
51OVF1 RBSY

1

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

23 OVF0 0 R/W 0→1系転送 FIFOオーバフロー検出 

0→1系転送 FIFOにオーバフローが発生したときは、1にセットされます。 

22 RBSY0 0 R/W E-MAC-0オーバフロー予告信号出力 

TSU_BSYSL0のしきい値が有効で、そのしきい値を超えたときに、1にセット

されます。 

21 RINT60 0 R/W E-MAC-0キャリア拡張消失エラー検出 

E-MAC-0にて、キャリア拡張を消失したフレームを受信したときは、1にセッ

トされます。 

20 RINT50 0 R/W E-MAC-0端数ビットフレーム受信 

E-MAC-0にて、8ビットに満たない端数ビットデータを含むフレームを受信し

たときは、1にセットされます。 

19 RINT40 0 R/W E-MAC-0指定バイト超フレーム受信 

E-MAC-0にて、RFLR0の設定値を超えるフレームを受信したときは、1にセッ

トされます。 

18 RINT30 0 R/W E-MAC-0 64バイト未満フレーム受信 

E-MAC-0にて、64バイト未満のフレームを受信したときは、1にセットされま

す。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

17 RINT20 0 R/W E-MAC-0フレーム受信エラー 

E-MAC-0にて、PHY-LSIから入力される RX-ER端子による受信エラーが検出

されたときは、1にセットされます。 

16 RINT10 0 R/W E-MAC-0 CRCエラーフレーム受信 

E-MAC-0にて、受信フレームが CRCエラーとなったときは、1にセットされ

ます。 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

7 OVF1 0 R/W 1→0系転送 FIFOオーバフロー検出 

1→0系転送 FIFOにオーバフローが発生したときは、1にセットされます。 

6 RBSY1 0 R/W E-MAC-1オーバフロー予告信号出力 

TSU_BSYSL1のしきい値が有効で、そのしきい値を超えたときに、1にセット

されます。 

5 RINT61 0 R/W E-MAC-1キャリア拡張消失エラー検出 

E-MAC-1にて、キャリア拡張を消失したフレームを受信したときは、1にセッ

トされます。 

4 RINT51 0 R/W E-MAC-1端数ビットフレーム受信 

E-MAC-1にて、8ビットに満たない端数ビットデータを含むフレームを受信し

たときは、1にセットされます。 

3 RINT41 0 R/W E-MAC-1指定バイト超フレーム受信 

E-MAC-1にて、RFLR1の設定値を超えるフレームを受信したときは、1にセッ

トされます。 

2 RINT31 0 R/W E-MAC-1 64バイト未満フレーム受信 

E-MAC-1にて、64バイト未満のフレームを受信したときは、1にセットされま

す。 

1 RINT21 0 R/W E-MAC-1フレーム受信エラー 

E-MAC-1にて、PHY-LSIから入力される RX-ER端子による受信エラーが検出

されたときは、1にセットされます。 

0 RINT11 0 R/W E-MAC-1 CRCエラーフレーム受信 

E-MAC-1にて、受信フレームが CRCエラーとなったときは、1にセットされ

ます。 
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23.3.43 転送ステータス割り込みマスクレジスタ（TSU_FWINMK） 

TSU_FWINMKは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、TSU_FWSRの各ステータスビット

に対する割り込みマスクを設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － OVFM
0

RBSYM
0

RINTM
60

－ － － － － － － －

－ － － － －

RINTM
61

RINTM
10

RINTM
20

RINTM
30

RINTM
40

RINTM
50

RINTM
11

RINTM
21

RINTM
31

RINTM
41

RINTM
51

OVFM
1

RBSYM
1

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

23 OVFM0 0 R/W 0→1系転送 FIFOオーバフロー検出割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

22 RBSYM0 0 R/W E-MAC-0オーバフロー予告信号出力割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

21 RINTM60 0 R/W E-MAC-0キャリア拡張消失割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

20 RINTM50 0 R/W E-MAC-0端数ビットフレーム受信割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

19 RINTM40 0 R/W E-MAC-0指定バイト超フレーム受信割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

18 RINTM30 0 R/W E-MAC-0 64バイト未満フレーム受信割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

17 RINTM20 0 R/W E-MAC-0フレーム受信エラー割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

16 RINTM10 0 R/W E-MAC-0 CRCエラーフレーム受信割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

7 OVFM1 0 R/W 1→0系転送 FIFOオーバフロー検出割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

6 RBSYM1 0 R/W E-MAC-1オーバフロー予告信号出力割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

5 RINTM61 0 R/W E-MAC-1キャリア拡張消失割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

4 RINTM51 0 R/W E-MAC-1端数ビットフレーム受信割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

3 RINTM41 0 R/W E-MAC-1指定バイト超フレーム受信割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

2 RINTM31 0 R/W E-MAC-1 64バイト未満フレーム受信割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

1 RINTM21 0 R/W E-MAC-1フレーム受信エラー割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

0 RINTM11 0 R/W E-MAC-1 CRCエラーフレーム受信割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 
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23.3.44 追加 Qtag値設定レジスタ（0→1系）（TSU_ADQT0） 

TSU_ ADQT0は、0→1系転送動作で通常のイーサネットフレーム（Qtagなし）から IEEE802.1Q対応フレーム

（Qtag付き）への変換操作の際（Qtag追加機能を用いる場合で、TSU_QTAG0の QTAG0[2:0]ビットを H'3あるい

は H'7に設定した際）、追加する Qtagのデータを設定します。いったん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0の

FWEN0または TSU_FWEN1の FWEN1を 1にセットした後）の本レジスタへの書き込みは禁止します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－

QTAG0[31:16]

QTAG0[15:13] QTAG0[11:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 QTAG0 

[31:16] 

H'8100 R/W 上位 16ビット（QTAG0[31:16]）の書き込む値は、必ず H'8100としてください

（Qtagの拡張フレームフォーマットであることを表します）。リード時に読み

出される値は、H'8100となります。 

15～13 QTAG0 

[15:13] 

H'0 R/W 優先順位設定（PRT） 

Qtag付きフレームの処理優先順位を設定します。設定方法の詳細は、

IEEE802.1Qに規定された Qtag制御に関する仕様を参照してください。 

12 － 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

11～0 QTAG0 

[11:0] 

H'000 R/W V-LAN ID設定（VID） 

Qtag付きフレームを、V-LANをサポートするシステムで扱う場合に設定しま

す。設定方法の詳細は、IEEE802.1Qに規定された Qtag制御に関する仕様を参

照してください。 
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23.3.45 追加 Qtag値設定レジスタ（1→0系）（TSU_ADQT1） 

TSU_ADQT1は、1→0系転送動作で通常のイーサネットフレーム（Qtagなし）から IEEE802.1Q対応フレーム

（Qtag付き）への変換操作の際（Qtag追加機能を用いる場合で、TSU_QTAG1の QTAG1[2:0]ビットを H'3または

H'7に設定した際）、追加するQtagのデータを設定します。いったん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0の FWEN0

または TSU_FWEN1の FWEN1を 1にセットした後）の本レジスタへの書き込みは禁止します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－

QTAG1[31:16]

QTAG1[15:13] QTAG1[11:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 QTAG1 

[31:16] 

H'8100 R/W 上位 16ビット（QTAG1[31:16]）の書き込む値は必ず H'8100としてください

（Qtagの拡張フレームフォーマットであることを表します）。読み出し時に読

み出される値は、H'8100となります。 

15～13 QTAG1 

[15:13] 

H'0 R/W 優先順位設定（PRT） 

Qtag付きフレームの処理優先順位を設定します。設定方法の詳細は、

IEEE802.1Qに規定された Qtag制御に関する仕様を参照してください。 

12 － 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

11～0 QTAG1 

[11:0] 

H'000 R/W V-LAN ID設定（VID） 

Qtag付きフレームを、V-LANをサポートするシステムで扱う場合に設定しま

す。設定方法の詳細は、IEEE802.1Qに規定された Qtag制御に関する仕様を参

照してください。 
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23.3.46 VLANtag設定レジスタ（0系）（TSU_VTAG0） 

TSU_VTAG0は、0系受信動作で、VLAN番号によるフレームの受信／破棄判定機能を有効にするか、また、そ

のときの VLAN番号を設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － －

－ － － －

－ － － － －VTAG
0

VID0[11:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 VTAG0 0 R/W 0系 VLANtag判定機能 

0：VLAN番号によるフレームの受信／破棄判定機能を無効にします 

1：VLAN番号によるフレームの受信／破棄判定機能を有効にします 

30～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

11～0 VID0 すべて 0 R/W V-LAN ID設定（VID） 

0系受信フレームの受信する VLAN番号を設定します。 
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23.3.47 VLANtag設定レジスタ（1系）（TSU_VTAG1） 

TSU_VTAG1は、1系受信動作で、VLAN番号によるフレームの受信／破棄判定機能を有効にするか、また、そ

のときの VLAN番号を設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － －

－ － － －

－ － － － －VTAG
1

VID1[11:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 VTAG1 0 R/W 1系 VLANtag判定機能 

0：VLAN番号によるフレームの受信／破棄判定機能を無効にします。 

1：VLAN番号によるフレームの受信／破棄判定機能を有効にします。 

30～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

11～0 VID1 すべて 0 R/W V-LAN ID設定（VID） 

1系受信フレームの受信する VLAN番号を設定します。 
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23.3.48 CAMエントリテーブル設定ビジーレジスタ（TSU_ADSBSY） 

CAMエントリテーブルレジスタ（TSU_ADRH0～TSU_ADRH31、TSU_ADRL0～TSU_ADRL31）をレジスタ書

き込みで設定すると、本レジスタの ADSBSYビットが 1にセットされます（TSU内部で CAMエントリテーブル

レジスタの内容を CAM制御部へ反映させる作業が完了すると、ADSBSYビットは自動的に 0に復帰します）。

本レジスタの ADSBSYビットが 1にセットされている期間は、TSU_ADRH0～TSU_ADRH31および TSU_ADRL0

～TSU_ADRL31へのアクセスを禁止します。本レジスタは、読み出し専用のステータスレジスタです。書き込み

は禁止します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ － －
ADS
BSY

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み動作は禁止します。 

0 ADSBSY 0 R CAMエントリテーブル設定ビジー 

TSU_ADRH0～TSU_ADRH31および TSU_ADRL0～TSU_ADRL31をレジスタ

ライトで設定すると、1にセットされます。TSU内部で CAMエントリテーブ

ルレジスタの内容を CAM制御部へ反映させる作業が完了すると、ADSBSYビ

ットは自動的に 0に復帰します。本ビットが 1にセットされている期間は、

TSU_ADRH0～TSU_ADRH31および TSU_ADRL0～TSU_ADRL31へのアクセ

スを禁止します。本レジスタへの書き込み動作は、禁止します。 
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23.3.49 CAMエントリテーブルイネーブル設定レジスタ（TSU_TEN） 

TSU_TENは、TSU_ADRH0～TSU_ADRH31および TSU_ADRL0～TSU_ADRL31の有効または無効を設定する

レジスタです。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TEN0 TEN1 TEN2 TEN8 TEN9 TEN10 TEN11 TEN12 TEN13 TEN14 TEN15

TEN16 TEN17 TEN18 TEN19 TEN20 TEN21 TEN22 TEN23 TEN24 TEN25 TEN26 TEN27

TEN3 TEN4 TEN5 TEN6 TEN7

TEN28 TEN29 TEN30 TEN31

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 TEN0 0 R/W CAMエントリテーブル 0（TSU_ADRH0、TSU_ADRL0）設定 

0：無効 

1：有効 

30 TEN1 0 R/W CAMエントリテーブル 1（TSU_ADRH1、TSU_ADRL1）設定 

0：無効 

1：有効 

29 TEN2 0 R/W CAMエントリテーブル 2（TSU_ADRH2、TSU_ADRL2）設定 

0：無効 

1：有効 

28 TEN3 0 R/W CAMエントリテーブル 3（TSU_ADRH3、TSU_ADRL3）設定 

0：無効 

1：有効 

27 TEN4 0 R/W CAMエントリテーブル 4（TSU_ADRH4、TSU_ADRL4）設定 

0：無効 

1：有効 

26 TEN5 0 R/W CAMエントリテーブル 5（TSU_ADRH5、TSU_ADRL5）設定 

0：無効 

1：有効 

25 TEN6 0 R/W CAMエントリテーブル 6（TSU_ADRH6、TSU_ADRL6）設定 

0：無効 

1：有効 

24 TEN7 0 R/W CAMエントリテーブル 7（TSU_ADRH7、TSU_ADRL7）設定 

0：無効 

1：有効 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23 TEN8 0 R/W CAMエントリテーブル 8（TSU_ADRH8、TSU_ADRL8）設定 

0：無効 

1：有効 

22 TEN9 0 R/W CAMエントリテーブル 9（TSU_ADRH9、TSU_ADRL9）設定 

0：無効 

1：有効 

21 TEN10 0 R/W CAMエントリテーブル 10（TSU_ADRH10、TSU_ADRL10）設定 

0：無効 

1：有効 

20 TEN11 0 R/W CAMエントリテーブル 11（TSU_ADRH11、TSU_ADRL11）設定 

0：無効 

1：有効 

19 TEN12 0 R/W CAMエントリテーブル 12（TSU_ADRH12、TSU_ADRL12）設定 

0：無効 

1：有効 

18 TEN13 0 R/W CAMエントリテーブル 13（TSU_ADRH13、TSU_ADRL13）設定 

0：無効 

1：有効 

17 TEN14 0 R/W CAMエントリテーブル 14（TSU_ADRH14、TSU_ADRL14）設定 

0：無効 

1：有効 

16 TEN15 0 R/W CAMエントリテーブル 15（TSU_ADRH15、TSU_ADRL15）設定 

0：無効 

1：有効 

15 TEN16 0 R/W CAMエントリテーブル 16（TSU_ADRH16、TSU_ADRL16）設定 

0：無効 

1：有効 

14 TEN17 0 R/W CAMエントリテーブル 17（TSU_ADRH17、TSU_ADRL17）設定 

0：無効 

1：有効 

13 TEN18 0 R/W CAMエントリテーブル 18（TSU_ADRH18、TSU_ADRL18）設定 

0：無効 

1：有効 

12 TEN19 0 R/W CAMエントリテーブル 19（TSU_ADRH19、TSU_ADRL19）設定 

0：無効 

1：有効 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11 TEN20 0 R/W CAMエントリテーブル 20（TSU_ADRH20、TSU_ADRL20）設定 

0：無効 

1：有効 

10 TEN21 0 R/W CAMエントリテーブル 21（TSU_ADRH21、TSU_ADRL21）設定 

0：無効 

1：有効 

9 TEN22 0 R/W CAMエントリテーブル 22（TSU_ADRH22、TSU_ADRL22）設定 

0：無効 

1：有効 

8 TEN23 0 R/W CAMエントリテーブル 23（TSU_ADRH23、TSU_ADRL23）設定 

0：無効 

1：有効 

7 TEN24 0 R/W CAMエントリテーブル 24（TSU_ADRH24、TSU_ADRL24）設定 

0：無効 

1：有効 

6 TEN25 0 R/W CAMエントリテーブル 25（TSU_ADRH25、TSU_ADRL25）設定 

0：無効 

1：有効 

5 TEN26 0 R/W CAMエントリテーブル 26（TSU_ADRH26、TSU_ADRL26）設定 

0：無効 

1：有効 

4 TEN27 0 R/W CAMエントリテーブル 27（TSU_ADRH27、TSU_ADRL27）設定 

0：無効 

1：有効 

3 TEN28 0 R/W CAMエントリテーブル 28（TSU_ADRH28、TSU_ADRL28）設定 

0：無効 

1：有効 

2 TEN29 0 R/W CAMエントリテーブル 29（TSU_ADRH29、TSU_ADRL29）設定 

0：無効 

1：有効 

1 TEN30 0 R/W CAMエントリテーブル 30（TSU_ADRH30、TSU_ADRL30）設定 

0：無効 

1：有効 

0 TEN31 0 R/W CAMエントリテーブル 31（TSU_ADRH31、TSU_ADRL31）設定 

0：無効 

1：有効 
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23.3.50 CAMエントリテーブル POST設定 1レジスタ（TSU_POST1） 

CAMを使用する場合は、TSU_POST1～TSU_POST4レジスタにより、各 CAMエントリテーブルごとにそのエ

ントリテーブルを参照する条件を指定することができます。TSU_POST1は、TSU_ADRH0～TSU_ADRH7および

TSU_ADRL0～TSU_ADRL7を参照する条件を指定します。本レジスタの設定は、TSU_FWSLCの POSTENUビッ

トが 1のとき有効になります。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

POST0[3:0]

POST7[3:0]POST6[3:0]POST5[3:0]POST4[3:0]

POST3[3:0]POST2[3:0]POST1[3:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 POST0 

[3:0] 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 0を参照する条件を設定します。複数のビットを 1にセ

ットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST0[3]：0系の受信時に CAMエントリテーブル 0を参照 

POST0[2]：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 0を参照 

POST0[1]：1系の受信時に CAMエントリテーブル 0を参照 

POST0[0]：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 0を参照 

27～24 POST1 

[3:0] 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 1を参照する条件を設定します。複数のビットを 1にセ

ットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST1[3]：0系の受信時に CAMエントリテーブル 1を参照 

POST1[2]：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 1を参照 

POST1[1]：1系の受信時に CAMエントリテーブル 1を参照 

POST1[0]：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 1を参照 

23～20 POST2 

[3:0] 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 2を参照する条件を設定します。複数のビットを 1にセ

ットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST2[3]：0系の受信時に CAMエントリテーブル 2を参照 

POST2[2]：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 2を参照 

POST2[1]：1系の受信時に CAMエントリテーブル 2を参照 

POST2[0]：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 2を参照 

19～16 POST3 

[3:0] 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 3を参照する条件を設定します。複数のビットを 1にセ

ットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST3[3]：0系の受信時に CAMエントリテーブル 3を参照 

POST3[2]：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 3を参照 

POST3[1]：1系の受信時に CAMエントリテーブル 3を参照 

POST3[0]：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 3を参照 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 POST4 

[3:0] 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 4を参照する条件を設定します。複数のビットを 1にセ

ットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST4[3]：0系の受信時に CAMエントリテーブル 4を参照 

POST4[2]：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 4を参照 

POST4[1]：1系の受信時に CAMエントリテーブル 4を参照 

POST4[0]：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 4を参照 

11～8 POST5 

[3:0] 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 5を参照する条件を設定します。複数のビットを 1にセ

ットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST5[3]：0系の受信時に CAMエントリテーブル 5を参照 

POST5[2]：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 5を参照 

POST5[1]：1系の受信時に CAMエントリテーブル 5を参照 

POST5[0]：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 5を参照 

7～4 POST6 

[3:0] 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 6を参照する条件を設定します。複数のビットを 1にセ

ットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST6[3]：0系の受信時に CAMエントリテーブル 6を参照 

POST6[2]：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 6を参照 

POST6[1]：1系の受信時に CAMエントリテーブル 6を参照 

POST6[0]：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 6を参照 

3～0 POST7 

[3:0] 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 7を参照する条件を設定します。複数のビットを 1にセ

ットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST7[3]：0系の受信時に CAMエントリテーブル 7を参照 

POST7[2]：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 7を参照 

POST7[1]：1系の受信時に CAMエントリテーブル 7を参照 

POST7[0]：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 7を参照 
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23.3.51 CAMエントリテーブル POST設定 2レジスタ（TSU_POST2） 

CAMを使用する場合は、TSU_POST1～TSU_POST4レジスタにより、各 CAMエントリテーブルごとにそのエ

ントリテーブルを参照する条件を指定することができます。TSU_POST2は、TSU_ADRH8～TSU_ADRH15および

TSU_ADRL8～TSU_ADRL15を参照する条件を指定します。本レジスタの設定は、TSU_FWSLCの POSTENUビ

ットが 1のとき有効になります。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

POST8[3:0]

POST15[3:0]POST14[3:0]POST13[3:0]POST12[3:0]

POST11[3:0]POST10[3:0]POST9[3:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 POST8 [3:0] すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 8を参照する条件を設定します。複数のビットを 1にセ

ットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST8[3]：0系の受信時に CAMエントリテーブル 8を参照 

POST8[2]：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 8を参照 

POST8[1]：1系の受信時に CAMエントリテーブル 8を参照 

POST8[0]：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 8を参照 

27～24 POST9[3:0] すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 9を参照する条件を設定します。複数のビットを 1にセ

ットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST9[3]：0系の受信時に CAMエントリテーブル 9を参照 

POST9[2]：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 9を参照 

POST9[1]：1系の受信時に CAMエントリテーブル 9を参照 

POST9[0]：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 9を参照 

23～20 POST10 

[3:0] 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 10を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST10[3]：0系の受信時に CAMエントリテーブル 10を参照 

POST10[2]：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 10を参照 

POST10[1]：1系の受信時に CAMエントリテーブル 10を参照 

POST10[0]：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 10を参照 

19～16 POST11 

[3:0] 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 11を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST11[3]：0系の受信時に CAMエントリテーブル 11を参照 

POST11[2]：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 11を参照 

POST11[1]：1系の受信時に CAMエントリテーブル 11を参照 

POST11[0]：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 11を参照 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 POST12 

[3:0] 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 12を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST12[3]：0系の受信時に CAMエントリテーブル 12を参照 

POST12[2]：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 12を参照 

POST12[1]：1系の受信時に CAMエントリテーブル 12を参照 

POST12[0]：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 12を参照 

11～8 POST13 

[3:0] 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 13を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST13[3]：0系の受信時に CAMエントリテーブル 13を参照 

POST13[2]：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 13を参照 

POST13[1]：1系の受信時に CAMエントリテーブル 13を参照 

POST13[0]：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 13を参照 

7～4 POST14 

[3:0] 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 14を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST14[3]：0系の受信時に CAMエントリテーブル 14を参照 

POST14[2]：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 14を参照 

POST14[1]：1系の受信時に CAMエントリテーブル 14を参照 

POST14[0]：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 14を参照 

3～0 POST15 

[3:0] 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 15を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST15[3]：0系の受信時に CAMエントリテーブル 15を参照 

POST15[2]：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 15を参照 

POST15[1]：1系の受信時に CAMエントリテーブル 15を参照 

POST15[0]：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 15を参照 
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23.3.52 CAMエントリテーブル POST設定 3レジスタ（TSU_POST3） 

CAMを使用する場合は、TSU_POST1～TSU_POST4レジスタにより、各 CAMエントリテーブルごとにそのエ

ントリテーブルを参照する条件を指定することができます。TSU_POST3は、TSU_ADRH16～TSU_ADRH23およ

び TSU_ADRL16～TSU_ADRL23を参照する条件を指定します。本レジスタの設定は、TSU_FWSLCの POSTENL

ビットが 1のとき有効になります。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

POST16[3:0]

POST23[3:0]POST22[3:0]POST21[3:0]POST20[3:0]

POST19[3:0]POST18[3:0]POST17[3:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 POST16 

[3:0] 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 16を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST16[3]：0系の受信時に CAMエントリテーブル 16を参照 

POST16[2]：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 16を参照 

POST16[1]：1系の受信時に CAMエントリテーブル 16を参照 

POST16[0]：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 16を参照 

27～24 POST17 

[3:0] 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 17を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST17[3]：0系の受信時に CAMエントリテーブル 17を参照 

POST17[2]：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 17を参照 

POST17[1]：1系の受信時に CAMエントリテーブル 17を参照 

POST17[0]：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 17を参照 

23～20 POST18 

[3:0] 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 18を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST18[3]：0系の受信時に CAMエントリテーブル 18を参照 

POST18[2]：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 18を参照 

POST18[1]：1系の受信時に CAMエントリテーブル 18を参照 

POST18[0]：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 18を参照 

19～16 POST19 

[3:0] 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 19を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST19[3]：0系の受信時に CAMエントリテーブル 19を参照 

POST19[2]：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 19を参照 

POST19[1]：1系の受信時に CAMエントリテーブル 19を参照 

POST19[0]：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 19を参照 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 POST20 

[3:0] 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 20を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST20[3]：0系の受信時に CAMエントリテーブル 20を参照 

POST20[2]：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 20を参照 

POST20[1]：1系の受信時に CAMエントリテーブル 20を参照 

POST20[0]：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 20を参照 

11～8 POST21 

[3:0] 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 21を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST21[3]：0系の受信時に CAMエントリテーブル 21を参照 

POST21[2]：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 21を参照 

POST21[1]：1系の受信時に CAMエントリテーブル 21を参照 

POST21[0]：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 21を参照 

7～4 POST22 

[3:0] 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 22を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST22[3]：0系の受信時に CAMエントリテーブル 22を参照 

POST22[2]：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 22を参照 

POST22[1]：1系の受信時に CAMエントリテーブル 22を参照 

POST22[0]：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 22を参照 

3～0 POST23 

[3:0] 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 23を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST23[3]：0系の受信時に CAMエントリテーブル 23を参照 

POST23[2]：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 23を参照 

POST23[1]：1系の受信時に CAMエントリテーブル 23を参照 

POST23[0]：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 23を参照 
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23.3.53 CAMエントリテーブル POST設定 4レジスタ（TSU_POST4） 

CAMを使用する場合は、TSU_POST1～TSU_POST4レジスタにより、各 CAMエントリテーブルごとにそのエ

ントリテーブルを参照する条件を指定することができます。TSU_POST4は、TSU_ADRH24～TSU_ADRH31およ

び TSU_ADRL24～TSU_ADRL31を参照する条件を指定します。本レジスタの設定は、TSU_FWSLCの POSTENL

ビットが 1のとき有効になります。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

POST24[3:0]

POST31[3:0]POST30[3:0]POST29[3:0]POST28[3:0]

POST27[3:0]POST26[3:0]POST25[3:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 POST24 

[3:0] 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 24を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST24[3]：0系の受信時に CAMエントリテーブル 24を参照 

POST24[2]：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 24を参照 

POST24[1]：1系の受信時に CAMエントリテーブル 24を参照 

POST24[0]：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 24を参照 

27～24 POST25 

[3:0] 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 25を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST25[3]：0系の受信時に CAMエントリテーブル 25を参照 

POST25[2]：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 25を参照 

POST25[1]：1系の受信時に CAMエントリテーブル 25を参照 

POST25[0]：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 25を参照 

23～20 POST26 

[3:0] 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 26を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST26[3]：0系の受信時に CAMエントリテーブル 26を参照 

POST26[2]：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 26を参照 

POST26[1]：1系の受信時に CAMエントリテーブル 26を参照 

POST26[0]：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 26を参照 

19～16 POST27 

[3:0] 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 27を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST27[3]：0系の受信時に CAMエントリテーブル 27を参照 

POST27[2]：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 27を参照 

POST27[1]：1系の受信時に CAMエントリテーブル 27を参照 

POST27[0]：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 27を参照 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 POST28 

[3:0] 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 28を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST28[3]：0系の受信時に CAMエントリテーブル 28を参照 

POST28[2]：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 28を参照 

POST28[1]：1系の受信時に CAMエントリテーブル 28を参照 

POST28[0]：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 28を参照 

11～8 POST29 

[3:0] 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 29を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST29[3]：0系の受信時に CAMエントリテーブル 29を参照 

POST29[2]：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 29を参照 

POST29[1]：1系の受信時に CAMエントリテーブル 29を参照 

POST29[0]：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 29を参照 

7～4 POST30 

[3:0] 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 30を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST30[3]：0系の受信時に CAMエントリテーブル 30を参照 

POST30[2]：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 30を参照 

POST30[1]：1系の受信時に CAMエントリテーブル 30を参照 

POST30[0]：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 30を参照 

3～0 POST31 

[3:0] 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 31を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST31[3]：0系の受信時に CAMエントリテーブル 31を参照 

POST31[2]：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 31を参照 

POST31[1]：1系の受信時に CAMエントリテーブル 31を参照 

POST31[0]：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 31を参照 
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23.3.54 CAMエントリテーブル 0～31Hレジスタ（TSU_ADRH0～TSU_ADRH31） 

TSU_ADRH0～TSU_ADRH31は、受信または転送の際に CAMに参照されるエントリテーブルです。本レジス

タでは 48ビットのMACアドレスの上位 32ビットを設定します。最大 32エントリのMACアドレスを登録する

ことができます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ADRHn[15:0]（n:0～31）

ADRHn[31:16]（n:0～31）

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 ADRHn 

[31:0] 

(n：0～31) 

すべて 0 R/W MACアドレスビット 

MACアドレスの上位 32ビットを設定します。 

MACアドレスが 01-23-45-67-89-AB（16進数表示）である場合、本レジスタに

は H'01234567を設定します。 

【注】 CAMエントリテーブルは下記の手順に従って設定してください。 

 1. TSU_ADSBSYの ADSBSYビットが 0であることを確認します。 

 2. TSU_ADRH0～TSU_ADRH31により、MACアドレスの上位 32ビットを設定します。 

 3. TSU_ADRL0～TSU_ADRL31により、MACアドレスの下位 16ビットを設定します。 
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23.3.55 CAMエントリテーブル 0～31Lレジスタ（TSU_ADRL0～TSU_ADRL31） 

TSU_ADRL0～TSU_ADRL31は、受信または転送の際に CAMに参照されるエントリテーブルです。本レジスタ

では 48ビットのMACアドレスの下位 16ビットを設定します。最大 32エントリのMACアドレスを登録するこ

とができます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

ADRLn[15:0]（n:0～31）

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 ADRLn15～

ADRLn0 

(n：0～31) 

すべて 0 R/W MACアドレスビット 

MACアドレスの下位 16ビットを設定します。 

MACアドレスが 01-23-45-67-89-AB（16進数表示）である場合、本レジスタに

は H'000089ABを設定します。 

【注】 CAMエントリテーブルは下記の手順に従って設定してください。 

 1. TSU_ADSBSYの ADSBSYビットが 0であることを確認します。 

 2. TSU_ADRH0～TSU_ADRH31により、MACアドレスの上位 32ビットを設定します。 

 3. TSU_ADRL0～TSU_ADRL31により、MACアドレスの下位 16ビットを設定します。 
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23.3.56 送信フレーム数カウンタレジスタ（0系）（正常送信のみ）（TXNLCR0） 

TXNLCR0は、E-MAC-0にて正常に送信が完了したフレーム数を示す 32ビットのカウンタです。値が

H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタへのリード動作によってカウンタの値は、0にク

リアされます。本レジスタへの書き込みはできません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

NTC0[15:0]

NCT0[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 NTC0[31:0] すべて 0 R 0系送信フレームカウンタビット 

正常に送信が完了したフレームのカウント数を表します。 

 

23.3.57 送信フレーム数カウンタレジスタ（0系）（正常および障害発生を含むすべて）

（TXALCR0） 

TXALCR0は、E-MAC-0にて障害が発生した送信フレーム数を含んだ送信フレーム数を示す 32ビットのカウン

タです。値が H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタへのリード動作によってカウンタ

の値は、0にクリアされます。本レジスタへの書き込みはできません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

TC0[15:0]

TC0[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TC0[31:0] すべて 0 R 0系送信フレームカウンタビット 

正常に送信された送信フレームおよび障害が発生した送信フレームのカウント

数を表します。 

 



 

23. ギガビットイーサネットコントローラ（GETHER） 

23-80  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

23.3.58 受信フレーム数カウンタレジスタ（0系）（正常受信のみ）（RXNLCR0） 

RXNLCR0は、E-MAC-0にて正常に受信が完了したフレーム数を示す 32ビットのカウンタです。値が

H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタへのリード動作によってカウンタの値は、0にク

リアされます。本レジスタへの書き込みはできません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

NRC0[15:0]

NRC0[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 NRC0[31:0] すべて 0 R 0系受信フレームカウンタビット 

正常に受信が完了したフレームのカウント数を表します。 

 

23.3.59 受信フレーム数カウンタレジスタ（0系）（正常および障害発生を含むすべて）

（RXALCR0） 

RXALCR0は、E-MAC-0にて障害が発生した送信フレーム数を含んだ送信フレーム数を示す 32ビットのカウン

タです。値が H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタへのリード動作によってカウンタ

の値は、0にクリアされます。本レジスタへの書き込みはできません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

RC0[15:0]

RC0[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RC0[31:0] すべて 0 R 0系受信フレームカウンタビット 

正常に受信された受信フレームおよび障害が発生した受信フレームのカウント

数を表します。 
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23.3.60 転送フレーム数カウンタレジスタ（1→0系）（正常転送のみ）（FWNLCR0） 

FWNLCR0は、1→0系の転送動作での正常に転送が完了したフレーム数を示す 32ビットのカウンタです。値が

H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタへのリード動作によってカウンタの値は、0にク

リアされます。本レジスタへの書き込みはできません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

NFC0[15:0]

NFC0[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 NFC0 

[31:0] 

すべて 0 R 1→0系転送フレームカウンタビット 

正常に転送が完了したフレームのカウント数を表します。 

 

23.3.61 転送フレーム数カウンタレジスタ（1→0系）（正常および障害発生を含むすべ

て）（FWALCR0） 

FWALCR0は、1→0系の転送動作での障害が発生した転送フレーム数を含んだ転送フレーム数を示す 32ビット

のカウンタです。値が H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタへのリード動作によって

カウンタの値は 0にクリアされます。本レジスタへの書き込みはできません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

FC0[15:0]

FC0[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 FC0[31:0] すべて 0 R 1→0系転送フレームカウンタビット 

正常に転送された転送フレームおよび障害が発生した転送フレームのカウント

数を表します。 
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23.3.62 送信フレーム数カウンタレジスタ（1系）（正常送信のみ）（TXNLCR1） 

TXNLCR1は、E-MAC-1にて正常に送信が完了したフレーム数を示す 32ビットのカウンタです。値が

H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタへの読み出し動作によってカウンタの値は、0に

クリアされます。本レジスタへの書き込みはできません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

NTC1[15:0]

NTC1[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 NTC1 

[31:0] 

すべて 0 R 1系送信フレームカウンタビット 

正常に送信が完了したフレームのカウント数を表します。 

 

23.3.63 送信フレーム数カウンタレジスタ（1系）（正常および障害発生を含むすべて）

（TXALCR1） 

TXALCR1は、E-MAC-1にて障害が発生した送信フレーム数を含んだ送信フレーム数を示す 32ビットのカウン

タです。値が H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタへのリード動作によってカウンタ

の値は、0にクリアされます。本レジスタへの書き込みはできません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

TC1[15:0]

TC1[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TC1[31:0] すべて 0 R 1系送信フレームカウンタビット 

正常に送信された送信フレームおよび障害が発生した送信フレームのカウント

数を表します。 

 



 

23. ギガビットイーサネットコントローラ（GETHER） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  23-83 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

23.3.64 受信フレーム数カウンタレジスタ（1系）（正常受信のみ）（RXNLCR1） 

RXNLCR1は、E-MAC-1にて正常に受信が完了したフレーム数を示す 32ビットのカウンタです。値が

H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタへの読み出し動作によってカウンタの値は、0に

クリアされます。本レジスタへの書き込みはできません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

NRC1[15:0]

NRC1[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 NRC1 

[31:0] 

すべて 0 R 1系受信フレームカウンタビット 

正常に受信が完了したフレームのカウント数を表します。 

 

23.3.65 受信フレーム数カウンタレジスタ（1系）（正常および障害発生を含むすべて）

（RXALCR1） 

RXALCR1は、E-MAC-1にて障害が発生した送信フレーム数を含んだ送信フレーム数を示す 32ビットのカウン

タです。値が H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタへのリード動作によってカウンタ

の値は、0にクリアされます。本レジスタへの書き込みはできません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

RC1[15:0]

RC1[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RC1[31:0] すべて 0 R 1系受信フレームカウンタビット 

正常に受信された受信フレームおよび障害が発生した受信フレームのカウント

数を表します。 
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23.3.66 転送フレーム数カウンタレジスタ（0→1系）（正常転送のみ）（FWNLCR1） 

FWNLCR1は、0→1系の転送動作での正常に転送が完了したフレーム数を示す 32ビットのカウンタです。値が

H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタへの読み出し動作によってカウンタの値は、0に

クリアされます。本レジスタへの書き込みはできません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

NFC1[15:0]

NFC1[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 NFC1 

[31:0] 

すべて 0 R 0→1系転送フレームカウンタビット 

正常に転送が完了したフレームのカウント数を表します。 

 

23.3.67 転送フレーム数カウンタレジスタ（0→1系）（正常および障害発生を含むすべ

て）（FWALCR1） 

FWALCR1は、0→1系の転送動作での障害が発生した転送フレーム数を含んだ転送フレーム数を示す 32ビット

のカウンタです。値が H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタへのリード動作によって

カウンタの値は、0にクリアされます。本レジスタへの書き込みはできません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

FC1[15:0]

FC1[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 FC1[31:0] すべて 0 R 0→1系転送フレームカウンタビット 

正常に転送された転送フレームおよび障害が発生した転送フレームのカウント

数を表します。 
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23.3.68 E-DMAC起動レジスタ（EDSR） 

EDSRは、E-DMACの送信部、受信部の起動を指定します。本レジスタは書き込みのみ可能で読み出しは無効

です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R W W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ － ENT ENR

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

1 ENT 0 W E-DMAC送信部起動 

0：E-DMAC送信部を停止します。 

1：E-DMAC送信部を起動します。 

0 ENR 0 W E-DMAC受信部起動 

0：E-DMAC受信部を停止します。 

1：E-DMAC受信部を起動します。 
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23.3.69 E-DMACモードレジスタ（EDMR） 

EDMRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、E-DMACのリセット指示および送受信デ

ィスクリプタ長を指定します。本レジスタの設定は、送信機能、受信機能が有効になる前（EDTRRの TRビット

または、EDRRRの RRビットを 1とする以前）に行います。ただし、SWRRと SWRTビットは、送信機能、受信

機能が有効になった後でも書き込むことが可能です。データ送信中に本レジスタによってソフトウェアリセット

を実行すると、回線上に異常データを送出する可能性があります。本レジスタによる送受信ディスクリプタ長の

指定、TDLAR、RDLAR等の設定値、ECMR（E-MACモードレジスタ）の設定値、他 E-DMAC、E-MACの動作

に関わるレジスタ設定値を変更するには、本レジスタのソフトウェアリセットを実行後設定します。 

本レジスタのソフトウェアリセットを実行する場合は、必ず、SWRTビットと SWRRビットに同時に 1を書き

込んでください。SWRTビットと SWRRビットに 1をライトすることにより E-DMACの TDLAR、RDLAR、RMFCR

を除く E-DMACの各レジスタと、E-MACの各レジスタを初期化することができます。TSUのレジスタ（レジス

タ名が TSU_で始まるレジスタ）は初期化されません。EDMR0の SWRTおよび SWRRビットでは E-DMAC0と

E-MAC-0関係の各レジスタが、EDMR1の SWRTおよび SWRRビットでは E-DMAC1と E-MAC-1関係の各レジ

スタが初期化されます。転送イネーブルレジスタ（0→1系）（TSU_FWEN0）、転送イネーブルレジスタ（1→0

系）（TSU_FWEN1）により、TSUで転送動作を許可している場合は、本ビットによるソフトウェアリセットは

行わないでください。なお、ソフトウェアリセットの発行期間中（内部バスクロック Bckで 64サイクル間）は、

イーサネット関係のすべてのモジュールに対するレジスタアクセスを禁止します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R/W R/W R/W R R R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － DE DL[1:0]

－ － － － －

－ － SWRT SWRR

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

6 DE 0 R/W 送受信フレームエンディアン 

送受信 FIFO・送受信バッファ間のフレームデータ DMA転送時のエンディアン

を設定します。 

0：ビッグエンディアンモード（ロングワードアクセス） 

1：リトルエンディアンモード（ロングワードアクセス） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5、4 DL[1:0] 00 R/W 送受信ディスクリプタ長 

ディスクリプタ長を指定します（「23.4.1 ディスクリプタとディスクリプタ

リスト」参照）。 

00：16バイト 

01：32バイト 

10：64バイト 

11：リザーブ（設定不可） 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

1 SWRT 0 R/W 送信 FIFO制御部ソフトウェアリセット 

［書き込み時］ 

0：無効 

1：ソフトウェアリセット起動 

［読み出し時］ 

0：ソフトウェアリセット未実行（あるいは完了） 

1：ソフトウェアリセット実行中 

0 SWRR 0 R/W 受信 FIFO制御部ソフトウェアリセット 

［書き込み時］ 

0：無効 

1：ソフトウェアリセット起動 

［読み出し時］ 

0：ソフトウェアリセット未実行（あるいは完了） 

1：ソフトウェアリセット実行中 
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23.3.70 E-DMAC送信要求レジスタ（EDTRR） 

EDTRRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、E-DMACに送信指示を行います。本レジ

スタの TRビットに 11を書き込んだ後、E-DMACは TDLARに指示されているアドレスの送信ディスクリプタを

読み込みます。この送信ディスクリプタの TACTビットが 1（有効）であれば、E-DMACによる送信 DMA転送

が開始します。以降、最初の送信ディスクリプタによる DMA転送が完了すると、E-DMACは次の送信ディスク

リプタを読み込み TACTビットが有効であれば、送信 DMA動作を継続します。また、送信ディスクリプタの TACT

ビットが 0（無効）の場合は、TRビットをクリアして送信 DMACの動作を停止します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ － TR[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

1、0 TR 00 R/W 送信要求 

00、01、10：送信停止状態 

00、01、あるいは 10を書き込んだ場合、E-DMACは、現在処理中の送

信ディスクリプタの DMA転送を終了し、その次の送信ディスクリプタを

読み込んだ後に、TRビットをクリアします（それまでに検出した有効な

送信ディスクリプタに対してはライトバックまで完了させます）。 

また、E-DMACは、送信ディスクリプタの枯渇あるいは送信完了を検出

した場合、TRビットをクリアします（それまでに検出した有効な送信デ

ィスクリプタに対してはライトバックまで完了させます）。 

11：E-DMACによる送信 DMA動作中 

11を書き込んだ後は、E-DMACは送信ディスクリプタの読み込みを開始

します。 
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23.3.71 E-DMAC受信要求レジスタ（EDRRR） 

EDRRRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、E-DMACに受信指示を行います。本レジ

スタの RRビットに 1を書き込んだ後、E-DMACは RDLARに指示されているアドレスの受信ディスクリプタを

読み込みます。この受信ディスクリプタの RACTビットが 1（有効）で受信 FIFOに受信したフレームがあれば、

E-DMACによる受信 DMA転送が開始します。以降、最初の受信ディスクリプタによる DMA転送が完了すると、

E-DMACは次の受信ディスクリプタを読み込み RACTビットが有効であれば、受信 DMA動作を継続します。た

だし、受信 FIFOに受信データがない場合には、E-DMACは受信 DMA動作を待機状態にします。また、受信ディ

スクリプタの RACTビットが 0（無効）の場合は、RRビットをクリアして受信 DMACの動作を停止します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ － － RR

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

0 RR 0 R/W 受信要求 

0：受信機能を無効にする* 

0を書き込んだ場合、E-DMACは、1フレームの DMA転送を終了した時

点で受信機能を停止し、RRビットをクリアします。 

また、受信ディスクリプタの枯渇を検出した場合、E-DMACは、RRビッ

トをクリアします。 

1：受信ディスクリプタを読み込み、E-DMAC受信可能状態となる 

【注】 * フレームの受信中に受信機能を無効にした場合、受信ディスクリプタのライトバックが正常に動作せず、以降の受

信ディスクリプタの読み込みポインタが異常となるため、E-DMACは正常な動作ができなくなります。この場合、

再度 E-DMACを受信可能状態とするためには、EDMR0（EDMR1）の SWRTおよび SWRRビットによりソフトウ

ェアリセットを実行してください。E-DMACをソフトウェアリセットせずに受信機能を無効とするには、ECMR0

（ECMR1）の REビットにより受信機能を無効とします。次に、E-DMACの受信が完了し受信ディスクリプタのラ

イトバックが確認できた後、本レジスタの受信機能を無効にしてください。 
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23.3.72 送信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ（TDLAR） 

TDLARは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、送信ディスクリプタリストの先頭アドレ

スを設定します。各ディスクリプタは、EDMRの DLビットで示すディスクリプタ長に合致する境界構成としま

す。送信中に本レジスタを書き換えることは、禁止します。本レジスタの書き換えは、E-DMAC送信要求レジス

タ（EDTRR）の TRビット（＝00）による送信停止状態で行ってください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TDLA[15:0]

TDLA[31:15]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TDLA[31:0] すべて 0 R/W 送信ディスクリプタの先頭アドレス 

指定したディスクリプタ長によって下位ビットを以下のように設定します。 

16バイトバウンダリ：TDLA[3:0]＝0000 

32バイトバウンダリ：TDLA[4:0]＝00000 

64バイトバウンダリ：TDLA[5:0]＝000000 
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23.3.73 受信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ（RDLAR） 

RDLARは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、受信ディスクリプタリストの先頭アドレ

スを設定します。各ディスクリプタは、EDMRの DLビットで示すディスクリプタ長に合致する境界構成としま

す。受信中に本レジスタを書き換えることは禁止します。本レジスタの書き換えは、E-DMAC受信要求レジスタ

（EDRRR）の RRビット（＝0）による受信停止状態で行ってください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

RDLA[15:0]

RDLA[31:15]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RDLA 

[31:0] 

すべて 0 R/W 受信ディスクリプタの先頭アドレス 

指定したディスクリプタ長によって下位ビットを以下のように設定します。 

16バイトバウンダリ：RDLA[3:0]＝0000 

32バイトバウンダリ：RDLA[4:0]＝00000 

64バイトバウンダリ：RDLA[5:0]＝000000 
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23.3.74 E-MAC/E-DMACステータスレジスタ（EESR） 

EESRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、E-MACと E-DMACを合わせた通信ステー

タスを表示します。本レジスタは、割り込み要因として報告されます。各ビットは、1を書き込むことでクリアさ

れます（ただし、ビット 22（ECI）はリード専用で、1を書き込んでもクリアされません）。0を書き込んでも、

各ビットの状態には影響しません。各割り込み要因は E-MAC/E-DMACステータス割り込み許可レジスタ

（EESIPR）の当該ビットによってマスクすることが可能です。 

本ステータスレジスタが要因で発生する割り込みは、0系では EINT0、1系では EINT1となります。割り込み

の優先順位については、「9.4.6 割り込み例外処理と優先順位」を参照ください。EINT2は、TSUにある TSU_FNSR

が要因の割り込みです。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TWB[1:0] TC[1] － ECI TC[0] TDE TFUF FR RDE RFE

－ － － － CEEFDLC CD TRO RMAF－ RRF

TUC ROC TABT RABT RFCOF

RTLF RTSF PRE CERFCELF

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31、30 TWB[1:0] 00 R/W ライトバック完了 

フレーム送信完了後の E-DMACからの当該ディスクリプタへのライトバック

が完了したことを示します。本動作は、送信フレームの最後を含む送信ディス

クリプタの TWBIビットが 1にセットされているときのみ有効です。 

00：ライトバック未完了または送信未指示 

11：ライトバック完了 

その他：無効 

29 TC[1] 0 R/W フレーム送信完了 

TC[0]ビットとの組み合わせで、送信ディスクリプタによって指定されたデータ

をすべて E-MAC部から送信したことを示します。1フレーム／1ディスクリプ

タでは、1フレームの送信が完了し次のディスクリプタ内の送信ディスクリプ

タ有効ビット（TACT）がセットされていなかった場合、また 1フレーム／複

数ディスクリプタであるマルチバッファフレーム処理ではフレーム最後のデー

タを送信し、次のディスクリプタ内の送信ディスクリプタ有効ビット（TACT）

がセットされていなかった場合に送信完了とみなし、本ビットが 1となります。

フレーム送信完了後は、E-DMACは送信状態を当該ディスクリプタにライトバ

ックします。 

TC[1:0] 

00：送信未完了または送信未指示 

11：送信完了 

その他：無効 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

28 TUC 0 R/W 送信アンダフローフレームライトバック完了 

0：送信アンダフローを起こしたフレームのライトバックが完了していない 

1：送信アンダフローを起こしたフレームのライトバックが完了した 

27 ROC 0 R/W 受信オーバフローフレームライトバック完了 

0：受信アンダフローを起こしたフレームのライトバックが完了していない 

1：受信アンダフローを起こしたフレームのライトバックが完了した 

26 TABT 0 R/W 送信中断検出 

フレーム送信時、障害等により E-MACがフレーム送信を中断したことを示し

ます。 

0：フレーム送信中断未発生または送信未指示 

1：フレーム送信中断発生 

25 RABT 0 R/W 受信中断検出 

フレーム受信時、障害等により E-MACがフレーム受信を中断したことを示し

ます。 

0：フレーム受信中断未発生または受信未指示 

1：フレーム受信中断発生 

24 RFCOF 0 R/W 受信フレームカウンタオーバフロー 

受信 FIFO内のフレームカウンタがオーバフローしたことを示します。 

0：受信フレームカウンタがオーバフローしていない 

1：受信フレームカウンタがオーバフローした 

23 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

22 ECI 0 R E-MACステータスレジスタ要因 

本ビットは、リード専用です。ECSRの要因がクリアされると、本ビットもク

リアされます。 

0：E-MACステータス割り込み要因未検出 

1：E-MACステータス割り込み要因検出 

21 TC[0] 0 R/W フレーム送信完了 

TC[1]ビットとの組み合わせで、送信ディスクリプタによって指定されたデータ

をすべて E-MAC部から送信したことを示します。詳しくは、TC[1]ビットの説

明を参照してください。 

 



 

23. ギガビットイーサネットコントローラ（GETHER） 

23-94  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

20 TDE 0 R/W 送信ディスクリプタ枯渇 

1フレーム／複数ディスクリプタであるマルチバッファフレーム処理で前ディ

スクリプタがフレームの最終でない場合は、E-DMACが送信ディスクリプタを

読み込んだときに、ディスクリプタ内の送信ディスクリプタ有効ビット（TACT）

がセットされていなかったことを示します。結果として不完全なフレームを送

出する場合があります。 

0：送信ディスクリプタ有効ビット TACT＝1を検出 

1：送信ディスクリプタ有効ビット TACT＝0を検出 

送信ディスクリプタ枯渇（TDE＝1）が発生した場合は、ソフトウェアリセット

してから送信起動をかけてください。このとき、送信ディスクリプタリスト先

頭アドレスレジスタ（TDLAR）に格納されているアドレスからの開始となりま

す。 

19 TFUF 0 R/W 送信 FIFOアンダフロー 

フレームを送信中に送信 FIFOにアンダフローが発生したことを示します。回

線上には、不完全なデータが送出されます。 

0：アンダフロー未発生 

1：アンダフロー発生 

18 FR 0 R/W フレーム受信 

フレームを受信し、受信ディスクリプタを更新したことを示します。本ビット

は、1フレームを受信するたびに 1にセットされます。 

0：フレーム未受信 

1：フレーム受信済み 

17 RDE 0 R/W 受信ディスクリプタ枯渇 

E-DMACが受信 DMAのため読み込んだ受信ディスクリプタの RACTビットが

0（無効）であったことを示します。 

受信ディスクリプタ枯渇（RDE＝1）が発生した場合は、RACTビット＝0とな

っていた受信ディスクリプタを RACT＝1に設定し EDRRRの RRビットに 1

を書き込むことで、受信を再開することができます。 

0：受信ディスクリプタ有効ビット RACT＝1を検出 

1：受信ディスクリプタ有効ビット RACT＝0を検出 

16 RFOF 0 R/W 受信 FIFOオーバフロー 

フレームを受信中に受信 FIFOがオーバフローしたことを示します。 

0：オーバフロー未発生 

1：オーバフロー発生 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

書き込み時は常に 0を書き込んでください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10 DLC 0 R/W キャリア消失検出 

フレームを送信中にキャリア消失を検出したことを示します。 

0：キャリア消失未検出 

1：キャリア消失検出 

9 CD 0 R/W 遅延衝突検出 

フレームを送信中に遅延衝突を検出したことを示します。 

0：遅延衝突未検出 

1：遅延衝突検出 

8 TRO 0 R/W 送信リトライオーバ 

フレームを送信中にリトライオーバが発生したことを示します。これは、

E-MACが送信を開始後、バックオフアルゴリズムに基づく 15回の再送をあわ

せ全部で 16回の送信試行に失敗したことを示します。 

0：送信リトライオーバ未検出 

1：送信リトライオーバ検出 

7 RMAF 0 R/W マルチキャストアドレスフレーム受信 

0：マルチキャストアドレスフレーム未受信 

1：マルチキャストアドレスフレーム受信 

6 CEEF 0 R/W キャリア拡張エラー 

1ギガビット／半二重転送モード時、フレームを受信中にキャリア拡張エラー

が発生したことを示します。 

0：キャリア拡張エラー未発生 

1：キャリア拡張エラー発生 

5 CELF 0 R/W キャリア拡張消失 

1ギガビット／半二重転送モード時、キャリア拡張が消失したことを示します。

フレームとキャリア拡張の長さの合計が SLOT_TIME（4096bit）未満であるこ

とを示します。 

0：キャリア拡張消失未発生 

1：キャリア拡張消失発生 

4 RRF 0 R/W 端数ビットフレーム受信 

0：端数ビットフレーム未受信 

1：端数ビットフレーム受信 

3 RTLF 0 R/W ロングフレーム受信エラー 

RFLRで設定した受信フレーム長上限値を超えるバイト数のフレームを受信し

たことを示します。 

0：ロングフレーム未受信 

1：ロングフレーム受信 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 RTSF 0 R/W ショートフレーム受信エラー 

64バイト未満のフレームを受信したことを示します。 

0：ショートフレーム未受信 

1：ショートフレーム受信 

1 PRE 0 R/W PHY-LSI受信エラー 

0：PHY-LSI受信エラー未検出 

1：PHY-LSI受信エラー検出 

0 CERF 0 R/W 受信フレーム CRCエラー 

0：CRCエラー未検出 

1：CRCエラー検出 

 



 

23. ギガビットイーサネットコントローラ（GETHER） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  23-97 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

23.3.75 E-MAC/E-DMACステータス割り込み許可レジスタ（EESIPR） 

EESIPRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、E-MAC/E-DMACステータスレジスタ

（EESR）の各ビットに対応する割り込み許可レジスタです。各ビットは、1をライトすることで割り込みが許可

されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TWB1
IP

TWB0
IP

TC1
IP －

ECI
IP

TC0
IP

TDE
IP

TFUF
IP

FR
IP

RDE
IP

RFE
IP

－ － － －
DLC
IP

CD
IP

TRO
IP

RMAF
IP－

RRF
IP

TUC
IP

ROC
IP

TABT
IP

RABT
IP

RFCOF
IP

RTLF
IP

RTSF
IP

PRE
IP

CERF
IP

CEEF
IP

CELF
IP

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 TWB1IP 0 R/W ライトバック完了割り込み許可 

0：ライトバック完了割り込み禁止 

1：ライトバック完了割り込み許可 

30 TWB0IP 0 R/W ライトバック完了割り込み許可 

0：ライトバック完了割り込み禁止 

1：ライトバック完了割り込み許可 

29 TC1IP 0 R/W フレーム送信完了割り込み許可 

0：フレーム送信完了割り込み禁止 

1：フレーム送信完了割り込み許可 

28 TUCIP 0 R/W 送信アンダフローフレームライトバック完了 

0：送信アンダフローフレームライトバック完了割り込み禁止 

1：送信アンダフローフレームライトバック完了割り込み許可 

27 ROCIP 0 R/W 受信オーバフローフレームライトバック完了 

0：送信オーバフローフレームライトバック完了割り込み禁止 

1：送信オーバフローフレームライトバック完了割り込み許可 

26 TABTIP 0 R/W 送信中断検出割り込み許可 

0：受信中断検出割り込み禁止 

1：受信中断検出割り込み許可 

25 RABTIP 0 R/W 受信中断検出割り込み許可 

0：受信中断検出割り込み禁止 

1：受信中断検出割り込み許可 

24 RFCOFIP 0 R/W 受信フレームカウンタオーバフロー割り込み許可 

0：受信フレームカウンタオーバフロー割り込み禁止 

1：受信フレームカウンタオーバフロー割り込み許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

22 ECIIP 0 R/W E-MACステータスレジスタ要因割り込み許可 

0：E-MACステータス割り込み禁止 

1：E-MACステータス割り込み許可 

21 TC0IP 0 R/W フレーム送信完了割り込み許可 

0：フレーム送信完了割り込み禁止 

1：フレーム送信完了割り込み許可 

20 TDEIP 0 R/W 送信ディスクリプタ枯渇割り込み許可 

0：送信ディスクリプタ枯渇割り込み禁止 

1：送信ディスクリプタ枯渇割り込み許可 

19 TFUFIP 0 R/W 送信 FIFOアンダフロー割り込み許可 

0：アンダフロー割り込み禁止 

1：アンダフロー割り込み許可 

18 FRIP 0 R/W フレーム受信割り込み許可 

0：フレーム受信割り込み禁止 

1：フレーム受信割り込み許可 

17 RDEIP 0 R/W 受信ディスクリプタ枯渇割り込み許可 

0：受信ディスクリプタ枯渇割り込み禁止 

1：受信ディスクリプタ枯渇割り込み許可 

16 RFOFIP 0 R/W 受信 FIFOオーバフロー割り込み許可 

0：オーバフロー割り込み禁止 

1：オーバフロー割り込み許可 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

10 DLCIP 0 R/W キャリア消失検出割り込み許可 

0：キャリア消失検出割り込み禁止 

1：キャリア消失検出割り込み許可 

9 CDIP 0 R/W 遅延衝突検出割り込み許可 

0：遅延衝突割り込み禁止 

1：遅延衝突割り込み許可 

8 TROIP 0 R/W 送信リトライオーバ割り込み許可 

0：送信リトライオーバ割り込み禁止 

1：送信リトライオーバ割り込み許可 

7 RMAFIP 0 R/W マルチキャストアドレスフレーム受信割り込み許可 

0：マルチキャストアドレスフレーム受信割り込み禁止 

1：マルチキャストアドレスフレーム受信割り込み許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6 CEEFIP 0 R/W キャリア拡張エラー割り込み許可 

0：キャリア拡張エラー割り込み禁止 

1：キャリア拡張エラー割り込み許可 

5 CELFIP 0 R/W キャリア拡張消失割り込み許可 

0：キャリア拡張消失割り込み禁止 

1：キャリア拡張消失割り込み許可。 

4 RRFIP 0 R/W 端数ビットフレーム受信割り込み許可 

0：端数ビットフレーム受信割り込み禁止 

1：端数ビットフレーム受信割り込み許可 

3 RTLFIP 0 R/W ロングフレーム受信エラー割り込み許可 

0：ロングフレーム受信エラー割り込み禁止 

1：ロングフレーム受信エラー割り込み許可 

2 RTSFIP 0 R/W ショートフレーム受信エラー割り込み許可 

0：ショートフレーム受信エラー割り込み禁止 

1：ショートフレーム受信エラー割り込み許可 

1 PREIP 0 R/W PHY-LSI受信エラー割り込み許可 

0：PHY-LSI受信エラー割り込み禁止 

1：PHY-LSI受信エラー割り込み許可 

0 CERFIP 0 R/W 受信フレーム CRCエラー割り込み許可 

0：CRCエラー割り込み禁止 

1：CRCエラー割り込み許可 
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23.3.76 送受信ステータスコピー指示レジスタ（TRSCER） 

TRSCERは、E-MAC/E-DMACステータスレジスタ（EESR）のビット 26、25、およびビット 10からビット 0

で報告される、送信および受信ステータス情報を当該ディスクリプタの TFEまたは RFEビットに反映するか否か

を指示します。本レジスタの各ビットは、EESRのビット 26、25、およびビット 10からビット 0に対応します。

各ビットに 0を設定すると、送信ステータス（EESRのビット 26およびビット 10からビット 8）は送信ディスク

リプタの TFEビットに、また受信ステータス（EESRのビット 25およびビット 7からビット 0）は受信ディスク

リプタの RFEビットに、各ステータスビットのいずれかの 1状態を TFEまたは RFEの 1状態として反映します。

1を設定すると、該当する要因が発生してもディスクリプタに反映されません。LSIのリセット後は、各ビットは

0に設定されています。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－

－ － － －
DLC
CE

CD
CE

TRO
CE

RMAF
CE－

RRF
CE

RTLF
CE

RTSF
CE

PRE
CE

CERF
CE

－ － － － － － － － － － － － － TABT
CE

RABT
CE

CEEF
CE

CELF
CE

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～18 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

17 TABTCE 0 R/W TABTビットコピー指示 

0：TABTビットのステータスを送信ディスクリプタの TFEビットに反映し

ます 

1：該当する要因が発生しても送信ディスクリプタの TFEビットに反映しま

せん 

16 RABTCE 0 R/W RABTビットコピー指示 

0： RABTビットのステータスを受信ディスクリプタの RFEビットに反映し

ます 

1：該当する要因が発生しても受信ディスクリプタの RFEビットに反映しま

せん 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

10 DLCCE 0 R/W DLCビットコピー指示 

0： DLCビットのステータスを送信ディスクリプタの TFEビットに反映しま

す 

1： 該当する要因が発生しても送信ディスクリプタの TFEビットに反映しま

せん 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 CDCE 0 R/W CDビットコピー指示 

0： CDビットのステータスを送信ディスクリプタの TFEビットに反映しま

す 

1： 該当する要因が発生しても送信ディスクリプタの TFEビットに反映しま

せん 

8 TROCE 0 R/W TROビットコピー指示 

0： TROビットのステータスを送信ディスクリプタのTFEビットに反映しま

す 

1： 該当する要因が発生しても送信ディスクリプタの TFEビットに反映しま

せん 

7 RMAFCE 0 R/W RMAFビットコピー指示 

0： RMAFビットのステータスを受信ディスクリプタの RFEビットに反映し

ます 

1： 該当する要因が発生しても受信ディスクリプタの RFEビットに反映しま

せん 

6 CEEFCE 0 R/W CEEFビットコピー指示 

0： CEEFビットのステータスを受信ディスクリプタの RFEビットに反映し

ます 

1： 該当する要因が発生しても受信ディスクリプタの RFEビットに反映しま

せん 

5 CELFCE 0 R/W CELFビットコピー指示 

0： CELFビットのステータスを受信ディスクリプタの RFEビットに反映し

ます 

1： 該当する要因が発生しても受信ディスクリプタの RFEビットに反映しま

せん 

4 RRFCE 0 R/W RRFビットコピー指示 

0： RRFビットのステータスを受信ディスクリプタのRFEビットに反映しま

す 

1： 該当する要因が発生しても受信ディスクリプタの RFEビットに反映しま

せん 

3 RTLFCE 0 R/W RTLFビットコピー指示 

0： RTLFビットのステータスを受信ディスクリプタの RFEビットに反映し

ます 

1： 該当する要因が発生しても受信ディスクリプタの RFEビットに反映しま

せん 

2 RTSFCE 0 R/W RTSFビットコピー指示 

0： RTSFビットのステータスを受信ディスクリプタの RFEビットに反映し

ます 

1： 該当する要因が発生しても受信ディスクリプタの RFEビットに反映しま

せん 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 PRECE 0 R/W PREビットコピー指示 

0： PRFビットのステータスを受信ディスクリプタのRFEビットに反映しま

す 

1： 該当する要因が発生しても受信ディスクリプタの RFEビットに反映しま

せん 

0 CERFCE 0 R/W CERFビットコピー指示 

0： CERFビットのステータスを受信ディスクリプタの RFEビットに反映し

ます 

1： 該当する要因が発生しても受信ディスクリプタの RFEビットに反映しま

せん 

 

23.3.77 ミスドフレームカウンタレジスタ（RMFCR） 

RMFCRは、受信時に受信バッファに収容しきれずに破棄されたフレーム数を示す 16ビットのカウンタです。

受信 FIFOがオーバフローすると、この FIFO内にある受信フレームは破棄されます。このときに破棄するフレー

ムの数をカウントアップします。本レジスタの値が H'FFFFになるとカウントアップを停止します。カウンタの値

をクリアする際は、本レジスタに H'0000を書き込んでください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

MCF[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 MFC 

[15:0] 

すべて 0 R/W ミスドフレームカウンタ 

受信時に、受信バッファに転送しきれずに破棄されたフレーム数を示します。 
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23.3.78 送信 FIFOしきい値指定レジスタ（TFTR） 

TFTRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、最初の送信を開始するまでの送信 FIFOの

しきい値を指定します。実際のしきい値は、設定した数値の 4倍の値に相当します。E-MACは送信 FIFO内のデ

ータ数が本レジスタで指定されたバイト数を超えるか、送信 FIFOが満杯、または 1フレーム分のデータ書き込み

が行われると送信を開始します。なお送信動作中（EDTRR.TR[1:0]=11）の本レジスタへの書き込みは禁止です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ － － － －

TFT[10:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

10～0 TFT[10:0] すべて 0 R/W 送信 FIFOしきい値 

送信 FIFOのしきい値は、必ず FDRで指定した FIFO容量値より小さい 32バ

イト単位の値で設定してください。 

H'000：ストア＆フォワードモード 

H'008：32バイト 

H'010：64バイト 

H'018：128バイト 

：   ： 

H'07F：508バイト 

H'080：512バイト 

：   ： 

H'0FF：1020バイト 

H'100：1024バイト 

：   ： 

H'1FF：2044バイト 

H'200：2048バイト 

【注】 1フレーム分のデータ書き込みが完了する以前に送信を開始する場合には、アンダフローの発生に注意が必要です。 
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23.3.79 FIFO容量指定レジスタ（FDR） 

FDRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、送信および受信 FIFOの容量を指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1 1 1 1 1
R R R R R R/W R/W R/W R R R R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － －

－ － － － －

TFD[2:0] RFD[4:0]－ － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

10～8 TFD[2:0] すべて 1 R/W 送信 FIFO容量 

最大 2Kバイトある送信 FIFOの容量を 256バイトから 2Kバイトまで、256バ

イト単位で指定します。送受信開始後は、設定値を変更することを禁止します。 

H'00：256バイト 

H'01：512バイト 

：   ： 

H'07：2048バイト 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

4～0 RFD[4:0] すべて 1 R/W 受信 FIFO容量 

最大 8Kバイトある受信 FIFOの容量を 256バイトから 8Kバイトまで、256バ

イト単位で指定します。送受信開始後は、設定値を変更することを禁止します。 

H'00：256バイト 

H'01：512バイト 

：   ： 

H'1F：8192バイト 
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23.3.80 受信方式制御レジスタ（RMCR） 

RMCRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、フレームを受信時の ECMR内にある RE

ビットの制御の方法を指定します。なお本レジスタの設定は、受信停止状態で行ってください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ － － RNC

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

0 RNC 0 R/W 受信許可制御 

フレーム受信を継続する／しないを設定します。 

0：1つのフレームを受信完了すると、E-DMACは受信ステータスをディスク

リプタに書き込んで EDRRRの RRビットを 0とします。 

1：1つのフレームを受信完了すると、E-DMACは受信ステータスをディスク

リプタに書き込み（ライトバック）します。さらに E-DMACは次のディ

スクリプタを読み込み、次のフレームの受信に備えます。 
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23.3.81 受信ディスクリプタフェッチアドレスレジスタ（RDFAR） 

RDFARは、E-DMACが受信ディスクリプタからディスクリプタ情報をフェッチする際に必要となるディスクリ

プタ先頭アドレスを格納します。本レジスタに表示されるアドレスをモニタすることにより、E-DMACがどの受

信ディスクリプタ情報をもとに処理を実行しているかを認識できます。E-DMACが実行しているディスクリプタ

フェッチ処理とレジスタの読み出しの値が一致していない場合もあります。初期設定の際は、処理を開始する受

信ディスクリプタのアドレスを設定してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

RDFA[15:0]

RDFA[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RDFA 

[31:0] 

すべて 0 R/W 受信ディスクリプタフェッチアドレス 

受信中に本レジスタへの書き込みは禁止です。 

 

23.3.82 受信ディスクリプタ処理済アドレスレジスタ（RDFXR） 

RDFXRは、E-DMACが、直前にライトバック処理を完了した受信ディスクリプタ先頭アドレスを格納します。

本レジスタに表示されるアドレスをモニタすることにより、E-DMACがどの受信ディスクリプタまで処理を実行

したか認識できます。初期設定の際は、RDFARレジスタ設定値の１つ前の受信ディスクリプタのアドレスを設定

してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

RDFX[15:0]

RDFX[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RDFX 

[31:0] 

すべて 0 R/W 受信ディスクリプタ処理済アドレス 

受信中に本レジスタへの書き込みは禁止です。 
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23.3.83 受信ディスクリプタ最終フラグレジスタ（RDFFR） 

RDFFRは、RDFXでアドレスされる、直前にライトバック処理を完了した受信ディスクリプタが受信ディスデ

ィスクリプタ列（ディスクリプタリスト）の最終であるかどうかを示します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ － － RDLF

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

0 RDLF 0 R/W 受信ディスクリプタ列最終フラグ 

RDFXRでアドレスされる、直前にライトバック処理を完了した受信ディスク

リプタが受信ディスディスクリプタ列（ディスクリプタリスト）の最終である

かどうかを示します。 

0：受信ディスクリプタ列の最終でない 

1：受信ディスクリプタ列の最終である 
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23.3.84 送信ディスクリプタフェッチアドレスレジスタ（TDFAR） 

E-DMACが送信ディスクリプタからディスクリプタ情報をフェッチする際に必要となるディスクリプタ先頭ア

ドレスを格納します。本レジスタに表示されるアドレスをモニタすることにより、E-DMACがどの送信ディスク

リプタ情報をもとに処理を実行しているか認識できます。E-DMACが実行しているディスクリプタフェッチ処理

とレジスタの読み出しの値が一致していない場合もあります。初期設定の際は、処理を開始する送信ディスクリ

プタのアドレスを設定してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TDFA[15:0]

TDFA[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TDFA 

[31:0] 

すべて 0 R/W 送信ディスクリプタフェッチアドレス 

送信中に本レジスタへの書き込みは禁止です。 

 

23.3.85 送信ディスクリプタ処理済アドレスレジスタ（TDFXR） 

TDFXRは、E-DMACが、直前にライトバック処理を完了した送信ディスクリプタ先頭アドレスを格納します。

本レジスタに表示されるアドレスをモニタすることにより、E-DMACがどの送信ディスクリプタまで処理を実行

したか認識できます。初期設定の際は、TDFARレジスタレジスタ設定値の 1つ前の送信ディスクリプタのアドレ

スを設定してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TDFX[15:0]

TDFX[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TDFX 

[31:0] 

すべて 0 R/W 送信ディスクリプタ処理済アドレス 

送信中に本レジスタへの書き込みは禁止です。 
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23.3.86 送信ディスクリプタ最終フラグレジスタ（TDFFR） 

TDFFRは、TDFXR でアドレスされる、直前にライトバック処理を完了した送信ディスクリプタが送信ディス

ディスクリプタ列（ディスクリプタリスト）の最終であるかどうかを示します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ － － TDLF

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

0 TDLF 0 R/W 送信ディスクリプタ列最終フラグ 

TDFXRでアドレスされる、直前にライトバック処理を完了した送信ディスクリ

プタが送信ディスディスクリプタ列（ディスクリプタリスト）の最終であるか

どうかを示します。 

0：送信ディスクリプタ列の最終でない 

1：送信ディスクリプタ列の最終である 
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23.3.87 オーバフロー予告 FIFOしきい値設定レジスタ（FCFTR） 

FCFTRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、E-MACのフロー制御の設定を行います。

受信 FIFOデータ容量（RFD[7:0]）、受信フレーム数（RFF[4:0]）によるしきい値を設定できます。 

RFDの設定条件によりフロー制御をオンにするとき、FIFO容量設定レジスタ（FDR）で設定した受信 FIFO容

量値と同じ設定である場合は、（FIFOデータ容量－64）バイトでフロー制御をオンにします。たとえば FDRの

RFD＝7、FCFTRの RFD＝7の場合は、受信 FIFO内に（2,048－64）バイトのデータを格納されたとき、フロー制

御がオンになります。なお本レジスタの RFDの設定値は、FDRの RFDの設定値と同じか小さい値を設定してく

ださい。 

フロー制御のオンは、RFF[4:0]または RFD[7:0]のいずれかの設定条件を満たしたときになります。フロー制御

のオフは、いずれの設定条件も満たしていない（解除）ときになります。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1
R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － RFF[4:0]

RFD[7:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～21 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

20～16 RFF[4:0] H'17 R/W 受信 FIFOオーバフロー予告信号送出しきい値 

H'00：受信フレームを受信 FIFO内に 1フレーム格納完了時 

H'01：受信フレームを受信 FIFO内に 2フレーム格納完了時 

：   ： 

H'16：受信フレームを受信 FIFO内に 23フレーム格納完了時 

H'17：受信フレームを受信 FIFO内に 24フレーム格納完了時 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

7～0 RFD[7:0] H'FF R/W 受信 FIFOオーバフロー予告信号送出しきい値 

H'00：受信 FIFO内に 256－32バイトのデータ容量を格納時 

H'01：受信 FIFO内に 512－32バイトのデータ容量を格納時 

：   ： 

H'06：受信 FIFO内に 1,792－32バイトのデータ容量を格納時 

H'07：受信 FIFO内に 2,048－64バイトのデータ容量を格納時 
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23.3.88 受信データパディング挿入設定レジスタ（RPADIR） 

RPADIRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、受信データのパディングの挿入を行うレ

ジスタです。本レジスタを再設定するときは、E-DMACモードレジスタ（EDMR）の SWRTおよび SWRRビット

でソフトウェアリセットしてから行ってください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － －－ － － － － PADS[4:0]

PADR[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～21 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

20～16 PADS 

[4:0] 

H'00 R/W パディングサイズ 

H'00：パディング挿入なし 

H'01：1バイト挿入 

：   ： 

H'1F：31バイト挿入 

15～0 PADR 

[15:0] 

H'0000 R/W パディング範囲 

H'0000：1バイト目にパディングサイズ分挿入 

H'0001：2バイト目にパディングサイズ分挿入 

 ：     ： 

H'FFFF：64Kバイト目にパディングサイズ分挿入 
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23.4 動作説明 
GETHERは、以下の 3つの機能から構成されています。 

• DMA転送制御部（E-DMAC）：メモリ上の送受信バッファと送受信FIFO間のDMA転送 

• MAC制御部（E-MAC）：送信／受信FIFOとGMII/MII/RMII間の送信／受信処理 

• 転送制御部（TSU）：1系と0系間の転送処理およびCAM処理 

 

E-DMACは、E-DMACに内蔵されているダイレクトメモリアクセス（DMA）機能を使用し、ユーザが指定する

イーサネットフレームデータの格納先（アクセス可能なメモリ空間：送信バッファ／受信バッファ）と送信／受

信 FIFOとの間でフレームデータの転送を行います。ユーザが CPUを介して直接送信／受信 FIFOのデータを読み

書きすることはできません。 

E-DMACが DMA転送を行うためには、ディスクリプタと呼ぶ送信／受信データの格納アドレス等が書かれた

情報（データ）が必要になります。E-DMACは、ディスクリプタに書かれた情報に従って送信データを送信バッ

ファから読み出す、あるいは受信データを受信バッファへ書き込みます。このディスクリプタは、読み書き可能

なメモリ空間に配置されます。ディスクリプタを複数個並べ、ディスクリプタ列（リスト）化することによって、

複数のイーサネットフレームデータの送信／受信を連続的に行うことができます。 

E-DMACは、0系と 1系の 2系統あります。送信、受信とも、0系と 1系それぞれ独立して動作します。 

E-MACは、送信 FIFOに書き込まれたデータからイーサネットフレームを構成し、GMII/MII/RMIIへ送信しま

す。また、GMII/MII/RMIIから受信したイーサネットフレームの CRCチェックを行った後、分解し受信 FIFOに

書き込みます。本 LSIの外部に接続する PHI-LSIとのインタフェースフォーマットとして、MII、GMII、RMIIの

3種類をサポートしています。 

E-MACは、0系と 1系の 2系統あります。それぞれ E-DMACの 0系と 1系と対応しています。 

TSUは、0系の E-MACと 1系の E-MAC間でイーサネットフレームデータの転送を行います。TSUは、E-DMAC

と E-MACの間に位置し、CAMエントリテーブルを参照しながら、E-MACに入力されたイーサネットフレームの

DA（宛先アドレス）を元に、以下のいずれかの処理を選択します。 

1. 受信し受信FIFOに書き込む 

2. 転送のみ実行し転送FIFOに書き込む 

3. 受信し受信FIFOに書き込むとともに転送FIFOにも書き込む 

4. 破棄する 

 

TSUは、0系から 1系、1系から 0系への転送をそれぞれ別々に処理をします。 
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図 23.2にフレームデータ経路と各種設定の概要を示します。 

TSU

PHY-0
GMII/MII/RMII

PHY-1
GMII/MII/RMII

CAM 制御

CAMエントリテーブル

E-DMAC-0

受信許可

優先度判定
TSU_PRISL0
レジスタ

ECMR0.RE＝1
送信許可
ECMR0.TE＝1

転送許可

TSU_FWEN0.FWEN0＝1

（参照設定：TSU_TEN、
　　　　　　TSU_FWSLCレジスタ）

CAM参照

転送FIFO(1→0)

転送FIFO(0→1)

CAM参照

CAM参照CAM参照

優先度判定
TSU_PRISL1
レジスタ

ECMR1.TE＝1ECMR1.RE＝1

E-MAC-0 E-MAC-1

（32エントリ×48ビット）

送信要求
EDTRR0.TR=11

受信要求
EDRRR0.RR=1

送信部起動
EDSR0.ENT=1

受信部起動
EDSR0.ENR=1

送信許可受信許可

送信／受信
ディスクリプタ

送信FIFO 受信FIFO

送信データ
バッファ

ディスクリプタ
アクセスDMA転送

受信データ
バッファ

SuperHyway（SHwy）ブリッジバス

E-DMAC-1

送信要求
EDTRR1.TR=11

受信要求
EDRRR1.RR=1

送信部起動
EDSR1.ENT=1

受信部起動
EDSR1.ENR=1

送信／受信
ディスクリプタ

送信FIFO受信FIFO

送信データ
バッファ

ディスクリプタ
アクセス DMA転送

受信データ
バッファ

0系 1系メモリ上

GETHER

TSU_FWEN0.FWEN1＝1

転送許可

 

図 23.2 GETHERのデータ経路と各種設定 
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23.4.1 ディスクリプタとディスクリプタリスト 

E-DMACは、メモリ空間上に書き込まれたディスクリプタと呼ぶ情報（データ）に従って DMA転送を行いま

す。ディスクリプタには、送信ディスクリプタと受信ディスクリプタの 2種類があります。DMA転送を起動する

前に、ソフトウェアで、送信／受信フレームデータの格納アドレス等の DMA転送に関する情報を設定しておく

必要があります。 

E-DMACは、EDTRRの TRビットが 11／EDRRRの RRビットが 1になると、送信／受信ディスクリプタを自

律的に読み込み、ディスクリプタに記述された情報に従って、送信／受信バッファと送信／受信 FIFOの間で、フ

レームデータの DMA伝送を行います。フレームデータの送信／受信が完了した後には、E-DMACがディスクリ

プタの有効／無効ビットを無効とし、送信／受信の結果をディスクリプタ上のステータスビットに反映します。 

ディスクリプタは、読み書き可能なメモリ空間に配置し、先頭ディスクリプタ（E-DMACが最初に読み込むデ

ィスクリプタ）のアドレスを TDLAR/RDLARに設定します。複数のディスクリプタをディスクリプタ列（ディス

クリプタリスト）として用意する場合には、EDMRの DL[0:1]ビットに設定したディスクリプタ長に従って連続し

たアドレス（メモリ番地）に配置します。 

E-DMACには、0系と 1系の 2系統あります。0系と 1系および送信と受信それぞれの DMACは独立して動作

します。0系と 1系および送信と受信用のディスクリプタを、各ディスクリプタのアドレス空間が重ならないよう

に配置してください。アドレスが重なると E-DMACは正常に動作をしません。 
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（1） 送信ディスクリプタ 

図 23.3に送信ディスクリプタの構成と送信バッファの関係を示します。 

送信ディスクリプタは、データの先頭から 32ビット単位に TD0、TD1、TD2およびパディングで構成されます。

最後のパディングは EDMRの DL[1:0]ビットで指定するディスクリプタ長に従い長さが決まります。 

TD0は、送信ディスクリプタの有効／無効、ディスクリプタの構成情報およびステータス情報を示します。TD1

は、そのディスクリプタで指示する転送すべき送信バッファのデータ長（TDL）を示します。TD2は、転送する

送信バッファの先頭アドレス（TBA）を示します。 

本ディスクリプタの指示内容により、ディスクリプタ 1個で 1フレームの送信データを全部指定すること（1

フレーム／1バッファ）あるいはディスクリプタ複数個で 1フレームの送信データを指定すること（1フレーム／

マルチバッファ）が可能です。1フレーム／マルチバッファの具体例としては、イーサネットフレーム中毎回の送

信で固定的に使われるデータ部分を複数のディスクリプタで参照するという方法があります。たとえば、イーサ

ネットフレーム中の宛先アドレス、送信元アドレスのデータを複数のディスクリプタで共有して、残りのデータ

を各々別のバッファに格納するという方法が考えられます。 

送信ディスクリプタ 送信バッファ

有効送信データ

T
A
C
T

T
D
L
E

T
F
P

T
W
B
I

TFS[11:0]TD0

TDLTD1

TBA

パディング（4/20/52バイト）*

【注】　*   EDMRのDL[1:0]ビットに設定したディスクリプタ長によりパディングサイズは以下の値になります。
16バイトのとき：パディング＝ 4バイト
32バイトのとき：パディング＝20バイト
64バイトのとき：パディング＝52バイト

TD2

31 30 29 28 27 26 25                         1211                      0
T
F
E

31                                     16

31                                                                                     0

リザーブ

 

図 23.3 送信ディスクリプタと送信バッファの関係 
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（a） 送信ディスクリプタ 0（TD0） 

TD0は、EDTRRの TRビット＝11とする以前に、ユーザがあらかじめディスクリプタの有効／無効ビットの設

定やディスクリプタの構成を設定します。イーサネットフレームの送信が完了した後に、E-DMACがディスクリ

プタの有効／無効ビットを無効にし、ステータス情報を書き込みます。これをライトバックと呼びます。 

使用にあたっては、ユーザがあらかじめビット 31～28、26にディスクリプタの構成に従った値を書き込んでく

ださい。またビット 27、25～0には 0を書き込んでください。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 TACT 0 R/W 送信ディスクリプタ有効／無効 

当該ディスクリプタが有効または無効であることを示します。本ビットを有効

とする際には、あらかじめ送信データを送信バッファ（ユーザの指定する送信

データ格納先）に格納した後、本ビットに 1を書き込みます。また、E-DMAC

はデータの転送を完了すると本ビットを 0クリアします。 

0：本送信ディスクリプタが無効 

初期値の状態か 0を書き込んだ後の状態、またはユーザが 1を書き込ん

だ後の場合には E-DMACのデータ転送処理終了により本ビットが 0クリ

アされたことを示します。 

E-DMACのディスクリプタ読み込みの際に、本状態が認識されると

E-DMACは EDTRRの TRビットを 0クリアし、E-DMACの送信に関わ

る転送動作は停止します。 

1：本送信ディスクリプタが有効 

ユーザが 1を書き込んだ後、まだデータ転送を行っていないか、あるいは

データ転送中であることを示します。 

E-DMACは連続する複数個のディスクリプタ列（ディスクリプタリスト）

が存在する場合に、連続するディスクリプタの本ビットが有効であること

により動作を継続することができます。 

30 TDLE 0 R/W 送信ディスクリプタリスト最終 

本ディスクリプタがディスクリプタ列（ディスクリプタリスト）の最終である

かどうかを示します。 

0：最終のディスクリプタリストではない 

E-DMACは本ディスクリプタの転送が完了した後、連続するディスクリ

プタリストの次のディスクリプタを読み込みます。 

1：最終のディスクリプタリストである 

E-DMACは本ディスクリプタの転送が完了した後、TDLARが示すアドレ

スにあるディスクリプタを読み込みます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

29、28 TFP[1:0] 00 R/W 送信フレーム内位置 

本ディスクリプタの情報が送信フレームの先頭かその途中または最終かを示し

ます。 

00：本ディスクリプタの情報はフレームの中間である 

01：本ディスクリプタの情報はフレームの最後である 

10：本ディスクリプタの情報はフレームの先頭である 

11：本ディスクリプタの情報はフレームの先頭と最後を含む 

（1フレーム／1ディスクリプタ（1バッファ）である） 

【参考】 

1フレームを分割して使用する際の分割数に応じたディスクリプタ列における

本ビットの指定要領を示します。 

• 1フレーム／1ディスクリプタの場合 

1番目のディスクリプタ：TFP[1:0] = 11 

• 1フレーム／2ディスクリプタの場合 

1番目のディスクリプタ：TFP[1:0] = 10 

2番目のディスクリプタ：TFP[1:0] = 01 

• 1フレーム／3ディスクリプタの場合 

1番目のディスクリプタ：TFP[1:0] = 10 

2番目のディスクリプタ：TFP[1:0] = 00 

3番目のディスクリプタ：TFP[1:0] = 01 

以降、分割数が多い場合には、中間の TFP[1:0] = 00であるディスクリプタを追

加していくことでディスクリプタ列を構成します。 

27 TFE 0 R/W 送信フレームエラー発生 

送信フレームに何らかのエラーが発生したことを示します。 

0：TFS[11:0]のすべてのビットの値が 0 

1：TFS[11:0]のいずれかのビットの値が 1 

TRSCERレジスタで、TFS[8:0]の要因単位にマスクすることができます。ただ

し、TFS[11:9]はマスクすることができません。 

本ビットは E-DMACによってライトバックされます。 

26 TWBI 0 R/W ライトバック完了割り込み通知 

0：ライトバック完了割り込みを通知しません。 

1：本ディスクリプタへのライトバック完了後、EESRレジスタの TWB[1:0]

ビットに 11をセットし、CPUにライトバック完了割り込みを通知します。 

本ビットは、送信フレームの最後を含むディスプリプタ（TFP＝01あるいは 11）

でのみ有効です。本ビットはライトバックによって 0に書き換わります。 

25～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

 



 

23. ギガビットイーサネットコントローラ（GETHER） 

23-118  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11～0 TFS[11:0] すべて 0 R/W 送信フレームステータス 

当該フレームのステータスを示します。以下のビットは、E-DMACによりライ

トバックされ、1で当該の事象が発生したことを示します。 

• TFS[11:10]：リザーブ（書き込み値は 0としてください） 

• TFS[9]：送信 FIFOアンダフロー（EESRの TUCビットに相当） 

• TFS[8]：送信中断検出（EESRの TABTビットに相当） 

• TFS[7:3]：リザーブ（書き込み値は 0としてください） 

• TFS[2]：キャリア消失（EESRの DLCビットに相当） 

• TFS[1]：遅延衝突（EESRの CDビットに相当） 

• TFS[0]：送信タイムアウト（EESRの TROビットに相当） 

 

（b） 送信ディスクリプタ 1（TD1） 

TD1は、当該ディスクリプタが使用する送信バッファのデータ長を示します。 

ユーザが E-DMACの読み込み開始前に設定してください。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 TDL 

[15:0] 

すべて 0 R/W 送信バッファデータ長（単位：バイト） 

当該送信バッファのデータ長をバイト単位で設定します。最大長は 64K－32

（H'FFE0）バイトです。 

15～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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（c） 送信ディスクリプタ 2（TD2） 

TD2は、32ビット幅の当該送信バッファの先頭アドレスを示します。アドレス値はロングワード境界としてく

ださい。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TBA 

[31:0] 

すべて 0 R/W 送信バッファ先頭アドレス 

当該送信バッファの先頭アドレスを 16バイト境界で設定します。 

 

ディスクリプタの設定で以下のような設定を行った場合、E-DMACはシステムリセットを行うまで、正常動作

に復帰しませんので注意してください。 

• TFP（送信フレーム内位置）が論理的に間違った設定 

例：あるディスクリプタAでTFP＝11と設定し、次のディスクリプタBでTFP＝01と設定した。 

ディスクリプタBが示す送信フレームの先頭部を示すディスクリプタが存在しないことになります。 

• TBL（送信バッファ長）を0とした設定 

 

送信フレームを 3つ以上の送信ディスクリプタに分割した場合、E-DMACは以下のようにライトバックします。 

• 送信フレームの先頭を含む送信ディスクリプタ（TFP＝10あるいはTFP＝11）と送信フレームの最後を含む送

信ディスクリプタ（TFP＝01あるいはTFP＝11）に対してのみライトバックをします。 

• 送信フレームの中間に対応する送信ディスクリプタ（TFP＝00）に対してはライトバックしません。 

 

ただし、TFE（送信フレームエラー発生）や TFS（送信フレームステータス）は、送信フレームの最後を含む送

信ディスクリプタ（TFP＝01あるいは TFP＝11）にのみライトバックされます。 

また、ソフトウェアで送信ディスクリプタを再設定する場合は、未処理の送信ディスクリプタの上書き（再設

定）を防ぐために、送信フレームの最後を含む送信ディスクリプタ（TFP＝01あるいは TFP＝11）がライトバッ

クされている（TACT＝0になっている）ことを再設定の前にあらかじめ確認する必要があります。 
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（2） 受信ディスクリプタ 

図 23.4に受信ディスクリプタと受信バッファの関係を示します。 

受信ディスクリプタは、データの先頭から 32ビット単位に RD0、RD1、RD2、およびパディングで構成されま

す。最後のパディングは EDMRの DL[0:1]ビットで指定するディスクリプタ長に従い長さが決まります。 

RD0は、受信ディスクリプタの有効／無効、ディスクリプタの構成情報、およびステータス情報を示します。

RD1は、そのディスクリプタで指示する受信可能な受信バッファのデータ長（RBL）と受信したフレームのデー

タ長（RDL）を示します。RD2は、受信データを格納する受信バッファの先頭アドレス（RBA）を示します。 

本ディスクリプタの指示内容により、ディスクリプタ 1個で 1フレームの受信データ全部を受信バッファに格

納すること（1フレーム／1バッファ）あるいはディスクリプタ複数個で 1フレームの受信データを受信バッファ

に格納すること（1フレーム／マルチバッファ）が可能です。1フレーム／マルチバッファのケースとしては、あ

らかじめ複数のディスクリプタ列（ディスクリプタリスト）を用意しておき、各ディスクリプタの RBLを 500バ

イトとしたときに 1514バイトのイーサネットフレームを受信したとします。この場合、受信したイーサネットフ

レームは最初のディスクリプタから順に 500バイトずつバッファに転送され、最後の 14バイトだけが 4つ目のバ

ッファに転送されます。このように E-DMACは、受信したフレームがディスクリプタの RBLを超える長さのフ

レームを受信した場合には、連続する次のディスクリプタを使用していくことによって受信バッファに転送して

いきます。また、1フレーム／マルチバッファの効率的な具体例としては、イーサネットフレーム中の処理レイヤ

の異なる情報をバッファによって分離するという方法があります。たとえば、イーサネットフレーム中の宛先ア

ドレス、送信元アドレス、およびタイプフィールドのデータをバッファ 1（RBLを 14バイトに指定）に格納し、

残りのデータをバッファ 2（RBLを 1500バイトに指定）に格納するという方法があります。もちろん、複数のデ

ィスクリプタを用意してすべてのディスクリプタの RBLを 1514バイト（イーサネットフレームの最大長）以上

にすれば、すべての受信フレームを 1バッファに収めることができます。 

受信ディスクリプタ 受信バッファ

有効受信データ

R
A
C
T

R
D
L
E

R
F
P

R
F
E

RFS[11:0]RD0

RBL
RDLRD1

RBA

パディング（4/20/52バイト）*

RD2

31 30 29 28 27 26 25                         1211                      0

31                                     16
31                                                                                     0

15                                        0

【注】　*   EDMRのDL[0:1]ビットに設定したディスクリプタ長によりパディングサイズは以下の値になります。
16バイトのとき：パディング＝ 4バイト
32バイトのとき：パディング＝20バイト
64バイトのとき：パディング＝52バイト

P
V リザーブ

 

図 23.4 受信ディスクリプタと受信バッファの関係 
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（a） 受信ディスクリプタ 0（RD0） 

RD0は、EDRRRの RRビット＝1後の E-DMACがディスクリプタ情報の読み込みを開始する以前に、ユーザが

あらかじめディスクリプタの有効／無効ビットの設定、およびディスクリプタリストが最終か否かを設定します。

イーサネットフレームの受信バッファへの DMA転送が完了した後、E-DMACがディスクリプタの有効／無効ビ

ットを無効とし、ステータス情報を書き込みます。これをライトバックと呼びます。 

使用にあたっては、ユーザがあらかじめビット 31、30にディスクリプタの構成に従った値を書き込んでくださ

い。また、ビット 29～0には 0を書き込んでください。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 RACT 0 R/W 受信ディスクリプタ有効／無効 

本ディスクリプタが有効または無効であることを示します。本ビットを有効と

する際には、あらかじめ受信バッファ（ユーザの指定する受信データ格納先）

を用意した後、本ビットに 1を書き込みます。また、E-DMACはデータの転送

を完了すると本ビットを 0クリアします。 

0：本受信ディスクリプタが無効 

初期値の状態か 0を書き込んだ後の状態、またはユーザが 1を書き込ん

だ後の場合には E-DMACのデータ転送処理終了により本ビットが 0クリ

アされたことを示します。 

E-DMACのディスクリプタ読み込みの際に、本状態が認識されると

E-DMACは EDRRRの RRビットを 0クリアし、E-DMACの受信にかか

わる転送動作は停止します。 

1：本受信ディスクリプタが有効 

ユーザが 1を書き込んだ後、まだデータ転送を行っていないか、あるいは

データ転送中であることを示します。 

E-DMACは連続する複数個のディスクリプタ列（ディスクリプタリスト）

が存在する場合に、連続するディスクリプタの本ビットが有効であること

により動作を継続することができます。 

30 RDLE 0 R/W 受信ディスクリプタリスト最終 

本ディスクリプタがディスクリプタ列（ディスクリプタリスト）の最終である

かどうかを示します。 

0：最終のディスクリプタリストではない 

 E-DMACは本ディスクリプタの転送が完了した後、連続するディスクリ

プタリストの次のディスクリプタを読み込みます。 

1：最終のディスクリプタリストである 

 E-DMACは本ディスクリプタの転送が完了した後、RDLARが示すアドレ

スにあるディスクリプタを読み込みます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

29、28 RFP[1:0] 00 R/W 受信フレーム内位置 

本ディスクリプタの情報が受信フレームの先頭かその途中または最終かを 

E-DMACがライトバックによって示します。 

00：本ディスクリプタの情報はフレームの中間である 

01：本ディスクリプタの情報はフレームの最後である 

10：本ディスクリプタの情報はフレームの先頭である 

11：本ディスクリプタの情報はフレームの先頭と最後を含む 

（1フレーム／1ディスクリプタ（1バッファ）である） 

【参考】 

1フレームを受信した後のフレームとディスクリプタの関係を示します。 

• 1フレーム／1ディスクリプタの場合 

1番目のディスクリプタ：RFP[1:0] = 11 

• 1フレーム／2ディスクリプタの場合 

1番目のディスクリプタ：RFP[1:0] = 10 

2番目のディスクリプタ：RFP[1:0] = 01 

• 1フレーム／3ディスクリプタの場合 

1番目のディスクリプタ：RFP[1:0] = 10 

2番目のディスクリプタ：RFP[1:0] = 00 

3番目のディスクリプタ：RFP[1:0] = 01 

以降、分割数が多い場合には、中間の RFP[1:0] = 00であるディスクリプタが

増えることになります。 

27 RFE 0 R/W 受信フレームエラー発生 

受信フレームに何らかのエラーが発生したことを示します。 

0：RFS[11:0]のすべてのビットの値が 0 

1：RFS[11:0]のいずれかのビットの値が 0 

TRSCERレジスタで、RFS[8:0]の要因単位にマスクすることができます。ただ

し、RFS[11:9]はマスクすることができません。 

本ビットは E-DMACによってライトバックされます。 

26 PV 0 R/W パディング挿入 

本ディスクリプタで処理した受信フレームが、RPADIRレジスタで指定された

パディングが挿入されている受信フレームかどうかを示します。 

0：パディングの挿入なし 

1：パディングの挿入あり 

本ビットは、ライトバック処理で書き換えられます。 

25～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11～0 RFS 

[11:0] 

すべて 0 R/W 受信フレームステータス 

当該フレームのステータスを示します。以下のビットは 1で当該の事象が発生

したことを示します。また、RFS[9]～RFS[0]の事象が発生した場合にはフレー

ムの受信は不完全です。 

• RFS[11:10]：リザーブ 

• RFS[9]：受信 FIFOオーバフロー（EESRの RFOFビットに相当） 

• RFS[8]：受信中断検出（EESRの RABTビットに相当） 

• RFS[7]：マルチキャストアドレスフレームを受信（EESRの RMAFビットに

相当） 

• RFS[6]：キャリア拡張エラー（EESRの CEEFビットに相当） 

• RFS[5]：キャリア拡張消失（EESRの CELFビットに相当） 

• RFS[4]：端数ビットフレーム受信（EESRの RRFビットに相当） 

• RFS[3]：ロングフレーム受信エラー（EESRの RTLFビットに相当） 

• RFS[2]：ショートフレーム受信エラー（EESRの RTSFビットに相当） 

• RFS[1]：PHY-LSI受信エラー（EESRの PREビットに相当） 

• RFS[0]：受信フレーム CRCエラー（EESRの CERFビットに相当） 
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（b） 受信ディスクリプタ 1（RD1） 

RD1は、当該ディスクリプタが使用できる受信バッファのデータ長をユーザが指定し、フレーム受信後には

E-DMACが受信したフレーム長を示します。 

ユーザが E-DMACの読み込み開始前に設定してください。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 RBL 

[15:0] 

すべて 0 R/W 受信バッファデータ長（単位：バイト、32バイト境界で指定） 

当該受信バッファの受信可能なデータ長を 32バイトの整数倍で設定します。 

最大長は 64K－32（H'FFE0）バイトです。 

15～0 RDL 

[15:0] 

すべて 0 R 受信データ長 

受信バッファに格納された受信フレームのデータ長を示します。 

受信バッファに転送される受信データには、フレームの最後である CRCデー

タ（4バイト）が含まれていません。また、受信フレーム長は、この CRCデー

タを含めない（有効データバイト）語数が報告されます。 

1フレーム／複数バッファ（ディスクリプタ）となった場合には、最終ディス

クリプタの本受信データ長のみが有効です。途中のディスクリプタの受信デー

タ長は意味を持ちません。 

受信可能な最大受信データ長は以下のようになります。 

パディング機能無効時：64K－1（H'FFFF）バイト 

パディング機能有効時：64K－32（H'FFE0）バイト 
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（c） 受信ディスクリプタ 2（RD2） 

RD2は、当該受信バッファの先頭アドレスを示します。受信バッファの開始アドレスの設定は、32バイトを境

界として設定してください。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RBA 

[31:0] 

すべて 0 R/W 受信バッファ先頭アドレス 

当該受信バッファの先頭アドレスを 32バイト境界で設定します。 

 

E-DMACは、RBA（受信バッファアドレス）に設定されたアドレスから 32バイト単位で受信フレームを受信バ

ッファへ DMA転送します。したがって、RBL（受信バッファ長）へは 32バイトの整数倍を設定してください。 

以下のようにデータが 32バイトに満たない場合は、無効なデータが書き込まれます。 

【転送例】 

受信フレーム長＝170バイト、必要な受信バッファ容量＝192バイト（32バイト×6）の場合、6回目の DMA

において、無効なデータも受信バッファに DMA転送されます（DMAデータ 32バイト中、前半の 10バイトは有

効データで後半の 22バイトは無効データ）。 
 

受信データパディング挿入設定レジスタ（RPADIR）を設定することで、受信フレームの任意の位置に 1か所だ

け値 0をパディングすることが可能です。パディングサイズは 1バイト単位で任意であり、最小 1バイト、最大

31バイトです。受信フレームにパディングを行う場合は、「受信フレーム長＋パディングサイズ」分の受信バッ

ファ領域が必要です。なお、RPADIRの設定はすべての受信フレームに対して有効です。 

RFE（受信フレームエラー発生）、PV（パディング挿入）、RFS（受信フレームステータス）、および RFL（受

信フレーム長）は、受信フレームの最後を含む受信ディスクリプタ（RFP＝01あるいは 11）にのみライトバック

されます。 

ソフトウェアで受信ディスクリプタを再設定する場合は、未処理の受信ディスクリプタの上書き（再設定）を

防ぐために、受信ディスクリプタがライトバックされている（RACT＝0になっている）ことを再設定の前にあら

かじめ確認する必要があります。 
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（3） ディスクリプタと送受信バッファ 

（a） 送信 

送信ディスクリプタごとに 1つの送信バッファを保持します。E-DMACは、送信ディスクリプタで示された送

信バッファに格納されている送信フレームを送信 FIFOへ転送します。また、複数の送信ディスクリプタで示され

た各送信バッファに格納されている送信フレームをそれぞれ連結して 1つの送信フレームとして送信 FIFOへ転送

することも可能です。 

図 23.5に送信ディスクリプタと送信バッファとの関係を示します。 

送信バッファ1

（メモリから送信FIFOへDMA転送された送信データ
　をMAC部でフレームに構成しGMII/MII/RMIIへ出力）

送信バッファ1

送信バッファ5、6を連結し、一つの送信フレームＣ
としてGMII/MII/RMIIへ出力する。

送信フレームE

送信ディスクリプタ1
1 0 1 1

（送信フレームA）

送信ディスクリプタ2
1 0 1 0

（送信フレームB）

送信ディスクリプタ3
1 0 0 0

（送信フレームB）

送信ディスクリプタ4
1 0 0 1

（送信フレームB）

送信ディスクリプタ5
1 0 1 0

（送信フレームC）

送信ディスクリプタ6
1 0 0 1

（送信フレームC）

送信ディスクリプタ7
1 0 1 1

（送信フレームD）

送信ディスクリプタ8
1 1 1 1

（送信フレームE）

送信バッファ2

送信バッファ4

送信バッファ5

送信バッファ6

送信バッファ8

送信バッファ4  送信バッファ3  送信バッファ2 

送信バッファ6  送信バッファ5

送信バッファ7

送信バッファ8

送信フレームD

送信フレームA

送信フレームB

送信フレームC

送信バッファ送信ディスクリプタリング 送信フレームデータ
（メモリ上） （メモリ上）

送信バッファ2、3、4を連結し、一つの送信フレ
ームＣとしてGMII/MII/RMIIへ出力する。

TACT
TDL
TFP[1:0]

4バイト

送信バッファ3

送信バッファ7

 

図 23.5 送信ディスクリプタと送信バッファとの関係 
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（b） 受信 

受信ディスクリプタごとに 1つの受信バッファを保持します。E-DMACは、受信ディスクリプタで示された受

信バッファへ受信 FIFOから受信したフレームを格納します。ここで、受信フレームのサイズが受信バッファのサ

イズをオーバする場合は、別の受信ディスクリプタで示された受信バッファへ当該受信フレームのオーバした部

分を格納します。このように、1つの受信フレームを複数の受信バッファに分けて格納することも可能です。 

図 23.6に受信ディスクリプタと受信バッファとの関係を示します。 

（パディングデータ）（パディングデータ）

受信フレームA

（GMII/MII/RMIIから入力したフレーム
　は受信FIFOへ書き込まれます。
　受信FIFOからメモリ上の受信バッファ
　へDMA転送されます。）

29バイト長

パディングを受信フレームの先頭に挿入
した場合、受信フレームはメモリの任意
のバイト境界から書き込まれます。

受信ディスクリプタ1
0 0 1 1

（受信フレームA）

受信ディスクリプタ2
0 0 1 0

（受信フレームB）

受信ディスクリプタ3
0 0 0 1

（受信フレームB）

受信ディスクリプタ4
0 0 1 1

（受信フレームC）

受信ディスクリプタ5
0 0 1 1

（受信フレームD）

受信ディスクリプタ6
1 0 -  -

（受信フレーム待ち）

受信ディスクリプタ7
1 0 -  -

（受信フレーム待ち）

受信ディスクリプタ8
1 1 -  -

（受信フレーム待ち）

受信フレームB

（後半35バイト）

二つのディスクリプタに分割して格納
されます。

受信フレームA

受信フレームB

受信バッファ受信ディスクリプタリング 受信フレームデータ

（メモリ上） （メモリ上）

受信フレーム長が32で割り切れない
場合は、不定値が書き込まれます。

RACT
RDL
RFP[1:0]

受信フレームB

受信フレームC

受信フレームD

受信フレームD

（前半29バイト）

63バイト長

受信フレームC
53バイト長

受信フレームD

64バイト長

パディングを受信フレームの内部に挿入
した場合、二分割された後半側のデータ
が受信バッファの４バイト境界から書き
込まれる様に、RPADIRを設定する必要
があります。

4バイト

32バイト

境界

32バイト

境界

32バイト

境界

32バイト

境界

32バイト

境界

32バイト

境界

32バイト

境界

32バイト

境界

32バイト

境界

32バイト

境界

32バイト

境界

32バイト

境界

32バイト

境界

32バイト

境界

32バイト

境界

（29バイト）

（32バイト未使用）

（前半32バイト）

（後半31バイト）

（53バイト）

（パディングデータ）

（パディングデータ）

（不定値）

 

図 23.6 受信ディスクリプタと受信バッファとの関係 
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（4） ディスクリプタポインタ 

E-DMACは、送信ディスクリプタおよび受信ディスクリプタのメモリ上のアドレスや処理順序を以下に示すレ

ジスタを用いて制御します。 

1. 送信ディスクリプタ関連 

• TDLARレジスタ：送信ディスクリプタリストの先頭ディスクリプタのアドレス 

• TDFARレジスタ：処理すべき送信ディスクリプタのアドレス 

• TDFXRレジスタ：処理を最後に完了した（ライトバックした）送信ディスクリプタのアドレス 

• TDFFRレジスタ（DLビット）：TDFXRで示された送信ディスクリプタのTDLE値が1かどうかを指示  

2. 受信ディスクリプタ関連 

• RDLARレジスタ：受信ディスクリプタリストの先頭ディスクリプタのアドレス  

• RDFARレジスタ：処理すべき受信ディスクリプタのアドレス 

• RDFXRレジスタ：処理を最後に完了した（ライトバックした）受信ディスクリプタのアドレス  

• RDFFRレジスタ（DLビット）：RDFXRで示された受信ディスクリプタのRDLE値が1かどうかを指示  

 

送信ディスクリプタおよび受信ディスクリプタはそれぞれリング構成をとっています。処理した送信ディスク

リプタ（受信ディスクリプタ）の TDLE（RDLE）値が 0であった場合、当該ディスクリプタの次に位置するディ

スクリプタを処理します。次に位置するディスクリプタとは、処理した送信ディスクリプタ（受信ディスクリプ

タ）のアドレスに、E-DMACモードレジスタ（EDMR）のディスクリプタ長ビット（DL）で指定されたディスク

リプタ長を加算して得られたアドレスに存在する送信ディスクリプタ（受信ディスクリプタ）です。一方、処理

した送信ディスクリプタ（受信ディスクリプタ）の TDLE（RDLE）値が 1であった場合、次に処理するディスク

リプタは TDLAR（RDLAR）で示された送信ディスクリプタ（受信ディスクリプタ）です。図 23.7に送信／受信

ディスクリプタリングとリードポインタの関係の例を示します。 

送信ディスクリプタに関しては、必ず送信フレームを 5つ以上ポイントすることができる大きさのリスト構成

にしてください。送信フレームを 4つ以下しかポイントできないリスト構成の場合、E-DMACの動作保証はいた

しません（すなわち、4つ以下の送信フレームでリング内のすべての送信ディスクリプタを使用するという設定は

行わないでください）。一方、受信ディスクリプタリストについては、このような制約はありません。たとえば、

1つの受信フレームでリスト内のすべての受信ディスクリプタを使用しても問題ありません。 

初期設定では、ソフトウェアでディスクリプタリストの先頭アドレスを、TDLAR（RDLAR）レジスタと TDFAR

（RDFAR）に、ディスクリプタリストの最終ディスクリプタのアドレスを TDFXR（RDFXR）に設定してくださ

い。 

E-DMACは、ディスクリプタを処理するごとに、TDFAR（RDFAR）、TDFXR（RDFXR）、TDFFR.DLビット

（RDFFR.DLビット）をそれぞれ更新します。 
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送信ディスクリプタ1
1 0

送信ディスクリプタ2
1 0

送信ディスクリプタ3
0 0

送信ディスクリプタ4
0 0

送信ディスクリプタ5
1 0

送信ディスクリプタ6
1 0

送信ディスクリプタ7
1 0

送信ディスクリプタ8
1 1 

送信ディスクリプタリング（メモリ上）

TACT
TDLE

送信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ
（TDLAR）

送信ディスクリプタフェッチアドレスレジスタ
（TDFAR）

送信ディスクリプタ処理済アドレスレジスタ
（TDFXR）

受信ディスクリプタ1
1 0 

受信ディスクリプタ2
1 0

受信ディスクリプタ3
1 0

受信ディスクリプタ4
1 0

受信ディスクリプタ5
1 0

受信ディスクリプタ6
0 0

受信ディスクリプタ7
0 0

受信ディスクリプタ8
0 1 

受信ディスクリプタリング（メモリ上）

RACT
RDLE

受信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ
（RDLAR）
受信ディスクリプタフェッチアドレスレジスタ
（RDFAR）

受信ディスクリプタ処理済アドレスレジスタ
（RDFXR）

H'0000

H'0010

H'0070

H'0060

H'0050

H'0040

H'0030

H'0020

H'0000

H'0010

H'0070

H'0060

H'0050

H'0040

H'0030

H'0020

送信ディスクリプタ最終フラグレジスタ
（TDFFR）には、H'0000 0000が設定
されています。

【注】   ディスクリプタリスト図中のアドレスは、ディスクリプタ長が16バイトの場合のアドレス例です

受信ディスクリプタ最終フラグレジスタ
（RDFFR）には、H'0000 0001が
設定されています。

（処理中）

（処理中）

 

図 23.7 送受信ディスクリプタとディスクリプタポイントレジスタとの関連 
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23.4.2 送信動作 

（1） 送信手順とフロー 

E-DMACモードレジスタ（ECMR）の TEビットが 1の状態で E-DMAC送信要求レジスタ（EDTRR）の送信要

求ビット（TR）に 11が書き込まれたときに、送信 FIFOに 32バイト以上の空きがあれば、E-DMACは送信ディ

スクリプタリストから前回使用したディスクリプタの次のディスクリプタ（初回起動時は送信ディスクリプタ先

頭アドレスレジスタ（TDLAR）で示すディスクリプタ）を読み込みます。 

読み込んだディスクリプタの TACTビットが 1（有効）の場合は、E-DMACは TD2で指定される送信バッファ

先頭アドレスから順次送信フレームデータを読み出して送信 FIFOに転送します。E-MACは送信フレームを作成

し GMII/MII/RMIIに向けて送信を開始します。ディスクリプタ内で指示されるバッファ長分の DMA転送後、TFP

の値によって以下のような処理を行います。 

• TFP＝10（フレーム開始） 

DMA転送後、ディスクリプタのライトバック（TACTビットの0書き込み）を行います。 

• TFP＝01 or 11（フレーム終了） 

フレームの送信完了後、ディスクリプタのライトバック（TACTビットの0およびステータスの書き込み）を

行います。 

• TFP＝00（フレーム継続） 

ディスクリプタのライトバックは行いません。TACTビットは1のままですので注意してください。 

 

読み込んだディスクリプタの TACTビットが 1（有効）の間は、E-DMACはディスクリプタの読み込みとフレ

ームの送信を継続します。 

読み込んだディスクリプタの TACTビットが 0（無効）の場合は、E-DMACは以下の処理を行った後、送信処

理を終了します。 

• E-DMAC送信要求レジスタ（EDTRR）のTRビットに00を書き込みます。 

• E-DAC/E-DMACステータスレジスタ（EESR）のTCビットに11を書き込み、CPUに対して割り込みを発生さ

せます。 

なお、E-DMACは、送信 FIFOに最大で 4フレーム分のデータを格納することが可能です。 
 

E-MAC送信処理部は、以下の条件が成立すると、送信 FIFOから送信データを読み出しフレームに組み立てて

GMII/MII/RMIIへ送信します。 

• 送信FIFOに送信FIFOしきい値指定レジスタ（TFTR）で設定したバイト数以上のデータが格納された。 

• 送信FIFOに1フレーム以上のデータが格納された。 

• 送信FIFOに空き領域がなくなった。（GMII/MII/RMIIへの送信待ちデータでフルになっている） 
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図 23.8に、送信フローの例を示します。 

本LSI＋メモリ

送信フロー

【記号説明】

GETHER初期化
送信ディスクリプタ、
送信バッファ設定

送信起動
送信ディスクリプタ読み込み
送信データ転送
送信ディスクリプタライトバック

：EDMRのSWRTビット1によるソフトウェアリセットを実行します。

：送信ディスクリプタ、送信バッファ設定の他、E-MAC、E-DMACのレジスタ
　設定を行います。最後にECMRのTEビット1、EDTRRのTRビット11の書き
　込みを行います。
：ECMRのTEビット1、EDTRRのTRビット11の書き込みにより発生します。
：E-DMACが送信ディスクリプタを読み込みます。
：E-DMACのDMA転送により送信データを送信FIFOに書き込みます。
：E-DMACがTACTビットに0および送信ステータスを送信ディスクリプタに
　書き込みます。

E-DMAC E-MAC
Ethernet

GMII/MII/RMII送信FIFO

GETHER初期化

送信ディスクリプタ
送信バッファ設定

送信起動

送信ディスクリプタ読み込み

送信ディスクリプタ
ライトバック

送信ディスクリプタ
ライトバック

送信完了

送信ディスクリプタ読み込み

送信データ転送

フレーム送信

送信データ転送

 

図 23.8 送信フローの例（1フレーム／2ディスクリプタ） 
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E-MAC送信部の状態遷移図を図 23.9に示します。この動作は、0系および 1系共に共通です。 

1. E-MACモードレジスタ（ECMR）の送信許可ビット（TE）がセットされると、送信アイドル状態に遷移しま

す。 

2. 送信E-DMACから送信要求があると、E-MACはキャリア検出、フレーム間隔時間の送信延期を経てプリアン

ブルをGMII/MII/RMIIに送信します。キャリア検出を必要としない全二重転送方式を選択しているときには、

送信E-DMACから送信要求があると即座にプリア ンブルを送出します。 

3. SFD、データ、CRCを順次送信します。送信を終了すると送信E-DMACが送信終了割り込み（TC）を発生し

ます。 データ送信中に衝突発生あるいはキャリア未検出状態となるとそれぞれを割り込み要因として報告し

ます。 

4. フレーム間隔時間を経た後は、アイドル状態に遷移し、以後送信データがあれば送信を継続します。 

リセット

TEセット 全二重転送時

全二重
転送時

【注】*1

　　　*2

再送処理には衝突検出にともなうジャムの送信、およびバックオフアルゴリズムによる
送信時間間隔の調整が含まれます。
512 ビット以下（プリアンブル、SFD含む）のデータ送出中のみ再送処理を行います。
512 ビットを越えるデータの送出中に衝突を検出した場合は、ジャムの送出のみを行い、
バックオフアルゴリズムによる再送処理を行いません。

TEリセット

再送15回失敗
or

512 ビット時間
以後の衝突

衝突

衝突

正常送信

キャリア検出

キャリア検出

SFD送信

データ送信

CRC送信

再送処理*1

キャリア
検出

送信開始
（プリアンブル送出）アイドル

キャリア
未検出

キャリア
未検出

キャリア
検出

半二重転送時

再送
起動

送信停止

エラー検出

エラー

エラー

エラー

エラー報告

衝突*2

      衝突*2

半二重
転送時

 

図 23.9 E-MAC送信部状態遷移図 
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（2） 送信エラー処理 

（a） 送信アボート 

送信 FIFOから GMII/MII/RMIIへのフレーム送信中に送信エラーを検出すると、送信 FIFOから GMII/MII/RMII

への該当フレームのデータ送出を中断します。また、送信バッファから送信 FIFOへの当該フレームの DMA転送

がまだ終了していない場合は、本 DMA転送も同様に中断します。 

送信エラー終了した送信フレームに関連する送信ディスクリプタのライトバックの終了後、E-MAC/E-DMACス

テータスレジスタ（EESR）の送信中断検出ビット（TABT）に 1を書き込み、CPUへ割り込みを発生します。以

降の送信ディスクリプタに対する動作は、通常動作と同様となります。 

（b） 送信 FIFOのアンダフロー 

送信 FIFOから GMII/MII/RMIIへのフレーム送信中に送信 FIFOが空（送信 FIFOのアンダフロー）になると、

E-MACは、当該送信フレームの GMII/MII/RMIIへの送信を強制的に中断します。このとき、E-MACが E-DMAC

から受信した当該フレームは途中で切断されたフレームとなります。そして E-MACは以下の動作を行います。 

• E-MAC/E-DMACステータスレジスタ（EESR）の送信FIFOアンダフロービット（TFUF）に1を書き込み、CPU

へ割り込みを発生します。 

• 該当送信フレームに対する送信ディスクリプタにライトバック 

• 上記ライトバックの終了後、E-DAC/E-DMACステータスレジスタ（EESR）の送信FIFOアンダフローライト

バック完了ビット（TUC）に1を書き込み、CPUへ割り込みを発生します。 

以降の送信ディスクリプタに対する動作は、通常動作と同様となります。 

E-MACは、送信 FIFOに送信 FIFOしきい値指定レジスタ（TFTR）で設定したバイト数以上のデータが格納さ

れるまで送信 FIFOから GMII/MII/RMIIへのフレーム送信を開始しません。本 TFTRを有効利用することにより、

送信 FIFOのアンダフローの発生頻度を制御することが可能です。 

（c） 送信ディスクリプタの枯渇 

読み込んだ送信ディスクリプタの TACTビットが 0（無効）の場合で、前回処理したディスクリプタの TFPビ

ットが 00あるいは 10の場合、送信ディスクリプタが枯渇したと判断し、E-MAC/E-DMACステータスレジスタ

（EESR）の送信ディスクリプタ枯渇（TDE）に 1を書き込み、CPUへ割り込みを発生します。 

送信ディスクリプタ枯渇が発生したときは、ソフトウェアリセットを実行した後に送信処理を起動してくださ

い。 
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23.4.3 受信動作 

（1） 受信手順とフロー 

E-MAC受信部は、GMII/MII/RMIIから入力したフレームを、プリアンブル、SFD、データおよび CRCデータに

分解し、DA（宛先アドレス）からデータまでを受信 FIFOに書き込みます。受信 FIFOには最大 24フレームまで

書き込むことが可能です。E-MAC受信部の状態遷移図を図 23.10に示します。この動作は、0系および 1系共に

共通です。 

1. E-MACモードレジスタ（ECMR）の受信許可ビット（RE）が1にセットされると、受信アイドル状態に遷移

します。 

2. 受信パケットのプリアンブルに続くSFD（スタートフレームデリミタ）を検出すると受信処理を開始します。

不当パターンの場合は、フレームを破棄します。 

3. 通常モードでは、フレームのDA（宛先アドレス）が本LSI宛の場合、ブロードキャストフレームの場合、ま

たはマルチキャストフレームの場合にデータ受信を開始します。プロミスキャスモードでは、フレームの種

類にかかわらずデータ受信を開始します。 

4. GMII/MII/RMIIからのデータ受信後、フレームデータ部のCRCチェックを行います。結果は受信FIFOへフレ

ームデータをライトした後、ディスクリプタ内にステータスとして反映されます。異常時は、エラーステー

タスを報告します。 

 

フレームを受信後、ECMR内の REビットが 1に設定されていると、次のフレーム受信に備えます。 
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リセット

REセット

REリセット

【記号説明】
　SFD：Start Frame
　　　  Delimiter

【注】*  エラーフレームもバッファに対しデータ転送を行います。

プリアンブル
検出

プロミスキャス
and 他局宛アドレス

SFD受信

Rx-DVネゲート

自局宛アドレス
or  ブロードキャスト
or  マルチキャスト
or  プロミスキャス

受信終了

エラー報告*

受信エラー
検出

受信エラー
検出

正常受信

受信停止

不正キャリア
検出

アイドル
フレーム
受信開始

DA（宛先アドレス）受信

エラー検出 データ受信

CRC受信

SFD受信
待ち

 

図 23.10 E-MAC受信部状態遷移図 

また、受信時のフレーム処理では CAMの判定を参照することができます（CAM機能を使用する場合について

は、「23.4.5 CAM機能」を参照してください）。 

ECMRの REビットが 1の状態で E-DMAC受信要求レジスタ（EDRRR）の受信要求ビット（RR）に 1を書き

込むと、E-DMACは受信ディスクリプタリストから前回使用したディスクリプタの次のディスクリプタ（初回起

動時は受信ディスクリプタ先頭アドレスレジスタ（RDLAR）で示すディスクリプタ）を読み込んだ後に受信待機

状態となります。E-DMACは、受信 FIFOに 32バイト以上のデータ格納されているか、受信フレームの最終バイ

トが格納されている場合、受信ディスクリプタの RACTビットが 1（有効）の受信ディスクリプタに従い受信 FIFO

のデータを RD2で指定される受信バッファに転送します。 

受信したフレームのデータ長が RD1で与えられるバッファ長よりも大きい場合は、E-DMACはバッファが満了

となった時点でディスクリプタにライトバック（RFP＝10 or 00）を行った後、次のディスクリプタを読み込みま

す。そして新たな RD2によって指定される受信バッファに引き続きデータを転送します。 

以下の条件が成立すると、当該ディスクリプタにライトバック（RFP＝11 or 01）を行った後に、E-MAC/E-DMAC

ステータスレジスタ（EESR）のフレーム受信完了ビット（FR）に 11を書き込み、CPUに割り込みを発生します。 
 

• 受信バッファがDMA転送でフルになった。 

• 受信フレームの最終バイトの受信バッファへのDMA転送が終了した。 
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当該フレームの受信処理が終了した後、次のディスクリプタを読み込み受信待機状態となります。このとき、

受信 FIFOに 32バイト以上のデータが格納されているか、受信フレームの最終バイトが格納されている場合、続

けて次の受信ディスクリプタの処理を行います。 

読み込んだ受信ディスクリプタの RACTビットが 0（無効）の場合は、受信ディスクリプタが枯渇したと判断

し、E-MAC/E-DMACステータスレジスタ（EESR）の受信ディスクリプタ枯渇（PDE）に 1を書き込み、CPUへ

割り込みを発生します。 

なお、連続してフレームを受信するには、受信方式制御レジスタ（RMCR）内の受信コントロールビット（RNC）

を 1に設定してください。初期値は 0です。 
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図 23.11に、受信フローの例を示します。 

本LSI＋メモリ

受信フロー

E-DMAC E-MAC受信FIFO
Ethernet

GMII/MII/RMII

GETHER初期化

受信ディスクリプタ
受信バッファ設定

受信完了

受信データ転送

受信データ転送

フレーム受信

受信起動

受信ディスクリプタ読み込み

受信ディスクリプタ
ライトバック

受信ディスクリプタ
ライトバック

受信ディスクリプタ読み込み
（次フレーム受信準備）

受信ディスクリプタ読み込み

【記号説明】

GETHER初期化
受信ディスクリプタ、
受信バッファ設定

受信起動
受信ディスクリプタ読み込み
受信データ転送
受信ディスクリプタライトバック

：EDMRのSWRRビット1によるソフトウェアリセットを実行します。

：受信ディスクリプタ、受信バッファ設定の他、E-MAC、E-DMACのレジスタ
　設定を行います。最後にECMRのREビット1、EDRRRのRRビット1の書き
　込みを行います。
：ECMRのREビット1、EDRRRのRRビット1の書き込みにより発生します。
：E-DMACが受信ディスクリプタを読み込みます。
：E-DMACのDMA転送により受信データを受信FIFOから受信バッファに書き込みます。
：E-DMACがRACTビットに0を書き込み、受信ディスクリプタに受信ステータスを
　書き込みます。  

図 23.11 受信フローの例（1フレーム／2ディスクリプタ） 
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（2） 受信エラー処理 

（a） 受信エラー 

受信エラーが発生した場合、受信エラーフレームに関連する受信ディスクリプタのライトバックの終了後、

E-MAC/E-DMACステータスレジスタ（EESR）のフレーム受信完了ビット（FR）および受信中断検出ビット（RABT）

に 1を設定し、CPUへ割り込みを発生します。 

なお、GMII/MII/RMIIから受信したフレームのバイト長が 32バイト未満のときに受信エラーが発生した場合は、

当該フレームの受信バッファへの DMA転送は行いません。この場合、E-DMAC内部で当該受信フレームを破棄

します（フラッシュ機能）。ただし、受信データパディング挿入設定レジスタ（RPADIR）により受信フレームに

パディング挿入した場合は、パディングバイト数を含めた長さが 32バイト未満であるときに本フラッシュ機能が

働きます。 

（b） 受信 FIFOのオーバフロー 

下記どちらかの状態のときは、E-MACは GMII/MII/RMIIからの受信フレームを格納する領域がないため

GMII/MII/RMIIからフレームを受信することができません。この状態では E-MACへ新たに転送してきた受信フレ

ームは、すべて E-MAC内部で破棄されます（受信 FIFOのオーバフロー）。 

• 受信FIFOがDMA転送待ちデータでフルになった（受信FIFOに空き領域がない） 

• DMA転送待ち受信フレーム数が計24になった（受信フレーム情報管理領域に空きがない：最大管理フレーム

数は24） 

前者によりオーバフローした場合、EESRレジスタの受信 FIFOオーバフロービット（RFE）に 1をセットし、

CPUへ割り込みを発生します。一方、後者によりオーバフローした場合、EESRレジスタの受信フレームカウン

タオーバフロービット（RFCOF）に 1をセットし、CPUへ割り込みを発生します。また、オーバフローで受信フ

レームを 1つ破棄するごとに、ミスドフレームカウンタレジスタ（RMFCR）をカウントアップします。ただし、

受信 FIFO空き容量不足により途中で切断された受信フレームについては、RMFCRのカウントアップの対象外で

す。なお、受信 FIFO空き容量不足により受信フレームを途中で切断した（途中までは受信 FIFOに格納した）場

合、E-DMACは以下の動作を行います。 

• 受信FIFOに格納済みの切断フレームを受信バッファへDMA転送 

• 上記DMA転送の終了後、該当受信ディスクリプタをライトバック 

• 上記ライトバックの終了後、EESRの受信FIFOオーバフローフレームライトバック完了ビット（ROC）に1を

セットし、CPUへ割り込みを発生 

受信 FIFOが DMA転送待ちデータでフルの場合、受信 FIFOから受信バッファへの DMA転送が行われ、受信

FIFOに 32バイト以上の空き領域が生じると、GMII/MII/RMIIからのフレーム受信が再び可能になります。一方、

DMA転送待ち受信フレーム数が計 24の場合、受信 FIFOから受信バッファへの 1フレーム以上の DMA転送が完

了すると、GMII/MII/RMIIからのフレーム受信が再び可能になります。なお、GMII/MII/RMIIからのフレーム受信

を再開する際、E-DMACはフレームの先頭からのみ受信を再開します。 
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（c） フロー制御 

E-DMACは、受信 FIFOの受信データ量あるいは受信フレーム数が以下の状態になった場合、E-MACへ通知し、

E-MACから受信 FIFOへの書き込みを制御することができます 

• 受信FIFOの使用容量が、オーバフロー予告FIFOしきい値設定レジスタ（FCFTR）で設定したデータ容量を超

えた場合 

• 受信FIFOの受信フレーム数が、FCFTRで設定したフレーム数を超えた場合 

受信データ量のしきい値は、256～65536バイト（256バイト刻み）が設定可能です。 

受信フレームのしきい値は、1～24フレーム（1フレーム刻み）が設定可能です。 

（d） 受信ディスクリプタの枯渇 

読み込んだディスクリプタの RACTビットが 0（無効）の場合は、受信ディスクリプタが枯渇したと判断し、

DMA転送処理を停止し、以下の動作を行います。 

• EDRRRのRRビットに0を書き込む 

• EESRの受信ディスクリプタ枯渇ビット（RDE）に1をセットし、CPUへ割り込みを発生 

再度、受信バッファへの DMA転送を行うためには、ソフトウェアが割り込み要因をクリアし、受信ディスク

リプタを再設定し、EDRRRの RRビットに 1を書き込む必要があります。 

なお、受信ディスクリプタが枯渇した場合においても、受信 FIFO容量や受信フレーム情報管理領域に空きがあ

れば、GMII/MII/RMII受信 FIFOへのフレーム受信は継続します。したがって、受信ディスクリプタが枯渇した場

合でも、オーバフローする前に受信バッファへの DMA転送を再開させることができれば、GMII/MII/RMIIからの

受信フレームを破棄することなく受信バッファへ DMA転送することが可能です。 

 



 

23. ギガビットイーサネットコントローラ（GETHER） 

23-140  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

23.4.4 転送動作 

（1） 転送手順とフロー 

GETHERは、E-MAC-0または E-MAC-1のいずれかが受信したフレームをもう一方の E-MACに転送する機能を

有しています。転送動作が有効になっている場合は、E-MACから入力されたフレームは TSU部で転送 FIFOと受

信 FIFOの双方に送られ、受信系では受信するか否か、転送系では転送するか否かをそれぞれ独立に判定します。

なお、転送動作をさせるため両 E-MACはプロミスキャスモードに設定し、両 E-MAC内のMACアドレスは、同

じMACアドレスを設定してください（以後このMACアドレスを本 LSIのMACアドレスと呼びます）。 

転送フレームの処理方法（転送／破棄）の設定は、TSU_FWSL0および TSU_FWSL1で行います。転送処理に

際し転送 FIFOを通過したフレームは、E-MAC-0から E-MAC-1への転送のときは E-MAC-1から、E-MAC-1から

E-MAC-0への転送のときは E-MAC-0から GMII/MII/RMIIに送られます。その際に E-DMACからの送信フレーム

との競合が発生することがあります。競合が発生した場合の処理の優先順位は、TSU_PRISL0/1で設定することが

できます。また、転送 FIFOの利用率がレジスタ（TSU_PRISL0/1）で設定された値よりも上回ったときに優先的

に転送 FIFOのフレームを送信する機能があり、これにより転送 FIFOの溢れによるフレーム欠損を未然に防ぐこ

とができます。 

マルチキャストフレームと宛先が本 LSI以外のフレームについては、転送時のフレーム処理に CAMの判定を参

照することができます（CAM機能についての詳細は、「23.4.5 CAM機能」を参照してください）。表 23.4に

転送フレーム処理の設定（CAM未使用時）を示します。 
 

表 23.4 転送フレーム処理（CAM未使用時） 

フレーム種類 転送機能設定レジスタビット フレーム処理 

FW40/1＝0 破棄 本 LSI宛フレーム 

FW40/1＝1 転送 

FW30/1＝0 破棄 ブロードキャストフレーム 

FW30/1＝1 転送 

FW20/1＝0 破棄 マルチキャストフレーム 

FW20/1＝1 転送 

FW10/1＝0 破棄 本 LSI以外を宛先とするフレーム 

FW10/1＝1 転送 
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23.4.5 CAM機能 

E-MAC部分に入力されたフレームは、次の 4種類に分類されます。（1）本 LSI宛ユニキャスト、（2）ブロー

ドキャスト、（3）マルチキャスト、および（4）他宛ユニキャスト。このうち、（1）および（2）のMACアドレ

スは固定であり、レジスタ設定のみで判定を行います。したがって、CAMを用いて受信および転送するかどうか

の判定を行うのは、（3）マルチキャスト、（4）他宛ユニキャストのみです（ユニキャストフレームのうち、当

該フレーム内の宛先MACアドレスが本 LSIと一致するフレームを本 LSI宛ユニキャストフレーム、一致しないフ

レームを他宛ユニキャストフレームと称しています）。 

さらに、TSUではCAMを利用する他宛ユニキャストおよびマルチキャストフレームの受信と転送の判定を TSU

内蔵の CAMエントリテーブルを参照して行います。本機能を使用することにより、受信不要なフレームデータの

蓄積による受信 FIFOのオーバフローを未然に防ぎ、受信判定要否のための CPU処理を低減できます。 

また、POSTテーブルは、4ビットから構成され、それぞれ 0系受信、1系受信、0→1転送、および 1→0転送

に対応し、当該ビットが 1のとき CAM判定結果を受信と転送の判定に使用します。つまり、POSTテーブルの該

当ビットが 0の場合は、受信と転送判定は表 23.4に示す CAM未使用時の判定と同じとなります。 

内蔵 CAMは 32エントリのMACアドレスを登録できるエントリテーブルを有しており、その内容は

TSU_ADRH0～TSU_ADRH31および TSU_ADRL0～TSU_ADRL31で設定することができます。内蔵 CAMエント

リテーブル参照の有効／無効の設定は、CAM判定を行うかどうかを設定する CAMエントリテーブルイネーブル

設定レジスタと CAM判定結果を受信および転送判定に使用するかを設定する CAMエントリテーブル POST設定

レジスタにより行います。受信時の内蔵 CAMエントリテーブル参照が有効になっている場合は、フレームの中の

宛先アドレスと CAMエントリテーブルに登録されたMACアドレスを比較することにより、E-MACに入力され

たフレームを E-DMACに引き渡す（E-DMACにフレームを受信させる）か破棄するかが判定されます。また、転

送動作が有効でかつ転送時の内蔵 CAMエントリテーブル参照が有効になっているとき、マルチキャストフレーム

と宛先が本 LSI以外のフレームについては、フレームの中の宛先アドレスと CAMエントリテーブルに登録された

MACアドレスを比較することにより該当フレームを転送するか破棄するかを判定することができます。表 23.5

に E-MAC-0→E-DMAC0または E-MAC-1→E-DMAC1受信動作時のフレームの種類に対する処理方法（受信また

は破棄）の対応を、表 23.6に E-MAC-0→E-MAC-1または E-MAC-1→E-MAC-0転送動作時のフレームの種類に対

する処理方法（転送または破棄）の対応を示します。 
 



 

23. ギガビットイーサネットコントローラ（GETHER） 

23-142  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

表 23.5 受信フレーム処理 

通常モード プロミスキャスモード CAMエントリ 

テーブル参照結果 

フレーム種類 

MCT＝0 MCT＝1 MCT＝0 MCT＝1 

本 LSI宛フレーム 破棄 破棄 CAMヒット 

（アドレス一致） ブロードキャストフレーム 破棄 破棄 

 マルチキャストフレーム 破棄 受信 破棄 受信 

 本 LSI以外を宛先とするフレーム 受信 破棄 

本 LSI宛フレーム 受信 受信 CAMミスヒット 

（アドレス不一致） ブロードキャストフレーム 受信 受信 

 マルチキャストフレーム 受信 破棄 受信 破棄 

 本 LSI以外を宛先とするフレーム 破棄 受信 

【記号説明】 

MCT（ECMRレジスタのビット 13）：マルチキャスト受信モード（0：CAMミスヒット時受信、1：CAMヒット時受信） 

 

表 23.6 転送フレーム処理（CAM使用時） 

CAMヒット CAMミスヒット フレーム種類 転送機能設定 

レジスタビット   

FW40/1＝0 転送 破棄 マルチキャストフレーム 

FW40/1＝1 破棄 転送 

FW40/1＝0 転送 破棄 本 LSI以外を宛先とするフレーム 

FW40/1＝1 破棄 転送 

【注】 マルチキャストフレームと本 LSI以外を宛先とするフレームのみ CAMの参照が可能です。本 LSI宛フレーム、およびブ

ロードキャストフレームの処理は、CAM参照の有無にかかわらず転送機能設定レジスタの値に従います。 
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23.4.6 マルチバッファフレーム（1フレーム／複数ディスクリプタ）の送受信処理に

ついて 

（1） マルチバッファフレームの送信処理 

マルチバッファフレームの送信中にエラーが発生した場合は、E-DMACは図 23.12に示す処理を行います。 

図中で送信ディスクリプタが無効（TACTビットが 0）である部分は、すでにバッファデータを正常に送信した

部分を、送信ディスクリプタが有効（TACTビットが 1）である部分は、バッファデータが未送信であることを示

します。送信ディスクリプタが有効（TACTビットが 1）である最初のディスクリプタ部分でフレーム送信エラー

が発生した場合は、即座に送信を停止して TACTビットを 0クリアします。その後、次のディスクリプタをリー

ドし、送信フレーム内の位置を TFP1、TFP0ビットをもとに判断していきます（継続[B'00]または終了[B'01]）。

継続ディスクリプタである場合は、TACTビットを 0クリアするのみで、すぐに次ディスクリプタのリードを行

います。最終ディスクリプタである場合は、TACTビットを 0クリアするのみでなく、TFEおよび TFSビットへ

のライトバックも同時に行います。エラー発生後から最終ディスクリプタへのライトバックまでの間は、バッフ

ァ上のデータは送信しません。E-MAC/E-DMACステータス割り込み許可レジスタ（EESIPR）でエラー割り込み

が許可されている場合は、最終ディスクリプタのライトバック直後に割り込みが発生します。 
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図 23.12 送信エラー発生後の E-DMAC動作 
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（2） マルチバッファフレームとなるケースの受信処理 

受信フレームが複数のバッファに分割されマルチバッファフレームとなるケースでの受信中にエラーが発生し

た場合は、E-DMACは図 23.13に示す処理を行います。 

図中で受信ディスクリプタが無効（RACTビットが 0）である部分はすでにバッファに格納されるデータを正常

に受信した部分を、受信ディスクリプタが有効（RACTビットが 1）である部分は未受信バッファであることを示

します。図中のディスクリプタ部分でフレーム受信エラーが発生した場合は、該当するディスクリプタにステー

タスのライトバックを行います。 

EESIPRでエラー割り込みを許可している場合は、ライトバック直後に割り込みが発生します。新しいフレーム

の受信要求がある場合には、エラーが発生したバッファの次のバッファから引き続き受信を行います。 
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図 23.13 受信エラー発生後の E-DMAC動作 
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23.4.7 受信データへのパディング挿入について 

E-DMACは、受信データ処理能力の向上のため、受信データの任意のバイト位置に 1～3バイトのパディングを

挿入できます。この機能を使用することで、たとえば、イーサネットフレームのMACヘッダ（14バイト）の後

に 2バイトのパディングを挿入することによって以降のデータを 4バイト境界の先頭に置くことができます。 

【パディングなし】

受信バッファエリア

16バイト境界

16バイト境界で分離するための
パディング

4バイト

MACヘッダ（14バイト）

MACヘッダ（14バイト）

MACヘッダ（14バイト）

16バイト境界

16バイト境界

16バイト境界で分離するための
パディング

【パディングあり】

受信バッファエリア

14バイト目の後に2バイトのパディング挿入

16バイト境界

MACヘッダの後に挿入した
2バイトのパディング

4バイト

MACヘッダ（14バイト）

MACヘッダ（14バイト）

MACヘッダ（14バイト）

16バイト境界

16バイト境界

 

図 23.14 受信データへのパディング挿入 
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23.4.8 割り込み動作 

（1） 割り込み要因 

GETHERから CPUに対して発行する割り込みには、0系送受信割り込み（GEINT0）、1系送受信割り込み

（GEINT1）、1系・0系間転送割り込み（GEINT2）の 3種類があります。 

GEINT0と GEINT1は、0系あるいは 1系の送受信動作に関連して発生する割り込みです。割り込み要因が発生

すると EESR0レジスタあるいは EESR1にセットされるとともに CPUに対して割り込みを発行します。ただし、

割り込み要因によっては、レジスタへのセット／割り込みの発行が、割り込み要因を検出した直後ではなく、デ

ィスクリプタへのライトバックが完了した時点のものもあります。E-MACステータスレジスタ要因（ECIビット）

を除く各割り込みの要因は、対応する要因ビットに 1を書き込むことによりクリアされます。E-MACステータス

レジスタ要因（ECIビット）の割り込み要因は、ECSRレジスタの対応するビットに 1を書き込むことによりクリ

アされます。これらの割り込み要因は、クリアされるまではその値を保持します。GEINT0と GEINT1の各割り込

み要因は、EESIPR0あるいは EESIPR1レジスタの対応するビットをセットすることにより割り込みを発行するこ

とが許可されます。また、E-MACステートレジスタ要因（ECIビット）に含まれる個々の割り込み要因は、ECSIPR

レジスタの対応するビットをセットすることにより割り込みを発行することが許可されます。許可ビットの初期

値は割り込み禁止の状態になっています。 

GEINT2は、1系から 0系あるいは 0系から 1系への転送動作に関連して発生する割り込みです。各割り込み要

因が発生すると、TSU_FWSRレジスタの対応するビットがセットされるとともに、CPUに対し割り込みを発行し

ます。GEINT2の各割り込み要因は、対応するビットに 1を書き込むことによりクリアされます。クリアされるま

でその割り込みを保持します。GEINT2の各割り込み要因は、TSU_FWINMKレジスタの対応するビットをセット

することにより割り込みを発行することが許可されます。初期値は、割り込み禁止の状態になっています。 

表 23.7に、3種類の割り込みとそれぞれの割り込みの要因、割り込み要因が発生したときに設定される割り込

みステータスレジスタ／ビット、および割り込み発生タイミングを示します。 
 

表 23.7 GETHERC割り込み一覧 

割り込み種類 割り込み要因 レジスタ、ビット名 割り込み発生 

タイミング 

ライトバック完了 EESR0.TWB ライトバック後 

送信アンダフローフレームライトバック完了 EESR0.TUC ライトバック後 

受信オーバフローフレームライトバック完了 EESR0.ROC ライトバック後 

送信中断検出 EESR0.TABT ライトバック後 

受信中断検出 EESR0.RABT ライトバック後 

受信フレームカウンタオーバフロー EESR0.RFCOF 割り込み要因検出時 

E-MACステータスレジスタ要因 EESR0.ECI 割り込み要因検出時 

フレーム送信完了 EESR0.TUC ライトバック後 

0系送受信 

割り込み

（GEINT0） 

送信ディスクリプタ枯渇 EESR0.TDE 割り込み要因検出時 
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割り込み種類 割り込み要因 レジスタ、ビット名 割り込み発生 

タイミング 

送信 FIFOアンダフロー EESR0.TFUF 割り込み要因検出時 

フレーム受信 EESR0.FR ライトバック後 

受信ディスクリプタ枯渇 EESR0.RDE 割り込み要因検出時 

受信 FIFOオーバフロー EESR0.RFOF 割り込み要因検出時 

キャリア消失検出 EESR0.DLC 割り込み要因検出時 

遅延衝突検出 EESR0.CD 割り込み要因検出時 

送信リトライオーバ EESR0.TRO 割り込み要因検出時 

マルチキャストアドレスフレーム受信 EESR0.RMAF ライトバック後 

キャリア拡張エラー EESR0.CEEF ライトバック後 

キャリア拡張消失 EESR0.CELF ライトバック後 

端数ビットフレーム受信 EESR0.RRF ライトバック後 

ロングフレーム受信エラー EESR0.RTLF ライトバック後 

ショートフレーム受信エラー EESR0.RTSF ライトバック後 

PHY-LSI受信エラー EESR0.PRE ライトバック後 

0系送受信 

割り込み 

受信フレーム CRCエラー EESR0.CERF ライトバック後 

ライトバック完了 EESR1.TWB ライトバック後 

送信アンダフローフレームライトバック完了 EESR1.TUC ライトバック後 

受信オーバフローフレームライトバック完了 EESR1.ROC ライトバック後 

送信中断検出 EESR1.TABT ライトバック後 

受信中断検出 EESR1.RABT ライトバック後 

受信フレームカウンタオーバフロー EESR1.RFCOF 割り込み要因検出時 

E-MACステータスレジスタ要因 EESR1.ECI 割り込み要因検出時 

フレーム送信完了 EESR1.TUC ライトバック後 

送信ディスクリプタ枯渇 EESR1.TDE 割り込み要因検出時 

送信 FIFOアンダフロー EESR1.TFUF 割り込み要因検出時 

フレーム受信 EESR1.FR ライトバック後 

受信ディスクリプタ枯渇 EESR1.RDE 割り込み要因検出時 

受信 FIFOオーバフロー EESR1.RFOF 割り込み要因検出時 

キャリア消失検出 EESR1.DLC 割り込み要因検出時 

遅延衝突検出 EESR1.CD 割り込み要因検出時 

送信リトライオーバ EESR1.TRO 割り込み要因検出時 

マルチキャストアドレスフレーム受信 EESR1.RMAF ライトバック後 

キャリア拡張エラー EESR1.CEEF ライトバック後 

キャリア拡張消失 EESR1.CELF ライトバック後 

端数ビットフレーム受信 EESR1.RRF ライトバック後 

1系送受信 

割り込み 

（GEINT1） 

ロングフレーム受信エラー EESR1.RTLF ライトバック後 
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割り込み種類 割り込み要因 レジスタ、ビット名 割り込み発生 

タイミング 

ショートフレーム受信エラー EESR1.RTSF ライトバック後 

PHY-LSI受信エラー EESR1.PRE ライトバック後 

1系送受信 

割り込み 

（GEINT1） 受信フレーム CRCエラー EESR1.CERF ライトバック後 

0→1系転送 FIFOオーバフロー検出 TSU_FWSR.OVF0 割り込み要因検出時 

E-MAC-0オーバフロー予告信号出力 TSU_FWSR.RBSY0 割り込み要因検出時 

E-MAC-0キャリア拡張消失エラー検出 TSU_FWSR.RINT60 割り込み要因検出時 

E-MAC-0端数ビットフレーム受信 TSU_FWSR.RINT50 割り込み要因検出時 

E-MAC-0指定バイト超フレーム受信 TSU_FWSR.RINT40 割り込み要因検出時 

E-MAC-0 64バイト未満フレーム受信 TSU_FWSR.RINT30 割り込み要因検出時 

E-MAC-0フレーム受信エラー TSU_FWSR.RINT20 割り込み要因検出時 

E-MAC-0 CRCエラーフレーム受信 TSU_FWSR.RINT10 割り込み要因検出時 

0→1系転送 FIFOオーバフロー検出 TSU_FWSR.OVF1 割り込み要因検出時 

E-MAC-1オーバフロー予告信号出力 TSU_FWSR.RBSY1 割り込み要因検出時 

E-MAC-1キャリア拡張消失エラー検 TSU_FWSR.RINT61 割り込み要因検出時 

E-MAC-1端数ビットフレーム受信 TSU_FWSR.RINT51 割り込み要因検出時 

E-MAC-1指定バイト超フレーム受信 TSU_FWSR.RINT41 割り込み要因検出時 

E-MAC-1 64バイト未満フレーム受信 TSU_FWSR.RINT31 割り込み要因検出時 

E-MAC-1フレーム受信エラー TSU_FWSR.RINT21 割り込み要因検出時 

1系・0系間 

転送割り込み

（GEINT2） 

E-MAC-1 CRCエラーフレーム受信 TSU_FWSR.RINT11 割り込み要因検出時 
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23.4.9 起動手順 

以下の手順で GETHERを起動してください。 
 

（1） リセット 

1. パワーオンリセットまたはソフトウェアリセットレジスタ（ARST）によるリセット 

2. E-DMAC送信部／受信部の起動（ディスクリプタエンジン起動） 

• E-DMAC起動レジスタ（EDSR）の設定：ENT=1、ENR=1 

3. ソフトウェアリセット 

• E-DMACモードレジスタ（EDMR）の設定：SWRR=1、SWRT=1（同時に設定のこと） 

4. ディスクリプタエントリテーブルの初期化 

5. ソフトウェアリセットの解除確認 

• E-DMACモードレジスタ（EDMR）の確認：SWRR=0、SWRT=0に戻っていること 

 

（2） ディスクリプタリング登録 

メモリに構成されたディスクリプタリングのアドレスをディスクリプタエントリテーブルに登録します。 

1. 送信ディスクリプタの設定 

• 送信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ（TDLAR）の設定 

• 送信ディスクリプタフェッチアドレスレジスタ（TDFAR）の設定 

• 送信ディスクリプタ処理済アドレスレジスタ（TDFXR）の設定 

• 送信ディスクリプタ最終フラグレジスタ（TDFFR）の設定：TDFXRが示すディスクリプタがディスクリプタ

リストの最終である場合、H'0000 0001を設定 

2. 受信ディスクリプタの設定 

• 受信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ（RDLAR）の設定 

• 受信ディスクリプタフェッチアドレスレジスタ（RDFAR）の設定 

• 受信ディスクリプタ処理済アドレスレジスタ（RDFXR）の設定 

• 受信ディスクリプタ最終フラグレジスタ（RDFFR）の設定：RDFXRが示すディスクリプタがディスクリプタ

リストの最終である場合、H'0000 0001を設定 
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（3） レジスタ設定 

必要に応じて以下のレジスタを設定してください。 

1. E-DMAC関連レジスタの設定 

• E-DMACモードレジスタ（EDMR）の設定：動作モード他 

• E-DAC/E-DMACステータス割り込み許可レジスタ（EESIPR）の設定：割り込みマスク 

• 送受信ステータスコピー指示レジスタ（TRSCER）の設定：エラーマスク 

• 送信FIFOしきい値指定レジスタ（TFTR）の設定：送信FIFOしきい値 

• FIFO容量指定レジスタ（FDR）の設定：外部FIFO容量値 

• 受信方式制御レジスタ（RMCR）の設定：受信起動リセット方法 

• 受信データパディング挿入設定レジスタ（RPADIR）の設定：受信データへのパディング挿入 

• オーバフロー予告FIFOしきい値設定レジスタ（FCFTR）の設定：受信BSY送出しきい値 

2. E-MAC関連レジスタの設定 

• E-MACモードレジスタ（ECMR）の設定：送信、受信仕様 

• E-MAC割り込み許可レジスタ（ECSIPR）の設定：割り込みマスク 

• MACアドレス上位設定レジスタ（MAHR）の設定：MACアドレス 

• MACアドレス下位設定レジスタ（MALR）の設定：MACアドレス 

• 受信フレーム長上限レジスタ（RFLR）の設定：受信フレーム長上限 

• PHY-INT極性設定レジスタ（PIPR）の設定：ET_PHY-INT端子の極性 

• 自動PAUSEフレーム設定レジスタ（APR）の設定：自動PAUSEフレームTIMEパラメータ値 

• 手動PAUSEフレーム設定レジスタ（MPR）の設定：手動PAUSEフレームTIMEパラメータ値 

• 自動PAUSEフレーム再送回数設定レジスタ（TPAUSER）の設定：PAUSEフレーム再送回数上限値 

• GETHERモードレジスタ（GECMR）の設定：転送速度等 

• バーストサイクル回数上限設定レジスタ（BCULR）の設定：バーストサイクル上限値 
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（4） 起動 

1. E-DMAC送受信機能の起動 

• E-DMAC送信要求レジスタ（EDTRR）の設定：TR＝11 

• E-DMAC受信要求レジスタ（EDRRR）の設定：RR＝1 

2. E-MAC送受信機能の起動 

• E-MACモードレジスタ（ECMR）の設定：TE＝1、RE=1 

 

23.4.10 フロー制御 

GETHERは、全二重動作時に、IEEE802.3x準拠のフロー制御をサポートしています。フロー制御は、受信と送

信の双方の動作に対して適用することができます。フロー制御をするときの PAUSEフレームの送信には、次の（1）、

（2）の方法があります。 
 

（1） 自動 PAUSEフレーム送信 

受信フレームに対しては、受信 FIFOに書き込まれたデータ量が、オーバフロー予告 FIFOしきい値設定レジス

タ（FCFTR）に設定された値に達すると PAUSEフレームを自動的に送信します。このときの PAUSEフレームに

含まれる TIMEパラメータ値は、自動 PAUSEフレーム設定レジスタ（APR）で設定します。PAUSEフレームの

再送回数上限を規定しない場合、自動 PAUSEフレームの送信は、受信 FIFO内のデータが読み出されてデータ量

が FCFTR設定値未満になるまで繰り返されます。また、PAUSEフレーム再送回数設定レジスタ（TPAUSER）に

より PAUSEフレームの再送信回数の上限値を 1～65535回の範囲で設定することができます。この場合は、自動

PAUSEフレームの送信は、受信 FIFO内のデータ量が FCFTR設定値未満になるか、送信回数が TPAUSERの設定

値に達するまで繰り返されます。送信回数カウンタは、いったん受信 FIFO内のデータ量が FCFTR設定値未満に

なった後、次の PAUSEフレームが送信される時点で 0クリアされます。 

自動 PAUSEフレームの送信は、E-MACモードレジスタ（ECMR）の TXFビットが 1の場合に有効になります。 
 

（2） 手動 PAUSEフレーム送信 

ソフトウェアからの指示により、PAUSEフレームを送信することができます。手動 PAUSEフレーム設定レジ

スタ（MPR）へ Timer値を書き込むと、手動 PAUSEフレームの送信を開始します。この手順による PAUSEフレ

ームの送信は 1回（1フレーム）のみです。 
 

（3） PAUSEフレーム受信 

PAUSEフレームを受信した場合、TIMEパラメータ値の示す時間が経過するまで、次のフレーム送信を待ちま

す。送信中のフレームについては、送信を継続します。PAUSEフレームの受信は E-MACモードレジスタ（ECMR）

の RXFビットが 1の場合に有効となります。PAUSEフレーム受信回数をカウントします。 
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（4） 0 TIME PAUSEフレーム制御 

TIMEパラメータ値が 0の PAUSEフレームによるフロー制御を行うことができます。TIMEパラメータ値が 0

の PAUSEフレーム制御を有効／無効するかを、E-MACモードレジスタ（ECMR）の ZPFビットで指定すること

ができます。 

• TIMEパラメータ値が0のPAUSEフレーム制御有効時 

TIMEパラメータ値の示す時間が経過していない状態で、受信FIFOの容量がオーバフロー予告FIFOしきい値

設定レジスタ（FCFTR）の設定値未満になると、TIMEパラメータ値が0のPAUSEフレームを送信します。 

TIMEパラメータ値が0のPAUSEフレームを受信した場合、フレーム送信待ち状態を解除します。 

• TIMEパラメータ値が0のPAUSEフレーム制御無効時 

TIMEパラメータ値が0のPAUSEフレームを送信しません。また、TIMEパラメータ値が0のPAUSEフレームを

受信した場合は、そのPAUSEフレームを破棄します。 

 

23.4.11 Magic Packetの検出 

GETHERは、Magic Packetの検出機能を有しています。本機能は、ホスト装置などから LANに接続される各種

周辺装置を起動する機能（WOL：Wake-On-LAN）を提供します。これによって、ホスト装置などから送出される

Magic Packetを周辺装置が受信し、周辺装置がみずから起動するシステムを構築できます。Magic Packetを検出し

たときには、それ以前に受信していたブロードキャストパケット等によって受信 FIFOにはデータが蓄積され、

E-MACには受信ステータスなどが報告されています。本割り込み処理から通常の動作に復帰するためには、ソフ

トウェアリセットレジスタ（ARSTR）の ARSTビットにより E-MAC、TSU、および E-DMACの初期化を実行し

てください。 

Magic Packetにおいては、宛先アドレスにかかわらず受信を行います。結果として、Magic Packet内のフォーマ

ットで指定される宛先に合致する場合のみ有効となり ET_WOL端子が有効となります。Magic Packetに関する詳

細については、AMD社の技術資料を参照してください。 

本 LSIを用いてWOLを利用するには、以下のような設定順序で行います。 

1. 各種割り込み許可／マスクレジスタによって割り込み要因の出力を禁止します。 

2. E-MACモードレジスタ（ECMR）のMagic Packet検出許可ビット（MPDE）を設定します。 

3. E-MAC割り込み許可レジスタ（ECSIPR）のMagic Packet検出割り込み許可ビット（MPDIP）をイネーブルに

設定します。 

4. E-MAC/E-DMACステータス割り込み許可レジスタ（EESIPR）のE-MACステータスレジスタ要因割り込み許

可ビット（ECIIP）を設定します。 

5. 必要ならCPUの動作モードをスリープモードあるいは周辺機能をモジュールスタンバイモードに設定しま

す。 

6. Magic Packetを検出すると、CPUには割り込みが通知されます。また、周辺LSIに対しては、ET_WOL端子に

よりMagic Packetを検出したことを通知します。 
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23.4.12 IEEE802.1Q Qtag使用方法 

GETHERは、IEEE802.1Q対応フレームの処理をサポートしており、転送動作に際して処理するフレームに対し

Qtagの付加および削除を行うことができます。本機能により、QoS対応フレームを送信および受信することがで

きます。転送時、一方の E-MACに接続されているイーサネット装置が QoS対応フレームを送受信できない場合

は、本 LSIでは通常の IEEE802.3フレームに変換して転送することができます。Qtag追加または削除処理を行う

かどうかは、Qtag追加・削除設定レジスタ（TSU_QTAGM0/1）で決定します。Qtag追加処理を行う場合は、追加

する Qtagの内容を Qtag値設定レジスタ（TSU_ADQT0/1）で設定することができます。図 23.15に Qtag付加機能

の概略を、図 23.16に通常のイーサネットフレームと IEEE802.1Q準拠（Qtag付き）フレームとの比較を示しま

す。Qtagの設定方法の詳細は、IEEE802.1Qに規定された Qtag制御に関する仕様を参照してください。 

フレーム変換機構TSU

E-MAC-0

GETHER

E-MAC-1

本LSI

通常フレーム（Qtagなし）

802.1Q対応
ネットワーク

802.1Q準拠フレーム
（Qtag付き）

802.1Q対応
ネットワーク

Qtag削除

Qtag付加

 

図 23.15 Qtag付加機能の概略 

DA SA L/T Data FCS

1oct 6 oct 6 oct 2 oct 46 ～1500 oct 4 oct

L/T

2 oct 42～ 1500 oct

Qtag

4 oct

DataDA SA FCS

6oct 6oct 4 oct

7 oct

  Qtagの設定
（TSU_ADQT0/1レジスタ）H'81 H'00 PRT VIDCFI

8ビット 8ビット 3ビット 1ビット 12ビット

通常のイーサネットフレーム（Qtagなし）

SFD

1oct7oct

PR

802.1 Q 準拠フレーム（Qtag付き）

拡張コード（固定）

PR
SFD
DA

：PReamble
：Start Frame Delimiter
：Destination Address

SA
L/T
FCS

：Source Address
：Length or Type
：Frame Check Sequence

【記号説明】

PRT：優先順位設定
CFI ：0に固定
VID ：V-LAN ID設定

SFDPR

 

図 23.16 通常のイーサネットフレームと IEEE802.1Q準拠（Qtag付き）フレームとの比較 
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23.5 PHY-LSIとの接続 

23.5.1 MIIフレームタイミング 

各種MIIフレームのタイミングを図 23.17～図 23.22に示します。 

ET_TX-CLK

ET_TX-EN

ET_TXD3～0

ET_TX-ER

ET_CRS

ET_COL

SFDPreamble Data CRC

 

図 23.17 MIIフレーム送信タイミング（正常時） 

ET_TX-CLK

ET_TX-EN

ET_TXD3～0

ET_TX-ER

ET_CRS

ET_COL

Preamble JAM

 

図 23.18 MIIフレーム送信タイミング（衝突発生） 

ET_TX-CLK

ET_TX-EN

ET_TXD3～0

ET_TX-ER

ET_CRS

ET_COL

SFDPreamble Data

 

図 23.19 MIIフレーム送信タイミング（送信エラー発生） 
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ET_RX-CLK

ET_RX-DV

ET_RXD3～0

ET_RX-ER

Preamble Data CRCSFD

 

図 23.20 MIIフレーム受信タイミング（正常受信） 

ET_RX-CLK

ET_RX-DV

ET_RXD3～0

ET_RX-ER

Preamble Data XXXXSFD

 

図 23.21 MIIフレーム受信タイミング（受信エラー（1）） 

ET_RX-CLK

ET_RX-DV

ET_RXD3～0

ET_RX-ER

XXXX 1110 XXXX

 

図 23.22 MIIフレーム受信タイミング（受信エラー（2）） 
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23.5.2 GMII/MIIフレームタイミング 

各種 GMII/MIIフレームのタイミングを図 23.23～図 23.28に示します。 

ET_RX-CLK

ET_RX-DV

ET_ERXD3～0

ET_RX-ER

ET_RX-CRS

Preamble Data CRCSFDGET_ERXD7～4

 

図 23.23 GMII/MIIフレーム受信タイミング（正常時） 

0FCRC

ET_RX-CLK

ET_RX-DV

ET_ERXD3～0

ET_RX-ER

ET_RX-CRS

GET_ERXD7～4

 

図 23.24 GMII/MIIフレーム受信タイミング（キャリア拡張あり時） 

0FCRC

ET_RX-CLK

ET_RX-DV

ET_ERXD3～0

ET_RX-ER

ET_RX-CRS

GET_ERXD7～4 Preamble

 

図 23.25 GMII/MIIフレーム受信タイミング（バースト受信時） 
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ET_RX-CLK

ET_RX-DV

ET_ERXD3～0

ET_RX-ER

ET_RX-CRS

Preamble SFDGET_ERXD7～4 X

 

図 23.26 GMII/MIIフレーム受信タイミング（受信エラー時） 

1FCRC

ET_RX-CLK

ET_RX-DV

ET_ERXD3～0

ET_RX-ER

ET_RX-CRS

GET_ERXD7～4

 

図 23.27 GMII/MIIフレーム受信タイミング（キャリア拡張中のエラー時） 

ET_RX-CLK

ET_RX-DV

ET_ERXD3～0

ET_RX-ER

GET_ERXD7～4 X

 

図 23.28 GMII/MIIフレーム受信タイミング（False Carrier Indication） 
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23.5.3 RMIIフレームタイミング 

各種 RMIIフレームのタイミングを図 23.29～図 23.31に示します。 

REF50CK

RMII_CRS_DV

RMII_RXD1

RMII_RXD0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 A B C D E F G H I J 0

0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 A B C D E F G H I J 0

nibble boundary

/J/ /K/ Preamble SFD Data  

図 23.29 RMIIフレーム受信タイミング（100Mbps正常受信時） 

REF50CK

False Carrier detected

RMII_CRS_DV

RMII_RXD1

RMII_RXD0

0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 

図 23.30 RMIIフレーム受信タイミング（False Carrierを伴う 100Mbps受信時） 

REF50CK

RMII_TX_EN

RMII_TXD1

RMII_TXD0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 A B C D E F G H I J 0

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 A B C D E F G H I J 0

Preamble SFD Data  

図 23.31 RMIIフレーム送信タイミング（100Mbps正常送信時） 
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23.5.4 MIIレジスタのアクセス方法 

PHY-LSI内にあるMIIレジスタへは、本 LSIの PHY部インタフェースレジスタ（PIR）を経由してアクセスし

ます。IEEE802.3uで規定されるMIIフレームフォーマットに従い、シリアルインタフェースとして接続します。 
 

（1） MII管理フレームのフォーマット 

MII管理フレームのフォーマットを図 23.32に示します。MIIレジスタをアクセスするには、（2）で示す手順

に従う管理フレームをプログラムによって実現します。 

アクセス種別 MII管理フレーム

項目

ビット数

リード

ライト

PRE

32

1..1

1..1

ST

2

01

01

OP

2

10

01

PHYAD

5

00001

00001

REGAD

5

RRRRR

RRRRR

TA

2

Z0

10

DATA

16

D..D

D..D

IDLE

X

PRE
ST
OP
PHYAD

REGAD

TA

DATA

IDLE

：32個の連続した1
：フレームの先頭を示す01のライト
：アクセス種別を示すコードのライト
：PHY-LSIのアドレスが1番の場合、0001をライト（MSBから順次ライト）。このビットは、
　PHY-LSIアドレスによって可変となる。
：レジスタアドレスが1番の場合、0001をライト（MSBから順次ライト）。このビットは、
　PHY-LSIのレジスタアドレスによって可変となる。
：MIIインタフェース上でデータの送信元を切り換える時間
　（a）ライト時は10をライト
　（b）リード時は、「バス解放」（Z0と表記）を行う
：16ビットのデータ。MSBから順次ライトあるいはリード
　（a）ライト時は、16ビットデータのライト
　（b）リード時は、16ビットデータのリード
：次のMII管理フォーマット入力までの待機時間
　（a）ライト時は、「単独バス解放」（Xと表記）を行う
　（b）リード時は、すでにTA時にバス解放済みであり制御不要

【記号説明】

 

図 23.32 MII管理フレームフォーマット 
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（2） MIIレジスタアクセス手順 

プログラムは、PHY部インタフェースレジスタ（PIR）を経由してMIIレジスタをアクセスします。アクセス

は、1ビット単位のデータライト、1ビット単位のデータをリードし、バスの解放および単独バス解放の組み合わ

せによって実現します。MIIレジスタアクセスタイミング例を図 23.33に示します。アクセスタイミングは、

PHY-LSIの種類によって異なります。 

ET_MDC

ET_MDO

1ビットデータのライトと
タイミングの関係

（1） PHY部インタフェース
レジスタへのライト

ET_MMD＝1
ET_MDO＝ライトデータ
ET_MDC＝0

（2） PHY部インタフェース
レジスタへのライト

ET_MMD＝1
ET_MDO＝ライトデータ
ET_MDC＝1

（3） PHY部インタフェース
レジスタへのライト

ET_MMD＝1
ET_MDO＝ライトデータ
ET_MDC＝0

（1）（2） （3）

 

図 23.33（1） 1ビットデータのライトフロー 

ET_MDC

ET_MDO

バス解放とタイミングの関係

（1） PHY部インタフェース
レジスタへのライト 

ET_MMD＝0
ET_MDC＝0

（2） PHY部インタフェース
レジスタへのライト

ET_MMD＝0
ET_MDC＝1

（3） PHY部インタフェース
レジスタへのライト

ET_MMD＝0
ET_MDC＝0

（1）（2） （3）

 

図 23.33（2） バス解放フロー（図 23.32中のリード時の TA） 
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1ビットデータのリードと
タイミングの関係

（1） PHY部インタフェース
レジスタへのライト

ET_MMD＝0
ET_MDC＝1

（2） PHY部インタフェース
レジスタのリード
ET_MMD＝0
ET_MDC＝1
ET_MDIをリード
データとする

（3） PHY部インタフェース
レジスタへのライト

ET_MMD＝0
ET_MDC＝0

ET_MDC

ET_MDI

（1） （3）（2）

 

図 23.33（3） 1ビットデータのリードフロー 

単独バス解放とタイミングの関係

（1） PHY部インタフェース
レジスタへのライト

ET_MMD＝0
ET_MDC＝0

ET_MDC

ET_MDO

（1）

 

図 23.33（4） 単独バス解放フロー（図 23.32のライト時の IDLE） 
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23.5.5 MII-RMIIインタフェース変換 

本 LSIは、RMIIインタフェースをサポートしています。RMIIインタフェースは、MII-RMII変換回路で、MII

インタフェースを変換して作成されます。 
 

（1） クロック 

RMIIインタフェースからの REF50CK（50MHz）を分周し、ET_TX-CLK/ET_RX-CLK（25MHz、2.5MHz）を出

力します。 
 

（2） 受信 

RMIIインタフェースからの受信波形をMIIインタフェースに変換して出力します（10Mbps、100Mbps）。 

RMIIインタフェースからのフォルスキャリア検知をMIIインタフェースに変換して出力します。 

RMIIインタフェースからの RMII_RX-ER信号をMIIインタフェースに出力します。 

【注】 フォルスキャリア検知は、プリアンブル検出から受信が終了する（ET_RX-DVネゲート）まで発生しません。 

 

（3） 送信 

MIIインタフェースからの送信波形を RMIIインタフェースに変換して出力します（10Mbps、100Mbps）。 

コリジョン信号（ET_COL）を CRSと ET_TX-ENの ANDで生成します。 
 

（4） 全二重／半二重の選択 

全二重転送モード時は、COLアサートを抑止します。 

図 23.34に、変換回路の概略図を示します。 
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RMII_CRS-DV

MII-RMII変換

ET_TX-EN RMII_TX-EN

RMII_TXD1
RMII_TXD0

4ビット→
2ビット変換

ET_ETXD3～
ET_ETXD0

ET_COL

ET_CRS

2ビット→
4ビット変換

CRS、
RX_DV
生成

フォルス
キャリア検知

クロック
　生成

ET_RX-DV

ET_ERXD3～
ET_ERXD0

ET_TX-ER

REF50CK

RMII_RXD1
RMII_RXD0

RMII_RX-ER

D

D

半2重／全2重

ET_TX-CLK

ET_RX-CLK

 

図 23.34 MII-RMII変換回路 



 

23. ギガビットイーサネットコントローラ（GETHER） 

23-164  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

23.6 使用上の注意事項 

23.6.1 イーサネットフレームのサムチェック計算 

本 LSIでは、受信フレームのサムチェックデータを計算することができます。サムチェックの計算対象は、イ

ーサネットフレームのデータ部分（長さ／タイプフィールドの直後から、CRCデータの直前まで）です。図 23.35

にイーサネットフレームの計算対象の箇所を示す概念図を示します。計算方法は、16ビットごとの加算のみで、

ビットの反転は行っていません。なお、サムチェックデータ有効時は CRCデータ（4バイト）は受信フレームと

しては転送されず、サムチェックデータ（Sum Data）が自動的につきます。図 23.36にサムチェックデータが付

加された後のイーサネットフレームの概念図を示します。 

【注】 VLANTagが挿入されたフレームに対しても、先頭 15バイト目以降、CRCデータの直前までを計算対象としますので

ご注意ください。 

サムチェック
計算の対象
データ

デスティネーションアドレス

ソースアドレス

（6バイト）

（6バイト）

タイプ（2バイト）

CRC（4バイト）

データ（46～1500バイト）
サムチェック
計算の対象
データ

デスティネーションアドレス

ソースアドレス

（6バイト）

（6バイト）

VLANtag
（4バイト）

タイプ（2バイト）

CRC（4バイト）

データ（60バイト）

イーサネットフレーム概念図
　　（VLANtag有り）

イーサネットフレーム概念図
　　（VLANtagなし）  

図 23.35 サムチェック計算の対象データ 
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デスティネーションアドレス

ソースアドレス

（6バイト）

（6バイト）

タイプ（2バイト）

Sum Data
（2バイト）

データ（46～1500バイト）

デスティネーションアドレス

ソースアドレス

（6バイト）

（6バイト）

VLANtag
（4バイト）

タイプ（2バイト）

データ（60バイト）

イーサネットフレーム概念図
　　（VLANtag有り）

イーサネットフレーム概念図
　　（VLANtagなし）

Sum Data
（2バイト）

 

図 23.36 サムチェックデータ付加後のデータ 

23.6.2 TSU使用時の注意 

本 LSIの TSUは、100BASE-Tのデータ転送まで対応した仕様となっております。1000BASE-Tで TSUを使用し

た場合もデータ転送に関しては、転送性能は 100BASE-T相当となりますのでご注意ください。 
 

23.6.3 RMII選択時の RMIIn_RX_ER、RMII1M_RX_ER端子入力について 

RMII選択時、PHYから受け取る受信エラー信号の幅が RMIIのリファレンスクロック 50MHzの 1サイクル分

しか出ない場合、エラー信号として認識しません。 
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24. セキュリティアクセラレータ（SECURITY） 

 

本章は、守秘契約を結んでいただいたうえで公開いたします。詳細は担当営業にご確認ください。 
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25. ストリームインタフェース（STIF） 

ストリームインタフェース（STIF）は、汎用 DMAC周辺モジュールリクエスト（転送サイズは 16バイト固定）

を使用し、8ビットパラレルバスと外部メモリとの間でストリームデータの転送を行います。 

25.1 特長 

• パラレルストリームデータ転送チャネル数：2チャネル 

• ストリームデータ転送インタフェース 

クロックバリッド受信 

ストローブ受信 

クロックバリッド送信 

ストローブ送信 

• 入出力パケット長：188／192バイトから選択可能 

ストリームデータ転送クロックソースとして外部端子入力と周辺クロック0（Pck0）からの選択が可能 

• 送受信FIFO容量：768バイト 

• タイムスタンプ付加機能 

タイムスタンプ用フリーランタイマ内蔵 

（フリーランタイマ入力クロックは、周辺クロック0の1/2、1/4、1/8から選択可能） 

受信時：フリーランタイマ値をタイムスタンプ値として受信パケットに付加しメモリに格納 

送信時：タイムスタンプ値＝フリーランタイマ値でパケットを送信 

• DMA転送 

DMA転送を用いた外部メモリとの間のデータ転送に対応 

 



 

25. ストリームインタフェース（STIF） 

25-2  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

図 25.1に STIFのブロック図を示します。 

ストリーム
インタフェース

制御部

周
辺
バ
ス

0

ストリームインタフェース（STIF）

周辺バス
インタフェース

ST0_CLK/ST0_STRB

ST0_REQ

ST0_START

ST0_VALID

ST0_D7～ST0_D0FIFOレジスタ

ST1_CLK/ST1_STRB

ST1_REQ

ST1_START

ST1_VALID

ST1_D7～ST1_D0

ST0M_CLKIO/ST0M_STRBI

ST0M_REQO

ST0M_STARTI

ST0M_VALIDI

ST0M_D7I～ST0M_D0I

周辺バス
インタフェース

FIFOレジスタ

ストリーム
インタフェース

制御部

チャネル1

チャネル0周辺クロック0
（Pck0）

 

図 25.1 STIFのブロック図 
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25.2 入出力端子 
本モジュールの端子構成を表 25.1に示します。チャネル 0には、通常入出力端子とミラー入力端子の 2つの端

子グループがあります。ただし、ミラー入力端子グループは入力のみですのでご注意ください。通常入出力端子

とミラー入力端子の選択は、PFCのピンセレクトレジスタで行います。通常入出力端子とミラー入力端子を同時

にあるいは混在して使用することはできません。 
 

表 25.1 端子構成 

チャネル 端子名 入出力 機   能 

ST0_CLK/ST0_STRB 入出力 ストリームデータクロック／ストローブ 

ST0_REQ 入出力 ストリームデータ受信準備要求 

ST0_START 入出力 ストリームデータ同期 

ST0_VALID 入出力 ストリームデータバリッド 

通常入出力端子

ST0_D7～ST0_D0 入出力 ストリームデータ入出力 

ST0M_CLKIO/ 

ST0M_STRBI 

入出力 ストリームデータクロック／ストローブ 

ST0M_REQO 出力 ストリームデータ受信準備要求 

ST0M_STARTI 入力 ストリームデータ同期入力 

ST0M_VALIDI 入力 ストリームデータバリッド入力 

0 

ミラー端子* 

ST0M_D7I～T0M_D0I 入力 ストリームデータ入力 

ST1_CLK/ST1_STRB 入出力 ストリームデータクロック／ストローブ 

ST1_REQ 入出力 ストリームデータ受信準備要求 

ST1_START 入出力 ストリームデータ同期 

ST1_VALID 入出力 ストリームデータバリッド 

1 

ST1_D7～ST1_D0 入出力 ストリームデータ入力 

【注】 * ミラー端子は、入力専用です。 
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25.3 レジスタの説明 
STIFのレジスタ構成を表 25.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 25.3に示します。 

 

表 25.2 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

モードレジスタ 0 STIMDR0 R/W H'FFEE 0000 H'1FEE 0000 32 

コントロールレジスタ 0 STICR0 R/W H'FFEE 0004 H'1FEE 0004 32 

割り込みステータスレジスタ 0 STIISR0 R/W H'FFEE 0008 H'1FEE 0008 32 

割り込み許可レジスタ 0 STIIER0 R/W H'FFEE 000C H'1FEE 000C 32 

タイムスタンプカウンタレジスタ 0 STITSC0 R/W H'FFEE 0010 H'1FEE 0010 32 

送受信パケット数レジスタ 0 STIPNR0 R/W H'FFEE 0018 H'1FEE 0018 32 

送受信パケット数カウンタレジスタ 0 STIPCR0 R/W H'FFEE 0014 H'1FEE 0014 32 

送受信 FIFOデータレジスタ 0 STIFIFO0 R/W H'FFEE 0400 H'1FEE 0400 32 

モードレジスタ 1 STIMDR1 R/W H'FFEE 8000 H'1FEE 8000 32 

コントロールレジスタ 1 STICR1 R/W H'FFEE 8004 H'1FEE 8004 32 

割り込みステータスレジスタ 1 STIISR1 R/W H'FFEE 8008 H'1FEE 8008 32 

割り込み許可レジスタ 1 STIIER1 R/W H'FFEE 800C H'1FEE 800C 32 

タイムスタンプカウンタレジスタ 1 STITSC1 R/W H'FFEE 8010 H'1FEE 8010 32 

送受信パケット数レジスタ 1 STIPNR1 R/W H'FFEE 8018 H'1FEE 8018 32 

送受信パケット数カウンタレジスタ 1 STIPCR1 R/W H'FFEE 8014 H'1FEE 8014 32 

送受信 FIFOデータレジスタ 1 STIFIFO1 R/W H'FFEE 8400 H'1FEE 8400 32 
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表 25.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

モードレジスタ 0 STIMDR0 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

コントロールレジスタ 0 STICR0 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

割り込みステータスレジスタ 0 STIISR0 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

割り込み許可レジスタ 0 STIIER0 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

タイムスタンプカウンタレジスタ 0 STITSC0 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

送受信パケット数レジスタ 0 STIPNR0 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

送受信パケット数カウンタレジスタ 0 STIPCR0 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

送受信 FIFOデータレジスタ 0 STIFIFO0 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

モードレジスタ 1 STIMDR1 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

コントロールレジスタ 1 STICR1 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

割り込みステータスレジスタ 1 STIISR1 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

割り込み許可レジスタ 1 STIIER1 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

タイムスタンプカウンタレジスタ 1 STITSC1 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

送受信パケット数レジスタ 1 STIPNR1 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

送受信パケット数カウンタレジスタ 1 STIPCR1 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

送受信 FIFOデータレジスタ 1 STIFIFO1 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 
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25.3.1 モードレジスタ 0、1（STIMDR0、STIMDR1） 

STIMDRは、STIFの動作モードやストリームデータ送受信用のクロック定義を設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R/W R/W R R R R/W R R R/W R/W R R R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R R/W R/W R R R R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － －

－ － － － － －

－ － －MD[2:0] STMP[1:0]PLEN

REQ
REQ 
EN STRB VLDCKSL STATFRC[1:0]CKDV[1:0]

WORK[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

30～28 MD[2:0] 000 R/W ストリームデータ転送インタフェース選択 

000：クロックバリッド受信 

010：ストローブ受信 

100：クロックバリッド送信 

101：ストローブ送信 

上記以外：設定禁止 

27～25 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

24 PLEN 0 R/W 送受信パケット長選択 

送受信するストリームデータのパケット長を設定します。 

0：パケット長は 188バイト 

1：パケット長は 192バイト 

23、22 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

21、20 STMP[1:0] 00 R/W タイムスタンプ選択 

受信時：受信パケットを外部メモリに転送する際、固定値を付加するか、タ

イムスタンプを付加するか、あるいはそのまま転送するかを選択します。 

00：受信パケットに固定値を付加し外部メモリに転送 

01：受信パケットにタイムスタンプを付加し外部メモリに転送 

10：受信パケットをそのまま外部メモリに転送 

（パケット長 192バイト時のみ） 

11：設定禁止 

送信時：送信パケットを送信する際のパケット間隔を選択します。 

00：パケット間隔は STICRレジスタの ICYCビットの設定値に従う 

01：パケット間隔はタイムスタンプに従う 

10、11：設定禁止 

19、18 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

17、16 WORK[1:0] 00 R/W ワーク領域長 

外部メモリ上でパケットの先頭に確保するワーク領域の大きさを指定しま

す 

00：ワーク領域は 0バイト 

01：ワーク領域は 16バイト 

10：ワーク領域は 32バイト 

11：ワーク領域は 48バイト 

15 CKSL 0 R/W 動作クロック選択 

ストリームデータ送受信クロックのソースクロックを選択します。 

0：ストリームデータ送受信クロックとして周辺クロック 0を使用 

 （ST_CLK端子からストリームデータ送受信クロックが出力されます。） 

1：ストリームデータ送受信クロックとして外部入力クロックを使用 

 （ST_CLK端子からストリームデータ送受信クロックを入力します。） 

14 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13、12 CKDV[1:0] 00 R/W 動作クロック分周比 

ストリームデータ送受信クロックとして周辺クロック 0を選択した場合の

分周比を指定します。 

00：ストリームデータ送受信クロックは周辺クロック 0の 1/2 

01：ストリームデータ送受信クロックは周辺クロック 0の 1/4 

10：ストリームデータ送受信クロックは周辺クロック 0の 1/8 

11：設定禁止 

11～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

8 REQEN 0 R/W ST_REQ端子イネーブル 

ST_REQ端子を使用するか使用しないかを選択します。 

0：ST_REQ端子を使用しない 

1：ST_REQ端子を使用する 

（1）受信時：FIFOの空きが 8バイト以下で ST_REQを出力します。 

（2）送信時：ST_REQが入力されると送信を停止します。 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5、4 FRC[1:0] 00 R/W フリーランタイマの入力クロック選択 

00：タイマ入力クロックは周辺クロック 0の 1/2 

01：タイマ入力クロックは周辺クロック 0の 1/4 

10：タイマ入力クロックは周辺クロック 0の 1/8 

11：設定禁止 

3 STRB 0 R/W ST_STRB端子の極性選択 

0：ST_STRBの立ち上がりエッジでデータを送受信 

1：ST_STRBの立ち下がりエッジでデータを送受信 

2 REQ 0 R/W ST_REQ端子の極性選択 

0：ST_REQはハイアクティブ 

1：ST_REQはローアクティブ 

1 VLD 0 R/W ST_VALID端子の極性選択 

0：ST_VALIDはハイアクティブ 

1：ST_VALIDはローアクティブ 

0 STAT 0 R/W ST_START端子の極性選択 

0：ST_STARTはハイアクティブ 

1：ST_STARTはローアクティブ 
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25.3.2 コントロールレジスタ 0、1（STICR0、STICR1） 

STICRは、STIF機能のイネーブルかディスエーブル、ストリームデータ送信時のパケット間隔を設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R R R R R R R R R R R R R R R/W

－ － －

－ － － － － － － － － － －

－

－ － －

ICYC[11:0]

RTS EN

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

27～16 ICYC[11:0] すべて 0 R/W 送信パケット間サイクル数 

送信時、パケット間サイクルに固定値を使用する場合の固定値を設定しま

す。パケット間に周辺クロック 0で 1～4096サイクルのアイドルサイクル

を挿入することが可能です。 

15 RST 0 R/W STIFモジュールリセット 

本ビットに 1を書き込むことで、STIFモジュールをリセットすることがで

きます。読み込みの値は常に 0です。 

14～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 EN 0 R/W STIFモジュールイネーブル 

0：STIFモジュールはディスエーブル 

1：STIFモジュールはイネーブル 
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25.3.3 割り込みステータスレジスタ 0、1（STIISR0、STIISR1） 

STIISRは、STIFの割り込み発生状態を示します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R R R/W R/W R R R R/W R R R R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － RPN － － LONG SHORT － － － ROVF

TPN － － － －

－ － － TSTO

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

28 TPN 0 R/W* 送信パケット数割り込み 

0：送信パケット数レジスタ値＞送信パケット数カウンタ値 

1：送信パケット数レジスタ値＝送信パケット数カウンタ値 

割り込み発行後、送信パケット数カウンタ値は 0にクリアされ、カウント

を継続します。 

27～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 RPN 0 R/W* 受信パケット数割り込み 

0：受信パケット数レジスタ値＞受信パケット数カウンタ値 

1：受信パケット数レジスタ値＝受信パケット数カウンタ値 

割り込み発行後、受信パケット数カウンタ値は 0にクリアされ、カウント

を継続します。 

11、10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 LONG 0 R/W* ロングパケット受信割り込み 

0：188/192バイトを超えるパケットを受信していない 

1：188/192バイトを超えるパケットを受信した 

188/192バイトを超えるパケットを受信した場合、ロングパケット数カウン

タ、パケット数カウンタをそれぞれ＋1カウントアップします。 

188/192バイト分のデータはメモリへ転送、過分のデータは破棄します。 

8 SHORT 0 R/W* ショートパケット受信割り込み 

0：188/192バイト未満のパケットを受信していない 

1：188/192バイト未満のパケットを受信した 

188/192バイト未満のパケットを受信した場合、ショートパケット数カウン

タを＋1カウントアップし、パケットは破棄します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 ROVF 0 R/W* 受信 FIFOオーバフロー割り込み 

0：受信 FIFOはオーバフローしていない 

1：受信 FIFOはオーバフローした 

受信済みのパケットは保持されますが、オーバフローを起こしたパケットは

破棄されます。 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 TSTO 0 R/W* タイムスタンプカウンタオーバフロー割り込み 

0：最終パケット受信から、タイムスタンプカウンタが 1周していない 

1：最終パケット受信から、タイムスタンプカウンタが 1周した 

【注】 * ビットをクリアする場合は、1を書き込んでください。 
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25.3.4 割り込み許可レジスタ 0、1（STIIER0、STIIER1） 

STIIERは、STIFが発生する割り込みを許可するかどうかを指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R R R/W R/W R R R R/W R R R R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － RPNE － － LONGE
SHO
RTE － － － ROVFE

TPNE － － － －

－ － － TSTOE

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

28 TPNE 0 R/W 送信パケット数割り込みイネーブル 

0：送信パケット数割り込み発行を許可しない 

1：送信パケット数割り込み発行を許可する 

27～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 RPNE 0 R/W 受信パケット数割り込みイネーブル 

0：受信パケット数割り込み発行を許可しない 

1：受信パケット数割り込み発行を許可する 

11、10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 LONGE 0 R/W ロングパケット受信割り込みイネーブル 

0：ロングパケット受信割り込みを許可しない 

1：ロングパケット受信割り込みを許可する 

8 SHORTE 0 R/W ショートパケット受信割り込みイネーブル 

0：ショートパケット受信割り込みを許可しない 

1：ショートパケット受信割り込みを許可する 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 ROVFE 0 R/W 受信 FIFOオーバフロー割り込みイネーブル 

0：受信 FIFOオーバフロー割り込みを許可しない 

1：受信 FIFOオーバフロー割り込みを許可する 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 TSTOE 0 R/W タイムスタンプカウンタオーバフロー割り込みイネーブル 

0：タイムスタンプカウンタオーバフロー割り込みを許可しない 

1：タイムスタンプカウンタオーバフロー割り込みを許可する 

 

25.3.5 タイムスタンプカウンタレジスタ 0、1（STITSC0、STITSC1） 

STITSCは、タイムスタンプのカウントに使用されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TS[31:16]

TS[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TS[31:0]  すべて 0 R/W タイムスタンプカウンタ 

• タイムスタンプ使用時 

受信時：先頭パケット受信からカウントを開始します。受信前に値を設定

することで任意の値からのカウントアップが可能です。ただし、パケット

受信中の書き込みはできません。 

送信時：先頭パケット送信からカウントを開始します。送信前に値を設定

することで任意の値からのカウントアップが可能です。ただし、パケット

送信中の書き込みはできません。 

• 固定値使用時 

受信時：本レジスタの値を固定値としてパケットの先頭に付加します。 
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25.3.6 送受信パケット数レジスタ 0、1（STIPNR0、STIPNR1） 

STIPNRは、送信あるいは受信するストリームデータのパケット数を設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － PN[20:16]－ － － － －

PN[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～21 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

20～0 PN[20:0]  すべて 0 R/W 送受信パケット数 

送受信のパケット数を設定します。本設定値＝実際の送受信パケット数とな

った時点で割り込みが発生します。本設定値が 0の場合割り込みは発生し

ません。 
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25.3.7 送受信パケット数カウンタレジスタ 0、1（STIPCR0、STIPCR1） 

STIPCRは、送信したあるいは受信したストリームデータのパケット数がカウントアップされ設定されます。パ

ケット数は、受信時はパケットの最終バイトをメモリに転送した後、送信時はパケットの最終データを ST_D7～

ST_D0端子から送出したあとにカウントアップし書き込まれます。また、受信ショートパケットや受信ロングパ

ケット数もカウントアップされ設定されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

－ － － PC[20:16]

PC[15:0]

LC[3:0]SC[3:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 SC[3:0] すべて 0 R 受信ショートパケット数 

リセット時に 0クリアされます。 

27～24 LC[3:0] すべて 0 R 受信ロングパケット数 

リセット時に 0クリアされます。 

23～21 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

20～0 PC[20:0]  すべて 0 R 送受信済みパケット数 

送信パケット数割り込み、受信パケット数割り込み発生時およびリセット時

に 0クリアされます。 

 



 

25. ストリームインタフェース（STIF） 

25-16  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

25.3.8 送受信 FIFOデータレジスタ 0、1（STIFIFO0、STIFIFO1） 

STIFIFOは、ストリームデータの送受信データが中継される FIFOレジスタです。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

STD[31:16]

STD[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 STD[31:0] すべて 0 R/W 送受信ストリームデータ 

送信時、送信データを書き込んでください。受信時は、受信データが読み出

されます。 
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25.4 動作説明 

25.4.1 ストリームデータ送受信外部メモリ構成 

ストリームデータ送受信時の外部メモリ上のデータ構成（ワーク領域：16バイトの場合）を、図 25.2に示しま

す。ワーク領域の大きさは、STIMDRレジスタのWORKビットで、0、16、32、48バイトのうちから選択可能で

す。データ長が 192バイトで、タイムスタンプあるいは固定値付加ありを選択した場合、受信データの先頭 4バ

イトは、上書きされます。 

0

16
20

208

データ
188バイト

ワーク領域

ワーク領域２

TS or 固定値

（2）データ長＝192バイト
タイムスタンプ（TS）あるいは

固定値付加ありの場合

0

16

208

データ
192バイト

ワーク領域

ワーク領域２

（3）データ長＝192バイト
タイムスタンプ（TS）あるいは

固定値付加なしの場合

0

16
20

208

データ
188バイト

ワーク領域

ワーク領域２

TS or 固定値

（1）データ長＝188バイト
タイムスタンプ（TS）あるいは

固定値付加ありの場合  

図 25.2 外部メモリ上の送受信データ構造（ワーク領域 16バイトの場合） 



 

25. ストリームインタフェース（STIF） 

25-18  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

25.4.2 ストリームデータ受信動作 

（1） DMACレジスタの設定 

ストリームデータ受信処理を開始する場合、下記の DMACレジスタを設定してください。 

• SARレジスタには、STIFの送受信FIFOデータレジスタのP4領域アドレスを設定してください。 

• DARレジスタには、外部メモリアドレスを設定してください。 

• TCRレジスタには、DMA転送回数を以下の計算式に従って設定してください。以下の数以外は設定禁止です。 

転送回数 =（192バイト+ワーク領域バイト数）／16バイト×送受信パケット数 

• TCRBレジスタには、H'00010001を設定してください。上位はリロードするまでの転送回数、下位は転送回数

カウンタを示します。 

• CHCRレジスタには、H'0E205819を設定してください。* 

• DMARSレジスタには、転送要求元のモジュールID、レジスタID（STIFのチャネル0を使用する場合：H'D3、

STIFのチャネル1を使用する場合：H'D7）を、DMAC使用チャネルに対応するビットに設定してください。 

【注】 * STIFを使用しない場合は、CHCR.DVMDビットを 1に設定しないでください。 

 

（2） クロックバリッド受信（入力データレート：最大 30Mbps） 

（a） クロックバリッド受信インタフェース  

• タイミング図 

クロックバリッド受信インタフェースのタイミングを、図25.3に示します。 

 

ST_CLK

ST_START

ST_VALID

ST_REQ

ST_D7～D0

8  

図 25.3 クロックバリッド受信タイミング 

• ST_CLK端子の入出力選択 

ST_CLK端子は、STIMDRレジスタのCKSLビットにより、外部クロックを入力するか／内部生成クロックを

出力するかの選択が可能です。（最大33MHz） 
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• ST_START端子、ST_VALID端子、ST_REQ端子のアクティブレベル設定 

ST_START端子、ST_VALID端子、ST_REQ端子は、STIMDRレジスタのSTATビット、VLDビット、REQビ

ットにより、アクティブレベルの設定が可能です。 

• ST_REQ端子の使用選択 

ST_REQ端子は、STIMDRレジスタのREQENビットにより、使用する／使用しないの選択が可能です。 

使用するを選択した場合、ST_REQ端子は、ストリームデータ送受信FIFOの空き容量が8バイト以下となった

時にアサートされます。アサート後は8バイトまでデータの受信が可能です。FIFOの空き容量が、192バイト

以上となったときにネゲートされます。 

使用しないを選択した場合、REQビットの値により、ST_REQ端子の出力はローまたはハイに固定されます。 

 

（b） 受信パケット長 

受信パケット長は、188バイト、192バイトから選択可能です。 

（c） ワーク領域 

外部メモリ上のワーク領域は、0、16、32、48バイトから選択可能です。 

（d） 受信時のタイムスタンプ設定 

受信時のタイムスタンプ設定は、STIMDRレジスタの STMP[1:0]ビットの設定により、固定値付加受信、タイ

ムスタンプ付加受信、そのまま受信から選択可能です。 

• 固定値付加受信 

タイムスタンプカウンタに設定した値を固定値として使用します（カウント動作は行わない）。 

パケット長が188バイトの場合、パケットの先頭に固定値を4バイト付加します。 

パケット長が192バイトの場合、パケットの先頭4バイトを固定値で上書きします。 

• タイムスタンプ付加受信 

パケット長が188バイトの場合、パケットの先頭にタイムスタンプカウンタ値を付加します。 

パケット長が192バイトの場合、タイムスタンプカウンタ値をパケットの先頭に上書きします。 

タイムスタンプカウンタは、先頭パケット受信からカウントを開始します。 

受信前に値を設定することで、任意の値からのカウントアップが可能です。 

パケット受信中の書き込みは禁止です。 

• そのまま受信 

パケット長が192バイトの場合のみ選択可能で、受信パケットをそのままメモリへ転送します。 
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（e） 受信時の割り込み要因 

クロックバリッド受信時、以下の割り込み要因があります。 

• 受信パケット数割り込み 

• ショートパケット割り込み 

• ロングパケット割り込み 

• 受信FIFOオーバフロー割り込み 

• タイムスタンプタイムアウト割り込み（タイムスタンプ付加受信時のみ） 

 

（3） ストローブ受信 

（a） ストローブ受信インタフェース  

ストローブ受信インタフェースのタイミングを、図 25.4に示します。 

ST_STRB

ST_START

ST_VALID

ST_REQ

ST_D7～D0

8

don't care

don't care

 

図 25.4 ストローブ受信タイミング 

• ST_STRB端子、ST_START端子、ST_VALID端子、ST_REQ端子のアクティブレベル設定 

ST_STRB端子、ST_START端子、ST_VALID端子、ST_REQ端子は、STIMDRレジスタのSTRBビット、STAT

ビット、VLDビット、REQビットにより、アクティブレベルの設定が可能です。 

• ST_REQ端子の使用選択 

ST_REQ端子は、STIMDRレジスタのREQENビットにより、使用する／使用しないの選択が可能です。 

使用するを選択した場合、ST_REQ端子は、ストリームデータ送受信FIFOの空き容量が8バイト以下となった

時にアサートされます。アサート後は8バイトまでデータの受信が可能です。FIFOの空き容量が、192バイト

以上となった場合にネゲートされます。 

使用しないを選択したとき、REQビットの値により、ST_REQ端子の出力はローまたはハイに固定されます。 
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（b） 受信パケット長 

受信パケット長は、188バイト、192バイトから選択可能です 

（c） ワーク領域 

外部メモリ上のワーク領域は、0、16、32、48バイトから選択可能です 

（d） 受信時のタイムスタンプ設定 

ストローブ受信時のタイムスタンプ設定は、固定値付加受信にみ選択可能です。STIMDRレジスタの STMP[1:0]

ビットの設定は 00に設定してください。 

• 固定値付加受信 

タイムスタンプカウンタに設定した値を固定値として使用します。カウント動作は行いません。 

パケット長が188バイトの場合、パケットの先頭に固定値を4バイト付加します。 

パケット長が192バイトの場合、パケットの先頭の4バイトを固定値で上書きします。 

 

（e） 受信時の割り込み要因 

ストローブ受信時、以下の割り込み要因があります。 

• 受信パケット数割り込み 

• 受信FIFOオーバフロー割り込み 
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25.4.3 ストリームデータ送信動作 

（1） DMACレジスタの設定 

ストリームデータ送信処理を開始する場合、以下の DMACのレジスタを設定してください。 

• SARレジスタには、外部メモリアドレスを設定してください。 

• DARレジスタには、STIFのストリームデータ送受信FIFOデータレジスタのP4領域アドレスを設定してくださ

い。 

• TCRレジスタには、DMA転送回数を以下の計算式に従って設定してください。以下の数以外設定禁止です。 

 転送回数 =（192バイト+ワーク領域バイト数）／16バイト×送受信パケット数 

• TCRBレジスタには、H'00010001を設定してください。上位はリロードするまでの転送回数、下位は転送回数

カウンタを示します。 

• CHCRレジスタには、H'0E205819を設定してください。* 

• DMARSレジスタには、転送要求元のモジュールID、レジスタID（STIFのチャネル0を使用する場合：H'D3、

STIFのチャネル1を使用する場合：H'D7）を、DMAC使用チャネルに対応するビットに設定してください。 

【注】 * STIFを使用しない場合は、CHCR.DVMDビットを 1に設定しないでください。 

 

（2） クロックバリッド送信 

（a） クロックバリッド送信インタフェース  

クロックバリッド送信インタフェースのタイミングを、図 25.5に示します。 

ST_CLK

ST_START

ST_VALID

ST_REQ

ST_D7～D0（出力）
 

図 25.5 クロックバリッド送信タイミング 

• ST_CLK端子の入出力選択 

ST_CLK端子は、STIMDRレジスタのCKSLビットにより、外部クロックを入力／内部生成クロックを出力の

選択が可能です。（最大33MHz） 

• ST_START端子、ST_VALID端子、ST_REQ端子のアクティブレベル設定 

ST_START端子、ST_VALID端子、ST_REQ端子は、STIMDRレジスタのSTATビット、VLDビット、REQビ

ットにより、アクティブレベルの設定が可能です。 
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• ST_REQ端子の使用選択 

ST_REQ端子は、STIMDRレジスタのREQENビットにより、使用する／使用しないを選択可能です。 

使用するを選択した場合、ST_REQ端子がアサートされたのを入力してから4バイト以内に、ST_VALID端子

がネゲートされます。 

使用しないを選択した場合、188あるいは192バイト転送終了まで、ST_VALID端子はネゲートされません。 

 

（b） 送信パケット長 

送信パケット長は、188バイト、192バイトから選択可能です。 

外部メモリ上では、パケット長を 192バイトとして扱うため、送信パケット長として 188バイトを選択した場合

はパケットの先頭 4バイトを削除し送信します。送信パケット長として 192バイトを選択した場合は外部メモリ

上のデータをそのまま送信します。 

（c） ワーク領域 

外部メモリ上のワーク領域は、0、16、32、48バイトから選択可能です。 

（d） 送信時の送信パケット間隔設定 

送信時の送信パケット間隔設定は、STIMDRレジスタの STMP[1:0]ビットの設定により、固定間隔送信、タイ

ムスタンプ送信から選択可能です。 

• 固定間隔送信 

パケット間隔を、STICRのICYC[11:0]ビットの設定値にして送信を行います。 

周辺クロック0で、1～4096 サイクルを設定可能です。 

• タイムスタンプ送信 

パケット間隔を、タイムスタンプ値に従った間隔として送信を行います。先頭パケット送信から、タイムス

タンプカウンタのカウントを開始します。送信前に値を設定することで、任意の値からのカウントアップが

可能です。 

ただし、パケット送信中の書き込みは禁止です。 

 

（e） 送信時の割り込み要因 

クロックバリッド送信時、以下の割り込み要因があります。 

• 送信パケット数割り込み 

 

（3） ストローブ送信 

（a） ストローブ送信インタフェース 

ストローブ送信インタフェースのタイミングを、図 25.6に示します。データ更新は ST_STRBの立下りと

同時に行われます。 
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ST_STRB

ST_START

ST_VALID

ST_REQ

ST_D7～D0（出力）  

図 25.6 ストローブ送信タイミング 

• ST_STRB端子、ST_START端子、ST_VALID端子、ST_REQ端子のアクティブレベル設定 

ST_STRB端子、ST_START端子、ST_VALID端子、ST_REQ端子は、STIMDRレジスタのSTRBビット、STAT

ビット、VLDビット、REQビットにより、アクティブレベルの設定が可能です。 

• ST_REQ端子の使用選択 

ストローブ送信選択時は、STIMDRレジスタのREQENビットの設定値に関わらず、ST_REQは常に入力状態

になります。 

 

（b） 送信パケット長 

送信パケット長は、188バイト、192バイトから選択可能です。 

外部メモリ上では、パケット長を 192バイトとして扱うため、送信パケット長として 188バイトを選択した場合

はパケットの先頭 4バイトを削除し送信します。送信パケット長として 192バイトを選択した場合は外部メモリ

上のデータをそのまま送信します。 

（c） ワーク領域 

外部メモリ上のワーク領域は、0、16、32、48バイトから選択可能です。 

（d） 送信時の送信パケット間隔設定 

送信時の送信パケット間隔設定は、固定間隔送信のみ選択可能です。STIMDRレジスタの STMP[1:0]ビットは

00に設定してください。 

• 固定間隔送信 

パケット間隔を、STICRのICYC[11:0]ビットの設定値にして送信を行います。 

周辺クロック0の1／2の周波数でカウントし、1～4096 サイクルを設定可能です。 

 

（e） 送信時の割り込み要因 

ストローブ送信時、以下の割り込み要因があります。 

• 送信パケット数割り込み 
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26. I2Cバスインタフェース（IIC） 

26.1 特長 

I2Cバスインタフェースには次のような特長があります。 
 

• I2Cバスインタフェース方式に対応 

• マルチマスタ対応 

• 7ビット／10ビットアドレス互換マスタ 

• 7ビットのスレーブアドレス 

• ファースト・モード対応 

• クロック周波数可変 

 

図 26.1に I2Cバスインタフェースのブロック図を示します。 
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バ
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図 26.1 I2Cバスインタフェースのブロック図 
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26.2 入出力端子 

表 26.1に I2Cバスインタフェースで使用する端子を示します。 
 

表 26.1 I2Cバスインタフェースの端子構成 

チャネル 名称 入出力 機   能 

IIC0_SCL 入出力 I2Cシリアルクロック入出力端子* 0 

IIC0_SDA 入出力 I2Cシリアルデータ入出力端子* 

IIC1_SCL 入出力 I2Cシリアルクロック入出力端子* 1 

IIC1_SDA 入出力 I2Cシリアルデータ入出力端子* 

【注】 * I2Cバス上の SCL/SDA入出力端子はオープンドレインで、3.3V I/Oです。 

 



 

26. I2Cバスインタフェース（IIC） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  26-3 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

26.3 レジスタの説明 
I2Cバスインタフェースのレジスタ構成を表 26.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を

表 26.3に示します。 
 

表 26.2 レジスタ構成 

チャネル 名   称 略称 R/W P2領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

スレーブコントロールレジスタ 0 ICSCR0 R/W H'FFE7 0000 H'1FF7 0000 8 

マスタコントロールレジスタ 0 ICMCR0 R/W H'FFE7 0004 H'1FF7 0004 8 

スレーブステータスレジスタ 0 ICSSR0 R/(W)*1 H'FFE7 0008 H'1FF7 0008 8 

マスタステータスレジスタ 0 ICMSR0 R/(W)*2 H'FFE7 000C H'1FF7 000C 8 

スレーブ割り込みイネーブルレジスタ 0 ICSIER0 R/W H'FFE7 0010 H'1FF7 0010 8 

マスタ割り込みイネーブルレジスタ 0 ICMIER0 R/W H'FFE7 0014 H'1FF7 0014 8 

クロックコントロールレジスタ 0 ICCCR0 R/W H'FFE7 0018 H'1FF7 0018 8 

スレーブアドレスレジスタ 0 ICSAR0 R/W H'FFE7 001C H'1FF7 001C 8 

マスタアドレスレジスタ 0 ICMAR0 R/W H'FFE7 0020 H'1FF7 0020 8 

受信データレジスタ 0 ICRXD0 R/W H'FFE7 0024 H'1FF7 0024 8 

0 

送信データレジスタ 0 ICTXD0 R/W H'FFE7 0024 H'1FF7 0024 8 

スレーブコントロールレジスタ 1 ICSCR1 R/W H'FFE7 8000 H'1FF7 8000 8 

マスタコントロールレジスタ 1 ICMCR1 R/W H'FFE7 8004 H'1FF7 8004 8 

スレーブステータスレジスタ 1 ICSSR1 R/(W)*1 H'FFE7 8008 H'1FF7 8008 8 

マスタステータスレジスタ 1 ICMSR1 R/(W)*2 H'FFE7 800C H'1FF7 800C 8 

スレーブ割り込みイネーブルレジスタ 1 ICSIER1 R/W H'FFE7 8010 H'1FF7 8010 8 

マスタ割り込みイネーブルレジスタ 1 ICMIER1 R/W H'FFE7 8014 H'1FF7 8014 8 

クロックコントロールレジスタ 1 ICCCR1 R/W H'FFE7 8018 H'1FF7 8018 8 

スレーブアドレスレジスタ 1 ICSAR1 R/W H'FFE7 801C H'1FF7 801C 8 

マスタアドレスレジスタ 1 ICMAR1 R/W H'FFE7 8020 H'1FF7 8020 8 

受信データレジスタ 1 ICRXD1 R/W H'FFE7 8024 H'1FF7 8024 8 

1 

送信データレジスタ 1 ICTXD1 R/W H'FFE7 8024 H'1FF7 8024 8 

【注】 *1 ビット 4～0はフラグをクリアするための 0書き込みのみ可能です。 

 *2 ビット 6～0はフラグをクリアするための 0書き込みのみ可能です。 
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表 26.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

チャネル 名   称 略称 パワーオン

リセット 

マニュアル

リセット 

スリープ スタンバイ 

スレーブコントロールレジスタ 0 ICSCR0 H'00 H'00 保持 保持 

マスタコントロールレジスタ 0 ICMCR0 H'x0 H'x0 保持 保持 

スレーブステータスレジスタ 0 ICSSR0 H'00 H'00 保持 保持 

マスタステータスレジスタ 0 ICMSR0 H'00 H'00 保持 保持 

スレーブ割り込みイネーブルレジスタ 0 ICSIER0 H'00 H'00 保持 保持 

マスタ割り込みイネーブルレジスタ 0 ICMIER0 H'00 H'00 保持 保持 

クロックコントロールレジスタ 0 ICCCR0 H'00 H'00 保持 保持 

スレーブアドレスレジスタ 0 ICSAR0 H'00 H'00 保持 保持 

マスタアドレスレジスタ 0 ICMAR0 H'00 H'00 保持 保持 

受信データレジスタ 0 ICRXD0 H'00 H'00 保持 保持 

0 

送信データレジスタ 0 ICTXD0 H'00 H'00 保持 保持 

スレーブコントロールレジスタ 1 ICSCR1 H'00 H'00 保持 保持 

マスタコントロールレジスタ 1 ICMCR1 H'x0 H'x0 保持 保持 

スレーブステータスレジスタ 1 ICSSR1 H'00 H'00 保持 保持 

マスタステータスレジスタ 1 ICMSR1 H'00 H'00 保持 保持 

スレーブ割り込みイネーブルレジスタ 1 ICSIER1 H'00 H'00 保持 保持 

マスタ割り込みイネーブルレジスタ 1 ICMIER1 H'00 H'00 保持 保持 

クロックコントロールレジスタ 1 ICCCR1 H'00 H'00 保持 保持 

スレーブアドレスレジスタ 1 ICSAR1 H'00 H'00 保持 保持 

マスタアドレスレジスタ 1 ICMAR1 H'00 H'00 保持 保持 

受信データレジスタ 1 ICRXD1 H'00 H'00 保持 保持 

1 

送信データレジスタ 1 ICTXD1 H'00 H'00 保持 保持 
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26.3.1 スレーブコントロールレジスタ（ICSCR） 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W

－ － － － SDBS SIE GCAE FNA

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

書き込む値も常に 0にしてください。 

3 SDBS 0 R/W スレーブデータバッファセレクト 

データバッファを選択します。データバッファには、ダブルバッファモード

とシングルバッファモードの 2つのモードがあります。 

このビットをクリアするとダブルバッファが選択されます。受信モード時に、

両方のバッファがフルで SDRがクリアされていない間は SCLがローレベル

に保持され、SDRがクリアされると SCLのローレベルが解除されます。 

このビットをセットするとシングルバッファが選択されます。 

受信データレジスタがデータパケットを受信してから SDRがクリアされる

まで SCLがローレベルに保持されます。 

0：ダブルバッファモード 

1：シングルバッファモード 

2 SIE 0 R/W スレーブインタフェースイネーブル 

スレーブが動作するときはこのビットをセットする必要があります。このビ

ットがローレベルのときスレーブインタフェースはリセットされます。 

また、MIEをセットするとこのビットがクリアされます。 

1 GCAE 0 R/W ジェネラルコールアクノリッジイネーブル 

スレーブがマスタからのジェネラルコールアドレスの送信に対しアクノリッ

ジを求められた場合、このビットを 1にセットする必要があります。 

0 FNA 0 R/W 強制非アクノリッジ 

スレーブ受信モードでこのビットのレベルがアクノリッジ信号として送信デ

バイスに送られます。このビットはデータパケットが受信されている間はク

リアされ、データ受信が終了するとセットされます。 

強制非アクノリッジはスレーブ受信中にマスタに送信されます。 

スレーブがデータパケットの最後のバイトデータを受信し終わるとアクノリ

ッジをドライブしないこと（nack）でマスタと通信を行います。nackを受け

取ったあとマスタはバス上にストップを発行します。このビットを設定して

もスレーブアドレスのアクノリッジには影響を与えません。 
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26.3.2 スレーブステータスレジスタ（ICSSR） 

スレーブステータスレジスタのステータスビット（ビット 0～4）は、0を書き込むとクリアされます。各ビッ

トは GCARビットと STMビットを除き、0を書き込むことによるリセットまで 1に保持されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W* R/W* R/W* R/W* R/W*

－ GCAR STM SSR SDE SDT SDR SAR

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 0 R リザーブビット 

書き込む値も常に 0にしてください。 

6 GCAR 0 R ジェネラルコールアドレス受信 

バスから受信したアドレスがジェネラルコールアドレス（00H）であるこ

とを示します。このステータスビットは割り込みを発生させません。 

SIEビットが 0または、SSRビットがセットされるとこのビットはハード

ウェアによって自動的に 0にクリアされます。SIEビットはスレーブコン

トロールレジスタのビット 2、SSRビットは本レジスタのビット 4です。 

5 STM 0 R スレーブ送信モード 

現在のスレーブ送信モードが読み出しか書き込みかを示します。1のとき

書き込みで 0のとき読み出しです。このステータスビットは割り込みを発

生させません。 

SIEビットが 0または、SSRビットがセットされるとこのビットはハード

ウェアによって自動的に 0にクリアされます。SIEビットはスレーブコン

トロールレジスタのビット 2、SSRビットは本レジスタのビット 4です。 

4 SSR 0 R/W* スレーブストップ受信 

ストップがバス上に出力されました。ストップビットの期間中で SDAの立

ち上がりエッジのあとこのステータスビットがアクティブになります。 

3 SDE 0 R/W* スレーブデータエンプティ 

送信データがシフトレジスタにロードされました。データバイト送信の開

始時、ICTXDレジスタの内容は、バスへデータ送信可能状態のシフトレジ

スタにロードされます。本ステータスビットは、このロードが行われ

ICTXDレジスタが再びレディ状態になったことを示します。また、このス

テータスビットは最初のデータビットの前に SCLの立ち下がりエッジで

アクティブになります。シングルバッファモード時には、このビットは

ICTXDレジスタに新しいデータを書き込むごとにリセットする必要があ

ります。スレーブ送信サイクルのスタートになってもこのビットがセット

されたままの場合スレーブはバスを停止するために SCLをローレベルに

保持するからです。 

2 SDT 0 R/W* スレーブデータ送信 

バイトデータがバス上に送信されました。このビットは最後のデータビッ

トの期間中で SCLの立ち下がりエッジのあとアクティブになります。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 SDR 0 R/W* スレーブデータ受信 

バイトデータをバスから受信しました。データは受信データレジスタ内に

ありレディ状態です。このビットは最後のデータビットの期間中で SCLの

立ち下がりエッジのあとアクティブになります。シングルバッファモード

時には、データが ICRXDレジスタから読み出された後、このビットをリ

セットする必要があります。 

SDBSがセットされると、受信データレジスタがデータパケットを受信開

始してから SDRがクリアされるまで SCLはローレベルに保持されます。 

0 SAR 0 R/W* スレーブアドレス受信 

スレーブがバス上に自分のアドレスを認識したことを示します（このアド

レスはスレーブアドレスレジスタで定義されます）。スレーブコントロー

ルレジスタのジェネラルコールアクノリッジイネーブルビットが有効な場

合、本ステータスビットはバス上のアドレスがジェネラルコールアドレス

の場合もセットされます。この場合、このレジスタの GCARビットでゼネ

ラルコールアドレスが区別できます。STMビットはアクセスが読み出し

（ハイレベル）か書き込み（ローレベル）かを示します。このステータス

ビットは、最後のアドレスビットの期間中で SCLの立ち下がりエッジのあ

とアクティブになります。ソフトウェアがこのステータスビットをリセッ

トするまで、ACKの開始時にスレーブは SCLをローレベルに保持します。 

【注】 * 読み出し／書き込み可能です。0を書き込むとビットは初期化されますが、1の書き込みは無視されます。 
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26.3.3 スレーブ割り込みイネーブルレジスタ（ICSIER） 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － SSRE SDEE SDTE SDRE SARE

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

書き込む値も常に 0にしてください。 

4 SSRE 0 R/W スレーブストップ受信割り込みイネーブル 

0：SSR割り込みの発生を禁止 

1：SSR割り込みの発生を許可 

3 SDEE 0 R/W スレーブデータエンプティ割り込みイネーブル 

0：SDE割り込みの発生を禁止 

1：SDE割り込みの発生を許可 

2 SDTE 0 R/W スレーブデータ送信割り込みイネーブル 

0：SDT割り込みの発生を禁止 

1：SDT割り込みの発生を許可 

1 SDRE 0 R/W スレーブデータ受信割り込みイネーブル 

0：SDR割り込みの発生を禁止 

1：SDR割り込みの発生を許可 

0 SARE 0 R/W スレーブアドレス受信割り込みイネーブル 

0：SAR割り込みの発生を禁止 

1：SAR割り込みの発生を許可 
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26.3.4 スレーブアドレスレジスタ（ICSAR） 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ SADDO[6:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 0 R リザーブビット 

書き込む値も常に 0にしてください。 

6～0 SADD0[6:0] すべて 0 R/W スレーブアドレス 

I2Cバス上でスレーブに割り付けられた固有の 7ビットアドレスです。スレ

ーブインタフェースは、データパケット送信の始めにスレーブアドレスと

して送信される最初の 7ビットと、このアドレスが一致するかどうかを確

認します。 
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26.3.5 マスタコントロールレジスタ（ICMCR） 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 － － 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MDBS FSCL FSDA OBPC MIE TSBE FSB ESG

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 MDBS 0 R/W マスタデータバッファセレクト 

データバッファを選択します。データバッファには、ダブルバッファモー

ドとシングルバッファモードの 2つのモードがあります。 

このビットをクリアするとダブルバッファが選択されます。受信モード時

に、両方のバッファがフルで MDRがクリアされていない間は SCLがロー

レベルに保持され、MDRがクリアされると SCLのローレベルが解除され

ます。 

このビットをセットするとシングルバッファが選択されます。 

受信データレジスタがデータパケットを受信してからMDRがクリアされ

るまで SCLがローレベルに保持されます。 

0：ダブルバッファモード 

1：シングルバッファモード 

6 FSCL － R/W 強制 SCL 

強制 SCLは IIC_SCL端子の状態を制御します（読み出しは IIC_SCL端子

の状態を反映します）。OBPCがセットされるとこのビットが直接バス上

の SCLを制御します。 

IIC_SCL端子の値をそのまま反映しているので、読み出しサイクル中のこ

のビットのレベル（リセットレベルも含む）も IIC_SCLのレベルによって

変化します。 

5 FSDA － R/W 強制 SDA 

強制 SDAは IIC_SDA端子の状態を制御します（読み出しは I2Cバスのビ

ジー状態を反映します）。OBPCがセットされるとこのビットが直接バス

上の SDAを制御します。 

読み出しサイクル中のこのビットのレベル（リセットレベルも含む）は、

I2Cバスのビジー状態を示します。1は I2Cバスがビジーであることを、0

はビジーでないことを示します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 OBPC 0 R/W オーバライドバス端子コントロール 

このビットをセットするとこのレジスタの FSDAと FSCLが直接 SDAと

SCLを制御します。テスト用です。 

3 MIE 0 R/W マスタインタフェースイネーブル 

このビットをセットするとマスタインタフェースが有効になります。 

2 TSBE 0 R/W スタートバイト送信イネーブル 

このビットをセットすると各スタート、リスタート発行後、バス上にスタ

ートバイト（H'01）をマスタが送信します。スタートバイトは I2Cバスイ

ンタフェース対応の動作周波数の低いマイコンとインタフェースをとるた

めに使用されます。 

1 FSB 0 R/W バス上への強制ストップ 

このビットをセットすると現在の転送の終了時にマスタがバス上にストッ

プを発行します。ESGもセットされた場合、マスタは直ちにスタートを発

行し新しいデータパケットの送信を開始します。ESGがセットされない場

合、マスタはアイドル状態になります。 

0 ESG 0 R/W イネーブルスタート生成 

このビットをセットすると、マスタはデータパケットの送信を開始します。

ESGがセットされたときにバスがアイドル状態だった場合、マスタはスタ

ートをバス上に発行し、その後スレーブアドレスを発行します。マスタが

転送中に ESGがセットされた場合、マスタは転送中のデータバイトの終了

時にスレーブアドレスを発行する前にリスタートを発行します。データパ

ケットを送信する場合、ソフトウェアはスレーブアドレスが送信されてか

らこのビットをリセットする必要があります。リセットしない場合、各送

信終了後にリスタートが発行されます。 
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26.3.6 マスタステータスレジスタ（ICMSR） 

マスタステータスレジスタのステータスビット（ビット 0～6）は、0を書き込むことでクリアされます。各ビ

ットは 0を書き込んでリセットされるまで 1に保持されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W*

－ MNR MAL MST MDE MDT MDR MAT

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 0 R リザーブビット 

書き込む値も常に 0にしてください。 

6 MNR 0 R/W* マスタ Nack受信 

このビットがセットされると、マスタがアドレスまたはデータ送信に対

する nackを受信したことを示します（nackはアクノリッジサイクル中に

バス上の SDAがハイレベルであることです）。 

5 MAL 0 R/W* マスタアービトレーションロスト 

マルチマスタシステムではこのビットがセットされるとマスタはバス上

の他のマスタに対するアービトレーションを失ったことを示します。 

このときMIEはリセットされマスタインタフェースは無効になります。 

4 MST 0 R/W* マスタストップ送信 

このビットがセットされるとマスタがバス上にストップを送信したこと

を示します。ストップはコントロールレジスタの強制ストップビットを

設定した結果またはスレーブ受信データパケット期間中のスレーブから

受信している nackで送信することができます。 

3 MDE 0 R/W* マスタデータエンプティ 

データバイト送信開始時、送信データレジスタの内容はバスに送信可能

状態のシフトレジスタにロードされます。 

このビットがセットされるとこのロードが行われ送信データレジスタが

再びレディ状態になったことを示します。 

マスタ送信モードでは、MDEビットは、スレーブアドレスが送信された

後にMATビットがセットされるときと同じタイミングでもセットされま

す。このとき ICMCRの ESGビットがクリアされた後でMDEとMATビ

ットをクリアしてください。クリアするとデータ送信が再開されます。 

2 MDT 0 R/W* マスタデータ送信 

バイトデータがバス上のスレーブに送信されました。このステータスビ

ットは最後のデータビット期間中に SCLの立ち下がりエッジ後アクティ

ブになります。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 MDR 0 R/W* マスタデータ受信 

バイトデータがバスから受信され受信データレジスタがレディ状態になり

ました。このステータスビットは最後のデータビット期間中に SCLの立ち

下がりエッジ後アクティブになります。シングルバッファモード時には、

受信データレジスタからデータが読み出されたあと、このステータスビッ

トをリセットする必要があります。 

MDBSがセットされると、受信データレジスタがデータパケットを受信開

始してからMDRがクリアされるまで SCLはローレベルに保持されます。 

マスタ受信モードでは、MDRビットは、スレーブアドレスが送信された後

にMATビットがセットされるときと同じタイミングでもセットされます。

このとき、ICMCRの ESGビットがクリアされた後で、MDRとMATビッ

トをクリアしてください。クリアすると、データ受信がスタートされます。 

0 MAT 0 R/W* マスタアドレス送信 

スレーブアドレスのバイトデータパケットがマスタによって送信されまし

た。このビットはアドレスの ackビット期間中で SCL立ち下がりエッジ後

にアクティブになります。 

【注】 * 読み出し／書き込み可能です。0を書き込むとビットは初期化されますが、1の書き込みは無視されます。 
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26.3.7 マスタ割り込みイネーブルレジスタ（ICMIER） 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ MNRE MALE MSTE MDEE MDTE MDRE MATE

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 0 R リザーブビット 

書き込む値も常に 0にしてください。 

6 MNRE 0 R/W マスタ Nack受信割り込みイネーブル 

0：MNR割り込みの発生を禁止 

1：MNR割り込みの発生を許可 

5 MALE 0 R/W マスタアービトレーションロスト割り込みイネーブル 

0：MAL割り込みの発生を禁止 

1：MAL割り込みの発生を許可 

4 MSTE 0 R/W マスタストップ送信割り込みイネーブル 

0：MST割り込みの発生を禁止 

1：MST割り込みの発生を許可 

3 MDEE 0 R/W マスタデータエンプティ割り込みイネーブル 

0：MDE割り込みの発生を禁止 

1：MDE割り込みの発生を許可 

2 MDTE 0 R/W マスタデータ送信割り込みイネーブル 

0：MDT割り込みの発生を禁止 

1：MDT割り込みの発生を許可 

1 MDRE 0 R/W マスタデータ受信割り込みイネーブル 

0：MDR割り込みの発生を禁止 

1：MDR割り込みの発生を許可 

0 MATE 0 R/W マスタアドレス送信割り込みイネーブル 

0：MAT割り込みの発生を禁止 

1：MAT割り込みの発生を許可 
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26.3.8 マスタアドレスレジスタ（ICMAR） 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

SADD1[6:0] STM1

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～1 SADD1[6:0] すべて 0 R/W スレーブアドレス 

このビットはマスタが通信しようとするスレーブのアドレスです。 

0 STM1 0 R/W スレーブ転送モード 

このビットはスレーブが動作しようとしているモードを示します。 

このビットはスレーブの動作モード（送信または受信）を、マスタから送

信されたスレーブアドレス（SADD1）と一致する外部スレーブデバイスに

設定します。スレーブデバイスは受信した STM1の値によってハードウェ

アが自動的に送信／受信を設定します。 

このビットがセットされると読み出し、クリアされると書き込みになりま

す。 
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26.3.9 クロックコントロールレジスタ（ICCCR） 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

SCGD[5:0] CDF[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～2 SCGD[5:0] すべて 0 R/W SCLクロック生成分周 

マスタモードで動作しているときは、SCGDを分周比として内部クロック

周波数から SCLクロックが生成されます。スレーブモードにおいても、デ

ータオーバフローでバスを停止させるためSCLをローレベルに保持してい

るときは内部クロックからのクロック生成により動作します。このため

SCGDはマスタとスレーブのいずれのモードにおいてもプログラムする必

要があります。周波数の関係を以下に示します。 

式 2 SCLレート計算 

SCL freq = IICck /（20 + SCGD ∗ 8）    IICck：IIC内部クロック周波数 

CPUのレートと 2種類の I2Cバスのスピードに対して推奨する CDFと

SCGDの値を表 26.4に示します。 

1、0 CDF[1:0] すべて 0 R/W クロック分周要素 

I2Cバスインタフェースモジュール内のほとんどのブロックで使用される

内部クロックは周辺のクロックを分周したものです。IICの内部クロックは

CDFを分周比として周辺クロックから生成されます。 

式 1 IIC内部クロック周波数計算 

IICck＝Pck0 /（1 + CDF）   Pck0：周辺クロック 

バス上の SCLに対する SDAのセットアップとホールドタイムの最小値を

満たすようにしてください。 

クロック周波数は、グリッチフィルタが I2Cファーストモード仕様に述べ

られているとおり 50nsまでのグリッチに対して動作するようにしてくだ

さい。 

【注】CDFはクロック周波数（IICck）が 20MHz未満になるような値にし

てください。 

 

表 26.4 CDFと SCGDの推奨値* 

100KHz 400KHz SCL freq 

 

周辺クロック周波数（Pck0） 

CDF SCGD CDF SCGD 

66.7 MHz 3 19 3 3 

 誤差 -3.05% -5.26% 

【注】 * SCLレートにおける推奨値です。 
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26.3.10 受信／送信データレジスタ（ICRXD/ICTXD） 

本レジスタを読み出したときと書き込みしたときは、物理的には別のレジスタにアクセスしています。データ

が送信されるときは TXDを使用して、シフトレジスタのデータがロードされます。I2Cバスからシフトレジスタ

にデータを受信したときは、データは RXDにロードされます。 

• 受信データレジスタ（ICRXD） 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

RXD[7:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 RXD[7:0] すべて 0 R 読み出し受信データ 

マスタまたはスレーブによって受信されるデータ 

 

• 送信データレジスタ（ICTXD） 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
W W W W W W W W

TXD[7:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 TXD[7:0] すべて 0 W 書き込み送信データ 

マスタまたはスレーブによって送信されるデータ 
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26.4 動作説明 

26.4.1 データとクロックフィルタ 

これらのブロックは I2Cバスから入力される信号のグリッチを取り除きます。取り除くグリッチの幅は 1クロッ

クまでです（内部クロック周波数の詳細はクロックコントロールレジスタを参照してください）。これはファー

ストモード I2Cバスレート（400KHz）の仕様ですが低速モードの仕様に違反するものではありません。 

また、これらのブロックは内部クロックに対してバス信号の再同期も行います。 
 

26.4.2 クロックジェネレータ 

クロックジェネレータは 2つの機能を持ちます。1つめは、マスタまたはスレーブインタフェースのコマンドに

従って SCL I2Cバスクロックを生成することです。2つめは、フィルタやマスタ、スレーブインタフェースで使用

される内部クロックを制御することです。このクロックはフィルタやマスタ、スレーブインタフェースのレジス

タのクロックイネーブル信号として動作します。 
 

26.4.3 マスタ／スレーブインタフェース 

これらのインタフェースは独立で並行に動作します。マスタインタフェースは I2Cバス上のアドレスとデータの

転送を制御します。スレーブインタフェースは I2Cバスを監視し、設定されたアドレスがバス上に出力されると転

送に参加します。どちらのインタフェースも独立にコントロール／ステータスレジスタと通信します。割り込み

は 1本のみで、I2Cバスインタフェースモジュールから出力されます。発生源はマスタかスレーブのどちらかにな

ります。 
 

26.4.4 ソフトウェアステータスインターロック 

I2Cバスインタフェースモジュールへのソフトウェアインタフェースをできるだけ強固でシンプルにするため、

いくつかの連動させたステータスをマスタインタフェースとスレーブインタフェースの動作に組み込んでいます。

このステータスビットを以下に示します。 
 

（1） MDRと SDR 

データを受信するとMDRと SDRはセットされます。受信データレジスタを読み出したあとはステータスをク

リアしてください。MDRと SDRがセットされているときにデータを受信すると、ハードウェアは受信データレ

ジスタにまだ読み出されていないデータがあることを認識して自動的に SCLをローレベルに保持し、データ転送

を一時停止します。この場合、受信データを読み出した後にステータスをクリアすることで転送は再開されます。 

データを連続して受信するときは、受信データレジスタを読み出したあと必ずMDRと SDRのステータスをク

リアしてください。 
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（2） MDEと SDE 

スレーブまたはマスタが、データ（送信データレジスタのデータ）を I2Cバス上に送信する段階になってもMDE

と SDEステータスビットがセットされている場合、MDEと SDEがリセットされるまで SCLはローレベルに保持

される必要があります。MDEと SDEがセットされることで、現在送信データレジスタに保持されているデータ

はすでに I2Cバスに送信されたことを示します。 

次のデータバイトの送信が可能な状態になった送信データレジスタに書き込むとき、ソフトウェアはこのステ

ータスビットをクリアする必要があります。ただし、この操作はバス上に送信される最初のバイトデータには必

要ありません。 
 

（3） MAL 

マスタがアービトレーションを失ったとき、マスタステータスレジスタのMALビットがセットされマスタコン

トロールレジスタのMIEビットがリセットされます。このときマスタモードは無効になり I2Cバスインタフェー

スはスレーブモードになります。マスタの動作を再開する場合、マスタからのデータ転送はMALビットがクリア

されてから開始されます。 
 

（4） SAR 

SARステータスビットは、スレーブが、自分のアドレスが I2Cバス上に出力されたことを認識したときにセッ

トされます。このときスレーブインタフェースは、SARステータスビットがリセットされるまで SCLをローレベ

ルに保持します。 

これはスレーブの送信がバスに対して行われようとしているときは特に重要です。スレーブは送信データレジ

スタからデータを送信します。ソフトウェアは SARステータスに対して、送信データレジスタに要求されるデー

タを書き込み、その後 SARビットをリセットするという応答を行います。これによりスレーブインタフェースは

アクセスを続けることができます。 

スレーブがデータを受信しようとしている場合、ソフトウェアが受信データレジスタから前のアクセスでロー

ドされたデータをまだ読み出しているということがあります。新しいアクセスがまだ受信データレジスタにある

有効なデータを上書きしてしまう可能性があります。しかし、SARステータスビットを使うことでこれを回避す

ることができます。ソフトウェアが受信データレジスタのすべてのデータの読み出しを終了してから SARビット

をリセット（SARがセットされていた場合）すると、受信データレジスタの上書きを避けられます。 
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26.4.5 I2Cバスデータフォーマット 

図 26.2に I2Cバスインタフェースのバスタイミングを示します。また、表 26.5に図 26.2の記号の意味を示し

ます。 

PS

IIC_SCL 1–7

ACK

IIC_SDA

98

ACK

1–7 8 9 1–7 8 9

R/W ACK データデータアドレス

スタート条件 ストップ条件  

図 26.2 I2Cバスタイミング 

表 26.5 I2Cバスデータフォーマットの記号説明 

記号 説   明 

S 開始条件を示します。マスタデバイスは、SCLがハイレベルの状態で SDAをハイレベルからローレ

ベルに変化させます。 

SLA スレーブアドレスを示します。マスタデバイスがスレーブデバイスを選択します。 

R/W 送受信の方向を示します。1のときスレーブデバイスからマスタデバイスへ、0のときマスタデバイ

スからスレーブデバイスへデータを転送します。 

A データアクノリッジを示します。受信デバイスが SDAをローレベルにします。スレーブデバイスは

マスタ送信モードではデータアクノリッジを返します。 

DATA 送受信データを示します。データ長は 8ビットでMSBから転送されます。 

P 停止状態を示します。マスタデバイスは、SCLがハイレベルの状態で SDAをローレベルからハイレ

ベルに変化させます。 
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26.4.6 7ビットアドレスフォーマット 

図 26.3にマスタからスレーブデバイスへのデータ転送フォーマット（マスタデータ送信フォーマット）を示し

ます。図 26.4にマスタデバイスがスレーブデバイスからの 2番目とそれ以降のバイトデータを読み出すデータ転

送フォーマット（マスタデータ受信フォーマット）を示します。 

マスタからスレーブ

スレーブからマスタ

A＝アクノリッジ（SDAがローレベル）
A＝非アクノリッジ（SDAがハイレベル）
S＝スタート条件
P＝ストップ条件

0（書き込み）

S スレーブアドレス A PA/Aデータ データR/W A

転送されるデータ
（nバイト＋アクノリッジ）

：

：
 

図 26.3 マスタデータ送信フォーマット 

1（読み出し）

S スレーブアドレス A PA/Aデータ データR/W A

転送されるデータ
（nバイト＋アクノリッジ）

 

図 26.4 マスタデータ受信フォーマット 

図 26.5に、1回の転送中にデータ転送の方向が変わる複合転送フォーマットを示します。1回目の転送で方向

が変わるときは再送コマンド（Sr）、スレーブアドレス、R/Wが送信されます。この場合 R/Wは 1回目の転送方

向と逆の方向が設定されています。再送コマンドは、マスタコントロールレジスタのイネーブルスタート生成ビ

ットがセットされているときに送信または受信の最後でマスタが発行します。 

読み出しまたは
書き込み

Sr＝反復スタート条件

読み出しまたは
書き込み

転送方向は
この時点で変化します。

【注】* データの転送方向とアクノリッジビットはR/Wビットの設定に依存します。

S スレーブアドレス Sr PA/AデータAR/WR/W A データ A/A スレーブアドレス

（n バイト
+ACK.）*

（n バイト
+ACK.）*

 

図 26.5 マスタ転送の複合転送フォーマット 

【注】 * 反復スタート条件：IIC_SCLが Highで、IIC_SDAを Lowにしたときにスタートします。 
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26.4.7 10ビットアドレスフォーマット 

マスタモードでサポートする 10ビットアドレス転送フォーマットについて説明します。 

このフォーマットは 7ビットアドレス転送フォーマット同様に 3種類の転送方法があります。 

図 26.6にデータ転送フォーマットを示します。マスタアドレスレジスタに設定された値は 1回目の転送条件（S）

の後に 1バイトで出力されます。送信データレジスタ（TXD）に設定された値は 2番目のバイトでスレーブアド

レスとして転送されます。3バイト目とそれ以降のデータ転送は 7ビットアドレスデータ送信と同じ方法で行われ

ます。 

0（書き込み）

スレーブアドレス A2 PA/Aデータ データR/W A

転送されるデータ
（nバイト＋アクノリッジ）

A1スレーブアドレスS

2バイト目1バイト目7ビット

1 1 1 1 0 X X

 

図 26.6 10ビットアドレスデータ送信フォーマット 

図 26.7にデータ受信フォーマットを示します。 

データ受信フォーマットで 2バイトのアドレスの送信は前述のデータ送信と同様に行われます。その後、再送

条件（Sr）が送信され、アドレスレジスタに設定された値が送信されます。このとき、STM1は 1（受信モード）

である必要があります。データ転送は 7ビットアドレス受信フォーマットと同様に行われます。 

0（書き込み）

スレーブアドレスR/W A1スレーブアドレスS

2バイト目1バイト目7ビット

1 1 1 1 0 X X

SLAVE ADDRESS A3 Aデータ データA

転送されるデータ
（nバイト＋アクノリッジ）

Sr

1バイト目7ビット

PR/Wスレーブアドレス

1 1 1 1 0 X X

1（読み出し）

A2

 

図 26.7 10ビットアドレスデータ受信フォーマット 

図 26.8にデータ送信／受信複合フォーマットを示します。 

データ送信／受信複合フォーマットでは、データは最初の 2バイトでアドレスが送信された後データが送信さ

れます。その後、再送条件（Sr）がストップ条件（P）の代わりに送信されます。Sr送信後の手順は通常のデータ

受信フォーマットと同様に行われます。 
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0（書き込み）

スレーブアドレスR/W A1スレーブアドレスS

2バイト目1バイト目7ビット

1 1 1 1 0 X X

SLAVE ADDRESS A3 Aデータ データA

転送されるデータ

Sr

1バイト目7ビット

PR/Wスレーブアドレス

1 1 1 1 0 X X

1（読み出し）

A2 A/Aデータ データA

転送されるデータ

 

図 26.8 10ビットアドレスデータ送信／受信複合フォーマット 

26.4.8 マスタ送信動作 

マスタ送信モードでの送信手順と動作を以下に示します。図 26.9にマスタ送信モードのタイミングチャートを

示します。マスタコントロールレジスタのMDBSビットをセットすることにより、IICはシングルバッファモー

ドで動作します。 
 

1. 初期状態では、スレーブアドレス、送信データ、送信スピードに従ってクロックコントロールレジスタとマ

スタ割り込みイネーブルレジスタを設定してください。マスタモードが使用されているときでもスレーブモ

ードは要求されるので、スレーブアドレスレジスタにデバイスのアドレスを設定してください。 

また、マスタコントロールレジスタのMDBSとスレーブコントロールレジスタのSDBSは動作途中では変更し

ないでください。動作途中でこれらのビットを変更すると誤動作することがあります。 

2. マスタコントロールレジスタのFSDAビットを監視してください。このビットがローレベルであることを確

認してください。これは他のI2Cデバイスがバスを使用していないことを意味します。確認後、マスタコント

ロールレジスタのMIEビットとESGビットをセットしてマスタ送信を開始します。 

3. 送信開始条件、スレーブアドレス、データ送信方向を示す信号が送信された後、マスタステータスレジスタ

のMATビットとMDEビットによる割り込みが図26.9の（1）に示されるタイミングで生成されます。このと

きESGをクリアしてください。マスタデバイスは、データ送信を一時停止するために、MDEビットがクリア

されるまでSCLをローレベルにします。 

4. SARによる割り込みが図26.9の（3）に示されるタイミングで生成されます。スレーブデバイスのIRQ処理が

遅れた場合、スレーブデバイスはデータ送信を一時停止するためにSCLの期間を延ばします（図26.9の（7）

に示されるタイミング）。スレーブデバイスは9番目のクロックでSDAをローレベルにしてACKを返します。 

5. データ転送は8ビットにACKの1ビットを加えたもの、つまり9ビットを単位として行います。MDE（ビット3）

による割り込みは、データ転送前の9番目のクロック（図26.9の（2）に示されるタイミング）のときに生成

されます。MDT（ビット2）による割り込みは、1バイトのデータ転送後の8番目のクロック（図26.9の（4）

に示されるタイミング）のときに生成されます。転送データを設定したあとMDEをクリアしてください。ス

レーブデバイスのSDR（スレーブデータ受信）による割り込みは、8番目のクロック（図26.9の（6）に示さ
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れるタイミング）のときに生成されます。スレーブデバイスが受信データをリードしたあとIIC_SDRをクリ

アしてください。この処理が遅れた場合、スレーブデバイスはデータ送信を一時停止するためにIIC_SCLの

期間を延ばします（図26.9の（8）に示されるタイミング）。 

6. データ転送を終了させるために、マスタステータスレジスタのMNR（ビット6）による割り込みが、スレー

ブデバイスからのACKが1（Nack）のとき9番目のクロックで生成されます（図26.9の（5）に示されるタイ

ミング）。マスタデバイスはこのNackを受信し、データ転送終了条件を出力します。マスタデバイスでデー

タ送信が終了したとき、マスタコントロールレジスタのFSB（ビット1）をセットして一時停止条件を出力し

てください。IICモジュールはバイトデータの最終ビットの送信または受信が完了するとFSBの値を取り込

み、ストップ状態になります。そのため、あらかじめ決まったバイト数のデータ転送のあと通信を終了させ

るには、最終バイトデータの転送開始前にFSBが設定されている必要があります。 

7. FSBは最終バイトデータが転送される前に設定される必要があります。そこでマスタ送信モード時には、最

終バイトデータが設定されたあとMST（マスタストップ送信）を割り込みまたはポーリングでチェックしま

す。また同時にMNR（マスタNACK受信）をチェックし、NACKが返された場合は最終バイトデータを再送

信するためにエラールーチンに進みます。 

 

図 26.9のタイミング（1）～（6）は、クロックの立ち下がりエッジ後に生成されます。 
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図 26.9 データ転送モード動作タイミング 

 

26.4.9 マスタ受信動作 

マスタ受信モードでのデータ受信手順と動作を以下に示します。図 26.10にマスタデータ受信モードのタイミ

ングチャートを示します。マスタコントロールレジスタのMDBSビットをセットすることにより、IICはシング

ルバッファモードで動作します。 
 

1. マスタデータ受信モードでは、スレーブアドレスとデータ転送方向を示す1バイトの信号については、動作は

マスタデータ転送モードと同様です。しかし、このときデータ転送方向は1（受信）を選択してください。 
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2. スレーブデバイスは、データ転送方向を示す信号によって自動的にデータ転送モードになり、マスタデバイ

スからのIIC_SCLクロックに同期して、1バイトデータの送信を行います。マスタデバイスは8番目のクロッ

ク（図26.10の（2）に示されるタイミング）でMDR（ビット1）の割り込みを生成します。マスタデバイス

が受信データを読み出した後、MDRビットをクリアしてください。この割り込み処理が遅れた場合、マスタ

デバイスはデータ送信を一時停止するためにSCLの期間を伸ばします（図26.10の（3）に示されるタイミン

グ）。 

3. スレーブデバイスは、8番目のクロック（図26.10の（2）に示されるタイミング）で1バイトのデータ転送の

最後を示すSDT（ビット2）による割り込みを生成します。また、9番目のクロック（図26.10の（1）に示さ

れるタイミング）でデータエンプティを示すSDE（ビット3）による割り込みを生成します。スレーブ送信デ

ータをTXDに書き込んだ後、SDEをクリアしてください。 

4. 転送を終了するために、マスタデバイスのマスタコントロールレジスタのFSB（ビット1）をセットして出力

一時停止を出力してください。IICモジュールはバイトデータの最終ビットの送信または受信が完了すると、

FSBの値を取り込んでストップ状態になります。そのため、あらかじめ決まったバイト数のデータ転送のあ

と通信を終了させるには、最終バイトデータの転送開始前にFSBが設定されている必要があります。最終バ

イトの受信後、マスタレシーバは受信トランザクションを完了しますが、もし最終バイトデータが正しくな

いとき、プロトコルレイヤはスレーブ送信側に再送信が必要なことを通知します。 

 

図 26.10のタイミング（1）～（3）は、クロックの立ち下がりエッジ後に生成されます。 
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図 26.10 データ受信モード動作タイミング 
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26.5 プログラム例 

26.5.1 マスタ送信 

I2Cバスにデータパケットを送信するマスタインタフェースの設定をするためには、以下の手順に従ってくださ

い。 

（1） クロックコントロールレジスタのロード 

1. SCLクロック分周（SCGD）にH'03を設定 

（SCL周波数が400KHz） 

2. クロック分周比にH'3を設定 

（周辺クロックが66.7MHz、I2C内部クロックIICckが16.7MHz） 

（2） マスタコントロールレジスタ、1番目のデータバイトとアドレスのロード 

1. マスタアドレスレジスタにアクセスしているスレーブのアドレスとSTM1ビット（書き込みモードは0）を設

定 

2. 送信データレジスタに送信される1番目のデータバイトを設定 

3. マスタコントロールレジスタにH'89を設定 

（MDBS＝1、MIE＝1、ESG＝1） 

（3） アドレスの出力待ち 

1. マスタデバイスのイベント（マスタステータスレジスタのMATビットとMDEビットによる割り込み）待ち。 

2. マスタコントロールレジスタにH'88を設定（マスタデバイスは、データ送信を一時停止するために、MDEビ

ットがクリアされるまでIIC_SCLをローレベルにします。） 

1バイトのみ送信する場合はマスタコントロールレジスタにH'8Aを設定（ストップの生成が有効） 

これにより1バイト送信したらすぐにストップを生成 

3. MATビットをリセット 

（4） データバイトの送信経過を監視 

1. マスタデバイスのイベント（マスタステータスレジスタのMDEビット）待ち 

2. 送信データレジスタに次のデータバイトを設定 

3. MDEビットをリセット 

最終送信バイトの設定後MDEをクリアします。最終送信バイト送信開始後、MDEが発生します。そのMDE

をクリアする前に、マスタコントロールレジスタにH'8Aを設定してください。 

（強制ストップビットをセット） 
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（5） 送信終了待ち 

1. マスタデバイスのイベント（マスタステータスレジスタのMSTビット）待ち 

2. MNR（Master NACK received）を確認後、MSTをリセット 

 

26.5.2 マスタ受信 

I2Cバスのデータパケットを受信するマスタインタフェースの設定をするためには、以下の手順に従ってくださ

い。 

（1） クロックコントロールレジスタのロード 

1. SCLクロック分周（SCGD）にH'03を設定 

（SCL周波数が400KHz） 

2. クロック分周比（CDF）にH'3を設定 

（周辺クロックが66.7MHz、IIC内部クロックIICckが16.7MHz） 

 

（2） マスタコントロールレジスタとアドレスのロード 

1. マスタアドレスレジスタにアクセスしているスレーブのアドレスとSTM1ビット（読み出しモードは1）を設

定 

2. マスタコントロールレジスタにH'89を設定 

（MDBS＝1、MIE＝1、ESG＝1） 

 

（3） アドレスの出力待ち 

1. マスタデバイスのイベント（マスタステータスレジスタのMATビットとMDRビットによる割り込み）待ち。 

2. マスタコントロールレジスタにH'88を設定（マスタデバイスは、データ受信を一時停止するために、MDRビ

ットがクリアされるまでSCLをローレベルにします。） 

1バイトのみ送信する場合はマスタコントロールレジスタにH'8Aを設定（ストップの生成が有効） 

これにより1バイト受信したらすぐにストップを生成する。 

3. MATビットをリセット 

 

（4） データバイトの受信経過を監視 

1. マスタデバイスのイベント（マスタステータスレジスタのMDRビット）待ち 

2. 受信データレジスタからデータ読み出し 

次のデータバイトがスレーブデバイスによって送信される（最終-1）バイトのデータバイトの場合、その最

終-1バイトの受信割り込みすなわちMDR割り込みに対して 
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3. マスタコントロールレジスタに8Ahを設定 

（強制ストップビットを設定） 

4. MDRビットをリセット 

 

（5） 受信終了待ち 

1. 最終バイトの受信割り込み（MDR）の処理、すなわちデータを引き抜きMDRをクリア 

2. マスタデバイスのイベント（マスタステータスレジスタのMST）待ち 

3. MSTをリセット 

 

26.5.3 マスタ送信－リスタート－マスタ受信 

I2Cバスにデータパケットを送信し、リスタートを発行し、スレーブからデータを読み出すマスタインタフェー

スの設定をするためには、以下の手順に従ってください。 

（1） クロックコントロールレジスタのロード 

1. SCLクロック分周（SCGD）にH'03を設定 

（SCL周波数が400KHz） 

2. クロック分周比（CDF）にH'3を設定 

（周辺クロックが66.7MHz、IIC内部クロックIICckが16.7MHz） 

 

（2） マスタコントロールレジスタとアドレスのロード 

1. マスタアドレスレジスタにアクセスしているスレーブのアドレスとSTM1ビット（書き込みモードは0）を設

定 

2. マスタコントロールレジスタにH'89を設定 

（MDBS＝1、MIE＝1、ESG＝1） 

 

（3） アドレスの出力待ち 

1. マスタデバイスのイベント（マスタステータスレジスタのMATビットとMDEビットによる割り込み）待ち。 

2. マスタアドレスレジスタにアクセスしているスレーブのアドレスとSTM1ビット（読み出しモードは1）を設

定 

マスタコントロールレジスタのイネーブルスタート生成ビットがまだセットされているときは送信の最後で

マスタはリスタートを発行します。新しいアドレスが上述のとおりロードされているので、バスの方向が変

えられます。 

3. MATビットをリセット 
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（4） アドレスの出力待ち 

1. マスタデバイスのイベント（マスタステータスレジスタのMATビットとMDRビットによる割り込み）待ち。 

2. マスタコントロールレジスタにH'88を設定 

（マスタデバイスはデータ受信を一時停止するために、MDRビットがクリアされるまでIIC_SCLをローレベ

ルにします。） 

3. MATビットをリセット 

 

（5） データバイトの受信経過を監視 

1. マスタデバイスのイベント（マスタステータスレジスタのMDRビット）待ち 

受信データレジスタからデータ読み出し 

次のデータバイトがスレーブデバイスによって送信される（最終-1）バイトのデータバイトの場合、その最

終-1バイトの受信割り込みすなわちMDR割り込みに対して 

2. マスタコントロールレジスタにH'8Aを設定 

（強制ストップビットを設定） 

3. MDRビットをリセット 

 

（6） 受信終了待ち 

1. 最終バイトの受信割り込み（MDR）の処理、すなわちデータを引き抜きMDRをクリアする 

2. マスタデバイスのイベント（マスタステータスレジスタのMSTビット）待ち 

3. MSTビットをリセット 
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27. FIFO内蔵シリアルコミュニケーション 
インタフェース（SCIF） 

本 LSIは、2チャネルの FIFOバッファ内蔵のシリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF：Serial 

Communication Interface with FIFO）を内蔵しています。SCIFは、調歩同期式とクロック同期式の 2方式でシリア

ル通信ができます。 

送受信に FIFOバッファをおのおの 64段内蔵しており、効率の良い高速連続通信を行うことができます。チャ

ネル 0、1は、モデムコントロール機能（RTS、CTS）を内蔵しています。 

27.1 特長 

SCIFには次のような特長があります。 
 

• 調歩同期式モード 

キャラクタ単位で同期をとる調歩同期方式でシリアルデータの通信を行います。Universal Asynchronous 

Receiver/Transmitter（UART）やAsynchronous Communication Interface Adapter（ACIA）など標準の調歩同期式

通信用LSIとのシリアルデータ通信ができます。 

シリアルデータ通信フォーマットを8種類のフォーマットから選択できます。 

データ長：7ビット、または8ビット 

ストップビット長：1ビット、または2ビット 

パリティ：偶数パリティ、奇数パリティ、またはパリティなし 

受信エラーの検出：パリティエラー、フレーミングエラー、オーバランエラーを検出 

ブレークの検出：フレーミングエラーが発生し、引き続き1フレーム長以上スペース0（ローレベル）の場合、

ブレークを検出します。また、フレーミングエラー発生時にSCIF0_RXD、SCIF1_RXD端

子のレベルをシリアルポートレジスタ（SCSPTR）から直接読み出すことによってもブレ

ークを検出できます。 

• クロック同期式モード 

クロックに同期してシリアルデータ通信を行います。クロック同期式通信機能を持つ他のLSIとのシリアルデ

ータ通信ができます。シリアルデータ通信フォーマットは1種類です。 

データ長：8ビット 

受信エラーの検出：オーバランエラーを検出 
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• 全二重通信が可能 

独立した送信部と受信部を備えているので、送信と受信を同時に行うことができます。また送信部および受

信部ともに64段のFIFOバッファ構造になっているのでシリアルデータの連続送信、連続受信ができます。 

• データの送受信はLSBが先頭（LSB First） 

• 内蔵ボーレートジェネレータにより任意のビットレートを選択可能 

• クロックソース：ボーレートジェネレータからの内部クロック、またはSCIF0_SCK、SCIF1_SCK端子からの

外部クロックから選択可能 

• 4種類の割り込み要因 

送信FIFOデータエンプティ、ブレーク、受信FIFOデータフル、受信エラーの4種類の割り込み要因があり、

それぞれ独立に要求することができます。 

• 送信FIFOデータエンプティ時と受信FIFO内に受信データがあるとき、DMA転送要求を出すことにより、DMA

コントローラ（DMAC）を起動させてデータの転送を行うことができます。 

• SCIFを使用しないときは、消費電力低減のためSCIFに対してクロックの供給を止めて動作を停止させること

ができます。 

• 調歩同期式モードにおいてモデムコントロール機能（SCIF0_RTS、SCIF1_RTS、SCIF0_CTS、SCIF1_CTS）

を内蔵しています。 

• 送受信FIFOレジスタ内のデータ数および受信FIFOレジスタ内の受信データの受信エラー数を知ることがで

きます。 

• 調歩同期式モードにおいて、受信時、タイムアウトエラー（DR）を検出できます。 
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図 27.1に SCIFのブロック図を、図 27.2～図 27.6に I/Oポートのブロック図を示します。本 LSIは 2チャネル

あります。図 27.1、図 27.4～図 27.6では、チャネルを省略して説明しています。 

モジュールデータバス

【記号説明】
SCRSRn
SCFRDRn
SCTSRn
SCFTDRn
SCSMRn
SCSCRn
SCFSRn

：レシーブシフトレジスタ
：レシーブFIFOデータレジスタ
：トランスミットシフトレジスタ
：トランスミットFIFOデータレジスタ
：シリアルモードレジスタ
：シリアルコントロールレジスタ
：シリアルステータスレジスタ

SCBRRn
SCSPTRn
SCFCRn
SCTFDRn
SCRFDRn
SCLSRn
SCRERn

：ビットレートレジスタ
：シリアルポートレジスタ
：FIFOコントロールレジスタ
：トランスミットFIFOデータ数レジスタ
：レシーブFIFOデータ数レジスタ
：ラインステータスレジスタ
：シリアルエラーレジスタ

TXIn
RXIn
ERIn
BRInSCIF_RTS

SCIF_CTS

SCIF_SCK

SCIF_TXD

SCIF_RXD

Pck0

Pck0/64

Pck0/4
Pck0/16

【注】 n ＝ 0～1

SCFRDRn
（64段）

SCRSRn

SCFTDRn
（64段）

SCTSRn

SCTFDRn
SCRFDRn
SCFCRn
SCFSRn
SCSCRn

SCSPTRn

SCLSRn
SCSMRn SCBRRn

パリティ発生

パリティチェック

送受信コントロール

ボーレート 
ジェネレータ

クロック

外部クロック

SCIF

バ
ス
イ
ン
タ
フ
ェ
l
ス

周
辺
バ
ス

SCRERn

 

図 27.1 SCIFのブロック図 
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SCIFの I/Oポートのブロック図を図 27.2～図 27.6に示します。 

リセット

周辺バス

SPTRW

D7RQ D
RTSIO

C

リセット

SPTRW

D6RQ D
RTSDT

C

SPTRR

SPTRW

SCIF_RTS 

SCIF_RTS信号

：SCSPTR書き込み
SPTRR：SCSPTR読み出し

【注】  *  SCFCRのMCEビットで、SCIF_RTS端子の機能をモデムコントロールに設定する信号です。

モデムコントロール
イネーブル信号*

 

図 27.2 SCIF_RTS端子 

SPTRW：SCSPTR書き込み
SPTRR：SCSPTR読み出し

【注】  *  SCFCRのMCEビットで、SCIF_CTS端子の機能をモデムコントロールに設定する信号です。

SPTRW

SPTRR

SPTRW

SCIF_CTS 

SCIF_CTS信号

モデムコントロールイネーブル信号*

周辺バス

リセット

D5RQ D
CTSIO

C

リセット

D4RQ D
CTSDT

C

 

図 27.3 SCIF_CTS端子 
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SCIF_SCK

クロック出力イネーブル信号 *

シリアルクロック出力信号 *

シリアルクロック入力信号 *

シリアル入力イネーブル信号 *

SPTRR

SPTRW：SCSPTR書き込み
SPTRR：SCSPTR読み出し

周辺バス

【注】  * SCSMRのC/AビットおよびSCSCRのCKE0、CKE1ビットで、SCIF_SCK端子の機能を内部クロック出力、
または外部クロック入力に設定する信号です。

SPTRW

SPTRW

リセット

D3RQ D
SCKIO

C

リセット

D2RQ D
SCKDT

C

 

図 27.4 SCIF_SCK端子 

周辺バス

SCIF_TXD

SPTRW ：SCSPTR書き込み

送信イネーブル信号

シリアル送信データ

SPTRW

SPTRW

リセット

D1RQ D
SPB2IO

C

リセット

D0RQ D
SPB2DT

C

 

図 27.5 SCIF_TXD端子 
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周辺バス

SCIF_RXD

SPTRR

シリアル受信データ

SPTRR：SCSPTR読み出し  

図 27.6 SCIF_RXD端子 

27.2 入出力端子 

SCIFの端子構成を表 27.1に示します。各チャネルとも端子の機能は同じですので、本文中ではチャネルを省

略して説明しています。 
 

表 27.1 SCIFの端子構成 

チャネル 端子名 機能 入出力 説   明 

SCIF0_SCK シリアルクロック端子 入出力 クロック入出力 

SCIF0_RXD 受信データ端子 入力 受信データ入力 

SCIF0_TXD 送信データ端子 出力 送信データ出力 

SCIF0_CTS モデムコントロール端子 入出力 送信可 

0 

SCIF0_RTS モデムコントロール端子 入出力 送信要求 

SCIF1_SCK シリアルクロック端子 入出力 クロック入出力 

SCIF1_RXD 受信データ端子 入力 受信データ入力 

SCIF1_TXD 送信データ端子 出力 送信データ出力 

SCIF1_CTS モデムコントロール端子 入出力 送信可 

1 

SCIF1_RTS モデムコントロール端子 入出力 送信要求 

【注】 SCIFの動作設定を SCSMRの C/Aビット、SCSCRの TE、RE、CKE1、CKE0ビットおよび SCFCRのMCEビットで

行うことにより、シリアル端子として機能します。ブレーク状態の送出、検出は、SCIFの SCSPTRによって行うこと

ができます。 
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27.3 レジスタの説明 
SCIFのレジスタ構成を表 27.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 27.3に示します。

各チャネルともレジスタの構成は同じですので、本文中ではチャネルを省略して説明しています。 
 

表 27.2 レジスタ構成 

チャネル 名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

シリアルモードレジスタ 0 SCSMR0 R/W H'FFE0 0000 H'1FE0 0000 16 

ビットレートレジスタ 0 SCBRR0 R/W H'FFE0 0004 H'1FE0 0004 8 

シリアルコントロールレジスタ 0 SCSCR0 R/W H'FFE0 0008 H'1FE0 0008 16 

トランスミット FIFOデータレジスタ 0 SCFTDR0 W H'FFE0 000C H'1FE0 000C 8 

シリアルステータスレジスタ 0 SCFSR0 R/W*1 H'FFE0 0010 H'1FE0 0010 16 

レシーブ FIFOデータレジスタ 0 SCFRDR0 R H'FFE0 0014 H'1FE0 0014 8 

FIFOコントロールレジスタ 0 SCFCR0 R/W H'FFE0 0018 H'1FE0 0018 16 

トランスミット FIFOデータ数レジスタ 0 SCTFDR0 R H'FFE0 001C H'1FE0 001C 16 

レシーブ FIFOデータ数レジスタ 0 SCRFDR0 R H'FFE0 0020 H'1FE0 0020 16 

シリアルポートレジスタ 0 SCSPTR0 R/W H'FFE0 0024 H'1FE0 0024 16 

ラインステータスレジスタ 0 SCLSR0 R/W*2 H'FFE0 0028 H'1FE0 0028 16 

0 

シリアルエラーレジスタ 0 SCRER0 R H'FFE0 002C H'1FE0 002C 16 

シリアルモードレジスタ 1 SCSMR1 R/W H'FFE0 8000 H'1FE0 8000 16 

ビットレートレジスタ 1 SCBRR1 R/W H'FFE0 8004 H'1FE0 8004 8 

シリアルコントロールレジスタ 1 SCSCR1 R/W H'FFE0 8008 H'1FE0 8008 16 

トランスミット FIFOデータレジスタ 1 SCFTDR1 W H'FFE0 800C H'1FE0 800C 8 

シリアルステータスレジスタ 1 SCFSR1 R/W*1 H'FFE0 8010 H'1FE0 8010 16 

レシーブ FIFOデータレジスタ 1 SCFRDR1 R H'FFE0 8014 H'1FE0 8014 8 

FIFOコントロールレジスタ 1 SCFCR1 R/W H'FFE0 8018 H'1FE0 8018 16 

トランスミット FIFOデータ数レジスタ 1 SCTFDR1 R H'FFE0 801C H'1FE0 801C 16 

レシーブ FIFOデータ数レジスタ 1 SCRFDR1 R H'FFE0 8020 H'1FE0 8020 16 

シリアルポートレジスタ 1 SCSPTR1 R/W H'FFE0 8024 H'1FE0 8024 16 

ラインステータスレジスタ 1 SCLSR1 R/W*2 H'FFE0 8028 H'1FE0 8028 16 

1 

シリアルエラーレジスタ 1 SCRER1 R H'FFE0 802C H'1FE0 802C 16 

【注】 *1 ビット 7～4、1、0はフラグをクリアするための 0書き込みのみ可能です。 

 *2 ビット 0はフラグをクリアするための 0書き込みのみ可能です。 
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表 27.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

スリープ チャネル 名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット  

スタンバイ 

シリアルモードレジスタ 0 SCSMR0 H'0000 H'0000 保持 保持 

ビットレートレジスタ 0 SCBRR0 H'FF H'FF 保持 保持 

シリアルコントロールレジスタ 0 SCSCR0 H'0000 H'0000 保持 保持 

トランスミット FIFOデータレジスタ 0 SCFTDR0 不定 不定 保持 保持 

シリアルステータスレジスタ 0 SCFSR0 H'0060 H'0060 保持 保持 

レシーブ FIFOデータレジスタ 0 SCFRDR0 不定 不定 保持 保持 

FIFOコントロールレジスタ 0 SCFCR0 H'0000 H'0000 保持 保持 

トランスミット FIFOデータ数レジスタ 0 SCTFDR0 H'0000 H'0000 保持 保持 

レシーブ FIFOデータ数レジスタ 0 SCRFDR0 H'0000 H'0000 保持 保持 

シリアルポートレジスタ 0 SCSPTR0 H'0000*1 H'0000*1 保持 保持 

ラインステータスレジスタ 0 SCLSR0 H'0000 H'0000 保持 保持 

0 

シリアルエラーレジスタ 0 SCRER0 H'0000 H'0000 保持 保持 

シリアルモードレジスタ 1 SCSMR1 H'0000 H'0000 保持 保持 

ビットレートレジスタ 1 SCBRR1 H'FF H'FF 保持 保持 

シリアルコントロールレジスタ 1 SCSCR1 H'0000 H'0000 保持 保持 

トランスミット FIFOデータレジスタ 1 SCFTDR1 不定 不定 保持 保持 

シリアルステータスレジスタ 1 SCFSR1 H'0060 H'0060 保持 保持 

レシーブ FIFOデータレジスタ 1 SCFRDR1 不定 不定 保持 保持 

FIFOコントロールレジスタ 1 SCFCR1 H'0000 H'0000 保持 保持 

トランスミット FIFOデータ数レジスタ 1 SCTFDR1 H'0000 H'0000 保持 保持 

レシーブ FIFOデータ数レジスタ 1 SCRFDR1 H'0000 H'0000 保持 保持 

シリアルポートレジスタ 1 SCSPTR1 H'0000*2 H'0000*2 保持 保持 

ラインステータスレジスタ 1 SCLSR1 H'0000 H'0000 保持 保持 

1 

シリアルエラーレジスタ 1 SCRER1 H'0000 H'0000 保持 保持 

【注】 *1 ビット 2、0は不定です。 

 *2 ビット 6、4、2、0は不定です。 
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27.3.1 レシーブシフトレジスタ（SCRSR） 

SCRSRは、シリアルデータを受信するためのレジスタです。 

SCIFは、SCRSRに RXD端子から入力されたシリアルデータを LSB（ビット 0）から受信した順にセットし、

パラレルデータに変換します。1バイトのデータ受信を終了すると、データは自動的に SCFRDRへ転送されます。 

SCRSRは、CPUから直接読み出し／書き込みできません。 
 

01234567

－－－－－－－－
－－－－－－－－

ビット：

初期値：

R/W：  
 

27.3.2 レシーブ FIFOデータレジスタ（SCFRDR） 

SCFRDRは、受信したシリアルデータを格納する 8ビット長の 64段 FIFOレジスタです。 

SCIFは、1バイトのシリアルデータの受信が終了すると、SCRSRから SCFRDRへ受信したシリアルデータを

転送して格納し、受信動作を完了します。この後、SCRSRは受信可能になり、SCFRDRがいっぱいになる 64バ

イトデータまで連続した受信動作が可能です。 

SCFRDRは、読み出し専用レジスタですので CPUから書き込むことはできません。 

また、SCFRDRに受信データがない状態で読み出した値は不定値になります。SCFRDR内の受信データがいっ

ぱいになると、以降のシリアルデータは失われます。 
 

－

ビット：

初期値：

R/W：

01234567

RRRRRRRR
－－－－－－－

 
 

27.3.3 トランスミットシフトレジスタ（SCTSR） 

SCTSRは、シリアルデータを送信するためのレジスタです。 

SCIFは、SCFTDRから送信データをいったん SCTSRに転送し、LSB（ビット 0）から順に TXD端子に送り出

すことでシリアルデータ送信を行います。1バイトのデータ送信を終了すると自動的に SCFTDRから SCTSRへ次

の送信データを転送し、送信を開始します。 

SCTSRは、CPUから直接読み出し／書き込みできません。 
 

01234567

－－－－－－－－
－－－－－－－－

ビット：

初期値：

R/W：  
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27.3.4 トランスミット FIFOデータレジスタ（SCFTDR） 

SCFTDRは、シリアル送信するデータを格納する 8ビット長の 64段 FIFOレジスタです。 

SCIFは、送信データが SCFTDRに書き込まれたとき、SCTSRが空ならば、SCFTDRに書き込まれた送信デー

タを SCTSRに転送してシリアル送信を開始します。 

SCFTDRは、書き込み専用レジスタですので CPUから読み出すことはできません。SCFTDR内の送信データが

64バイトでいっぱいのときは次のデータを書き込むことはできません。書き込んだデータは無視されます。 
 

－－－－－－－－

ビット：

初期値：

R/W：

01234567

WWWWWWWW  
 

27.3.5 シリアルモードレジスタ（SCSMR） 

SCSMRは、SCIFのシリアル通信フォーマットの設定と、ボーレートジェネレータのクロックソースを選択す

るための 16ビットのレジスタです。 

SCSMRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。 
 

0

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000

CKS[1:0]－STOPO/EPECHRC/A－－－－－－－ －

R/WR/WRR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 C/A 0 R/W コミュニケーションモード 

SCIFの動作モードを調歩同期式モードまたはクロック同期式モードのい

ずれかから選択します。 

0：調歩同期式モード 

1：クロック同期式モード 

6 CHR 0 R/W キャラクタレングス 

調歩同期式モードのデータ長を 7ビット／8ビットデータのいずれかから

選択します。クロック同期式モードでは、CHRの設定にかかわらず、デー

タ長は 8ビットデータ固定です。7ビットデータを選択した場合、SCFTDR

のMSB（ビット 7）は送信されません。 

0：8ビットデータ 

1：7ビットデータ 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 PE 0 R/W パリティイネーブル 

調歩同期式モードでは、送信時にパリティビットの付加を、受信時にパリ

ティビットのチェックを行うかどうかを選択します。クロック同期式モー

ドでは、PEビットの設定にかかわらずパリティビットの付加およびチェ

ックは行いません。 

0：パリティビットの付加、およびチェックを禁止 

1：パリティビットの付加、およびチェックを許可* 

【注】* PEビットに 1をセットすると送信時には、O/Eビットで指定し

た偶数、または奇数パリティを送信データに付加して送信しま

す。受信時には、受信したパリティビットが O/Eビットで指定

した偶数、または奇数パリティになっているかどうかをチェック

します。 

4 O/E 0 R/W パリティモード 

パリティの付加やチェックを偶数パリティ、または奇数パリティのいずれ

で行うかを選択します。O/Eビットの設定は、調歩同期式モードで PEビ

ットに 1を設定しパリティビットの付加やチェックを許可したときのみ有

効になります。クロック同期式モードや、調歩同期式モードでパリティの

付加やチェックを禁止している場合には、O/Eビットの指定は無効です。 

0：偶数パリティ 

1：奇数パリティ 

偶数パリティに設定すると送信時には、パリティビットと送信キャラクタ

を合わせて、その中の 1の数の合計が偶数になるようにパリティビットを

付加して送信します。受信時には、パリティビットと受信キャラクタを合

わせて、その中の 1の数の合計が偶数であるかどうかをチェックします。 

奇数パリティに設定すると送信時には、パリティビットと送信キャラクタ

を合わせて、その中の 1の数の合計が奇数になるようにパリティビットを

付加して送信します。受信時には、パリティビットと受信キャラクタを合

わせて、その中の 1の数の合計が奇数であるかどうかをチェックします。 

3 STOP 0 R/W ストップビットレングス 

調歩同期式モードでのストップビットの長さを 1ビット／2ビットのいず

れかから選択します。ストップビットの設定は調歩同期式モードでのみ有

効です。クロック同期式モードに設定した場合にはストップビットは付加

されませんので、このビットの設定は無効です。 

0：1ストップビット*1 

1：2ストップビット*2 

なお受信時には、STOPビットの設定にかかわらず、受信したストップビ

ットの 1ビット目のみをチェックします。ストップビットの 2ビット目が

1の場合はストップビットとして扱いますが、0の場合は次の送信キャラ

クタのスタートビットとして扱います。 

【注】*1 送信時には、送信キャラクタの最後尾に 1ビットの 1（ストッ

プビット）を付加して送信します。 

*2 送信時には、送信キャラクタの最後尾に 2ビットの 1（ストッ

プビット）を付加して送信します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 CKS[1:0] すべて 0 R/W クロックセレクト 

内蔵ボーレートジェネレータへの入力クロックを選択します。CKS1、

CKS0ビットの設定で Pck0、Pck0/4、Pck0/16、Pck0/64の 4種類から選

択できます。 

選択したクロックと、ビットレートレジスタの設定値、およびボーレート

の関係については、「27.3.8 ビットレートレジスタ（SCBRR）」

を参照してください。 

00：Pck0 

01：Pck0/4 

10：Pck0/16 

11：Pck0/64 

【注】Pck0：周辺クロック 0 

 

27.3.6 シリアルコントロールレジスタ（SCSCR） 

SCSCRは、SCIFの送信／受信動作、シリアルクロック出力、割り込み要求の許可／禁止、および送信／受信ク

ロックソースの選択を行うレジスタです。 

SCSCRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

－

01234567891011121315 14

000000000000000 0

CKE[1:0]－REIERETERIETIE－－－－－－－

R/WR/WRR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 TIE 0 R/W トランスミットインタラプトイネーブル 

SCFTDRから SCTSRへシリアル送信データが転送され、SCFTDR内のデ

ータ数が送信トリガ設定数以下になり、SCFSRの TDFEフラグが 1にセ

ットされたときに、送信 FIFOデータエンプティ割り込み（TXI）要求の発

生を許可／禁止します。 

TXIの解除は、SCFSRの TDFEフラグの 1を読み出した後、SCFTDRに

送信トリガ設定数より多い送信データを書き込み、SCFSRの TDFEフラ

グを 0にクリアするか、または TIEを 0にクリアすることで行うことがで

きます。 

0：送信 FIFOデータエンプティ割り込み（TXI）要求を禁止 

1：送信 FIFOデータエンプティ割り込み（TXI）要求を許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6 RIE 0 R/W レシーブインタラプトイネーブル 

SCFSRの RDFフラグまたは DRフラグが 1にセットされたときの受信デ

ータフル割り込み（RXI）要求、SCFSRの ERフラグが 1にセットされた

ときの受信エラー割り込み（ERI）要求、SCFSRの BRKフラグまたは

SCLSRのORERフラグが1にセットされたときのブレーク割り込み（BRI）

要求の発生を許可／禁止します。 

0：受信データフル割り込み（RXI）要求、および受信エラー割り込み（ERI）

要求、ブレーク割り込み（BRI）要求を禁止 

1：受信データフル割り込み（RXI）要求、および受信エラー割り込み（ERI）

要求、ブレーク割り込み（BRI）要求を許可 

【注】 RXI割り込み要求の解除は、SCFSRの RDFフラグまたは DRフ

ラグの 1を読み出した後で 0にクリアするか、RIEビットを 0に

クリアすることで行えます。ERI、BRI割り込み要求の解除は、

SCFSRの ER、BRK、SCLSRの ORERの各フラグで 1を読み出

した後、0にクリアするか、RIE、 REIEビットを 0にクリアする

ことで行えます。 

5 TE 0 R/W トランスミットイネーブル 

SCIFのシリアル送信動作の開始を許可／禁止します。 

TEビットが 1のときに、SCFTDRに送信データを書き込むとシリアル送

信を開始します。 

0：送信動作を禁止 

1：送信動作を許可* 

【注】* なお、TEビットを 1にセットする前に必ず SCSMR、SCFCRの

設定を行い、送信フォーマットを決定し、送信 FIFOをリセット

してください。 

4 RE 0 R/W レシーブイネーブル 

SCIFのシリアル受信動作の開始を許可／禁止します。 

REビットが 1のときに調歩同期式モードの場合はスタートビットを、ク

ロック同期式モードでは同期クロック入力をそれぞれ検出すると、シリア

ル受信を開始します。 

REビットを 0にクリアしても SCFSRの ER、BRK、FER、PER、RDF、

DR、SCLSRの ORERの各フラグは影響を受けず、状態を保持しますので

注意してください。 

この状態でスタートビットを検出すると、シリアル受信を開始します。 

0：受信動作を禁止 

1：受信動作を許可* 

【注】* なお、REビットを 1にセットする前に必ず SCSMR、SCFCR

の設定を行い、受信フォーマットを決定し、受信 FIFOをリセッ

トしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 REIE 0 R/W レシーブエラーインタラプトイネーブル 

受信エラー割り込み（ERI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求の発生を

許可／禁止します。ただし、REIEビットの設定は RIEビットが 0のとき

のみ有効です。 

受信エラー割り込み（ERI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求の解除は、

SCFSRの ER、BRK、SCLSRの ORERの各フラグで 1を読み出した後で

0にクリアするか、RIEと REIEビットを 0にクリアすることで行えます。

RIEを 0に設定しても、REIEを 1に設定すれば、ERI、BRI割り込み要求

は発生します。DMA転送時に ERI、BRI割り込み要求を割り込みコントロ

ーラへ通知したいときに設定します。 

0：受信エラー割り込み（ERI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求を

禁止 

1：受信エラー割り込み（ERI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求を

許可 

2 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 CKE[1:0] すべて 0 R/W クロックイネーブル 

SCIFのクロックソースの選択、および SCIF_SCK端子からのクロック出

力の許可／禁止を設定します。CKE1ビットと CKE0ビットの組み合わせ

によって SCIF_SCK端子をシリアルクロック出力端子にするか、またはシ

リアルクロック入力端子にするかが決まります。ただし CKE0ビットの設

定は、内部クロック動作（CKE1＝0）のときにのみ有効です。外部クロッ

ク動作（CKE1＝1）の場合は、CKE0ビットの設定は無効です。また、SCSMR

で SCIFの動作モードを決定する前に、必ず CKE1、CKE0ビットの設定を

してください。 

• 調歩同期式 

00：内部クロック／SCIF_SCK端子は SCSPTRの設定によりポートと

して使用可能 

01：内部クロック／SCIF_SCK端子はクロック出力*1 

1x：外部クロック／SCIF_SCK端子はクロック入力*2 

• クロック同期式 

0x：内部クロック／SCIF_SCK端子は同期クロック出力 

1x：外部クロック／SCIF_SCK端子は同期クロック入力 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 *1 出力クロックの周波数はビットレートの 16倍 

*2 入力クロックの周波数はビットレートの 16倍 
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27.3.7 シリアルステータスレジスタ（SCFSR） 

SCFSRは 16ビット長のレジスタで、SCIFの動作状態を示すステータスフラグです。 

SCFSRは常に CPUから読み出し／書き込みできます。ただし、ER、TEND、TDFE、BRK、RDF、DRの各フラ

グへ 1を書き込むことはできません。また、これらを 0にクリアするためには、あらかじめ 1を読み出しておく

必要があります。なお、FERフラグ、および PERフラグは読み出し専用であり、書き込むことはできません。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

－

01234567891011121315 14

000001100000000 0

DRRDFPERFERBRKTDFETENDER－－－－－－－

R/W*1R/W*1RRR/W*1R/W*1R/W*1R/W*1RRRRRRR R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 ER 0 R/W* レシーブエラー 

受信時にフレーミングエラー、パリティエラーが発生したことを示します。

SCSCRの REビットを 0にクリアしたときには、ERフラグは影響を受け

ず以前の状態を保持します。レシーブエラーが発生しても受信データは

SCFRDRに転送され、受信動作を続けます。SCFRDRから読み出すデー

タに受信エラーがあるかどうかは、SCFSRの FER、PERビットで判定で

きます。 

0：受信時にフレーミングエラーまたはパリティエラーが発生していない

ことを表示 

［クリア条件］ 

•パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

•ER＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき 

1：受信時にフレーミングエラーまたはパリティエラーが発生したことを

表示 

［セット条件］ 

• 受信終了時に受信データの最後尾のストップビットが 1であるかど

うかをチェックし、ストップビットが 0であったとき* 

• 受信時の受信データとパリティビットを合わせた 1の数がシリアル

モードレジスタ（SCSMR）の O/Eビットで指定した偶数／奇数パリ

ティの設定と一致しなかったとき 

【注】2ストップモードのときは、1ビット目のストップビットが 1である

かどうかのみを判定し、2ストップビット目のストップビットはチェ

ックしません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6 TEND 1 R/W* トランスミットエンド* 

送信キャラクタの最後尾ビットの送信後に SCFTDRに有効なデータがな

く、送信を終了したことを示します。 

0：送信中であることを表示 

［クリア条件］ 

• SCFTDRに送信データを書き込み、TENDフラグが 1の状態を読み

出した後、TENDフラグに 0を書き込んだとき 

• DMACで SCFTDRへデータを書き込んだとき 

1：送信を終了したことを表示 

［セット条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• SCSCRの TEビットが 0のとき 

• 1バイトのシリアル送信キャラクタの最後尾ビットの送信後に

SCFTDRに送信データがないとき 

5 TDFE 1 R/W* トランスミット FIFOデータエンプティ 

SCFTDRから SCTSRにデータ転送が行われ、SCFTDR内のデータ数が

SCFCRの TTRG1、TTRG0ビットで設定した送信トリガデータ数以下に

なり、SCFTDRに送信データを書き込むことが可能になったことを示しま

す。 

0：SCFTDR内の送信データ数が送信トリガ設定数より多いことを表示 

［クリア条件］ 

• TDFE＝1の状態を読み出した後、SCFTDRに送信トリガ設定数を超

える送信データを書き込み、0を書き込んだとき 

• DMACでSCFTDRに送信トリガ設定数を超えるデータを書き込んだ

とき 

1：SCFTDRの送信データ数が送信トリガ設定数以下であることを表示 

［セット条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• SCFTDRの送信データ数が送信動作によって送信トリガ設定数以下

になったとき* 

【注】 SCFTDRは 64バイトの FIFOレジスタですので TDFE＝1で書き込

むことができる最大データ数は、64－（送信トリガ設定数）になり

ます。これより多くデータを書き込んだ場合は無視されます。また、

SCFTDR内のデータ数は SCTFDRに示されます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 BRK 0 R/W* ブレーク検出 

受信データのブレーク信号を検出して示します。 

0：ブレーク信号を受信していないことを表示 

［クリア条件］ 

•パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

•BRK＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき 

1：ブレーク信号を受信したことを表示* 

［セット条件］ 

•フレーミングエラーを伴うデータを受信したとき、引き続き 1フレー

ム長以上スペース 0（ローレベル）の場合 

【注】ブレーク検出すると受信データ（H'00）の FIFOへの転送は停止しま

す。ブレークが終了し、受信信号がマーク 1に戻ると受信データの転

送が再開します。 

3 FER 0 R フレーミングエラー表示 

調歩同期式モードで、次に SCFRDRから読み出すデータにフレーミング

エラーがあったかどうかを表示します。 

0：次に SCFRDRから読み出す受信データにフレーミングエラーが発生

しなかったことを表示 

［クリア条件］ 

•パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

•次に SCFRDRから読み出す受信データにフレーミングエラーなし 

1：次に SCFRDRから読み出す受信データにフレーミングエラーが発生

したことを表示 

［セット条件］ 

•次に SCFRDRから読み出す受信データにフレーミングエラーあり 

2 PER 0 R パリティエラー表示 

調歩同期式モードで、次に SCFRDRから読み出すデータにパリティエラ

ーがあったかどうかを表示します。 

0：次に SCFRDRから読み出す受信データにパリティエラーが発生しな

かったことを表示 

［クリア条件］ 

•パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

•次に SCFRDRから読み出す受信データにパリティエラーなし 

1：次に SCFRDRから読み出す受信データにパリティエラーが発生して

いることを表示 

［セット条件］ 

•次に SCFRDRから読み出すデータにパリティエラーあり 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 RDF 0 R/W* レシーブ FIFOデータフル 

受信したデータが SCRSRから SCFRDRに転送され、SCFRDR内の受信

データ数が、SCFCRの RTRG1、RTRG0ビットで設定した受信トリガデ

ータ数以上になったことを示します。 

0：SCFRDR内の受信データ数が受信トリガ設定数より少ないことを表

示 

［クリア条件］ 

•パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

•RDF＝1を読み出した後、SCFRDR内の受信データ数が受信トリガ設

定数より少なくなるまで SCFRDRを読み出し、0を書き込んだとき 

•DMACで SCFRDR内の受信データ数が受信トリガ設定数より少なく

なるまで SCFRDRを読み出したとき 

1：SCFRDR内の受信データ数が受信トリガ設定数以上であることを表

示 

［セット条件］ 

•SCFRDRに受信トリガ設定数以上の受信データが格納されたとき* 

【注】SCFRDRは 64バイトの FIFOレジスタです。RDF＝1で少なくとも

受信トリガ設定数のデータを読み出すことができます。SCFRDRが

空の状態でデータを読み出すと不定値が読み出されます。なお

SCFRDR内の受信データ数は SCRFDRに示されます。 

0 DR 0 R/W* レシーブデータレディ 

調歩同期式モードでは、SCFRDRに受信トリガ設定数未満のデータがあ

り、かつ最後に受信したデータのストップビットから 15etu時間以上、次

のデータが来ないことを示します。クロック同期式モードに設定した場合

はセットされません。 

0：受信中または正常に受信完了して SCFRDRに受信データが残ってい

ないことを表示 

［クリア条件］ 

•パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

•DR＝1を読み出した後、SCFRDR内の受信データをすべて読み出し、

0を書き込んだとき 

•DMACで SCFRDR内の受信データをすべて読み出したとき 

1：次の受信データが来ないことを表示 

［セット条件］ 

• SCFRDRに受信トリガ設定数未満のデータがあり、かつ最後に受信し

たデータのストップビットから 15etu時間以上次のデータが来ない

とき* 

【注】8ビット長 1ストップビットフォーマット時の 1.5フレーム時間に相

当します。 

【記号説明】etu（Elementary Time Unit：1ビットの転送期間の略） 

【注】 * フラグをクリアするために 0を書き込むことのみ可能です。 

 



 

27. FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  27-19 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

27.3.8 ビットレートレジスタ（SCBRR） 

SCBRRは、SCSMRの CKS1、CKS0ビットで選択されるボーレートジェネレータの動作クロックと合わせて、

シリアル送信／受信のビットレートを設定する 8ビットのレジスタです。 

SCBRRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。 
 

SCBRRの設定値は以下の計算式で求められます。 

〔調歩同期式モード〕 
 

N ＝ ×106－1Pck0
64×22n－1×B  

 

〔クロック同期式モード〕 
 

N＝ ×106－1Pck0
8×22n－1×B  

 

B：ビットレート（bit/s） 

N：ボーレートジェネレータの SCBRRの設定値（0≦N≦255） 

Pck0：周辺モジュール用動作周波数（MHz） 

n：0、1、2、3 

（nとボーレートジェネレータ入力クロックの関係は、表 27.4を参照してください） 
 

表 27.4 SCSMRの設定値 

ボーレートジェネレータ SCSMRの設定値 n 

入力クロック CKS1 CKS0 

0 Pck0 0 0 

1 Pck0/4 0 1 

2 Pck0/16 1 0 

3 Pck0/64 1 1 

【注】調歩同期式モードのビットレート誤差は、以下の計算式で求められます。 

 

誤差（％）＝ －1      ×100
Pck0×106

（N + 1）×B×64×22n－1
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27.3.9 FIFOコントロールレジスタ（SCFCR） 

SCFCRは送信／受信の各 FIFOレジスタのリセット、およびトリガデータ数の設定を行うレジスタです。また

ループバックテストの許可ビットを含んでいます。 

SCFCRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

－

01234567891011121315 14

000000000000000 0

LOOPRFCLTFCLMCE*TTRG[1:0]RTRG[1:0]RSTRG[2:0]*－－－－

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRR R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～8 RSTRG[2:0]* すべて 0 R/W SCIF0_RTS出力アクティブトリガ 

SCFRDR内に格納された受信データ数が下に示すトリガ設定数以上にな

ったとき、SCIF0_RTS信号はハイレベルになります。 

000：63 

001：1 

010：8 

011：16 

100：32 

101：48 

110：54 

111：60 

7、6 RTRG[1:0] すべて 0 R/W レシーブ FIFOデータ数トリガ 

SCFSRの RDFフラグをセットする受信データ数を設定するビットです。 

SCFRDR内に格納された受信データ数が下に示すトリガ設定数以上にな

ったとき RDFフラグをセットします。 

00：1 

01：16 

10：32 

11：48 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5、4 TTRG[1:0] すべて 0 R/W トランスミット FIFOデータ数トリガ 

SCFSRの TDFEフラグをセットする未送信のデータ数を設定するビット

です。 

送信動作により SCFTDR内の送信データ数が、下に示すトリガ設定数以下

になったとき TDFEフラグをセットします。 

00：32（32） 

01：16（48） 

10：2（62） 

11：0（64） 

【注】（ ）内の値はフラグ発生時の SCFTDRの空き数を示します。 

3 MCE 0 R/W モデムコントロールイネーブル 

モデムコントロール信号 SCIF_CTS、SCIF_RTSを有効にします。クロッ

ク同期モードではMCEビットを常に 0にしてください。 

0：モデム信号を無効* 

1：モデム信号を有効 

【注】SCIF_CTSは入力値にかかわらず 0アクティブに、SCIF_RTS出力

も 0に固定します。 

2 TFCL 0 R/W トランスミット FIFOデータ数レジスタクリア 

トランスミット FIFOデータ数レジスタ内の送信データ数を 0にクリアし

ます。 

0：クリアしない* 

1：FIFOデータ数を 0にクリアする 

【注】パワーオンリセット、マニュアルリセット時にはリセット動作が行わ

れます。 

1 RFCL 0 R/W レシーブ FIFOデータ数レジスタクリア 

レシーブ FIFOデータ数レジスタ内の受信データ数を 0にクリアします。 

0：クリアしない* 

1：FIFOデータ数を 0にクリアする 

【注】パワーオンリセット、マニュアルリセット時にはリセット動作が行わ

れます。 

0 LOOP 0 R/W ループバックテスト 

送信出力端子（SCIF_TXD）と受信入力端子（SCIF_RXD）、SCIF_RTS

端子と SCIF_CTS端子を内部で接続し、ループバックテストを可能にしま

す。 

0：ループバックテストを禁止 

1：ループバックテストを許可 
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27.3.10 トランスミット FIFOデータ数レジスタ（SCTFDR） 

SCTFDRは、SCFTDR内に格納されている送信データ数を示す 16ビット長のレジスタです。 

SCTFDRは常に CPUから読み出すことができます。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

－

01234567891011121315 14

000000000000000 0

T[6:0]－－－－－－－－

RRRRRRRRRRRRRRR R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6～0 T[6:0] すべて 0 R SCFTDR内に格納されている未送信のデータ数を示します。 

H'00は送信データがないことを、H'40は SCFTDRに最大数（64バイト）

の送信データが格納されていることを示します。 

 

27.3.11 レシーブ FIFOデータ数レジスタ（SCRFDR） 

SCRFDRは、SCFRDR内に格納されている受信データ数を示す 16ビット長のレジスタです。SCRFDRは常に

CPUから読み出すことができます。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

－

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R[6:0]－－－－－－－－

RRRRRRRRRRRRRRR R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6～0 R[6:0] すべて 0 R SCFRDR内に格納されている受信データ数を示します。 

H'00は受信データがないことを、H'40は SCFRDRに最大数（64バイト）

の受信データが格納されていることを示します。 

 



 

27. FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  27-23 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

27.3.12 シリアルポートレジスタ（SCSPTR） 

SCSPTRは、常に CPUによる読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、SCIFの端子にマルチプレク

スされたポートの入出力およびデータを制御します。ビット 1、0によって RXD端子から入力データを読み出し、

TXD端子へ出力データを書き込むことができ、シリアル送受信のブレークを制御します。 

パワーオンリセット、マニュアルリセット時にビット 6、4、2、0を除いたすべてのビットが 0に初期化されま

す。ビット 6、4、2、0は不定です。モジュールスタンバイ時には初期化されません。シリアルポートを使用して

SCIF端子の値を読み出す場合、周辺クロックの 2サイクル前の値を読み出しますので注意してください。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

－

01234567891011121315 14

－0－0－0－00000000 0

SPB2 
DT

SPB2 
IO

SCK 
DT

SCK 
IO

CT
SDT*

CT
SIO*

RT
SDT*

RT
SIO*－－－－－－－

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 RTSIO 0 R/W シリアルポート SCIF_RTSポート入出力 

シリアルポートの SCIF_RTS端子の入出力を指定します。実際に

SCIF_RTS端子をポート出力端子として RTSDTビットで設定した値を出

力する場合は、SCFCRのMCEビットを 0に設定してください。 

0：SCIF_RTS端子に RTSDTビットの値を出力しないことを示します 

1：SCIF_RTS端子に RTSDTビットの値を出力することを示します 

6 RTSDT － R/W シリアルポート SCIF_RTSポートデータ 

シリアルポートの SCIF_RTS端子の入出力データを指定します。入力か出

力かは RTSIOビットで指定します。出力の場合、RTSDTビットの値が

SCIF_RTS端子に出力されます。RTSIOビットの値にかかわらず、RTSDT

ビットからは SCIF_RTS端子の値が読み出されます。パワーオンリセッ

ト、マニュアルリセット後の初期値は不定です。 

0：入出力データがローレベルであることを示します 

1：入出力データがハイレベルであることを示します 

5 CTSIO 0 R/W シリアルポート SCIF_CTSポート入出力 

シリアルポートの SCIF_CTS端子の入出力を指定します。実際に

SCIF_CTS端子をポート出力端子として CTSDTビットで設定した値を出

力する場合は、SCFCRのMCEビットを 0に設定してください。 

0：CTS端子に CTSDTビットの値を出力しないことを示します 

1：CTS端子に CTSDTビットの値を出力することを示します 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 CTSDT － R/W シリアルポート SCIF_CTSポートデータ 

シリアルポートの SCIF_CTS端子の入出力データを指定します。入力か出

力かは CTSIOビットで指定します。出力の場合、CTSDTビットの値が

SCIF_CTS端子に出力されます。CTSIOビットの値にかかわらず、CTSDT

ビットからは SCIF_CTS端子の値が読み出されます。パワーオンリセッ

ト、マニュアルリセット後の初期値は不定です。 

0：入出力データがローレベルであることを示します 

1：入出力データがハイレベルであることを示します 

3 SCKIO 0 R/W シリアルポートクロックポート入出力 

シリアルポートの SCIF_SCK端子の入出力を指定します。実際に

SCIF_SCK端子をポート出力端子として SCKDTビットで設定した値を出

力する場合は、SCSCRの CKE1、CKE0ビットを 0に設定してください。 

0：SCIF_SCK端子に SCKDTビットの値を出力しないことを示します 

1：SCIF_SCK端子に SCKDTビットの値を出力することを示します 

2 SCKDT － R/W シリアルポートクロックポートデータ 

シリアルポートの SCIF_SCK端子の入出力データを指定します。入力か出

力かは SCKIOビットで指定します。出力の場合、SCKDTビットの値が

SCIF_SCK端子に出力されます。SCKIOビットの値にかかわらず、SCKDT

ビットからは SCIF_SCK端子の値が読み出されます。 

パワーオンリセット、マニュアルリセット後の初期値は不定です。 

0：入出力データがローレベルであることを示します 

1：入出力データがハイレベルであることを示します 

1 SPB2IO 0 R/W シリアルポートブレーク入出力 

シリアルポートの SCIF_TXD端子の出力条件を指定します。実際に

SCIF_TXD端子をポート出力端子として SPB2DTビットで設定した値を

出力する場合は、SCSCRの TEビットを 0に設定してください。 

0：SCIF_TXD端子に SPB2DTビットの値を出力しないことを示します 

1：SCIF_TXD端子に SPB2DTビットの値を出力することを示します 

0 SPB2DT － R/W シリアルポートブレークデータ 

シリアルポートの SCIF_RXD端子の入力データおよび SCIF_TXD端子の

出力データを指定します。SCIF_TXD端子の出力条件は SPB2IOビットで

指定します。SCIF_TXD端子を出力に設定した場合、SPB2DTビットの値

が SCIF_TXD端子に出力されます。SPB2IOビットの値にかかわらず、

SPB2DTビットからは SCIF_RXD端子の値が読み出されます。パワーオ

ンリセット、マニュアルリセット後の初期値は不定です。 

0：入出力データがローレベルであることを示します 

1：入出力データがハイレベルであることを示します 
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27.3.13 ラインステータスレジスタ（SCLSR） 
 
ビット：

初期値：

R/W：

－

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ORER－－－－－－－－－－－－－－

R/W*1RRRRRRRRRRRRRR R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 ORER 0 R/W*1 オーバランエラー 

受信時にオーバランエラーが発生して異常終了したことを示します。 

0：受信中、または正常に受信を完了したことを表示*2 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• ORER＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき 

1：受信時にオーバランエラーが発生したことを表示*3 

［セット条件］ 

• SCFRDRが最大数（64バイト）のデータを受信した状態で次の

シリアル受信を完了したとき 

【注】 *1 フラブをクリアするために 0を書き込むことのみ可能です。 

 *2 SCSCRの REビットを 0にクリアしたときには、ORERフラグは影響を受けず以前の状態を保持します。 

 *3 SCFRDRではオーバランエラーが発生する前の受信データを保持し、後から受信したデータが失われます。さら

に、ORER＝1にセットされた状態で、以降のシリアル受信を続けることはできません。 
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27.3.14 シリアルエラーレジスタ（SCRER） 

SCRERは 16ビットのレジスタで、SCFRDR内のデータの受信エラー数を示します。SCRERは常に CPUから

読み出すことができます。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

－

01234567891011121315 14

000000000000000 0

FER[5:0]－－PER[5:0]－

RRRRRRRRRRRRRRR R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13～8 PER[5:0] すべて 0 R パリティエラー数 

SCFRDRに格納されている受信データでパリティエラーの発生している

データ数を示します。SCFSRの ERビットがセットされた後、PER5～

PER0に示される値がパリティエラー発生データ数を表示します。

SCFRDRの 64バイトの受信データすべてがパリティエラーをともなう場

合、PER5～PER0は 0を表示します。 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5～0 FER[5:0] すべて 0 R フレーミングエラー数 

SCFRDRに格納されている受信データでフレーミングエラーの発生して

いるデータ数を示します。 

SCFSRの ERビットがセットされた後、FER5～FER0で示される値がフ

レーミングエラーの発生しているデータ数を表示します。SCFRDRの 64

バイトの受信データすべてがフレーミングエラーをともなう場合、FER5

～FER0は 0を表示します。 
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27.4 動作説明 

27.4.1 概要 

SCIFは、キャラクタ単位で同期をとりながら通信する調歩同期式モードと、クロックパルスにより同期をとり

ながら通信するクロック同期式モードの 2方式でシリアル通信ができます。調歩同期式モードの動作については、

「27.4.2 調歩同期式モードの動作」を参照してください。 

送受信おのおのに 64段の FIFOバッファを内蔵しており、CPUのオーバヘッドを減らし、高速連続通信が可能

です。また、モデムコントロール信号として SCIF_RTS、SCIF_CTS信号を内蔵しています。 

送受信フォーマットの選択は、SCSMRで行います。これを表 27.5に示します。また、SCIFのクロックソース

は、SCSMRの C/Aビットおよび SCSCRの CKE1、CKE0ビットの組み合わせで決まります。これを表 27.6に示

します。 
 

（1） 調歩同期式モード 

• データ長：7ビット／8ビットから選択可能 

• データの送受信はLSBが先頭（LSB First） 

• パリティの付加および1ビット／2ビットのストップビットの付加を選択可能（これらの組み合わせにより送

信／受信フォーマット、およびキャラクタ長を決定） 

• 受信時にフレーミングエラー、パリティエラー、レシーブFIFOデータフル、オーバランエラー、レシーブデ

ータレディ、およびブレークの検出が可能 

• 送受信FIFOレジスタのおのおのの格納データ数を表示 

• SCIFのクロックソース：周辺クロック0（Pck0）／SCIF_SCK端子入力から選択可能 

周辺クロック0（Pck0）を選択した場合：SCIFはボーレートジェネレータのクロックで動作 

    （SCIF_SCK端子からビットレートの16倍の周波数でクロックを出力可能） 

SCIF_SCK端子入力を選択した場合：ビットレートの16倍の周波数でクロックを入力することが必要 

 （内蔵ボーレートジェネレータを使用しない） 

（2） クロック同期式モード 

• データ長：8ビットに固定 

• データの送受信はLSBが先頭（LSB First） 

• 受信時にオーバランエラーの検出が可能 

• SCIFのクロックソース：周辺クロック0（Pck0）／SCIF_SCK端子入力から選択可能 

周辺クロック0（Pck0）を選択した場合：SCIFはボーレートジェネレータのクロックで動作し、同期クロッ 

クを外部へ出力 

SCIF_SCK端子入力を選択した場合：入力同期クロックで動作（内蔵ボーレートジェネレータを使用しない） 
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表 27.5 SCSMRの設定値とシリアル送信／受信フォーマット 

SCSMRの設定値 SCIFの送信／受信フォーマット 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 3 ストップ 

C/A CHR PE STOP 

モード 

データ長 パリティビット 

ビット長 

0 1ビット 0 

1 

なし 

2ビット 

0 1ビット 

0 

1 

1 

8ビットデータ

あり 

2ビット 

0 1ビット 0 

1 

なし 

2ビット 

0 1ビット 

0 

1 

1 

1 

調歩同期式モード 

7ビットデータ

あり 

2ビット 

1 * * * クロック同期式モード 8ビットデータ なし なし 

【注】 * Don't care 

 

表 27.6 SCSMR、SCSCRの設定と SCIFのクロックソースの選択 

SCSMR SCSCRの設定 クロック 

ビット 7 ビット 1 ビット 0 ソース 

C/A CKE1 CKE0 

モード 

 

SCIF_SCK端子の機能 

0 SCIFは SCIF_SCK端子を使用しません 0 

1 

内部 

ビットレートの 16倍の周波数でクロックを出力 

0 

0 

1 

1 

調歩同期式モード 

外部 ビットレートの 16倍の周波数でクロックを入力 

0 0 

1 

内部 同期クロックを出力 

0 

1 

1 

1 

クロック同期式モード 

外部 同期クロックを入力 
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27.4.2 調歩同期式モードの動作 

調歩同期式モードは、通信開始を意味するスタートビットと通信終了を意味するストップビットとをデータに

付加したキャラクタを送信／受信し、1キャラクタ単位で同期をとりながらシリアル通信を行うモードです。 

SCIF内部では、送信部と受信部は独立していますので、全二重通信を行うことができます。また、送信部と受

信部がともに 64段の FIFOバッファ構造になっていて、送信／受信中にデータの読み出し／書き込みができるの

で、連続送信／受信が可能です。 

調歩同期式シリアル通信の一般的なフォーマットを図 27.7に示します。 

調歩同期式シリアル通信では、通常、通信回線はマーク状態（ハイレベル）に保たれています。SCIFは通信回

線を監視し、スペース（ローレベル）になったところをスタートビットとみなしてシリアル通信を開始します。 

シリアル通信の 1キャラクタは、スタートビット（ローレベル）から始まり、データ（LSBファースト：最下

位ビットから）、パリティビット（ハイ／ローレベル）、最後にストップビット（ハイレベル）の順で構成され

ています。 

調歩同期式モードでは、SCIFは受信時にスタートビットの立ち下がりエッジで同期化を行います。また、SCIF

はデータを 1ビット期間の 16倍の周波数で入出力するクロックの 8番目でサンプリングしますので、各ビットの

中央で通信データが取り込まれます。 

シリアル
データ

1 1

0

LSB MSB

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 0/1 1 1

アイドル状態 
（マーク状態）

送信／受信データ

通信データの1単位（キャラクタまたはフレーム）

ストップ
ビット

1ビット
または
2ビット

1ビット 1ビット
または
なし

7ビットまたは8ビット

スタート
ビット

パリティ
ビット

 

図 27.7 調歩同期式通信のデータフォーマット 

（8ビットデータ／パリティあり／2ストップビットの例） 
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（1） 送信／受信フォーマット 

設定可能な送信／受信フォーマットを、表 27.7に示します。 

送信／受信フォーマットは 8種類あり、SCSMRの設定により選択できます。 
 

表 27.7 シリアル送信／受信フォーマット（調歩同期式モード） 

1 2 3CHR PE STOP

STOP0 

0 

0 

0 

1 

1 

1 

1

0 

0 

1 

1 

0 

0 

1 

1

0 

1 

0 

1 

0 

1 

0 

1

4 5 6

シリアル送信／受信フォーマットとフレーム長

【記号説明】
S 
STOP 
P

：スタートビット
：ストップビット
：パリティビット

SCSMRの設定

7 8 9 10 11 12

S 8ビットデータ

STOPS 8ビットデータ STOP

STOPP

STOP STOP

S 8ビットデータ

S 8ビットデータ

S 7ビットデータ

S 7ビットデータ

S 7ビットデータ

S 7ビットデータ

P

STOP

STOP STOP

STOPP

STOP STOPP

 
 

（2） クロック 

SCIFの送受信クロックは、SCSMRの C/Aビットおよび SCSCRの CKE1、CKE0ビットの設定により、内蔵ボ

ーレートジェネレータの生成した内部クロックまたは SCIF_SCK端子から入力された外部クロックの 2種類から

選択できます。SCIFのクロックソースの選択については表 27.6を参照してください。 

外部クロックを SCIF_SCK端子に入力する場合には、使用するビットレートの 16倍の周波数でクロックを入力

してください。 

内部クロックで動作させるとき、SCIF_SCK端子からクロックを出力することができます。このとき出力され

るクロックの周波数はビットレートの 16倍です。 
 

（3） SCIFの初期化（調歩同期式） 

データの送信／受信前には、まず SCSCRの TEビット、および REビットを 0にクリアした後、以下の順で SCIF

を初期化してください。動作モードの変更、通信フォーマットの変更などの場合には必ず、TEビットおよび RE

ビットを 0にクリアしてから次の手順で変更を行ってください。 

1. TEビットを0にクリアすると、SCTSRが初期化されます。TE、REビットを0にクリアしても、SCFSR、SCFTDR

および、SCFRDRの内容は保持されますので注意してください。 
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2. TEビットの0クリアは、送信データをすべて送信しSCFSRのTENDフラグがセットされた後に行ってくださ

い。送信中でも0クリア可能ですが、送信中のデータは0クリア後、マーク状態になります。また再度TEビッ

トを1にセットして送信開始する前にSCFCRのTFCLビットをいったん1にセットしてSCFTDRをリセットし

てください。 

3. 外部クロックを使用している場合には、動作が不確実になりますので初期化を含めた動作中にクロックを止

めないでください。 

 

図 27.8に SCIFの初期化フローチャートの例を示します。 

初期化

終了

SCSCRのTE、REビットを0にクリア

SCFCRのTFCL、RFCLビットを
1にセット

SCSCRのCKE1、CKE0ビットを設定

SCSMRに送信／受信フォーマットを設定

SCBRRに値を設定

SCSCRのTE、REビットを1にセット、
およびTIE、RIE、REIEビットを設定

SCFCRのRTRG1,0、TTRG1,0、
MCEビットを設定し、TFCL、
RFCLビットを０にクリア

SCSCRにクロック選択を設定してください。

なお、TIE、RIE、TE、REは必ず0を設定してください。

SCSMRに送信／受信フォーマットを設定します。

SCBRRにビットレートに対応する値を書き込みます。

ただし、外部クロックを使用する場合には必要ありま

せん。

少なくとも1ビット期間待ってから、SCSCRのTEビット

またはREビットを1にセットします。また、TIE、RIE、

REIEビットを設定してください。

TE、REビットを設定することによりSCIF_TXD端子、

SCIF_RXD端子が使用可能となります。送信時にはマー

ク状態となり、受信時にはスタートビット待ちのアイ

ドル状態になります。

（1）

（2）

（3）

（4）
（TIE、RIE、TE、REビットは0） （1）

（2）

（3）

（4）

1ビット期間経過？

Yes

Wait

No

 

図 27.8 SCIFの初期化フローチャートの例 
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（4） シリアルデータ送信（調歩同期式） 

図 27.9にシリアル送信のフローチャートの例を示します。 

シリアルデータ送信は、SCIFを送信動作可能状態に設定した後、以下の手順を参考に行ってください。 

送信開始

TDFE = 1?

全データ送信？

Yes

No

No

No

Yes

Yes

TEND = 1?

No

Yes

ブレーク出力？

送信終了

SCFSRのTDFEビットを読み出し

SCFTDRに送信データを書き込み、
SCFSRのTDFE、TENDビットを0に
クリア

SCFSRのTENDビットを読み出し

SCSCRのTE

SPB2DTを0にクリア
SPB2IOを1にセット

ビットを0にクリア

（1）

（2）

（3）

SCIFの状態を確認して、送信データを書き込み：

SCFSRを読み出して、TDFEフラグが1であることを確

認した後、SCFTDRに送信データを書き込み、TDFE、

TENDビットを0にクリアします。

書き込み可能な送信データ数は64－（送信トリガ設定数）

になります。

シリアル送信の継続手順：

シリアル送信を続けるときには、TDFEフラグの1を読み

出して書き込み可能であることを確認した後にSCFTDR

にデータを書き込み、続いてTDFEフラグを0にクリアし

てください。

シリアル送信の終了時にブレークを出力：

シリアル送信時にブレークを出力するときには、

SCSPTRのSPB2DTビットを0にクリアし、SPB2IOビッ

トを1にセットした後にSCSCRのTEビットを0にクリア

してください。

なお、（1）および（2）では、SCTFDRに示される

SCFTDR内の送信データ数から書き込み可能なデータ数

を知ることができます。

（1）

（2）

（3）

 

図 27.9 シリアル送信のフローチャートの例 
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SCIFはシリアル送信時に以下のように動作します。 
 

1. SCIFは、SCFTDRにデータが書き込まれると、SCFTDRからSCTSRにデータを転送し、送信を開始します。

SCFTDRにはSCFSRのTDFEフラグが1であることを確認して送信データを書き込んでください。書き込み可

能なデータ数は少なくとも64－（送信トリガ設定数）です。 

2. SCFTDRからSCTSRへデータが転送され、送信を開始すると、SCFTDRに送信データがなくなるまで連続し

て送信動作を続けます。途中、SCFTDR内の送信データ数がSCFCRで設定した送信トリガ数以下になったと

き、TDFEフラグをセットします。このとき、SCSCRのTIEビットが1にセットされていると送信FIFOデータ

エンプティ割り込み（TXI）要求を発生します。 

 

シリアル送信データは、以下の順に SCIF_TXD端子から送り出されます。 

(a) スタートビット：1ビットの0が出力されます。 

(b) 送信データ：8ビットまたは7ビットのデータがLSBから順に出力されます。 

(c) パリティビット（偶数パリティ、または奇数パリティ）が出力されます。 

なお、パリティビットを出力しないフォーマットも選択できます。 

(d) ストップビット：1ビットまたは2ビットの1（ストップビット）が出力されます。 

(e) マーク状態：次の送信を開始するスタートビットを送り出すまで1を出力し続けます。 

 

3. SCIFは、ストップビットを送出するタイミングでSCFTDRの送信データをチェックします。 

データがあるとSCFTDRからSCTSRにデータを転送し、ストップビットを送り出した後、次フレームのシリ

アル送信を開始します。 

ストップビットを送り出した後、送信データがないとSCFSRのTENDフラグに1をセットし、SCIF_TXD端子

から1を出力するマーク状態になります。 

 



 

27. FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF） 

27-34  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

調歩同期式モードでの送信時の動作例を図 27.10に示します。 

シリアル
データ

1

0 D0 D1 D7 0/1 1 0 D0 D1 D7 0/1 1

1
パリティ
ビット

ストップ
ビット

データスタート
ビット

TDFE
フラグ

SCIF_TXD

TEND
フラグ

TXI割り込み処理ルーチンで
SCFTDRにデータを書き込み、
TDFEフラグの1を読み出した後0クリア

TXI割り込み
要求の発生

アイドル状態
（マーク状態）

1フレーム

スタート
ビット

データ パリティ
ビット

ストップ
ビット

TXI割り込み
要求の発生

 

図 27.10 送信時の動作例（8ビットデータ／パリティあり／1ストップビットの例） 

 

4. モデムコントロールイネーブル時はSCIF_CTS入力値によって送信動作を停止／再開することができます。

SCIF_CTSが1になると現在送信中のときは1フレーム送信終了後マーク状態になります。SCIF_CTSを0にする

と再びスタートビットから次の送信データを出力します。 

モデムコントロール時の動作例を図27.11に示します。 

シリアルデータ 0 D0 D1 D7 0/1 0 D0 D1 D7 0/1

SCIF_CTS

ストップビットよりも前に立ち上げてください。

パリティ
ビット

ストップ
ビット

スタート
ビット

スタート
ビット

SCIF_TXD

 

図 27.11 モデムコントロール（CTS）時の動作例 
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（5） シリアルデータ受信（調歩同期式） 

図27.12にシリアル受信フローチャートの例を示します。 

シリアルデータ受信は、SCIFを受信動作可能状態に設定した後、図27.12の手順で行ってください。 

受信開始

RDF = 1?

ER or DR or 
BRK or ORER = 1?

Yes

No

No

No

Yes

Yes

全数受信？

受信終了

エラー処理

SCFSRのER、DR、BRK、SCLSRの
ORERの各フラグを読み出し

SCFSRのRDFフラグを読み出し

SCFRDRの受信データを読み出し、
SCFSRのRDFフラグを0にクリア

SCSCRのREビットを0にクリア

（1）

（2）

（3）

受信エラー処理とブレークの検出 ：
SCFSRのDR、ER、BRK、SCLSRのORERの各フラグ
を読み出してエラーを判定し、所定のエラー処理を行っ
た後、DR、ER、BRK、ORERの各フラグを0にクリア
してください。フレーミングエラー時にSCIF_RXD端
子の値を読み出すことでもブレークの検出ができます。

SCIFの状態を確認して受信データを読み出し：
SCFSRを読み出して、RDF＝1であることを確認した後、
SCFRDRの受信データを読み出し、RDFフラグの1を
読み出した後、0にクリアします。RDFフラグが0から
1に変化したことは、RXI割り込みによっても知ること
ができます。

シリアル受信の継続手順：
シリアル受信を続けるときには、SCFRDR内の受信デー
タを少なくとも受信トリガ設定数読み出して、RDFフ
ラグの 1を読み出した後 0を書き込んでください。
SCFRDR内の受信データ数は、SCRFDRを読み出すこ
とで知ることができます。

（1）

（2）

（3）

 

図 27.12 シリアル受信のフローチャートの例（1） 
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受信エラー処理

BRK = 1?

Yes

No

No

No

Yes

Yes

DR = 1?

SCFRDRの受信データ読み出し

終了

ER = 1?

オーバランエラー処理

No

Yes

ブレーク処理

エラー処理 （1）

（2）

SCFRDRから読み出す受信データにフレーミングエ
ラー、パリティエラーが発生しているかどうかは、
SCFSRのFER、PERビットで知ることができます。

ブレークを検出すると受信データ（H'00）のSCFRDR
転送は停止します。ただし、SCFRDRの最後のデータ
は、H'00でフレーミングエラーの発生しているブレー
クデータが格納されますので注意してください。ブ
レークが終了し、受信信号がマーク1に戻ると受信デー
タの転送が再開します。

ORER = 1?

SCFSRのDR、ER、BRKフラグを

0にクリア、SCLSRのORERフラグを

0にクリア

 

図 27.12 シリアル受信のフローチャートの例（2） 
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SCIFは受信時に以下のように動作します。 

1. SCIFは通信回線を監視し、スタートビットの0を検出すると内部を同期化し、受信を開始します。 

2. 受信したデータをSCRSRのLSBからMSBの順に格納します。 

3. パリティビットおよびストップビットを受信します。 

 

受信後、SCIFは以下のチェックを行います。 

(a) ストップビットチェック：ストップビットが 1であるかをチェックします。 

ただし、2ストップビットの場合、1ビット目のストップビットのみをチェックします。 

(b) 受信データを SCRSRから SCFRDRに転送できる状態であるかをチェックします。* 

(c) オーバランエラーチェック：ORERフラグが 0であり、オーバランエラーが発生していないことをチェック

します。* 

(d) ブレークチェック：BRKフラグが 0であり、ブレーク状態でないことをチェックします。* 

（b）（c）（d）のチェックがパスしたとき、SCFRDRに受信データが格納されます。 

【注】 * パリティエラー、フレーミングエラーが発生しても受信動作を続けます。 

 

4. RDFフラグまたはDRフラグが1になったとき、SCSCRのRIEビットが1にセットされていると受信FIFOデータ

フル割り込み（RXI）要求を発生します。 

また、ERフラグが1になったとき、SCSCRのRIEビットまたはREIEビットが1にセットされていると受信エラ

ー割り込み（ERI）要求を発生します。 

さらに、BRKフラグまたはORERフラグが1になったとき、SCSCRのRIEビットまたはREIEビットが1にセッ

トされていると、ブレーク受信割り込み（BRI）要求を発生します。 
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調歩同期式モード受信時の動作例を図 27.13に示します。 

シリアル
データ

1

0 D0 D1 D7 0/1 1 0/1 D0 D1 D7 0/1 0/10

パリティ
ビット

ストップ
ビット

データ

RDF
フラグ

FER
フラグ

RXI割り込み 
要求の発生 受信エラーでERI

割り込み要求の
発生

1フレーム

RXI割り込み処理ルーチンで 
データを読み出し、RDF
フラグの1を読み出した後
0にクリア

スタート
ビット

スタート
ビット

データ パリティ
ビット

ストップ
ビット

フレーミング
エラー検出

SCIF_RXD

 

図 27.13 SCIFの受信時の動作例 

（8ビットデータ／パリティあり／1ストップビットの例） 

5. モデムコントロールイネーブル時は、SCFRDRの空き状況によってSCIF_RTS信号を出力します。SCIF_RTS

が0のときは受信可能状態です。SCIF_RTSが1のときはSCFRDR内のデータ数が、SCIF_RTS出力アクティブ

トリガ設定数以上であることを示します。SCIF_RTS出力アクティブトリガ値は、「27.3.9 FIFOコントロー

ルレジスタ（SCFCR）」のビット10～8で指定します。また、SCSCRのREビットが0のときも、SCIF_RTSが

1になります。モデムコントロール時の動作例を図27.14に示します。 

 

シリアルデータ D0 D1 D2 D7 0/1 1 00

SCIF_RTS

スタート
ビット

パリティ
ビット

ストップ
ビット

スタート
ビット

SCIF_RXD

 

図 27.14 モデムコントロール（SCIF_RTS）時の動作例 
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27.4.3 クロック同期式モードの動作 

クロック同期式モードは、クロックパルスに同期してデータを送信／受信するモードで、高速シリアル通信に

適しています。 

SCIF内部では、送信部と受信部は独立していますので、クロックを共有することで全二重通信ができます。ま

た、送信部と受信部がともに 64段の FIFIOバッファ構造になっていますので送信／受信中にデータの読み出し／

書き込みができ連続送信／受信が可能です。 

クロック同期式シリアル通信の一般的なフォーマットを図 27.15に示します。 

同期
クロック

通信データの1単位（キャラクタまたはフレーム）
* *

シリアル
データ ビット0 ビット1 ビット2 ビット3 ビット4 ビット5 ビット6 ビット7 Don't careDon't care

LSB MSB

【注】*    連続送信／受信のとき以外はハイレベル  

図 27.15 クロック同期式通信のデータフォーマット 

クロック同期式シリアル通信では、通信回線のデータは同期クロック立ち下がりから次の立ち下がりまで出力

されます。また、クロックの立ち上がりでデータの確定が保証されます。 

シリアル通信の 1キャラクタは、LSBから始まり最後にMSBが出力されます。最終データ出力後の通信回線の

状態は最終データの状態を保ちます。 

クロック同期式モードでは、SCIFは同期クロックの立ち上がりに同期してデータを受信します。 
 

（1） 送信／受信フォーマット 

8ビット固定です。 

パリティビットの付加はできません。 
 

（2） クロック 

SCSMRの C/Aビットと SCSCRの CKE1、CKE0ビットの設定により内蔵ボーレートジェネレータの生成した

内部クロック、または、SCIF_SCK端子から入力された外部同期クロックの 2種類から選択できます。SCIFのク

ロックソース選択については、表 27.6を参照してください。 

内部クロックで動作させるとき、SCIF_SCK端子から同期クロックが出力されます。同期クロックは 1キャラ

クタの送受信で 8パルス出力され、送信／受信を行わないときにはハイレベルに固定されます。受信動作のみの

場合、内部クロックを選択すると SCSCRの REビットが 1の間、受信 FIFO内データ数が受信トリガ設定数に達

するまでクロックパルスが出力されます。 
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（3） SCIFの初期化（クロック同期式） 

データの送信／受信前に SCSCRの TE、REビットを 0にクリアした後、以下の手順で SCIFを初期化してくだ

さい。 

モードの変更、通信フォーマットの変更などの場合には必ず、TE、および REビットを 0にクリアしてから下

記手順で変更してください。TEビットを 0にクリアすると SCTSRが初期化されます。REビットを 0にクリアし

ても RDF、PER、FER、ORERの各フラグ、および SCFRDRの内容は保持されますので注意してください。 

図 27.16に SCIFの初期化フローチャート例を示します。 

初期化

終了

SCFCRのTFCL、RFCLビットを
1にセットし、FIFOバッファをクリア

SCSCRのTE、REビットを0にクリア

SCFSRのBRK、DR、ERフラグを
読み出した後、0を書き込んでクリア

SCSMRに送信／受信フォーマットを設定

SCSCRのTE、REビットを1にセット
およびTIE、RIE、REIEビットを設定

SCFCRのRTRG1,0、TTRG1,0を設定し、
TFCL、RFCLビットを０にクリア

使用する外部端子の設定

（SCIF_SCK、SCIF_TXD、SCIF_RXD）

初期化終了の直前まで、TE、REビットは0にしておい

てください。TIE、RIE、TE、REビットが0にクリアさ

れているかを確認してください。

CKE1、CKE0ビットを設定します。

SCSMRに送信／受信フォーマットを設定します。

ビットレートレジスタSCBRRにビットレートに対応す

る値を書き込みます。ただし、外部クロックを使用す

る場合には必要ありません。本設定後は少なくとも1ビッ

ト期間待ってください。

使用する外部端子の設定を行います。受信時には

SCIF_RXD入力、送信時にはSCIF_TXD出力になるよ

うに設定します。また、SCIF_SCKの入出力は、CKE1、

CKE0で設定した内容に合わせて設定してください。

SCSCRのTEビットまたは、REビットを1にセットし

ます。またTIE、RIE、REIEビットを設定してください。

この時点でSCIF_TXD、SCIF_RXD、SCIF_SCK端子が

使用可能となります。送信時にはSCIF_TXD端子はマー

ク状態となります。クロック同期式モード受信でかつ、

同期クロック出力（クロックマスタ）設定の場合、こ

の時点でSCIF_SCK端子からクロックが出力され始め

ます。

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

SCBRRに値を設定

No

Yes

Wait

SCSCRのCKE1、CKE0ビットを設定
（TE、RE、TIE、RIEビットは0）

（1）

（2）

（3）

（6）

（5）

（4）

1ビット期間経過

 

図 27.16 SCIF初期化フローチャートの例 
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（4） シリアルデータ送信（クロック同期式） 

図 27.17にシリアル送信のフローチャートの例を示します。 

シリアルデータの送信は、SCIFを送信動作可能状態に設定した後、以下の手順で行ってください。 

送信開始

TDFE = 1?

全データ送信？

Yes

No

No

No

Yes

Yes

TEND = 1?

終了

SCFSR TDFE

SCFTDRに送信データを書き込み、
SCFSRのTDFEビット、TENDビットを
0にクリア

SCFSRのTENDフラグを読み出し

SCSCR TE 0

（1）

（2）

（3）

SCIFの初期化：

「図27.16　SCIF初期化フローチャートの例」を参照

してください。

SCIFの状態を確認して、送信データを書き込み：

SCFSRを読み出して、TDFE=1であることを確認した

後、SCFTDRに送信データを書き込み、TDFEフラグ

を0にクリアしてください。TDFEフラグの0から1への

変化は、TXI割り込みによっても知ることができます。 

シリアル送信の継続手順：

シリアル送信を続けるときには、必ずTDFEフラグの1

を読み出して書き込み可能であることを確認した後に

SCFTDRにデータを書き込み、続いてTDFEフラグを0

にクリアしてください。

（1）

（2）

（3）

初期化

 

図 27.17 シリアル送信のフローチャートの例 
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SCIFはシリアル送信時に以下のように動作します。 

1. SCIFは、SCFTDRにデータが書き込まれると、SCFTDRからSCTSRにデータを転送し、送信を開始します。

SCFTDRにはSCFSRのTDFEフラグが1であることを確認して送信データを書き込んでください。書き込み可

能なデータ数は少なくとも64－（送信トリガ設定数）です。 

2. SCFTDRからSCTSRへデータが転送され、送信を開始すると、SCFTDRに送信データがなくなるまで連続し

て送信動作を続けます。途中、SCFTDR内の送信データ数がSCFCRで設定したトリガ数以下になったとき、

TDFEフラグをセットします。このときSCSCRのTIEビットが1にセットされていると送信FIFOデータエンプ

ティ割り込み（TXI）要求を発生します。 

クロック出力モードに設定したときには、SCIFは1データに対し同期クロック8パルス出力します。 

外部クロックに設定したときには、入力クロックに同期してデータを出力します。 

シリアル送信データは、LSBから順にSCIF_TXD端子から送り出されます。 

3. SCIFは、最終ビットを送り出すタイミングでSCFTDRの送信データをチェックします。送信データがあると

SCFTDRからSCTSRにデータを転送し、次のフレームのシリアル送信を開始します。送信データがないと、

最終ビットを送り出した後、SCFSRのTENDフラグを1にセットし、トランスミットデータ端子（SCIF_TXD

端子）は状態を保持します。 

4. シリアル送信終了後、SCSCRのCKE1ビットが0のとき、SCIF_SCK端子から出力する同期クロックはハイレ

ベル固定になります。 

 

図 27.18に SCIFの送信時の動作例を示します。 

同期
クロック
SCIF_SCK

1フレーム

シリアル
データ
SCIF_TXD

ビット0 ビット1 ビット7 ビット0 ビット1 ビット6 ビット7

TXI割り込み
要求の発生

TXI割り込み処理ルーチンで
SCFTDRにデータ書き込み、
TDFEフラグを0にクリア

LSB

TDFE
フラグ

TEND
フラグ

MSB

TXI割り込み
要求の発生

 

図 27.18 SCIF送信時の動作例 
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（5） シリアルデータ受信（クロック同期式） 

図 27.19にシリアル受信のフローチャート例を示します。 

シリアルデータの受信は、SCIFを受信動作可能状態に設定した後、以下の手順で行ってください。 

SCIFの初期化を行わずに、動作モードを調歩同期式モードからクロック同期式モードに切り替える際には、必

ず、ORER、PER7～PER0、FER7～FER0の各フラグが 0にクリアされていることを確認してください。 

受信開始

RDF = 1?

ORER = 1?

Yes

No

No

No

Yes

Yes

全数受信？

終了

エラー処理

SCLSRのORERの各フラグを読み出し

SCFSRのRDFフラグを読み出し

SCFRDRの受信データを読み出し、 
SCFSRのRDFフラグを0にクリア

SCSCRのREビットを0クリア

SCIFの初期化：

「図27.16 SCIF初期化フローチャートの例」を参照

してください。

受信エラー処理：

受信エラーが発生したときには、SCLSRのORERフ

ラグを読み出してから、所定のエラー処理を行った後、

ORERフラグを0にクリアしてください。

ORERフラグが1にセットされた状態では送信／受信

を再開できません。

SCIFの状態を確認して受信データを読み出し

SCFSRを読み出してRDF＝1であることを確認した後、

SCFRDRの受信データを読み出し、RDFフラグを0に

クリアします。RDFフラグの0から1への変化はRXI割

り込みによっても知ることができます。

シリアル受信の継続手順：

シリアル受信を続けるときには、SCFRDR内のデー

タを少なくとも受信トリガ設定数読み出して、RDF

フラグの1を読み出した後0を書き込んでください。

SCFRDR内の受信データ数はSCRFDRを読み出すこ

とで知ることができます。

（1）

（2）

（3）

（4）

（1）

（2）

（3）

（4）

初期化

 

図 27.19 シリアル受信のフローチャートの例（1） 
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エラー処理

ORER = 1?
No

Yes

終了

オーバランエラー処理

SCLSRのORERフラグを0にクリア

 

図 27.19 シリアル受信のフローチャートの例（2） 
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SCIFはシリアル受信時に以下のように動作します。 

1. SCIFは同期クロックの入力または出力に同期して内部を初期化します。 

2. 受信したデータをSCRSRのLSBからMSBの順に格納します。 

受信後、SCIFは受信データをSCRSRからSCFRDRに転送できる状態であるかをチェックし、このチェックが

パスしたときSCFRDRに受信データが格納されます。 

エラーチェックでオーバランエラーを検出すると以後の受信動作ができません。 

3. RDFフラグが1になったとき、SCSCRのRIEビットが1にセットされていると受信FIFOデータフル割り込み

（RXI）要求を発生します。 

また、ORERフラグが1になったとき、SCSCRのRIEビットが1にセットされているとブレーク割り込み（BRI）

要求を発生します。 

 

図 27.20に SCIFの受信時の動作例を示します。 

同期
クロック

1フレーム

シリアル
データ
SCIF_RXD

ビット7 ビット0 ビット7 ビット0 ビット1 ビット6 ビット7

RXI割り込み
要求の発生

RXI割り込み処理ルー
チンでSCFRDRのデ
ータを読み出し、RDF
フラグを0にクリア

LSB

RDF
フラグ

ORER
フラグ

MSB

RXI割り込み
要求の発生

オーバランエラーで
BRI割り込み要求の発生

 

図 27.20 SCIFの受信時の動作例 
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（6） シリアルデータ送受信同時動作（クロック同期式） 

図 27.21にシリアル送受信同時動作のフローチャートの例を示します。 

シリアルデータの送受信同時動作は、SCIFを送受信動作可能状態に設定した後、以下の手順に従って行ってく

ださい。 

送受信開始

TDFE = 1?

ORER = 1?

No

No

No

No

Yes

Yes

全数受信？

終了

SCFSRのTDFEビットを読み出し

SCFTDRに送信データを書き込み、
SCFSRのTDFEフラグを0にクリア

SCLSRのORERフラグを読み出し

SCFSRのRDFフラグを読み出し

Yes

Yes

RDF = 1?

SCFRDRの受信データを読み出し、
SCFSRのRDFフラグを0にクリア

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（1）

（2）

（3）

（5）

（4）

初期化

SCSCRのTE、REビットを0にクリア

エラー処理

SCIFの初期化：
「図27.16　SCIF初期化フローチャートの例」を参照
してください。

SCIFの状態確認と送信データの書き込み：
SCFSRを読み出して、TDFE＝1であることを確認した
後、SCFTDRに送信データを書き込み、TDFEフラグを
0にクリアします。TDFEフラグの0から1への変化は、
TXI割り込みによっても知ることができます。

受信エラー処理：
受信エラーが発生したときには、SCLSRのORERフラ
グを読み出してから、所定のエラー処理を行った後、
ORERフラグを0にクリアしてください。
ORERフラグが1にセットされた状態では受信を再開
できません。

SCIFの状態を確認して受信データを読み出し
SCFSRを読み出してRDF＝1であることを確認した後、
SCFRDRの受信データを読み出し、RDRフラグを0に
クリアします。RDFフラグが0から1への変化はRXI割り
込みによっても知ることができます。

シリアル送受信の継続手順：
シリアル送受信を続けるときには、現在のフレームの
MSBを受信する前に、RDFフラグとSCFRDRの読み出
し、RDFフラグの0クリアを終了しておいてください。ま
た、現在のフレームのMSBを送信する前にTDFEフラグ
の1を読み出して書き込み可能であることを確認してく
ださい。さらにSCFTDRにデータを書き込み、TDFEフ
ラグを0にクリアしておいてください。

送信、または受信動作から同時送受信に切り替えるとき
にはTEビットとREビットを0にクリアしてからTEビット
とREビットを同時に1にセットしてください。

【注】

 

図 27.21 シリアル送受信のフローチャートの例 
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27.5 SCIF割り込み要因と DMAC 

SCIFはチャネルごとに、送信 FIFOデータエンプティ割り込み（TXI）要求、受信エラー割り込み（ERI）要求、

受信 FIFOデータフル割り込み（RXI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求の 4種類の割り込み要因を持ってい

ます。 

表 27.8に各割り込み要因と優先順位を示します。各割り込み要因は、SCSCRの TIE、RIE、REIEビットで、許

可または禁止ができます。また、各割り込み要求はそれぞれ独立に割り込みコントローラに送られます。 

TIEビットにより TXIが許可されている場合、SCFSRの TDFEフラグが 1にセットされると、TXI割り込み要

求と送信FIFOデータエンプティDMA転送要求が発生します。TIEビットによりTXIが禁止されている場合、TDFE

フラグが 1にセットされると、送信 FIFOデータエンプティ DMA転送要求のみが発生します。送信 FIFOデータ

エンプティ DMA転送要求で、DMACを起動してデータ転送を行うことができます。 

RIEビットにより RXIが許可されている場合、SCFSRの RDFフラグまたは DRフラグが 1にセットされると、

RXI割り込み要求と受信 FIFOデータフル DMA転送要求が発生します。RIEビットにより RXIが禁止されている

場合、RDFフラグまたは DRフラグが 1にセットされると、受信 FIFOデータフル DMA転送要求のみが発生しま

す。受信 FIFOデータフル DMA転送要求で、DMACを起動してデータ転送を行うことができます。なお、DRフ

ラグが 1にセットされたことによる RXI割り込みまたは受信 FIFOデータフル DMA転送要求は、調歩同期モード

時のみ発生します。 

SCFSRの BRKフラグまたは SCLSRの ORERフラグが 1にセットされると、BRI割り込み要求が発生します。 

DMACを使って送受信を行う場合は、先に DMACを設定し、イネーブル状態にしてから SCIFの設定を行って

ください。また、割り込みコントローラへ RXI、TXI割り込み要求を出さない設定にしてください。割り込み要

求を出す設定にした場合、割り込みコントローラへの割り込み要求は割り込み処理プログラムとは無関係に

DMACによってクリアされます。 

SCSCRの RIEビットを 0に設定し、REIEビットを 1に設定すると、RXI割り込み要求を出さずに ERI割り込

み要求だけを出すことができます。 
 

表 27.8 SCIF割り込み要因 

割り込み要因 内   容 DMACの起動 リセット解除時の 

優先順位 

ERI 受信エラー（ER）による割り込み 不可 高 

RXI 受信 FIFOデータフル（RDF）または受信データレディ（DR）*によ

る割り込み 

可  

BRI ブレーク（BRK）またはオーバランエラー（ORER）による割り込み 不可  

TXI 送信 FIFOデータエンプティ（TDFE）による割り込み 可 低 

【注】* DRによる RXI割り込みは、調歩同期モード時のみ可能です。 
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27.6 使用上の注意事項 

SCIFを使用する際は、以下のことに注意してください。 

（1） SCFTDRへの書き込みと TDFEフラグについて 

SCFSRの TDFEフラグは SCFTDR内に書き込んだ送信データ数が、SCFCRの TTRG1、0ビットで設定した送

信トリガ数以下になったときセットされます。TDFEがセットされた後、SCFTDRの空きデータ数まで送信データ

を書き込むことができ、効率よい連続送信が可能となります。 

しかし TDFEフラグは SCFTDRに書き込まれているデータ数が送信トリガ数以下の場合には、1を読み出し後、

0にクリアしても再び 1にセットされます。TDFEのクリアは送信トリガ数より多い送信データが SCFTDRに格納

されたときに行ってください。 

SCFTDR内の送信データ数は SCTFDRで知ることができます。 
 

（2） SCFRDRの読み出しと RDFフラグについて 

SCFSRの RDFフラグは、SCFRDR内の受信データ数が SCFCRの RTRG1、0ビットで設定した受信トリガ数以

上になったときセットします。RDFがセットされた後、SCFRDRからトリガ数分の受信データを読み出すことで

効率のよい連続受信が可能です。 

ただし、読み出し後も SCFRDR内のデータ数がトリガ数以上の場合、RDFフラグを 0にクリアしても再び 1に

セットされますので、SCFRDR内のデータ数がトリガ数より少なくなるように受信データを読み出した後、RDF

フラグの 1を読み出し 0にクリアしてください。 

SCFRDR内の受信データ数は SCRFDRで知ることができます。 
 

（3） ブレークの検出と処理について 

フレーミングエラー（FER）検出時に SCIF_RXD端子の値を直接読み出すことによっても、ブレークを検出で

きます。ブレークでは、SCIF_RXD端子からの入力がすべて 0になりますので、FERフラグがセットされ、また

パリティエラー（PER）もセットされる場合があります。 

SCIFは、ブレークを検出すると SCFRDRへの受信データの転送は停止しますが、受信動作は続けています。 
 

（4） ブレークの送り出し 

SCIF_TXD端子は、SCSPTRの SPB2IO、SPB2DTビットで入出力条件とレベルを決めることができます。これ

を使ってブレークの送り出しができます。 

シリアル送信の初期化から TEビットを 1にセット（送信可能）するまでは、SCIF_TXD端子として機能しませ

ん。この間は、マーク状態は SPB2DTビットの値で代替されます。このため、最初は SPB2IOと SPB2DTビット

を 1に設定（出力、ハイレベル）しておきます。 

シリアル送信時にブレークを送り出したいときは SPB2DTビットを 0（ローレベル）にクリアした後、TEビッ

トを 0にクリア（送信停止）します。TEビットを 0にクリアすると現在の送信状態とは無関係に送信部は初期化

され、SCIF_TXD端子からは 0が出力されます。 
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（5） 調歩同期式モードの受信データサンプリングタイミングと受信マージン 

調歩同期式モードでは、SCIFは転送レートの 16倍を周波数とする基本クロックで動作しています。 

受信時に SCIFは、スタートビットの立ち下がりを基本クロックでサンプリングして、内部を同期化します。ま

た、受信データを基本クロックの 8クロック目の立ち上がりエッジで内部に取り込みます。 

これを図 27.22に示します。 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112 1314 15 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112 1314 15 0 1 2 3 4 5

基本クロック

16クロック

8クロック

-7.5クロック +7.5クロック

スタートビット D0 D1受信データ
（RXD）

同期化
サンプリング
タイミング

データ
サンプリング
タイミング  

図 27.22 受信データサンプリングタイミング 

したがって、調歩同期式モードでの受信マージンは式（1）のように表すことができます。 
 

M＝  （0.5－　　 ）－（L－0.5）F－ 　　　　　（1＋F） ×100％……式（1）　　
1

2N

｜D－0.5｜

N  
 

M：受信マージン（％） 

N：クロックに対するビットレートの比（N＝16） 

D：クロックデューティ（D＝0～1.0） 

L：フレーム長（L＝9～12） 

F：クロック周波数の偏差の絶対値 
 

式（1）で、F＝0、D＝0.5とすると、受信マージンは式（2）より 46.875％となります。 
 

D＝0.5、F＝0のとき 

M＝（0.5－1/（2×16））×100％ 

＝46.875％……式（2） 
 

ただし、この値はあくまでも計算上の値ですので、システム設計の際には 20～30％の余裕を持たせてください。 
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（6） クロック同期式モードで DMACにより SCFTDRを更新する場合の注意事項 

クロック同期式モードにおいて SCIF_SCK端子入力を使用する場合、DMACによる SCFTDRの更新後、周辺ク

ロック（Pck）で 5サイクル以上経過した後に SCIF_SCK端子にクロックを入力してください。SCFTDRの更新後

4サイクル以内に送信クロックを入力すると誤動作することがあります（図 27.23）。 

SCIF_SCK

TDFEフラグ

SCIF_TXD D0 D1 D2 D6 D7D3 D4 D5

t

【注】　外部クロックで動作させるときは、t＞4に設定してください。  

図 27.23 DMACによる同期クロック転送例 
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28. FIFO内蔵シリアルコミュニケーション／ 
IrDAインタフェース（SCIF/IrDA） 

本 LSIは、赤外線データ通信機能を持つ FIFO内蔵シリアルコミュニケーション／IrDAインタフェース

（SCIF/IrDA）を内蔵しています。SCIF/IrDAは、FIFOバッファ内蔵のシリアルコミュニケーションインタフェー

ス（SCIF）部と赤外線通信データ変復調部から構成されています。IrDA入出力オプションを指定することにより、

調歩同期式のシリアルデータ通信と同じ手順で、赤外線受発光素子との間で赤外線データ通信を行うことができ

ます。 

SCIF/IrDAでは、シリアルコミュニケーションのチャネルとしてチャネル 2（SCIF2）を使用します。FIFO内蔵

シリアルコミュニケーション（SCIF）のチャネル 0、1（SCIF0、SCIF1）とは動作仕様が一部異なりますので注意

してください。 

28.1 特長 

SCIF/IrDAには次のような特長があります。 

• 赤外線データ通信機能 

IrDA標準規格1.0に準拠した赤外線データ通信を行います。 

シリアルデータ通信フォーマットを、赤外線データ通信用のデータフォーマットに変復調します。 

• 調歩同期式モード 

キャラクタ単位で同期をとる調歩同期方式でシリアルデータの通信を行います。Universal Asynchronous 

Receiver/Transmitter（UART）やAsynchronous Communication Interface Adapter（ACIA）など標準の調歩同期式

通信用LSIとのシリアルデータ通信ができます。 

シリアルデータ通信フォーマットを8種類のフォーマットから選択できます。 

データ長：7ビット、または8ビット 

ストップビット長：1ビット、または2ビット 

パリティ：偶数パリティ、奇数パリティ、またはパリティなし 

受信エラーの検出：パリティエラー、フレーミングエラー、オーバランエラーを検出 

ブレークの検出：フレーミングエラーが発生し、引き続き1フレーム長以上スペース0（ローレベル）の場合、

ブレークを検出します。また、フレーミングエラー発生時にSCIF2_RXD端子のレベルをシ

リアルポートレジスタ（SCSPTR）から直接読み出すことによってもブレークを検出でき

ます。 
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• クロック同期式モード 

クロックに同期してシリアルデータ通信を行います。クロック同期式通信機能を持つ他のLSIとのシリアルデ

ータ通信ができます。シリアルデータ通信フォーマットは1種類です。 

データ長：8ビット 

受信エラーの検出：オーバランエラーを検出 

• 全二重通信が可能 

独立した送信部と受信部を備えているので、送信と受信を同時に行うことができます。また送信部および受

信部ともに16段のFIFOバッファ構造になっているのでシリアルデータの連続送信、連続受信ができます。 

• データの送受信はLSBが先頭（LSB First） 

• 内蔵ボーレートジェネレータにより任意のビットレートを選択可能 

• クロックソース：周辺クロック0（Pck0）を基準にしたボーレートジェネレータからの内部クロック、または

SCIF2_SCK端子からの外部クロックから選択可能 

• 4種類の割り込み要因 

送信FIFOデータエンプティ、ブレーク、受信FIFOデータフル、受信エラーの4種類の割り込み要因があり、

それぞれ独立に要求することができます。 

• 送信FIFOデータエンプティ時と受信FIFO内に受信データがあるとき、DMA転送要求を出すことにより、DMA

コントローラ（DMAC）を起動させてデータの転送を行うことができます。 

• 送受信FIFOレジスタ内のデータ数および受信FIFOレジスタ内の受信データの受信エラー数を知ることがで

きます。 

• 調歩同期式モードにおいて、受信時、タイムアウトエラー（DR）を検出できます。 
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図 28.1に SCIFのブロック図を、図 28.2～図 28.4に I/Oポートのブロック図を示します。 

モジュールデータバス

【記号説明】
SCRSR2
SCFRDR2
SCTSR2
SCFTDR2
SCSMR2
SCSCR2
SCFSR2
SCBRR2

：レシーブシフトレジスタ
：レシーブFIFOデータレジスタ
：トランスミットシフトレジスタ
：トランスミットFIFOデータレジスタ
：シリアルモードレジスタ
：シリアルコントロールレジスタ
：シリアルステータスレジスタ
：ビットレートレジスタ

SCSPTR2
SCFCR2
SCFDR2
SCLSR2
BRGDL2
BRGCKS2
SCSMRIR

：シリアルポートレジスタ
：FIFOコントロールレジスタ
：FIFOデータ数レジスタ
：ラインステータスレジスタ
：BGR分周レジスタ
：BGRクロックセレクトレジスタ
：IrDAシリアルモードレジスタ
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図 28.1 SCIF/IrDAのブロック図 
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SCIFの I/Oポートのブロック図を図 28.2～図 28.4に示します。 

SCIF2_SCK

クロック出力イネーブル信号 *

シリアルクロック出力信号 *

シリアルクロック入力信号 *

シリアル入力イネーブル信号 *

SPTRR

SPTRW：SCSPTR書き込み
SPTRR：SCSPTR読み出し

周辺バス

【注】  * SCSMRのC/AビットおよびSCSCRのCKE0、CKE1ビットで、SCIF2_SCK端子の機能を内部クロック出力、
または外部クロック入力に設定する信号です。

SPTRW

SPTRW

リセット

D3RQ D
SCKIO

C

リセット

D2RQ D
SCKDT

C

 

図 28.2 SCIF2_SCK端子 

周辺バス

SCIF2_TXD

SPTRW ：SCSPTR書き込み

送信イネーブル信号

シリアル送信データ

SPTRW

SPTRW

リセット

D1RQ D
SPB2IO

C

リセット

D0RQ D
SPB2DT

C

 

図 28.3 SCIF2_TXD端子 
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周辺バス

SCIF2_RXD

SPTRR

シリアル受信データ

SPTRR：SCSPTR読み出し  

図 28.4 SCIF2_RXD端子 

28.2 入出力端子 

SCIF/IrDAの端子構成を表 28.1に示します。本文中では端子名のチャネル番号を省略して説明しています。 
 

表 28.1 SCIF/IrDAの端子構成 

端子名 機能 入出力 説   明 

SCIF2_SCK シリアルクロック端子 入出力* クロック入出力 

SCIF2_RXD レシーブデータ端子 入力 受信データ入力 

SCIF2_TXD トランスミットデータ端子 出力 送信データ出力 

【注】 SCIFの動作設定を SCSMRの C/Aビット、SCSCRの TE、RE、CKE1、CKE0ビットで行うことにより、シリアル端子

として機能します。ブレーク状態の送出、検出は、SCIFの SCSPTRによって行うことができます。 

 * IrDAで使用する場合は、SCIF2_SCKよりクロックを入力してください。 
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28.3 レジスタの説明 
SCIF/IrDAのレジスタ構成を表 28.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 28.3に示し

ます。 
 

表 28.2 レジスタ構成 

チャネル 名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

シリアルモードレジスタ 2 SCSMR2 R/W H'FFE1 0000 H'1FE1 0000 16 

ビットレートレジスタ 2 SCBRR2 R/W H'FFE1 0004 H'1FE1 0004 8 

シリアルコントロールレジスタ 2 SCSCR2 R/W H'FFE1 0008 H'1FE1 0008 16 

トランスミット FIFOデータレジスタ 2 SCFTDR2 W H'FFE1 000C H'1FE1 000C 8 

シリアルステータスレジスタ 2 SCFSR2 R/W*1 H'FFE1 0010 H'1FE1 0010 16 

レシーブ FIFOデータレジスタ 2 SCFRDR2 R H'FFE1 0014 H'1FE1 0014 8 

FIFOコントロールレジスタ 2 SCFCR2 R/W H'FFE1 0018 H'1FE1 0018 16 

FIFOデータ数レジスタ 2 SCFDR2 R H'FFE1 001C H'1FE1 001C 16 

シリアルポートレジスタ 2 SCSPTR2 R/W H'FFE1 0020 H'1FE1 0020 16 

ラインステータスレジスタ 2 SCLSR2 R/W*2 H'FFE1 0024 H'1FE1 0024 16 

BRG分周レジスタ BRGDL2 R/W H'FFE1 0030 H'1FE1 0030 16 

BRGクロックセレクトレジスタ BRGCKS2 R/W H'FFE1 0034 H'1FE1 0034 16 

2 

IrDAシリアルモードレジスタ SCSMRIR R/W H'FFE1 0040 H'1FE1 0040 16 

【注】 *1 ビット 7～4、1、0はフラグをクリアするための 0書き込みのみ可能です。 

 *2 ビット 0はフラグをクリアするための 0書き込みのみ可能です。 
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表 28.3 各処理状態におけるレジスタの状態 

チャネル 名   称 略称 パワーオン

リセット 

マニュアル

リセット 

スリープ スタンバイ 

シリアルモードレジスタ 2 SCSMR2 H'0000 H'0000 保持 保持 

ビットレートレジスタ 2 SCBRR2 H'FF H'FF 保持 保持 

シリアルコントロールレジスタ 2 SCSCR2 H'0000 H'0000 保持 保持 

トランスミット FIFOデータレジスタ 2 SCFTDR2 不定 不定 保持 保持 

シリアルステータスレジスタ 2 SCFSR2 H'0060 H'0060 保持 保持 

レシーブ FIFOデータレジスタ 2 SCFRDR2 不定 不定 保持 保持 

FIFOコントロールレジスタ 2 SCFCR2 H'0000 H'0000 保持 保持 

FIFOデータ数レジスタ 2 SCFDR2 H'0000 H'0000 保持 保持 

シリアルポートレジスタ 2 SCSPTR2 H'0000 H'0000 保持 保持 

ラインステータスレジスタ 2 SCLSR2 H'0000 H'0000 保持 保持 

BRG分周レジスタ BRGDL2 H'0000 H'0000 保持 保持 

BRGクロックセレクトレジスタ BRGCKS2 H'0000 H'0000 保持 保持 

2 

IrDAシリアルモードレジスタ SCSMRIR H'0000 H'0000 保持 保持 

 

28.3.1 レシーブシフトレジスタ（SCRSR） 

SCRSRは、シリアルデータを受信するためのレジスタです。 

SCIFは、SCRSRに RXD端子から入力されたシリアルデータを LSB（ビット 0）から受信した順にセットし、

パラレルデータに変換します。1バイトのデータ受信を終了すると、データは自動的に SCFRDRへ転送されます。 

SCRSRは、CPUから直接読み出し／書き込みできません。 
 

01234567

————————

————————

ビット：

初期値：

R/W：  
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28.3.2 レシーブ FIFOデータレジスタ（SCFRDR） 

SCFRDRは、受信したシリアルデータを格納する 8ビット長の 16段 FIFOレジスタです。 

SCIFは、1バイトのシリアルデータの受信が終了すると、SCRSRから SCFRDRへ受信したシリアルデータを

転送して格納し、受信動作を完了します。この後、SCRSRは受信可能になり、SCFRDRがいっぱいになる 16バ

イトデータまで連続した受信動作が可能です。 

SCFRDRは、読み出し専用レジスタですので CPUから書き込むことはできません。 

また、SCFRDRに受信データがない状態で読み出した値は不定値になります。SCFRDR内の受信データがいっ

ぱいになると、以降のシリアルデータは失われます。 

SCFRDRは、パワーオンリセットおよびマニュアルリセット時に不定になります。 
 

—

ビット：

初期値：

R/W：

01234567

RRRRRRRR
———————

 
 

28.3.3 トランスミットシフトレジスタ（SCTSR） 

SCTSRは、シリアルデータを送信するためのレジスタです。 

SCIFは、SCFTDRから送信データをいったん SCTSRに転送し、LSB（ビット 0）から順に TXD端子に送り出

すことでシリアルデータ送信を行います。1バイトのデータ送信を終了すると自動的に SCFTDRから SCTSRへ次

の送信データを転送し、送信を開始します。 

SCTSRは、CPUから直接読み出し／書き込みできません。 
 

01234567

————————

————————

ビット：

初期値：

R/W：  
 

28.3.4 トランスミット FIFOデータレジスタ（SCFTDR） 

SCFTDRは、シリアル送信するデータを格納する 8ビット長の 16段 FIFOレジスタです。 

SCIFは、送信データが SCFTDRに書き込まれたとき、SCTSRが空ならば、SCFTDRに書き込まれた送信デー

タを SCTSRに転送してシリアル送信を開始します。 

SCFTDRは、書き込み専用レジスタですので CPUから読み出すことはできません。SCFTDR内の送信データが

16バイトでいっぱいのときは次のデータを書き込むことはできません。書き込んだデータは無視されます。 

SCFTDRは、パワーオンリセットおよびマニュアルリセット時に不定になります。 
 

————————

ビット：

初期値：

R/W：

01234567

WWWWWWWW  
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28.3.5 シリアルモードレジスタ（SCSMR） 

SCSMRは、SCIFのシリアル通信フォーマットの設定と、ボーレートジェネレータのクロックソースを選択す

るための 16ビットのレジスタです。 

SCSMRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

— — — — — — — — C/A CHR PE O/E STOP — CKS1 CKS0

R/WR/WRR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 C/A 0 R/W コミュニケーションモード 

SCIFの動作モードを調歩同期式モードまたはクロック同期式モードのい

ずれかから選択します。 

0：調歩同期式モード 

1：クロック同期式モード 

6 CHR 0 R/W キャラクタレングス 

調歩同期式モードのデータ長を 7ビット／8ビットデータのいずれかから

選択します。クロック同期式モードでは、CHRの設定にかかわらず、デー

タ長は 8ビットデータ固定です。7ビットデータを選択した場合、SCFTDR

のMSB（ビット 7）は送信されません。 

0：8ビットデータ 

1：7ビットデータ 

5 PE 0 R/W パリティイネーブル 

調歩同期式モードでは、送信時にパリティビットの付加を、受信時にパリ

ティビットのチェックを行うかどうかを選択します。クロック同期式モー

ドでは、PEビットの設定にかかわらずパリティビットの付加およびチェ

ックは行いません。 

0：パリティビットの付加、およびチェックを禁止 

1：パリティビットの付加、およびチェックを許可* 

【注】* PEビットに 1をセットすると送信時には、O/Eビットで指定し

た偶数、または奇数パリティを送信データに付加して送信しま

す。受信時には、受信したパリティビットが O/Eビットで指定

した偶数、または奇数パリティになっているかどうかをチェッ

クします。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 O/E 0 R/W パリティモード 

パリティの付加やチェックを偶数パリティ、または奇数パリティのいずれ

で行うかを選択します。O/Eビットの設定は、調歩同期式モードで PEビ

ットに 1を設定しパリティビットの付加やチェックを許可したときのみ有

効になります。クロック同期式モードや、調歩同期式モードでパリティの

付加やチェックを禁止している場合には、O/Eビットの指定は無効です。 

0：偶数パリティ 

1：奇数パリティ 

偶数パリティに設定すると送信時には、パリティビットと送信キャラクタ

を合わせて、その中の 1の数の合計が偶数になるようにパリティビットを

付加して送信します。受信時には、パリティビットと受信キャラクタを合

わせて、その中の 1の数の合計が偶数であるかどうかをチェックします。 

奇数パリティに設定すると送信時には、パリティビットと送信キャラクタ

を合わせて、その中の 1の数の合計が奇数になるようにパリティビットを

付加して送信します。受信時には、パリティビットと受信キャラクタを合

わせて、その中の 1の数の合計が奇数であるかどうかをチェックします。 

3 STOP 0 R/W ストップビットレングス 

調歩同期式モードでのストップビットの長さを 1ビット／2ビットのいず

れかから選択します。ストップビットの設定は調歩同期式モードでのみ有

効です。クロック同期式モードに設定した場合にはストップビットは付加

されませんので、このビットの設定は無効です。 

0：1ストップビット*1 

1：2ストップビット*2 

なお受信時には、STOPビットの設定にかかわらず、受信したストップビ

ットの 1ビット目のみをチェックします。ストップビットの 2ビット目が

1の場合はストップビットとして扱いますが、0の場合は次の送信キャラ

クタのスタートビットとして扱います。 

【注】*1 送信時には、送信キャラクタの最後尾に 1ビットの 1（ストッ

プビット）を付加して送信します。 

*2 送信時には、送信キャラクタの最後尾に 2ビットの 1（ストッ

プビット）を付加して送信します。 

2 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 

0 

CKS1 

CKS0 

0 

0 

R/W 

R/W 

クロックセレクト 1、0 

内蔵ボーレートジェネレータへの入力クロックを選択します。CKS1、

CKS0ビットの設定で Pck0、Pck0/4、Pck0/16、Pck0/64の 4種類から選

択できます。 

選択したクロックと、ビットレートレジスタの設定値、およびボーレート

の関係については、「28.3.8 ビットレートレジスタ（SCBRR）」を参照

してください。 

00：Pck0 

01：Pck0/4 

10：Pck0/16 

11：Pck0/64 

【注】Pck0：周辺クロック 0 

 

28.3.6 シリアルコントロールレジスタ（SCSCR） 

SCSCRは、SCIFの送信／受信動作、シリアルクロック出力、割り込み要求の許可／禁止、および送信／受信ク

ロックソースの選択を行うレジスタです。 

SCSCRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

—

01234567891011121315 14

000000000000000 0

CKE0CKE1—REIERETERIETIE———————

R/WR/WRR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 TIE 0 R/W トランスミットインタラプトイネーブル 

SCFTDRから SCTSRへシリアル送信データが転送され、SCFTDR内のデ

ータ数が送信トリガ設定数以下になり、SCFSRの TDFEフラグが 1にセ

ットされたときに、送信 FIFOデータエンプティ割り込み（TXI）要求の発

生を許可／禁止します。 

TXIの解除は、SCFSRの TDFEフラグの 1を読み出した後、SCFTDRに

送信トリガ設定数より多い送信データを書き込み、SCFSRの TDFEフラ

グを 0にクリアするか、または TIEを 0にクリアすることで行うことがで

きます。 

0：送信 FIFOデータエンプティ割り込み（TXI）要求を禁止 

1：送信 FIFOデータエンプティ割り込み（TXI）要求を許可 

 



 

28. FIFO内蔵シリアルコミュニケーション／IrDAインタフェース（SCIF/IrDA） 

28-12  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6 RIE 0 R/W レシーブインタラプトイネーブル 

SCFSRの RDFフラグまたは DRフラグが 1にセットされたときの受信デ

ータフル割り込み（RXI）要求、SCFSRの ERフラグが 1にセットされた

ときの受信エラー割り込み（ERI）要求、SCFSRの BRKフラグまたは

SCLSRのORERフラグが1にセットされたときのブレーク割り込み（BRI）

要求の発生を許可／禁止します。 

0：受信データフル割り込み（RXI）要求、および受信エラー割り込み（ERI）

要求、ブレーク割り込み（BRI）要求を禁止 

1：受信データフル割り込み（RXI）要求、および受信エラー割り込み（ERI）

要求、ブレーク割り込み（BRI）要求を許可 

【注】 RXI割り込み要求の解除は、SCFSRの RDFフラグまたは DRフ

ラグの 1を読み出した後で 0にクリアするか、RIEビットを 0に

クリアすることで行えます。ERI、BRI割り込み要求の解除は、

SCFSRの ER、BRK、SCLSRの ORERの各フラグで 1を読み出

した後、0にクリアするか、RIE、 REIEビットを 0にクリアする

ことで行えます。 

5 TE 0 R/W トランスミットイネーブル 

SCIFのシリアル送信動作の開始を許可／禁止します。 

TEビットが 1のときに、SCFTDRに送信データを書き込むとシリアル送

信を開始します。 

0：送信動作を禁止 

1：送信動作を許可* 

【注】* なお、TEビットを 1にセットする前に必ず SCSMR、SCFCRの

設定を行い、送信フォーマットを決定し、送信 FIFOをリセット

してください。 

4 RE 0 R/W レシーブイネーブル 

SCIFのシリアル受信動作の開始を許可／禁止します。 

REビットが 1のときに調歩同期式モードの場合はスタートビットを、ク

ロック同期式モードでは同期クロック入力をそれぞれ検出すると、シリア

ル受信を開始します。 

REビットを 0にクリアしても SCFSRの ER、BRK、FER、PER、RDF、

DR、SCLSRの ORERの各フラグは影響を受けず、状態を保持しますので

注意してください。 

この状態でスタートビットを検出すると、シリアル受信を開始します。 

0：受信動作を禁止 

1：受信動作を許可* 

【注】* なお、REビットを 1にセットする前に必ず SCSMR、SCFCR

の設定を行い、受信フォーマットを決定し、受信 FIFOをリセッ

トしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 REIE 0 R/W レシーブエラーインタラプトイネーブル 

受信エラー割り込み（ERI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求の発生を

許可／禁止します。ただし、REIEビットの設定は RIEビットが 0のとき

のみ有効です。 

受信エラー割り込み（ERI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求の解除は、

SCFSRの ER、BRK、SCLSRの ORERの各フラグで 1を読み出した後で

0にクリアするか、RIEと REIEビットを 0にクリアすることで行えます。

RIEを 0に設定しても、REIEを 1に設定すれば、ERI、BRI割り込み要求

は発生します。DMA転送時に ERI、BRI割り込み要求を割り込みコントロ

ーラへ通知したいときに設定します。 

0：受信エラー割り込み（ERI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求を

禁止 

1：受信エラー割り込み（ERI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求を

許可 

2 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 

0 

CKE1 

CKE0 

0 

0 

R/W 

R/W 

クロックイネーブル 1、0 

SCIFのクロックソースの選択、および SCIF_SCK端子からのクロック出

力の許可／禁止を設定します。CKE1ビットと CKE0ビットの組み合わせ

によって SCIF_SCK端子をシリアルクロック出力端子にするか、またはシ

リアルクロック入力端子にするかが決まります。ただし CKE0ビットの設

定は、内部クロック動作（CKE1＝0）のときにのみ有効です。外部クロッ

ク動作（CKE1＝1）の場合は、CKE0ビットの設定は無効です。クロック

同期モードで同期クロック出力に設定する場合は、SCSMRの C/Aビット

を 1に設定してから CKE1、CKE0ビットを設定してください。 

• 調歩同期式 

00：SCIF_SCK端子を使用しません。SCIF_SCK端子は入力端子（入力

信号は無視） 

01：SCIF_SCK端子はクロック出力*1 

10：外部クロック／SCIF_SCK端子はクロック入力*2 

11：設定禁止 

• クロック同期式 

00、01：SCIF_SCK端子は同期クロック出力 

10：SCIF_SCK端子は同期クロック入力 

11：設定禁止 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 *1 出力クロックの周波数はビットレートの 16倍 

*2  入力クロックの周波数はビットレートの 16倍 
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28.3.7 シリアルステータスレジスタ（SCFSR） 

SCFSRは 16ビット長のレジスタで、下位 8ビットは SCIFの動作状態を示すステータスフラグを、上位 8ビッ

トはレシーブ FIFOレジスタ内のデータの受信エラー数を示します。 

SCFSRは常に CPUから読み出し／書き込みできます。ただし、ER、TEND、TDFE、BRK、RDF、DRの各フラ

グへ 1を書き込むことはできません。また、これらを 0にクリアするためには、あらかじめ 1を読み出しておく

必要があります。なお、FERフラグおよび PERフラグは読み出し専用であり、書き込むことはできません。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000001100000000 0

DRRDFPERFERBRKTDFETENDERPERN[3:0] FERN[3:0]

R/W*1R/W*1RRR/W*1R/W*1R/W*1R/W*1RRRRRRR R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 PERN[3:0] 0000 R パリティエラー数 

SCFRDRに格納されている受信データでパリティエラーの発生している

データ数を示します。 

SCFSRの ERビットがセットされた後、PERNで示される値がパリティエ

ラー発生データ数を表示します。SCFRDRの 16バイトの受信データすべ

てがパリティエラーを伴う場合、PERN0は 0を表示します。 

11～8 FERN[3:0] 0000 R フレーミングエラー数（FER3～0） 

SCFRDRに格納されている受信データでフレーミングエラーの発生して

いるデータ数を示します。 

SCFSRの ERビットがセットされた後、FERNで示される値がフレーミン

グエラーの発生しているデータ数を表示します。SCFRDRの 16バイトの

受信データすべてがフレーミングエラーを伴う場合、FERNは 0を表示し

ます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ER 0 R/W* レシーブエラー 

受信時にフレーミングエラー、パリティエラーが発生したことを示します。

SCSCRの REビットを 0にクリアしたときには、ERフラグは影響を受け

ず以前の状態を保持します。レシーブエラーが発生しても受信データは

SCFRDRに転送され、受信動作を続けます。SCFRDRから読み出すデー

タに受信エラーがあるかどうかは、SCFSRの FER、PERビットで判定で

きます。 

0：受信時にフレーミングエラーまたはパリティエラーが発生していない

ことを表示 

［クリア条件］ 

•パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

•ER＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき 

1：受信時にフレーミングエラーまたはパリティエラーが発生したことを

表示 

［セット条件］ 

• 受信終了時に受信データの最後尾のストップビットが 1であるかど

うかをチェックし、ストップビットが 0であったとき* 

• 受信時の受信データとパリティビットを合わせた 1の数がシリアル

モードレジスタ（SCSMR）の O/Eビットで指定した偶数／奇数パリ

ティの設定と一致しなかったとき 

【注】2ストップモードのときは、1ビット目のストップビットが 1である

かどうかのみを判定し、2ストップビット目のストップビットはチェ

ックしません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6 TEND 1 R/W* トランスミットエンド* 

送信キャラクタの最後尾ビットの送信後に SCFTDRに有効なデータがな

く、送信を終了したことを示します。 

0：送信中であることを表示 

［クリア条件］ 

• SCFTDRに送信データを書き込み、TENDフラグが 1の状態を読み

出した後、TENDフラグに 0を書き込んだとき 

• DMACで SCFTDRへデータを書き込んだとき 

1：送信を終了したことを表示 

［セット条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• SCSCRの TEビットが 0のとき 

• 1バイトのシリアル送信キャラクタの最後尾ビットの送信後に

SCFTDRに送信データがないとき 

【注】クロック同期式モードにおいて DMACを使用し SCFTDRへデー

タを書き込んだ場合、TENDフラグがクリアされないときがあり

ます。そのため、クロック同期式モードにおいて DMAC使用時は

下記手順で TENDフラグのリードを行ってください。 

（1）DMACにてデータ転送終了を確認 

（2）TENDフラグをリード 

（3）TENDフラグが 1の場合、0クリア 

（4）再度 TENDフラグをリード 

（5）2度目にリードした TENDフラグを使用 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 TDFE 1 R/W* トランスミット FIFOデータエンプティ 

SCFTDRから SCTSRにデータ転送が行われ、SCFTDR内のデータ数が

SCFCRの TTRG1、TTRG0ビットで設定した送信トリガデータ数以下に

なり、SCFTDRに送信データを書き込むことが可能になったことを示しま

す。 

0：SCFTDR内の送信データ数が送信トリガ設定数より多いことを表示 

［クリア条件］ 

• TDFE＝1の状態を読み出した後、SCFTDRに送信トリガ設定数を超

える送信データを書き込み、0を書き込んだとき 

• DMACでSCFTDRに送信トリガ設定数を超えるデータを書き込んだ

とき 

1：SCFTDRの送信データ数が送信トリガ設定数以下であることを表示 

［セット条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• SCFTDRの送信データ数が送信動作によって送信トリガ設定数以下

になったとき* 

【注】 SCFTDRは 16バイトの FIFOレジスタですので TDFE＝1で書き込

むことができる最大データ数は、16－（送信トリガ設定数）になり

ます。これより多くデータを書き込んだ場合は無視されます。また、

SCFTDR内のデータ数は SCFDRに示されます。 

4 BRK 0 R/W* ブレーク検出 

受信データのブレーク信号を検出して示します。 

0：ブレーク信号を受信していないことを表示 

［クリア条件］ 

•パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

•BRK＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき 

1：ブレーク信号を受信したことを表示* 

［セット条件］ 

•フレーミングエラーを伴うデータを受信したとき、引き続き 1フレー

ム長以上スペース 0（ローレベル）の場合 

【注】ブレーク検出すると受信データ（H'00）の FIFOへの転送は停止しま

す。ブレークが終了し、受信信号がマーク 1に戻ると受信データの転

送が再開します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 FER 0 R フレーミングエラー表示 

調歩同期式モードで、次に SCFRDRから読み出すデータにフレーミング

エラーがあったかどうかを表示します。 

0：次に SCFRDRから読み出す受信データにフレーミングエラーが発生

しなかったことを表示 

［クリア条件］ 

•パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

•次に SCFRDRから読み出す受信データにフレーミングエラーなし 

1：次に SCFRDRから読み出す受信データにフレーミングエラーが発生

したことを表示 

［セット条件］ 

•次に SCFRDRから読み出す受信データにフレーミングエラーあり 

2 PER 0 R パリティエラー表示 

調歩同期式モードで、次に SCFRDRから読み出すデータにパリティエラ

ーがあったかどうかを表示します。 

0：次に SCFRDRから読み出す受信データにパリティエラーが発生しな

かったことを表示 

［クリア条件］ 

•パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

•次に SCFRDRから読み出す受信データにパリティエラーなし 

1：次に SCFRDRから読み出す受信データにパリティエラーが発生して

いることを表示 

［セット条件］ 

•次に SCFRDRから読み出すデータにパリティエラーあり 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 RDF 0 R/W* レシーブ FIFOデータフル 

受信したデータが SCRSRから SCFRDRに転送され、SCFRDR内の受信

データ数が、SCFCRの RTRG1、RTRG0ビットで設定した受信トリガデ

ータ数以上になったことを示します。 

0：SCFRDR内の受信データ数が受信トリガ設定数より少ないことを表

示 

［クリア条件］ 

•パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

•RDF＝1を読み出した後、SCFRDR内の受信データ数が受信トリガ設

定数より少なくなるまで SCFRDRを読み出し、0を書き込んだとき 

•DMACで SCFRDR内の受信データ数が受信トリガ設定数より少なく

なるまで SCFRDRを読み出したとき 

1：SCFRDR内の受信データ数が受信トリガ設定数以上であることを表

示 

［セット条件］ 

•SCFRDRに受信トリガ設定数以上の受信データが格納されたとき* 

【注】SCFRDRは 16バイトの FIFOレジスタです。RDF＝1で少なくとも

受信トリガ設定数のデータを読み出すことができます。SCFRDRが

空の状態でデータを読み出すと不定値が読み出されます。なお

SCFRDR内の受信データ数は SCFDRに示されます。 

0 DR 0 R/W* レシーブデータレディ 

調歩同期式モードでは、SCFRDRに受信トリガ設定数未満のデータがあ

り、かつ最後に受信したデータのストップビットから 15etu時間以上、次

のデータが来ないことを示します。クロック同期式モードに設定した場合

はセットされません。 

0：受信中または正常に受信完了して SCFRDRに受信データが残ってい

ないことを表示 

［クリア条件］ 

•パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

•DR＝1を読み出した後、SCFRDR内の受信データをすべて読み出し、

0を書き込んだとき 

•DMACで SCFRDR内の受信データをすべて読み出したとき 

1：次の受信データが来ないことを表示 

［セット条件］ 

• SCFRDRに受信トリガ設定数未満のデータがあり、かつ最後に受信し

たデータのストップビットから 15etu時間以上次のデータが来ない

とき* 

【注】8ビット長 1ストップビットフォーマット時の 1.5フレーム時間に相

当します。 

【記号説明】etu（Elementary Time Unit：1ビットの転送期間の略） 

【注】 * フラグをクリアするために 0を書き込むことのみ可能です。 
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28.3.8 ビットレートレジスタ（SCBRR） 

SCBRRは、SCSMRの CKS1、CKS0ビットで選択されるボーレートジェネレータの動作クロックと合わせて、

シリアル送信／受信のビットレートを設定する 8ビットのレジスタです。 

SCBRRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。 

本ボーレートジェネレータは Pck0、Pck0/4、Pck0/16、Pck0/64用であり、外部クロック用ボーレートジェネレ

ータは「28.6 外部クロック用ボーレートジェネレータ（BRG）」を参照してください。 
 

SCBRRの設定値は以下の計算式で求められます。 

〔調歩同期式モード〕 

N ＝ ×106－1Pck0
64×22n－1×B  

 

〔クロック同期式モード〕 

N＝ ×106－1Pck0
8×22n－1×B  

 

B：ビットレート（bit/s） 

N：ボーレートジェネレータの SCBRRの設定値（0≦N≦255） 

Pck0：周辺モジュール用動作周波数（MHz） 

n： 0、1、2、3 

（nとボーレートジェネレータ入力クロックの関係は、表 28.4を参照してください） 
 

表 28.4 SCSMRの設定値 

n ボーレートジェネレータ SCSMRの設定値 

 入力クロック CKS1 CKS0 

0 Pck0 0 0 

1 Pck0/4 0 1 

2 Pck0/16 1 0 

3 Pck0/64 1 1 

【注】調歩同期式モードのビットレート誤差は、以下の計算式で求められます。 

 

誤差（％）＝ －1      ×100
Pck0×106

（N + 1）×B×64×22n－1
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28.3.9 FIFOコントロールレジスタ（SCFCR） 

SCFCRは送信／受信の各 FIFOレジスタのリセット、およびトリガデータ数の設定を行うレジスタです。また

ループバックテストの許可ビットを含んでいます。 

SCFCRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

—

01234567891011121315 14

000000000000000 0

LOOPRFCLTFCL—TTRG[1:0]RTRG[1:0]— — —————

R/WR/WR/WRR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7、6 RTRG[1:0] 00 R/W レシーブ FIFOデータ数トリガ 

SCFSRの RDFフラグをセットする受信データ数を設定するビットです。 

SCFRDR内に格納された受信データ数が下に示すトリガ設定数以上にな

ったとき RDFフラグをセットします。 

 調歩同期式モード クロック同期式モード 

00： 1 1 

01： 4 2 

10： 8 8 

11： 14 14 

5、4 TTRG[1:0] 00 R/W トランスミット FIFOデータ数トリガ 

SCFSRの TDFEフラグをセットする未送信のデータ数を設定するビット

です。 

送信動作により SCFTDR内の送信データ数が、下に示すトリガ設定数以下

になったとき TDFEフラグをセットします。 

00：8（8） 

01：4（12） 

10：2（14） 

11：0（16） 

【注】（ ）内の値はフラグ発生時の SCFTDRの空き数を示します。 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 TFCL 0 R/W トランスミット FIFOデータ数レジスタクリア 

トランスミット FIFOデータ数レジスタ内の送信データ数を 0にクリアし

ます。 

0：クリアしない 

1：FIFOデータ数を 0にクリアする 

【注】パワーオンリセット、マニュアルリセット時にはリセット動作が行わ

れます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 RFCL 0 R/W レシーブ FIFOデータ数レジスタクリア 

レシーブ FIFOデータ数レジスタ内の受信データ数を 0にクリアします。 

0：クリアしない 

1：FIFOデータ数を 0にクリアする 

【注】パワーオンリセット、マニュアルリセット時にはリセット動作が行わ

れます。 

0 LOOP 0 R/W ループバックテスト 

送信出力端子（SCIF_TXD）と受信入力端子（SCIF_RXD）を内部で接続

し、ループバックテストを可能にします。 

0：ループバックテストを禁止 

1：ループバックテストを許可 

 

28.3.10 FIFOデータ数レジスタ（SCFDR） 

SCFDRは、上位 8ビットで SCFTDR内の送信データ数を、下位 8ビットで SCFRDR内の受信データ数を示し

ます。 

SCFDRは常に CPUから読み出すことができます。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

—

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RDN[4:0]———TDN[4:0]——

RRRRRRRRRRRRRRR R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12～8 TDN[4:0] すべて 0 R SCFTDR内に格納されている未送信のデータ数を示します。 

H'00は送信データがないことを、H'10は SCFTDRに最大数（16バイト）

の送信データが格納されていることを示します。 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4～0 RDN[4:0] すべて 0 R SCFRDR内に格納されている受信データ数を示します。 

H'00は受信データがないことを、H'10は SCFRDRに最大数（16バイト）

の受信データが格納されていることを示します。 
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28.3.11 シリアルポートレジスタ（SCSPTR） 

SCSPTRは、常に CPUによる読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、SCIFの端子にマルチプレク

スされたポートの入出力およびデータを制御します。ビット 1、0によって RXD端子から入力データを読み出し、

TXD端子へ出力データを書き込むことができ、シリアル送受信のブレークを制御します。 

パワーオンリセット、マニュアルリセット時にビット 2、0を除いたすべてのビットが 0に初期化されます。ビ

ット 2、0は不定です。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

—

01234567891011121315 14

—0—000000000000 0

SPB2 
DT

SPB2 
IO

SCK 
DT

SCK 
IO———————————

R/WR/WR/WR/WRRRRRRRRRRR R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 SCKIO 0 R/W シリアルポートクロックポート入出力 

シリアルポートの SCIF_SCK端子の入出力を指定します。実際に

SCIF_SCK端子をポート出力端子として SCKDTビットで設定した値を出

力する場合は、SCSCRの CKE1、CKE0ビットを 0に設定してください。 

0：SCIF_SCK端子に SCKDTビットの値を出力しないことを示します 

1：SCIF_SCK端子に SCKDTビットの値を出力することを示します 

2 SCKDT 不定 R/W シリアルポートクロックポートデータ 

シリアルポートの SCIF_SCK端子の入出力データを指定します。入力か出

力かは SCKIOビットで指定します。出力の場合、SCKDTビットの値が

SCIF_SCK端子に出力されます。SCKIOビットの値にかかわらず、SCKDT

ビットからは SCIF_SCK端子の値が読み出されます。 

パワーオンリセット、マニュアルリセット後の初期値は不定です。 

0：入出力データがローレベルであることを示します 

1：入出力データがハイレベルであることを示します 

1 SPB2IO 0 R/W シリアルポートブレーク入出力 

シリアルポートの SCIF_TXD端子の出力条件を指定します。実際に

SCIF_TXD端子をポート出力端子として SPB2DTビットで設定した値を

出力する場合は、SCSCRの TEビットを 0に設定してください。 

0：SCIF_TXD端子に SPB2DTビットの値を出力しないことを示します 

1：SCIF_TXD端子に SPB2DTビットの値を出力することを示します 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 SPB2DT 不定 R/W シリアルポートブレークデータ 

シリアルポートの SCIF_RXD端子の入力データおよび SCIF_TXD端子の

出力データを指定します。SCIF_TXD端子の出力条件は SPB2IOビットで

指定します。SCIF_TXD端子を出力に設定した場合、SPB2DTビットの値

が SCIF_TXD端子に出力されます。SPB2IOビットの値にかかわらず、

SPB2DTビットからは SCIF_RXD端子の値が読み出されます。パワーオ

ンリセット、マニュアルリセット後の初期値は不定です。 

0：入出力データがローレベルであることを示します 

1：入出力データがハイレベルであることを示します 

 

28.3.12 ラインステータスレジスタ（SCLSR） 
 
ビット：

初期値：

R/W：

—

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ORER——————————————

R/W*1RRRRRRRRRRRRRR R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 ORER 0 R/W*1 オーバランエラー 

受信時にオーバランエラーが発生して異常終了したことを示します。 

0：受信中、または正常に受信を完了したことを表示*2 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• ORER＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき 

1：受信時にオーバランエラーが発生したことを表示*3 

［セット条件］ 

• SCFRDRが最大数（16バイト）のデータを受信した状態で次の

シリアル受信を完了したとき 

【注】 *1 フラグをクリアするために 0を書き込むことのみ可能です。 

 *2 SCSCRの REビットを 0にクリアしたときには、ORERフラグは影響を受けず以前の状態を保持します。 

 *3 SCFRDRではオーバランエラーが発生する前の受信データを保持し、後から受信したデータが失われます。さら

に、ORER＝1にセットされた状態で、以降のシリアル受信を続けることはできません。 

  ORERフラグをクリアして受信を再開する場合、受信 FIFOからのデータ読み出し（または受信 FIFOクリア）と

受信エラー処理を行った後で ORERフラグをクリアしてください。 
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28.3.13 BRG分周レジスタ（BRGDL2） 

BRGDR2は、BRGで生成する分周クロックの分周値を指定します。 

本レジスタに設定するクロック分周値は、以下の計算式により求められます。 
 

クロック分周値＝クロック入力周波数／（要求するボーレート×16） 
 

表 28.5に、3.686MHzの水晶発振子を使用した場合のクロック分周設定値を示します。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

BRGDL[15:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 BRGDL 

[15:0] 

すべて 0 R/W BRG生成クロック分周値 

BRGで生成する分周クロックの分周値を設定します。 

1～65535の範囲で設定可能です。 

 

表 28.5 ボーレート（3.6864MHzクロック） 

ボーレート 分周値 エラー率* 

50 4608 － 

75 3072 － 

110 2095 －0.022 

134.5 1713 0.001 

150 1536 － 

300 768 － 

600 384 － 

1200 192 － 

1800 128 － 

2000 115 0.174 

2400 96 － 

3600 64 － 

4800 48 － 

7200 32 － 

9600 24 － 

14400 16 － 

19200 12 － 

38400 6 － 

76800 3 － 
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ボーレート 分周値 エラー率* 

115200 2 － 

【注】 * －：エラー率＝0を示します。 

 

28.3.14 BRGクロックセレクトレジスタ（BRGCKS2） 

BRGCKS2は、BRGで生成する分周クロックと外部クロック（SCIF2_SCK）との出力の切り替えを指定します。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

BRG
CKS — — — — — — — — — — — — — — —

RRRRRRRRRRRRRRR/W R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 BRGCKS 0 R/W 分周クロックと外部クロック（SCIF2_SCK）との出力を切り替えます。 

0：分周クロックを選択します。 

1：外部クロックを選択します。 

14～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

 

28.3.15 IrDAシリアルモードレジスタ（SCSMRIR） 

SCSMRIRは、SCIF/IrDAのチャネル 2（SCIF2）を、IrDA赤外線通信ポートとして使用する場合の制御を行い

ます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R R R R R R R

— — — — — — EDGEN LOOP IRMOD — — — — — — —

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

9 EDGEN 0 R/W SCIF2_RXD端子サンプリングモード 

0：SCIF2_RXD端子をエッジでサンプリング 

1：SCIF2_RXD端子をエッジとレベルの２回でサンプリング 

8 LOOP 0 R/W IrDAループバックテスト 

0：通常動作 

1：SCIF2_TXD端子から SCIF2_RXD端子へのループバック動作 

7 IRMOD 0 R/W IrDAモード 

0：SCIF/IrDAの SCIF2を SCIFシリアル通信ポートとして使用 

1：SCIF/IrDAの SCIF2を IrDA赤外線通信ポートとして使用 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

 

28.4 動作説明 

28.4.1 概要 

SCIFは、キャラクタ単位で同期をとりながら通信する調歩同期式モードと、クロックパルスにより同期をとり

ながら通信するクロック同期式モードの 2方式でシリアル通信ができます。調歩同期式モードの動作については、

「28.4.2 調歩同期式モードの動作」を参照してください。 

送受信用に 16段の FIFOバッファを内蔵しており、CPUのオーバヘッドを減らし、高速連続通信が可能です。 

送受信フォーマットの選択は、SCSMRで行います。これを表 28.6に示します。また、SCIFのクロックソース

は、SCSMRの C/Aビットおよび SCSCRの CKE1、CKE0ビットの組み合わせで決まります。これを表 28.7に示

します。 
 

（1） 調歩同期式モード 

• データ長：7ビット／8ビットから選択可能 

• データの送受信はLSBが先頭（LSB First） 

• パリティの付加および1ビット／2ビットのストップビットの付加を選択可能（これらの組み合わせにより送

信／受信フォーマット、およびキャラクタ長を決定） 

• 受信時にフレーミングエラー、パリティエラー、レシーブFIFOデータフル、オーバランエラー、レシーブデ

ータレディ、およびブレークの検出が可能 

• 送受信FIFOレジスタのおのおのの格納データ数を表示 

• SCIFのクロックソース：周辺クロック0（Pck0）／SCIF_SCK端子入力から選択可能 

周辺クロック0（Pck0）を選択した場合：SCIFはボーレートジェネレータのクロックで動作 

（SCIF_SCK端子からビットレートの16倍の周波数でクロックを

出力可能） 

SCIF_SCK端子入力を選択した場合：ビットレートの16倍の周波数でクロックを入力することが必要 

 （内蔵ボーレートジェネレータを使用しない） 
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（2） クロック同期式モード 

• データ長：8ビットに固定 

• データの送受信はLSBが先頭（LSB First） 

• 受信時にオーバランエラーの検出が可能 

• SCIFのクロックソース：周辺クロック（Pck）／SCIF_SCK端子入力から選択可能 

周辺クロック0（Pck0）を選択した場合：SCIFはボーレートジェネレータのクロックで動作し、同期クロッ

クを外部へ出力 

SCIF_SCK端子入力を選択した場合：入力同期クロックで動作（内蔵ボーレートジェネレータを使用しない） 

 

表 28.6 SCSMRの設定値とシリアル送信／受信フォーマット 

SCSMRの設定値 SCIFの送信／受信フォーマット 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 3 ストップ 

C/A CHR PE STOP 

モード 

データ長 パリティビット 

ビット長 

0 1ビット 0 

1 

なし 

2ビット 

0 1ビット 

0 

1 

1 

8ビットデータ

あり 

2ビット 

0 1ビット 0 

1 

なし 

2ビット 

0 1ビット 

0 

1 

1 

1 

調歩同期式モード 

7ビットデータ

あり 

2ビット 

1 * * * クロック同期式モード 8ビットデータ なし なし 

【注】 * Don't care 
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表 28.7 SCSMR、SCSCRの設定と SCIFのクロックソースの選択 

SCSMR SCSCRの設定 

ビット 7 ビット 1 ビット 0

C/A CKE1 CKE0 

モード クロックソース SCK端子の機能 

0 SCK端子を使用しません 

SCK端子は入力端子（入力信号は無視） （初期値） 

0 

1 

内部クロック 

Pck0、Pck0/4、Pck0/16、

Pck0/64 SCK端子はクロック出力 

（ビットレートの 16倍のクロックを出力） 

SCK端子はクロック入力 

（ビットレートの 16倍のクロックを入力） 

SC_CLKを選択した場合も SCKは入力 

（入力信号は無視） 

1 0 

調歩 

同期式 

外部クロック用ボーレ

ートジェネレータの入

力SC_CLK（SCIF_CLK、

Pck0）もしくは、SCK

（ボーレートジェネレ

ータの CKSレジスタで

切り替え） 

BRGCLKがビットレートの 16倍の周波数になるよ

うに、SCK入力または SC_CLKを設定します。 

SC_CLKを選択した場合は SC_CLKの周波数と DL

の設定、SCKを選択した場合は SCK入力の周波数を

調整して、BRGCLKを 16倍にします。 

0 

1 1 禁止 － － 

0 SCK端子は同期クロック出力 0 

1 

内部クロック 

Pck0、Pck0/4、 

Pck0/16、Pck0/64 

SCK端子は同期クロック出力 

SCK入力 

（ボーレートジェネレ

ータの CKSレジスタで

切り替え） 

SCK端子は同期クロック入力 

 

1 0 

クロック

同期式 

外部クロック用ボーレ

ートジェネレータの入

力SC_CLK（SCIF_CLK、

Pck0） 

SC_CLKを入力クロックとした同期通信はできませ

ん。 

1 

1 1 禁止 — — 
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28.4.2 調歩同期式モードの動作 

調歩同期式モードは、通信開始を意味するスタートビットと通信終了を意味するストップビットをデータに付

加したキャラクタを送信／受信し、1キャラクタ単位で同期をとりながらシリアル通信を行うモードです。 

SCIF内部では、送信部と受信部は独立していますので、全二重通信を行うことができます。また、送信部と受

信部がともに 16段の FIFOバッファ構造になっていて、送信／受信中にデータの読み出し／書き込みができるの

で、連続送信／受信が可能です。 

調歩同期式シリアル通信の一般的なフォーマットを図 28.5に示します。 

調歩同期式シリアル通信では、通常、通信回線はマーク状態（ハイレベル）に保たれています。SCIFは通信回

線を監視し、スペース（ローレベル）になったところをスタートビットとみなしてシリアル通信を開始します。 

シリアル通信の 1キャラクタは、スタートビット（ローレベル）から始まり、データ（LSBファースト：最下

位ビットから）、パリティビット（ハイ／ローレベル）、最後にストップビット（ハイレベル）の順で構成され

ています。 

調歩同期式モードでは、SCIFは受信時にスタートビットの立ち下がりエッジで同期化を行います。また、SCIF

はデータを 1ビット期間の 16倍の周波数で入出力するクロックの 8番目でサンプリングしますので、各ビットの

中央で通信データが取り込まれます。 

シリアル
データ

1 1

0

LSB MSB

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 0/1 1 1

アイドル状態 
（マーク状態）

送信／受信データ

通信データの1単位（キャラクタまたはフレーム）

ストップ
ビット

1ビット
または
2ビット

1ビット 1ビット
または
なし

7ビットまたは8ビット

スタート
ビット

パリティ
ビット

 

図 28.5 調歩同期式通信のデータフォーマット 

（8ビットデータ／パリティあり／2ストップビットの例） 
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（1） 送信／受信フォーマット 

設定可能な送信／受信フォーマットを表 28.8に示します。 

送信／受信フォーマットは 8種類あり、SCSMRの設定により選択できます。 
 

表 28.8 シリアル送信／受信フォーマット（調歩同期式モード） 

1 2 3CHR PE STOP

STOP0 

0 

0 

0 

1 

1 

1 

1

0 

0 

1 

1 

0 

0 

1 

1

0 

1 

0 

1 

0 

1 

0 

1

4 5 6

シリアル送信／受信フォーマットとフレーム長

【記号説明】
S 
STOP 
P

：スタートビット
：ストップビット
：パリティビット

SCSMRの設定

7 8 9 10 11 12

S 8ビットデータ

STOPS 8ビットデータ STOP

STOPP

STOP STOP

S 8ビットデータ

S 8ビットデータ

S 7ビットデータ

S 7ビットデータ

S 7ビットデータ

S 7ビットデータ

P

STOP

STOP STOP

STOPP

STOP STOPP

 
 

（2） クロック 

SCIFの送受信クロックは、SCSMRの C/Aビットおよび SCSCRの CKE1、CKE0ビットの設定により、内蔵ボ

ーレートジェネレータの生成した内部クロックまたは外部クロック用ボーレートジェネレータの生成した外部ク

ロックの 2種類から選択できます。SCIFのクロックソースの選択については表 28.7を参照してください。 

外部クロックを使用する場合には、BRGCLKが使用するビットレートの 16倍の周波数になるように設定して

ください。 

内部クロックで動作させるとき、SCIF_SCK端子からクロックを出力することができます。このとき出力され

るクロックの周波数はビットレートの 16倍です。 
 

（3） SCIFの初期化（調歩同期式） 

データの送信／受信前には、まず SCSCRの TEビット、および REビットを 0にクリアした後、以下の順で SCIF

を初期化してください。動作モードの変更、通信フォーマットの変更などの場合には必ず、TEビットおよび RE

ビットを 0にクリアしてから次の手順で変更を行ってください。 

1. TEビットを0にクリアすると、SCTSRが初期化されます。TE、REビットを0にクリアしても、SCFSR、SCFTDR

および、SCFRDRの内容は保持されますので注意してください。 
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2. TEビットの0クリアは、送信データをすべて送信しSCFSRのTENDフラグがセットされた後に行ってくださ

い。送信中でも0クリア可能ですが、送信中のデータは0クリア後、マーク状態になります。また再度TEビッ

トを1にセットして送信開始する前にSCFCRのTFCLビットをいったん1にセットしてSCFTDRをリセットし

てください。 

3. 外部クロックを使用している場合には、動作が不確実になりますので初期化を含めた動作中にクロックを止

めないでください。 

 

図 28.6に SCIFの初期化フローチャートの例を示します。 

初期化

終了

SCSCRのTE、REビットを0にクリア

SCFCRのTFCL、RFCLビットを
1にセット

SCFSRのER、DR、BRK、
SCLSRのORERの各フラグを
読み出した後0書き込みでクリア

SCSCRのCKE1、CKE0ビットを設定

SCSMRに送信／受信フォーマットを設定

SCBRRに値を設定

SCSCRのTE、REビットを1にセット、
およびTIE、RIE、REIEビットを設定

SCFCRのRTRG1,0、TTRG1,0ビットを設定し、
TFCL、RFCLビットを０にクリア

SCSCRにクロック選択を設定してください。

なお、TIE、RIE、TE、REは必ず0を設定してください。

SCSMRに送信／受信フォーマットを設定します。

SCBRRにビットレートに対応する値を書き込みます。

ただし、外部クロックを使用する場合には必要ありま

せん。

少なくとも1ビット期間待ってから、SCSCRのTEビット

またはREビットを1にセットします。また、TIE、RIE、

REIEビットを設定してください。

TE、REビットを設定することによりSCIF_TXD端子、

SCIF_RXD端子が使用可能となります。送信時にはマー

ク状態となり、受信時にはスタートビット待ちのアイ

ドル状態になります。

（1）

（2）

（3）

（4）
（TIE、RIE、TE、REビットは0） （1）

（2）

（3）

（4）

1ビット期間経過？

Yes

Wait

No

 

図 28.6 SCIFの初期化フローチャートの例 
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（4） シリアルデータ送信（調歩同期式） 

図 28.7にシリアル送信のフローチャートの例を示します。 

シリアルデータ送信は、SCIFを送信動作可能状態に設定した後、以下の手順を参考に行ってください。 

送信開始

TDFE = 1?

全データ送信？

Yes

No

No

No

Yes

Yes

TEND = 1?

No

Yes

ブレーク出力？

送信終了

SCFSRのTDFEビットを読み出し

SCFTDRに送信データを書き込み

SCFSRのTENDビットを読み出し

SCSCRのTE

SPB2DTを0にクリア
SPB2IOを1にセット

ビットを0にクリア

（1）

（2）

（3）

SCIFの状態を確認して、送信データを書き込み：

SCFSRを読み出して、TDFEフラグが1であることを確

認した後、SCFTDRに送信データを書き込み、TDFE、

TENDビットを0にクリアします。

書き込み可能な送信データ数は16－（送信トリガ設定数）

になります。

シリアル送信の継続手順：

シリアル送信を続けるときには、TDFEフラグの1を読み

出して書き込み可能であることを確認した後にSCFTDR

にデータを書き込み、続いてTDFEフラグを0にクリアし

てください。

シリアル送信の終了時にブレークを出力：

シリアル送信時にブレークを出力するときには、

SCSPTRのSPB2DTビットを0にクリアし、SPB2IOビッ

トを1にセットした後にSCSCRのTEビットを0にクリア

してください。

なお、（1）および（2）では、SCFDRに示される

SCFTDR内の送信データ数から書き込み可能なデータ数

を知ることができます。

（1）

（2）

（3）

 

図 28.7 シリアル送信のフローチャートの例 
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SCIFはシリアル送信時に以下のように動作します。 
 

1. SCIFは、SCFTDRにデータが書き込まれると、SCFTDRからSCTSRにデータを転送し、送信を開始します。

SCFTDRにはSCFSRのTDFEフラグが1であることを確認して送信データを書き込んでください。書き込み可

能なデータ数は少なくとも16－（送信トリガ設定数）です。 

2. SCFTDRからSCTSRへデータが転送され、送信を開始すると、SCFTDRに送信データがなくなるまで連続し

て送信動作を続けます。途中、SCFTDR内の送信データ数がSCFCRで設定した送信トリガ数以下になったと

き、TDFEフラグをセットします。このとき、SCSCRのTIEビットが1にセットされていると送信FIFOデータ

エンプティ割り込み（TXI）要求を発生します。 

 

シリアル送信データは、以下の順に SCIF_TXD端子から送り出されます。 

(a) スタートビット：1ビットの0が出力されます。 

(b) 送信データ：8ビットまたは7ビットのデータがLSBから順に出力されます。 

(c) パリティビット（偶数パリティ、または奇数パリティ）が出力されます。 

なお、パリティビットを出力しないフォーマットも選択できます。 

(d) ストップビット：1ビットまたは2ビットの1（ストップビット）が出力されます。 

(e) マーク状態：次の送信を開始するスタートビットを送り出すまで1を出力し続けます。 

 

3. SCIFは、ストップビットを送出するタイミングでSCFTDRの送信データをチェックします。 

データがあるとSCFTDRからSCTSRにデータを転送し、ストップビットを送り出した後、次フレームのシリ

アル送信を開始します。 

ストップビットを送り出した後、送信データがないとSCFSRのTENDフラグに1をセットし、SCIF_TXD端子

から1を出力するマーク状態になります。 
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調歩同期式モードでの送信時の動作例を図 28.8に示します。 

シリアル
データ

1

0 D0 D1 D7 0/1 1 0 D0 D1 D7 0/1 1

1
パリティ
ビット

ストップ
ビット

データスタート
ビット

TDFE
フラグ

SCIF_TXD

TEND
フラグ

TXI割り込み処理ルーチンで
SCFTDRにデータを書き込み、
TDFEフラグの1を読み出した後0クリア

TXI割り込み
要求の発生

アイドル状態
（マーク状態）

1フレーム

スタート
ビット

データ パリティ
ビット

ストップ
ビット

TXI割り込み
要求の発生

 

図 28.8 送信時の動作例（8ビットデータ／パリティあり／1ストップビットの例） 
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（5） シリアルデータ受信（調歩同期式） 

図28.9および図28.10にシリアル受信フローチャートの例を示します。 

シリアルデータ受信は、SCIFを受信動作可能状態に設定した後、図28.9の手順で行ってください。 

受信開始

RDF = 1?

ER or DR or 
BRK or ORER = 1?

Yes

No

No

No

Yes

Yes

全数受信？

受信終了

エラー処理

SCFSRのER、DR、BRK、SCLSRの
ORERの各フラグを読み出し

SCFSRのRDFフラグを読み出し

SCFRDRの受信データを読み出し、
SCFSRのRDFフラグを0にクリア

SCSCRのREビットを0にクリア

（1）

（2）

（3）

受信エラー処理とブレークの検出 ：
SCFSRのDR、ER、BRK、SCLSRのORERの各フラグ
を読み出してエラーを判定し、所定のエラー処理を行っ
た後、DR、ER、BRK、ORERの各フラグを0にクリア
してください。フレーミングエラー時にSCIF_RXD端
子の値を読み出すことでもブレークの検出ができます。

SCIFの状態を確認して受信データを読み出し：
SCFSRを読み出して、RDF＝1であることを確認した後、
SCFRDRの受信データを読み出し、RDFフラグの1を
読み出した後、0にクリアします。RDFフラグが0から
1に変化したことは、RXI割り込みによっても知ること
ができます。

シリアル受信の継続手順：
シリアル受信を続けるときには、SCFRDR内の受信デー
タを少なくとも受信トリガ設定数読み出して、RDFフ
ラグの 1を読み出した後 0を書き込んでください。
SCFRDR内の受信データ数は、SCFDRを読み出すこと
で知ることができます。

（1）

（2）

（3）

 

図 28.9 シリアル受信のフローチャートの例（1） 
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受信エラー処理

BRK = 1?

Yes

No

No

No

Yes

Yes

DR = 1?

SCFRDRの受信データ読み出し

終了

ER = 1?

オーバランエラー処理

No

Yes

ブレーク処理

エラー処理 （1） SCFRDRから読み出す受信データにフレーミングエ
ラー、パリティエラーが発生しているかどうかは、
SCFSRのFER、PERビットで知ることができます。

ORER = 1?

SCFSRのDR、ER、BRKフラグを

0にクリア、SCLSRのORERフラグを

0にクリア

 

図 28.10 シリアル受信のフローチャートの例（2） 



 

28. FIFO内蔵シリアルコミュニケーション／IrDAインタフェース（SCIF/IrDA） 

28-38  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

SCIFは受信時に以下のように動作します。 

1. SCIFは通信回線を監視し、スタートビットの0を検出すると内部を同期化し、受信を開始します。 

2. 受信したデータをSCRSRのLSBからMSBの順に格納します。 

3. パリティビットおよびストップビットを受信します。 

 

受信後、SCIFは以下のチェックを行います。 

(a) ストップビットチェック：ストップビットが 1であるかをチェックします。 

ただし、2ストップビットの場合、1ビット目のストップビットのみをチェックします。 

(b) 受信データを SCRSRから SCFRDRに転送できる状態であるかをチェックします。* 

(c) オーバランエラーチェック：ORERフラグが 0であり、オーバランエラーが発生していないことをチェック

します。* 

(d) ブレークチェック：BRKフラグが 0であり、ブレーク状態でないことをチェックします。* 

（b）（c）（d）のチェックがパスしたとき、SCFRDRに受信データが格納されます。 

【注】 * パリティエラー、フレーミングエラーが発生しても受信動作を続けます。 

 

4. RDFフラグまたはDRフラグが1になったとき、SCSCRのRIEビットが1にセットされていると受信FIFOデータ

フル割り込み（RXI）要求を発生します。 

また、ERフラグが1になったとき、SCSCRのRIEビットまたはREIEビットが1にセットされていると受信エラ

ー割り込み（ERI）要求を発生します。 

さらに、BRKフラグまたはORERフラグが1になったとき、SCSCRのRIEビットまたはREIEビットが1にセッ

トされていると、ブレーク受信割り込み（BRI）要求を発生します。 

 

調歩同期式モード受信時の動作例を図 28.11に示します。 

シリアル
データ

1

0 D0 D1 D7 0/1 1 0/1 D0 D1 D7 0/1 0/10

パリティ
ビット

ストップ
ビット

データ

RDF
フラグ

FER
フラグ

RXI割り込み 
要求の発生 受信エラーでERI

割り込み要求の
発生

1フレーム

RXI割り込み処理ルーチンで 
データを読み出し、RDF
フラグの1を読み出した後
0にクリア

スタート
ビット

スタート
ビット

データ パリティ
ビット

ストップ
ビット

フレーミング
エラー検出

SCIF_RXD

 

図 28.11 SCIFの受信時の動作例 

（8ビットデータ／パリティあり／1ストップビットの例） 
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28.4.3 クロック同期式モードの動作 

クロック同期式モードは、クロックパルスに同期してデータを送信／受信するモードで、高速シリアル通信に

適しています。 

SCIF内部では、送信部と受信部は独立していますので、クロックを共有することで全二重通信ができます。ま

た、送信部と受信部がともに 16段の FIFIOバッファ構造になっていますので送信／受信中にデータの読み出し／

書き込みができ連続送信／受信が可能です。 

クロック同期式シリアル通信の一般的なフォーマットを図 28.12に示します。 

同期
クロック

通信データの1単位（キャラクタまたはフレーム）
* *

シリアル
データ ビット0 ビット1 ビット2 ビット3 ビット4 ビット5 ビット6 ビット7 Don't careDon't care

LSB MSB

【注】*    連続送信／受信のとき以外はハイレベル  

図 28.12 クロック同期式通信のデータフォーマット 

クロック同期式シリアル通信では、通信回線のデータは同期クロック立ち下がりから次の立ち下がりまで出力

されます。また、クロックの立ち上がりでデータの確定が保証されます。 

シリアル通信の 1キャラクタは、LSBから始まり最後にMSBが出力されます。最終データ出力後の通信回線の

状態は最終データの状態を保ちます。 

クロック同期式モードでは、SCIFは同期クロックの立ち上がりに同期してデータを受信します。 
 

（1） 送信／受信フォーマット 

8ビット固定です。 

パリティビットの付加はできません。 
 

（2） クロック 

SCSMRの C/Aビットと SCSCRの CKE1、CKE0ビットの設定により内蔵ボーレートジェネレータの生成した

内部クロック、または、SCIF_SCK端子から入力された外部同期クロックの 2種類から選択できます。SCIFのク

ロックソース選択については、表 28.7を参照してください。 

内部クロックで動作させるとき、SCIF_SCK端子から同期クロックが出力されます。同期クロックは 1キャラ

クタの送受信で 8パルス出力され、送信／受信を行わないときにはハイレベルに固定されます。受信動作のみの

場合、内部クロックを選択すると SCSCRの REビットが 1の間、受信 FIFO内データ数が受信トリガ設定数に達

するまでクロックパルスが出力されます。 
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（3） SCIFの初期化（クロック同期式） 

データの送信／受信前に SCSCRの TE、REビットを 0にクリアした後、以下の手順で SCIFを初期化してくだ

さい。 

モードの変更、通信フォーマットの変更などの場合には必ず、TE、および REビットを 0にクリアしてから下

記手順で変更してください。TEビットを 0にクリアすると SCTSRが初期化されます。REビットを 0にクリアし

ても RDF、PER、FER、ORERの各フラグ、および SCFRDRの内容は保持されますので注意してください。 

図 28.13に SCIFの初期化フローチャート例を示します。 

初期化

終了

SCFCRのTFCL、RFCLビットを
1にセットし、FIFOバッファをクリア

SCSCRのTE、REビットを0にクリア

SCFSRのBRK、DR、ER、SCLSRのORERの
各フラグを読み出した後、0を書き込んでクリア

SCSMRに送信／受信フォーマットを設定

SCSCRのTE、REビットを1にセット
およびTIE、RIE、REIEビットを設定

SCFCRのRTRG1,0、TTRG1,0を設定し、
TFCL、RFCLビットを０にクリア

初期化終了の直前まで、TE、REビットは0にしておい

てください。

CKE1、CKE0ビットを設定します。

SCSMRに送信／受信フォーマットを設定します。

ビットレートレジスタSCBRRにビットレートに対応す

る値を書き込みます。ただし、外部クロックを使用す

る場合には必要ありません。本設定後は少なくとも1ビッ

ト期間待ってください。

SCSCRのTEビットまたは、REビットを1にセットし

ます。またTIE、RIE、REIEビットを設定してください。

この時点でSCIF_TXD、SCIF_RXD、SCIF_SCK端子が

使用可能となります。送信時にはSCIF_TXD端子はマー

ク状態となります。クロック同期式モード受信でかつ、

同期クロック出力（クロックマスタ）設定の場合、こ

の時点でSCIF_CLK端子からクロックが出力され始め

ます。

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

SCBRRに値を設定

No

Yes

Wait

SCSCRのCKE1、CKE0ビットを設定
（TE、RE、TIE、RIEビットは0）

（1）

（2）

（3）

（5）

（4）

1ビット期間経過

 

図 28.13 SCIF初期化フローチャートの例 



 

28. FIFO内蔵シリアルコミュニケーション／IrDAインタフェース（SCIF/IrDA） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  28-41 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

（4） シリアルデータ送信（クロック同期式） 

図 28.14にシリアル送信のフローチャートの例を示します。 

シリアルデータの送信は、SCIFを送信動作可能状態に設定した後、以下の手順で行ってください。 

送信開始

TDFE = 1?

全データ送信？

Yes

No

No

No

Yes

Yes

TEND = 1?

終了

SCFSR TDFE

SCFTDRに送信データを書き込み、
SCFSRのTDFEビット、TENDビットを
0にクリア

SCFSRのTENDフラグを読み出し

SCSCR TE 0

（1）

（2）

（3）

SCIFの初期化：

「図28.13　SCIF初期化フローチャートの例」を参照

してください。

SCIFの状態を確認して、送信データを書き込み：

SCFSRを読み出して、TDFE=1であることを確認した

後、SCFTDRに送信データを書き込み、TDFEフラグ

を0にクリアしてください。 

シリアル送信の継続手順：

シリアル送信を続けるときには、必ずTDFEフラグの1

を読み出して書き込み可能であることを確認した後に

SCFTDRにデータを書き込み、続いてTDFEフラグを0

にクリアしてください。

（1）

（2）

（3）

初期化

クロック同期式モードにおいてDMACを使用しSCFTDRへデータを書き込んだ場合、TENDフラグがクリアされない
ときがあります。そのため、クロック同期式モードにおいてDMAC使用時は下記手順でTENDフラグのリードを行っ
てください。
（1）DMACにてデータ転送終了を確認
（2）TENDフラグをリード
（3）TENDフラグが1の場合、0クリア
（4）再度TENDフラグをリード
（5）2度目にリードしたTENDフラグを使用

【注】

 

図 28.14 シリアル送信のフローチャートの例 
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SCIFはシリアル送信時に以下のように動作します。 

1. SCIFは、SCFTDRにデータが書き込まれると、SCFTDRからSCTSRにデータを転送し、送信を開始します。

SCFTDRにはSCFSRのTDFEフラグが1であることを確認して送信データを書き込んでください。書き込み可

能なデータ数は少なくとも16－（送信トリガ設定数）です。 

2. SCFTDRからSCTSRへデータが転送され、送信を開始すると、SCFTDRに送信データがなくなるまで連続し

て送信動作を続けます。途中、SCFTDR内の送信データ数がSCFCRで設定したトリガ数以下になったとき、

TDFEフラグをセットします。このときSCSCRのTIEビットが1にセットされていると送信FIFOデータエンプ

ティ割り込み（TXI）要求を発生します。 

外部クロックに設定したときには、入力クロックに同期してデータを出力します。 

シリアル送信データは、LSBから順にSCIF_TXD端子から送り出されます。 

3. SCIFは、最終ビットを送り出すタイミングでSCFTDRの送信データをチェックします。送信データがあると

SCFTDRからSCTSRにデータを転送し、次のフレームのシリアル送信を開始します。送信データがないと、

最終ビットを送り出した後、SCFSRのTENDフラグを1にセットし、トランスミットデータ端子（SCIF_TXD

端子）は状態を保持します。 

4. シリアル送信終了後、SCSCRのCKE1ビットが0のとき、SCIF_SCK端子から出力する同期クロックはハイレ

ベル固定になります。 

 

図 28.15に SCIFの送信時の動作例を示します。 

同期
クロック
SCIF_SCK

1フレーム

シリアル
データ
SCIF_TXD

ビット0 ビット1 ビット7 ビット0 ビット1 ビット6 ビット7

TXI割り込み
要求の発生

TXI割り込み処理ルーチンで
SCFTDRにデータ書き込み、
TDFEフラグを0にクリア

LSB

TDFE
フラグ

TEND
フラグ

MSB

TXI割り込み
要求の発生

 

図 28.15 SCIF送信時の動作例 
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（5） シリアルデータ受信（クロック同期式） 

図 28.16にシリアル受信のフローチャート例を示します。 

シリアルデータの受信は、SCIFを受信動作可能状態に設定した後、以下の手順で行ってください。 

SCIFの初期化を行わずに、動作モードを調歩同期式モードからクロック同期式モードに切り替える際には、必

ず、ORERの各フラグが 0にクリアされていることを確認してください。 

受信開始

RDF = 1?

ORER = 1?

Yes

No

No

No

Yes

Yes

全数受信？

終了

エラー処理

SCLSRのORERの各フラグを読み出し

SCFSRのRDFフラグを読み出し

SCFRDRの受信データを読み出し、 
SCFSRのRDFフラグを0にクリア

SCSCRのREビットを0クリア

SCIFの初期化：

「図28.13 SCIF初期化フローチャートの例」を参照

してください。

受信エラー処理：

受信エラーが発生したときには、SCLSRのORERフ

ラグを読み出してから、所定のエラー処理を行った後、

ORERフラグを0にクリアしてください。

ORERフラグが1にセットされた状態では送信／受信

を再開できません。

SCIFの状態を確認して受信データを読み出し

SCFSRを読み出してRDF＝1であることを確認した後、

SCFRDRの受信データを読み出し、RDFフラグを0に

クリアします。RDFフラグの0から1への変化はRXI割

り込みによっても知ることができます。

シリアル受信の継続手順：

シリアル受信を続けるときには、SCFRDR内のデー

タを少なくとも受信トリガ設定数読み出して、RDF

フラグの1を読み出した後0を書き込んでください。

SCFRDR内の受信データ数はSCFDRを読み出すこと

で知ることができます。

ただし、RXIでDMACを起動しSCFRDRの値を読み出

す場合には、RDFビットクリアは自動的に行われま

すので必要ありません。

（1）

（2）

（3）

（4）

（1）

（2）

（3）

（4）

初期化

 

図 28.16 シリアル受信のフローチャートの例（1） 
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エラー処理

ORER = 1?
No

Yes

終了

オーバランエラー処理

SCLSRのORERフラグを0にクリア

 

図 28.17 シリアル受信のフローチャートの例（2） 

 

SCIFはシリアル受信時に以下のように動作します。 

1. SCIFは同期クロックの入力または出力に同期して受信を開始します。 

2. 受信したデータをSCRSRのLSBからMSBの順に格納します。 

受信後、SCIFは受信データをSCRSRからSCFRDRに転送できる状態であるかをチェックし、このチェックが

パスしたときSCFRDRに受信データが格納されます。 

エラーチェックでオーバランエラーを検出すると以後の受信動作ができません。 

3. RDFフラグが1になったとき、SCSCRのRIEビットが1にセットされていると受信FIFOデータフル割り込み

（RXI）要求を発生します。 

また、ORERフラグが1になったとき、SCSCRのRIEビットまたはREIEビットが1にセットされているとブレ

ーク割り込み（BRI）要求を発生します。 
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図 28.18に SCIFの受信時の動作例を示します。 

同期
クロック

1フレーム

シリアル
データ
SCIF_RXD

ビット7 ビット0 ビット7 ビット0 ビット1 ビット6 ビット7

RXI割り込み
要求の発生

RXI割り込み処理ルー
チンでSCFRDRのデ
ータを読み出し、RDF
フラグを0にクリア

LSB

RDF
フラグ

ORER
フラグ

MSB

RXI割り込み
要求の発生

オーバランエラーで
BRI割り込み要求の発生

 

図 28.18 SCIFの受信時の動作例 
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（6） シリアルデータ送受信同時動作（クロック同期式） 

図 28.19にシリアル送受信同時動作のフローチャートの例を示します。 

シリアルデータの送受信同時動作は、SCIFを送受信動作可能状態に設定した後、以下の手順に従って行ってく

ださい。 

送受信開始

TDFE = 1?

ORER = 1?

No

No

No

No

Yes

Yes

全数受信？

終了

SCFSRのTDFEビットを読み出し

SCFTDRに送信データを書き込み、
SCFSRのTDFEフラグを0にクリア

SCLSRのORERフラグを読み出し

SCFSRのRDFフラグを読み出し

Yes

Yes

RDF = 1?

SCFRDRの受信データを読み出し、
SCFSRのRDFフラグを0にクリア

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（1）

（2）

（3）

（5）

（4）

初期化

SCSCRのTE、REビットを0にクリア

エラー処理

SCIFの初期化：
「図28.13　SCIF初期化フローチャートの例」を参照
してください。

SCIFの状態確認と送信データの書き込み：
SCFSRを読み出して、TDFE＝1であることを確認した
後、SCFTDRに送信データを書き込み、TDFEフラグを
0にクリアします。TDFEフラグの0から1への変化は、
TXI割り込みによっても知ることができます。

受信エラー処理：
受信エラーが発生したときには、SCLSRのORERフラ
グを読み出してから、所定のエラー処理を行った後、
ORERフラグを0にクリアしてください。
ORERフラグが1にセットされた状態では受信を再開
できません。

SCIFの状態を確認して受信データを読み出し
SCFSRを読み出してRDF＝1であることを確認した後、
SCFRDRの受信データを読み出し、RDRフラグを0に
クリアします。RDFフラグが0から1への変化はRXI割り
込みによっても知ることができます。

シリアル送受信の継続手順：
シリアル送受信を続けるときには、現在のフレームの
MSBを受信する前に、RDFフラグとSCFRDRの読み出
し、RDFフラグの0クリアを終了しておいてください。ま
た、現在のフレームのMSBを送信する前にTDFEフラグ
の1を読み出して書き込み可能であることを確認してく
ださい。さらにSCFTDRにデータを書き込み、TDFEフ
ラグを0にクリアしておいてください。

送信、または受信動作から同時送受信に切り替えるとき
にはTEビットとREビットを0にクリアしてからTEビット
とREビットを同時に1にセットしてください。

【注】

 

図 28.19 シリアル送受信のフローチャートの例 
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28.4.4 SCIF割り込み要因と DMAC 

SCIFはチャネルごとに、送信 FIFOデータエンプティ割り込み（TXI）要求、受信エラー割り込み（ERI）要求、

受信 FIFOデータフル割り込み（RXI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求の 4種類の割り込み要因を持ってい

ます。 

表 28.9に各割り込み要因と優先順位を示します。各割り込み要因は、SCSCRの TIE、RIE、REIEビットで、許

可または禁止ができます。また、各割り込み要求はそれぞれ独立に割り込みコントローラに送られます。 

TIEビットにより TXIが許可されている場合、SCFSRの TDFEフラグが 1にセットされると、TXI割り込み要

求と送信FIFOデータエンプティDMA転送要求が発生します。TIEビットによりTXIが禁止されている場合、TDFE

フラグが 1にセットされると、送信 FIFOデータエンプティ DMA転送要求のみが発生します。送信 FIFOデータ

エンプティ DMA転送要求で、DMACを起動してデータ転送を行うことができます。 

RIEビットにより RXIが許可されている場合、SCFSRの RDFフラグまたは DRフラグが 1にセットされると、

RXI割り込み要求と受信 FIFOデータフル DMA転送要求が発生します。RIEビットにより RXIが禁止されている

場合、RDFフラグまたは DRフラグが 1にセットされると、受信 FIFOデータフル DMA転送要求のみが発生しま

す。受信 FIFOデータフル DMA転送要求で、DMACを起動してデータ転送を行うことができます。なお、DRフ

ラグが 1にセットされたことによる RXI割り込みまたは受信 FIFOデータフル DMA転送要求は、調歩同期モード

時のみ発生します。 

SCFSRの BRKフラグまたは SCLSRの ORERフラグが 1にセットされると、BRI割り込み要求が発生します。 

DMACを使って送受信を行う場合は、先に DMACを設定し、イネーブル状態にしてから SCIFの設定を行って

ください。また、割り込みコントローラへ RXI、TXI割り込み要求を出さない設定にしてください。割り込み要

求を出す設定にした場合、割り込みコントローラへの割り込み要求は割り込み処理プログラムとは無関係に

DMACによってクリアされます。 

SCSCRの RIEビットを 0に設定し、REIEビットを 1に設定すると、RXI割り込み要求を出さずに ERI割り込

み要求だけを出すことができます。 

なお、TXI割り込みは送信データを書き込み可能なことを示し、RXI割り込みは受信データが SCFRDRにある

ことを示しています。 

表 28.9 SCIF割り込み要因 

割り込み要因 内   容 DMACの起動 リセット解除時の 

優先順位 

ERI 受信エラー（ER）による割り込み 不可 高 

RXI 受信 FIFOデータフル（RDF）または受信データレディ（DR）*によ

る割り込み 

可  

BRI ブレーク（BRK）またはオーバランエラー（ORER）による割り込み 不可  

TXI 送信 FIFOデータエンプティ（TDFE）による割り込み 可 低 

【注】 * DRによる RXI割り込みは、調歩同期モード時のみ可能です。 
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28.4.5 SCIF使用上の注意事項 

SCIFを使用する際は、以下のことに注意してください。 

（1） SCFTDRへの書き込みと TDFEフラグについて 

SCFSRの TDFEフラグは SCFTDR内に書き込んだ送信データ数が、SCFCRの TTRG[1:0]ビットで設定した送信

トリガ数以下になったときセットされます。TDFEがセットされた後、SCFTDRの空きデータ数まで送信データを

書き込むことができ、効率よい連続送信が可能となります。 

しかし TDFEフラグは SCFTDRに書き込まれているデータ数が送信トリガ数以下の場合には、1を読み出し後、

0にクリアしても再び 1にセットされます。TDFEのクリアは送信トリガ数より多い送信データが SCFTDRに格納

されたときに行ってください。 

SCFTDR内の送信データ数は SCFDRで知ることができます。 
 

（2） SCFRDRの読み出しと RDFフラグについて 

SCFSRの RDFフラグは、SCFRDR内の受信データ数が SCFCRの RTRG[1:0]ビットで設定した受信トリガ数以

上になったときセットします。RDFがセットされた後、SCFRDRからトリガ数分の受信データを読み出すことで

効率のよい連続受信が可能です。 

ただし、読み出し後も SCFRDR内のデータ数がトリガ数以上の場合、RDFフラグを 0にクリアしても再び 1に

セットされますので、SCFRDR内のデータ数がトリガ数より少なくなるように受信データを読み出した後、RDF

フラグの 1を読み出し 0にクリアしてください。 

SCFRDR内の受信データ数は SCFDRで知ることができます。 
 

（3） ブレークの検出と処理について 

フレーミングエラー（FER）検出時に SCIF_RXD端子の値を直接読み出すことによっても、ブレークを検出で

きます。ブレークでは、SCIF_RXD端子からの入力がすべて 0になりますので、FERフラグがセットされ、また

パリティエラー（PER）もセットされる場合があります。 

SCIFは、ブレークを検出すると SCFRDRへの受信データの転送は停止しますが、受信動作は続けています。 
 

（4） ブレークの送り出し 

SCIF_TXD端子は、SCSPTRの SPB2IO、SPB2DTビットで入出力条件とレベルを決めることができます。これ

を使ってブレークの送り出しができます。 

シリアル送信の初期化から TEビットを 1にセット（送信可能）するまでは、SCIF_TXD端子として機能しませ

ん。この間は、マーク状態は SPB2DTビットの値で代替されます。このため、最初は SPB2IOと SPB2DTビット

を 1に設定（出力、ハイレベル）しておきます。 

シリアル送信時にブレークを送り出したいときは SPB2DTビットを 0（ローレベル）にクリアした後、TEビッ

トを 0にクリア（送信停止）します。TEビットを 0にクリアすると現在の送信状態とは無関係に送信部は初期化

され、SCIF_TXD端子からは 0が出力されます。 
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（5） 調歩同期式モードの受信データサンプリングタイミングと受信マージン 

調歩同期式モードでは、SCIFは転送レートの 16倍を周波数とする基本クロックで動作しています。 

受信時に SCIFは、スタートビットの立ち下がりを基本クロックでサンプリングして、内部を同期化します。ま

た、受信データを基本クロックの 8クロック目の立ち上がりエッジで内部に取り込みます。 

これを図 28.20に示します。 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112 1314 15 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112 1314 15 0 1 2 3 4 5

基本クロック

16クロック

8クロック

-7.5クロック +7.5クロック

スタートビット D0 D1受信データ
（RXD）

同期化
サンプリング
タイミング

データ
サンプリング
タイミング  

図 28.20 受信データサンプリングタイミング 

したがって、調歩同期式モードでの受信マージンは式（1）のように表すことができます。 
 

M＝  （0.5－　　 ）－（L－0.5）F－ 　　　　　（1＋F） ×100％……式（1）　　
1

2N

｜D－0.5｜

N  
 

M：受信マージン（％） 

N：クロックに対するビットレートの比（N＝16） 

D：クロックデューティ（D＝0～1.0） 

L：フレーム長（L＝9～12） 

F：クロック周波数の偏差の絶対値 
 

式（1）で、F＝0、D＝0.5とすると、受信マージンは式（2）より 46.875％となります。 
 

D＝0.5、F＝0のとき 

M＝（0.5－1/（2×16））×100％ 

＝46.875％……式（2） 
 

ただし、この値はあくまでも計算上の値ですので、システム設計の際には 20～30％の余裕を持たせてください。 
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（6） 受信マージンとボーレート誤差 

式（2）の 46.875%は、ボーレート誤差が 0（F＝0）のときの受信マージンです。つまり、受信と送信のボーレ

ートに誤差がなければ、約 1/2ビット分のずれがあっても受信可能です。送信と受信のボーレートに誤差があると、

ストップビット受信までの誤差が蓄積されることになり受信マージンが低下します。 

ボーレートの許容誤差を求めるために、式（1）を Fについて変形します。 

D＝0.5とすると、式（3）になります。 
 

F＝｛（15/32－M）/（L－0.5）｝×100（%） ……式（3） 
 

式（3）から、フレーム長 L=12の場合の許容誤差－受信マージンは以下のようになります。 
 

許容誤差（%） 4.07 3.64 3.20 2.33 1.46 

受信マージン（%） 0 5 10 20 30 
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28.5 赤外線データ通信インタフェース 
IrDA赤外線データ通信インタフェースは、SCIF2チャネルから受け取ったシリアル通信データを、赤外線デー

タ通信用フォーマットに変換（変調）し SCIF2_TXD端子から赤外線受発光素子に送信します。また、赤外線受発

光素子から SCIF2_RXD端子に受信した赤外線通信データを、シリアルデータ通信用フォーマットに変換（復調）

し SCIF2チャネルに送ります。 

28.5.1 赤外線データ通信用フォーマット 

赤外線データ通信用フォーマットを図 28.21に示します。 

SCIF2チャネル
からの送信データ

SCIF2_TXD端子
への送信データ

（赤外線データ入力）

SCIF2チャネル
への受信データ

・赤外線データ受信形式

・赤外線データ送信形式

SCK 16サイクル

SCK 3サイクル

SCK 16サイクル

SCK 3サイクル

（赤外線データ出力）

SCIF2_RXD端子
からの受信データ

 

図 28.21 赤外線通信データ形式 
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28.5.2 赤外線データ通信インタフェース動作 

赤外線データ通信インタフェースのブロック図を図 28.22に示します。 

赤外線データ通信インタフェース部は、SCIFチャネル 2のシリアル通信データを、赤外線データ変調／復調し

送受信するかどうかの選択を行います。 

SCSMRIRの IRMODビットが 1のときは、IrDAの変調／復調後のデータを SCIF2_TXD／SCIF2_RXD端子から

入力／出力します。SCSMRIRの IRMODビットが0のときは、SCIFチャネル2のデータをSCIF2_TXD／SCIF2_RXD

端子にバイパスします。 

SCSMRIRの LOOPビットがアクティブのときは、赤外線データ変調部の出力がそのまま復調部の入力になりま

す（ループバックテスト用）。 

これらのセレクタ論理にはクロックは使用されていません。このため、リセット後やスタンバイ中などのセレ

クト状態は、SCSMRIRレジスタの値のみに依存します。 

【注】 本モジュールは、受信時においてチャタリングのような短いパルスについても検出してしまいますので、IrDA規格で

示されている最短パルス幅を確保するようにしてください 

赤外線データ通信インタフェース

シリアル
データ送信

シリアル
データ受信

s_rxd

s_txd

SCIF2
チャネル

IRMOD

p_txd

s_txd

s_txd

i_txd_n

i_txd_n

変　調

ポート論理部

SCIF2_TXD

SCIF2_RXD

IRMOD

LOOP

p_rxd p_rxd

p_rxd

i_rxd i_rxdp_n
復　調

0

1

1

0

1

0

 

図 28.22 赤外線データ通信インタフェースブロック図 
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28.6 外部クロック用ボーレートジェネレータ（BRG） 
外部クロック用ボーレートジェネレータ（以下、BRGと略）は、SCIF/IrDAに内蔵され、外部クロック（SCIF_CLK）

あるいは内部クロック（Pck0）に対し、1から 2の 16乗－1の範囲で分周することにより、IrDAブロックへサン

プリングクロック（BRGCLK）を供給します。 

28.6.1 BRGブロック構成 

図 28.23に、BRGのブロック図を示します。 

SC_CLK
（SCIF_CLK、

Pck0
から選択）

赤外線データ通信
インタフェース
（IrDA）

BRGCLK
IO－BUS IF

SCIF_CLK

BRGブロック

SCIF/IrDA

ベース
カウンタ

リセット制御

制御レジスタ

トリガ
ジェネレータ

reset_brg

 

図 28.23 BRGブロック図 

（1） リセット制御 

制御レジスタ、ベースカウンタ、トリガジェネレータのリセットを制御します。 
 

（2） 制御レジスタ 

分周レジスタ、クロックセレクトレジスタを保持します。 

詳細は、「28.3 レジスタの説明」を参照してください。 
 

（3） ベースカウンタ 

16ビットの CLK（外部クロック BRG入力）同期カウンタ。 

分周クロック生成の際のタイミングを決めるのに基準となるカウンタ。 
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（4） トリガジェネレータ 

分周レジスタ値およびベースカウンタの値でタイミングを取り、分周クロックの立ち上がり／立ち下がりエッ

ジのトリガを生成します。これにより、分周クロックを生成します。 

また、SCIF2_CLK（外部クロック入力）と分周クロックとの出力の切り替えも行います。 
 

28.6.2 BRGにおける制約事項 

（1） 分周レジスタ設定時の注意事項 

1. リセット後、BSGDL2への最初の設定の際には、クロック安定時間を保証するため、1ビット期間以上、待ち

時間が必要です。 

（例）BSGDL2＝2の1ビット期間 

3.68（MHz）×1/2×1/16＝0.115（MHz）→8695（ns） 

2. 上記①での設定以降、BSGDL2の値を再度書き換える場合は、最大ビットレート（BSGDL2＝65535）の1ビ

ット期間以上、待ち時間が必要です。 

 

SCIFレジスタと BSGレジスタは、以下のように設定してください。 
 

• 調歩同期式モード（SC_CLK外部入力） 

SCIF レジスタ／ビット名 設定値 BRG レジスタ名 設定値 

SCSMR.C/A 0 BSGCKS2 0000  

SCSCR.CKE1 1 

 

BSGDL2 1～FFFF 

 

• 調歩同期式モード（SCK外部入力） 

SCIF レジスタ／ビット名 設定値 BRG レジスタ名 設定値 

SCSMR.C/A 0 BSGCKS2 8000  

SCSCR.CKE1 1 

 

BSGDL2 Don’t care 

 

• クロック同期式モード（外部入力） 

SCIF レジスタ／ビット名 設定値 BRG レジスタ名 設定値 

SCSMR.C/A 1 BSGCKS2 8000  

SCSCR.CKE1 1 

 

BSGDL2 Don’t care 
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29. シリアル I/O FIFO付き（SIOF） 

本 LSIは、3チャネルの FIFO付きクロック同期シリアル I/Oモジュール（SIOF）を内蔵しています。 

29.1 特長 

• シリアルI/Oを3チャネル内蔵 

• シリアル転送 

FIFO容量32ビット×16段（送受信独立） 

8ビット／16ビット／16ビットステレオ音声入出力に対応 

データの送受信はMSBが先頭（MSB First） 

サンプリングレート最大48kHzに対応 

同期方法はフレーム同期パルス／左右チャネル切り替えに対応 

CODEC制御データインタフェースに対応 

リニア／オーディオ／A-Law、μ-Law CODECチップに接続可能 

マスタ／スレーブ両モードに対応 

• シリアルクロック 

クロックソースとして外部端子入力と周辺クロック0（Pck0）からの選択が可能 

• 割り込み：1種類 

• DMA転送 

送信の転送要求による、DMA転送を用いた送受信動作に対応 
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図 29.1に SIOFのブロック図を示します。 

P/S S/P

Pck0 

1/nMCLK

SIOF_MCLK SIOF_SCK SIOF_SYNC SIOF_TXD SIOF_RXD

タイミング
制御

割り込み
（SIOFI） 周辺バス

バスインタフェース

制御
レジスタ群 送信FIFO

32ビット×16段
受信FIFO

32ビット×16段

送信制御データ 受信制御データ

ボーレート
ジェネレータ

 

図 29.1 SIOFのブロック図 
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29.2 入出力端子 
本モジュールの端子構成を表 29.1に示します。 

 

表 29.1 端子構成 

チャネル 端子名 機能 入出力 説   明 

SIOF0_MCLK マスタクロック 入力 マスタクロック入力端子です。 

SIOF0_SCK シリアルクロック 入出力 シリアルクロック（送受信共通）端子です。 

SIOF0_SYNC フレーム同期信号 入出力 フレーム同期信号（送受信共通）です。 

SIOF0_TXD 送信データ 出力 送信データ端子です。 

0 

SIOF0_RXD 受信データ 入力 受信データ端子です。 

SIOF1_MCLK マスタクロック 入力 マスタクロック入力端子です。 

SIOF1_SCK シリアルクロック 入出力 シリアルクロック（送受信共通）端子です。 

SIOF1_SYNC フレーム同期信号 入出力 フレーム同期信号（送受信共通）です。 

SIOF1_TXD 送信データ 出力 送信データ端子です。 

1 

SIOF1_RXD 受信データ 入力 受信データ端子です。 

SIOF2_MCLK マスタクロック 入力 マスタクロック入力端子です。 

SIOF2_SCK シリアルクロック 入出力 シリアルクロック（送受信共通）端子です。 

SIOF2_SYNC フレーム同期信号 入出力 フレーム同期信号（送受信共通）です。 

SIOF2_TXD 送信データ 出力 送信データ端子です。 

2 

SIOF2_RXD 受信データ 入力 受信データ端子です。 
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29.3 レジスタの説明 
SIOFのレジスタ構成を表 29.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 29.3に示します。 

 

表 29.2 レジスタ構成 

チャネル 名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

アクセス 

サイズ 

モードレジスタ 0 SIMDR0 R/W H'FFE3 0000 H'1FE3 0000 16 

クロックセレクトレジスタ 0 SISCR0 R/W H'FFE3 0002 H'1FE3 0002 16 

送信データアサインレジスタ 0 SITDAR0 R/W H'FFE3 0004 H'1FE3 0004 16 

受信データアサインレジスタ 0 SIRDAR0 R/W H'FFE3 0006 H'1FE3 0006 16 

制御データアサインレジスタ 0 SICDAR0 R/W H'FFE3 0008 H'1FE3 0008 16 

コントロールレジスタ 0 SICTR0 R/W H'FFE3 000C H'1FE3 000C 16 

FIFOコントロールレジスタ 0 SIFCTR0 R/W H'FFE3 0010 H'1FE3 0010 16 

ステータスレジスタ 0 SISTR0 R/W H'FFE3 0014 H'1FE3 0014 16 

割り込み許可レジスタ 0 SIIER0 R/W H'FFE3 0016 H'1FE3 0016 16 

送信データレジスタ 0 SITDR0 W H'FFE3 0020 H'1FE3 0020 32 

受信データレジスタ 0 SIRDR0 R H'FFE3 0024 H'1FE3 0024 32 

送信制御データレジスタ 0 SITCR0 R/W H'FFE3 0028 H'1FE3 0028 32 

0 

受信制御データレジスタ 0 SIRCR0 R/W H'FFE3 002C H'1FE3 002C 32 

モードレジスタ 1 SIMDR1 R/W H'FFE3 8000 H'1FE3 8000 16 

クロックセレクトレジスタ 1 SISCR1 R/W H'FFE3 8002 H'1FE3 8002 16 

送信データアサインレジスタ 1 SITDAR1 R/W H'FFE3 8004 H'1FE3 8004 16 

受信データアサインレジスタ 1 SIRDAR1 R/W H'FFE3 8006 H'1FE3 8006 16 

制御データアサインレジスタ 1 SICDAR1 R/W H'FFE3 8008 H'1FE3 8008 16 

コントロールレジスタ 1 SICTR1 R/W H'FFE3 800C H'1FE3 800C 16 

FIFOコントロールレジスタ 1 SIFCTR1 R/W H'FFE3 8010 H'1FE3 8010 16 

ステータスレジスタ 1 SISTR1 R/W H'FFE3 8014 H'1FE3 8014 16 

割り込み許可レジスタ 1 SIIER1 R/W H'FFE3 8016 H'1FE3 8016 16 

送信データレジスタ 1 SITDR1 W H'FFE3 8020 H'1FE3 8020 32 

受信データレジスタ 1 SIRDR1 R H'FFE3 8024 H'1FE3 8024 32 

送信制御データレジスタ 1 SITCR1 R/W H'FFE3 8028 H'1FE3 8028 32 

1 

受信制御データレジスタ 1 SIRCR1 R/W H'FFE3 802C H'1FE3 802C 32 
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チャネル 名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

アクセス 

サイズ 

モードレジスタ 2 SIMDR2 R/W H'FFE4 0000 H'1FE4 0000 16 

クロックセレクトレジスタ 2 SISCR2 R/W H'FFE4 0002 H'1FE4 0002 16 

送信データアサインレジスタ 2 SITDAR2 R/W H'FFE4 0004 H'1FE4 0004 16 

受信データアサインレジスタ 2 SIRDAR2 R/W H'FFE4 0006 H'1FE4 0006 16 

制御データアサインレジスタ 2 SICDAR2 R/W H'FFE4 0008 H'1FE4 0008 16 

コントロールレジスタ 2 SICTR2 R/W H'FFE4 000C H'1FE4 000C 16 

FIFOコントロールレジスタ 2 SIFCTR2 R/W H'FFE4 0010 H'1FE4 0010 16 

ステータスレジスタ 2 SISTR2 R/W H'FFE4 0014 H'1FE4 0014 16 

割り込み許可レジスタ 2 SIIER2 R/W H'FFE4 0016 H'1FE4 0016 16 

送信データレジスタ 2 SITDR2 W H'FFE4 0020 H'1FE4 0020 32 

受信データレジスタ 2 SIRDR2 R H'FFE4 0024 H'1FE4 0024 32 

送信制御データレジスタ 2 SITCR2 R/W H'FFE4 0028 H'1FE4 0028 32 

2 

受信制御データレジスタ 2 SIRCR2 R/W H'FFE4 002C H'1FE4 002C 32 

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて物

理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 
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表 29.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

チャネル 名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

モードレジスタ 0 SIMDR0 H'8000 H'8000 保持 保持 

クロックセレクトレジスタ 0 SISCR0 H'C000 H'C000 保持 保持 

送信データアサインレジスタ 0 SITDAR0 H'0000 H'0000 保持 保持 

受信データアサインレジスタ 0 SIRDAR0 H'0000 H'0000 保持 保持 

制御データアサインレジスタ 0 SICDAR0 H'0000 H'0000 保持 保持 

コントロールレジスタ 0 SICTR0 H'0000 H'0000 保持 保持 

FIFOコントロールレジスタ 0 SIFCTR0 H'1000 H'1000 保持 保持 

ステータスレジスタ 0 SISTR0 H'0000 H'0000 保持 保持 

割り込み許可レジスタ 0 SIIER0 H'0000 H'0000 保持 保持 

送信データレジスタ 0 SITDR0 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 保持 

受信データレジスタ 0 SIRDR0 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 保持 

送信制御データレジスタ 0 SITCR0 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

0 

受信制御データレジスタ 0 SIRCR0 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 保持 

モードレジスタ 1 SIMDR1 H'8000 H'8000 保持 保持 

クロックセレクトレジスタ 1 SISCR1 H'C000 H'C000 保持 保持 

送信データアサインレジスタ 1 SITDAR1 H'0000 H'0000 保持 保持 

受信データアサインレジスタ 1 SIRDAR1 H'0000 H'0000 保持 保持 

制御データアサインレジスタ 1 SICDAR1 H'0000 H'0000 保持 保持 

コントロールレジスタ 1 SICTR1 H'0000 H'0000 保持 保持 

FIFOコントロールレジスタ 1 SIFCTR1 H'1000 H'1000 保持 保持 

ステータスレジスタ 1 SISTR1 H'0000 H'0000 保持 保持 

割り込み許可レジスタ 1 SIIER1 H'0000 H'0000 保持 保持 

送信データレジスタ 1 SITDR1 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 保持 

受信データレジスタ 1 SIRDR1 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 保持 

送信制御データレジスタ 1 SITCR1 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

1 

受信制御データレジスタ 1 SIRCR1 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 保持 
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チャネル 名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

モードレジスタ 2 SIMDR2 H'8000 H'8000 保持 保持 

クロックセレクトレジスタ 2 SISCR2 H'C000 H'C000 保持 保持 

送信データアサインレジスタ 2 SITDAR2 H'0000 H'0000 保持 保持 

受信データアサインレジスタ 2 SIRDAR2 H'0000 H'0000 保持 保持 

制御データアサインレジスタ 2 SICDAR2 H'0000 H'0000 保持 保持 

コントロールレジスタ 2 SICTR2 H'0000 H'0000 保持 保持 

FIFOコントロールレジスタ 2 SIFCTR2 H'1000 H'1000 保持 保持 

ステータスレジスタ 2 SISTR2 H'0000 H'0000 保持 保持 

割り込み許可レジスタ 2 SIIER2 H'0000 H'0000 保持 保持 

送信データレジスタ 2 SITDR2 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 保持 

受信データレジスタ 2 SIRDR2 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 保持 

送信制御データレジスタ 2 SITCR2 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

2 

受信制御データレジスタ 2 SIRCR2 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 保持 

 



 

29. シリアル I/O FIFO付き（SIOF） 

29-8  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

29.3.1 モードレジスタ（SIMDR） 

SIMDRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、SIOFの動作モードを設定します。 
 

01234567891011121315 14

000000000000001 0

－－－－SYN
CDL

SYN
CACRCIMTXDIZFL[3:0]REDGSYN

CATTRMD[1:0]

RRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 TRMD[1:0] 10 R/W 転送モード 1、0 

表 29.4に示す転送モードを選択します。 

00：スレーブモード 1 

01：スレーブモード 2 

10：マスタモード 1 

11：マスタモード 2 

13 SYNCAT 0 R/W SIOF_SYNC端子有効タイミング 

SIOF_SYNC信号を同期パルスで出力する場合の出力位置を示します。 

0：フレームの先頭ビットデータ 

1：スロットの最終ビットデータ 

12 REDG 0 R/W 受信データサンプリングエッジ 

0：SIOF_RXDを SIOF_SCKの立ち下がりエッジでサンプリングする 

1：SIOF_RXDを SIOF_SCKの立ち上がりエッジでサンプリングする 

【注】SIOF_TXDの送出タイミングは、SIOF_RXDをサンプリングするエ

ッジに対して反対のエッジとなります。また、本ビットは、マスタモ

ード時のみ有効となります。 

11～8 FL[3:0] 0000 R/W フレーム長 3～0 

転送データフォーマットのフレーム長を設定します。 

00xx ：データ長は 8ビット、フレーム長は 8ビット 

0100：データ長は 8ビット、フレーム長は 16ビット 

0101：データ長は 8ビット、フレーム長は 32ビット 

0110：データ長は 8ビット、フレーム長は 64ビット 

0111：データ長は 8ビット、フレーム長は 128ビット 

10xx ：データ長は 16ビット、フレーム長は 16ビット 

1100：データ長は 16ビット、フレーム長は 32ビット 

1101：データ長は 16ビット、フレーム長は 64ビット 

1110：データ長は 16ビット、フレーム長は 128ビット 

1111：データ長は 16ビット、フレーム長は 256ビット 

【注】データ長 8ビットを選択した場合、制御データの送受信は行えませ

ん。 

x：Don't care 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 TXDIZ 0 R/W 送信無効時* SIOF_TXD端子の出力 

0：無効時 1出力 

1：無効時ハイインピーダンス状態 

【注】* 無効時とは、ディスエーブル時および送信データ、制御データとし

て割り当てていないスロットを送出する場合です。 

6 RCIM 0 R/W 受信制御データ割り込みモード 

0：SIRCRの内容が変化したときに SISTRの RCRDYビットをセットす

る 

1：SIRCRへの制御データ受信タイミングごとに SISTRの RCRDYビッ

トをセットする 

5 SYNCAC 0 R/W SIOF_SYNC端子極性 

SIOF_SYNC信号を同期パルスで出力する場合に有効となります。 

0：ハイアクティブ 

1：ローアクティブ 

4 SYNCDL 0 R/W SIOF_SYNC端子に対しデータ端子ビットの遅延 

SIOF_SYNC信号が同期パルスの場合に有効となります。 

また、スレーブモード時での送信時は 1ビット遅延のみ有効です。必ず 1

に設定してください。 

0：ビット遅延なし* 

1：1ビット遅延 

【注】 * スレーブモード時にビット遅延なしを選択した場合、受信タイミ

ングは SCKの立ち上がりサンプリングとなります。 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

表 29.4に、転送モードごとの動作を示します。 
 

表 29.4 転送モードごとの動作 

転送モード マスタ／スレーブ SIOF_SYNC ビット遅延 制御データ方式* 

スレーブモード 1 スレーブ 同期パルス SYNCDLビット スロット位置 

スレーブモード 2 スレーブ 同期パルス  セカンダリ FS 

マスタモード 1 マスタ 同期パルス  スロット位置 

マスタモード 2 マスタ L/R なし 非対応 

【注】 * 制御データ方式については、FL[3:0]に B'1xxxを設定した場合に有効となります。（x：Don't care） 
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29.3.2 クロックセレクトレジスタ（SISCR） 

SISCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、マスタ時のシリアルクロック生成条件を設定し

ます。本レジスタへの設定は、SIMDRの TRMD[1:0]ビットに B'10もしくは B'11が設定されているときに有効で

す。 
 

01234567891011121315 14

000000000000001 1

BRDV[2:0]－－－－－BRPS[4:0]－MSSEL MSIMM

R/WR/WR/WRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WRR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 MSSEL 1 R/W マスタクロックソース選択 

マスタクロックとは、ボーレートジェネレータ（プリスケーラ）に入力する

クロックソースを指します。 

0：マスタクロックとして SIOF_MCLK端子入力クロックを使用 

1：マスタクロックとして周辺クロック 0（Pck0）を使用 

14 MSIMM 1 R/W マスタクロック直接選択 

0：シリアルクロックとしてボーレートジェネレータ出力クロックを使用 

1：シリアルクロックとしてマスタクロックをそのまま使用 

13 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12～8 BRPS[4:0] 00000 R/W プリスケーラ設定 

ボーレートジェネレータに内蔵されたプリスケーラの分周比を設定します。 

設定の範囲は 00000（×1/1）～11111（×1/32）となります。 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 BRDV[2:0] 000 R/W ボーレートジェネレータ分周比 

マスタクロックを BRPS[4:0]で分周したプリスケーラ出力の分周比を設定

します。 

000：プリスケーラ出力×1/2 

001：プリスケーラ出力×1/4 

010：プリスケーラ出力×1/8 

011：プリスケーラ出力×1/16 

100：プリスケーラ出力×1/32 

101：設定禁止 

110：設定禁止 

111：プリスケーラ出力×1/1 

• 111は BRPS[4:0]ビットが 00001の場合のみ設定可能です。ボーレートジ

ェネレータの最終分周比は、BRPS×BRDVで決定します（最大 1/1024）。 
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29.3.3 コントロールレジスタ（SICTR） 

SICTRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、SIOFの動作状態を設定します。 
 

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RXRSTTXRST－－－－－－RXETXE－－－－SCKE FSE

R/WR/WRRRRRRR/WR/WRRRRR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 SCKE 0 R/W シリアルクロック出力イネーブル 

本ビットはマスタモード時に有効となります。 

0：SIOF_SCKの出力を禁止（ローレベルを出力する） 

1：SIOF_SCKの出力を許可 

• 本ビットに 1を設定すると、SIOFはボーレートジェネレータを初期化し、

動作を開始すると同時に SIOF_SCKにボーレートジェネレータで生成し

たクロックを出力します。 

14 FSE 0 R/W フレーム同期信号出力イネーブル 

本ビットはマスタモード時に有効となります。 

0：SIOF_SYNCの出力を禁止（ローレベルを出力する） 

1：SIOF_SYNCの出力を許可 

• 本ビットに 1を設定すると、SIOFはフレームカウンタを初期化し、動作

を開始します。 

13～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 TXE 0 R/W 送信イネーブル 

0：SIOF_TXDからのデータ送出を禁止 

1：SIOF_TXDからのデータ送出を許可 

• 本ビットへの設定は、次のフレーム先頭（フレーム同期信号の立ち上がり）

時に有効となります。 

• 本ビットへの 1設定が有効になると、SIOFは SIFCTRの TFWMビット

の設定に従い、送信転送要求を発行します。送信 FIFOにデータが格納さ

れると、SIOF_TXDから送信データの送出を開始します。 

• 送信リセット時に初期化されます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

8 RXE 0 R/W 受信イネーブル 

0：SIOF_RXDからのデータ受信を禁止 

1：SIOF_RXDからのデータ受信を許可 

• 本ビットへの設定は、次のフレーム先頭（フレーム同期信号の立ち上がり）

時に有効となります。 

• 本ビットへの 1設定が有効になると、SIOFは SIOF_RXDからの受信デー

タの取り込みを開始します。受信 FIFOにデータが格納されると、SIFCTR

の RFWMビットの設定に従い、受信転送要求を発行します。 

• 受信リセット時に初期化されます。 

7～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 TXRST 0 R/W 送信リセット 

0：送信動作をリセットしない 

1：送信動作をリセットする 

• 本ビットへの設定は、直ちに有効となります。初期化の対象は「29.4.7（5）

送受信リセット」を参照してください。 

• 本ビットはリセット動作を完了すると SIOFが自動的にクリアするため、

読み出し時の値は常に 0です。 

0 RXRST 0 R/W 受信リセット 

0：受信動作をリセットしない 

1：受信動作をリセットする 

• 本ビットへの設定は、直ちに有効となります。初期化の対象は「29.4.7（5）

送受信リセット」を参照してください。 

• 本ビットはリセット動作を完了すると SIOFが自動的にクリアするため、

読み出し時の値は常に 0です。 

 

29.3.4 送信データレジスタ（SITDR） 

SITDRは、書き込み専用の 32ビットのレジスタで、SIOFの送信データを設定します。 
 

161718192021222324252627282931 30

－－－－－－－－－－－－－－－ －

SITDL[15:0]

WWWWWWWWWWWWWWW W

WWWWWWWWWWWWWWW W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

－－－－－－－－－－－－－－－ －

SITDR[15:0]

ビット：

初期値：

R/W：  
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 SITDL[15:0] 不定 W 左チャネル送信データ 

左チャネルデータとして SIOF_TXDから送出するデータを設定します。送

信フレームにおける左チャネルデータの位置は、SITDARの TDLAビットへ

の設定値に従います。 

• 本ビットは SITDARの TDLEビットに 1を設定した場合に有効となりま

す。 

15～0 SITDR[15:0] 不定 W 右チャネル送信データ 

右チャネルデータとして SIOF_TXDから送出するデータを設定します。送

信フレームにおける右チャネルデータの位置は、SITDARの TDRAビット

への設定値に従います。 

• 本ビットは SITDARの TDREビットに 1で、かつ SITDARの TLREPビ

ットに 0を設定した場合に有効となります。 

 

29.3.5 受信データレジスタ（SIRDR） 

SIRDRは、読み出し専用の 32ビットのレジスタで、SIOFの受信データの読み出しを行います。本レジスタに

は受信 FIFOのデータが格納されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

－－－－－－－－－－－－－－－ －

SIRDL[15:0]

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

－－－－－－－－－－－－－－－ －

SIRDR[15:0]

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 SIRDL[15:0] 不定 R 左チャネル受信データ 

左チャネルデータとして SIOF_RXDから受信したデータを格納します。受

信フレームにおける左チャネルデータの位置は、SIRDARの RDLAビット

への設定値に従います。 

• 本ビットは SIRDARの RDLEビットに 1を設定した場合に有効となりま

す。 

15～0 SIRDR[15:0] 不定 R 右チャネル受信データ 

右チャネルデータとして SIOF_RXDから受信したデータを格納します。受

信フレームにおける右チャネルデータの位置は、SIRDARの RDRAビット

への設定値に従います。 

• 本ビットは SIRDARの RDREビットに 1を設定した場合に有効となりま

す。 
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29.3.6 送信制御データレジスタ（SITCR） 

SITCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、SIOFの送信制御データを設定します。本レジ

スタへの設定は、SIMDRの FL3～0ビットに B'1xxx（x：Don't care）を設定したときに有効となります。 

本レジスタは、表 29.3に示す初期化条件のほか、SICTRの TXRSTビットにより送信リセットされた場合も、

初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

SITC0[15:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

SITC1[15:0]

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 SITC0[15:0] H'0000 R/W 制御 0チャネル送信データ 

制御 0チャネル送信データとして SIOF_TXDから送出するデータを設定し

ます。送受信フレームにおける制御 0チャネルデータの位置は、SICDAR

の CD0Aビットへの設定値に従います。 

• 本ビットは SICDARの CD0Eビットに 1を設定した場合に有効となりま

す。 

15～0 SITC1[15:0] H'0000 R/W 制御 1チャネル送信データ 

制御 1チャネル送信データとして SIOF_TXDから送出するデータを設定し

ます。送受信フレームにおける制御 1チャネルデータの位置は、SICDAR

の CD1Aビットへの設定値に従います。 

• 本ビットは SICDARの CD1Eビットに 1を設定した場合に有効となりま

す。 
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29.3.7 受信制御データレジスタ（SIRCR） 

SIRCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、SIOFの受信制御データが格納されます。本レ

ジスタへの設定は、SIMDRの FL3～0ビットに B'1xxx（x：Don't care）を設定したときに有効となります。 
 

161718192021222324252627282931 30

－－－－－－－－－－－－－－－ －

SIRC0[15:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

－－－－－－－－－－－－－－－ －

SIRC1[15:0]

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 SIRC0[15:0] 不定 R/W 制御 0チャネル受信データ 

制御 0チャネル受信データとして SIOF_RXDから受信したデータを格納し

ます。送受信フレームにおける制御 0チャネルデータの位置は、SICDAR

の CD0Aビットへの設定値に従います。 

• 本ビットは SICDARの CD0Eビットに 1を設定した場合に有効となりま

す。 

15～0 SIRC1[15:0] 不定 R/W 制御 1チャネル受信データ 

制御 1チャネル受信データとして SIOF_RXDから受信したデータを格納し

ます。送受信フレームにおける制御 1チャネルデータの位置は、SICDAR

の CD1Aビットへの設定値に従います。 

• 本ビットは SICDARの CD1Eビットに 1を設定した場合に有効となりま

す。 

 

29.3.8 ステータスレジスタ（SISTR） 

SISTRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、SIOFの状態を表示します。本レジスタの各ビ

ットは、SIIERの対応するビットに 1を設定した場合に、SIOFの割り込み要因となります。 
 

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RFOVFRFUDFTFUDFTFOVFFSERRSAERR－－RDREQRFFULRCRDY－TDREQTFEMP－ TCRDY

R/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

14 TCRDY 0 R 送信制御データレディ 

0：SITCRへの書き込みが可能でない 

1：SITCRへの書き込みが可能である 

• 本ビットが 0時に SITCRへの書き込みを行うと SICTRは上書きされ、以

前の内容は SIOF_TXDから送出されません。 

• 本ビットは SICTRの TXEビットが 1のときに有効となります。 

• 本ビットは状態を表示するビットであり、SITCRへの書き込みを行うと

SIOFが 0にクリアします。 

• 本ビットによる割り込み発行が許可されている場合、SIOF割り込みを発

行します。 

13 TFEMP 0 R 送信 FIFOエンプティ 

0：送信 FIFOが空でない 

1：送信 FIFOが空である 

• 本ビットは SICTRの TXEビットが 1のときに有効となります。 

• 本ビットは状態を表示するビットであり、SITDRへの書き込みが行われ

ると SIOFが 0にクリアします。 

• 本ビットによる割り込み発行が許可されている場合、SIOF割り込みを発

行します。 

12 TDREQ 0 R 送信データ転送リクエスト 

0：送信 FIFOの空き領域が SIFCTRの TFWMビットによる設定値より少

ない 

1：送信 FIFOの空き領域が SIFCTRの TFWMビットによる設定値以上に

なった 

送信データ転送リクエストは、送信 FIFOの空き領域が SIFCTRの TFWM

ビットによる設定値以上になったときに発行します。 

DMACによる送信データ転送を用いる場合には、DMACによる 1回のアク

セスによって、本ビットは必ずクリアされます。DMACアクセス後も本ビ

ットの設定条件が満たされている場合には、SIOFは再び本ビットに 1を表

示します。 

• 本ビットは SICTRの TXEビットが 1のときに有効となります。 

• 本ビットは状態を表示するビットであり、送信 FIFOの空き領域が

SIFCTRのTFWMビットによる設定値よりも少なくなるとSIOFがクリア

します。 

• 本ビットによる割り込み発行が許可されている場合、SIOF割り込みを発

行します。 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10 RCRDY 0 R 受信制御データレディ 

0：SIRCRに有効データが格納されていない 

1：SIRCRに有効データが格納されている 

• 本ビットが 1のときに再び SIRCRへの有効データの書き込みが発生した

場合、SIRCRには最新のデータが上書きされます。 

• 本ビットは SICTRの RXEビットが 1のときに有効となります。 

• 本ビットは状態を表示するビットであり、SIRCRの読み出しを行うと

SIOFが 0にクリアします。 

• 本ビットによる割り込み発行が許可されている場合、SIOF割り込みを発

行します。 

9 RFFUL 0 R 受信 FIFOフル 

0：受信 FIFOが満杯でない 

1：受信 FIFOが満杯である 

• 本ビットは SICTRの RXEビットが 1のときに有効となります。 

• 本ビットは状態を表示するビットであり、SIRDRの読み出しを行うと

SIOFがクリアします。 

• 本ビットによる割り込み発行が許可されている場合、SIOF割り込みを発

行します。 

8 RDREQ 0 R 受信データ転送リクエスト 

0：受信 FIFOの有効領域が SIFCTRの RFWMビットによる設定値より

少ない 

1：受信 FIFOの有効領域が SIFCTRの RFWMビットによる設定値以上

になった 

受信データ転送リクエストは、受信 FIFOの有効データ領域が SIFCTRの

RFWMビットによる設定値を超えたときに発行します。 

DMACによる受信データ転送を用いる場合には、DMACによる 1回のアク

セスによって、本ビットは必ずクリアされます。DMACアクセス後も本ビ

ットの設定条件が満たされている場合には、SIOFは再び本ビットに 1を表

示します。 

• 本ビットは SICTRの RXEビットが 1のときに有効となります。 

• 本ビットは状態を表示するビットであり、受信 FIFOの有効領域が

SIFCTRの RFWMビットによる設定値よりも少なくなると SIOFがクリ

アします。 

• 本ビットによる割り込み発行が許可されている場合、SIOF割り込みを発

行します。 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 SAERR 0 R/W スロットアサインエラー 

0：スロットアサインエラー未発生 

1：スロットアサインエラー発生 

スロットアサインエラーとは、SITDAR、SIRDAR、SICDARの設定に重複

があったことを表します。 

スロットアサインエラー発生時、SIOFは SIOF_TXDへの送信および

SIOF_RXDからの受信を行いません。ただし、SICTRの TXEビット、RXE

ビットのクリアは行いません。 

• 本ビットは SICTRの TXEビットもしくは RXEビットが 1のときに有効

となります。 

• 本ビットに 1を書き込むと、内容がクリアされます。 

• 本ビットによる割り込み発行が許可されている場合、SIOF割り込みを発

行します。 

4 FSERR 0 R/W フレーム同期エラー 

0：フレーム同期エラー未発生 

1：フレーム同期エラー発生 

フレーム同期エラーとは、転送データ、制御データの送受信完了前に、次の

フレーム同期タイミングとなったことを表します。 

フレーム同期エラー発生時、SIOFは転送可能なスロットに対してのみ送受

信を行います。 

• 本ビットは SICTRの TXEビットもしくは RXEビットが 1のときに有効

となります。 

• 本ビットに 1を書き込むと、内容がクリアされます。0書き込みは無効で

す。 

• 本ビットによる割り込み発行が許可されている場合、SIOF割り込みを発

行します。 

3 TFOVF 0 R/W 送信 FIFOオーバフロー 

0：送信 FIFOオーバフロー未発生 

1：送信 FIFOオーバフロー発生 

送信 FIFOオーバフローとは、送信 FIFOが満杯時に SITDRへの書き込み

が発生したことを表します。 

送信 FIFOオーバフロー時、SIOFはオーバフローとなった書き込みを無効

とします。 

• 本ビットは SICTRの TXEビットが 1のときに有効となります。 

• 本ビットに 1を書き込むと、内容がクリアされます。0書き込みは無効で

す。 

• 本ビットによる割り込み発行が許可されている場合、SIOF割り込みを発

行します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 TFUDF 0 R/W 送信 FIFOアンダフロー 

0：送信 FIFOアンダフロー未発生 

1：送信 FIFOアンダフロー発生 

送信 FIFOアンダフローとは、送信 FIFOが空時に送信動作による読み出し

が発生したことを表します。 

送信 FIFOアンダフロー時、SIOFは前回送出データを繰り返して送出しま

す。 

• 本ビットは SICTRの TXEビットが 1のときに有効となります。 

• 本ビットに 1を書き込むと、内容がクリアされます。0書き込みは無効で

す。 

• 本ビットによる割り込み発行が許可されている場合、SIOF割り込みを発

行します。 

1 RFUDF 0 R/W 受信 FIFOアンダフロー 

0：受信 FIFOアンダフロー未発生 

1：受信 FIFOアンダフロー発生 

受信 FIFOアンダフローとは、受信 FIFOが空時に SIRDRの読み出しが発

生したことを表します。 

受信 FIFOアンダフロー時、SIRDRから読み出したデータの値は保証しま

せん。 

• 本ビットは SICTRの RXEビットが 1のときに有効となります。 

• 本ビットに 1を書き込むと、内容がクリアされます。0書き込みは無効で

す。 

• 本ビットによる割り込み発行が許可されている場合、SIOF割り込みを発

行します。 

0 RFOVF 0 R/W 受信 FIFOオーバフロー 

0：受信 FIFOオーバフロー未発生 

1：受信 FIFOオーバフロー発生 

受信 FIFOオーバフローとは、受信 FIFOが満杯時に受信動作による書き込

みが発生したことを表します。 

受信 FIFOオーバフロー時、オーバフローとなった受信データは消失しま

す。 

• 本ビットは SICTRの RXEビットが 1のときに有効となります。 

• 本ビットに 1を書き込むと、内容がクリアされます。0書き込みは無効で

す。 

• 本ビットによる割り込み発行が許可されている場合、SIOF割り込みを発

行します。 
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29.3.9 割り込み許可レジスタ（SIIER） 

SIIERは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、SIOF割り込みの発行を許可します。本レジスタ

の各ビットに 1を設定した場合に、SISTRの対応するビットに 1がセットされますと、SIOFは割り込みを発行し

ます。 
 

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RF
OVFE

RF
UDFE

TF
UDFE

TF
OVFE

FS
ERRE

SA
ERRE－－RD

REQE
RF

FULE
RC

RDYE
RD

MAE
TDR
EQE

TFE
MPE

TD
MAE

TCR
DYE

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 TDMAE 0 R/W 送信データ DMA転送要求イネーブル 

割り込みを CPUへの割り込み／DMA転送要求として伝えます。要因とし

ては、TDREQEが設定できます。 

0：CPUへの割り込みとして使用 

1：DMACへの DMA転送要求として使用 

14 TCRDYE 0 R/W 送信制御データレディイネーブル 

0：送信制御データレディによる割り込みを禁止 

1：送信制御データレディによる割り込みを許可 

13 TFEMPE 0 R/W 送信 FIFOエンプティイネーブル 

0：送信エンプティによる割り込みを禁止 

1：送信エンプティによる割り込みを許可 

12 TDREQE 0 R/W 送信データ転送リクエストイネーブル 

0：送信データ転送リクエストによる割り込みを禁止 

1：送信データ転送リクエストによる割り込みを許可 

11 RDMAE 0 R/W 受信データ DMA転送要求イネーブル 

割り込みを CPUへの割り込み／DMA転送要求として伝えます。要因とし

ては、RDREQEが設定できます。 

0：CPUへの割り込みとして使用 

1：DMACへの DMA転送要求として使用 

10 RCRDYE 0 R/W 受信制御データレディイネーブル 

0：受信制御データレディによる割り込みを禁止 

1：受信制御データレディによる割り込みを許可 

9 RFFULE 0 R/W 受信 FIFOフルイネーブル 

0：受信 FIFOフルによる割り込みを禁止 

1：受信 FIFOフルによる割り込みを許可 

8 RDREQE 0 R/W 受信データ転送リクエストイネーブル 

0：受信データ転送リクエストによる割り込みを禁止 

1：受信データ転送リクエストによる割り込みを許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5 SAERRE 0 R/W スロットアサインエラーイネーブル 

0：スロットアサインエラーによる割り込みを禁止 

1：スロットアサインエラーによる割り込みを許可 

4 FSERRE 0 R/W フレーム同期エラーイネーブル 

0：フレーム同期エラーによる割り込みを禁止 

1：フレーム同期エラーによる割り込みを許可 

3 TFOVFE 0 R/W 送信 FIFOオーバフローイネーブル 

0：送信 FIFOオーバフローによる割り込みを禁止 

1：送信 FIFOオーバフローによる割り込みを許可 

2 TFUDFE 0 R/W 送信 FIFOアンダフローイネーブル 

0：送信 FIFOアンダフローによる割り込みを禁止 

1：送信 FIFOアンダフローによる割り込みを許可 

1 RFUDFE 0 R/W 受信 FIFOアンダフローイネーブル 

0：受信 FIFOアンダフローによる割り込みを禁止 

1：受信 FIFOアンダフローによる割り込みを許可 

0 RFOVFE 0 R/W 受信 FIFOオーバフローイネーブル 

0：受信 FIFOオーバフローによる割り込みを禁止 

1：受信 FIFOオーバフローによる割り込みを許可 

 

29.3.10 FIFOコントロールレジスタ（SIFCTR） 

SIFCTRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、送受信 FIFOの転送が可能なエリアを表示し

ます。 
 

01234567891011121315 14

000000000000100 0

RFUA[4:0]RFWM[2:0]TFUA[4:0]TFWM[2:0]

RRRRRR/WR/WR/WRRRRRR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～13 TFWM[2:0] 000 R/W 送信 FIFOウォータマーク 

000：送信 FIFOの空き領域が 16段のときに転送要求を発行する 

001：設定禁止 

010：設定禁止 

011：設定禁止 

100：送信 FIFOの空き領域が 12段以上のときに転送要求を発行する 

101：送信 FIFOの空き領域が 8段以上のときに転送要求を発行する 

110：送信 FIFOの空き領域が 4段以上のときに転送要求を発行する 

111：送信 FIFOの空き領域が 1段以上のときに転送要求を発行する 

• 送信 FIFOの転送要求は、SISTRの TDREQEビットで行います。 

• 本ビットへの設定にかかわらず、送信 FIFOは常に 16段の FIFOとして動

作を行います。 

【注】 * SIIER.TDMAE＝1に設定し、送信データを DMA転送する場合、

TFWM[2:0]＝B'111に設定しないでください。TFWM[2:0]＝

B'111に設定した場合、送信 FIFOオーバフローが発生する可

能性があります。 

12～8 TFUA[4:0] 10000 R 送信 FIFO使用可能エリア 

CPUまたは DMACが転送可能な段数を 00000（満杯）～10000（空）で表

示します。 

7～5 RFWM[2:0] 000 R/W 受信 FIFOウォータマーク 

000：受信 FIFOの有効データ領域が 1段以上のときに転送要求を発行す

る 

001：設定禁止 

010：設定禁止 

011：設定禁止 

100：受信 FIFOの有効データ領域が 4段以上のときに転送要求を発行す

る 

101：受信 FIFOの有効データ領域が 8段以上のときに転送要求を発行す

る 

110：受信 FIFOの有効データ領域が 12段以上のときに転送要求を発行

する 

111：受信 FIFOの有効データ領域が 16段のときに転送要求を発行する 

• 受信 FIFOの転送要求は、SISTRの RDREQEビットで行います。 

• 本ビットへの設定にかかわらず、受信 FIFOは常に 16段の FIFOとして動

作を行います。 

4～0 RFUA[4:0] 00000 R 受信 FIFO使用可能エリア 

CPUまたは DMACが転送可能な段数を 00000（空）～10000（満杯）で表

示します。 
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29.3.11 送信データアサインレジスタ（SITDAR） 

SITDARは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、フレーム内の送信データ位置を設定します。 
 

01234567891011121315 14

000000000000000 0

TDRA[3:0]－－TLREPTDRETDLA[3:0]－TDLE －

R/WR/WR/WR/WRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRR/W R

ビット：

初期値：

R/W：

－

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 TDLE 0 R/W 送信左チャネルデータイネーブル 

0：左チャネルデータの送信を許可しない 

1：左チャネルデータの送信を許可する 

14～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11～8 TDLA[3:0] 0000 R/W 送信左チャネルデータアサイン 3～0 

送信フレームにおける左チャネルデータの位置を 0000（スロット No.0）か

ら 1110（スロット No.14）で設定します。 

1111：設定禁止 

• 左チャネルデータの送信データは SITDRの SITDLビットに設定します。 

7 TDRE 0 R/W 送信右チャネルデータイネーブル 

0：右チャネルデータの送信を許可しない 

1：右チャネルデータの送信を許可する 

6 TLREP 0 R/W 送信左チャネルリピート 

0：右チャネルデータとして SITDRの SITDRビット設定値を送出する 

1：右チャネルデータとして SITDRの SITDLビット設定値を繰り返して

送出する 

• 本ビットの設定は TDREビットが 1のとき有効となります。 

• ビットに 1を設定した場合、SITDRへの設定は無視されます。 

5、4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3～0 TDRA[3:0] 0000 R/W 送信右チャネルデータアサイン 3～0 

送信フレームにおける右チャネルデータの位置を 0000（スロット No.0）か

ら 1110（スロット No.14）で設定します。 

1111：設定禁止 

• 右チャネルデータの送信データは SITDRの SITDRビットに設定します。 
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29.3.12 受信データアサインレジスタ（SIRDAR） 

SIRDARは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、フレーム内の受信データ位置を設定します。 
 

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RDRA[3:0]－－－RDRERDLA[3:0]－RDLE －

R/WR/WR/WR/WRRRR/WR/WR/WR/WR/WRRR/W R

ビット：

初期値：

R/W：

－

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 RDLE 0 R/W 受信左チャネルデータイネーブル 

0：左チャネルデータの受信を許可しない 

1：左チャネルデータの受信を許可する 

14～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11～8 RDLA[3:0] 0000 R/W 受信左チャネルデータアサイン 3～0 

受信フレームにおける左チャネルデータの位置を 0000（スロット No.0）か

ら 1110（スロット No.14）で設定します。 

1111：設定禁止 

• 左チャネルデータの受信データは SIRDRの SIRDLビットに格納されま

す。 

7 RDRE 0 R/W 受信右チャネルデータイネーブル 

0：右チャネルデータの受信を許可しない 

1：右チャネルデータの受信を許可する 

6～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3～0 RDRA[3:0] 0000 R/W 受信右チャネルデータアサイン 3～0 

受信フレームにおける右チャネルデータの位置を 0000（スロット No.0）か

ら 1110（スロット No.14）で設定します。 

1111：設定禁止 

• 右チャネルデータの受信データは SIRDRの SIRDRビットに格納されま

す。 
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29.3.13 制御データアサインレジスタ（SICDAR） 

SICDARは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、フレーム内の制御データ位置を設定します。

本レジスタへの設定は、SIMDRの FLビットに B'1xxx（x：Don't care）を設定したときに有効となります。 
 

01234567891011121315 14

000000000000000 0

CD1A[3:0]－－－CD1ECD0A[3:0]－CD0E －

R/WR/WR/WR/WRRRR/WR/WR/WR/WR/WRRR/W R

ビット：

初期値：

R/W：

－

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 CD0E 0 R/W 制御 0チャネルデータイネーブル 

0：制御 0チャネルデータの送受信を許可しない 

1：制御 0チャネルデータの送受信を許可する 

14～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11～8 CD0A[3:0] 0000 R/W 制御 0チャネルデータアサイン 3～0 

送受信フレームにおける制御 0チャネルデータの位置を 0000（スロット

No.0）から 1110（スロット No.14）で設定します。 

1111：設定禁止 

• 制御 0チャネルデータの送信データは SITCRの SITD0ビットに設定しま

す。 

• 制御 0チャネルデータの受信データはSIRCRのSIRD0ビットに格納され

ます。 

7 CD1E 0 R/W 制御 1チャネルデータイネーブル 

0：制御 1チャネルデータの送受信を許可しない 

1：制御 1チャネルデータの送受信を許可する 

6～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3～0 CD1A[3:0] 0000 R/W 制御 1チャネルデータアサイン 3～0 

送受信フレームにおける制御 1チャネルデータの位置を 0000（スロット

No.0）から 1110（スロット No.14）で設定します。 

1111：設定禁止 

• 制御 1チャネルデータの送信データは SITCRの SITD1ビットに設定しま

す。 

• 制御 1チャネルデータの受信データはSIRCRのSIRD1ビットに格納され

ます。 
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29.4 動作説明 

29.4.1 シリアルクロック 

（1） マスタ／スレーブ 

SIOFのクロックモードとして下記の 2モードがあります。 

• スレーブモード：SIOF_SCK、SIOF_SYNCは入力 

• マスタモード ：SIOF_SCK、SIOF_SYNCは出力 

 

（2） ボーレートジェネレータ 

SIOFマスタ時には、ボーレートジェネレータを用いてシリアルクロックを生成します。ボーレートジェネレー

タは、SISCRの BRPS[4:0]ビットで 1～1/32の 32通りの分周比を選択可能なプリスケーラと、SISCRの BRDV[2:0]

ビットで 1、1/2、1/4、1/8、1/16、1/32の 6通りの分周比を選択可能な分周器で構成しています。ボーレートジェ

ネレータの分周比は、プリスケーラの分周比と分周器の分周比を乗じた 1/1～1/1024になります。 

ただし、ボーレートジェネレータでマスタクロックを分周しない（分周比が 1/1）場合、SISCRのMSIMMビッ

トに 1をセットしてマスタクロックをそのままシリアルクロックとして使用してください。 

図 29.2にシリアルクロック供給系統図を示します。 

1/1～1/1024
マスタクロック

SCKE

SIOF_SCK

SIOF_MCLK

マスククロック

Pck0
タイミング 
制御 

マスタ

プリス
ケーラ

ポーレート
ジェネレータ

分周器

 

図 29.2 シリアルクロック供給 
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また、表 29.5にシリアルクロック周波数の例を示します。 
 

表 29.5 SIOFシリアルクロック周波数例 

サンプリングレート フレーム長 

8kHz 44.1kHz 48kHz 

32ビット 256kHz 1.4112MHz 1.536MHz 

64ビット 512kHz 2.8224MHz 3.072MHz 

128ビット 1.024MHz 5.6448MHz 6.144MHz 

256ビット 2.048MHz 11.2896MHz 12.288MHz 

 

29.4.2 シリアルタイミング 

（1） SIOF_SYNC 

SIOF_SYNCはフレーム同期信号です。転送モードによって下記の 2通りの機能を持ちます。 

• 同期パルス：フレーム先頭を表す1ビット幅のパルス 

• L/R ：ステレオデータの左チャネル（L）をハイレベル、右チャネル（R）をローレベルで表す1/2フ

レーム幅のパルス 

 

図 29.3に SIOF_SYNCによる同期タイミングを示します。 

SIOF_SCK

SIOF_RXD

SIOF_TXD

SIOF_SYNC

SIOF_SCK

SIOF_RXD

SIOF_TXD

SIOF_SYNC

(a) 

(b) L/R

1

1

1

Lch.
1/2

Rch.
1/2

 

図 29.3 シリアルデータ同期タイミング 
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（2） 送受信タイミング 

SIOF_SCKに対する SIOF_TXDの送信タイミングおよび SIOF_RXDの受信タイミングは、サンプリングタイミ

ングとして下記の 2通りの設定が可能です。送受信タイミングの設定は、SIMDRの REDGビットで行います。 

• 立ち下がりサンプリング 

• 立ち上がりサンプリング 

図 29.4に送受信タイミングを示します。 

SIOF_SCK

SIOF_SYNC

SIOF_TXD

SIOF_RXD

SIOF_SCK

SIOF_SYNC

SIOF_TXD

SIOF_RXD

(a) 立ち下がりサンプリング（REDG＝0） (b) 立ち上がりサンプリング（REDG＝1） 

受信タイミング
送信タイミング

受信タイミング
送信タイミング  

図 29.4 SIOF送受信タイミング 

29.4.3 転送データフォーマット 

SIOFは、下記の転送を行います。 

• 送受信データ 8ビット／16ビット／16ビットステレオの転送データ 

• 制御データ 16ビット長（専用レジスタを用いてインタフェースを行います） 

（1） 転送モード 

SIOFは、転送モードとして表 29.6に示すように 4通りのモードを持っています。転送モードの設定は SIMDR

の TRMD[1:0]ビットで行います。 
 

表 29.6 シリアル転送モード 

TRMD[1:0] 転送モード SIOF_SYNC ビット遅延 制御データ方式* 

00 スレーブモード 1 同期パルス  スロット位置 

01 スレーブモード 2 同期パルス SYNCDLビット セカンダリ FS 

10 マスタモード 1 同期パルス  スロット位置 

11 マスタモード 2 L/R なし 非対応 

【注】 * 制御データ方式については、FL[3:0]に B'1xxxを設定した場合に有効となります。（x：Don't care） 
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（2） フレーム長 

SIOFが転送を行うフレームの長さは SIMDRの FL[3:0]ビットに対して設定を行います。表 29.7に設定値とフ

レーム長の関係を示します。 
 

表 29.7 フレーム長 

FL3～FL0 スロット長 1フレーム当たりのビット 対応する転送データ 

00xx 8 8 8ビットモノラル 

0100 8 16 8ビットモノラル 

0101 8 32 8ビットモノラル 

0110 8 64 8ビットモノラル 

0111 8 128 8ビットモノラル 

10xx 16 16 16ビットモノラル 

1100 16 32 16ビットモノラル／ステレオ 

1101 16 64 16ビットモノラル／ステレオ 

1110 16 128 16ビットモノラル／ステレオ 

1111 16 256 16ビットモノラル／ステレオ 

【注】 x：Don't care 

 

（3） スロット位置 

SIOFは、1フレームにおける送信データ、受信データ、制御データ（送受信共通）の位置をスロット番号でそ

れぞれ個別に設定することが可能です。設定は下記のレジスタに対して行います。 

• 送信データ：SITDAR 

• 受信データ：SIRDAR 

• 制御データ：SICDAR 

制御データは、データ長 16ビットのときのみ有効となります。また、制御データは送信と受信で必ず同じスロ

ットに割り当てられます。 
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29.4.4 転送データのレジスタ割り付け 

（1） 送受信データ 

送受信データの書き込み／読み出しは下記のレジスタに対して行います。 

• 送信データ書き込み：SITDR（32ビットアクセス） 

• 受信データ読み出し：SIRDR（32ビットアクセス） 

図 29.5に送受信データと SITDR、SIRDRのビットアライメントを示します。 

31 24 23 16 15 8 7 0

31 24 23 16 15 8 7 0

31 24 23 16 15 8 7 0

31 24 23 16 15 8 7 0

Lch.データ Rch.データ

(a) 16ビットステレオの場合

データ

データ

データ

(b) 16ビットモノラルの場合

(c) 8ビットモノラルの場合

(d) 16ビットステレオ（左右同音）の場合

  

図 29.5 送受信データビットアライメント 

【注】 ハッチングの部分だけが有効なデータとして送受信されます。このため、8ビットデータ時にはバイト転送、16ビット

データ時にはワード転送でアクセスを行う必要があります。ハッチングが掛かっていない領域のデータは送受信の対象と

なりません。 

 

送信データのモノラル／ステレオの設定は、SITDARの TDLEビットおよび TDREビットに対して行います。

受信データのモノラル／ステレオの設定は、SIRDARの RDLEビットおよび RDREビットに対して行います。ま

た、送信データステレオ時の左右同音出力は、SITDARの TLREPビットに設定を行います。表 29.8に送信デー

タにおける音声モードの設定を、表 29.9に受信データにおける音声モードの設定を示します。 
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表 29.8 送信データ音声モード 

         ビット

モード 

TDLE TDRE TLREP 

モノラル 1 0 x 

ステレオ 1 1 0 

左右同音 1 1 1 

【注】 x：Don't care 

 

表 29.9 受信データ音声モード 

         ビット

モード 

RDLE RDRE 

モノラル 1 0 

ステレオ 1 1 

【注】 受信データには、左右同音モードは存在しません。 

 8ビットモノラルで送受信を行う場合には、左チャネル側を使用してください。 

 

（2） 制御データ 

制御データの書き込み／読み出しは下記のレジスタに対して行います。 

• 送信制御データ書き込み：SITCR（32ビットアクセス） 

• 受信制御データ読み出し：SIRCR（32ビットアクセス） 

図 29.6に送受信制御データと SITCR、SIRCRのビットアライメントを示します。 

31 24 23 16 15 8 7 0

31 24 23 16 15 8 7 0

(a) 制御データが1チャネルの場合

(b) 制御データが2チャネルの場合 

制御データチャネル0

制御データチャネル0 制御データチャネル1
  

図 29.6 制御データビットアライメント 

 



 

29. シリアル I/O FIFO付き（SIOF） 

29-32  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

制御データのチャネル数の設定は、SICDARの CD0Eビットおよび CD1Eビットに対して行います。 

表 29.10に制御データにおけるチャネル数の設定を示します。 
 

表 29.10 制御データのチャネル数設定 

          ビット

チャネル数 

CD0E CD1E 

1 1 0 

2 1 1 

【注】 制御データを 1チャネルだけ用いる場合には、チャネル 0側を使用してください。 

 

29.4.5 制御データインタフェース 

制御データは、CODECへの制御コマンド出力と CODECの状態入力を行います。SIOFは、制御データのイン

タフェース方式として、下記 2方式に対応します。 

• スロット位置による制御 

• セカンダリFSによる制御 

制御データは、データ長として 16ビットを選択した場合に有効となります。 
 

（1） スロット位置による制御（マスタモード 1、スレーブモード 1） 

制御データのスロット位置を指定して、SIOFが送受信を行う全フレームで制御データの送受信を行う方式です。

SIOFマスタ、スレーブのどちらでも使用可能です。図 29.7にスロット位置による制御データインタフェースの

タイミング例を示します。 

SIOF_SCK

SIOF_RXD

SIOF_TXD

SIOF_SYNC

Lch.DATA Rch.DATA

設定： TRMD[1:0]＝00or10、
TDLE＝1、
RDLE＝1、
CD0E＝1、

REDG＝0、
TDLA[3:0]＝0000、
RDLA[3:0]＝0000、
CD0A[3:0]＝0001、

FL[3:0]＝1110（フレーム長128ビット）、
TDRE＝1、
RDRE＝1、
CD1E＝1、

TDRA[3:0]＝0010、
RDRA[3:0]＝0010、
CD1A[3:0]＝0011

制御ch.0 制御ch.1

1フレーム

スロット
No.0

スロット
No.1

スロット
No.2

スロット
No.3

 

図 29.7 制御データインタフェース（スロット位置） 
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（2） セカンダリ FSによる制御（スレーブモード 2） 

SIOF_SYNCを同期パルス（FS）として出力する CODECが、本来の FS出力位置でない 1/2フレーム時間経過

後に、制御データ送受信専用のセカンダリ FSを出力して、制御データの送受信を行う方式です。SIOFスレーブ

のみ使用可能です。セカンダリ FSによる制御データインタフェースの手順を以下に示します。 

• 通常の送信データはLSB＝0で送出（SIOFが強制的に0とする） 

• 制御データ送信を行う場合にはLSB＝1の送信データ送出（SITCRへの書き込みでSIOFが1とする） 

• CODECはセカンダリFSを出力する 

• SIOFはセカンダリFSに同期して制御データ（SITCR設定データ）の送信および受信（SIRCRへ格納）を行う 

 

図 29.8にセカンダリ FSによる制御データインタフェースのタイミング例を示します。 

SIOF_SCK

SIOF_RXD

SIOF_TXD

SIOF_SYNC

Lch.DATA

設定： TRMD[1:0]＝01、
TDLE＝1、
RDLE＝1、
CD0E＝1、

REDG＝0、
TDLA[3:0]＝0000、
RDLA[3:0]＝0000、
CD0A[3:0]＝0000、

FL[3:0]＝1110（フレーム長： 128ビット）、
TDRE＝0、
RDRE＝0、
CD1E＝0、

TDRA[3:0]＝0000、
RDRA[3:0]＝0000、
CD1A[3:0]＝0000

LSB＝1（セカンダリFS要求）

1フレーム
1/2フレーム 1/2フレーム

通常FS 通常FSセカンダリFS

制御ch.0

スロット
No.0

スロット
No.0

 

図 29.8 制御データインタフェース（セカンダリ FS） 

29.4.6 FIFO 

（1） 概要 

SIOF送受信 FIFOの特長を以下に示します。 

• 送受信それぞれ32ビット×16段の容量 

• CPU、DMACのアクセスサイズにかかわらず、1回の読み出し／書き込みサイクルでポインタは更新されます。 

（1段のアクセスを複数回に分割することは不可能です。） 
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（2） 転送要求 

FIFOの送信要求は、以下に記す割り込み要因として CPUおよび DMACに出力することが可能です。 

• 送信要求：TDREQ（送信用割り込み要因） 

• 受信要求：RDREQ（受信用割り込み要因） 

送受信 FIFOの送信要求を発行する条件は、それぞれ個別に設定が可能です。送信要求の条件は SIFCTRの

TFWM[2:0]ビットに、受信 FIFOの転送要求は RFWM[2:0]ビットに設定します。表 29.11に送信要求発行条件を、

表 29.12に受信要求発行条件を示します。 
 

表 29.11 送信要求発行条件 

TFWM[2:0] リクエスト段数 送信要求発行 使用領域 

000 1 空き領域が 16段 小 

100 4 空き領域が 12段以上  

101 8 空き領域が 8段以上  

110 12 空き領域が 4段以上  

111 16 空き領域が 1段以上 大 

 

表 29.12 受信要求発行条件 

RFWM[2:0] リクエスト段数 受信要求発行 使用領域 

000 1 有効データが 1段以上 

100 4 有効データが 4段以上 

101 8 有効データが 8段以上 

110 12 有効データが 12段以上 

111 16 有効データが 16段 

小 

 

 

 

大 

 

データ領域もしくは空き領域が上記の段数を超えた場合でも、FIFOの容量は常に 16段使用可能です。したが

って、オーバフローもしくはアンダフローエラーは、データ領域もしくは空き領域が 16段を超えた場合に発行さ

れます。 

また、転送要求は FIFOが空もしくは満杯にならなくても、上記の条件を満たさなくなった時点で解除します。 
 

（3） 段数表示 

送受信 FIFOの使用状況を、下記の内容でレジスタに表示します。 

• 送信FIFO：SIFCTRのTFUA[4:0]ビットに空き領域の段数を表示 

• 受信FIFO：SIFCTRのRFUA[4:0]ビットに有効データの段数を表示 

上記の内容は、CPUもしくは DMACが転送可能なデータ数を表します。 
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29.4.7 送受信手順 

（1） マスタモード送信 

図 29.9にマスタモード時の送信の設定例および動作を示します。 

Start

No

Yes

No

Yes

End

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

SICTRレジスタのSCKEビットに1を設定

SIOF_SCK端子から出力を開始

TDREQ＝1

SITDRレジスタの設定

SIOF_SYNC端子に同期してSITDR
レジスタの内容をSIOF_TXD端子から送出

転送終了

SICTRレジスタのTXEビットに0を設定

フローチャート

送信データを設定

送信ディスエーブルに設定 送信終了

送信

シリアルクロック出力

ボーレートジェネレータの動作開始を
設定

フレーム同期信号の出力開始、および
送信イネーブルを設定

フレーム同期信号出力
送信転送要求を発行*

SIOFへの設定内容 SIOF動作

【注】*　送信データアンダフローによる割り込みを許可している場合は「No.6　送信データを設定」後にTXEビットに
 1を設定してください

SIMDRレジスタ、SISCRレジスタ、
SITDARレジスタ、SICDARレジスタ、

SITCRレジスタ、SIFCTRレジスタ
の設定

SICTRレジスタのFSEビット、および
TXEビットに1を設定

動作モード、シリアルクロック、
送信データのスロット位置、
制御データのスロット位置とデータ、
FIFO要求しきい値の設定

 

図 29.9 マスタモードの送信動作例 
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（2） マスタモード受信 

図 29.10にマスタモードの受信の設定例および動作を示します。 

Start

No

Yes

No

Yes

End

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

フローチャート SIOFへの設定内容 SIOF動作

SICTRレジスタのSCKEビットに1を設定

SIOF_SCK端子から出力を開始

SIOF_SYNC端子に同期してSIOF_RXD端子
からの受信データをSIRDRレジスタへ格納

RDREQ＝1

SIRDRレジスタの読み出し

転送終了

SICTRレジスタのRXEビットに0を設定

受信データの読み出し

受信ディスエーブルに設定 受信終了

受信

受信FIFOしきい値に従い
受信転送要求を発行

シリアルクロック出力

ボーレートジェネレータの動作開始を
設定

フレーム同期信号の出力開始、および
受信イネーブルを設定 フレーム同期信号出力

SIMDRレジスタ、SISCRレジスタ、
SIRDARレジスタ、SICDARレジスタ、

SIFCTRレジスタの設定

SICTRレジスタのFSEビット、および
RXEビットに1を設定

動作モード、シリアルクロック、
受信データのスロット位置、
制御データのスロット位置とデータ、
FIFO要求しきい値の設定

 

図 29.10 マスタモードの受信動作例 
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（3） スレーブモード送信 

図 29.11にスレーブモードの送信の設定例および動作を示します。 

Start

No

Yes

No

Yes

End

No.

1

2

3

4

5

6

フローチャート SIOFへの設定内容 SIOF動作

SICTRレジスタのTXEビットに1を設定

TDREQ＝1

SITDRレジスタの設定

SIOF_SYNC端子に同期してSITDR
レジスタの内容をSIOF_TXD端子から送出

転送終了

SICTRレジスタのTXEビットに0を設定

送信データを設定

送信ディスエーブルに設定 送信終了

送信

送信イネーブルを設定
フレーム同期信号入力時に
送信イネーブルにする
送信転送要求を発行

SIMDRレジスタ、SISCRレジスタ、
SITDARレジスタ、SICDARレジスタ、

SITCRレジスタ、SIFCTRレジスタ
の設定

動作モード、シリアルクロック、
送信データのスロット位置、
制御データのスロット位置とデータ、
FIFO要求しきい値の設定

 

図 29.11 スレーブモードの送信動作例 
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（4） スレーブモード受信 

図 29.12にスレーブモードの受信の設定例および動作を示します。 

Start

No

Yes

No

Yes

End

No.

1

2

3

4

5

6

SICTRレジスタのRXEビットに1を設定

RDREQ＝1

SIRDRレジスタの読み出し

SIOF_SYNC端子に同期してSIOF_RXD端子
からの受信データをSIRDRレジスタへ格納

転送終了

SICTRレジスタのRXEビットに0を設定

フローチャート

受信データの読み出し

受信ディスエーブルに設定 受信終了

受信

受信FIFOしきい値に従い
受信転送要求を発行

受信イネーブルを設定
フレーム同期信号入力時に 
受信イネーブルにする

SIOFへの設定内容 SIOF動作

SIMDRレジスタ、SISCRレジスタ、
SIRDARレジスタ、SICDARレジスタ、

SIFCTRレジスタの設定

動作モード、シリアルクロック、
受信データのスロット位置、
制御データのスロット位置とデータ、
FIFO要求しきい値の設定

 

図 29.12 スレーブモードの受信動作例 
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（5） 送受信リセット 

SIOFは、下記ビットに 1を設定することにより、送信部と受信部を個別にリセットすることが可能です。 

• 送信リセット：（SICTRのTXRSTビット） 

• 受信リセット：（SICTRのRXRSTビット） 

表 29.13に送受信リセットで初期化される内容を示します。 
 

表 29.13 送受信リセット 

種類 初期化対象 

送信リセット SIOF_TXD端子からの送信を停止（ハイレベルを出力） 

送信 FIFOライトポインタ 

SISTRの TCRDYビット、TFEMPビット、TDREQビット 

SICTRの TXEビット 

受信リセット SIOF_RXD端子からの受信を停止 

受信 FIFOライトポインタ 

SISTRの RCRDYビット、RFFULビット、RDREQビット 

SICTRの RXEビット 

 

29.4.8 割り込み 

SIOFは、1種類の割り込みを持っています。 

（1） 割り込み要因 

割り込みは、それぞれ複数の要因によって発行することができます。各要因は、SISTRに SIOFステータスとし

て表示します。表 29.14に SIOF割り込み要因一覧を示します。 
 

表 29.14 SIOF割り込み要因 

No. 区分 ビット名 機能名称 内   容 

1 TDREQ 送信 FIFO転送要求 送信 FIFOの空き領域が設定値以上になった 

2 

送信 

TFEMP 送信 FIFOエンプティ 送信 FIFOが空である 

3 RDREQ 受信 FIFO転送要求 受信 FIFOに設定値以上のデータが格納された 

4 

受信 

RFFUL 受信 FIFOフル 受信 FIFOが満杯である 

5 TCRDY 送信制御データレディ 送信制御レジスタに書き込みが可能である 

6 

制御 

RCRDY 受信制御データレディ 受信制御データレジスタに有効な値が格納された 

7 TFUDF 送信 FIFOアンダフロー 送信 FIFOが空時にシリアルデータ送出タイミングが来た 

8 TFOVF 送信 FIFOオーバフロー 送信 FIFOが満杯時に送信 FIFOに書き込みを行った 

9 RFOVF 受信 FIFOオーバフロー 受信 FIFOが満杯時にシリアルデータを受信した 

10 RFUDF 受信 FIFOアンダフロー 受信 FIFOが空時に受信 FIFO読み出しを行った 

11 FSERR FSエラー 設定ビット数以前に同期信号が入力された（スレーブ時） 

12 

エラー 

SAERR アサインエラー シリアルデータ、制御データのスロット設定が重複している 

 

割り込み要因によって割り込みを発行するか否かは、SIIERへの設定によって決定します。SIIERの対応するビ

ットに 1が設定してある割り込み要因が 1にセットされたときに、SIOF割り込みを発行します。 
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（2） 送受信区分について 

送信区分の要因、受信区分の要因は状態を表すビットであり、いったんセットされてもその後状態が変化する

と SIOFが自動的にクリアします。 

ただし、DMA転送を用いた場合には、DMA転送による FIFOアクセスを実行した時点で、FIFO転送要求は必

ず 1サイクル期間 0にクリアします。 
 

（3） エラー発生時の処理 

SISTRにステータスとして表示する各エラー発生時、SIOFは下記の動作を行います。 

• 送信FIFOアンダフロー（TFUDF） 

直前の送信データを再び送出します。 

• 送信FIFOオーバフロー（TFOVF） 

送信FIFOの内容は保護され、オーバフローとなった書き込みは無視します。 

• 受信FIFOオーバフロー（RFOVF） 

オーバフローとなったデータが廃棄され、消失します。 

• 受信FIFOアンダフロー（RFUDF） 

不定値がバス上に出力されます。 

• FSエラー（FSERR） 

エラーとなった同期信号に従って、内部カウンタはリセットされます。 

• アサインエラー（SAERR） 

送受信データと制御データが重複した場合には、送受信データが優先されます。 

制御データ同志が重複した場合には、送受信データは保証されません。 
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29.4.9 送受信タイミング 

SIOFのシリアル送受信の例を図 29.13～図 29.19に示します。 

（1） 8ビットモノラルの場合（その 1） 

同期パルス方式、立ち下がりサンプリング、送信データ、受信データはスロット No.0、フレーム長は 8ビット 

SIOF_SCK

SIOF_RXD

SIOF_TXD

SIOF_SYNC

Lch.DATA

スロットNo.0

TRMD[1:0]＝00or10、
TDLE＝1、
RDLE＝1、
CD0E＝0、

REDG＝0、
TDLA[3:0]＝0000、
RDLA[3:0]＝0000、
CD0A[3:0]＝0000、

FL[3:0]＝0000 （フレーム長8ビット）、
TDRE＝0、
RDRE＝0、
CD1E＝0、

TDRA[3:0]＝0000、
RDRA[3:0]＝0000、
CD1A[3:0]＝0000

設定：

1フレーム

1ビット遅延

 

図 29.13 送受信タイミング（8ビットモノラル－1） 

（2） 8ビットモノラルの場合（その 2） 

同期パルス方式、立ち下がりサンプリング、送信データ、受信データはスロット No.0、フレーム長は 16ビット 

SIOF_SCK

SIOF_RXD

SIOF_TXD

SIOF_SYNC

1ビット遅延

Lch.DATA

スロットNo.0 スロットNo.1

TRMD[1:0]＝00or10、
TDLE＝1、
RDLE＝1、
CD0E＝0、

REDG＝0、
TDLA[3:0]＝0000、
RDLA[3:0]＝0000、
CD0A[3:0]＝0000、

FL[3:0]＝0100 （フレーム長16ビット）、
TDRE＝0、
RDRE＝0、
CD1E＝0、

TDRA[3:0]＝0000、
RDRA[3:0]＝0000、
CD1A[3:0]＝0000

設定：

1フレーム

 

図 29.14 送受信タイミング（8ビットモノラル－2） 
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（3） 16ビットモノラルの場合 

同期パルス方式、立ち下がりサンプリング、送信データ、受信データはスロット No.0、フレーム長は 64ビット 

SIOF_SCK

SIOF_RXD

SIOF_TXD

SIOF_SYNC

1ビット遅延

Lch.DATA

スロットNo.0 スロットNo.1 スロットNo.2 スロットNo.3

TRMD[1:0]＝00or10、
TDLE＝1、
RDLE＝1、
CD0E＝0、

REDG＝0、
TDLA[3:0]＝0000、
RDLA[3:0]＝0000、
CD0A[3:0]＝0000、

FL[3:0]＝1101 （フレーム長64ビット）、
TDRE＝0、
RDRE＝0、
CD1E＝0、

TDRA[3:0]＝0000、
RDRA[3:0]＝0000、
CD1A[3:0]＝0000

設定：

1フレーム

 

図 29.15 送受信タイミング（16ビットモノラル） 

（4） 16ビットステレオの場合（その 1） 

L/R方式、立ち上がりサンプリング、Lチャネルデータはスロット No.0、Rチャネルデータはスロット No.1、

フレーム長は 32ビット 

SIOF_SCK

SIOF_RXD

SIOF_TXD

SIOF_SYNC

ビット遅延なし

Lch.DATA Rch.DATA

スロットNo.0 スロットNo.1

TRMD[1:0]＝11、
TDLE＝1、
RDLE＝1、
CD0E＝0、

REDG＝1、
TDLA[3:0]＝0000、
RDLA[3:0]＝0000、
CD0A[3:0]＝0000、

FL[3:0]＝1100 （フレーム長32ビット）、
TDRE＝1、
RDRE＝1、
CD1E＝0、

TDRA[3:0]＝0001、
RDRA[3:0]＝0001、
CD1A[3:0]＝0000

設定：

1フレーム

 

図 29.16 送受信タイミング（16ビットステレオ－1） 
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（5） 16ビットステレオの場合（その 2） 

L/R方式、立ち上がりサンプリング、Lチャネル送信データはスロット No.0、Lチャネル受信データはスロット

No.1、Rチャネル送信データはスロット No.2、Rチャネル受信データはスロット No.3、フレーム長は 64ビット 

SIOF_SCK

SIOF_RXD

SIOF_TXD

SIOF_SYNC

ビット遅延なし

Lch.DATA

Lch.DATA

Rch.DATA

Rch.DATA

スロットNo.0 スロットNo.1 スロットNo.2 スロットNo.3

TRMD[1:0]＝01、
TDLE＝1、
RDLE＝1、
CD0E＝0、

REDG＝1、
TDLA[3:0]＝0000、
RDLA[3:0]＝0001、
CD0A[3:0]＝0000、

FL[3:0]＝1101 （フレーム長64ビット）、
TDRE＝1、
RDRE＝1、
CD1E＝0、

TDRA[3:0]＝0010、
RDRA[3:0]＝0011、
CD1A[3:0]＝0000

設定：

1フレーム

 

図 29.17 送受信タイミング（16ビットステレオ－2） 

（6） 16ビットステレオの場合（その 3） 

同期パルス方式、立ち下がりサンプリング、Lチャネルデータはスロット No.0、Rチャネルデータはスロット

No.1、制御チャネルデータ 0はスロット No.2、制御チャネルデータ 1はスロット No.3、フレーム長は 128ビット 

SIOF_SCK

SIOF_RXD

SIOF_TXD

SIOF_SYNC

1ビット遅延

Lch.DATA Rch.DATA .0 .1

スロット
No.0

スロット
No.1

スロット
No.2

スロット
No.3

スロット
No.4

スロット
No.5

スロット
No.6

スロット
No.7

TRMD[1:0]＝00or10、
TDLE＝1、
RDLE＝1、
CD0E＝1、

REDG＝0、
TDLA[3:0]＝0000、
RDLA[3:0]＝0000、
CD0A[3:0]＝0010、

FL[3:0]＝1110 （フレーム長128ビット）、
TDRE＝1、
RDRE＝1、
CD1E＝1、

TDRA[3:0]＝0001、
RDRA[3:0]＝0001、
CD1A[3:0]＝0011

設定：

1フレーム

 

図 29.18 送受信タイミング（16ビットステレオ－3） 
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（7） 16ビットステレオの場合（その 4） 

同期パルス方式、立ち下がりサンプリング、Lチャネルデータはスロット No.0、Rチャネルデータはスロット

No.2、制御チャネルデータ 0はスロット No.1、制御チャネルデータ 1はスロット No.3、フレーム長は 128ビット 

SIOF_SCK

SIOF_RXD

SIOF_TXD

SIOF_SYNC

1ビット遅延

Lch.DATA .0 Rch.DATA .1

スロット
No.0

スロット
No.1

スロット
No.2

スロット
No.3

スロット
No.4

スロット
No.5

スロット
No.6

スロット
No.7

TRMD[1:0]＝00or10、
TDLE＝1、
RDLE＝1、
CD0E＝1、

REDG＝1、
TDLA[3:0]＝0000、
RDLA[3:0]＝0000、
CD0A[3:0]＝0001、

FL[3:0]＝1110 （フレーム長128ビット）、
TDRE＝1、
RDRE＝1、
CD1E＝1、

TDRA[3:0]＝0010、
RDRA[3:0]＝0010、
CD1A[3:0]＝0011

設定：

1フレーム

 

図 29.19 送受信タイミング（16ビットステレオ－4） 

（8） 各スロット終了時に同期パルスを出力するモードの場合（SYNCATビットが 1のとき） 

同期パルス方式、立ち下がりサンプリング、Lチャネルデータはスロット No.0、Rチャネルデータはスロット

No.1、制御チャネルデータ 0はスロット No.2、制御チャネルデータ 1はスロット No.3、フレーム長は 128ビット 

SIOF_SCK

SIOF_RXD

SIOF_TXD

SIOF_SYNC

Lch.DATA ch.0Rch.DATA ch.1

スロット
No.0

スロット
No.1

スロット
No.2

スロット
No.3

スロット
No.4

スロット
No.5

スロット
No.6

スロット
No.7

TRMD[1:0]＝00or10、
TDLE＝1、
RDLE＝1、
CD0E＝1、

REDG＝0、
TDLA[3:0]＝0000、
RDLA[3:0]＝0000、
CD0A[3:0]＝0010、

FL[3:0]＝1110 （フレーム長128ビット）、
TDRE＝1、
RDRE＝1、
CD1E＝1、

TDRA[3:0]＝0001、
RDRA[3:0]＝0001、
CD1A[3:0]＝0011

設定：

1フレーム

 

図 29.20 送受信タイミング（16ビットステレオ） 
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29.5 使用上の注意事項 

29.5.1 SIOFスレーブ受信時の注意事項 

SIOFスレーブモード受信時、ビット遅延無し（SIMDR.SYNCDL＝0）に設定した場合、受信データのサンプリ

ングが、SIOF_SCKの立ち上がりエッジで行われるため、受信データのホールド時間が確保できなくなる場合が

あります。 

SIOF_SCK

SIOF_RXD

SIOF_SCK

SIOF_RXD

遅延無し（SIMDR.SYNCDL＝0）のサンプリングタイミング

1ビット遅延（SIMDR.SYNCDL＝1）のサンプリングタイミング  

図 29.21 SIOFスレーブモード受信データサンプリングタイミング 

【回避策】 

スレーブモード受信時も送信時同様、1ビット遅延（SIMDR.SYNCDL＝1）に設定してください。この場合、受

信データは、SIOF_SCKの立ち下がりエッジでサンプリングされます。 
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29.5.2 SIOFマスタモード 2使用上の注意事項 

SIOFをマスタモード 2で使用する場合、リセット後 SICTR.FSE＝1として転送を開始すると初回 L/R信号

（SIOF_SYNC）のアサートが常に 1クロック早く開始されます（図 29.22）。また、転送中に SICTR.FSE＝0と

して転送を中断し、再び SICTR.FSE＝1として転送を再開した場合、初回 L/R信号（SIOF_SYNC）のアサートが

1クロック遅れて開始される場合があります（図 29.23）。いずれの場合も、初回の受信フレームの 1スロットで

不正なデータを受信する可能性があります。 

SIOF_SCK

SICTR.FSE

本来のL/R
（SIOF_SYNC）

（不正なデータを受信する可能性があります）

1フレーム

L/R
（SIOF_SYNC）

SIOF_TXD

SIOF_RXD

 

図 29.22 マスタモード 2 SIOF_SYNC出力タイミング（転送開始後） 

SIOF_SCK

SICTR.FSE

本来のL/R
（SIOF_SYNC）

（不正なデータを受信する可能性があります）

1フレーム

L/R
（SIOF_SYNC）

SIOF_TXD

SIOF_RXD

 

図 29.23 マスタモード 2 SIOF_SYNC出力タイミング（転送再開後） 
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【回避方法】 

1. L/R信号のアサートが1クロック早くなる場合 

SIOFでの回避方法はありません。本現象がシステム上問題となる場合は、初回データを無効にする等、ユー

ザシステムでの対策をお願いします。 

ユーザシステムでの対策が不可能な場合、SIOFの代わりにSSIをご使用ください。 

2. L/R信号のアサートが1クロック遅れる場合 

転送中はSICTR.FSE＝0により中断させないでください。転送を中断させる場合は、SICTR.TXE、SICTR.RXE

を0にクリアしてください。 
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30. SIMカードモジュール（SIM） 

スマートカードインタフェースは、ISO/IEC7816-3（Indentification Card）に対応した ICカード（スマートカー

ド）インタフェースをサポートしています。 

30.1 特長 

• 通信機能 

調歩式半二重伝送 

プロトコル形式T＝0モードとT＝1モードの選択可能 

データ長：8ビット 

パリティビットの生成およびチェック 

キャラクタ保護追加時間を選択可能 

1etu当たりの出力クロック数を選択可能 

T＝0モードで受信モードにおけるエラーシグナル（パリティエラー）の送出 

T＝0モードで送信モードにおけるエラーシグナルの検出とキャラクタの自動再送信 

T＝1モードで最小キャラクタ間隔11etu（N＝255）選択可能（etu：Elementary Time Unit） 

ダイレクトコンベンション／インバースコンベンションの選択可能 

出力クロックをハイまたはローの状態に固定可能 

• 内蔵ボーレートジェネレータによる任意のビットレートの選択可能 

• 4種類の割り込み要因 

送信データエンプティ、受信データフル、送受信エラー、送信完了 

• DMA転送 

送信データエンプティDMA転送要求と受信データフルDMA転送要求により、ダイレクトメモリアクセスコ

ントローラ（DMAC）を起動させてデータの転送を行うことができます。 

• T＝0モードで作業待ち時間、T＝1モードでキャラクタ待ち時間を観測可能 
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スマートカードインタフェースのブロック図を図 30.1に示します。 

SIM_CLK

SIM_D

SIM_RST

モジュールデータバス

ボーレート

ジェネレータ

SCSCMR :
SCRSR :
SCRDR :
SCTSR :
SCTDR :
SCSMR :

SCSC2R :
SCSSR :
SCBRR :

スマートカードモードレジスタ
レシーブシフトレジスタ
レシーブデータレジスタ
トランスミットシフトレジスタ
トランスミットデータレジスタ
シリアルモードレジスタ

シリアルコントロール2レジスタ
シリアルステータスレジスタ
ビットレートレジスタ

シリアルクロック

ERI

送受信
コント
ロール

SCWAIT :
SCGRD :

ウェイトタイムレジスタ
ガードエクステンションレジスタ

SCSMPL :サンプルレジスタ

TXI

RXI

TEI

送信データエンプティ

受信データフル

割り込み
コントローラ

DMA

コントローラ

SCSCR : シリアルコントロールレジスタ

SCRDR SCTDR

SCRSR SCTSR

パリティ生成
パリティチェック

SCSMR

SCSCR

SCSSR

SCSCMR

SCSC2R

SCWAIT

SCGRD

SCBRR

SCSMPL

バ

ス

イ

ン

タ

フ

ェ

｜

ス

Pck0

周辺バス

【記号説明】

 

図 30.1 スマートカードインタフェース 

30.2 入出力端子 

スマートカードインタフェースの端子構成を表 30.1に示します。 
 

表 30.1 端子構成 

名   称 略称 入出力 機   能 

トランスミット／レシーブデータ SIM_D* 入出力 送受信データ入出力 

クロック出力 SIM_CLK 出力 クロック出力 

スマートカードリセット SIM_RST 出力 スマートカードリセット出力 

【注】 * 送信および受信動作を説明するために、送信データ側を TXDと、受信データ側を RXDと記載します。 
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30.3 レジスタの説明 
SIMカードモジュールのレジスタ構成を表 30.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表

30.3に示します。 
 

表 30.2 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセスサイズ 

シリアルモードレジスタ SCSMR R/W H'FFE9 0000 H'1FE9 0000 8 

ビットレートレジスタ SCBRR R/W H'FFE9 0002 H'1FE9 0002 8 

シリアルコントロールレジスタ SCSCR R/W H'FFE9 0004 H'1FE9 0004 8 

トランスミットシフトレジスタ SCTSR － － － － 

トランスミットデータレジスタ SCTDR R/W H'FFE9 0006 H'1FE9 0006 8 

シリアルステータスレジスタ SCSSR R/W H'FFE9 0008 H'1FE9 0008 8 

レシーブシフトレジスタ SCRSR － － － － 

レシーブデータレジスタ SCRDR R H'FFE9 000A H'1FE9 000A 8 

スマートカードモードレジスタ SCSCMR R/W H'FFE9 000C H'1FE9 000C 8 

シリアルコントロール 2レジスタ SCSC2R R/W H'FFE9 000E H'1FE9 000E 8 

ウェイトタイムレジスタ SCWAIT R/W H'FFE9 0010 H'1FE9 0010 16 

ガードエクステンションレジスタ SCGRD R H'FFE9 0012 H'1FE9 0012 8 

サンプルレジスタ SCSMPL R/W H'FFE9 0014 H'1FE9 0014 16 

 

表 30.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

シリアルモードレジスタ SCSMR H'20 H'20 保持 保持 

ビットレートレジスタ SCBRR H'07 H'07 保持 保持 

シリアルコントロールレジスタ SCSCR H'00 H'00 保持 保持 

トランスミットシフトレジスタ SCTSR － － － － 

トランスミットデータレジスタ SCTDR H'FF H'FF 保持 保持 

シリアルステータスレジスタ SCSSR H'84 H'84 保持 保持 

レシーブシフトレジスタ SCRSR － － － － 

レシーブデータレジスタ SCRDR H'00 H'00 保持 保持 

スマートカードモードレジスタ SCSCMR H'01 H'01 保持 保持 

シリアルコントロール 2レジスタ SCSC2R H'00 H'00 保持 保持 

ウェイトタイムレジスタ SCWAIT H'0000 H'0000 保持 保持 

ガードエクステンションレジスタ SCGRD H'00 H'00 保持 保持 

サンプルレジスタ SCSMPL H'0173 H'0173 保持 保持 
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30.3.1 シリアルモードレジスタ（SCSMR） 

SCSMRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで、スマートカードインタフェースの通信フォーマ

ットの設定を選択します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 1 0 0 0 0 0
R R R R/W R R R R

－ － PE O/E － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5 PE 1 R パリティイネーブル 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

4 O/E 0 R/W パリティモード 

パリティの付加やチェックを偶数パリティ、または奇数パリティのいずれで

行うかを選択します。 

0：偶数パリティ*1 

1：奇数パリティ*2 

【注】*1  偶数パリティに設定すると送信時には、パリティビットと送信 

キャラクタをあわせて、その中の 1の数の合計が偶数になるよ

うにパリティビットを付加して送信します。 

受信時には、パリティビットと受信キャラクタを合わせて、そ

の中の 1の数の合計が偶数であるかどうかをチェックします。 

      *2  奇数パリティに設定すると送信時には、パリティビットと送信

キャラクタを合わせて、その中の 1の数の合計が奇数になるよ

うにパリティビットを付加して送信します。 

受信時には、パリティビットと受信キャラクタを合わせて、そ

の中の 1の数の合計が奇数であるかどうかをチェックします。 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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30.3.2 ビットレートレジスタ（SCBRR） 

SCBRRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで、送信／受信のビットレートを設定します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 1 1 1
R R R R R R/W R/W R/W

－ － － － － BRR[2:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 BRR[2:0] すべて 1 R/W 送信／受信のビットレート 2～0を設定します。 

 

SCBRRの設定値は以下の計算式で求められます。 
 

sck_frequency = 
2 (BRR + 1)

Pck0
 

 

Pck0＝周辺クロック 0周波数と sck_frequencyの単位はMHzです。 
 

30.3.3 シリアルコントロールレジスタ（SCSCR） 

SCSCRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで、スマートカードインタフェースの送信／受信動

作、シリアルクロック出力、割り込み要求の許可／禁止の選択を行います。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TIE RIE TE RE WAIT_
IE TEIE CKE[1:0]
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 TIE 0 R/W トランスミットインタラプトイネーブル 

トランスミットデータレジスタ（SCTDR）からトランスミットシフトレジ

スタ（SCTSR）へシリアル送信データが転送されシリアルステータスレジ

スタ（SCSSR）の TDREフラグが 1にセットされたときに、送信データエ

ンプティ割り込み（TXI）要求の発生を許可／禁止します。 

0：送信データエンプティ割り込み（TXI）要求を禁止* 

1：送信データエンプティ割り込み（TXI）要求を許可 

【注】*  TXIの解除は、TDREフラグをクリアするか、または TIEを 0に

クリアすることで行うことができます。 

6 RIE 0 R/W レシーブインタラプトイネーブル 

シリアル受信データがレシーブシフトレジスタ（SCRSR）からレシーブデ

ータレジスタ（SCRDR）へ転送されて SCSSRの RDRFフラグが 1にセッ

トされたときの受信データフル割り込み（RXI）要求、およびパリティエラ

ー、オーバランエラー、エラーシグナルステータスによる送受信エラー割り

込み（ERI）要求の発生を許可／禁止します。 

0： 受信データフル割り込み（RXI）要求、および送受信エラー割り込み

（ERI）要求を禁止*1*2 

1：受信データフル割り込み（RXI）要求、および送受信エラー割り込み

（ERI）要求を許可*2 

【注】*1  RXI、および ERI割り込み要求の解除は、RDRFフラグ、または

PER、ORER、ERSフラグをクリアするか、RIEビットを 0に

クリアすることで行えます。 

*2  ウェイトエラーによる割り込み（ERI）要求の許可／禁止は、

SCSCRのWAIT_IEビットで行えます。 

5 TE 0 R/W トランスミットイネーブル 

シリアル送信動作を許可／禁止します。 

0：送信動作を禁止*1 

1：送信動作を許可*2*3 

【注】*1  SCSSRの TDREフラグは 1に固定されます。 

*2  この状態で、SCTDRに送信データを書き込むと、送信動作が開

始します。なお、TEビットを 1にセットする前に必ずシリアル

モードレジスタ（SCSMR）、スマートカードモードレジスタ

（SCSCMR）の設定を行い、送信フォーマットを決定してくだ

さい。 

*3  TEビットを 0にクリアしても ERSフラグは影響を受けず、状

態を保持しますので注意してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 RE 0 R/W レシーブイネーブル 

シリアル受信動作を許可／禁止します。 

0：受信動作を禁止*1 

1：受信動作を許可*2 

【注】*1  REビットを 0にクリアしても RDRF、PER、ERS、ORER、

WAIT_ERの各フラグは影響を受けず、状態を保持しますので注

意してください。 

*2  この状態でスタートビットを検出すると、シリアル受信を開始

します。なお、REビットを 1にセットする前に必ず SCSMR、

SCSCMRの設定を行い、受信フォーマットを決定してください。 

3 WAIT_IE 0 R/W ウェイトイネーブル 

ウェイトエラーによる割り込み要求を許可／禁止します。 

0：ウェイトエラーによる割り込み（ERI）要求を禁止 

1：ウェイトエラーによる割り込み（ERI）要求を許可 

2 TEIE 0 R/W トランスミットエンドインタラプトイネーブル 

送信が終了して TENDフラグが 1にセットされたときの、送信終了割り込

み（TEI）要求の発生を許可／禁止します。 

0：送信終了割り込み（TEI）要求を禁止* 

1：送信終了割り込み（TEI）要求を許可* 

【注】*  TEIの解除は、SCSSRのTDREフラグの1を読み出した後、SCTDR

に送信データを書き込んで TENDビットをクリアするか、TEIE 

ビットを 0にクリアすることで行うことができます。 

1、0 CKE[1:0] すべて 0 R/W クロックイネーブル 1、0 

スマートカードインタフェースのクロックソースの選択、および SIM_CLK

端子からのクロック出力の許可／禁止を設定します。 

00：出力端子としてローレベル出力固定 

01：出力端子としてクロック出力 

10：出力端子としてハイレベル出力固定 

11：出力端子としてクロック出力 

 

30.3.4 トランスミットシフトレジスタ（SCTSR） 

SCTSRは、シリアルデータを送信するためのシフトレジスタです。 

スマートカードインタフェースは、トランスミットデータレジスタ（SCTDR）から送信データをいったん SCTSR

に転送し、LSBまたはMSBから順に SIM_TXD端子に送り出すことでシリアルデータ送信を行います。 

1バイトのデータ送信を終了すると自動的に SCTDRから SCTSRへ次の送信データを転送し、送信を開始しま

す。シリアルステータスレジスタ（SCSSR）の TDREフラグが 1にセットされている場合には、SCTDRから SCTSR

へのデータ転送を行いません。 

CPUや DMACから、直接 SCTSRの読み出し／書き込みをすることはできません。 
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30.3.5 トランスミットデータレジスタ（SCTDR） 

SCTDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで、シリアル送信するデータを格納します。 

スマートカードインタフェースは、トランスミットシフトレジスタ（SCTSR）の空を検出すると、SCTDRに書

き込まれた送信データを SCTSRに転送してシリアル送信を開始します。SCTSRのシリアルデータ送信中に

SCTDRに次の送信データを書き込んでおくと、連続シリアル送信ができます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

SCTD[7:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 SCTD[7:0] すべて 1 R/W トランスミットデータ 

シリアル送信するデータを格納 

 

30.3.6 シリアルステータスレジスタ（SCSSR） 

SCSSRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで、スマートカードインタフェースの動作状態を示

します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 0 0 0 0 1 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R

TDRE RDRF ORER ERS PER TEND WAIT_
ER －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 TDRE 1 R/W トランスミットデータレジスタエンプティ 

トランスミットデータレジスタ（SCTDR）からトランスミットシフトレジ

スタ（SCTSR）にデータ転送が行われ SCTDRに次のシリアル送信データ

を書き込むことが可能になったことを示します。 

0：SCTDRに有効な送信データが書き込まれていることを表示 

［クリア条件］ 

（1）CCSCRの TEビットが 1のときに SCTDRへデータを書き込んだ

とき 

（2）TDREに 0を書き込んだとき 

1：SCTDRに有効な送信データがないことを表示  

［セット条件］ 

（1）リセット時 

（2）SCSCRの TEビットが 0のとき 

（3）SCTDRから SCTSRにデータ転送が行われ SCTDRにデータの書

き込みが可能になったとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6 RDRF 0 R/W レシーブデータレジスタフル 

受信したデータがレシーブデータレジスタ（SCRDR）に格納されているこ

とを示します。 

0：SCRDRに有効な受信データが格納されていないことを表示 

［クリア条件］ 

（1）リセット時 

（2）SCRDRのデータを読み出したとき 

（3）RDRFに 0を書き込んだとき 

1：SCRDRに有効な受信データが格納されていることを表示 

［セット条件］ 

シリアル受信が正常終了し、SCRSRから SCRDRへ受信データが転送さ

れたとき 

【注】  T＝0モードでは、受信時パリティエラーを検出したとき、SCRDR

の内容と RDRFフラグは影響を受けず以前の状態を保持します。 

一方、T＝1モードでは、受信時パリティエラーを検出したとき受

信データが SCRDRに転送され RDRFフラグは 1にセットされま

す。 

なお、T＝0と T1の両モードともに、シリアルコントロールレジ

スタ（SCSCR）の REビットを 0にクリアしても、SCRDRの内

容と RDRFフラグは影響を受けず以前の状態を保持します。 

5 ORER 0 R/W オーバランエラー 

受信時にオーバランエラーが発生して異常終了したことを示します。 

0：受信中、または正常に受信を完了したことを表示*1 

［クリア条件］ 

（1）リセット時 

（2）ORERに 0を書き込んだとき 

1：受信時にオーバランエラーが発生したことを表示*2 

［セット条件］ 

RDRF＝1の状態で次のシリアル受信を完了したとき 

【注】*1  SCSCRの REビットを 0にクリアしたときには、ORERフラグ

は影響を受けず以前の状態を保持します。 

*2  SCRDRではオーバランエラーが発生する前の受信データが失

われ、オーバランエラー発生時に受信したデータを保持します。

さらに、ORER＝1にセットされた状態で、以降のシリアル受

信を続けることはできません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 ERS 0 R/W エラーシグナルステータス 

このフラグは送信時に受信側から送り返されるエラーシグナルのステータ

スを示します。T＝1モードのときはセットされません。 

0：受信側からパリティエラーの検出を示すエラーシグナルが送出されな

かったことを表示 

［クリア条件］ 

（1）リセット時 

（2）ERSに 0を書き込んだとき 

1：受信側からパリティエラーの検出を示すエラーシグナルが送出された

ことを表示 

［セット条件］ 

エラーシグナルをサンプリングしたとき 

【注】  SCSCRの TEビットを 0にクリアしても、ERSフラグは影響を受

けず以前の状態を保持します。 

3 PER 0 R/W パリティエラー 

受信時にパリティエラーが発生して異常終了したことを示します。 

0：受信中、または正常に受信を完了したことを表示*1 

［クリア条件］ 

（1）リセット時 

（2）PERに 0を書き込んだとき 

1：受信時にパリティエラーが発生したことを表示*2 

［セット条件］ 

受信時の受信データとパリティビットを合わせた論理 1の数が、シリア

ルモードレジスタ（SCSMR）の O/Eビットで指定した偶数パリティ／奇

数パリティの設定と一致しなかったとき 

【注】*1  SCSCRの REビットを 0にクリアしたときには、PERフラグ

は影響を受けず以前の状態を保持します。 

      *2  T＝0モードでは、パリティエラーが発生したときの受信データ

は SCRDRに転送されず、RDRFフラグはセットされません。 

一方、T＝1モードでは、パリティエラーが発生したときの受信

データは SCRDRに転送され、RDRFフラグはセットされます。 

パリティエラーが発生したときは、次のパリティビットのサン

プリングタイミングまでに、PERフラグを 0にクリアしてくだ

さい。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 TEND 1 R トランスミットエンド 

送信を終了したことを表示します。 

TENDフラグは読み出し専用ですので、書き込むことはできません。 

0：送信中であることを表示 

［クリア条件］ 

SCTDRから SCTSRに送信データが転送され、シリアル送信が開始した

とき 

1：送信を終了したことを表示 

［セット条件］ 

（1）リセット時 

（2）1バイトのシリアルキャラクタおよびパリティビット送信後に ERS

＝0（正常送信）のとき 

【注】  TENDフラグはキャラクタ保護時間が終了する 1etu前にセットさ

れます。 

1 WAIT_ER 0 R/W ウェイトエラー 

このフラグはウェイトタイマのエラーステータスを示します。 

0：2つの連続するキャラクタの先端間隔が、SCWAITで設定した etuを

超過していないことを表示 

［クリア条件］ 

（1）リセット時 

（2）WAIT_ERに 0を書き込んだとき 

1：2つの連続するキャラクタの先端間隔が、SCWAITで設定した etuを

超過していることを表示 

［セット条件］ 

（1）T＝0モードの場合、受信するキャラクタとその直前に送信または受

信したキャラクタの先端間隔が（60×SCWAITの値：作業待ち時間）

etuを超過したとき 

（2）T＝1モードの場合、2つの連続する受信キャラクタの先端間隔が

（SCWAITの値：キャラクタ保護時間）etuを超過したとき 

【注】*1  SCSCRの REビットを 0にクリアしても、WAIT_ERフラグは

影響を受けず以前の状態を保持します。 

*2  T＝0の場合は、REビットを 0から 1にセットしたときに

WAIT_ERフラグのセット条件が満たされてもWAIT_ERフラグ

はセットされない場合がありますのでご注意ください。このと

き、REビットを 1にセットした後、最後の送信または受信から

60×（SCWAIT＋n）etu（nは 0以上の整数：REビットを 1に

セットするタイミングに依存）後にWAIT_ERフラグがセットさ

れます。 

*3  T＝0の場合は、最後の送信または受信から 60×（SCWAIT＋n）

etu後にWAIT_ERフラグをセットしたくない場合は、スマート

カードモードレジスタ（SCSCMR）のプロトコルビット（PB）

にて、T＝0から T＝1に設定し、再び T＝0に戻してください。

また、T＝1の場合は、最後の受信から、（SCWAIT）etu後に

WAIT_ERフラグをセットしたくない場合は、スマートカードモ

ードレジスタ（SCSCMR）のプロトコルビット（PB）にて、 

T＝1から T＝0に設定し、再び T＝1に戻してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

30.3.7 レシーブシフトレジスタ（SCRSR） 

SCRSRは、シリアルデータを受信するためのレジスタです。 

スマートカードインタフェースは、SCRSRに SIM_RXD端子から入力されたシリアルデータを LSBまたはMSB

から受信した順にセットし、パラレルデータに変換します。1バイトのデータ受信を終了すると、データは自動的

に SCRDRへ転送されます。CPUや DMACから直接 SCRSRの読み出し／書き込みをすることはできません。 
 

30.3.8 レシーブデータレジスタ（SCRDR） 

SCRDRは、読み出し専用の 8ビットのレジスタで、受信したシリアルデータを格納します。 

スマートカードインタフェースは、1バイトのシリアルデータの受信が終了すると、レシーブシフトレジスタ

（SCRSR）から SCRDRへ受信したシリアルデータを転送して格納し、受信動作を完了します。この後、SCRSR

は受信可能になります。このように、SCRSRと SCRDRはダブルバッファになっているため連続した受信動作が

可能です。SCRDRは CPUや DMACから書き込むことはできません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

SCRD[7:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 SCRD[7:0] すべて 0 R レシーブデータ 

受信したシリアルデータを格納 

 

30.3.9 スマートカードモードレジスタ（SCSCMR） 

SCSCMRは、スマートカードインタフェースの機能の選択を行う 8ビットの読み出し／書き込み可能なレジス

タです。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ LCB PB － SDIR SINV RST SMIF
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6 LCB 0 R/W ラストキャラクタ 

このビットが 1に設定されるとキャラクタ保護時間は 2etuになり、ガード

エクステンションレジスタの設定は無効になります。 

0：キャラクタ保護時間はガードレジスタの値によって決まります 

1：キャラクタ保護時間は 2etuになリます 

5 PB 0 R/W プロトコル 

プロトコル形式 T＝0または T＝1を選択します。 

0：スマートカードインタフェースは T＝0プロトコルで動作 

1：スマートカードインタフェースは T＝1プロトコルで動作 

4 － 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 SDIR 0 R/W スマートカードデータトランスファディレクション 

シリアル／パラレル変換のフォーマットを選択します。 

0：SCTDRの内容を LSBファーストで送信 

受信データを LSBファーストとして SCRDRに格納 

1：SCTDRの内容をMSBファーストで送信 

受信データをMSBファーストとして SCRDRに格納 

2 SINV 0 R/W スマートカードデータインバート 

データのロジックレベルの反転を指定します。ビット 3の機能を組み合わ

せインバースコンベンションカードとの送受信に使用します。SINVは、パ

リティビットの値には影響しません。 

0：SCTDRの内容をそのまま送信 

受信データをそのまま SCRDRに格納 

1：SCTDRの内容を反転してデータを送信 

受信データを反転して SCRDRに格納 

1 RST 0 R/W スマートカードリセット 

スマートカードインタフェースの SIM_RST端子の出力を制御します。 

0：スマートカードインタフェースの SIM_RST端子はローレベルを出力 

1：スマートカードインタフェースの SIM_RST端子はハイレベルを出力 

0 SMIF 1 R/W スマートカードインタフェースモードセレクト 

このビットは常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてくださ

い。 
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30.3.10 シリアルコントロール 2レジスタ（SCSC2R） 

SCSC2Rは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで、受信データフル割り込み（RXI）要求の許可／

禁止の選択を行います。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R R R R R R R

EIO － － － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 EIO 0 R/W エラー割り込みオンリー 

EIOビットが 1のとき、RIEビットが 1にセットされていても、CPUへ

受信データフル割り込み（RXI）を要求しません。この設定で DMACを使

用した場合、CPUは ERI要求のみを処理します。 

受信データフル割り込み（RXI）要求は RIEビットの設定によって決まり

ます。 

6～0 － すべて 0 R リザ－ブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

 

30.3.11 ガードエクステンションレジスタ（SCGRD） 

SCGRDは 8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。キャラクタ保護追加時間を設定します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

SCGRD[7:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 SCGRD[7:0] すべて 0 R/W ガードエクステンション 

スマートカードへ送信されたキャラクタのうち、キャラクタ保護追加時間

を示します。２つの連続したキャラクタ先端間の間隔は、このレジスタの

値が H'00のとき 12 etu（追加なし）を示し H'01のとき 13 etu、…、H'FE

のとき 266 etuになります。また、このレジスタの値が H'FFの場合２つ

の連続したキャラクタ先端間の間隔は、T＝1モードで 11etu 、T＝0モー

ドでは 12etuになります。 
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30.3.12 ウェイトタイムレジスタ（SCWAIT） 

SCWAITは 16ビットの読み出し／書き込みが可能なレジスタです。2つの連続したキャラクタの先端間隔が、

設定した値（単位：etu）を超過するとウェイトタイムエラーを発生します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

SCWAIT[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 SCWAIT[15:0] すべて 0 R/W ウェイトタイムレジスタ 

T＝0モードでは、このレジスタは作業待ち時間を設定できます。受信す

るキャラクタと、その直前に送信または受信したキャラクタの先端間隔

が（60×このレジスタで設定する値）etuを超過したらWAIT_ERフラグ

が 1にセットされます。但し、SCWAIT＝H'0000を設定した場合 60etu

後にWAIT_ERフラグがセットされます。 

T＝1 モードでは、このレジスタはキャラクタ待ち時間を設定できます。

受信する２つの連続したキャラクタの先端間隔が、（このレジスタで設

定する値）etuを超過したらWAIT_ERフラグが 1にセットされます。た

だし、SCWAIT＝H'0000を設定した場合 1etu後にWAIT_ERフラグがセ

ットされます。 

 

30.3.13 サンプルレジスタ（SCSMPL） 

SCSMPLは 16ビットで読み出し／書き込み可能なレジスタです。1etuあたりのシリアルクロックサイクル数を

設定します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 0 0 1 1
R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － SCSMPL[10:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

10～0 SCSMPL[10:0] H'173 R/W 1etuあたりのシリアルクロックサイクル数設定値 

1etuあたりのシリアルクロックサイクル数は（SCSMPLの値＋1）です。 

SCSMPLに書き込む値は、必ず H'0007以上にしてください。 
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30.4 動作説明 

30.4.1 概要 

スマートカードインタフェースの主な機能は次のとおりです。 

1. 1フレームは、8ビットデータとパリティビットで構成されます。 

2. 送信時は、パリティビットの終了から次のフレーム開始まで、SCGRD、およびSCSCMRのLCBビット、PB

ビットで設定したキャラクタ保護時間をおきます。 

3. T＝0モードの受信時にパリティエラーを検出した場合、スタートビットから10.5etu経過後エラーシグナルと

してローレベルを1etu期間出力します。 

4. T＝0モードの送信時はエラーシグナルをサンプリングすると、2etu以上経過後、自動的に同じデータを送信

します。 

5. 調歩同期式通信機能のみサポートし、クロック同期式通信機能はありません。 

 

30.4.2 データフォーマット 

図 30.2にスマートカードインタフェースのデータフォーマットを示します。スマートカードインタフェースは

受信時に 1フレームごとにパリティチェックを行います。 

T＝0モードで受信時にパリティエラーが検出された場合、送信側に対してエラーシグナルを送り返し、データ

の再送信要求をします。送信時はエラーシグナルをサンプリングすると同じデータを再送信します。 

T＝1モードで受信時にパリティエラーが検出された場合、エラーシグナルを送り返しません。送信時はエラー

シグナルのサンプリングとデータの再送信を行いません。 
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Ds  D0   D1 D2  D3  D4  D5 D6  D7 Dp 

送信局の出力  

パリティエラーが発生しなかった場合

Ds

  D1  D2  D3  D4  D5  D6  D7  Dp  

送信局の出力  

T＝0モードでパリティエラーが発生した場合

Ds  D0   DE   

受信局の出力

Ds D0  D1   D2   D3   D4   D5   D6   D7   Dp   

送信局の出力  

T＝1モードでパリティエラーが発生した場合

Ds：スタートビット、D0～D7；データビット、Dp：パリティビット、DE：エラーシグナル

   

Ds 

 

図 30.2 スマートカードインタフェースのデータフォーマット 

動作シーケンスは次のようになっています。 

1. データ線は、未使用時にはハイインピーダンス状態であり、プルアップ抵抗によりハイレベルに固定され

ます。 

2. 送信側は、1フレームのデータ送信を開始します。データのフレームは、スタートビット（Ds：ローレベル）

から開始します。この後に、8ビットのデータビット（D0～D7）とパリティビット（Dp）が続きます。 

3. スマートカードインタフェースでは、この後にデータ線をハイインピーダンスに戻します。データ線はプル

アップ抵抗によりハイレベルになります。 

4. 受信側は、パリティチェックを行います。 

パリティエラーがなく正常に受信した場合、そのまま次のデータ受信を待ちます。 

一方、パリティエラーが発生した場合は、T＝0モードのとき、エラーシグナル（DE：ローレベル）を出力し、

データの再送信を要求します。受信局は、規定の期間エラーシグナルを出力した後、再び信号線をハイイン

ピーダンスにします。信号線はプルアップ抵抗によりハイレベルに戻ります。T＝1モードのときは、パリテ

ィエラーが発生してもエラーシグナルを出力しません。 

5. 送信側は、エラーシグナルを受信しなかった場合、次のフレームのデータ送信に移ります。 

一方、T＝0モードでエラーシグナルを受信した場合は、エラーとなったデータを（2）に戻り再送信します。

T＝1モードではエラーシグナルの受信、および再送信をしません。 
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30.4.3 レジスタ設定 

スマートカードインタフェースで使用するレジスタのビットマップを表 30.4に示します。 

0または 1が表示されているビットは、必ず表示されている値を設定してください。以下にそれ以外のビットの

設定方法について説明します。 
 

表 30.4 スマートカードインタフェースでのレジスタ設定 

ビット レジスタ 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

SCSMR 0 0 PE O/E 0 0 0 0 

SCBRR 0 0 0 0 0 BRR2 BRR1 BRR0 

SCSCR TIE RIE TE RE WAIT_IE TEIE CKE1 CKE0 

SCTDR SCTD7 SCTD6 SCTD5 SCTD4 SCTD3 SCTD2 SCTD1 SCTD0 

SCSSR TDRE RDRF ORER ERS PER TEND WAIT_ER 0 

SCRDR SCRD7 SCRD6 SCRD5 SCRD4 SCRD3 SCRD2 SCRD1 SCRD0 

SCSCMR 0 LCB PB 0 SDIR SINV RST 1 

SCSC2R EIO 0 0 0 0 0 0 0 

SCWAIT SCWAIT15～SCWAIT0 

SCGRD SCGRD7～SCGRD0 

SCSMPL SCSMPL10～SCSMPL0、ビット 15～11は 0 

 

• シリアルモードレジスタ（SCSMR）の設定 

O/EビットはICカードがダイレクトコンベンション時は0を設定し、インバースコンベンション時は1を設定

します。 

• ビットレートレジスタ（SCBRR）の設定 

ビットレートを設定します。設定値の算出方法は「30.4.4 クロック」を参照してください。 

• シリアルコントロールレジスタ（SCSCR）の設定 

TIE、RIE、TEIE、WAIT_IEビットで各種割り込みの許可／禁止を選択します。 

TE、REビットのどちらかを1にセットすることで、送信／受信を選択します。 

CKE1、CKE0ビットはクロック出力状態を選択します。詳細は「30.4.4 クロック」を参照してください。 

• スマートカードモードレジスタ（SCSCMR）の設定 

SDIRビットおよびSINVビットは、ICカードがダイレクトコンベンション時はどちらも0を設定し、インバー

スコンベンション時はどちらも1を設定します。 

SMIFビットは必ず1を書き込みます。 

以下に2種類のICカード（ダイレクトコンベンションタイプとインバースコンベンションタイプ）に対するレ

ジスタ設定値と開始キャラクタでの波形例を図30.3に示します。 

ダイレクトコンベンションタイプでは、論理1レベルを状態Zに、論理0レベルを状態Aに対応付け、LSBファ

ーストで送受信する方式です。上記の開始キャラクタのデータはH'3Bとなります。パリティビットは、スマ
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ートカードの規程により偶数パリティで1となります。 

インバースコンベンションタイプでは、論理1レベルを状態Aに、論理0レベルを状態Zに対応付け、MSBファ

ーストで送受信する方式です。図30.3の開始キャラクタのデータはH'3Fとなります。パリティビットは、ス

マートカードの規程により偶数パリティで論理0となり、状態Zが対応します。 

 

なお、SINVビットによる反転はデータビットD7～D0のみとなっています。パリティビットの反転のために

SCSMRのO/Eビットを奇数パリティモードに設定します。送信、受信とも同様です。 

Ds  D0 D1  D2 D3 D4 D5 D6 D7 Dp    

Ds D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0 Dp

A Z Z A Z Z A A Z （Z）（Z） Z

（a）ダイレクトコンベンション（SDIR＝SINV＝O/E＝0）

（b）インバースコンベンション（SDIR＝SINV＝O/E＝1）

状態

A Z Z A A A A A Z （Z）（Z） A 状態

 

図 30.3 開始キャラクタの波形例 

30.4.4 クロック 

スマートカードインタフェースにおける送受信クロックは内蔵ボーレートジェネレータの生成した内部クロッ

クのみ使用できます。このとき、ビットレートはビットレートレジスタ（SCBRR）とサンプルレジスタ（SCSMPL）

で設定され、以下に示す計算式になります。ビットレートの例を表 30.5に示します。 

このとき CKE0＝1でクロック出力を選択すると SIM_CLK端子からはビットレートを（SCSMPL＋1）倍した周

波数のクロックが出力されます。 
 

B ＝ Pck0×106/｛（S+1）×2（N+1）｝ 
 

  B ＝ ビットレート（bits/秒） 

  Pck0 ＝ 周辺モジュール用動作周波数 

  S ＝ SCSMPL設定値（0≦S≦2047） 

  N ＝ SCBRR設定値（0≦N≦7） 
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表 30.5 SCBRRの設定に対するビットレート（bits/秒）の例（Pck0＝66.6[MHz]、SCSMPL＝371） 

SCBRR設定値 SCK周波数（MHz） ビットレート（bits/秒） 

7 4.16 11190 

6 4.76 12788 

5 5.55 14919 

4 6.66 17903 

【注】 ビットレートは小数点以下を四捨五入した数値です。 

 

30.4.5 データの送信／受信動作 

（1） 初期化 

データの送受信の前に、以下の手順でスマートカードインタフェースを初期化してください。送信モードから

受信モードへの切り替え、受信モードから送信モードへの切り替えにおいても初期化が必要です。初期化のフロ

ー例を図 30.4に示します。図 30.4の（1）～（7）は以下の操作に対応します。 

1. シリアルコントロールレジスタ（SCSCR）のTE、REビットを0にクリアします。 

2. シリアルステータスレジスタ（SCSSR）のエラーフラグPER、ORER、ERS、WAIT_ERを0にクリアしてくだ

さい。 

3. シリアルモードレジスタ（SCSMR）のパリティビット（O/Eビット）を設定してください。 

4. スマートカードモードレジスタ（SCSCMR）のLCB、PB、SMIF、SDIR、SINVビットを設定してください。 

5. ビットレートに対応する値をビットレートレジスタ（SCBRR）に設定します。 

6. シリアルコントロールレジスタ（SCSCR）のクロックソースの選択ビット（CKE1、CKE0ビット）を設定し

てください。このとき、TIE、RIE、TE、RE、TEIE、WAIT_IEビットは、0に設定してください。 

CKE0ビットを1にセットした場合は、SIM_CLK端子からクロック出力されます。 

7. 少なくとも、1etu期間待ってから、SCSCRのTIE、RIE、TE、RE、TEIE、WAIT_IEビットを設定してくださ

い。自己診断以外はTEビットとREビットを同時にセットしないでください。 
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SCSSRのERS、PER、ORER、

WAIT_ERフラグを0にクリア

SCSCMRのLCB、PB、SMIF、SDIR

SINVビットを設定

SCBRRを設定

SCSCRのCKE1、CKE0ビットにクロック

WAIT_IEフラグを0にクリア

を設定。TIE、RIE、TE、RE、TEIE、

SCSCRのTIE、RIE、TE、REビットを設定

SCSCRのTE、REビットを0にクリア

SCSMRのO/Eビットにパリティを設定

初期化

終了

1ビット期間経過？

Yes

No

Wait

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

 

図 30.4 初期化のフロー例 
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（2） シリアルデータ送信 

スマートカードモードにおけるデータ送信ではエラーシグナルのサンプリングと再送信処理があります。送信

処理フローの例を図 30.5に示します。図 30.5の（1）～（6）は以下の操作に対応します。 

1. 「30.4.5（1）初期化」の手順に従いスマートカードインタフェースモードに初期化します。 

2. SCSSRのエラーフラグERSビットが0にクリアされていることを確認してください。 

3. SCSSRのTDREフラグが1にセットされていることが確認できるまで、（2）～（3）を繰り返してください。 

4. SCTDRに送信データを書き込んで、送信動作を行います。このとき、TDREフラグは自動的に0にクリアされ

ます。スタートビットの送信が開始されるとTENDフラグは自動的に0にクリアされ、TDREフラグは自動的

に1にセットされます。 

5. 連続してデータを送信する場合は、（2）に戻ってください。 

6. 送信を終了する場合は、TEビットを0にクリアします。 

 

以上の一連の処理は、割り込み処理が可能です。 

TIEビットを 1にセットし、割り込み要求を許可しておいたとき、送信が開始し TDREフラグが 1にセットさ

れると、送信データエンプティ割り込み（TXI）要求を発生します。RIEビットを 1にセットし、割り込み要求を

許可しておいたとき、送信時にエラーが発生し、ERSフラグが 1にセットされると、送受信エラー割り込み（ERI）

要求を発生します。 

詳細は「30.4.5（5）割り込み動作」を参照してください。 



 

30. SIMカードモジュール（SIM） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  30-23 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

SCTDRに送信データ書き込み

初期化

異常処理

送信終了

ERS=0？

TDRE=1？

全データ送信？

ERS=0？

TEND=1?
TDRE=1?

SCSCRのTEビットを0にクリア

送信開始

Yes

No

No

Yes

異常処理

Yes

No

Yes

No

No

Yes

（6）

（5）

（4）

（3）

（2）

（1）

 

図 30.5 送信処理フローの例 
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（3） シリアルデータ受信 

スマートカードモードのデータ受信処理フローの例を図 30.6に示します。図 30.6の（1）～（6）は以下の操

作に対応します。 

1. スマートカードインタフェースを「30.4.5（1）初期化」に従い初期化します。 

2. SCSSRのPER、ORER、WAIT_ERフラグが0であることを確認してください。どちらかのフラグがセットされ

ている場合は、所定の受信異常処理を行った後、PER、ORER、WAIT_ERフラグを0にクリアしてください。 

3. RDRFフラグが1であることを確認できるまで（2）、（3）を繰り返してください。 

4. SCRDRから受信データを読み出してください。 

5. 継続してデータを受信する場合は、（2）に戻ってください。 

6. 受信を終了する場合は、REビットを0にクリアします。 

 

以上の一連の処理は、割り込み処理が可能です。 

RIEビットを 1、EIOビットを 0にセットしておいたとき RDRFフラグが 1にセットされると、受信データフル

割り込み（RXI）要求が発生します。また、RIEビットを 1にセットし受信時にエラーが発生し、ORER、PER、

WAIT_ERフラグのいずれかが 1にセットされると、送受信エラー割り込み（ERI）要求を発生します。 

詳細は「30.4.5（5）割り込み動作」を参照してください。 

なお、受信時にパリティエラーが発生し PERが 1にセットされた場合、T＝0では受信したデータは SCRDRに

転送されませんのでこのデータを読み出すことはできません。T＝1では受信したデータは SCRDRに転送されま

すので、このデータを読み出すことができます。 
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SCRDRから受信データ読み出し

初期化

異常処理

受信終了

PER=0かつORER=0
かつWAIT_ER=0か？

RDRF=1？

全データ受信？

SCSCRのREビットを0にクリア

受信開始

Yes

No

No

Yes

Yes

No

（6）

（5）

（4）

（3）

（2）

（1）

 

図 30.6 受信処理フローの例 
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（4） モード切り替え動作 

受信モードから送信モードに切り替える場合、受信動作が完了していることを確認した後、初期化から開始し、

RE＝0、TE＝1に設定してください。受信動作の完了は RDRFフラグで確認できます。 

送信モードから受信モードに切り替える場合、送信動作が完了していることを確認した後、初期化から開始し、

TE＝0、RE＝1に設定してください。送信動作の完了は TDRE、TENDフラグで確認できます。 
 

（5） 割り込み動作 

スマートカードインタフェースでは、送信データエンプティ割り込み（TXI）要求、送受信エラー割り込み（ERI）

要求、受信データフル割り込み（RXI）要求、送信終了割り込み（TEI）要求の 4種類の割り込み要因があります。 

SCSSRの TDREフラグが 1にセットされると、TXI要求が発生します。 

SCSSRの RDRFフラグが 1にセットされると、RXI要求が発生します。 

SCSSRの ERS､ORER､PER､WAIT_ERフラグが 1にセットされると、ERI要求が発生します。 

SCSSRの TENDフラグがセットされると、TEI要求が発生します。 

表 30.6にスマートカードインタフェースの割り込み要因を示します。各割り込み要求は SCSCRの TIE、RIE、

TEIE、WAIT_IEおよび SCSC2Rの EIOビットで許可または禁止できます。また、各割り込み要求はそれぞれ独立

に割り込みコントローラに送られます。 
 

表 30.6 スマートカードインタフェース割り込み要因 

動作状態 フラグ マスクビット 割り込み要因 

TDRE TIE TXI 正常動作 

TEND TEIE TEI 

送信モード 

エラー ERS RIE ERI 

正常動作 RDRF RIE、EIO RXI 

ORER、PER RIE ERI 

受信モード 

エラー 

WAIT_ER WAIT_IE ERI 
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（6） DMACによるデータ転送動作 

スマートカードインタフェースは、DMACを使って送受信を行うことができます。 

送信動作では、SCSSRの TDREフラグが 1にセットされると、送信データエンプティーDMA転送要求が発生

します。あらかじめ DMACの起動要因に送信データエンプティーDMA転送要求を設定しておけば、送信データ

エンプティーDMA転送要求により DMACを起動してデータ転送を行うことができます。 

T＝0モードのとき、送信時にエラーシグナルを受信した場合、自動的に同じデータを再送信します。この再送

信のとき DMA転送要求は発生しませんので DMACに指定したバイト数の送信ができます。 

DMACで送信データ処理を行い、CPUへの割り込み要求でエラー処理を行う場合、TIEビットを 0にセットし

TXI要求が発生しないようにして、RIEビットを 1にセットして ERI要求が発生するようにしてください。エラ

ーシグナルを受信したときにセットされる ERSフラグは、自動的にクリアされませんので CPUへの割り込み要求

でクリアしてください。 

受信動作では、SCSSRの RDRFフラグが 1にセットされると受信データフル DMA転送要求が発生します。あ

らかじめ DMACの起動要因に受信データフル DMA転送要求を設定しておけば、受信データフル DMA転送要求

により DMACを起動してデータ転送を行うことができます。 

T＝0モードのとき、受信時にパリティエラーが発生した場合データの再送信要求をします。このとき RDRFフ

ラグはセットされず DMA転送要求は発生しませんので DMACに指定したバイト数の受信ができます。 

DMACで受信データ処理を行い、CPUへの割り込み要求でエラー処理を行う場合、RIEビットを 1、EIOビッ

トを 1にセットして、RXI要求が発生せず ERI要求のみ発生するように設定してください。 

受信エラーによりセットされる PER、ORER、WAIT_ERフラグは自動的にクリアされませんので CPUへの割

り込み要求でクリアしてください。 

なお、DMACを使って送受信を行う場合は、必ず先に DMACを設定し、イネーブル状態にしてからスマートカ

ードインタフェースの設定を行ってください。 
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30.5 使用上の注意事項 
スマートカードインタフェースを使用する際は、以下のことに注意してください。 

（1） 受信データタイミングと受信マージン 

SCSMPLレジスタが初期値の場合、スマートカードインタフェースは転送レートの 372倍の周波数の基本クロ

ックで動作しています。 

受信時にスマートカードインタフェースは、スタートビットの立ち下がりをシリアルクロックでサンプリング

して、内部を同期化します。また、受信データをシリアルクロックの 186クロック目の立ち上がりエッジで内部

に取り込みます。これを図 30.7に示します。 

受信データ スタート
ビット（RXD）

同期化
サンプリング
タイミング

データ
サンプリング
タイミング

372クロック

186クロック

0 0185 185371 0371

D0 D1

基本クロック

 

図 30.7 スマートカードモード時の受信データサンプリングタイミング 

 

したがって、受信マージンは、次の式のように表すことができます。 
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スマートカードモード時の受信マージン式 
 

M＝ 2N
1

（0.5 － 　　）－（ L－0.5 ）F－　　　          （L＋F）×100％　
N

｜D － 0.5｜

 
 

M： 受信マージン（％） 

N：クロックに対するビットレートの比（N＝372） 

D：クロックデューティ（D＝0～1.0） 

L：フレーム長（L＝10） 

F：クロック周波数の偏差の絶対値 
 

上式で、F＝0、D＝0.5とすると、受信マージン式は次のようになります。 
 

D＝0.5、F＝0のとき、 

M＝（0.5－1/2×372）×100％ 

 ＝49.866％ 

 

（2） 再転送動作 

スマートカードインタフェースがそれぞれ受信モードの場合と、送信モードの場合の再転送動作を、次に示し

ます。 

（a） スマートカードインタフェースが受信モードの場合の再転送動作（T＝0） 

スマートカードインタフェースが受信モードの場合の再転送動作を図 30.8に示します。図 30.8の（1）～（5）

は、以下の動作に対応します。 
 

1. 受信したパリティビットをチェックした結果、エラーが検出されると、SCSSRのPERビットが自動的に1にセ

ットされます。このとき、SCSCRのRIEビットがイネーブルになっていれば、ERI要求が発生します。次のパ

リティビットのサンプリングタイミングまでに、SCSSRのPERビットを0にクリアしてください。 

2. パリティエラーが発生したフレームでは、SCSSRのRDRFビットはセットされません。 

3. 受信したパリティビットをチェックした結果、エラーが検出されない場合は、SCSSRのPERビットはセット

されません。 

4. 受信したパリティビットをチェックした結果、エラーが検出されない場合は、正常に受信動作が完了したと

判断して、SCSSRのRDRFビットが自動的に1にセットされます。このとき SCSCRのRIEビットが1、EIOビッ

トが0になっていれば、RXI要求が発生します。 

5. 正常なフレームを受信した場合、エラーシグナルを送信するタイミングで端子はハイインピーダンス状態を

保持します。 
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D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 DPDs D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 DPDs D0 D1 D2 D3 D4Ds

RDRF

DE

PER

n番目の転送フレーム 再転送フレーム n+1番目の転送フレーム

(DE)

（5）

（4）

（3）

（2）

（1）  

図 30.8 スマートカードインタフェース受信モードの場合の再転送動作 

 

（b） スマートカードインタフェースが送信モードの場合の再転送動作（T＝0） 

スマートカードインタフェースが送信モードの場合の再転送動作を図 30.9に示します。図 30.9の（1）～（4）

は、以下の動作に対応します。 
 

1. 1フレーム分の送信を完了した後、受信側からエラーシグナルが返されると、SCSSRのERSビットが1にセッ

トされます。このとき、SCSCRのRIEビットが許可になっていれば、ERI要求が発生します。次のパリティビ

ットのサンプリングタイミングまでに、SCSSRのERSビットを0にクリアしてください。 

2. T＝0モードのとき異常を示すエラーシグナルを受信したフレームでは、SCSSRのTENDビットはセットされ

ません。 

3. 受信側からエラーシグナルが返ってこない場合は、SCSSRのERSビットはセットされません。 

4. 受信側からエラーシグナルが返ってこない場合は、再転送を含む1フレームの送信が完了したと判断して、

SCSSRのTENDビットが1にセットされます。このときSCSCRのTIEビットがイネーブルになっていれば、TEI

割り込み要求を発生します。 

 

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 DPDs D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 DPDs D0 D1 D2 D3 D4Ds

SCTDRからSCTSRへ転送
TEND

TDRE

DE

ERS

n番目の転送フレーム 再転送フレーム n+1 番目の転送フレーム

SCTDRからSCTSRへ転送

(DE)

（1） （3）

（4）（2）

 

図 30.9 スマートカードインタフェース送信モードの場合の再転送動作スタンバイモード（クロックストップ） 
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（3） スタンバイモードの切り替え 

スマートカードインタフェースモードとスタンバイモード間でモード切り替えを行う際、クロックデューティ

を保持するため、下記の切り替え手順で処理してください。切り替え手順を図 30.10に示します。図 30.10の（1）

～（7）は、以下の操作に対応します。 
 

• スマートカードインタフェースモードからスタンバイモードに遷移するとき 

1. シリアルコントロールレジスタ（SCSCR）のTEビットとREビットに0を書き込み、送信／受信動作を停止さ

せます。同時に、CKE1ビットをスタンバイモード時の出力固定状態の値に設定します。 

2. SCSCRのCKE0ビットに0を書き込み、クロックを停止させます。 

3. シリアルクロックの1クロック周期の間待ちます。この間に、デューティを守って、指定のレベルでクロック

出力は固定されます。 

4. スタンバイ状態に遷移させます。 

 

• スタンバイモードからスマートカードインタフェースモードに戻すとき 

5. スタンバイ状態を解除します。 

6. シリアルコントロールレジスタ（SCSCR）のCKE1ビットをスタンバイ開始時の出力固定状態（現在の

SIM_CLK端子の状態）の値に設定します。 

7. SCSCRのCKE0ビットに1を書き込みクロックを出力させます。正常なデューティにてクロック信号発生を開

始します。 

通常動作 通常動作スタンバイモード

（1）（2）（3） （5）（6）（7）（4）

SIM_CLK

 

図 30.10 クロック停止、再起動手順 

 

（4） 電源投入とクロック 

電源投入時からクロックデューティを確保するためには、下記の切り替え手順で処理をしてください。 

1. 初期状態は、ポート入力でありハイインピーダンスです。電位を固定するには、プルアップ抵抗／プルダウ

ン抵抗を使用します。 

2. シリアルコントロールレジスタ（SCSCR）のCKE1ビットで指定の出力に固定します。 

3. SCSCRのCKE0ビットを1に設定して、クロック出力を開始します。 

 



 

30. SIMカードモジュール（SIM） 

30-32  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

（5） 端子接続 

スマートカードインタフェースに関する端子接続例を図 30.11に示します。 

スマートカードとの通信においては、1本のデータ伝送線で送信と受信が行われます。また、データ伝送線は、

抵抗で電源 VCC側にプルアップしてください。 

スマートカードインタフェースで生成するクロックを ICカードで使用する場合は、SIM_CLK端子出力を ICカ

ードの CLK端子に入力します。ICカードで、内部クロックを使用する場合は接続不要です。 

スマートカード

インタフェース

【注】詳細はISO/IEC7816-3を御覧ください。

本LSI

 SIM_D

 SIM_CLK

 SIM_RST

 I/O

 CLK

 RST

スマートカード

データ線

クロック線

リセット線

20kΩ

 

図 30.11 スマートカードインタフェース端子接続例 

【注】 ICカードを接続しないで RE＝TE＝1に設定すると、閉じた送信／受信が可能となり自己診断をすることができます。 

 

（6） 送信終了割り込みについて 

連続送信時、TEIEが常に 1にセットされていると TENDビットは送信終了時に毎回 1にセットされるため、必

要のない送信終了割り込み（TEI）要求が発生します。 

最後の送信データをトランスミットデータレジスタ（SCTDR）に書き込んでトランスミットシフトレジスタ

（SCTSR）が送信を開始してから、シリアルコントロールレジスタ（SCSCR）のビット 2（TEIE）を 1にセット

することで、不要な TEI割り込み要求の発生を回避することができます。 

図 30.12に TEIEを 1にセットするタイミングの波形を示します。 
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D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 DPDs D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 DPDs D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 DPDs

必要の無いTENDのセットタイミング

TEND

TDRE

(DE)(DE)

TEIE

TEI要求

転送フレーム 転送フレーム 最終フレーム

TEIEセットタイミング

(DE)

 

図 30.12 TEIEセットタイミング 
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31. マルチメディアカードインタフェース（MMCIF） 

本 LSIは、マルチメディアカードインタフェース（MMCIF）を内蔵しており、カードインタフェースとして、

MMCモードを使用します。MMCIFは、クロック同期のシリアルインタフェースで、コマンド／レスポンスとデ

ータを区別して通信します。マルチメディアカードでは、いくつかのコマンド／レスポンスのタイプが定義され

ています。MMCIFは、コマンド発行時に、コマンドコードとコマンドタイプ／レスポンスタイプを設定する構成

になっているため、現在定義されているコマンドタイプ／レスポンスタイプの組み合わせの範囲内なら、セキュ

アマルチメディアカード（Secure-MMC）で拡張されたコマンドや将来のコマンドの追加にも対応が可能です。 

31.1 特長 

• The MultiMediaCard System Specification Version3.1に対応したインタフェース 

• MMCモードに対応 

CLK出力（転送クロック出力）端子、CMD入出力（コマンド出力／レスポンス入力）端子、DAT入出力（デ

ータ入出力）端子によるインタフェース 

• カードインタフェースは 最大16.7Mbpsのビットレート（周辺クロック1 33.3MHz時） 

• データ転送用FIFOを16ビット64段搭載 

• DMA転送要求発行可能 

ただし、The MultiMediaCard System Specification version 2.2 以下に準拠するカード接続時には、DMA転送不

可 

• 割り込み要因：4種類 

FIFOエンプティ／フル、コマンド／レスポンス／データ転送完了、転送エラー、FIFO準備完了／カード検出

の割り込み要因 

• カード検出機能 

• Stream 転送は未サポート 
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MMCIFのブロック図を図 31.1に示します。 

MMCIF

FIFO

周辺バス 内
部
バ
ス
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

FSTAT
TRAN
ERR
FRDY

割り込み
コントロール

カードクロック
ジェネレータ

データ送受信

コントロール

コマンド送信

コントロール

レスポンス受信
コントロール

MMC_CLK

MMC_CMD

MMC_DAT

MMC_ODMOD

MMC_VDDON

MMC_CD

ポ
ー
ト
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

 

図 31.1 MMCIFのブロック図 
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31.2 入出力端子 
MMCIFの端子構成を表 31.1に示します。 

表 31.1 端子構成 

端子名 略称 入出力 機   能 

MMC_CLK CLK 出力 クロック出力端子 

MMC_CMD CMD 入出力 コマンド出力／レスポンス入力端子 

MMC_DAT DAT 入出力 データ入出力端子 

MMC_ODMOD MMC_ODMOD 出力 オープンドレインモード制御 

MMC_VDDON MMC_VDDON 出力 カード電源制御 

MMC_CD MMC_CD 入力 カード検出信号 

【注】 送信および受信動作を説明するために、送信データ側を MCTXDと、受信データ側をMCRXDと記載します。 
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31.3 レジスタの説明 
MMCIFのレジスタ構成を表 31.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 31.3に示しま

す。 
 

表 31.2 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

コマンドタイプレジスタ CMDTYR R/W H'FFF9 0018 H'1FF9 0018 8 

レスポンスタイプレジスタ RSPTYR R/W H'FFF9 0019 H'1FF9 0019 8 

転送バイト数カウントレジスタ TBCR R/W H'FFF9 0014 H'1FF9 0014 8 

転送ブロック数カウンタ TBNCR R/W H'FFF9 001A H'1FF9 001A 16 

コマンドレジスタ 0 CMDR0 R/W H'FFF9 0000 H'1FF9 0000 8 

コマンドレジスタ 1 CMDR1 R/W H'FFF9 0001 H'1FF9 0001 8 

コマンドレジスタ 2 CMDR2 R/W H'FFF9 0002 H'1FF9 0002 8 

コマンドレジスタ 3 CMDR3 R/W H'FFF9 0003 H'1FF9 0003 8 

コマンドレジスタ 4 CMDR4 R/W H'FFF9 0004 H'1FF9 0004 8 

コマンドレジスタ 5 CMDR5 R H'FFF9 0005 H'1FF9 0005 8 

レスポンスレジスタ 0 RSPR0 R/W H'FFF9 0020 H'1FF9 0020 8 

レスポンスレジスタ 1 RSPR1 R/W H'FFF9 0021 H'1FF9 0021 8 

レスポンスレジスタ 2 RSPR2 R/W H'FFF9 0022 H'1FF9 0022 8 

レスポンスレジスタ 3 RSPR3 R/W H'FFF9 0023 H'1FF9 0023 8 

レスポンスレジスタ 4 RSPR4 R/W H'FFF9 0024 H'1FF9 0024 8 

レスポンスレジスタ 5 RSPR5 R/W H'FFF9 0025 H'1FF9 0025 8 

レスポンスレジスタ 6 RSPR6 R/W H'FFF9 0026 H'1FF9 0026 8 

レスポンスレジスタ 7 RSPR7 R/W H'FFF9 0027 H'1FF9 0027 8 

レスポンスレジスタ 8 RSPR8 R/W H'FFF9 0028 H'1FF9 0028 8 

レスポンスレジスタ 9 RSPR9 R/W H'FFF9 0029 H'1FF9 0029 8 

レスポンスレジスタ 10 RSPR10 R/W H'FFF9 002A H'1FF9 002A 8 

レスポンスレジスタ 11 RSPR11 R/W H'FFF9 002B H'1FF9 002B 8 

レスポンスレジスタ 12 RSPR12 R/W H'FFF9 002C H'1FF9 002C 8 

レスポンスレジスタ 13 RSPR13 R/W H'FFF9 002D H'1FF9 002D 8 

レスポンスレジスタ 14 RSPR14 R/W H'FFF9 002E H'1FF9 002E 8 

レスポンスレジスタ 15 RSPR15 R/W H'FFF9 002F H'1FF9 002F 8 

レスポンスレジスタ 16 RSPR16 R/W H'FFF9 0030 H'1FF9 0030 8 

レスポンスレジスタ D RSPRD R/W H'FFF9 0031 H'1FF9 0031 8 

コマンドスタートレジスタ CMDSTRT R/W H'FFF9 0006 H'1FF9 0006 8 
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名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

オペレーションコントロールレジスタ OPCR R/W H'FFF9 000A H'1FF9 000A 8 

コマンドタイムアウトコントロールレジスタ CTOCR R/W H'FFF9 0011 H'1FF9 0011 8 

データタイムアウトレジスタ DTOUTR R/W H'FFF9 0032 H'1FF9 0032 16 

カードステータスレジスタ CSTR R H'FFF9 000B H'1FF9 000B 8 

割り込みコントロールレジスタ 0 INTCR0 R/W H'FFF9 000C H'1FF9 000C 8 

割り込みコントロールレジスタ 1 INTCR1 R/W H'FFF9 000D H'1FF9 000D 8 

割り込みステータスレジスタ 0 INTSTR0 R/W H'FFF9 000E H'1FF9 000E 8 

割り込みステータスレジスタ 1 INTSTR1 R/W H'FFF9 000F H'1FF9 000F 8 

転送クロックコントロールレジスタ CLKON R/W H'FFF9 0010 H'1FF9 0010 8 

VDD／オープンドレイン制御レジスタ VDCNT R/W H'FFF9 0012 H'1FF9 0012 8 

データレジスタ DR R/W H'FFF9 0040 H'1FF9 0040 16 

FIFOポインタクリアレジスタ FIFOCLR W H'FFF9 0042 H'1FF9 0042 8 

DMAコントロールレジスタ DMACR R/W H'FFF9 0044 H'1FF9 0044 8 

割り込みコントロールレジスタ 2 INTCR2 R/W H'FFF9 0046 H'1FF9 0046 8 

割り込みステータスレジスタ 2 INTSTR2 R/W H'FFF9 0048 H'1FF9 0048 8 

カードスイッチレジスタ CSWR R H'FFF9 004A H'1FF9 004A 8 

スイッチステータスレジスタ SWSR R/W H'FFF9 004C H'1FF9 004C 8 

チャタリング除去パルス設定レジスタ CHATR R/W H'FFF9 004E H'1FF9 004E 8 
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表 31.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

コマンドタイプレジスタ CMDTYR H'00 H'00 保持 保持 

レスポンスタイプレジスタ RSPTYR H'00 H'00 保持 保持 

転送バイト数カウントレジスタ TBCR H'00 H'00 保持 保持 

転送ブロック数カウンタ TBNCR H'0000 H'0000 保持 保持 

コマンドレジスタ 0 CMDR0 H'00 H'00 保持 保持 

コマンドレジスタ 1 CMDR1 H'00 H'00 保持 保持 

コマンドレジスタ 2 CMDR2 H'00 H'00 保持 保持 

コマンドレジスタ 3 CMDR3 H'00 H'00 保持 保持 

コマンドレジスタ 4 CMDR4 H'00 H'00 保持 保持 

コマンドレジスタ 5 CMDR5 H'00 H'00 保持 保持 

レスポンスレジスタ 0 RSPR0 H'00 H'00 保持 保持 

レスポンスレジスタ 1 RSPR1 H'00 H'00 保持 保持 

レスポンスレジスタ 2 RSPR2 H'00 H'00 保持 保持 

レスポンスレジスタ 3 RSPR3 H'00 H'00 保持 保持 

レスポンスレジスタ 4 RSPR4 H'00 H'00 保持 保持 

レスポンスレジスタ 5 RSPR5 H'00 H'00 保持 保持 

レスポンスレジスタ 6 RSPR6 H'00 H'00 保持 保持 

レスポンスレジスタ 7 RSPR7 H'00 H'00 保持 保持 

レスポンスレジスタ 8 RSPR8 H'00 H'00 保持 保持 

レスポンスレジスタ 9 RSPR9 H'00 H'00 保持 保持 

レスポンスレジスタ 10 RSPR10 H'00 H'00 保持 保持 

レスポンスレジスタ 11 RSPR11 H'00 H'00 保持 保持 

レスポンスレジスタ 12 RSPR12 H'00 H'00 保持 保持 

レスポンスレジスタ 13 RSPR13 H'00 H'00 保持 保持 

レスポンスレジスタ 14 RSPR14 H'00 H'00 保持 保持 

レスポンスレジスタ 15 RSPR15 H'00 H'00 保持 保持 

レスポンスレジスタ 16 RSPR16 H'00 H'00 保持 保持 

レスポンスレジスタ D RSPRD H'00 H'00 保持 保持 

コマンドスタートレジスタ CMDSTRT H'00 H'00 保持 保持 

オペレーションコントロールレジスタ OPCR H'00 H'00 保持 保持 

コマンドタイムアウトコントロールレジスタ CTOCR H'00 H'00 保持 保持 

データタイムアウトレジスタ DTOUTR H'FFFF H'FFFF 保持 保持 

カードステータスレジスタ CSTR H'0x H'0x 保持 保持 
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名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

割り込みコントロールレジスタ 0 INTCR0 H'00 H'00 保持 保持 

割り込みコントロールレジスタ 1 INTCR1 H'00 H'00 保持 保持 

割り込みステータスレジスタ 0 INTSTR0 H'00 H'00 保持 保持 

割り込みステータスレジスタ 1 INTSTR1 H'00 H'00 保持 保持 

転送クロックコントロールレジスタ CLKON H'00 H'00 保持 保持 

VDD／オープンドレイン制御レジスタ VDCNT H'00 H'00 保持 保持 

データレジスタ DR H'xxxx H'xxxx 保持 保持 

FIFOポインタクリアレジスタ FIFOCLR H'00 H'00 保持 保持 

DMAコントロールレジスタ DMACR H'00 H'00 保持 保持 

割り込みコントロールレジスタ 2 INTCR2 H'00 H'00 保持 保持 

割り込みステータスレジスタ 2 INTSTR2 H'0x H'0x 保持 保持 

カードスイッチレジスタ CSWR H'02 H'02 保持 保持 

スイッチステータスレジスタ SWSR H'00 H'00 保持 保持 

チャタリング除去パルス設定レジスタ CHATR H'13 H'13 保持 保持 
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31.3.1 コマンドタイプレジスタ（CMDTYR） 

CMDTYRは、RSPTYRとともにコマンドの形式を設定します。TY1～TY0で転送データの有無および方向を設

定し、TY6～TY4、TY2で付加的な設定をします。TY6～TY4、TY2は、すべて 0にクリアするか、いずれかひと

つだけを 1にセットしてください。TY6～TY4、TY2ビットを 1にセットする場合は、TY1～TY0を TY6～TY4、

TY2のビットの意味に対応した設定にする必要があります。正しい設定が行われなかった場合、動作の保証はさ

れません。シングルブロック転送の際は、TY1～TY0を 01または 10に設定し、TY6～TY4、TY2ビットを 0にセ

ットします。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W

－ TY6 TY5 TY4 TY2 TY[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

6 TY6 0 R/W pre-definedマルチブロック転送を設定します。TY1～TY0は 01または 10

に設定する必要があります。 

本ビットを指定するコマンド使用時は、TBCRに転送ブロックサイズを、

TBNCRに転送ブロック数を指定する必要があります。 

5 TY5 0 R/W セキュアMMC使用時のマルチブロック転送を設定します。TY1～TY0は

01または 10に設定する必要があります。 

本ビットを指定するコマンド使用時は、TBCRに転送ブロックサイズを、

TBNCRに転送ブロック数を指定する必要があります。 

4 TY4 0 R/W CMD12を発行する際、1にセットし、TY1～TY0を 00に設定します 

Stop Tran（SPIマルチブロックライト終了データトークン）を発行する際、

1にセットし、TY1～TY0を 11に設定します。 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

2 TY2 0 R/W open-endedマルチブロック転送を設定します。TY1～TY0は 01または

10に設定する必要があります。 

本ビットで設定されたマルチブロック転送のコマンドシーケンスは、

CMD12によって中止したときに終了します。 

1、0 TY[1:0] 00 R/W 転送データの有無および方向を設定します。 

00：データ転送を伴わないコマンドです。 

01：リードデータの受信を伴うコマンドです。 

10：ライトデータの送信を伴うコマンドです。 

11：Stop Tran送信時に設定してください。 

 

表 31.4に、｢The MultiMediaCard System Specification Version3.1｣記載のコマンドと、CMDTYR、RSPTYRレジス

タの設定の対応を示します。 
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31.3.2 レスポンスタイプレジスタ（RSPTYR） 

RSPTYRは、CMDTYRとともにコマンドの形式を設定します。RTY[2:0]でレスポンスバイト数を設定し、RTY5

～RTY4で付加的な設定をします。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R R/W R/W R/W

－ － RTY5 RTY4 － RTY[2:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5 RTY5 0 R/W R1bレスポンスを伴うコマンド時に設定します。 

4 RTY4 0 R/W コマンドレスポンス（R2レスポンス以外）の CRCを CRC7でチェック

する設定にします。RTY2～RTY0は、100を設定する必要があります。 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 RTY[2:0] 000 R/W コマンドレスポンスバイト数を設定します。 

000：コマンドレスポンスを要しないコマンドです。 

001：設定禁止 

010：設定禁止 

011：設定禁止 

100：コマンドレスポンス 6バイトを要するコマンドです。 

 MMCモードの R1、R1b、R3、R4、R5レスポンスで設定します。 

101：コマンドレスポンス 17バイトを要するコマンドです。 

 MMCモードの R2レスポンスで設定します。 

110：設定禁止 

111：設定禁止 

【注】 RTY4による CRCチェックは、コマンドレスポンスの CRCエラーのビットをチェックするものではなく、コマンドレ

スポンスに付属する CRCをチェックするものです。また MMCモードの R2のコマンドレスポンスの CRCチェックは

できません。 

 

表 31.4に、｢The MultiMediaCard System Specification Version3.1｣記載のコマンドと、CMDTYR、RSPTYRレジス

タの設定の対応を示します。 
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表 31.4 コマンドと CMDTYR、RSPTYR設定 

• MMCモード 

CMDTYR RSPTYR CMD 

INDEX 

略   称 resp

6 5 4 3 2 1～0 6 5 4 2～0 

CMD0 GO_IDLE_STATE －      00    000 

CMD1 SEND_OP_COND R3      00    100 

CMD2 ALL_SEND_CID R2      00    101 

CMD3 SET_RELATIVE_ADDR R1      00   *4 100 

CMD4 SET_DSR －      00    000 

CMD7 SELECT/DESELECT_CARD R1b      00  1 *4 100 

CMD9 SEND_CSD R2      00    101 

CMD10 SEND_CID R2      00    101 

CMD11 READ_DAT_UNTIL_STOP R1      01   *4 100 

CMD12 STOP_TRANSMISSION R1b   1   00  1 *4 100 

CMD13 SEND_STATUS R1      00   *4 100 

CMD15 GO_INACTIVE_STATE －      00    000 

CMD16 SET_BLOCKLEN R1      00   *4 100 

CMD17 READ_SINGLE_BLOCK R1  *3    01   *4 100 

CMD18 READ_MULTIPLE_BLOCK R1 *2    *2 01   *4 100 

CMD20 WRITE_DAT_UNTIL_STOP R1      10   *4 100 

CMD23 SET_BLOCK_COUNT R1      00   *4 100 

CMD24 WRITE_BLOCK R1  *3    10   *4 100 

CMD25 WRITE_MULTIPLE_BLOCK R1 *2    *2 10   *4 100 

CMD26 PROGRAM_CID R1      10   *4 100 

CMD27 PROGRAM_CSD R1      10   *4 100 

CMD28 SET_WRITE_PROT R1b      00  1 *4 100 

CMD29 CLR_WRITE_PROT R1b      00  1 *4 100 

CMD30 SEND_WRITE_PROT R1      01   *4 100 

CMD32*1 TAG_SECTOR_START R1      00   *4 100 

CMD33*1 TAG_SECTOR_END R1      00   *4 100 

CMD34*1 UNTAG_SECTOR R1      00   *4 100 

CMD35 TAG_ERASE_GROUP_START R1      00   *4 100 

CMD36 TAG_ERASE_GROUP_END R1      00   *4 100 

CMD37*1 UNTAG_ERASE_GROUP R1      00   *4 100 

CMD38 ERASE R1b      00  1 *4 100 

CMD39 FAST_IO R4      00   *4 100 

CMD40 GO_IRQ_STATE R5      00   *4 100 

CMD42 LOCK_UNLOCK R1b      10  1 *4 100 

CMD55 APP_CMD R1      00   *4 100 

CMD56 GEN_CMD R1b      *5  1 *4 100 
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【注】 *1 MMCA Ver3.1以降のカードではこれらのコマンドはサポートしていません。 

 *2 あらかじめブロック数を設定する転送時は TY6、設定しない転送時は TY2を設定します。 

 *3 セキュアMMC使用時のマルチブロック転送時設定します。 

 *4 R2以外のコマンドレスポンスの CRCのチェック時 1を設定します（R2のコマンドレスポンスの CRCチェック

はできません）。 

 *5 リード時は 01、ライト時は 10を設定します。 

 空白 0を設定してください。 

 

31.3.3 転送バイト数カウントレジスタ（TBCR） 

TBCRは、1ブロックあたりの転送バイト数（ブロックサイズ）を設定します。スタート,エンドビットや CRC

を含まない、正味のデータブロックバイト数を設定します。 

マルチブロック転送コマンドでは、各データブロックのバイト数に対応します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W

－ － － － C[3:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

3～0 C[3:0] 0000 R/W 転送データブロックサイズ 

0000：1バイト 

0001：2バイト 

0010：4バイト 

0011：8バイト 

0100：16バイト 

0101：32バイト 

0110：64バイト 

0111：128バイト 

1000：256バイト 

1001：512バイト 

1010：1024バイト 

1011：2048バイト 

1100～1111：設定禁止 
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31.3.4 転送ブロック数カウンタ（TBNCR） 

TBNCRは、CMDTYRの TY5、TY6ビットでマルチブロック転送を設定した場合、必ず TBNCRに 0以外の値

をライトする必要があります。TBNCRには、転送するブロック数を設定してください。TBNCRの内容は、1ブ

ロックの転送が完了するたびにデクリメントされ、0になるとコマンドシーケンスを終了します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TBNCR

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 TBNCR すべて 0 R/W 転送ブロック数カウンタ 

［クリア条件］ 

指定ブロック数転送時および 0ライト時 

 

31.3.5 コマンドレジスタ 0～5（CMDR0～CMDR5） 

CMDRは、それぞれ 8ビットのレジスタで構成されています。CMDRには表 31.5のようにコマンドをライト

し、CMDSTRTの STARTビットを 1にセットすることによりコマンドを送出します。 
 

表 31.5 CMDRの構成 

レジスタ 内容 操   作 

CMDR0 Startビット、Hostビット、 

コマンドインデックス  

コマンドインデックス書き込み 

Startビットは 0、Hostビットは 1にセットする 

CMDR[1:4] コマンド引数  コマンド引数書き込み 

CMDR5 CRC 、Endビット CRCは自動計算のため設定不要 

Endビットは設定不要 

 

• CMDR0 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

Start Host INDEX

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 Start 0 R/W スタートビット（0をセットする） 

6 Host 0 R/W トランスミッションビット（1をセットする） 

5～0 INDEX すべて 0 R/W コマンドインデックス 
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• CMDR1～CMDR4 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

CMDR[1:4]n

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 CMDR[1:4]n すべて 0 R/W コマンド引数 

（n＝0～7） 

 

• CMDR5 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

CRC End

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～1 CRC すべて 0 R 設定不要。リード値は 0です。 

0 End 0 R 設定不要。リード値は 0です。 

 

31.3.6 レスポンスレジスタ 0～16、D（RSPR0～RSPR16、RSPRD） 

RSPR0～RSPR16はコマンドレスポンスレジスタで、それぞれが 8ビットのレジスタで構成されています。

RSPRDは 5ビットのデータレスポンスレジスタです。 

コマンドレスポンスバイト数は、コマンドにより異なります。MMCIFでは、コマンドレスポンスバイト数を、

レスポンスタイプレジスタ（RSPTYR）で指定することができます。コマンドレスポンスは、RSPR16のビット 0

からシフトインされ、コマンドレスポンスバイト数×8ビットまでシフトされます。表 31.6にコマンドレスポン

スバイト数と有効な RSPRレジスタの対応を示します。 
 

表 31.6 コマンドレスポンスバイト数と RSPRレジスタの対応 

MMCモードレスポンス RSPRレジスタ 

6バイト（R1、R1b、R3、R4、R5） 17バイト（R2） 

RSPR0 － 1バイト目 

RSPR1 － 2バイト目 

RSPR2 － 3バイト目 

RSPR3 － 4バイト目 

RSPR4 － 5バイト目 

RSPR5 － 6バイト目 
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MMCモードレスポンス RSPRレジスタ 

6バイト（R1、R1b、R3、R4、R5） 17バイト（R2） 

RSPR6 － 7バイト目 

RSPR7 － 8バイト目 

RSPR8 － 9バイト目 

RSPR9 － 10バイト目 

RSPR10 － 11バイト目 

RSPR11 1バイト目 12バイト目 

RSPR12 2バイト目 13バイト目 

RSPR13 3バイト目 14バイト目 

RSPR14 4バイト目 15バイト目 

RSPR15 5バイト目 16バイト目 

RSPR16 6バイト目 17バイト目 

 

RSPRレジスタの初期値は H'00です。RSPR0～16は、単純なシフトレジスタであり、一度シフトインされたコ

マンドレスポンスは自動的にはクリアされず、RSPR0のビット 7からシフトアウトされるまでシフトされ続けま

す。不要なバイトを H'00にクリアするためには、各 RSPRに任意の値をライトしてください。 
 

• RSPR0～RSPR16 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

RSPR

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 RSPR すべて 0 R/W 任意の値のライトで H'00にクリアされます。 

RSPR0～RSPR16は連結された 17バイトのシフトレジスタです。 

コマンドレスポンスが格納されます。 

 

• RSPRD 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － RSPR

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4～0 RSPR すべて 0 R/W 任意の値のライトですべて 00にクリアされます。 

データレスポンスが格納されます。 

 

31.3.7 コマンドスタートレジスタ（CMDSTRT） 

CMDSTRTは、コマンド送出または Stop Tran送出の開始をトリガします。送出開始は、同時にコマンドシーケ

ンスの開始となります。コマンドシーケンスの開始に先立って、次の操作を完了しておく必要があります。 
 

コマンド送出： 

• 前コマンドのレスポンスの解析、必要ならばコマンドレスポンスレジスタのライトクリア 

• 必要ならば前コマンドの受信データの解析／転送 

• 必要ならば次コマンドの送信データの準備 

• CMDTYR、RSPTYR、TBCR、TBNCRの設定 

CMDR0～CMDR4、CMDTYR、RSPTYR、TBCR、TBNCRは、コマンド送出が終了するまで（CSTRのCWRE

フラグが1にセット中）変更しないでください。 

• CMDR0～CMDR4の設定 

Stop Tran送出： 

• CMDTYR、RSPTYRの設定 

CMDTYR、RSPTYRは、コマンド送出が終了するまで（CSTRのCWREフラグが1にセット中）変更しないで

ください。 

 

コマンドシーケンスは、MMCIF側とカード側それぞれのシーケンサで管理されています。これらは、通常は同

期して動作していますが、エラーの発生やコマンドの中止などが発生すると一時的に同期できない場合がありま

す。MMCモードでの、OPCRの CMDOFFビットのセット、CMD12コマンドの発行や、エラー処理の場合は注意

が必要です。MMCIF側、カード側両方のコマンドシーケンスが終了していることを確認して、新しいコマンドシ

ーケンスを開始してください。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R/W

－ － － － － － － START

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 START 0 R/W 1ライトでコマンドまたは Stop Tran送出を開始します。このビットはハ

ードクリアされます｡ 
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31.3.8 オペレーションコントロールレジスタ（OPCR） 

OPCRはコマンドの動作中止、データ転送の中断／継続を制御するレジスタです。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R R/W R/W R R R R

CMD
OFF － RD_

CONTI DATEN － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 CMDOFF 0 R/W コマンドオフ 

コマンド送出後の 1ライトで、そのコマンドに関する動作（MMCIFのコマ

ンドシーケンス）をすべて中止します。その後ハードクリアされます｡ 

ライト有効期間：コマンド送出完了からコマンドシーケンス終了まで 

0ライト：動作に影響ありません。 

1ライト：コマンドシーケンスを強制的に中止します。 

6 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5 RD_CONTI 0 R/W リードコンティニュー 

1ライト後、MMCIFがデータリードを再開した時にハードクリアされます。

FIFOフルやマルチブロックリードのブロックリード終了によるシーケン

ス中断状態で、リードデータの受信を再開します。 

ライト有効期間：データ受信シーケンス中断中 

0ライト：動作に影響ありません。 

1ライト：リードデータ受信を再開します。 

4 DATAEN 0 R/W データイネーブル 

ライトデータを伴うコマンドで、ライトデータの送信を開始します。FIFO

エンプティやマルチブロックライトのブロックライト終了によるシーケン

ス中断状態で、ライトデータの送信を再開します。 

ライト有効期間：(1)ライトデータを伴うコマンドレスポンス受信後、

(2)FIFOエンプティによるシーケンス停止状態、(3)マルチブロックライ

トのブロックライト終了時 

0ライト：動作に影響ありません 

1ライト：ライトデータ送信を開始または再開します。 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

ライトデータの送信は、コマンドレスポンスやデータレスポンスの内容を解析後、送信のトリガを行なう必要

があります。また、データ転送は、FIFOのフル／エンプティにより一時的に停止し、準備が整ったところでデー

タ転送を再開する必要があります。 
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マルチブロック転送の場合は、ブロックの区切りごとに一時的に停止し、次のブロックに進むか、CMD12また

は Stop Tranを発行してマルチブロック転送コマンドを中止するかの選択が可能です。次のブロックに進むときは、

RD_CONTIビットや DATAENビットを 1にセットします。CMD12または Stop Tranを発行する場合は、CMDOFF

ビットを 1にセットしてMMCIF側のコマンドシーケンスを中止します。また、pre-defineマルチブロック転送で

オートモードを使用する場合は、ブロック間での RD_CONTIビットや DATAENビットの設定を省略することが

可能です。 
 

31.3.9 コマンドタイムアウトコントロールレジスタ（CTOCR） 

CTOCRは、コマンドレスポンスのタイムアウトを発生する周期を設定します。 

コマンドレスポンスを受信する際は、常に転送クロックのカウントを行い、CTOCRに設定した転送クロック数

に達するとコマンドタイムアウトエラーの状態になります。ここで INTCR1の CTERIEビットが 1にセットされ

ていると、INTSTR1の CTERIフラグがセットされます。コマンドタイムアウトエラー処理をする場合は、CMDOFF

ビットを 1にセットしてコマンドシーケンスを中止してから CTERIフラグをクリアしてください。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 1
R R R R R R R R/W

－ － － － － － － CTSEL0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 CTSEL0 1 R/W 0：コマンド送信完了からレスポンス受信完了まで 128転送クロック 

1：コマンド送信完了からレスポンス受信完了まで 256転送クロック 

【注】 MMCモードの R2レスポンス（17バイトのコマンドレスポンス）を要求する時には、CTSEL0を 0にセットすると、レ

スポンス受信中に、タイムアウトを発生する為、CTSEL0を 1に設定してください。 

 

31.3.10 データタイムアウトレジスタ（DTOUTR） 

DTOUTRは、データタイムアウトを発生する周期を設定します。データタイムアウトを監視するために、16ビ

ットカウンタ（DTOUTC）とプリスケーラがあり、周辺クロック 1をカウントします。プリスケーラは、常に周

辺クロック 1をカウントしており、10000周辺クロック 1ごとにカウントパルスを出力します。DTOUTCは、初

期値が 0で、コマンドシーケンスの開始からプリスケーラ出力のカウントを開始します。DTOUTCは、コマンド

シーケンスが終了するか、CMDOFFビットを 1にセットしてコマンドシーケンスを中止することにより、クリア

されプリスケーラ出力のカウントを停止します。 

コマンドシーケンスが終了しない場合は、DTOUTCはプリスケーラ出力のカウントを続け、DTOUTRに設定し

た値に達するとデータタイムアウトエラーの状態になります。ここで INTCR1の DTERIEビットが 1にセットさ

れていると、INTSTR1の DTERIフラグがセットされます。データタイムアウトエラー処理をする場合は、CMDOFF

ビットを 1にセットしてコマンドシーケンスを中止してから DTERIフラグをクリアしてください。 
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データビジー状態があるコマンドの場合、コマンドシーケンスはデータビジー状態の前に終了するため、デー

タタイムアウトでタイムアウトの監視をすることができません。データビジー状態のタイムアウト監視はファー

ムウェアで実現する必要があります。DTOUTRに 0を設定した場合、コマンドシーケンスの開始直後にタイムア

ウトになります。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

DTOUTR

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 DTOUTR すべて 1 R/W データタイムアウト時間／10000 

データタイムアウト時間は、周辺クロック 1周期×DTOUTR設定値×

10000となります。 

 

31.3.11 カードステータスレジスタ（CSTR） 

CSTRは、コマンドシーケンス実行中のMMCIFのステータスを示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 － 0 0
R R R R R R R R

BUSY FIFO_
FULL

FIFO_
EMPTY

CWRE DTBUSY
DTBUSY_

TU － REQ

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 BUSY 0 R  コマンドビジー 

コマンドの実行状態を示します。OPCRの CMDOFFビットを 1にセット

すると、MMCIFのコマンドシーケンスが中止されるため、0にクリアされ

ます。 

0：コマンド待ちのアイドル状態、または、データビジー状態です。 

1：コマンドシーケンス実行中です。 

6 FIFO_FULL 0 R FIFOフル 

読み出しデータ受信の際、FIFOがフルになったときに 1にセットされま

す。RD_CONTIに 1をセットするか、コマンドシーケンスの終了により 0

にクリアされます。 

0：FIFOに空きがあります。 

1：FIFOがフル状態です。 

5 FIFO_EMPTY 0 R FIFOエンプティ 

書き込みデータ送信の際、FIFOがエンプティになったときに 1にセットさ

れます。DATAENに 1をセットするか,コマンドシーケンスの終了により 0

にクリアされます。 

0：FIFOにデータがあります。 

1：FIFOがエンプティ状態です。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 CWRE 0 R コマンドレジスタライトイネーブル 

CMDRのコマンドが送信中か送信済みかを示します。 

0：CMDRのコマンドが送信済み、または、CMDSTRTの STARTビッ

トのセット前で、新しいコマンドを書き込み可能です。 

1：CMDRのコマンドを送信待ちまたは送信中で、新しいコマンドを書

き込むと誤動作する状態です。 

3 DTBUSY 0 R データビジー 

コマンドの実行状態を示します。データの転送を伴わないコマンドでレス

ポンスにビジー状態のあるコマンド、または、ライトデータを伴うコマン

ドのデータレスポンス終了後、カードがビジーである状態を表示します。 

0：コマンド待ちのアイドル状態、または、コマンドシーケンス実行中で

す。 

1：コマンドシーケンスの終了後、カード側がデータビジー表示をしてい

ます。 

2 DTBUSY_TU 不定 R データビジー端子状態 

DAT端子のレベルをモニタします。 

ビジー状態にあるカードを DESELECTし、再度 SELECTしたときカード

がビジー状態にあるかを検知するために本ビットをモニタします。 

0：カード側がデータビジーの表示をしています。 

1：カード側がデータビジーでないことを表示しています。 

1 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 REQ 0 R 割り込み要求 

割り込み処理要求の有無を示します。割り込み要求は、INTSTR0、

INTSTR1、INTSTR2のフラグの論理和です。INTSTR0、INTSTR1、INTSTR2

のフラグのセットは、INTCR0、INTCR1、INTCR2のイネーブルビットに

よって制御されます。 

0：割り込み要求がない。 

1：割り込み要求がある。 
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31.3.12 割り込みコントロールレジスタ 0、1（INTCR0、INTCR1） 

INTCRは、INTSTR0,1の各フラグセットの許可／禁止および割り込み出力の制御を行います。 
 

• INTCR0 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

FEIE FFIE DRPIE DTIE CRPIE CMDIE DBSYIE BTIE

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 FEIE 0 R/W FIFOエンプティフラグイネーブル 

0：FIFOエンプティフラグのセットを禁止 

1：FIFOエンプティフラグのセットを許可 

6 FFIE 0 R/W FIFOフルフラグイネーブル 

0：FIFOフルフラグのセットを禁止 

1：FIFOフルフラグのセットを許可 

5 DRPIE 0 R/W データレスポンス終了フラグイネーブル 

0：データレスポンス終了フラグのセットを禁止 

1：データレスポンス終了フラグのセットを許可 

4 DTIE 0 R/W データ転送終了フラグイネーブル 

0：データ転送終了フラグのセットを禁止 

1：データ転送終了フラグのセットを許可 

3 CRPIE 0 R/W コマンドレスポンス終了フラグイネーブル 

0：コマンドレスポンス終了フラグのセットを禁止 

1：コマンドレスポンス終了フラグのセットを許可 

2 CMDIE 0 R/W コマンド出力終了フラグイネーブル 

0：コマンド出力終了フラグのセットを禁止 

1：コマンド出力終了フラグのセットを許可 

1 DBSYIE 0 R/W データビジー終了フラグイネーブル 

0：データビジー終了フラグのセットを禁止 

1：データビジー終了フラグのセットを許可 

0 BTIE 0 R/W マルチブロック転送終了フラグイネーブル 

0：マルチブロック転送終了フラグのセットを禁止 

1：マルチブロック転送終了フラグのセットを許可 
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• INTCR1 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R/W

INTRQ2E INTRQ1E INTRQ0E － WRERIE CRCERIE DTERIE CTERIE

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 INTRQ2E 0 R/W ERR割り込みイネーブル 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

6 INTRQ1E 0 R/W TRAN割り込みイネーブル 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

5 INTRQ0E 0 R/W FSTAT割り込みイネーブル 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

4 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 WRERIE 0 R/W ライトエラーフラグイネーブル 

0：ライトエラーフラグのセットを禁止 

1：ライトエラーフラグのセットを許可 

2 CRCERIE 0 R/W CRCエラーフラグイネーブル 

0：CRCエラーフラグのセットを禁止 

1：CRCエラーフラグのセットを許可 

1 DTERIE 0 R/W データタイムアウトエラーフラグイネーブル 

0：データタイムアウトエラーフラグのセットを禁止 

1：データタイムアウトエラーフラグのセットを許可 

0 CTERIE 0 R/W コマンドタイムアウトエラーフラグイネーブル 

0：コマンドタイムアウトエラーフラグのセットを禁止 

1：コマンドタイムアウトエラーフラグのセットを許可 
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31.3.13 割り込みステータスレジスタ 0、1（INTSTR0、INTSTR1） 

INTSTRは、MMCIFの割り込み出力を制御します。 
 

• INTSTR0 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)*

FEI FFI DRPI DTI CRPI CMDI DBSYI BTI

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 割り込み 

出力 

7 FEI 0 R/(W)* FIFOエンプティフラグ 

［1セット条件］ 

FEIE=1の状態で、ライトデータ送信中に FIFOがエンプティ

となったとき 

（CSTRの FIFO_EMPTYビットがセットされたとき） 

［0クリア条件］ 

FEI=1リード後の 0ライト 

FSTAT 

6 FFI 0 R/(W)* FIFOフルフラグ 

［1セット条件］ 

FFIE=1の状態で、リードデータ受信中に FIFOがフルとなっ

たとき 

（CSTRの FIFO_FULLビットがセットされたとき） 

［0クリア条件］ 

FFI=1リード後の 0ライト 

FSTAT 

5 DRPI 0 R/(W)* データレスポンスフラグ 

［1セット条件］ 

DRPIE=1の状態で CRCステータスを受信したとき 

［0クリア条件］ 

DRPI=1リード後の 0ライト 

TRAN 

4 DTI 0 R/(W)* データ転送終了フラグ 

［1セット条件］ 

DTIE=1の状態で、TBCRに設定したバイト数のデータ転送

が終了したとき 

［0クリア条件］ 

DTI=1リード後の 0ライト 

TRAN 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 割り込み 

出力 

3 CRPI 0 R/(W)* コマンドレスポンス受信終了フラグ 

［1セット条件］ 

CRPIE=1の状態で、コマンドレスポンスの受信が終了したと

き 

［0クリア条件］ 

CRPI=1リード後の 0ライト 

TRAN 

2 CMDI 0 R/(W)* コマンド送信終了フラグ 

［1セット条件］ 

CMDIE=1の状態で、コマンドの送信が終了したとき 

［0クリア条件］ 

CMDI=1リード後の 0ライト 

TRAN 

1 DBSYI 0 R/(W)* データビジー終了フラグ 

［1セット条件］ 

DBSYIE=1の状態で、データビジーの状態が解消したとき 

［0クリア条件］ 

DBSYI=1リード後の 0ライト 

TRAN 

0 BTI 0 R/(W)* マルチブロック転送終了フラグ 

［1セット条件］ 

BTIE=1の状態で、TBNCRが 0までデクリメントされた後の

TBCRで設定したバイト数のデータ転送が終了したとき 

［0クリア条件］ 

BTI=1リード後の 0ライト 

TRAN 

【注】 * 1リード後 0ライトによりクリア 

 

• INTSTR1 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)*

－ － － － WRERI CRCERI DTERI CTERI

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 割り込み 

出力 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0に

してください。 

 

 



 

31. マルチメディアカードインタフェース（MMCIF） 

31-24  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 割り込み 

出力 

3 WRERI 0 R/(W)* ライトエラーフラグ 

［1セット条件］ 

WREIE=1の状態で、送信データレスポンスのステータスエ

ラー（ライトエラー）を検出したとき 

［0クリア条件］ 

WREI=1リード後の 0ライト 

【注】 ライトエラー発生時は、CMDOFFビットを 1にセッ

トしてコマンドシーケンスを中止してください。 

ERR 

2 CRCERI 0 R/(W)* CRCエラーフラグ 

［1セット条件］ 

CRCERIE=1の状態で、コマンドレスポンスまたは受信デー

タの CRCエラーおよび、送信データレスポンスでの CRCス

テータスエラーを検出したとき 

R2以外のコマンドレスポンスに対しては RSPTYRの RTY4

をイネーブル時 CRCをチェックします。 

R2のコマンドレスポンスに対してはCRCチェックが行われ

ないため本フラグはセットされません。 

［0クリア条件］ 

CRCERI=1リード後の 0ライト 

【注】CRCエラー発生時は、CMDOFFビットを 1にセット

してコマンドシーケンスを中止してください。 

ERR 

1 DTERI 0 R/(W)* データタイムアウトエラーフラグ 

［1セット条件］ 

DTERIE=1の状態で、DTOUTRに設定したデータタイムアウ

トエラーが発生したとき 

［0クリア条件］ 

DTERI=1リード後の 0ライト 

【注】  データタイムアウトエラー発生時は、CMDOFFビッ

トを 1にセットしてコマンドシーケンスを中止して

から DTERIフラグをクリアしてください。 

ERR 

0 CTERI 0 R/(W)* コマンドタイムアウトエラーフラグ 

［1セット条件］ 

CTERIE=1の状態で、TOCRに設定したコマンドタイムアウ

トエラーが発生したとき 

［0クリア条件］ 

CTERI=1リード後の 0ライト 

【注】  コマンドタイムアウトエラー発生時は、CMDOFF

ビットを 1にセットしてコマンドシーケンスを中止

してから CTERIフラグをクリアしてください。 

ERR 

【注】 * 1リード後 0ライトによりクリア 
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31.3.14 転送クロックコントロールレジスタ（CLKON） 

CLKONは、転送クロックの周波数および ON/OFFを制御します。 

MMCIFおいて、16.7Mbpsの転送クロックを実現するためには、周辺クロック 1を 33.3MHzとし CSEL[3:0]を

0001に設定する必要があります。このとき、MMCモードのオープンドレイン形式出力状態では、十分に遅い転

送クロックで転送を行ってください。 

コマンドシーケンス中は、クロックの ON/OFF、周波数の変更は行わないでください。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R R R R/W R/W R/W R/W

CLKON － － － CSEL[3:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 CLKON 0 R/W クロックオン 

0：MMC_CLK端子からの転送クロック出力を Lowレベルに固定します。 

1：MMC_CLK端子から転送クロックを出力します。 

6～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3～0 CSEL[3:0] 0000 R/W 転送クロック周波数セレクト 

0000：設定禁止 

0001：周辺クロック 1を 2分周して転送クロックとします。 

0010：周辺クロック 1を 4分周して転送クロックとします。 

0011：周辺クロック 1を 8分周して転送クロックとします。 

0100：周辺クロック 1を 16分周して転送クロックとします。 

0101：周辺クロック 1を 32分周して転送クロックとします。 

0110：周辺クロック 1を 64分周して転送クロックとします。 

0111：周辺クロック 1を 128分周して転送クロックとします。 

1000：周辺クロック 1を 256分周して転送クロックとします。 

1001～1111：設定禁止 
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31.3.15 VDD／オープンドレイン制御レジスタ（VDCNT） 

VDCNTは、MMCモード時のオープンドレイン制御にMMC_ODMODを利用可能です。 

カード電源（VDD）の ON/OFF制御には、MMC_VDDON出力を利用可能です。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R R R R R R

VDDON ODMOD － － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 VDDON 0 R/W カード電源（VDD）制御信号として利用可能です。 

0：MMC_VDDONにローレベル信号出力 

1：MMC_VDDONにハイレベル信号出力 

6 ODMOD 0 R/W MMCモード時の CMD出力のオープンドレイン制御に利用可能です。 

0：MMC_ODMODにローレベル信号出力 

1：MMC_ODMODにハイレベル信号出力 

5～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

31.3.16 データレジスタ（DR） 

DRは、FIFOのデータをリード／ライトするためのレジスタです。 

ワード、バイトアクセス可能です。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

－ － － － － － － － － － － － － － － －
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

DR

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 

（7～0） 

DR 不定 R/W FIFOのデータをリード／ライトするためのレジスタです。 

ワード、バイトアクセス可能です。 

ただし、2n+1番地へのバイトアクセスはできません。 
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31.3.17 FIFOポインタクリアレジスタ（FIFOCLR） 

FIFOCLRに任意の値をライトすることによって、FIFOのライトポインタ、リードポインタがクリアされます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

－ － － － － － － －
W W W W W W W W

FIFOCLR

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 FIFOCLR 不定 W 任意の値をライトすることで、FIFOポインタがクリアされます。 

 

31.3.18 DMAコントロールレジスタ（DMACR） 

DMACRは、DMA要求信号出力を制御します。DMAENで DMA要求信号の許可、禁止を設定し、SET[2:0]で

設定した値により DMA要求信号を出力します。マルチブロック転送のコマンド（CMD18、CMD25）を実行する

前に本レジスタを設定してください。オートモードは open-endedマルチブロック転送には使用できません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R R R R/W R/W R/W

DMAEN AUTO － － － SET[2:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 DMAEN 0 R/W 0：DMA要求信号の出力禁止 

1：DMA要求信号の出力許可 

6 AUTO 0 R/W DMA転送を使用する pre-defineマルチブロック転送で、オートモードを使

用する際設定します。オートモードの動作については「第 14章 ダイレク

トメモリアクセスコントローラ（DMAC）」を参照してください。 

0：オートモードを使用しない。 

1：オートモードを使用。 

5～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 SET[2:0] 000 R/W DMA要求信号アサート条件を設定します。 

000：DMA要求を出力しません。 

001：FIFO残データが FIFO容量の 1/4以下。 

010：FIFO残データが FIFO容量の 1/2以下。 

011：FIFO残データが FIFO容量の 3/4以下。 

100：FIFO残データが 1Byte以上。 

101：FIFO残データが FIFO容量の 1/4以上。 

110：FIFO残データが FIFO容量の 1/2以上。 

111：FIFO残データが FIFO容量の 3/4以上。 
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31.3.19 割り込みコントロールレジスタ 2（INTCR2） 

INTCR2は、割り込みの許可／禁止を制御します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R R R R R R/W R/W

INTREQ3E － － － － － CDIE FRDYIE

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 INTRQ3E 0 R/W FRDY割り込みイネーブル 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

6～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 CDIE 0 R/W カード検出フラグイネーブル 

0：カード検出フラグのセットを禁止 

1：カード検出フラグのセットを許可 

0 FRDYIE 0 R/W FIFO準備完了フラグイネーブル 

0：FIFO準備完了フラグのセットを禁止 

1：FIFO準備完了フラグのセットを許可 

 

31.3.20 割り込みステータスレジスタ 2（INTSTR2） 

INTSTR2は、MMCIFの割り込み出力を制御します。 

FRDYIは、クリア後もセット条件であればセットされます。クリアするときは、INTCR2の FRDYIEによりフ

ラグのセットを禁止にしてクリアしてください。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 1 0
R R R R R R/(W)* R R/(W)*

－ － － － － CDI FRDY_
TU

FRDYI

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 割り込み 

出力 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0

にしてください。 

 

2 CDI 0 R/(W)* カード検出フラグ 

カードの挿抜（カード検出信号の H/L変化）を検出。 

［1セット条件］ 

CDIE=1の状態で、カードの挿抜を検出したとき 

［0クリア条件］ 

CDI=1リード後の 0ライト 

FRDY 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 割り込み 

出力 

1 FRDY_TU 1 R FRDYIのセット条件を満たしているとき。 

リード値 

0：FIFOの残データが DMACRで設定したアサート条件

以内のとき 

1：FIFOの残データが DMACRで設定したアサート条件

以外のとき 

 

0 FRDYI 0 R/(W)* FIFO準備完了フラグ 

［1セット条件］ 

FRDYIE=1の状態で、DMAENビットがセットされ、FIFO

の残データが DMACRで設定したアサート条件以外のとき 

［0クリア条件］ 

FRDYI=1リード後の 0ライト 

FRDY 

【注】 * 1リード後 0ライトによりクリア 

 

31.3.21 カードスイッチレジスタ（CSWR） 

CSWRは、カード検出信号の状態を表示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 1 0
R R R R R R R R

－ － － － － － － CDB*

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

0 CDB* 0 R カード検出状態表示 

カードの挿入／未挿入状態を表示。 

0：カード未挿入状態。（mmc_cd＝1） 

1：カード挿入状態。（mmc_cd＝0） 

【注】 * mmc_cd＝0でカード挿入状態の場合を示します。コネクタの種類により、カード検出状態表示の極性は変化します。 
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31.3.22 スイッチステータスレジスタ（SWSR） 

SWSRは、カード検出時の周辺クロック 1および内部分周クロックの制御を行います。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R R

－ － － － － GATE_
CDB － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

2 GATE_CDB 0 R/W カード検出時クロック制御 

カード検出時に不要な FFへのクロック供給を停止する。 

0：周辺クロック 1および内部分周クロック動作 

1：周辺クロック 1および内部分周クロック停止 

1、0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

 

31.3.23 チャタリング除去パルス設定レジスタ（CHATR） 

CHATRは、カード検出信号に発生するチャタリングを除去するためのチャタリング除去パルスの周期を設定し

ます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 1 0 0 1 1
R R R R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － CHAT

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～5 － 000 R リード値は 0です。0をライトしてください。 

4～0 CHAT 10011 R/W チャタリング除去パルス周期の周波数 

00000～01000および 11000～11111：設定禁止 

 

チャタリング除去パルス周期 Term[sec]＝2chat/Pck1周波数[MHz] 

Pck1：周辺クロック1 

チャタリング：カード検出スイッチの切り替わり直後に信号がON/OFFを繰り返す不安定な状態 
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表 31.7 チャタリング除去パルス周期一覧 

チャタリング除去パルス周期 chat 10進 2chat 

Pck1=33MHz 

01001 (9) 512 0.015[ms] 

01010 (10) 1024 0.031[ms] 

01011 (11) 2048 0.061[ms] 

01100 (12) 4096 0.123[ms] 

01101 (13) 8192 0.246[ms] 

01110 (14) 16384 0.492[ms] 

01111 (15) 32768 0.983[ms] 

10000 (16) 65536 1.966[ms] 

10001 (17) 131072 3.932[ms] 

10010 (18) 262144 7.864[ms] 

10011 (19) 524288 15.729[ms] 

10100 (20) 1048576 31.457[ms] 

10101 (21) 2097152 62.915[ms] 

10110 (22) 4194304 125.829[ms] 

10111 (23) 8388608 251.658[ms] 

 



 

31. マルチメディアカードインタフェース（MMCIF） 

31-32  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

31.4 動作説明 
マルチメディアカードは、着脱可能な外部記憶メディアです。MMCIFはマルチメディアカードとのデータ転送

を制御し、MMCモードでの動作が可能です。 

MMCIFは、カードが接続されカードの電源が ONされている状態で、適切な転送クロックの周波数を設定後、

転送クロックを印可し動作開始してください。その際、カードの電源制御にMMC_VDDON、オープンドレインモ

ード制御にMMC_ODMODを利用することができます。 

コマンド送出から、コマンドレスポンス受信、データ送信／受信、データレスポンス受信などの一連の動作を

コマンドシーケンスと呼びます。コマンドシーケンスは、CMDSTRTの STARTビットを 1にセットすることによ

ってコマンドが送出されるところから始まり、必要なデータ送信／受信やレスポンス受信がすべて完了したとき

に終了します。コマンドシーケンス実行中および終了後に、マルチメディアカードには、カード内のフラッシュ

メモリの書き込み／消去のためにある特定のコマンドしか受け付けないデータビジー状態があります。データビ

ジー状態は、DAT端子にカード側からの 0出力で表示されます。 

【注】 コマンドシーケンス中、データビジー中のカードの挿抜は行わないでください。 

 

31.4.1 MMCモードの動作 

MMCモードは、転送クロックを出力するMMC_CLK端子、コマンドを送信しレスポンスを受信するMMC_CMD

端子と、データを送受信するMMC_DAT端子からなる動作モードです。この端子構成により、データ送受信中で

も次のコマンドを発行できることが特長になっています。この特長は、マルチブロック転送に活かされています。

例えば、現在のコマンドシーケンスを中止させる CMD12が挙げられます。 

また、MMCモードは、複数のカードに同時にコマンドを発行するブロードキャスト型のコマンドをサポートし

ています。ブロードキャスト型のコマンドを用いて挿入されているカードの情報を認識した後、個々のカードに

相対アドレスを与えます。相対アドレスによって 1枚のカードを選択し、他のカードを非選択にした後、選択し

たカードに対して種々のコマンドを発行します。 

MMCモードのコマンドは、大別するとブロードキャスト型、相対アドレス型、フラッシュメモリ操作型の 3

種類に分けることができます。これらのコマンドをカードの状態に合わせ、適切に与えることによってカードを

操作することができます。 
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（1） ブロードキャスト型コマンドの動作 

CMD0、CMD1、CMD2、CMD4はブロードキャスト型のコマンドです。これにCMD3を加えて、個々のカー

ドに相対アドレスを与えるシーケンスを構成します。本シーケンスの間は、CMD出力形式はオープンドレイ

ンに設定され、コマンドレスポンスはワイヤード-オアされます。このとき、CLKONレジスタの転送クロッ

クを28分周に設定し、転送クロックの周波数を充分遅くしておく必要があります。 

• CMD0で、すべてのカードをアイドル状態に初期化します。 

• CMD1で、すべてのカードのオペレーションコンディションレジスタ（OCR）をワイヤード-オアで読み出し、

動作できないカードを不活性化します。 

不活性化されなかったカードはレディ状態になります。 

• CMD2で、すべてのレディ状態のカードのカードアイデンティフィケーション（CID）をワイヤード－オアで

読み出します。 

個々のカードは、自身のCIDとCMD上のデータを比較し、異なっていればただちにCID出力を中止します。 

CIDを最後まで出力できた1枚のカードは認識状態になります。 

R2レスポンスを必要とするときはCTOCRレジスタをH'01に設定してください。 

• CMD3で、認識状態のカードに相対アドレス（RCA）を与えます。 

RCAを得たカードはスタンバイ状態になります。 

• CMD2、CMD3を繰り返し、すべてのレディ状態のカードにRCAを与え、スタンバイ状態にします。 

【注】 MMCモードの R2レスポンス（17バイトのコマンドレスポンス）を要求するときには、CTSEL0を 0にセットすると、

レスポンス受信中にタイムアウトを発生するため、CTSEL0を 1に設定してください。 

 

（2） 相対アドレス型コマンドの動作 

CMD7、CMD9、CMD10、CMD13、CMD15、CMD39、CMD55は、RCAでカードをアドレスする相対アドレ

ス型コマンドです。相対アドレス型コマンドは、カードの管理情報や固有情報を読み取るほか、特定のカー

ドの状態を変更するために用います。 

CMD7は、アドレスした1枚のカードを転送状態に設定し、それ以外のカードをスタンバイ状態にします。転

送状態のカードのみが、ブロードキャスト型、相対アドレス型以外の、フラッシュメモリ操作型コマンドを

実行することができます。 

 

（3） コマンドレスポンスを要しないコマンドの動作 

ブロードキャスト型コマンドの中には、コマンドレスポンスを要しないコマンドがあります。 

図 31.2に、コマンドレスポンスを要さないコマンドのコマンドシーケンスの例を示します。 

図 31.3に、コマンドレスポンスを要さないコマンドの動作フローチャートを示します。 

• コマンド発行に必要な設定をします。 

• CMDSTRTのSTARTビットを1にセットして、コマンド送出を開始します。 

• コマンドシーケンス終了を、CSTRのBUSYフラグのポーリングかコマンド出力終了割り込み（CMDI）で検

出します。 
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入出力端子

CLK

CMD

DAT

CMDSTRT

（START）

INTSTR0

（CMDI）

CSTR

（CWRE）

（BUSY）

（REQ）

コマンド出力（48bit）

コマンドの送信開始 コマンドの送信終了

コマンド送信期間

コマンドシーケンス期間

 

図 31.2 コマンドレスポンスを要さないコマンドシーケンスの例 

 

CMDTYRにコマンドタイプセット

RSPTYRにコマンドのレスポンスタイプセット

CMDSTRT/（START）に1をセット

（CMDI）割り込み検出

コマンドシーケンス終了

コマンドシーケンス開始

CMDR0～CMDR4にコマンドデータセット

Yes

No

 

図 31.3 コマンドレスポンスを要さないコマンドの動作フローチャートの例 
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（4） データ転送を伴わないコマンドの動作 

ブロードキャスト型、相対アドレス型、フラッシュメモリ操作型のすべてにデータ転送を伴わないコマンドが

あります。これらコマンドは、コマンドの引数およびコマンドレスポンスで、所望のデータ転送を実行します。

フラッシュメモリの書き込み／消去など時間を要する処理に関するコマンドでは、カードは DATにデータビジー

状態を表示します。 

図 31.4と図 31.5に、データ転送を伴わないコマンドのコマンドシーケンスの例を示します。 

図 31.6に、データ転送を伴わないコマンドの動作フローチャートを示します。 

• コマンド発行に必要な設定をします。 

• CMDSTRTのSTARTビットを1にセットして、コマンド送出を開始します。 

• コマンド送出完了は、コマンド出力終了割り込み（CMDI）で確認できます。 

• カードからコマンドレスポンスを受信します。 

• カードがコマンドレスポンスを返さない場合は、コマンドタイムアウトエラー（CTERI）で検出します。 

• コマンドシーケンス終了を、CSTRのBUSYフラグのポーリングか、コマンドレスポンス終了割り込み（CRPI）

で検出します。 

• CSTRのDTBUSYによりデータビジーであるか否かの判断を行います。データビジーであれば、データビジー

状態の終了を、データビジー終了割り込み（DBSYI）で検出します。 

• CRCエラー（CRCERI）発生時、およびコマンドタイムアウトエラー（CTERI）発生時は、CMDOFFビット

に1をライトしてください。 
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入出力端子

CLK

CMD

DAT

CMDSTRT

（START）

INTSTR0

（CMDI）

CSTR

（BUSY）

コマンド出力（48bit）

コマンドの送信開始

コマンドの送信期間

コマンドシーケンス実行期間

（REQ）

レスポンス受信完了

（ビジー状態無し）コマンドレスポンス受信

（CRPI）

（DBSYI）

（DTBUSY）

（CWRE）

（DTBUSY_TU）

 

図 31.4 データ転送を伴わないコマンドシーケンスの例（データビジー状態なし） 
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入出力端子

CLK

CMD

DAT

CMDSTRT

（START）

INTSTR0

（CMDI）

CSTR

（CWRE）

（BUSY）

（REQ）

コマンド出力（48bit）

コマンドの送信開始

コマンドの送信期間

コマンドシーケンス実行期間

レスポンス受信完了

（ビジー状態）

コマンドレスポンス受信

（CRPI）

（DBSYI）

（DTBUSY_TU）

（DTBUSY）

ビジー完了

データビジー期間

 

図 31.5 データ転送を伴わないコマンドシーケンスの例（データビジー状態あり） 
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CMDTYRにコマンドタイプライト

RSPTYRに

CMDSTRTに1ライト

CMDOFFに1ライト

CRCERI割り込みあり？

R1bレスポンス？

DBSYI割り込みあり？

DTBUSY検出？

コマンドシーケンス開始

CMDR0～CMDR4に
コマンドライト

Yes

Yes

Yes

Yes

Yes

Yes

No

No

No

No

No

No

CRPI割り込みあり？

コマンドシーケンス終了

【注】

レスポンスタイプライト

CTERI割り込みあり？

R2のコマンドレスポンスの場合、ハード
ウェアではCRCチェックが行われません
ので、ソフトウェアでCRCチェックをし
てエラーの有無の判定を行ってください。

*

*

 

図 31.6 データ転送を伴わないコマンドの動作フローチャートの例 
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（5） リードデータを伴うコマンド 

フラッシュメモリ操作型の中に、リードデータを伴うコマンドがあります。これらコマンドは、コマンドの引

数およびコマンドレスポンスでカードの状態を確認した後に、カードの情報やフラッシュメモリのデータを

MMC_DATから受信します。 

マルチブロック転送では、ブロックごとに転送を中断してコマンドシーケンスを継続するか否かの指示を待つ

方式（open-ended）と前もってブロック数を設定して転送を開始する方式（pre-defined）の 2つの方式があります。 

また、マルチブロック転送のブロック間、FIFOがフルになったときにコマンドシーケンスは中断します。中断

した場合は、必要であれば FIFO中のデータを処理した後、コマンドシーケンスを継続します。 

図 31.7～図 31.9に、リードデータを伴うコマンドのコマンドシーケンスの例を示します。 

図 31.10～図 31.12に、リードデータを伴うコマンドの動作フローチャートを示します。 

• コマンド発行に必要な設定をします。FIFOをクリアします。 

• CMDSTRTのSTARTビットを1にセットして、コマンド送出を開始します。 

• コマンド送出完了は、コマンド出力終了割り込み（CMDI）で確認できます。 

• カードからコマンドレスポンスを受信します。 

• カードがコマンドレスポンスを返さない場合は、コマンドタイムアウトエラー（CTERI）で検出します。 

• カードからリードデータを受信します。 

• マルチブロック転送でのブロック間中断およびFIFOフルによる中断を、それぞれデータ転送終了割り込み

（DTI）およびFIFOフル割り込み（FFI）で検出します。 

コマンドシーケンスを継続する場合は、OPCRのRD_CONTIビットを1にセットします。終了する場合は、

OPCRのCMDOFFビットを1にセットして、CMD12を発行します。ただし、pre-definedマルチブロック転送の

場合は、途中でシーケンスを中止するとき以外はCMD12を必要としません。 

• コマンドシーケンス終了の検出は、CSTRのBUSYフラグのポーリングか、データ転送終了割り込み（DTI）

で検出します。 

• コマンドレスポンス受信時のCRCエラー（CRCERI）発生時、およびコマンドタイムアウトエラー（CTERI）

発生時は、CMDOFFビットに１をライトしてください。 

• リードデータ受信時のCRCエラー（CRCERI）発生時、およびデータタイムアウトエラー（DTERI）発生時は、

CMDOFFビットに１をライトし、FIFOをクリアしてください。 

 

【注】 マルチブロック転送において、コマンドレスポンス受信終了（CRPI）前にコマンドシーケンスを終了（CMDOFFビッ

トに１をライト）した場合、コマンドレスポンスを正常に受信できません。コマンドレスポンスを受信する場合は、コ

マンドレスポンス受信終了までコマンドシーケンスを継続（RD_CONTIビットを 1にセット）してください。 
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図 31.7 リードデータを伴うコマンドシーケンスの例（ブロックサイズ≦FIFOサイズ） 
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図 31.8 リードデータを伴うコマンドシーケンスの例（ブロックサイズ＞FIFOサイズ） 
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図 31.9 リードデータを伴うコマンドシーケンスの例（マルチブロック転送） 
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図 31.10 リードデータを伴うコマンドの動作フローチャートの例（シングルブロック転送） 
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図 31.11（1） リードデータを伴うコマンドの動作フローチャートの例（open-endedマルチブロック転送） 
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図 31.11（2） リードデータを伴うコマンドの動作フローチャートの例（open-endedマルチブロック転送） 
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図 31.12（1） リードデータを伴うコマンドの動作フローチャートの例（pre-definedマルチブロック転送） 
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図 31.12（2） リードデータを伴うコマンドの動作フローチャートの例（pre-definedマルチブロック転送） 
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（6） ライトデータを伴うコマンド 

フラッシュメモリ操作型の中に、ライトデータを伴うコマンドがあります。これらコマンドは、コマンドの引

数およびコマンドレスポンスでカードの状態を確認した後に、カードの情報やフラッシュメモリのデータを DAT

から送信します。フラッシュメモリの書込みなど時間を要する処理に関するコマンドでは、カードは DATにデー

タビジー状態を表示します。 

マルチブロック転送では、ブロックごとに転送を中断してコマンドシーケンスを継続するか否かの指示を待つ

方式（open-ended）と前もってブロック数を設定して転送を開始する方式（pre-defined）の 2つの方式があります。 

また、マルチブロック転送のブロック間、FIFOがエンプティになった時にコマンドシーケンスは中断します。

中断した場合は、必要であれば FIFO中のデータを処理した後、コマンドシーケンスを継続します。 

図 31.13～図 31.15に、ライトデータを伴うコマンドのコマンドシーケンスの例を示します。 

図 31.16～図 31.18に、ライトデータを伴うコマンドの動作フローチャートの例を示します。 

• コマンド発行に必要な設定をします。FIFOをクリアします。 

• CMDSTRTのSTARTビットを1にセットして、コマンド送出を開始します。 

• カードからコマンドレスポンスを受信します。 

• カードがコマンドレスポンスを返さない場合は、コマンドタイムアウトエラー（CTERI）で検出します。 

• FIFOへライトデータをセットします。 

• OPCRのDATAENビットを1にセットして、ライトデータの送信を開始します。 

• マルチブロック転送でのブロック間中断およびFIFOエンプティによる中断を、それぞれデータレスポンス完

了フラグ（DRPI）およびFIFOエンプティフラグ（FEI）で検出します。コマンドシーケンスを継続する場合

は、FIFOにライトデータを補充し、OPCRのDATAENビットを1にセットします。終了する場合は、OPCRの

CMDOFFビットを1にセットして、CMD12を発行します。ただし、pre-definedマルチブロック転送で、途中で

シーケンスを中止するとき以外はCMD12を必要としません。 

• コマンドシーケンス終了の検出は、CSTRのBUSYフラグのポーリングか、データレスポンス完了フラグ

（DRPI）、またはマルチブロック転送（pre-defined）完了（BTI）で検出します。 

• さらに、データ転送終了後（DRPI検出後）、CSTRのDTBUSYにより、データビジーであるか否かの判定を

行い、データビジーであれば、データビジー状態の解除をデータビジー終了フラグ（DBSYI）で検出します。 

• コマンドレスポンス受信時のCRCエラー（CRCERI）発生時、およびコマンドタイムアウトエラー（CTERI）

発生時は、CMDOFFビットに１をライトしてください。 

• ライトデータ送信時のCRCエラー（CRCERI）発生時、およびデータタイムアウトエラー（DTERI）発生時は、

CMDOFFビットに１をライトしてください。 
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図 31.13 ライトデータを伴うコマンドシーケンスの例（ブロックサイズ≦FIFOサイズ） 
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図 31.14 ライトデータを伴うコマンドシーケンスの例（ブロックサイズ＞FIFOサイズ） 
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図 31.15 ライトデータを伴うコマンドのコマンドシーケンスの例（マルチブロック転送） 
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図 31.16 ライトデータを伴うコマンドの動作フローチャートの例（シングルブロック転送） 
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図 31.17（1） ライトデータを伴うコマンドの動作フローチャートの例（open-endedマルチブロック転送） 
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図 31.17（2） ライトデータを伴うコマンドの動作フローチャートの例（open-endedマルチブロック転送） 
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図 31.18（1） ライトデータを伴うコマンドの動作フローチャートの例（pre-definedマルチブロック転送） 
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図 31.18（2） ライトデータを伴うコマンドの動作フローチャートの例（pre-definedマルチブロック転送） 
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31.5 DMAC使用時の動作説明 

31.5.1 リードシーケンス時の動作 

DMACを用いてデータ転送を行うときは、DMACの各設定後、MMCIF（DMACR）の設定を行ってください。

DMACRの設定後、リードコマンドを送信してください。 

DMA使用時は、DMACRの AUTOビットに 1を設定することにより、pre-definedマルチブロック転送のブロッ

ク終了後に正常にリードできたことを検出できたら、次のブロックのリードを自動で再開します。図 31.19にオ

ートモードを用いるときの pre-definedマルチリードシーケンスフローチャートをMMCモードを例に示します。 

• FIFOをクリアします。 

• （TBNCR）にブロック数を設定します。 

• DMACRを設定します。 

• リードコマンド送出を開始します。 

• カードからコマンドレスポンス、リードデータを受信します。 

• カードがコマンドレスポンスを返さない場合は、コマンドタイムアウトエラー（CTERI）で検出します。 

• コマンドシーケンス終了の検出は、CSTRのBUSYフラグのポーリングか、マルチブロック転送（pre-defined）

完了（BTI）フラグで検出します。 

• コマンドシーケンス中（データ受信中）のエラーはCRCエラーフラグ、データタイムアウトフラグにより、

検出します。これらのフラグを検出したときはOPCRのCMDOFFビットを1にセットして、CMD12を発行しコ

マンドシーケンスを中止します。 

• リードシーケンス終了後、FIFOにはデータが残っています。必要であれば、FIFO内のデータすべてをリード

できるようにDMACRのSET[2:0]に100をライトします。 

• DMACの転送が完了したことを確認し、DMACRのDMAENビットに0をセットします。 

• コマンドレスポンス受信時のCRCエラー（CRCERI）発生時、およびコマンドタイムアウトエラー（CTERI）

発生時は、CMDOFFビットに１をライトし、DMACRにH'00を設定してください。 

• リードデータ受信時のCRCエラー（CRCERI）発生時、およびデータタイムアウトエラー（DTERI）発生時は、

CMDOFFビットに１をライトし、DMACRにH'00を設定し、FIFOをクリアしてください。 

 

【注】 マルチブロック転送において、コマンドレスポンス受信終了（CRPI）前にコマンドシーケンスを終了（CMDOFFビッ

トに１をライト）した場合、コマンドレスポンスを正常に受信できません。コマンドレスポンスを受信する場合は、コ

マンドレスポンス受信終了までコマンドシーケンスを継続（RD_CONTIビットを 1にセット）してください。 

 DMACからの FIFOへのアクセスは、バイトまたはワードアクセスを行ってください。 
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TBCRに転送ブロックサイズライト

CMD16実行

TBCRに転送ブロック数ライト

CMD23実行

CMD18実行（CMDR→CMDSTRT まで）

レスポンスレジスタのリード

CRPI割り込みあり？

CTERI割り込みあり？

コマンドシーケンス開始

FIFOクリア

Yes

Yes

Yes

Yes

No

No

CRCERI割り込みあり？
Yes

No

No

No

Yes

No

レスポンス
ステータス正常？

CMD16
正常終了？

CMD23
正常終了？

① ②

DMAC設定

DMACR（MMCIF）設定

 

図 31.19（1） オートモード pre-definedマルチブロックリード転送の動作フローの例 
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① ②

CMDOFFに1ライト

CMD12実行

DMACRにH'00を設定

CMDOFFに1ライト

DMACRにH'00を設定

FIFOクリア

CMDOFFに1ライト

DMACRにH'00を設定

DMACRにH'84を設定

Yes

Yes

No

Yes

Yes

No

No

No

CRCERI
割り込みあり？

DTERI
割り込みあり？

DMA
転送終了？

BTI
割り込みあり？

コマンドシーケンス終了  

図 31.19（2） オートモード pre-definedマルチブロックリード転送の動作フローの例 
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31.5.2 ライトシーケンス時の動作 

DMACを用いてデータ転送を行うときは、DMACの各設定後、MMCIF（DMACR）の設定を行ってください。 

DMA使用時は、DMACRの AUTOビットに 1を設定することにより、pre-definedマルチブロック転送のブロッ

ク間割り込み処理の部分をハードで行うことが可能です。図 31.20にオートモードを用いるときの pre-definedマ

ルチライトシーケンスフローチャートをMMCモードを例に示します。 

• FIFOをクリアします。 

• （TBNCR）にブロック数を設定します。 

• CMDSTRTのSTARTビットを1にセットして、コマンド送出を開始します。 

• カードからコマンドレスポンスを受信します。 

• カードがコマンドレスポンスを返さない場合は、コマンドタイムアウトエラー（CTERI）で検出します。 

• DMACRの設定を行い、FIFOにライトデータをセットします。 

• DMACによるすべての転送完了を確認し、DMACRのDMAENビットに0をセットしてください。 

• コマンドシーケンス終了の検出は、CSTRのBUSYフラグのポーリングか、マルチブロック転送（pre-defined）

完了（BTI）で検出します。 

• コマンドシーケンス中（データ送信中）のエラーはCRCエラーフラグ（CRCERI）、データタイムアウトエ

ラーフラグにより検出します。これらの割り込みを検出したときはOPCRのCMDOFFビットを1にセットし

て、CMD12を発行しコマンドシーケンスを中止します。 

• データビジーでないことを確認します。データビジーのときは、データビジー終了フラグ（DBSYI）でデー

タビジー状態の終了を検出します。 

• さらにデータ転送終了後（DRPI検出後）CSTRのDTBUSYにより、データビジーであるか否かの判定を行い、

データビジーであれば、データビジー状態の終了を、データビジー終了フラグ（DBSYI）で検出します。 

• CMDOFFビットに1をセットし、コマンドシーケンスを終了します。 

• コマンドレスポンス受信時のCRCエラー（CRCERI）発生時、およびコマンドタイムアウトエラー（CTERI）

発生時は、CMDOFFビットに1をライトしてください。 

• ライトデータ送信時のCRCエラー（CRCERI）発生時、およびデータタイムアウトエラー（DTERI）発生時は、

CMDOFFビットに1をライトし、DMACRにH'00を設定し、FIFOをクリアしてください。 

 

【注】 DMACからの FIFOへのアクセスは、バイトまたはワードアクセスを行ってください。 
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TBCRに転送ブロックサイズライト

TBNCRに転送ブロック数ライト

CMD16実行

CMD25実行（CMDR→CMDSTRT まで）

レスポンスレジスタのリード

CRPI割り込みあり？

CTERI割り込みあり？

コマンドシーケンス開始

FIFOクリア

DMAC設定

DMACR（MMCIF）設定

Yes

Yes

Yes

Yes
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No

CRCERI割り込みあり？
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No

No

No

レスポンス
ステータス正常？

CMD16
正常終了？

CMD23実行

Yes

No
CMD23
正常終了？

① ②

 

図 31.20（1） オートモード pre-definedマルチブロックライト転送動作フローチャートの例 
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① ②

CMDOFFに1ライト

CMD12 or Stop Tran実行

DMACRにH'00を設定

CMDOFFに1ライト

FIFOクリア

CMDOFFに1ライト

Yes

Yes

No

Yes

No

No

Yes

Yes

No

CRCERI or WRERI
割り込みあり？

DTERI
割り込みあり？

BTI
割り込みあり？

DBSYI
割り込みあり？

DTBUSY
検出？

Yes

DMACRにH'00を設定

DMA転送終了？
No

No

コマンドシーケンス終了  

図 31.20（2） オートモード pre-definedマルチブロックライト転送動作フローチャートの例 
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31.6 MMCIF割り込み要因 
表 31.8にMMCIFの割り込み要因を示します。割り込み要因は 4グループに分類されており、4つの割り込み

ベクタが割り当てられています。各割り込み要因は、INTCR0、1、2のイネーブルビットにより独立にイネーブル

にすることができます。ディスエーブルにされた割り込み要因は、フラグをセットしません。 
 

表 31.8 MMCIF割り込み要因 

名   称 割り込み要因 割り込みフラグ 

ライトエラー WRERI 

CRCエラー* CRCERI 

データタイムアウトエラー DTERI 

ERR 

コマンドタイムアウトエラー CTERI 

FIFOエンプティ FEI FSTAT 

FIFOフル FFI 

データレスポンス DPRI 

データ転送終了 DTI 

コマンドレスポンス終了 CRPI 

コマンド出力終了 CMDI 

データビジー終了 DBSYI 

TRAN 

ブロック転送終了 BTI 

FRDY FIFO準備完了 FRDYI 

 カード検出 CDI 

【注】 * R2のコマンドレスポンスの CRCエラーは除く 
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31.7 カード検出機能適用時の使用手順 
図 31.21にカード検出機能適用時の動作フローを示します。 

START

CHATRを設定

CDBリード

カード挿入待ち設定

周辺クロック1および
内部分周クロック停止

周辺クロック1
および
内部分周クロック
動作状態

【注】

カード検出機能
のみ動作

カード検出待ち状態

カード検出（挿入）

CDI割り込み

周辺クロック1および
内部分周クロック動作

CDBリード

MMCIF初期化

MMCIF初期設定

カードとの通信

周波数を選択

Card Identification Mode

データ転送

カードあり

No

Yes

カード検出クロックは、常に動作。

CDIE設定。

コネクタへのカード挿入待ち。

コネクタへカードが挿入される。

割り込み発生。

MMCIFとカード間でデータを転送。

周辺クロック1および内部分周クロックを
停止させ、不要なFFの動作を停止。

周辺クロック1および内部分周クロックを
動作させ、カード検出を終了する。

MMCIFのレジスタを初期化し、動作状態に
移行。

カード挿入済みならMMCIF初期化確認へ。
カード未挿入ならカード検出待ちへ。

MMCIFとカード間の転送クロックの周波数
を選択。

データ転送を行うために、カードを認識す
るコマンド（CMD0～CMD3）を発行。

チャタリング除去パルスの周期を設定。

カードがすでにコネクタ挿入済みかを確認。

 

図 31.21 カード検出機能適用時の動作フロー 



R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  32-1 

2012.03.14  

32. PCカードコントローラ（PCC） 

PCカードコントローラ（PCC）は、外部バッファ、割り込み、本 LSIに接続する PCカードインタフェースの

専用ポートを制御します。PCCを使用することによって、PCMCIA Rev.2.1/JEIDAバージョン 4.2規格に準拠した

PCカードのスロットを本 LSIに容易に接続することができます。 

32.1 特長 

• 物理エリア6に接続するPCカードインタフェースとして、ICメモリカードインタフェースとI/Oカードインタ

フェースをサポートしています。 

•  外部バッファに対する制御信号（PCC_DRV）を出力します。 

• アドレスを用いて属性メモリ、共通メモリ、I/O空間を切り替えることによってプリエンプティブ方式の動作

システムに対応します。 

• 共通メモリにセグメントビット（PCカード用アドレスビット）を提供するので全PCMCIA仕様の64MB空間

にアクセスできます。 

• 本コントローラの動作を無効にし、PCカードインタフェースのバスインタフェースのみをサポートすること

も可能です（PCC0GCRのP0USEを使用）。 
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図 32.1に PCカードコントローラのブロック図を示します。 
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図 32.1 PCカードコントローラのブロック図 
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32.1.1 PCMCIAのサポート 

本 LSIは、物理エリア 6に対して PCMCIA仕様に基づくインタフェースをサポートしています。サポートする

インタフェースは、PCMCIA Rev.2.1/JEIDAバージョン 4.2規格で定義された ICメモリカードインタフェースと

I/Oカードインタフェースです。エリア 6では ICメモリカードインタフェースと I/Oカードインタフェースのい

ずれもサポートします。 

本 LSIはリトルエンディアンモードの設定でのみ、リトルエンディアンモードの PCMCIAインタフェースをサ

ポートしています。 
 

表 32.1 PCMCIAインタフェースの特長 

項目 特   長 

アクセス ランダムアクセス 

データバス 8/16ビット 

メモリタイプ マスク ROM、OTPROM、EPROM、EEPROM、フラッシュメモリ、SRAM 

共通メモリ容量 最大 64MB（セグメントビット（PCカード用アドレスビット）を使用することによって全 PCMCIA

仕様をサポート） 

属性メモリ容量 最大 32MB 

I/O空間容量 最大 32MB 

その他 I/Oバス幅の動的バスサイジング* 

PCMCIAインタフェースは、アドレス変換エリアと非アドレス変換エリアからアクセスできます。 

 

本 LSIは PCカードの 64MBメモリ空間および I/O空間の 32MBおよび 64MB物理エリアに直接アクセスできま

す（連続 32／16MBエリアモード）。本 LSIは、全 PCMCIA仕様（64MB）の共通メモリ空間をサポートするた

めにエリア 6に対してジェネラルコントロールレジスタのセグメントビット（PCカード用アドレスビット）を提

供します。 
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（1） 連続 32MBエリアモード 

ジェネラルコントロールレジスタのビット 3（P0MMOD）に 0（初期値）を設定すると連続 32MBエリアモー

ドが有効になります。このモードでは、属性メモリ空間と I/Oメモリ空間は 32MB、共通メモリ空間は 64MBです。

共通メモリ空間で、32MBより大きいアドレスにアクセスするためにはジェネラルコントロールレジスタのビット

2（P0PA25）に 1を設定します。この動作により、A25端子に 1が出力され、32MBを超えるアドレス空間をアク

セスすることができます。32MB以下のアドレスにアクセスする場合、設定は不要です（初期値は 0）。このビッ

トは属性メモリ空間や I/Oメモリ空間のアクセスには影響しません。 

図 32.2に本 LSIのメモリ空間と連続 32MBエリアモードでの PCカードのメモリ空間および I/O空間の関係を

示します。エリア 6ではメモリ空間および I/O空間をサポートしています。 

エリア 6において、PCカードの共通メモリ空間にアクセスするためにジェネラルコントロールレジスタのビッ

ト 0（P0REG）に 0を設定し、属性メモリ空間にアクセスするためにビット 0に 1を設定します（初期値：0）。

この動作により、設定値は PCC_REG端子に出力され、任意の空間にアクセスすることができるようになります。

エリア 6で I/O空間をアクセスすると、PCC_REG端子の出力はビット 0（P0REG）の値に関係なく常に 1です。 

レジスタ設定の詳細については「32.3 レジスタの説明」を参照してください。 

X：任意

I/O空間

本LSIメモリ空間
PCカードの
アドレス空間

H'18000000

H'1A000000
32MB

32MB

I/O空間
32MB

エリア6

属性メモリ／
共通メモリ

32MB

合計　64MB

属性メモリ

ジェネラルコントロール
レジスタビットの設定
P0MMOD＝"0"
P0PA24＝"x"

共通メモリ

P0REG

P0PA25

P0PA25＝"x"
P0REG＝"1"（属性）

P0PA25＝"0"
P0REG＝"0"
（共通メモリ）

P0PA25＝"1"
P0REG＝"0"
（共通メモリ）
P0PA25＝"x"
P0REG＝"x"
端子PCC_REGは常に1

 

図 32.2 連続 32MBエリアモード 
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（2） 連続 16MBエリアモード 

ジェネラルコントロールレジスタのビット 3（P0MMOD）を 1にセットすると連続 16MBエリアモードを有効

にすることができます。このモードでは、属性メモリ空間と I/Oメモリ空間は 16MB、共通メモリ空間は 64MBで

す。共通メモリ空間で 16MBより大きいアドレス空間にアクセスできるためには、PCカードアドレスをジェネラ

ルコントロールレジスタのビット 2（P0PA25）とビット 1（P0PA24）に設定します。この動作により、端子 A25

と A24に値が出力され、16MBを超えるアドレス空間にアクセスすることができます（P0PA25と P0PA24と初期

値：0）。16MB以下のアドレスにアクセスする場合、設定は不要です。このビットは属性メモリ空間や I/Oメモ

リ空間のアクセスには影響しません。 

図 32.3および図 32.4に本 LSIのメモリ空間と連続 16MBエリアモードでの PCカードのメモリ空間および I/O

空間の関係を示します。エリア 6ではメモリ空間および I/O空間をサポートしています。 

PCカードの属性メモリ空間、共通メモリ空間、I/O空間は、このモードでは 16MBの物理空間として提供され

ます。したがって、本 LSIは PCC_REG端子を自動的に制御します（ジェネラルコントロールレジスタのビット 0

（P0REG）の値は無視されます）。エリア 6において、属性メモリ空間または I/O空間のアクセス時、PCC_REG

端子の出力は 1であり、共通メモリ空間のアクセス時、PCC_REG端子の出力は 0です。 

レジスタ設定の詳細については「32.3 レジスタの説明」を参照してください。 

I/O空間

本LSIメモリ空間
PCカードの
アドレス空間

I/O空間

属性メモリ 16MB

属性メモリ 16MB

16MB

共通メモリ 16MB

16MB

合計　64MB
未使用

ジェネラルコントロール
レジスタビットの設定
P0MMOD＝"1"
P0REG＝"x"

H'18000000

H'1A000000

エリア6

P0PA25
P0PA24

X：任意

共通メモリ
（PCC_REG端子は常に0）

（PCC_REG端子は常に1）

P0PA25＝"0", P0PA24＝"0"

P0PA25＝"0", P0PA24＝"0"

P0PA25＝"0", P0PA24＝"1"

P0PA25＝"1", P0PA24＝"0"

P0PA25＝"1", P0PA24＝"1"

P0PA25＝"x", P0PA24＝"x"

（PCC_REG端子は常に1）

 

図 32.3 連続 16MBエリアモード（エリア 6） 
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32.2 入出力端子 
PCC関係の外部端子を以下に示します。 

 

表 32.2 PCCの端子構成 

名称 略称 入出力 機   能 

ハードウェアウェイト 

要求 

PCC_WAIT 入力 ハードウェアウェイト要求信号 

PCMCIA 16ビット 

入出力 

PCC_IOIS16 入力 ICメモリインタフェース時、PCカードからのライトプロテクト信号 

PCMCIA レディ PCC_RDY 入力 ICメモリインタフェース時、PCカードからのレディ／ビジー信号 

I/Oカードインタフェース時、PCカードからの割り込み要求信号 

PCMCIA BVD1 PCC_BVD1 入力 ICメモリインタフェース時、PCカードからのバッテリ電圧検出 1信号 

I/Oカードインタフェース時、PCカードからのカードステータス変更信号 

PCMCIA BVD2 PCC_BVD2 入力 ICメモリインタフェース時、PCカードからのバッテリ電圧検出 2信号 

I/Oカードインタフェース時、PCカードからのデジタル音声信号 

PCMCIA CD1 PCC_CD1 入力 PCカードからのカード検出 1信号 

PCMCIA CD2 PCC_CD2 入力 PCカードからのカード検出 2信号 

PCMCIA VS1 PCC_VS1 入力 PCカードからの電圧センス 1信号 

PCMCIA VS2 PCC_VS2 入力 PCカードからの電圧センス 2信号 

PCMCIA REG PCC_REG 出力 PCカードへの空間指示信号 

PCMCIA バッファ 

制御 

PCC_DRV 出力 バッファ制御信号 

PCMCIA リセット PCC_RESET 出力 PCカードへのリセット信号 
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32.3 レジスタの説明 
PCCのレジスタ構成を表 32.3に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 32.4に示します。 

 

表 32.3 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

エリア 6インタフェースステータスレジスタ PCC0ISR R H'FFE9 8000 H'1FE9 8000 8 

エリア 6ジェネラルコントロールレジスタ PCC0GCR R/W H'FFE9 8002 H'1FE9 8002 8 

エリア 6カードステータスチェンジレジスタ PCC0CSCR R/W H'FFE9 8004 H'1FE9 8004 8 

エリア 6カードステータスチェンジ割り込み 

許可レジスタ 

PCC0CSCIER R/W H'FFE9 8006 H'1FE9 8006 8 

 

表 32.4 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名   称 略称 パワーオン

リセット 

マニュアル

リセット 

スリープ スタンバイ 

エリア 6インタフェースステータスレジスタ PCC0ISR 不定 不定 保持 保持 

エリア 6ジェネラルコントロールレジスタ PCC0GCR H'00 H'00 保持 保持 

エリア 6カードステータスチェンジレジスタ PCC0CSCR H'00 H'00 保持 保持 

エリア 6カードステータスチェンジ割り込み 

許可レジスタ 

PCC0CSCIER H'00 H'00 保持 保持 
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32.3.1 エリア 6インタフェースステータスレジスタ（PCC0ISR） 

PCC0ISRは、エリア 6に接続された PCカードのステータスを読み出すことができる 8ビットの読み出し専用

レジスタです。PCC0ISRは PCカードのステータスによって異なります。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

不定* 不定* 不定* 不定* 不定* 不定* 不定* 不定*
R R R R R R R R

P0RDY/
IREQ

P0MWP P0VS2 P0VS1 P0CD2 P0CD1 P0BVD2/
P0SPKR

P0BVD1/
P0STSCHG

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 P0RDY/IREQ 不定* R PCC0レディ 

エリア 6に接続された PCカードの RDY/BSC端子の値は、ICメモリカードイン

タフェース接続時に読み出されます。エリア 6に接続された PCカードの IREQ

端子の値は、I/Oカードインタフェース接続時に読み出されます。書き込みは無

効です。 

エリア 6に接続された PCカードが ICメモリカードインタフェースの場合、

RDY/BSC端子の値は 0であることを示します。エリア 6に接続された PCカー

ドが I/Oカードインタフェースの場合、IREQ端子の値は 0になります。 

エリア 6に接続された PCカードが ICメモリカードインタフェースの場合、

RDY/BSC端子の値は 1であることを示します。エリア 6に接続された PCカー

ドが I/Oカードインタフェースの場合、IREQ端子の値は 1になります。 

6 P0MWP 不定* R PCC0ライトプロテクト 

エリア 6に接続された PCカードのWP端子の値は、ICメモリカードインタフ

ェース接続時に読み出されます。I/Oカードインタフェース接続時には 0が読み

出されます。書き込みは無効です。 

エリア 6に接続された PCカードが ICメモリカードインタフェースの場合、WP

端子の値は 0であることを示します。エリア 6に接続された PCカードが I/Oカ

ードインタフェースの場合、ビット 6の値は常に 0になります。 

エリア 6に接続された PCカードが ICメモリカードインタフェースの場合、WP

端子の値は 1であることを示します。 

5 P0VS2 不定* R PCC0電圧センス 2 

エリア 6に接続された PCカードの VS2端子の値が読み出されます。書き込み

は無効です。 

0：エリア 6に接続された PCカードの VS2端子の値が 0であることを示しま

す。 

1：エリア 6に接続された PCカードの VS2端子の値が 1であることを示しま

す。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 P0VS1 不定* R PCC0電圧センス 1 

エリア 6に接続された PCカードの VS1端子の値が読み出されます。書き込み

は無効です。 

0：エリア 6に接続された PCカードの VS1端子の値が 0であることを示しま

す。 

1：エリア 6に接続された PCカードの VS1端子の値が 1であることを示しま

す。 

3 P0CD2 不定* R PCC0カード検出 2 

エリア 6に接続された PCカードの CD2端子の値が読み出されます。書き込み

は無効です。 

0：エリア 6に接続された PCカードの CD2端子の値が 0であることを示しま

す。 

1：エリア 6に接続された PCカードの CD2端子の値が 1であることを示しま

す。 

2 P0CD1 不定* R PCC0カード検出 1 

エリア 6に接続された PCカードの CD1端子の値が読み出されます。書き込み

は無効です。 

0：エリア 6に接続された PCカードの CD1端子の値が 0であることを示しま

す。 

1：エリア 6に接続された PCカードの CD1端子の値が 1であることを示しま

す。 

1 P0BVD2/ 

P0SPKR 

不定* R 

0 P0BVD1/ 

P0STSCHG 

不定* R 

PCC0バッテリ電圧検出 2、1 

ICメモリカードインタフェースの接続時、エリア 6に接続された PCカードの

BVD2端子、BVD1端子の値が読み出されます。I/Oカードインタフェースの接

続時、エリア 6に接続された PCカードの SPKR端子、STSCHG端子の値が読

み出されます。書き込みは無効です。 

• ICメモリインタフェース 

11：エリア 6に接続された PCカードのバッテリ電圧が正常であることを示し

ます。（バッテリ正常表示） 

01：エリア 6に接続された PCカードのデータは保証されますが、バッテリの

交換が必要であることを示します。（バッテリ警告表示） 

x0：バッテリ電圧が異常で、エリア 6に接続された PCカードのデータが保証

できないことを示します。（バッテリ切れ表示） 

• I/Oカードインタフェース 

0：エリア 6に接続された PCカードの SPKR端子または STSCHG端子の値

が 0であることを示します。 

1：エリア 6に接続された PCカードの SPKR端子または STSCHG端子の値

が 1であることを示します。 

【注】 * PCカードのステータスによって異なります。 
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32.3.2 エリア 6ジェネラルコントロールレジスタ（PCC0GCR） 

PCC0GCRは、外部バッファ、リセット、アドレス端子 A25、A24、および REG端子を制御し、エリア 6に接

続された PCカードに対して PCカードタイプを設定する読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタです。

PCC0GCRはパワーオンリセットで初期化され、マニュアルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでその

値を保持します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

P0DRVEP0PCCR P0PCCT P0USE P0MMOD P0PA25 P0PA24 P0REG

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 P0DRVE 0 R/W PCC0バッファコントロール 

エリア 6に接続されたPCカード用外部バッファのイネーブル／ディスエーブル

を制御します。 

0：エリア 6に接続された PCカードに対して外部バッファの PCC_DRV端子

をコントロールするためローレベルを設定します。 

1：エリア 6に接続された PCカードに対して外部バッファの PCC_DRV端子

をコントロールするためハイレベルを設定します。 

6 P0PCCR 0 R/W PCC0カードリセット 

エリア 6に接続された PCカードに対するリセットを制御します。 

0：エリア 6に接続された PCカードに対してリセット端子 PCC_RESETにロ

ーレベルを設定します。 

1：エリア 6に接続された PCカードに対してリセット端子 PCC_RESETにハ

イレベルを設定します。 

5 P0PCCT 0 R/W PCC0カードタイプ 

エリア 6に接続された PCカードのタイプを指定します。PCカードが ICメモリ

カードインタフェースの場合、0を設定し、PCカードが I/Oカードインタフェ

ースの場合、1を設定します。 

0：エリア 6に接続された PCカードを ICメモリカードインタフェースとして

扱います。 

1：エリア 6に接続された PCカードを I/Oカードインタフェースとして扱い

ます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 P0USE 0 R/W PCC0使用／未使用 

PCカードコントローラの使用／未使用を選択します。 

0：PCカードコントローラを使用しない 

1：PCカードコントローラを使用する 

【注】 P0USE＝1のとき 

 ・CS6PCRレジスタのビット 30～28は、7、6、5、4（メモリカード）

 のいずれかに設定してください。 

 ・CS6PCRレジスタのビット 26～24は、3、2（I/Oカード）のいずれ

 かに設定してください。ダイナミックバスサイジングを有効にする

 場合は 1に設定してください。 

 ・エリア 5に PCMCIAを接続しないでください。 

 ・回路は図 32.4を参照してください。 

 ・P0USEに 1を設定する前に、必ず BSCの CS6BBCRレジスタの 

  ビット 2～0（TYPE2～0）に 100を設定してください。 

3 P0MMOD 0 R/W PCC0モード 

エリア 6に接続された PCカードに対して PCC_REG端子と A24端子を制御し

ます。アクセスするアドレスのA24か、PCC_REG端子に出力するためのP0REG

ビットのいずれかを指定します。共通メモリ空間へのアクセス時、アクセスする

アドレスの A24か A24端子に出力するための P0PA24ビットのいずれかを指定

します。この動作により、PCカードの共通メモリ空間のアドレスエリアに対し

て連続 32MBまたは 16MBを選択することができます。 

0：P0REGビットを PCC_REG端子に出力し、アクセスするアドレスの A24

を端子 A24に出力します（連続 32MBエリアモード）。 

1：アクセスするアドレスの A24を反転したものを PCC_REG端子に出力しま

す。共通メモリ空間のアクセス時、P0PA24を A24端子に出力します（連

続 16MBエリアモード）。 

2 P0PA25 0 R/W PCカードアドレス 

エリア 6に接続された PCカードに対して A25端子を制御します。エリア 6に

接続された PCカードに対して共通メモリ空間をアクセスすると、このビットは

A25端子に出力されます。属性メモリ空間または I/O空間をアクセスする場合、

このビットは無意味です。 

0：エリア 6に接続された PCカードに対して共通メモリ空間をアクセスする

と、A25端子に 0が出力されます。 

1：エリア 6に接続された PCカードに対して共通メモリ空間をアクセスする

と、A25端子に 1が出力されます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 P0PA24 0 R/W PCカードアドレス 

エリア 6に接続された PCカードに対して A24端子を制御します。P0MMODビ

ットが 1で、エリア 6に接続された PCカードに対して共通メモリ空間をアクセ

スすると、このビットは A24端子に出力されます。P0MMODビットが 0か属性

メモリ空間または I/O空間をアクセスする場合、このビットは無意味です。 

0：P0MMODビットが 1で、エリア 6に接続された PCカードに対して共通

メモリ空間をアクセスすると、A24端子に 0が出力されます。 

1：P0MMODビットが 1で、エリア 6に接続された PCカードに対して共通

メモリ空間をアクセスすると、A24端子に 1が出力されます。 

0 P0REG 0 R/W PCC0REG空間指示（P0REG） 

エリア 6に接続された PCカードに対して PCC_REG端子を制御します。

P0MMODビットが 0のとき、エリア 6に接続された PCカードに対してこのビ

ットは PCC_REG端子に出力されます。P0MMODビットが 1、または I/Oカー

ドインタフェースをアクセスする場合、このビットは無意味です。 

0：P0MMODビットが 0で、エリア 6に接続された PCカードにアクセスす

ると、PCC_REG端子に 1が出力されます。 

1：P0MMODビットが 0で、エリア 6に接続された PCカードにアクセスす

ると、PCC_REG端子に 0が出力されます。 

【記号説明】x：Don't care 
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32.3.3 エリア 6カードステータスチェンジレジスタ（PCC0CSCR） 

PCC0CSCRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタです。PCC0CSCRはエリア 6に接続された PC

カードの各割り込み要因によって 1にセットされます（必要に応じてビット 7のみ 1にセットすることができま

す）。PCC0CSCRは、パワーオンリセットで初期化され、マニュアルリセットまたはソフトウェアスタンバイモ

ードでその値を保持します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W － R/W R/W R/W R/W R/W R/W

P0SCDI － P0IREQ P0SC P0CDC P0RC P0BW P0BD

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 P0SCDI 0 R/W PCC0ソフトウェアカードデテクトチェンジ割り込み 

PCC0ソフトウェアカードデテクトチェンジ割り込みは、このビットに 1を書き

込むことによって発生させることができます。このビットが 1にセットされてい

ると、エリア6カードステータスチェンジ割り込み許可レジスタ（PCC0CSCIER）

のビット 3（PCC0カードデテクトチェンジイネーブル）を 1に設定した場合、

PCC0カードデテクトチェンジ割り込み（ビット 3セットステータス）と同じ割

り込みが発生します。ビット 3を 0にリセットすると、割り込みは発生しません。 

0：エリア 6に接続された PCカードに対してソフトウェアカードデテクトチ

ェンジ割り込みは発生しません。 

1：エリア 6に接続された PCカードに対してソフトウェアカードデテクトチ

ェンジ割り込みが発生します。 

6 － 0 － リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5 P0IREQ 0 R/W PCC0IREQ要求 

エリア 6に接続された PCカードが I/Oカードインタフェースの場合、PCカー

ドの IREQ端子に対する割り込み要求を示します。パルスモードまたはレベルモ

ードの割り込み要求信号を IREQ端子に入力すると、P0IREQは 1にセットされ

ます。モードはエリア 6カードステータスチェンジ割り込み許可レジスタ

（PCC0CSCIER）のビット 5および 6（PCC0IREQ要求イネーブルビット）で

選択します。このビットはパルスモードでのみ 0にリセットすることができま

す。このビットを 0にリセットするためにはビット 5に 0を書き込みます。1を

書き込んでもこのビットは変化しません。レベルモードではビット 5は読み出し

専用ビットで、IREQ端子状態を反映します（IREQ端子がローレベルの場合、1

を読み出します）。ICメモリカードインタフェースでは、このビットからは常に

0が読み出されます。 

0：PCカードが I/Oカードインタフェースの場合、PCカードの IREQ端子に

対する割り込み要求がないことを示します 

1：PCカードが I/Oカードインタフェースの場合、PCカードの IREQ端子に

対する割り込み要求が発生したことを示します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 P0SC 0 R/W PCC0ステータス変化 

エリア 6に接続された PCカードが I/Oカードインタフェースの場合、PCカー

ドの STSCHG端子に対する値の変化を示します。STSCHG端子が 1から 0に変

化すると、SCビットは 1にセットされます。STSCHG端子が変化しない場合、

P0SCビットは 0のままです。このビットを 0にリセットするためにビット 4に

0を書き込みます。1を書き込んでもこのビットは変化しません。ICメモリカー

ドインタフェースでこのビットを読み出すと、常に 0が読み出されます。 

0：PCカードが I/Oカードインタフェースの場合、PCカードの STSCHG端

子が変化しないことを示します。 

1：PCカードが I/Oカードインタフェースの場合、PCカードの STSCHG端

子が 1から 0に変化することを示します。 

3 P0CDC 0 R/W PCC0カードデテクトチェンジ 

エリア6に接続されたPCカードのCD1端子とCD2端子の値の変化を示します。

CD1端子と CD2端子の値が変化すると、P0CDCビットは 1にセットされます。

値が変化しない場合、P0CDCビットは 0のままです。このビットを 0にリセッ

トするにはビット 3に 0を書き込みます。1を書き込んでもこのビットは変化し

ません。 

0：PCカードの CD1端子と CD2端子が変化していないことを示します。 

1：PCカードの CD1端子と CD2端子が変化したことを示します。 

2 P0RC 0 R/W PCC0レディチェンジ 

エリア 6に接続された PCカードが ICメモリカードインタフェースの場合、PC

カードの RDY/BSY端子の値の変化を示します。RDY/BSY端子が 0から 1に変

化すると、P0RCビットは 1にセットされます。RDY/BSY端子が変化しないと

P0RCビットは 0のままです。このビットを 0にリセットするにはビット 2に 0

を書き込みます。1を書き込んでもこのビットは変化しません。I/Oカードイン

タフェースでこのビットを読み出すと常に 0が読み出されます。 

0：PCカードが ICメモリカードインタフェースの場合、PCカードの RDY/ 

BSY端子が変化していないことを示します。 

1：PCカードが ICメモリカードインタフェースの場合、PCカードの RDY/ 

BSY端子が 0から 1に変化したことを示します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 P0BW 0 R/W PCC0バッテリ警告 

エリア 6に接続された PCカードが ICメモリカードインタフェースの場合、PC

カードの BVD2端子と BVD1端子が「データは保証されてもバッテリを交換しな

ければならない状態である」かどうかを示します。BVD2端子と BVD1端子がそ

れぞれ 0と 1の場合、P0BWビットは 1にセットされます。その他の場合、P0BW

ビットは 0のままです。BVD2端子と BVD1端子が変化するとこのビットは更新

されます。このビットを 0にリセットするには、ビット 1に 0を書き込みます。

1を書き込んでもこのビットは変化しません。I/Oカードインタフェースでこの

ビットを読み出すと常に 0が読み出されます。 

0：PCカードが ICメモリカードインタフェースの場合、PCカードの BVD2

端子と BVD1端子は、バッテリ警告状態にないことを示します。 

1：PCカードが ICメモリカードインタフェースの場合、PCカードの BVD2

端子と BVD1端子は、バッテリ警告状態にあり、「データは保証されても

バッテリの交換が必要である」ことを示します。 

0 P0BD 0 R/W PCC0バッテリ切れ 

エリア 6に接続された PCカードが ICメモリカードインタフェースの場合、PC

カードの BVD2端子と BVD1端子が「データが保証されないためバッテリの交換

が必要である」状態にあるかどうかを示します。BVD2端子と BVD1端子がそれ

ぞれ 1、0または 0、0の場合、P0BDビットは 1にセットされます。その他の場

合、P0BDビットは 0のままです。BVD2端子と BVD1端子が変化するとこのビ

ットは更新されます。このビットを 0にリセットする場合、ビット 0に 0を書き

込みます。1を書き込んでもこのビットは変更されません。I/Oカードインタフ

ェースでこのビットを読み出すと常に 0が読み出されます。 

0：PCカードが ICメモリカードインタフェースの場合、PCカードの BVD2

端子と BVD1端子が、「データが保証されないのでバッテリを交換しなけ

ればならない状態」にないことを示します。 

1：PCカードが ICメモリカードインタフェースの場合、PCカードの BVD2

端子と BVD1端子が、「データが保証されないのでバッテリを交換しなけ

ればならない状態」にあることを示します。 
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32.3.4 エリア 6カードステータスチェンジ割り込み許可レジスタ （PCC0CSCIER） 

PCC0CSCIERは、読み出し／書き込み可能な 8ビットレジスタです。PCC0CSCIERは、エリア 6に接続された

PCカードの割り込みの各要因に対して割り込み要求の有効または無効を設定することができます。PCC0CSCIER

を 1にセットすると、割り込みは有効で、0にセットすると割り込みは無効です。PCC0CSCIERは、パワーオン

リセットで初期化され、マニュアルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでその値を保持します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

P0CRE IREQE[1:0] P0SCE P0CDE P0RE P0BWE P0BDE

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 P0CRE 0 R/W PCC0カードリセットイネーブル 

このビットを 1に設定し、CD1、CD2端子が PCカードがエリア 6に接続してい

ることを検出すると、エリア 6ジェネラルコントロールレジスタ（PCC0GCR）

は初期化されます。 

0：PCカードがエリア 6で検出されてもエリア 6ジェネラルコントロールレ

ジスタ（PCC0GCR）は初期化されません。 

1：PCカードの接続がエリア 6で検出されるとエリア 6ジェネラルコントロ

ールレジスタ（PCC0GCR）は初期化されます。 

6、5 IREQE[1:0] すべて 0 R/W PCC0IREQ要求イネーブル 

これらのビットは IREQ端子に対して有効または無効な要求を設定し、エリア 6

に接続された PCカードが I/Oカードインタフェースの場合、割り込みモードを

選択することができます。このレジスタのビット 6とビット 5の値が変化すると、

エリア 6カードステータスチェンジレジスタ（PCC0CSCR）のビット 5（P0IREQ）

はリセットされることに注意してください。これらのビットは ICメモリカード

インタフェースでは意味がありません。 

00：エリア 6に接続された PCカードは、IREQ要求を受け付けません。ステ

ータスチェンジレジスタ（PCC0CSCR）のビット 5は、読み出し専用ビ

ットとして機能し、IREQ端子の反転信号ステータスを示します。 

01：レベルモード IREQ割り込み要求信号が、エリア 6に接続された PCカー

ドに対して受け付けられます。レベルモードでは IREQ端子から入力した

信号の 0レベルが検出されると割り込みが発生します。 

10：パルスモード IREQ割り込み要求信号が、エリア 6に接続された PCカー

ドに対して受け付けられます。パルスモードでは、IREQ端子から入力し

た信号の1から0への立ち下がりエッジが検出されると割り込みが発生し

ます。 

11：パルスモード IREQ割り込み要求信号が、エリア 6に接続された PCカー

ドに対して受け付けられます。パルスモードでは、IREQ端子から入力し

た信号の0から1への立ち上がりエッジが検出されると割り込みが発生し

ます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 P0SCE 0 R/W PCC0ステータスチェンジイネーブル 

エリア 6に接続された PCカードが I/Oカードインタフェースの場合、BVD1端

子（STSCHG端子）の値が変化したとき、ビット 4は割り込み要求の有効また

は無効を設定することができます。ICメモリカードインタフェースでこのビット

は意味がありません。 

0：BVD1端子（STSCHG端子）の値に関係なくエリア 6に接続された PCカ

ードに対して割り込みは発生しません。 

1：BVD1端子（STSCHG端子）の値が 1から 0に変化するとエリア 6に接続

された PCカードに対して割り込みが発生します。 

3 P0CDE 0 R/W PCC0カードデテクトチェンジイネーブル 

CD1端子と CD2端子の値が変化したとき、ビット 3は割り込み要求の有効また

は無効を設定することができます。 

0：CD1端子と CD2端子の値に関係なくエリア 6に接続された PCカードに対

して割り込みは発生しません。 

1：CD1端子と CD2端子の値が変化するとエリア 6に接続された PCカードに

対して割り込みが発生します。 

2 P0RE 0 R/W PCC0レディチェンジイネーブル 

エリア 6に接続された PCカードが ICメモリカードインタフェースの場合、

RDY/BSY端子の値が変化したとき、ビット 2は割り込み要求の有効または無効

を設定することができます。 

I/Oカードインタフェースではこのビットは意味がありません。 

0：RDY/BSY端子の値に関係なくエリア 6に接続された PCカードに対して 

割り込みは発生しません。 

1：RDY/BSY端子の値が 0から 1に変化するとエリア 6に接続された PC 

カードに対して割り込みが発生します。 

1 P0BWE 0 R/W PCC0バッテリ警告イネーブル 

エリア 6に接続された PCカードが ICメモリカードインタフェースで、BVD2

端子または BVD1端子の値が、「データは保証されてもバッテリを交換する必要

がある」状態の場合、ビット 1は割り込み要求の有効または無効を設定すること

ができます。I/Oカードインタフェースではこのビットは意味がありません。 

0：BVD2および BVD1端子が、「データは保証されてもバッテリを交換する

必要がある」状態の場合、割り込みは発生しません。 

1：BVD2および BVD1端子が、「データは保証されてもバッテリを交換する

必要がある」状態の場合、割り込みが発生します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 P0BDE 0 R/W PCC0バッテリ切れイネーブル 

エリア 6に接続された PCカードが ICメモリカードインタフェースで、BVD2

および BVD1端子の値が、「データが保証されないのでバッテリを交換する必要

がある」状態の場合、ビット 0は割り込み要求の有効または無効を設定すること

ができます。I/Oカードインタフェースではこのビットは意味がありません。 

0：BVD2および BVD1端子が、「データが保証されないのでバッテリを交換

する必要がある」状態の場合、割り込みは発生しません。 

1：BVD2および BVD1端子が、「データが保証されないのでバッテリを交換

する必要がある」状態の場合、割り込みが発生します。 
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32.4 動作の説明 

32.4.1 PCカード接続仕様（インタフェース図、該当端子） 

CE1B

CE2B

RD

WE

IORD

IOWR

PCC_RESET

PCC_REG

RDY

PCC_IOIS16

PCC_RDY

PCC_BVD1

PCC_BVD2 

IOIS16

A25～A0

PCC_DRV

D15～D0

本LSI

A25～A0

D15～D0
D7～D0

D15～D8

RDWR

PCC_CD1/CD2

PCC_VS1/VS2

CE1

CE2

OE

WE/PGM

(IORD)

(IOWR)

RESET

REG

WAIT

WP(IOIS16)

RDY/BSY(IREQ)

BVD1(STSCHG)

BVD2(SPKR)

CD1 CD2

VS1 VS2

G

G

G

G
DIR

G
DIR

エ
リ
ア

6P
C
カ
ー
ド
（
メ
モ
リ
ま
た
は

I/O
）

【注】 IOIS16については、「第11章　ローカルバスステートコントローラ（LBSC）」 
 を参照してください。  

図 32.4 SH7763インタフェース 
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表 32.5 PCMCIAサポートインタフェース 

ICメモリカードインタフェース I/Oカードインタフェース SH7763該当端子 端子 

番号 信号名 入出力 機能 信号名 入出力 機能  

1 GND  グランド GND  グランド － 

2 D3 入出力 データ D3 入出力 データ D3 

3 D4 入出力 データ D4 入出力 データ D4 

4 D5 入出力 データ D5 入出力 データ D5 

5 D6 入出力 データ D6 入出力 データ D6 

6 D7 入出力 データ D7 入出力 データ D7 

7 CE1 入力 カードイネーブル CE1 入力 カードイネーブル CE1B 

8 A10 入力 アドレス A10 入力 アドレス A10 

9 OE 入力 出力イネーブル OE 入力 出力イネーブル RD 

10 A11 入力 アドレス A11 入力 アドレス A11 

11 A9 入力 アドレス A9 入力 アドレス A9 

12 A8 入力 アドレス A8 入力 アドレス A8 

13 A13 入力 アドレス A13 入力 アドレス A13 

14 A14 入力 アドレス A14 入力 アドレス A14 

15 WE/PGM 入力 ライトイネーブル WE/PGM 入力 ライトイネーブル WE 

16 RDY/BSY 出力 レディ／ビジー IREQ 出力 割り込み要求 PCC_RDY 

17 VCC  電源 VCC  電源 － 

18 VPP1  プログラミング 

電源 

VPP1  プログラミング 

および周辺電源 

－ 

19 A16 入力 アドレス A16 入力 アドレス A16 

20 A15 入力 アドレス A15 入力 アドレス A15 

21 A12 入力 アドレス A12 入力 アドレス A12 

22 A7 入力 アドレス A7 入力 アドレス A7 

23 A6 入力 アドレス A6 入力 アドレス A6 

24 A5 入力 アドレス A5 入力 アドレス A5 

25 A4 入力 アドレス A4 入力 アドレス A4 

26 A3 入力 アドレス A3 入力 アドレス A3 

27 A2 入力 アドレス A2 入力 アドレス A2 

28 A1 入力 アドレス A1 入力 アドレス A1 

29 A0 入力 アドレス A0 入力 アドレス A0 

30 D0 入出力 データ D0 入出力 データ D0 

31 D1 入出力 データ D1 入出力 データ D1 

32 D2 入出力 データ D2 入出力 データ D2 
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ICメモリカードインタフェース I/Oカードインタフェース 端子 

番号 信号名 入出力 機能 信号名 入出力 機能 

SH7763該当端子 

33 WP 出力 ライトプロテクト IOIS16 出力 16ビット I/O 

ポート 

PCC_IOIS16 

34 GND  グランド GND  グランド － 

35 GND  グランド GND  グランド － 

36 CD1 出力 カード検出 CD1 出力 カード検出 PCC_CD1 

37 D11 入出力 データ D11 入出力 データ D11 

38 D12 入出力 データ D12 入出力 データ D12 

39 D13 入出力 データ D13 入出力 データ D13 

40 D14 入出力 データ D14 入出力 データ D14 

41 D15 入出力 データ D15 入出力 データ D15 

42 CE2 入力 カードイネーブル CE2 入力 カードイネーブル CE2B 

43 VS1 出力 電圧センス VS1 出力 電圧センス PCC_VS1 

44 RFU  リザーブ IORD 入力 I/O リード IORD 

45 RFU  リザーブ IOWR 入力 I/O ライト IOWR 

46 A17 入力 アドレス A17 入力 アドレス A17 

47 A18 入力 アドレス A18 入力 アドレス A18 

48 A19 入力 アドレス A19 入力 アドレス A19 

49 A20 入力 アドレス A20 入力 アドレス A20 

50 A21 入力 アドレス A21 入力 アドレス A21 

51 VCC  電源 VCC  電源 － 

52 VPP2  プログラミング 

電源 

VPP2  プログラミング 

および周辺電源 

－ 

53 A22 入力 アドレス A22 入力 アドレス A22 

54 A23 入力 アドレス A23 入力 アドレス A23 

55 A24 入力 アドレス A24 入力 アドレス A24 

56 A25 入力 アドレス A25 入力 アドレス A25 

57 VS2 出力 電圧センス VS2 出力 電圧センス PCC_VS2 

58 RESET 入力 リセット RESET 入力 リセット PCC_RESET 

59 WAIT 出力 ウェイト要求 WAIT 出力 ウェイト要求 RDY 

60 RFU  Reserved INPACK 出力 入力受け付け属性 － 

61 REG 入力 メモリ空間選択 

属性 

REG 入力 メモリ空間選択 

属性 

PCC_REG 

62 BVD2 出力 バッテリ電圧検出 SPKR 出力 デジタル音声信号 PCC_BVD2 

63 BVD1 出力 バッテリ電圧検出 STSCHG 出力 カードステータス

変更 

PCC_BVD1 

64 D8 入出力 データ D8 入出力 データ D8 
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ICメモリカードインタフェース I/Oカードインタフェース 端子 

番号 信号名 入出力 機能 信号名 入出力 機能 

SH7763該当端子 

65 D9 入出力 データ D9 入出力 データ D9 

66 D10 入出力 データ D10 入出力 データ D10 

67 CD2 出力 カード検出 CD2 出力 カード検出 PCC_CD2 

68 GND  グランド GND  グランド － 

 

32.4.2 PCカードインタフェースタイミング 

（1） メモリカードインタフェースタイミング 

Tpcm1 Tpcm2

CKIO

PCC_DRV

CExx

RDWR

A25～A0

WE
（読み出し時）

PCC_REG

RD
（読み出し時）

"0"

"0"

D15～D0
（読み出し時）

PCC_RESET

D15～D0
（書き込み時）

 

図 32.5 PCMCIAメモリカードインタフェース基本タイミング 
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Tpcm0 Tpcm0w Tpcm1 Tpcm1w Tpcm1w Tpcm2 Tpcm2w

CKIO

PCC_DRV

PCC_WAIT

CExx

RDWR

A25～A0

WE
（読み出し時）

PCC_REG

RD
（読み出し時）

"0"

"0"

D15～D0
（読み出し時）

PCC_RESET

D15～D0
（書き込み時）

 

図 32.6 PCMCIAメモリカードインタフェースウェイトタイミング 
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（2） I/Oカードインタフェースタイミング 

Tpcm1 Tpcm2

CLKOUT

PCC_DRV

CExx

RDWR

A25～A0

IOWR
（読み出し時）

PCC_REG

IORD 
（読み出し時）

"0"

"0"

"0"

D15～D0
（読み出し時）

PCC_RESET

D15～D0
（書き込み時）

 

図 32.7 PCMCIA I/Oカードインタフェース基本タイミング 
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Tpci0 Tpci0w Tpci1 Tpci1w Tpci1w Tpci2 Tpci2w

CLKOUT

PCC_DRV

PCC_WAIT

CExx

RDWR

A25～A0

IOWR
（読み出し時）

PCC_REG

IORD
（読み出し時）

"0"

"0"

D15～D0
（読み出し時）

PCC_IOIS16

D15～D0
（書き込み時）

"0"
PCC_RESET

 

図 32.8 PCMCIA I/Oカードインタフェースウェイトタイミング 
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Tpci0 Tpci1 Tpci1w Tpci2 Tpci1 Tpci1w Tpci2 Tpci2w

CLKOUT

PCC_DRV

PCC_WAIT

CExx

RDWR

A25～A1

A0

IOWR
（読み出し時）

PCC_REG

IORD
（読み出し時）

"0"

"0"

D15～D0
（読み出し時）

PCC_IOIS16

D15～D0
（書き込み時）

"0"
PCC_RESET

 

図 32.9 PCMCIA I/Oカードインタフェースに対する動的バスサイジングタイミング 

 

詳細については、「第 11章 ローカルバスステートコントローラ（LBSC）」を参照してください。 
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32.5 使用上の注意事項 

（1） PCカード使用時の外部バス周波数の制限 

PCカード規格によると、属性メモリアクセス時間は 600 ns（3.3 V）/300 ns（5 V）と指定されています。した

がって、本 LSIが属性メモリにアクセスする場合、バスサイクルは PCカードインタフェースタイミングと調整す

る必要があります。本 LSIでは、タイミングは CS6BWCRレジスタの TED、TEHおよび PCW値を設定すること

によって調整し、PCカードを上記の周波数範囲で使用することができます。（-IORDおよび-IOWR信号を基にし

た）共通メモリアクセス時間と I/Oアクセス時間も同様に指定し（下表を参照）、PCカードはこれらすべての仕

様を満足するように上記の範囲内で使用しなければなりません。 
 

PCカード空間 アクセス時間（5 V動作） アクセス時間（3.3 V動作） 

属性メモリ 300 ns 600 ns 

共通メモリ 250 ns 600 ns 

I/O空間（-IORD、-IOWRパルス幅） 165 ns  165 ns 

 

（2） 端子機能コントロールとカードタイプの切り替え 

ピンファンクションコントローラの端子機能を専用 PCカード用（「その他の機能」）に設定する場合、まずカ

ードステータスチェンジ割り込み許可レジスタ（PCC0CSCIER）に禁止状態を設定しなければなりません。また、

カードステータスチェンジレジスタ（PCC0CSCR）は設定終了後クリアしなければなりません。ただし、この制

限はカード検出端子（CD1、CD2）には適用されません。 

エリア 6ジェネラルコントロールレジスタ（PCC0GCR）のカードタイプビット（P0PCCT）を変更する場合、

まずカードステータスチェンジ割り込み許可レジスタ（PCC0CSCIER）に禁止状態を設定しなければなりません。

また、カードステータスチェンジレジスタ（PCC0CSCR）は設定終了後クリアしなければなりません。 

• 理由 

PCカードコントローラの設定を変更すると、種々の割り込みを発生する PCカード端子の機能は変化し、その

結果不必要な割り込みが発生する場合があります。 
 

（3） PCカードコントローラ使用時の設定順序 

PCカードコントローラを使用する場合、下記順序に従ってください。 

1. バスステ―トコントローラのCS6B空間バスコントロールレジスタ（CS6BBCR）のビット15～12（TYPE3～0）

をB'0101に設定してください。 

2. PCカードコントローラのエリア6ジェネラルコントロールレジスタのビット4（P0USE）を1に設定してくだ

さい。 

3. ピンファンクションコントローラの端子機能を専用PCカード用（｢その他の機能｣）に設定してください。 
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33. オーディオコーデックインタフェース（HAC） 

オーディオコーデックデジタルコントローラインタフェースは Audio Codec 97（AC'97）Version 2.1の双方向デ

ータ転送をサポートしています。データは、シリアルで AC97コーデックに対して送受信されます。ただし、2つ

以上のオーディオコーデックを接続することはできません。 

HACは、オーディオフレームに対してデータを抽出／挿入します。受信フレーム、送信フレームともにフレー

ム内のデータスロットは CPUによる PIO転送または DMACによる DMA転送が可能です。 

33.1 特長 

HACには次のような特長があります。 

• シングルAudio Codec 97（AC'97）Version 2.1デジタルインタフェースサポート 

• Rxフレームでステータススロット1と2のPIO転送 

• Txフレームでコマンドスロット1と2のPIO転送 

• Rxフレームでデータスロット3と4のPIO転送 

• Txフレームでデータスロット3と4のPIO転送 

• Rxフレームでデータスロット3と4のDMA転送は16または20ビットが選択可能 

• Txフレームでデータスロット3と4のDMA転送は16または20ビットが選択可能 

• タグビットによってスロットを選択すること、またRxフレームのTxフレーム要求ビットを監視することによ

り、様々なサンプリングレートをサポート 

• データレディ、データリクエスト、オーバフロー、アンダフローの割り込みを生成 

• コールドリセット、ウォームリセット、低消費電力モードをサポート 
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図 33.1に HACのブロック図を示します。 
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図 33.1 ブロック図 

33.2 入出力端子 

HACの端子構成を表 33.1に示します。 
 

表 33.1 HACの端子構成 

端子名 入出力 機   能 

HAC_BITCLK 入力 シリアルデータクロック 

HAC_SD_IN 入力 Rxフレームシリアル入力データ 

HAC_SD_OUT 出力 Txフレームシリアル出力データ 

HAC_SYNC 出力 フレーム同期 

HAC_RES 出力 リセット 

 



 

33. オーディオコーデックインタフェース（HAC） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  33-3 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

33.3 レジスタの説明 
HACのレジスタ構成を表 33.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 33.3に示します。 

 

表 33.2 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

コントロールステータスレジスタ HACCR R/W H’FFEB 0008 H’1FEB 0008 32 

コマンド／ステータスアドレス 

レジスタ 

HACCSAR R/W H’FFEB 0020 H’1FEB 0020 32 

コマンド／ステータスデータ 

レジスタ 

HACCSDR R/W H’FFEB 0024 H’1FEB 0024 32 

PCMレフトチャネルレジスタ HACPCML R/W H’FFEB 0028 H’1FEB 0028 32 

PCMライトチャネルレジスタ HACPCMR R/W H’FFEB 002C H’1FEB 002C 32 

TX割り込みイネーブルレジスタ HACTIER R/W H’FFEB 0050 H’1FEB 0050 32 

TXステータスレジスタ HACTSR R/W H’FFEB 0054 H’1FEB 0054 32 

RX割り込みイネーブルレジスタ HACRIER R/W H’FFEB 0058 H’1FEB 0058 32 

RXステータスレジスタ HACRSR R/W H’FFEB 005C H’1FEB 005C 32 

HACコントロールレジスタ HACACR R/W H’FFEB 0060 H’1FEB 0060 32 

 

表 33.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

コントロールステータスレジスタ HACCR H'0000 0200 H'0000 0200 保持 保持 

コマンド／ステータスアドレス 

レジスタ 

HACCSAR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

コマンド／ステータスデータ 

レジスタ 

HACCSDR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

PCMレフトチャネルレジスタ HACPCML H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

PCMライトチャネルレジスタ HACPCMR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

TX割り込みイネーブルレジスタ HACTIER H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

TXステータスレジスタ HACTSR H'F000 0000 H'F000 0000 保持 保持 

RX割り込みイネーブルレジスタ HACRIER H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

RXステータスレジスタ HACRSR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

HACコントロールレジスタ HACACR H'8400 0000 H'8400 0000 保持 保持 
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33.3.1 コントロールステータスレジスタ（HACCR） 

HACCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、入出力の制御と状態のモニタを行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R W W R R R R W R R R R R

－ － － － － － － － － － － － － － － －

CR － － － CDRT WMRT － － － － ST － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

15 CR 0 R コーデックレディ 

0：HACに接続されたコーデックがレディ状態ではありません。 

1：HACに接続されたコーデックがレディ状態です。 

14～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みできません。 

11 CDRT 0 W HACコールドリセット 

コールドリセットはパワーオン後、または低消費電力コマンド発行後に低消

費電力モードを解除するためだけに行ってください。 

［書き込み時］ 

0：再び 1を書き込むときには、0を書き込んだ後に行います。 

1：HACに接続されたコーデックはコールドリセットされます。 

［読み出し時］ 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

10 WMRT 0 W HACウォームリセット 

ウォームリセットはパワーオン後、または低消費電力コマンド発行後に低消

費電力モードを解除するためだけに行ってください。 

［書き込み時］ 

0：再び 1を書き込むときには、0を書き込んだ後に行います。 

1：HACに接続されたコーデックはウォームリセットされます。 

［読み出し時］ 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

9 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

8～6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 ST 0 W 転送開始 

［書き込み時］ 

1：データの送受信を開始します。 

0：フレームの終わりで送受信を終了します。通常動作で送受信を終了さ

せるためには、この方法を使用しないでください。 

［読み出し時］ 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

4～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

HACは、外部コーデックデバイスのレジスタインデックス 26のビット 12に 1を書き込むことで低消費電力モ

ードにすることができます。外部コーデックデバイスは低消費電力モードになると HAC_BITCLKを停止し、通常

動作を一時停止します。これはパワーオンのときも同じです。動作を再開するためには、外部コーデックデバイ

スに対してコールドリセットかウォームリセットを行わなければなりません。 
 

33.3.2 コマンド／ステータスアドレスレジスタ（HACCSAR） 

HACCSARは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、接続されたコーデックのレジスタをアクセ

スする際のアドレスを指定します。コーデックのレジスタに書き込みまたは読み出しを要求する場合、レジスタ

アドレスを HACCSARに書き込むとコマンドアドレスとしてスロット 1で送信されます。 

コーデックが読み出し要求に応答した後（HACRSR.STARY＝1）HACCSARを読み出すことで、スロット 1で

受信したステータスアドレスを得ることができます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R R R R R R R R R R R R

－ － － － － － － － － － － － RW CA/SA[6:4]

CA/SA[3:0] SLREQ[3:12] － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～20 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

19 RW 0 R/W コーデック読み出し／書き込みコマンド 

0：アドレスフィールド（CA6/SA6～CA0/SA0）で示されるレジスタを

書き込むことを外部コーデックデバイスに通知します。HACCSDR

にあらかじめデータを書き込んでおいてください。

HACACR.TX12_ATOMICが 1のとき、HACCSARと HACCSDRは

同じ Txフレームで送信されます。 

HACACR.TX12_ATOMICが 0のとき、HACCSARと HACCSDRが

同じ Txフレームで送信されることは保証できません。 

1：アドレスフィールド（CA6/SA6～CA0/SA0）で示されるレジスタを

読み出すことを外部コーデックデバイスに通知します。 

18～12 CA/SA[6:0] すべて 0 R/W コーデックコントロールレジスタアドレス／コーデックステータスレジス

タアドレス 

［書き込み時］ 

書き込んだ値はアクセスするコーデックレジスタのアドレスを示しま

す。 

［読み出し時］ 

読み出した値はスロット 1で受信したステータスアドレスを示します。 

HACCSDRで受信される外部コーデックのレジスタに対応しています。 

11～2 SLREQ[3:12] すべて 0 R スロットリクエスト 

Rxフレーム内でのみ有効です。スロットデータが次の Txフレームでコー

デックから要求されるかどうかを示します。 

これらのビットはハードウェアによって自動的に扱われます。Rxフレーム

のスロット 1のビット 11～2と同じです。 

0：スロットデータが要求されています。 

1：スロットデータが要求されていません。 

1、0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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33.3.3 コマンド／ステータスデータレジスタ（HACCSDR） 

HACCSDRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、接続されたコーデックのレジスタをアクセ

スする際のデータレジスタです。コーデックのレジスタに書き込む場合に HACCSDRへ書き込みを行うと、コマ

ンドデータとしてスロット 2で送信されます。 

コーデックが読み出し要求に応答した後（HACRSR.STDRY＝1）HACCSDRを読み出すことで、スロット 2で

受信したステータスデータを得ることができます。どちらの場合も対応するコーデックレジスタのアドレスは

HACCSARに格納されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R

－ － － － － － － － － － － － CD/SD[15:12]

CD/SD[11:0] － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～20 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

19～4 CD/SD[15:0] すべて 0 R/W コマンドデータ／ステータスデータ 

これらのビットに値を設定した後、コーデックレジスタのアドレスを

HACCSARに書き込むと、データがコーデックに送信されます。 

これらのビットを読み出すと、HACCSARで示されるアドレスのコーデッ

クレジスタの内容を示します。 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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33.3.4 PCMレフトチャネルレジスタ（HACPCML） 

HACPCMLは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、コーデックのデジタルオーディオ録音とス

トリーム再生時のレフトチャネルにアクセスします。HACPCMLに書き込むと PCM再生レフトチャネルデータを

コーデックに送信します。HACPCMLを読み出すとコーデックからの PCM録音レフトチャネルデータを受信しま

す。DACや ADCが 20ビット以下のコーデックを搭載するためにデータは左詰めで格納されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － D[19:16]

D[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～20 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

19～0 D[19:0] すべて 0 R/W データ 

これらのビットに書き込むと、要求のあったときに PCM再生レフトチャ

ネルデータがコーデックへ送信されます。 

これらのビットを読み出すと、コーデックからの PCM録音レフトチャネ

ルデータを受信します。 

 

16ビットパックト DMAモードでは以下のようになります。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

LD[15:0]

RD[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 LD[15:0] すべて 0 R/W レフトデータ 

これらのビットに書き込むと、要求のあったときに PCM再生レフトチャ

ネルデータがコーデックへ送信されます。 

これらのビットを読み出すと、コーデックからの PCM録音レフトチャネ

ルデータを受信します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 RD[15:0] すべて 0 R/W ライトデータ 15～0 

これらのビットに書き込むと、要求のあったときに PCM再生ライトチャ

ネルデータがコーデックへ送信されます。 

これらのビットを読み出すと、コーデックからの PCM録音ライトチャネ

ルデータを受信します。 

 

33.3.5 PCMライトチャネルレジスタ（HACPCMR） 

HACPCMRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、コーデックのデジタルオーディオ録音とス

トリーム再生時のライトチャネルにアクセスします。HACPCMRに書き込むと PCM再生ライトチャネルデータを

コーデックに送信します。HACPCMRを読み出すとコーデックからの PCM録音ライトチャネルデータを受信しま

す。DACや ADCが 20ビット以下のコーデックを搭載するためにデータは左詰めで格納されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － D[19:16]

D[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～20 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

19～0 D[19:0] すべて 0 R/W データ 19～0 

これらのビットに書き込むと、要求のあったときに PCM再生ライトチャ

ネルデータがコーデックへ送信されます。 

これらのビットを読み出すと、コーデックからの PCM録音ライトチャネ

ルデータを受信します。 
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33.3.6 TX割り込みイネーブルレジスタ（HACTIER） 

HACTIERは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、HACの TX割り込みの許可／禁止を設定し

ます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R R R R R R R R

－ － PLTF
RQIE

PRTF
RQIE － － － － － － － － － － － －

－ － － － － －
PLT

FUNIE
PRT

FUNIE － － － － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31、30 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

29 PLTFRQIE 0 R/W PCML TXリクエスト割り込みイネーブル 

0：PCML TXリクエスト割り込みを禁止します。 

1：PCML TXリクエスト割り込みを許可します。 

28 PRTFRQIE 0 R/W PCMR TXリクエスト割り込みイネーブル 

0：PCMR TXリクエスト割り込みを禁止します。 

1：PCMR TXリクエスト割り込みを許可します。 

27～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 PLTFUNIE 0 R/W PCML TXアンダフロー割り込みイネーブル 

0：PCML TXアンダフロー割り込みを禁止します。 

1：PCML TXアンダフロー割り込みを許可します。 

8 PRTFUNIE 0 R/W PCMR TXアンダフロー割り込みイネーブル 

0：PCMR TXアンダフロー割り込みを禁止します。 

1：PCMR TXアンダフロー割り込みを許可します。 

7～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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33.3.7 TXステータスレジスタ（HACTSR） 

HACTSRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、HACの TXコントローラの状態を示します。

各ビットは 0を書き込むと初期化されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R R R R R R R R

CMD
AMT

CMD
DMT

PLT
FRQ

PRT
FRQ － － － － － － － － － － － －

－ － － － － －
PLT
FUN

PRT
FUN － － － － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 CMDAMT 1 R/W コマンドアドレスエンプティ 

0：CSAR Txバッファに未送信のデータがあります。 

1：CSAR Txバッファが空で、データを格納することができます*1。 

30 CMDDMT 1 R/W コマンドデータエンプティ 

0：CSDR Txバッファに未送信のデータがあります。 

1：CSDR Txバッファが空で、データを格納することができます*1。 

29 PLTFRQ 1 R/W PCML TXリクエスト 

0：PCML TXバッファに未送信のデータがあります。 

1：PCML TXバッファが空で、データを格納する必要があります。この

ビットは DMAモードでは HACPCMLが書き込まれると自動的に 0

にクリアされます。 

28 PRTFRQ 1 R/W PCMR TXリクエスト 

0：PCMR TXバッファに未送信のデータがあります。 

1：PCMR TXバッファが空でデータを格納する必要があります。このビ

ットは DMAモードでは HACPCMRが書き込まれると自動的に 0に

クリアされます。 

27～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 PLTFUN 0 R/W PCML TXアンダフロー 

0：PCML TXのアンダフローが発生していません。 

1：PCML TXのアンダフローが発生したことを示します。コーデックが

スロット 3のデータを要求したのに HACPCMLに新しいデータが書

かれなかったときに発生します。 

8 PRTFUN 0 R/W PCMR TXアンダフロー 

0：PCMR TXのアンダフローが発生していません。 

1：PCMR TXのアンダフローが発生したことを示します。コーデックが

スロット 4のデータを要求したのに HACPCMRに新しいデータが書

かれなかったときに発生します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 *1 CMDAMTと CMDDMTには、対応する割り込みがありません。新しいコマンドを HACCSARまたは HACCSDR

に書き込む前に、これらのビットをポーリングして 1を読み出してください。HACCSARのビット 19（RW）が 0

で TX12_ATOMICが 1のときは以下の手順に従ってください。 

  1. 初期化後、最初に外部コーデックデバイスのレジスタをアクセスする前に CMDDMTと CMDAMTを初期化し 

  てください。 

  2. HACCSDRと HACCSARの設定後、CMDAMTと CMDDMTが 1になるまでポーリングし、1になったら初期 

  化してください。 

  3. 次のレジスタの書き込みが行えます。 

 *2 読み出し／書き込み可。0を書き込むとビットは初期化されますが、1の書き込みは無視されます。 

 

33.3.8 RX割り込みイネーブルレジスタ（HACRIER） 

HACRIERは読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、HAC RX割り込みの許可／禁止を設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R/W R/W R R R R R R R R R R R R

－ － － － － － － － － STAR
YIE

STDR
YIE

PLRF
RQIE

PRRF
RQIE － － －

－ － PLRF
OVIE

PRRF
OVIE － － － － － － － － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～23 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

22 STARYIE 0 R/W ステータスアドレスレディ割り込みイネーブル 

0：ステータスアドレスレディ割り込みを禁止します。 

1：ステータスアドレスレディ割り込みを許可します。 

21 STDRYIE 0 R/W ステータスデータレディ割り込みイネーブル 

0：ステータスデータレディ割り込みを禁止します。 

1：ステータスデータレディ割り込みを許可します。 

20 PLRFRQIE 0 R/W PCML RXリクエスト割り込みイネーブル 

0：PCML RXリクエスト割り込みを禁止します。 

1：PCML RXリクエスト割り込みを許可します。 

19 PRRFRQIE 0 R/W PCMR RXリクエスト割り込みイネーブル 

0：PCMR RXリクエスト割り込みを禁止します。 

1：PCMR RXリクエスト割り込みを許可します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

18～14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13 PLRFOVIE 0 R/W PCML RXオーバフロー割り込みイネーブル 

0：PCML RXオーバフロー割り込みを禁止します。 

1：PCML RXオーバフロー割り込みを許可します。 

12 PRRFOVIE 0 R/W PCMR RXオーバフロー割り込みイネーブル 

0：PCMR RXオーバフロー割り込みを禁止します。 

1：PCMR RXオーバフロー割り込みを許可します。 

11～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

33.3.9 RXステータスレジスタ（HACRSR） 

HACRSRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、HACの RXコントローラの状態を示します。

各ビットは 0を書き込むと初期化されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R R R R R R R R R R R R

－ － － － － － － － － STA
RY

STD
RY

PLR
FRQ

PRR
FRQ － － －

－ － PLR
FOV

PRR
FOV － － － － － － － － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～23 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

22 STARY 0 R/W ステータスアドレスレディ 

0：HACCSAR（ステータスアドレス）がレディ状態ではありません。 

1：HACCSAR（ステータスアドレス）がレディ状態です。 

21 STDRY 0 R/W ステータスデータレディ 

0：HACCSDR（ステータスデータ）がレディ状態ではありません。 

1：HACCSDR（ステータスデータ）がレディ状態です。 

20 PLRFRQ 0 R/W PCML RXリクエスト 

0：PCML RXデータがレディ状態ではありません。 

1：PCML RXデータがレディ状態で読み出される必要があります。この

ビットは DMAモードでは HACPCMLが読み出されると自動的に 0

にクリアされます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

19 PRRFRQ 0 R/W PCMR RXリクエスト 

0：PCMR RXデータがレディ状態ではありません。 

1：PCMR RXデータがレディ状態で読み出される必要があります。この

ビットは DMAモードでは HACPCMRが読み出されると自動的に 0

にクリアされます。 

18～14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13 PLRFOV 0 R/W PCML RXオーバフロー 

0：PCML RXデータのオーバフローが発生していません。 

1：PCML RXデータのオーバフローが発生したことを示します。

HACPCMLのデータが読み出される前に新しいデータをスロット 3

から受信したときに発生します。 

12 PRRFOV 0 R/W PCMR RXオーバフロー 

0：PCMR RXデータのオーバフローが発生していません。 

1：PCMR RXデータのオーバフローが発生したことを示します。

HACPCMRのデータが読み出される前に新しいデータをスロット 4

から受信したときに発生します。 

11～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 * 読み出し／書き込み可。0を書き込むとビットは初期化されますが、1の書き込みは無視されます。 
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33.3.10 HACコントロールレジスタ（HACACR） 

HACACRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、HACのインタフェースを制御します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R/W R R R/W R R/W R/W R/W R/W R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

－ DMA
RX16

DMA
TX16 － － TX12_

ATOMIC －
RXD
MAL_

EN

TXD
MAL_

EN

RXD
MAR_

EN

TXD
MAR_

EN
－ － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

30 DMARX16 0 R/W 16ビット RX DMAイネーブル 

0：16ビットパックト RXDMAモードを無効にします。 

このビットを 0に設定すると RXDMAL_EN、RXDMAR_EN設定を許

可します。 

1：16ビットパックト RX DMAモードを有効にします。 

このビットを 1に設定すると RXDMAL_EN、RXDMAR_EN設定は無

視されます。 

29 DMATX16 0 R/W 16ビット TX DMAイネーブル 

0：16ビットパックト TXDMAモードを無効にします。 

このビットを 0に設定すると TXDMAL_EN、TXDMAR_EN設定を許

可します。 

1：16ビットパックト TXDMAモードを有効にします。 

このビットを 1に設定すると TXDMAL_EN、TXDMAR_EN設定は無

視されます。 

28、27 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

26 TX12_ATOMIC 1 R/W TXスロット 1、2アトミックコントロール 

0：HACCSARと HACCSDRの TXデータが独立して送信されます（設

定禁止）。 

1：HACCSARのビット 19が書き込みに設定されているとき HACCSAR

と HACCSDRの TXデータが同じフレームで送信されます。

（HACCSARは最後に書き込む必要があります。） 

25 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください 

24 RXDMAL_EN 0 R/W RX DMAレフトイネーブル 

0：20ビット RX DMAが HACPCMLで無効です。 

1：20ビット RX DMAが HACPCMLで有効です。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23 TXDMAL_EN 0 R/W TX DMAレフトイネーブル 

0：20ビット TX DMAが HACPCMLで無効です。 

1：20ビット TX DMAが HACPCMLで有効です。 

22 RXDMAR_EN 0 R/W RX DMAライトイネーブル 

0：20ビット RX DMAが HACPCMRで無効です。 

1：20ビット RX DMAが HACPCMRで有効です。 

21 TXDMAR_EN 0 R/W TX DMAライトイネーブル 

0：20ビット TX DMAが HACPCMRで無効です。 

1：20ビット TX DMAが HACPCMRで有効です。 

20～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

33.4 ACフレームのスロット構成 

図 33.2に AC97フレームのスロット構成を示します。本 LSIは、スロット 0～4をサポートし、スロット 5～12

はサポートしません。 

Slot No.

TAG CMD
Data

CMD
Addr

PCML
Front

LINE1
DAC

PCMR
Front

PCM
Center

PCMR
Surr

PCML
Surr

PCM
LFE

HSET
DAC

IO
CTRL

LINE2
DAC

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

HAC_SYNC

HAC_SD_OUT（送信）

HAC_SD_IN（受信） TAG Status
Data

Status
Addr

PCM
Left

LINE1
ADC

PCM
Right

PCM
MIC

Reser
ved

Reser
ved

Reser
ved

HSET
ADC

IO
Status

LINE2
ADC  

図 33.2 AC97フレームのスロット構成 
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表 33.4 AC97送信フレームの説明 

スロット 名  称 説   明 

0 SDATA_OUT TAG 有効データを示す TAGおよび Code ID 

1 Control CMD Addr write port Read/Writeコマンドおよびレジスタアドレス 

2 Control DATA write port レジスタライト時のデータ 

3 PCM L DAC playback 左チャネル PCM出力データ 

4 PCM R DAC playback 右チャネル PCM出力データ 

5 Modem Line 1 DAC モデム 1出力データ（未サポート）* 

6 PCM Center 中央チャネル PCMデータ（未サポート）* 

7 PCM Surround L サラウンド左チャネル PCMデータ（未サポート）* 

8 PCM Surround R サラウンド右チャネル PCMデータ（未サポート）* 

9 PCM LFE LFEチャネル PCMデータ（未サポート）* 

10 Modem Line 2 DAC モデム 2出力データ（未サポート）* 

11 Modem handset DAC モデム handset出力データ（未サポート）* 

12 Modem IO control モデム制御用 IO出力（未サポート）* 

【注】 * 未サポート部はレジスタとして存在しません。 

 

表 33.5 AC97受信フレームの説明 

スロット 名  称 説   明 

0 SDATA_IN TAG 有効データを示す TAG 

1 Status ADDR read port レジスタアドレスおよびスロットリクエスト 

2 Status DATA read port レジスタリードデータ 

3 PCM L ADC record 左チャネル PCM入力データ 

4 PCM R ADC record 右チャネル PCM入力データ 

5 Modem Line 1 ADC モデム 1入力データ（未サポート）* 

6 Dedicated Microphone ADC オプショナル PCM入力データ（未サポート）* 

7、8、9 Reserved 予約 

10 Modem Line 2 ADC モデム 2入力データ（未サポート）* 

11 Modem handset input DAC モデム handset入力データ（未サポート）* 

12 Modem IO status モデム制御用 IO入力（未サポート）* 

【注】 * 未サポート部はレジスタとして存在しません。 
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33.5 動作説明 

33.5.1 レシーバ 

シリアルのオーディオデータは、HAC_BITCLKを基準とする HAC_SD_IN信号でモジュールに入力されます。

タグビットはスロット 0から抽出され、対応する他のスロットの有効・無効を示します。タグビットによって有

効なスロットを受信しないかぎり、受信データは更新されません。 

サポートするのはスロット 1～4のデータで、他のスロットに対応するタグビットやデータは無視されます。有

効なスロットデータはシフトレジスタにロードされ、PIO転送または DMA転送のために保持されます。対応する

ステータスビットも生成されます。各データは 32ビットレジスタ内の 20ビットが PIOで読み出し可能です。 

RXオーバフローが起きたときは、HACの現在の RXバッファデータが新しいデータで上書きされます。 
 

33.5.2 トランスミッタ 

シリアルのオーディオデータは、HAC_BITCLKを基準とする HAC_SD_OUT信号でモジュールから出力されま

す。タグビットはスロット 0に設定され、現在のフレーム内のどのスロットにあるデータが有効であるかを示し

ます。データスロットは前の RXフレームのスロット要求の該当するビットに対応して現在の TXフレームにロー

ドされます。 

サポートするのはスロット 1～4のデータです。PIO転送または DMA転送により転送されたデータは、Txバッ

ファに保持されます。各データは 32ビットレジスタ内の 20ビットが PIOで書き込み可能です。対応するステー

タスビットも生成されます。 

TXアンダフローが起きたときは、次のデータが埋まるまでHACの現在の TXバッファデータが送信されます。 
 

33.5.3 DMA 

DMA転送は、RXフレームと TXフレームの両方のスロット 3とスロット 4でサポートされます。HACACRの

DMARX16、DMATX16ビットで DMA転送のスロットデータサイズが 16ビットか 20ビットかを決定します。 

データサイズが 20ビットの場合、スロット 3と 4の両方のデータスロットを転送するのに 2回のローカルバス

アクセスが必要です。また、レシーバとトランスミッタのそれぞれに 1つの DMAリクエストがあるので、ステ

レオモードで DMAリクエストはスロット 3と 4それぞれ別に発生します。モノラルモードでは DMAは 1つのス

ロットに対してのみ発生します。 

データサイズが 16ビットの場合、スロット 3と 4からのデータはシングル 32ビットのパックト形式（レフト

データとライトデータが PCMLに入れられる）になります。このとき必要なローカルバスアクセスは 1サイクル

のみです。 

システムによっては終了カウントに達する前に DMAを停止させる必要があります。これは HACACRの該当す

る DMAビットを無効にすることで行います。DMACをプログラムし直したあと、再度該当する DMAビットを

有効にすると次の転送を行うことができます。 
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33.5.4 割り込み 

レシーバとトランスミッタからのフラグイベントに対して割り込みが使用できます。各割り込みは割り込みイ

ネーブルレジスタで設定されます。割り込みにはスロットデータの読み出し／書き込みの CPUへの要求やオーバ

フローやアンダフローなどがあります。割り込み要因はステータスレジスタを読み出すことで把握できます。対

応するビットに 0を書き込むことで割り込みをクリアできます。 
 

33.5.5 初期化シーケンス 

図 33.3に初期化シーケンスの例を示します。 

No

No

Yes

Yes

（1） HACACR = H'0000 0000
（2） HACCSARとHACCSDRを設定
（3） HACACR = H'01E0 0000

スタート

HACコールドリセット
（HACCR = H'0000 0A00）

DMA転送開始（レシーバ／トランスミッタ）
（HACCR = H'0000 0020）

コーデックは準備済？
（HACCR = H'0000 8000: 20ビット DMATX

スロット1とスロット2は
アトミックコントロール）

DMAC設定

読み出すアドレスを#H'26に設定（低消費 Ctrl/Stat）
（HACCSAR = H'000A 6000）

外部コーデック内部ステータス
ADC、DAC、アナログ、REFは準備済？

（HACCSDR = H'0000 00F0）

リードボリュームとサンプリングレートを設定

TX、RXイネーブル
（HACACR = H'05E0 0000: 20ビットDMATX

スロット1とスロット2はアトミックコントロール）

外部コーデック
デバイス
初期化

HAC 
モジュール
初期化

 

図 33.3 初期化シーケンス 
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No

No

Yes

Yes

E1 < LoopCnt 1

コーデックに
書き込み

TSR.CMDAMTに0を書き込む
TSR.CMDDMTに0を書き込む

RetryCntを0に設定

CSDRにDataを設定

CSARにAddrを設定

LoopCntを0に設定

TSR.CMDAMT = 1&
TSR.CMDDMT = 1

1µs待つ
 LoopCnt ++

必要条件：
ACR.TX12_ATOMIC = 1

No

Yes

5 < RetryCnt

エラーリターン

E1              ：ターゲットシステムで必要な数
                    （21 < E1 < 1000）
入力：Addr：書き込みをするコーデックレジスタアドレス
           Data：書き込みをするコーデックレジスタデータ
RetryCnt    ：エラー検出用ソフトカウンタ
LoopCnt     ：wait挿入用ソフトカウンタ

【注】

RetryCnt ++

 

図 33.4 外部コーデックレジスタ書き込みフローチャート例 
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No

Yes

No

Yes

No

Yes

No

Yes

No

Yes

No

Yes

No

Yes

RegV = H'7C
(Vender ID1)

Last_Reg：前回リードした
                   レジスタアドレス

ダミーリード

Read_codec_aux (RegN)

：データ取得

RegN = Last_Reg?

コーデックから
読み出し

入力：RegN（読み出しをするコーデックレジスタアドレス）

Error

データリターン エラー

Read_codec_aux 入力：RegN（読み出しをするコーデックレジスタアドレス）

外部コーデックのレジスタを連続して読み出す場合、
接続するデバイスによっては、前回読み出した
レジスタのデータが読めてしまう場合があります。
このような現象が現れる場合には、このフロー
チャートに示す手順で読み出してください。

Send_read_request (RegN)

エラー

エラー

エラー

エラー

エラーデータ2リターン

Send_read_request (RegN)

Get_codec_data (RegN)

Get_codec_data (RegN)

：データ1取得

：データ2取得

ダミー処理
（最初のデータを捨てる）

Read_codec_aux (RegV)

エラー

エラー

 

図 33.5 外部コーデックレジスタ読み出しフローチャート例（1） 
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No

Yes

Send_read_request

CSARにRegNを設定

入力：RegN（読み出しをするコーデックレジスタアドレス）

RSR.STARYに0を書き込む
RSR.STDRYに0を書き込む

WaitLoop_CMDAMT

エラー

エラー

エラー

エラー

エラーリターン

No

No

Yes

Yes

No

Yes

Get_codec_data

LoopCnt2に0を設定

入力：RegN（読み出しをするコーデックレジスタアドレス）

WaitLoop_RSR

Addr (R) = RegN?

DataTに
HACCSDRリード値を代入

DataTリターン

E2           ：ターゲットシステムで必要な数
                 （13 < E2）
LoopCnt2：Wait挿入用ソフトカウンタ
Addr        ：CSARリード値を記憶する変数
DataT      ：CSDRリード値を記憶する変数

【注】

5µs待つ
LoopCnt2 ++

Addrに
HACCSARリード値を代入

E2 < LoopCnt 2

 

図 33.5 外部コーデックレジスタ読み出しフローチャート例（2） 



 

33. オーディオコーデックインタフェース（HAC） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  33-23 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

No

No

Yes

WaitLoop_CMDAMT

LoopCnt3を0に設定

TSR.CMDAMT = 1

TSR.CMDAMTに0を書き込む

1µs待つ
 LoopCnt3 ++

リターン

Yes

E3 < LoopCnt 3

エラー

No

No

Yes

WaitLoop_RSR

LoopCnt4を0に設定

リターン

【注】 E3、E4   ：ターゲットシステムで必要な数
                 （21 < E3、21 < E4 < 1000）
LoopCnt3：Wait挿入用ソフトカウンタ
LoopCnt4：Wait挿入用ソフトカウンタ

エラー

RSR.STARY = 1 &
RSR.STDRY = 1

RSR.STARYに0を書き込む
RSR.STDRYに0を書き込む

Yes

E4 < LoopCnt 4

1µs待つ
LoopCnt4 ++

 

図 33.5 外部コーデックレジスタ読み出しフローチャート例（3） 

モジュールスタンバイモード（低消費電力モード）への遷移は、スタンバイコントロールレジスタ（MSTPCR）

のMSTP0ビットで制御します。MSTPCRについては、「第 18章 低消費電力モード」を参照してください。 

モジュールスタンバイ機能を解除してクロックを供給するにはMSTPCRのMSTP0ビットに 0を書き込みます。

その後、HACへのすべてのアクセスが可能になります。 
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モジュールを低消費電力モードにするには以下の手順に従ってください。 

1. すべてのデータ転送が終了していることを確認します。送信バッファが空で受信バッファが空になるまで読

み出されていることを確認します。 

2. すべてのDMAリクエストと割り込み要求を無効にします。 

3. コーデックを低消費電力モードにします。 

4. MSTPCRのMSTP0ビットに1を書き込みます。 

 

33.5.6 注意事項 

モジュールが生成する HAC_SYNC信号は、フレーム内のスロット 0の位置を示すために使用されます。 
 

33.5.7 参考 

AC'97 Component Specification, Revision 2.1 
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34. シリアルサウンドインタフェース（SSI） 

シリアルサウンドインタフェース（SSI）モジュールは、Philips方式と互換性のあるさまざまなデバイスと音声

データの送受信を行うモジュールです。他の一般的フォーマットだけでなく、マルチチャネルモードにも対応し

ています。 

34.1 特長 

SSIには次のような特長があります。 
 

• チャネル数：4チャネル。 

• 動作モード：非圧縮モード 

非圧縮モードは、チャネルに分割されるシリアルオーディオストリームをサポートします。 

• SSIモジュールは、トランスミッタまたはレシーバのいずれとしても動作できます。また、シリアルバスフォ

ーマットを使用できます。 

• データバッファとシフトレジスタ間は非同期転送 

• シリアルバスインタフェースで使用されるクロックの分周比が選択可能です。 

• DMACまたは割り込みで、データ送受信を制御できます。 
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図 34.1に SSIモジュールのブロック図を示します。 

SSI ch1

SSI ch0

データバッファ

シフトレジスタ

制御回路 レジスタ
SSICR/SSISR/

SSITDR/SSIRDR
バレルシフタ

ビットカウンタ

シリアルクロック制御
分周器

分周器

LS
SSI0_SDATA

SSI0_WS

SSI0_SCK

SSI1_SDATA

SSI1_WS

SSI1_SCK

MS

PAD

A

A

SSI ch2分周器

SSI2_SDATA

SSI2_WS

SSI2_SCK

A

SSI ch3分周器

SSI3_SDATA

SSI3_WS

SSI3_SCK

SSI_CLK

A

 

図 34.1 SSIのブロック図 
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34.2 入出力端子 
SSIモジュールに関係する端子構成を表 34.1に示します。 

 

表 34.1 端子構成 

チャネル 名称 本数 入出力 機   能 

共通 SSI_CLK 1 入力 分周器入力クロック 

（オーバサンプルクロック 256/384/512fs 入力） 

SSI0_WS 1 入出力 ワード選択 

SSI0_SDATA 1 入出力 シリアルデータ入出力 

0 

SSI0_SCK 1 入出力 シリアルビットクロック 

SSI1_WS 1 入出力 ワード選択 

SSI1_SDATA 1 入出力 シリアルデータ入出力 

1 

SSI1_SCK 1 入出力 シリアルビットクロック 

SSI2_WS 1 入出力 ワード選択 

SSI2_SDATA 1 入出力 シリアルデータ入出力 

2 

SSI2_SCK 1 入出力 シリアルビットクロック 

SSI3_WS 1 入出力 ワード選択 

SSI3_SDATA 1 入出力 シリアルデータ入出力 

3 

SSI3_SCK 1 入出力 シリアルビットクロック 
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34.3 レジスタの説明 
SSIのレジスタ構成を表 34.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 34.3に示します。 

 

表 34.2 レジスタ構成 

チャネル 名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

サイズ 

コントロールレジスタ 0 SSICR0 R/W H'FFE5 0000 H'1FE5 0000 32 

ステータスレジスタ 0 SSISR0 R/W* H'FFE5 0004 H'1FE5 0004 32 

トランスミットデータレジスタ 0 SSITDR0 R/W H'FFE5 0008 H'1FE5 0008 32 

0 

レシーブデータレジスタ 0 SSIRDR0 R H'FFE5 000C H'1FE5 000C 32 

コントロールレジスタ 1 SSICR1 R/W H'FFE5 8000 H'1FE5 8000 32 

ステータスレジスタ 1 SSISR1 R/W* H'FFE5 8004 H'1FE5 8004 32 

トランスミットデータレジスタ 1 SSITDR1 R/W H'FFE5 8008 H'1FE5 8008 32 

1 

レシーブデータレジスタ 1 SSIRDR1 R H'FFE5 800C H'1FE5 800C 32 

コントロールレジスタ 2 SSICR2 R/W H'FFE6 0000 H'1FE6 0000 32 

ステータスレジスタ 2 SSISR2 R/W* H'FFE6 0004 H'1FE6 0004 32 

トランスミットデータレジスタ 2 SSITDR2 R/W H'FFE6 0008 H'1FE6 0008 32 

2 

レシーブデータレジスタ 2 SSIRDR2 R H'FFE6 000C H'1FE6 000C 32 

コントロールレジスタ 3 SSICR3 R/W H'FFE6 8000 H'1FE6 8000 32 

ステータスレジスタ 3 SSISR3 R/W* H'FFE6 8004 H'1FE6 8004 32 

トランスミットデータレジスタ 3 SSITDR3 R/W H'FFE6 8008 H'1FE6 8008 32 

3 

レシーブデータレジスタ 3 SSIRDR3 R H'FFE6 800C H'1FE6 800C 32 

【注】 * 本レジスタの 26,27ビットは読み出し／書き込み可能で、それ以外は読み出し専用です。詳細は、「34.3.2 ステー

タスレジスタ（SSISR）」を参照してください。 
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表 34.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

チャネル 名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

コントロールレジスタ 0 SSICR0 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

ステータスレジスタ 0 SSISR0 H'0010 A003 H'0X10 A00X 保持 保持 

トランスミットデータレジスタ 0 SSITDR0 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

0 

レシーブデータレジスタ 0 SSIRDR0 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

コントロールレジスタ 1 SSICR1 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

ステータスレジスタ 1 SSISR1 H'0010 A003 H'0X10 A00X 保持 保持 

トランスミットデータレジスタ 1 SSITDR1 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

1 

レシーブデータレジスタ 1 SSIRDR1 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

コントロールレジスタ 2 SSICR2 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

ステータスレジスタ 2 SSISR2 H'0010 A003 H'0X10 A00X 保持 保持 

トランスミットデータレジスタ 2 SSITDR2 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

2 

レシーブデータレジスタ 2 SSIRDR2 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

コントロールレジスタ 3 SSICR3 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

ステータスレジスタ 3 SSISR3 H'0010 A003 H'0X10 A00X 保持 保持 

トランスミットデータレジスタ 3 SSITDR3 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

3 

レシーブデータレジスタ 3 SSIRDR3 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 
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34.3.1 コントロールレジスタ（SSICR） 

SSICRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、IRQの制御、各極性の状態の選択、動作モード

の設定を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R/W R R/W R/W

－ － － DMEN UIEN OIEN IIEN DIEN CHNL[1:0] DWL[2:0] SWL[2:0]

SCKD SWSD SCKP SWSP SPDP SDTA PDTA DEL CKDV[2:0] MUEN TRMD EN

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

28 DMEN 0 R/W DMAイネーブル 

DMA要求を許可／禁止します。 

0：DMA要求を禁止 

1：DMA要求を許可 

27 UIEN 0 R/W アンダフロー割り込みイネーブル 

0：アンダフロー割り込みを禁止 

1：アンダフロー割り込みを許可 

26 OIEN 0 R/W オーバフロー割り込みイネーブル 

0：オーバフロー割り込みを禁止 

1：オーバフロー割り込みを許可 

25 IIEN 0 R/W アイドルモード割り込みイネーブル 

0：アイドルモード割り込みを禁止 

1：アイドルモード割り込みを許可 

24 DIEN 0 R/W データ割り込みイネーブル 

0：データ割り込みを禁止 

1：データ割り込みを許可 

23、22 CHNL[1:0] すべて 0 R/W チャネル 

各システムワードのチャネル数を示します。 

00：各システムワードは 1チャネルで構成されています。 

01：各システムワードは 2チャネルで構成されています。 

10：各システムワードは 3チャネルで構成されています。 

11：各システムワードは 4チャネルで構成されています。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

21～19 DWL[2:0] すべて 0 R/W データワード長 

データワードのビット数を示します。 

000：8ビット 

001：16ビット 

010：18ビット 

011：20ビット 

100：22ビット 

101：24ビット 

110：32ビット 

111：設定禁止 

18～16 SWL[2:0] すべて 0 R/W システムワード長 

システムワードのビット数を示します。 

000：8ビット 

001：16ビット 

010：24ビット 

011：32ビット 

100：48ビット 

101：64ビット 

110：128ビット 

111：256ビット 

15 SCKD 0 R/W シリアルビットクロック方向 

0：シリアルビットクロック入力、スレーブモード 

1：シリアルビットクロック出力、マスタモード 

【注】 (SCKD, SWSD) = (0, 0)と(1, 1)の設定のみ可能です。それ以外の

設定は禁止です。 

14 SWSD 0 R/W シリアルWS方向 

0：シリアルワード選択入力、スレーブモード 

1：シリアルワード選択出力、マスタモード 

【注】 (SCKD, SWSD) = (0, 0)と(1, 1)の設定のみ可能です。それ以外の

設定は禁止です。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

シリアルビットクロック極性 

0：SSI_WSと SSI_SDATAは SSI_SCKの立ち下がりエッジで変化 

（SCK立ち上がりエッジでサンプリング） 

1：SSI_WSと SSI_SDATAは SSI_SCKの立ち上がりエッジで変化 

（SCK立ち下がりエッジでサンプリング） 

 SCKP＝0 SCKP＝1 

受信時（TRMD＝0）SSI_SDATA

入力サンプリングタイミング 

SSI_SCK 

立ち上がりエッジ 

SSI_SCK 

立ち下がりエッジ 

送信時（TRMD＝1）SSI_SDATA

出力変化タイミング 

SSI_SCK 

立ち下がりエッジ 

SSI_SCK 

立ち上がりエッジ 

 

スレーブモード時（SWSD＝0）

SSI_WS 入力サンプリングタイ

ミング 

SSI_SCK 

立ち上がりエッジ 

SSI_SCK 

立ち下がりエッジ 

マスタモード時（SWSD＝1） 

SSI_WS出力変化タイミング 

SSI_SCK 

立ち下がりエッジ 

SSI_SCK 

立ち上がりエッジ 

13 SCKP 0 R/W 

 

 

12 SWSP 0 R/W シリアルWS極性 

0：SSI_WSは第 1チャネルではローレベル、第 2チャネルではハイ 

レベル 

1：SSI_WSは第 1チャネルではハイレベル、第 2チャネルではロー 

レベル 

11 SPDP 0 R/W シリアルパディング極性 

0：パディングビットはローレベル 

1：パディングビットはハイレベル 

MUEN = 1のとき、パディングビットはローレベルになります（MUTE機

能が優先されます）。 

10 SDTA 0 R/W シリアルデータアラインメント 

0：シリアルデータ、パディングビットの順に送受信 

1：パディングビット、シリアルデータの順に送受信 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 PDTA 0 R/W パラレルデータアラインメント 

データワード長が 32、16、8ビットのとき、このビットは意味を持ちませ

ん。 

このビットは、受信モード時の SSIRDRと送信モード時の SSITDRに適用

します。 

0：パラレルデータ（SSITDR、SSIRDR）を左詰め 

1：パラレルデータ（SSITDR、SSIRDR）を右詰め 

• DWL[2:0]＝000（データワード長 8ビット時）、PDTA設定は無視 

SSIRDRかSSITDRの全データビットがシリアルオーディオバス上で使

用されます。各 32ビットアクセスには 4データワードが送受信されま

す。ビット 7～0には第 1のデータワード、ビット 15～8には第 2のデ

ータワード、ビット 23～16には第 3のデータワード、そしてビット 31

～24には第 4のデータワードが格納されています。 

• DWL[2:0]＝001（データワード長 16ビット時）、PDTA設定は無視 

SSIRDRかSSITDRの全データビットがシリアルオーディオバス上で使

用されます。各 32ビットアクセスには 2データワードが送受信されま

す。ビット 15～0には第 1のデータワード、そしてビット 31～16には

第 2のデータワードが格納されています。 

• DWL[2:0]＝010、011、100、101（データワード長 18、20、22、24ビ

ット時）、PDTA＝0（左詰め） 

SSIRDRか SSITDRのデータビットで使用されるのは以下のビットで

す。 

ビット 31～ビット（32－DWL[2:0]によって設定されたデータワード長

のビット数） 

つまり、DWL[2:0]＝011のとき、データワード長は 20ビットになり、

SSIRDRか SSITDRのビット 31～12が使用されます。他のすべてのビ

ットは無視されるかリザーブビットになります。 

• DWL[2:0]＝010、011、100、101（データワード長 18、20、22、24ビ

ット時）、PDTA＝1（右詰め） 

SSIRDRか SSITDRのデータビットで使用されるのは以下のビットで

す。 

ビット（DWL[2:0]によって設定されたデータワード長のビット数－1）

～ビット 0 

つまり、DWL[2:0]＝011のとき、データワード長は 20ビットになり、

SSIRDRか SSITDRのビット 19～0が使用されます。他のすべてのビッ

トは無視されるかリザーブビットになります。 

• DWL[2:0]＝110（データワード長 32ビット時）、PDTA設定は無視 

SSIRDRかSSITDRの全データビットがシリアルオーディオバス上で使

用されます。 

8 DEL 0 R/W シリアルデータディレイ 

0：SSI_WSと SSI_SDATA間で 1クロックサイクルの遅延 

1：SSI_WSと SSI_SDATA間の遅延なし 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6～4 CKDV[2:0] すべて 0 R/W シリアルオーバサンプルクロック分周比 

オーバサンプルクロック SSI_CLKとシリアルビットクロックの分周比を

設定します。SCKD＝0のとき、このビットは無視されます。 

シリアルビットクロックはシフトレジスタで使われ、SSI_SCK端子から供

給されます。 

000：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック 

周波数／1 

001：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック 

周波数／2 

010：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック 

周波数／4 

011：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック 

周波数／8 

100：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック 

周波数／16 

101：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック 

周波数／6 

110：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック 

周波数／12 

111：設定禁止 

3 MUEN 0 R/W ミュートイネーブル 

0：SSIモジュールはミュート状態でない 

1：SSIモジュールはミュート状態 

2 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 TRMD 0 R/W 送信／受信モード選択 

0：SSIモジュールは受信モード 

1：SSIモジュールは送信モード 

0 EN 0 R/W SSIモジュールイネーブル 

0：SSIモジュール動作を禁止 

1：SSIモジュール動作を許可 
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34.3.2 ステータスレジスタ（SSISR） 

SSISRは、SSIモジュールの動作状態を示すステータスフラグと、現在のチャネル番号とワード番号を示すビッ

トで構成されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
R R R R R/W* R/W* R R R R R R R R R R

1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
R R R R R R R R R R R R R R R R

－ － － DMRQ UIRQ OIRQ IIRQ DIRQ － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － CHNO[1:0] SWNO IDST

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － 0 R リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

28 DMRQ 0 R DMA要求ステータスフラグ 

本ステータスフラグにより、CPUは SSIモジュールの DMAリクエストの

状態を知ることができます。 

TRMD＝0（受信モード）のとき： 

• DMRQ＝1のとき、SSIRDRに未読データがあります。 

• SSIRDRが読み出された場合、次の未読データがくるまで DMRQ＝0にな

ります。 

TRMD＝1（送信モード）のとき： 

• DMRQ＝1のとき、SSITDRは、シリアルオーディオバス上の送信を継続

できるようデータの書き込みを要求します。 

• SSITDRにデータが書き込まれた場合、次の送信データの要求があるまで

DMRQ＝0になります。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

27 UIRQ 0 R/W*1 アンダフローエラー割り込みステータスフラグ 

本ステータスフラグは要求レートより低いレートでデータが供給されたこ

とを示します。 

このビットは、UIENビットの設定に関わらず 1にセットされます。0にク

リアするには、0を書き込んでください。 

UIRQ＝1かつ UIEN＝1のとき、割り込みが発生します。 

TRMD＝0（受信モード）のとき： 

UIRQ＝1のとき、DMRQや DIRQビットが新しい未読データの存在を示

す前に、SSIRDRが読み出されたことを示しています。このとき、同じ受

信データがホストによって 2回格納される可能性があり、マルチチャネル

データの破壊につながる恐れがあります。 

TRMD＝1（送信モード）のとき： 

UIRQ＝1のとき、送信する前に SSITDRに送信データが書き込まれなか

ったことを示しています。これにより同じデータが 1回多く送信される可

能性があり、マルチチャネルデータの破壊につながる恐れがあります。結

果として間違った SSIデータが出力されるため、このエラーは、受信モー

ドのアンダフローより深刻です。 

【注】 アンダフローエラーが発生すると、次のデータが書き込まれるまで、

データバッファ中にあるデータが送信されます。 

26 OIRQ 0 R/W*1 オーバフローエラー割り込みステータスフラグ 

本ステータスフラグは要求レートより高いレートでデータが供給されたこ

とを示します。 

このビットは OIENビットの設定に関わらず 1にセットされます。0にクリ

アするには、0を書き込んでください。 

OIRQ＝1かつ OIEN＝1のとき、割り込みが発生します。 

TRMD＝0（受信モード）のとき： 

OIRQ＝1のとき、SSIRDRに、新しい未読データが書き込まれる前に以

前の未読データが読み出されなかったことを示しています。これによりデ

ータが損失される可能性があり、マルチチャネルデータの破壊につながる

恐れがあります。 

【注】オーバフローエラーが発生すると、データバッファ中にあるデータ

は、SSIインタフェースから送られてくる次のデータに上書きされま

す。 

TRMD＝1（送信モード）のとき： 

OIRQ＝1のとき、SSITDR中のデータがシフトレジスタに転送される前に

SSITDRにデータが書き込まれたことを示しています。これによりデ

ータが損失される可能性があり、マルチチャネルデータの破壊につ

ながる恐れがあります。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

25 IIRQ 0*2 R アイドルモード割り込みステータスフラグ 

本ステータスフラグは SSIモジュールがアイドル状態であるかどうかを示

します。ポーリングを可能にするため、このビットは、IIENビットの設定

に関わらず 1にセットされます。 

割り込みは、IIENビットを 0にクリアすることでマスクできますが、この

ビットに 0を書き込んでも割り込みをクリアできません。 

IIRQ＝1かつ IIEN＝1のとき、割り込みが発生します。 

0：SSIモジュールはアイドル状態でない 

1：SSIモジュールはアイドル状態 

24 DIRQ 0 R データ割り込みステータスフラグ 

本ステータスフラグは SSIモジュールがデータの読み出しか書き込みを必

要としていることを示します。 

ポーリングを可能にするため、このビットは、DIENビットの設定に関わら

ず 1にセットされます。 

割り込みは、DIENビットを 0にクリアすることでマスクできますが、この

ビットに 0を書き込んでも割り込みをクリアできません。 

DIRQ＝1かつ DIEN＝1のとき、割り込みが発生します。 

TRMD＝0（受信モード）のとき： 

0：SSIRDRに未読データなし 

1：SSIRDRに未読データあり 

TRMD＝1（送信モード）のとき： 

0：送信バッファはフル 

1：送信バッファは空で、SSITDRへのデータ書き込みを要求しています 

23～4 － H'10A00 R リザーブビット 

読み出し値は H'10A00です。書き込む値は常に 0にしてください。 

3、2 CHNO[1:0] すべて 0 R チャネル番号 

現在のチャネルを示します。 

TRMD＝0（受信モード）のとき： 

このビットは、SSIRDR内の現在のデータがどのチャネルのものかを表わ

します。シフトレジスタからの転送により SSIRDR中のデータが更新さ

れるとこの値は変化します。 

TRMD＝1（送信モード）のとき： 

このビットは、SSITDRにどのチャネルのデータを書き込むべきかを表わ

します。データがシフトレジスタにコピーされると、SSITDRに書き込ま

れたかどうかに関わらず、この値は変化します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 SWNO 1 R シリアルワード番号 

現在のワード番号を示します。 

TRMD＝0（受信モード）のとき： 

このビットは、SSIRDR内の現在のデータがどちらのシステムワードであ

るかを表わします。SSIRDRが読み出されたかどうかに関わらず、シフト

レジスタからの転送により SSIRDR中のデータが更新されるとこの値は

変化します。 

TRMD＝1（送信モード）のとき： 

このビットは、SSITDRにどちらのシステムワードを書き込むべきかを表

わします。データがシフトレジスタにコピーされると、SSITDRに書き込

まれたかどうかに関わらず、この値は変化します。 

0 IDST 1*2 R アイドルモードステータスフラグ 

本ステータスフラグはシリアルバスが停止した状態であることを示します。 

EN＝1かつシリアルバスが動作中のとき、このビットはクリアされます。 

このビットは以下の条件のときに自動的に 1にセットされます。 

SSIがマスタトランスミッタ（SWSD＝1かつ TRMD＝1）のとき： 

ENビットがクリアされ、SSITDRに書き込まれているデータがシリアル

データ入出力端子（SSI_SDATA）から出力を完了すると、このビットは

1にセットされます。 

SSIがマスタレシーバ（SWSD＝1かつ TRMD＝0）のとき： 

ENビットがクリアされ、現在のシステムワードが終了すると、このビッ

トは 1にセットされます。 

SSIがスレーブトランスミッタ／レシーバ（SWSD＝0）のとき： 

ENビットがクリアされ、現在のシステムワードが終了すると、このビッ

トは 1にセットされます。 

【注】 現在のシステムワードが終了する前に外部デバイスがシリアルバス

クロックを停止すると、このビットはセットされません。 

【注】 *1 読み出し／書き込み可能。0を書き込むとビットは初期化されますが、1の書き込みは無視されます。 

 *2 マニュアルリセットの場合、不定となります。 
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34.3.3 トランスミットデータレジスタ（SSITDR） 

SSITDRは、32ビットのレジスタで、送信するデータを格納します。 

本レジスタに書き込まれたデータは、送信の要求があると、シフトレジスタに転送されます。データワード長

が 32ビット未満のとき、アラインメントは SSICRの PDTAコントロールビットの設定に従って行われます。 

本レジスタを読むことで、バッファ内のデータが得られます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：

R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W  
 

34.3.4 レシーブデータレジスタ（SSIRDR） 

SSIRDRは、32ビットのレジスタで、受信したデータを格納します。 

本レジスタのデータは、データワードが受信されるごとにシフトレジスタから転送されます。データワード長

が 32ビット未満のとき、アラインメントは SSICRの PDTAコントロールビットの設定に従って行われます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R  
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34.4 動作説明 

34.4.1 バスフォーマット 

SSIモジュールは、トランスミッタとレシーバのいずれとしても動作でき、どちらのモードにおいても、多くの

シリアルバスフォーマットを使用できます。 

バスフォーマットは表 34.4に示す 4つの主要なモードから選択できます。 
 

表 34.4 SSIモジュールのバスフォーマット 

バスフォーマット

非圧縮スレーブレシーバ

非圧縮スレーブトランスミッタ

非圧縮マスタレシーバ

非圧縮マスタトランスミッタ

コントロールビット コンフィギュレーションビット

T
R

M
D

S
C

K
D

S
W

S
D

E
N

M
U

E
N

D
IE

N

IIE
N

O
IE

N

U
IE

N

D
E

L

P
D

T
A

S
D

T
A

S
P

D
P

S
W

S
P

S
C

K
P

S
W

L[
2:

0]

D
W

L[
2:

0]

C
H

N
L[

1:
0]

0

1

0

1

0

0

1

1

0

0

1

1

 
 

34.4.2 非圧縮モード 

非圧縮モードは、チャネルに分割されるシリアルオーディオストリームをサポートします。Philips、Sonyまた

は松下モードだけでなく、多数の改良版にも対応しています。 
 

（1） スレーブレシーバ 

このモードでは、別のデバイスからシリアルデータを受信できます。シリアルデータストリームに使われるク

ロックとワード選択信号は外部デバイスから供給されます。これらの信号が SSIモジュールに設定されたフォー

マットと一致しないとき、動作は保証されません。 
 

（2） スレーブトランスミッタ 

このモードでは、別のデバイスにシリアルデータを送信できます。シリアルデータストリームに使われるクロ

ックとワード選択信号は外部デバイスから供給されます。これらの信号が SSIモジュールに設定されたフォーマ

ットと一致しないとき、動作は保証されません。 

（3） マスタレシーバ 

このモードでは、別のデバイスからシリアルデータを受信できます。クロックとワード選択信号は SSI_CLK入

力クロックから内部生成されます。これらの信号のフォーマットは SSIモジュールの設定に従います。別デバイ

スから送信されるデータが、設定されたフォーマットと一致しないとき、動作は保証されません。 
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（4） マスタトランスミッタ 

このモードでは、別のデバイスにシリアルデータを送信できます。クロックとワード選択信号は SSI_CLK入力

クロックから内部生成されます。これらの信号のフォーマットは SSIモジュールのコンフィギュレーションビッ

トの設定に従います。 
 

（5） 動作設定キーワード長関連 

非圧縮モードは、SSICRのワード長に関するすべてのビットが有効です。SSIモジュールは多数のコンフィギュ

レーションをサポートできますが、ここでは Philips、Sony、松下のフォーマットについて説明します。 
 

（a） Philipsフォーマット 

図 34.2と図 34.3に、パディングありとパディングなしの Philipsフォーマットをそれぞれ示します。データワ

ード長がシステムワード長より短いときにパディングが発生します。 

prev. sample MSB LSB
+ 1 LSB MSB LSB

+ 1 LSB next sample

システムワード1 =
データワード1

システムワード2 =
データワード2

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA

SCKP = 0、SWSP = 0、DEL = 0、CHNL = 00
システムワード長 = データワード長のとき

 

図 34.2 Philipsフォーマット（パディングなし） 

MSB LSB MSB LSB Next

システムワード1 システムワード2

データワード1 データワード2パディング パディング

SSI_SCK

 SSI_WS

 SSI_SDATA

SCKP = 0、SWSP = 0、DEL = 0、CHNL = 00、SPDP = 0、SDTA = 0
システムワード長 > データワード長のとき

 

図 34.3 Philipsフォーマット（パディングあり） 
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図 34.4に Sonyフォーマットを、図 34.5に松下のフォーマットを示します。2つともパディングありの例です

が、システムワード長とデータワード長が同じだった場合はパディングなしとなることもあります。 
 

（b） Sonyフォーマット 

MSB LSB MSB LSB Next

システムワード1 システムワード2

データワード1 データワード2パディング パディング

SSI_SCK

 SSI_WS

 SSI_SDATA

SCKP = 0、SWSP = 0、DEL = 1、CHNL = 00、SPDP = 0、SDTA = 0
システムワード長 > データワード長のとき

 

図 34.4 Sonyフォーマット（シリアルデータ、パディングビットの順に送受信） 

（c） 松下フォーマット 

MSB LSB

システムワード1 システムワード2

データワード1 データワード2パディングパディング

MSB LSBPrev.

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA

SCKP = 0、SWSP = 0、DEL = 1、CHNL = 00、SPDP = 0、SDTA = 1
システムワード長 > データワード長のとき

 

図 34.5 松下フォーマット（パディングビット、シリアルデータの順に送受信） 

（6） マルチチャネルフォーマット 

Philips仕様の定義を拡張し、2システムワード中に2より多いチャネルの転送を行うデバイスタイプもあります。 

SSIモジュールは、CHNL、SWLおよび DWLビットを使って、2、3、および 4チャネルの転送を実行します。

ただし、システムワード長（SWL）が、データワード長（DWL）にチャネル数（CHNL）を掛けたもの以上の長

さの場合に限ります。 

表 34.5に有効な設定とパディングビット数を示します。有効ではない設定には数字の代わりに「–」が記入さ

れています。 
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表 34.5 有効な設定とパディングビット数 

システムワードごとのパディングビット数 DWL[2:0] 000 001 010 011 100 101 110 

CHNL 

[1:0] 

システムワードごとに 

デコードされるチャネル

SWL

[2:0] 

デコードされた

ワード長 

8 16 18 20 22 24 32 

000 8 0 － － － － － － 

001 16 8 0 － － － － － 

010 24 16 8 6 4 2 0 － 

011 32 24 16 14 12 10 8 0 

100 48 40 32 30 28 26 24 16 

101 64 56 48 46 44 42 40 32 

110 128 120 112 110 108 106 104 96 

00 1 

111 256 248 240 238 236 234 232 224 

000 8 － － － － － － － 

001 16 0 － － － － － － 

010 24 8 － － － － － － 

011 32 16 0 － － － － － 

100 48 32 16 12 8 4 0 － 

101 64 48 32 28 24 20 16 0 

110 128 112 96 92 88 84 80 64 

01 2 

111 256 240 224 220 216 212 208 192 

000 8 － － － － － － － 

001 16 － － － － － － － 

010 24 0 － － － － － － 

011 32 8 － － － － － － 

100 48 24 0 － － － － － 

101 64 40 16 10 4 － － － 

110 128 104 80 74 68 62 56 32 

10 3 

111 256 232 208 202 196 190 184 160 

000 8 － － － － － － － 

001 16 － － － － － － － 

010 24 － － － － － － － 

011 32 0 － － － － － － 

100 48 16 － － － － － － 

101 64 32 0 － － － － － 

110 128 96 64 56 48 40 32 0 

11 4 

111 256 224 192 184 176 168 160 128 
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SSIモジュールがトランスミッタとして動作する場合、SSITDRに書き込まれた各ワードは書き込まれた順にシ

リアルオーディオバスに送信されます。SSIモジュールがレシーバとして動作する場合、シリアルオーディオバス

が受信した各ワードは SSIRDRから受信した順に読み出されます。 

図 34.6～図 34.8に、2、3および 4チャネルのデータがどのようにシリアルオーディオバスに転送されるかを

示します。図 34.6にはパディングビットがない場合、図 34.7は左詰めの場合、そして図 34.8は右詰めの場合を

示します。これらの例は、すべて任意の例です。 

MSB LSB

データ
ワード1

MSB LSB MSB LSB MSB LSB

データ
ワード2

データ
ワード3

データ
ワード4

システムワード1 システムワード2

MSB LSB

データ
ワード1

MSB LSB MSB LSB MSB LSB

データ
ワード2

データ
ワード3

データ
ワード4

システムワード1 システムワード2

LSB MSB

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA

SCKP = 0、SWSP = 0、DEL = 1、CHNL = 01、SPDP = Don't care、SDTA = Don't care
システムワード長 = データワード長 × 2のとき 

 

図 34.6 マルチチャネルフォーマット（2チャネル、パディングなし） 

MSB LSB

システムワード2

データ
ワード1

MSB LSB MSB LSB MSB

データ
ワード2

データ
ワード3

パ
デ
ィ
ン
グ

システムワード1

MSB LSB MSB LSB MSB LSB

データ
ワード4

データ
ワード5

データ
ワード6

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA

パ
デ
ィ
ン
グ

SCKP = 0、SWSP = 0、DEL = 1、CHNL = 10、SPDP = 1、SDTA = 0
システムワード長 = データワード長 × 3のとき

 

図 34.7 マルチチャネルフォーマット（3チャネル、Highパディング） 
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MSB LSB

システムワード2

データ
ワード1

MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSB

データ
ワード2

データ
ワード3

データ
ワード4

データ
ワード5

データ
ワード6

データ
ワード7

データ
ワード8

パ
デ
ィ
ン
グ

システムワード1

パ
デ
ィ
ン
グ

SSI_WS

SSI_SDATA

SSI_SCK

SCKP = 0、SWSP = 0、DEL = 1、CHNL = 11、SPDP = 0、SDTA = 1
システムワード長 = データワード長 × 4のとき

 

図 34.8 マルチチャネルフォーマット 

（4チャネル、パディングビット、シリアルデータの順に送受信、パディングあり） 

（7） 動作設定フォーマット設定ビット 

非圧縮モードの他のコンフィギュレーションビットを以下に示します。これらのビットはお互いに排他的では

ありませんが、組み合わせによっては実用でない設定があります。 

図 34.9の基本のフォーマット例を参照しながら、これらのコンフィギュレーションビットを以下に説明します。 

SSI_SCK

 SSI_WS

 SSI_SDATA

【記号説明】（以降の図に適用）

0000 00

シリアルバスのローレベル（パディングやミュート）0

シリアルバスのハイレベル（パディング）1

レシーバのサンプリングポイント

SSITDRのnビットTDn

第1のチャネル 第2のチャネル

TD28 TD31TD31 TD30 TD29 TD28 TD31 TD30 TD29 TD28

SWL = 6ビット（SSIモジュールでは不可な参考例）
DWL = 4ビット（SSIモジュールでは不可な参考例）
CHNL = 00、SCKP = 0、SWSP = 0、SPDP = 0、SDTA = 0、PDTA = 0、DEL = 0、MUEN = 0
SSITDRに連続書き込みされた4ビットのデータがシリアルオーディオバスに送信されます

 

図 34.9 基本フォーマット例（送信モード、任意のシステム／データワード長） 

図 34.9の例では、6ビットのシステムワードと 4ビットのデータワードが使用されます。これらの設定は SSI

モジュールでは実現不可能ですが、その他の設定ビットの説明のためにここでは例として用いています。 
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（a） 反転クロック 

SSI_SCK

 SSI_WS

 SSI_SDATA 0000 00

第1のチャネル 第2のチャネル

TD28 TD31TD31 TD30 TD29 TD28 TD31 TD30 TD29 TD28

SCKP = 1を除き、基本フォーマット例と同じ設定です。

 

図 34.10 反転クロック 

（b） 反転ワード選択信号 

SSI_SCK

 SSI_WS

 SSI_SDATA 0000 00

第1のチャネル 第2のチャネル

TD28 TD31TD31 TD30 TD29 TD28 TD31 TD30 TD29 TD28

SWSP = 1を除き、基本フォーマット例と同じ設定です。

 

図 34.11 反転ワード選択信号 

（c） 反転パディング極性 

SSI_SCK

 SSI_WS

SSI_SDATA TD28 TD31

第1のチャネル 第2のチャネル

1 1 1 1 1 1TD31 TD30 TD29 TD28 TD31 TD30 TD29 TD28

SPDP = 1を除き、基本フォーマット例と同じ設定です。

 

図 34.12 反転パディング極性 
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（d） パディングビット、シリアルデータの順に送受信、遅延あり 

SSI_SCK

SSI_WS

 SSI_SDATA 000TD28 0 0

第1のチャネル 第2のチャネル

TD30 TD29 TD31 TD30 TD29 TD28 TD31 TD30 TD29 TD28

SDTA = 1を除き、基本フォーマット例と同じ設定です。

 

図 34.13 パディングビット、シリアルデータの順に送受信、遅延あり 

（e） パディングビット、シリアルデータの順に送受信、遅延なし 

SDTA = 1、DEL = 1を除き、基本フォーマット例と同じ設定です。

000TD28 0 0TD29 0TD31 TD30 TD29 TD28 TD31 TD30 TD29 TD28

SSI_SCK

 SSI_WS

SSI_SDATA

第1のチャネル 第2のチャネル

 

図 34.14 パディングビット、シリアルデータの順に送受信、遅延なし 

（f） シリアルデータ、パディングビットの順に送受信、遅延なし 

DEL = 1を除き、基本フォーマット例と同じ設定です。

0000 0 0 TD31 TD30TD31 TD30 TD29 TD28 TD31 TD30 TD29 TD28

SSI_SCK

SSI_WS

 SSI_SDATA

第1のチャネル 第2のチャネル

 

図 34.15 シリアルデータ、パディングビットの順に送受信、遅延なし 
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（g） パラレルデータの右詰め、遅延あり 

PDTA = 1を除き、基本フォーマット例と同じ設定です。

0000 0 0 TD3TD0 TD3 TD2 TD1 TD0 TD3 TD2 TD1 TD0

SSI_SCK

SSI_WS

 SSI_SDATA

第1のチャネル 第2のチャネル

 

図 34.16 パラレルデータの右詰め、遅延あり 

（h） ミュート有効 

MUEN = 1 （TDデータ無視）を除き、基本フォーマット例と同じ設定です。

0000 0 00 00 00 00 00 000

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA

第1のチャネル 第2のチャネル

 

図 34.17 ミュート有効 
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34.4.3 動作モード 

コンフィギュレーション、有効および無効の 3つの動作モードがあります。図 34.18に動作モードの遷移図を

示します。 

モジュール
コンフィギュ
レーション

（リセット後）

モジュール有効
（通常tx/rx）

EN = 1
（IDST = 0）

モジュール
無効（バスの
インアクティブ
待ち） EN = 0

（IDST = 0）

EN = 0
（IDST = 1）

リセット

 

図 34.18 動作モード遷移図 

（1） コンフィギュレーションモード 

リセット解除後にこのモードになります。SSIモジュールが ENビットのセットで有効になる前に、このモード

でコントロールレジスタに必要な設定をする必要があります。 

ENビットをセットすると、SSIモジュールはモジュール有効モードに遷移します。 

（2） モジュール有効モード 

このモードの動作は選択された動作モードに依存しています。詳細については「34.4.4 送信動作」と「34.4.5 

受信動作」を参照してください。 
 

34.4.4 送信動作 

送信は DMAか割り込みで制御できます。 

CPU負荷を低減するという点では、DMA制御の方が優れています。DMA制御モードでは、データのアンダフ

ローやオーバフローの発生時、または DMACの転送終了は、割り込みによって通知されます。 

別の制御方法としては、必要に応じて SSIモジュールがデータ供給のために生成する割り込みを用いる方法が

あります。SSIモジュールは単にダブルバッファ構造であり、少なくともシステムワードごとにデータの書き込み

を必要とするため、割り込み制御モードの方が高い負荷が生じます。 

SSIモジュールを無効にする場合、SSISRの IIRQビットが SSIのアイドル状態を示すまで SSIクロック*は供給

され続けなければなりません。 

図 34.19に DMA制御モードの送信動作を、図 34.20に割り込み制御モードの送信動作を示します。 
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【注】 * SCKD＝0のとき SSI_SCK端子からの入力クロック 

  SCKD＝1のとき SSI_CLK端子からの入力クロック 

 

（1） DMAコントローラを使用した送信 

リセット解除
SSICRのコンフィギュレーション

ビットを設定 

開始

必要に応じて送信用の
データを供給するように

DMAのセットアップ

SSIモジュールをイネーブル
DMAをイネーブル

エラー割り込みを許可 

DMACやSSIからの
割り込み待ち

SSI
エラー割り込み？

DMAC 
Txデータの終了？

送信するデータが
残っている？

SSIモジュールをディスエーブル
DMAをディスエーブル
エラー割り込みを禁止
アイドル割り込みを許可 

SSIモジュールからの
アイドル割り込み待ち

終了*

【注】 *   SSIエラー割り込み（アンダフロー／オーバフロー）が発生した場合は、 
   再度開始フローから実行してください。

Yes

No

No

Yes

Yes

No

TRMD、EN、SCKD、SWSD、
MUEN、DEL、PDTA、SDTA、
SPDP、SWSP、SCKP、SWL、
DWL、CHNLの設定

EN = 1、
DMEN = 1、
UIEN = 1、OIEN = 1

EN = 0、
DMEN = 0、
UIEN = 0、OIEN = 0、
IIEN = 1

 

図 34.19 DMAコントローラを使用した送信 
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（2） 割り込みデータフロー制御を使用した送信 

リセット解除
SSICRのコンフィギュレーション

ビットを設定 

開始

SSIモジュールをイネーブル
データ割り込みをイネーブル
エラー割り込みを許可

SSIからの割り込み待ち

データ割り込み？

送信するデータが
残っている？

SSIモジュールをディスエーブル
データ割り込みをディスエーブル

エラー割り込みを禁止
アイドル割り込みを許可 

SSIモジュールからの
アイドル割り込み待ち

終了

No

Yes

Yes

No

TRMD、EN、SCKD、SWSD、
MUEN、DEL、PDTA、SDTA、
SPDP、SWSP、SCKP、SWL、
DWL、CHNLの設定

EN = 1、
DIEN = 1、
UIEN = 1、OIEN = 1

SSIステータスレジスタビットで
アンダフロー／オーバフロー
後にデータの再アラインメント

EN = 0、
DIEN = 0、
UIEN = 0、OIEN = 0、
IIEN = 1

チャネルnのデータをロード

次のチャネル

n = ((CHNL + 1) × 2)
ループ

 

図 34.20 割り込みデータフロー制御を使用した送信 

34.4.5 受信動作 

送信同様、受信も DMAまたは割り込みで制御できます。 

図 34.21と図 34.22にそれぞれの動作フローチャートを示します。 

SSIモジュールを無効にする場合、SSISRの IIRQビットが SSIのアイドル状態を示すまで SSIクロック*は供給

され続けなければなりません。 
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【注】 * SCKD＝0のとき SSI_SCK端子からの入力クロック 

  SCKD＝1のとき SSI_CLK端子からの入力クロック 

（1） DMAコントローラを使用した受信 

No

Yes

No

リセット開始
SSICRのコンフィギュレーション

ビットを設定

SSIモジュールからメモリに
データ転送するように
DMAのセットアップ

SSIモジュールをイネーブル
DMAをイネーブル
エラー割り込みを許可

DMACやSSIからの
割り込み待ち

SSI
エラー割り込み？

DMAC
Rxデータの終了？

受信するデータが
残っている？

SSIモジュールをディスエーブル
DMAをディスエーブル
エラー割り込みを禁止
アイドル割り込みを許可 

SSIモジュールからの
アイドル割り込み待ち

終了*

【注】*   SSIエラー割り込み（アンダフロー／オーバフロー）が発生した場合は、 
 再度開始フローから実行してください。

TRMD、EN、SCKD、SWSD、
MUEN、DEL、PDTA、SDTA、
SPDP、SWSP、SCKP、SWL、
DWL、CHNLの設定

EN = 1、
DMEN = 1、
UIEN = 1、OIEN = 1

EN = 0、
DMEN = 0、
UIEN = 0、OIEN = 0、
IIEN = 1

開始

Yes

No

Yes

 

図 34.21 DMAコントローラを使用した受信 
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（2） 割り込みデータフロー制御を使用した受信 

リセット解除
SSICRのコンフィギュレーション

ビットを設定

開始

SSIモジュールをイネーブル
データ割り込みをイネーブル
エラー割り込みを許可 

SSIからの割り込み待ち

SSI
エラー割り込み？

データをさらに
受信する？

SSIモジュールをディスエーブル
データ割り込みをディスエーブル

エラー割り込みを禁止
アイドル割り込みを許可

SSIモジュールからの
アイドル割り込み待ち

終了

Yes

No

Yes

No

TRMD、EN、SCKD、SWSD、
MUEN、DEL、PDTA、SDTA、
SPDP、SWSP、SCKP、SWL、
DWL、CHNLの設定

EN = 1、
DIEN = 1、
UIEN = 1、OIEN = 1

SSIステータスレジスタビットで
アンダフロー／オーバフロー
後にデータの再アラインメント

EN = 0、
DIEN = 0、
UIEN = 0、OIEN = 0、
IIEN = 1

レシーブデータレジスタから
データの読み出し

 

図 34.22 割り込みデータフロー制御を使用した受信 

アンダフローやオーバフロー条件が一致した場合、SSISRの CHNO[1:0]ビットと SWNOビットを使って SSIモ

ジュールを一致する前の状態に回復できます。アンダフローやオーバフローが発生したら、ホスト CPUはチャネ

ル数とシステムワード数を読み出すことで、シリアルオーディオストリームの到達した位置を知ることができま

す。トランスミッタとして動作する場合、SSIモジュールが次に送信する予定のデータに到達するまでホスト CPU

は送信データをスキップすることが可能です。これにより、オーディオデータストリームと再び同期できます。

レシーバとして動作する場合、SSIモジュールが次に受信すると示しているデータを格納できるようになるまでホ

スト CPUはヌルデータを格納することにより、受信データ数の整合性をとり、オーディオデータストリームと再

び同期できます。 
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34.4.6 シリアルビットクロックコントロール 

シリアルビットクロック機能を用いて、シリアルバスインタフェースで使われるクロックの制御と選択を行っ

ています。 

シリアルビットクロック方向が入力に設定されている場合（SSICR.SCKD＝0）、SSIモジュールはクロックス

レーブモードであり、シフトレジスタが使うビットクロックは SSI_SCK端子に入力されたクロックです。 

シリアルビットクロック方向が出力に設定されている場合（SSICR.SCKD＝1）、SSIモジュールはクロックマ

スタモードであり、シフトレジスタが使うビットクロックは SSI_CLK入力端子から入力されたクロックまたはそ

れを分周したクロックです。SSI_CLK端子から入力されたクロックは、SSICRのシリアルオーバサンプルクロッ

ク分周比（SSICR.CKDV）ビットで設定された比率で分周された後でシフトレジスタのビットクロックとして使

われます。 

上記のいずれの場合でも、SSI_SCK端子の出力はビットクロックと同じになります。 
 

34.5 使用上の注意事項 

34.5.1 受信 DMA動作中にオーバフローが起こった場合の制限事項 

受信 DMA動作中にオーバフローが起こった場合、モジュールの再起動が必要です。SSI内の受信バッファは L

チャネルと Rチャネルが共用の 32ビットのレジスタで構成しています。そのため、例えばコントロールレジスタ

（SSICR）のデータワード長（DWL2～DWL0）が 32ビットの設定で、システムワード長（SWL2～SWL0）が 32

ビットの設定の場合、オーバフローが一度発生すると、Lチャネルで受信すべきデータが、Rチャネルで受信して

しまうことがあります。 

そこで、オーバフローエラー割り込みまたはオーバフローエラーステータスフラグ（SSISRの OIRQビット）

によりオーバフローを確認した場合、SSICRの ENビットおよび DMENビットに 0を書き込むことにより、SSI

モジュールの DMAを禁止して動作を停止させてください（この時 DMAコントローラの設定も停止させてくださ

い）。その後、OIRQビットに 0を書き込み、オーバフローステータスをクリアし、再度 DMAの設定を行い、転

送を再開してください。 
 

34.5.2 スレーブモードで動作させる場合の制限事項 

本 LSIをスレーブモードで使用する場合において、データ転送を終了する際には、入力するワード選択信号

（SSI_WS）が停止する前に本 LSIのデータ転送を終了（SSICRの ENビット＝0）してください。 

スレーブモードの場合、ENビットがクリア（転送停止の設定）され、ワード選択信号（SSI_WS）の立ち下が

りエッジを検出することでデータ転送を終了する構成になっています。入力するワード選択信号が停止すると、

ワード選択信号立ち下がりエッジが検出できなくなり、データ転送が正常に終了できなくなります。 
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35. USBホストコントローラ（USBH） 

本 LSIは、USBホストコントローラ（USBH）を内蔵しており、ルートハブと 1ポートの USBトランシーバを

備え、FullSpeed/LowSpeedで動作します。また、OpenHCIインタフェースとレジスタも内蔵しています。 

ソフトウェア開発に際しては、OpenHCI仕様も参照してください。 

USBトランシーバは USBファンクションコントローラ（USBF）と共用であり、どちらかを選択して使用しま

す。 

35.1 特長 

• OpenHCIインタフェースをサポート 

• USBホストインタフェースをサポート 

• ルートハブ機能（ただし、サポートは1ポートのみ） 

• FullSpeed（12Mbps）モード、LowSpeed（1.5Mbps）モードで動作 

• 過電流検出機能および電源イネーブル管理機能を内蔵 
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USBHのブロック図を図 35.1に示します。 

周辺バス
0

SuperHyway
ブリッジバス USBホストモジュール

アプリケーション
スレーブI/F

データ

32

HCI I/F
スレーブ

OHCI
レジスタ

HCI I/F
マスタ

分周

データ

12MHz

コントロール

コントロール

コントロール

リスト
プロセッサ

XVR
USBP
USBM
USB_PWREN
USB_OVRCRT

XVR：USBトランシーバ

ルートハブ、
ホスト

SIE

ルートハブ、
設定部

OHCI
ルートハブ
レジスタ

アプリケーション
マスタインタフェース

FIFO（入力）
4バイト

FIFO（出力）
4バイト

USB_CLK (48MHz)

48MHz

コントロール

32

 

図 35.1 USBホストのブロック図 

35.2 入出力端子 

USBHの端子構成を表 35.1に示します。 
 

表 35.1 端子構成 

名称 機   能 入出力 説   明 

USBP D+ 入出力 USBポート D+ 

USBM D- 入出力 USBポート D- 

USB_OVRCRT USBポート過電流検出 入出力 ローで過電流検出、ハイで正常動作を検出するため

に使用します。 

USB_PWREN USBポート電源イネーブル 出力 USBポート電源イネーブル管理 

クロック端子 USB_CLK 入力 USB用クロック入力端子（48MHz入力）* 

【注】 * Pck0＞USB_CLKの条件で使用してください。 
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35.3 レジスタの説明 
USBHのレジスタ構成を表 35.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 35.3に示しま

す。設定コントロールレジスタ以外のレジスタは、OpenHCI仕様に適合しています。詳細は OpenHCI Rev.1.0を

参照してください。 

設定コントロールレジスタは、本 LSI専用のレジスタです。 
 

表 35.2 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

アクセス 

サイズ 

HcRevisionレジスタ USBHR R H'FFEC 8000 H'1FEC 8000 32 

HcControlレジスタ USBHC R/W H'FFEC 8004 H'1FEC 8004 32 

HcCommandStatusレジスタ USBHCS R/W H'FFEC 8008 H'1FEC 8008 32 

HcInterruptStatusレジスタ USBHIS R/W H'FFEC 800C H'1FEC 800C 32 

HcInterruptEnableレジスタ USBHIE R/W H'FFEC 8010 H'1FEC 8010 32 

HcInterruptDisableレジスタ USBHID R/W H'FFEC 8014 H'1FEC 8014 32 

HcHCCAレジスタ USBHHCCA R/W H'FFEC 8018 H'1FEC 8018 32 

HcPeriodCurrentEDレジスタ USBHPCED R/W H'FFEC 801C H'1FEC 801C 32 

HcControlHeadEDレジスタ USBHCHED R/W H'FFEC 8020 H'1FEC 8020 32 

HcControlCurrentEDレジスタ USBHCCED R/W H'FFEC 8024 H'1FEC 8024 32 

HcBulkHeadEDレジスタ USBHBHED R/W H'FFEC 8028 H'1FEC 8028 32 

HcBulkCurrentEDレジスタ USBHBCED R/W H'FFEC 802C H'1FEC 802C 32 

HcDoneHeadレジスタ USBHDHED R/W H'FFEC 8030 H'1FEC 8030 32 

HcFmIntervalレジスタ USBHFI R/W H'FFEC 8034 H'1FEC 8034 32 

HcFmRemainingレジスタ USBHFR R H'FFEC 8038 H'1FEC 8038 32 

HcFmNumberレジスタ USBHFN R H'FFEC 803C H'1FEC 803C 32 

HcPeriodicStartレジスタ USBHPS R/W H'FFEC 8040 H'1FEC 8040 32 

HcLSThresholdレジスタ USBHLST R/W H'FFEC 8044 H'1FEC 8044 32 

HcRhDescriptorAレジスタ USBHRDA R/W H'FFEC 8048 H'1FEC 8048 32 

HcRhDescriptorBレジスタ USBHRDB R/W H'FFEC 804C H'1FEC 804C 32 

HcRhStatusレジスタ USBHRS R/W H'FFEC 8050 H'1FEC 8050 32 

HcRhPortStatus2レジスタ USBHRPS2 R/W H'FFEC 8058 H'1FEC 8058 32 

設定コントロールレジスタ USBHSC R/W H'FFEC 80F0 H'1FEC 80F0 32 

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて物

理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 
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表 35.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

HcRevisionレジスタ USBHR 00000010 00000010 保持 保持 

HcControlレジスタ USBHC 00000000 00000000 保持 保持 

HcCommandStatusレジスタ USBHCS 00000000 00000000 保持 保持 

HcInterruptStatusレジスタ USBHIS 00000000 00000000 保持 保持 

HcInterruptEnableレジスタ USBHIE 00000000 00000000 保持 保持 

HcInterruptDisableレジスタ USBHID 00000000 00000000 保持 保持 

HcHCCAレジスタ USBHHCCA 00000000 00000000 保持 保持 

HcPeriodCurrentEDレジスタ USBHPCED 00000000 00000000 保持 保持 

HcControlHeadEDレジスタ USBHCHED 00000000 00000000 保持 保持 

HcControlCurrentEDレジスタ USBHCCED 00000000 00000000 保持 保持 

HcBulkHeadEDレジスタ USBHBHED 00000000 00000000 保持 保持 

HcBulkCurrentEDレジスタ USBHBCED 00000000 00000000 保持 保持 

HcDoneHeadレジスタ USBHDHED 00000000 00000000 保持 保持 

HcFmIntervalレジスタ USBHFI 00002EDF 00002EDF 保持 保持 

HcFmRemainingレジスタ USBHFR 00000000 00000000 保持 保持 

HcFmNumberレジスタ USBHFN 00000000 00000000 保持 保持 

HcPeriodicStartレジスタ USBHPS 00000000 00000000 保持 保持 

HcLSThresholdレジスタ USBHLST 00000628 00000628 保持 保持 

HcRhDescriptorAレジスタ USBHRDA 02001002 02001002 保持 保持 

HcRhDescriptorBレジスタ USBHRDB 00000000 00000000 保持 保持 

HcRhStatusレジスタ USBHRS 00000000 00000000 保持 保持 

HcRhPortStatus2レジスタ USBHRPS2 00000100  00000100  保持 保持 

設定コントロールレジスタ USBHSC 00000001 00000001 保持 保持 
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35.3.1 HcRevisionレジスタ（USBHR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
R R R R R R R R

REV[7:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 － リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

7～0 REV[7:0] H'10 R Revision 

ハードウェアがサポートする OpenHCI仕様のリビジョン番号を示します。 

(X.Y＝H'XY) 

本 USBホストコントローラ（HC）は、OpenHCI 1.0仕様をサポートしてい

ます。 
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35.3.2 HcControlレジスタ（USBHC） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

RWE RWC IR HCFS[1:0] BLE CLE IE PLE CBSR[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

10 RWE 0 R/W RemoteWakeupConnectedEnable 

リモートウェイクアップ信号をサポートしている場合、このビットでリモー

トウェイクアップ機能を有効にします。USBホストモジュールではリモー

トウェイクアップ信号をサポートしていないので、このビットは無視されま

す。 

9 RWC 0 R/W RemoteWakeupConnected 

ホストコントローラ（HC）がリモートウェイクアップ信号をサポートする

かどうかを示します。 

8 IR 0 R/W InterruptRouting 

割り込みの通知先を指定します。 

0：割り込みを通常の割り込み処理部（INT）に通知します。 

1：割り込みを SMIに通知します。 

7、6 HCFS[1:0] すべて 0 R/W HostControllerFunctionalState 

ホストコントローラの状態を設定します。以下の 4種類の状態があります。 

00：UsbReset 

01：UsbResume 

10：UsbOperational 

11：UsbSuspend 

ホストコントローラは、ダウンストリームのポートから送信された再開信号

を検出すると、強制的に USBSUSPEND状態を USBRESUME状態に切り替えま

す。 

5 BLE 0 R/W BulkListEnable 

このビットをセットすると、バルクリストの処理を有効にします。 

4 CLE 0 R/W ControlListEnable 

このビットをセットすると、コントロールリストの処理を有効にします。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 IE 0 R/W IsochronousEnable 

周期リストが有効なとき、このビットをクリアすると、アイソクロナスリス

トを無効にします（したがって、インタラプト EDの処理が可能です）。周

期リスト処理中に、HCはアイソクロナス EDを見つけると、このビットの

状態をチェックします。 

2 PLE 0 R/W PeriodicListEnable 

このビットをセットすると、周期リスト（インタラプトリストとアイソクロ

ナスリスト）の処理を有効にします。フレーム内の周期転送を行う前に、

HCはこのビットの状態をチェックします。 

1、0 CBSR[1:0] すべて 0 R/W ControlBulkServiceRatio 

バルクエンドポイント 1個に対し、いくつのコントロールエンドポイントを

処理するかを指定します。処理するコントロールエンドポイント数－1の値

を指定してください（例：00：コントロールエンドポイント 1個、11：コ

ントロールエンドポイント 4個）。 

 

35.3.3 HcCommandStatusレジスタ（USBHCS） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － － － SOC[1:0]

－ － － － － － － － － － － － － BLF CLF HCR

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～18 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

17、16 SOC[1:0] すべて 0 R ScheduleOverrunCount 

HcInterruptStatusレジスタの SchedulingOverrunビットがセットされるた

びに、このビットの値がインクリメントされます。カウント値 11の後にイ

ンクリメントが起こると、値は 00に戻ります。 

15～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 BLF 0 R/W BulkListFilled 

このビットがセットされているとき、バルクリストにアクティブ EDがある

ことを示します。このビットは、ソフトウェアとホストコントローラのどち

らからもセットできます。ホストコントローラは、バルクリストの先頭から

処理を開始するたびに、このビットをクリアします。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 CLF 0 R/W ControlListFilled 

このビットがセットされているとき、コントロールリストにアクティブ ED

があることを示します。このビットは、ソフトウェアとホストコントローラ

のどちらからもセットできます。ホストコントローラは、コントロールリス

トの先頭から処理を開始するたびに、このビットをクリアします。 

0 HCR 0 R/W HostControllerReset 

このビットをセットすると、ソフトウェアリセットを開始します。リセット

動作が完了すると、ホストコントローラがこのビットをクリアします。 

 

35.3.4 HcInterruptStatusレジスタ（USBHIS） 

このレジスタのすべてのビットは、セットはハードウェアが行い、クリアはソフトウェアが行います。 

ビットをクリアするときは、対応するビットに 1を書き込んでください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － RHSC FNO UE RD SF WDH SO

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

6 RHSC 0 R/W RootHubStatusChange 

HcRhStatusレジスタまたは HcRhPortStatusレジスタの値が変化すると、

このビットがセットされます。 

5 FNO 0 R/W FrameNumberOverflow 

FrameNumberのビット 15の値が 0から 1へ、または 1から 0へ変化する

と、このビットがセットされます。 

4 UE 0 R/W UnrecoverableError 

HCが USBに関わらないシステムエラーを検出すると、このビットがセッ

トされます。 

3 RD 0 R/W ResumeDetected 

HCがダウンストリームポートからの開始信号を検出すると、このビットが

セットされます。 

2 SF 0 R/W StartofFrame 

フレームマネージャが StartofFrame（フレーム開始）のイベントを通知す

ると、このビットがセットされます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 WDH 0 R/W WritebackDoneHead 

HCが HcDoneHeadレジスタの値を HccaDoneHeadに書き込むと、このビ

ットがセットされます。 

0 SO 0 R/W SchedulingOverrun 

リストプロセッサが、スケジュールオーバランが発生したと判断すると、こ

のビットがセットされます。 

 

35.3.5 HcInterruptEnableレジスタ（USBHIE） 

このレジスタのビットに 1を書き込むと、対応するビットがセットされます。ただし、0を書き込んでもビット

の値は変化しません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MIE OC － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － RHSC FNO UE RD SF WDH SO

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 MIE 0 R/W MasterInterruptEnable 

割り込み全体を有効にするビットです。1を書き込むと、以下のビットで有

効にした割り込みの発生を許可します。 

30 OC 0 R/W OwnershipChangeEnable 

0：無視されます。 

1：所有権の変更（OwnershipChange）による割り込みを有効にします。 

29～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

6 RHSC 0 R/W RootHubStatusChangeEnable 

0：無視されます。 

1：ルートハブ状態の変更（RootHubStatusChange）による割り込みを有

効にします。 

5 FNO 0 R/W FrameNumberOverflowEnable 

0：無視されます。 

1：フレーム番号のオーバフロー（FrameNumberOverflow）による割り込

みを有効にします。 

4 UE 0 R/W UnrecoverableErrorEnable 

この機能はサポートしていません。値を書き込んでも無視されます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 RD 0 R/W ResumeDetectedEnable 

0：無視されます。 

1：開始信号の検出（ResumeDetected）による割り込みを有効にします。 

2 SF 0 R/W StartOfFrameEnable 

0：無視されます。 

1：フレームの開始（StartOfFrame）による割り込みを有効にします。 

1 WDH 0 R/W WritebackDoneHeadEnable 

0：無視されます。 

1：WritebackDoneHeadによる割り込みを有効にします。 

0 SO 0 R/W SchedulingOverrunEnable 

0：無視されます。 

1：スケジュールオーバラン（SchedulingOverrun）による割り込みを有

効にします。 
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35.3.6 HcInterruptDisableレジスタ（USBHID） 

このレジスタのビットに 1を書き込むと、HcInterruptEnableレジスタの対応するビットがクリアされます。ただ

し、0を書き込んでもビットの値は変化しません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MIE OC － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － RHSC FNO UE RD SF WDH SO

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 MIE 0 R/W MasterInterruptDisable 

割り込み全体を無効にするビットです。1を書き込むと、すべての割り込み

の発生を禁止します。 

30 OC 0 R/W OwnershipChangeDisable 

0：無視されます。 

1：ホストコントローラ所有権の変更（OwnershipChange）による割り込

みを禁止します。 

29～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

6 RHSC 0 R/W RootHubStatusChangeDisable 

0：無視されます。 

1：ルートハブ状態の変更（RootHubStatusChange）による割り込みを禁

止します。 

5 FNO 0 R/W FrameNumberOverflowDisable 

0：無視されます。 

1：フレーム番号のオーバフロー（FrameNumberOverflow）による割り込

みを禁止します。 

4 UE 0 R/W UnrecoverableErrorDisable 

この機能はサポートしていません。値を書き込んでも無視されます。 

3 RD 0 R/W ResumeDetectedDisable 

0：無視されます。 

1：開始信号の検出（ResumeDetected）による割り込みを禁止します。 

2 SF 0 R/W StartOfFrameDisable 

0：無視されます。 

1：フレームの開始（StartOfFrame）による割り込みを禁止します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 WDH 0 R/W WritebackDoneHeadDisable 

0：無視されます。 

1：WritebackDoneHeadによる割り込みを禁止します。 

0 SO 0 R/W SchedulingOverrunDisable 

0：無視されます。 

1：スケジュールオーバラン（SchedulingOverrun）による割り込みを禁

止します。 

 

35.3.7 HcHCCAレジスタ（USBHHCCA） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R R R R

HCCA[23:8]

HCCA[7:0] － － － － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 HCCA[23:0] すべて0 R/W HCCA 

HCCA基底アドレスへのポインタ 

7～0 － すべて0 R リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 
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35.3.8 HcPeriodCurrentEDレジスタ（USBHPCED） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

PCED[27:12]

PCED[11:0] － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 PCED[27:0] すべて 0 R PeriodCurrentED 

現在の周期リスト EDへのポインタ 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

35.3.9 HcControlHeadEDレジスタ（USBHCHED） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R

CHED[27:12]

CHED[11:0] － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 CHED[27:0] すべて 0 R/W ControlHeadED 

コントロールリストの先頭 EDへのポインタ 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 
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35.3.10 HcControlCurrentEDレジスタ（USBHCCED） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R

CCED[27:12]

CCED[11:0] － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 CCED[27:0] すべて 0 R/W ControlCurrentED 

現在のコントロールリスト EDへのポインタ 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

35.3.11 HcBulkHeadEDレジスタ（USBHBHED） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R

BHED[27:12]

BHED[11:0] － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 BHED[27:0] すべて 0 R/W BulkHeadED 

バルクリストの先頭 EDへのポインタ 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 
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35.3.12 HcBulkCurrentEDレジスタ（USBHBCED） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R

BCED[27:12]

BCED[11:0] － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 BCED[27:0] すべて 0 R/W BulkCurrentED 

現在のバルクリスト EDへのポインタ 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

35.3.13 HcDoneHeadレジスタ（USBHDHED） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

DH[27:12]

DH[11:0] － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 DH[27:0] すべて 0 R DoneHead 

現在の完了リストの先頭 EDへのポインタ 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 
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35.3.14 HcFmIntervalレジスタ（USBHFI） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 1 0 1 1 1 0 1 1 0 1 1 1 1 1
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

FIT FSMPS[14:0]

FI[13:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 FIT 0 R/W FrameIntervalToggle 

新しい値を FrameIntervalビットにロードするたびに、ホストコントローラ

ドライバ（HCD）がこのビットの値を反転します。 

30～16 FSMPS 

[14:0] 

すべて 0 R/W FSLargestDataPacket 

各フレームの最初で最大データパケットカウンタ（Largest Data Packet 

Counter）にロードする値を指定します。 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

13～0 FI[13:0] H'2EDF R/W FrameInterval 

フレーム長を（ビット時間－1）の形で指定します。1フレーム当たり 12,000

ビット時間の場合、11,999を指定します。 

 

35.3.15 HcFmRemainingレジスタ（USBHFR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

FRT

FR[13:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 FRT 0 R FrameRemainingToggle 

FrameRemainingビットに値がロードされると、このビットに

FrameIntervalToggleビットの値がロードされます。 

30～14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

13～0 FR[13:0] すべて 0 R FrameRemaining 

このビットは 14ビットのダウンカウンタで、フレームのタイミングを決め

るために用います。ホストコントローラがUSBOPERATIONAL状態にあるとき、

このカウンタは、12MHzのクロックごとにデクリメントします。カウンタ

値が 0になったときが、フレームの終わりです。このとき、カウンタには

FrameIntervalビットの値がリロードされます。また、ホストコントローラ

の状態が USBOPERATIONALに遷移するタイミングでも、このカウンタはリロ

ードされます。 

 

35.3.16 HcFmNumberレジスタ（USBHFN） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

FN[16:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

15～0 FN[16:0] すべて 0 R FrameNumber 

このビットは、16ビットのアップカウンタです。FrameRemainingビットへ

のロードと同時に、値をインクリメントします。カウンタ値は、H'FFFFを

超えると H'0000に戻ります。 
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35.3.17 HcPeriodicStartレジスタ（USBHPS） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PS[13:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

13～0 PS[13:0] すべて 0 R/W PeriodicStart 

リストプロセッサが、フレーム中のどこから周期リスト処理を開始するのか

を判断するために必要な値を設定します。 

 

35.3.18 HcLSThresholdレジスタ（USBHLST） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

LST[11:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

11～0 LST[11:0] H'628 R/W LSThreshold 

フレームマネージャが、現在のフレームで低速トランザクションを行えるか

どうかを判断するために必要な値を設定します。 
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35.3.19 HcRhDescriptorAレジスタ（USBHRDA）（本 LSIのサポートは 1ポートのみ） 

このレジスタは、パワーオンリセットでのみリセットされます。システムの初期化時に、ルートハブを設定す

るために、このレジスタに書き込みます。通常の動作中には、このレジスタに書き込まないでください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R R R R

0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
R R R R/W R/W R R/W R/W R R R R R R R R

POTPGT[7:0] － － － － － － － －

－ － － NOCP OCPM DT NPS PSM NDP[7:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 POTPGT 

[7:0] 

H'02 R/W PowerOnToPowerGoodTime 

USBホストコントローラの電源切り替えは、2msで有効になります。この

ビットの値は、2ms単位で指定します。 

ビット 25、24のみ、リードおよびライト可能です。他のビットはリードの

み可能で、読み出し値は 0です。これらのビットに 1h以外の値を書き込む

ことは想定されていません。限られた範囲で、インプリメンテーション特有

の機能用にのみ、書き込むことが可能です。これらのビットには、常に 0以

外の値を書き込んでください。 

23～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 NOCP 1 R/W NoOverCurrentProtection 

USBホストコントローラが全体の過電流通知を行うかどうかを指定します。 

0：過電流状態を通知します。 

1：過電流状態を通知しません。 

このビットは、外部システムポートの過電流検出のインプリメンテーション

にあわせて、値を設定してください。 

11 OCPM 0 R/W OverCurrentProtectionMode 

USBホスト全体の過電流通知を行うかどうかを指定します。 

0：全体の過電流を通知します。 

1：個別の過電流を通知します。 

このビットの設定は、NoOverCurrentProtectionビットがクリアされている

ときにのみ有効です。このビットには 0を書き込んでください。 

10 DT 0 R DeviceType 

USBホストコントローラが複合デバイスでないことを示します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 NPS 0 R/W NoPowerSwitching 

USBホストコントローラが全体の電源切り替えをサポートしているかどう

かを指定します。 

0：ポートの電源切り替えは可能です。 

1：ポートは常に電源オン状態です。 

このビットは、外部システムポートの電源切り替えのインプリメンテーショ

ンにあわせて、値を設定してください。 

8 PSM 0 R/W PowerSwitchingMode 

USBホストコントローラが全体の電源切り替えをサポートしているかどう

かを指定します。 

0：全体の電源を切り替えます。 

1：個別に電源を切り替えます。 

このビットの設定は、NoPowerSwitchingビットがクリアされているときの

み有効です。このビットには 0を書き込んでください。 

7～0 NDP[7:0] H'02 R NumberDownstreamPorts 

USBホストコントローラが 1つのダウンストリームポートをサポートして

いることを示します。（2ポートを指示しているが 1ポートしかサポートし

ていない） 
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35.3.20 HcRhDescriptorBレジスタ（USBHRDB）（本 LSIのサポートは 1ポートのみ） 

このレジスタは、パワーオンリセットでのみリセットされます。システムの初期化時に、ルートハブを設定す

るために、このレジスタに書き込みます。通常の動作中には、このレジスタに書き込まないでください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PPCM[15:0]

DR[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 PPCM[15:0] すべて 0 R/W PortPowerControlMask 

USBホストコントローラが全体の電源切り替えをサポートするかどうかを

指定します。このビットは、NoPowerSwitchingビットがクリアされ、

PowerSwitchingModeビットがセットされているとき（個別のポート切り替

え時）のみ、有効です。このビットをセットすると、ポートは個別ポート電

源切り替えコマンド（Set/ClearPortPower）でのみ切り替えられます。この

ビットをクリアすると、ポートは全体（グローバル）ポート電源切り替えコ

マンド（Set/ClearGlobalPower）でのみ切り替えられます。 

0：デバイスは取り外し不可です。 

1：グローバル電源切り替えをマスクします。 

ビットとポートの対応 

0：リザーブ 

1：ポート 1 

2：ポート 2 

... 

15：ポート 15 

システムで使用しないポートに対応するビットはリザーブビットとなり、読

み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 DR[15:0] すべて 0 R/W DeviceRemovable 

USBホストコントローラのポートは、デフォルトでは取り外し可能です。 

0：デバイスは取り外し可能です。 

1：デバイスは取り外し不可です。 

ビットとポートの対応 

0：リザーブ 

1：ポート 1 

2：ポート 2 

... 

15：ポート 15 

システムで使用しないポートに対応するビットはリザーブビットとなり、読

み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

35.3.21 HcRhStatusレジスタ（USBHRS） 

このレジスタは UsbReset状態でリセットされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

－ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
W R R R R R R R R R R R R R R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R R R R R R R R R R R R R R R/W

CRWE － － － － － － － － － － － － － OCIC LPSC

DRWE － － － － － － － － － － － － － OCI LPS

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 CRWE － W （ライト時）ClearRemoteWakeupEnable 

1を書き込むと、DeviceRemoteWakeupEnableビットをクリアします。0を

書き込んでも変化しません。 

30～18 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

17 OCIC 0 R/W OverCurrentIndicatorChange 

OverCurrentIndicatorビットが変化すると、このビットがセットされます。1

を書き込むとビットをクリアします。0を書き込んでも変化しません。 

16 LPSC 0 R/W （リード時）LocalPowerStatusChange 

本 LSIではサポートしません。読み出し値は常に 0です。 

（ライト時）SetGlobalPower 

1を書き込むと、ポートに SetGlobalPowerコマンドを発行します。0を書き

込んでも変化しません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 DRWE 0 R/W （リード時）DeviceRemoteWakeupEnable 

ポートの ConnectStatusChangeをリモートウェイクアップイベントとして

有効にします。 

0：無効 

1：有効 

（ライト時）SetRemoteWakeupEnable 

1を書き込むと DeviceRemoteWakeupEnableビットをセットします。0を

書き込んでも変化しません。 

14～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 OCI 0 R OverCurrentIndicator 

OVRCUR端子の状態を示します。NoOverCurrentProtectionと

OverCurrentProtectionModeビットがクリアされているときのみ有効です。 

0：過電流状態は検出されていません。 

1：過電流状態です。 

0 LPS 0 R/W （リード時）LocalPowerStatus 

本 LSIではサポートしません。読み出し値は常に 0です。 

（ライト時）ClearGlobalPower 

1を書き込むと、ポートに ClearGlobalPowerコマンドを発行します。0を書

き込んでも変化しません。 

 

35.3.22 HcRhPortStatus2レジスタ（USBHRPS2） 

このレジスタは UsbReset状態でリセットされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R R R R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － PRSC OCIC PSSC PESC CSC

－ － － － － － LSDA PPS － － － PRS POCI PSS PES CCS

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～21 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

20 PRSC 0 R/W PortResetStatusChange 

ポートリセットが完了したことを示します。 

0：ポートリセットは未完了です。 

1：ポートリセットは完了しています。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

19 OCIC 0 R/W PortOverCurrentIndicatorChange 

OverCurrentIndicatorビットが変化すると、このビットがセットされます。1

を書き込むとビットをクリアします。0を書き込んでも変化しません。 

18 PSSC 0 R/W PortSuspendStatusChange 

ポートの選択的再開シーケンスが完了したことを示します。 

0：ポートは再開されていません。 

1：ポートの再開が完了しています。 

17 PESC 0 R/W PortEnableStatusChange 

ハードウェアのイベントにより、ポートが無効になっている

（PortEnableStatusビットがクリアされている）ことを示します。 

0：ポートは無効になっていません。 

1：PortEnableStatusビットがクリアされています。 

16 CSC 0 R/W ConnectStatusChange 

接続あるいは切断イベントが検出されたことを示します。1を書き込むとビ

ットをクリアします。0を書き込んでも変化しません。 

0：接続／切断イベントは発生していません。 

1：接続／切断イベントをハードウェアで検出しました。 

【注】DeviceRemoveableビットがセットされると、このビットは 1にリセ

ットされます。 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 LSDA 不定* R/W （リード時）LowSpeedDeviceAttached 

接続されているデバイスのスピード（およびバスアイドル）を示します。

CurrentConnectStatusビットがセットされているときのみ有効です。 

0：高速デバイス 

1：低速デバイス 

（ライト時）ClearPortPower 

1を書き込むと、PortPowerStatusビットをクリアします。0を書き込んで

も変化しません。 

8 PPS 0 R/W （リード時）PortPowerStatus 

電源切り替えモードにかかわらず、ポートの電源状態を示します。 

0：ポートの電源はオフ 

1：ポートの電源はオン 

【注】NoPowerSwitchingビットがセットされていると、このビットの読み

出し値は常に 1です。 

（ライト時）SetPortPower 

1を書き込むと、PortPowerStatusビットをセットします。0を書き込んで

も変化しません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 PRS 0 R/W （リード時）PortResetStatus 

0：ポートリセット信号はアクティブではありません。 

1：ポートリセット信号はアクティブです。 

（ライト時）SetPortReset 

1を書き込むと、PortResetStatusビットをセットします。0を書き込んでも

変化しません。 

3 POCI 0 R/W （リード時）PortOverCurrentIndicator 

USBホストコントローラは全体の過電流通知機能をサポートしています。こ

のビットは、対応するポートの OVRCUR端子の状態を示します。

NoOverCurrentProtectionビットがクリアされ OverCurrentProtectionMode

ビットがセットされているときのみ有効です。 

0：過電流状態は検出されていません。 

1：過電流状態が検出されています。 

（ライト時）ClearSuspendStatus 

1を書き込むと、対応するポートの選択的再開シーケンスを開始します。0

を書き込んでも変化しません。 

2 PSS 0 R/W （リード時）PortSuspendStatus 

0：ポートは中断されていません。 

1：ポートは選択的に中断されています。 

（ライト時）SetPortSuspend 

1を書き込むと、PortSuspendStatusビットをセットします。0を書き込ん

でも変化しません。 

1 PES 0 R/W （リード時）PortEnableStatus 

0：ポートは無効です。 

1：ポートは有効です。 

（ライト時）SetPortEnable 

1を書き込むと、PortEnableStatusビットをセットします。0を書き込んで

も変化しません。 

0 CCS 0 R/W （リード時）CurrentConnectStatus 

0：デバイスが接続されていません。 

1：デバイスが接続されています。 

【注】DeviceRemoveableビットがセットされていると（取り外し不可）、

このビットの読み出し値は常に 1です。 

（ライト時）ClearPortEnable 

1を書き込むと、PortEnableStatusビットをクリアします。0を書き込んで

も変化しません。 

【注】 * トランシーバの状態に影響します。 
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35.3.23 設定コントロールレジスタ（USBHSC） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － PS

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 PS 1 R/W PortSwitch 

0：ホスト 

1：ファンクション 

【注】 PortSwitchビットでファンクションモジュールとホストモジュールを切り替えるとき、USB_PWREN端子を使用してい

る場合は以下に注意してください。 

 

状  況 手   順 

ファンクションモジュールへの切り替え

（パワーオンシーケンス後は、デフォルト

で USBファンクションが選択されていま

す） 

次のステータス確認を行ってください。 

• USBファンクションモジュールの PULLUPEビットと USBホストモジュール

のPortPowerStatusビットの極性をあわせてからPortSwitchビットを 1にセッ

トする。 

• USBファンクションモジュールを起動してすでにPULLUPEがONの場合には

極性をあわせる必要はありません。 
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35.4 機能の説明 

35.4.1 機能概要 

（1） USBホストモジュール 

USBホストモジュールは、1つの外部ポートを備えたルートハブを内蔵しています。また、リストプロセッサ

（LP）、シリアルインタフェースエンジン（SIE）、USBクロック分周回路も内蔵しています。このインタフェ

ースは、HCが要求するバストランザクションを実行すると同時に、USB仕様で規定されているハブとポートの

管理も行います。アプリケーションインタフェースでは、HCIインタフェースを周辺バス 0インタフェースと

SuperHywayブリッジバスインタフェースに変換します。USBホストモジュールは、OpenHCIレジスタをサポート

しています。データ転送は、外部メモリと USBホストモジュール間の SuperHywayブリッジバスインタフェース

経由で行います。USBホストモジュールのレジスタは、周辺バス 0インタフェース経由で制御します。エンドポ

イントデスクリプタ（ED）とトランスファデスクリプタ（TD）は、データトランザクションの開始前に、外部メ

モリに格納してください。 

1. リストプロセッサ 

リストプロセッサは、リストコントロール部、ED部、TD部、リクエスト部の4つの部分からなります。リス

トコントロール部、ED部、TD部はロックステップ方式で動作し、リストコントロール部がED部を起動し、

次にED部がTD部を起動します。この3つの部分からのバス権要求はリクエスト部に送られ、リクエスト部が

ホストコントローラバスマスタへのインタフェースを行います。 

2. シリアルインタフェースエンジン（SIE） 

SIEはUSBへのトランザクションをすべて管理します。バスプロトコル、パケット生成、抽出、パラレルから

シリアルへのデータ変換、CRCコーディング、ビットスタッフ、NRZIエンコードを制御します。 

USBのトランザクションは、すべてリストプロセッサとフレームマネージャが要求します。リストプロセッ

サは、USBデバイスとの通信を開始するのに必要な情報をすべて取得すると、正しいプロトコルとパケット

フォーマットを生成するために必要なエンドポイント特有の制御情報をそえて、SIEに対し、通信パイプを確

立するよう要求を発行します。データバッファは、データパケットのデータパスを用意し、転送するバイト

数を制御します。 

フレームマネージャは1msごとにSOFイベントを発生し、それに対しSIEがSOFトークンを生成します。優先

順位が最高でディレイが許されないSOFを処理するためには、リストプロセッサの要求は無視されます。 

3. ルートハブ（本LSIのサポートは1ポートのみ） 

ルートハブは、個別に制御されるポートを集めたもので、全ポートに共通する機能にかかわる制御、状態を

保持するハブです。ハブに対する一般的なコマンド要求のインタフェースはホストコントローラドライバ

（HCD）でエミュレートされ、HCDが直接システムバス（PCI）を通して、ハブおよびポートの制御を行い

ます。以下の項目では、ハブとポートを分けて、必要な役割を説明します。 

ルートハブデスクリプタレジスタであるHcRhDescriptorAとHcRhDescriptorBは、現在のインプリメンテーショ

ンに対して最小の変更で多様な構成を可能とするために用意した、リード／ライト可能なレジスタです。 
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ハブとポートは、HcRhStatusレジスタとHcRhPortStatusレジスタでその制御と状態の表示を行います。各ポー

トは、それぞれ専用のHcRhPortStatusレジスタを持っています。コマンド構成はこれらのレジスタで定義され、

ソフトウェアはこれを用いてハブとポートを制御します。「35.3 レジスタの説明」で説明されたレジスタ

のビット位置に1を書き込むことによって、以下に示したコマンドが使用できます。コマンドの機能を以下に

説明します。 

• ハブ制御 

HCの状態は、ハブの状態も反映します。たとえば、HCが中断状態（USBSUSPEND）であると、ルートハブも

中断状態です。HCがUSBRESUME状態であると、ハブは必要なバス信号を発生します。USBRESET状態では、

ルートハブをリセットします。以下に、ハブとバスに関する制御と状態について説明します。 

• ポート制御 

ポートは、バス状態の駆動、監視にかかわるすべての動作を行います。HCDは、レジスタコマンドインタフ

ェースを通して、ポートの動作を制御します。 

• クロック生成 

USBインタフェースには48MHzのクロックが入力され、受信側の位相を同期させるために、4倍のデータ転送

速度を可能にしています。このクロックは、USBにかかわるすべてのクロック（12MHz）に対する入力にも

なっています。 

• スタティックSOFクロック 

USBシステムのホストとして、システムのフレームカウンタのカウント間隔は1msに保たれています。この

ため、静的な12MHzのクロックが必要です。これは、48MHzの内部クロックを分周して生成しています。こ

のクロックは、HCがUSBSUSPEND状態でないときに有効となります。 

• データ速度制御クロック 

SIEでは、送信クロックと受信クロックが12MHzで動くことが必要です。FSの送信中は、データ速度制御ク

ロックは12MHzのスタティックSOFクロックと同じです。 

データを受信する場合は、データ速度制御クロックは、送信側のクロックと一致する必要があります。位相

同期回路と連携することで、データビットとデータクロックが1対1になるようにデータ速度制御クロックを

調整します。これにより、データ送信側と同期を保つように、48MHzの内部クロック期間を定期的に調整す

ることになります。パケット転送が完了すると、データ速度制御クロックは、上記の12MHzのスタティック

クロックに戻ります。 
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35.5 外部回路との接続例 

本LSI

この信号は3.3Vにしてください。
（DC特性の章も参照）

USBコネクタ

USB_OVRCRT

USB_PWREN

USBP

USBM

5V

GND

D+

D-

電源管理
LSI

22Ω

15kΩ

22Ω

15kΩ

 

図 35.2 外部回路との接続例 

35.6 使用上の注意事項 

35.6.1 USBホスト共有メモリエリアについて 

USBHから LBSCへのデータアクセスサイズにおいて、LBSCでサポートしていない組み合わせがあります。そ

のため、共有メモリを SRAMエリア等のローカルバスエリアに設定した場合、USBHのメモリアクセスが停止す

る場合があります。 

USBHの共有メモリエリアは DDR_SDRAMエリアに設定してください。 
 

35.6.2 USB Bus Reset発行について 

USBデバイス接続認識時、HcControlレジスタの HCFS[1:0]ビットを使用して USB Resetを発行しないでくださ

い。USB Resetは、HcRhPortStatusレジスタの PRSビット（Port Reset）を使用して発行してください。 
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36. USBファンクションコントローラ（USBF） 

本 LSIは、USBファンクションコントローラ（USBF）を内蔵しています。 

USBトランシーバは USBホストコントローラ（USBH）と共用であり、どちらかを選択して使用します。 

36.1 特長 

• USB1.1サポートのUDC（USB Device Controller）を内蔵、USBプロトコルを自動処理。エンドポイント0に対

するUSB標準コマンドを自動処理（一部のコマンドとクラス／ベンダコマンドはファームウェアでデコード

し、処理する必要があります） 

• 転送スピード：フルスピード 

• エンドポイントの構成：任意のエンドポイント構成が設定可能です。 

 

エンドポイント（USBホストが使用するエンドポイント番号）と本 USBファンクションコントローラが提供す

る EP FIFO番号（転送方式、転送方向は固定）の対応を設定することで任意のエンドポイント構成が可能です。 
 

EP FIFO番号 名称 転送タイプ 最大パケット 

サイズ 

FIFOバッファ 

容量（バイト） 

DMA転送 

EP0s セットアップ 8 8 － 

EP0i コントロールイン 8 8 － 

エンドポイント 0 

EP0o コントロールアウト 8 8 － 

エンドポイント 1 EP1 バルクアウト 64 128 可能 

エンドポイント 2 EP2 バルクイン 64 128 可能 

エンドポイント 3 EP3 インタラプト 8 8 － 

エンドポイント 4 EP4 アイソクロナスアウト 64 128 － 

エンドポイント 5 EP5 アイソクロナスイン 64 128 － 

 

• 割り込み要求：USB送受信に必要な各種割り込み信号を生成 

• クロック：外部入力（48MHz）を使用 

• 低消費電力モード 

USBケーブル切断時、UDC内部クロック停止による低消費電力化が可能 

サスペンド状態へ自動遷移／自動復帰 

• セルフパワーモードに対応 
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図 36.1に USBFのブロック図を示します。 

周辺バス

割り込み要求
DMA転送要求

ステータス＆
コントロール
レジスタ

FIFO

UDC

トランシーバ

USBファンクションコントローラ

USBP

USBM

クロック（48MHz）

【記号説明】
　UDC：USB Device Controller  

図 36.1 USBFのブロック図 

 

36.2 入出力端子 

USBFの端子構成を表 36.1に示します。 
 

表 36.1 端子構成 

名称 端子名 入出力 機   能 

オーバカレント端子／ 

VBUS端子 

USB_OVRCRT/ 

USBF_VBUS 

入力 USBポートオーバカレント検出／USBケーブル接続モ

ニタ端子 

クロック端子 USB_CLK 入力 USB用クロック入力端子（48MHz入力）* 

パワーイネーブル端子／ 

プルアップ制御出力端子 

USB_PWREN/ 

USBF_UPLUP 

出力 USBポート電源投入許可制御／プルアップ制御出力端

子 

1P端子 USBP 入出力 D＋ 

1M端子 USBM 入出力 D－ 

【注】 * Pck0＞USB_CLKの条件で使用してください。 
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36.3 レジスタの説明 
USBFのレジスタ構成を、8ビットアクセスの場合と 32ビットアクセスの場合に分け表 36.2に示します。また、

各処理モードにおけるレジスタの状態を表 36.3に示します。 
 

表 36.2（1） レジスタ構成（アクセスサイズ＝8ビットの場合） 

名   称 略称 P4領域アドレス エリア 7アドレス アクセスサイズ 

割り込みフラグレジスタ 0 IFR0 H'FFEC 0001 H'1FEC 0001 8 

割り込みフラグレジスタ 1 IFR1 H'FFEC 0005 H'1FEC 0005 8 

割り込みフラグレジスタ 2 IFR2 H'FFEC 0009 H'1FEC 0009 8 

割り込みフラグレジスタ 3 IFR3 H'FFEC 000D H'1FEC 000D 8 

割り込みイネーブルレジスタ 0 IER0 H'FFEC 0011 H'1FEC 0011 8 

割り込みイネーブルレジスタ 1 IER1 H'FFEC 0015 H'1FEC 0015 8 

割り込みイネーブルレジスタ 2 IER2 H'FFEC 0019 H'1FEC 0019 8 

割り込みイネーブルレジスタ 3 IER3 H'FFEC 001D H'1FEC 001D 8 

割り込み選択レジスタ 0 ISR0 H'FFEC 0021 H'1FEC 0021 8 

割り込み選択レジスタ 1 ISR1 H'FFEC 0025 H'1FEC 0025 8 

割り込み選択レジスタ 2 ISR2 H'FFEC 0029 H'1FEC 0029 8 

割り込み選択レジスタ 3 ISR3 H'FFEC 002D H'1FEC 002D 8 

EP0iデータレジスタ EPDR0i H'FFEC 0031 H'1FEC 0031 8 

EP0oデータレジスタ EPDR0o H'FFEC 0035 H'1FEC 0035 8 

EP0sデータレジスタ EPDR0s H'FFEC 0039 H'1FEC 0039 8 

EP1データレジスタ EPDR1 H'FFEC 0041 H'1FEC 0041 8 

EP2データレジスタ EPDR2 H'FFEC 0051 H'1FEC 0051 8 

EP3データレジスタ EPDR3 H'FFEC 0061 H'1FEC 0061 8 

EP4データレジスタ EPDR4 H'FFEC 0071 H'1FEC 0071 8 

EP5データレジスタ EPDR5 H'FFEC 0081 H'1FEC 0081 8 

EP0o受信データサイズレジスタ EPSZ0o H'FFEC 0091 H'1FEC 0091 8 

EP1受信データサイズレジスタ EPSZ1 H'FFEC 0095 H'1FEC 0095 8 

EP4受信データサイズレジスタ EPSZ4 H'FFEC 0099 H'1FEC 0099 8 

データステータスレジスタ DASTS H'FFEC 009D H'1FEC 009D 8 

FIFOクリアレジスタ 0 FCLR0 H'FFEC 00A1 H'1FEC 00A1 8 

FIFOクリアレジスタ 1 FCLR1 H'FFEC 00A5 H'1FEC 00A5 8 

エンドポイントストールレジスタ 0 EPSTL0 H'FFEC 00A9 H'1FEC 00A9 8 

エンドポイントストールレジスタ 1 EPSTL1 H'FFEC 00AD H'1FEC 00AD 8 

トリガレジスタ TRG H'FFEC 00B1 H'1FEC 00B1 8 

DMA転送設定レジスタ DMA H'FFEC 00B5 H'1FEC 00B5 8 

コンフィグレーションバリューレジスタ CVR H'FFEC 00B9 H'1FEC 00B9 8 
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名   称 略称 P4領域アドレス エリア 7アドレス アクセスサイズ 

コントロールレジスタ 0 CTLR0 H'FFEC 00BD H'1FEC 00BD 8 

タイムスタンプレジスタ H TSRH H'FFEC 00C1 H'1FEC 00C1 8 

タイムスタンプレジスタ L TSRL H'FFEC 00C5 H'1FEC 00C5 8 

エンドポイント情報レジスタ EPIR H'FFEC 00C9 H'1FEC 00C9 8 

割り込みフラグレジスタ 4 IFR4 H'FFEC 00D1 H'1FEC 00D1 8 

割り込みイネーブルレジスタ 4 IER4 H'FFEC 00D5 H'1FEC 00D5 8 

割り込み選択レジスタ 4 ISR4 H'FFEC 00D9 H'1FEC 00D9 8 

コントロールレジスタ 1 CTLR1 H'FFEC 00DD H'1FEC 00DD 8 

タイマレジスタ H TMRH H'FFEC 00E1 H'1FEC 00E1 8 

タイマレジスタ L TMRL H'FFEC 00E5 H'1FEC 00E5 8 

セットタイムアウトレジスタ H STOH H'FFEC 00E9 H'1FEC 00E9 8 

セットタイムアウトレジスタ L STOL H'FFEC 00ED H'1FEC 00ED 8 

 

表 36.2（2） レジスタ構成（アクセスサイズ=32ビットの場合） 

名   称 略称 P4領域アドレス エリア 7アドレス アクセスサイズ 

割り込みフラグレジスタ 0 IFR0 H'FFEC 0000 H'1FEC 0000 32 

割り込みフラグレジスタ 1 IFR1 H'FFEC 0004 H'1FEC 0004 32 

割り込みフラグレジスタ 2 IFR2 H'FFEC 0008 H'1FEC 0008 32 

割り込みフラグレジスタ 3 IFR3 H'FFEC 000C H'1FEC 000C 32 

割り込みイネーブルレジスタ 0 IER0 H'FFEC 0010 H'1FEC 0010 32 

割り込みイネーブルレジスタ 1 IER1 H'FFEC 0014 H'1FEC 0014 32 

割り込みイネーブルレジスタ 2 IER2 H'FFEC 0018 H'1FEC 0018 32 

割り込みイネーブルレジスタ 3 IER3 H'FFEC 001C H'1FEC 001C 32 

割り込み選択レジスタ 0 ISR0 H'FFEC 0020 H'1FEC 0020 32 

割り込み選択レジスタ 1 ISR1 H'FFEC 0024 H'1FEC 0024 32 

割り込み選択レジスタ 2 ISR2 H'FFEC 0028 H'1FEC 0028 32 

割り込み選択レジスタ 3 ISR3 H'FFEC 002C H'1FEC 002C 32 

EP0iデータレジスタ EPDR0i H'FFEC 0030 H'1FEC 0030 32 

EP0oデータレジスタ EPDR0o H'FFEC 0034 H'1FEC 0034 32 

EP0sデータレジスタ EPDR0s H'FFEC 0038 H'1FEC 0038 32 

EP1データレジスタ EPDR1 H'FFEC 0040 H'1FEC 0040 32 

EP2データレジスタ EPDR2 H'FFEC 0050 H'1FEC 0050 32 

EP3データレジスタ EPDR3 H'FFEC 0060 H'1FEC 0060 32 

EP4データレジスタ EPDR4 H'FFEC 0070 H'1FEC 0070 32 

EP5データレジスタ EPDR5 H'FFEC 0080 H'1FEC 0080 32 

EP0o受信データサイズレジスタ EPSZ0o H'FFEC 0090 H'1FEC 0090 32 

EP1受信データサイズレジスタ EPSZ1 H'FFEC 0094 H'1FEC 0094 32 
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名   称 略称 P4領域アドレス エリア 7アドレス アクセスサイズ 

EP4受信データサイズレジスタ EPSZ4 H'FFEC 0098 H'1FEC 0098 32 

データステータスレジスタ DASTS H'FFEC 009C H'1FEC 009C 32 

FIFOクリアレジスタ 0 FCLR0 H'FFEC 00A0 H'1FEC 00A0 32 

FIFOクリアレジスタ 1 FCLR1 H'FFEC 00A4 H'1FEC 00A4 32 

エンドポイントストールレジスタ 0 EPSTL0 H'FFEC 00A8 H'1FEC 00A8 32 

エンドポイントストールレジスタ 1 EPSTL1 H'FFEC 00AC H'1FEC 00AC 32 

トリガレジスタ TRG H'FFEC 00B0 H'1FEC 00B0 32 

DMA転送設定レジスタ DMA H'FFEC 00B4 H'1FEC 00B4 32 

コンフィグレーションバリューレジスタ CVR H'FFEC 00B8 H'1FEC 00B8 32 

コントロールレジスタ 0 CTLR0 H'FFEC 00BC H'1FEC 00BC 32 

タイムスタンプレジスタ H TSRH H'FFEC 00C0 H'1FEC 00C0 32 

タイムスタンプレジスタ L TSRL H'FFEC 00C4 H'1FEC 00C4 32 

エンドポイント情報レジスタ EPIR H'FFEC 00C8 H'1FEC 00C8 32 

割り込みフラグレジスタ 4 IFR4 H'FFEC 00D0 H'1FEC 00D0 32 

割り込みイネーブルレジスタ 4 IER4 H'FFEC 00D4 H'1FEC 00D4 32 

割り込み選択レジスタ 4 ISR4 H'FFEC 00D8 H'1FEC 00D8 32 

コントロールレジスタ 1 CTLR1 H'FFEC 00DC H'1FEC 00DC 32 

タイマレジスタ H TMRH H'FFEC 00E0 H'1FEC 00E0 32 

タイマレジスタ L TMRL H'FFEC 00E4 H'1FEC 00E4 32 

セットタイムアウトレジスタ H STOH H'FFEC 00E8 H'1FEC 00E8 32 

セットタイムアウトレジスタ L STOL H'FFEC 00EC H'1FEC 00EC 32 

 

表 36.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

割り込みフラグレジスタ 0 IFR0 H'xxxx xx10 H'xxxx xx10 保持 保持 

割り込みフラグレジスタ 1 IFR1 H'xxxx xx00 H'xxxx xx00 保持 保持 

割り込みフラグレジスタ 2 IFR2 H'xxxx xx00 H'xxxx xx00 保持 保持 

割り込みフラグレジスタ 3 IFR3 H'xxxx xx00 H'xxxx xx00 保持 保持 

割り込みイネーブルレジスタ 0 IER0 H'xxxx xx00 H'xxxx xx00 保持 保持 

割り込みイネーブルレジスタ 1 IER1 H'xxxx xx00 H'xxxx xx00 保持 保持 

割り込みイネーブルレジスタ 2 IER2 H'xxxx xx00 H'xxxx xx00 保持 保持 

割り込みイネーブルレジスタ 3 IER3 H'xxxx xx00 H'xxxx xx00 保持 保持 

割り込み選択レジスタ 0 ISR0 H'xxxx xx00 H'xxxx xx00 保持 保持 

割り込み選択レジスタ 1 ISR1 H'xxxx xx03 H'xxxx xx03 保持 保持 

割り込み選択レジスタ 2 ISR2 H'xxxx xx1F H'xxxx xx1F 保持 保持 

割り込み選択レジスタ 3 ISR3 H'xxxx xx00 H'xxxx xx00 保持 保持 
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名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

EP0iデータレジスタ EPDR0i H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 保持 

EP0oデータレジスタ EPDR0o H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 保持 

EP0sデータレジスタ EPDR0s H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 保持 

EP1データレジスタ EPDR1 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 保持 

EP2データレジスタ EPDR2 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 保持 

EP3データレジスタ EPDR3 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 保持 

EP4データレジスタ EPDR4 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 保持 

EP5データレジスタ EPDR5 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 保持 

EP0o受信データサイズレジスタ EPSZ0o H'xxxx xx00 H'xxxx xx00 保持 保持 

EP1受信データサイズレジスタ EPSZ1 H'xxxx xx00 H'xxxx xx00 保持 保持 

EP4受信データサイズレジスタ EPSZ4 H'xxxx xx00 H'xxxx xx00 保持 保持 

データステータスレジスタ DASTS H'xxxx xx00 H'xxxx xx00 保持 保持 

FIFOクリアレジスタ 0 FCLR0 H'xxxx xx00 H'xxxx xx00 保持 保持 

FIFOクリアレジスタ 1 FCLR1 H'xxxx xx00 H'xxxx xx00 保持 保持 

エンドポイントストールレジスタ 0 EPSTL0 H'xxxx xx00 H'xxxx xx00 保持 保持 

エンドポイントストールレジスタ 1 EPSTL1 H'xxxx xx00 H'xxxx xx00 保持 保持 

トリガレジスタ TRG H'xxxx xx00 H'xxxx xx00 保持 保持 

DMA転送設定レジスタ DMA H'xxxx xx00 H'xxxx xx00 保持 保持 

コンフィグレーションバリュー 

レジスタ 

CVR H'xxxx xx00 H'xxxx xx00 保持 保持 

コントロールレジスタ 0 CTLR0 H'xxxx xx00 H'xxxx xx00 保持 保持 

タイムスタンプレジスタ H TSRH H'xxxx xx00 H'xxxx xx00 保持 保持 

タイムスタンプレジスタ L TSRL H'xxxx xx00 H'xxxx xx00 保持 保持 

エンドポイント情報レジスタ EPIR H'xxxx xx00 H'xxxx xx00 保持 保持 

割り込みフラグレジスタ 4 IFR4 H'xxxx xx00 H'xxxx xx00 保持 保持 

割り込みイネーブルレジスタ 4 IER4 H'xxxx xx00 H'xxxx xx00 保持 保持 

割り込み選択レジスタ 4 ISR4 H'xxxx xx00 H'xxxx xx00 保持 保持 

コントロールレジスタ 1 CTLR1 H'xxxx xx00 H'xxxx xx00 保持 保持 

タイマレジスタ H TMRH H'xxxx xx00 H'xxxx xx00 保持 保持 

タイマレジスタ L TMRL H'xxxx xx00 H'xxxx xx00 保持 保持 

セットタイムアウトレジスタ H STOH H'xxxx xx00 H'xxxx xx00 保持 保持 

セットタイムアウトレジスタ L STOL H'xxxx xx00 H'xxxx xx00 保持 保持 
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36.3.1 割り込みフラグレジスタ 0（IFR0） 

EP0i、EP0o、EP1、EP2、バスリセット、セットアップコマンド受信の割り込みフラグレジスタです。各フラグ

が 1セットされ、IER0の対応するビットで割り込みが許可されていれば、ISR0の対応ビットにより割り当てられ

た割り込み要求（USBFI0、USBFI1）が出力されます。フラグクリアは、0を書き込むことで行います。1書き込

みは無効で、何も行われません。そのため、割り込み要因をクリアするビットのみを 0とし、その他のビットを 1

として書き込みを行ってください。また C言語ビットフィールド宣言によるクリアは行わないでください。 

ただし、EP2 EMPTYステータスと EP1 FULLステータスは EP1、EP2の FIFO状態を示すステータスビットで

す。したがってクリアはできません。 
 

0 0 0 1 0 0 0 0
R/W R R/W R R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ BRST EP1
FULL

EP2
TR

EP2
EMPTY

SETUP
TS

EP0O
TS

EP0I
TR

EP0I
TS

ビット：

R/W

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 R リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7 BRST 0 R/W バスリセット 

［セット条件］ 

USBバス上でバスリセット信号を検出したとき 

［クリア条件］ 

（1）リセット時 

（2）CPUで 0を書き込んだとき 

6 EP1 

FULL 

0 R EP1（バルクアウト）FIFOフル 

［セット条件］ 

EP1の FIFOは 2面構成になっており、1面以上の FIFOが一杯のとき 

［クリア条件］ 

（1）リセット時 

（2）2面とも空きになったとき 

【注】ステータスビットのためクリアはできません。 

5 EP2 TR 0 R/W EP2（バルクイン）転送リクエスト 

［セット条件］ 

EP2にホストから INトークンが発行され、2面とも FIFOが空のとき 

［クリア条件］ 

（1）リセット時 

（2）CPUで 0を書き込んだとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 EP2 

EMPTY 

1 R EP2（バルクイン）FIFOエンプティ 

［セット条件］ 

（1）リセット時 

（2）EP2の FIFOは 2面構成になっており、1面以上の FIFOが空のと

き 

［クリア条件］ 

EP2の FIFOが 2面とも一杯のとき 

【注】ステータスビットのためクリアはできません。 

3 SETUP 

TS 

0 R/W セットアップコマンド受信完了 

［セット条件］ 

ファンクションでコマンドデコードを行う 8バイトのデータが、ホスト

から EP0sに正常に受信され、ファンクションからホストに ACKハンド

シェークを返したとき 

［クリア条件］ 

（1）リセット時 

（2）CPUで 0を書き込んだとき 

2 EP0O TS 0 R/W EP0o受信完了 

［セット条件］ 

ホストから EP0oに正常にデータが受信され、ファンクションからホスト

に ACKハンドシェークを返したとき 

［クリア条件］ 

（1）リセット時 

（2）CPUで 0を書き込んだとき 

1 EP0I TR 0 R/W EP0I転送リクエスト 

［セット条件］ 

EP0Iにホストから INトークンが発行され、FIFOが空のとき 

［クリア条件］ 

（1）リセット時 

（2）CPUで 0を書き込んだとき 

0 EP0I TS 0 R/W EP0I送信完了 

［セット条件］ 

EP0Iにホストに送信するデータをライトした後、ファンクションからホ

ストに正常にデータが送信され、ACKハンドシェークが返ってきたとき 

［クリア条件］ 

（1）リセット時 

（2）CPUで 0を書き込んだとき 
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36.3.2 割り込みフラグレジスタ 1（IFR1） 

VBUS、EP3割り込みフラグレジスタです。各フラグが 1セットされ、IER1の対応するビットで割り込みが許

可されていれば ISR1の対応ビットにより割り当てられた割り込み要求（USBFI0、USBFI1）が出力されます。フ

ラグクリアは、0を書き込むことで行います。1書き込みは無効で、何も行われません。そのため、割り込み要因

をクリアするビットのみを 0とし、その他のビットを 1として書き込みを行ってください。また、C言語ビット

フィールド宣言によるクリアは行わないでください。 
 

0 0 0 0
R R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0
R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ VBUS
MN

EP3
TR

EP3
TS VBUSF

ビット：

R/W

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 R リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 VBUS 

MN 

0 R USB接続ステータス 

USBF_VBUS端子の状態をモニタするステータスビットです。

USBF_VBUS端子状態を反映します。 

0：切断状態 

1：接続状態 

2 EP3 TR 0 R/W EP3（インタラプト）転送リクエスト 

［セット条件］ 

EP3にホストから INトークンが発行され、FIFOが空のとき 

［クリア条件］ 

（1）リセット時 

（2）CPUで 0を書き込んだとき 

1 EP3 TS 0 R/W EP3（インタラプト）送信完了 

［セット条件］ 

EP3にホストに送信するデータをライトした後、ファンクションからホ

ストに正常にデータが送信され、ACKハンドシェークが返ってきたとき 

［クリア条件］ 

（1）リセット時 

（2）CPUで 0を書き込んだとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 VBUSF 0 R/W USB切断検出 

接続／切断の検出には、本モジュールの USBF_VBUS端子を使用します。 

［セット条件］ 

ファンクションが USBバスに接続されたとき、および切断されたとき 

［クリア条件］ 

（1）リセット時 

（2）CPUで 0を書き込んだとき 

 

36.3.3 割り込みフラグレジスタ 2（IFR2） 

SURSS、SURSF、CFDN、SOF、SETC、SETI割り込みフラグレジスタです。各フラグが 1セットされ、IER2

の対応するビットで割り込みが許可されていれば ISR2の対応ビットにより割り当てられた割り込み要求（USBFI0、

USBFI1）が出力されます。フラグクリアは、0を書き込むことで行います。1書き込みは無効で、何も行われま

せん。そのため、割り込み要因をクリアするビットのみを 0とし、その他のビットを 1として書き込みを行って

ください。また、C言語ビットフィールド宣言によるクリアは行わないでください。 
 

0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0
R R R R/W

⎯ ⎯ SURSS SURSF CFDN SOF SETC SETI

ビット：

R/W

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 Ｒ リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5 SURSS 0 R Suspend/Resumeステータス 

バスの状態を示すステータスビットです。 

0：通常状態 

1：サスペンド状態 

4 SURSF 0 R/W Suspend/Resume検出 

［セット条件］ 

バスが通常状態からサスペンド状態、またはサスペンド状態から通常状

態に遷移したとき 

［クリア条件］ 

（1）リセット時 

（2）CPUで 0を書き込んだとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 CFDN 0 R/W エンドポイント情報ロード終了 

［セット条件］ 

EPIRレジスタにライトしたエンドポイント情報レジスタのデータが本モ

ジュール内で設定完了（ロード終了）されたとき 

【注】本モジュールは、エンドポイント情報が設定完了した後、USBとし

て正常に動作可能となります。 

［クリア条件］ 

（1）リセット時 

（2）CPUで 0を書き込んだとき 

2 SOF 0 R/W SOFパケット 

［セット条件］ 

SOFパケットを検出したとき 

［クリア条件］ 

（1）リセット時 

（2）CPUで 0を書き込んだとき 

1 SETC 0 R/W Set Configurationコマンド検出 

［セット条件］ 

有効な Set Configurationコマンドを検出したとき 

［クリア条件］ 

（1）リセット時 

（2）CPUで 0を書き込んだとき 

0 SETI 0 R/W Set Interfaceコマンド検出 

［セット条件］ 

有効な Set Interfaceコマンド検出をしたとき 

［クリア条件］ 

（1）リセット時 

（2）CPUで 0を書き込んだとき 
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36.3.4 割り込みフラグレジスタ 3（IFR3） 

EP4 TS、EP4 TF、EP5 TS、EP5 TR割り込みフラグレジスタです。各フラグが 1セットされ、IER3の対応する

ビットで割り込みが許可されていれば ISR3の対応ビットにより割り当てられた割り込み要求（USBFI0、USBFI1）

が出力されます。フラグクリアは、0を書き込むことで行います。1書き込みは無効で、何も行われません。その

ため、割り込み要因をクリアするビットのみを 0とし、その他のビットを 1として書き込みを行ってください。

また、C言語ビットフィールド宣言によるクリアは行わないでください。 
 

0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0
R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ EP5
TR

EP5
TS

EP4
TF

EP4
TS

ビット：

R/W

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 Ｒ リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 EP5 TR 0 R/W EP5（アイソクロナスイン）送信リクエスト 

EP5の FIFO状態を示すフラグです。SOFパケット受信後、自動的に FIFO

の面が切り替わります。この時点でマイコンがライト可能な FIFO面は、1

つ前のフレームでホストにデータ送信を行った面です。本ビットでは、この

1つ前の送信状態を示します。 

［セット条件］ 

EP5にホストから INトークンが発行されたとき、送信される FIFOが空

であったとき 

［クリア条件］ 

（1）リセット時 

（2）CPUで 0を書き込んだとき 

2 EP5 TS 0 R/W EP5（アイソクロナスイン）正常送信 

EP5の FIFO状態を示すフラグです。SOFパケット受信後、自動的に FIFO

の面が切り替わります。この時点でマイコンがライト可能な FIFO面は、1

つ前のフレームでホストにデータ送信を行った面です。本ビットでは、この

1つ前の送信状態を示します。 

［セット条件］ 

1つ前の送信が正常に行われたとき 

［クリア条件］ 

（1）リセット時 

（2）CPUで 0を書き込んだとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 EP4 TF 0 R/W EP4（アイソクロナスアウト）異常受信 

EP4の FIFO状態を示すフラグです。ホストからのデータ受信が終了し、次

のSOFパケット受信後に読み出し可能となったFIFO面の状態を示します。 

［セット条件］ 

ホストからの転送データが EP4で異常受信（パケットエラー）したとき 

［クリア条件］ 

（1）リセット時 

（2）CPUで 0を書き込んだとき 

0 EP4 TS 0 R/W EP4（アイソクロナスアウト）正常受信 

EP4の FIFO状態を示すフラグです。ホストからのデータ受信が終了し、次

のSOFパケット受信後に読み出し可能となったFIFO面の状態を示します。 

［セット条件］ 

ホストからの転送データが EP4で正常受信したとき 

［クリア条件］ 

（1）リセット時 

（2）CPUで 0を書き込んだとき 
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36.3.5 割り込みフラグレジスタ 4（IFR4） 

TMOUT割り込みフラグレジスタです。フラグが 1セットされ、IER4の対応するビットで割り込みが許可され

ていれば ISR4の対応ビットにより割り当てられた割り込み要求（USBFI0、USBFI1）が出力されます。フラグク

リアは、0を書き込むことで行います。1書き込みは無効で、何も行われません。そのため、割り込み要因をクリ

アするビットのみを 0とし、その他のビットを 1として書き込みを行ってください。また、C言語ビットフィー

ルド宣言によるクリアは行わないでください。 
 

0 0 0 0
R R R R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0
R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ TMOUT

ビット：

R/W

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 Ｒ リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 TMOUT 0 R/W タイムアウト 

［セット条件］ 

TMR（タイマレジスタ）値が STO（セットタイムアウトレジスタ）値に

到達したとき 

［クリア条件］ 

（1）リセット時 

（2）CPUで 0を書き込んだとき 
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36.3.6 割り込み選択レジスタ 0（ISR0） 

割り込みフラグレジスタ 0の各割り込み要求の INTCへの出力を設定します。対応するビットに 0をセットす

ると USBFI0割り込み要求が出力され、1をセットすると USBFI1割り込み要求が出力されます。 

初期値では、割り込みフラグレジスタ 0の各割り込み要因は USBFI0割り込み要求として出力されます。 
 

0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W

BRST
IS

EP1
FULL IS

EP2
TR IS

EP2
EMPTY IS

SETUP
TS IS

EP0o
TS IS

EP0i
TR IS

EP0i
TS IS

ビット：

R/W

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 Ｒ リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7 BRST IS 0 R/W BRST割り込み選択 

6 EP1 

FULL IS 

0 R/W EP1 FULL割り込み選択 

5 EP2 TR 

IS 

0 R/W EP2 TR割り込み選択 

4 EP2 

EMPTY 

IS 

0 R/W EP2 EMPTY割り込み選択 

3 SETUP 

TS IS 

0 R/W SETUP割り込み選択 

2 EP0o TS 

IS 

0 R/W EP0o TS割り込み選択 

1 EP0i TR 

IS 

0 R/W EP0i TR割り込み選択 

0 EP0i TS 

IS 

0 R/W EP0i TS割り込み選択 
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36.3.7 割り込み選択レジスタ 1（ISR1） 

割り込みフラグレジスタ 1の各割り込み要求の INTCへの出力を設定します。対応するビットに 0をセットす

ると USBFI0割り込み要求が出力され、1をセットすると USBFI1割り込み要求が出力されます。 

初期値では、割り込みフラグレジスタ 1の各割り込み要因は USBFI1割り込み要求として出力されます。 
 

0 1 1 1
R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0

EP3
TR IS

EP3
TS IS

VBUSF
IS

ビット：

R/W

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 Ｒ リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 EP3 TR 

IS 

1 R/W EP3 TR割り込み選択 

1 EP3 TS 

IS 

1 R/W EP3 TS割り込み選択 

0 VBUSF 

IS 

1 R/W VBUSF割り込み選択 
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36.3.8 割り込み選択レジスタ 2（ISR2） 

割り込みフラグレジスタ 2の各割り込み要求の INTCへの出力を設定します。対応するビットに 0をセットす

ると USBFI0割り込み要求が出力され、1をセットすると USBFI1割り込み要求が出力されます。 

初期値では、割り込みフラグレジスタ 2の各割り込み要因は USBFI1割り込み要求として出力されます。 
 

1 1 1 1
R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

R R R R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 1

SURSE
IS

CFDN
IS

SOFE
IS

SETC
IS

SETIE
IS

ビット：

R/W

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 Ｒ リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 SURSE 

IS 

1 R/W SURSE割り込み選択 

3 CFDN IS 1 R/W CFDN割り込み選択 

2 SOFE IS 1 R/W SOFE割り込み選択 

1 SETC IS 1 R/W SETCE割り込み選択 

0 SETIE IS 1 R/W SETIE割り込み選択 
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36.3.9 割り込み選択レジスタ 3（ISR3） 

割り込みフラグレジスタ 3の各割り込み要求の INTCへの出力を設定します。対応するビットに 0をセットす

ると USBFI0割り込み要求が出力され、1をセットすると USBFI1割り込み要求が出力されます。 

初期値では、割り込みフラグレジスタ 3の各割り込み要因は USBFI0割り込み要求として出力されます。 
 

0 0 0 0
R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

R R R R/W

⎯ ⎯ ⎯

0 0 0
R

⎯

0

EP5 TR
IS

EP5 TS
IS

EP4 TF
IS

EP4 TS
IS

ビット：

R/W

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 Ｒ リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 EP5 TR 

IS 

0 R/W EP5 TR割り込み選択 

2 EP5 TS 

IS 

0 R/W EP5 TS割り込み選択 

1 EP4 TF 

IS 

0 R/W EP4 TF割り込み選択 

0 EP4 TS 

IS 

0 R/W EP4 TS割り込み選択 
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36.3.10 割り込み選択レジスタ 4（ISR4） 

割り込みフラグレジスタ 4の各割り込み要求の INTCへの出力を設定します。対応するビットに 0をセットす

ると USBFI0割り込み要求が出力され、1をセットすると USBFI1割り込み要求が出力されます。 

初期値では、割り込みフラグレジスタ 4の各割り込み要因は USBFI0割り込み要求として出力されます。 
 

0 0 0 0
R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

R R R

⎯ ⎯ ⎯

0 0 0
R

⎯

R R

⎯ ⎯

R

⎯

0

TMOUT
IS

ビット：

R/W

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 Ｒ リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 TMOUT 

IS 

0 R/W TMOUT割り込み選択 

 

36.3.11 割り込みイネーブルレジスタ 0（IER0） 

割り込みフラグレジスタ 0の各割り込みを許可するレジスタです。各割り込みに対応するビットに 1が設定さ

れていて、割り込みフラグが 1にセットされると、割り込み選択レジスタ 0で設定された USBFIn割り込み要求

が発行されます。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ BRST
IE

EP1
FULL IE

EP2
TR IE

EP2
EMPTY IE

SETUP
TS IE

EP0o
TS IE

EP0i
TR IE

EP0i
TS IE

ビット：

R/W

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 Ｒ リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7 BRST IE 0 R/W BRST割り込みイネーブル 

6 EP1 

FULL IE 

0 R/W EP1 FULL割り込みイネーブル 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 EP2 TR 

IE 

0 R/W EP2 TR割り込みイネーブル 

4 EP2 

EMPTY 

IE 

0 R/W EP2 EMPTY割り込みイネーブル 

3 SETUP 

TS IE 

0 R/W SETUP TS割り込みイネーブル 

2 EP0o TS 

IE 

0 R/W EP0o TS割り込みイネーブル 

1 EP0i TR 

IE 

0 R/W EP0i TR割り込みイネーブル 

0 EP0i TS 

IE 

0 R/W EP0i TS割り込みイネーブル 

 

36.3.12 割り込みイネーブルレジスタ 1（IER1） 

割り込みフラグレジスタ 1の各割り込みを許可するレジスタです。各割り込みに対応するビットに 1が設定さ

れていて、割り込みフラグが 1にセットされると、割り込み選択レジスタ 1で設定された USBFIn割り込み要求

が発行されます。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ EP3
TR IE

EP3
TS IE

VBUSF
IE

ビット：

R/W

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 Ｒ リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 EP3 TR 

IE 

0 R/W EP3 TR割り込みイネーブル 

1 EP3 TS 

IE 

0 R/W EP3 TS割り込みイネーブル 

0 VBUSF 

IE 

0 R/W VBUSF割り込みイネーブル 
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36.3.13 割り込みイネーブルレジスタ 2（IER2） 

割り込みフラグレジスタ 2の各割り込みを許可するレジスタです。各割り込みに対応するビットに 1が設定さ

れていて、割り込みフラグが 1にセットされると、割り込み選択レジスタ 2で設定された USBFIn割り込み要求

が発行されます。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

R R R R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ SURSE
IE

CFDN
IE

SOFE
IE

SETCE
IE

SETIE
IE

ビット：

R/W

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 Ｒ リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 SURSE 

IE 

0 R/W SURSE割り込みイネーブル 

3 CFDN IE 0 R/W CFDN割り込みイネーブル 

2 SOFE IE 0 R/W SOFE割り込みイネーブル 

1 SETCE 

IE 

0 R/W SETCE割り込みイネーブル 

0 SETIE IE 0 R/W SETIE割り込みイネーブル 
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36.3.14 割り込みイネーブルレジスタ 3（IER3） 

割り込みフラグレジスタ 3の各割り込みを許可するレジスタです。各割り込みに対応するビットに 1が設定さ

れていて、割り込みフラグが 1にセットされると、割り込み選択レジスタ 3で設定された USBFIn割り込み要求

が発行されます。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

R R R R R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ EP5 TR
IE

EP5 TS
IE

EP4 TF
IE

EP4 TS
IE

ビット：

R/W

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 Ｒ リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 EP5 TR 

IE 

0 R/W EP5 TR割り込みイネーブル 

2 EP5 TS 

IE 

0 R/W EP5 TS割り込みイネーブル 

1 EP4 TF 

IE 

0 R/W EP4 TF割り込みイネーブル 

0 EP4 TS 

IE 

0 R/W EP4 TS割り込みイネーブル 
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36.3.15 割り込みイネーブルレジスタ 4（IER4） 

割り込みフラグレジスタ 4の各割り込みを許可するレジスタです。各割り込みに対応するビットに 1が設定さ

れていて、割り込みフラグが 1にセットされると、割り込み選択レジスタ 4で設定された USBFIn要求が発行さ

れます。 
 

0 0 0 0 0
R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0
R R R

⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ TMOUT
IE

ビット：

R/W

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 Ｒ リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 TMOUT 

IE 

0 R/W TMOUT割り込みイネーブル 

 



 

36. USBファンクションコントローラ（USBF） 

36-24  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

36.3.16 EP0iデータレジスタ（EPDR0i） 

エンドポイント 0の送信用 8バイト FIFOバッファです。コントロールインに対するパケット分の送信データを

保存します。1パケット分のデータを書き込み、トリガレジスタの EP0iPKTEをセットすることで送信データが確

定します。データを送信した後、ホストから ACKハンドシェークが返ってくると、割り込みフラグレジスタ 0の

EP0iTSがセットされます。この FIFOバッファは FCLR0レジスタの EP0iCLRにより初期化することができます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
W W W W W W W W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ D[7:0]

ビット：

R/W

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 D[7:0] 不定 W コントロールイン転送用のデータレジスタ 

 

36.3.17 EP0oデータレジスタ（EPDR0o） 

エンドポイント 0の受信用 8バイト FIFOバッファです。セットアップコマンドを除くエンドポイント 0の受信

データが格納されます。データを正常に受信すると、割り込みフラグレジスタ 0の EP0oTSがセットされ、受信

バイト数が EP0o受信データサイズレジスタに表示されます。データを読み出した後、トリガレジスタの

EP0oRDFNをセットすることで、次のパケットを受信可能となります。この FIFOバッファは FCLR0レジスタの

EP0oCLRにより初期化することができます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ D[7:0]

ビット：

R/W

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 Ｒ リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～0 D[7:0] 不定 R コントロールアウト転送用のデータレジスタ 

 



 

36. USBファンクションコントローラ（USBF） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  36-25 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

36.3.18 EP0sデータレジスタ（EPDR0s） 

エンドポイント 0のセットアップコマンド専用のデータレジスタです。セットアップステージで送られた 8バ

イトのコマンドデータが格納されます。ただし、マイコン（ファームウェア）で処理するコマンドのみ受信しま

す。本モジュールが自動処理するコマンドを受信した場合は格納されません。 

セットアップコマンドは必ず受信する必要があるため、バッファ内にデータが残っている場合でも新しいデー

タによって上書きされます。つまり、コマンドを読み出している間に次のコマンドの受信が開始された場合、受

信が優先となり読み出したデータは無効になります。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ D[7:0]

ビット：

R/W

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 Ｒ リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～0 D[7:0] 不定 R コントロールアウト転送時のセットアップコマンドが格納されるレジスタ 

【注】 EPDR0sレジスタは必ずロングワードまたはバイトで連続 8回リードしてください。途中でリードを中止すると次のセ

ットアップで受信したデータが正常にリードできません。 

 



 

36. USBファンクションコントローラ（USBF） 

36-26  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

36.3.19 EP1データレジスタ（EPDR1） 

エンドポイント 1の受信用 128バイト FIFOバッファです。最大パケットサイズの 2倍の容量を持っていて、2

面構成になっています。受信バイト数は EP1受信データサイズレジスタに表示されます。データを読み出した後、

トリガレジスタの EP1RDFNに 1を書き込むことで、読み出した面のバッファが再受信可能になります。この FIFO

バッファの受信データは DMA転送が可能です。この FIFOバッファは FCLR0レジスタの EP1CLRにより初期化

することができます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ D[7:0]

ビット：

R/W

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 Ｒ リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～0 D[7:0] 不定 R エンドポイント 1転送用のデータレジスタ 

 

36.3.20 EP2データレジスタ（EPDR2） 

エンドポイント 2の送信用 128バイト FIFOバッファです。最大パケットサイズの 2倍の容量を持っていて、2

面構成になっています。この FIFOバッファに送信データを書き込み、トリガレジスタの EP2PKTEをセットする

ことで 1パケット分の送信データが確定し、2面構成のバッファが切り替わります。この FIFOバッファへの送信

データは DMA転送が可能です。この FIFOバッファは FCLR0レジスタの EP2CLRにより初期化することができ

ます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
W W W W W W W W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ D[7:0]

ビット：

R/W

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 Ｒ リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～0 D[7:0] 不定 W エンドポイント 2転送用のデータレジスタ 
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36.3.21 EP3データレジスタ（EPDR3） 

エンドポイント 3の送信用 8バイト FIFOバッファです。エンドポイント 3のインタラプト転送における 1パケ

ット分の送信データを保持します。1パケット分のデータを書き込み、トリガレジスタの EP3PKTEをセットする

ことで送信データが確定します。1パケット分のデータを正常に送信し、ホストから ACKハンドシェークを受信

すると割り込みフラグレジスタ 1の EP3TSがセットされます。この FIFOバッファは FCLR0レジスタの EP3CLR

により初期化することができます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
W W W W W W W W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ D[7:0]

ビット：

R/W

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 Ｒ リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～0 D[7:0] 不定 W エンドポイント 3転送用のデータレジスタ 

 

36.3.22 EP4データレジスタ（EPDR4） 

エンドポイント 4の受信用 128バイト FIFOバッファです。最大パケットサイズの 2倍の容量を持っていて、2

面構成になっています。受信バイト数は EP4受信データサイズレジスタに表示されます。SOFパケットを受信し

たときに受信データが確定されます。したがって、受信データは次の SOFパケット受信までに必ずすべてリード

してください。次の SOFパケットを受信すると、自動的に FIFOの面が切り替わり、1つ前のデータはリードでき

なくなります。この FIFOバッファは FCLR1レジスタの EP4CLRにより初期化することができます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ D[7:0]

ビット：

R/W

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 Ｒ リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。 

7～0 D[7:0] 不定 R エンドポイント 4転送用のデータレジスタ 
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36.3.23 EP5データレジスタ（EPDR5） 

エンドポイント 5の送信用 128バイト FIFOバッファです。最大パケットサイズの 2倍の容量を持っていて、2

面構成になっています。この FIFOバッファに送信データをんだあと、SOFパケットを受信することで、1パケッ

ト分の送信データが確定し、2面構成のバッファが切り替わります。この FIFOバッファは FCLR1レジスタの

EP5CLR、EP5CCLRにより初期化することができます。（EP5CLRは 2面とも初期化、EP5CCLRは CPU側に接

続されている面のみ初期化を行います。） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
W W W W W W W W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ D[7:0]

ビット：

R/W

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 Ｒ リザーブビット 

書き込む値は常に 0にしてください。 

7～0 D[7:0] 不定 W エンドポイント 5転送用のデータレジスタ 

 

36.3.24 EP0o受信データサイズレジスタ（EPSZ0o） 

エンドポイント 0oの受信データサイズレジスタです。ホストから受信したバイト数を示します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

R R R R R R R R
0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

ビット：

R/W

ビット：

R/W

EP0oC[7:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 Ｒ リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。 

7～0 EP0oC 

[7:0] 

すべて 0 R エンドポイント 0の受信バイト数 
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36.3.25 EP1受信データサイズレジスタ（EPSZ1） 

エンドポイント 1の受信データサイズレジスタです。ホストから受信したバイト数を示します。エンドポイン

ト 1の FIFOは 2面構成になっています。本レジスタに示される受信データサイズは、現在選択されている（CPU

で読み出せる）面のサイズです。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

R R R R R R R R
0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

ビット：

R/W

ビット：

R/W

EP1C[7:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 Ｒ リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。 

7～0 EP1C 

[7:0] 

すべて 0 R エンドポイント 1の受信バイト数 

 

36.3.26 EP4受信データサイズレジスタ（EPSZ4） 

エンドポイント 4の受信データサイズレジスタです。ホストから受信したバイト数を示します。エンドポイン

ト 4の FIFOは 2面構成になっています。本レジスタに示される受信データサイズは、現在選択されている（CPU

で読み出せる）面のサイズです。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

R R R R R R R R
0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

ビット：

R/W

ビット：

R/W

EP4C[7:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 Ｒ リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。 

7～0 EP4C 

[7:0] 

すべて 0 R エンドポイント 4の受信バイト数 
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36.3.27 トリガレジスタ（TRG） 

EP0s、EP0i、EP0o、EP1、EP2、EP3の各エンドポイントの FIFOに対するトリガを与えるワンショットレジス

タです。与えるトリガは IN FIFOレジスタに対するパケットイネーブルと OUT FIFOレジスタに対する読み出し

完了トリガです。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0
W W W W W W W W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯EP3
PKTE

EP1
RDFN

EP2
PKTE

EP0s
RDFN

EP0o
RDFN

EP0i
PKTE

ビット：

R/W

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 Ｒ リザーブビット 

書き込む値は常に 0にしてください。 

7 － 0 W リザーブビット 

書き込む値は常に 0にしてください。 

6 EP3 

PKTE 

0 W EP3パケットイネーブル 

5 EP1 

RDFN 

0 W EP1読み出し完了 

4 EP2 

PKTE 

0 W EP2パケットイネーブル 

3 － 0 W リザーブビット 

書き込む値は常に 0にしてください。 

2 EP0s 

RDFN 

0 W EP0s読み出し完了 

1 EP0o 

RDFN 

0 W EP0o読み出し完了 

0 EP0i 

PKTE 

0 W EP0iパケットイネーブル 
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36.3.28 データステータスレジスタ（DASTS） 

送信用 FIFOデータレジスタ内にデータがあるかどうかを示すレジスタです。送信用 FIFOに書き込んだデータ

が、TRGの PKTEへ 1を書き込み有効になったとき 1にセットされます。また、有効にしたデータがすべてホス

トに送信されたとき、0にクリアされます。エンドポイント 2の 2面構成 FIFOの場合、2面ともデータがなくな

ったとき 0にクリアされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯EP3
DE

EP2
DE

EP0i
DE

ビット：

R/W

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 Ｒ リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

5 EP3 DE 0 R EP3データイネーブル 

4 EP2 DE 0 R EP2データイネーブル 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

0 EP0i DE 0 R EP0iデータイネーブル 
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36.3.29 FIFOクリアレジスタ 0（FCLR0） 

エンドポイント 0～3の FIFOをクリアするワンショットレジスタです。各ビットに 1書き込みをすることで、

対応する FIFO内のデータをクリアすることができます。 

送信用 FIFOの場合、FIFOにデータを書き込み TRGの PKTEに 1書き込みしていないデータ、および 1書き込

みによって有効になったデータをクリアすることができます。受信用 FIFOの場合、受信が完了したデータをクリ

アすることができます。 

EP1、EP2の 2面構成 FIFOは 2面ともクリアされます。 

また、このクリア指示によって、対応する割り込みフラグはクリアされません。送受信中のクリアは行わない

でください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

W W W W W W W W

⎯ ⎯ ⎯EP3
CLR

EP1
CLR

EP2
CLR

EP0o
CLR

EP0i
CLR

ビット：

R/W

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～7 － 不定 Ｒ リザーブビット 

書き込む値は常に 0にしてください。 

6 EP3 CLR 不定 W EP3クリア 

5 EP1 CLR 不定 W EP1クリア 

4 EP2 CLR 不定 W EP2クリア 

3、2 － 不定 W リザーブビット 

書き込む値は常に 0にしてください。 

1 EP0o 

CLR 

不定 W EP0oクリア 

0 EP0i 

CLR 

不定 W EP0iクリア 
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36.3.30 FIFOクリアレジスタ 1（FCLR1） 

エンドポイント 4～5の FIFOをクリアするワンショットレジスタです。各ビットに 1書き込みをすることで、

対応する FIFO内のデータをクリアすることができます。 

また、このクリア指示によって、対応する割り込みフラグはクリアされません。送受信中のクリアは行わない

でください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

W W W W W W W W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯EP5
CCLR

EP5
CLR

EP4
CLR

ビット：

R/W

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － 不定 W リザーブビット 

書き込む値は常に 0にしてください。 

4 EP5 

CCLR 

不定 W EP5 CPU面クリア 

3、2 － 不定 W リザーブビット 

書き込む値は常に 0にしてください。 

1 EP5 CLR 不定 W EP5両面クリア 

0 EP4 CLR 不定 W EP4両面クリア 
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36.3.31 DMA転送設定レジスタ（DMA） 

DMA転送可能なエンドポイント 1、2のデータレジスタに対して内蔵 DMACのデュアルアドレス転送を使用す

る場合に設定します。また、ビット 2により USB_pwr_en/USBF_UPLUP端子のレベルを制御することができます。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ PULLUP
E

EP2
DMAE

EP1
DMAE

ビット：

R/W

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 Ｒ リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

2 PULLUP 

E 

0 R/W プルアップイネーブル 

USBホスト／ハブへの接続通知の制御用ビットです。 

0：USB_pwr_en/USBF_UPLUP端子はローレベル 

1：USB_pwr_en/USBF_UPLUP端子はハイレベル 

1 EP2 

DMAE 

0 R/W EP2DMA許可 

EP2に対する DMA転送を許可します。 

0 EP1 

DMAE 

0 R/W EP1DMA許可 

EP1に対する DMA転送を許可します。 
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36.3.32 エンドポイントストールレジスタ 0（EPSTL0） 

各エンドポイントをストールさせるレジスタです。ストールビットに 1がセットされたエンドポイントは 1を

書き込んだ次の転送からホストに対してストールハンドシェークを返します。 

エンドポイント 0に対するストールビットは、ファンクションでコマンドデコードを行う 8バイトのデータ受

信時に自動的に解除され、EP0 STLビットはクリアされます。また、IFR0レジスタの SETUP TSフラグビットが

1セットされている場合、EP0 STLビットへの 1書き込みは無視されます。詳細動作は「36.8 ストール動作」を

参照してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

R R R R R/W R/W R/W R/W
0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ EP3
STL

EP2
STL

EP1
STL

EP0
STL

ビット：

R/W

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 Ｒ リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 EP3 STL 0 R/W EP3ストール 

EP3ストールを設定します。 

2 EP2 STL 0 R/W EP2ストール 

EP2ストールを設定します。 

1 EP1 STL 0 R/W EP1ストール 

EP1ストールを設定します。 

0 EP0 STL 0 R/W EP0ストール 

EP0ストールを設定します。 
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36.3.33 エンドポイントストールレジスタ 1（EPSTL1） 

各エンドポイントをストールさせるレジスタです。ストールビットに 1がセットされたエンドポイントは 1を

書き込んだ次の転送からホストに対してストールハンドシェークを返します。 

詳細動作は「36.8 ストール動作」を参照してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

R R R R R R R/W R/W
0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ EP5
STL

EP4
STL

ビット：

R/W

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 Ｒ リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 EP5 STL 0 R/W EP5ストール 

EP5ストールを設定します。 

0 EP4 STL 0 R/W EP4ストール 

EP4ストールを設定します。 
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36.3.34 コンフィグレーションバリューレジスタ（CVR） 

ホストから「Set Configuration/Set Interface」コマンドを正常に受信したとき、セットされる

「Configuration/Interface/Alternate」値が格納されるレジスタです。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ALTV[2:0]INTV[1:0]CNFV[1:0]

ビット：

R/W

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 Ｒ リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7、6 CNFV[1:0] すべて 0 R コンフィグレーション値 

Set Configurationコマンドを受け取ったときのコンフィグレーション設定

値が格納されます。 

CNFVの更新は割り込みフラグレジスタの SETC＝1セット時です。 

5、4 INTV[1:0] すべて 0 R インタフェース値 

Set Interfaceコマンドを受け取ったときのインタフェース設定値が格納さ

れます。 

INTVの更新は割り込みフラグレジスタの SETI＝1セット時です。 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

2～0 ALTV[2:0] すべて 0 R オルタネート値 

Set Interfaceコマンドを受け取ったときのオルタネート設定値が格納され

ます。 

ALTVの更新は割り込みフラグレジスタの SETI＝1セット時です。 
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36.3.35 タイムスタンプレジスタ（TSRH/TSRL） 

現在のタイムスタンプ値が格納されるレジスタです。タイムスタンプの更新は IFR0レジスタの SOFビットに 1

がセットされたときです。 

SOFマーカ機能を有効にしたとき、および SOFパケットが破損した場合のタイムスタンプは前回と同じ値にな

ります。 

タイムスタンプレジスタは、TSRHの TSR[10:8]ビットと、TSRLの TSR[7:0]が、TSR[10:0]として USBF内部で

11ビットレジスタとして扱われています。そのため、TSRHは直接リードできますが、TSRLは 8ビットのテンポ

ラリレジスタを介してリードされます。したがって必ず TSRH、TSRLの順番にバイトサイズでリードしてくださ

い。TSRLのみのリードはできません。 

• TSRH 

 

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

ビット：

R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ — — PWMD

ビット：

R/W

TSR[10:8]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 Ｒ リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

2～0 TSR[10:8] すべて 0 R タイムスタンプデータの上位 3ビット 
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• TSRL 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

R R R R R R R R
0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

ビット：

R/W

ビット：

R/W

TSR[7:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 Ｒ リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。 

7～0 TSR[7:0] すべて 0 R タイムスタンプデータの下位 8ビット 
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36.3.36 コントロールレジスタ 0（CTLR0） 

ASCE、PWMD、RSME、RWUPの各機能設定を行うレジスタです。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

ビット：

R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ RWUPS RSME PWMD ASCE

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 Ｒ リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 RWUPS 0 R リモートウェイクアップステータス 

ホストからのリモートウェイクアップの禁止／許可を示すステータスビッ

トです。Set Feature/Clear Featureリクエストによる Device Remote 

Wakeupでホストからのリモートウェイクアップが禁止されている場合 0

を示し、許可されると 1を示します。 

3 RSME 0 R/W レジュームイネーブル 

サスペンド状態を解除（リモートウェイクアップを実行）するビットです。

1を書き込むとレジューム要求が発行されます。使用する場合は、最低

12MHzで 1クロック以上 1を保持し再び 0にクリアしてください。 

2 PWMD 0 R/W パワーモード 

USBFのパワーモードを設定します。 

0：セルフパワーモードで使用 

1：バスパワーモードで使用 

1 ASCE 0 R/W 自動ストールクリアイネーブル 

本ビットに 1を設定すると、ストールハンドシェークをホストに返信した

後、返信したエンドポイントのストール設定ビット（EPSTLR/EPxSTL）

を自動的にクリアします。全エンドポイント共通なのでエンドポイントご

との制御はできません。0を設定した場合、各エンドポイントのストール

設定ビットのクリアはソフトで行ってください。 

1に設定する場合はEPSTLレジスタの各ストールビットに 1をセットする

前に行ってください。 

0 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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36.3.37 コントロールレジスタ 1（CTLR1） 

アイソクロナス転送で使用する内蔵タイマの設定を行うレジスタです。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

R R R R R R R/W R/W
0 0 0 0 0 0 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ TMR
ACLR

TMR
EN

ビット：

R/W

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 Ｒ リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 TMR 

ACLR 

1 R/W タイマオートクリア 

TMR（タイマレジスタ）のクリア方法を選択します。 

0：クリアは行いません。クリアしたい場合は CPUで TMRに 0をライ

トしてください。 

1：SOFを受信するごとに自動で TMRのクリアを行います。 

0 TMR EN 0 R/W タイマイネーブル 

TMR（タイマレジスタ）のイネーブルビットです。 

0：タイマ動作禁止 

1：タイマ動作開始 
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36.3.38 エンドポイント情報レジスタ（EPIR） 

各エンドポイントの構成情報を設定するレジスタです。これらの情報は 1エンドポイントに対して 5バイト必

要で表 36.3、表 36.4に示すフォーマットになっています。データライトはエンドポイント 0から順に行ってくだ

さい。また、5（バイト）×10（エンドポイント）＝50バイト以上書き込まないでください。本情報は、パワーオ

ンリセット時に 1回書き込んでください。それ以降は書き込まないでください。 

以下に 1エンドポイント分のライトデータを説明します。本レジスタは同一アドレスに順番に書き込むため、

レジスタは 1つですが説明上登録番号 N（Nは 0～9）用のライトデータを EPIRN0～EPIRN4（EPIR[登録番号] [ラ

イト順序]）と表記します。ライトは EPIR00から順番に行ってください。 
 

• EPIRN0  

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
W W W W W W W W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ D[7:4] D[3:2] D[1:0]

ビット：

R/W

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 W リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～4 D[7:4] 不定 W エンドポイント番号 

【設定可能範囲】0～5 

3、2 D[3:2] 不定 W エンドポイントが属する Configuration番号 

【設定可能範囲】0 or 1 

1、0 D[1:0] 不定 W エンドポイントが属する Interface番号 

【設定可能範囲】0～3 
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• EPIRN1  

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
W W W W W W W W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ D[7:6] D[5:4] D3 D[2:0]

ビット：

R/W

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 W リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7、6 D[7:6] 不定 W エンドポイントが属する Alternate番号 

【設定可能範囲】0 or 1 

5、4 D[5:4] 不定 W エンドポイントの転送方式 

【設定可能範囲】 

0：コントロール 

1：アイソクロナス 

2：バルク 

3：インタラプト 

3 D3 不定 W エンドポイントの転送方式 

【設定可能範囲】 

0：OUT 

1：IN 

2～0 D[2:0] 不定 W リザーブビット 

書き込む値は常に 0にしてください。 
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• EPIRN2 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
W W W W W W W W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ D[7:1] D0

ビット：

R/W

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 R リザーブビット 

書き込む値は常に 0にしてください。 

7～1 D[7:1] 不定 W エンドポイントの最大パケットサイズ 

【設定可能範囲】0～64 

0 D0 不定 W リザーブビット 

書き込む値は常に 0にしてください。 

 

• EPIRN3 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
W W W W W W W W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ D[7:0]

ビット：

R/W

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 R リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～0 D[7:0] 不定 W リザーブビット 

書き込む値は常に 0にしてください。 
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• EPIRN4 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
W W W W W W W W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ D[7:0]

ビット：

R/W

ビット：

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 R リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～0 D[7:0] 不定 W エンドポイント FIFO番号 

【設定可能範囲】0～5 

 

エンドポイント番号とは、USBホストが使用するエンドポイント番号です。また、エンドポイント FIFO番号

とは、本マニュアル中に記載のあるエンドポイント番号に対応しています。したがって、本情報でエンドポイン

ト番号とエンドポイント FIFO番号を 1対 1に対応させることでUSBホストとエンドポイント FIFO間で転送が行

えます。ただし、設定値には以下の制約があるので注意してください。 
 

1. 各エンドポイントFIFOは、各転送方式・方向・最大パケットサイズに対応した専用ハードウェアで最適化し

ているため、必ず下表に示す転送方式・方向・最大パケットサイズに設定してください。 

（例）エンドポイントFIFO番号1は「バルク転送」「OUT」「最大パケットサイズ64byte」以外の設定はでき

ない。エンドポイントFIFO番号4は「アイソクロナス転送」「OUT」以外の設定はできないが「最大

パケットサイズ」は0～64byteの間で任意設定能。 

2. エンドポイント0とエンドポイントFIFO番号0は必ず1対1に対応させる。 

3. エンドポイントFIFO番号0の最大パケットサイズは8のみ設定可能。 

4. エンドポイントFIFO番号0は最大パケットサイズのみ設定可能で残りのデータはすべて0。 

5. エンドポイントFIFO番号1および2の最大パケットサイズは64のみ設定可能。 

6. エンドポイントFIFO番号3の最大パケットサイズは8のみ設定可能。 

7. エンドポイントFIFO番号4および5の最大パケットサイズは0～64の範囲で設定可能。 

8. アイソクロナス転送設定時、同一のエンドポイントに対して0～1の範囲でAlternateを使用できるが、必ず同

じエンドポイントFIFO番号に割り当てる。 

9. エンドポイント情報の設定は最大10個まで可能。 
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10. エンドポイント情報は必ず10個分ライトしなければならない。 

11. 使用しないエンドポイントの情報はすべて0をライトする。 

 

表 36.4に設定可能な転送方式・転送方向・最大パケットサイズの制約一覧を示します。 
 

表 36.4 設定可能値の制約一覧 

エンドポイント FIFO番号 最大パケットサイズ 転送方式 転送方向 

0 8byte コントロール － 

1 64byte バルク OUT 

2 64byte バルク IN 

3 8byte インタラプト IN 

4 0～64byte アイソクロナス OUT 

5 0～64byte アイソクロナス IN 

 

以下に具体的な設定例を示します。 

• 設定例 

Isochronous転送を行うエンドポイント 4/5に 2つの異なる Alternate設定が存在する例です。 
 

表 36.5 エンドポイント構成例 

EP番号 Conf. Int. Alt. 転送方式 転送方向 最大パケットサイズ EP FIFO番号 

0 － － － Control IN/OUT 8byte 0 

1 1 0 0 Bulk OUT 64byte 1 

2 1 0 0 Bulk IN 64byte 2 

3 1 0 0 Interrupt IN 8byte 3 

－ 1 1 0 － － － － 

－ 1 1 1 － － － － 

4 1 2 0 Isochronous OUT 0byte 4 

4 1 2 1 Isochronous OUT 64byte 4 

5 1 3 0 Isochronous IN 0byte 5 

5 1 3 1 Isochronous IN 64byte 5 
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表 36.6 エンドポイント構成情報設定例 

N EPIR[N]0 EPIR[N]1 EPIR[N]2 EPIR[N]3 EPIR[N]4 

0 00 00 10 00 00 

1 14 20 80 00 01 

2 24 28 80 00 02 

3 34 38 10 00 03 

4 00 00 00 00 00 

5 00 00 00 00 00 

6 46 10 00 00 04 

7 46 50 80 00 04 

8 57 18 00 00 05 

9 57 58 80 00 05 

 

Config.

-

1

Int.

-

0

1

2

3

Alt.

-

0

0

1

0

1

0

1

EP番号

0

1

2

3

4

4

5

5

EP FIFO番号

0

1

2

3

4

5

属性

Control

BulkOut

BulkIn

InterruptIn

IsoOut

IsoIn
 

図 36.2 エンドポイント構成例 
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36.3.39 タイマレジスタ（TMRH/TMRL） 

周辺クロック Pφで動作する 16ビットのタイマです。本タイマで SOF間隔を測定することにより、SOF破損を

検出することができます。 

タイマ動作の開始、停止、クリア方法の設定はコントロールレジスタ 1（CTLR1）にて行います。 

タイマレジスタは、TMRHの TMR[15:8]ビットと TMRLの TMR[7:0]ビットが、TMR[15:0]として USBF内部で

16ビットレジスタとして扱われています。そのため TMRHは直接リードできますが、TMRLは 8ビットのテンポ

ラリレジスタを介してリードされます。したがって必ず TMRH、TMRLの順番にバイトサイズでリードしてくだ

さい。TMRLのみのリードはできません。 

• TMRH 

 

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット：

R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ — — PWMD

ビット：

R/W

TMR[15:8]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 R リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～0 TMR[15:8] 0 R/W カウント値上位 8ビット 

 

• TMRL 

 

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット：

R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ — — PWMD

ビット：

R/W

TMR[7:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 R リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～0 TMR[7:0] 0 R/W カウント値下位 8ビット 
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36.3.40 セットタイムアウトレジスタ（STOH/STOL） 

タイマレジスタのタイムアウト値を設定するレジスタです。設定したタイムアウト値をタイマレジスタのカウ

ント値が一致すると割り込みフラグレジスタ 4のタイムアウト割り込みフラグがセットされます。 

タイマレジスタは、STOHの STO[15:8]ビットと STOLの STO[7:0]が、STO[15:0]として USBF内部で 16ビット

レジスタとして扱われています。そのため STOHは直接リードできますが、STOLは 8ビットのテンポラリレジ

スタを介してリードされます。したがって必ず STOH、STOLの順番にバイトサイズでリードしてください。STOL

のみのリードはできません。 

• STOH 

 

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット：

R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ — — PWMD

ビット：

R/W

STO[15:8]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － 不定 R リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

15～0 STO[15:8] 0 R/W タイムアウト設定値上位 8ビット 

 

• STOL 

 

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット：

R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ — — PWMD

ビット：

R/W

STO[7:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － 不定 R リザーブビット 

読み出した時の値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

15～0 STO[7:0] 0 R/W タイムアウト設定値下位 8ビット 
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36.4 動作説明 

36.4.1 ケーブル接続時 

USBファンクション
アプリケーション

ケーブル切断中
USBF_VBUS端子＝0V
UDCコアリセット中

USBケーブル接続

割り込み要求

UDCコアリセット解除

IFR0/CFDN＝1
エンドポイント情報ロード

終了割り込み

バスリセット受信
IFR0/BRST＝1

バスリセット割り込み

IFR0/VBUSF＝1、VBUSMN＝1
USB接続切断検出割り込み

セットアップコマンド
受信完了割り込み待ち

No

Yes

USB1_pwr_en=1?

USBHSC/PSビット＝1 
（USBトランシーバ選択）

EPIRへ50バイトのエンド
ポイント情報書き込み

USBモジュール
割り込み設定

準備完了次第
USBF_UPLUP端子でD＋を

プルアップ

USB通信が始まるため
ファームウェア準備

バスリセットフラグクリア
（IFR0/BRST）

VBUSフラグクリア
（IFR0/VBUSF）

FIFOクリア

セットアップコマンド
受信完了割り込み待ち

割り込み要求

初
期
設
定

 

図 36.3 ケーブル接続時の動作 
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USBケーブル接続を検出する必要がないアプリケーションでは、USB接続切断検出割り込みによる処理は不要

です。バスリセット割り込みにて準備してください。 

また、D+プルアップ制御にかかわらず接続の検出が必要なアプリケーションでは、IRQまたは汎用入力ポート

を用いて検出してください。 
 

36.4.2 ケーブル切断時 

USBファンクション アプリケーション

ケーブル接続中
USBF_VBUS端子＝1

USBケーブル切断

UDCコアリセット

終了

USBF_VBUS端子＝0

IFR0/VBUSF＝1、
VBUSMN＝0

USB接続切断検出割り込み

 

図 36.4 ケーブル切断時の動作 

 

D+プルアップ制御にかかわらず接続／切断の検出が必要なアプリケーションでは IRQまたは汎用入力ポートを

用いて検出してください。 
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（1） セットアップステージ 

USBファンクション アプリケーション

セットアップトークン受信

EP0sに8バイトの
コマンドデータ受信

本モジュールが
自動処理

割り込み要求

データステージへ

【注】 *1 アプリケーションは、セットアップステージにおいて、アプリケーションで処理する
  必要のあるホストからのコマンドデータを解析し、その後の処理方法を決定します
  （例えば、データステージの方向など）。
 *2 転送方向がコントロールアウトの場合は、ここで、ステータスステージで必要となる、
  EP0i転送リクエスト割り込みを有効にしてください。また、コントロールインの場合には、
  この割り込みは使用しませんので無効にしておいてください。

セットアップコマンド
受信完了フラグセット
（IFR0/SETUP TS＝1）

No

Yes

EP0sから8バイトのデータをリード

コマンドデータをデコード
データステージの方向を判断*1

SETUP TSフラグクリア
（IFR0/SETUP TS＝0）

EP0i FIFOクリア（FCLR/EP0iCLR＝1）
EP0o FIFOクリア（FCLR/EP0oCLR＝1）

EP0s読み出し完了ビットに１ライト
（TRG/EP0s RDFN＝1）

コントロールイン
データステージへ

コントロールアウト
データステージへ

アプリケーションで
処理するコマンドか？

*2

 

図 36.5 セットアップステージの動作 
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（2） データステージ（コントロールイン時） 

USBファンクション アプリケーション

イントークン受信

割り込み要求

No

NAK

Yes

TRG/EP0s RDFN
に1ライトされたか？

No

NAK

Yes

EP0i FIFO
に有効データがあるか？

ホストにデータ送信

ACK

EP0i送信完了フラグセット
（IFR0/EP0i TS＝1）

セットアップステージから

EP0i送信完了フラグクリア
（IFR0/EP0i TS＝0）

EP0iデータレジスタ
（EPDR0i）にデータをライト

EP0iデータレジスタ
（EPDR0i）にデータをライト

EP0iパケットイネーブル
ビットに１ライト

（TRG/EP0i PKTE＝1）

EP0iパケットイネーブル
ビットに１ライト

（TRG/EP0i PKTE＝1）

 

図 36.6 データステージ（コントロールイン時）の動作 

アプリケーションは、まずセットアップステージにおいて、ホストからのコマンドデータを解析し、その後の

データステージの方向を判断します。コマンドデータの解析結果により、データステージがイン転送の場合、ホ

ストに送りたいデータの 1パケット分を FIFOに書き込みます。さらに送りたいデータがある場合、最初に書きこ

んだデータがホストに送られた後（IFR0/EP0i TS＝1）、FIFOにデータを書き込みます。 

データステージの終わりは、ホストがアウトトークンを送信し、ステータスステージに入ったことで判断しま

す。 

【注】 ファンクションが送信するデータのサイズが、ホストから要求されたデータサイズより小さい場合、ファンクションは、

最大パケットサイズより短いパケットをホストに返すことで、データステージの終了を示します。また、ファンクショ

ンが送信するデータのサイズが、最大パケットサイズの整数倍の場合には、0レングスパケットを送信して、データス

テージの最後を示します。 
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（3） データステージ（コントロールアウト時） 

USBファンクション アプリケーション

アウトトークン受信

アウトトークン受信

割り込み要求

No

NAK

Yes

Yes

TRG/EP0s RDFN
に1ライトされたか？

No

NAK

TRG/EP0o RDFN
に1ライトされた？

ホストからデータ受信

ACK

EP0o受信完了フラグセット
（IFR0/EP0o TS＝1）

EP0o受信完了フラグクリア
（IFR0/EP0o TS＝0）

EP0o受信データサイズレジスタ
（EPSZ0o）をリード

EP0oデータレジスタ
（EPDR0o）からデータをリード

EP0o読み出し完了ビットに
１ライト

（TRG/EP0o RDFN＝1）

 

図 36.7 データステージ（コントロールアウト時）の動作 

 

アプリケーションは、まずセットアップステージにおいて、ホストからのコマンドデータを解析し、その後の

データステージの方向を判断します。コマンドデータの解析結果により、データステージがアウト転送の場合、

ホストからのデータを待ち、データ受信後（IFR0/EP0o TS＝1）、FIFOからデータを読み出します。次にアプリ

ケーションは、EP0o読み出し完了ビットに 1を書き込み、受信 FIFOを空にして、次のデータ受信を待ちます。 

データステージの終わりは、ホストがイントークンを送信し、ステータスステージに入ったことで判断します。 
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（4） ステータスステージ（コントロールイン時） 

USBファンクション アプリケーション

アウトトークン受信

ホストから0バイト受信

コントロール転送終了

EP0o受信完了フラグセット
（IFR0/EP0o TS＝1）

ACK

割り込み要求 EP0o受信完了フラグクリア
（IFR0/EP0o TS＝0）

EP0o読み出し完了ビットに
1ライト

（TRG/EP0o RDFN＝1）

コントロール転送終了
 

図 36.8 ステータスステージ（コントロールイン時）の動作 

 

コントロールイン時のステータスステージは、ホストからのアウトトークンで始まります。アプリケーション

は、ホストからの 0バイトデータを受信して、コントロール転送を終了します。 
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（5） ステータスステージ（コントロールアウト時） 

USBファンクション アプリケーション

イントークン受信

ホストに0バイト送信

コントロール転送終了

EP0i送信完了フラグセット
（IFR0/EP0i TS＝1）

ACK

割り込み要求

割り込み要求

EP0i送信完了フラグクリア
（IFR0/EP0i TS＝0）

コントロール転送終了

EP0i転送リクエスト
フラグクリア

（IFR0/EP0i TR＝0）

EP0iパケットイネーブル
ビットに１ライト

（TRG/EP0i PKTE＝1）

No

Yes

EP0i FIFOに
有効データがあるか？

NAK

 

図 36.9 ステータスステージ（コントロールアウト時）の動作 

 

コントロールアウト時のステータスステージは、ホストからのイントークンで始まります。ステータスステー

ジの始まりのイントークン受信時には、まだ EP0i FIFOにはデータが入っていないので、EP0i転送リクエスト割

り込みが入ります。アプリケーションは、この割り込みによりステータスステージが開始されたことを認識しま

す。次に、ホストに 0バイトデータを送信するために、EP0i FIFOにデータを書き込まず、EP0iパケットイネーブ

ルビットに 1ライトします。これにより、次のイントークンでホストに 0バイトデータが送信され、コントロー

ル転送が終了します。 

ただし、アプリケーションが、データステージに関わる処理をすべて終了した後、EP0iパケットイネーブルビ

ットに 1ライトしてください。 
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36.4.3 EP1バルクアウト転送（2面 FIFO） 

USBファンクション アプリケーション

ホストからデータ受信

EP1 FIFOフル
ステータスセット

（IFR0/EP1 FULL＝1）

ACK

No 割り込み要求

割り込み要求 EP1受信
データサイズレジスタ
（EPSZ1）をリード

EP1データレジスタ
（EPDR1）

からデータをリード

No

Yes

Yes

EP1 FIFOに
空きがある？

EP1 FIFOフル
ステータスクリア

（IFR0/EP1 FULL＝0）

EP1 FIFO
２面とも空き？

NAK

アウトトークン受信

EP1読み出し完了
ビットに１ライト

（TRG/EP1 RDFN＝1）

 

図 36.10 EP1バルクアウト転送の動作 

 

EP1は 64バイトの FIFOを 2面持っています。しかし、ユーザは 2面あることを意識することなく、データ受

信および受信データのリードができます。 

FIFOが 1面でも受信完了すると、IFR0/EP1 FULLがセットされます。FIFOが 2面ともエンプティの状態で最

初の受信後は、他方の FIFOが空いているので、すぐ次のパケットを受信することができます。2面ともフルにな

った場合、ホストには自動的に NACKが返信されます。データ受信後、受信データのリードが終了したら、TRG/EP1 

RDFNに 1をライトします。この操作によって、今リードし終えた FIFOがエンプティになり、次のパケットを受

信可能な状態になります。 
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36.4.4 EP2バルクイン転送（2面 FIFO） 

No

USBファンクション アプリケーション

ホストにデータ送信

割り込み要求

EP2 エンプティ
ステータスセット

（IFR0/EP2 EMPTY＝1）

ACK

割り込み要求

EP2転送リクエスト
フラグクリア

（IFR0/EP2 TR＝0）

EP2 FIFOエンプティ
割り込みイネーブル

（IER0/EP2 EMPTY＝1）

IFR0/EP2 EMPTY割り込み

EP2データレジスタ
（EPDR2）に

1パケット分データライト

EP2パケットイネーブル
ビットに1ライト

（TRG/EP2 PKTE＝1）

No

Yes

Yes

EP2 FIFOに
有効データがある？

EP2 エンプティ
ステータスクリア

（IFR0/EP2 EMPTY＝0）

EP2 FIFOに
空きがある？

NAK

イントークン受信

 

図 36.11 EP2バルクイン転送の動作 
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EP2は 64バイトの FIFOを 2面持っています。しかし、ユーザは 2面あることを意識することなく、データ送

信および送信データのライトができます。ただし、1回のデータライトは 1面ごとに行ってください。例えば、2

面とも FIFOがエンプティの場合でも、連続して 128バイトデータをライト後、まとめて EP2/PKTEを行うことは

できません。必ず 64バイトのライトごとに EP2/PKTEを行ってください。 

バルクイン転送を行いたい場合、まず最初のイントークンで FIFO内に有効データが存在しないので、IFR0/EP2 

TR割り込みが要求されます。その割り込みで、IER0/EP2 EMPTYに 1ライトし、EP2 FIFOエンプティ割り込みを

許可します。最初は、EP2の 2面の FIFOはともにエンプティになっているので、EP2 FIFOエンプティ割り込み

がすぐに発生します。 

この割り込みを使って、送信するデータをデータレジスタにライトします。最初 1面分の送信データライト後

は、他方の FIFOが空いているので、すぐ他方の面に送信データをライトすることができます。2面ともフルにな

った場合、EP2 EMPTYが 0になります。1面でもエンプティであれば IFR0/EP2 EMPTYが 1セットされます。デ

ータ送信完了後、ホストから ACKが返ってきたら、データ送信を行った FIFOがエンプティになります。このと

き、他方の FIFOに有効な送信データが用意されている場合は、連続して送信動作が行えます。 

すべての送信が完了後、IER0/EP2 EMPTYに 0ライトを行い、割り込み要求を禁止にしてください。 
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36.4.5 EP3インタラプトイン転送 

割り込み要求

USBファンクション アプリケーション

イントークン受信

No

NAK

Yes

EP3 FIFOに
有効データがある？

No

Yes

Yes

ホストに送信すべき
データがある？

Noホストに送信すべき
データがある？

ホストにデータ送信

【注】 本フローは、インタラプト転送処理の一例です。送信すべきデータがあった場合、
 USBデータステータスレジスタのEP3 DEビットを参照して、FIFOの空きを確認し、
 FIFOにデータをライトするフローなども考えられます。

ACK

EP3送信完了フラグセット
（IFR1/EP3 TS＝1）

EP3データレジスタ
（EPDR3）にデータをライト

EP3パケットイネーブル
ビットに1ライト

（TRG/EP3 PKTE＝1）

EP3データレジスタ
（EPDR3）にデータをライト

EP3パケットイネーブル
ビットに1ライト

（TRG/EP3 PKTE＝1）

EP3送信完了フラグクリア
（IFR1/EP3 TS＝0）

 

図 36.12 EP3インタラプトイン転送の動作 
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36.5 EP4アイソクロナスアウト転送 

SOF受信

SOF受信

FIFO面切替

Yes

Yes

Yes

Yes

No

No

No

アウトトークン受信

①へ

①へ

FIFO A面

FIFO A面

FIFO B面

FIFO B面

受信データ
エラーなし？

タイム 
スタンプ一致？

タイム 
スタンプ一致？

ホストからデータ受信

EP4異常受信
フラグ1セット

（IFR3/EP4 TF=1）

EP4正常受信
フラグ1セット

（IFR3/EP4 TS=1）

FIFO面切替

No

アウトトークン受信

受信データ
エラーなし？

ホストからデータ受信

EP4異常受信
ステータス1セット 
（IFR3/EP4 TF=1）

EP4正常受信
ステータス1セット 
（IFR3/EP4 TS=1）

SOFパケット検出
フラグクリア
（IFR2/SOF=0）

タイムスタンプレジスタ 
H、L（TSRH、L）リード

タイムスタンプレジスタ 
H、L（TSRH、L）リード

SOFパケット 
検出フラグクリア
（IFR2/SOF=0）

EP4受信データサイズ 
レジスタ（EPSZ4） 

をリード

EP4フラグリード 
（IFR3/EP4 TS、TF）

EP4データレジスタ 
（EPDR4）から 
データをリード

EP4受信データサイズ 
レジスタ（EPSZ4） 

をリード

EP4フラグリード
（IFR3/EP4 TS、TF）

EP4データレジスタ 
（EPDR4）から 
データをリード

INTN（SOF）

INTN（SOF）

USBファンクション ファームウェア

 

図 36.13 EP4アイソクロナスアウト転送の動作（SOF正常時） 
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SOF破損

SOF受信

Yes

アウトトークン受信

①より

FIFO A面

FIFO A面

FIFO B面

FIFO B面

ホストから送信 
されたデータを破壊

FIFO面切替

No

アウトトークン受信

受信データ
エラーなし？

ホストからデータ受信

EP4異常受信
フラグ1セット 

（IFR3/EP4 TF=1）

EP4正常受信
フラグ1セット 

（IFR3/EP4 TS=1）

タイムアウトフラグクリア
（IFR4/TMOUT=0）

割り込み動作終了

割り込み動作終了

タイムスタンプレジスタ 
H、L（TSRH、L）リード

SOFパケット 
検出フラグクリア
（IFR2/SOF=0）

INTN（Timeout）

INTN（SOF）

USBファンクション ファームウェア

タイムスタンプ不一致

 

図 36.14 EP4アイソクロナスアウト転送の動作（SOF破損時） 
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アイソクロナスアウト転送時の USBファンクションとファームウェアの通常動作を図 36.13に示します。 

EP4は、最大 64バイトの FIFOを 2面もっています。しかし、ユーザは 2面あることを意識することなく、デ

ータ受信および受信データのリードができます。 

アイソクロナス転送は 1フレーム（1ms）に 1回だけ、転送が発生するため、SOFを受信すると、ハードウェア

が自動で、FIFOの面を切り替えます。 

SOF受信で、FIFOの面を切り替えるため、USBファンクションがホストからのデータを受信する FIFOと、フ

ァームウェアが受信データをリードする FIFOは、同フレーム内では面が異なり、FIFOのリードとライトが競合

することはありません。したがって、ファームウェアがリードするデータは、1つ前のフレームで受信したデータ

となります。また、SOF受信により FIFOの面が自動的に切り替わるので、必ずデータのリードはフレーム内に完

了してください。 

USBファンクションは、アウトトークン受信後ホストからデータを受信しますが、このときデータにエラーが

あった場合、TFフラグを 1にセットします。データにエラーがなければ TSフラグを 1にセットします。 

ファームウェアでは、まず SOF割り込みによりアイソクロナス転送の処理ルーチンを呼び出し、タイムスタン

プのチェックを行います。その後、データを FIFOからリードします。また、そのデータにエラーがあるかどうか

は、フラグ情報（TS、TF）をリードして判断します。このときのフラグ情報は、現在リードしているか FIFOの

面のステータスを表しています。 

SOFは、ホストから送られてくる間に何らかの外因の影響を受け破損することがあります。この場合の動作フ

ローは図 36.13と異なります。例として SOFが 1回破壊した場合の、破損フレームとその次のフレームの動作を

図 36.14に示します。SOFが破損した場合、そのフレームでは FIFOの面が切り替わらず、ユーザが設定した期間

が過ぎるとタイムアウト割り込みが発生します。USBファンクションは、FIFOの面が切り替わらないため、その

フレームにホストから送信されされたデータを破棄します。 

ファームウェアでは、タイムアウト割り込みにより、SOFが破損したことを検知します、この場合、CPU側に

接続された FIFOの面はデータリード済みの面のため、データのリードを行いません。次のフレームで SOF割り

込みが発生すると、アイソクロナス転送の処理ルーチンを呼び出し、タイムスタンプのチェックを行います。し

かし、前のフレームで起こった SOF破損のため、タイムスタンプは不一致となります。この場合、FIFOにあるデ

ータは時間的にずれたデータであるため、データのリードを行いません。 
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36.6 EP5アイソクロナスイン転送 

SOF受信

SOF受信

EP5送信フラグセット
（IFR3/EP5 TR=1）

EP5送信フラグセット
（IFR3/EP5 TR=1）

FIFO面切替

Yes

Yes

Yes

Yes

No

No

イントークン受信
FIFO A面 FIFO B面

ホストにデータ送信

EP5送信リクエスト
フラグセット

（IFR3/EP5 TR=1）

SOFパケット検出フラグ
クリア（IFR2/SOF=0）

SOFパケット検出フラグ
クリア（IFR2/SOF=0）

EP5データレジスタ 
（EPDR5）に 
1パケット分
データライト

FIFO A面

INTN（SOF）

INTN（SOF）

USBファンクション ファームウェア

EP5 FIFOに有効
データがある？

B面のデータは 
送信されたか？

NoA面のデータは 
送信されたか？

FIFO面切替

Yes

No

イントークン受信 FIFO B面

EP5送信リクエスト
フラグセット

（IFR3/EP5 TR=1）

EP5 FIFOに有効
データがある？

0バイトデータ送信

0バイトデータ送信

ホストにデータ送信

タイムスタンプレジスタ 
H、L（TSRH、L）リード

No
②へ

タイム 
スタンプ一致？

Yes

タイムスタンプレジスタ 
H、L（TSRH、L）リード

No
②へ

タイム 
スタンプ一致？

EP5データレジスタ 
（EPDR5）に 
1パケット分
データライト

 

図 36.15 EP5アイソクロナスイン転送の動作（SOF正常時） 
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SOF受信

SOF受信

イントークン受信
FIFO A面 FIFO B面

EP5送信リクエスト
フラグセット

（IFR3/EP5 TR=1）

タイムアウトフラグクリア 
（IFR4/TMOUT=0）

SOFパケット検出フラグ
クリア（IFR2/SOF=0）

EP5 CPU面クリア
（FCLR1/EP5CCLR） 

に1ライト

FIFO A面

INTN（Timeout）

INTN（FIFO）

USBファンクション ファームウェア
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図 36.16 EP5アイソクロナスイン転送の動作（SOF破損時） 
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アイソクロナスイン転送時の USBファンクションとファームウェアの通常動作を図 36.15に示します。 

EP5は、最大 64バイトの FIFOを 2面もっています。しかし、ユーザは 2面あることを意識することなく、デ

ータ送信および送信データのライトができます。 

アイソクロナス転送は、1フレーム（1ms）に 1回だけ、転送が発生するため、SOFを受信すると、ハードウェ

アが自動で、FIFOの面を切り替えます。 

SOF受信で、FIFOの面を切り替えるため、USBファンクションがホストにデータを送信する FIFOとファーム

ウェアが送信データをライトする FIFOは、同フレーム内では面が異なり、FIFOのリードとライトが競合するこ

とはありません。したがって、ファームウェアがライトするデータは、1つ後のフレームで送信するデータとなり

ます。また、SOF受信により FIFOの面が自動的に切り替わるので、必ずデータのライトは、フレーム内に完了し

てください。 

USBファンクションは、イントークン受信後、FIFO内にホストへ送信データがある場合、データをホストに送

信します。FIFOにデータがなければ TRフラグを 1にセットし、ホストに 0バイトデータを送信します。 

ファームウェアでは、まず SOF割り込みによりアイソクロナス転送の処理ルーチンを呼び出し、タイムスタン

プのチェックを行います。その後、1パケット分のデータを FIFOにライトします。このライトしたデータは、次

のフレームでホストに送信されます。 

SOFは、ホストから送られてくる間に何らかの外因の影響を受け破損することがあります。この場合の動作フ

ローは図 36.15と異なります。例として SOFが、1回破損した場合の、破損フレームとその次のフレームの動作

を図 36.16に示します。SOFが破損した場合、そのフレームでは FIFOの面が切り替わらず、ユーザが設定した期

間が過ぎるとタイムアウト割り込みが発生します。 

ファームウェアでは、タイムアウト割り込みにより、SOFが破損したことを検知します、このとき、CPU側に

接続された FIFOにはこのフレームで送信するはずだったデータが残っています。このデータが次のフレームで送

信されると、時間的にずれたデータを送信することになってしまうため、ファームウェアは EP5 CPU面クリア

（FCLR1/EP5 CCLR）に 1をライトしデータクリアを行います。次のフレームで SOF割り込みが発生すると、ア

イソクロナス転送の処理ルーチンを呼び出し、タイムスタンプのチェックを行います。しかし、前のフレームで

起こった SOF破損のため、タイムスタンプは不一致となります。この場合、ファームウェアは送信されたタイム

スタンプに応じたデータを 1パケット分ライトします。 

USBファンクションは、SOFが破損したフレームでは FIFOの面が切り替わらないため、ホストに送信すべき

データが無く、0バイトデータを送信します。次のフレームでも、送信すべきデータがファームウェアによりクリ

アされるため、ホスト 0バイトデータを送信します。 
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36.7 USB標準コマンドとクラス／ベンダコマンドの処理 

36.7.1 コントロール転送で送信されるコマンドの処理 

コントロール転送でホストから送信されてくるコマンドによっては、アプリケーション側でデコードを行い、

コマンドの処理を行う必要があります。以下の表 36.7にアプリケーション側でのコマンドデコードについて示し

ます。 

表 36.7 アプリケーション側でのコマンドデコード 

アプリケーション側でデコードの必要無し アプリケーション側でデコードの必要あり 

Clear Feature 

Get Configuration 

Get Interface 

Get Status 

Set Address 

Set Configuration 

Set Feature 

Set Interface 

Get Descriptor 

Class/Vendorコマンド 

Synch Frame 

Set Descriptor 

 

アプリケーション側でデコードする必要のない場合、コマンドデコード、データステージ、ステータスステー

ジ処理は自動的に行われます。したがって、ユーザは何もする必要はありません。また、割り込みも発生しませ

ん。 

アプリケーション側でデコードする必要がある場合には、本モジュールはコマンドを EP0sの FIFOに保存しま

す。正常受信完了後、IFR0/SETUP TSフラグがセットされ、割り込み要求を発生します。この割り込みルーチン

の中で EP0sのデータレジスタ（EPDR0S）より 8バイトのデータをリードし、ファームウェアでデコードしてく

ださい。その後、デコードの結果により、必要となるデータステージ、ステータスステージの処理を行ってくだ

さい。 
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36.8 ストール動作 

36.8.1 概要 

本モジュールでのストール動作について説明します。本モジュールのストール機能には、次の 2つの場合があ

ります。 

アプリケーションが何らかの理由で強制的にエンドポイントをストールさせる場合 

USBの規格違反によって本モジュール内部で自動的にストールする場合 

本モジュール内には、各エンドポイントの状態（ストールか否か）を保持した内部状態ビットを持っています。

ホストからトランザクションが送られてきたとき、本モジュールはこの内部状態ビットを参照してホストにスト

ールを返すかどうか判断します。このビットは、アプリケーションでは解除できません。解除する場合はホスト

から Clear Featureコマンドを使ってクリアしてください。ただし、EP0に対する内部状態ビットはセットアップ

コマンド受信時のみ自動的にクリアされます。 
 

36.8.2 アプリケーションが強制的にストールさせたい場合 

アプリケーションが本モジュールに対してストール要求するレジスタ EPSTLを使用します。アプリケーション

が特定のエンドポイントをストールさせたい場合、EPSTLの該当ビットをセットします（図 36.17の 1-1）。こ

のとき、内部状態ビットは変化しません。次に、ホストから EPSTLの該当ビットがセットされているエンドポイ

ントに対してトランザクションが送られてきたとき、本モジュールは内部状態ビットを参照し、セットされてい

なければ EPSTLの該当ビットを参照します（図 36.17の 1-2）。ここで、EPSTLの該当ビットがセットされてい

れば、本モジュールは内部状態ビットをセットし、ホストに対してストールハンドシェークを返します（図 36.17

の 1-3）。このとき、CTLR/ASCEが 1にセットされていれば EPSTLの該当ビットを自動で 0クリアし、ホストに

対してストールハンドシェークを返します（図 36.17の 1-4）。EPSTLの該当ビットがセットされていなければ、

内部状態ビットは変化せず、トランザクションが受け付けられます。 

一度、内部状態ビットがセットされた後は、EPSTLに関係なく、ホストから Clear Featureコマンドでクリアさ

れるまで内部状態ビットは保持されます。Clear Featureコマンドで該当ビットがクリアされても（図 36.17の 3-1）、

EPSTLのビットがセットされている間は、該当エンドポイントに対するトランザクションが行われるたびに内部

状態ビットがセットされるため、本モジュールはストールハンドシェークを返します（図 36.17の 1-2）。したが

って、ストールを解除するためには、CTLR/ASCEを 1にセットしておき本モジュールがストールを返したときに

EPSTLの該当ビットを自動でクリアさせるか、または、EPSTLの該当ビットをアプリケーションでクリアし、さ

らに Clear Featureコマンドで内部状態ビットをクリアする必要があります（図 36.17の 2-1、2-2、2-3）。 
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（1）通常動作からストールに移行する

内部状態ビット
0

（1-1）

EPnSTL
0→1

USB アプリケーションで
EPnSTLに1ライト

内部状態ビット
0

（1-2）

EPnSTL
1

トランザクション要求 IN/OUTトークンをホストから受信
EPnSTLを参照

参照

内部状態ビット
0→1

（1-3）

（2-1）あるいは（3-1）へ

通常状態へ復帰

EPnSTL
1

STALLハンドシェーク
CTLR/ASCEに0がセットされている
EPnSTLに1がセットされている
内部状態ビットが1にセットされる
STALLハンドシェーク送信

ストール

（2）EPSTLをクリアした後で、Clear Featureが送られてくる場合

内部状態ビット
1

（2-1）

EPnSTL
1→0

アプリケーションでEPnSTLに0クリア
IN/OUTトークンをホストから受信
内部状態ビットがすでに1セット
EPnSTLを参照しない
内部状態ビットは変化しない

内部状態ビット
1

（2-2）

EPnSTL
0

トランザクション要求

STALLハンドシェーク送信

内部状態ビット
1→0

（2-3）

EPnSTL
0

STALLハンドシェーク

内部状態ビットを0にクリア
Clear Featureコマンド

（3）EPSTLを0クリアする前に、Clear Featureが送られてくる場合

内部状態ビット
1→0

（3-1）

EPnSTL
1

内部状態ビットを0にクリア
EPnSTLは変化しない

CTLR/ASCEビットを1にセットする場合は、EPSTLレジスタのEPnSTL（各ストールビット）に
1をセットする前に行ってください。

【注】

Clear Featureコマンド

（1-2）へ

内部状態ビット
0→1

（1-4）

（2-1）の　2　へ

EPnSTL
1→0

STALLハンドシェーク
CTLR/ASCEに1がセットされている
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EPnSTLは自動で0クリア
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STALLハンドシェークを送信

ストール 1

2

3

4

5

1

1

1

2

1

2

3

4

5

1

1

2

1

2

3

4

 

図 36.17 アプリケーションで強制的にストールさせたい場合 
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36.8.3 USBファンクションモジュールが自動的にストールさせる場合 

Set Featureコマンドでストール設定した場合、あるいは USBの規格違反が起きた場合は、EPSTLの該当ビット

に関係なく本モジュールが自動的に該当エンドポイントの内部状態ビットをセットし、ストールハンドシェーク

を返します（図 36.18の 1-1）。 

一度、内部状態ビットがセットされた後は、EPSTLの該当ビットに関係なく、ホストから Clear Featureコマン

ドでクリアされるまで、内部状態ビットは保持されます。Clear Featureコマンドで該当ビットがクリアされた後は、

EPSTLの該当ビットを参照するようになります（図 36.18の 3-1）。内部状態ビットがセットされている間は、

該当エンドポイントに対するトランザクションが行われても、内部状態ビットがセットされているため、本モジ

ュールはストールハンドシェークを返します（図 36.18の 2-1、2-2）。したがって、ストールを解除するには、

Clear Featureコマンドで内部状態ビットをクリアする必要があります（図 36.18の 3-1）。このとき、アプリケー

ションによって EPSTLをセットしている場合は、EPSTLの該当ビットもクリアしておいてください（図 36.18の

2-1）。 

（1）通常動作からストールに移行する

（1-1）

内部状態ビット
0→1

EPnSTL
0

STALLハンドシェーク
USB規格違反などの場合
USBファンクションモジュール
が自動的にエンドポイントを
ストールさせる

1

（2）内部状態ビットがセットされているときに、トランザクションが行われている場合で、Clear Featureが送られてくる場合

内部状態ビット
1

（2-1）

EPnSTL
0

アプリケーションでEPnSTLを
0クリア
IN/OUTトークンをホストから受信
内部状態ビットがすでに1セット
EPnSTLを参照しない
内部状態ビットは変化しない

1

2
3
4
5

内部状態ビット
1

（2-2）

EPnSTL
0

トランザクション要求

STALLハンドシェーク送信1
STALLハンドシェーク

（3）トランザクションが行われる前に、Clear Featureが送られてくる場合

内部状態ビット
1→0

（3-1）

EPnSTL
0

内部状態ビットを0にクリア
EPnSTLは変化しない

1
2

Clear Featureコマンド

通常状態へ復帰

（2-1）あるいは（3-1）へ

ストール状態を保持

 

図 36.18 USBファンクションモジュールが自動的にストールさせた場合 
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36.9 外部回路例 

36.9.1 USBファンクションコントローラの接続例 

図 36.19に USBファンクションコントローラの接続例を示します。USBファンクションコントローラの使用に

際しては、ケーブル接続モニタ端子 USBF_VBUSに信号を入力する必要があります。USBF_VBUS端子は

USB_PWREN端子とピンマルチプレクスされています。USBF_VBUS端子の状態により、USBファンクションコ

ントローラはケーブルの接続／切断を認識します。また、USBホスト／ハブに対して接続されたことを通知する

ために、D+端子のプルアップを行う必要があります。図 36.19の回路例では、プルアップの制御に USBF_UPLUP

端子を使用しています。 

USBF_VBUS

USB_PWREN/ 
USBF_UPLUP

VBUS

システム電源OFF時、
電圧印加可能なIC

システム電源OFF時、
電圧印加可能なIC

D+

D-

GND

USBP

USBM

LSI

3.3V
5V

22Ω

1.5kΩ

22Ω

IC1 IC2

USBファンクション

USBコネクタ

 

図 36.19 USBファンクションコントローラの接続例 
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36.10 使用上の注意事項 

36.10.1 セットアップデータ受信について 

8バイトのセットアップデータ受信を行う EP0sデータレジスタ（EPDR0s）は以下の点に注意してください。 

1. USBではセットアップコマンドを必ず受信することになっているため、CPU側からのリードよりも、USB

バス側からのライトが優先になっています。受信完了後にCPUでデータリードを行っている最中に、次のセ

ットアップコマンドの受信が開始された場合、ライト優先にするためCPU側からのリードを強制的に無効に

します。したがって、受信開始後リードされる値は不定値になります。 

2. EP0sデータレジスタ（EPDR0s）は必ず8バイト単位でリードしてください。途中でリードを中止すると次

のセットアップで受信したデータが正常にリードできません。 

 

36.10.2 FIFOのクリアについて 

USBケーブル接続後、通信途中でケーブルが抜かれた場合、受信中あるいは送信中のデータが FIFO内に残っ

ている場合があります。したがって、ケーブル再接続後は、速やかに FIFOのクリアを行ってください。 

なお、ホストからデータ受信中あるいはホストに対してデータ送信中の FIFOクリアは行わないでください。 
 

36.10.3 データレジスタのオーバリード／ライトについて 

本USBファンクションモジュールのデータレジスタをリード／ライトする際は、以下の点に注意してください。 

（1） 受信用データレジスタ 

受信用データレジスタは、有効な受信データ数以上リードしないでください。すなわち、受信データサイズレ

ジスタに示されるバイト数以上リードしないでください。2面 FIFOを持つ受信用データレジスタの場合も 1回に

リードできる最大データ数は最大パケットサイズです。現在有効になっている面のデータをリード終了したら、

必ず TRGに 1ライトを行ってください。この操作を行うことで、他方の面に切り替わり、新しいバイト数が受信

データサイズに反映され、次のデータがリード可能になります。 

（2） 送信用データレジスタ 

送信用データレジスタは、最大パケットサイズ以上ライトしないでください。2面 FIFOを持つ通信用データレ

ジスタの場合も、1回のライトは必ず最大パケットサイズ以内にしてください。データライト後、TRG/PKTEに 1

ライトを行うと本モジュール内で面が切り替わり、他方の面に対する次のデータがライト可能になります。した

がって、2面分連続でデータライトは行わないでください。 
 

36.10.4 EP0に関する割り込み要因の割り当てについて 

本モジュールの IFR0レジスタに割り当てられた EP0に関する割り込み要因（ビット 0、1、2）は、必ず ISR0

レジスタで同じ割り込み端子に割り当ててください。その他の割り込み要因には特に制約はありません。 
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36.10.5 DMA転送設定時の FIFOクリアについて 

エンドポイント 1において、DMA転送をイネーブルにしているときは、データレジスタのクリアはできません。

クリアを行う場合は、DMA転送を解除してから行ってください。 
 

36.10.6 TR割り込み使用時の注意事項 

バルクイン転送には転送要求割り込み（TR割り込み）がありますが、本割り込みを使用するときは次の点に注

意してください。 

TR割り込みフラグは、USBホストから INトークンが送られてきたとき、該当 EPの FIFOにデータがないとき

にセットされます。しかし、図 36.20に示すようなタイミングの場合、連続して TR割り込みが発生します。この

ような場合でも誤動作しないように注意してください。 

【注】 本モジュールは INトークン受信時、該当 EPの FIFOにデータがない場合に NAK判定を行いますが、TR割り込みフ

ラグは NAKハンドシェーク送信後にセットされます。したがって TRG/PKTEのライトが次の INトークンより遅れた

場合、TR割り込みフラグが再度セットされます。 

CPU

TRフラグ
クリア

INトークン

NAK判定

TRフラグセット TRフラグセット
（再度セットされる）

NAK判定

NAK NAK ACK

データ送信

INトークン INトークン

送信データ
ライト

TRG/
PKTE

ホスト

USB

TR割り込みルーチン TR割り込みルーチン

 

図 36.20 TR割り込みフラグのセットタイミング 
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37. LCDコントローラ（LCDC） 

LCDコントローラ（LCDC）は、表示用の画像をシステムメモリに格納するユニファイドメモリアーキテクチ

ャをとっています。LCDCモジュールはシステムメモリからデータを読み出し、パレットメモリを使って色を決

定した後、LCDパネルに送ります。マイコンバスインタフェース方式、NTSC/PAL方式、LVDSインタフェース

の液晶モジュール*以外の液晶モジュールを接続することが可能です。 

【注】 * LVDS変換 LSIを接続することで、LVDSインタフェースに接続可能です。 

37.1 特長 

LCDCは次のような特長があります。 

• パネルインタフェース 

シリアルインタフェース方式 

STN/Dual STN/TFTパネル（4/8/12/16/18ビットバス幅）のデータフォーマットをサポート*1 

• 4/8/15/16 bpp（ビットパーピクセル）カラーモードをサポート 

• 1/2/4/6bppグレイスケールモードをサポート 

• 16×1～1024×1024までの液晶パネルサイズをサポート*2 

• 24ビットカラーパレットメモリ（24ビット中、16ビットが有効 R:5 / G:6 / B:5） 

• RGB各8ビットの、24ビットの空間変調FRCにより、ちらつき、シャドーイングが起こりやすいSTN/DSTNパ

ネルでのちらつきの少ない65536の色制御を実現 

• CPUに接続されたDDR_SDRAM（エリア3）の一部をLCDCの表示データ格納用VRAMとして使用することで、

専用の表示用メモリが不要 

• 2.4kバイトの大きなサイズのラインバッファにより、安定した表示を実現 

• 液晶パネルの信号極性に合わせる、出力信号、出力信号のレベル反転機能をサポート 

• 各種のデータフォーマット（バイト内のエンディアン設定、バックドピクセル方式）をレジスタにより選択

的にサポート可能 

• ユーザ指定位置で割り込みを発生可能（VRAMの更新開始タイミングを制御することによりティアリング（ち

らつき）を回避） 

• 横長液晶パネルで縦長の液晶パネルをサポートするハードウェアローテーションモードをサポート（回転前

の横幅は320ピクセル以下に限定されます。表37.5を参照してください） 

 

【注】 *1 18ビットバス幅の TFTパネル接続時は、未結線となる下位ビットの信号を GND、またはデータが出力される最

下位ビットに接続してください。 

 *2 詳細は「37.4.1 LCDCで表示可能な液晶モジュールのサイズについて」を参照してください。 
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図 37.1に LCDCのブロック図を示します。 
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図 37.1 LCDCのブロック図 
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37.2 入出力端子 
表 37.1に LCDCの端子構成を示します。 

LCDC出力端子には、通常出力グループとミラー出力グループの 2つの端子グループがあります。どちらの端

子グループも常に同じ入出力動作をします。LCDC端子の選択は、GPIOのピンセレクトレジスタで行います。2

つのグループ間で端子の入出力タイミングが異なりますので、2つのグループの端子を混在して使用することはで

きません。 
 

表 37.1 端子構成 

端子名 

通常出力 ミラー出力 

入出力 機   能 

LCD_D15～0 LCDM_D15～0 出力 LCDパネル用データ 

LCD_DON LCDM_DON 出力 表示開始信号（DON） 

LCD_CL1 LCDM_CL1 出力 シフトクロック 1（STN/DSTN）／水平同期信号（HSYNC） 

LCD_CL2 LCDM_CL2 出力 シフトクロック 2（STN/DSTN）／ドットクロック（DOTCLK） 

LCD_M_DISP LCDM_M_DISP 出力 液晶交流化信号／DISP信号 

LCD_FLM LCDM_FLM 出力 ファーストラインマーカ／垂直同期信号（VSYNC）（TFT） 

LCD_VCPWC LCDM_VCPWC 出力 液晶モジュール電源制御（VCC） 

LCD_VEPWC LCDM_VEPWC 出力 液晶モジュール電源制御（VEE） 

LCD_CLK* 入力 LCDクロックソース入力 

【注】 液晶モジュールとの結線仕様に関しては、「37.5 クロックと LCDデータ信号例」と、液晶モジュール側の仕様をよく

確認の上、決定してください。 

 * LCD_CLK端子は、LCDCモジュールとして 1本のみです。 
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37.3 レジスタの説明 
LCDCのレジスタ構成を表 37.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 37.3に示しま

す。 
 

表 37.2 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

パレットデータレジスタ 00～FF LDPR00～

LDPRFF 

R/W H'FFE8 0000～

H'FFE8 03FC 

H'1FE8 0000～ 

H'1FE8 03FC 

32 

LCDCインプットクロックレジスタ LDICKR R/W H'FFE8 0400 H'1FE8 0400 16 

LCDCモジュールタイプレジスタ LDMTR R/W H'FFE8 0402 H'1FE8 0402 16 

LCDCデータフォーマットレジスタ LDDFR R/W H'FFE8 0404 H'1FE8 0404 16 

LCDCスキャンモードレジスタ LDSMR R/W H'FFE8 0406 H'1FE8 0406 16 

LCDC上部表示パネル用データ取り込み 

開始アドレスレジスタ 

LDSARU R/W H'FFE8 0408 H'1FE8 0408 32 

LCDC下部表示パネル用データ取り込み 

開始アドレスレジスタ 

LDSARL R/W H'FFE8 040C H'1FE8 040C 32 

LCDC表示パネル用取り込みデータ 

ラインアドレスオフセットレジスタ 

LDLAOR R/W H'FFE8 0410 H'1FE8 0410 16 

LCDCパレットコントロールレジスタ LDPALCR R/W H'FFE8 0412 H'1FE8 0412 16 

LCDC水平キャラクタナンバーレジスタ LDHCNR R/W H'FFE8 0414 H'1FE8 0414 16 

LCDC水平同期信号レジスタ LDHSYNR R/W H'FFE8 0416 H'1FE8 0416 16 

LCDC垂直表示ラインナンバーレジスタ LDVDLNR R/W H'FFE8 0418 H'1FE8 0418 16 

LCDC垂直総ラインナンバーレジスタ LDVTLNR R/W H'FFE8 041A H'1FE8 041A 16 

LCDC垂直同期信号レジスタ LDVSYNR R/W H'FFE8 041C H'1FE8 041C 16 

LCDC ACモジュレーション信号トグル 

ラインナンバーレジスタ 

LDACLNR R/W H'FFE8 041E H'1FE8 041E 16 

LCDC割り込みコントロールレジスタ LDINTR R/W H'FFE8 0420 H'1FE8 0420 16 

LCDCパワーマネジメントモードレジスタ LDPMMR R/W H'FFE8 0424 H'1FE8 0424 16 

LCDC電源シーケンス期間レジスタ LDPSPR R/W H'FFE8 0426 H'1FE8 0426 16 

LCDCコントロールレジスタ LDCNTR R/W H'FFE8 0428 H'1FE8 0428 16 

LCDCユーザ指定割り込みコントロール 

レジスタ 

LDUINTR R/W H'FFE8 0434 H'1FE8 0434 16 

LCDCユーザ指定割り込みラインナンバー 

レジスタ 

LDUINTLNR R/W H'FFE8 0436 H'1FE8 0436 16 

LCDCメモリアクセスインターバル 

ナンバーレジスタ 

LDLIRNR R/W H'FFE8 0440 H'1FE8 0440 16 
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表 37.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

パレットデータレジスタ 00～FF LDPR00～

LDPRFF 

不定 不定 保持 保持 

LCDCインプットクロックレジスタ LDICKR H'1101 H'1101 保持 保持 

LCDCモジュールタイプレジスタ LDMTR H'0109 H'0109 保持 保持 

LCDCデータフォーマットレジスタ LDDFR H'000C H'000C 保持 保持 

LCDCスキャンモードレジスタ LDSMR H'0000 H'0000 保持 保持 

LCDC上部表示パネル用データ取り込み 

開始アドレスレジスタ 

LDSARU H'0C000000 H'0C000000 保持 保持 

LCDC下部表示パネル用データ取り込み 

開始アドレスレジスタ 

LDSARL H'0C000000 H'0C000000 保持 保持 

LCDC表示パネル用取り込みデータ 

ラインアドレスオフセットレジスタ 

LDLAOR H'0280 H'0280 保持 保持 

LCDCパレットコントロールレジスタ LDPALCR H'0000 H'0000 保持 保持 

LCDC水平キャラクタナンバーレジスタ LDHCNR H'4F52 H'4F52 保持 保持 

LCDC水平同期信号レジスタ LDHSYNR H'0050 H'0050 保持 保持 

LCDC垂直表示ラインナンバーレジスタ LDVDLNR H'01DF H'01DF 保持 保持 

LCDC垂直総ラインナンバーレジスタ LDVTLNR H'01DF H'01DF 保持 保持 

LCDC垂直同期信号レジスタ LDVSYNR H'01DF H'01DF 保持 保持 

LCDC ACモジュレーション信号トグル 

ラインナンバーレジスタ 

LDACLNR H'000C H'000C 保持 保持 

LCDC割り込みコントロールレジスタ LDINTR H'0000 H'0000 保持 保持 

LCDCパワーマネジメントモードレジスタ LDPMMR H'0010 H'0010 保持 保持 

LCDC電源シーケンス期間レジスタ LDPSPR H'F60F H'F60F 保持 保持 

LCDCコントロールレジスタ LDCNTR H'0000 H'0000 保持 保持 

LCDCユーザ指定割り込みコントロール 

レジスタ 

LDUINTR H'0000 H'0000 保持 保持 

LCDCユーザ指定割り込みラインナンバー 

レジスタ 

LDUINTLNR H'004F H'004F 保持 保持 

LCDCメモリアクセスインターバル 

ナンバーレジスタ 

LDLIRNR H'0000 H'0000 保持 保持 
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37.3.1 LCDCインプットクロックレジスタ（LDICKR） 

LCDCは、LCDCの動作クロック供給源として、周辺クロック 0または外部クロックを選択できます。また、

1/1～1/32までの分周器を内蔵し、分周したクロックを LCDCの動作クロック（DOTCLK）として使用可能です。

LCDCから出力されるクロックは本レジスタで選択された動作クロックから液晶パネル用の同期クロック出力

（LCD_CL2）を生成します。TFTパネルの場合は LCD_CL2＝DOTCLKとなり、STN、DSTNパネルの場合は

LCD_CL2＝（DOTCLK／液晶パネルへの出力データバス幅）の周波数のクロックが出力されます。LCD_CL2に

かかわらず、LCDCへの入力クロックが 66MHz以下となるように、LDICKRを設定してください。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1
R R R/W R/W R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － ICKSEL[1:0] DCDR[5:0]－ － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

13、12 ICKSEL[1:0] 01 R/W 入力クロック選択 

DOTCLKの供給源を設定します。 

00：設定禁止 

01：周辺クロック 0を選択（Pck0） 

10：外部クロックを選択（LCD_CLK） 

11：設定禁止 

11～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

8 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に1が読み出されます。書き込む値も常に1にしてください。 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

5～0 DCDR[5:0] 000001 R/W クロック分周比 

入力クロック分周比を設定します。 

設定の詳細については表 37.4を参照してください。 
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表 37.4 入出力クロック周波数と分周比 

入出力クロック周波数（MHz） DCDR[5:0] クロック分周比 

50.000 60.000 66.000 

000001 1/1 50.000 60.000 66.000 

000010 1/2 25.000 30.000 33.000 

000011 1/3 16.667 20.000 22.000 

000100 1/4 12.500 15.000 16.500 

000110 1/6 8.333 10.000 11.000 

001000 1/8 6.250 7.500 8.250 

001100 1/12 4.167 5.000 5.500 

010000 1/16 3.125 3.750 4.125 

011000 1/24 2.083 2.500 2.750 

100000 1/32 1.563 1.875 2.063 

【注】 上記以外の設定の場合はクロック分周比 1/1（初期値）となります。 

 

37.3.2 LCDCモジュールタイプレジスタ（LDMTR） 

LDMTRは、接続される液晶モジュールの信号極性に合わせ、LCDCより出力される制御信号、およびデータ信

号の極性を設定します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1
R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

FLM
POL

CL1
POL

DISP
POL DPOL － MCNT CL1CNT CL2CNT MIFTYP[5:0]－ －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 FLMPOL 0 R/W FLM（垂直同期）極性選択 

液晶モジュールの LCD_FLM（垂直同期信号、ファーストラインマーカ）

の極性を選択します。 

0：LCD_FLMパルスはハイアクティブ 

1：LCD_FLMパルスはローアクティブ 

14 CL1POL 0 R/W CL1（水平同期）極性選択 

液晶モジュールの LCD_CL1（水平同期信号）の極性を選択します。 

0：LCD_CL1パルスはハイアクティブ 

1：LCD_CL1パルスはローアクティブ 

13 DISPPOL 0 R/W DISP（表示許可）極性選択 

液晶モジュールの LCD_M_DISP（表示許可）の極性を選択します。 

0：LCD_M_DISPはハイアクティブ 

1：LCD_M_DISPはローアクティブ 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

12 DPOL 0 R/W 表示データ極性選択 

液晶モジュールの LCD_D15～0（表示データ）の極性を選択します。液

晶モジュールの反映をサポートしています。 

0：LCD_D15～0はハイアクティブ。透過型液晶パネル 

1：LCD_D15～0はローアクティブ。反射型液晶パネル 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

10 MCNT 0 R/W M信号制御 

液晶モジュールの液晶交流化信号の出力を設定します。 

0：M（ACラインモジュレーション）信号を出力する 

1：M信号は出力しない 

9 CL1CNT 0 R/W CL1（水平同期）制御 

垂直帰線期間中の LCD_CL1出力を設定します。 

0：垂直帰線期間中、LCD_CL1は出力する 

1：垂直帰線期間中、LCD_CL1は出力しない 

8 CL2CNT 1 R/W CL2（液晶モジュールのドットクロック）制御 

垂直水平帰線期間中の LCD_CL2出力を設定します。 

0：垂直水平帰線期間中、LCD_CL2は出力する 

1：垂直水平帰線期間中、LCD_CL2は出力しない 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5～0 MIFTYP[5:0] 001001 R/W モジュールインタフェースタイプ選択 

液晶パネルのタイプと、液晶パネルへの出力データバス幅を設定します。

液晶パネルのタイプは STN、DSTN、TFTの 3種類から選択します。液晶

パネルへの出力データバス幅は 4ビット、8ビット、12ビット、16ビッ

トから選択します。TFTの液晶パネルの要求データバス幅が 16ビット以

上のときは、パネル側に存在するデータバスに合わせて接続してくださ

い。TFTと異なり、STN、DSTNの液晶パネルにおいては表示色数、表示

解像度と出力データバス幅の設定は一対一で対応しないため、16bppの表

示色数であっても 8ビットのデータバス幅であったり、4bppの表示色数

であっても 12ビットのデータバス幅であることがあります。これは、

STN、DSTNの表示色数はデータバスのビット数ではなく、データバスへ

のデータの載せ方により決まるためです。STN、DSTNの場合のデータ仕

様については、使用する液晶パネルの仕様書を参照してください。また、

出力データバス幅は液晶パネルの機械的なインタフェース仕様に従って

設定してください。 

STN、または DSTNタイプが液晶パネルのタイプとして選択された場合、

色表示、階調表示の階調設定にかかわらず LCDCに内蔵された RGB各 8

ビットの24ビット空調変調FRCにより表示制御が行われます。そのため、

STN、または DSTNの表示においては 1600万色から DSPCOLOR指定の

色、階調が選択されて表示されます。パレットを使用する場合は、パレッ

トで設定された色が表示されます。 

000000：STNモノクロ 4ビットデータバスモジュール 

000001：STNモノクロ 8ビットデータバスモジュール 

001000：STNカラー4ビットデータバスモジュール 

001001：STNカラー8ビットデータバスモジュール 

001010：STNカラー12ビットデータバスモジュール 

001011：STNカラー16ビットデータバスモジュール 

010001：DSTNモノクロ 8ビットデータバスモジュール 

010011：DSTNモノクロ 16ビットデータバスモジュール 

011001：DSTNカラー8ビットデータバスモジュール 

011010：DSTNカラー12ビットデータバスモジュール 

011011：DSTNカラー16ビットデータバスモジュール 

101011：TFTカラー16ビットデータバスモジュール 

上記以外の設定：設定禁止 
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37.3.3 LCDCデータフォーマットレジスタ（LDDFR） 

LDDFRは、表示用のドライバソフトウェアの仕様に合わせるために、1バイト内のデータのビットアラインメ

ント、および表示に使用するデータの型と色数を設定します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0
R R R R R R R R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － PABD DSPCOLOR[6:0]－

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

8 PABD 0 R/W バイトデータピクセルアライメント 

1バイトデータ内のピクセルデータのアライメント種類を設定します。ア

ラインメントされた 1ピクセル当たりのデータそれぞれの内容は、このビ

ットの内容にかかわらず同一になります。たとえば、H'05というデータ

は 2進数の B'0101か B'1010かを選ぶのではなく、CPUがMOV命令で

通常扱う形の H'05（B'0101）としてください。 

0：バイトデータ内をビッグエンディアンに設定 

1：バイトデータ内をリトルエンディアンに設定 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

6～0 DSPCOLOR

[6:0] 

0001100 R/W 表示カラー選択 

ディスプレイの表示色数を設定します（アンパレット 4、5、6bpp上位ビ

ットを 0で埋めることで対応）。 

（パレット経由）との記述のある表示カラーについては、実際にはカラー

パレットに設定した色が、表示データにより選択されて表示されます。 

回転表示時にサポート可能な色数は、表示解像度によって制限されます。

詳細については表 37.5を参照してください。 

0000000：モノクロ、2グレイスケール、1bpp（パレット経由） 

0000001：モノクロ、4グレイスケール、2bpp（パレット経由） 

0000010：モノクロ、16グレイスケール、4bpp（パレット経由） 

0000100：モノクロ、64グレイスケール、6bpp（パレット経由） 

0001010：カラー、16色、4bpp（パレット経由） 

0001100：カラー、256色、8bpp（パレット経由） 

0011101：カラー、32k色（RGB：5-5-5）、15bpp 

0101101：カラー、64k色（RGB：5-6-5）、16bpp 

上記以外の設定：設定禁止 
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37.3.4 LCDCスキャンモードレジスタ（LDSMR） 

LDSMRは、液晶パネルを回転して使用するためのハードウェアローテーション機能のオン／オフ、および表示

用に確保した VRAM（エリア 3の DDR-SDRAM）に対するバースト長を指定します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R R R R/W R/W R R R R R R R R

－ － ROT － － － AU[1:0] － － － － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

13 ROT 0 R/W ローテーションモジュール選択 

ハードウェアによる表示の回転動作を選択します。ただし、回転する場合、

以下の制限があります。 

• モジュールタイプは STNまたは TFT。DSTNは不可 

• 液晶パネルの横方向（液晶パネル内部でのスキャン方向）の幅は最大 320 

• LDLAORに表示サイズを超える、2のべき乗の値を設定する（320×240

を回転させて 240×320で使用する場合で、表示イメージの横幅が 240

バイトである場合、256を選択してください） 

0：回転しない 

1：右 90度回転する（表示イメージの左側が液晶モジュールの上側に

表示される） 

12～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

9、8 AU[1:0] すべて 0 R/W アクセスユニット選択 

VRAMのアクセス単位を選択します。本ビットは ROT＝1（回転する場合）

のみ機能します。ROT＝0では、AU設定いかんにかかわらず 16バースト

動作を行います。 

00：4バースト 

01：8バースト 

10：16バースト 

11：32バースト 

【注】 回転表示する際のバースト長には、接続する DDR-SDRAMのカ

ラムアドレスビット数とバス幅によって使用制限があります。 

詳細は、表 37.5を参照してください。 

7～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 
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37.3.5 LCDC上部表示パネル用データ取り込み開始アドレスレジスタ（LDSARU） 

LDSARUは、液晶パネルに表示するデータを LCDCに取り込み開始するアドレスを指定します。DSTN型の液

晶パネルを使用する場合、本レジスタは上部のパネルの取り込み開始アドレスを指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R

－ － － － － － SAU[25:16]

SAU[15:4] － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

27、26 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に1が読み出されます。書き込む値も常に1にしてください。 

25～4 SAU[25:4] すべて 0 R/W 上部パネル表示データの取り込み開始アドレス 

表示データの取り込み開始アドレスはエリア 3の DDR-SDRAM領域内に

設定します。 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

【注】 1. ハードウェアローテーション機能を使用しない場合、LDSARUの最小のアラインメント単位は 512バイトです。

下位 9ビットには 0を設定してください。ハードウェアローテーション機能を使用する場合の LDSARUの値は、

イメージの左上のアドレスが 512バイト境界にくるように設定してください。 

 2. ハードウェアローテーション機能を使用する（ROT＝1）の場合、本レジスタには表示するイメージのサイズから

計算したイメージの左下のアドレスを設定してください。イメージが 240×340、LDLAOR＝256の表示設定のと

き、下記のように計算できます。パネルのサイズではなく、表示するイメージのメモリサイズから計算します。こ

のとき、LDLAORがイメージの横方向のサイズ以上の 2のべき乗になることに注意してください。またイメージ

の左上のアドレスは、このときの LDSARUを使って逆算すると、LDSARU－256（LDLAORの値）×（320－1）

となるので、512バイト境界にあることを確認して設定してください。 

LDSARU＝イメージ左上のアドレス＋256（LDLAORの値）×319（行） 
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37.3.6 LCDC下部表示パネル用データ取り込み開始アドレスレジスタ（LDSARL） 

LDSARLは、DSTN型の液晶パネルを使用する場合、下部のパネルの取り込み開始アドレスを指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R

－ － － － － － SAL[25:16]

SAL[15:4] － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

27、26 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に1が読み出されます。書き込む値も常に1にしてください。 

25～4 SAL[25:4] すべて 0 R/W 下部パネル表示データの取り込み開始アドレス 

表示データの取り込み開始アドレスはエリア 3の DDR-SDRAM領域内に

設定します。 

STN、TFT：使用しません 

DSTN：下部パネルに対応する表示データの取り込み開始アドレス 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 
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37.3.7 LCDC表示パネル用取り込みデータラインアドレスオフセットレジスタ 

（LDLAOR） 

LDLAORは、グラフィックスドライバにより認識されている画像イメージを LCDCが読み出すための Y座標イ

ンクリメントのアドレス幅を指定します。Y座標方向に 1増えた際に何バイト分アドレスを移動してメモリから

データを読むかを指定するレジスタであり、液晶パネルの横幅と同一である必要はありません。2次元の画像イメ

ージ上の点（X、Y）のメモリアドレスが Ax＋By＋Cで計算される場合、本レジスタはこの式の Bと等しくなり

ます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

LAO[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 LAO[15:0] H'0280 R/W ラインアドレスオフセット 

最小のアライメント単位は 16バイトです。16byte単位の処理となるので、

各レジスタ書き込み値の下位 4ビットは 0としてください。また、レジス

タ値を読み出すと下位 4ビットは 0が読み出されます。初期値は、VGA

（640×480ドット）表示データをライン間でアドレスを飛ばさずに連続、

稠密的に配置するための設定値（×解像度＝640）となっています。 

LDLAORの値としては、ソフトウェアの動作速度面を考慮し、画像イメ

ージの横幅以上の 2のべき乗の値を推奨します。また、ハードウェアロー

テーション機能を使用する場合、液晶パネルの横幅（たとえば、320×240

のパネルの 320）ではなく、画像イメージの横幅（回転後、240×320に

なる場合の 240）以上の 2のべき乗の値（この例では 256）にする必要が

あります。 
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37.3.8 LCDCパレットコントロールレジスタ（LDPALCR） 

LDPALCRは、パレットメモリの CPUからのアクセス、または LCDCからのアクセスを選択します。パレット

メモリを使用して表示動作中は、通常表示モードに、パレットメモリの内容を書き換える際はカラーパレット設

定モードに設定してください。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

－ － － － － － － － － － － PALS － － － PALEN

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

4 PALS 0 R パレット状態 

パレットのアクセス権の状態を示します。 

0：LCDCがパレットを使用。通常表示モード 

1：ホスト（CPU）がパレットを使用。カラーパレット設定モード 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

0 PALEN 0 R/W パレット読み出し／書き込みイネーブル 

パレットアクセス権を要求します。 

0：通常表示モードへの遷移要求 

1：カラーパレット設定モードへの遷移要求 
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37.3.9 パレットデータレジスタ 00～FF（LDPR00～LDPRFF） 

LDPRは、メモリ空間上に直接配置（4バイト×256アドレス）されたパレットデータをアクセスするためのレ

ジスタです。パレットメモリへのアクセスは、本レジスタ（LDPR00～LDPRFF）の中の該当するレジスタに対し

てアクセスしてください。一つ一つのパレットレジスタは RGBそれぞれ 8ビットずつの領域を有する 32ビット

のレジスタです。本カラーパレットの詳細仕様に関しては、「37.4.3 カラーパレット仕様について」を参照して

ください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

－ － － － － － － － － － － － － － － －
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － PALDnn[23:16]

PALDnn[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 － － R リザーブビット 

23～0 PALDnn[23:0] － R/W パレットデータ 

ビット 18～16、9、8、2～0は、RGB各パレット内のリザーブビットで

す。設定できませんが、上位ビットに従って拡張して使用できます。 

【注】 nn＝H'00～H'FF 
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37.3.10 LCDC水平キャラクタナンバーレジスタ（LDHCNR） 

LDHCNRは、液晶モジュールの横方向（スキャン方向）のサイズ、および水平帰線期間を含めた全体のスキャ

ン幅を指定するレジスタです。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 1 0 0 1 1 1 1 0 1 0 1 0 0 1 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

HDCN[7:0] HTCN[7:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 HDCN[7:0] 01001111 R/W 水平表示キャラクタナンバー 

水平画面方向の表示キャラクタ数を設定します（キャラクタ＝8ドット単

位）。 

（表示キャラクタ数）－1の値を設定してください。 

（例）横幅 640pixelの液晶モジュールを使用する場合 

   HDCN＝(640/8)－1＝79＝H'4F 

7～0 HTCN[7:0] 01010010 R/W 水平総キャラクタナンバー 

水平画面方向の総キャラクタ数を設定します（キャラクタ＝8ドット単

位）。 

（総キャラクタ数）－1の値を設定してください。 

ただし、最小の水平帰線期間は 3キャラクタ（24ドット）です。 

（例）横幅 640pixelの液晶モジュールを使用する場合 

   HTCN＝[(640/8)－1]＋3＝82＝H'52 

   この場合、水平総ドット数は 664ドット、水平帰線期間は 24 

   ドットになります。 

【注】 1. HDCN、HTCNの設定値は、HTCN＞＝HDCNの関係を必ず満足してください。また、HTCNは総キャラクタ数を

偶数としてください（設定値は -1値設定のため奇数となります）。 

 2. HDCNの設定は、使用するディスプレイの解像度によって下記としてください。 

  1bppの場合：（16の倍数）－1[1ラインが 128pixelの倍数] 

  2bppの場合：（8の倍数）－1[1ラインが 64pixelの倍数] 

  4bppの場合：（4の倍数）－1[1ラインが 32pixelの倍数] 

  6bpp/8bppの場合：（2の倍数）－1[1ラインが 16pixelの倍数] 
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37.3.11 LCDC水平同期信号レジスタ（LDHSYNR） 

LDHSYNRは、液晶パネルモジュールの横方向（スキャン方向）の同期信号のタイミングを指定するレジスタ

です。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

HSYNW[3:0] HSYNP[7:0]－ － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 HSYNW[3:0] すべて 0 R/W 水平同期信号幅 

水平画面方向の同期信号（CL1、Hsync）幅を設定します（キャラクタ＝8

ドット単位）。 

（水平同期信号幅）－1の値を設定してください。 

（例）水平同期信号幅を 8ドットとする場合 

   HSYNW＝（8ドット／8ドット／キャラクタ）－1＝0＝H'0 

11～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

7～0 HSYNP[7:0] 01010000 R/W 水平同期信号出力位置 

水平画面方向の同期信号の出力位置を設定します（キャラクタ＝8ドット

単位）。 

（水平同期信号出力位置）－1の値を設定してください。 

（例）横幅 640pixelの液晶モジュールを使用する場合 

   HSYNP＝[(640/8)＋1]－1＝80＝H'50 

   この場合、648ドット目から 655ドット目まで水平同期信号が 

   アクティブになります。 

【注】 HTCN＞＝HSYNP＋HSYNW＋1 

 HSYNP＞＝HDCN＋1の関係を満足してください。 
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37.3.12 LCDC垂直表示ラインナンバーレジスタ（LDVDLNR） 

LDVDLNRは、液晶パネルモジュールの縦方向（スキャン方向と垂直方向）のサイズを指定するレジスタです。

DSTNの場合は上下のパネルの大きさにかかわらず、パネルモジュールとしての縦方向サイズ以上の偶数を指定

してください（例：640×480のパネルの場合は 480）。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 1 1 1 1
R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － VDLN[10:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

10～0 VDLN[10:0] 00111011111 R/W 垂直表示ラインナンバー 

垂直画面方向の表示ライン数を設定します（ライン単位）。 

（表示ライン数）－1の値を設定してください。 

（例）480ラインの液晶モジュールを使用する場合 

   VDLN＝480－1＝479＝H'1DF 

 

37.3.13 LCDC垂直総ラインナンバーレジスタ（LDVTLNR） 

LDVTLNRは、液晶パネルモジュールの垂直帰線期間を含めた全体の縦方向の長さを指定するレジスタです。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 1 1 1 1
R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － VTLN[10:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

10～0 VTLN[10:0] 00111011111 R/W 垂直総ラインナンバー 

垂直画面方向の総ライン数を設定します（ライン単位）。 

（総ライン数）－1の値を設定してください。 

最小の垂直総ライン数は 2ラインです。 

VTLN＞＝VDLN、VTLN＞＝1を満足してください。 

（例）480ラインの液晶モジュールを使用し、垂直帰線期間が 0ライン 

   の場合 

   VTLN＝(480＋0)－1＝479＝H'1DF 
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37.3.14 LCDC垂直同期信号レジスタ（LDVSYNR） 

LDVSYNRは、液晶モジュールの縦方向（スキャン方向と垂直方向）の同期信号のタイミングを指定するレジ

スタです。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

VSYNW[3:0] － VSYNP[10:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 VSYNW[3:0] すべて 0 R/W 垂直同期信号幅 

垂直画面方向の同期信号（FLM、Vsync）幅を設定します（ライン単位）。 

（垂直同期信号幅）－1の値を設定してください。 

（例）垂直同期信号幅を 1ラインとする場合 

   VSYNW＝(1－1)＝0＝H'0 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

10～0 VSYNP[10:0] 00111011111 R/W 垂直同期信号出力位置 

垂直画面方向の同期信号（FLM、Vsync）の出力位置を設定します（ライ

ン単位）。 

（垂直同期信号出力位置）－2の値を設定してください。 

DSTNの場合は奇数値を設定してください。(設定値＋1)/2として扱われ

ます。 

（例）480ラインの液晶モジュールを使用し、帰線期間が 0ライン、 

   つまり VTLN＝479のときに 1ライン目に垂直同期信号をアク 

   ティブにする場合 

• シングルディスプレイの場合 

VSYNP＝[(1－1)＋VTLN]mod(VTLN＋1)＝[(1－1)＋479mod(479＋1) 

＝479mod480=479 

＝H'1DF 

• デュアルディスプレイの場合 

VSYNP＝[(1－1)×2＋VTLN]mod(VTLN＋1)＝[(1－1)×2＋479]mod(479＋1) 

＝479mod480=479 

＝H'1DF 
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37.3.15 LCDC ACモジュレーション信号トグルラインナンバーレジスタ（LDACLNR） 

LDACLNRは、液晶モジュールの ACモジュレーション信号（液晶交流化信号）をトグルするタイミングを指

定するレジスタです。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0
R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － ACLN[4:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

4～0 ACLN[4:0] 01100 R/W ACラインナンバー 

液晶モジュール交流化信号をトグルする行数を設定します（ライン単位）。 

（トグルする行数）－1の値を設定してください。 

（例）13ラインごとにトグルさせる場合 

   ACLN＝13－1＝12＝H'0C 

【注】 パネルの総ライン数が偶数の場合、必ず奇数行でトグルするように偶数を設定してください。 
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37.3.16 LCDC割り込みコントロールレジスタ（LDINTR） 

LDINTRは、Vsync割り込みの開始点を指定するレジスタです。割り込みについては、「37.3.20 LCDCユー

ザ指定割り込みコントロールレジスタ（LDUINTR）」および「37.3.21 LCDCユーザ指定割り込みラインナンバ

ーレジスタ（LDUINTLNR）」も参照してください。なお、本レジスタの設定による作用と、LCDCユーザ指定割

り込みコントロールレジスタ（LDUINTR）の設定による作用は独立です。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R R R R

MINT
EN

FINT
EN

VSINT
EN

VEINT
EN MINTS FINTS VSINTS VEINTS － － － － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 MINTEN 0 R/W メモリアクセス割り込みイネーブル 

LCDCによる VRAMアクセスの垂直帰線期間の開始点で割り込みを発生

するか否かを設定します。 

0：VRAMアクセスの垂直帰線期間の開始点で割り込みを発生しません。 

1：VRAMアクセスの垂直帰線期間の開始点で割り込みを発生します。 

14 FINTEN 0 R/W フレーム終了割り込みイネーブル 

液晶パネルにフレームの最終ピクセルを出力したときに割り込みを発生

するか否かを設定します。 

0：液晶パネルにフレームの最終ピクセルを出力したときに割り込みを

発生しません。 

1：液晶パネルにフレームの最終ピクセルを出力したときに割り込みを

発生します。 

13 VSINTEN 0 R/W Vsync開始割り込みイネーブル 

LCDC Vsyncの開始時に割り込みを発生するか否かを設定します。 

0：LCDC Vsyncの開始時に割り込みを発生しません。 

1：LCDC Vsyncの開始時に割り込みを発生します。 

12 VEINTEN 0 R/W Vsync終了割り込みイネーブル 

LCDC Vsyncの終了時に割り込みを発生するか否かを設定します。 

0：LCDC Vsyncの終了時に割り込みを発生しません。 

1：LCDC Vsyncの終了時に割り込みを発生します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11 MINTS 0 R/W メモリアクセス割り込み状態 

メモリアクセス割り込みの処理状態を表します。 

このビットは、LCDCメモリアクセス割り込みが発生した時点で 1を示し

ます（セット状態）。メモリアクセス割り込みに対する処理ルーチンの中

で、レジスタへの 0書き込みでクリアしてください。 

0：LCDCがメモリアクセス割り込みを発生していないか、またはメモ

リアクセス割り込み発生に対して処理済の通知を受けた状態を表し

ます。 

1：LCDCがメモリアクセス割り込みを発生し処理済の通知を受けてい

ない状態を表します。 

10 FINTS 0 R/W フレーム終了割り込み状態 

フレーム終了割り込みの処理状態を表します。 

このビットは、LCDCフレーム終了割り込みが発生した時点で 1を示しま

す（セット状態）。フレーム終了割り込みに対する処理ルーチン中で、レ

ジスタへの 0書き込みでクリアしてください。 

0：LCDCがフレーム終了割り込みを発生していないか、またはフレー

ム終了割り込み発生に対して処理済の通知を受けた状態を表しま

す。 

1：LCDCがフレーム終了割り込みを発生し処理済の通知を受けていな

い状態を表します。 

9 VSINTS 0 R/W Vsync開始割り込み状態 

LCDC Vsync開始割り込みの処理状態を表します。 

このビットは、LCDC Vsync開始割り込みが発生した時点で 1を示します

（セット状態）。Vsync開始割り込みに対する処理ルーチン中で、レジス

タへの 0書き込みでクリアしてください。 

0：LCDCが Vsync開始割り込みを発生していないか、または Vsync開

始割り込み発生に対して処理済の通知を受けた状態を表します。 

1：LCDCが Vsync開始割り込みを発生し処理済の通知を受けていない

状態を表します。 

8 VEINTS 0 R/W Vsync終了割り込み状態 

LCDC Vsync終了割り込みの処理状態を表します。 

このビットは、LCDC Vsync終了割り込みが発生した時点で 1を示します

（セット状態）。Vsync終了割り込みに対する処理ルーチン中で、レジス

タへの 0書き込みでクリアしてください。 

0：LCDCが Vsync終了割り込みを発生していないか、または Vsync終

了割り込み発生に対して処理済の通知を受けた状態を示します。 

1：LCDCが Vsync終了割り込みを発生し処理済の通知を受けていない

状態を表します。 

7～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 
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37.3.17 LCDCパワーマネジメントモードレジスタ（LDPMMR） 

LDPMMRは、液晶パネルモジュールに電源を供給する電源回路を制御する機能の設定を行うレジスタです。

LCD_VCPWCと LCD_VEPWCの 2種類の電源制御端子を使用するかしないか、電源投入機能オン／オフを設定し

ます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R R R R

ONC[3:0] OFFD[3:0] － VCPE VEPE DONE － － LPS[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 ONC[3:0] すべて 0 R/W LCDC電源投入シーケンス期間 

LCDモジュールの電源投入シーケンスにおいてLCD_VEPWC端子のアサ

ートから LCD_DON端子のアサートまでの期間をフレーム周期単位設定

します。（期間）－1の値を設定してください。 

図 37.5～図 37.8の「電源制御シーケンスと液晶モジュールの動作状態」

の（c）期間に当たります。詳細な方法は、表 37.7を参照してください（設

定方法は ONA、ONB、OFFD、OFFE、OFFFの各レジスタに共通です）。 

11～8 OFFD[3:0] すべて 0 R/W LCDC電源遮断シーケンス期間 

LCDモジュールの電源遮断シーケンスにおいて LCD_DON端子のネゲー

トから LCD_VEPWC端子のネゲートまでの期間をフレーム周期単位で設

定します。（期間）－1の値を設定してください。 

図 37.5～図 37.8の「電源制御シーケンスと液晶モジュールの動作状態」

の（d）期間に当たります。 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

6 VCPE 0 R/W LCD_VCPWC端子イネーブル 

LCD_VCPWC端子を用いた電源制御シーケンス処理の有無を設定します 

0：（処理無）LCD_VCPWC端子出力はマスクされロー固定 

1：（処理有）LCD_VCPWC端子出力は所定のシーケンスに従いアサー

ト、ネゲートする 

5 VEPE 0 R/W LCD_VEPWC端子イネーブル 

LCD_VEPWC端子を用いた電源制御シーケンス処理の有無を設定しま

す。 

0：（処理無）LCD_VEPWC端子出力はマスクされロー固定 

1：（処理有）LCD_VEPWC端子出力は所定のシーケンスに従いアサー

ト、ネゲートする 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 DONE 1 R/W LCD_DON端子イネーブル 

LCD_DON端子を用いた電源制御シーケンス処理の有無を設定します。 

0：（処理無）LCD_DON端子出力はマスクされロー固定 

1：（処理有）LCD_DON端子出力は所定のシーケンスに従いアサート、

ネゲートする 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

1、0 LPS[1:0] すべて 0 R 液晶モジュール電源入力状態 

電源、制御機能を使用しているときの液晶モジュールの電源投入状態を示

します。 

00：液晶モジュール電源遮断 

11：液晶モジュール電源投入 
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37.3.18 LCDC電源シーケンス期間レジスタ（LDPSPR） 

LDPSPRは、液晶モジュールに電源を供給する電源回路を制御する機能の設定を行うレジスタです。

LCD_VEPWC、LCD_VCPWC端子とそれに伴うタイミング信号の出力開始タイミングを指定します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ONA[3:0] ONB[3:0] OFFE[3:0] OFFF[3:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 ONA[3:0] 1111 R/W LCDC電源投入シーケンス期間 

LCDモジュールの電源投入シーケンスにおいてLCD_VCPWC端子のアサ

ートから表示データ（LCD_D15～0）とタイミング信号（LCD_FLM、

LCD_CL1、LCD_CL2、LCD_M_DISP）の出力開始までの期間をフレーム

周期単位で設定します。（期間）－1の値を設定してください。 

図 37.5～図 37.8「電源制御シーケンスと液晶モジュールの動作状態」の

（a）期間に当たります。 

11～8 ONB[3:0] 0110 R/W LCDC電源投入シーケンス期間 

LCDモジュールの電源投入シーケンスにおいて表示データ（LCD_D15～

0）とタイミング信号（LCD_FLM、LCD_CL1、LCD_CL2、LCD_M_DISP）

の出力開始から LCD_VEPWC端子のアサートまでの期間をフレーム周期

単位で設定します。（期間）－1の値を設定してください。 

図 37.5～図 37.8「電源制御シーケンスと液晶モジュールの動作状態」の

（b）期間に当たります。 

7～4 OFFE[3:0] 0000 R/W LCDC電源遮断シーケンス期間 

液晶モジュールの電源遮断シーケンスにおいて LCD_VEPWC端子ネゲー

トから表示データ（LCD_D15～0）とタイミング信号（LCD_FLM、

LCD_CL1、LCD_CL2、LCD_M_DISP）の出力停止までの期間をフレーム

周期単位で設定します。（期間）－1の値を設定してください。 

図 37.5～図 37.8「電源制御シーケンスと液晶モジュールの動作状態」の

（e）期間に当たります。 

3～0 OFFF[3:0] 1111 R/W LCDC電源遮断シーケンス期間 

液晶モジュールの電源遮断シーケンスにおいて表示データ（LCD_D15～

0）とタイミング信号（LCD_FLM、LCD_CL1、LCD_CL2、LCD_M_DISP）

の出力停止から LCD_VCPWC端子のネゲートまでの期間をフレーム周期

単位で設定します。（期間）－1の値を設定してください。 

図 37.5～図 37.8「電源制御シーケンスと液晶モジュールの動作状態」の

（f）期間に当たります。 
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37.3.19 LCDCコントロールレジスタ（LDCNTR） 

LDCNTRは、LCDCによる表示動作の開始／終了を指定します。 

DON2ビットと DONビットにそれぞれ 1を書き込んだとき、LCDCは表示動作を開始します。次に、LDPMMR

および LDCNTRで設定されたシーケンスに従って液晶モジュールの電源を投入します。LPS1、LPS0ビットが B'00

から B'11になれば所定のシーケンスは終了です。なお、所定のシーケンスが終了するまで次の DONビットの操

作を行わないでください。 

LCDCの表示動作を終了するときは、DONビットを 0に設定します。LDPMMRおよび LDCNTRで設定された

シーケンスに従って液晶モジュールの電源を遮断します。LCDCの動作を停止します。LPS[1:0]が B'11から B'00

になれば所定のシーケンスは終了です。なお所定のシーケンスが終了するまで次の DONビットの操作を行わない

でください。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R/W R R R R/W

－ － － － － － － － － － － DON2 － － － DON

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

4 DON2 0 R/W ディスプレイオン 2 

LCDCによる表示動作開始を指示します。 

0：LCDC動作／終了中 

1：動作開始 

このビットを読み出すと常に 0が読み出されます。表示動作開始時のみ 1

を書き込んでください。表示動作開始時以外で 1を書いた場合の動作は保

証されません。書き込んだ 1は 0に自動的に復帰するので、1をクリアす

るために 0を書き込む必要はありません。 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

0 DON 0 R/W ディスプレイオン 

LCDCによる表示動作の開始／終了を指示します。 

制御シーケンスの状態はLDPMMRの LPS[1:0]値を参照することで確認で

きます。 

0：LCDC非動作。表示オフモード 

1：LCDC動作。表示オンモード 

【注】 1. 表示開始時は H'0011を LDCNTRに、表示終了時は H'0000を LDCNTRに書き込んでください。これ以外の値は

書き込まないでください。 

 2. DON2ビットに 1を書き込むとパレット RAMデータが不定になるので、DON2ビットに 1を書き込んでからパレ

ット RAMにデータを設定してください。 
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37.3.20 LCDCユーザ指定割り込みコントロールレジスタ（LDUINTR） 

LDUINTRは、ユーザ指定割り込みの発生有無を設定し、その状態を表示するレジスタです。本割り込みは、LCDC

が LCDCユーザ指定割り込みラインナンバーレジスタ（LDUINTLNR）で設定したラインの画像データを VRAM

から読み終えた時点で発生します。 

本 LCDCが発行する割り込み（LCDCI）は、本レジスタによるユーザ指定割り込みと LCDC割り込みコントロ

ールレジスタ（LDINTR）によるメモリアクセス、Vsync割り込みとの OR出力となります。なお、本レジスタと

LCDC割り込みコントロールレジスタ（LDINTR）の設定は、割り込み動作に対して独立に作用します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R/W R R R R R R R R/W

－ － － － － － － － － － － － － UINTSUINTEN －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

8 UINTEN 0 R/W ユーザ指定割り込みイネーブル 

LCDCユーザ指定割り込みを発生するか否かを設定します。 

0：LCDCユーザ指定割り込みを発生しません。 

1：LCDCユーザ指定割り込みを発生します。 

7～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

0 UINTS 0 R/W ユーザ指定割り込み状態 

このビットは、LCDCユーザ指定割り込みが発生した時点で 1を示します

（セット状態）。ユーザ指定割り込みに対する処理ルーチン中で、レジス

タへの 0書き込みでクリアしてください。 

0：LCDCがユーザ指定割り込みを発生していないか、またはユーザ指

定割り込み発生に対して処理済の通知を受けた状態を表します。 

1：LCDCがユーザ指定割り込みを発生し処理済の通知を受けていない

状態を表します。 

【注】 割り込み処理の流れ 

 1. 割り込み信号入力 

 2. LDINTRのリード 

 3. もしMINTSまたは FINTSまたは VSINTSまたは VEINTS＝1ならば、その割り込みはメモリアクセスあるいはフ

レーム終了割り込みあるいは Vsync立ち上がり割り込みあるいは Vsync立ち下がり割り込み。それぞれの割り込

みに対する処理を行う。 

 4. もしMINTS＝FINTS＝VSINTS＝VEINTS＝0ならば、その割り込みはメモリアクセス、フレーム終了、Vsync立

ち上がり割り込み、および Vsync立ち下がり割り込みではない。 

 5. UINTSのリード 

 6. もし UINTS＝1ならば、その割り込みはユーザ指定割り込み。ユーザ指定割り込みに対する処理を行う。 

 7. もし UINTS＝0ならば、その割り込みはユーザ指定割り込みではない。他の処理を行う。 
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37.3.21 LCDCユーザ指定割り込みラインナンバーレジスタ（LDUINTLNR） 

LDUINTLNRは、ユーザ指定割り込みを発生する位置を設定するレジスタです。設定は水平ライン単位で行う

ことができます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 1 1
R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － UINTLN[10:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

10～0 UINTLN[10:0] 0000100

1111 

R/W ユーザ指定割り込み発生ラインナンバー 

ユーザ指定割り込みを発生するラインを設定します（ライン単位）。 

（割り込み発生ライン数）－1の値を設定してください。 

（例）80ライン目にユーザ指定割り込みを発生する場合： 

 HINTLN＝160/2－1＝79＝H'04F 

【注】 1. STN/TFTの液晶モジュールを使用する場合、本レジスタの設定値は LDVDLNRの垂直表示ラインナンバー（VDLN）

以下にしてください。 

 2. DSTN液晶モジュールを使用する場合、本レジスタの設定値は LDVDLNRの垂直表示ラインナンバー（VDLN）の

1/2以下に設定してください。このとき、ユーザ指定割り込みは LCDCが下部画面の画像データを本レジスタに設

定したライン数分 VRAMから読み終えた時点で発生します。 
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37.3.22 LCDCメモリアクセスインターバルナンバレジスタ（LDLIRNR） 

LDLIRNRは、LCDCが VRAMを読み出す際のバスサイクルの間隔を制御します。LDLIRNRに H'00以外の値

を設定した場合には、DDR-SDRAMのクロック数をカウントし LDLIRNRの設定値と一致するまで、LCDCは

VRAMをアクセスしません。LDLIRNRに H'00を設定した場合（初期値）には、LCDCの VRAMアクセスの 1ク

ロック後に、LCDCが VRAMアクセスを行います。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － LIRN[7:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

7～0 LIRN[7:0] すべて 0 R/W LCDCの VRAM読み出しクロックサイクル間隔 

LCDCがVRAMを読み出すバーストバスサイクルの間のDDR-SDRAMの

クロックサイクル数を指定します。 

H'00：1クロックサイクル 

H'01：1クロックサイクル 

 ： 

H'FF：255クロックサイクル 
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37.4 動作説明 

37.4.1 LCDCで表示可能な液晶モジュールのサイズについて 

LCDCは、機能としては 1024×1024ドット、16bpp（ビットパーピクセル）の表示を行うことが可能です。し

かし、表示される画像のイメージは CPUと共有である VRAMに格納されており、本 LCDCは表示に間に合うよ

うに VRAMからデータの読み出しを行う必要があります。 

本 LSIでは、最大 32バーストのメモリリードと 2.4kバイトのラインバッファ内蔵により、表示の破綻が起こり

にくいのですが、組み合わせによっては、表示が困難になることがあります。フレームレート 60Hzとした場合の

推奨するサイズとしては、16bpp時 320×240ドット、もしくは 8bpp時 640×480ドットです。 

目安としては、下記に示されたバス占有率が 40％を超えないようにしてください。 
 

バス占有率（％）＝

（                            ）オーバヘッド係数×表示総ピクセル数（HDCN＋1）×8×（VDLN＋1） 
×フレームレート（Hz）×色数（bpp）

CLKOUT（Hz）×バス幅*（bit）
×100

* 32  
 

オーバヘッド係数は、CL（CASレイテンシ）＝2.5の DDR-SDRAMが 32ビットバスのときに 1.375となります。 

図 37.2に有効な表示と帰線期間について示します。 
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Active Video = Top/ Left Border + Addressable Video + Bottom/ Right Border
Total H Blank = Hsync Time + Back Porch + Front Porch
Total V Blank = Vsync Time + Back Porch + Front Porch
 
HTCN = H Total Time
HDCN = H Addressable Video
HSYNP = H Addressable Video + Right Border + Front Porch
HSYNW = Hsync Time
 
VTLN = V Total Time
CDLN = V Addressable Video
VSYNP = V Addressable Video + Bottom Border + Front Porch
VSYNW = Vsync Time  

図 37.2 有効な表示と帰線期間 
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37.4.2 回転表示の解像度／バースト長および接続メモリ（DDR-SDRAM）の制限 

本 LCDCは、縦長の表示イメージを 90度回転して、対応する横長の液晶モジュールに表示可能です。それぞれ

の解像度について以下に示す色数の表示のみ可能です。また、DDR-SDRAMを連続して読み出すために

DDR-SDRAMのサイズ（カラムアドレス bit数）および LCDCのバースト長に制限があります。 

表示色数、DDR-SDRAMカラムアドレス数および LCDCのバースト長の制限を表 37.5に示します。 

なお、モノクロの表示イメージを表示するにはモノクロの液晶モジュールを、カラーの表示イメージを表示す

るにはカラーの液晶モジュールを必要とします。 
 

表 37.5 回転表示の解像度／バースト長および接続メモリの制限 

メモリ上の表示イメージ

（X解像度×Y解像度）

LCDCモジュール 

（X解像度×Y解像度） 

表示色数 使用する

DDR-SDRAM 

カラムアドレス bit数 

LCDCのバースト長 

（LDSMR*） 

9bit品 16バースト以下 4bpp 

（packed） 10bit品 － 

9bit品 8バースト以下 4bpp 

（unpacked） 10bit品 16バースト以下 

9bit品 8バースト以下 

モノクロ

6bpp 

10bit品 16バースト以下 

9bit品 8バースト以下 8bpp 

10bit品 16バースト以下 

9bit品 4バースト 

240×320 320×240 

カラー 

16bpp 

10bit品 8バースト以下 

9bit品 8バースト以下 モノクロ 6bpp 

10bit品 16バースト以下 

9bit品 4バースト 

234×320 320×234 

カラー 16bpp 

10bit品 8バースト以下 
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メモリ上の表示イメージ

（X解像度×Y解像度）

LCDCモジュール 

（X解像度×Y解像度） 

表示色数 使用する

DDR-SDRAM 

カラムアドレス bit数 

LCDCのバースト長 

（LDSMR*） 

9bit品 － 2bpp 

10bit品 － 

9bit品 － 4bpp 

（packed） 10bit品 － 

9bit品 16バースト以下 4bpp 

（unpacked） 10bit品 － 

9bit品 16バースト以下 

モノクロ

6bpp 

10bit品 － 

9bit品 － 4bpp 

（packed） 10bit品 － 

9bit品 16バースト以下 4bpp 

（unpacked） 10bit品 － 

9bit品 16バースト以下 8bpp 

10bit品 － 

9bit品 8バースト以下 

80×160 160×80 

カラー 

16bpp 

10bit品 16バースト以下 

9bit品 － 1bpp 

10bit品 － 

9bit品 － 2bpp 

10bit品 － 

9bit品 － 4bpp 

（packed） 10bit品 － 

9bit品 － 4bpp 

（unpacked） 10bit品 － 

9bit品 － 

モノクロ

6bpp 

10bit品 － 

9bit品 － 4bpp 

（packed） 10bit品 － 

9bit品 － 4bpp 

（unpacked） 10bit品 － 

9bit品 － 

64×128 128×64 

カラー 

8bpp 

10bit品 － 

【注】 * バースト長に設定したライン数分のデータが DDR-SDRAMの同一 ROMアドレス内に入るように、データを設定し

てください。 
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37.4.3 カラーパレット仕様について 

（1） カラーパレットレジスタ 

本LCDCは1エントリにつき24ビットデータ出力で256エントリ同時使用可能なカラーパレットを有しており、

本カラーパレットを利用することで 16M色中 256色同時発色が可能です。 

また、本カラーパレットは以下の手順によって、ユーザにより随時設定可能です。 
 

1. LDPALCRのPALENビット＝0（初期値）：通常表示動作 

2. LDPALCRにアクセスしPALEN＝1を設定：カラーパレット設定モードに移行は周辺クロック0の3サイクル

後 

3. LDPALCRにアクセスしPALS＝1を確認 

4. LDPR00～FFにアクセスしPALD00～FFに必要な値を書き込む 

5. LDPALCRにアクセスしPALEN＝0を設定：通常表示モードに移行は周辺クロック0の1サイクル後 

 

なお、LDPALCRの PALS＝1の間、LCDC表示データ出力（LCD_D15～0）は 0値出力となります。 

カラー

モノクロ

07152331

G6 G5 G4 G3 G2 G1 G0G7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0B7R6 R5 R4 R3 R2 R1 R0R7

M6 M5 M4 M3 M2 M1 M0M7  

図 37.3 カラーパレットデータフォーマット 

PALDnnの色／階調データは上記のように設定してください。 

カラー表示の場合、PALDnn[23:16]には Rデータを、PALDnn[15:8]には Gデータを、PALDnn[7:0]には Bデータ

を設定します。ただし、PALDnn[18:16]、PALDnn[9:8]、PALDnn[2:0]にはレジスタのビットは存在しますが、それ

に対応するメモリが存在しません。そのため、PALDnn[18:16]、PALDnn[9:8]、PALDnn[2:0]はパレットのデータを

保存することができないため、R:5ビット、G:6ビット、B:5ビットが有効となります。実際に使用する際は、24

ビット（R:8ビット、G:8ビット、B:8ビット）のデータを書き込んでください。PALDnn[23:19]、PALDnn[15:10]、

PALDnn[7:3]の値が 0でないときは、PALDnn[18:16]、PALDnn[9:8]、PALDnn[2:0]を 0または 1で埋め、PALDnn[23:19]、

PALDnn[15:10]、PALDnn[7:3]の値が 0のときは PALDnn[18:16]、PALDnn[9:8]、PALDnn[2:0]を 0で埋めることで

24ビットに拡張します。 

モノクロ表示の場合、PALDnn[7:3]に階調データを設定します。PALDnn[23:8]は don’t careです。PALDnn[7:3]

の値が 0でないときは PALDnn[2:0]を 1で埋め、PALDnn[7:3]の値が 0のときは PALDnn[2:0]を 0で埋めることで

8ビットに拡張します。 

【記号説明】nn：H'00～H'FF 
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37.4.4 データフォーマット 
 

1.Packed 1bpp（Pixel Alignment in Byte is Big Endian）［Windows CE Recommended Format］

Address

+00 

+01 

+02 

+03

…

+LAO+00 

+LAO+01

+LAO+02 

+LAO+03

… 

［Bit］

（Byte0）

（Byte1）

MSB LSB ↓Top Left Pixel

P00

P08

P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10

P18

P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

7 6 5 4 3 2 1 0

…

P00 P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

…

…

…

…

…

Display Memory

4.Packed 1bpp（Pixel Alignment in Byte is Little Endian）

Address

+00 

+01 

+02 

+03

…

+LAO+00 

+LAO+01

+LAO+02 

+LAO+03

… 

［Bit］

（Byte0）

（Byte1）

MSB LSB

P07

P08

P06 P05 P04 P03 P02 P01 P00

P17

P18

P16 P15 P14 P13 P12 P11 P10

7 6 5 4 3 2 1 0

…

…

Display Memory

2.Packed 2bpp（Pixel Alignment in Byte is Big Endian）［Windows CE Recommended Format］

Address

+00 

+01 

+02 

+03

…

+LAO+00 

+LAO+01

+LAO+02 

+LAO+03

… 

［Bit］

（Byte0）

（Byte1）

MSB LSB

P00 P01 P02 P03

P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13

P14 P15 P16 P17

7 6 5 4 3 2 1 0

…

…

Display Memory

3.Packed 4bpp（Pixel Alignment in Byte is Big Endian）［Windows CE Recommended Format］

Address

+00 

+01 

+02 

+03

…

+LAO+00 

+LAO+01

+LAO+02 

+LAO+03

… 

［Bit］

（Byte0）

（Byte1）

（Byte2）

MSB LSB

P00 P01

P02 P03

P10 P11

P12 P13

P04 P05

P14 P15

7 6 5 4 3 2 1 0

…

…

Display Memory

Display

Pn: Put 1bit data

LAO: Line Address Offset

-Unused bits should be 0

↓Top Left Pixel

P00 P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

…

…

…

…

Display

Pn: Put 1bit data

LAO: Line Address Offset

-Unused bits should be 0

↓Top Left Pixel

P00 P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

…

…

…

…

Display

Pn=Pn［1:0］: Put 2bit data

LAO: Line Address Offset

-Unused bits should be 0

↓Top Left Pixel

P00 P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

…

…

…

…

Display

Pn=Pn［3:0］: Put 4bit data

LAO: Line Address Offset

-Unused bits should be 0
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5.Packed 2bpp（Pixel Alignment in Byte is Little Endian）

Address

+00 

+01 

+02 

+03

…

+LAO+00 

+LAO+01

+LAO+02 

+LAO+03

… 

［Bit］

（Byte0）

（Byte1）

MSB LSB

P03 P02 P01 P00

P07 P06 P05 P04

P13 P12 P11 P10

P17 P16 P15 P14

7 6 5 4 3 2 1 0

…

…

Display Memory

6.Packed 4bpp（Pixel Alignment in Byte is Little Endian）

Address

+00 

+01 

+02 

+03

…

+LAO+00 

+LAO+01

+LAO+02 

+LAO+03

… 

［Bit］

（Byte0）

（Byte1）

（Byte2）

MSB LSB

P01 P00

P03 P02

P11 P10

P13 P12

P05 P04

P15 P14

7 6 5 4 3 2 1 0

…

…

Display Memory

7.Unpacked 4bpp［Windows CE Recommended Format］

Address

+00 

+01 

+02 

+03

…

+LAO+00 

+LAO+01

+LAO+02 

+LAO+03

… 

［Bit］

（Byte0）

（Byte1）

（Byte2）

MSB LSB

P00

P01

P10

P11

P02

P12

7 6 5 4 3 2 1 0

…

…

Display Memory

8.Unpacked 5bpp［Windows CE Recommended Format］

Address

+00 

+01 

+02 

+03

…

+LAO+00 

+LAO+01

+LAO+02 

+LAO+03

… 

［Bit］

（Byte0）

（Byte1）

（Byte2）

MSB LSB

P00

P01

P10

P11

P02

P12

7 6 5 4 3 2 1 0

…

…

Display Memory

↓Top Left Pixel

P00 P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

…

…

…

…

Display

Pn=Pn［1:0］: Put 2bit data

LAO: Line Address Offset

-Unused bits should be 0

↓Top Left Pixel

P00 P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

…

…

…

…

Display

Pn=Pn［3:0］: Put 4bit data

LAO: Line Address Offset

-Unused bits should be 0

↓Top Left Pixel

P00 P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

…

…

…

…

Display

Pn=Pn［3:0］: Put 4bit data

LAO: Line Address Offset

-Unused bits should be 0

↓Top Left Pixel

P00 P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

…

…

…

…

Display

Pn=Pn［4:0］: Put 5bit data

LAO: Line Address Offset

-Unused bits should be 0
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9.Unpacked 6bpp［Windows CE Recommended Format］

Address

+00 

+01 

+02 

+03

…

+LAO+00 

+LAO+01

+LAO+02 

+LAO+03

… 

［Bit］

（Byte0）

（Byte1）

（Byte2）

MSB LSB

P00

P01

P10

P11

P02

P12

7 6 5 4 3 2 1 0

…

…

Display Memory

10.Packed 8bpp［Windows CE Recommended Format］

Address

+00 

+01 

+02 

+03

…

+LAO+00 

+LAO+01

+LAO+02 

+LAO+03

… 

［Bit］

（Byte0）

（Byte1）

（Byte2）

MSB LSB

P00

P01

P10

P11

P02

P12

7 6 5 4 3 2 1 0

…

…

Display Memory

11.Unpacked color 15bpp（RGB 555）［Windows CE Recommended Format］

Address

+00 

+02 

+04

+06

…

+LAO+00 

+LAO+02

+LAO+04 

+LAO+06

… 

［Bit］

（Word0）

（Word2）

（Word4）

MSB LSB

P00R

P01R

P10R

P11R

P02R

P12R

P00G

P01G

P10G

P11G

P02G

P12G

P00B

P01B

P10B

P11B

P02B

P12B

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

…

…

Display Memory

12.Packed color 16bpp（RGB 565）［Windows CE Recommended Format］

Address

+00 

+02 

+04

+06

…

+LAO+00 

+LAO+02

+LAO+04 

+LAO+06

… 

［Bit］

（Word0）

（Word2）

（Word4）

MSB LSB

P00R

P01R

P10R

P11R

P02R

P12R

P00G

P01G

P10G

P11G

P02G

P12G

P00B

P01B

P10B

P11B

P02B

P12B

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

…

…

Display Memory

↓Top Left Pixel

P00 P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

…

…

…

…

Display

Pn=Pn［5:0］: Put 6bit data

LAO: Line Address Offset

-Unused bits should be 0

↓Top Left Pixel

P00 P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

…

…

…

…

Display

Pn=Pn［7:0］: Put 8bit data

LAO: Line Address Offset

-Unused bits should be 0

↓Top Left Pixel

P00 P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

…

…

…

Display

PrR=PrR［4.0］.Pr 5bit RED data

PrG=PrG［4.0］.Pr 5bit GREEN data

PrB=PrB［4.0］.Pr 5bit BLUE data

Pr=（PrR,PrG,PrB） .Pr 15bit data

LAO: Line Address Offset

-Unused bits should be 0

↓Top Left Pixel

P00 P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

…

…

…

Display

PrR=PrR［4.0］.Pr 5bit RED data

PrG=PrG［5.0］.Pr 6bit GREEN data

PrB=PrB［4.0］.Pr 5bit BLUE data

Pr=（PrR,PrG,PrB） .Pr 16bit data

LAO: Line Address Offset

-Unused bits should be 0
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37.4.5 表示解像度の設定 

表示解像度は LDHCNR、LDHSYNR、LDVDLNR、LDVTLNR、LDVSYNRで設定します。LDACLNRで STN

または DSTN表示時の液晶交流化周期を設定します。これらのレジスタの初期値は VGA（640×480ドット）、

STNまたは DSTN表示に典型的な解像度設定値となっています。 

LDICKRで使用するクロックを設定します。液晶モジュールのフレームレートは、サイズに関係するレジスタ

で設定された 1画面分の表示画面＋帰線期間（非表示期間）と使用するクロックの周波数により決定されます。

また本 LCDCは、垂直帰線期間の開始点（正確には最終表示ラインの次のライン開始点）ごとに割り込みを発生

する Vsync割り込み機能を有しています。LDINTRを用いて、その機能を設定します。 
 

37.4.6 電源制御シーケンス処理 

通常、液晶モジュールは電源の投入遮断に関して特定のシーケンス処理を必要としています。LDPMMR、

LDPSPR、LDCNTRを設定することにより、液晶電源制御端子（LCD_VCPWC、LCD_VEPWC、LCD_DON）を使

用して、液晶モジュールの要求に応じた多様な電源制御シーケンス処理を実行できます。 

電源制御シーケンスのフローチャートを図 37.4に、概略タイミングチャートを図 37.5～図 37.8に、設定可能

な電源制御シーケンス期間の説明を表 37.6に示します。図 37.4～図 37.7は、通常の出力端子（LCD_***）側の

動作を示しています。ミラー端子（LCDM_***）側も同様のタイミングとなります。 
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Yes

No

（1） 電源投入シーケンス（入力クロックに外部クロックを選択時）

DON2＝1、DON＝1を設定

DON2＝1、DON＝1を設定

DON2＝0、DON＝0を設定

【注】 * LDCNTR書き込み後にLCDCの別のレジスタにアクセスを行う場合は、
  TMUのTCNT0レジスタのダミーリードを1回行ってください。

【注】 電源遮断シーケンス後に、表示データ格納用VRAM（エリア3の
 DDR-SDRAM）をセルフリフレッシュにしたり、スタンバイモード、
 モジュールスタンバイ等に入る場合は、「37.6.1　表示データ格納用
 VRAM（エリア3のDDR-SDRAM）アクセスの停止手順について」に
 記載した手順を実施してください。

TMUのTCNT0レジスタを1回ダミーリードしてください。

ダミーリード回数n ＝ N/2 × P/L ＋2 [回]
N：分周設定（1、2、3、4、6、8、12、24、32）
P：PΦ周波数（MHz）、L：外部LCD入力周波数（MHz）
[例] N：3分周、P：Pφ＝50MHz、L：LCDCLK＝50MHzの場合
 3/2 × 50MHz/50MHz＋2＝3.5＝4回（小数点以下切り上げ）

（2） 電源投入シーケンス（入力クロックに周辺クロックを選択時）

（3） 電源遮断シーケンス

開始

各LCDCレジスタの設定

LDCNTRにH'0011を設定

TCNT0を1回ダミーリード

LDCNTRをn回ダミーリード

LDPMMR.LPS[0]＝1 ?

終了

開始

各LCDCレジスタの設定

LDCNTRにH'0011を設定*

終了

開始

LDCNTRにH'0000を設定

終了

LDPMMR.LPSビットをリード

 

図 37.4 電源制御シーケンスのフローチャート 
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電源投入開始 電源遮断開始

任意不定 不定

00 ≠00b,11b ≠00b,11bb 00b11b

(a)=0fr (b)=1fr (c)=1fr (d)=1fr (e)=1fr (f)=0fr

(液晶モジュール動作)(液晶モジュール停止) (液晶モジュール停止)

VCPE=ON

(1) STN,DSTN電源制御  

VEPE=ON

DONE=ON

(in) DONレジスタ

(out) LCD_VCPWC端子

(out)表示データ、

    タイミング信号

(out)LPSレジスタ

(out) LCD_VEPWC端子

(out) LCD_DON 端子

レジスタコントロール

シーケンス

 

図 37.5 電源制御シーケンスと液晶モジュールの動作状態 

00 ≠00b,11b ≠00b,11bb 00b11b

(a)=0fr

(b)=0fr

(c)=1fr (d)=1fr

(e)=0fr

(f)=0fr

VCPE=OFF

(2) STN,DSTN以外の電源制御 

VEPE=OFF

DONE=ON

(in) DONレジスタ

(out) LCD_VCPWC端子

(out)表示データ、 

    タイミング信号

 (out)LPSレジスタ

(out) LCD_VEPWC端子

(out) LCD_DON端子

レジスタコントロール

シーケンス

電源投入開始 電源遮断開始

任意不定 不定

(液晶モジュール動作)(液晶モジュール停止) (液晶モジュール停止)

（内部信号）

（内部信号）

 

図 37.6 電源制御シーケンスと液晶モジュールの動作状態 
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VCPE=ON

(3) TFT 電源制御

VEPE=ON

DONE=OFF

00b 00b11b

(a)=1fr (b)=6fr (c)=0fr (d)=0fr (e)=1fr (f)=1fr

(in) DONレジスタ

(out) LCD_ VCPWC 端子

(out) 表示データ、

    タイミング信号

(out)LPSレジスタ

 (out) LCD_VEPWC端子

(out) LCD_DON端子

レジスタコントロール

シーケンス

(液晶モジュール停止)

不定

電源投入開始 電源遮断開始

任意 不定

(液晶モジュール動作) (液晶モジュール停止)

（内部信号）

≠00b,11b ≠00b,11b

 

図 37.7 電源制御シーケンスと液晶モジュールの動作状態 

00b 00b11b

(a)=0fr

(b)=0fr

(c)=0fr (d)=0fr

(e)=0fr

(f)=0fr

VCPE=OFF

VEPE=OFF

DONE=OFF

電源投入開始 電源遮断開始

任意不定 不定

（液晶モジュール動作）(液晶モジュール停止) （液晶モジュール停止）

(4) TFT以外の電源制御 

(in) DONレジスタ

(out) LCD_VCPWC端子

(out) 表示データ、

    タイミング信号

(out)LPSレジスタ

(out) LCD_VEPWC端子

(out) LCD_DON端子

レジスタコントロール
シーケンス

（内部信号）

（内部信号）

（内部信号）

 

図 37.8 電源制御シーケンスと液晶モジュールの動作状態 
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表 37.6 代表的なフレームレートにおいて設定可能な電源制御シーケンス期間 

フレームレート ONX、OFFX 

レジスタ設定値 120Hz 60Hz 

H'F (-1+1)/120 ＝    0.00(ms) (-1+1)/60 ＝    0.00(ms) 

H'0  (0+1)/120 ＝    8.33(ms)  (0+1)/60 ＝   16.67(ms) 

H'1  (1+1)/120 ＝   16.67(ms)  (1+1)/60 ＝   33.33(ms) 

H'2  (2+1)/120 ＝   25.00(ms)  (2+1)/60 ＝   50.00(ms) 

H'3  (3+1)/120 ＝   33.33(ms)  (3+1)/60 ＝   66.67(ms) 

H'4  (4+1)/120 ＝   41.67(ms)  (4+1)/60 ＝   83.33(ms) 

H'5  (5+1)/120 ＝   50.00(ms)  (5+1)/60 ＝  100.00(ms) 

H'6  (6+1)/120 ＝   58.33(ms)  (6+1)/60 ＝  116.67(ms) 

H'7  (7+1)/120 ＝   66.67(ms)  (7+1)/60 ＝  133.33(ms) 

H'8  (8+1)/120 ＝   75.00(ms)  (8+1)/60 ＝  150.00(ms) 

H'9  (9+1)/120 ＝   83.33(ms)  (9+1)/60 ＝  166.67(ms) 

H'A (10+1)/120 ＝   91.67(ms) (10+1)/60 ＝  183.33(ms) 

H'B (11+1)/120 ＝  100.00(ms) (11+1)/60 ＝  200.00(ms) 

H'C (12+1)/120 ＝  108.33(ms) (12+1)/60 ＝  216.67(ms) 

H'D (13+1)/120 ＝  116.67(ms) (13+1)/60 ＝  233.33(ms) 

H'E (14+1)/120 ＝  125.00(ms) (14+1)/60 ＝  250.00(ms) 
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ONA、ONB、ONC、OFFD、OFFE、OFFFの各レジスタはフレーム周期単位で 0～15フレームまでの電源制御

シーケンス期間を設定可能です。レジスタ設定は（－1値）設定であり、H'0～H'E設定でおのおの 1～15フレー

ム、H'F設定で 0フレームを意味します。 

実際のシーケンス時間はレジスタ設定値と表示フレーム周波数に依存します。下表は代表的な液晶モジュール

の表示フレーム周波数での電源制御シーケンス期間です。 
 

• 表示フレーム周波数120HzにおいてONBレジスタにH'6を設定した場合 

表示フレーム周波数が 120Hzなので、1フレームの時間は 8.33（ms）＝1/120（sec） 

ONBレジスタは（－1値）設定なので電源投入シーケンス期間は 7フレーム。 

したがって、この場合のシーケンス時間は 58.33（ms）＝8.33（ms）×7となります。 
 

表 37.7 LCDC動作モード 

モード 機   能 

表示 ON 

（LCDC動作） 
レジスタ設定：DON＝1 

所定の解像度、色数による表示データ、タイミング信号を液

晶モジュールに出力 

表示 OFF 

（LCDC停止） 
レジスタ設定：DON＝0 

レジスタアクセスは可能。 

所定の解像度、色数による表示データ、タイミング信号を液

晶モジュールに出力しない 

 

表 37.8 液晶モジュール電源状態 

（STN、DSTNモジュールの場合） 

状  態 ロジック系電源 表示データ 

タイミング信号 

高圧系電源 DON信号 

対応する制御端子 LCD_VCPWC 
LCD_CL2、LCD_CL1、LCD_FLM、

LCD_M_DISP、LCD_D15～0 
LCD_VEPWC LCD_DON 

動作状態 供給 供給 供給 供給 

供給 供給 供給  

供給 供給   （過渡状態） 

供給    

停止状態     
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（TFTモジュールの場合） 

状  態 ロジック系電源 表示データ 

タイミング信号 

高圧系電源 

対応する制御端子 LCD_VCPWC 

LCD_CL2、LCD_CL1、

LCD_FLM、LCD_M_DISP、

LCD_D15～0 

LCD_VEPWC 

動作状態 供給 供給 供給 

供給 供給  
（過渡状態） 

供給   

停止状態    

 

上記は、一般的と思われる液晶モジュールの動作状態、停止状態での電源および表示データ、タイミング信号

の供給状態です。ただし、モジュールによっては高圧系電源をロジック系電源電圧からモジュール内部で生成す

るものもあり必ずしも示した電源の供給を必要としているとは限りません。 
 

表示 OFFモード（LCDC停止）の注意事項 

本 LCDCによる液晶モジュール電源制御シーケンス処理を使用している場合、表示 ON モードのまま電源の遮

断を行った場合の LCDCの正常動作は保証できません。また、最悪の場合、接続している液晶モジュールが破損

する恐れがあります。 
 

37.4.7 ハードウェアローテーション動作説明 

以下にハードウェアローテーション動作の説明を示します。ハードウェアローテーションモードは、「横長の

画面をもつ液晶パネルを縦置きすることで縦長の液晶パネルの代わりに使う」ような使い方を想定しています。

パネルの形は横長でも縦長でも問題ありませんが、横幅が 320以下である必要があります。 

ハードウェアローテーションを行う場合、ハードウェアローテーション無しの設定から以下の 5項目を変更し

なければなりません（以下の例は 8bpp時。16bpp時は 1ドット当たりのメモリサイズが 2倍になるため、イメー

ジのサイズ、回転時のレジスタ設定値が異なります）。 

1. 画像イメージは、回転したパネルで表示する形で用意する（回転後に240×320であれば、回転されていない

240×320のサイズのデータを用意する） 

2. 画像イメージのアドレスに関係するレジスタの設定を変更する（LDSARU、LDLAOR）。 

3. LDLAORを2のべき乗にする（回転した後の横幅が240の場合、256にする）。 

4. グラフィックソフトウェアも3.の設定に合わせる。 

5. LDSARUを画像イメージの左上のアドレスから、左下のアドレスに変更する。 
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画像イメージ

LDSARU(起点) LDSARU+LDLAOR–1

スキャン開始位置は LDSARU
スキャン方向は X座標の増加方向

LDSARU+LDLAOR ×LDVDLNR–1(終点)

画像イメージ

画像イメージ

液晶パネル

起点

終点

1)　非回転時

 

図 37.9 ハードウェアローテーション動作（非回転時） 

 

たとえば、サイズ 320×240の液晶パネルに対して LDSARU＝0x0c001000から始まる横長の画像イメージ（320

×240）を表示するレジスタ設定、およびグラフィックドライバソフトウェアが完成しているものとします。この

状態でハードウェアローテーションを使い 240×320で表示するように変更してみます。このとき、LDLAOR＝512

であったとすると、グラフィックドライバソフトウェアも画像イメージの Y座標のアドレス計算用オフセットを

2のべき乗としているはずです。この状態で ROT＝1とする前に、画像イメージ自体が 240×320用に描きなおす

必要があります。また、サイズが異なるので、LDLAOR＝256となり、同時にグラフィックスドライバソフトウェ

アも変更します。LDSARUは左上から左下になりますので、LDSARU＝0x0c001000 + 256 * 319に変更します。 

【注】 ハードウェアローテーション機能は、液晶パネルを 90度傾けて使えるようにする機能であり、液晶パネル自体に関わる

設定に関しては、回転前の液晶パネルに合わせる必要があります。また、グラフィックスドライバソフトウェアの描画

処理にはかかわらずに回転可能ですが、グラフィックスドライバソフトウェアの管理している画像イメージのサイズ、

およびアドレスオフセットの値を実際の画像イメージに合わせる必要があります。 
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画像イメージ

LDSARU(起点)

LDSARU －LDLAOR ×(HDCN×8－2)－1(終点)

スキャン開始位置は LDSARU
スキャン方向は Y座標の減少方向

液晶パネル

起点

終点

2)　回転時

 

図 37.10 ハードウェアローテーション動作（回転時） 

 

37.5 クロックと LCDデータ信号例 

以下のタイミング図は、通常の出力端子（LCD_***）側のタイミングを示しています。ミラー端子（LCDM_***）

側も同様のタイミングとなります。 
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図 37.11 クロックと LCDデータ信号例（STNモノクロ 4ビットデータバスモジュール） 



 

37. LCDコントローラ（LCDC） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  37-47 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

DOTCLK

2) STNモノクロ8ビットデータバスモジュール 
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図 37.12 クロックと LCDデータ信号例（STNモノクロ 8ビットデータバスモジュール） 
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図 37.13 クロックと LCDデータ信号例（STNカラー4ビットデータバスモジュール） 
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DOTCLK

4) STNカラー8ビットデータバスモジュール
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図 37.14 クロックと LCDデータ信号例（STNカラー8ビットデータバスモジュール） 
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図 37.15 クロックと LCDデータ信号例（STNカラー12ビットデータバスモジュール） 
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DOTCLK

6) STNカラー16ビットデータバスモジュール
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図 37.16 クロックと LCDデータ信号例（STNカラー16ビットデータバスモジュール） 
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図 37.17 クロックと LCDデータ信号例（DSTNモノクロ 8ビットデータバスモジュール） 
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8) DSTNモノクロ16ビットデータバスモジュール
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図 37.18 クロックと LCDデータ信号例（DSTNモノクロ 16ビットデータバスモジュール） 
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図 37.19 クロックと LCDデータ信号例（DSTNカラー8ビットデータバスモジュール） 
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DOTCLK

10)  DSTNカラー12ビットデータバスモジュール

LCD_CL2

LCD_D8

LCD_D9

LCD_D10

LCD_D11 UR0

UG0

UB0

UR1

UR2

UG2

UB2

UR3

UR4

UG4

UB4

UR5

UR6

UG6

UB6

UR7

LCD_D12～15 Low

LCD_D4

LCD_D5

LCD_D6

LCD_D7 UG1

UB1

LR0

LG0

UG3

UB3

LR2

LG2

UG5

UB5

LR4

LG4

UG7

UB7

LR6

LG6

LCD_D0

LCD_D1

LCD_D2

LCD_D3 LB0

LR1

LG1

LB1

LB2

LR3

LG3

LB3

LB4

LR5

LG5

LB5

LB6

LR7

LG7

LB7

 

図 37.20 クロックと LCDデータ信号例（DSTNカラー12ビットデータバスモジュール） 
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11) DSTNカラー16ビットデータバスモジュール
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図 37.21 クロックと LCDデータ信号例（DSTNカラー16ビットデータバスモジュール） 
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12) TFTカラー16ビットデータバスモジュール
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図 37.22 クロックと LCDデータ信号例（TFTカラー16ビットデータバスモジュール） 
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13) 8ビットインタフェースカラー640×480
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図 37.23 クロックと LCDデータ信号例（8ビットインタフェースカラー640×480） 
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14) 16ビットインタフェースカラー640×480
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図 37.24 クロックと LCDデータ信号例（16ビットインタフェースカラー640×480） 
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37.6 使用上の注意事項 

37.6.1 表示データ格納用 VRAM（エリア 3の DDR-SDRAM）アクセスの停止手順につ

いて 

表示データ格納用 VRAM（エリア 3の DDR-SDRAM）アクセスの停止手順は、以下のフローに従ってください。 
 

• 表示データ格納用VRAMアクセスの停止手順 

1. 現在の状態がLDPMMRのLPS1とLPS0ビットが1であることを確認します。 

2. LDCNTRのDONビットを0（表示オフモード）に設定します。 

3. LDPMMRのLPS1とLPS0ビットが0になることを確認します。 

4. 1フレームの表示時間を待ちます。 

 

表示データ格納用 VRAM（エリア 3の DDR-SDRAM）をセルフリフレッシュにする前、スタンバイモード、モ

ジュールスタンバイ等に入る前には、この停止手順が必要です。 
 

37.6.2 NMI割り込み使用時の注意事項について 

LCDC使用時に NMI割り込みにより NMIFCRの NMIFLビットが 1にセットされると、LCDCから表示データ

格納用 VRAM（エリア 3の DDR-SDRAM）アクセスができなくなります。 

LCDCはラインバッファに格納したデータを LCDパネル用データ端子への出力を継続するため、ラインバッフ

ァが空になると LCD表示が停止する場合があります。したがって、ラインバッファが空になる前に NMI割り込

みをインアクティブにし、NMIFLビットを 0にクリアしてください。 
 



R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  38-1 

2012.03.14  

38. A/D変換器（ADC） 

本 LSIは 10ビット精度の逐次比較方式 A/D変換器を内蔵しています。最大 4チャネルのアナログ入力を選択す

ることができます。 

38.1 特長 

A/D変換器の特長を以下に示します。 

• 10ビット分解能 

• 入力チャネル ：4チャネル 

• 最小変換時間 ：1チャネル当たり8.5μs 

• 3種類の変換モード 

シングルモード ：1チャネルのA/D変換 

マルチモード ：1～4チャネルのA/D変換 

スキャンモード ：1～4チャネルの連続A/D変換 

• 4本のデータレジスタ 

• サンプル＆ホールド機能 

• A/D変換終了割り込み発生 

A/D変換終了時に、A/D変換終了割り込み（ADI）要求を発生可能 
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A/D変換器のブロック図を図 38.1に示します。 
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【記号説明】

ADCSR ：A/Dコントロール／ステータスレジスタ

ADDRA ：A/DデータレジスタA

ADDRB ：A/DデータレジスタB

ADDRC ：A/DデータレジスタC

ADDRD ：A/DデータレジスタD

内部
データバス

 

図 38.1 A/D変換器のブロック図 
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38.2 入出力端子 
A/D変換器で使用する入力端子を表 38.1に示します。 

AVCC､AVSS端子は、A/D変換器内部のアナログ部の電源です。AVCC端子は、A/D変換基準電圧です。 
 

表 38.1 端子構成 

端子名 略称 入出力 機   能 

アナログ電源 AVCC 入力 アナログ部の電源 

アナロググランド AVSS 入力 アナログ部のグランドおよび A/D変換の基準電圧 

アナログ入力 0 AN0 入力 

アナログ入力 1 AN1 入力 

アナログ入力 2 AN2 入力 

アナログ入力 3 AN3 入力 

アナログ入力 0～3 

 

38.3 レジスタの説明 

ADCのレジスタ構成を表 38.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 38.3に示します。 
 

表 38.2 レジスタ構成 

名称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

アクセス 

サイズ 

A/Dデータレジスタ A ADDRA R H'FFEA 0000 H'1FEA 0000 16 

A/Dデータレジスタ B ADDRB R H'FFEA 0002 H'1FEA 0002 16 

A/Dデータレジスタ C ADDRC R H'FFEA 0004 H'1FEA 0004 16 

A/Dデータレジスタ D ADDRD R H'FFEA 0006 H'1FEA 0006 16 

A/Dコントロール／ステータスレジスタ ADCSR R/W H'FFEA 0010 H'1FEA 0010 16 

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて物

理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 

表 38.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

A/Dデータレジスタ A ADDRA H'0000 H'0000 保持 保持 

A/Dデータレジスタ B ADDRB H'0000 H'0000 保持 保持 

A/Dデータレジスタ C ADDRC H'0000 H'0000 保持 保持 

A/Dデータレジスタ D ADDRD H'0000 H'0000 保持 保持 

A/Dコントロール／ステータスレジスタ ADCSR H'0000 H'0000 保持 保持 
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38.3.1 A/Dデータレジスタ A～D（ADDRA～ADDRD） 

ADDRは、A/D変換された結果を格納する 16ビットの読み出し専用レジスタで、ADDRA～ADDRDの 4本が

あります。 

A/D変換されたデータは 10ビットデータで、変換されたチャネルに対応する ADDRのビット 15～6に転送さ

れ、保持されます。ビット 5～0は読み出すと常に 0が読み出されます。 

アナログ入力チャネルと ADDRの対応を表 38.4に示します。 

ADDRは、リセットおよびスタンバイモードで H'0000に初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

—AD[9:0] — — — — —

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～6 AD[9:0] 0 R ビットデータ（10ビット） 

5～0 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

表 38.4 アナログ入力チャネルと ADDRの対応 

アナログ入力チャネル A/Dデータレジスタ 

AN0 ADDRA 

AN1 ADDRB 

AN2 ADDRC 

AN3 ADDRD 
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38.3.2 A/Dコントロール／ステータスレジスタ（ADCSR） 

ADCSRは、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、A/D変換の動作制御およびステータスの表示

を行います。 

ADCSRは、リセットおよびスタンバイモードで H'0080に初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
R/(W)* R/W R/W R R R R R R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W

ADF — CH[2:0]— — — CKS[1:0] MDS[1:0]ADIE ADST — —

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 ADF 0 R/(W)* A/Dエンドフラグ 

A/D変換の終了を示すフラグです。 

［クリア条件］ 

ADF=1の状態で、ADFフラグを読み出した後、ADFフラグに 0を書き込んだ

とき 

［セット条件］ 

シングルモード：A/D変換が終了したとき 

マルチモード：指定したすべてのチャネルを一巡して変換したとき 

（A/D変換は設定したチャネルを一巡します） 

スキャンモード：設定したチャネル分の変換が終了したとき 

（A/D変換は設定したチャネルを常に繰り返します） 

【注】A/D変換器をスキャンモードで使用時、またはマルチモードで A/D変換

中（ADF＝0）に、ADST＝0で A/D変換を止める場合、ADST＝0とし

た後、ADCSRの ADSTビットをリードして、0であることを確認後、1

チャネル分の A/D変換時間以上経過して、再度 ADST＝1としてくださ

い。A/D変換時間は、A/D変換クロック分周比によって異なります。 

14 ADIE 0 R/W A/Dインタラプトイネーブル 

A/D変換の終了による割り込み（ADI）要求の許可または禁止を選択します。

ADIEビットの設定は変換停止中に行ってください。 

0：A/D変換の終了による割り込み（ADI）要求を禁止 

1：A/D変換の終了による割り込み（ADI）要求を許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

13 ADST 0 R/W A/Dスタート 

A/D変換の開始または停止を選択します。A/D変換中は 1を保持します。 

0：A/D変換を停止 

1：シングルモード：A/D変換を開始 指定したチャネルの変換が終了すると

自動的に 0にクリア*1 

  マルチモード ：A/D変換を開始 指定したすべてのチャネルを一巡して

変換が終了すると自動的に 0にクリア*2 

  スキャンモード：A/D変換を開始 ソフトウェア、リセットまたはスタン

バイモードへの遷移により0にクリアされるまで連続変換 

【注】*1 ADST＝0（ソフトウェア設定）での停止はできません（A/D変換中

で 0は書き込めません）。 

 *2 ADST＝0（ソフトウェア設定）で次のチャネル以降の変換を停止で

きます。 

12～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7、6 CKS[1:0] 10 R/W クロックセレクト 

A/D変換クロック分周比を選択します。 

00：Pck0/4 

01：Pck0/8 

10：Pck0/16 

11：Pck0/32 

5、4 MDS[1:0] 00 R/W 変換モード選択 

シングルモード、マルチモード、またはスキャンモードを選択します。 

00：シングルモード 

01：予約（設定不可） 

10：マルチモード 

11：スキャンモード 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2～0 CH[2:0] 000 R/W チャネルセレクト 

MDSビットとともにアナログ入力チャネル選択します。 

入力チャネルの設定は、ADSTビットを 0にクリアした後に行ってください。 

   シングルモード マルチモードおよびスキャンモード 

000：  AN0           AN0 

001：  AN1           AN0、AN1 

010：  AN2           AN0～AN2 

011：  AN3           AN0～AN3 

100：  予約（設定不可） 

101：  予約（設定不可） 

110：  予約（設定不可） 

111：  予約（設定不可） 

【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
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38.4 動作説明 
A/D変換器は逐次比較方式で動作し、10ビットの分解能を持っています。シングルモード、マルチモード、お

よびスキャンモードの各モードの動作についての説明をします。 
 

38.4.1 シングルモード（MDS[1:0]＝00） 

シングルモードは、1チャネルのみの A/D変換を行う場合に選択します。ソフトウェアによって A/Dコントロ

ール／ステータスレジスタ（ADCSR）のビット 13（ADST）が 1にセットされると、A/D変換を開始します。ADST

ビットは、A/D変換中は 1を保持しており、A/D変換が終了すると自動的に 0にクリアされます。 

また、A/D変換が終了すると、ADCSRのビット 15（ADF）が 1にセットされます。このとき、ADCSRのビッ

ト 14（ADIE）が 1にセットされていると、A/D変換終了割り込み要求（ADI）が発生します。 

ADFビットは、ADF＝1を読み出した後、ADFビットに 0を書き込むと 0にクリアされます。 

A/D変換中に、コントロール／ステータスレジスタ（ADCSR）の設定やアナログ入力チャネルの切り替えを行

う場合は、誤動作を避けるために ADSTビットを 0にクリアして、A/D変換を停止した状態で行ってください。

変更した後、ADSTビットを 1にセットすると、再び A/D変換を開始します。 

シングルモードでチャネル 1（AN1）が選択された場合の動作例を以下に示します。また、このときの動作タイ

ミングを図 38.2に示します。 
 

1. 動作モードをシングルモードに（MDS[1:0]＝00）、入力チャネルをAN1に（CH[2:0]＝001）、A/D割り込み

要求許可（ADIE＝1）に設定して、A/D変換を開始（ADST＝1）します。 

2. A/D変換が終了すると、A/D変換結果がADDRBに転送されます。同時に、ADF＝1、ADST＝0となり、A/D変

換器は変換待機となります。 

3. ADF＝1、ADIE＝1となっているため、ADI割り込み要求が発生します。 

4. A/D割り込み処理ルーチンが開始されます。 

5. 割り込みルーチン開始後、A/D変換結果（ADDRB）を読み出して、処理します。 

6. ADF＝1を読み出した後、ADFに0を書き込みます。 

7. A/D割り込み処理ルーチンの実行を終了します。この後、ADSTビットを1にセットするとA/D変換が開始さ

れ2～7を行います。 
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変換待機

ADST

チャネル0（AN0）

A/D変換（1） 変換待機変換待機

ADF

A/D変換（2） 変換待機チャネル1（AN1）

変換待機チャネル2（AN2）

変換待機チャネル3（AN3）

A/D変換結果（1） A/D変換結果（2）

ADDRA

ADDRB

ADDRC

ADDRD

クリア*

セット* セット*

クリア*

【注】  * ↓は、ソフトウェアによる命令実行を示します。

ADI

割り込み発生

変換結果の読み出し 変換結果の読み出し

 

図 38.2 A/D変換器の動作例（シングルモード チャネル 1選択時） 
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38.4.2 マルチモード（MDS[1:0]＝10） 

マルチモードは、複数チャネル（1チャネルを含む）のアナログ入力を各々1回のみ順次変換します。A/D変換

はソフトウェアによって A/Dコントロール／ステータスレジスタ（ADCSR）のビット 13（ADST）が 1にセット

されると、第 1チャネル（AN0）から開始されます。 

複数のチャネルが選択されている場合は、第 1チャネルの変換が終了した後、直ちに第 2チャネル（AN1）の

A/D変換を開始します。 

A/D変換は、指定したすべてのチャネルを一巡して変換します。変換された結果は、各チャネルに対応した

ADDRに転送され保持されます。 

A/D変換中に、A/Dコントロール／ステータスレジスタ（ADCSR）の設定やアナログ入力チャネルの切り替え

を行う場合は、誤動作を避けるために ADSTビットを 0にクリアして、A/D変換を停止した状態で行ってくださ

い。変更した後、ADSTビットに 1をセットすると、第 1チャネルが選択され、再び A/D変換を開始します。 

マルチモードで 3チャネル（AN0～AN2）を選択して A/D変換を行う場合の動作例を以下に示します。また、

このときの動作タイミングを図 38.3に示します。 
 

1. 動作モードをマルチモードに（MDS[1:0]＝10）、アナログ入力チャネルをAN0～AN2（CH[2:0]＝010）に設

定してA/D変換を開始（ADST＝1）します。 

2. 第1チャネル（AN0）のA/D変換が開始され、A/D変換が終了すると、変換結果をADDRAに転送します。 

次に第2チャネル（AN1）が自動的に選択され、変換を開始します。 

3. 同様に第3チャネル（AN2）の変換を行います。 

4. 選択されたすべてのチャネル（AN0～AN2）の変換が終了すると、ADF＝1となり、ADSTビットを0にして変

換を終了します。 

このときADIEビットが1にセットされていると、A/D変換終了後、ADI割り込みを発生します。 
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変換待機

ADST

チャネル0（AN0） A/D変換（1）

変換待機

ADF

A/D変換（2） 変換待機チャネル1（AN1）

チャネル2（AN2）

変換待機チャネル3（AN3）

A/D変換結果（1）

A/D変換結果（3）

ADDRA

ADDRB

ADDRC

ADDRD

A/D変換（3）

変換待機

変換待機

A/D変換結果（2）

変換待機

セット* クリア*

A/D変換実行

クリア*

【注】* ↓は、ソフトウェアによる命令実行を示します。

ADI

割り込み発生

 

図 38.3 A/D変換器の動作例（マルチモード AN0～AN2の 3チャネル選択時） 
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38.4.3 スキャンモード（MDS[1:0]＝11） 

スキャンモードでの A/D変換は、ビット 13（ADST）が 0にクリアされるまで設定したチャネル内を連続して

繰り返し行います。A/D変換された結果は各チャネルに対応した ADDRに転送され保持されます。このモードは

複数チャネル（1チャネルを含む）のアナログ入力を常にモニタするようなシステムに適します。A/D変換はソフ

トウェアによって A/Dコントロール／ステータスレジスタ（ADCSR）の ADSTビットが 1にセットされると、第

1チャネル（AN0）から開始されます。 

複数のチャネルが選択されている場合は、第 nチャネルの変換が終了した後、直ちに第 n＋1チャネルの A/D変

換を開始します。 

A/D変換は、ADSTビットが 0にクリアされるまで、選択されたチャネル内を連続して繰り返し行います。変

換された結果は、各チャネルに対応した ADDRに転送され保持されます。 

A/D変換中に、A/Dコントロール／ステータスレジスタ（ADCSR）の設定やアナログ入力チャネルの切り替え

を行う場合は、誤動作を避けるために ADSTビットを 0にクリアして、A/D変換を停止した状態で行ってくださ

い。変更した後、ADSTビットに 1をセットすると、第 1チャネルが選択され、再び A/D変換を開始します。 

スキャンモードで 3チャネル（AN0～AN2）を選択して A/D変換を行う場合の動作例を以下に示します。また、

このときの動作タイミングを図 38.4に示します。 
 

1. 動作モードをスキャンモードに（MDS[1:0]＝11）、アナログ入力チャネルをAN0～AN2（CH[2:0]＝010）に

設定してA/D変換を開始（ADST＝1）します。 

2. 第1チャネル（AN0）のA/D変換が開始され、A/D変換が終了すると、変換結果をADDRAに転送します。 

3. 次に第2チャネル（AN1）が自動的に選択され、変換を開始します。 

4. 同様に第3チャネル（AN2）の変換を行います。 

5. 選択されたすべてのチャネル（AN0～AN2）の変換が終了すると、ADF＝1となり、再び、第1チャネル（AN0）

を選択し、連続して変換が行われます（マルチモードの場合は設定したチャネルが一巡すると終了しますが

スキャンモードは設定したチャネルが一巡した後、第1チャネルに戻りA/D変換を連続して繰り返します）。 

6. このときADIEビットが1にセットされていると、A/D変換終了後、ADI割り込みを発生します。 

7. ADSTビットが1にセットされている間は、（2）～（4）を繰り返します。 

8. ADSTビットを0にクリアすると、A/D変換が停止します。この後、ADSTビットを1にセットすると再びA/D

変換を開始し、第1チャネル（AN0）から変換が行われます。 
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変換待機

ADST

チャネル0（AN0） A/D変換（1）

変換待機

ADF

A/D変換（2） 変換待機チャネル1（AN1）

チャネル2（AN2）

変換待機チャネル3（AN3）

A/D変換結果（1）

A/D変換結果（3）

ADDRA

ADDRB

ADDRC

ADDRD

A/D変換（3）

変換待機

変換待機

A/D変換結果（2）

変換待機

A/D変換（4）

A/D変換（5）

変換待機

変換待機

A/D変換結果（4）

セット* クリア*

A/D変換連続実行

クリア

【注】*↓は、ソフトウェアによる命令実行を示します。

ADI

割り込み発生

A/D変換結果（5）

 

図 38.4 A/D変換器の動作例（スキャンモード AN0～AN2の 3チャネル選択時） 
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38.4.4 A/D変換時間 

A/D変換時間を表 38.5に示します。 
 

表 38.5 A/D変換時間 

Pck0/4 Pck0/8 Pck0/16 Pck0/32 記   号 

min max min max min max Min max 

第 1回目の A/D変換時間 

（シングルモード）* 

136 139 268 275 532 547 1060 1091 

第 2回目以降の A/D変換時間 

（マルチ／スキャンモード） 

－ 128 － 256 － 512 － 1024 

【注】 表中の数値の単位はステート（周辺クロック 0（Pck0）周波数 1個分）です。 

 * ADST＝1にセットしてから、データがレジスタに格納されるまで。 

  最小変換時間を満たすように設定してください。 

 

38.5 割り込み要求 

A/D変換器は、A/D変換の終了により、A/D変換終了割り込み要求（ADI）を発生します。 

ADI割り込み要求は、ADCSRの ADIEビットで許可または禁止することができます。 
 

38.6 A/D変換精度の定義 

A/D変換器は、アナログ入力チャネルから入力されたアナログ値を、アナログ基準電圧と比較しながら、10ビ

ットのデジタル値に変換します。このときの A/D変換の絶対精度、すなわち、入力アナログ値と出力デジタル値

との偏差は、以下の誤差を含んでいます。 
 

（1） オフセット誤差 

デジタル出力値が最小値（ゼロ電圧）0000000000（図では 000）から 0000000001（図では 001）に変化するとき

の、実際の A/D変換特性と理想 A/D変換特性との偏差です（図 38.5（1））。 
 

（2） フルスケール誤差 

デジタル出力値が 1111111110（図では 110）から最大値 1111111111（図では 111）に変化するときの、実際の

A/D変換特性と理想 A/D変換特性との偏差です（図 38.5（2））。 
 

（3） 量子化誤差 

A/D変換器が本質的に有する誤差であり、1/2LSBで表されます（図 38.5（3））。 
 

（4） 非直線性誤差 

ゼロ電圧からフルスケール電圧までの間の実際の A/D変換特性と理想 A/D変換特性との偏差です。ただし、オ

フセット誤差、フルスケール誤差、量子化誤差は含みません（図 38.5（4））。 
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図 38.5 A/D変換精度の定義 

38.7 使用上の注意 

A/D変換器を使用する際は、以下のことに注意してください。 
 

38.7.1 アナログ電圧の設定 

（1） アナログ入力電圧の範囲 

A/D変換中、アナログ入力端子 ANnに印加する電圧は AVss≦ANn≦AVccの範囲としてください。（n＝0～3） 
 

（2） AVcc、AVss入力電圧 

AVcc、AVss入力電圧は、AVcc＝3.3±0.3V、AVss＝Vssとしてください。 

（AVcc/AVss＝アナログ電源／アナロググランド、Vss＝内部デジタル電源） 
 

38.7.2 アナログ入力端子の取り扱い 

アナログ入力端子(AN0～AN3)には、過大サージなどの異常電圧による破壊を防ぐために、図 38.6のような保

護回路を接続してください。この図の回路は、ノイズによる誤差を抑える CRフィルタの機能も兼ねています。

なお、図の回路はあくまでも設計例ですので、実際の使用条件を考慮の上、回路定数を決めてください。 
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38.7.3 Pck0クロックとクロック分周比の設定 

分周クロックは A/D変換を行うために使用されるクロックで、4種の設定が可能です。 

また、内部回路構成上、アナログ部とデジタル部インタフェースに限界値がありますので Pck0クロックとクロ

ック分周比の設定は表 38.6を確認してください。 
 

表 38.6 クロック分周比と使用可能 Pck0クロック周波数関係 

クロック分周比 Pck0クロック 

Pck0/4 18MHz以下 

Pck0/8 34MHz以下 

Pck0/16 67MHz以下 

Pck0/32 67MHz以下 

 

38.7.4 A/D変換の停止 

マルチ／スキャンモードでは、A/D変換途中に停止を行った場合、A/D変換はすぐに停止せずに該当チャネル

のデータが終了した時点で停止します。 

AVcc（A/D）

AN0～AN3

AVss（A/D）
本LSI

100Ω

0.1μF

0.01μF10μF

【注】＊AVccに接続するバイパスコンデンサ

＊

 

図 38.6 アナログ入力端子の保護回路例 
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39. D/A変換器（DAC） 

本 LSIには 2チャネルの D/A変換器（DAC）を搭載しています。D/A変換器には次の特長があります。 

39.1 特長 

• 8ビットの解像度 

• 出力チャネル：2チャネル 

• 変換時間：最大10μs（容量性負荷：20pF） 

• 出力電圧：0V～AVcc（アナログ部電源） 

 

D/A変換器のブロック図を図 39.1に示します。 
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図 39.1 D/A変換器のブロック図 
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39.2 入出力端子 

D/A変換器の端子構成を表 39.1に示します。 
 

表 39.1 端子構成 

名称 入出力 機   能 

AVcc － アナログ部の電源および D/A変換基準電圧 

AVss － アナログ部のグランド 

DA0 出力 チャネル 0のアナログ出力 

DA1 出力 チャネル 1のアナログ出力 

 

39.3 レジスタの説明 

D/A変換器のレジスタ構成を表 39.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 39.3に示

します。 
 

表 39.2 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

D/Aデータレジスタ 0 DADR0 R/W H'FFEA 8000 H'1FEA 8000 8 

D/Aデータレジスタ 1 DADR1 R/W H'FFEA 8002 H'1FEA 8002 8 

D/Aコントロールレジスタ DACR R/W H'FFEA 8004 H'1FEA 8004 8 

 

表 39.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

D/Aデータレジスタ 0 DADR0 H'00 H'00 保持 保持 

D/Aデータレジスタ 1 DADR1 H'00 H'00 保持 保持 

D/Aコントロールレジスタ DACR H'3F H'3F 保持 保持 
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39.3.1 D/Aデータレジスタ 0、1（DADR0、DADR1） 

D/Aデータレジスタ（DADR0、DADR1）は、変換データを格納する 8ビットの読み出し／書き込み可能なレジ

スタです。D/Aコントロールレジスタ（DACR）の D/A出力イネーブル（DAOE1、DAOE0）が 1のとき、D/Aデ

ータレジスタに設定された値を常に D/A変換して、アナログ出力端子（DA0、DA1）へ出力します。D/Aデータ

レジスタは、リセット時 H'00に初期化されます。ソフトウェアスタンバイ、モジュールスタンバイ、およびハー

ドウェアスタンバイでは初期化されません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 － H'00 R/W 変換データを格納する 8ビットのレジスタです。 

 

39.3.2 D/Aコントロールレジスタ（DACR） 

D/Aコントロールレジスタ（DACR）は、D/A変換器の動作を制御する 8ビットの読み出し／書き込み可能なレ

ジスタです。DACRは、リセット時 H'3Fに初期化されます。ソフトウェアスタンバイ、およびモジュールスタン

バイ、およびハードウェアスタンバイでは初期化されません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R R R R R R

DAOE1 DAOE0 － － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 DAOE1 0 R/W チャネル 1の D/A変換とアナログ出力を制御します。 

0：チャネル 1の D/A変換とアナログ出力（DA1）を禁止 

1：チャネル 1の D/A変換とアナログ出力（DA1）を許可 

6 DAOE0 0 R/W チャネル 0の D/A変換とアナログ出力を制御します。 

0：チャネル 0の D/A変換とアナログ出力（DA0）を禁止 

1：チャネル 0の D/A変換とアナログ出力（DA0）を許可 

5～0 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

0を書き込んだ場合の動作の保証はできません。 
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39.4 動作説明 
D/A変換器には、独立して変換を実行できる 2つの D/A変換回路を内蔵しています。 

D/A変換器は D/Aコントロールレジスタ（DACR）でアナログ出力を許可状態のとき、常に D/A変換が実行さ

れます。D/Aデータレジスタ（DADR0、DADR1）の値を変更すると、新しいデータの変換をただちに開始します。

D/Aコントロールレジスタ（DACR）のビット 7（DAOE1）、ビット 6（DAOE0）を 1にセットすると変換結果が

出力されます。チャネル 0の D/A変換の例を次に示します。タイミングは図 39.2に示します。 

1. 変換するデータをD/Aデータレジスタ（DADR0）に書き込みます。 

2. D/Aコントロールレジスタ（DACR）のDAOE0ビットを1にセットします。D/A変換を開始し、DA0は出力許

可になります。変換結果は変換時間後に出力されます。出力値は（DADR0内容／256）×AVccです。この変

換結果の出力は、D/Aデータレジスタ（DADR0）の値を変更するかD/Aコントロールレジスタ（DAOE0）ビ

ットを0にクリアするまで継続します。 

3. D/Aデータレジスタ（DADR0）値を変更すると、変換を再び開始し、結果は変換時間の後で出力されます。 

4. D/Aコントロールレジスタ（DAOE0）ビットを0にクリアすると、アナログ出力（DA0）は0になります。 

DADR0 
ライトサイクル

DACR 
ライトサイクル

DADR0 
ライトサイクル

DACR 
ライトサイクル

アドレスバス

Pφ

DADR0

DAOE0

DA0

変換データ（1） 変換データ（2）

0

変換結果（1） 変換結果（2）

tDCONVtDCONV

【記号説明】
tDCONV：D/A変換時間  

図 39.2 D/A変換動作の例 

39.5 使用上の注意 

アナログ電源について、AVcc、AVss入力電圧は AVcc＝3.3±0.3V、AVss＝Vssとしてください。 
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40. 汎用入出力ポート（GPIO） 

40.1 特長 

本 LSIは 16組（入出力：106本、入力のみ：4本、出力のみ：1本の合計 111本）の汎用ポート（ポート A～O）

があります。 

汎用入出力ポート（GPIO）の各ポートは周辺モジュールの端子とマルチプレクスされており、GPIO、周辺モジュ

ールの選択を行います。 

GPIOには次のような特長があります。 

• それぞれのポート端子は、ポートコントロールレジスタで端子機能とプルアップMOS制御を端子ごとに行え

るマルチプレクス端子です。 

• ポートはそれぞれ端子のデータを格納するためのデータレジスタを1本ずつ持っています。 

• GPIO割り込みあり 

 

表 40.1に汎用入出力ポート（GPIO）のレジスタで制御されるマルチプレクス端子を示します。 

また、プルアップ制御レジスタの初期値は、プルアップありの状態です。周辺モジュールを使用するときは、

使用する端子のプルアップを解除してください。 
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表 40.1 ポートコントロールレジスタで制御されるマルチプレクス一覧表 

ポート ポートの機能 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 1 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 2 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 3 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 4 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 5 

（関連 

モジュール） 

GPIO 

割り込み 

PTA6 

入出力（ポート）

AD1 

TRI（PCIC） 

MMC_VDDON 

出力（MMC） 

－ － － － 

PTA5 

入出力（ポート）

AD12 

TRI（PCIC） 

－ － － － － 

PTA4 

入出力（ポート）

AD13 

TRI（PCIC） 

－ SCIF1_RTS 

入出力（SCIF1）

－ － － 

PTA3 

入出力（ポート）

AD15 

TRI（PCIC） 

－ SCIF1_CTS 

入出力（SCIF1）

－ － － 

PTA2 

入出力（ポート）

LOCK 

STRI（PCIC） 

－ SCIF1_TXD 

出力（SCIF1） 

－ － － 

PTA1 

入出力（ポート）

DEVSEL 

STRI（PCIC） 

－ SCIF1_RXD 

入力（SCIF1） 

－ － － 

A 

PTA0 

入出力（ポート）

PAR 

TRI（PCIC） 

－ SCIF1_SCK 

入出力（SCIF1）

－ － － 

PTB7 

入出力（ポート）

AD6 

TRI（PCIC） 

－ － － LCDM_D2 

出力（LCDCM） 

PINT15 

入力（INT） 

PTB6 

入出力（ポート）

CBE0 

TRI（PCIC） 

－ － － LCDM_D3 

出力（LCDCM） 

PINT14 

入力（INT） 

PTB5 

入出力（ポート）

AD14 

TRI（PCIC） 

－ － － LCDM_M_DISP 

出力（LCDCM） 

PINT13 

入力（INT） 

PTB4 

入出力（ポート）

CBE1 

TRI（PCIC） 

－ － － LCDM_D8 

出力（LCDCM） 

PINT12 

入力（INT） 

PTB3 

入出力（ポート）

AD9 

TRI（PCIC） 

－ － － LCDM_D6 

出力（LCDCM） 

PINT11 

入力（INT） 

PTB2 

入出力（ポート）

AD11 

TRI（PCIC） 

－ － － LCDM_D7 

出力（LCDCM） 

PINT10 

入力（INT） 

PTB1 

入出力（ポート）

SERR 

O/D（PCIC） 

－ － － LCDM_D9 

出力（LCDCM） 

PINT9 

入力（INT） 

B 

PTB0 

入出力（ポート）

PERR 

STRI（PCIC） 

－ － － LCDM_D10 

出力（LCDCM） 

PINT8 

入力（INT） 
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ポート ポートの機能 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 1 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 2 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 3 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 4 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 5 

（関連 

モジュール） 

GPIO 

割り込み 

PTC7 

入出力（ポート）

AD3 

TRI（PCIC） 

MMC_CLK 

出力（MMC） 

－ 

 

－ － － 

PTC6 

入出力（ポート）

AD5 

TRI（PCIC） 

－ － － LCDM_CL1 

出力（LCDCM） 

－ 

PTC5 

入出力（ポート）

AD0 

TRI（PCIC） 

MMC_CD 

入力（MMC） 

－ － LCDM_FLM 

出力（LCDCM） 

－ 

PTC4 

入出力（ポート）

AD7 

TRI（PCIC） 

MMC_CMD 

入出力（MMC）

－ － LCDM_CL2 

出力（LCDCM） 

－ 

PTC3 

入出力（ポート）

AD8 

TRI（PCIC） 

MMC_ODMOD 

出力（MMC） 

－ － LCDM_D4 

出力（LCDCM） 

－ 

PTC2 

入出力（ポート）

AD2 

TRI（PCIC） 

－ － － LCDM_D0 

出力（LCDCM） 

－ 

PTC1 

入出力（ポート）

AD4 

TRI（PCIC） 

－ － － LCDM_D1 

出力（LCDCM） 

－ 

C 

PTC0 

入出力（ポート）

AD10 

TRI（PCIC） 

MMC_DAT 

入出力（MMC）

－ － LCDM_D5 

出力（LCDCM） 

－ 

PTD7 

出力（ポート） 

PCIRESET 

出力（PCIC） 

PCC_RESET 

出力（PCC） 

GET1_ETXD7 

出力（GMII1） 

－ LCDM_VEPWC 

出力（LCDCM） 

－ 

PTD6 

入出力（ポート）

REQ2 

入力（PCIC） 

PCC_BVD1 

入力（PCC） 

GET1_ETXD5 

出力（GMII1） 

SSI1_SCK 

入出力（SSI1）

LCDM_VCPWC 

出力（LCDCM） 

－ 

PTD5 

入出力（ポート）

AD18 

TRI（PCIC） 

PCC_CD2 

入力（PCC） 

GET1_ERXD6 

入力（GMII1） 

SSI1_SDATA 

入出力（SSI1）

LCDM_D14 

出力（LCDCM） 

－ 

PTD4 

入出力（ポート）

STOP 

STRI（PCIC） 

PCC_CD1 

入力（PCC） 

SIOF0_MCLK 

入力（SIOF0） 

SSI1_WS 

入出力（SSI1）

LCDM_DON 

出力（LCDCM） 

－ 

PTD3 

入出力（ポート）

PCIFRAME 

STRI（PCIC） 

PCC_BVD2 

入力（PCC） 

SIOF0_SCK 

入出力（SIOF0）

HAC_RES 

出力（HAC） 

LCDM_D12 

出力（LCDCM） 

－ 

PTD2 

入出力（ポート）

TRDY 

STRI（PCIC） 

PCC_RDY 

入力（PCC） 

SIOF0_RXD 

入力（SIOF0） 

HAC_SYNC 

出力（HAC） 

LCDM_D11 

出力（LCDCM） 

－ 

PTD1 

入出力（ポート）

CBE2 

TRI（PCIC） 

PCC_VS2 

入力（PCC） 

SIOF0_TXD 

出力（SIOF0） 

HAC_SD_OUT 

出力（HAC） 

LCDM_D15 

出力（LCDCM） 

－ 

D 

PTD0 

入出力（ポート）

IRDY 

STRI（PCIC） 

PCC_VS1 

入力（PCC） 

SIOF0_SYNC 

入出力（SIOF0）

HAC_SD_IN 

入力（HAC） 

LCDM_D13 

出力（LCDCM） 

－ 
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ポート ポートの機能 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 1 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 2 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 3 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 4 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 5 

（関連 

モジュール） 

GPIO 

割り込み 

PTE5 

入出力（ポート）

AD29 

TRI（PCIC） 

SCIF2_TXD 

出力（SCIF2） 

GET1_GTX-CLK

出力（GMII1） 

SSI0_SCK 

入出力（SSI0）

－ － 

PTE4 

入出力（ポート）

AD22 

TRI（PCIC） 

SCIF2_RXD 

入力（SCIF2） 

GET1_ERXD4 

入力（GMII1） 

SSI0_SDATA 

入出力（SSI0）

－ － 

PTE3 

入出力（ポート）

AD20 

TRI（PCIC） 

SCIF2_SCK 

入出力（SCIF2）

GET1_ERXD5 

入力（GMII1） 

SSI0_WS 

入出力（SSI0）

－ － 

PTE2 

入出力（ポート）

AD16 

TRI（PCIC） 

PCC_IOIS16 

入力（PCC） 

GET1_ERXD7 

入力（GMII1） 

TEND2 

出力（DMAC2）

－ － 

PTE1 

入出力（ポート）

PCICLK 

入力（PCIC） 

－ GET1_ETXD4 

出力（GMII1） 

DACK2 

出力（DMAC2）

－ － 

E 

PTE0 

入出力（ポート）

INTA 

O/D（PCIC） 

PCC_DRV 

出力（PCC） 

GET1_ETXD6 

出力（GMII1） 

DREQ2 

入力（DMAC2）

－ － 

PTF3 

入出力（ポート）

CBE3 

TRI（PCIC） 

－ ET1_TX-CLK 

入力（MII1） 

－ － － 

PTF2 

入出力（ポート）

AD31 

TRI（PCIC） 

SIM_RST 

出力（SIM） 

ET1_MDIO 

入出力（MII1） 

TEND3 

出力（DMAC3）

－ － 

PTF1 

入出力（ポート）

REQ0/REQOUT 

TRI（PCIC） 

SIM_CLK 

出力（SIM） 

ET1_MDC 

出力（MII1） 

DACK3 

出力（DMAC3）

－ － 

F 

PTF0 

入出力（ポート）

GNT0/GNTIN 

TRI（PCIC） 

SIM_D 

入出力（SIM） 

 ET1_ETXD3 

出力（MII1） 

DREQ3 

入力（DMAC3）

－ － 

PTG7 

入出力（ポート）

AD28 

TRI（PCIC） 

－ ET1_TX-EN 

出力（MII1） 

－ － － 

PTG6 

入出力（ポート）

AD26 

TRI（PCIC） 

－ ET1_TX-ER 

出力（MII1） 

－ － － 

PTG5 

入出力（ポート）

GNT3 

TRI（PCIC） 

－ ET1_RX-CLK 

入力（MII1） 

－ － － 

PTG4 

入出力（ポート）

AD30 

TRI（PCIC） 

－ ET1_LINKSTA 

入力（MII1） 

－ － － 

PTG3 

入出力（ポート）

REQ3 

入力（PCIC） 

－ ET1_ETXD2 

出力（MII1） 

－ － － 

PTG2 

入出力（ポート）

REQ1 

入力（PCIC） 

－ ET1_ETXD1 

出力（MII1） 

－ － － 

PTG1 

入出力（ポート）

GNT2 

TRI（PCIC） 

－ ET1_ETXD0 

出力（MII1） 

－ － － 

G 

PTG0 

入出力（ポート）

GNT1 

TRI（PCIC） 

－ ET1_WOL 

出力（MII1） 

－ － － 
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ポート ポートの機能 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 1 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 2 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 3 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 4 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 5 

（関連 

モジュール） 

GPIO 

割り込み 

PTH7 

入出力（ポート）

AD17 

TRI（PCIC） 

TPU_TO3 

出力（TPU） 

ET1_RX-DV 

入力（MII1） 

－ － － 

PTH6 

入出力（ポート）

AD27 

TRI（PCIC） 

TPU_TO2 

出力（TPU） 

ET1_CRS 

入力（MII1） 

RMII1M_TXD_EN 

出力（RMII1M）

－ － 

PTH5 

入出力（ポート）

AD23 

TRI（PCIC） 

TPU_TO1 

出力（TPU） 

ET1_ERXD1 

入力（MII1） 

RMII1M_TXD0 

出力（RMII1M）

－ － 

PTH4 

入出力（ポート）

AD19 

TRI（PCIC） 

TPU_TO0 

出力（TPU） 

ET1_ERXD3 

入力（MII1） 

RMII1M_RXD0 

入力（RMII1M）

－ － 

PTH3 

入出力（ポート）

AD21 

TRI（PCIC） 

TPU_TI2B 

入力（TPU） 

ET1_ERXD2 

入力（MII1） 

RMII1M_RXD1 

入力（RMII1M）

－ － 

PTH2 

入出力（ポート）

AD24 

TRI（PCIC） 

TPU_TI2A 

入力（TPU） 

ET1_ERXD0 

入力（MII1） 

RMII1M_TXD1 

出力（RMII1M）

－ － 

PTH1 

入出力（ポート）

IDSEL 

入力（PCIC） 

TPU_TI3B 

入力（TPU） 

ET1_RX-ER 

入力（MII1） 

RMII1M_CRS_DV 

入力（RMII1M）

－ － 

H 

PTH0 

入出力（ポート）

AD25 

TRI（PCIC） 

TPU_TI3A 

入力（TPU） 

ET1_COL 

入力（MII1） 

RMII1M_RX_ER

入力（RMII1M）

－ － 

PTI7 

入力（ポート） 

IRQ3/IRL3 

入力（INT） 

ST0M_D7I 

入力（STIF0M）

IIC1_SDA 

入出力（IIC1） 

－ － － 

PTI6 

入力（ポート） 

IRQ2/IRL2 

入力（INT） 

ST0M_D6I 

入力（STIF0M）

IIC1_SCL 

入出力（IIC1） 

－ － － 

PTI5 

入出力（ポート）

MD10*1 

入力（EXCPU） 

ST1_VALID 

入出力（STIF1）

－ － LCD_D1 

出力（LCDC） 

－ 

PTI4 

入出力（ポート）

MD8*1 

入力（CPG） 

ST1_START 

入出力（STIF1）

ET1_PHY-INT 

入力（ETC1） 

RMII0M0_MDC 

出力（RMII0M0）

USB_PWREN/ 

USBF_UPLUP 

出力（USBH/F） 

－ 

PTI3 

入力（ポート） 

－ ST0M_VALIDI 

入力（STIF0M）

IIC0_SDA 

入出力（IIC0） 

SIOF1_MCLK 

入力（SIOF1） 

USB_CLK 

入力（USBH/F）  

－ 

PTI2 

入力（ポート） 

－ ST0M_STARTI 

入力（STIF0M）

IIC0_SCL 

入出力（IIC0） 

SIOF1_RXD 

入力（SIOF1） 

USB_OVERCRT/ 

USBF_VBUS 

入力（USBH/F） 

－ 

PTI1 

入出力（ポート）

STATUS1 

出力（－） 

ST1_REQ 

入出力（STIF1）

RMII0_MDIO 

入出力（RMII0）

－ － － 

I 

PTI0 

入出力（ポート）

STATUS0 

出力（－） 

ST1_CLK/ 

ST1_STRB 

入出力（STIF1）

RMII0_MDC 

出力（RMII0） 

－ － － 
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ポート ポートの機能 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 1 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 2 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 3 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 4 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 5 

（関連 

モジュール） 

GPIO 

割り込み 

PTJ7 

入出力（ポート）

INTB 

入力（PCIC） 

ST0M_D5I 

入力（STIF0M）

IRQOUT 

出力（INT） 

RMII1_TXD0 

出力（RMII1） 

LCD_D0 

出力（LCDC） 

－ 

PTJ6 

入出力（ポート）

－ ST0M_D4I 

入力（STIF0M）

ET0_CRS 

入力（MII0） 

RMII1_TXD_EN

出力（RMII1） 

LCD_FLM 

出力（LCDC） 

－ 

PTJ5 

入出力（ポート）

－ ST0M_D3I 

入力（STIF0M）

ET0_ERXD3 

入力（MII0） 

RMII1_RXD0 

入力（RMII1） 

LCD_DON 

出力（LCDC） 

－ 

PTJ4 

入出力（ポート）

－ ST0M_D2I 

入力（STIF0M）

ET0_ERXD2 

入力（MII0） 

RMII1_RXD1 

入力（RMII1） 

LCD_CL2 

出力（LCDC） 

－ 

PTJ3 

入出力（ポート）

－ ST0M_D1I 

入力（STIF0M）

ET0_ERXD1 

入力（MII0） 

RMII1_CRS_DV

入力（RMII1） 

LCD_CL1 

出力（LCDC） 

－ 

PTJ2 

入出力（ポート）

－ ST0M_D0I 

入力（STIF0M）

ET0_ERXD0 

入力（MII0） 

RMII1_TXD1 

出力（RMII1） 

LCD_M_DISP 

出力（LCDC） 

－ 

PTJ1 

入出力（ポート）

－ ST0M_CLKIO/ 

ST0M_STRBI 

入出力（STIF0M）

－ RMII1_RX_ER 

入力（RMII1） 

LCD_CLK 

入力（LCDC） 

－ 

J 

PTJ0 

入出力（ポート）

－ ST0M_REQO 

出力（STIF0M）

GET0_GTX_CLK

出力（GMII0） 

REF50CK 

入力（RMII0/1）

－ － 

PTK7 

入出力（ポート）

－ ST1_D7 

入出力（STIF1）

GET0_ERXD7 

入力（GMII0） 

SIOF2_MCLK 

入力（SIOF2） 

LCD_VCPWC 

出力（LCDC） 

－ 

PTK6 

入出力（ポート）

－ ST1_D6 

入出力（STIF1）

GET0_ERXD6 

入力（GMII0） 

SIOF2_SCK 

入出力（SIOF2）

LCD_VEPWC 

出力（LCDC） 

－ 

PTK5 

入出力（ポート）

－ ST1_D5 

入出力（STIF1）

GET0_ERXD5 

入力（GMII0） 

SIOF2_RXD 

入力（SIOF2） 

LCD_D7 

出力（LCDC） 

－ 

PTK4 

入出力（ポート）

－ ST1_D4 

入出力（STIF1）

GET0_ERXD4 

入力（GMII0） 

SIOF2_TXD 

出力（SIOF2） 

LCD_D6 

出力（LCDC） 

－ 

PTK3 

入出力（ポート）

－ ST1_D3 

入出力（STIF1）

GET0_ETXD7 

出力（GMII0） 

SIOF2_SYNC 

入出力（SIOF2）

LCD_D5 

出力（LCDC） 

－ 

PTK2 

入出力（ポート）

－ ST1_D2 

入出力（STIF1）

GET0_ETXD6 

出力（GMII0） 

SIOF1_SCK 

入出力（SIOF1）

LCD_D4 

出力（LCDC） 

－ 

PTK1 

入出力（ポート）

－ ST1_D1 

入出力（STIF1）

GET0_ETXD5 

出力（GMII0） 

SIOF1_TXD 

出力（SIOF1） 

LCD_D3 

出力（LCDC） 

－ 

K 

PTK0 

入出力（ポート）

－ ST1_D0 

入出力（STIF1）

GET0_ETXD4 

出力（GMII0） 

SIOF1_SYNC 

入出力（SIOF1）

LCD_D2 

出力（LCDC） 

－ 
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ポート ポートの機能 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 1 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 2 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 3 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 4 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 5 

（関連 

モジュール） 

GPIO 

割り込み 

PTL7 

入出力（ポート）

D23/EX_AD23 

入出力（LBSC*2/ 

EXCPU） 

ST0_VALID 

入出力（STIF0）

ET0_TX-EN 

出力（MII0）  

TEND1 

出力（DMAC1）

LCD_D15 

出力（LCDC） 

－ 

PTL6 

入出力（ポート）

D22/EX_AD22 

入出力（LBSC*2/ 

EXCPU） 

ST0_START 

入出力（STIF0）

ET0_ETXD2 

出力（MII0） 

DACK1 

出力（DMAC1）

LCD_D14 

出力（LCDC） 

－ 

PTL5 

入出力（ポート）

D21/EX_AD21 

入出力（LBSC*2/ 

EXCPU） 

ST0_CLK/ 

ST0_STRB 

入出力（STIF0）

ET0_ETXD1 

出力（MII0） 

DREQ1 

入力（DMAC1）

LCD_D13 

出力（LCDC） 

－ 

PTL4 

入出力（ポート）

D20/EX_AD20 

入出力（LBSC*2/ 

EXCPU） 

ST0_REQ 

入出力（STIF0）

ET0_ETXD0 

出力（MII0） 

INTD 

入力（PCIC） 

LCD_D12 

出力（LCDC） 

－ 

PTL3 

入出力（ポート）

D19/EX_AD19 

入出力（LBSC*2/ 

EXCPU） 

IRQ7/IRL7 

入力（INT） 

ET0_MDIO 

入出力（MII0） 

INTC 

入力（PCIC） 

LCD_D11 

出力（LCDC） 

－ 

PTL2 

入出力（ポート）

D18/EX_AD18 

入出力（LBSC*2/ 

EXCPU） 

IRQ6/IRL6 

入力（INT） 

ET0_ETXD3 

出力（MII0） 

TEND0 

出力（DMAC0）

LCD_D10 

出力（LCDC） 

－ 

PTL1 

入出力（ポート）

D17/EX_AD17 

入出力（LBSC*2/ 

EXCPU） 

IRQ5/IRL5 

入力（INT） 

ET0_MDC 

出力（MII0） 

DACK0 

出力（DMAC0）

LCD_D9 

出力（LCDC） 

－ 

L 

PTL0 

入出力（ポート）

D16/EX_AD16 

入出力（LBSC*2/ 

EXCPU） 

IRQ4/IRL4 

入力（INT） 

ET0_COL 

入力（MII0） 

DREQ0 

入力（DMAC0）

LCD_D8 

出力（LCDC） 

－ 

PTM7 

入出力（ポート）

D31/EX_AD31 

入出力（LBSC*2/ 

EXCPU） 

ST0_D7 

入出力（STIF0）

ET0_RX-DV 

入力（MII0） 

RMII0_TXD0 

出力（RMII0） 

－ PINT7 

入力（INT） 

PTM6 

入出力（ポート）

D30/EX_AD30 

入出力（LBSC*2/ 

EXCPU） 

ST0_D6 

入出力（STIF0）

ET0_RX-CLK 

入力（MII0） 

RMII0_TXD1 

出力（RMII0） 

－ PINT6 

入力（INT） 

PTM5 

入出力（ポート）

D29/EX_AD29 

入出力（LBSC*2/ 

EXCPU） 

ST0_D5 

入出力（STIF0）

ET0_RX-ER 

入力（MII0） 

RMII0_TXD_EN

出力（RMII0） 

－ PINT5 

入力（INT） 

PTM4 

入出力（ポート）

D28/EX_AD28 

入出力（LBSC*2/ 

EXCPU） 

ST0_D4 

入出力（STIF0）

ET0_PHY-INT 

入力（ETC0） 

RMII0_RXD0 

入力（RMII0） 

－ PINT4 

入力（INT) 

M 

PTM3 

入出力（ポート）

D27/EX_AD27 

入出力（LBSC*2/ 

EXCPU） 

ST0_D3 

入出力（STIF0）

ET0_LINKSTA 

入力（MII0） 

RMII0_RXD1 

入力（RMII0） 

－ PINT3 

入力（INT） 
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ポート ポートの機能 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 1 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 2 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 3 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 4 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 5 

（関連 

モジュール） 

GPIO 

割り込み 

PTM2 

入出力（ポート）

D26/EX_AD26 

入出力（LBSC*2/ 

EXCPU） 

ST0_D2 

入出力（STIF0）

ET0_WOL 

出力（MII0） 

RMII0_CRS_DV

入力（RMII0） 

－ PINT2 

入力（INT） 

PTM1 

入出力（ポート）

D25/EX_AD25 

入出力（LBSC*2/ 

EXCPU） 

ST0_D1 

入出力（STIF0）

ET0_TX-CLK 

入力（MII0） 

RMII0_RX_ER 

入力（RMII0） 

－ PINT1 

入力（INT） 

M 

PTM0 

入出力（ポート）

D24/EX_AD24 

入出力（LBSC*2/ 

EXCPU） 

ST0_D0 

入出力（STIF0）

ET0_TX-ER 

出力（MII0） 

－ RMII0M0_MDIO 

入出力（RMII0M0） 

PINT0 

入力（INT）  

PTN5 

入出力（ポート）

NMI 

入力（INT） 

－ － － － － 

PTN4 

入出力（ポート）

SCIF0_RTS 

入出力（SCIF0） 

MD2*1 

入力（CPG） 

－ － － － 

PTN3 

入出力（ポート）

SCIF0_CTS 

入出力（SCIF0） 

MD4*1 

入力（LBSC） 

－ － － － 

PTN2 

入出力（ポート）

SCIF0_TXD 

出力（SCIF0） 

MD1*1 

入力（CPG） 

－ － － － 

PTN1 

入出力（ポート）

SCIF0_RXD 

入力（SCIF0） 

MD3*1 

入力（LBSC） 

－ － － － 

N 

PTN0 

入出力（ポート）

SCIF0_SCK 

入出力（SCIF0） 

MD0*1 

入力（CPG） 

－ － － － 

PTO7 

入出力（ポート）

IRQ1/IRL1 

入力（INT） 

TEND1M 

出力（DMAC1M）

SSI3_SCK 

入出力（SSI3）

MD6*1 

入力（PCIC） 

－ － 

PTO6 

入出力（ポート）

IRQ0/IRL0 

入力（INT） 

DACK1M 

出力（DMAC1M）

－ MD5*1 

入力（LBSC） 

－ － 

PTO5 

入出力（ポート）

AUDCK 

出力（AUD） 

DREQ1M 

入力（DMAC1M）

SSI3_SDATA 

入出力（SSI3）

－ － － 

PTO4 

入出力（ポート）

AUDATA3 

出力（AUD） 

EX_INT 

出力（EXCPU）

SSI3_WS 

入出力（SSI3）

－ － － 

PTO3 

入出力（ポート）

AUDATA2 

出力（AUD） 

RMII0M1_MDIO 

入出力（RMII0M1）

SSI2_SCK 

入出力（SSI2）

－ － － 

O 

PTO2 

入出力（ポート）

AUDATA1 

出力（AUD） 

RMII0M1_MDC 

出力（RMII0M1）

－ － － － 
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ポート ポートの機能 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 1 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 2 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 3 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 4 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 5 

（関連 

モジュール） 

GPIO 

割り込み 

PTO1 

入出力（ポート）

AUDATA0 

出力（AUD） 

RMII1_MDIO 

入出力（RMII1）

SSI2_SDATA 

入出力（SSI2）

－ － － O 

PTO0 

入出力（ポート）

AUDSYNC 

出力（AUD） 

RMII1_MDC 

入出力（RMII1）

SSI2_WS 

入出力（SSI2）

－ － － 

【記号説明】 TRI ：トライステート 

 STRI ：サステインドトライステート 

 O/D ：オープンドレイン 

【注】 1. 表において、ハッチングの端子がリセット直後から使用できる端子機能です。 

 2. 内蔵モジュールを使用する場合は、関連する端子の機能選択を行ってから、各モジュールの初期設定を行ってくだ

さい。 

 *1 MD0～MD6、MD8、MD10は、パワーオンリセット期間中のみ有効となります。 

 *2 LBSCで 32ビットバス幅を選択した時、本ピンファンクションを選択してください。 
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40.2 レジスタの説明 
INTCのレジスタ構成を表 40.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 40.3に示します。 

 

表 40.2 レジスタ構成 

名称 略称 R/W P4領域 

アドレス*1 

エリア 7 

アドレス*1 

アクセス 

サイズ*2 

ポート Aコントロールレジスタ PACR R/W H'FFEF 0000 H'1FEF 0000 16 

ポート Bコントロールレジスタ PBCR R/W H'FFEF 0002 H'1FEF 0002 16 

ポート Cコントロールレジスタ PCCR R/W H'FFEF 0004 H'1FEF 0004 16 

ポート Dコントロールレジスタ PDCR R/W H'FFEF 0006 H'1FEF 0006 16 

ポート Eコントロールレジスタ PECR R/W H'FFEF 0008 H'1FEF 0008 16 

ポート Fコントロールレジスタ PFCR R/W H'FFEF 000A H'1FEF 000A 16 

ポート Gコントロールレジスタ PGCR R/W H'FFEF 000C H'1FEF 000C 16 

ポート Hコントロールレジスタ PHCR R/W H'FFEF 000E H'1FEF 000E 16 

ポートＩコントロールレジスタ PICR R/W H'FFEF 0010 H'1FEF 0010 16 

ポート Jコントロールレジスタ PJCR R/W H'FFEF 0012 H'1FEF 0012 16 

ポート Kコントロールレジスタ PKCR R/W H'FFEF 0014 H'1FEF 0014 16 

ポート Lコントロールレジスタ PLCR R/W H'FFEF 0016 H'1FEF 0016 16 

ポートMコントロールレジスタ PMCR R/W H'FFEF 0018 H'1FEF 0018 16 

ポート Nコントロールレジスタ PNCR R/W H'FFEF 001A H'1FEF 001A 16 

ポート Oコントロールレジスタ POCR R/W H'FFEF 001C H'1FEF 001C 16 

ポート Aデータレジスタ PADR R/W H'FFEF 0020 H'1FEF 0020 8 

ポート Bデータレジスタ PBDR R/W H'FFEF 0022 H'1FEF 0022 8 

ポート Cデータレジスタ PCDR R/W H'FFEF 0024 H'1FEF 0024 8 

ポート Dデータレジスタ PDDR R/W H'FFEF 0026 H'1FEF 0026 8 

ポート Eデータレジスタ PEDR R/W H'FFEF 0028 H'1FEF 0028 8 

ポート Fデータレジスタ PFDR R/W H'FFEF 002A H'1FEF 002A 8 

ポート Gデータレジスタ PGDR R/W H'FFEF 002C H'1FEF 002C 8 

ポート Hデータレジスタ PHDR R/W H'FFEF 002E H'1FEF 002E 8 

ポートＩデータレジスタ PIDR R/W H'FFEF 0030 H'1FEF 0030 8 

ポート Jデータレジスタ PJDR R/W H'FFEF 0032 H'1FEF 0032 8 

ポート Kデータレジスタ PKDR R/W H'FFEF 0034 H'1FEF 0034 8 

ポート Lデータレジスタ PLDR R/W H'FFEF 0036 H'1FEF 0036 8 

ポートMデータレジスタ PMDR R/W H'FFEF 0038 H'1FEF 0038 8 

ポート Nデータレジスタ PNDR R/W H'FFEF 003A H'1FEF 003A 8 

ポート Oデータレジスタ PODR R/W H'FFEF 003C H'1FEF 003C 8 

ポートＩプルアップ制御レジスタ PIPUPR R/W H'FFEF 0050 H'1FEF 0050 8 
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名称 略称 R/W P4領域 

アドレス*1 

エリア 7 

アドレス*1 

アクセス 

サイズ*2 

ポートＪプルアップ制御レジスタ PJPUPR R/W H'FFEF 0052 H'1FEF 0052 8 

ポート Kプルアップ制御レジスタ PKPUPR R/W H'FFEF 0054 H'1FEF 0054 8 

ポート Lプルアップ制御レジスタ PLPUPR R/W H'FFEF 0056 H'1FEF 0056 8 

ポートMプルアップ制御レジスタ PMPUPR R/W H'FFEF 0058 H'1FEF 0058 8 

ポート Nプルアップ制御レジスタ PNPUPR R/W H'FFEF 005A H'1FEF 005A 8 

ポート Oプルアップ制御レジスタ POPUPR R/W H'FFEF 005C H'1FEF 005C 8 

入力端子プルアップ制御レジスタ PPUPR R/W H'FFEF 0060 H'1FEF 0060 8 

ピンセレクトレジスタ 0 PSEL0 R/W H'FFEF 0070 H'1FEF 0070 16 

ピンセレクトレジスタ 1 PSEL1 R/W H'FFEF 0072 H'1FEF 0072 16 

ピンセレクトレジスタ 2 PSEL2 R/W H'FFEF 0074 H'1FEF 0074 16 

ピンセレクトレジスタ 3 PSEL3 R/W H'FFEF 0076 H'1FEF 0076 16 

ピンセレクトレジスタ 4 PSEL4 R/W H'FFEF 0078 H'1FEF 0078 16 

【注】 *1 P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて

物理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 *2 レジスタには 16ビットアクセスのレジスタと 8ビットアクセスのレジスタがあります。指定されたアクセスサイ

ズでリードライトを行ってください。 
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表 40.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

ポート Aコントロールレジスタ PACR H'0000 保持 保持 保持 

ポート Bコントロールレジスタ PBCR H'0000 保持 保持 保持 

ポート Cコントロールレジスタ PCCR H'0000 保持 保持 保持 

ポート Dコントロールレジスタ PDCR H'0000 保持 保持 保持 

ポート Eコントロールレジスタ PECR H'0000 保持 保持 保持 

ポート Fコントロールレジスタ PFCR H'0000 保持 保持 保持 

ポート Gコントロールレジスタ PGCR H'0000 保持 保持 保持 

ポート Hコントロールレジスタ PHCR H'0000 保持 保持 保持 

ポートＩコントロールレジスタ PICR H'0AA0 保持 保持 保持 

ポート Jコントロールレジスタ PJCR H'FFFF 保持 保持 保持 

ポート Kコントロールレジスタ PKCR H'FFFF 保持 保持 保持 

ポート Lコントロールレジスタ PLCR H'0000 保持 保持 保持 

ポートMコントロールレジスタ PMCR H'0000 保持 保持 保持 

ポート Nコントロールレジスタ PNCR H'02AA 保持 保持 保持 

ポート Oコントロールレジスタ POCR H'0FFF 保持 保持 保持 

ポート Aデータレジスタ PADR H'00 保持 保持 保持 

ポート Bデータレジスタ PBDR H'00 保持 保持 保持 

ポート Cデータレジスタ PCDR H'00 保持 保持 保持 

ポート Dデータレジスタ PDDR H'00 保持 保持 保持 

ポート Eデータレジスタ PEDR H'00 保持 保持 保持 

ポート Fデータレジスタ PFDR H'00 保持 保持 保持 

ポート Gデータレジスタ PGDR H'00 保持 保持 保持 

ポート Hデータレジスタ PHDR H'00 保持 保持 保持 

ポートＩデータレジスタ PIDR H'xx 保持 保持 保持 

ポート Jデータレジスタ PJDR H'xx 保持 保持 保持 

ポート Kデータレジスタ PKDR H'xx 保持 保持 保持 

ポート Lデータレジスタ PLDR H’00 保持 保持 保持 

ポートMデータレジスタ PMDR H’00 保持 保持 保持 

ポート Nデータレジスタ PNDR H'xx 保持 保持 保持 

ポート Oデータレジスタ PODR H'xx 保持 保持 保持 

ポートＩプルアップ制御レジスタ PIPUPR H'FF 保持 保持 保持 

ポート Jプルアップ制御レジスタ PJPUPR H'FF 保持 保持 保持 

ポート Kプルアップ制御レジスタ PKPUPR H'FF 保持 保持 保持 

ポート Lプルアップ制御レジスタ PLPUPR H'FF 保持 保持 保持 

ポートMプルアップ制御レジスタ PMPUPR H'FF 保持 保持 保持 
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名称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

ポート Nプルアップ制御レジスタ PNPUPR H'FF 保持 保持 保持 

ポート Oプルアップ制御レジスタ POPUPR H'FF 保持 保持 保持 

入力端子プルアップ制御レジスタ PPUPR H'FF 保持 保持 保持 

ピンセレクトレジスタ０ PSEL0 H'0008 保持 保持 保持 

ピンセレクトレジスタ１ PSEL1 H'4888 保持 保持 保持 

ピンセレクトレジスタ２ PSEL2 H'0000 保持 保持 保持 

ピンセレクトレジスタ３ PSEL3 H'4444 保持 保持 保持 

ピンセレクトレジスタ４ PSEL4 H'0000 保持 保持 保持 
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40.2.1 ポート Aコントロールレジスタ（PACR） 

PACRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能を選択します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － PA6MD[1:0] PA5MD[1:0] PA4MD[1:0] PA3MD[1:0] PA2MD[1:0] PA1MD[1:0] PA0MD[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13、12 PA6MD[1:0] すべて 0 R/W PTA6モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

11、10 PA5MD[1:0] すべて 0 R/W PTA5モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

9、8 PA4MD[1:0] すべて 0 R/W PTA4モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

7、6 PA3MD[1:0] すべて 0 R/W PTA3モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

5、4 PA2MD[1:0] すべて 0 R/W PTA2モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 PA1MD[1:0] すべて 0 R/W PTA1モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

1、0 PA0MD[1:0] すべて 0 R/W PTA0モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

 

40.2.2 ポート Bコントロールレジスタ（PBCR） 

PBCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能を選択します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PB7MD[1:0] PB6MD[1:0] PB5MD[1:0] PB4MD[1:0] PB3MD[1:0] PB2MD[1:0] PB1MD[1:0] PB0MD[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PB7MD[1:0] すべて 0 R/W PTB7モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

13、12 PB6MD[1:0] すべて 0 R/W PTB6モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

11、10 PB5MD[1:0] すべて 0 R/W PTB5モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9、8 PB4MD[1:0] すべて 0 R/W PTB4モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

7、6 PB3MD[1:0] すべて 0 R/W PTB3モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

5、4 PB2MD[1:0] すべて 0 R/W PTB2モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

3、2 PB1MD[1:0] すべて 0 R/W PTB1モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

1、0 PB0MD[1:0] すべて 0 R/W PTB0モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

 



 

40. 汎用入出力ポート（GPIO） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  40-17 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

40.2.3 ポート Cコントロールレジスタ（PCCR） 

PCCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能を選択します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PC7MD[1:0] PC6MD[1:0] PC5MD[1:0] PC4MD[1:0] PC3MD[1:0] PC2MD[1:0] PC1MD[1:0] PC0MD[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PC7MD[1:0] すべて 0 R/W PTC7モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

13、12 PC6MD[1:0] すべて 0 R/W PTC6モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

11、10 PC5MD[1:0] すべて 0 R/W PTC5モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

9、8 PC4MD[1:0] すべて 0 R/W PTC4モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

7、6 PC3MD[1:0] すべて 0 R/W PTC3モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

5、4 PC2MD[1:0] すべて 0 R/W PTC2モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 PC1MD[1:0] すべて 0 R/W PTC1モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

1、0 PC0MD[1:0] すべて 0 R/W PTC0モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

 

40.2.4 ポート Dコントロールレジスタ（PDCR） 

PDCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能を選択します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PD7MD[1:0] PD6MD[1:0] PD5MD[1:0] PD4MD[1:0] PD3MD[1:0] PD2MD[1:0] PD1MD[1:0] PD0MD[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PD7MD[1:0] すべて 0 R/W PTD7モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：設定禁止 

11：設定禁止 

13、12 PD6MD[1:0] すべて 0 R/W PTD6モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

11、10 PD5MD[1:0] すべて 0 R/W PTD5モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9、8 PD4MD[1:0] すべて 0 R/W PTD4モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

7、6 PD3MD[1:0] すべて 0 R/W PTD3モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

5、4 PD2MD[1:0] すべて 0 R/W PTD2モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

3、2 PD1MD[1:0] すべて 0 R/W PTD1モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

1、0 PD0MD[1:0] すべて 0 R/W PTD0モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 
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40.2.5 ポート Eコントロールレジスタ（PECR） 

PECRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能を選択します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － PE5MD[1:0] PE4MD[1:0] PE3MD[1:0] PE2MD[1:0] PE1MD[1:0] PE0MD[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13、12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11、10 PE5MD[1:0] すべて 0 R/W PTE5モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

9、8 PE4MD[1:0] すべて 0 R/W PTE4モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

7、6 PE3MD[1:0] すべて 0 R/W PTE3モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

5、4 PE2MD[1:0] すべて 0 R/W PTE2モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

3、2 PE1MD[1:0] すべて 0 R/W PTE1モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1、0 PE0MD[1:0] すべて 0 R/W PTE0モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

 

40.2.6 ポート Fコントロールレジスタ（PFCR） 

PFCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能を選択します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － PF3MD[1:0] PF2MD[1:0] PF1MD[1:0] PF0MD[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13、12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11、10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9、8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7、6 PF3MD[1:0] すべて 0 R/W PTF3モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

5、4 PF2MD[1:0] すべて 0 R/W PTF2モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

3、2 PF1MD[1:0] すべて 0 R/W PTF1モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1、0 PF0MD[1:0] すべて 0 R/W PTF0モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

 

40.2.7 ポート Gコントロールレジスタ（PGCR） 

PGCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能を選択します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PG7MD[1:0] PG6MD[1:0] PG5MD[1:0] PG4MD[1:0] PG3MD[1:0] PG2MD[1:0] PG1MD[1:0] PG0MD[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PG7MD[1:0] すべて 0 R/W PTG7モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

13、12 PG6MD[1:0] すべて 0 R/W PTG6モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

11、10 PG5MD[1:0] すべて 0 R/W PTG5モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

9、8 PG4MD[1:0] すべて 0 R/W PTG4モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 PG3MD[1:0] すべて 0 R/W PTG3モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

5、4 PG2MD[1:0] すべて 0 R/W PTG2モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

3、2 PG1MD[1:0] すべて 0 R/W PTG1モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

1、0 PG0MD[1:0] すべて 0 R/W PTG0モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 
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40.2.8 ポート Hコントロールレジスタ（PHCR） 

PHCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能を選択します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PH7MD[1:0] PH6MD[1:0] PH5MD[1:0] PH4MD[1:0] PH3MD[1:0] PH2MD[1:0] PH1MD[1:0] PH0MD[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PH7MD[1:0] すべて 0 R/W PTH7モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

13、12 PH6MD[1:0] すべて 0 R/W PTH6モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

11、10 PH5MD[1:0] すべて 0 R/W PTH5モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

9、8 PH4MD[1:0] すべて 0 R/W PTH4モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

7、6 PH3MD[1:0] すべて 0 R/W PTH3モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

5、4 PH2MD[1:0] すべて 0 R/W PTH2モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

 



 

40. 汎用入出力ポート（GPIO） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  40-25 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 PH1MD[1:0] すべて 0 R/W PTH1モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

1、0 PH0MD[1:0] すべて 0 R/W PTH0モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

 

40.2.9 ポート Iコントロールレジスタ（PICR） 

PICRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能と入力プルアップMOS制御を選択しま

す。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PI7MD[1:0] PI6MD[1:0] PI5MD[1:0] PI4MD[1:0] PI3MD[1:0] PI2MD[1:0] PI1MD[1:0] PI0MD[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PI7MD[1:0] すべて 0 R/W PTI7モード 

00：その他の機能 

01：設定禁止 

10：ポート入力 

11：設定禁止 

13、12 PI6MD[1:0] すべて 0 R/W PTI6モード 

00：その他の機能 

01：設定禁止 

10：ポート入力 

11：設定禁止 

11、10 PI5MD[1:0] 10 R/W PTI5モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9、8 PI4MD[1:0] 10 R/W PTI4モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

7、6 PI3MD[1:0] 10 R/W PTI3モード 

00：その他の機能 

01：設定禁止 

10：ポート入力 

11：設定禁止 

5、4 PI2MD[1:0] 10 R/W PTI2モード 

00：その他の機能 

01：設定禁止 

10：ポート入力 

11：設定禁止 

3、2 PI1MD[1:0] すべて 0 R/W PTI1モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

1、0 PI0MD[1:0] すべて 0 R/W PTI0モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 
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40.2.10 ポート Jコントロールレジスタ（PJCR） 

PJCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能と入力プルアップMOS制御を選択しま

す。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PJ7MD[1:0] PJ6MD[1:0] PJ5MD[1:0] PJ4MD[1:0] PJ3MD[1:0] PJ2MD[1:0] PJ1MD[1:0] PJ0MD[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PJ7MD[1:0] すべて 1 R/W PTJ7モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

13、12 PJ6MD[1:0] すべて 1 R/W PTJ6モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

11、10 PJ5MD[1:0] すべて 1 R/W PTJ5モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

9、8 PJ4MD[1:0] すべて 1 R/W PTJ4モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

7、6 PJ3MD[1:0] すべて 1 R/W PTJ3モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

5、4 PJ2MD[1:0] すべて 1 R/W PTJ2モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 PJ1MD[1:0] すべて 1 R/W PTJ1モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

1、0 PJ0MD[1:0] すべて 1 R/W PTJ0モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

 

40.2.11 ポート Kコントロールレジスタ（PKCR） 

PKCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能と入力プルアップMOS制御を選択し

ます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PK7MD[1:0] PK6MD[1:0] PK5MD[1:0] PK4MD[1:0] PK3MD[1:0] PK2MD[1:0] PK1MD[1:0] PK0MD[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PK7MD[1:0] すべて 1 R/W PTK7モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

13、12 PK6MD[1:0] すべて 1 R/W PTK6モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

11、10 PK5MD[1:0] すべて 1 R/W PTK5モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9、8 PK4MD[1:0] すべて 1 R/W PTK4モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

7、6 PK3MD[1:0] すべて 1 R/W PTK3モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

5、4 PK2MD[1:0] すべて 1 R/W PTK2モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

3、2 PK1MD[1:0] すべて 1 R/W PTK1モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

1、0 PK0MD[1:0] すべて 1 R/W PTK0モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 
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40.2.12 ポート Lコントロールレジスタ（PLCR） 

PLCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能と入力プルアップMOS制御を選択し

ます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PL7MD[1:0] PL6MD[1:0] PL5MD[1:0] PL4MD[1:0] PL3MD[1:0] PL2MD[1:0] PL1MD[1:0] PL0MD[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PL7MD[1:0] すべて 0 R/W PTL7モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

13、12 PL6MD[1:0] すべて 0 R/W PTL6モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

11、10 PL5MD[1:0] すべて 0 R/W PTL5モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

9、8 PL4MD[1:0] すべて 0 R/W PTL4モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

7、6 PL3MD[1:0] すべて 0 R/W PTL3モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

5、4 PL2MD[1:0] すべて 0 R/W PTL2モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 PL1MD[1:0] すべて 0 R/W PTL1モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

1、0 PL0MD[1:0] すべて 0 R/W PTL0モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

 

40.2.13 ポートMコントローレルジスタ（PMCR） 

PMCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能と入力プルアップMOS制御を選択し

ます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PM7MD[1:0] PM6MD[1:0] PM5MD[1:0] PM4MD[1:0] PM3MD[1:0] PM2MD[1:0] PM1MD[1:0] PM0MD[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PM7MD[1:0] すべて 0 R/W PTM7モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

13、12 PM6MD[1:0] すべて 0 R/W PTM6モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

11、10 PM5M[1:0] すべて 0 R/W PTM5モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9、8 PM4MD[1:0] すべて 0 R/W PTM4モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

7、6 PM3MD[1:0] すべて 0 R/W PTM3モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

5、4 PM2MD[1:0] すべて 0 R/W PTM2モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

3、2 PM1MD[1:0] すべて 0 R/W PTM1モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

1、0 PM0MD[1:0] すべて 0 R/W PTM0モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

 



 

40. 汎用入出力ポート（GPIO） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  40-33 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

40.2.14 ポート Nコントロールレジスタ（PNCR） 

PNCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能と入力プルアップMOS制御を選択し

ます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － PN5MD[1:0] PN4MD[1:0] PN3MD[1:0] PN2MD[1:0] PN1MD[1:0] PN0MD[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13、12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11、10 PN5MD[1:0] すべて 0 R/W PTN5モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

9、8 PN4MD[1:0] 10 R/W PTN4モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

7、6 PN3MD[1:0] 10 R/W PTN3モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

5、4 PN2MD[1:0] 10 R/W PTN2モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

3、2 PN1MD[1:0] 10 R/W PTN1モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1、0 PN0MD[1:0] 10 R/W PTN0モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

 

40.2.15 ポート Oコントロールレジスタ（POCR） 

POCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能と入力プルアップMOS制御を選択し

ます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PO7MD[1:0] PO6MD[1:0] PO5MD[1:0] PO4MD[1:0] PO3MD[1:0] PO2MD[1:0] PO1MD[1:0] PO0MD[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PO7MD[1:0] すべて 0 R/W PTO7モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

13、12 PO6MD[1:0] すべて 0 R/W PTO6モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：設定禁止 

11、10 PO5MD[1:0] すべて 1 R/W PTO5モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

9、8 PO4MD[1:0] すべて 1 R/W PTO4モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 PO3MD[1:0] すべて 1 R/W PTO3モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

5、4 PO2MD[1:0] すべて 1 R/W PTO2モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

3、2 PO1MD[1:0] すべて 1 R/W PTO1モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

1、0 PO0MD[1:0] すべて 1 R/W PTO0モード 

00：その他の機能 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 
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40.2.16 ポート Aデータレジスタ（PADR） 

PADRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタでポート Aのデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ PA6DT PA5DT PA4DT PA3DT PA2DT PA1DT PA0DT

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6 PA6DT 0 R/W 

5 PA5DT 0 R/W 

4 PA4DT 0 R/W 

3 PA3DT 0 R/W 

2 PA2DT 0 R/W 

1 PA1DT 0 R/W 

0 PA0DT 0 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。端子機能

が汎用出力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する本レジスタの

値が読み出されます。端子機能が汎用入力ポートの場合には、ポートを読

み出すと対応する端子の状態が読み出されます。 

 

40.2.17 ポート Bデータレジスタ（PBDR） 

PBDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタでポート Bのデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PB7DT PB6DT PB5DT PB4DT PB3DT PB2DT PB1DT PB0DT

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PB7DT 0 R/W 

6 PB6DT 0 R/W 

5 PB5DT 0 R/W 

4 PB4DT 0 R/W 

3 PB3DT 0 R/W 

2 PB2DT 0 R/W 

1 PB1DT 0 R/W 

0 PB0DT 0 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。端子機能

が汎用出力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する本レジスタの

値が読み出されます。端子機能が汎用入力ポートの場合には、ポートを読

み出すと対応する端子の状態が読み出されます。 
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40.2.18 ポート Cデータレジスタ（PCDR） 

PCDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタでポート Cのデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PC7DT PC6DT PC5DT PC4DT PC3DT PC2DT PC1DT PC0DT

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PC7DT 0 R/W 

6 PC6DT 0 R/W 

5 PC5DT 0 R/W 

4 PC4DT 0 R/W 

3 PC3DT 0 R/W 

2 PC2DT 0 R/W 

1 PC1DT 0 R/W 

0 PC0DT 0 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。端子機能

が汎用出力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する本レジスタの

値が読み出されます。端子機能が汎用入力ポートの場合には、ポートを読

み出すと対応する端子の状態が読み出されます。 

 

40.2.19 ポート Dデータレジスタ（PDDR） 

PDDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタでポート Dのデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PD7DT PD6DT PD5DT PD4DT PD3DT PD2DT PD1DT PD0DT

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PD7DT 0 R/W 

6 PD6DT 0 R/W 

5 PD5DT 0 R/W 

4 PD4DT 0 R/W 

3 PD3DT 0 R/W 

2 PD2DT 0 R/W 

1 PD1DT 0 R/W 

0 PD0DT 0 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。端子機能

が汎用出力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する本レジスタの

値が読み出されます。端子機能が汎用入力ポートの場合には、ポートを読

み出すと対応する端子の状態が読み出されます。 
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40.2.20 ポート Eデータレジスタ（PEDR） 

PEDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタでポート Eのデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － PE5DT PE4DT PE3DT PE2DT PE1DT PE0DT

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5 PE5DT 0 R/W 

4 PE4DT 0 R/W 

3 PE3DT 0 R/W 

2 PE2DT 0 R/W 

1 PE1DT 0 R/W 

0 PE0DT 0 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。端子機能

が汎用出力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する本レジスタの

値が読み出されます。端子機能が汎用入力ポートの場合には、ポートを読

み出すと対応する端子の状態が読み出されます。 

 

40.2.21 ポート Fデータレジスタ（PFDR） 

PFDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタでポート Fのデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W

－ － － － PF3DT PF2DT PF1DT PF0DT

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください 

3 PF3DT 0 R/W 

2 PF2DT 0 R/W 

1 PF1DT 0 R/W 

0 PF0DT 0 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。端子機能

が汎用出力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する本レジスタの

値が読み出されます。端子機能が汎用入力ポートの場合には、ポートを読

み出すと対応する端子の状態が読み出されます。 
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40.2.22 ポート Gデータレジスタ（PGDR） 

PGDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタでポート Gのデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PG7DT PG6DT PG5DT PG4DT PG3DT PG2DT PG1DT PG0DT

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PG7DT 0 R/W 

6 PG6DT 0 R/W 

5 PG5DT 0 R/W 

4 PG4DT 0 R/W 

3 PG3DT 0 R/W 

2 PG2DT 0 R/W 

1 PG1DT 0 R/W 

0 PG0DT 0 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。端子機能

が汎用出力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する本レジスタの

値が読み出されます。端子機能が汎用入力ポートの場合には、ポートを読

み出すと対応する端子の状態が読み出されます。 

 
 

40.2.23 ポート Hデータレジスタ（PHDR） 

PHDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタでポート Hのデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PH7DT PH6DT PH5DT PH4DT PH3DT PH2DT PH1DT PH0DT

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PH7DT 0 R/W 

6 PH6DT 0 R/W 

5 PH5DT 0 R/W 

4 PH4DT 0 R/W 

3 PH3DT 0 R/W 

2 PH2DT 0 R/W 

1 PH1DT 0 R/W 

0 PH0DT 0 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。端子機能

が汎用出力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する本レジスタの

値が読み出されます。端子機能が汎用入力ポートの場合には、ポートを読

み出すと対応する端子の状態が読み出されます。 
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40.2.24 ポート Iデータレジスタ（PIDR） 

PIDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタでポート Iのデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 端子状態 端子状態 端子状態 端子状態 0 0
R R R/W R/W R R R/W R/W

PI7DT PI6DT PI5DT PI4DT PI3DT PI2DT PI1DT PI0DT

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PI7DT 0 R 

6 PI6DT 0 R 

5 PI5DT 端子状態 R/W 

4 PI4DT 端子状態 R/W 

3 PI3DT 端子状態 R 

2 PI2DT 端子状態 R 

1 PI1DT 0 R/W 

0 PI0DT 0 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。端子機能

が汎用出力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する本レジスタの

値が読み出されます。端子機能が汎用入力ポートの場合には、ポートを読

み出すと対応する端子の状態が読み出されます。 

 

40.2.25 ポート Jデータレジスタ（PJDR） 

PJDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタでポート Jのデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

端子状態 端子状態 端子状態 端子状態 端子状態 端子状態 端子状態 端子状態

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PJ7DT PJ6DT PJ5DT PJ4DT PJ3DT PJ2DT PJ1DT PJ0DT

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PJ7DT 端子状態 R/W 

6 PJ6DT 端子状態 R/W 

5 PJ5DT 端子状態 R/W 

4 PJ4DT 端子状態 R/W 

3 PJ3DT 端子状態 R/W 

2 PJ2DT 端子状態 R/W 

1 PJ1DT 端子状態 R/W 

0 PJ0DT 端子状態 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。端子機能

が汎用出力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する本レジスタの

値が読み出されます。端子機能が汎用入力ポートの場合には、ポートを読

み出すと対応する端子の状態が読み出されます。 
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40.2.26 ポート Kデータレジスタ（PKDR） 

PKDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタでポート Kのデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

端子状態 端子状態 端子状態 端子状態 端子状態 端子状態 端子状態 端子状態

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PK7DT PK6DT PK5DT PK4DT PK3DT PK2DT PK1DT PK0DT

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PK7DT 端子状態 R/W 

6 PK6DT 端子状態 R/W 

5 PK5DT 端子状態 R/W 

4 PK4DT 端子状態 R/W 

3 PK3DT 端子状態 R/W 

2 PK2DT 端子状態 R/W 

1 PK1DT 端子状態 R/W 

0 PK0DT 端子状態 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。端子機能

が汎用出力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する本レジスタの

値が読み出されます。端子機能が汎用入力ポートの場合には、ポートを読

み出すと対応する端子の状態が読み出されます。 

 

40.2.27 ポート Lデータレジスタ（PLDR） 

PLDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタでポート Lのデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PL7DT PL6DT PL5DT PL4DT PL3DT PL2DT PL1DT PL0DT

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PL7DT 0 R/W 

6 PL6DT 0 R/W 

5 PL5DT 0 R/W 

4 PL4DT 0 R/W 

3 PL3DT 0 R/W 

2 PL2DT 0 R/W 

1 PL1DT 0 R/W 

0 PL0DT 0 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。端子機能

が汎用出力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する本レジスタの

値が読み出されます。端子機能が汎用入力ポートの場合には、ポートを読

み出すと対応する端子の状態が読み出されます。 
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40.2.28 ポートMデータレジスタ（PMDR） 

PMDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタでポートMのデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PM7DT PM6DT PM5DT PM4DT PM3DT PM2DT PM1DT PM0DT

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PM7DT 0 R/W 

6 PM6DT 0 R/W 

5 PM5DT 0 R/W 

4 PM4DT 0 R/W 

3 PM3DT 0 R/W 

2 PM2DT 0 R/W 

1 PM1DT 0 R/W 

0 PM0DT 0 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。端子機能

が汎用出力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する本レジスタの

値が読み出されます。端子機能が汎用入力ポートの場合には、ポートを読

み出すと対応する端子の状態が読み出されます。 

 

 

40.2.29 ポート Nデータレジスタ（PNDR） 

PNDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタでポート Nのデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 端子状態 端子状態 端子状態 端子状態 端子状態

R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － PN5DT PN4DT PN3DT PN2DT PN1DT PN0DT

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください 

5 PN5DT 0 R/W 

4 PN4DT 端子状態 R/W 

3 PN3DT 端子状態 R/W 

2 PN2DT 端子状態 R/W 

1 PN1DT 端子状態 R/W 

0 PN0DT 端子状態 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。端子機能

が汎用出力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する本レジスタの

値が読み出されます。端子機能が汎用入力ポートの場合には、ポートを読

み出すと対応する端子の状態が読み出されます。 
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40.2.30 ポート Oデータレジスタ（PODR） 

PODRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタでポート Oのデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 端子状態 端子状態 端子状態 端子状態 端子状態 端子状態

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PO7DT PO6DT PO5DT PO4DT PO3DT PO2DT PO1DT PO0DT

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PO7DT 0 R/W 

6 PO6DT 0 R/W 

5 PO5DT 端子状態 R/W 

4 PO4DT 端子状態 R/W 

3 PO3DT 端子状態 R/W 

2 PO2DT 端子状態 R/W 

1 PO1DT 端子状態 R/W 

0 PO0DT 端子状態 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。端子機能

が汎用出力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する本レジスタの

値が読み出されます。端子機能が汎用入力ポートの場合には、ポートを読

み出すと対応する端子の状態が読み出されます。 
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40.2.31 ポート Iプルアップ制御レジスタ（PIPUPR） 

PIPUPRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタです。本レジスタの各ビットは PTI7～PTI0に相当

し、ポート Iの端子を「その他の機能」が使用している場合に各端子のプルアップ制御を個別に行います。ただ

し、PICRでポートに設定されている端子には、本レジスタの設定は無効になります。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1
R R R R R R R/W R/W

－ － － － － － PI1PUPR PI0PUPR

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

6 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

5 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

4 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

3 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

2 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

1 PI1PUPR 1 R/W ポート PTI1端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTI1端子プルアップオフ 

1：PTI1端子プルアップオン 

0 PI0PUPR 1 R/W ポート PTI0端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTI0端子プルアップオフ 

1：PTI0端子プルアップオン 
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40.2.32 ポート Jプルアップ制御レジスタ（PJPUPR） 

PJPUPRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタです。本レジスタの各ビットは PTJ7～PTJ0に相当

し、ポート Jの端子を「その他の機能」が使用している場合に各端子のプルアップ制御を個別に行います。ただ

し、PJCRでポートに設定されている端子には、本レジスタの設定は無効になります。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PJ7PUPR PJ6PUPR PJ5PUPR PJ4PUPR PJ3PUPR PJ2PUPR PJ1PUPR PJ0PUPR

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PJ7PUPR 1 R/W ポート PTJ7端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTJ7端子プルアップオフ 

1：PTJ7端子プルアップオン 

6 PJ6PUPR 1 R/W ポート PTJ6端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTJ6端子プルアップオフ 

1：PTJ6端子プルアップオン 

5 PJ5PUPR 1 R/W ポート PTJ5端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTJ5端子プルアップオフ 

1：PTJ5端子プルアップオン 

4 PJ4PUPR 1 R/W ポート PTJ4端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTJ4端子プルアップオフ 

1：PTJ4端子プルアップオン 

3 PJ3PUPR 1 R/W ポート PTJ3端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTJ3端子プルアップオフ 

1：PTJ3端子プルアップオン 

2 PJ2PUPR 1 R/W ポート PTJ2端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTJ2端子プルアップオフ 

1：PTJ2端子プルアップオン 

1 PJ1PUPR 1 R/W ポート PTJ1端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTJ1端子プルアップオフ 

1：PTJ1端子プルアップオン 

0 PJ0PUPR 1 R/W ポート PTJ0端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTJ0端子プルアップオフ 

1：PTJ0端子プルアップオン 
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40.2.33 ポート Kプルアップ制御レジスタ（PKPUPR） 

PKPUPRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタです。本レジスタの各ビットは PTK7～PTK0に相

当し、ポート Kの端子を「その他の機能」が使用している場合に各端子のプルアップ制御を個別に行います。た

だし、PKCRでポートに設定されている端子には、本レジスタの設定は無効になります。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PK7PUPRPK6PUPR PK5PUPR PK4PUPR PK3PUPR PK2PUPR PK1PUPR PK0PUPR

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PK7PUPR 1 R/W ポート PTK7端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTK7端子プルアップオフ 

1：PTK7端子プルアップオン 

6 PK6PUPR 1 R/W ポート PTK6端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTK6端子プルアップオフ 

1：PTK6端子プルアップオン 

5 PK5PUPR 1 R/W ポート PTK5端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTK5端子プルアップオフ 

1：PTK5端子プルアップオン 

4 PK4PUPR 1 R/W ポート PTK4端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTK4端子プルアップオフ 

1：PTK4端子プルアップオン 

3 PK3PUPR 1 R/W ポート PTK3端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTK3端子プルアップオフ 

1：PTK3端子プルアップオン 

2 PK2PUPR 1 R/W ポート PTK2端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTK2端子プルアップオフ 

1：PTK2端子プルアップオン 

1 PK1PUPR 1 R/W ポート PTK1端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTK1端子プルアップオフ 

1：PTK1端子プルアップオン 

0 PK0PUPR 1 R/W ポート PTK0端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTK0端子プルアップオフ 

1：PTK0端子プルアップオン 
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40.2.34 ポート Lプルアップ制御レジスタ（PLPUPR） 

PLPUPRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタです。本レジスタの各ビットは PTL7～PTL0に相

当し、ポート Lの端子を「その他の機能」が使用している場合に各端子のプルアップ制御を個別に行います。た

だし、PLCRでポートに設定されている端子には、本レジスタの設定は無効になります。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PL7PUPR PL6PUPR PL5PUPR PL4PUPR PL3PUPR PL2PUPR PL1PUPR PL0PUPR

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PL7PUPR 1 R/W ポート PTL7端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTL7端子プルアップオフ 

1：PTL7端子プルアップオン 

6 PL6PUPR 1 R/W ポート PTL6端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTL6端子プルアップオフ 

1：PTL6端子プルアップオン 

5 PL5PUPR 1 R/W ポート PTL5端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTL5端子プルアップオフ 

1：PTL5端子プルアップオン 

4 PL4PUPR 1 R/W ポート PTL4端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTL4端子プルアップオフ 

1：PTL4端子プルアップオン 

3 PL3PUPR 1 R/W ポート PTL3端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTL3端子プルアップオフ 

1：PTL3端子プルアップオン 

2 PL2PUPR 1 R/W ポート PTL2端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTL2端子プルアップオフ 

1：PTL2端子プルアップオン 

1 PL1PUPR 1 R/W ポート PTL1端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTL1端子プルアップオフ 

1：PTL1端子プルアップオン 

0 PL0PUPR 1 R/W ポート PTL0端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTL0端子プルアップオフ 

1：PTL0端子プルアップオン 
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40.2.35 ポートMプルアップ制御レジスタ（PMPUPR） 

PMPUPRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタです。本レジスタの各ビットは PTM7～PTM0に

相当し、ポートMの端子を「その他の機能」が使用している場合に各端子のプルアップ制御を個別に行います。

ただし、PMCRでポートに設定されている端子には、本レジスタの設定は無効になります。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PM7PUPR PM6PUPR PM5PUPR PM4PUPR PM3PUPR PM2PUPR PM1PUPR PM0PUPR

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PM7PUPR 1 R/W ポート PTM7端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTM7端子プルアップオフ 

1：PTM7端子プルアップオン 

6 PM6PUPR 1 R/W ポート PTM6端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTM6端子プルアップオフ 

1：PTM6端子プルアップオン 

5 PM5PUPR 1 R/W ポート PTM5端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTM5端子プルアップオフ 

1：PTM5端子プルアップオン 

4 PM4PUPR 1 R/W ポート PTM4端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTM4端子プルアップオフ 

1：PTM4端子プルアップオン 

3 PM3PUPR 1 R/W ポート PTM3端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTM3端子プルアップオフ 

1：PTM3端子プルアップオン 

2 PM2PUPR 1 R/W ポート PTM2端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTM2端子プルアップオフ 

1：PTM2端子プルアップオン 

1 PM1PUPR 1 R/W ポート PTM1端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTM1端子プルアップオフ 

1：PTM1端子プルアップオン 

0 PM0PUPR 1 R/W ポート PTM0端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTM0端子プルアップオフ 

1：PTM0端子プルアップオン 

 



 

40. 汎用入出力ポート（GPIO） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  40-49 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

40.2.36 ポート Nプルアップ制御レジスタ（PNPUPR） 

PNPUPRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタです。本レジスタの各ビットは PTN5～PTN0に相

当し、ポート Nの端子を「その他の機能」が使用している場合に各端子のプルアップ制御を個別に行います。た

だし、PNCRでポートに設定されている端子には、本レジスタの設定は無効になります。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1
R R R/W R R R R R

－ － PN5PUPR － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に1が読み出されます。書き込む値も常に1にしてください。 

6 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に1が読み出されます。書き込む値も常に1にしてください。 

5 PN5PUPR 1 R/W ポート PTN5端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTN5端子プルアップオフ 

1：PTN5端子プルアップオン 

4 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に1が読み出されます。書き込む値も常に1にしてください。 

3 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に1が読み出されます。書き込む値も常に1にしてください。 

2 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に1が読み出されます。書き込む値も常に1にしてください。 

1 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に1が読み出されます。書き込む値も常に1にしてください。 

0 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に1が読み出されます。書き込む値も常に1にしてください。 
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40.2.37 ポート Oプルアップ制御レジスタ（POPUPR） 

POPUPRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタです。本レジスタの各ビットは PTO7～PTO0に相

当し、ポート Oの端子を「その他の機能」が使用している場合に各端子のプルアップ制御を個別に行います。た

だし、POCRでポートに設定されている端子には、本レジスタの設定は無効になります。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － PO5PUPRPO4PUPRPO3PUPRPO2PUPRPO1PUPRPO0PUPR

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

6 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

5 PO5PUPR 1 R/W ポート PTO5端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTO5端子プルアップオフ 

1：PTO5端子プルアップオン 

4 PO4PUPR 1 R/W ポート PTO4端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTO4端子プルアップオフ 

1：PTO4端子プルアップオン 

3 PO3PUPR 1 R/W ポート PTO3端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTO3端子プルアップオフ 

1：PTO3端子プルアップオン 

2 PO2PUPR 1 R/W ポート PTO2端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTO2端子プルアップオフ 

1：PTO2端子プルアップオン 

1 PO1PUPR 1 R/W ポート PTO1端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTO1端子プルアップオフ 

1：PTO1端子プルアップオン 

0 PO0PUPR 1 R/W ポート PTO0端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：PTO0端子プルアップオフ 

1：PTO0端子プルアップオン 
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40.2.38 入力端子プルアップ制御レジスタ（PPUPR） 

PPUPRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで、各ビットに接続された端子のプルアップ制御を

個別に行います。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1
R R R R R R R/W R/W

－ － － － － IOIS16UPBREQPUP RDYPUP

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に1が読み出されます。書き込む値も常に1にしてください。 

6 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に1が読み出されます。書き込む値も常に1にしてください。 

5 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に1が読み出されます。書き込む値も常に1にしてください。 

4 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に1が読み出されます。書き込む値も常に1にしてください。 

3 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に1が読み出されます。書き込む値も常に1にしてください。 

2 IOIS16UP 1 R/W IOIS16端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：IOIS16端子プルアップオフ 

1：IOIS16端子プルアップオン 

1 BREQPUP 1 R/W BREQ端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：BREQ端子プルアップオフ 

1：BREQ端子プルアップオン 

0 RDYPUP 1 R/W RDY/PCC_WAIT端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：RDY/PCC_WAIT端子プルアップオフ 

1：RDY/PCC_WAIT端子プルアップオン 
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40.2.39 ピンセレクトレジスタ 0（PSEL0） 

PSEL0は、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタでポート A（PTA）、ポート B（PTB）、ポート C

（PTC）の「その他の機能」とマルチプレクスしている端子の機能を選択します。 

「その他の機能」を使用する場合、PSEL0を設定した後にポートコントロールレジスタを「その他の機能」に

設定してください。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － PTSEL0[4:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

4～0 PTSEL0[4:0] 01000 R/W ポート A（PTA）、ポート B（PTB）、ポート C（PTC）の機能を選択し

ます。 

ビット設定 選択される機能 

PTSEL0[4:0] PTA PTB PTC 

01xxx PCIC* PCIC* PCIC* 

00001 SCIF1 MMC － MMC 

10xxx SCIF1 － LCDCM LCDCM 

上記以外 設定禁止 

【注】*：PCIC選択時に割り込みコントローラ（INTC）の割り込みマス

ク解除を行う場合には、必ずその前に本レジスタにて PCIC機

能の選択設定をしてください。 

x：Don’t Care 
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40.2.40 ピンセレクトレジスタ 1（PSEL1） 

PSEL1は、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタでポート D（PTD）、ポート E（PTE）、ポート F

（PTF）、ポート G（PTG）、ポート H（PTH）の「その他の機能」とマルチプレクスしている端子の機能を選択

します。 

「その他の機能」を使用する場合、PSEL1を設定した後にポートコントロールレジスタを「その他の機能」に

設定してください。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ PTSEL1[3:0]PTSEL1[7:4]PTSEL1[11:8]PTSEL1[14:12]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

14～12 PTSEL1 

[14:12] 

100 R/W ポート H（PTH）の機能を選択します。 

ビット設定 選択される機能 

PTSEL1[14:12] PTH 

1xx PCIC* 

01x MII1 

001 RMII1M 

000 TPU 

【注】*：PCIC選択時に割り込みコントローラ（INTC）の割り込みマス

ク解除を行う場合には、必ずその前に本レジスタにて PCIC機

能の選択設定をしてください。 

x：Don’t Care 

11～8 PTSEL1 

[11:8] 

1000 R/W ポート F（PTF）、ポート G（PTG）の機能を選択します。 

ビット設定 選択される機能 

PTSEL1[11:8] PTF PTG 

1xxx PCIC* PCIC* 

01xx MII1 MII1 

0011 SIM － 

0010 DMAC3 － 

上記以外 設定禁止 

【注】*：PCIC選択時に割り込みコントローラ（INTC）の割り込みマス

ク解除を行う場合には、必ずその前に本レジスタにて PCIC機

能の選択設定をしてください。 

x：Don’t Care 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 PTSEL1 

[7:4] 

1000 R/W ポート E（PTE）の機能を選択します。 

ビット設定 PTE選択される機能 

PTSEL1[7:4] PTE 

1xxx PCIC* 

0000 GMII1 

0010 DMAC2 SCIF2 

0011 DMAC2 SSI0 

0100 PCC SCIF2 

0101 PCC SSI0 

上記以外 設定禁止 

【注】*：PCIC選択時に割り込みコントローラ（INTC）の割り込みマス

ク解除を行う場合には、必ずその前に本レジスタにて PCIC機

能の選択設定をしてください。 

x：Don’t Care 

3～0 PTSEL1 

[3:0] 

1000 R/W ポート D（PTD）の機能を選択します。 

ビット設定 選択される機能 

PTSEL1[3:0] PTD 

1xxx PCIC* 

0000 GMII1 SIOF0 

0001 LCDCM 

0010 PCC 

0100 HAC SSI1 

0101 HAC GMII1 

上記以外 設定禁止 

【注】*：PCIC選択時に割り込みコントローラ（INTC）の割り込みマス

ク解除を行う場合には、必ずその前に本レジスタにて PCIC機

能の選択設定をしてください。 

x：Don’t Care 
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40.2.41 ピンセレクトレジスタ 2（PSEL2） 

PSEL2は、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタでポート I（PTI）ポート J（PTJ）、ポート K（PTK）

の「その他の機能」とマルチプレクスしている端子の機能を選択します。 

「その他の機能」を使用する場合、PSEL2を設定した後にポートコントロールレジスタを「その他の機能」に

設定してください。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ PTSEL2[14:12] PTSEL2[11:8] PTSEL2[7:6] PTSEL2[5:4] PTSEL2[3:2] PTSEL2[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

14～12 PTSEL2 

[14:12] 

すべて 0 R/W ポート K（PTK）の機能を選択します。 

ビット設定 選択される機能 

PTSEL2[14:12] PTK 

000 LCDC － 

001 GMII0 － 

010 SIOF1 SIOF2 

100 STIF1 － 

上記以外 設定禁止 

  

11～8 PTSEL2 

[11:8] 

すべて 0 R/W ポート J（PTJ7～PTJ1）の機能を選択します。 

ビット設定 選択される機能 

PTSEL2 

[11:8] 

PTJ1 PTJ7～PTJ2 

0000 LCDC LCDC － 

0010 LCDC MII0 PCIC* 

0011 LCDC MII0 INT 

0110 RMII1 RMII1 － 

1000 STIF0M STIF0M － 

上記以外 設定禁止 

【注】*：PCIC選択時に割り込みコントローラ（INTC）の割り込みマス

ク解除を行う場合には、必ずその前に本レジスタにて PCIC機

能の選択設定をしてください。 

x：Don’t Care 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 PTSEL2 

[7:6] 

すべて 0 R/W ポート J（PTJ0）の機能を選択します。 

ビット設定 選択される機能 

PTSEL2[7:6] PTJ0 

00 REF50CK 

01 GMII0 

10 STIF0M 

上記以外 設定禁止 

  

5、4 PTSEL2 

[5:4] 

すべて 0 R/W ポート I（PTI5、PTI4）の機能を選択します。 

ビット設定 選択される機能 

PTSEL2[5:4] PTI5、PTI4 

00 LCDC USBH/F 

01 LCDC ETC1 

10 LCDC RMII0M0 

11 STIF1 － 

  

3、2 PTSEL2 

[3:2] 

すべて 0 R/W ポート I（PTI3、PTI2）の機能を選択します。 

ビット設定 選択される機能 

PTSEL2[3:2] PTI3、PTI2 

00 USB 

01 STIF0M 

10 SIOF1 

11 IIC0 

  

1、0 PTSEL2 

[1:0] 

すべて 0 R/W ポート I（PTI1、PTI0）の機能を選択します。 

ビット設定 選択される機能 

PTSEL2[1:0] PTI1、PTI0 

00 SYS 

01 STIF1 

1x RMII0 

x：Don’t Care 
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40.2.42 ピンセレクトレジスタ 3（PSEL3） 

PSEL3は、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタでポート L（PTL）、ポートM（PTM）の「その他

の機能」とマルチプレクスしている端子の機能を選択します。 

「その他の機能」を使用する場合、PSEL3を設定した後にポートコントロールレジスタを「その他の機能」に

設定してください。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0
R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W

－ PTSEL3[14:12] － PTSEL3[10:8] － PTSEL3[6:4] － PTSEL3[2:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

14～12 PTSEL3 

[14:12] 

100 R/W ポート L（PTL7～PTL4）、ポートM（PTM7～PTM1）の機能を選択しま

す。 

ビット設定 選択される機能 

PTSEL3[14:12] PTL7～PTL4 PTM7～

PTM1 

1xx LBSC*1/ 

EXCPU 

－ LBSC*1/ 

EXCPU 

000 LCDC － RMII0 

001 MII0 － MII0 

010 DMAC1 PCIC*2 RMII0 

011 STIF0 － STIF0 

【注】 *1 データバス幅とした 32ビットを選択した場合、本機能を選

 択してください。 

 *2 PCIC選択時に割り込みコントローラ（INTC）の割り込み

 マスク解除を行う場合には、必ずその前に本レジスタにて

 PCIC機能の選択設定をしてください。 

x：Don’t Care 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10～8 PTSEL3 

[10:8] 

100 R/W ポートM（PTM0）の機能を選択します。 

ビット設定 選択される機能 

PTSEL3 [10:8] PTM0 

1xx LBSC*/ 

EXCPU 

000 STIF0 

001 RMII0M0 

011 MII0 

【注】 * データバス幅とした 32ビットを選択した場合、本機能を 

  選択してください。 

x：Don't Care 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

6～4 PTSEL3 

[6:4] 

100 R/W ポート L（PTL3）の機能を選択します。 

ビット設定 選択される機能 

PTSEL3[6:4] PTL3 

1xx LBSC*1/ 

EXCPU 

000 LCDC 

001 PCIC*2 

010 INT 

011 MII0 

【注】 *1 データバス幅として 32ビットを選択した場合、本機能を 

 選択してください。 

*2 PCIC選択時に割り込みコントローラ（INTC）の割り込み 

 マスク解除を行う場合には、必ずその前に本レジスタにて

 PCIC機能の選択設定をしてください。 

x：Don’t Care 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2～0 PTSEL3 

[2:0] 

100 R/W ポート L（PTL2～PTL0）の機能を選択します。 

ビット設定 選択される機能 

PTSEL3[2:0] PTL2～PTL0 

1xx LBSC*/ 

EXCPU 

000 LCDC 

001 DMAC0 

010 INT 

011 MII0 

【注】 * データバス幅として 32ビットを選択した場合、本機能を 

  選択してください。 

x：Don't Care 

 

40.2.43 ピンセレクトレジスタ 4（PSEL4） 

PSEL4は、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタでポート I（PTI）、ポート O（PTO）の「その他の

機能」とマルチプレクスしている端子の機能と IOIS16/TCLK端子の機能および REF125CK/HAC_BITCLK端子の

機能を選択します。 

「その他の機能」を使用する場合、PSEL4を設定した後にポートコントロールレジスタを「その他の機能」に

設定してください。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PTSEL4F PTSEL4E PTSEL4D － PTSEL4B PTSEL4[10:9] PTSEL4[5:4] PTSEL4[3:2] PTSEL4[1:0]PTSEL48 － PTSEL46

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 PTSEL4F 0 R/W IOIS16/TCLK端子の機能を選択します。 

0：IOIS16機能選択 

1：TCLK機能選択 

【注】IOIS16機能を選択する場合には、本ビットは初期状態で使用して

ください。いったん TCLK機能を選択した後は、IOIS16機能を選

択しないでください。 

14 PTSEL4E 0 R/W REF125CK/HAC_BITCLK端子の機能を選択します。 

0：REF125CK機能選択 

1：HAC_BITCLK機能選択 

13 PTSEL4D 0 R/W DREQ1端子を選択します。 

0：PTL5からの入力を DREQ1として使用 

1：PTO5からの入力を DREQ1として使用 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

12 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくださ

い。 

11 PTSEL4B 0 R/W ST0_D0～7、ST0_START、ST0_VALID、ST0_CLK端子を選択します。 

0：PTL5～7、PTM0～7からの入力を ST0_D0～7、ST0_START、

ST0_VALID、ST0_CLKとして使用 

1：PTJ1～7、PTI2、3、6、7からの入力を ST0_D0～7、ST0_START、

ST0_VALID、ST0_CLKとして使用 

10、9 PTSEL4[10:9] すべて 0 R/W MDIO0端子を選択します。 

00：PTL3からの入力を ET0_MDIOとして使用（GMII0、MII0使用時

は PTL3のみ使用可） 

01：PTI1からの入力を RMII0_MDIOとして使用 

10：PTM0からの入力を RMII0_MDIOとして使用 

11：PTO3からの入力を RMII0_MDIOとして使用 

8 PTSEL48 0 R/W MDIO1端子を選択します。 

0：PTF2からの入力を ET1_MDIOとして使用（GMII1、MII1使用時は

PTF2のみ使用可） 

1：PTO1からの入力を RMII1_MDIOとして使用 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくださ

い。 

6 PTSEL46 0 R/W RMII1_RX_ER、RMII1_CRS_DV、RMII1_RXD1、RMII1_RXD0端子を選

択します。 

0：PTJ1、3～5からの入力を使用 RMII1_RX_ER、RMII1_CRS_DV、

RMII1_RXD1、RMII1_RXD0 として使用 

1：PTH0、1、3、4からの入力を使用 RMII1_RX_ER、RMII1_CRS_DV、

RMII1_RXD1、RMII1_RXD0 として使用 

5、4 PTSEL4 

[5:4] 

すべて 0 R/W ポート I（PTI7、PTI6）の機能を選択します。 

ビット設定 選択される機能 

PTSEL4[5:4] PTI7、PTI6 

00 INT 

01 IIC1 

11 STIF0M 

上記以外 設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 PTSEL4 

[3:2] 

00 R/W ポート O（PTO3～PTO0）の機能を選択します。 

ビット設定 選択される機能 

PTSEL4[3:2] PTO3～PTO0 

00 AUD － 

01 SSI2 － 

1x RMII0M1 RMII1M 

x：Don’t Care 

1、0 PTSEL4 

[1:0] 

00 R/W ポート O（PTO7～PTO4）の機能を選択します。 

ビット設定 選択される機能 

PTSEL4[1:0] PTO7～PTO4 

00 AUD INT 

01 DMAC1M EXCPU 

1x SSI3 － 

x：Don’t Care 
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40.3 使用例 
汎用入出力ポート（GPIO）の設定手順の例を示します。 

40.3.1 ポート出力機能 

ポート出力機能の設定は、ポートコントロールレジスタ（PACR～PPCR）の該当する 2ビットに B'01を書き込

んでください。ポートデータレジスタ（PADR～PPDR）の該当するビットの値を端子に出力します。 

このとき、ポート出力機能に設定した端子に対するプルアップ制御レジスタ（PIPUPR～POPUPR）、ピンセレ

クトレジスタ（PSEL0～PSEL4）の設定は無効になります。 

40.3.2 ポート入力機能 

ポート入力機能の設定は、ポートコントロールレジスタ（PACR～PPCR）の該当する 2ビットにプルアップMOS

を使用しない場合は B'10を、使用する場合は B'11（ただし、プルアップMOS付きの端子に限る）を書き込んで

ください。ポートデータレジスタ（PADR～PPDR）の該当するビットから端子に入力している値が読み出せます。 

このとき、ポート入力機能に設定した端子に対するプルアップ制御レジスタ（PIPUPR～POPUPR）、ピンセレ

クトレジスタ（PSEL0～PSEL4）の設定は無効になります。 

40.3.3 周辺モジュール機能 

周辺モジュール機能の設定は、まずピンセレクトレジスタ（PSEL0～PSEL4）で使用するモジュールを選択して

ください。 

次に使用する端子が入力または入出力の場合は、プルアップ制御レジスタ（PIPUPR～POPUPR）でプルアップ

MOSの設定をしてください。該当するビットにプルアップMOSを使用しない場合は B'0を、使用する場合は B'1

を書き込んでください。端子が出力の場合は、設定した値に関係なくプルアップMOSはオフになります。 

最後に、ポートコントロールレジスタ（PACR～PPCR）の該当する 2ビットに B'00を書き込んでください。 
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41. ユーザブレークコントローラ（UBC） 

ユーザブレークコントローラ（UBC）は、プログラムデバッグを容易にする機能を提供します。この機能を使

用することにより、セルフモニタデバッガを容易に作成でき、インサーキットエミュレータを使用しなくても、

本 LSI単体で手軽にプログラムをデバッグできます。UBCに設定できるブレーク条件には、命令フェッチまたは

オペランドの読み出し書き込み、オペランドのサイズ、データの内容、アドレスの値、および命令フェッチのと

きの停止タイミングがあります。 

41.1 特長 

1. 次のようなブレーク比較条件を設定できます。 

ブレークチャネル数：2チャネル（チャネル 0と 1） 

ユーザブレークは、チャネル 0、1独立に、または連続した（シーケンシャル）一つの条件として設定するこ

とができます（シーケンシャルブレーク設定：チャネル 0のブレーク条件が一致した後チャネル 1のブレー

ク条件の一致が発生、またはチャネル 1のブレーク条件が一致した後チャネル 0のブレーク条件の一致が発

生し、しかも両者が同じバスサイクルで発生しないとき）。 

• アドレス 

ASIDとアドレス 32ビットから構成された 40ビットの比較において、ASIDは全ビット比較または全ビット

マスクのいずれかを選択できます。 

アドレス 32ビットの比較はビットごとにマスク可能で、ユーザは下位 12ビット（4Kバイトページ）、下位

10ビット（1Kバイトページ）、あるいは任意の大きさのページ等でアドレスをマスク可能です。 

• データ 

チャネル 1のみ、32ビットマスク可能。 

• バスサイクル 

命令フェッチでのブレーク（PCブレーク）またはオペランドアクセスでのブレーク 

• 読み出しまたは書き込み 

• オペランドサイズ 

バイト、ワード、ロングワード、およびクワッドワードをサポート 

2. ユーザ指定のユーザブレーク条件例外処理ルーチンを実行可能。 

3. PCブレークにおいて、ブレークを命令の実行の前に設定するか、後に設定するかを指定可能。 

4. ブレーク条件（チャネル 1に対してのみ）として、最大 212－1回まで繰り返し回数を指定可能。 
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図 41.1に UBCのブロック図を示します。 

SAB
内部バス

アクセス
コンパレータ

アドレス
コンパレータ

チャネル0
動作制御

チャネル1
動作制御

アクセス
コンパレータ

アドレス
コンパレータ

データ
コンパレータ

制御

CBR0

CAR0

CAMR0

CRR0

CBR1

CAR1

CAMR1

CDR1

CDMR1

CETR1

CRR1

CCMFR

CBCR

ユーザブレーク要求

SDB
アクセス
制御

CBR0
CRR0
CAR0
CAMR0
CBR1
CRR1
CAR1

CAMR1
CDR1
CDMR1
CETR1
CCMFR
CBCR
SAB
SDB

【記号説明】

ASID
コンパレータ

ASID
コンパレータ

ASID

：マッチ条件設定レジスタ0
：マッチ動作設定レジスタ0
：マッチアドレス設定レジスタ0
：マッチアドレスマスク設定レジスタ0
：マッチ条件設定レジスタ1
：マッチ動作設定レジスタ1
：マッチアドレス設定レジスタ1

：マッチアドレスマスク設定レジスタ1
：マッチデータ設定レジスタ1
：マッチデータマスク設定レジスタ1
：実行回数ブレークレジスタ1
：チャネルマッチフラグレジスタ
：ブレークコントロールレジスタ
：オペランドアドレスバス
：オペランドデータバス  

図 41.1 UBCのブロック図 
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41.2 レジスタの説明 
UBCのレジスタ構成を表 41.1に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 41.2に示します。 

 

表 41.1 レジスタ構成 

名  称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

アクセス 

サイズ 

マッチ条件設定レジスタ 0 CBR0 R/W H'FF20 0000 H'1F20 0000 32 

マッチ動作設定レジスタ 0 CRR0 R/W H'FF20 0004 H'1F20 0004 32 

マッチアドレス設定レジスタ 0 CAR0 R/W H'FF20 0008 H'1F20 0008 32 

マッチアドレスマスク設定レジスタ 0 CAMR0 R/W H'FF20 000C H'1F20 000C 32 

マッチ条件設定レジスタ 1 CBR1 R/W H'FF20 0020 H'1F20 0020 32 

マッチ動作設定レジスタ 1 CRR1 R/W H'FF20 0024 H'1F20 0024 32 

マッチアドレス設定レジスタ 1 CAR1 R/W H'FF20 0028 H'1F20 0028 32 

マッチアドレスマスク設定レジスタ 1 CAMR1 R/W H'FF20 002C H'1F20 002C 32 

マッチデータ設定レジスタ 1 CDR1 R/W H'FF20 0030 H'1F20 0030 32 

マッチデータマスク設定レジスタ 1 CDMR1 R/W H'FF20 0034 H'1F20 0034 32 

実行回数ブレークレジスタ 1 CETR1 R/W H'FF20 0038 H'1F20 0038 32 

チャネルマッチフラグレジスタ CCMFR R/W H'FF20 0600 H'1F20 0600 32 

ブレークコントロールレジスタ CBCR R/W H'FF20 0620 H'1F20 0620 32 

【注】 * P4アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて物理ア

ドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 

表 41.2 各処理状態におけるレジスタの状態 

名  称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ 

マッチ条件設定レジスタ 0 CBR0 H'2000 0000 保持 保持 

マッチ動作設定レジスタ 0 CRR0 H'0000 2000 保持 保持 

マッチアドレス設定レジスタ 0 CAR0 不定 保持 保持 

マッチアドレスマスク設定レジスタ 0 CAMR0 不定 保持 保持 

マッチ条件設定レジスタ 1 CBR1 H'2000 0000 保持 保持 

マッチ動作設定レジスタ 1 CRR1 H'0000 2000 保持 保持 

マッチアドレス設定レジスタ 1 CAR1 不定 保持 保持 

マッチアドレスマスク設定レジスタ 1 CAMR1 不定 保持 保持 

マッチデータ設定レジスタ 1 CDR1 不定 保持 保持 

マッチデータマスク設定レジスタ 1 CDMR1 不定 保持 保持 

実行回数ブレークレジスタ 1 CETR1 不定 保持 保持 

チャネルマッチフラグレジスタ CCMFR H'0000 0000 保持 保持 

ブレークコントロールレジスタ CBCR H'0000 0000 保持 保持 
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アクセスサイズはコントロールレジスタのサイズと同じでなければなりません。サイズが異なると、レジスタ

の書き込み動作で書き込みが実行されず、読み出し動作は不定な値を返します。コントロールレジスタを書き換

える命令を実行してから実際にその値が反映されるまでの期間は、所望のブレークが発生しない場合があります。

コントロールレジスタが変更されるタイミングを知るためには、最後に書き込んだデータを読み出してください。

それ以降の命令は、新しく書き込んだレジスタ値に対して有効です。 
 

41.2.1 マッチ条件設定レジスタ 0、1（CBR0、CBR1） 

CBR0、CBR1は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、それぞれチャネル 0、チャネル 1の

ブレーク条件を指定します。設定可能なブレーク条件は、（1）マッチフラグの有無、（2）ASIDの有無とその値、

（3）データ値の有無、（4）オペランドサイズ、（5）実行回数の有無、（6）バス、（7）命令フェッチまたはオ

ペランドアクセス、（8）読み出しまたは書き込みです。 
 

• CBR0 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

MFE AIE MFI AIV

－ SZ － － － － CD ID － RW CE

初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0初期値：
R R/W R/W R/W R R R R R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/WR/W：  
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 MFE 0 R/W マッチフラグイネーブル 

マッチ条件に本レジスタのMFIビットで指定したマッチフラグの値を含め

るかどうかを指定します。指定したマッチフラグの値が 1のとき、条件一

致となります。 

0：マッチフラグはマッチ条件に含まれず、チェックされない 

1：マッチ条件にマッチフラグを含める 

30 AIE 0 R/W ASIDイネーブル 

マッチ条件に本レジスタの AIVビットで指定した ASIDを含めるかどうか

を指定します。 

0：ASIDはマッチ条件に含まれず、チェックされない 

1：マッチ条件に ASIDを含める 

29～24 MFI 100000 R/W マッチフラグ指定 

マッチ条件とするマッチフラグを指定します。 

000000：CCMFRレジスタのMF0ビット 

000001：CCMFRレジスタのMF1ビット 

上記以外：リザーブ（設定禁止） 

【注】 初期値はリザーブ（設定禁止）の状態になりますが、CBR0[0]に 1

を書き込む際に必ず000000あるいは000001を設定してください。

また CCRMFレジスタのMF0ビットが 0の状態で、本レジスタの

MFEビットを 1に、MFIビットを 000000に設定するとチャネル 0

でヒットしなくなりますので注意してください。 

23～16 AIV すべて 0 R/W ASID指定 

マッチ条件とする ASID値を指定します。 

15 － 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

14～12 SZ すべて 0 R/W オペランドサイズセレクト 

マッチ条件とするオペランドサイズを指定します。本ビットは、オペラン

ドアクセスサイクルを対象とする場合のみ有効です。 

000：オペランドサイズはマッチ条件に含まれず、チェックされない（す

べてのサイズが対象となる）*1 

001：バイトアクセスを対象とする 

010：ワードアクセスを対象とする 

011：ロングワードアクセスを対象とする 

100：クワッドワードアクセスを対象とする*3 

上記以外：リザーブ（設定禁止） 

11～8 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 CD すべて 0 R/W バスセレクト 

マッチ条件とするバスを指定します。本ビットは、オペランドアクセスサ

イクルを対象とする場合のみ有効です。 

00：オペランドアクセスにおいてオペランドバスを対象とする 

上記以外：リザーブ（設定禁止） 

5、4 ID すべて 0 R/W 命令フェッチ／オペランドアクセスセレクト 

マッチ条件として、命令フェッチサイクルまたはオペランドアクセスサイ

クルを指定します。 

00：命令フェッチサイクルまたはオペランドアクセスサイクルを対象と

する 

01：命令フェッチサイクルを対象とする 

10：オペランドアクセスサイクルを対象とする 

11：命令フェッチサイクルまたはオペランドアクセスサイクルを対象と

する 

3 － 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

2、1 RW  すべて 0 R/W バスコマンドセレクト 

マッチ条件として、読み出しサイクルまたは書き込みサイクルを指定しま

す。本ビットは、オペランドアクセスサイクルを対象とする場合のみ有効

です。 

00：読み出しサイクルまたは書き込みサイクルを対象とする 

01：読み出しサイクルを対象とする 

10：書き込みサイクルを対象とする 

11：読み出しサイクルまたは書き込みサイクルを対象とする 

0 CE 0 R/W チャネルイネーブル 

チャネルを有効にするかどうかを指定します。本ビットに 0を設定した場

合、他のビットの設定はすべて無効です。 

0：本チャネルは無効 

1：本チャネルは有効 
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• CBR1 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

MFE AIE MFI AIV

DBE SZ ETBE － － － CD ID － RW CE

初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0初期値：
R R/W R/W R/W R/W R R R R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 MFE 0 R/W マッチフラグイネーブル 

マッチ条件に本レジスタのMFIビットで指定したマッチフラグの値を含め

るかどうかを指定します。指定したマッチフラグの値が 1のとき、条件一

致となります。 

0：マッチフラグはマッチ条件に含まれず、チェックされない 

1：マッチ条件にマッチフラグを含める 

30 AIE 0 R/W ASIDイネーブル 

マッチ条件に本レジスタの AIVビットで指定した ASIDを含めるかどうか

を指定します。 

0：ASIDはマッチ条件に含まれず、チェックされない 

1：マッチ条件に ASIDを含める 

29～24 MFI 100000 R/W マッチフラグ指定 

マッチ条件とするマッチフラグを指定します。 

000000：CCMFRレジスタのMF0ビット 

000001：CCMFRレジスタのMF1ビット 

上記以外：リザーブ（設定禁止） 

【注】 初期値はリザーブ（設定禁止）の状態になりますが、CBR1[0]に 1

を書き込む際に必ず 000000あるいは 000001を設定してくださ

い。また、CCRMFレジスタのMF1ビットが 0の状態で、本レジ

スタのMFEビットを 1に、MFIビットを 000001に設定するとチ

ャネル 1でヒットしなくなりますので注意してください。 

23～16 AIV すべて 0 R/W ASID指定 

マッチ条件とする ASID値を指定します。 

15 DBE 0 R/W データ値イネーブル*2 

マッチ条件にデータ値を含めるかどうかを指定します。本ビットは、オペ

ランドアクセスサイクルを対象とする場合のみ有効です。 

0：データ値はマッチ条件に含まれず、チェックされない 

1：マッチ条件にデータ値を含める 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

14～12 SZ すべて 0 R/W オペランドサイズセレクト 

マッチ条件とするオペランドサイズを指定します。本ビットは、オペラン

ドアクセスサイクルを対象とする場合のみ有効です。 

000：オペランドサイズはマッチ条件に含まれず、チェックされない（す

べのサイズが対象となる）*1 

001：バイトアクセスを対象とする 

010：ワードアクセスを対象とする 

011：ロングワードアクセスを対象とする 

100：クワッドワードアクセスを対象とする*3 

上記以外：リザーブ（設定禁止） 

11 ETBE 0 R/W 実行回数値イネーブル 

マッチ条件に実行回数値を含めるかどうかを指定します。このビットが 1

の場合、マッチ条件が成立した回数が CETR1 レジスタで指定した値と等

しくなったとき、CRR1レジスタで指定した動作が発生します。 

0：実行回数値はマッチ条件に含まれず、チェックされない 

1：マッチ条件に実行回数値を含める 

10～8 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

7、6 CD すべて 0 R/W バスセレクト 

マッチ条件とするバスを指定します。本ビットは、オペランドアクセスサ

イクルを対象とする場合のみ有効です。 

00：オペランドアクセスにおいてオペランドバスを対象とする 

上記以外：リザーブ（設定禁止） 

5、4 ID すべて 0 R/W 命令フェッチ／オペランドアクセスセレクト 

マッチ条件として、命令フェッチサイクルまたはオペランドアクセスサイ

クルを指定します。 

00：命令フェッチサイクルまたはオペランドアクセスサイクルを対象と

する 

01：命令フェッチサイクルを対象とする 

10：オペランドアクセスサイクルを対象とする 

11：命令フェッチサイクルまたはオペランドアクセスサイクルを対象と

する 

3 － 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2、1 RW すべて 0 R/W バスコマンドセレクト 

マッチ条件として、読み出しサイクルまたは書き込みサイクルを指定しま

す。本ビットは、オペランドアクセスサイクルを対象とする場合のみ有効

です。 

00：読み出しサイクルまたは書き込みサイクルを対象とする 

01：読み出しサイクルを対象とする 

10：書き込みサイクルを対象とする 

11：読み出しサイクルまたは書き込みサイクルを対象とする 

0 CE 0 R/W チャネルイネーブル 

チャネルを有効にするかどうかを指定します。本ビットに 0を設定した場

合、他のビットの設定はすべて無効です。 

0：本チャネルは無効 

1：本チャネルは有効 

【注】 *1 データ値をマッチ条件に含める場合は、オペランドサイズを指定してください。 

 *2 OCBI命令はデータ値のないロングワード書き込み、PREF、OCBP、OCBWB命令はデータ値のないロングワー

ド読み出しとして扱います。これらの命令に対してマッチ条件を設定する場合、データ値を含めないようにしてく

ださい。 

 *3 クワッドワードアクセスを指定しかつデータ値をマッチ条件に含めた場合、64ビットデータの上位 32ビットまた

は下位 32ビットそれぞれについて、マッチデータ設定レジスタおよびマッチデータマスク設定レジスタによる設

定内容との比較が行われます。 
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41.2.2 マッチ動作設定レジスタ 0、1（CRR0、CRR1） 

CRR0、CRR1は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、それぞれチャネル 0、チャネル 1が

マッチ条件を満たした場合の動作を指定します。設定可能な動作内容は、（1）命令フェッチサイクルに対するブ

レークタイミング、（2）ブレーク要求の有無です。 
 

• CRR0 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － PCB BIE

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～14 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

13 ― 1 R リザーブビット 

本ビットを読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にし

てください。 

12～2 ― すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

1 PCB 0 R/W PCブレークセレクト 

命令フェッチサイクルのブレークタイミングが命令実行の前か後かを指定

します。命令フェッチサイクル以外のブレークに対して、本ビットは無効

です。 

0：PCブレークを命令実行前に設定する 

1：PCブレークを命令実行後に設定する 

0 BIE 0 R/W ブレークイネーブル 

チャネルのマッチ条件が成立したときに、ブレークを要求するかどうかを

指定します。 

0：ブレーク要求しない 

1：ブレークを要求する 

 



 

41. ユーザブレークコントローラ（UBC） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  41-11 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

• CRR1 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － PCB BIE

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～14 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

13 ― 1 R リザーブビット 

本ビットを読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にし

てください。 

12～2 ― すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

1 PCB 0 R/W PCブレークセレクト 

命令フェッチサイクルのブレークタイミングが命令実行の前か後かを指定

します。命令フェッチサイクル以外のブレークに対して、本ビットは無効

です。 

0：PCブレークを命令実行前に設定する 

1：PCブレークを命令実行後に設定する 

0 BIE 0 R/W ブレークイネーブル 

チャネルのマッチ条件が成立したときに、ブレークを要求するかどうかを

指定します。 

0：ブレーク要求しない 

1：ブレークを要求する 
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41.2.3 マッチアドレス設定レジスタ 0、1（CAR0、CAR1） 

CAR0、CAR1は、それぞれ読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、チャネル 0、チャネル 1の

ブレーク条件とする仮想アドレスを指定します。 
 

• CAR0 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

－ － － － － － － － － － － － － － － －

CA

CA

初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

－ － － － － － － － － － － － － － － －初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CA 不定 R/W 比較アドレス 

ブレーク条件とするアドレスを指定します。 

CBR0レジスタによりオペランドバスを指定した場合は、CA[31:0]に SAB

のアドレスを指定します。 

 

• CAR1 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

－ － － － － － － － － － － － － － － －

CA

CA

初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

－ － － － － － － － － － － － － － － －初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CA 不定 R/W 比較アドレス 

ブレーク条件とするアドレスを指定します。 

CBR1レジスタによりオペランドバスを指定した場合は、CA[31:0]に SAB

のアドレスを指定します。 
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41.2.4 マッチアドレスマスク設定レジスタ 0、1（CAMR0、CAMR1） 

CAMR0、CAMR1は、それぞれ読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、対応するチャネルのマ

ッチアドレス設定レジスタによって指定されるアドレスビットのうちマスクするビットを指定します（マスクす

るビットに 1を設定します）。 
 

• CAMR0 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

－ － － － － － － － － － － － － － － －

CAM

CAM

初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

－ － － － － － － － － － － － － － － －初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CAM 不定 R/W 比較アドレスマスク 

CAR0 レジスタによって指定されるアドレスビットのうちマスクするビッ

トを指定します（マスクするビットに 1を指定します）。 

0：アドレスビット CA[n]は、ブレーク条件に含まれる 

1：アドレスビット CA[n]はマスクされ、ブレーク条件に含まれない 

【注】n＝31～0 

 

• CAMR1 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

－ － － － － － － － － － － － － － － －

CAM

CAM

初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

－ － － － － － － － － － － － － － － －初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CAM 不定 R/W 比較アドレスマスク 

CAR1 レジスタによって指定されるアドレスビットのうちマスクするビッ

トを指定します（マスクするビットに 1を指定します）。 

0：アドレスビット CA[n]は、ブレーク条件に含まれる 

1：アドレスビット CA[n]はマスクされ、ブレーク条件に含まれない 

【注】n＝31～0 
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41.2.5 マッチデータ設定レジスタ 1（CDR1） 

CDR1は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、チャネル 1のブレーク条件とするデータ値

を指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

－ － － － － － － － － － － － － － － －

CD

CD

初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

－ － － － － － － － － － － － － － － －初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CD 不定 R/W 比較データ値 

ブレーク条件とするデータ値を指定します。 

CBR1レジスタによりオペランドバスを指定した場合は、CD[31:0]に SDB

のデータ値を指定します。 

 

表 41.3 マッチデータ設定レジスタの指定 

CBR1でのバスセレクト CD[31:24] CD[23:16] CD[15:8] CD[7:0] 

オペランドバス（バイト） Don't care SDB7～0 

オペランドバス（ワード） Don't care SDB15～0 

オペランドバス（ロングワード） SDB31～0 

【注】 1. データ値をマッチ条件に含める場合は、オペランドサイズを指定してください。 

 2. OCBI命令はデータ値のないロングワード書き込み、PREF、OCBP、OCBWB命令はデータ値のないロングワー

ド読み出しとして扱います。これらの命令に対してマッチ条件を設定する場合、データ値を含めないようにしてく

ださい。 

 3. クワッドワードアクセスを指定しかつデータ値をマッチ条件に含めた場合、64ビットデータの上位 32ビットまた

は下位 32ビットそれぞれについて、マッチデータ設定レジスタおよびマッチデータマスク設定レジスタによる設

定内容との比較が行われます。 
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41.2.6 マッチデータマスク設定レジスタ 1（CDMR1） 

CDMR1は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、マッチデータよって指定されるデータ値

のうちマスクするビットを指定します（マスクするビットに 1を設定します）。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

－ － － － － － － － － － － － － － － －

CDM

CDM

初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

－ － － － － － － － － － － － － － － －初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CDM 不定 R/W 比較データ値マスク 

CDR1 レジスタによって指定されるデータ値のうちマスクするビットを指

定します（マスクするビットに 1を指定します）。 

0：データ値ビット CD[n]は、ブレーク条件に含まれる 

1：データ値ビット CD[n]はマスクされ、ブレーク条件に含まれない 

【注】n＝31～0 

 

41.2.7 実行回数ブレークレジスタ 1（CETR1） 

CETR1 は、読み出し／書き込み可能な 32 ビットのレジスタであり、ブレークが発生するまでのチャネルヒッ

ト回数を指定します。指定できる最大値は 212－1 です。マッチ条件設定レジスタによりマッチ条件に実行回数値

を含めた場合、チャネルがヒットするごとに本レジスタ値は 1 ずつデクリメントされ、レジスタ値が H'001 にな

った後さらにヒットするとブレークが発生します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － CET

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 － － － － － － － － － － － －初期値：
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

11～0 CET 不定 R/W 実行回数 

ブレーク条件とする実行回数を指定します。 
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41.2.8 チャネルマッチフラグレジスタ（CCMFR） 

CCMFRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、各チャネルのマッチ条件が成立したかど

うかを示します。チャネルのマッチ条件が成立した場合、対応するフラグビットに 1 が設定されます。フラグの

クリアは、クリアしたいビットを 0、それ以外のビットを 1にしたデータを本レジスタに書き込むことで行います

（書き込み値と現在値の論理積が書き込まれます）。本マッチフラグを用いることで、複数チャネルによるシー

ケンシャル動作を実現できます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － MF1 MF0

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

1 MF1 0 R/W チャネル 1条件一致フラグ 

チャネル 1にセットしたマッチ条件が成立すると、このフラグは 1にセッ

トされます。フラグをクリアするには、このビットに 0を書き込みます。 

0：チャネル 1のマッチ条件不一致 

1：チャネル 1のマッチ条件一致 

0 MF0 0 R/W チャネル 0条件一致フラグ 

チャネル 0にセットしたマッチ条件が成立すると、このフラグは 1にセッ

トされます。フラグをクリアするには、このビットに 0を書き込みます。 

0：チャネル 0のマッチ条件不一致 

1：チャネル 0のマッチ条件一致 
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41.2.9 ブレークコントロールレジスタ（CBCR） 

CBCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、ユーザブレークデバッグサポート機能を使

用するかどうかを指定します。ユーザブレークデバッグサポート機能の詳細については、「41.4 ユーザブレー

クデバッグサポート機能」を参照してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － UBDE

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

0 UBDE 0 R/W ユーザブレークデバッグサポート機能イネーブル 

ユーザブレークデバッグサポート機能を使用するかどうかを指定します。 

0：デバッグサポート機能を使用しない 

1：デバッグサポート機能を使用する 
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41.3 動作説明 

41.3.1 アクセスに関する用語の説明 

命令フェッチとは、命令を取得するアクセスを指します。たとえば、分岐命令の実行による分岐先命令のフェ

ッチは命令アクセスです。オペランドアクセスとは、命令実行による任意のメモリアクセスを指します。たとえ

ば、命令MOV.W @(disp,PC),Rnのアドレス（PC＋disp×2＋4）に対するアクセスはオペランドアクセスです。「デ

ータ」という用語は「アドレス」との対比で使用します。 

すべてのオペランドアクセスは、読み出しアクセスまたは書き込みアクセスのいずれかに分類されます。次の

命令は特別の注意が必要です。 
 

• PREF、OCBPおよび OCBWB命令：読み出しアクセスとして扱います。 

• MOVCA.Lおよび OCBI命令 ：書き込みアクセスとして扱います。 

• TAS.B命令 ：1つの読み出しアクセス、1つの書き込みアクセスとして扱います。 

 

PREF、OCBP、OCBWB、OCBI命令によるオペランドアクセスはデータ値のないアクセスです。これらの命令

に対してマッチ条件を設定する場合、データ値を含めないようにしてください。 
 

すべてのオペランドアクセスは、オペランドサイズが定義されます。オペランドサイズには、バイト、ワード、

ロングワード、クワッドワードがあります。PREF、OCBP、OCBWB、MOVCA.L、OCBI 命令によるオペランド

アクセスにおいては、オペランドサイズはロングワードとして定義されます。 
 

41.3.2 ユーザブレーク動作の流れ 

ブレーク条件の設定からユーザブレーク例外処理までの動作の流れは、次のとおりです。 
 

1. マッチ条件とするオペランドサイズ、バス、命令フェッチ／オペランドアクセス、読み出し／書き込み条件

を、マッチ条件設定レジスタ（CBR0またはCBR1）により指定します。ブレークアドレスをマッチアドレス

設定レジスタ（CAR0、CAR1）、アドレスのマスク条件をマッチアドレスマスク設定レジスタ（CAMR0、

CAMR1）により指定します。マッチ条件にASIDを含める場合は、マッチ条件設定レジスタのAIEビットをセ

ットし、AIVビットによりASIDを指定します。マッチ条件にデータ値を含める場合は、マッチ条件設定レジ

スタのDBEビットをセットし、ブレークデータをマッチデータ設定レジスタ（CDR1）、データのマスク条

件をマッチデータマスク設定レジスタ（CDMR1）により指定します。マッチ条件に実行回数を含める場合は、

マッチ条件設定レジスタのETBEビットをセットし、実行回数条件を実行回数ブレークレジスタ（CETR1）

により指定します。シーケンシャルブレークを設定する場合、マッチ条件設定レジスタのMFEビットをセッ

トし、シーケンス元チャネル番号をMFIにより指定します。 
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2. マッチ条件が成立した場合のブレーク要求の有無、命令フェッチによる条件成立の場合のブレーク位置を、

マッチ動作設定レジスタ（CRR0、CRR1）により指定します。他のすべてのレジスタ、およびマッチ条件設

定レジスタの CE ビットを除くビットの設定が終了したのち、マッチ条件設定レジスタの CE ビットをセッ

トし、再度マッチ条件設定レジスタを読み出してください。この手順により、コントロールレジスタの設定

値が直後の後続命令から有効となることを保証できます。リセット後、初期状態のコントロールレジスタか

らマッチ条件設定レジスタの CEビットをセットした場合、意図しないブレークが発生する場合があります。 

3. マッチ条件が成立すると、チャネルマッチフラグレジスタ（CCMFR）の該当する条件一致フラグ（MF1、

MF0）がセットされます。さらに、マッチ動作設定レジスタ（CRR0、CRR1）の設定内容により、CPUへの

ブレーク要求が発生します。SR レジスタの BL ビットにより、ブレーク要求に対する CPU の動作が異なり

ます。BLビットが 0のとき、ブレーク要求は受理され所定の例外処理が行われますが、BLビットが 1の場

合例外処理は行われません。 

4. マッチ条件の一致または不一致をチェックするため、該当する条件一致フラグ（MF1、MF0）を使用するこ

とができます。フラグは条件一致によりセットされますが、自動的にクリアされません。フラグを再び使用

できるようにするためには、チャネルマッチフラグレジスタ（CCMFR）に対するメモリストア命令により 0

を書き込んでください。 

5. チャネル 0およびチャネル 1で設定したブレークがほぼ同時に発生する場合があります。CPUに対するブレ

ーク要求は 1つだけであっても、これらのブレークに対する条件一致フラグが 2つともセットされる場合が

あります。 

6. SRレジスタの BLビットが 1の期間は、すべてのブレーク要求は受理されません。ただし、条件判定は行わ

れ、一致した場合は条件一致フラグがセットされます。 

7. シーケンシャル条件指定時、各チャネルのマッチ条件が成立するごとに該当する条件一致フラグがセットさ

れます。シーケンス元チャネルのマッチ条件が成立し、シーケンス先チャネルのマッチ条件が未成立のとき

にシーケンス元チャネルのマッチ状態をクリアするには、シーケンス元チャネルの条件一致フラグをクリア

してください。 
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41.3.3 命令フェッチサイクルブレーク 

1. マッチ条件設定レジスタ（CBR0またはCBR1）に命令フェッチが設定されると、マッチ条件は命令フェッチ

となります。マッチ条件によりブレーク要求を発生させる場合、該当するチャネルに対するマッチ動作レジ

スタ（CRR0またはCRR1）のBIEビットをセットしてください。ブレークのタイミングを命令実行の前にす

るか後にするかは、PCBビットで指定できます。マッチ条件として命令フェッチサイクルを指定する場合、

マッチアドレス設定レジスタ（CAR0またはCAR1）のLSBを0にクリアしてください。このビットが1にセッ

トされているとブレークは発生しません。 

2. 命令フェッチサイクルにおいて命令実行前ブレークを指定すると、命令がフェッチされ実行することが確定

した時点でブレーク要求が発生します。したがって、この機能はオーバラン（分岐または割り込みの遷移中

にフェッチされ、しかも実行されない命令）によってフェッチされる命令には使用できません。命令実行前

ブレークと他の例外との優先順位については、「第 5章 例外処理」を参照してください。遅延分岐命令の

遅延スロットに対して実行前ブレークが指定されると、遅延分岐命令の実行前にブレークが発生します。た

だし、RTE命令の遅延スロットには実行前ブレークを指定しないでください。 

3. 命令フェッチサイクルにおいて命令実行後ブレークを指定すると、マッチ条件と一致した命令が実行された

のち、次の命令の実行前にブレークが発生します。実行前のブレークの場合と同様、オーバランによってフ

ェッチされる命令には使用できません。命令実行後ブレークと他の例外との優先順位については、「第 5章 

例外処理」を参照してください。遅延分岐命令およびその遅延スロットに対して実行後ブレークが指定され

ると、分岐先の最初の命令までブレークは発生しません。 

4. チャネル 1のマッチ条件として命令フェッチサイクルを指定すると、マッチ条件設定レジスタ CBR1の DBE

ビットは無効となり、マッチデータ設定レジスタ CDR1およびマッチデータマスク設定レジスタ CDMR1の

設定は無視されます。したがって、命令フェッチサイクルのブレークには、データ値を設定することはでき

ません。 
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41.3.4 オペランドアクセスサイクルブレーク 

1. オペランドアクセスサイクルブレークの場合、マッチ条件設定レジスタ（CBR0またはCBR1）のオペランド

サイズ指定と、条件比較の対象となるアドレスとの関係は、以下のようになります。 

 

表 41.4 オペランドサイズ指定と比較対象アドレス 

オペランドサイズセレクト 比較アドレスビット 

クワッドワード アドレスビット A31～A3 

ロングワード アドレスビット A31～A2 

ワード アドレスビット A31～A1 

バイト アドレスビット A31～A0 

マッチ条件に含まれない クワッドワードアクセス時のアドレスビット A31～A3 

ロングワードアクセス時のアドレスビット A31～A2 

ワードアクセス時のアドレスビット A31～A1 

バイトアクセス時のアドレスビット A31～A0 

 

これは、たとえばマッチアドレス設定レジスタ（CAR0またはCAR1）にアドレスH'00001003を設定するとき、

マッチ条件が成立するオペランドアクセスサイクルには、（他のすべての条件が成立すると仮定した場合）

以下が含まれることを意味します。 

 

アドレスH'00001000に対するロングワードアクセス 

アドレスH'00001002に対するワードアクセス 

アドレスH'00001003に対するバイトアクセス 

 

2. チャネル1のマッチ条件にデータ値が含まれる場合 

データ値をマッチ条件に含める場合は、マッチ条件設定レジスタ（CBR1）のオペランドサイズセレクト（SZ

ビット）によりクワッドワード、ロングワード、ワード、またはバイトを指定し、かつマッチデータ設定レ

ジスタ（CDR1）およびマッチデータマスク設定レジスタ（CDMR1）を設定する必要があります。このとき、

アドレス条件とデータ条件が一致するとマッチ条件が成立します。バイトアクセス、ワードアクセス、ロン

グワードアクセスに対するデータ値およびマスクは、それぞれCDR1およびCDMR1のビット7～0、ビット15

～0、ビット31～0に設定します。クワッドワードアクセスの場合、64ビットデータは上位32ビットと下位32

ビットに分割され、2つの32ビットデータ単位として条件比較が行われます。2つの32ビットデータ単位のい

ずれかがマッチ条件を満足すると、マッチ条件成立となります。 

3. PREF、OCBP、OCBWB、OCBI命令によるオペランドアクセスはデータ値のないアクセスです。これらの命

令に対するマッチ条件としてデータ値を含めた場合、マッチ条件は成立しません。 
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4. オペランドバスを選択している場合、条件が一致した命令の実行を完了し、次の命令を実行する直前にブレ

ークが発生します。ただし、条件にデータ値を含める場合は、条件が一致した命令から数命令実行した後に

なる場合もあり、ブレークが発生する命令を特定することはできません。また、遅延分岐命令やその遅延ス

ロットでこの種のブレークが発生した場合は、分岐先の最初の命令までブレークは発生しません。RTE命令

の遅延スロットには、オペランドブレークを設定しないでください。また、データ値を条件に含める場合は、

RTE命令の 1.～6.命令前でブレークを発生させないでください。 

 

41.3.5 シーケンシャルブレーク 

1. マッチ条件設定レジスタ（CBR0、CBR1）のMFEビットおよびMFI ビットを設定することで、シーケンシャ

ル条件（チャネル0マッチ条件が成立した後チャネル1マッチ条件が成立、またはその逆）を指定することが

できます。シーケンス元チャネルについては、マッチ条件設定レジスタのMFE、およびマッチ動作設定レジ

スタのBIEビットをクリアしてください。シーケンス先チャネルについては、マッチ条件設定レジスタのMFE

ビットをセットし、シーケンス元チャネル番号をMFIで指定します。シーケンシャル条件成立時のブレーク

要求の有無は、シーケンス先マッチ動作設定レジスタのBIEビットにより指定します。シーケンシャル条件

指定時、各チャネルのマッチ条件が成立するごとに該当する条件一致フラグがセットされます。シーケンス

元チャネルのマッチ条件が成立し、シーケンス先チャネルのマッチ条件が未成立のときにシーケンス元チャ

ネルのマッチ状態をクリアするには、シーケンス元チャネルの条件一致フラグをクリアしてください。 

2. シーケンシャル条件指定では、チャネル 1については実行回数ブレーク条件も指定することができます。 

3. シーケンス元チャネルとシーケンス先チャネルのマッチ条件成立タイミングが接近している場合、シーケン

シャル条件が保証されない場合があります。 

 

• シーケンス元チャネル、シーケンス先チャネルとも命令フェッチサイクルでマッチ成立 

命令 Bは命令 Aの 0命令後 同じアドレスを設定するのと等価です。この設定は使用しないでください。 

命令 Bは命令 Aの 1命令後 シーケンシャル動作は保証されません。 

命令 Bは命令 Aの 2命令以上後 シーケンシャル動作は保証されます。 

 

• シーケンス元チャネルは命令フェッチサイクルでマッチ成立、シーケンス先チャネルはオペランドアクセス

サイクルでマッチ成立 

命令 Bは命令 Aの 0または 1命令後 シーケンシャル動作は保証されません。 

命令 Bは命令 Aの 2命令以上後 シーケンシャル動作は保証されます。 

 

• シーケンス元チャネルはオペランドアクセスサイクルでマッチ成立、シーケンス先チャネルは命令フェッチ

サイクルでマッチ成立 

命令 Bは命令 Aの 0～5命令後 シーケンシャル動作は保証されません。 

命令 Bは命令 Aの 6命令以上後 シーケンシャル動作は保証されます。 
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• シーケンス元チャネル、シーケンス先チャネルともオペランドアクセスサイクルでマッチ成立 

命令 Bは命令 Aの 0～5命令後 シーケンシャル動作は保証されません。 

命令 Bは命令 Aの 6命令以上後 シーケンシャル動作は保証されます。 

 

41.3.6 退避されるプログラムカウンタの値 

ブレーク発生時は、実行を再開すべき命令のアドレスを SPCに退避し、例外処理状態に移行します。マッチ条

件にデータ値を含む場合を除き、ブレークの発生する命令を一意に決定することができます。 
 

1. 命令フェッチサイクル（命令実行前）をマッチ条件として指定する場合 

SPCには、マッチ条件と一致した命令のアドレスが退避されます。条件が一致した命令は実行されず、その

前にブレークが発生します。ただし、遅延スロット命令で条件が一致した場合は、遅延分岐命令のアドレス

が SPCに退避されます。 

2. 命令フェッチサイクル（命令実行後）をマッチ条件として指定する場合 

SPCには、マッチ条件と一致した命令の次の命令のアドレスが退避されます。条件が一致した命令は実行さ

れ、次の命令の実行前にブレークが発生します。遅延分岐命令やその遅延スロットで一致した場合は、それ

らの命令は実行され、分岐先のアドレスが SPCに退避されます。 

3. オペランドアクセス（アドレスのみ）をマッチ条件として指定する場合 

SPCには、ブレーク条件に一致した命令の直後の命令のアドレスが退避されます。条件に一致した命令が実

行され、次の命令の実行前にブレークが発生します。ただし、遅延スロットで条件が一致した場合は、分岐

先のアドレスが SPCに退避されます。 

4. オペランドアクセス（アドレス＋データ）をマッチ条件と指定指定する場合 

データ値がマッチ条件に追加されると、マッチ条件に一致した命令は実行を完了します。1 命令後から 6 命

令後までのいずれかの命令の実行前にユーザブレークが発生し、その命令のアドレスが SPC に退避されま

す。ブレークが発生する場所を正確に決定することはできません。遅延スロット命令で条件が一致した場合

は、分岐先アドレスが SPCに退避されます。また、条件に一致した命令の次命令が分岐命令である場合は、

分岐命令や遅延スロットの実行まで完了した後にブレークが発生するときがあります。この場合も、SPCに

は分岐先のアドレスが退避されます。 
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41.4 ユーザブレークデバッグサポート機能 
ユーザブレークデバッグサポート機能を用いることにより、CPUがユーザブレーク要求を受理した場合の分岐

先アドレスを変更することができます。ブレークコントロールレジスタ CBCRの UBDEビットを 1にセットする

ことにより、[VBR＋オフセット]で表示されるアドレスへ分岐するかわりに DBRで示されるアドレスへ分岐しま

す。ユーザブレークデバッグサポート機能のフローチャートを図 41.2に示します。 
 

SPC ← PC
SSR ← SR

SR.BL ← B'1
SR.MD ← B'1
SR.RB ← B'1

例外／割り込み
発生

例外 例外／ 
割り込み／トラップ?

トラップ

割り込み

PC ← H'A000 0000PC ← VBR + ベクタオフセット

RTE命令を実行
PC ← SPC
SR ← SSR

SGR ← R15

PC ← DBR

デバッグプログラム

R15 ← SGR
（STC命令）

リセット例外?

（CBCR.UBDE == 1）&&
（ユーザブレーク）?

例外動作の終了

INTEVT ← 割り込みコードEXPEVT ← 例外コード

YesNo

NoYes

ハードウェア動作

例外処理ルーチン

TRA ← TRAPA （imm）
EXPEVT ← H'160

 

図 41.2 ユーザブレークデバッグサポート機能のフローチャート 
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41.5 ユーザブレーク使用例 

（1） 命令フェッチサイクルに指定したマッチ条件 

• 例1-1 

レジスタ設定 

CBR0＝H'00000013／CRR0＝H'00002003／CAR0＝H'00000404／CAMR0＝H'00000000／ 

CBR1＝H'00000013／CRR1＝H'00002001／CAR1＝H'00008010／CAMR1＝H'00000006／ 

CDR1＝H'00000000／CDMR1＝H'00000000／CETR1＝H'00000000／ 

CBCR＝H'00000000 

指定条件：チャネル 0／チャネル 1独立条件 

【チャネル 0】 

アドレス：H'00000404、アドレスマスク：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行後） 

ASIDは条件に含まれない 

【チャネル 1】 

アドレス：H'00008010、アドレスマスク：H'00000006 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000、実行回数：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

ASID、データ値、実行回数は条件に含まれない 

 

ユーザブレークは、アドレス H'00000404 の命令実行後、またはアドレス H'00008010～H'00008016 の命令実

行前に発生します。 

 

• 例1-2 

レジスタ設定 

CBR0＝H'40800013／CRR0＝H'00002000／CAR0＝H'00037226／CAMR0＝H'00000000／ 

CBR1＝H'C0700013／CRR1＝H'00002001／CAR1＝H'0003722E／CAMR1＝H'00000000／ 

CDR1＝H'00000000／CDMR1＝H'00000000／CETR1＝H'00000000／ 

CBCR＝H'00000000 

指定条件：チャネル 0 → チャネル 1シーケンシャルモード 

【チャネル 0】 

アドレス：H'00037226、アドレスマスク：H'00000000、ASID：H'80 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 
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【チャネル 1】 

アドレス：H'0003722E、アドレスマスク：H'00000000、ASID：H'70 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000、実行回数：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

データ値、実行回数は条件に含まれない 

 

ASID＝H'80かつアドレス H'00037226の命令が実行された後、ASID＝H'70かつアドレス H'0003722Eの命令

実行前にユーザブレークが発生します。 
 

• 例1-3 

レジスタ設定 

CBR0＝H'00000013／CRR0＝H'00002001／CAR0＝H'00027128／CAMR0＝H'00000000／ 

CBR1＝H'00000013／CRR1＝H'00002001／CAR1＝H'00031415／CAMR1＝H'00000000／ 

CDR1＝H'00000000／CDMR1＝H'00000000／CETR1＝H'00000000／ 

CBCR＝H'00000000 

指定条件：チャネル 0／チャネル 1独立条件 

【チャネル 0】 

アドレス：H'00027128、アドレスマスク：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

ASIDは条件に含まれない 

【チャネル 1】 

アドレス：H'00031415、アドレスマスク：H'00000000 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000、実行回数：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

ASID、データ値、実行回数は条件に含まれない 

 

チャネル 0では、アドレス H'00027128の命令実行前に発生します。チャネル 1では、命令フェッチは偶数ア

ドレスに対して実行されるのでユーザブレークは発生しません。 

 

• 例1-4 

レジスタ設定 

CBR0＝H'40800013／CRR0＝H'00002000／CAR0＝H'00037226／CAMR0＝H'00000000／ 

CBR1＝H'C0700013／CRR1＝H'00002001／CAR1＝H'0003722E／CAMR1＝H'00000000／ 

CDR1＝H'00000000／CDMR1＝H'00000000／CETR1＝H'00000000／ 

CBCR＝H'00000000 

指定条件：チャネル 0 → チャネル 1シーケンシャルモード 
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【チャネル 0】 

アドレス：H'00037226、アドレスマスク：H'00000000、ASID＝H'80 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

【チャネル 1】 

アドレス：H'0003722E、アドレスマスク：H'00000000、ASID＝H'70 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000、実行回数：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

データ値、実行回数は条件に含まれない 

 

ASID＝H'80かつアドレス H'00037226の命令が実行された後、ASID＝H'70かつアドレス H'0003722Eの命令

実行前にブレークが発生します。 

 

• 例1-5 

レジスタ設定 

CBR0＝H'00000013／CRR0＝H'00002001／CAR0＝H'00000500／CAMR0＝H'00000000／ 

CBR1＝H'00000813／CRR1＝H'00002001／CAR1＝H'00001000／CAMR1＝H'00000000／ 

CDR1＝H'00000000／CDMR1＝H'00000000／CETR1＝H'00000005／ 

CBCR＝H'00000000 

指定条件：チャネル 0／チャネル 1独立条件 

【チャネル 0】 

アドレス：H'00000500、アドレスマスク：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

ASIDは条件に含まれない 

【チャネル 1】 

アドレス：H'00001000、アドレスマスク：H'00000000 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000、実行回数：H'00000005 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

実行回数：5回 

ASID、データ値は条件に含まれない 

 

チャネル 0では、ユーザブレークはアドレス H'00000500の命令の実行前に生じます。チャネル 1では、ユー

ザブレークは、アドレス H'00001000の命令を 4回実行した後、5回目の命令実行前に生じます。 
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• 例1-6 

レジスタ設定 

CBR0＝H'40800013／CRR0＝H'00002003／CAR0＝H'00008404／CAMR0＝H'00000FFF／ 

CBR1＝H'40700013／CRR1＝H'00002001／CAR1＝H'00008010／CAMR1＝H'00000006／ 

CDR1＝H'00000000／CDMR1＝H'00000000／CETR1＝H'00000000／ 

CBCR＝H'00000000 

指定条件：チャネル 0／チャネル 1独立条件 

【チャネル 0】 

アドレス：H'00008404、アドレスマスク：H'00000FFF、ASID：H'80 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行後） 

【チャネル 1】 

アドレス：H'00008010、アドレスマスク：H'00000006、ASID：H'70 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000、実行回数：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

データ値、実行回数は条件に含まれない 

 

ユーザブレークは、ASID＝H'80でアドレス H'00008000～H'00008FFEの命令の実行後、または、ASID＝H'70

でアドレス H'00008010～H'00008016の命令の実行前に生じます。 

 

（2） オペランドアクセスサイクルに指定したマッチ条件 

• 例2-1 

レジスタ設定 

CBR0＝H'40800023／CRR0＝H'00002001／CAR0＝H'00123456／CAMR0＝H'00000000／ 

CBR1＝H'4070A025／CRR1＝H'00002001／CAR1＝H'000ABCDE／CAMR1＝H'000000FF／ 

CDR1＝H'0000A512／CDMR1＝H'00000000／CETR1＝H'00000000／ 

CBCR＝H'00000000 

指定条件：チャネル 0／チャネル 1独立条件 

【チャネル 0】 

アドレス：H'00123456、アドレスマスク：H'00000000、ASID：H'80 

バスサイクル：オペランドバス／オペランドアクセス／読み出し（オペランドサイズは条件に含まれない） 

【チャネル 1】 

アドレス：H'000ABCDE、アドレスマスク：H'000000FF、ASID：H'70 

データ：H'0000A512、データマスク：H'00000000、実行回数：H'00000000 

バスサイクル：オペランドバス／オペランドアクセス／書き込み／ワード 

実行回数は条件に含まれない 
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チャネル 0では、ユーザブレークは、ASID＝H'80でアドレス H'00123454に対するロングワードの読み出し、

アドレス H'00123456に対するワード読み出し、あるいはアドレス H'00123456 に対するバイト読み出しで生

じます。チャネル 1では、ユーザブレークは ASID＝H'70で H'000ABC00～H'000ABCFEにワード H'A512を

書き込むときに生じます。 

 

41.6 使用上の注意事項 

1. UBCのレジスタの値を書き換える命令を実行してから実際にその値が反映されるまでの期間は、所望のブレ

ークが発生しない場合があります。UBCレジスタを変更後、ブレーク対象の命令を実行する前に、以下の（1）

～（3）のいずれかを実行してください。 

（1）変更したレジスタをリードした後、RTE命令による分岐を実行してください（レジスタリードとRTE命

令は連続している必要はありません）。 

（2）変更したレジスタをリードした後、任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI

命令を実行してください（レジスタリードとICBI命令は連続している必要はありません）。 

（3）UBCレジスタの変更前にIRMCR.R1＝0（初期値）と設定しておき、レジスタライト→レジスタリード

→（もう一度同じ値を）レジスタライトというシーケンスでレジスタを更新してください。 

 

なお、複数のUBCレジスタを変更する場合には、それぞれについて上記の手順を踏む必要はありません。最

後に変更するレジスタについてのみ、上記の手順が必要になります。 

2. CRR0および CRR1の PCBビットは、命令フェッチをマッチ条件にしたときのみ有効です。 

3. シーケンシャル条件設定時、シーケンス元チャネルのマッチ条件成立後シーケンス先チャネルのマッチ条件

が成立するとき、シーケンシャル条件が成立します。したがって、同一バスサイクルに対してチャネル 0お

よびチャネル 1の条件一致が同時に発生するようにマッチ条件が設定されてもシーケンシャル条件は成立せ

ず、ブレークは発生しません。 

4. SLEEP命令に対しては、命令フェッチサイクルをマッチ条件とする命令実行後ブレークを発生させないでく

ださい。また、SLEEP 命令の 1～5 命令前では、オペランドアクセスをマッチ条件とするブレークを発生さ

せないでください。 

5. ユーザブレークと他の例外が同一命令で発生した場合は、定められた優先順位で判定が行われます。優先順

位に関しては、「第 5章 例外処理」を参照してください。より高い優先度の例外が発生した場合は、ユー

ザブレークは発生しません。 

• 命令実行前のブレークは他のどの例外よりも優先して受け付けられます。 

• 命令実行後ブレークやデータアクセスブレークは、より優先度の高い再実行型の例外（命令実行前ブレーク

を含む）と同時に発生した場合、再実行型の例外が受け付けられ、条件一致を示すフラグもセットされませ

ん。例外処理により再実行型の例外要因が解消され、同命令が再実行された完了する時点で改めてブレーク

が発生し、フラグがセットされます。 
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• 命令実行後ブレークやオペランドアクセスブレークが、より優先度の高い完了型の例外（TRAPA）と同時に

発生した場合は、ブレークは発生しませんが、条件一致を示すフラグはセットされます。 

6. チャネル 0、チャネル 1において、マッチ条件が同時に独立して成立し、またその結果 SPCの値が両方のブ

レークに対して同じ場合、ユーザブレークは一度だけ発生しますが、条件一致フラグは両チャネルともにセ

ットされます。たとえば、 

アドレス 110の命令（チャネル 0で命令フェッチに対する実行後ブレーク）→SPC＝112、CCMFR.MF0＝1 

アドレス 112の命令（チャネル 1で命令フェッチに対する実行前ブレーク）→SPC＝112、CCMFR.MF1＝1 

7. RTE命令の遅延スロット命令に対して命令実行前ブレークやオペランドブレークを設定しないでください。

またオペランドブレークにデータ値を含める場合には、RTE 命令の 1～6 命令前でブレークを発生させない

でください。 

8. 実行ステートが 2以上の命令において再実行型例外と実行後ブレークが競合した場合、再実行型例外が発生

します。このとき、ブレーク条件の成立に対して、CCMFR.MF0（または CCMFR.MF1）ビットが 1 にセッ

トされる場合と、セットされない場合があります。 
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42. ユーザデバッグインタフェース（H-UDI） 

ユーザデバッグインタフェース（H-UDI）は、JTAG（IEEE1149.1）に準拠したシリアル入出力インタフェース

であり、エミュレータの接続に使用します。 

42.1 特長 

H-UDIは JTAG、IEEE1149.1 ''IEEE Standard Test Access Port and Boundary-Scan Architecture''に準拠したシリアル

入出力インタフェースです。H-UDIは、エミュレータとの接続に使用します。エミュレータを使用する場合は本

インタフェースの機能を使用しないでください。なお、エミュレータとの接続方法は各エミュレータのマニュア

ルを参照してください。 

H-UDIは 6本の端子（TCK、TMS、TDI、TDO、TRST、ASEBRK/BRKACK）からなります。ASEBRK/BRKACK

を除く端子機能やシリアル転送プロトコルは、JTAGの規格に準拠します。さらにエミュレータ用端子として 6

本の信号（AUDSYNC、ADUCK、AUDATA3～AUDATA0）、チップモード指定端子として 1本の信号（MPMD）

があります。 

本 LSIの H-UDIはバウンダリスキャン用 TAPコントローラとバウンダリスキャン以外の H-UDIの機能を制御

する TAPコントローラを分離しています。電源投入時を含め、TRSTのアサートによりバウンダリスキャン用 TAP

コントローラが選択されるため、H-UDIの機能を利用するためには切り替えコマンドを入力する必要があります。

また、バウンダリスキャン TAPコントローラは CPUからアクセスすることはできません。 

図 42.1に H-UDIのブロック図を示します。 

H-UDI回路は内部に TAPコントローラと、SDBPR、SDBSR、SDIR、SDINTの計 4本のレジスタを持ちます。

SDBPRは JTAGのバイパスモードをサポートするためのレジスタ、SDBSRは JTAGのバウンダリスキャンモード

をサポートするためのレジスタ、SDIRはコマンド用のレジスタ、SDINTは H-UDI割り込み用のレジスタです。

SDIRは TDI、TDO端子から直接アクセスできます。 

TAP（Test Access Port）コントローラと制御レジスタおよびバウンダリスキャン TAPコントローラはチップの

リセット端子とは独立して、TRST端子をローレベルにするか、TMSを 1に設定して TCKを 5サイクル以上かけ

ることによりリセットがかかります。その他の回路は通常リセット期間中にリセットがかかり初期化されます。 
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図 42.1 H-UDIのブロック図 
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42.2 入出力端子 
H-UDIの端子構成を表 42.1に示します。 

 

表 42.1 H-UDIの端子構成 

端子名 機   能 入出力 説   明 未使用時 

TCK クロック端子 入力 JTAGのシリアルクロック入力端子と同じです。この信

号に同期してデータ入力端子 TDIからH-UDI回路にデー

タを与えるか、データ出力端子 TDOからデータを読み出

します。 

オープン*1 

TMS モード端子 入力 モードセレクト入力端子。TCKに同期してこの信号を変

化させることで、TDIから入力するデータの意味を決定

します。そのプロトコルは JTAG（IEEE Std 1149.1）規

格に準拠します。 

オープン*1 

TRST*2 リセット端子 入力 H-UDIをリセットする入力端子。TCKとは非同期に受け

付け、ローレベルで JTAGインタフェース回路に対する

リセットがかかります。JTAGの利用の有無にかかわら

ず、電源投入時に TRSTを一定期間ローレベルにしなけ

ればなりません。これは IEEEの規格と異なります。 

グランド固定

または

PRESET接続 

*3 

TDI データ入力端子 入力 データ入力端子。TCKに同期してこの信号を変化させる

ことで H-UDI回路にデータを送ります。 

オープン*1 

TDO データ出力端子 出力 データ出力端子。TCKに同期してこの信号を読むことで、

H-UDI回路からデータを読み取ります。 

オープン 

ASEBRK/ 

BRKACK 

エミュレータ用端子 入出力 エミュレータ専用の端子 オープン*1 

AUDSYNC 

AUDCK 

AUDATA3～

AUDATA0 

エミュレータ用端子 出力 エミュレータ専用の端子 オープン 

MPMD チップモード指定端子 入力 エミュレーションサポートモードとして動作させる

（MPMD＝ローレベル）か、本体チップモードとして動

作させる（MPMD＝ハイレベル）かを指定します。 

オープン*1 

【注】 *1 チップ内でプルアップされています。エミュレータを使用可能なボードを設計する場合、あるいは H-UDI経由で
割り込み、リセットを利用する場合、外部にプルアップ抵抗を付けても問題ありません。 

 *2 エミュレータを使用可能なボードを設計する場合あるいは H-UDI経由で割り込み／リセットを利用する場合は、
電源投入時に PRESETと重複する期間 TRSTをローレベルにし、かつ TRST単独でも制御可能となるようにして
ください。 

 *3 グランド固定または PRESETと同じ（あるいは同じ挙動の）信号と接続する。ただし、グランド固定の場合には
下記の問題があります。 TRSTはチップ内でプルアップされているため外部からグランドに固定すると微小な電
流が流れます。電流値はポート端子のプルアップ抵抗の規定に従います。本電流はチップの動作には何ら影響を及
ぼしませんが、不要な電力を消費することになります。 

 

TCKの周波数が本 LSIの周辺クロックの周波数より低くなるように TCKあるいは本 LSIの CPGの設定を行っ

てください。 
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42.3 バウンダリスキャン TAPコントローラ 
（IDCODE、EXTEST、SAMPLE/PRELOAD、BYPASS） 

本 LSIの H-UDIはバウンダリスキャン用 TAPコントローラと H-UDIリセット、H-UDI割り込み機能を制御す

る TAPコントローラを分離しています。電源投入時を含め、TRSTアサートによりバウンダリスキャン用 TAPコ

ントローラが有効になり、JTAGで規定されているバウンダリスキャン機能を利用できます。また、H-UDI切り替

えコマンドを入力することで、H-UDIリセット、H-UDI割り込み機能が利用できるようになります。ただし本 LSI

の場合、以下の制限事項が存在します。 

• クロック関連信号（EXTAL、XTAL、EXTAL2、XTAL2）はバウンダリスキャンの対象から外れます。 

• リセット関連信号（PRESET、MRESET）はバウンダリスキャンの対象から外れます。 

• H-UDI関連信号（TCK、TDI、TDO、TMS、TRST、MPMD）はバウンダリスキャンの対象から外れます。 

• DDR IF 関連端子はバウンダリスキャンの対象から外れます。 

• XRTCSTBI、USBP、USBM、DA0、DA1、AN0～AN3 端子はバウンダリスキャンの対象から外れます。 

• バウンダリスキャン（IDCODE、EXTEST、SAMPLE/PRELOAD、BYPASS、H-UDI切り替えコマンド）実行

時、TCKの最大周波数は2MHzです。 

• H-UDI側（外部コントローラ）からバウンダリスキャンTAPコントローラへのアクセスサイズは8ビットです。 

 

以下に、バウンダリスキャン TAPコントローラのサポートコマンドを示します。 
 

【注】 バウンダリスキャン時、PRESET端子をハイレベル固定にしてください。また、バウンダリスキャン TAPコントロー

ラから H-UDIへの切り替えシーケンスを図 42.2に示します。 

 

表 42.2 バウンダリスキャン TAPコントローラのサポートコマンド 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

0 1 0 1 0 1 0 1 IDCODE 

1 1 1 1 1 1 1 1 BYPASS 

0 0 0 0 0 0 0 0 EXTEST 

0 1 0 0 0 0 0 0 SAMPLE/PRELOAD 

0 0 0 0 1 0 0 0 H-UDI切り替えコマンド 

上記以外 設定禁止 
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図 42.2 バウンダリスキャン TAPコントローラから H-UDIへの切り替えシーケンス 
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42.4 レジスタの説明 
H-UDIのレジスタ構成を表 42.3、表 42.4に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 42.5

に示します。 
 

表 42.3 レジスタ構成（1） 

CPU側 名   称 略称 

R/W P4領域 

アドレス*1 

エリア 7 

アドレス*1 

アクセス 

サイズ 

初期値*2 

インストラクションレジスタ SDIR R H'FC11 0000 H'1C11 0000 16 H'0EFF 

割り込み要因レジスタ SDINT R/W H'FC11 0018 H'1C11 0018 16 H'0000 

バウンダリスキャンレジスタ SDBSR － － － － － 

バイパスレジスタ SDBPR － － － － 不定 

【注】 *1 P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて 

物理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 *2 TRST子がローレベル、または TAPが Test-Logic-Resetの状態で初期化されます。 

 

表 42.4 レジスタ構成（2） 

H-UDI端子側 名   称 略称 

R/W アクセスサイズ 初期値*1 

インストラクションレジスタ SDIR R/W 32 H'FFFF FFFD（固定値*2） 

割り込み要因レジスタ SDINT W*3 32 H'0000 0000 

バウンダリスキャンレジスタ SDBSR － － － 

バイパスレジスタ SDBPR R/W 1 不定 

【注】 *1 TRST端子がローレベル、または TAPが Test-Logic-Reset状態で初期化されます。 

 *2 H-UDIからの読み出し値は常に固定値（H'FFFF FFFD）となります。 

 *3 H-UDI割り込みコマンドにより最下位ビットへ 1を書き込むことができます。 

 

表 42.5 各処理状態におけるレジスタの状態 

名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

インストラクションレジスタ SDIR H'0EFF 保持 保持 保持 

割り込み要因レジスタ SDINT H'0000 保持 保持 保持 
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42.4.1 インストラクションレジスタ（SDIR） 

SDIRは、CPUから読み出しのみ可能な 16ビットのレジスタです。シリアル入力（TDI）から値（コマンド）

をセットします。TRSTまたは TAPの Test Logic Resetステートで初期状態になります。H-UDIからの書き込みの

場合、CPUのモードとは無関係に書き込みができます。またリザーブとなっているコマンドをセットした場合の

動作は保証しません。 

 

TI

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

00 0 0 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1
R R R R R R R R R R R R R R R R

ビット：

初期値：
R/W：

— ———————

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 TI 00001110 R テストインストラクションビット 7～0 

0110xxxx：H-UDI、リセット、ネゲート 

0111xxxx：H-UDI、リセット、アサート 

101xxxxx：H-UDI割り込み 

00001110：初期状態 

上記以外：設定禁止 

7～0 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。 

【注】 H-UDIリセットを行っても CPGおよび、WDT/RSTモジュール、RTCの一部は初期化されません。 

 



 

42. ユーザデバッグインタフェース（H-UDI） 

42-8  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

42.4.2 割り込み要因レジスタ（SDINT） 

SDINTは CPUから読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタです。H-UDI端子側からは、SDIRに「H-UDI

割り込み」コマンドをセットした（Update-IR）場合に、INTREQビットが 1になります。SDIRが「H-UDI割り込

み」コマンドの間、H-UDI端子の TDIと TDOの間に SDINTが接続され、32ビットのレジスタとして読み出し可

能です。その場合上位 16ビットが 0に、下位 16ビットが SDINTになります。 

CPU側からは INTREQビットに 0を書き込むことしかできません。このビットが 1の間は割り込み要求が発行

され続けますので、割り込みハンドラ内で必ず 0にクリアするようにしてください。このレジスタ値は TRSTま

たは TAPの Test Logic Resetステートで初期状態になります。 

 

INTREQ

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R/W

———————————————

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～1 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

0 INTREQ 0 R/W 割り込み要求ビット 

「H-UDI割り込み」コマンドによる割り込み要求の有無を示します。CPU

からはこのビットに 0を書き込むことにより割り込み要求をクリアできま

す。このビットに 1を書き込んだ場合は、直前の値を保持します。 

 

42.4.3 バイパスレジスタ（SDBPR） 

バイパスレジスタ（SDBPR）は JTAGのバイパスモードをサポートするための 1ビットのレジスタです。バウ

ンダリスキャン TAPコントローラに BYPASSコマンドがセットされると、TDIと TDOの間に SDBPRが接続され

ます。CPUからのアクセスはできません。このレジスタはパワーオンリセットあるいは TRSTのアサートでも初

期化されません。ただし、Capture-DRステートでは 0に初期化されます。 
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42.4.4 バウンダリスキャンレジスタ（SDBSR） 

バウンダリスキャンレジスタ（SDBSR）は JTAGのバウンダリスキャンモードをサポートするためのレジスタ

です。本レジスタは外部入出力ピンの制御を行うために PAD上に配置されたシフトレジスタで、SAMPLE/ 

PRELOAD、EXTESTコマンドを用いて JTAG（IEEE Std1149.1）規格に準拠したバウンダリスキャンテストを行う

ことができます。チップのモードにかかわらず CPUからのアクセスはできません。このレジスタはパワーオンリ

セットあるいは TRSTのアサートでも初期化されません。 
 

表 42.6 バウンダリスキャンレジスタの構成 

番号 ピン名称 タイプ 

  From TDI   

517 BACK OUTPUT 

516 BACK CONTROL 

515 BACK INPUT 

514 BREQ OUTPUT 

513 BREQ CONTROL 

512 BREQ INPUT 

511 IOIS16/TMU_TCLK OUTPUT 

510 IOIS16/TMU_TCLK CONTROL 

509 IOIS16/TMU_TCLK INPUT 

508 CE2A OUTPUT 

507 CE2A CONTROL 

506 CE2A INPUT 

505 CE2B OUTPUT 

504 CE2B CONTROL 

503 CE2B INPUT 

502 A25/EX_SIZE2 OUTPUT 

501 A25/EX_SIZE2 CONTROL 

500 A25/EX_SIZE2 INPUT 

499 A24/EX_SIZE1 OUTPUT 

498 A24/EX_SIZE1 CONTROL 

497 A24/EX_SIZE1 INPUT 

496 A23/EX_SIZE0 OUTPUT 

495 A23/EX_SIZE0 CONTROL 

494 A23/EX_SIZE0 INPUT 

493 A22 OUTPUT 

492 A22 CONTROL 

491 A22 INPUT 
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番号 ピン名称 タイプ 

490 A21 OUTPUT 

489 A21 CONTROL 

488 A21 INPUT 

487 A20 OUTPUT 

486 A20 CONTROL 

485 A20 INPUT 

484 A15 OUTPUT 

483 A15 CONTROL 

482 A15 INPUT 

481 A14 OUTPUT 

480 A14 CONTROL 

479 A14 INPUT 

478 A19 OUTPUT 

477 A19 CONTROL 

476 A19 INPUT 

475 A18 OUTPUT 

474 A18 CONTROL 

473 A18 INPUT 

472 A13 OUTPUT 

471 A13 CONTROL 

470 A13 INPUT 

469 A12 OUTPUT 

468 A12 CONTROL 

467 A12 INPUT 

466 A17 OUTPUT 

465 A17 CONTROL 

464 A17 INPUT 

463 A16 OUTPUT 

462 A16 CONTROL 

461 A16 INPUT 

460 A7 OUTPUT 

459 A7 CONTROL 

458 A7 INPUT 

457 A6 OUTPUT 

456 A6 CONTROL 

455 A6 INPUT 
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番号 ピン名称 タイプ 

454 A11 OUTPUT 

453 A11 CONTROL 

452 A11 INPUT 

451 A10 OUTPUT 

450 A10 CONTROL 

449 A10 INPUT 

448 A5 OUTPUT 

447 A5 CONTROL 

446 A5 INPUT 

445 A4 OUTPUT 

444 A4 CONTROL 

443 A4 INPUT 

442 A9 OUTPUT 

441 A9 CONTROL 

440 A9 INPUT 

439 A8 OUTPUT 

438 A8 CONTROL 

437 A8 INPUT 

436 A3 OUTPUT 

435 A3 CONTROL 

434 A3 INPUT 

433 A2 OUTPUT 

432 A2 CONTROL 

431 A2 INPUT 

430 A1 OUTPUT 

429 A1 CONTROL 

428 A1 INPUT 

427 A0 OUTPUT 

426 A0 CONTROL 

425 A0 INPUT 

424 RD/FRAME/EX_FRAME OUTPUT 

423 RD/FRAME/EX_FRAME CONTROL 

422 RD/FRAME/EX_FRAME INPUT 

421 WE0/PCC_REG OUTPUT 

420 WE0/PCC_REG CONTROL 

419 WE0/PCC_REG INPUT 
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番号 ピン名称 タイプ 

418 D1/EX_AD1 OUTPUT 

417 D1/EX_AD1 CONTROL 

416 D1/EX_AD1 INPUT 

415 D0/EX_AD0 OUTPUT 

414 D0/EX_AD0 CONTROL 

413 D0/EX_AD0 INPUT 

412 WE1/WE OUTPUT 

411 WE1/WE CONTROL 

410 WE1/WE INPUT 

409 CLKOUT CONTROL 

408 CLKOUT OUTPUT 

407 D3/EX_AD3 OUTPUT 

406 D3/EX_AD3 CONTROL 

405 D3/EX_AD3 INPUT 

404 D2/EX_AD2 OUTPUT 

403 D2/EX_AD2 CONTROL 

402 D2/EX_AD2 INPUT 

401 D9/EX_AD9 OUTPUT 

400 D9/EX_AD9 CONTROL 

399 D9/EX_AD9 INPUT 

398 D8/EX_AD8 OUTPUT 

397 D8/EX_AD8 CONTROL 

396 D8/EX_AD8 INPUT 

395 D5/EX_AD5 OUTPUT 

394 D5/EX_AD5 CONTROL 

393 D5/EX_AD5 INPUT 

392 D4/EX_AD4 OUTPUT 

391 D4/EX_AD4 CONTROL 

390 D4/EX_AD4 INPUT 

389 D11/EX_AD11 OUTPUT 

388 D11/EX_AD11 CONTROL 

387 D11/EX_AD11 INPUT 

386 D10/EX_AD10 OUTPUT 

385 D10/EX_AD10 CONTROL 

384 D10/EX_AD10 INPUT 

383 D7/EX_AD7 OUTPUT 
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番号 ピン名称 タイプ 

382 D7/EX_AD7 CONTROL 

381 D7/EX_AD7 INPUT 

380 D6/EX_AD6 OUTPUT 

379 D6/EX_AD6 CONTROL 

378 D6/EX_AD6 INPUT 

377 D13/EX_AD13 OUTPUT 

376 D13/EX_AD13 CONTROL 

375 D13/EX_AD13 INPUT 

374 D12/EX_AD12 OUTPUT 

373 D12/EX_AD12 CONTROL 

372 D12/EX_AD12 INPUT 

371 PTL0/D16/EX_AD16/IRQ4/IRL4/ET0_COL/DREQ0/LCD_D8 OUTPUT 

370 PTL0/D16/EX_AD16/IRQ4/IRL4/ET0_COL/DREQ0/LCD_D8 CONTROL 

369 PTL0/D16/EX_AD16/IRQ4/IRL4/ET0_COL/DREQ0/LCD_D8 INPUT 

368 PTL1/D17/EX_AD17/IRQ5/IRL5/ET0_MDC/DACK0/LCD_D9 OUTPUT 

367 PTL1/D17/EX_AD17/IRQ5/IRL5/ET0_MDC/DACK0/LCD_D9 CONTROL 

366 PTL1/D17/EX_AD17/IRQ5/IRL5/ET0_MDC/DACK0/LCD_D9 INPUT 

365 D15/EX_AD15 OUTPUT 

364 D15/EX_AD15 CONTROL 

363 D15/EX_AD15 INPUT 

362 D14/EX_AD14 OUTPUT 

361 D14/EX_AD14 CONTROL 

360 D14/EX_AD14 INPUT 

359 PTL3/D19/EX_AD19/IRQ7/IRL7/ET0_MDIO/INTC/LCD_D11 OUTPUT 

358 PTL3/D19/EX_AD19/IRQ7/IRL7/ET0_MDIO/INTC/LCD_D11 CONTROL 

357 PTL3/D19/EX_AD19/IRQ7/IRL7/ET0_MDIO/INTC/LCD_D11 INPUT 

356 PTL2/D18/EX_AD18/IRQ6/IRL6/ET0_ETXD3/TEND0/LCD_D10 OUTPUT 

355 PTL2/D18/EX_AD18/IRQ6/IRL6/ET0_ETXD3/TEND0/LCD_D10 CONTROL 

354 PTL2/D18/EX_AD18/IRQ6/IRL6/ET0_ETXD3/TEND0/LCD_D10 INPUT 

353 WE3/IOWR OUTPUT 

352 WE3/IOWR CONTROL 

351 WE3/IOWR INPUT 

350 WE2/IORD OUTPUT 

349 WE2/IORD CONTROL 

348 WE2/IORD INPUT 

347 PTK1/ST1_D1/GET0_ETXD5/SIOF1_TXD/LCD_D3 OUTPUT 
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番号 ピン名称 タイプ 

346 PTK1/ST1_D1/GET0_ETXD5/SIOF1_TXD/LCD_D3 CONTROL 

345 PTK1/ST1_D1/GET0_ETXD5/SIOF1_TXD/LCD_D3 INPUT 

344 PTK0/ST1_D0/GET0_ETXD4/SIOF1_SYNC/LCD_D2 OUTPUT 

343 PTK0/ST1_D0/GET0_ETXD4/SIOF1_SYNC/LCD_D2 CONTROL 

342 PTK0/ST1_D0/GET0_ETXD4/SIOF1_SYNC/LCD_D2 INPUT 

341 PTL4/D20/EX_AD20/ST0_REQ/ET0_ETXD0/INTD/LCD_D12 OUTPUT 

340 PTL4/D20/EX_AD20/ST0_REQ/ET0_ETXD0/INTD/LCD_D12 CONTROL 

339 PTL4/D20/EX_AD20/ST0_REQ/ET0_ETXD0/INTD/LCD_D12 INPUT 

338 PTJ0/ST0M_REQO/GET0_GTX-CLK/REF50CK OUTPUT 

337 PTJ0/ST0M_REQO/GET0_GTX-CLK/REF50CK CONTROL 

336 PTJ0/ST0M_REQO/GET0_GTX-CLK/REF50CK INPUT 

335 PTK3/ST1_D3/GET0_ETXD7/SIOF2_SYNC/LCD_D5 OUTPUT 

334 PTK3/ST1_D3/GET0_ETXD7/SIOF2_SYNC/LCD_D5 CONTROL 

333 PTK3/ST1_D3/GET0_ETXD7/SIOF2_SYNC/LCD_D5 INPUT 

332 PTK2/ST1_D2/GET0_ETXD6/SIOF1_SCK/LCD_D4 OUTPUT 

331 PTK2/ST1_D2/GET0_ETXD6/SIOF1_SCK/LCD_D4 CONTROL 

330 PTK2/ST1_D2/GET0_ETXD6/SIOF1_SCK/LCD_D4 INPUT 

329 PTL6/D22/EX_AD22/ST0_START/ET0_ETXD2/DACK1/LCD_D14 OUTPUT 

328 PTL6/D22/EX_AD22/ST0_START/ET0_ETXD2/DACK1/LCD_D14 CONTROL 

327 PTL6/D22/EX_AD22/ST0_START/ET0_ETXD2/DACK1/LCD_D14 INPUT 

326 PTL5/D21/EX_AD21/ST0_CLK/ST0_STRB/ET0_ETXD1/DREQ1/LCD_D13 OUTPUT 

325 PTL5/D21/EX_AD21/ST0_CLK/ST0_STRB /ET0_ETXD1/DREQ1/LCD_D13 CONTROL 

324 PTL5/D21/EX_AD21/ST0_CLK/ST0_STRB /ET0_ETXD1/DREQ1/LCD_D13 INPUT 

323 RDWR/EX_RDWR OUTPUT 

322 RDWR/EX_RDWR CONTROL 

321 RDWR/EX_RDWR INPUT 

320 PTM0/D24/EX_AD24/ST0_D0/ET0_TX-ER/PINT0/RMII0M0_MDIO OUTPUT 

319 PTM0/D24/EX_AD24/ST0_D0/ET0_TX-ER/PINT0/RMII0M0_MDIO CONTROL 

318 PTM0/D24/EX_AD24/ST0_D0/ET0_TX-ER/PINT0/RMII0M0_MDIO INPUT 

317 PTL7/D23/EX_AD23/ST0_VALID/ET0_TX-EN/TEND1/LCD_D15 OUTPUT 

316 PTL7/D23/EX_AD23/ST0_VALID/ET0_TX-EN/TEND1/LCD_D15 CONTROL 

315 PTL7/D23/EX_AD23/ST0_VALID/ET0_TX-EN/TEND1/LCD_D15 INPUT 

314 BS/EX_BS OUTPUT 

313 BS/EX_BS CONTROL 

312 BS/EX_BS INPUT 

311 PTM2/D26/EX_AD26/ST0_D2/ET0_WOL/RMII0_CRS_DV/PINT2 OUTPUT 

 



 

42. ユーザデバッグインタフェース（H-UDI） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  42-15 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

番号 ピン名称 タイプ 

310 PTM2/D26/EX_AD26/ST0_D2/ET0_WOL/RMII0_CRS_DV/PINT2 CONTROL 

309 PTM2/D26/EX_AD26/ST0_D2/ET0_WOL/RMII0_CRS_DV/PINT2 INPUT 

308 PTM1/D25/EX_AD25/ST0_D1/ET0_TX-CLK/RMII0_RX_ER/PINT1 OUTPUT 

307 PTM1/D25/EX_AD25/ST0_D1/ET0_TX-CLK/RMII0_RX_ER/PINT1 CONTROL 

306 PTM1/D25/EX_AD25/ST0_D1/ET0_TX-CLK/RMII0_RX_ER/PINT1 INPUT 

305 REF125CK/SSI_CLK/HAC_BITCLK OUTPUT 

304 REF125CK/SSI_CLK/HAC_BITCLK CONTROL 

303 REF125CK/SSI_CLK/HAC_BITCLK INPUT 

302 PTM3/D27/EX_AD27/ST0_D3/ET0_LINKSTA/RMII0_RXD1/PINT3 OUTPUT 

301 PTM3/D27/EX_AD27/ST0_D3/ET0_LINKSTA/RMII0_RXD1/PINT3 CONTROL 

300 PTM3/D27/EX_AD27/ST0_D3/ET0_LINKSTA/RMII0_RXD1/PINT3 INPUT 

299 CS0 OUTPUT 

298 CS0 CONTROL 

297 CS0 INPUT 

296 PTM5/D29/EX_AD29/ST0_D5/ET0_RX-ER/RMII0_TXD_EN/PINT5 OUTPUT 

295 PTM5/D29/EX_AD29/ST0_D5/ET0_RX-ER/RMII0_TXD_EN/PINT5 CONTROL 

294 PTM5/D29/EX_AD29/ST0_D5/ET0_RX-ER/RMII0_TXD_EN/PINT5 INPUT 

293 PTM4/D28/EX_AD28/ST0_D4/ET0_PHY-INT/RMII0_RXD0/PINT4 OUTPUT 

292 PTM4/D28/EX_AD28/ST0_D4/ET0_PHY-INT/RMII0_RXD0/PINT4 CONTROL 

291 PTM4/D28/EX_AD28/ST0_D4/ET0_PHY-INT/RMII0_RXD0/PINT4 INPUT 

290 PTM7/D31/EX_AD31/ST0_D7/ET0_RX-DV/RMII0_TXD0/PINT7 OUTPUT 

289 PTM7/D31/EX_AD31/ST0_D7/ET0_RX-DV/RMII0_TXD0/PINT7 CONTROL 

288 PTM7/D31/EX_AD31/ST0_D7/ET0_RX-DV/RMII0_TXD0/PINT7 INPUT 

287 PTM6/D30/EX_AD30/ST0_D6/ET0_RX-CLK/RMII0_TXD1/PINT6 OUTPUT 

286 PTM6/D30/EX_AD30/ST0_D6/ET0_RX-CLK/RMII0_TXD1/PINT6 CONTROL 

285 PTM6/D30/EX_AD30/ST0_D6/ET0_RX-CLK/RMII0_TXD1/PINT6 INPUT 

284 CS1/EX_CS0 OUTPUT 

283 CS1/EX_CS0 CONTROL 

282 CS1/EX_CS0 INPUT 

281 CS2/EX_CS1 OUTPUT 

280 CS2/EX_CS1 CONTROL 

279 CS2/EX_CS1 INPUT 

278 CS5/CE1A OUTPUT 

277 CS5/CE1A CONTROL 

276 CS5/CE1A INPUT 

275 CS4 OUTPUT 
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番号 ピン名称 タイプ 

274 CS4 CONTROL 

273 CS4 INPUT 

272 CS6/CE1B OUTPUT 

271 CS6/CE1B CONTROL 

270 CS6/CE1B INPUT 

269 RDY/EX_RDY/PCC_WAIT OUTPUT 

268 RDY/EX_RDY/PCC_WAIT CONTROL 

267 RDY/EX_RDY/PCC_WAIT INPUT 

266 PTJ1/ST0M_CLKIO/ST0M_STRBI/RMII1_RX_ER/LCD_CLK OUTPUT 

265 PTJ1/ST0M_CLKIO/ST0M_STRBI/RMII1_RX_ER/LCD_CLK CONTROL 

264 PTJ1/ST0M_CLKIO/ST0M_STRBI/RMII1_RX_ER/LCD_CLK INPUT 

263 PTJ2/ST0M_D0I/ET0_ERXD0/RMII1_TXD1/LCD_M_DISP OUTPUT 

262 PTJ2/ST0M_D0I/ET0_ERXD0/RMII1_TXD1/LCD_M_DISP CONTROL 

261 PTJ2/ST0M_D0I/ET0_ERXD0/RMII1_TXD1/LCD_M_DISP INPUT 

260 PTJ3/ST0M_D1I/ET0_ERXD1/RMII1_CRS_DV/LCD_CL1 OUTPUT 

259 PTJ3/ST0M_D1I/ET0_ERXD1/RMII1_CRS_DV/LCD_CL1 CONTROL 

258 PTJ3/ST0M_D1I/ET0_ERXD1/RMII1_CRS_DV/LCD_CL1 INPUT 

257 PTJ4/ST0M_D2I/ET0_ERXD2/RMII1_RXD1/LCD_CL2 OUTPUT 

256 PTJ4/ST0M_D2I/ET0_ERXD2/RMII1_RXD1/LCD_CL2 CONTROL 

255 PTJ4/ST0M_D2I/ET0_ERXD2/RMII1_RXD1/LCD_CL2 INPUT 

254 PTJ5/ST0M_D3I/ET0_ERXD3/RMII1_RXD0/LCD_DON OUTPUT 

253 PTJ5/ST0M_D3I/ET0_ERXD3/RMII1_RXD0/LCD_DON CONTROL 

252 PTJ5/ST0M_D3I/ET0_ERXD3/RMII1_RXD0/LCD_DON INPUT 

251 PTJ6/ST0M_D4I/ET0_CRS/RMII1_TXD_EN/LCD_FLM OUTPUT 

250 PTJ6/ST0M_D4I/ET0_CRS/RMII1_TXD_EN/LCD_FLM CONTROL 

249 PTJ6/ST0M_D4I/ET0_CRS/RMII1_TXD_EN/LCD_FLM INPUT 

248 PTJ7/INTB/ST0M_D5I/IRQOUT/RMII1_TXD0/LCD_D0 OUTPUT 

247 PTJ7/INTB/ST0M_D5I/IRQOUT/RMII1_TXD0/LCD_D0 CONTROL 

246 PTJ7/INTB/ST0M_D5I/IRQOUT/RMII1_TXD0/LCD_D0 INPUT 

245 PTI6/IRQ2/IRL2/ST0M_D6I/IIC1_SCL OUTPUT 

244 PTI6/IRQ2/IRL2/ST0M_D6I/IIC1_SCL INPUT 

243 PTI7/IRQ3/IRL3/ST0M_D7I/IIC1_SDA OUTPUT 

242 PTI7/IRQ3/IRL3/ST0M_D7I/IIC1_SDA INPUT 

241 PTI4/MD8/ST1_START/ET1_PHY-INT/RMII0M0_MDC/USB_PWREN/USBF_UPLUP OUTPUT 

240 PTI4/MD8/ST1_START/ET1_PHY-INT/RMII0M0_MDC/USB_PWREN/USBF_UPLUP CONTROL 

239 PTI4/MD8/ST1_START/ET1_PHY-INT/RMII0M0_MDC/USB_PWREN/USBF_UPLUP INPUT 
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238 PTI5/MD10/ST1_VALID/LCD_D1 OUTPUT 

237 PTI5/MD10/ST1_VALID/LCD_D1 CONTROL 

236 PTI5/MD10/ST1_VALID/LCD_D1 INPUT 

235 PTK4/ST1_D4/GET0_ERXD4/SIOF2_TXD/LCD_D6 OUTPUT 

234 PTK4/ST1_D4/GET0_ERXD4/SIOF2_TXD/LCD_D6 CONTROL 

233 PTK4/ST1_D4/GET0_ERXD4/SIOF2_TXD/LCD_D6 INPUT 

232 PTK5/ST1_D5/GET0_ERXD5/SIOF2_RXD/LCD_D7 OUTPUT 

231 PTK5/ST1_D5/GET0_ERXD5/SIOF2_RXD/LCD_D7 CONTROL 

230 PTK5/ST1_D5/GET0_ERXD5/SIOF2_RXD/LCD_D7 INPUT 

229 PTK6/ST1_D6/GET0_ERXD6/SIOF2_SCK/LCD_VEPWC OUTPUT 

228 PTK6/ST1_D6/GET0_ERXD6/SIOF2_SCK/LCD_VEPWC CONTROL 

227 PTK6/ST1_D6/GET0_ERXD6/SIOF2_SCK/LCD_VEPWC INPUT 

226 PTK7/ST1_D7/GET0_ERXD7/SIOF2_MCLK/LCD_VCPWC OUTPUT 

225 PTK7/ST1_D7/GET0_ERXD7/SIOF2_MCLK/LCD_VCPWC CONTROL 

224 PTK7/ST1_D7/GET0_ERXD7/SIOF2_MCLK/LCD_VCPWC INPUT 

223 PTI0/STATUS0/ST1_CLK/ST1_STRB/RMII0_MDC OUTPUT 

222 PTI0/STATUS0/ST1_CLK/ST1_STRB/RMII0_MDC CONTROL 

221 PTI0/STATUS0/ST1_CLK/ST1_STRB/RMII0_MDC INPUT 

220 PTI1/STATUS1/ST1_REQ/RMII0_MDIO OUTPUT 

219 PTI1/STATUS1/ST1_REQ/RMII0_MDIO CONTROL 

218 PTI1/STATUS1/ST1_REQ/RMII0_MDIO INPUT 

217 PTI2/ST0M_STARTI/IIC0_SCL/SIOF1_RXD/USB_OVRCRT/USBF_VBUS OUTPUT 

216 PTI2/ST0M_STARTI/IIC0_SCL/SIOF1_RXD/USB_OVRCRT/USBF_VBUS INPUT 

215 PTI3/ST0M_VALIDI/IIC0_SDA/SIOF1_MCLK/USB_CLK OUTPUT 

214 PTI3/ST0M_VALIDI/IIC0_SDA/SIOF1_MCLK/USB_CLK INPUT 

213 PTF0/GNT0/GNTIN/SIM_D/ET1_ETXD3/DREQ3 OUTPUT 

212 PTF0/GNT0/GNTIN/SIM_D/ET1_ETXD3/DREQ3 CONTROL 

211 PTF0/GNT0/GNTIN/SIM_D/ET1_ETXD3/DREQ3 INPUT 

210 PTG3/REQ3/ET1_ETXD2 OUTPUT 

209 PTG3/REQ3/ET1_ETXD2 CONTROL 

208 PTG3/REQ3/ET1_ETXD2 INPUT 

207 PTG2/REQ1/ET1_ETXD1 OUTPUT 

206 PTG2/REQ1/ET1_ETXD1 CONTROL 

205 PTG2/REQ1/ET1_ETXD1 INPUT 

204 PTG1/GNT2/ET1_ETXD0 OUTPUT 

203 PTG1/GNT2/ET1_ETXD0 CONTROL 
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202 PTG1/GNT2/ET1_ETXD0 INPUT 

201 PTD7/PCIRESET/PCC_RESET/GET1_ETXD7/LCDM_VEPWC OUTPUT 

200 PTE0/INTA/PCC_DRV/GET1_ETXD6/DREQ2 OUTPUT 

199 PTE0/INTA/PCC_DRV/GET1_ETXD6/DREQ2 CONTROL 

198 PTE0/INTA/PCC_DRV/GET1_ETXD6/DREQ2 INPUT 

197 PTD6/REQ2/PCC_BVD1/GET1_ETXD5/SSI1_SCK/LCDM_VCPWC OUTPUT 

196 PTD6/REQ2/PCC_BVD1/GET1_ETXD5/SSI1_SCK/LCDM_VCPWC CONTROL 

195 PTD6/REQ2/PCC_BVD1/GET1_ETXD5/SSI1_SCK/LCDM_VCPWC INPUT 

194 PTE1/PCICLK/GET1_ETXD4/DACK2 OUTPUT 

193 PTE1/PCICLK/GET1_ETXD4/DACK2 CONTROL 

192 PTE1/PCICLK/GET1_ETXD4/DACK2 INPUT 

191 PTG4/AD30/ET1_LINKSTA OUTPUT 

190 PTG4/AD30/ET1_LINKSTA CONTROL 

189 PTG4/AD30/ET1_LINKSTA INPUT 

188 PTG0/GNT1/ET1_WOL OUTPUT 

187 PTG0/GNT1/ET1_WOL CONTROL 

186 PTG0/GNT1/ET1_WOL INPUT 

185 PTF2/AD31/SIM_RST/ET1_MDIO/TEND3 OUTPUT 

184 PTF2/AD31/SIM_RST/ET1_MDIO/TEND3 CONTROL 

183 PTF2/AD31/SIM_RST/ET1_MDIO/TEND3 INPUT 

182 PTF1/REQ0/REQOUT/SIM_CLK/ET1_MDC/DACK3 OUTPUT 

181 PTF1/REQ0/REQOUT/SIM_CLK/ET1_MDC/DACK3 CONTROL 

180 PTF1/REQ0/REQOUT/SIM_CLK/ET1_MDC/DACK3 INPUT 

179 PTG6/AD26/ET1_TX-ER OUTPUT 

178 PTG6/AD26/ET1_TX-ER CONTROL 

177 PTG6/AD26/ET1_TX-ER INPUT 

176 PTG7/AD28/ET1_TX-EN OUTPUT 

175 PTG7/AD28/ET1_TX-EN CONTROL 

174 PTG7/AD28/ET1_TX-EN INPUT 

173 PTE5/AD29/SCIF2_TXD/GET1_GTX-CLK/SSI0_SCK OUTPUT 

172 PTE5/AD29/SCIF2_TXD/GET1_GTX-CLK/SSI0_SCK CONTROL 

171 PTE5/AD29/SCIF2_TXD/GET1_GTX-CLK/SSI0_SCK INPUT 

170 PTH0/AD25/TPU_TI3A/ET1_COL/RMII1M_RX_ER OUTPUT 

169 PTH0/AD25/TPU_TI3A/ET1_COL/RMII1M_RX_ER CONTROL 

168 PTH0/AD25/TPU_TI3A/ET1_COL/RMII1M_RX_ER INPUT 

167 PTH6/AD27/TPU_TO2/ET1_CRS/RMII1M_TXD_EN OUTPUT 
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番号 ピン名称 タイプ 

166 PTH6/AD27/TPU_TO2/ET1_CRS/RMII1M_TXD_EN CONTROL 

165 PTH6/AD27/TPU_TO2/ET1_CRS/RMII1M_TXD_EN INPUT 

164 PTF3/CBE3/ET1_TX-CLK OUTPUT 

163 PTF3/CBE3/ET1_TX-CLK CONTROL 

162 PTF3/CBE3/ET1_TX-CLK INPUT 

161 PTG5/GNT3/ET1_RX-CLK OUTPUT 

160 PTG5/GNT3/ET1_RX-CLK CONTROL 

159 PTG5/GNT3/ET1_RX-CLK INPUT 

158 PTH2/AD24/TPU_TI2A/ET1_ERXD0/RMII1M_TXD1 OUTPUT 

157 PTH2/AD24/TPU_TI2A/ET1_ERXD0/RMII1M_TXD1 CONTROL 

156 PTH2/AD24/TPU_TI2A/ET1_ERXD0/RMII1M_TXD1 INPUT 

155 PTH5/AD23/TPU_TO1/ET1_ERXD1/RMII1M_TXD0 OUTPUT 

154 PTH5/AD23/TPU_TO1/ET1_ERXD1/RMII1M_TXD0 CONTROL 

153 PTH5/AD23/TPU_TO1/ET1_ERXD1/RMII1M_TXD0 INPUT 

152 PTH1/IDSEL/TPU_TI3B/ET1_RX-ER/RMII1M_CRS_DV OUTPUT 

151 PTH1/IDSEL/TPU_TI3B/ET1_RX-ER/RMII1M_CRS_DV CONTROL 

150 PTH1/IDSEL/TPU_TI3B/ET1_RX-ER/RMII1M_CRS_DV INPUT 

149 PTH3/AD21/TPU_TI2B/ET1_ERXD2/RMII1M_RXD1 OUTPUT 

148 PTH3/AD21/TPU_TI2B/ET1_ERXD2/RMII1M_RXD1 CONTROL 

147 PTH3/AD21/TPU_TI2B/ET1_ERXD2/RMII1M_RXD1 INPUT 

146 PTH4/AD19/TPU_TO0/ET1_ERXD3/RMII1M_RXD0 OUTPUT 

145 PTH4/AD19/TPU_TO0/ET1_ERXD3/RMII1M_RXD0 CONTROL 

144 PTH4/AD19/TPU_TO0/ET1_ERXD3/RMII1M_RXD0 INPUT 

143 PTE4/AD22/SCIF2_RXD/GET1_ERXD4/SSI0_SDATA OUTPUT 

142 PTE4/AD22/SCIF2_RXD/GET1_ERXD4/SSI0_SDATA CONTROL 

141 PTE4/AD22/SCIF2_RXD/GET1_ERXD4/SSI0_SDATA INPUT 

140 PTE3/AD20/SCIF2_SCK/GET1_ERXD5/SSI0_WS OUTPUT 

139 PTE3/AD20/SCIF2_SCK/GET1_ERXD5/SSI0_WS CONTROL 

138 PTE3/AD20/SCIF2_SCK/GET1_ERXD5/SSI0_WS INPUT 

137 PTH7/AD17/TPU_TO3/ET1_RX-DV OUTPUT 

136 PTH7/AD17/TPU_TO3/ET1_RX-DV CONTROL 

135 PTH7/AD17/TPU_TO3/ET1_RX-DV INPUT 

134 PTD1/CBE2/PCC_VS2/SIOF0_TXD/HAC_SD_OUT/LCDM_D15 OUTPUT 

133 PTD1/CBE2/PCC_VS2/SIOF0_TXD/HAC_SD_OUT/LCDM_D15 CONTROL 

132 PTD1/CBE2/PCC_VS2/SIOF0_TXD/HAC_SD_OUT/LCDM_D15 INPUT 

131 PTD5/AD18/PCC_CD2/GET1_ERXD6/SSI1_SDATA/LCDM_D14 OUTPUT 
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番号 ピン名称 タイプ 

130 PTD5/AD18/PCC_CD2/GET1_ERXD6/SSI1_SDATA/LCDM_D14 CONTROL 

129 PTD5/AD18/PCC_CD2/GET1_ERXD6/SSI1_SDATA/LCDM_D14 INPUT 

128 PTE2/AD16/PCC_IOIS16/GET1_ERXD7/TEND2 OUTPUT 

127 PTE2/AD16/PCC_IOIS16/GET1_ERXD7/TEND2 CONTROL 

126 PTE2/AD16/PCC_IOIS16/GET1_ERXD7/TEND2 INPUT 

125 PTD0/IRDY/PCC_VS1/SIOF0_SYNC/HAC_SD_IN/LCDM_D13 OUTPUT 

124 PTD0/IRDY/PCC_VS1/SIOF0_SYNC/HAC_SD_IN/LCDM_D13 CONTROL 

123 PTD0/IRDY/PCC_VS1/SIOF0_SYNC/HAC_SD_IN/LCDM_D13 INPUT 

122 PTA1/DEVSEL/SCIF1_RXD OUTPUT 

121 PTA1/DEVSEL/SCIF1_RXD CONTROL 

120 PTA1/DEVSEL/SCIF1_RXD INPUT 

119 PTD3/PCIFRAME/PCC-BVD2/SIOF0_SCK/HAC_RES/LCDM_D12 OUTPUT 

118 PTD3/PCIFRAME/PCC-BVD2/SIOF0_SCK/HAC_RES/LCDM_D12 CONTROL 

117 PTD3/PCIFRAME/PCC-BVD2/SIOF0_SCK/HAC_RES/LCDM_D12 INPUT 

116 PTD2/TRDY/PCC_RDY/SIOF0_RXD/HAC_SYNC/LCDM_D11 OUTPUT 

115 PTD2/TRDY/PCC_RDY/SIOF0_RXD/HAC_SYNC/LCDM_D11 CONTROL 

114 PTD2/TRDY/PCC_RDY/SIOF0_RXD/HAC_SYNC/LCDM_D11 INPUT 

113 PTA2/LOCK/SCIF1_TXD OUTPUT 

112 PTA2/LOCK/SCIF1_TXD CONTROL 

111 PTA2/LOCK/SCIF1_TXD INPUT 

110 PTB0/PERR/PINT8/LCDM_D10 OUTPUT 

109 PTB0/PERR/PINT8/LCDM_D10 CONTROL 

108 PTB0/PERR/PINT8/LCDM_D10 INPUT 

107 PTD4/STOP/PCC_CD1/SIOF0_MCLK/SSI1_WS/LCDM_DON OUTPUT 

106 PTD4/STOP/PCC_CD1/SIOF0_MCLK/SSI1_WS/LCDM_DON CONTROL 

105 PTD4/STOP/PCC_CD1/SIOF0_MCLK/SSI1_WS/LCDM_DON INPUT 

104 PTA0/PAR/SCIF1_SCK OUTPUT 

103 PTA0/PAR/SCIF1_SCK CONTROL 

102 PTA0/PAR/SCIF1_SCK INPUT 

101 PTB1/SERR/PINT9/LCDM_D9 OUTPUT 

100 PTB1/SERR/PINT9/LCDM_D9 CONTROL 

99 PTB1/SERR/PINT9/LCDM_D9 INPUT 

98 PTB4/CBE1/PINT12/LCDM_D8 OUTPUT 

97 PTB4/CBE1/PINT12/LCDM_D8 CONTROL 

96 PTB4/CBE1/PINT12/LCDM_D8 INPUT 

95 PTA3/AD15/SCIF1_CTS OUTPUT 
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94 PTA3/AD15/SCIF1_CTS CONTROL 

93 PTA3/AD15/SCIF1_CTS INPUT 

92 PTA4/AD13/SCIF1_RTS OUTPUT 

91 PTA4/AD13/SCIF1_RTS CONTROL 

90 PTA4/AD13/SCIF1_RTS INPUT 

89 PTB5/AD14/PINT13/LCDM_M_DISP OUTPUT 

88 PTB5/AD14/PINT13/LCDM_M_DISP CONTROL 

87 PTB5/AD14/PINT13/LCDM_M_DISP INPUT 

86 PTA5/AD12 OUTPUT 

85 PTA5/AD12 CONTROL 

84 PTA5/AD12 INPUT 

83 PTB2/AD11/PINT10/LCDM_D7 OUTPUT 

82 PTB2/AD11/PINT10/LCDM_D7 CONTROL 

81 PTB2/AD11/PINT10/LCDM_D7 INPUT 

80 PTB3/AD9/PINT11/LCDM_D6 OUTPUT 

79 PTB3/AD9/PINT11/LCDM_D6 CONTROL 

78 PTB3/AD9/PINT11/LCDM_D6 INPUT 

77 PTC0/AD10/MMC_DAT/LCDM_D5 OUTPUT 

76 PTC0/AD10/MMC_DAT/LCDM_D5 CONTROL 

75 PTC0/AD10/MMC_DAT/LCDM_D5 INPUT 

74 PTC3/AD8/MMC_ODMOD/LCDM_D4 OUTPUT 

73 PTC3/AD8/MMC_ODMOD/LCDM_D4 CONTROL 

72 PTC3/AD8/MMC_ODMOD/LCDM_D4 INPUT 

71 PTB6/CBE0/PINT14/LCDM_D3 OUTPUT 

70 PTB6/CBE0/PINT14/LCDM_D3 CONTROL 

69 PTB6/CBE0/PINT14/LCDM_D3 INPUT 

68 PTB7/AD6/PINT15/LCDM_D2 OUTPUT 

67 PTB7/AD6/PINT15/LCDM_D2 CONTROL 

66 PTB7/AD6/PINT15/LCDM_D2 INPUT 

65 PTC4/AD7/MMC_CMD/LCDM_CL2 OUTPUT 

64 PTC4/AD7/MMC_CMD/LCDM_CL2 CONTROL 

63 PTC4/AD7/MMC_CMD/LCDM_CL2 INPUT 

62 PTC6/AD5/LCDM_CL1 OUTPUT 

61 PTC6/AD5/LCDM_CL1 CONTROL 

60 PTC6/AD5/LCDM_CL1 INPUT 

59 PTC1/AD4/LCDM_D1 OUTPUT 
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58 PTC1/AD4/LCDM_D1 CONTROL 

57 PTC1/AD4/LCDM_D1 INPUT 

56 PTC2/AD2/LCDM_D0 OUTPUT 

55 PTC2/AD2/LCDM_D0 CONTROL 

54 PTC2/AD2/LCDM_D0 INPUT 

53 PTC7/AD3/MMC_CLK OUTPUT 

52 PTC7/AD3/MMC_CLK CONTROL 

51 PTC7/AD3/MMC_CLK INPUT 

50 PTA6/AD1/MMC_VDDON OUTPUT 

49 PTA6/AD1/MMC_VDDON CONTROL 

48 PTA6/AD1/MMC_VDDON INPUT 

47 PTC5/AD0/MMC_CD/LCDM_FLM OUTPUT 

46 PTC5/AD0/MMC_CD/LCDM_FLM CONTROL 

45 PTC5/AD0/MMC_CD/LCDM_FLM INPUT 

44 PTN0/SCIF0_SCK/MD0 OUTPUT 

43 PTN0/SCIF0_SCK/MD0 CONTROL 

42 PTN0/SCIF0_SCK/MD0 INPUT 

41 PTN1/SCIF0_RXD/MD3 OUTPUT 

40 PTN1/SCIF0_RXD/MD3 CONTROL 

39 PTN1/SCIF0_RXD/MD3 INPUT 

38 PTN2/SCIF0_TXD/MD1 OUTPUT 

37 PTN2/SCIF0_TXD/MD1 CONTROL 

36 PTN2/SCIF0_TXD/MD1 INPUT 

35 PTN3/SCIF0_CTS/MD4 OUTPUT 

34 PTN3/SCIF0_CTS/MD4 CONTROL 

33 PTN3/SCIF0_CTS/MD4 INPUT 

32 PTN4/SCIF0_RTS/MD2 OUTPUT 

31 PTN4/SCIF0_RTS/MD2 CONTROL 

30 PTN4/SCIF0_RTS/MD2 INPUT 

29 PTN5/NMI OUTPUT 

28 PTN5/NMI CONTROL 

27 PTN5/NMI INPUT 

26 PTO6/IRQ0/IRL0/DACK1M/MD5 OUTPUT 

25 PTO6/IRQ0/IRL0/DACK1M/MD5 CONTROL 

24 PTO6/IRQ0/IRL0/DACK1M/MD5 INPUT 

23 PTO7/IRQ1/IRL1/TEND1M/SSI3_SCK/MD6 OUTPUT 

 



 

42. ユーザデバッグインタフェース（H-UDI） 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  42-23 

2012.03.14  

  

 

SH7763 
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22 PTO7/IRQ1/IRL1/TEND1M/SSI3_SCK/MD6 CONTROL 

21 PTO7/IRQ1/IRL1/TEND1M/SSI3_SCK/MD6 INPUT 

20 PTO0/AUDSYNCS/RMII1_MDC/SSI2_WS OUTPUT 

19 PTO0/AUDSYNCS/RMII1_MDC/SSI2_WS CONTROL 

18 PTO0/AUDSYNCS/RMII1_MDC/SSI2_WS INPUT 

17 PTO1/AUDATA0/RMII1_MDIO/SSI2_SDATA OUTPUT 

16 PTO1/AUDATA0/RMII1_MDIO/SSI2_SDATA CONTROL 

15 PTO1/AUDATA0/RMII1_MDIO/SSI2_SDATA INPUT 

14 PTO2/AUDATA1/RMII0M1_MDC OUTPUT 

13 PTO2/AUDATA1/RMII0M1_MDC CONTROL 

12 PTO2/AUDATA1/RMII0M1_MDC INPUT 

11 PTO3/AUDATA2/RMII0M1_MDIO/SSI2_SCK OUTPUT 

10 PTO3/AUDATA2/RMII0M1_MDIO/SSI2_SCK CONTROL 

9 PTO3/AUDATA2/RMII0M1_MDIO/SSI2_SCK INPUT 

8 PTO4/AUDATA3/EX_INT/SSI3_WS OUTPUT 

7 PTO4/AUDATA3/EX_INT/SSI3_WS CONTROL 

6 PTO4/AUDATA3/EX_INT/SSI3_WS INPUT 

5 PTO5/AUDCK/DREQ1M/SSI3_SDATA OUTPUT 

4 PTO5/AUDCK/DREQ1M/SSI3_SDATA CONTROL 

3 PTO5/AUDCK/DREQ1M/SSI3_SDATA INPUT 

2 ASEBRK/BRKACK OUTPUT 

1 ASEBRK/BRKACK CONTROL 

0 ASEBRK/BRKACK INPUT 

  To TDO   

【注】 CONTROLはローアクティブの信号。CONTROLを LOWにすることで、該当ピンを OUT値でドライブする。 
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42.5 動作説明 

42.5.1 TAP制御 

図 42.3に TAP制御回路の内部状態を示します。JTAGで規定されている状態遷移に準拠しています。 

• 遷移条件はTCKの立ち上がりエッジにおけるTMS値です。 

• TDI値はTCKの立ち上がりエッジでサンプリングし、TCKの立ち下がりエッジでシフトします。 

• TDO値はTCKの立ち下がりエッジで変化します。またTDOはShift-DR、Shift-IRステート以外ではハイインピ

ーダンス状態です。 

• TRST＝0への遷移でTCKとは非同期で"Test-Logic-Reset"状態へ遷移します。 
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図 42.3 TAP制御状態遷移図 
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42.5.2 H-UDIリセット 

SDIRコマンドによりパワーオンリセットをかけられます。H-UDIの端子から H-UDIリセット・アサートコマ

ンドを送り、さらに H-UDIリセット・ネゲートコマンドを送ることでリセットをかけます（図 42.4参照）。H-UDI

リセット・アサートコマンドと H-UDIリセット・ネゲートコマンド間に必要な時間は、パワーオンリセットをか

けるためにリセット端子をローレベルに保つ時間と同じです。 

H-UDI
リセット・アサート

H-UDI
リセット・ネゲートH-UDI端子

チップ内リセット

CPU状態 リセット処理リセット通常

 

図 42.4 H-UDIリセット 

42.5.3 H-UDI割り込み 

H-UDI割り込み機能は、H-UDIから SDIRにコマンド値を設定することにより割り込みを発生させる機能です。 

H-UDI割り込みの要求信号は、コマンドセット後（Update-IR）に SDINTレジスタの INTREQビットが 1にな

ることによりアサートされます。ソフトウェアにより INTREQビットに 0を書き込まない限り割り込み要求信号

はネゲートされませんので、割り込み要求を取りこぼすことはありません。H-UDI割り込みコマンドが SDIRに

セットされている間は、TDIと TDOの間に SDINTが接続されます。 
 

42.6 注意事項 

一度設定した SDIRコマンドは TRSTのアサート、または TAPを Test-Logic-Reset状態にすることによる初期化

以外は H-UDIから他のコマンドを書き込まない限り変化しません。 

H-UDIは、エミュレータの接続に使用されます。したがって、エミュレータを使用する場合には、H-UDIの機

能は使用できません。 
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43. 電気的特性 

43.1 絶対最大定格*1*2 

表 43.1 絶対最大定格 

項   目 記号 定格値 単位 

VCCQ、VDD-RTC -0.3～4.6 V 電源電圧（IO） 

VCCQ-DDR -0.3～2.8 V 

電源電圧（内部） VDD、VDD-PLL1、VDD-PLL2、

VDD-PLL3、VDD-DLL1、VDD-DLL2 

-0.3～1.8 V 

アナログ電源電圧 AVCC -0.3～4.6 V 

Vin -0.3～VCCQ+0.3*3 

-0.3～VDD-RTC+0.3*3 

V 入力電圧 

Vin_DDR -0.3～VCCQ-DDR+0.3*3 V 

アナログ入力電圧 VAN -0.3～AVCC+0.3 V 

動作温度 Topr -20～75 ℃ 

保存温度 Tstg -55～125 ℃ 

【注】 *1 最大定格を超えて LSIを使用した場合、LSIの永久破壊となることがあります。 

 *2 すべての VSSを GNDに接続しない場合、LSIの永久破壊となることがあります。 

 *3 上限は電源電圧を超えないこと。 
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43.2 電源投入および切断順序 

43.2.1 電源の投入順序について 

電源投入順序の制約はありません。1つの電源が立ち上がった後、10ms以内にすべての電源を立ち上げてくだ

さい。この間隔をできるだけ短くすることを推奨します。端子状態、内部状態不定期間の状態によってシステム

全体が誤動作を引き起こさないようシステム設計を行ってください。 

すべての電源に電圧が印加され、RESETP端子にローレベルが入力されるまでの間、内部回路は不確定なので、

各端子の状態も不定となります。この不定状態によってシステムが誤動作を起こさないようにシステム設計を行

ってください。 
 

43.2.2 電源の切断順序について 

電源切断順序の制約はありません。1つの電源が立ち下がった後、10ms以内にすべての電源を立ち下げてくだ

さい。この間隔をできるだけ短くすることを推奨します。 

端子状態、内部状態不定期間の状態によってシステム全体が誤動作を引き起こさないようシステム設計を行っ

てください。 

VCCQ、VDD-RTC*1、AVCC、VCCQ-DDR*2、
VDD、VDD-PLL、VDD-DLL
のうち最初に立ち上がった電源

tPWU

【注】*1　RTC電源バックアップへの遷移の場合は除く
　　　*2　DDR電源バックアップへの遷移の場合は除く
　　　

VCCQ、VDD-RTC*1、AVCC、VCCQ-DDR*2、
VDD、VDD-PLL、VDD-DLL
のうち最初に立ち上がった電源
以外の電源

tPWD

VCCQ、VDD-RTC*1、AVCC、VCCQ-DDR*2、
VDD、VDD-PLL、VDD-DLL
のうち最初に立ち下がった電源

VCCQ、VDD-RTC*1、AVCC、VCCQ-DDR*2、
VDD、VDD-PLL、VDD-DLL
のうち最初に立ち下がった電源
以外の電源

・電源切断時 

・電源投入時 

 

図 43.1 電源投入／切断タイミング 
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表 43.2 電源投入／切断タイミング 

項   目 記号 最大時間 単位 

(VCCQ、VDD-RTC、AVCC)～(VCCQ-DDR)～ 

(VDD、VDD-PLL1～3、VDD-DLL1～3)電源投入時間差 

tPWU 10 ms 

(VCCQ、VDD-RTC、AVCC)～(VCCQ-DDR)～ 

(VDD、VDD-PLL1～3、VDD-DLL1～3)電源切断時間差 

tPWD 10 ms 

 

43.2.3 RTC電源バックアップモード（ハードウェアスタンバイ）時の電源切断／投入

順序について 

RTCバックアップモードを使用するためには、RTCクロックが動作している必要があります。 

XRTCSTBI端子をローレベルにしてから、STATUS0端子がハイレベル、STATUS1端子がローレベルになった

のを確認してください。VCCQ、AVCC、VCCQ-DDR、および VDD、VDD-PLL1～3、VDD-DLL1～3はその後に

切断することが可能です。一方、VDD-RTC電源は投入した状態にしておき、XRTCSTBI端子はローレベルに設定

しておいてください。XRTCSTBI端子をローレベルにした状態で、VCCQ、AVCC、VCCQ-DDRおよび VDD、

VDD-PLL1～3、VDD-DLL1～3を投入してください。電源が安定した段階で、パワーオン発振安定時間（「43.4.1 

クロック・制御信号タイミング」参照）が経過してから、XRTCSTBI端子をハイレベルにして、PRESETをハイ

レベルに解除してください。 
 

43.2.4 DDR-SDRAM電源バックアップ時の電源切断／投入順序について 

DDR-SDRAM電源バックアップを使用するためには DDR-SDRAMをセルフリフレッシュ状態にしておく必要

があります。セルフリフレッシュ遷移後、M-CKE端子がローレベルになります。MIMレジスタの SELFSビット 

が 1になるのを確認し、M_BKPRST端子をローレベルに設定してください。VCCQ、AVCC、VDD-RTCおよび

VDD、VDD-PLL1～3、VDD-DLL1～3はその後に切断することが可能です。一方 VCCQ-DDR電源は投入した状

態にしておき、M_BKPRST端子はローレベルに設定しておいてください。M_BKPRST端子をローレベルにした

状態で、VCCQ、AVCC、VDD-RTCおよび VDD、VDD-PLL1～3、VDD-DLL1～3を投入してください。電源が安

定した段階で、パワーオン発振安定時間（「43.4.1 クロック・制御信号タイミング」参照）が経過してから、

M_BKPRST端子および PRESET端子をハイレベルに解除してください。 
 

43.2.5 DDR-SDRAM電源投入時の注意事項について 

パワーオン時にVCCQ-DDR電源を切断状態から投入する際は、DDR-SDRAM電源バックアップシーケンス（「図

18.1 システム電源遮断・投入時の DDR-SDRAMインタフェース動作」参照）と同様、M_BKPRST端子にロー

レベルを入力することで、M_CKE端子出力をローレベルに固定することを推奨します。 

これは、電源投入時の DDR-SDRAMの CKE入力をローレベルに保持することで、本 LSIと DDR-SDRAM双方

のデータバスが衝突するのを予防するためです。 
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43.3 DC特性 
 

表 43.3 DC特性（1）[共通項目] 

Ta＝－20～75℃ 

項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

VCCQ 3.0 3.3 3.6 V  

VDD-RTC 3.0 3.3 3.6 V  

VCCQ-DDR 2.3 2.5 2.7 V  

VDD  

VDD-PLL1、VDD-PLL2、VDD-PLL3  

電源電圧 

VDD-DLL1、VDD-DLL2 

1.15 1.25 1.35 V 

 

アナログ電源電圧 AVCC 3.0 3.3 3.6 V 未使用時は VCCQと 

同電位可 

リファレンス電圧 DDR-VREF 1.15 1.25 1.35 V  

IDD  950 1200 mA Ick＝266MHz 

IDD-PLL  － 10 mA  

IDD-DLL  － 12 mA  

ICCQ  200 300 mA  

IDD-RTC  － 0.9 mA VDD-RTC＝3.3V 

通常動作時 

ICCQ-DDR  － 250 mA DDRck＝133MHz 

IDD  － 800 mA Ick＝266MHz スリープモード時 

ICCQ  － 25 mA  

RTCバックアップモード時 IDD-RTC  － 50 μA  

消費電力 

DDRバックアップモード時 ICCQ-DDR  － 155 μA  

A/D変換期間  － 30 mA  

A/Dおよび D/A変換期間  － 30 mA  

アナログ 

電源電流 

アイドル 

AICC 

 － 20 mA  

【注】 本 LSIは、Ta（周囲温度）が 60℃を超える場合、ヒートシンク等の放熱対策が必要になりますので、ご注意ください。 
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表 43.4 DC特性（2-a）[USBトランシーバ、I2C関連端子を除く] 

Ta＝－20～75℃ 

項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

EXTAL、EXTAL2、PRESET、

XRTCSTBI、MRESET、TRST、 

MD0～MD6、MD8、MD10、MPMD、

PTN0～PTN5、PTO6、PTO7、 

PTI2～PTI7、 

NMI、IRQ0～IRQ7、IRL0～IRL7、

PINT0～PINT15 

DACK1M、SSI3_SCK、SSI_CLK、

SIOF1_MCLK、SIOF1_RXD 

SCIF0_SCK、SCIF0_RTS、

SCIF0_RXD、SCIF0_CTS、 

ET1_PHY-INT、ST1_START、

ST1_VALID、ST0M_VALIDI、 

ST0M_D7I、ST0M_D6I、

REF125CK、HAC_BITCLK 

USB_CLK、

USB_OVRCRT/USBF_VBUS 

V
CCQ×0.9 － VCCQ＋0.3 VCCQ＝3.0～3.6V 

DDR端子 DDR-VREF 

＋0.15 

－ VCCQ-DDR 

＋0.3 

VCCQ-DDR＝2.3～2.7V 

DDR-VREF＝1.15～ 

1.35V 

PCICLK VCCQ×0.6 － VCCQ＋0.3

その他の PCI端子 VCCQ×0.5 － VCCQ＋0.3

その他の入力端子 

VIH 

2 － VCCQ＋0.3

V 

VCCQ＝3.0～3.6V 

入力電圧 

EXTAL、EXTAL2、PRESET、

MRESET、TRST、XRTCSTBI、 

MD0～MD6、MD8、MD10、MPMD、

PTN0～PTN5、PTO6、PTO7、 

PTI2～PTI7、 

NMI、IRQ0～IRQ7、IRL0～IRL7、

PINT0～PINT15、DACK1M、

SSI3_SCK、SSI_CLK、

SIOF1_MCLK、SIOF1_RXD 

SCIF0_SCK、SCIF0_RTS、

SCIF0_RXD、SCIF0_CTS、 

ET1_PHY-INT、ST1_START、

ST1_VALID、ST0M_VALIDI、 

ST0M_D7I、ST0M_D6I、

REF125CK、HAC_BITCLK 

USB_CLK、

USB_OVRCRT/USBF_VBUS 

V
IL －0.3 － VCCQ×0.1  VCCQ＝3.0～3.6V 
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項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

DDR端子（M_BKPRST除く） －0.3 － DDR-VREF

－0.18 

VCCQ-DDR＝2.3～2.7V 

DDR-VREF＝1.15～ 

1.35V 

M_BKPRST －0.3 － VCCQ-DDR 

×0.2 

 

PCICLK －0.3 － VCCQ×0.2

その他の PCI端子 －0.3 － VCCQ×0.3

入力電圧 

その他の入力端子 

VIL 

－0.3 － VCCQ×0.2

V 

VCCQ＝3.0～3.6V 

DDR端子 |L| － － 2 VIN＝0.5～VCCQ-DDR 

－0.5V 

入力リーク

電流 

全入力端子 |lin| － － 1 

μA

VIN＝0.5～VCCQ－0.5V 

PCI端子 2.4 － － VCCQ＝3.0V～3.6V 

IOH＝－4mA 

DDR端子 1.84 － － VCCQ-DDR＝2.3～2.7V 

IOH＝－7.6mA 

その他の端子 

VOH 

2.4 － － VCCQ＝3.0V～3.6V 

IOH＝－2mA 

PCI端子 － － 0.55 VCCQ＝3.0V～3.6V 

IOL＝4mA 

DDR端子 － － 0.54 VCCQ-DDR＝2.3～2.7V 

IOL＝7.6mA 

出力電圧 

その他の端子 

VOL 

－ － 0.55 

V 

VDDQ＝3.0V～3.6V 

IOL＝2mA 

プルアップ 

抵抗 

全端子 Rpull 20 60 180 kΩ  

DDR端子 － － 5 端子容量 

その他 

CL 

－ － 10 

pF  

【注】 消費電流値は、VIH（Min.）＝VCCQ–0.5Vおよび VIL（Max.）＝0.5Vの条件で、すべての出力端子を無負荷状態にした場合

の値です。 

 

表 43.5 DC特性（2-b）[I2C関連端子] 

条件：VCCQ＝VDD-RTC＝AVCC＝3.0～3.6V、VCCQ-DDR＝2.3～2.7V、VDD=1.15～1.35V、Ta＝－20～75℃ 

項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

電源電圧 VCCQ 3.0 3.3 3.6 V  

入力ハイレベル電圧 VIH VCCQ×0.7 － VCCQ＋0.3 V  

入力ローレベル電圧 VIL –0.3 － VCCQ×0.3 V  

出力ローレベル電圧 VOL － － 0.4 V IOL＝3mA時 

出力ローレベル許容電流 IOL － － 10 mA  

【注】 I2C関連端子： IIC0_SCL、IIC1_SCL、IIC0_SDA、IIC1_SDA（オープンドレイン端子） 
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表 43.6 DC特性（2-c）[USBトランシーバ関連端子] 

Ta＝－20～75℃ 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

電源電圧 VCCQ 3.0 3.3 3.6 V  

差動入力感度 VDI 0.2 － － V ⏐（DP）–（DM）⏐ 

差動コモンモード範囲 VCM 0.8 － 2.5 V  

シングルエンディッドレシーバ

スレッショルド電圧 

VSE 0.8 － 2.0 V  

出力 Highレベル電圧 VOH 2.5 － VCCQ V  

出力 Lowレベル電圧 VOL － － 0.3 V  

トライステートリーク電流 ILO –10 － 10 μA 0V＜VIN＜3.3V 

【注】 USBトランシーバ関連端子：USBP、USBM 

 

表 43.7 出力許容電流値 

条件：VCCQ＝VDD-RTC＝AVCC＝3.0～3.6V、VCCQ-DDR＝2.3～2.7V、VDD=1.15～1.35V、Ta＝－20～75℃ 

項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 

出力ローレベル許容電流（DDR1端子あたり） － － 16 

出力ローレベル許容電流（PCI1端子あたり） － － 4 

出力ローレベル許容電流 

（DDRと PCI以外の 1端子あたり） 

IOL 

－ － 2 

出力ローレベル許容電流（総和） ΣIOL － － 120 

mA 

出力ハイレベル許容電流（DDR1端子あたり） － － 16 

出力ハイレベル許容電流（PCI1端子あたり） － － 4 

出力ハイレベル許容電流 

（DDRと PCI以外の 1端子あたり） 

－IOL 

－ － 2 

出力ハイレベル許容電流（総和） Σ|－IOH| － － 40 

mA 

【注】 LSIの信頼性を確保するため、出力電流値は表 43.7の値を超えないようにしてください。 
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43.4 AC特性 
本 LSIの入力は、原則としてクロック同期入力です。特に断りがないかぎり、各入力信号のセットアップ・ホ

ールド時間は必ず守ってください。 
 

表 43.8 最大動作周波数 

VCCQ＝VDD-RTC＝AVCC＝3.0～3.6V、VCCQ-DDR＝2.3～2.7V、VDD=1.15～1.35V、Ta＝－20～75℃ 

項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 

CPU、FPU、キャッシュ、TLB 200 － 267 

DDR-SDRAMバス 100 － 134 

外部バス 50 － 67 

PCIバス 32 － 67 

周辺モジュール 0 50 － 67 

周辺モジュール 1 25 － 34 

MHz 動作周波数 

RTC発振器 

f 

32 － 33 kHz 

 

43.4.1 クロック・制御信号タイミング 

表 43.9 クロック・制御信号タイミング 

VCCQ＝VDD-RTC＝AVCC＝3.0～3.6V、VCCQ-DDR＝2.3～2.7V、VDD=1.15～1.35V、Ta＝－20～75℃ 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

EXTALクロック入力周波数*1 PLL1/PLL2動作時 fEX 25 33.4 MHz  

EXTALクロック入力サイクル時間 tExcyc 30 40 ns 43.2 

EXTALクロック入力ローレベルパルス幅  tEXL 3.5 － ns 43.2 

EXTALクロック入力ハイレベルパルス幅 tEXH 3.5 － ns 43.2 

EXTALクロック入力立ち上がり時間 tExr － 4 ns 43.2 

EXTALクロック入力立ち下がり時間 tExf － 4 ns 43.2 

CLKOUTクロック出力*2 PLL1/PLL2動作時 tOP 50 67 MHz  

CLKOUTクロック出力サイクル時間 tCLKOUTcyc 15 20 ns 43.3 

CLKOUTクロック出力ローレベルパルス幅 tCLKOUTL1 3 － ns 43.3 

CLKOUTクロック出力ハイレベルパルス幅 tCLKOUTH1 3 － ns 43.3 

CLKOUTクロック出力立ち上がり時間 tCLKOUTr － 3 ns 43.3 

CLKOUTクロック出力立ち下がり時間 tCLKOUTf － 3 ns 43.3 

CLKOUTクロック出力ローレベルパルス幅 tCLKOUTL2 3 － ns 43.4 

CLKOUTクロック出力ハイレベルパルス幅 tCLKOUTH2 3 － ns 43.4 

パワーオン発振安定時間 tOSC1 30 － ms 43.5 

パワーオン発振安定時間/モード安定時間 tOSCMD 30 － ms 43.5 

MDnリセットホールド時間 tMDRH 0 － ns 43.5 

CLKOUTクロック出力安定遅延時間 tCKOD － 4.1 μs 43.5 
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項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

TRSTリセットホールド時間 tTRSTRH 0 － ns 43.5 

リセット保持時間 tRESH 0 － ms 43.5 

PRESETパルス幅 tRESPW 20 － tcyc*
3 43.5 

パワーオン RTC発振安定時間 tRTC-OSC － 3 s  

PLL同期安定時間 tPLL 200 － μs 43.6 

スタンバイ復帰発振安定時間 2 tSOC2 10 － ms 43.7 

MRESETパルス幅 tRESMW 20 － tcyc*
3 43.8 

MRESETセットアップ時間 tRESMS 23 － ns 43.8 

MRESETホールド時間 tRESMH 2 － ns 43.8 

【注】 *1 水晶発振子が EXTALと XTALに接続されているとき、最大周波数 34MHzになります。また、3次オーバトーン

水晶発振子を使用する場合には、外付け回路としてタンク回路が必要になります。 

 *2 CLKOUT端子への接続負荷容量は最大 50pFとしてください。 

 *3 tcycは CLKOUTクロックの 1サイクル時間を示します。 

 

tEXcyc

tEXH tEXL

tEXrtEXf

1/2VCCQ

VIH VIH

VIL VIL

EXTAL
input

VIH

1/2VCCQ

【注】　EXTAL端子からクロック入力する場合  

図 43.2 EXTALクロック入力タイミング 
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tCLKOUTcyc

tCLKOUTH1

CLKOUT

tCLKOUTL1

tCLKOUTrtCLKOUTf

1/2VCCQ

VOH VOH

VOL VOL

VOH

1/2VCCQ

 

図 43.3 CLKOUTクロック出力タイミング（1） 

 

tCLKOUTH2
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図 43.4 CLKOUTクロック出力タイミング（2） 
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図 43.5 パワーオン時発振安定時間 
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図 43.6 PLL同期安定時間 
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【注】 内蔵発振器を用いる場合の発振安定時間
 

図 43.7 スタンバイ復帰発振安定時間（NMI、IRQによる復帰） 
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図 43.8 リセット入力タイミング 
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43.4.2 制御信号タイミング 

表 43.10 制御信号タイミング 

VCCQ＝VDD-RTC＝AVCC=3.0～3.6V、VCCQ-DDR=2.3～2.7V、VDD=1.15～1.35V、Ta＝-20～75℃ 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

BREQセットアップ時間 tBREQS 6 － ns 43.9 

BREQホールド時間 tBREQH 3 － ns 43.9 

BACK遅延時間 tBACKD 1 13 ns 43.9 

バストライステート遅延時間  tBOFF1 － 13 ns 43.9 

バスバッファオンタイム tBON1 － 13 ns 43.9 

STATUS0、STATUS1遅延時間 tSTD － 20 ns 43.10 

【注】 tcycは CLKOUTクロックの 1サイクル時間を示します。 

 

CLKOUT

A[25:0]  CSn  BS
RDWR  CE2A  
CE2B  WEn  RD

BREQ

BACK

tBREQH tBREQS tBREQH

tBACKD tBACKD

tBOFF1 tBON1

tBREQS

 

図 43.9 制御信号タイミング 
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CLKOUT

tBOFF1

tBOFF1

tSTD

tBON1

tBON1

ノーマルモード スタンバイモード ノーマルモード

STATUS 0、1

A25～A0、
D15～D0

RD、RDWR、
CSn、WEn、BS、

 

 

図 43.10 スタンバイ時の端子ドライブタイミング 

43.4.3 バスタイミング 

表 43.11 バスタイミング 

VCCQ＝VDD-RTC＝AVCC=3.0～3.6V、VCCQ-DDR=2.3～2.7V、VDD=1.15～1.35V、Ta＝-20～75℃ 

項   目 記号 Min. Max. 単位 備考 参照図 

アドレス遅延時間 tAD 1 13 ns  43.11～43.21、43.26、43.27 

BS遅延時間 tBSD 1 13 ns  43.11～43.27 

CSn遅延時間 tCSD 1 13 ns  43.11～43.27 

RDWR遅延時間 tRWD 1 13 ns  43.11～43.27 

RD遅延時間 tRSD 1 13 ns  43.11～43.19、43.26、43.27 

読み出しデータセットアップ時間 tRDS 6 － ns  43.11～43.22、43.24、43.26、43.27 

読み出しデータホールド時間 tRDH 2 － ns  43.11～43.22、43.24、43.26、43.27 

WEn遅延時間（立ち下がりエッジ時） tWEDF － 13 ns  43.11～43.14、43.19、43.26、43.27 

WEn遅延時間 tWED1 1 13 ns  43.11～43.14、43.19、43.22、43.23、

43.26、43.27 

書き込みデータ遅延時間 tWDD 1 13 ns  43.11～43.14、43.19～43.25 

RDYセットアップ時間 tRDYS 6 － ns  43.12、43.13、43.16、43.18～43.27 

RDYホールド時間 tRDYH 2.5 － ns  43.12、43.13、43.16、43.18～43.27 

FRAME遅延時間 tFMD 1 13 ns MPX 43.22～43.25 

IOIS16セットアップ時間 tIO16S 6 － ns PCMCIA 43.20、43.21 

IOIS16ホールド時間 tIO16H 2.5 － ns PCMCIA 43.20、43.21 

IOWR遅延時間（立ち下がりエッジ時） tIOWSDF 1 13 ns PCMCIA 43.20、43.21 

IORD遅延時間 tIORSD 1 13 ns PCMCIA 43.20、43.21 
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図 43.11 SRAMバスサイクル 基本バスサイクル（ノーウェイト） 
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図 43.12 SRAMバスサイクル 基本バスサイクル（ソフトウェアウェイトのみ） 
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図 43.13 SRAMバスサイクル 基本バスサイクル 

（ソフトウェアウェイト+RDYによるウェイト、RDYは同期入力） 
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図 43.14 SRAMバスサイクル 基本バスサイクル 

（ノーウェイト、アドレスセットアップ／ホールド挿入なし、RDS＝1、RDH＝0、WTS＝1、WTH＝1） 
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図 43.15 バースト ROMバスサイクル（ノーウェイト） 

 



 

43. 電気的特性 

43-20  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

T
1

T
2

T
B

2
T

B
1

T
B

2
T

B
1

T
B

2
T

B
1

T
w

b
T

w
b

T
w

b
T

w
e

T
w

t A
D

t C
S

D

t R
S

D

t R
D

H
t R

D
S

t B
S

D

t A
D

t R
D

H

t R
S

D

t R
D

S

t A
D

t C
S

D t R
D

Y
H

t R
D

Y
S

t R
D

Y
H

t R
D

Y
S

t R
D

Y
H

t R
D

Y
S

t D
A

C
D

t D
A

C
D

t R
W

D
t R

W
D

C
LK

O
U

T

A
25

-A
5

C
S

n

R
D

W
R

R
D

D
31

-D
0

(r
ea

d)

B
S

R
D

Y

A
4-

A
0

D
A

C
K

 

図 43.16 バースト ROM バスサイクル 

（1番目のデータ：ソフトウェアウェイト+RDYによるウェイト 

2、3、4番目のデータ：ソフトウェアウェイトのみ） 
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図 43.17 バースト ROMバスサイクル 

（ノーウェイト、アドレスセットアップ／ホールド挿入無し、RDS＝1、RDH＝0） 



 

43. 電気的特性 

43-22  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

T
w

T
1

T
w

e
T

B
2

T
B

1
T

w
b

T
w

be
T

B
1

T
B

2
T

w
b

T
w

be
T

w
b

T
2

T
B

2
T

w
be

T
B

1

C
LK

O
U

T

A
25

-A
5

A
4-

A
0

D
31

-D
0

(r
ea

d)

t A
D

t A
D

t A
D t R

D
H

t R
D

S
t R

D
H

t R
D

S

B
S

R
D

Y

D
A

C
K

R
D

t B
S

D
t B

S
D

t B
S

D
t B

S
D

t R
S

D
t R

S
D

C
S

n

t R
W

D

t C
S

D

t R
W

D

t C
S

D

t D
A

C
D

t D
A

C
D

t R
S

D

R
D

W
R

t R
D

Y
H

t R
D

Y
S

t R
D

Y
H

t R
D

Y
S

t R
D

Y
H

t R
D

Y
S

t R
D

Y
H

t R
D

Y
S

 

図 43.18 バースト ROMバスサイクル 

（ソフトウェアウェイト+ RDYによるウェイト） 
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図 43.19 PCMCIAメモリバスサイクル 
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図 43.20 PCMCIA I/Oバスサイクル 
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図 43.21 PCMCIA I/Oバスサイクル 

（TEDA/TEDB＝1、TEHA/TEHB＝1、IW/PCIW＝1、ダイナミックバスサイジング） 
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図 43.22 MPX基本バスサイクル、リード 
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図 43.23 MPX基本バスサイクル、ライト 
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図 43.24 MPXバスサイクル、バーストリード 
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図 43.25 MPXバスサイクル、バーストライト 
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図 43.26 バイト制御 SRAMバスサイクル 



 

43. 電気的特性 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  43-31 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

CLKOUT

CSn

RDWR

RD

WE

D31-D0
(read)

BS

DACK

RDY

A25-A0

TS1 T1 T2 TH1

tRSD tRSD

tWED1
tWEDF tWED1

tCSD tCSD

tDACD

tBSD
tBSD

tDACD

tRWD tRWD

tRSD

tAD tAD

tRDHtRDS

 

図 43.27 バイト制御 SRAMバスサイクル 基本リードサイクル 

（ノーウェイト、アドレスセットアップ/ホールド時間挿入無し、RDS＝1、RDH＝0） 
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43.4.4 DDRIF信号タイミング 

表 43.12 DDRIF信号タイミング 

VCCQ＝VDD-RTC＝AVCC=3.0～3.6V、VCCQ-DDR=2.3～2.7V、VDD=1.15～1.35V、Ta＝-20～75℃ 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 備考 

10 12 DDR200 M_CLK出力サイクル tMCLK 

7.5 12 

ns 43.28 

DDR266 

M_CLK出力 Highレベルパルス幅 tMCLKH 0.45 0.55 tMCLK 43.28 － 

M_CLK出力 Lowレベルパルス幅 tMCLKL 0.45 0.55 tMCLK 43.28  

1.5 － DDR200 M_CLK立ち上がりからのアドレスとコマンド信号の 

セットアップ時間 

tADCTLS 

1.2 － 

ns 

 

43.29, 

43.30 DDR266 

1.5 － DDR200 M_CLK立ち上がり時間からのアドレスとコマンド信

号のホールド時間 

tADCTLH 

1.2 － 

ns 

 

43.29, 

43.30 DDR266 

-0.75 1.82 DDR200 M_CLKとM_DQSnとのスキュー時間（read） tRMDQS-MCLK 

-0.35 1.23 

ns 

 

43.29 

 DDR266 

－ 0.7 DDR200 M_DQSnとM_Dnとのスキュー時間（read） tRMDQSQ 

－ 0.6 

ns 

 

43.29 

 DDR266 

Writeコマンドと初回のM_DQSnの遅れ時間 

（立ち上がり） 

tWMDQSS 0.75 1.2 tMCLK 43.30  

M_CLK立ち上がりからM_DQSn立ち下がりセットア

ップ時間（write） 

tWDSS 0.25 － tMCLK 43.30  

M_CLK立ち上がりからM_DQSn立ち下がりホールド

時間（write） 

tWDSH 0.25 － tMCLK 43.30  

M_DQSn Highレベルパルス幅（write） tWMDQSH 0.35 － tMCLK 43.30  

M_DQSn Lowレベルパルス幅（write） tWMDQSL 0.35 － tMCLK 43.30  

1.0 － DDR200 M_Dn/M_DQMnセットアップ時間とM_DQSn立ち上

がり（write） 

tWDS 

0.75 － 

ns 

 

43.30 

 DDR266 

1.0 － DDR200 M_DQSn立ち上がりからM_Dn/M_DQMnのホールド

時間（write） 

tWDH 

0.75 － 

ns 

 

43.30 

 DDR266 

【注】 tMCLKはMCLK(クロック)サイクルの 1周期時間を示します。 

 

M_CLK0

tMCLK

tMCLKL

tMCLKH

M_CLK1

 

図 43.28 DDRIF MCLK出力タイミング 
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図 43.29 DDR-SDRAMのリードタイミング（2バーストリード） 
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図 43.30 DDR-SDRAM書き込みタイミング（2バーストライト） 



 

43. 電気的特性 

R01UH0349JJ0300  Rev.3.00  43-35 

2012.03.14  

  

 

SH7763 

43.4.5 INTCモジュール信号タイミング 

表 43.13 INTCモジュール信号タイミング 

VCCQ＝VDD-RTC＝AVCC=3.0～3.6V、VCCQ-DDR=2.3～2.7V、VDD=1.15～1.35V、Ta＝-20～75℃ 

モジュール 項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 備考 

NMIパルス幅（High時） tNMIH 5 － tcyc 43.31 通常時 

スリープ時 

NMIパルス幅（Low時） tNMIL 5 － tcyc 43.31 通常時 

スリープ時 

IRQ7/IRL7～IRQ0/IRL0 

セットアップ時間 

tIRQS 8 － ns 43.32 IRQ入力 

IRQ7/IRL7～IRQ0/IRL0ホールド時間 tIRQH 3 － ns 43.32 IRQ入力 

IRQ7/IRL7～IRQ0/IRL0 

セットアップ時間 

tIRLS 8 － ns 43.32 IRL入力 

IRQ7/IRL7～IRQ0/IRL0ホールド時間 tIRLH 3 － ns 43.32 IRL入力 

PINTn割り込みセットアップ時間 tGPIOS 15 － ns 43.32 GPIO割り込み入力 

PINTn割り込みセットアップ時間 tGPIOH 8 － ns 43.32 GPIO割り込み入力 

INTC 

IRQOUT出力遅延時間 tIRQOD － 13 ns 43.32 IRQOUT出力 

【注】 tcycは CLKOUTクロックの 1サイクル時間を示します。 

 

NMI

tNMILtNMIH

 

図 43.31 NMI入力タイミング 
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IRQn/IRLn
PINTn 

IRQOUT

CLKOUT

tIRQS
tIRLS
tGPIOS

tIRQH
tIRLH
tGPIOH

tIRQOD  

図 43.32 IRQ/IRL、PINT入力、IRQOUT出力タイミング 
 

43.4.6 外部 CPU リード／ライト アクセスタイミング 

表 43.14 外部 CPUアクセスタイミング 

VCCQ＝VDD-RTC＝AVCC=3.0～3.6V、VCCQ-DDR=2.3～2.7V、VDD=1.15～1.35V、Ta＝-20～75℃ 

項目 記号 min typ max 単位 参考図 

外部 CPUバス使用要求信号(BREQ) 

セットアップ時間 

tSEBRQ 6 － － ns 図 43.33 

外部 CPUバス使用要求信号(BREQ) 

ホールド時間 

tHEBRQ 3 － － ns  

外部 CPUバス使用許可信号(BACK) 

出力遅延時間 

tDEBAK 1 － 13 ns  

アドレス／ライトデータセットアップ時間 tSEDA 6 － － ns  

アドレス／ライトデータホールド時間 tHEDA 3 － － ns  

リードデータ出力遅延時間 tDED 1 － 13 ns  

EX_CSn信号セットアップ時間 tSECS 6 － － ns  

EX_CSn信号ホールド時間 tHECS 3 － － ns  

EX_BS信号セットアップ時間 tSEBS 6 － － ns  

EX_BS信号ホールド時間 tHEBS 3 － － ns  

EX_FRAME信号セットアップ時間 tSEFR 6 － － ns  

EX_FRAME信号ホールド時間 tHEFR 3 － － ns  

EX_RDWR信号セットアップ時間 tSERW 6 － － ns  

EX_RDWR信号ホールド時間 tHERW 3 － － ns  

EX_RDY信号出力遅延時間 tDERY 1 － 13 ns  
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図 43.33 外部 CPUリード／ライトアクセスタイミング 
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43.4.7 PCICモジュール信号タイミング 

表 43.15 PCIC信号タイミング 

VCCQ＝VDD-RTC＝AVCC=3.0～3.6V、VCCQ-DDR=2.3～2.7V、VDD=1.15～1.35V、Ta＝-20～75℃ 

33MHz 66MHz 端子 項   目 記号 

Min. Max. Min. Max. 

単位 参照図 

クロックサイクル tPCICYC 30 － 15 30 ns 43.34 

クロックパルス幅（high） tPCIHIGH 11 － 6 － ns 43.34 

クロックパルス幅（low） tPCILOW 11 － 6 － ns 43.34 

クロック立ち上がり時間 tPCIr － 4 － 1.5 ns 43.34 

PCICLK 

クロック立ち下がり時間 tPCIf － 4 － 1.5 ns 43.34 

PCIRESET 出力遅延時間 tPCIRES － 14 － 14 ns － 

入力セットアップ時間 tPCISU 4 － 4 － ns 43.36 IDSEL 

入力ホールド時間 tPCIH 0 － 0 － ns 43.36 

出力データ遅延時間 tPCIVAL － 10 － 10 ns 43.35 

トライステート駆動遅延時間 tPCION － 10 － 10 ns 43.35 

トライステートハイインピーダ

ンス遅延時間 

tPCIOFF － 12 － 12 ns 43.35 

入力セットアップ時間 tPCISU 4 － 4 － ns 43.36 

AD31～AD0 

CBE3～CBE0 

PAR 

PCIFRAME 

IRDY 

TRDY 

STOP 

LOCK 

DEVSEL 

PERR 

入力ホールド時間 tPCIH 0 － 0 － ns 43.36 

出力データ遅延時間 tPCIVAL － 10 － 10 ns 43.35 

トライステート駆動遅延時間 tPCION － 10 － 10 ns 43.35 

トライステートハイインピーダ

ンス遅延時間 

tPCIOFF － 12 － 12 ns 43.35 

入力セットアップ時間 tPCISU 4 － 4 － ns 43.36 

REQ0/ 

REQOUT 

REQ3～REQ1 

GNT0/ 

GNTIN 

GNT3～GNT1 
入力ホールド時間 tPCIH 0 － 0 － ns 43.36 

トライステート駆動遅延時間 tPCION － 10 － 10 ns 43.35 

トライステートハイインピーダ

ンス遅延時間 

tPCIOFF － 12 － 12 ns 43.35 

入力セットアップ時間 tPCISU 4 － 4 － ns 43.36 

SERR 

INTA～INTD 

入力ホールド時間 tPCIH 0 － 0 － ns 43.36 

【注】 SHwyクロック：PCICLKクロック＝2.1:1～3.3:1になる範囲は使用できません。 
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図 43.34 PCIクロック入力タイミング 
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図 43.35 出力信号タイミング 
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図 43.36 入力信号タイミング 
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43.4.8 DMACモジュール信号タイミング 

表 43.16 DMACモジュール信号タイミング 

VCCQ＝VDD-RTC＝AVCC=3.0～3.6V、VCCQ-DDR=2.3～2.7V、VDD=1.15～1.35V、Ta＝-20～75℃ 

モジュール 項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 備考 

DREQnセットアップ時間 tDRQS 6 － ns 43.37  

DREQnホールド時間 tDRQH 5 － ns 43.37  

TENDn遅延時間 tTENDD － 13 ns 43.37  

DMAC 

DACKn遅延時間 tDACKD － 13 ns 43.37  

 

tTENDDtDACKD

tDRQHtDRQH

tDRQS tDRQS

CLKOUT

DREQ

TEND DACK

 

図 43.37 DREQ/TEND/DACKタイミング 

 

43.4.9 TMUモジュール信号タイミング 

表 43.17 TMUモジュール信号タイミング 

VCCQ＝VDD-RTC＝AVCC=3.0～3.6V、VCCQ-DDR=2.3～2.7V、VDD=1.15～1.35V、Ta＝-20～75℃ 

モジュール 項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 備考 

タイマクロックパルス幅（High時） tTCLKWH 4 － tPcyc0 43.38  

タイマクロックパルス幅（Low時） tTCLKWL 4 － tPcyc0 43.38  

タイマクロック立ち上がり時間 tTCLKr － 0.8 tPcyc0 43.38  

TMU 

タイマクロック立ち下がり時間 tTCLKf － 0.8 tPcyc0 43.38  

【注】 tPcyc0は周辺クロック 0（Pck0）の 1サイクル時間を示します。 

 

tTCLKWH

TMU_TCLK

tTCLKWL tTCLKf tTCLKr

 

図 43.38 TCLK入力タイミング 
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43.4.10 16ビットタイマパルスユニット（TPU） 
 

表 43.18 16ビットタイマパルスユニット 

VCCQ＝VDD-RTC＝AVCC=3.0～3.6V、VCCQ-DDR=2.3～2.7V、VDD=1.15～1.35V、Ta＝-20～75℃ 

項   目 記号 Min Max 単位 参照図 

タイマ出力遅延時間 tTOD － 15 ns 43.39 

タイマクロック入力セットアップ時間 tTCKS 15 － ns 43.40 

単エッジ指定 tTCKWH,  

tTCKWL 

2 － タイマクロックパルス幅

両エッジ指定 tTCKWH,  

tTCKWL 

3 － 

tPcyc0* 43.40 

【注】 tPcyc0は周辺クロック 0（Pck0）の 1サイクル時間を示します。 

 

CLKOUT

TPU_TO0 TPU_TO1

tTOD

TPU_TO2 TPU_TO3  

図 43.39 TPU出力タイミング 

 

CLKOUT

TPU_TI2A TPU_TI2B
TPU_TI3A TPU_TI3B

tTCKS

tTCKWL tTCKWH

tTCKS

 

図 43.40 TPUクロック入力タイミング 
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43.4.11 GETHERモジュール信号タイミング 

（1） イーサネットコントローラタイミング（MII） 
 

表 43.19 イーサネットコントローラタイミング（MII） 

VCCQ＝VDD-RTC＝AVCC=3.0～3.6V、VCCQ-DDR=2.3～2.7V、VDD=1.15～1.35V、Ta＝-20～75℃ 

項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 参照図 

ETn_TX-CLKサイクル時間 tTcyc 40 － － ns 43.41 

ETn_TX-EN出力遅延時間 tTEND 3 － 20   

ETn_ETXD[3:0]出力遅延時間 tETDD 3 － 20   

ETn_RX-CLKサイクル時間 tRcyc 40 － －  43.42 

ETn_RX-DVセットアップ時間 tRDVS 10 － －   

ETn_RX-DVホールド時間 tRDVH 3 － －   

ETn_ERXD[3:0]セットアップ時間 tERDS 10 － －   

ETn_ERXD[3:0]ホールド時間 tERDH 3 － －   

ETn_RX-ERセットアップ時間 tRERS 10 － －  43.43 

ETn_RX-ERホールド時間 tRERH 3 － －   

ETn_WOL出力遅延時間 tWOLD 1 － 18  43.44 

 

tTEND

SFD DATA CRC

ETn_TX-CLK

ETn_TX-EN

ETn_ETXD3
ETn_ETXD0

ETn_TX-ER

ETn_CRS

ETn_COL

tETDD

Preamble

 

図 43.41 MII送信タイミング（正常動作時） 
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SFD DATA CRC

ETn_RX-CLK

ETn_RX-DV

ETn_ERXD3
ETn_ERXD0

ETn_RX-ER

tERDS

tERDH

tRDVH
tRDVS

Preamble

 

図 43.42 MII受信タイミング（正常動作時） 

SFD DATA XXXX

ETn_RX-CLK

ETn_ERXD3
ETn_ERXD0

ETn_RX-DV

ETn_RX-ER

tRERS
tRERH

Preamble

 

図 43.43 MII受信タイミング（エラー発生ケース） 

ETn_RX-CLK

tWOLD

ETn_WOL
 

図 43.44 WOL出力タイミング 
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（2） イーサネットコントローラタイミング（GMII） 
 

表 43.20 イーサネットコントローラタイミング（GMII） 

VCCQ＝VDD-RTC＝AVCC=3.0～3.6V、VCCQ-DDR=2.3～2.7V、VDD=1.15～1.35V、Ta＝-20～75℃ 

項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 参照図 

REF125CKクロック入力周波数 fREF125CK 125 – 

100ppm

― 125 + 

100ppm

MHz  

GETn_GTX_CLKサイクル時間 tGTcyc 8 ― ― 

ETn_TX-EN出力遅延時間 tGTEND 0.5 ― 5.5 

GETn_ETXD7～GETn_ETXD4、 

ETn_ETXD3～ETn_ETXD0出力遅延時間 

tGETDD 0.5 ― 5.5 

43.45 

ETn_RX-CLKサイクル時間 tGRcyc 8 ― ― 

ETn_RX-DVセットアップ時間 tGRDVS 2.5 ― ― 

ETn_RX-DVホールド時間 tGRDVH 0.5 ― ― 

GETn_ERXD7～GETn_ERXD4、 

ETn_ERXD3～ETn_ERXD0セットアップ時間 

tGERDS 2.5 ― ― 

GETn_ERXD7～GETn_ERXD4、 

ETn_ERXD3～ETn_ERXD0ホールド時間 

tGERDH 0.5 ― ― 

43.46 

ETn_RX-ERセットアップ時間 tGRERS 2.5 ― ― 

ETn_RX-ERホールド時間 tGRERH 0.5 ― ― 

43.47 

ETn_WOL出力遅延時間 tGWOLD 0 ― 18 

ns 

43.48 

 

tGTEND

SFD DATA CRC

GETn_GTX_CLK

ETn_TX-EN

GETn_ETXD7 GETn_ETXD4
ETn_ETXD3 ETn_ETXD0

ETn_TX-ER

ETn_CRS

ETn_COL

tGETDD

Preamble

 

図 43.45 GMII送信タイミング（正常動作時） 
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SFD DATA CRC

ETn_RX-CLK

ETn_RX-DV

GETn_ERXD7 GETn_ERXD4  
ETn_ERXD3 ETn_ERXD0

ETn_RX-ER

tGERDS

tGERDH

tGRDVHtGRDVS

Preamble

 

図 43.46 GMII受信タイミング（正常動作時） 

SFD DATA XXXX

ETN_RX-CLK

ETn_RX-DV

ETn_RX-ER

tGRERS
tGRERH

Preamble
GETn_ERXD7 GETn_ERXD4  
ETn_ERXD3 ETn_ERXD0

 

図 43.47 GMII受信タイミング（エラー発生ケース） 

ETn_RX-CLK

tGWOLD

ETn_WOL
 

図 43.48 WOL出力タイミング 
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（3） イーサネットコントローラタイミング（RMII） 
 

表 43.21 イーサネットコントローラタイミング（RMII） 

VCCQ＝VDD-RTC＝AVCC=3.0～3.6V、VCCQ-DDR=2.3～2.7V、VDD=1.15～1.35V、Ta＝-20～75℃ 

項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 参照図 

REF50CKクロック入力周波数 fRTcyc 50 – 

50ppm

― 50 + 

50ppm

MHz 

RMIIn_TXD_EN、RMII1M_TXD_EN出力遅延時間 tRTEND 2.5 ― 10 

RMIIn_TXD1、RMIIn_TXD0、RMII1M_TXD1、

RMII1M_TXD0出力遅延時間 

tRETDD 2.5 ― 10 

43.49 

RMIIn_CRS_DV、RMII1M_CRS_DVセットアップ

時間 

tRRDVS 4 ― ― 

RMIIn_CRS_DV、RMII1M_CRS_DVホールド時間 tRRDVH 2.5 ― ― 

RMIIn_RXD1、RMIIn_RXD0、RMII1M_RXD1、

RMII1M_RXD0セットアップ時間 

tRERDS 4 ― ― 

RMIIn_RXD1、RMIIn_RXD0、RMII1M_RXD1、

RMII1M_RXD0ホールド時間 

tRERDH 2.5 ― ― 

43.50 

RMIIn_RX_ERセットアップ時間 tRRERS 4 ― ― 

RMIIn_RX_ERホールド時間 tRRERH 2.5 ― ― 

ns 

43.51 

 

tRTEND

SFD DATA CRC

REF50CK

RMIIn_TXD_EN 
RMII1M_TXD_EN

RMIIn_TXD1 RMIIn_TXD0 
RMII1M_TXD1 RMII1M_TXD0

tRETDD

Preamble

 

図 43.49 RMII送信タイミング 
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SFD DATA CRC

REF50CK

tRERDS

tRERDH

tRRDVHtRRDVS

Preamble
RMIIn_RXD1 RMIIn_RXD0 
RMII1M_RXD1 RMII1M_RXD0

RMIIn_RX_ER
RMII1M_RX_ER

RMIIn_CRS_DV
RMII1M_CRS_DV

 

図 43.50 RMII受信タイミング（正常動作時） 

SFD DATA XXXX

tRRERS
tRRERH

Preamble

REF50CK

RMIIn_RXD1 RMIIn_RXD0 
RMII1M_RXD1 RMII1M_RXD0

RMIIn_RX_ER
RMII1M_RX_ER

RMIIn_CRS_DV
RMII1M_CRS_DV

 

図 43.51 RMII受信タイミング（エラー発生ケース） 

 

43.4.12 ストリームインタフェースモジュールタイミング 

（1） クロックバリッド受信 

表 43.22 STIFクロックバリッド受信タイミング 

VCCQ＝VDD-RTC＝AVCC=3.0～3.6V、VCCQ-DDR=2.3～2.7V、VDD=1.15～1.35V、Ta＝-20～75℃ 

名   称 略称 Min Max 単位 参照図 

ST_CLKサイクル tSTCYC 30 － ns 

ST_REQ出力遅延 tSTRQD 4 21 ns 

ST_STARTセットアップ tSTSTS 7 － ns 

ST_STARTホールド tSTSTH 4 － ns 

ST_VALIDセットアップ tSTVLS 7 － ns 

ST_VALIDホールド tSTVLH 4 － ns 

ST_DATAセットアップ tSTDS 7 － ns 

ST_DATAホールド tSTDH 4 － ns 

43.52 
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tSTCYC

tSTSTS tSTSTH

tSTVLS tSTVLH

tSTDS tSTDH

tSTRQD

STn_CLK
ST0M_CLKIO

STn_REQ
ST0M_REQ0

STn_START
ST0M_STARTI

STn_VALID
ST0M_VALIDI

STn_D7_STn_D0
ST0M_D7I_ST0M_D0I

 

図 43.52 STIFクロックバリッド受信タイミング 

（2） クロックバリッド送信 

表 43.23 STIFクロックバリッド送信タイミング 

VCCQ＝VDD-RTC＝AVCC=3.0～3.6V、VCCQ-DDR=2.3～2.7V、VDD=1.15～1.35V、Ta＝-20～75℃ 

名   称 略称 Min Max 単位 参照図 

ST_CLKサイクル tSTCYC 30 － ns 

ST_REQセットアップ tSTRQS 7 － ns 

ST_REQホールド tSTRQH 5 － ns 

ST_START出力遅延 tSTSTD 3 21 ns 

ST_VALID出力遅延 tSTVLD 3 21 ns 

ST_DATA出力遅延 tSTDD 3 21 ns 

43.53 
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tSTCYC

tSTSTD

tSTVLD

tSTDD

tSTRQS

STn_CLK

STn_REQ

STn_START

STn_VALID

STn_DC[7:0]

tSTRQH

 

図 43.53 STIFクロックバリッド送信タイミング 

 

（3） ストローブ受信 

表 43.24 STIFストローブ受信タイミング 

VCCQ＝VDD-RTC＝AVCC=3.0～3.6V、VCCQ-DDR=2.3～2.7V、VDD=1.15～1.35V、Ta＝-20～75℃ 

名   称 略称 Min Max 単位 参照図 

ST_STRBローレベル幅 tSTSLW 30 － ns 

ST_STRBハイレベル幅 tSTSHW 30 － ns 

ST_REQ出力遅延 tSTRQD 0 － ns 

ST_DATAセットアップ tSTDS 7 － ns 

ST_DATAホールド tSTDH 4 － ns 

43.54 

 



 

43. 電気的特性 

43-50  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

tSTSLW

tSTSHW

tSTDS tSTDH

STn_STRB
ST0M_STRBI

STn_REQ
ST0M_REQO

STn_D7_STn_D0
ST0M_D7I_ST0M_D0I

tSTRQD

 

図 43.54 STIFストローブ受信タイミング 

 

（4） ストローブ送信 

表 43.25 STIFストローブ送信タイミング 

VCCQ＝VDD-RTC＝AVCC=3.0～3.6V、VCCQ-DDR=2.3～2.7V、VDD=1.15～1.35V、Ta＝-20～75℃ 

名   称 略称 Min Max 単位 参照図 

対ホールド時間 tSTRQRDH 0 － ns 

対 ST_REQ遅延時間 tSTSRRQD 2 3 tSTYCYC 

対 ST_STRBホールド時間 tSTRQSRH 0 － ns 

対 ST_STRB遅延時間 tSTSTSRD －2 － ns 

対 ST_DATA遅延時間 tSTDSRD －1 － ns 

43.55 

 

tSTRQRDH

tSTSRRQD

tSTSTSRD

tSTDSRD

tSTRQSRH

STn_VALID

STn_REQ

STn_STRB

STn_START

STn_D7_STn_D0
 

図 43.55 STIFストローブ送信タイミング 
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43.4.13 I2Cモジュール信号タイミング 

表 43.26 I2Cモジュール信号タイミング 

VCCQ＝VDD-RTC＝AVCC=3.0～3.6V、VCCQ-DDR=2.3～2.7V、VDD=1.15～1.35V、Ta＝-20～75℃ 

項   目 記号 min typ max 単位 参考図 

IICn_SCL周波数 tICYC 0 － 400 kHz 

IICn_SCL/IICn_SDA立ち下がり時間 tICF － － 300 ns 

IICn_SDAバスフリー時間 tICBF 1.3 － － us 

IICn_SCL開始条件ホールド時間 tICH 0.6 － － us 

IICn_SCL再伝送開始条件 

セットアップ時間 

tICS 0.6 － － us 

IICn_SDA停止条件セットアップ時間 tICST 0.6 － － us 

IICn_SDAセットアップ時間 tDAS 100 － － ns 

IICn_SDAホールド時間 tICDH 0 － 0.9 us 

図 43.56、43.57 

RP・CB＝257×10–9～275×10–9 

[Ω・pF] 

VPU=3.3V 

 

IICn_SCL

S ：開始条件
P ：終了条件
Sr ：再送信開始条件

IICn_SDA

P S Sr P

tICBF

tICF

tICYC

tICDH

tICF

tICS

tICST

tDAStICH

 

図 43.56 I2Cタイミング 
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VPU

RP

IICn_SDA
IICn_SCL

CB

LSI

 

図 43.57 AC特性負荷条件 

 

43.4.14 SCIFモジュール信号タイミング 

表 43.27 SCIFモジュール信号タイミング 

VCCQ＝VDD-RTC＝AVCC=3.0～3.6V、VCCQ-DDR=2.3～2.7V、VDD=1.15～1.35V、Ta＝-20～75℃ 

モジュール 項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

入力クロックサイクル（調歩同期） 8 － tPcyc0 43.58 

入力クロックサイクル 

（クロック同期） 

tScyc  

24 － tPcyc0 43.58 

入力クロックパルス幅 tSCKW 0.4 0.6 tscyc 43.58 

入力クロック立ち上がり時間 tSCKr － 0.8 tPcyc0 43.58 

入力クロック立ち下がり時間 tSCKf － 0.8 tPcyc0 43.58 

転送データ遅延時間 tTXD － 6 x tPcyc0 + 

50 

ns 43.59 

受信データセットアップ時間 

（クロック同期） 

tRXS 4 × tPcyc0 － ns 43.59 

SCIFn 

受信データホールド時間 

（クロック同期） 

tRXH 4 × tPcyc0 － ns 43.59 

【注】 tPcyc0は周辺クロック 0（Pck0）の 1サイクル時間を示します。 

 

tSCKW

SCIFn_SCK

tScyc tSCKf tSCKr

 

図 43.58 SCIFn_CLK入力クロックタイミング 
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SCIFn_TXD

SCIFn_SCK

SCIFn_RXD

tScyc

tRXS tRXH

tTXD tTXD

 

図 43.59 SCIFn I/O同期モードクロックタイミング 
 

43.4.15 SIOFモジュール信号タイミング 

表 43.28 SIOFモジュール信号タイミング 

VCCQ＝VDD-RTC＝AVCC=3.0～3.6V、VCCQ-DDR=2.3～2.7V、VDD=1.15～1.35V、Ta＝-20～75℃ 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

SIOFn_MCKクロック入力サイクル時間 tMCYC 2 ×tPcyc0* － ns 43.60 

SIOFn_MCK入力 Highレベル幅 tMWH 0.4 × tMCYC － ns 43.60 

SIOFn_MCK入力 Lowレベル幅 tMWL 0.4 × tMCYC － ns 43.60 

SIOFn_SCKクロックサイクル時間 tSICYC 2 ×tPcyc0* － ns 43.61～43.65 

SIOFn_SCK出力 Highレベル幅 tSWHO 0.4 × tMCYC － ns 43.61～43.64 

SIOFn_SCK出力 Lowレベル幅 tSWLO 0.4 × tMCYC － ns 43.61～43.64 

SIOFn_SYNC出力遅延時間 tFSD － 20 ns 43.61～43.64 

SIOFn_SCK入力 Highレベル幅 tSWHI 0.4 × tSICYC － ns 43.65 

SIOFn_SCK入力 Lowレベル幅 tSWLI 0.4 × tSICYC － ns 43.65 

SIOFn_SYNC入力セットアップ時間 tFSS 20 － ns 43.65 

SIOFn_SYNC入力ホールド時間 tFSH 20 － ns 43.65 

SIOFn_TXD出力遅延時間 tSTDD － 20 ns 43.61～43.65 

SIOFn_RXD入力セットアップ時間 tSRDS 20 － ns 43.61～43.65 

SIOFn_RXD入力ホールド時間 tSRDH 20 － ns 43.61～43.65 

【注】 * tPcyc0は周辺クロック 0（Pck0）の 1サイクル時間を示します。 
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tMWH tMWL

tMCYC

SIOF_MCLK

 

図 43.60 SIOF_MCLK 入力タイミング 

tSICYC

tSWLOtSWHO

tFSD

tSTDD tSTDD

tSRDS tSRDH

tFSD

SIOF_SCK
(output)

SIOF_SYNC
(output)

SIOF_TXD

SIOF_RXD  

図 43.61 SIOF送受信タイミング（マスタモード 1、立ち下がりサンプリング） 
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tSICYC

tSWHOtSWLO

tFSD

tSTDD tSTDD

tSRDS tSRDH

tFSD

SIOF_SCK
(output)

SIOF_SYNC
(output)

SIOF_TXD

SIOF_RXD
 

図 43.62 SIOF送受信タイミング（マスタモード 1、立ち上がりサンプリング） 

tSICYC

tSWLOtSWHO

tSTDD tSTDDtSTDD tSTDD

tSRDS tSRDH

tFSD tFSD

SIOF_SCK
(output)

SIOF_SYNC
(output)

SIOF_TXD

SIOF_RXD

 

図 43.63 SIOF送受信タイミング（マスタモード 2、立ち下がりサンプリング） 
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tSICYC

tSWHOtSWLO

tSTDD tSTDDtSTDD tSTDD

tSRDS tSRDH

tFSD tFSD

SIOF_SCK
(output)

SIOF_SYNC
(output)

SIOF_TXD

SIOF_RXD

 

図 43.64 SIOF送受信タイミング（マスタモード 2、立ち上がりサンプリング） 

tSICYC

tSWLItSWHI

tFSH

tSTDD tSTDD

tSRDS tSRDH

tFSS

SIOF_SCK
(input)

SIOF_SYNC
(input)

SIOF_TXD

SIOF_RXD
 

図 43.65 SIOF送受信タイミング（スレーブモード 1、スレーブモード 2） 
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43.4.16 SIMモジュール信号タイミング 
 

表 43.29 SIMモジュール信号タイミング 

VCCQ＝VDD-RTC＝AVCC=3.0～3.6V、VCCQ-DDR=2.3～2.7V、VDD=1.15～1.35V、Ta＝-20～75℃ 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

SIM_CLKクロックサイクル tSMCYC 2/tPcyc0 16/tPcyc0 ns 

SIM_CLKクロックハイレベル幅 tSMCWH 0.4×tSMCYC － ns 

SIM_CLKクロックローレベル幅 tSMCWL 0.4×tSMCYC － ns 

SIM_RSTリセット出力遅延 tSMRD － 20 ns 

43.66 

【注】 tPcyc0は周辺クロック 0（Pck0）の 1サイクル時間を示します。 

 

tSMCWH

tSMCWL

tSMRD

tSMRD

tSMCYC

SIM_CLK

SIM_RST

 

図 43.66 SIMモジュール信号タイミング 

 

43.4.17 MMCIFモジュール信号タイミング 
 

表 43.30 MMCIFモジュール信号タイミング 

VCCQ＝VDD-RTC＝AVCC=3.0～3.6V、VCCQ-DDR=2.3～2.7V、VDD=1.15～1.35V、Ta＝-20～75℃ 

項   目 記号 Min Max 単位 参照図 

MMC_CLKクロックサイクル tMMCYC 60 － ns 43.67 

MMC_CLKクロックハイレベル幅 tMMWH 0.4×tMMCYC － ns  

MMC_CLKクロックローレベル幅 tMMWL 0.4×tMMCYC － ns  

MMC_CMD出力データ遅延 tMMCD － 10 ns  

MMC_CMD入力データホールド tMMRCS 10 － ns 43.68 

MMC_CMD入力データセットアップ tMMRCH 10 － ns  

MMC_DAT出力データ遅延 tMMTDD － 10 ns 43.67 

MMC_DAT入力データセットアップ tMMRDS 10 － ns 43.68 

MMC_DAT入力データホールド tMMRDH 10 － ns  
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tMMCYC

tMMWHtMMWL

tMMTDD tMMTDD

tMMCD tMMCD

MMC_CLK

MMC_DAT（出力時）

MMC_CMD（出力時）

 

図 43.67 MMCIF送信タイミング 

tMMRDS tMMRDH

tMMRCHtMMRCS

MMC_CLK

MMC_CMD（入力時）

MMC_DAT（入力時）  

図 43.68 MMCIF受信タイミング（立ち上がりサンプリング） 
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43.4.18 HACインタフェースモジュール信号タイミング 

表 43.31 HACインタフェースモジュール信号タイミング 

VCCQ＝VDD-RTC＝AVCC=3.0～3.6V、VCCQ-DDR=2.3～2.7V、VDD=1.15～1.35V、Ta＝-20～75℃ 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

HAC_RESアクティブ Lowパルス幅 tRST_LOW 1000 － ns 43.69 

HAC_SYNCアクティブ Highパルス幅 tSYN_HIGH 1000 － ns 43.70 

HAC_SYNC遅延時間 1 tSYNCD1 0 15 ns 43.72 

HAC_SYNC遅延時間 2 tSYNCD2 0 15 ns 43.72 

HAC_SD_OUT遅延時間 tSDOUTD 0 15 ns 43.72 

HAC_SD_INセットアップ時間 tSDINS 10 － ns 43.72 

HAC_SD_INホールド時間 tSDINH 10 － ns 43.72 

HAC_BITCLK入力 Highレベル幅 tICL_HIGH tPcyc0 － ns 43.71 

HAC_BITCLK入力 Lowレベル幅 tICL_LOW tPcyc0 － ns 43.71 

【注】 tPcyc0は周辺クロック 0（Pck0）の 1サイクル時間を示します。 

 

HAC_RES

tRST_LOW

 

図 43.69 HACコールドリセットタイミング 

HAC_SYNC

tSYN_HIGH

 

図 43.70 HAC_SYNC出力タイミング 

tICL_HIGH

tICL_LOW

HAC_BITCLK

 

図 43.71 HACクロック入力タイミング 
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HAC_BITCLK

HAC_SD_IN

HAC_SD_OUT

HAC_SYNC

tSDINS

tSDINH tSDOUTD

tSYNCD1

tSYNCD2
 

図 43.72 HACインタフェースモジュール信号タイミング 

 

43.4.19 SSIインタフェースモジュール信号タイミング 

表 43.32 SSIインタフェースモジュール信号タイミング 

VCCQ＝VDD-RTC＝AVCC=3.0～3.6V、VCCQ-DDR=2.3～2.7V、VDD=1.15～1.35V、Ta＝-20～75℃ 

項   目 記号 Min. Max. 単位 備考 参照図 

出力サイクル時間 tOSCK 60 960 ns 出力 43.73 

入力サイクル時間 tISCK 60 3300 ns 入力 43.73 

入力 Highレベル幅／出力 Highレベル幅 tIHC/tOHC 15 － ns 入力、出力 43.73 

入力 Lowレベル幅／出力 Lowレベル幅 tILC/tOLC 15 － ns 入力、出力 43.73 

SSI_SCK出力立ち上がり時間 tRC － 10 ns 出力 43.73 

SSI_SDATA/WS出力遅延時間 tDTR － 25 ns 送信 43.74、43.75 

SSI_SDATA/WS入力セットアップ時間 tSR 10 － ns 受信 43.76、43.77 

SSI_SDATA/WS入力ホールド時間 tHTR 10 － ns 受信 43.76、43.77 

 

tOHC
tIHC

VIH, 
VOH

VIH, 
VOH

VIH, VOH

VIL, 
VOL

VIL, VOL
VIL, VOL

tOLC
tILC

tISCK, tOSCK

tRC

SSI_SCK

 

図 43.73 SSIクロック入力／出力タイミング 
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tDTR

SSI_SCK

SSI_WS, 
SSI_SDATA

 

図 43.74 SSI送信タイミング（1） 

tDTR

SSI_SCK

SSI_WS, 
SSI_SDATA

 

図 43.75 SSI送信タイミング（2） 

tSR tHTR

SSI_SCK

SSI_WS,
SSI_SDATA

 

図 43.76 SSI受信タイミング（1） 

tSRtHTR

SSI_SCK

SSI_WS,
SSI_SDATA

 

図 43.77 SSI受信タイミング（2） 
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43.4.20 USBモジュール信号タイミング 

表 43.33 USBモジュールクロックタイミング 

VCCQ＝VDD-RTC＝AVCC=3.0～3.6V、VCCQ-DDR=2.3～2.7V、VDD=1.15～1.35V、Ta＝-20～75℃ 

項   目 記号 Min Max 単位 参照図 

USB_CLK外部入力クロック周波数

（48MHz） 

tFREQ 47.9 48.1 MHz 

クロック立ち上がり時間 tR48 ─ 4 ns 

クロック立ち下がり時間 tF48 ─ 4 ns 

デューティー（tHIGH / tLOW） tDUTY 90 110 ％ 

43.78 

 

tHIGH tLOW

tFREQ

10%
USB_CLK

tR48 tF48

90%

 

図 43.78 USBクロックタイミング 

 

表 43.34 USB電気的特性（フルスピード） 

項   目 記号 Min Max 単位 状態*1 

遷移時間（立ち上がり）*2 tR 4 20 ns CL=50pF 

遷移時間（立ち下がり）*2 tF 4 20 ns CL=50pF 

立ち上がり／立ち下がり時間マッチング tRFM 90 111 % (TR/TF) 

出力信号クロスオーバ電圧 VCRS 1.3 2.0 V － 

【注】 エッジ制御用の CEDGE=47pF、直接抵抗 Rs=22Ωが接続された状態で測定されています。 

 *1 規定されていない限り、CL=50pFの条件での値です。 

 *2 信号電圧の 10%～90%内での値です。 

 

表 43.35 USB電気的特性（ロースピード） 

項   目 記号 Min Max 単位 状態 

75 － ns CL=200pF 遷移時間（立ち上がり）* tR 

－ 300 ns CL=600pF 

75 － ns CL=200pF 遷移時間（立ち下がり）* tF 

－ 300 ns CL=600pF 

立ち上がり／立ち下がり時間マッチング tRFM 80 125 % (TR/TF) 

出力信号クロスオーバ電圧 VCRS 1.3 2.0 V － 

【注】 エッジ制御用の CEDGE=47pF、直列抵抗 Rs=22Ωが接続された状態で測定されています。 

 * 信号電圧の 10%～90%内での値です。 
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43.4.21 LCDCモジュール信号タイミング 

表 43.36 LCDCモジュール信号タイミング 

VCCQ＝VDD-RTC＝AVCC=3.0～3.6V、VCCQ-DDR=2.3～2.7V、VDD=1.15～1.35V、Ta＝-20～75℃ 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

LCD_CLK入力クロック周波数 tFREQ － 66 MHz 

LCD_CLK入力クロック立ち上がり時間 tr － 3 ns 

LCD_CLK入力クロック立ち下がり時間 tf － 3 ns 

LCD_CLK入力クロックデューティ tDUTY 90 110 % 

 

クロック（LCD_CL2）サイクル時間 tCC 25 － ns 

クロック（LCD_CL2）Highレベルパルス幅 tCHW 7 － ns 

クロック（LCD_CL2）Lowレベルパルス幅 tCLW 7 － ns 

クロック（LCD_CL2）遷移時間（立ち上がり／立ち下がり） tCT － 3 ns 

データ（LCD_DATA）遅延時間 tDDdo –3.5 3 ns 

表示許可（LCD_M_DISP）遅延時間 tIDdo –3.5 3 ns 

水平同期信号（LCD_CL1）遅延時間 tHDdo –3.5 3 ns 

垂直同期信号（LCD_FLM）遅延時間 tVDdo –3.5 3 ns 

43.79 

 

tDD tDT

tCHW tCLW tCT tCT tCC

0.8VCCQ
0.2VCCQ

tDT

LCD_DATA0～15

LCD_CL2

LCD_M_DISP

LCD_CL1

LCD_FLM

tID tIT

0.8VCCQ
0.2VCCQ

tIT

tHD tHT

0.8VCCQ
0.2VCCQ

tHT

tVTtVD

0.8VCCQ
0.2VCCQ

0.8Vcc

tVT

0.2Vcc

 

図 43.79 LCDCモジュール信号タイミング 
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43.4.22 GPIO信号タイミング 

表 43.37 GPIO信号タイミング 

VCCQ＝VDD-RTC＝AVCC=3.0～3.6V、VCCQ-DDR=2.3～2.7V、VDD=1.15～1.35V、Ta＝-20～75℃ 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

GPIO出力遅延時間 tIOPD 0 15 ns 43.80 

GPIO入力セットアップ時間 tIOPS 15 － ns 43.80 

GPIO入力ホールド時間 tIOPH 5 － ns 43.80 

 

CLKOUT

GPIO
output

GPIO
input

tIOPD

tIOPS tIOPH

 

図 43.80 GPIOタイミング 

 

43.4.23 H-UDIモジュール信号タイミング 

表 43.38 H-UDIモジュール信号タイミング 

VCCQ＝VDD-RTC＝AVCC=3.0～3.6V、VCCQ-DDR=2.3～2.7V、VDD=1.15～1.35V、Ta＝-20～75℃ 

モジュール 項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

入力クロックサイクル tTCKcyc 50 － ns 43.81、 

43.83 

入力クロックパルス幅（High時） tTCKH 15 － ns 43.81 

入力クロックパルス幅（Low時） tTCKL 15 － ns 43.81 

入力クロック立ち上がり時間 tTCKr － 10 ns 43.81 

入力クロック立ち下がり時間 tTCKf － 10 ns 43.81 

ASEBRKセットアップ時間 tASEBRKS 10 － tcyc 43.82 

ASEBRKホールド時間 tASEBRKH 10 － tcyc 43.82 

TDI/TMSセットアップ時間 tTDIS  15 － ns 43.83 

TDI/TMSホールド時間 tTDIH 15 － ns 43.83 

TDOデータ遅延時間 tTDO 0 10 ns 43.83 

H-UDI 

ASE-PINBRKパルス幅 tPINBRK 2 － tPcyc0 43.84 

【注】 1. tcycは CLKOUTクロックの 1サイクル時間を示します。 

 2. tPcyc0は周辺クロック 0（Pck0）の 1サイクル時間を示します。 
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tTCKH

tTCKf tTCKr

tTCKL

tTCKcyc

VIH VIH
VIH

1/2VCCQTCK

【注】　TCK端子からクロックを入力する場合

1/2VCCQVIL VIL

 

図 43.81 TCK入力タイミング 

ASEBRK/
BRKACK

PRESET

tASEBRKHtASEBRKS

 

図 43.82 PRESETホールドタイミング 

TDI
TMS

TCK

TDO

tTCKcyc

tTDO

tTDIHtTDIS

 

図 43.83 H-UDIデータ転送タイミング 

ASEBRK

tPINBRK

 

図 43.84 ASEBRK端子ブレークタイミング 
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43.5 A/D、D/A変換器特性 

43.5.1 A/D変換特性 

表 43.39 A/D変換特性 

VCCQ＝VDD-RTC＝AVCC=3.0～3.6V、VCCQ-DDR=2.3～2.7V、VDD=1.15～1.35V、Ta＝-20～75℃ 

項   目 min typ max 単位 

分解能 10 10 10 bit 

変換時間 8.5 － － μs 

アナログ入力容量 － － 20 pF 

許容信号源（単一ソース）インピーダンス － － 3.5 kΩ 

絶対精度 － － ±4.0 LSB 

 

43.5.2 D/A変換特性 

表 43.40 D/A変換特性 

VCCQ＝VDD-RTC＝AVCC=3.0～3.6V、VCCQ-DDR=2.3～2.7V、VDD=1.15～1.35V、Ta＝-20～75℃ 

項   目 Min Typ Max 単位 テスト条件 

分解能 8 8 8 bits  

変換時間 － － 10.0 μs 20pF容量負荷 

絶対精度 － － ±4.0 LSB 2MΩ抵抗負荷 
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43.6 AC特性測定条件 
AC特性測定条件は次のとおりです。 

• 入出力信号参照レベル ：V*／2 

• 入力パルスレベル ：VSSQ～V* 

•  入力立ち上がり、立ち下がり時間 ：1ns 

 

【注】 V*：VDDQ、VCCQ-DDR（VDDQ＝3.0～3.6V、VCCQ-DDR＝2.3～2.7V） 

 

出力付加回路を図 43.85に示します。 

IOL

IOH

CL

RT

VTT=DDR-VREF
（DDR端子のみ）

LSI端子出力 DUT出力

参照レベル

【注】 1. CLは測定装置の容量も含んだ合計値です。各端子の容量は 30 pFに設定されています。

2. RT = 50Ω（DDR端子のみ）

3. IOL =

    IOH =

7.6 mA（DDR端子）、

4 mA（PCI端子）、

2 mA（その他の端子）

−7.6 mA（DDR端子）、

−4 mA（PCI端子）、

−2 mA（その他の端子）

 

図 43.85 出力付加回路 
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43.7 負荷容量による遅延時間の変化 
下記に、本 LSIの各端子に規定以上（30pF）の負荷容量を接続した場合の遅延時間の変化のグラフ（参考デー

タ）を示します。規定容量を超えて、外部デバイスを接続される場合は、図 43.86のグラフを参考に設計してく

ださい。 

なお、接続される負荷容量が図 43.86の範囲を超える場合は、グラフは直線にはなりません。 

+4.0 ns

+3.0 ns

+2.0 ns

+1.0 ns

+0.0 ns
+0 pF +25 pF +50 pF

負荷容量（pF）

遅
延
時
間
（

ns
）

 

図 43.86 負荷容量－遅延時間 
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A. CPU動作モードレジスタ（CPUOPM） 

CPUOPMは、CPUの動作モードを切り替えるために使用します。本レジスタは P4領域の H'FF2F0000あるいは

エリア 7アドレスの H'1F2F0000から 32ビットサイズで読み出し／書き込みが可能です。本レジスタへ書き込む

際には、必ずリザーブビットに初期値を書き込むようにしてください。リザーブビットに初期値以外の値を書き

込んだ場合の動作は保証されません。 

CPUOPMの更新は、CPU以外の SuperHywayバスマスタからのアクセスでなく、CPUのストア命令で行ってく

ださい。また、CPUOPM更新後、一度 CPUOPMを読み出した後で、以下の 1.または 2.のどちらかを実行してく

ださい。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

1.または 2.の実行後、CPUは更新後の CPUOPMの値を用いて動作することが保証されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R/W R R/W R R R

R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

INTMURABD

1 1 1 1 1 0 0 0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～6 ― H'000000F R リザーブビット 

書き込み時は、必ず初期値を書き込むようにしてください。 

5 RABD 1 R リザーブビット 

書き込み時は、必ず初期値を書き込むようにしてください。 

4 ― 0 R リザーブビット 

書き込み時は、必ず初期値を書き込むようにしてください。 

3 INTMU 0 R/W 割り込み動作モード切り替えビット 

0：割り込みを受理しても SR.IMASKの値は変化しません。 

1：割り込みを受理した場合、受け付けたレベルを SR.IMASKの値に自

動的に設定します。 

2～0 ― 000 R リザーブビット 

書き込み時は、必ず初期値を書き込むようにしてください。 
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B. モード端子一覧および外付け回路概念図 

本 LSIのモード制御端子の一覧を表 B.1に示します。 
 

表 B.1 モード制御端子 

端子名 機  能 入出力 説   明 

MD0、MD1 

MD2 

モード制御端子 

0、1、2 

入力 パワーオンリセット時、クロック動作モードを選択 

MD3、MD4 モード制御端子 3、4 入力 パワーオンリセット時、エリア 0のバス幅、MPXインタフェースを 

選択 

MD5 モード制御端子 5 入力 パワーオンリセット時、エンディアンを選択 

MD6 モード制御端子 6 入力 パワーオンリセット時、PCI動作モードを選択 

MD8 モード制御端子 8 入力 パワーオンリセット時、水晶発振子の使用／不使用を選択 

MD10 モード制御端子 10 入力 パワーオンリセット時、外部 CPUを選択 

MPMD チップモード制御端子 入力 パワーオンリセット時、エミュレーションサポート／本体チップモード

を選択 

 

本 LSIのモード制御端子は、パワーオンリセット時にサンプリングします。パワーオンリセット時以外は、そ

の他の機能として使用することができます。 

モード制御端子とその他の機能との切り替えは、図 B.1を参考に検討してください。その他の機能の端子が入

力、出力、入出力のいずれに該当するかは、GPIOまたは各モジュールの章を参照してください。 
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接続デバイス側が入力の場合

接続デバイス側が出力の場合

接続デバイス側が入出力の場合

本LSI

本LSI

本LSI

MDn

PRESET

MDn

PRESET

MDn

PRESET

接続デバイス

接続デバイス

接続デバイス

モード設定値
（ハイレベル／ 
ローレベル）

モード設定値
（ハイレベル／ 
ローレベル）

モード設定値
（ハイレベル／ 
ローレベル）

システムパワーオンリセット

システムパワーオンリセット

システムパワーオンリセット

入出力制御信号

 

図 B.1 モード端子外付け回路概念図 
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C. ボード設計上の注意事項 

Vssあるいは Vdd電源端子と Vcc電源端子のペア毎に積層セラミックコンデンサをバイパスコンデンサとして

実装してください。 

ペアになる Vssあるいは Vdd電源端子と Vcc電源端子の端子番号を以下に示します。 
 

電源端子ペア Vss/Vdd端子番号 Vcc端子番号 

V1 K10 

V2 L10 

V3 M10 

V4 N10 

V5 P10 

W5 Y5 

AA9 R10 

AA10 T10 

AA11 T11 

W21 V21 

U21 T21 

N21 M21 

K21 J21 

G21 F21 

D20 E20 

E16 E17 

内部用：1.2V 

（Vdd - Vcc） 

E8 E9 

B1 B2 

C2 C3 

E4 F4 

E5 F5 

G4 H4 

G5 H5 

K4 J4 

K5 J5 

N4 P4 

N5 P5 

R4 T3 

R5 U3 

T4 U4 

DDR-SDRAM I/O用：2.5V 

（VccQ-DDR - VssQ_DDR） 

T5 U5 
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電源端子ペア Vss/Vdd端子番号 Vcc端子番号 

D11 D10 

E11 E10 

D8 D9 

D7 D6 

E7 E6 

C4 D5 

D3 D4 

DDR-SDRAM I/O用：2.5V 

（VccQ-DDR - VssQ_DDR) 

A2 A1 

AE2 AE1 

AD3 AD2 

AC4 AC3 

AB5 AB4 

AA6 AA5 

AA8 AA7 

AA12 AA14 

AA13 AB14 

AA15 AA16 

AB15 AA17 

AA18 AA19 

AA20 AA21 

Y21 AB22 

AB23 AA22 

R21 P21 

L21 B23 

H21 A24 

E21 A25 

C21 C22 

D22 D21 

E18 E19 

D16 E15 

E14 D14 

AD23 AE25 

I/O用：3.3V 

（VccQ - VssQ） 

C13 D13 

アナログ用：3.3V 

(AVcc - Avss) 

AD25/AA25/AA24* AC23/T16* 

M4 L4 DLL用：1.2V 

(Vcc-DLL - Vss-DLL) M5 L5 
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電源端子ペア Vss/Vdd端子番号 Vcc端子番号 

AE24 AD24 

AE21 AD21 

PLL用：1.2V 

(Vcc-PLL - Vss-PLL) 

AE20 AD20 

RTC用：3.3V 

(Vdd-RTC - Vss-RTC) 

D12 E12 

【注】 * アナログ用電源に対するバイパスコンデンサの接続概念図を以下に示します。 

 

本LSI
AD25 (AVcc)

AA25 (AVcc)

AA24 (AVcc)

AC23 (AVss)

T16 (AVss)

0.1μF 0.1μF 0.1μF

AVcc

 

図 C.1 アナログ用電源のバイパスコンデンサ接続回路例 
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D. 外形寸法図 

e
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図 D.1 外形寸法図（449ピン BGA） 
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E. 端子状態 

表 E.1 端子状態表 

パワーオン 

リセット 

端子 

番号 

端子名 入出力 

MD6=0 MD6=1

マニュアル 

リセット 

スタンバイ バス解放時 

A4 M_CLK0 O O O O O O 

A5 M_CLK1 O O O O O O 

A6 M_WE O H H H O O 

A7 M_RAS O H H H O O 

A8 M_BA0 O L L L O O 

A9 M_A10 O L L L O O 

A10 M_A1 O L L L O O 

A11 M_A3 O L L L O O 

A12 XTAL2 O O O O O O 

A13 USBM IO I I I I I 

A14 PTI2/ST0M_STARTI/ 

IIC0_SCL/SIOF1_RXD/

USB_OVRCRT/ 

USBF_VBUS 

I/I/IO/I/I/I I I I/I/IO/I/I/I I I/I/IO/I/I/I 

A15 PTI0/STATUS0/ 

ST1_CLK/RMII0_MDC 

IO/O/IO/O H H P/O/O/O Z/O/Z/O P/O/IO/O 

A16 PTK4/ST1_D4/ 

GET0_ERXD4/ 

SIOF2_TXD/LCD_D6 

IO/IO/I/O/O M M P/IV/I/O/O Z/Z/Z/Z/O P/IO/I/O/O 

A17 PTI6/IRQ2/IRL2/ 

ST0M_D6I/IIC1_SCL 

I/I/I/I/IO I I I/I/I/I/IO I I/I/I/I/IO 

A18 PTJ5/ST0M_D3I/ 

ET0_ERXD3/ 

RMII1_RXD0/ 

LCD_DON 

IO/I/I/I/O M M P/IV/I/I/O Z/Z/Z/Z/O P/I/I/I/O 

A19 PTJ1/ST0M_CLKIO/ 

RMII1_RX_ER/ 

LCD_CLK 

IO/IO/I/I M M P/O/I/I Z/Z/Z/I P/IO/I/I 

A20 CS5/CE1A O/O H H H Z ZV 

A21 PTM6/D30/EX_AD30/ 

ST0_D6/ET0_RX-CLK/

RMII0_TXD1/PINT6 

IO/IO/IO/IO/I/O/I Z Z P/Z/Z/IV/I/O/IV Z P/Z/Z/IO/I/O/I 

A22 PTM4/D28/EX_AD28/ 

ST0_D4/ET0_PHY-INT/

RMII0_RXD0/PINT4 

IO/IO/IO/IO/I/I/I Z Z P/Z/Z/IV/I/I/IV Z P/Z/Z/IO/I/I/I 
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パワーオン 

リセット 

端子 

番号 

端子名 入出力 

MD6=0 MD6=1

マニュアル 

リセット 

スタンバイ バス解放時 

A23 CS0 O H H H Z ZV 

B3 M_BKPRST I M M M M I 

B4 M_CKE O O O O O O 

B5 M_A13 O L L L O O 

B6 M_CAS O H H H O O 

B7 M_CS O H H H O O 

B8 M_BA1 O L L L O O 

B9 M_A0 O L L L O O 

B10 M_A2 O L L L O O 

B11 M_A4 O L L L O O 

B12 EXTAL2 I I I I I I 

B13 USBP IO I I I I I 

B14 PTI3/ST0M_VALIDI/ 

IIC0_SDA/ 

SIOF1_MCLK/ 

USB_CLK 

I/I/IO/I/I I I I/I/IO/I/I I I/I/IO/I/I 

B15 PTK7/ST1_D7/GET0_ 

ERXD7/SIOF2_MCLK/ 

LCD_VCPWC 

IO/IO/I/I/O M M P/IV/I/IV/O Z/Z/Z/Z/O P/IO/I/I/O 

B16 PTI5/MD10/ST1_VALID

/LCD_D1 

IO/I /IO/O I I P/-/I/O Z/-/Z/O P/-/IO/O 

B17 PTI7/IRQ3/IRL3/ 

ST0M_D7I/IIC1_SDA 

I/I/I/I/IO I I I/I/I/I/IO I I/I/I/I/IO 

B18 PTJ4/ST0M_D2I/ 

ET0_ERXD2/ 

RMII1_RXD1/LCD_CL2

IO/I/I/I/O M M P/IV/I/I/O Z/Z/Z/Z/O P/I/I/I/O 

B19 RDY/EX_RDY/ 

PCC_WAIT 

I/O/I ZM ZM IV/O/IV IV/O/IV IV/O/IV 

B20 CS2/EX_CS1 O/I H H H/I Z ZV 

B21 PTM7/D31/EX_AD31/ 

ST0_D7/ET0_RX-DV/ 

RMII0_TXD0/PINT7 

IO/IO/IO/IO/I/O/I Z Z P/Z/Z/IV/I/O/IV Z P/Z/Z/IO/I/O/I 

B22 PTM5/D29/EX_AD29/ 

ST0_D5/ET0_RX-ER/ 

RMII0_TXD_EN/PINT5 

IO/IO/IO/IO/I/O/I Z Z P/Z/Z/IV/I/O/IV Z P/Z/Z/IO/I/O/I 

B24 PTM3/D27/EX_AD27/ 

ST0_D3/ET0_LINKSTA/

RMII0_RXD1/PINT3 

IO/IO/IO/IO/I/I/I Z Z P/Z/Z/IV/I/I/IV Z P/Z/Z/IO/I/I/I 
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パワーオン 

リセット 

端子 

番号 

端子名 入出力 

MD6=0 MD6=1

マニュアル 

リセット 

スタンバイ バス解放時 

B25 REF125CK/SSI_CLK/ 

HAC_BITCLK 

I/I/I I I I/I/I I I/I/I 

C1 M_D0 IO Z Z Z Z IO 

C5 M_A12 O L L L O O 

C6 M_A11 O L L L O O 

C7 M_A9 O L L L O O 

C8 M_A8 O L L L O O 

C9 M_A7 O L L L O O 

C10 M_A6 O L L L O O 

C11 M_A5 O L L L O O 

C12 XRTCSTBI I I I I I I 

C14 PTI1/STATUS1/ 

ST1_REQ/RMII0_MDIO

IO/O/IO/IO H H P/O/O/I Z/O/Z/Z P/O/IO/IO 

C15 PTK6/ST1_D6/ 

GET0_ERXD6/ 

SIOF2_SCK/ 

LCD_VEPWC 

IO/IO/I/IO/O M M P/IV/I/O/O Z/Z/Z/Z/O P/IO/I/IO/O 

C16 PTI4/MD8/ST1_START/

ET1_PHY-INT/ 

RMII0M0_MDC/ 

USB_PWREN/ 

USBF_UPLUP 

IO/I/IO/I/O/O/

O 

I I P/-/I/I/O/O/O Z/-/Z/Z/O/O/O P/-/IO/I/O/O/O 

C17 PTJ7/INTB/ST0M_D5I/ 

IRQOUT/RMII1_TXD0/ 

LCD_D0 

IO/I/I/O/O/O M M IO/IV/IV/O/O/O Z/Z/Z/Z/O/O P/I/I/O/O/O 

C18 PTJ3/ST0M_D1I/ 

ET0_ERXD1/ 

RMII1_CRS_DV/ 

LCD_CL1 

IO/I/I/I/O M M P/IV/I/I/O Z/Z/Z/Z/O P/I/I/I/O 

C19 CS6/CE1B O/O H H H Z ZV 

C20 CS1/EX_CS0 O/I H H H/I Z ZV 

C23 BS/EX_BS O/I H H H/I Z ZV 

C24 PTM2/D26/EX_AD26/ 

ST0_D2/ET0_WOL/ 

RMII0_CRS_DV/PINT2

IO/IO/IO/IO/O/

I/I 

Z Z P/Z/Z/IV/O/I/IV Z P/Z/Z/IO/O/I/I 

C25 PTM1/D25/EX_AD25/ 

ST0_D1/ET0_TX-CLK/

RMII0_RX_ER/PINT1 

IO/IO/IO/IO/I/I/

I 

Z Z P/Z/Z/IV/I/I/IV Z P/Z/Z/IO/I/I/I 
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パワーオン 

リセット 

端子 

番号 

端子名 入出力 

MD6=0 MD6=1 

マニュアル 

リセット 

スタンバイ バス解放時 

D1 M_D1 IO Z Z Z Z IO 

D2 M_D16 IO Z Z Z Z IO 

D15 PTK5/ST1_D5/ 

GET0_ERXD5/ 

SIOF2_RXD/LCD_D7 

IO/IO/I/I/O M M P/IV/I/IV/O Z/Z/Z/Z/O P/IO/I/I/O 

D17 PTJ6/ST0M_D4I/ 

ET0_CRS/ 

RMII1_TXD_EN/ 

LCD_FLM 

IO/I/I/O/O M M P/IV/I/O/O Z/Z/Z/O/O P/I/I/O/O 

D18 PTJ2/ST0M_D0I/ 

ET0_ERXD0/ 

RMII1_TXD1/ 

LCD_M_DISP 

IO/I/I/O/O M M P/IV/I/O/O Z/Z/Z/O/O P/I/I/O/O 

D19 CS4 O H H H Z ZV 

D23 RDWR/EX_RDWR O/I H H H/I Z ZV 

D24 PTM0/D24/EX_AD24/ 

ST0_D0/ET0_TX-ER/ 

PINT0/RMII0M0_MDIO

IO/IO/IO/IO/

O/I/IO 

Z Z P/Z/Z/IV/O/IV/IV Z/Z/Z/Z/O/Z/Z P/Z/Z/IO/O/I/IO 

D25 PTL7/D23/EX_AD23/ 

ST0_VALID/ 

ET0_TX-EN/TEND1/ 

LCD_D15 

IO/IO/IO/IO/

O/O/O 

Z Z P/Z/Z/IV/O/O/O Z/Z/Z/Z/O/O/O P/Z/Z/IO/O/O/O 

E1 M_D2 IO Z Z Z Z IO 

E2 M_D17 IO Z Z Z Z IO 

E3 M_D18 IO Z Z Z Z IO 

E22 PTK3/ST1_D3/ 

GET0_ETXD7/ 

SIOF2_SYNC/LCD_D5

IO/IO/O/IO/O M M P/IV/O/O/O Z/Z/O/Z/O P/IO/O/IO/O 

E23 PTK2/ST1_D2/ 

GET0_ETXD6/ 

SIOF1_SCK/LCD_D4 

IO/IO/O/IO/O M M P/IV/O/O/O Z/Z/O/Z/O P/IO/O/IO/O 

E24 PTL6/D22/EX_AD22/ 

ST0_START/ 

ET0_ETXD2/DACK1/ 

LCD_D14 

IO/IO/IO/IO/

O/O/O 

Z Z P/Z/Z/IV/O/O/O Z/Z/Z/Z/O/O/O P/Z/Z/IO/O/O/O 

E25 PTL5/D21/EX_AD21/ 

ST0_CLK/ET0_ETXD1/

DREQ1/LCD_D13 

IO/IO/IO/IO/

O/I/O 

Z Z P/Z/Z/O/O/IV/O Z/Z/Z/Z/O/Z/O P/Z/Z/IO/O/I/O 

F1 M_D3 IO Z Z Z Z IO 
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パワーオン 

リセット 

端子 

番号 

端子名 入出力 

MD6=0 MD6=1 

マニュアル 

リセット 

スタンバイ バス解放時 

F2 M_D19 IO Z Z Z Z IO 

F3 M_D20 IO Z Z Z Z IO 

F22 PTK1/ST1_D1/ 

GET0_ETXD5/ 

SIOF1_TXD/LCD_D3 

IO/IO/O/

O/O 

M M P/IV/O/O/O Z/Z/O/Z/O P/IO/O/O/O 

F23 PTK0/ST1_D0/ 

GET0_ETXD4/ 

SIOF1_SYNC/LCD_D2 

IO/IO/O/I

O/O 

M M P/IV/O/O/O Z/Z/O/Z/O P/IO/O/IO/O 

F24 PTL4/D20/EX_AD20/ 

ST0_REQ/ET0_ETXD0/

INTD/LCD_D12 

IO/IO/IO/

IO/ 

O/I/O 

Z Z P/Z/Z/O/O/IV/O Z/Z/Z/Z/O/IV/O P/Z/Z/IO/O/I/O 

F25 PTJ0/ST0M_REQO/ 

GET0_GTX-CLK/ 

REF50CK 

IO/O/O/I M M P/O/O/I Z/Z/O/Z P/O/O/I 

G1 M_D4 IO Z Z Z Z IO 

G2 M_D21 IO Z Z Z Z IO 

G3 M_D22 IO Z Z Z Z IO 

G22 PTL3/D19/EX_AD19/ 

IRQ7/IRL7/ET0_MDIO/ 

INTC/LCD_D11 

IO/IO/IO/

I/I/ 

IO/I/O 

Z Z P/Z/Z/IV/IV/I/IV/O Z/Z/Z/IV/IV/Z/IV/O P/Z/Z/I/I/IO/I/O 

G23 PTL2/D18/EX_AD18/ 

IRQ6/IRL6/ET0_ETXD3/

TEND0/LCD_D10 

IO/IO/IO/

I/I/O/O/O

Z Z P/Z/Z/IV/IV/O/O/O Z/Z/Z/IV/IV/O/O/O P/Z/Z/I/I/O/O/

O 

G24 WE3/IOWR O/O H H H Z ZV 

G25 WE2/IORD O/O H H H Z ZV 

H1 M_D5 IO Z Z Z Z IO 

H2 M_D23 IO Z Z Z Z IO 

H3 M_DQS2 IO Z Z Z Z IO 

H22 PTL0/D16/EX_AD16/ 

IRQ4/IRL4/ET0_COL/ 

DREQ0/LCD_D8 

IO/IO/IO/

I/I/I/I/O 

Z Z P/Z/Z/IV/IV/I/IV/O Z/Z/Z/IV/IV/Z/Z/O P/Z/Z/I/I/I/I/O 

H23 PTL1/D17/EX_AD17/ 

IRQ5/IRL5/ET0_MDC/ 

DACK0/LCD_D9 

IO/IO/IO/

I/I/O/O/O

Z Z P/Z/Z/IV/IV/O/O/O Z/Z/Z/IV/IV/O/O/O P/Z/Z/I/I/O/O/

O 

H24 D15/EX_AD15 IO/IO Z Z Z ZV Z 

H25 D14/EX_AD14 IO/IO Z Z Z ZV Z 

J1 M_D7 IO Z Z Z Z IO 

J2 M_D6 IO Z Z Z Z IO 
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パワーオン 

リセット 

端子 

番号 

端子名 入出力 

MD6=0 MD6=1 

マニュアル 

リセット 

スタンバイ バス解放時 

J3 M_DQM2 O H H H O O 

J22 D7/EX_AD7 IO/IO Z Z Z ZV Z 

J23 D6/EX_AD6 IO/IO Z Z Z ZV Z 

J24 D13/EX_AD13 IO/IO Z Z Z ZV Z 

J25 D12/EX_AD12 IO/IO Z Z Z ZV Z 

K1 M_DQM0 O H H H O O 

K2 M_DQS0 IO Z Z Z Z IO 

K3 M_DQS3 IO Z Z Z Z IO 

K22 D5/EX_AD5 IO/IO Z Z Z ZV Z 

K23 D4/EX_AD4 IO/IO Z Z Z ZV Z 

K24 D11/EX_AD11 IO/IO Z Z Z ZV Z 

K25 D10/EX_AD10 IO/IO Z Z Z ZV Z 

L1 M_DQS1 IO Z Z Z Z IO 

L2 M_DQM1 O H H H O O 

L3 M_DQM3 O H H H O O 

L22 D3/EX_AD3 IO/IO Z Z Z ZV Z 

L23 D2/EX_AD2 IO/IO Z Z Z ZV Z 

L24 D9/EX_AD9 IO/IO Z Z Z ZV Z 

L25 D8/EX_AD8 IO/IO Z Z Z ZV Z 

M1 M_D8 IO Z Z Z Z IO 

M2 M_D24 IO Z Z Z Z IO 

M3 M_D25 IO Z Z Z Z IO 

M22 D1/EX_AD1 IO/IO Z Z Z ZV Z 

M23 D0/EX_AD0 IO/IO Z Z Z ZV Z 

M24 WE1/WE O/O H H H Z ZV 

M25 CLKOUT O O O O O O 

N1 M_D9 IO Z Z Z Z IO 

N2 M_D26 IO Z Z Z Z IO 

N3 M_D27 IO Z Z Z Z IO 

N22 RD/FRAME/ 

EX_FRAME 

O/O/I H H H/H/I Z ZV 

N23 WE0/PCC_REG O/O H H H/O Z ZV 

N24 A1 O O(V*1) O(V*1) O Z ZV 

N25 A0 O O(V*1) O(V*1) O Z ZV 

P1 M_D10 IO Z Z Z Z IO 
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パワーオン 

リセット 

端子 

番号 

端子名 入出力 

MD6=0 MD6=1 

マニュアル 

リセット 

スタンバイ バス解放時 

P2 M_D28 IO Z Z Z Z IO 

P3 M_D29 IO Z Z Z Z IO 

P22 A9 O O(V*1) O(V*1) O Z ZV 

P23 A8 O O(V*1) O(V*1) O Z ZV 

P24 A3 O O(V*1) O(V*1) O Z ZV 

P25 A2 O O(V*1) O(V*1) O Z ZV 

R1 M_D11 IO Z Z Z Z IO 

R2 M_D30 IO Z Z Z Z IO 

R3 M_D31 IO Z Z Z Z IO 

R22 A11 O O(V*1) O(V*1) O Z ZV 

R23 A10 O O(V*1) O(V*1) O Z ZV 

R24 A5 O O(V*1) O(V*1) O Z ZV 

R25 A4 O O(V*1) O(V*1) O Z ZV 

T1 M_D13 IO Z Z Z Z IO 

T2 M_D12 IO Z Z Z Z IO 

T22 A17 O O(V*1) O(V*1) O Z ZV 

T23 A16 O O(V*1) O(V*1) O Z ZV 

T24 A7 O O(V*1) O(V*1) O Z ZV 

T25 A6 O O(V*1) O(V*1) O Z ZV 

U1 M_D15 IO Z Z Z Z IO 

U2 M_D14 IO Z Z Z Z IO 

U22 A19 O O(V*1) O(V*1) O Z ZV 

U23 A18 O O(V*1) O(V*1) O Z ZV 

U24 A13 O O(V*1) O(V*1) O Z ZV 

U25 A12 O O(V*1) O(V*1) O Z ZV 

V22 A21 O O(V*1) O(V*1) O Z ZV 

V23 A20 O O(V*1) O(V*1) O Z ZV 

V24 A15 O O(V*1) O(V*1) O Z ZV 

V25 A14 O O(V*1) O(V*1) O Z ZV 

W1 PTG1/GNT2/ 

ET1_ETXD0 

IO/O/O Z Z IO/Z/O Z/Z/O IO/O/O 

W2 PTG2/REQ1/ 

ET1_ETXD1 

IO/I/O I I IO/I/O Z/Z/O IO/I/O 

W3 PTG3/REQ3/ 

ET1_ETXD2 

IO/I/O I I IO/I/O Z/Z/O IO/I/O 
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パワーオン 

リセット 

端子 

番号 

端子名 入出力 

MD6=0 MD6=1 

マニュアル 

リセット 

スタンバイ バス解放時 

W4 PTF0/GNT0/GNTIN/ 

SIM_D/ET1_ETXD3/ 

DREQ3 

IO/IO/I/IO/O

/I 

I I IO/I(IO*2)/I/I/O/I Z/Z/Z/Z/O/Z IO/IO/I/IO/O/I 

W22 A25/EX_SIZE2 O/I O(M*1) O(M*1) O/I Z ZV 

W23 A24/EX_SIZE1 O/I O(M*1) O(M*1) O/I Z ZV 

W24 A23/EX_SIZE0 O/I O(M*1) O(M*1) O/I Z ZV 

W25 A22 O O(V*1) O(V*1) O Z ZV 

Y1 PTE1/PCICLK/ 

GET1_ETXD4/DACK2 

IO/I/O/O I I IO/I/O/O I/I/O/O IO/I/O/O 

Y2 PTD6/REQ2/ 

PCC_BVD1/ 

GET1_ETXD5/ 

SSI1_SCK/ 

LCDM_VCPWC 

IO/I/I/O/IO/

O 

I I IO/I/I/O/I/O Z/Z/Z/O/Z/O IO/I/I/O/IO/O 

Y3 PTE0/INTA/PCC_DRV/

GET1_ETXD6/DREQ2 

IO/IO/O/O/I I I IO/I/O/O/I Z/Z/O/O/Z IO/IO/O/O/I 

Y4 PTD7/PCIRESET/ 

PCC_RESET/ 

GET1_ETXD7/ 

LCDM_VEPWC 

O/O/O/O/O O O O/O/O/O/O O O/O/O/O/O 

Y22 CE2A O V V O ZV ZV 

Y23 CE2B O V V O ZV ZV 

Y24 DA1 O O O O O O 

Y25 DA0 O O O O O O 

AA1 PTF1/REQ0/REQOUT/

SIM_CLK/ET1_MDC/ 

DACK3 

IO/IO/O/O/

O/O 

I I IO/IO(I*1)/O/O/O/O Z/Z/Z/Z/O/O IO/IO/O/O/O/O 

AA2 PTF2/AD31/SIM_RST/ 

ET1_MDIO/TEND3 

IO/IO/O/IO/

O 

I O IO/I(IO*2)/O/I/O Z/Z/Z/Z/O IO/IO/O/IO/O 

AA3 PTG0/GNT1/ET1_WOL IO/O/O Z Z IO/Z/O Z/Z/O IO/O/O 

AA4 PTG4/AD30/ 

ET1_LINKSTA 

IO/IO/I I O IO/I(IO*2)/I Z IO/IO/I 

AA23 IOIS16/TMU_TCLK I/I M(V*1) M(V*1) IV ZV IV/I 

AB1 PTE5/AD29/ 

SCIF2_TXD/ 

GET1_GTX-CLK/ 

SSI0_SCK 

IO/IO/O/O/I

O 

I O IO/I(IO*2)/O/O/I Z/Z/Z/O/Z IO/IO/O/O/IO 

AB2 PTG7/AD28/ 

ET1_TX-EN 

IO/IO/O I O IO/I(IO*2)/O Z/Z/O IO/IO/O 
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パワーオン 

リセット 

端子 

番号 

端子名 入出力 

MD6=0 MD6=1 

マニュアル 

リセット 

スタンバイ バス解放時 

AB3 PTG6/AD26/ET1_TX-ER IO/IO/O I O IO/I(IO*2)/O Z/Z/O IO/IO/O 

AB6 PTE4/AD22/SCIF2_RXD/

GET1_ERXD4/ 

SSI0_SDATA 

IO/IO/I/I/IO I O IO/I(IO*2)/I/I/I Z IO/IO/I/I/IO 

AB7 PTD5/AD18/PCC_CD2/ 

GET1_ERXD6/ 

SSI1_SDATA/LCDM_D14

IO/IO/I/I/IO/O I O IO/I(IO*2)/I/I/I/O Z/Z/Z/Z/Z/O IO/IO/I/I/IO/O 

AB8 PTD3/PCIFRAME/ 

PCC_BVD2/SIOF0_SCK/

HAC_RES/LCDM_D12 

IO/IO/I/IO/O/

O 

I I IO/I/I/O/O/O Z/Z/Z/Z/O/O IO/IO/I/IO/O/O 

AB9 PTD4/STOP/PCC_CD1/ 

SIOF0_MCLK/SSI1_WS/ 

LCDM_DON 

IO/IO/I/I/IO/O I I IO/I/I/I/I/O Z/Z/Z/Z/Z/O IO/IO/I/I/IO/O 

AB10 PTA3/AD15/ 

SCIF1_CTS 

IO/IO/IO I O IO/I(IO*2)/I Z IO/IO/IO 

AB11 PTB2/AD11/PINT10/ 

LCDM_D7 

IO/IO/I/O I O IO/I(IO*2)/I/O Z/Z/Z/O IO/IO/I/O 

AB12 PTB6/CBE0/PINT14/ 

LCDM_D3 

IO/IO/I/O I O IO/I(IO*2)/I/O Z/Z/Z/O IO/IO/I/O 

AB13 PTC1/AD4/LCDM_D1 IO/IO/O I O IO/I(IO*2)/O Z/Z/O IO/IO/O 

AB16 MPMD I M M M M M 

AB17 PTO6/IRQ0/IRL0/ 

DACK1M/MD5 

IO/I/I/O/I I I P/I/I/O/- Z/I/I/O/- P/I/I/O/- 

AB18 PTO2/AUDATA1/ 

RMII0M1_MDC 

IO/O/O M M P/O/O Z/O/O P/O/O 

AB20 TDO O Z Z O Z O 

AB24 AN3 I Z Z I I I 

AB25 AN2 I Z Z I I I 

AC1 PTH6/AD27/TPU_TO2/ 

ET1_CRS/ 

RMII1M_TXD_EN 

IO/IO/O/I/O I O IO/I(IO*2)/O/I/O Z/Z/O/Z/O IO/IO/O/I/O 

AC2 PTH0/AD25/TPU_TI3A/ 

ET1_COL/ 

RMII1M_RX_ER 

IO/IO/I/I/I I O IO/I(IO*2)/I/I/I Z IO/IO/I/I/I 

AC5 PTH1/IDSEL/TPU_TI3B/ 

ET1_RX-ER/ 

RMII1M_CRS_DV 

IO/I/I/I/I I I IO/I/I/I/I Z IO/I/I/I/I 
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パワーオン 

リセット 

端子 

番号 

端子名 入出力 

MD6=0 MD6=1 

マニュアル 

リセット 

スタンバイ バス解放時 

AC6 PTE3/AD20/SCIF2_ 

SCK/GET1_ERXD5/ 

SSI0_WS 

IO/IO/IO/I/IO I O IO/I(IO*2)/I/I/I Z IO/IO/IO/I/IO 

AC7 PTE2/AD16/PCC_IOIS16

/GET1_ERXD7/TEND2 

IO/IO/I/I/O I O IO/I(IO*2)/I/I/O Z/Z/Z/Z/O IO/IO/I/I/O 

AC8 PTD2/TRDY/PCC_RDY/

SIOF0_RXD/HAC_ 

SYNC/LCDM_D11 

IO/IO/I/I/O/O I I IO/I/I/I/O/O Z/Z/Z/Z/O/O IO/IO/I/I/O/O 

AC9 PTA0/PAR/SCIF1_SCK IO/IO/IO I O IO/I(IO*2)/I Z IO/IO/IO 

AC10 PTA4/AD13/ 

SCIF1_RTS 

IO/IO/IO I O IO/I(IO*2)/O Z IO/IO/IO 

AC11 PTB3/AD9/PINT11/ 

LCDM_D6 

IO/IO/I/O I O IO/I(IO*2)/I/O Z/Z/Z/O IO/IO/I/O 

AC12 PTB7/AD6/PINT15/ 

LCDM_D2 

IO/IO/I/O I O IO/I(IO*2)/I/O Z/Z/Z/O IO/IO/I/O 

AC13 PTC2/AD2/LCDM_D0 IO/IO/O I O IO/I(IO*2)/O Z/Z/O IO/IO/O 

AC14 PTC5/AD0/MMC_CD/ 

LCDM_FLM 

IO/IO/I/O I O IO/I(IO*2)/I/O Z/Z/Z/O IO/IO/I/O 

AC15 PTN2/SCIF0_TXD/ 

MD1 

IO/O/I I I IO/O/- Z/Z/- IO/O/- 

AC16 MRESET I I I I I I 

AC17 PTO7/IRQ1/IRL1/TEND1

M/SSI3_SCK/MD6 

IO/I/I/O/IO/I I I P/I/I/O/I/- Z/I/I/O/Z/- P/I/I/O/IO/- 

AC18 PTO3/AUDATA2/RMII0M

1_MDIO/SSI2_SCK 

IO/O/IO/IO M M P/O/I/IV Z/O/Z/Z P/O/IO/IO 

AC19 TRST I M M M M M 

AC20 TDI I M M M M M 

AC21 TMS I M M M M M 

AC22 BACK O O O O O O 

AC24 AN1 I Z Z I I I 

AC25 AN0 I Z Z I I I 

AD1 PTF3/CBE3/ 

ET1_TX-CLK 

IO/IO/I I O IO/I(IO*2)/I Z IO/IO/I 

AD4 PTH2/AD24/TPU_TI2A/E

T1_ERXD0/ 

RMII1M_TXD1 

IO/IO/I/I/O I O IO/I(IO*2)/I/I/O Z/Z/Z/Z/O IO/IO/I/I/O 
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パワーオン 

リセット 

端子 

番号 

端子名 入出力 

MD6=0 MD6=1

マニュアル 

リセット 

スタンバイ バス解放時 

AD5 PTH3/AD21/TPU_TI2B/ 

ET1_ERXD2/ 

RMII1M_RXD1 

IO/IO/I/I/I I O IO/I(IO*2)/I/I/I Z IO/IO/I/I/I 

AD6 PTH7/AD17/TPU_TO3/ 

ET1_RX-DV 

IO/IO/O/I I O IO/I(IO*2)/O/I Z/Z/O/Z IO/IO/O/I 

AD7 PTD0/IRDY/PCC_VS1/ 

SIOF0_SYNC/ 

HAC_SD_IN/LCDM_D13

IO/IO/I/IO/I/O I I IO/I/I/O/I/O Z/Z/Z/Z/Z/O IO/IO/I/IO/I/O 

AD8 PTA2/LOCK/ 

SCIF1_TXD 

IO/IO/O I I IO/I/O Z IO/IO/O 

AD9 PTB1/SERR/PINT9/ 

LCDM_D9 

IO/IO/I/O I I IO/I/I/O Z/Z/Z/O IO/IO/I/O 

AD10 PTB5/AD14/PINT13/ 

LCDM_M_DISP 

IO/IO/I/O I O IO/I(IO*2)/I/O Z/Z/Z/O IO/IO/I/O 

AD11 PTC0/AD10/MMC_DAT/ 

LCDM_D5 

IO/IO/IO/O I O IO/I(IO*2)/IO/O Z/Z/Z/O IO/IO/IO/O 

AD12 PTC4/AD7/MMC_CMD/ 

LCDM_CL2 

IO/IO/IO/O I O IO/I(IO*2)/IO/O Z/Z/Z/O IO/IO/IO/O 

AD13 PTC7/AD3/MMC_CLK IO/IO/O I O IO/I(IO*2)/O Z IO/IO/O 

AD14 PTN0/SCIF0_SCK/MD0 IO/IO/I I I IO/I/- Z/Z/- IO/IO/- 

AD15 PTN3/SCIF0_CTS/MD4 IO/IO/I I I IO/I/- Z/Z/- IO/IO/- 

AD16 PTN5/NMI IO/I M M P/IV Z/IV P/I 

AD17 PTO0/AUDSYNC/ 

RMII1_MDC/SSI2_WS 

IO/O/O/IO M M P/O/O/IV Z/O/O/Z P/O/O/IO 

AD18 PTO4/AUDATA3/ 

EX_INT/SSI3_WS 

IO/O/O/IO M M P/O/O/IV Z/O/O/Z P/O/O/IO 

AD19 ASEBRK/BRKACK IO M M M/O M M/O 

AD22 BREQ I M M IV IV IV 

AE3 PTG5/GNT3/ 

ET1_RX-CLK 

IO/O/I Z Z IO/Z/I Z IO/O/I 

AE4 PTH5/AD23/TPU_TO1/ 

ET1_ERXD1/ 

RMII1M_TXD0 

IO/IO/O/I/O I O IO/I(IO*2)/O/I/O Z/Z/O/Z/O IO/IO/O/I/O 

AE5 PTH4/AD19/TPU_TO0/ 

ET1_ERXD3/ 

RMII1M_RXD0 

IO/IO/O/I/I I O IO/I(IO*2)/O/I/I Z/Z/O/Z/Z IO/IO/O/I/I 
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パワーオン 

リセット 

端子 

番号 

端子名 入出力 

MD6=0 MD6=1

マニュアル 

リセット 

スタンバイ バス解放時 

AE6 PTD1/CBE2/PCC_VS2/ 

SIOF0_TXD/ 

HAC_SD_OUT/ 

LCDM_D15 

IO/IO/I/O/O/O I O IO/I(IO*2)/I/O/O/O Z/Z/Z/Z/O/O IO/IO/I/O/O/O 

AE7 PTA1/DEVSEL/ 

SCIF1_RXD 

IO/IO/I I I IO/I/I Z IO/IO/I 

AE8 PTB0/PERR/PINT8/ 

LCDM_D10 

IO/IO/I/O I I IO/I/I/O Z/Z/Z/O IO/IO/I/O 

AE9 PTB4/CBE1/PINT12/ 

LCDM_D8 

IO/IO/I/O I O IO/I(IO*2)/I/O Z/Z/Z/O IO/IO/I/O 

AE10 PTA5/AD12 IO/IO I O IO/I(IO*2) Z IO/IO 

AE11 PTC3/AD8/ 

MMC_ODMOD/ 

LCDM_D4 

IO/IO/O/O I O IO/I(IO*2)/O/O Z/Z/Z/O IO/IO/O/O 

AE12 PTC6/AD5/LCDM_CL1 IO/IO/O I O IO/I(IO*2)/O Z/Z/Z/O IO/IO/O 

AE13 PTA6/AD1/ 

MMC_VDDON 

IO/IO/O I O IO/I(IO*2)/O Z IO/IO/O 

AE14 PTN1/SCIF0_RXD/MD3 IO/I/I I I IO/Z/- Z/Z/- IO/I/- 

AE15 PTN4/SCIF0_RTS/MD2 IO/IO/I I I IO/O/- Z/Z/- IO/IO/- 

AE16 PRESET I I I I I I 

AE17 PTO1/AUDATA0/ 

RMII1_MDIO/ 

SSI2_SDATA 

IO/O/IO/IO M M P/O/I/IV Z/O/Z/Z P/O/IO/IO 

AE18 PTO5/AUDCK/ 

DREQ1M/ 

SSI3_SDATA 

IO/O/I/IO M M P/O/IV/IV Z/O/Z/Z P/O/I/IO 

AE19 TCK I M M M M M 

AE22 EXTAL I I I I I I 

AE23 XTAL O O O O O O 

【注】 *1： 内部が確定するまでの状態 

 *2： MD6=1の場合  

【記号説明】 

I: 入力状態 

O: 出力状態 

IO: 入力あるいは出力状態 

H: High出力状態（入力バッファ OFF、出力バッファ ON） 

V: 入力バッファ OFF、出力バッファ OFF、プルアップ ON 

M: 入力バッファ ON、出力バッファ OFF、プルアップ ON 
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IV: 入力バッファ ON、出力バッファ OFF、プルアップの ON／OFFは GPIOのレジスタ設定による 

Z: HiZ状態（入力バッファ OFF、出力バッファ OFF） 

ZV: HiZ状態かプルアップ ONかは LBSC、GPIOレジスタ設定による 

P: 入力バッファの ON／OFF、出力バッファの ON／OFF、プルアップの ON／OFFはレジスタ設定による  

-: 無効 

ZM: パワーオンリセット中は HiZ状態（入力バッファ OFF、出力バッファ OFF）、パワーオンリセット直後は入力バッファ

ON、出力バッファ OFF、プルアップ ON 
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F. 未使用時の端子処理 
 

表 F.1 未使用時の端子処理 

端子番号 端子名 入出力 未使用端子の処理 

A4 M_CLK0 O オープン 

A5 M_CLK1 O オープン 

A6 M_WE O オープン 

A7 M_RAS O オープン 

A8 M_BA0 O オープン 

A9 M_A10 O オープン 

A10 M_A1 O オープン 

A11 M_A3 O オープン 

A12 XTAL2 O オープン 

A13 USBM IO プルダウン 

A14 PTI2/ST0M_STARTI/IIC0_SCL/SIOF1_RXD/USB_OVRCRT/USBF_

VBUS 

I/I/IO/I/I/I プルアップ 

A15 PTI0/STATUS0/ST1_CLK/RMII0_MDC IO/O/IO/O オープン 

A16 PTK4/ST1_D4/SIOF2_TXD/LCD_D6 IO/IO/O/O オープン 

 GET0_ERXD4 I プルアップ 

A17 PTI6/IRQ2/IRL2/ST0M_D6I/IIC1_SCL I/I/I/I/IO プルアップ 

A18 PTJ5/LCD_DON IO/O オープン 

 ST0M_D3I/ET0_ERXD3/RMII1_RXD0 I/I/I プルアップ 

A19 PTJ1/ST0M_CLKIO IO/IO オープン 

 RMII1_RX_ER/LCD_CLK I/I プルアップ 

A20 CS5/CE1A O/O オープン 

A21 PTM6/D30/EX_AD30/ST0_D6/ RMII0_TXD1 IO/IO/IO/IO/O オープン 

 ET0_RX-CLK/PINT6 I/I プルアップ 

A22 PTM4/D28/EX_AD28/ST0_D4 IO/IO/IO/IO オープン 

 ET0_PHY-INT/RMII0_RXD0/PINT4 I/I/I プルアップ 

A23 CS0 O オープン 

B3 M_BKPRST I プルアップ 

B4 M_CKE O オープン 

B5 M_A13 O オープン 

B6 M_CAS O オープン 

B7 M_CS O オープン 

B8 M_BA1 O オープン 

B9 M_A0 O オープン 
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端子番号 端子名 入出力 未使用端子の処理 

B10 M_A2 O オープン 

B11 M_A4 O オープン 

B12 EXTAL2 I VDD-RTCにプルア

ップ 

B13 USBP IO プルアップ 

B14 PTI3/ST0M_VALIDI/IIC0_SDA/SIOF1_MCLK/USB_CLK I/I/IO/I/I プルアップ 

B15 PTK7/ST1_D7/LCD_VCPWC IO/IO/O オープン 

 GET0_ERXD7/SIOF2_MCLK I/I プルアップ 

B16 PTI5/MD10/ST1_VALID/LCD_D1 IO/I /IO/O 必ず使用する 

B17 PTI7/IRQ3/IRL3/ST0M_D7I/IIC1_SDA I/I/I/I/IO プルアップ 

B18 PTJ4/LCD_CL2 IO/O オープン 

 ST0M_D2I/ET0_ERXD2/RMII1_RXD1 I/I/I プルアップ 

B19 RDY I プルダウン 

 EX_RDY O オープン 

 PCC_WAIT I プルアップ 

B20 CS2 O オープン 

 EX_CS1 I プルアップ 

B21 PTM7/D31/EX_AD31/ST0_D7/RMII0_TXD0 IO/IO/IO/IO/O オープン 

 ET0_RX-DV/PINT7 I/I プルアップ 

B22 PTM5/D29/EX_AD29/ST0_D5/RMII0_TXD_EN IO/IO/IO/IO/O オープン 

 ET0_RX-ER/PINT5 I/I プルアップ 

B24 PTM3/D27/EX_AD27/ST0_D3 IO/IO/IO/IO オープン 

 ET0_LINKSTA/RMII0_RXD1/PINT3 I/I/I プルアップ 

B25 REF125CK/SSI_CLK/HAC_BITCLK I/I/I プルアップ 

C1 M_D0 IO オープン 

C5 M_A12 O オープン 

C6 M_A11 O オープン 

C7 M_A9 O オープン 

C8 M_A8 O オープン 

C9 M_A7 O オープン 

C10 M_A6 O オープン 

C11 M_A5 O オープン 

C12 XRTCSTBI I VDD-RTCにプルア

ップ 

C14 PTI1/STATUS1/ST1_REQ/RMII0_MDIO IO/O/IO/IO オープン 

C15 PTK6/ST1_D6/SIOF2_SCK/LCD_VEPWC IO/IO/IO/O オープン 

 GET0_ERXD6 I プルアップ 
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端子番号 端子名 入出力 未使用端子の処理 

C16 PTI4/MD8/ST1_START/ET1_PHY-INT/RMII0M0_MDC/USB_PWRE

N/USBF_UPLUP 

IO/I/IO/I/O/O/O 必ず使用する 

C17 PTJ7/IRQOUT/RMII1_TXD0/LCD_D0 IO/O/O/O オープン 

 INTB/ST0M_D5I I/I プルアップ 

C18 PTJ3/ LCD_CL1 IO/O オープン 

 ST0M_D1I/ET0_ERXD1/RMII1_CRS_DV I/I/I プルアップ 

C19 CS6/CE1B O/O オープン 

C20 CS1 O オープン 

 EX_CS0 I プルアップ 

C23 BS O オープン 

 EX_BS I プルアップ 

C24 PTM2/D26/EX_AD26/ST0_D2/ET0_WOL IO/IO/IO/IO/O オープン 

 RMII0_CRS_DV/PINT2 I/I プルアップ 

C25 PTM1/D25/EX_AD25/ST0_D1 IO/IO/IO/IO オープン 

 ET0_TX-CLK/RMII0_RX_ER/PINT1 I/I/I プルアップ 

D1 M_D1 IO オープン 

D2 M_D16 IO オープン 

D15 PTK5/ST1_D5/LCD_D7 IO/IO/O オープン 

 GET0_ERXD5/SIOF2_RXD I/I プルアップ 

D17 PTJ6/RMII1_TXD_EN/LCD_FLM IO/O/O オープン 

 ST0M_D4I/ET0_CRS I/I プルアップ 

D18 PTJ2/RMII1_TXD1/LCD_M_DISP IO/O/O オープン 

 ST0M_D0I/ET0_ERXD0 I/I プルアップ 

D19 CS4 O オープン 

D23 RDWR O オープン 

 EX_RDWR I プルアップ 

D24 PTM0/D24/EX_AD24/ST0_D0/ET0_TX-ER/RMII0M0_MDIO IO/IO/IO/IO/O/IO オープン 

 PINT0 I プルアップ 

D25 PTL7/D23/EX_AD23/ST0_VALID/ET0_TX-EN/TEND1/LCD_D15 IO/IO/IO/IO/O/O/

O 

オープン 

E1 M_D2 IO オープン 

E2 M_D17 IO オープン 

E3 M_D18 IO オープン 

E22 PTK3/ST1_D3/GET0_ETXD7/SIOF2_SYNC/LCD_D5 IO/IO/O/IO/O オープン 

E23 PTK2/ST1_D2/GET0_ETXD6/SIOF1_SCK/LCD_D4 IO/IO/O/IO/O オープン 

E24 PTL6/D22/EX_AD22/ST0_START/ET0_ETXD2/DACK1/LCD_D14 IO/IO/IO/IO/O/O/

O 

オープン 
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端子番号 端子名 入出力 未使用端子の処理 

E25 PTL5/D21/EX_AD21/ST0_CLK/ET0_ETXD1/LCD_D13 IO/IO/IO/IO/O/O オープン 

 DREQ1 I プルアップ 

F1 M_D3 IO オープン 

F2 M_D19 IO オープン 

F3 M_D20 IO オープン 

F22 PTK1/ST1_D1/GET0_ETXD5/SIOF1_TXD/LCD_D3 IO/IO/O/O/O オープン 

F23 PTK0/ST1_D0/GET0_ETXD4/SIOF1_SYNC/LCD_D2 IO/IO/O/IO/O オープン 

F24 PTL4/D20/EX_AD20/ST0_REQ/ET0_ETXD0/LCD_D12 IO/IO/IO/IO/O/O オープン 

 INTD I プルアップ 

F25 PTJ0/ST0M_REQO/GET0_GTX-CLK IO/O/O オープン 

 REF50CK I プルアップ 

G1 M_D4 IO オープン 

G2 M_D21 IO オープン 

G3 M_D22 IO オープン 

G22 PTL3/D19/EX_AD19/ET0_MDIO/LCD_D11 IO/IO/IO/IO/O オープン 

 IRQ7/IRL7/INTC I/I/I プルアップ 

G23 PTL2/D18/EX_AD18/ET0_ETXD3/TEND0/LCD_D10 IO/IO/IO/O/O/O オープン 

 IRQ6/IRL6 I/I プルアップ 

G24 WE3/IOWR O/O オープン 

G25 WE2/IORD O/O オープン 

H1 M_D5 IO オープン 

H2 M_D23 IO オープン 

H3 M_DQS2 IO オープン 

H22 PTL0/D16/EX_AD16/LCD_D8 IO/IO/IO/O オープン 

 IRQ4/IRL4/ET0_COL/DREQ0 I/I/I/I プルアップ 

H23 PTL1/D17/EX_AD17/ET0_MDC/DACK0/LCD_D9 IO/IO/IO/O/O/O オープン 

 IRQ5/IRL5 I/I プルアップ 

H24 D15/EX_AD15 IO/IO オープン 

H25 D14/EX_AD14 IO/IO オープン 

J1 M_D7 IO オープン 

J2 M_D6 IO オープン 

J3 M_DQM2 O オープン 

J22 D7/EX_AD7 IO/IO オープン 

J23 D6/EX_AD6 IO/IO オープン 

J24 D13/EX_AD13 IO/IO オープン 

J25 D12/EX_AD12 IO/IO オープン 

K1 M_DQM0 O オープン 

K2 M_DQS0 IO オープン 
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端子番号 端子名 入出力 未使用端子の処理 

K3 M_DQS3 IO オープン 

K22 D5/EX_AD5 IO/IO オープン 

K23 D4/EX_AD4 IO/IO オープン 

K24 D11/EX_AD11 IO/IO オープン 

K25 D10/EX_AD10 IO/IO オープン 

L1 M_DQS1 IO オープン 

L2 M_DQM1 O オープン 

L3 M_DQM3 O オープン 

L22 D3/EX_AD3 IO/IO オープン 

L23 D2/EX_AD2 IO/IO オープン 

L24 D9/EX_AD9 IO/IO オープン 

L25 D8/EX_AD8 IO/IO オープン 

M1 M_D8 IO オープン 

M2 M_D24 IO オープン 

M3 M_D25 IO オープン 

M22 D1/EX_AD1 IO/IO オープン 

M23 D0/EX_AD0 IO/IO オープン 

M24 WE1/WE O/O オープン 

M25 CLKOUT O オープン 

N1 M_D9 IO オープン 

N2 M_D26 IO オープン 

N3 M_D27 IO オープン 

N22 RD/FRAME O/O オープン 

 EX_FRAME I プルアップ 

N23 WE0/PCC_REG O/O オープン 

N24 A1 O オープン 

N25 A0 O オープン 

P1 M_D10 IO オープン 

P2 M_D28 IO オープン 

P3 M_D29 IO オープン 

P22 A9 O オープン 

P23 A8 O オープン 

P24 A3 O オープン 

P25 A2 O オープン 

R1 M_D11 IO オープン 

R2 M_D30 IO オープン 

R3 M_D31 IO オープン 

R22 A11 O オープン 
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端子番号 端子名 入出力 未使用端子の処理 

R23 A10 O オープン 

R24 A5 O オープン 

R25 A4 O オープン 

T1 M_D13 IO オープン 

T2 M_D12 IO オープン 

T22 A17 O オープン 

T23 A16 O オープン 

T24 A7 O オープン 

T25 A6 O オープン 

U1 M_D15 IO オープン 

U2 M_D14 IO オープン 

U22 A19 O オープン 

U23 A18 O オープン 

U24 A13 O オープン 

U25 A12 O オープン 

V22 A21 O オープン 

V23 A20 O オープン 

V24 A15 O オープン 

V25 A14 O オープン 

W1 PTG1/GNT2/ET1_ETXD0 IO/O/O オープン 

W2 PTG2/ET1_ETXD1 IO/O オープン 

 REQ1 I プルアップ 

W3 PTG3/ET1_ETXD2 IO/O オープン 

 REQ3 I プルアップ 

W4 PTF0/SIM_D/ET1_ETXD3 IO/IO/O オープン 

 GNT0/GNTIN/DREQ3 IO/I/I プルアップ 

W22 A25 O オープン 

 EX_SIZE2 I プルアップ 

W23 A24 O オープン 

 EX_SIZE1 I プルアップ 

W24 A23 O オープン 

 EX_SIZE0 I プルアップ 

W25 A22 O オープン 

Y1 PTE1/GET1_ETXD4/DACK2 IO/O/O オープン 

 PCICLK I プルアップ 

Y2 PTD6/GET1_ETXD5/SSI1_SCK/LCDM_VCPWC IO/O/IO/O オープン 

 REQ2/PCC_BVD1 I/I プルアップ 
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端子番号 端子名 入出力 未使用端子の処理 

Y3 PTE0/PCC_DRV/GET1_ETXD6 IO/O/O オープン 

 INTA/DREQ2 IO/I プルアップ 

Y4 PTD7/PCIRESET/PCC_RESET/GET1_ETXD7/LCDM_VEPWC O/O/O/O/O オープン 

Y22 CE2A O オープン 

Y23 CE2B O オープン 

Y24 DA1 O オープン 

Y25 DA0 O オープン 

AA1 PTF1/REQOUT/SIM_CLK/ET1_MDC/DACK3 IO/O/O/O/O オープン 

 REQ0 IO プルアップ 

AA2 PTF2/AD31/SIM_RST/ET1_MDIO/TEND3 IO/IO/O/IO/O オープン 

AA3 PTG0/GNT1/ET1_WOL IO/O/O オープン 

AA4 PTG4/AD30 IO/IO オープン 

 ET1_LINKSTA I プルアップ 

AA23 IOIS16/TMU_TCLK I/I プルアップ 

AB1 PTE5/AD29/SCIF2_TXD/GET1_GTX-CLK/SSI0_SCK IO/IO/O/O/IO オープン 

AB2 PTG7/AD28/ET1_TX-EN IO/IO/O オープン 

AB3 PTG6/AD26/ET1_TX-ER IO/IO/O オープン 

AB6 PTE4/AD22/SSI0_SDATA IO/IO/IO オープン 

 SCIF2_RXD/GET1_ERXD4 I/I プルアップ 

AB7 PTD5/AD18/GET1_ERXD6/SSI1_SDATA/LCDM_D14 IO/IO/I/IO/O オープン 

 PCC_CD2 I プルアップ 

AB8 PTD3/SIOF0_SCK/HAC_RES/LCDM_D12 IO/IO/O/O オープン 

 PCIFRAME/PCC_BVD2 IO/I プルアップ 

AB9 PTD4/SSI1_WS/LCDM_DON IO/IO/O オープン 

 STOP/PCC_CD1/SIOF0_MCLK IO/I/I プルアップ 

AB10 PTA3/AD15/SCIF1_CTS IO/IO/IO オープン 

AB11 PTB2/AD11/LCDM_D7 IO/IO/O オープン 

 PINT10 I プルアップ 

AB12 PTB6/CBE0/LCDM_D3 IO/IO/O オープン 

 PINT14 I プルアップ 

AB13 PTC1/AD4/LCDM_D1 IO/IO/O オープン 

AB16 MPMD I プルアップ*1 

AB17 PTO6/IRQ0/IRL0/DACK1M/MD5 IO/I/I/O/I 必ず使用する 

AB18 PTO2/AUDATA1/RMII0M1_MDC IO/O/O オープン 

AB20 TDO O オープン 

AB24 AN3 I オープン 

AB25 AN2 I オープン 
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端子番号 端子名 入出力 未使用端子の処理 

AC1 PTH6/AD27/TPU_TO2/RMII1M_TXD_EN IO/IO/O/O オープン 

 ET1_CRS I プルアップ 

AC2 PTH0/AD25 IO/IO オープン 

 TPU_TI3A/ET1_COL/RMII1M_RX_ER /I/I/I プルアップ 

AC5 PTH1 IO オープン 

 IDSEL I プルダウン 

 TPU_TI3B/ET1_RX-ER/RMII1M_CRS_DV I/I/I プルアップ 

AC6 PTE3/AD20/SCIF2_SCK/SSI0_WS IO/IO/IO/IO オープン 

 GET1_ERXD5 I プルアップ 

AC7 PTE2/AD16/TEND2 IO/IO/O オープン 

 PCC_IOIS16/GET1_ERXD7 I/I プルアップ 

AC8 PTD2/HAC_SYNC/LCDM_D11 IO/O/O オープン 

 TRDY/PCC_RDY/SIOF0_RXD IO/I/I プルアップ 

AC9 PTA0/PAR/SCIF1_SCK IO/IO/IO オープン 

AC10 PTA4/AD13/SCIF1_RTS IO/IO/IO オープン 

AC11 PTB3/AD9/LCDM_D6 IO/IO/O オープン 

 PINT11 I プルアップ 

AC12 PTB7/AD6/LCDM_D2 IO/IO/O オープン 

 PINT15 I プルアップ 

AC13 PTC2/AD2/LCDM_D0 IO/IO/O オープン 

AC14 PTC5/AD0/LCDM_FLM IO/IO/O オープン 

 MMC_CD I プルアップ 

AC15 PTN2/SCIF0_TXD/MD1 IO/O/I 必ず使用する 

AC16 MRESET I プルアップ 

AC17 PTO7/IRQ1/IRL1/TEND1M/SSI3_SCK/MD6 IO/I/I/O/IO/I 必ず使用する 

AC18 PTO3/AUDATA2/RMII0M1_MDIO/SSI2_SCK IO/O/IO/IO オープン 

AC19 TRST I グランド固定または

PRESET接続*1*2 

AC20 TDI I オープン*1 

AC21 TMS I オープン*1 

AC22 BACK O オープン 

AC24 AN1 I オープン 

AC25 AN0 I オープン 

AD1 PTF3/CBE3 IO/IO オープン 

 ET1_TX-CLK I プルアップ 

AD4 PTH2/AD24/RMII1M_TXD1 IO/IO/O オープン 

 TPU_TI2A/ET1_ERXD0 I/I プルアップ 
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端子番号 端子名 入出力 未使用端子の処理 

AD5 PTH3/AD21 IO/IO オープン 

 TPU_TI2B/ET1_ERXD2/RMII1M_RXD1 I/I/I プルアップ 

AD6 PTH7/AD17/TPU_TO3 IO/IO/O オープン 

 ET1_RX-DV I プルアップ 

AD7 PTD0/SIOF0_SYNC/LCDM_D13 IO/IO/O オープン 

 IRDY/PCC_VS1/HAC_SD_IN IO/I/I プルアップ 

AD8 PTA2/SCIF1_TXD IO/O オープン 

 LOCK IO プルアップ 

AD9 PTB1/LCDM_D9 IO/O オープン 

 SERR/PINT9 IO/I プルアップ 

AD10 PTB5/AD14/LCDM_M_DISP IO/IO/O オープン 

 PINT13 I プルアップ 

AD11 PTC0/AD10/MMC_DAT/LCDM_D5 IO/IO/IO/O オープン 

AD12 PTC4/AD7/MMC_CMD/LCDM_CL2 IO/IO/IO/O オープン 

AD13 PTC7/AD3/MMC_CLK IO/IO/O オープン 

AD14 PTN0/SCIF0_SCK/MD0 IO/IO/I 必ず使用する 

AD15 PTN3/SCIF0_CTS/MD4 IO/IO/I 必ず使用する 

AD16 PTN5 IO オープン 

 NMI I プルアップ 

AD17 PTO0/AUDSYNC/RMII1_MDC/SSI2_WS IO/O/O/IO オープン 

AD18 PTO4/AUDATA3/EX_INT/SSI3_WS IO/O/O/IO オープン 

AD19 ASEBRK/BRKACK IO オープン*1 

AD22 BREQ I プルアップ 

AE3 PTG5/GNT3 IO/O オープン 

 ET1_RX-CLK I プルアップ 

AE4 PTH5/AD23/TPU_TO1/RMII1M_TXD0 IO/IO/O/O オープン 

 ET1_ERXD1 I プルアップ 

AE5 PTH4/AD19/TPU_TO0 IO/IO/O オープン 

 ET1_ERXD3/RMII1M_RXD0 I/I プルアップ 

AE6 PTD1/CBE2/SIOF0_TXD/HAC_SD_OUT/LCDM_D15 IO/IO/O/O/O オープン 

 PCC_VS2 I プルアップ 

AE7 PTA1 IO オープン 

 DEVSEL/SCIF1_RXD IO/I プルアップ 

AE8 PTB0/LCDM_D10 IO/O オープン 

 PERR/PINT8 IO/I プルアップ 

AE9 PTB4/CBE1/LCDM_D8 IO/IO/O オープン 

 PINT12 I プルアップ 

 



 

付録 

付録-30  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

  

SH7763

端子番号 端子名 入出力 未使用端子の処理 

AE10 PTA5/AD12 IO/IO プルアップ 

AE11 PTC3/AD8/MMC_ODMOD/LCDM_D4 IO/IO/O/O プルアップ 

AE12 PTC6/AD5/LCDM_CL1 IO/IO/O オープン 

AE13 PTA6/AD1/MMC_VDDON IO/IO/O オープン 

AE14 PTN1/SCIF0_RXD/MD3 IO/I/I 必ず使用する 

AE15 PTN4/SCIF0_RTS/MD2 IO/IO/I 必ず使用する 

AE16 PRESET I 必ず使用する 

AE17 PTO1/AUDATA0/RMII1_MDIO/SSI2_SDATA IO/O/IO/IO オープン 

AE18 PTO5/AUDCK/SSI3_SDATA IO/O/IO オープン 

 DREQ1M I プルアップ 

AE19 TCK I オープン*1 

AE22 EXTAL I 必ず使用する 

AE23 XTAL O オープン 

【注】 各電源端子は、端子機能未使用時も必ず供給してください。 

 端子を使用しない場合は、該当する端子のレジスタ設定などは行わないでください。 

 *1 エミュレータが使用可能なボートを設計する場合にはエミュレータの指示に従ってください。 

 *2 エミュレータを使用しないボードを設計する場合には、グランド固定または RESETPと同じ信号を接続してくだ

さい。ただし、グランドを固定とする場合は、TRSTは LSI内部でプルアップされているため、微小な電流が流れ

ます。電流値はポート端子のプルアップ抵抗の規定に従います。本電流はチップの動作には何ら影響を及ぼしませ

んが、不要な電力を消費することになります。 
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G. バージョンレジスタ 

製品バージョンレジスタに関するレジスタ構成を以下に示します。 
 

表 G.1 バージョンレジスタの構成 

名称 略称 R/W 初期値 P4アドレス エリア 7 

アドレス 

サイズ 

プロセッサバージョンレジスタ PVR R H'1020 0Axx H'FF00 0030 H'1F00 0030 32 

プロダクトレジスタ PRR R H'0000 xxxx* H'FF00 0044 H'1F00 0044 32 

【注】 * R5S77630Aのとき：H'00000A2x 

  R5S77631Aのとき：H'0000121x 

【記号説明】x：不定 

 

（1） プロセッサバージョンレジスタ（PVR） 
 

ビット：

初期値：

R/W： R R R

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 1 0 1 0 － － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ －－

ビット：

初期値：

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

R R R R R

－ － －－ －

 
 

（2） プロダクトレジスタ（PRR）（R5S77630Aのとき） 
 

ビット：

初期値：
R/W： R R R R R

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

－ － － －
－ － － －

－

ビット：

初期値：
R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0

0 0 0 0

R R R R R R R

－－ －
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（3） プロダクトレジスタ（PRR）（R5S77631Aのとき） 
 

ビット：

初期値：
R/W： R R R R R

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

－ － － －
－ － － －

－

ビット：

初期値：
R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1

0 0 0 0

R R R R R R R

－－ －
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H. 放熱ガイド 

本 LSIは、Tj（ジャンクション温度）≦ 125℃での使用を前提としております。従って、Tj＞125℃となる可能

性がある場合は、放熱対策が必要になります。放熱ガイドとして、本 LSI の熱抵抗シミュレーション結果を示し

ます。 本ガイドは、シミュレーション結果であり、保証値／保証熱対策ではありませんが、これを参考に Tj≦125℃

となるようシステム上の放熱処置を実施してください。 

H.1  熱抵抗シミュレーション条件 

（1） 実装基板モデル：JEDEC標準基板（PCB） 

• 構造：101.5 mm × 114.5 mm x t1.6 mmの4層基板（2S2P） 

• 配線率：20% - 100% - 100% - 20% 

（2） 熱抵抗シミュレーション環境 

• 熱抵抗シミュレーション環境：JEDEC標準環境（300mm立方筐体）。Ta（周囲温度）＝75℃、60℃。無風。 

• 筐体：アクリル材質（サイズ：300mm × 300mm × 300mm） 

図H.1に、シミュレーションモデルの全体図を示します。 

（3） 消費電力 

• 消費電力：2.4W（本LSI 通常動作時の最大動作電力） 

（4） ヒートシンクモデル 

• ヒートシンク：アルミ材質 

• 熱伝導率：215.9W／mK 

図 H.2に、ヒートシンクモデル図を示します。 

H.2  熱抵抗シミュレーション解析結果 

熱抵抗シミュレーション解析結果を表 H.1に示します。 

Ta=75℃条件で、ヒートシンクが無い場合、Tjが 125℃を超えます。 Taが 60℃を超える場合は放熱処置が必須と

なります。 

表 H.1 熱抵抗シミュレーション結果 

No. 消費電力[W] ヒートシンク Ta[℃] Tj[℃] Θja[℃/W] 

1 2.4 無し 75 136.9 25.8 

２ 2.4 有り 75 116.9 17.4 

3 2.4 無し 60 122.9 26.2 

【注】 PCBや筐体、他熱源など環境が変わると Tj、Θja は変化しますのでご注意ください。 
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本版で修正または追加された箇所 

SH7763ユーザーズマニュアル ハードウェア編第 3版（RJJ09B0260-0200→R01UH0349JJ0300）におきまして、

修正および追加した箇所がありますのでご連絡させていただきます。 

  は、修正または追加部分を示します。ABCは、削除部分を示します。 
 

項   目 ページ 修正箇所 

マニュアル全体 － 用語を修正 

RDWR → RDWR 

EX_RDWR → EX_RDWR 

WT/IT → WT/IT 

表 1.2 ピン配置表 1-28、

1-29 

修正 

端子番号 端子名 入出力 説   明 

AD9 PTB1/SERR/PINT9/

LCDM_D9 

IO/IO/I/O ポート／PCIシステムエラー／ポート割り

込み入力／LCDデータ（ミラー端子） 

AE8 PTB0/PERR/PINT8 

LCDM_D10 

IO/IO/I/O ポート／PCIパリティエラー／ポート割り

込み入力／LCDデータ（ミラー端子） 

  

表 11.6 PCMCIAサ

ポートインタフェー

ス 

11-10、

11-11 

追加、修正 

ICメモリカードインタフェース I/Oカードインタフェース 端子 

信号名*1 I/O*1 機能 信号名*1 I/O*1 機能 

本 LSI 

対応端子 

59 WAIT O ウェイト

要求 

WAIT O ウェイト

要求 

RDY*2 

【注】 *1 「I/O」は PCMCIAカードにおける入出力。 

  極性は、PCMCIAカードインタフェースはカード側、本 LSI対応端子は本 LSI側での極性を示

します。 

 *2 極性に注意してください。 

表 11.15 PCMCIA

インタフェース使用

時のアドレスと CE

の関係 

11-50 修正 

バス 

（ビット） 

リード／

ライト 

アクセス 

サイズ*1 

（ビット）

奇数／

偶数 

IOIS16 アクセス CE2 CE1 A0 

偶数 H － H L L 

奇数 H 1回目 L H H 

8 

奇数 H 2回目 H L H 

偶数 H 1回目 L L L 

偶数 H 2回目 H L H 

ダイナミック 

バスサイジング

*2 

リード 

16 

奇数 H － － － － 
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12.5.2 

DDR-SDRAM初期化

シーケンス 

12-18 修正 

4. MIMレジスタの設定を行い、DDR-SDRAMコントローラのイネーブル、内蔵 DLLのイ

ネーブル（MIM.DLLEN＝1に設定してください）やエンディアンなどを設定してくださ

い。 

表 13.1 端子構成 13-4、

13-5 

削除 

端子名 PCI規格信号 入出力 

AD31～AD0*1 AD[31:0] 入出力 

（TRI） 

INTD*2、 

INTC*3、 

INTB*3 

INT[D:B] 入力 

REQ3～REQ1*4 REQ[3:1] 入力 

GNT3～GNT1*4 GNT[3:1] 出力 

（TRI） 

  

13.3.2 PCIコンフ

ィグレーションレジ

スタ 

（26）PCIパワーマネ

ジメントコントロー

ル／ステータスレジ

スタ（PCIPMCSR） 

13-28 追加 

ビット ビット名 説   明 

1、0 PS パワーステート 

パワーステートを指定します。 

未サポートステートを指定しても、ステート遷移はしませんが、レジスタへ

の書き込みは正常終了し、エラー表示も行いません。 

00：D0ステート 

01：D1ステート 

10：D2ステート 

11：D3 hotステート（電源オフ状態） 

  

13.4.4 ターゲット

アクセス 

（4）本 LSIへのアク

セス 

13-73 修正、追加 

• メモリ空間 

「13.4.4（1） 本 LSIメモリ空間へのアクセス」を参照ください。アクセス可能な空間

は本 LSIメモリマップ上でエリア 0～2、4～6、DDR–SDRAM空間および SuperHyway

メモリ空間です。 

ただし、エリア 0～2、4～6に対しては以下の(a)～(c)のいずれかの方法で回避が可能です。 

(a) シングルアクセス転送を行う場合には、C/BE[3:0]（テータ転送中のバイトイネーブル）

の組み合わせが、以下の組み合わせとする。 

C/BE[3:0] = LLLL / LLHH / HHLL / LHHH / HLHH / HHLH / HHHL（H：ハイレベル、L：

ローレベル） 

(b) バーストアクセス転送を行う場合には、開始アドレスと終了アドレスを 16バイト境

界に設定し、かつ C/BE（テータ転送中のバイトイネーブル）の組み合わせは以下と

する。 

C/BE[3:0] = LLLL（H：ハイレベル、L：ローレベル） 

(c) バーストリードアクセス転送を行う場合には、PCIコントロールレジスタの PFEビッ

トもしくは PFCSビットを 0に設定する。 
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表 13.6 割り込み優

先順位 

13-79 修正、追加 

名  称 割り込み要因 

PCIERR PCICがエラー時、PCIIR（SDIを除く）と PCIAINTによる（マスク可能） 

【注】 SERRの割り込み処理は、PCISERRにより処理してください。 

13.5.3 PCICマスタ

アクセス時のパリテ

ィエラー検出につい

て 

13-92 項目を追加 

13.5.4 PCICターゲ

ットアクセス時のア

クセス制限について 

13-93、

13-94 

項目を追加 

14.5.9 DMACバー

ストモード使用上の

注意事項 

14-45 項目を追加 

図 15.4 外部CPUと

の接続構成 

15-13 修正 

RD/WR
RDWR/EX_RDWR

 

表 16.2 クロック動

作モード 

16-4 修正 

外部端子 

組み合わせ*1 

CPG生成クロック クロック 

動作 

モード MD2 MD1 MD0 Ick SHck Bck Pck0 Pck1 DDRck 

8 4 2 2 1 4 0 0 0 0 

266.6 133.3 66.6 66.6 33.3 133.3 
  

21.2.2 コンペアマ

ッチタイマコントロ

ール／ステータスレ

ジスタ（CMCSR） 

21-5、

21-6 

削除 

ビット ビット名 説   明 

15 CMF コンペアマッチフラグ 

…… 

0：CMCNTと CMCORの値は不一致 

［クリア条件］ 

CMF＝1を読み出し後、CMFに 0を書き込んだとき 

1：CMCNTと CMCORの値が一致 

14 OVF オーバフローフラグ 

…… 

［クリア条件］ 

OVF＝1を読み出し後、OVFに 0を書き込んだとき 

1：CMCNTはオーバフロー発生 
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項   目 ページ 修正箇所 

23.3.76 送受信ステ

ータスコピー指示レ

ジスタ（TRSCER） 

23-100 修正 

TRSCERは、E-MAC/E-DMACステータスレジスタ（EESR）のビット 26、25、およびビ

ット 10からビット 0で報告される、送信および受信ステータス情報を当該ディスクリプタ

の TFEまたは RFEビットに反映するか否かを指示します。本レジスタの各ビットは、EESR

のビット 26、25、およびビット 10からビット 0に対応します。各ビットに 0を設定する

と、送信ステータス（EESRのビット 26およびビット 10からビット 8）は送信ディスクリ

プタの TFEビットに、また受信ステータス（EESRのビット 25およびビット 7からビット

0）は受信ディスクリプタの RFEビットに、各ステータスビットのいずれかの 1状態を TFE

または RFEの 1状態として反映します。1を設定すると、該当する要因が発生してもディ

スクリプタに反映されません。LSIのリセット後は、各ビットは 0に設定されています。 

23.4 動作説明 23-112 削除 

本 LSIの外部に接続する PHI-LSIとのインタフェースフォーマットとして、MII、GMII、RMII

の 3種類をのサポートしています。 

23.4.1 ディスクリ

プタとディスクリプ

タリスト 

（1）送信ディスクリ

プタ 

（a）送信ディスクリ

プタ 0（TD0） 

23-118 修正 

ビット ビット名 説   明 

11～0 TFS[11:0] 送信フレームステータス 

当該フレームのステータスを示します。以下のビットは、E-DMACによ

りライトバックされ、1で当該の事象が発生したことを示します。 

• TFS[11:10]：リザーブ（書き込み値は 0としてください） 

• TFS[9]：送信 FIFOアンダフロー（EESRの TUCビットに相当） 

• TFS[8]：送信中断検出（EESRの TABTビットに相当） 

• TFS[7:3]：リザーブ（書き込み値は 0としてください） 

• TFS[2]：キャリア消失（EESRの DLCビットに相当） 

• TFS[1]：遅延衝突（EESRの CDビットに相当） 

• TFS[0]：送信タイムアウト（EESRの TROビットに相当） 
  

23.4.3 受信動作 

（1）受信手順とフロ

ー 

23-136 修正 

読み込んだ受信ディスクリプタの RACTビットが 0（無効）の場合は、受信ディスクリプタ

が枯渇したと判断し、E-MAC/E-DMACステータスレジスタ（EESR）の受信ディスクリプ

タ枯渇（PDE）に 1を書き込み、CPUへ割り込みを発生します。 

23.4.5 CAM機能 23-141 修正 

また、POSTテーブルは、4ビットから構成され、それぞれ 0系受信、1系受信、0→1転送、

および 1→0転送に対応し、当該ビットが 1のとき CAM判定結果を受信と転送の判定に使

用します。つまり、POSTテーブルの該当ビットが 0の場合は、受信と転送判定は表 23.4

に示す CAM未使用時の判定と同じとなります。 

23.4.8 割り込み動

作 

（1）割り込み要因 

23-146 削除 

GETHERから CPUに対して発行する割り込みには、0系送受信割り込み（GEINT0）、1

系送受信割り込み（GEINT1）、1系・0系間転送割り込み（GEINT2）の 3種類があります。

表 23.7に、3種類の割り込みとそれぞれの割り込みの要因、割り込み要因が発生したとき

に設定される割り込みステータスレジスタ／ビット、および割り込み発生タイミングを示し

ます。 
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23.4.9 起動手順 

（1）リセット 

23-149 修正 

1. パワーオンリセットまたはソフトウェアリセットレジスタ（ARST）によるリセット 

2. E-DMAC送信部／受信部の起動（ディスクリプタエンジン起動） 

23.4.11 Magic 

Packetの検出 

23-152 追加 

4. E-MAC/E-DMACステータス割り込み許可レジスタ（EESIPR）の E-MACステータスレ

ジスタ要因割り込み許可ビット（ECIIP）を設定します。 

23.6.1 イーサネッ

トフレームのサムチ

ェック計算 

23-164 追加 

本 LSIでは、受信フレームのサムチェックデータを計算することができます。サムチェック

の計算対象は、イーサネットフレームのデータ部分（長さ／タイプフィールドの直後から、

CRCデータの直前まで）です。図 23.35にイーサネットフレームの計算対象の箇所を示す

概念図を示します。計算方法は、16ビットごとの加算のみで、ビットの反転は行っていま

せん。なお、サムチェックデータ有効時は CRCデータ（4バイト）は受信フレームとして

は転送されず、サムチェックデータ（Sum Data）が自動的につきます。図 23.36にサムチ

ェックデータが付加された後のイーサネットフレームの概念図を示します。 

図 23.36 サムチェ

ックデータ付加後の

データ 

23-165 図を追加 

23.6.3 RMII選択時

の RMIIn_RX_ER、

RMII1M_RX_ER端子

入力について 

23-165 項目を追加 

26.3.5 マスタコン

トロールレジスタ

（ICMCR） 

26-10 修正 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 － － 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MDBS FSCL FSDA OBPC MIE TSBE FSB ESG

 

26.4.6 7ビットアド

レスフォーマット 

26-21 修正 

【注】* 反復スタート条件：IIC_SCLが Highで、IIC_SDAを Lowにしたときにスタート

します。 

28.3.2 レシーブ

FIFOデータレジスタ

（SCFRDR） 

28-8 修正 

この後、SCRSRは受信可能になり、SCFRDRがいっぱいになる 16バイトデータまで連続

した受信動作が可能です。 

図 28.6 SCIFの初期

化フローチャートの

例 

28-32 削除 

終了

SCSCRのTE、REビットを1にセット、
およびTIE、RIE、REIEビットを設定

SCFCRのRTRG1,0、TTRG1,0、
MCEビットを設定し、TFCL、
RFCLビットを０にクリア

（4）

Yes
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29.5 使用上の注意

事項 

29-45～

29-47 

項目を追加 

32.1.1 PCMCIAの

サポート 

32-3 追加 

本 LSIはリトルエンディアンモードの設定でのみ、リトルエンディアンモードの PCMCIA

インタフェースをサポートしています。 

表 32.1 PCMCIAイ

ンタフェースの特長 

32-3 削除 

【注】 * I/Oバス幅の動的バスサイジングは、リトルエンディアンモードでのみサポート

しています。 

図 32.4 SH7763イ

ンタフェース 

32-19 修正 

PCC_RESET

PCC_REG

RDY

PCC_IOIS16

PCC_RDY

RESET

REG

WAIT

WP(IOIS16)

RDY/BSY(IREQ)

G

 

図 32.5 PCMCIAメ

モリカードインタフ

ェース基本タイミン

グ 

図 32.6 PCMCIAメ

モリカードインタフ

ェースウェイトタイ

ミング 

32-22、

32-23 

用語を修正 

RD/WR → RDWR 

32.5 使用上の注意

事項 

（3）PCカードコン

トローラ使用時の設

定順序 

32-27 削除 

1. バスステートコントローラの共通コントロールレジスタ（CMNCR）のビット 12（MAP）

を 1に設定してください。 

1. バスステ―トコントローラの CS6B空間バスコントロールレジスタ（CS6BBCR）のビ

ット 15～12（TYPE3～0）を B'0101に設定してください。 

2. PCカードコントローラのエリア 6ジェネラルコントロールレジスタのビット 4

（P0USE）を 1に設定してください。 

3. ピンファンクションコントローラの端子機能を専用 PCカード用（｢その他の機能｣）に

設定してください。 

35. USBホストコ

ントローラ（USBH） 

35-1 追加 

USBトランシーバは USBファンクションコントローラ（USBF）と共用であり、どちらか

を選択して使用します。 

36. USBファンク

ションコントローラ

（USBF） 

36-1 追加 

USBトランシーバは USBホストコントローラ（USBH）と共用であり、どちらかを選択し

て使用します。 

37.1 特長 37-1 修正 

• パネルインタフェース 

シリアルインタフェース方式 

STN/Dual STN/TFTパネル（4/8/12/16/18ビットバス幅）のデータフォーマットをサポー

ト*1 
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37.2 入出力端子 37-3 修正 

LCDC端子の選択は、GPIOのピンセレクトレジスタで行います。 

37.3.7 LCDC表示

パネル用取り込みデ

ータラインアドレス

オフセットレジスタ

（LDLAOR） 

37-14 削除 

ビット ビット名 説   明 

15～0 LAO 

[15:0] 

ラインアドレスオフセット 

最小のアライメント単位は 16バイトです。16byte単位の処理となるので、

各レジスタ書き込み値の下位 4ビットは 0としてください。また、レジスタ

値を読み出すと下位 4ビットは 0が読み出されます。初期値は、VGA（640

×480ドット）表示データをライン間でアドレスを飛ばさずに連続、稠密的

に配置するための設定値（×解像度＝640）となっています。詳しくは表 37.5

を参照してください。 

LDLAORの値としては、ソフトウェアの動作速度面を考慮し、画像イメー

ジの横幅以上の 2のべき乗の値を推奨します。また、ハードウェアローテー

ション機能を使用する場合、液晶パネルの横幅（たとえば、320×240のパ

ネルの 320）ではなく、画像イメージの横幅（回転後、240×320になる場

合の 240）以上の 2のべき乗の値（この例では 256）にする必要があります。 

  

37.4.6 電源制御シ

ーケンス処理 

37-38 修正 

通常、液晶モジュールは電源の投入遮断に関して特定のシーケンス処理を必要としていま

す。LDPMMR、LDPSPR、LDCNTR を設定することにより、液晶電源制御端子

（LCD_VCPWC、LCD_VEPWC、LCD_DON）を使用して、液晶モジュールの要求に応じ

た多様な電源制御シーケンス処理を実行できます。 

電源制御シーケンスのフローチャートを図 37.4に、概略タイミングチャートを図 37.5～図

37.8に、設定可能な電源制御シーケンス期間の説明を表 37.6に示します。図 37.4～図 37.7

は、通常の出力端子（LCD_***）側の動作を示しています。ミラー端子（LCDM_***）側も

同様のタイミングとなります。 

図 37.4 電源制御シ

ーケンスのフローチ

ャート 

37-39 図を追加 

37.6.1 表示データ

格納用 VRAM（エリ

ア3のDDR-SDRAM）

アクセスの停止手順

について 

37-56 削除 

3. LDPMMRのの LPS1と LPS0ビットが 0になることを確認します。 

38.1 特長 38-1 削除 

• 最小変換時間：1チャネル当たり 8.5μs（周辺クロック＝33MHz動作時） 

表 38.5 A/D変換時

間 

38-14 追加 

【注】 表中の数値の単位はステート（周辺クロック 0（Pck0）周波数 1個分）です。 

 * ADST＝1にセットしてから、データがレジスタに格納されるまで。 

  最小変換時間を満たすように設定してください。 
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項   目 ページ 修正箇所 

表 43.4 DC特性

（2-a）[USBトランシ

ーバ、I2C関連端子を

除く] 

43-6 追加、修正 

項   目 

DDR端子（M_BKPRST除く） 入力電圧 

M_BKPRST 
  

表 43.9 クロック・

制御信号タイミング 

43-9 修正 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

PRESETパルス幅 tRESPW 20 － tcyc*
3 43.5 

  

図 43.22 MPX基本

バスサイクル、リード 

43-26 修正 
Tm1 Tmd1w Tmd1 Tm0 Tmd1w Tmd1Tmd1w

CLKOUT

D31-D0

RD/FRAME

tFMD tFMD

tRDH

tRDS

D0

tFMD tFMD

tRDH

tRDS

A D0

tWDDtWDD
A

tWDD tWDD

 

表 43.12 DDRIF信

号タイミング 

43-32 修正 

項   目 記号 Min. Max. 

-0.75 1.82 M_CLKと M_DQSnとのスキュー時間

（read） 

tRMDQS-MCLK 

-0.35 1.23 

  

図 43.29 

DDR-SDRAMのリー

ドタイミング（2バー

ストリード） 

43-33 修正 
M_CLK1

M_CLK0

M_DQSn

D0 D1 D2 D3

D0 D1 D2 D3

M_DQSn

M_D31-M_D0

M_D31-M_D0

M_CKE M_CS  
M_WE M_BAn
M_RAS M_CAS  
M_A13-M_A0

tADCTLS

tRMDQSQ

tRMDQS-MCLK (Min)

tADCTLH

tRMDQSQ

tRMDQS-MCLK (Max)
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項   目 ページ 修正箇所 

表 43.20 イーサネ

ットコントローラタ

イミング（GMII） 

43-44 追加 

項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 参照図 

REF125CKクロック入力周波数 fREF125CK 125 – 

100ppm

― 125 + 

100ppm 

MHz  

GETn_GTX_CLKサイクル時間 tGTcyc 8 ― ― ns 43.45 

  

表 43.21 イーサネ

ットコントローラタ

イミング（RMII） 

43-46 修正 

項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 参照図 

REF50CKクロック入力周波数 fRTcyc 50 – 

50ppm

― 50 + 

50ppm 

MHz 43.49 

RMIIn_TXD_EN、RMII1M_TXD_EN

出力遅延時間 

tRTEND 2.5 ― 10 ns  

RMIIn_TXD1、RMIIn_TXD0、

RMII1M_TXD1、RMII1M_TXD0 

出力遅延時間 

tRETDD 2.5 ― 10   

  

A. CPU動作モード

レジスタ（CPUOPM） 

付録-1 修正 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～6 ― H'000000F R リザーブビット 

書き込み時は、必ず初期値を書き込むようにしてください。 

5 RABD 1 R リザーブビット 

書き込み時は、必ず初期値を書き込むようにしてください。 
  

B. 命令プリフェッ

チとその副作用につ

いて 

付録-2 項目を削除 

C. サブルーチン復

帰投機実行 

付録-3 項目を削除 

図 D.1 外形寸法図

（449ピン BGA） 

付録-7 図を差し替え 

付録-8

～ 

付録-19

修正 

パワーオン 

リセット 

端子 

番号 

端子名 入出力 

MD6=0 MD6=1

マニュアル

リセット 

スタンバイ バス解放時 

  

表 E.1 端子状態表 

付録-9 修正 

パワーオン 

リセット 

端子 

番号 

端子名 入出力

MD6=0 MD6=1

B19 RDY/EX_RDY/ 

PCC_WAIT 

I/O/I ZM ZM 

  



 

改訂-10  R01UH0349JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.14 

項   目 ページ 修正箇所 

表 E.1 端子状態表 付録-20 記号説明に追加 

ZM: パワーオンリセット中は HiZ状態（入力バッファ OFF、出力バッファ OFF）、パワ

ーオンリセット直後は入力バッファ ON、出力バッファ OFF、プルアップ ON 

表 F.1 未使用時の

端子処理 

付録-22 修正 

端子番号 端子名 入出力 未使用端子の処理 

C12 XRTCSTBI I VDD-RTCにプルアップ 
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【数字／記号】 
0 TIME PAUSEフレーム制御 ................................. 23-152 

10ビットアドレスフォーマット ............................... 26-22 

16ビットタイマパルスユニット（TPU） ................... 20-1 

32ビットアドレス拡張 ............................................... 6-35 

7ビットアドレスフォーマット ................................. 26-21 

【Ａ】 
A/D変換器（ADC） .................................................... 38-1 

ASID.............................................................................. 6-7 

ATI ............................................................................ 22-20 

【Ｃ】 
CAM機能 ................................................................ 23-141 

CUI............................................................................ 22-20 

【Ｄ】 
D/A変換器（DAC） .................................................... 39-1 

DDR-SDRAMインタフェース（DDRIF）................... 12-1 

【Ｆ】 
FIFO内蔵シリアルコミュニケーション／IrDA 

インタフェース（SCIF/IrDA） .................................... 28-1 

FIFO内蔵シリアルコミュニケーション 

インタフェース（SCIF） ............................................ 27-1 

FPUに関するシステムレジスタ.................................... 2-3 

FPU例外 ..................................................................... 5-19 

【Ｇ】 
GEINT0 ................................................................... 23-146 

GEINT1 ................................................................... 23-146 

GEINT2 ................................................................... 23-146 

GMII/MIIフレーム ................................................... 23-156 

【Ｈ】 
H-UDIリセット ............................................................. 5-9 

【Ｉ】 
I/Oカードインタフェース ................................ 11-9, 11-48 

I2Cバスインタフェース（IIC） ................................... 26-1 

I2Cバスデータフォーマット ...................................... 26-20 

IC 2ウェイモード........................................................ 7-14 

ICメモリカードインタフェース....................... 11-9, 11-48 

IrDA赤外線データ通信インタフェース ..................... 28-51 

IRL割り込み................................................................ 9-51 

IRQ割り込み ............................................................... 9-50 

ITLB............................................................................. 6-19 

【Ｌ】 
LCDCモジュール信号タイミング ............................. 43-63 

LCDコントローラ（LCD） ......................................... 37-1 

LDTLB ......................................................................... 6-22 

Lメモリ......................................................................... 8-1 

【Ｍ】 
Magic Packet ........................................................... 23-152 

MII-RMII変換回路.................................................... 23-162 

MIIフレーム ............................................................ 23-154 

MIIレジスタ ............................................................ 23-159 

MMCモード .............................................................. 31-32 

MMUの機能 ................................................................ 6-22 

MMU例外.................................................................... 6-25 

MPXインタフェース ................................................. 11-58 

【Ｎ】 
NMI（ノンマスカブル割り込み）................................ 5-20 

NMI割り込み............................................................... 9-50 

【Ｏ】 
OC 2ウェイモード...................................................... 7-12 

【Ｐ】 
PAUSEフレーム受信 .............................................. 23-151 

PCIコマンド ............................................................. 13-61 

PCIコントローラ（PCIC）......................................... 13-1 

PCIコンフィグレーションレジスタ .......................... 13-11 

PCIバスアービタ ...................................................... 13-78 

PCI規格信号 ...................................................... 13-4, 13-5 

PCMCIAインタフェース........................................... 11-48 

PCMCIAサポート ....................................................... 11-9 

PCカードコントローラ（PCC） ................................ 32-1 
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PRI ............................................................................ 22-20 

PWMモード.............................................................. 20-25 

【Ｑ】 
Qtag ........................................................................ 23-153 

【Ｒ】 
RMIIフレーム ......................................................... 23-158 

RTC電源バックアップモード ................................... 18-16 

【Ｓ】 
SCIF割り込み要因......................................... 27-47, 28-47 

SIMカードモジュール（SIM） ................................... 30-1 

SRAMインタフェース .............................................. 11-40 

SuperHywayバスブリッジ（SBR） ........................... 10-1 

【Ｔ】 
TAP制御 ................................................................... 42-24 

TCNTのカウントタイミング .................................... 19-12 

TLB ...................................................................... 6-1, 6-16 

Tビット ........................................................................ 3-2 

【Ｕ】 
USBファンクションコントローラ（USBF） ............. 36-1 

USBホストコントローラ（USBH） ........................... 35-1 

UTLB........................................................................... 6-16 

Uビット ........................................................................ 7-3 

【Ｖ】 
Vビット ........................................................................ 7-3 

【あ】 
アクセスサイクル間ウェイト .................................... 11-73 

アドレス／データステッピング ................................ 13-89 

アドレスアレイ ................................ 6-31, 6-33, 7-16, 7-18 

アドレス空間識別子 ...................................................... 6-7 

アドレス変換................................................................. 6-7 

アドレス変換方式........................................................ 6-20 

アドレッシングモード................................................... 3-3 

アラーム機能............................................................. 22-19 

イーサネット受信動作............................................. 23-134 

イーサネット送信動作............................................. 23-130 

イーサネット転送動作............................................. 23-140 

位相計数モード ......................................................... 20-27 

一般 FPU抑止例外...................................................... 5-17 

一般不当命令例外........................................................ 5-16 

一般割り込み要求........................................................ 5-20 

インタミッテントモード ........................................... 14-31 

液晶モジュール電源状態 ........................................... 37-43 

エリア............................................................... 11-6, 11-36 

エンディアン ............................................................. 11-32 

オーディオコーデックインタフェース（HAC）.......... 33-1 

オートリクエストモード ........................................... 14-21 

オートリロードカウント動作 .................................... 19-12 

オペランドアクセスサイクルブレーク ...................... 41-21 

オペランドキャッシュ................................................... 7-1 

【か】 
外部 CPUアクセス許可空間........................................ 15-8 

外部 CPUインタフェース（EXCPU） ........................ 15-1 

外部 CPU接続........................................................... 15-13 

外部クロック用ボーレートジェネレータ................... 28-53 

外部メモリ空間マップ................................................. 11-7 

外部リクエストモード............................................... 14-21 

仮想アドレス空間 ............................................6-2, 6-3, 6-4 

仮想記憶方式 ................................................................. 6-1 

ギガビットイーサネットコントローラ 

（GETHER） .............................................................. 23-1 

擬似ラウンドロビン .................................................. 13-78 

キャッシュ .................................................................... 7-1 

キャッシュコヒーレンシ ........................................... 13-76 

キャッシュフィル ........................................................ 7-15 

クロック同期式モード............................. 27-1, 28-2, 28-39 

クロック発振器（CPG）............................................. 16-1 

クロックバリッド受信............................................... 25-18 

クロックバリッド送信............................................... 25-22 

固定小数点転送命令 ...................................................... 3-8 

固定モード ................................................................ 14-25 

コントロールレジスタ................................................... 2-2 

コンフィグレーションアクセス................................. 13-77 

コンペアマッチタイマ（CMT） .................................. 21-1 

【さ】 
サイクルスチール ...................................................... 14-30 

算術演算命令 ................................................................. 3-9 

時刻設定 .................................................................... 22-17 

システム制御命令 ........................................................ 3-14 

システムレジスタ .......................................................... 2-3 

実効アドレスの計算 ...................................................... 3-3 

実行ステート ............................................................... 4-15 

自動 PAUSEフレーム送信 ...................................... 23-151 

シノニム問題 ............................................................... 6-24 

シフト命令 .................................................................. 3-12 

受信 FIFOデータフル割り込み（RXI） ......... 27-47, 28-47 
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受信エラー割り込み（ERI） .......................... 27-47, 28-47 

受信ディスクリプタ ................................................ 23-120 

手動 PAUSEフレーム送信 ...................................... 23-151 

初期ページ書き込み例外 ............................................. 5-11 

処理モード .................................................................... 2-2 

シリアル I/O FIFO付き（SIOF）................................ 29-1 

シリアルインタフェースエンジン（SIE） ................ 35-27 

シリアルサウンドインタフェース（SSI） .................. 34-1 

水晶発振回路............................................................. 22-20 

ストアキュー............................................................... 7-21 

ストール動作............................................................. 36-68 

ストリームインタフェース（STIF）........................... 25-1 

ストローブ受信 ......................................................... 25-20 

ストローブ送信 ......................................................... 25-23 

スマートカードインタフェース ................................ 30-16 

スリープモード ......................................................... 18-11 

スレーブモード 1 ...................................................... 29-32 

スレーブモード 2 ...................................................... 29-33 

スレーブモード受信 .................................................. 29-38 

スレーブモード送信 .................................................. 29-37 

スロット FPU抑止例外............................................... 5-18 

スロット不当命令例外................................................. 5-17 

セルフリフレッシュ .................................................. 18-13 

送受信リセット ......................................................... 29-39 

送信 FIFOデータエンプティ割り込み 

（TXI） .......................................................... 27-47, 28-47 

送信ディスクリプタ ................................................ 23-115 

ソフトウェアスタンバイモード ................................ 18-11 

【た】 
タイマユニット（TMU） ............................................ 19-1 

タイムシェアリングシステム ........................................ 6-1 

ダイレクトメモリアクセスコントローラ 

（DMAC） .................................................................. 14-1 

タグ............................................................................... 7-3 

多重割り込み............................................................... 9-63 

遅延スロット................................................................. 3-1 

遅延分岐........................................................................ 3-1 

調歩同期式モード.................................... 27-1, 28-1, 28-30 

低消費電力モード........................................................ 18-1 

ディスクリプタと送受信バッファ ........................... 23-126 

ディスクリプタポインタ ......................................... 23-128 

データ TLB多重ヒット例外 ........................................ 5-10 

データ TLB保護違反例外............................................ 5-12 

データ TLBミス例外 ................................................... 5-10 

データアドレスエラー................................................. 5-14 

データアレイ.................................... 6-32, 6-34, 7-17, 7-20 

データスワップ .............................................. 13-68, 13-73 

データ非スワップ ........................................... 13-68, 13-73 

デュアルアドレスモード ........................................... 14-28 

電源制御シーケンス処理 ........................................... 37-38 

特権空間マッピングバッファ（PMB）構成 ................ 6-37 

特権モード .................................................................... 2-2 

【な】 
内蔵周辺モジュールリクエストモード ...................... 14-22 

内蔵周辺モジュール割り込み ...................................... 9-53 

ノーマルモード ......................................................... 13-80 

【は】 
バースト ROMインタフェース ................................. 11-46 

バーストモード ......................................................... 14-31 

排他的アクセス ......................................................... 13-73 

バイト制御 SRAM ..................................................... 11-70 

パイプライン動作 .......................................................... 4-1 

バウンダリスキャン TAPコントローラ ...................... 42-4 

バスアービトレーション ........................................... 11-74 

発行レート .................................................................. 4-15 

バッファ動作 ............................................................. 20-22 

パディング挿入 ....................................................... 23-145 

パワーオンリセット ...................................................... 5-9 

パワーステート D0（通常状態）............................... 13-80 

パワーステート D1（バスアイドル）........................ 13-80 

パワーステート D2（クロック停止）........................ 13-80 

パワーステート D3（パワーダウンモード） ............. 13-80 

パワーマネジメント .................................................. 13-80 

汎用入出力ポート（GPIO） ........................................ 40-1 

汎用レジスタ ................................................................. 2-2 

ビッグエンディアン .................................................... 2-15 

表示 OFFモード（LCDC停止）の注意事項 ............. 37-44 

表示解像度の設定 ...................................................... 37-38 

符号拡張 ...................................................................... 2-14 

物理アドレス空間 ................................................... 6-2, 6-6 

浮動小数点グラフィック強化命令 ............................... 3-18 

浮動小数点制御命令 .................................................... 3-17 

浮動小数点単精度命令................................................. 3-16 

浮動小数点倍精度命令................................................. 3-17 

浮動小数点レジスタ ...................................................... 2-3 

フリーラン動作 ........................................................... 21-9 

プリフェッチ ........................................................ 7-22, 8-8 

プリフェッチ動作 ........................................................ 7-15 

ブレーク割り込み（BRI） .............................. 27-47, 28-47 

プログラミングモデル................................................... 2-1 

分岐命令 ...................................................................... 3-13 
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ベクタアドレス ............................................................. 5-5 

ボーレートジェネレータ ........................................... 29-26 

ホストモード............................................................. 13-77 

【ま】 
マスタモード............................................................. 11-76 

マスタモード 1.......................................................... 29-32 

マスタモード受信...................................................... 29-36 

マスタモード送信...................................................... 29-35 

マニュアルリセット ...................................................... 5-9 

マルチバッファフレーム ......................................... 23-143 

マルチプレクス一覧表................................................. 40-2 

マルチメディアカードインタフェース（MMCIF） ..... 31-1 

無条件トラップ ........................................................... 5-15 

命令 TLB多重ヒット例外.............................................. 5-9 

命令 TLB保護違反例外 ............................................... 5-13 

命令 TLBミス例外 ...................................................... 5-11 

命令アドレスエラー .................................................... 5-15 

命令キャッシュ ............................................................. 7-1 

命令実行後ユーザブレーク ......................................... 5-19 

命令実行前ユーザブレーク ......................................... 5-19 

命令セット .................................................................... 3-1 

命令フェッチサイクルブレーク ................................ 41-20 

メモリマネジメントユニット ........................................ 6-1 

メモリ割り付け PMBの構成 ....................................... 6-39 

メモリ割り付けレジスタ ............................................. 2-14 

モジュールスタンバイ............................................... 18-12 

【や】 
ユーザデバッグインタフェース（H-UDI） ................. 42-1 

ユーザブレークコントローラ（UBC） ....................... 41-1 

ユーザブレーク動作の流れ ....................................... 41-18 

ユーザモード................................................................. 2-2 

【ら】 
ライトスルーバッファ................................................. 7-12 

ライトバック................................................................. 8-8 

ライトバックバッファ................................................. 7-12 

ラウンドロビンモード............................................... 14-25 

リアルタイムクロック（RTC） .................................. 22-1 

リストプロセッサ...................................................... 35-27 

リセット、ウォッチドッグタイマ（WDT）................ 17-1 

リトルエンディアン .................................................... 2-15 

ルートハブ ................................................................ 35-27 

例外／割り込みコード................................................... 5-5 

例外処理................................................................. 5-1, 5-4 

例外フロー .................................................................... 5-6 

レジスタ 

ADCSR.............................................................. 38-5 

ADDR ................................................................ 38-4 

APR................................................................. 23-37 

ARSTR ............................................................ 23-19 

BCR................................................................. 11-16 

BCULR ............................................................ 23-41 

BRGCKS2 ....................................................... 28-26 

BRGDL2.......................................................... 28-25 

CAMR.............................................................. 41-13 

CAR................................................................. 41-12 

CBCR .............................................................. 41-17 

CBR0................................................................. 41-4 

CBR1................................................................. 41-4 

CCMFR ........................................................... 41-16 

CCR .................................................................... 7-5 

CDCR.............................................................. 23-32 

CDMR1............................................................ 41-15 

CDR1 .............................................................. 41-14 

CEECR............................................................ 23-36 

CEFCR............................................................ 23-33 

CERCR............................................................ 23-35 

CETR1............................................................. 41-15 

CHATR............................................................ 31-30 

CHCR.............................................................. 14-10 

CLKON............................................................ 31-25 

CMCNT ............................................................. 21-7 

CMCOR............................................................. 21-7 

CMCSR ............................................................. 21-5 

CMDR.............................................................. 31-12 

CMDSTRT....................................................... 31-15 

CMDTYR ........................................................... 31-8 

CMSTR.............................................................. 21-5 

CPUOPM........................................................付録-1 

CRR ................................................................ 41-10 

CSnBCR.......................................................... 11-18 

CSnPCR.......................................................... 11-28 

CSnWCR......................................................... 11-23 

CSTR .............................................................. 31-18 

CSWR ............................................................. 31-29 

CTLR0............................................................. 36-40 

CTLR1............................................................. 36-41 
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